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口絵１ 遺跡群（１）

旧白滝地区の遺跡群（南西から・平成１５年撮影）



口絵２ 遺跡群（２）

１ 赤石山と旧白滝５・８・９遺跡（南東から・平成１５年撮影）

２ 湧別川と旧白滝５遺跡（東から・平成１８年撮影）



口絵３ 旧白滝５遺跡（１）

１ 高位部調査状況（１）（西から）

２ 高位部調査状況（２）（南東から）



口絵４ 旧白滝５遺跡（２）

１ 高位部土層断面（Ｂ１８区、南東から） ２ 中位部土層断面（Ｓ２１区、北東から）

３ 中位部調査状況（北東から）



口絵５ 旧白滝５遺跡（３）

１ Sb－１出土状況（北から）

２ Sb－４出土状況（西から）



口絵６ 旧白滝５遺跡（４）

１ Sb－２出土状況（１）（東から）

２ Sb－２出土状況（２）（北西から）



口絵７ 旧白滝５遺跡（５）

１ Sb－５出土状況（１）（北西から）

２ Sb－５出土状況（２）（北から）



口絵８ 旧白滝５遺跡（６）

１ Ｆ－３、Sb－６出土状況（東から）

２ Sb－１２出土状況（東から）



口絵９ 旧白滝５遺跡（７）

Ａ区（Sb－１～１３）尖頭器ほか（２／３）



口絵１０ 旧白滝５遺跡（８）

Ａ区（Sb－１～１３）尖頭器接合資料（１）（１／２、下段内側のみ２／５）



口絵１１ 旧白滝５遺跡（９）

Ａ区（Sb－１～１３）尖頭器接合資料（２）（１／２）



口絵１２ 旧白滝５遺跡（１０）

Ａ区（Sb－１～１３）細石刃ほか（２／３）



口絵１３ 旧白滝５遺跡（１１）

Ａ区（Sb－１～１３）細石刃核接合資料（１）（１／２）



口絵１４ 旧白滝５遺跡（１２）

Ａ区（Sb－１～１３）細石刃核接合資料（２）（全体・内側２／５、個体１／２）



口絵１５ 旧白滝５遺跡（１３）

Ａ区（Sb－１～１３）細石刃核接合資料（３）（全体・内側２／５、個体１／２）



口絵１６ 旧白滝５遺跡（１４）

Ａ区（Sb－１～１３）細石刃核接合資料（４）（全体２／５、個体１／２）



口絵１７ 旧白滝５遺跡（１５）

Ａ区（Sb－１～１３）細石刃核接合資料（５）（１／２）



口絵１８ 旧白滝５遺跡（１６）

Ａ区（Sb－１～１３）彫器ほか（２／３）



口絵１９ 旧白滝５遺跡（１７）

Ａ区（Sb－１～１３）舟底形石器（２／３）



口絵２０ 旧白滝５遺跡（１８）

Ａ区（Sb－１～１３）舟底形石器接合資料（１）（１／２）



口絵２１ 旧白滝５遺跡（１９）

Ａ区（Sb－１～１３）舟底形石器接合資料（２）（１／２）



口絵２２ 旧白滝５遺跡（２０）

Ａ区（Sb－１～１３）石刃核接合資料（１）（１／２）



口絵２３ 旧白滝５遺跡（２１）

Ａ区（Sb－１～１３）石刃核接合資料（２）（２／５）



口絵２４ 旧白滝５遺跡（２２）

１ Sb－１６出土状況（北から）

２ Sb－１６出土状況（東から）



口絵２５ 旧白滝５遺跡（２３）

Ｂ区（Sb－１４～１７）尖頭器ほか（２／３）



口絵２６ 旧白滝５遺跡（２４）

Ｂ区（Sb－１４～１７）接合資料（１／２）



口絵２７ 旧白滝５遺跡（２５）

Ｃ区（Sb－１８～２１）尖頭器ほか（２／３）



口絵２８ 旧白滝５遺跡（２６）

斜面部接合資料（１）（２／５）



口絵２９ 旧白滝５遺跡（２７）

斜面部接合資料（２）（全体１／２、内側２／５）



口絵３０ 旧白滝５遺跡（２８）

斜面部接合資料（３）（上段１／２、下段２／５）



口絵３１ 旧白滝５遺跡（２９）

斜面部接合資料（４）（１／２）



口絵３２ 黒曜石

１ 黒曜石１

２ 黒曜石２

３ 黒曜石３

４ 黒曜石４

５ 黒曜石５



例 言

１ この報告書は、一般国道４５０号白滝丸瀬布道路改良工事に伴い、平成１５年度に財団法人 北海道

埋蔵文化財センターが実施した遠軽町（旧白滝村）旧白滝（きゅうしらたき）５遺跡の埋蔵文化財

発掘調査に関するものである。また、平成７～１９年度に調査を行った白滝遺跡群の奥白滝１１・服部

台２・奥白滝１・上白滝８・上白滝２・上白滝５・上白滝６・上白滝７・北支湧別４・白滝第３０地

点・白滝８・白滝１８・白滝３・旧白滝９・旧白滝８・ホロカ沢�・旧白滝１５・旧白滝１６・旧白滝

１・下白滝・中島遺跡の調査概要も簡略にまとめて報告している。

２ 平成７年度より行われている白滝遺跡群の調査の概要については、いくつかの機会に紹介してい

るが、旧白滝５遺跡（平成１５年度調査）に関しては、本書が優先する。

３ 本書は第１分冊（本文編）、第２分冊（石器実測図・分布図編）、第３分冊（写真図版編）の３冊

で構成されている。第１分冊は、本文・自然科学的分析等・掲載遺物一覧表など、第２分冊は、石

器ブロック群単位での石器実測図・石器ブロック分布図・接合資料実測図など、第３分冊は、航空

写真・調査状況・石器・接合資料などの順で構成されている。

４ 実測図を掲載した石器・接合資料は、基本的にすべて写真図版に掲載し、さらに接合資料に含ま

れる石器については、接合資料とともに縮小し再度掲載した。また、写真図版のみに掲載した石器・

接合資料もある。

５ 実測図番号と写真番号は同一である。実測図番号は、各遺跡の石器ブロック群単位で１から付け

たが、その順番は、単体石器、接合資料、写真のみ掲載単体石器、写真のみ掲載接合資料の順である。

６ 本書の執筆（�章を除く）と編集は直江康雄が行った。ただし、�・�章に関してはこれまで刊

行してきた『白滝遺跡群�～�』の記述を基礎にしている。

７ 遺物の整理作業は直江が担当した。

８ 作業の一部および年代測定・分析などは下記の機関または個人に依頼した。

現地測量・航空写真撮影およびデータ入力、遺物実測の一部など：�シン技術コンサル

遺物写真撮影：�写真事務所クリーク（佐藤雅彦）

接合資料他実測用写真撮影：小川忠博

放射性炭素年代測定：パレオ・ラボ、�地球科学研究所（�章１）

黒曜石産地推定・水和層測定：�遺物材料研究所（�章２）

テフラ分析・段丘面区分：北海道大学大学院理学研究院地震火山研究観測センター

中村有吾（�章３）

９ 現地の写真撮影は、随時調査員が行い、航空写真・遺物は、前述の会社が行った。

１０ 出土遺物は、遠軽町教育委員会が、写真・データなどの記録類は財団法人北海道埋蔵文化財セン

ターが保管している。

１１ 調査にあたっては、下記の機関および人びとの指導ならびに協力をえた。（順不同、敬称略）

文化庁、青森県立郷土館、�岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター、東北大学、東北福祉大

学、秋田市教育委員会、高畠町教育委員会、�東京都埋蔵文化財センター、首都大学東京、明治大

学考古学博物館、�かながわ考古学財団、長岡市立科学博物館、�長野県埋蔵文化財センター、長

門町教育委員会、野尻湖ナウマンゾウ博物館、�静岡県埋蔵文化財調査研究所、沼津市教育委員会、

�京都文化博物館、鹿児島県立埋蔵文化財センター、熊本県教育委員会、福岡市埋蔵文化財センタ

ー、北海道教育委員会、遠軽町教育委員会、北網圏北見文化センター、訓子府町教育委員会、羅臼

�



町教育委員会、釧路市埋蔵文化財調査センター、帯広百年記念館、帯広市埋蔵文化財センター、名

寄市北国博物館、下川町教育委員会、千歳市教育委員会、今金町教育委員会、市立函館博物館、知

内町教育委員会、

岡村道雄、土肥 孝、加藤真二、木村英明、鶴丸俊明、加藤博文、高倉 純、長崎潤一、坂梨夏代、

阿子島香、柳田俊雄、佐川正敏、会田容弘、安斎正人、佐藤宏之、小野 昭、大沼克彦、阿部朝衛、

島田和高、山科 哲、藤本 強、小林達雄、白石浩之、山中一郎、松藤和人、稲田孝司、藤野次史、

小畑弘己、駒田 透、神田和彦、吉川耕太郎、山田晃弘、佐久間光平、須田良平、村上祐次、

山田しょう、井田秀和、藤原妃敏、鹿又喜隆、松沢亜生、小菅将夫、野口 淳、小川忠博、

岩崎厚志、藤田征史、薮下詩乃、砂田佳弘、諏訪間順、栗原伸好、大塚健一、大竹憲昭、大竹幸恵、

堤 隆、須藤隆司、谷 和隆、中村由克、沢田 敦、小熊博史、笹原芳郎、鈴木忠司、木崎康弘、

藤木 聡、松本 茂、宮田栄二、桑波田武士、松村愉文、瀬下直人、熊谷 誠、太田敏量、

山田 哲、北沢 実、山原敏朗、熊林佑允、笹島香織、杉浦重信、友田哲弘、石川 朗、仙庭伸久、

藤井誠二、出穂雅実、佐藤雅彦、赤井文人、鈴木建治、斉藤譲一、寺崎康史、宮本雅通、横山英介、

中村有吾、山田和史

�



記号等の説明

１ 調査区域図・遺跡全体の遺物分布図などの縮尺は任意である。すべてにスケールを付けたが、発

掘区の一辺は４ｍであるので、目安としてもらいたい。

２ 各石器ブロックの全遺物分布図・器種別分布図の基本的な縮尺は１：１５０としたが、接合分布図、

一部の全遺物分布図・器種別分布図はスペースに応じた縮尺とした。いずれの場合も縮尺とスケー

ルを示した。

３ 母岩別・接合資料の接合分布図の基本的な縮尺は１：２００としたが、一部はスペースに応じた縮

尺とした。いずれの場合も縮尺とスケールを示した。

４ 遺物の縮尺は実測図・写真とも単体の石器類は１：２とした。接合資料および接合破片は実測図・

写真とも１：３とした。

５ 実測図は基本的に正面の右下に掲載番号を付け、正面の右に右面・裏面、左に左面、上に上面、

下に下面を配置しているが、紙面の関係で一部配置を変更したものがある。また、細石刃核及び細

石刃核削片と舟底形石器に関しては、左側面の右下に掲載番号を付け、計測部の位置を高さ、長さ、

幅と呼称している（図�－１０）。これらは本文中では素材の形状と対応するように長さ×幅×高さ

の順に掲載しているが、掲載一覧表においては左側面を基準として計測しているため、本文中の記

載順とずれが生じている。注意願いたい。

６ 単体の実測図において折れ面接合しているものは個々の遺物番号を明示するため、該当する輪郭

図に遺物番号を付した。また、後世の折れにより同一の遺物番号を持つものは破線で示した。

７ 一部の接合資料実測図においては、視覚的に図を理解し易くするために接合剥片の腹面側、接合

資料中の内側部分などをトーンで示した部分がある。また、接合資料内に個体の接合が存在する場

合、全体の剥離の腹面と区別するために個体の腹面を目の粗いトーンで示したものがある。

８ 尖頭器関連の接合資料の実測図においては、全体の状況を示すと同時に腹面側（内側）の状況の

実測図を示したものもある。

９ 接合資料の中で、剥片石器や石核の素材となった剥片及び原石を分割したものについては「個体

Ａ」「個体Ｂ」…、さらにそれらから剥離された剥片を素材としたものは「個体ａ」「個体ｂ」…と

呼称した。

１０ 接合資料は、剥離工程を理解し易くするために模式図を作成し、実測図と共に掲載した。模式図は

同一段階の剥離群毎にトーンを変え、剥離の流れを番号で示した。ただし、切り合い関係がなく、前

後関係が明らかでないものにおいても便宜上番号を付けたので、詳細は個々の説明を参照願いたい。

１１ 剥離模式図の縮尺は任意である。模式図中の矢印（ ）は接合剥片の剥離方向を示すが、

接合剥片の打点側が欠損している場合は切れた矢印（ ）、重なって見えない部分は破線の矢

印（ ）で示した。また、素材剥離時の打点部分に を付けたものもある。

１２ 接合資料と共に掲載した接合破片（定形的な石器も含む）は基本的に剥離順に並べてある。

１３ 尖頭器の模式図においては、接合剥片に残存する打点の位置から、搬出時に想定される輪郭を示

した。

１４ 調査区域図および遺物分布図など方位記号は平面直角座標の北を、レベルは標高（単位はｍ）を

示す。

１５ 遺構や石器ブロックについては以下の略号を使用した場合がある。

Sb：石器ブロック Cb：炭化木片ブロック

�



１６ 遺物分布図では以下の記号を用いた。

�：剥片 ●：石刃 ●：縦長剥片 ＋：削片 ��：細石刃

▼▲：細石刃核 ◆：舟底形石器 ：尖頭器 ◆：両面調整石器 ▲：彫器

■：掻器 ◆：錐形石器 ▼：削器 ：台形石器 ：二次加工ある剥片

�：石核 �：石刃核 ：石鏃

□：礫石器等（斧形石器・敲石・砥石・台石・原石・礫）

１７ 石器ブロックの全遺物分布図については剥片を網点で示した。また、接合分布図、母岩別・接合

資料分布図においても、全体の遺物を網点で示したものもある。

１８ 挿図中の番号は、石器ブロック群毎に単体石器、接合資料の順で１から付けた。また、接合破片

として接合資料の所に示した場合は、単体石器で付した番号を付けている。

１９ 遺物分布図の記号横の数字は、遺物番号を示している。また、分布図中の縮小した遺物実測図横

の数字は挿図中の番号で、折れ面接合遺物・一括出土遺物は全てに出土発掘区・遺物番号を表示し

ている。

２０ 石器ブロック接合分布図の接合線は、剥離順番を示すものではなく、遺物番号の若い順番に機械

的に結んだものである。

２１ 接合資料の接合分布図では、折れ面接合をすべて実線で示した。また、個体や段階などを示す場

合に破線で示したものもある。

２２ 一部の接合資料の接合分布図においては、調査区内に一括遺物の出土点数を示したものもある。

２３ 石質は掲載遺物の一覧表に示したが、黒曜石については、以下の五種類に分けて示した（口絵１６）。

黒曜石１：黒色 黒曜石２：梨肌 黒曜石３：黒色に茶色が混じる（黒＞茶）

黒曜石４：茶色に黒色が混じる（茶＞黒）

黒曜石５：黒色に紫がかった茶色が混じる（黒＞紫・茶）

接合資料の一覧表では、スペースの関係で、上記の黒曜石１～５についてそれぞれを１～５の数

字のみで示した。

安山岩については、主に剥片石器に利用される緻密で玄武岩質のものを安山岩１、主に台石や敲

石などに利用される輝石安山岩などのものを安山岩２とした。

珪質頁岩は泥岩質の頁岩と区別するために使用したもので、硬質頁岩や凝灰岩質のものなどを含

んでいる。原産地を考慮した細分は今後の課題である。

２４ 黒曜石以外の石質については、実測図番号の下に以下の略号で示した。

珪質頁岩：Si－Sh めのう：Ag 珪岩：Qu 安山岩：An 砂岩：Sa
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写真図版の説明

１ 掲載順は、空中写真、調査状況、炭化木片ブロック等、石器ブロック別遺物出土状況、出土遺物

である。

２ 挿図に掲載した遺物は、全て写真を掲載している。また、写真のみ掲載した単体石器、接合資料

もある。

３ 出土遺物は、石器ブロック群毎に単体石器、接合資料の順で掲載し、番号は挿図中の番号と一致

している。接合資料は基本的に挿図の掲載順としたが、割り付けの関係で、前後することや、写真

のみの掲載資料が組み合わされている場合がある。挿図とは番号で照合していただきたい。

４ 写真の縮尺は、単体石器は１：２、接合資料は、１：３とした。

５ 接合資料の写真は、実測図作成用として９０°展開の台に固定し、破片の輪郭や剥離面が明確になる

ようなライティングでストロボ撮影したものを１：２にプリントした。したがって、各面の誤差は

ないが、単体石器や接合破片とは若干異なった写真となっている。また、撮影時の固定具などがみ

られることがあるので、注意願いたい。

６ 単体石器は通常の俯瞰撮影なので、正面と裏面では若干の誤差を生じていることがある。また、

接合資料の写真とも若干異なっていることがある。
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� 調査の概要

１ 調査要項

事業名 一般国道４５０号白滝丸瀬布道路工事に伴う埋蔵文化財発掘調査（平成１９年度）

委託者 国土交通省北海道開発局網走開発建設部

受託者 財団法人北海道埋蔵文化財センター

遺跡名・所在地・調査面積・調査期間

調査年度 遺 跡 名 道教委登載番号 所 在 地 調査面積（�） 小計（�） 調査期間（現地調査）

平成７年度 上 白 滝 ８ �‐１７‐２１３ 紋別郡白滝村字上白滝１７９‐１，１８１ ６，６００ ６，６００ 平成７年４月１７日～平成８年３月２５日

（平成７年５月８日～１０月２５日）

平成８年度 上 白 滝 ８ �‐１７‐２１３ 紋別郡白滝村字上白滝１７９‐１，１８１‐２，１８１‐３ １０，２１２ 平成８年４月１１日～平成９年３月３１日

（平成８年５月８日～１０月３０日）上 白 滝 ２ �‐１７‐１７０ 紋別郡白滝村字上白滝１７７‐２，１７７‐３ ２，９９５ １３，２０７

平成９年度 奥 白 滝 １ �‐１７０‐１７２ 紋別郡白滝村字上白滝１８３‐５ ５，３４０ 平成９年４月１１日～平成１０年３月３１日

（平成９年５月６日～１０月２５日）上 白 滝 ８ �‐１７‐２１３ 紋別郡白滝村字上白滝１８１‐４，１８２‐３ ３２０

上 白 滝 ２ �‐１７‐１７０ 紋別郡白滝村字上白滝１７６‐２，１７７‐３ ３，９３０

上 白 滝 ５ �‐１７‐２１０ 紋別郡白滝村字上白滝１２３‐３ ３，７２８

上 白 滝 ７ �‐１７‐２１２ 紋別郡白滝村字上白滝２１９‐３ ７，４４３ ２０，７６１

平成１０年度 服 部 台 ２ �‐１７‐１３５ 紋別郡白滝村字奥白滝１８‐３ ３，８１２ 平成１０年４月１０日～平成１１年３月３１日

（平成１０年５月６日～１０月２４日）奥 白 滝 １ �‐１７‐１７２ 紋別郡白滝村字上白滝１８３‐５ ２，０６７

上 白 滝 ５ �‐１７‐２１０ 紋別郡白滝村字上白滝１２３‐３ ４，１３２

上 白 滝 ６ �‐１７‐２１１ 紋別郡白滝村字上白滝１２３‐３，１２２‐３ ６，９５３

上 白 滝 ７ �‐１７‐２１２ 紋別郡白滝村字上白滝２１９‐３ ５，１５０

上 白 滝 ８ �‐１７‐２１３ 紋別郡白滝村字上白滝１８１‐４，１８２‐３ ５６

北支湧別４ �‐１７‐１８９ 紋別郡白滝村字北支湧別９７‐１ ５，４７２ ２７，６４２

平成１１年度 奥 白 滝１１ �‐１７‐１８７ 紋別郡白滝村字奥白滝５２‐５ ５０５ 平成１１年４月１日～平成１２年３月３１日

（平成１１年５月６日～７月４日）服 部 台 ２ �‐１７‐１３５ 紋別郡白滝村字奥白滝１８‐３ ２，００２ ２，５０７

平成１２年度 服 部 台 ２ �‐１７‐１３５ 紋別郡白滝村字奥白滝１８‐３ ８７７ 平成１２年４月３日～平成１３年３月３０日

（平成１２年５月８日～１０月２７日）奥 白 滝 １ �‐１７‐１７２ 紋別郡白滝村字上白滝１８３‐２ ３４５

上 白 滝 ８ �‐１７‐２１３ 紋別郡白滝村字上白滝１８２‐２ ６６１

白滝第３０地点 �‐１７‐１２８ 紋別郡白滝村字白滝３８２‐４ ６３６

白 滝 ８ �‐１７‐１８０ 紋別郡白滝村字白滝１４６‐１，１４６‐２ ８３４

白 滝 １８ �‐１７‐２１４ 紋別郡白滝村字白滝１４５，１３９‐１ ２，６００ ５，９５３

平成１３年度 上 白 滝 ６ �‐１７‐２１１ 紋別郡白滝村字上白滝１２３ ６７０ 平成１３年４月２日～平成１４年３月２９日

（平成１３年７月１６日～９月１４日）白 滝 ３ �‐１７‐１５８ 紋別郡白滝村字白滝１０６ほか ２，９００

下 白 滝 �‐１７‐１４５ 紋別郡白滝村字下白滝９９‐１ ９０ ３，６６０

平成１４年度 旧 白 滝 ９ �‐１７‐１５４ 紋別郡白滝村字旧白滝４３８ ３，３８０ 平成１４年４月１日～平成１５年３月３１日

（平成１４年６月３日～１０月２５日）旧 白 滝 ８ �‐１７‐１５３ 紋別郡白滝村字旧白滝４４２ ２，６１０

下 白 滝 �‐１７‐１４５ 紋別郡白滝村字下白滝９９‐１ ２，２５０ ８，２４０

平成１５年度 旧 白 滝 ５ �‐１７‐１５０ 紋別郡遠軽町旧白滝４１７ ７，３４０ 平成１５年４月１日～平成１６年３月３１日

（平成１５年５月７日～１０月２４日）旧 白 滝 ８ �‐１７‐１５３ 紋別郡遠軽町旧白滝４１９，４２９，４４２，４４３ １，１６０

中 島 �‐１７‐１２１ 紋別郡遠軽町丸瀬布南丸４８，５２ １，９００ １０，４００

平成１８年度 旧 白 滝 ５ �‐１７‐１５０ 紋別郡遠軽町旧白滝４１７ ４，６５６ ４，６５６ 平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日

（平成１８年５月１０日～１０月３１日）

平成１９年度 旧 白 滝 ５ �‐１７‐１５０ 紋別郡遠軽町旧白滝４１７ ２，２６０ 平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日

（平成１９年５月１０日～１１月２０日）ホロカ沢� �‐１７‐１４９ 紋別郡遠軽町旧白滝４００ ４，４６１

旧 白 滝１５ �‐１７‐２１５ 紋別郡遠軽町旧白滝３１６ ４，６７０

旧 白 滝１６ �‐１７‐２１６ 紋別郡遠軽町旧白滝１９１ １，８２１

旧 白 滝 １ �‐１７‐１４６ 紋別郡遠軽町旧白滝１８８ ２，８００ １６，０１２

合 計 １１９，６３８ １１９，６３８
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専務理事 佐藤哲人（平成１１年５月３１日まで）

宮崎 勝（平成１８年４月３０日まで）

佐藤俊和（平成１８年５月２６日から）

常務理事 柴田忠昭（平成１１年３月３１日まで）

木村尚俊（平成１３年７月１７日まで）

畑 宏明（平成１４年６月１日から

平成１６年３月３１日まで）

佐藤俊和（平成１９年３月３１日まで）

（兼務）

畑 宏明（平成１９年４月１日から）

業務部長 山内 清（平成９年３月３１日まで）

北條雅洋（平成１０年３月３１日まで）

中田 仁（平成１１年３月３１日まで）

平成１１年度組織改編により総務部へ

総務部長 中田 仁（平成１３年３月３１日まで）

柳瀬茂樹（平成１４年３月３１日まで）

下村一久（平成１６年３月３１日まで）

佐藤英一（平成１７年３月３１日まで）

牧野義則（平成１８年３月３１日まで）

松本昭一（平成１８年４月１日から）

第１調査部長 畑 宏明（平成１１年８月１５日まで）

木村尚俊（平成１３年７月１７日まで）

（兼務）

大沼忠春（平成１４年３月３１日まで）

（兼務）

畑 宏明（平成１６年３月３１日まで）

（兼務）

千葉英一（平成１６年４月１日から）

平成１８年度組織改編により第２調査部へ

第２調査部長 西田 茂

２ 調査体制

財団法人北海道埋蔵文化財センター 理事長 伊藤一夫（平成１０年５月３１日まで）

大澤 満（平成１３年６月３０日まで）

森重楯一（平成１３年７月１日から）

平成７年度 第１調査部第３調査課 課長 長沼 孝（発掘担当者）

同 文化財保護主事 宗像公司（発掘担当者）

平成８年度 第１調査部第３調査課 課長 長沼 孝（発掘担当者）

同 文化財保護主事 藤井 浩（発掘担当者）

同 文化財保護主事 宗像公司（発掘担当者）

同 文化財保護主事 坂本尚史

同 文化財保護主事 鈴木宏行

同 文化財保護主事 直江康雄

平成９年度 第１調査部第３調査課 課長 長沼 孝（発掘担当者）

同 主任 越田雅司（発掘担当者）

同 文化財保護主事 宗像公司（発掘担当者）

同 文化財保護主事 坂本尚史

同 文化財保護主事 鈴木宏行

同 文化財保護主事 直江康雄
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平成１０年度 第１調査部第３調査課 課長 長沼 孝（発掘担当者）

同 主任 越田雅司（発掘担当者）

同 文化財保護主事 宗像公司（発掘担当者）

同 文化財保護主事 坂本尚史

同 文化財保護主事 鈴木宏行

同 文化財保護主事 直江康雄

平成１１年度 第１調査部第３調査課 課長 長沼 孝（発掘担当者）

同 主任 越田雅司（発掘担当者）

同 主任 鈴木宏行

同 文化財保護主事 坂本尚史

同 文化財保護主事 佐藤 剛

同 文化財保護主事 直江康雄（発掘担当者）

同 文化財保護主事 福井淳一

平成１２年度 第１調査部第３調査課 課長 長沼 孝（発掘担当者）

同 主任 越田雅司（発掘担当者）

同 主任 鈴木宏行（発掘担当者）

同 文化財保護主事 直江康雄（発掘担当者）

平成１３年度 第１調査部第３調査課 課長 長沼 孝（発掘担当者）

同 主任 鈴木宏行（発掘担当者）

同 文化財保護主事 直江康雄

平成１４年度 第１調査部第３調査課 課長 長沼 孝（発掘担当者）

同 主任 鈴木宏行（発掘担当者）

同 主任 立田 理（発掘担当者）

同 文化財保護主事 直江康雄（発掘担当者）

平成１５年度 第１調査部第３調査課 課長 �橋和樹（発掘担当者）

同 主任 鈴木宏行（発掘担当者）

同 主任 愛場和人

同 主任 直江康雄（発掘担当者）

平成１６年度 第１調査部第３調査課 課長 �橋和樹

同 主任 鈴木宏行

同 主任 直江康雄

平成１７年度 第１調査部第３調査課 課長 �橋和樹

同 主任 鈴木宏行

同 主任 直江康雄

平成１８年度 第２調査部第３調査課 課長 熊谷仁志（発掘担当者）

同 主任 鈴木宏行

同 主任 坂本尚史（発掘担当者）

同 主任 大泰司統（発掘担当者）

同 主任 直江康雄

� 調査の概要
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平成１９年度 第２調査部第３調査課 課長 熊谷仁志（発掘担当者）

同 主任 中山昭大（発掘担当者）

同 主任 坂本尚史（発掘担当者）

同 主任 袖岡淳子（発掘担当者）

同 主任 大泰司統（発掘担当者）

同 主任 直江康雄

３ 調査に至る経緯

旭川・紋別自動車道は、旭川市を始点とし、比布町、愛別町、上川町、白滝村（現遠軽町白滝地区）、

丸瀬布町（現遠軽町丸瀬布地区）、遠軽町、上湧別町、湧別町を経由して、紋別市に至る延長１３０�の

道路で、その建設工事に伴う埋蔵文化財保護のための事前協議や発掘調査の経過については、これま

でに�北海道埋蔵文化財センターが刊行した発掘調査報告書『白滝遺跡群�』に詳述されている。こ

こではそれらの記載に基づいて記述する。

旭川・紋別自動車道のうち、上川町上越から遠軽町白滝地区に至る上越白滝道路については、平成

４年７月に埋蔵文化財保護のための事前協議書が、北海道開発局から北海道教育委員会あてに提出さ

れ、これを受けて北海道教育委員会は、同年８月に遺跡の所在確認調査を行い、１０月には範囲確認調

査に着手した。平成５年度には服部台、服部台２、白滝第４・３０地点の各遺跡や国指定史跡「白滝遺

跡」の隣接地などで範囲確認調査を実施、その結果、予定ルートにおいて２０�に及ぶ遺跡群の存在が

確認され、工事計画と遺跡の保存について協議が進められた。その動向は、北海道考古学会や日本考

古学協会などから遺跡群の保存を求める要望書が提出されるなど、学界も注目するところとなった。

このような状況のもと、大規模かつ重要な遺跡が密集する八号沢川と湧別川の合流点付近について

は路線変更が図られ、奥白滝１１、奥白滝１２、服部台、服部台２、奥白滝１、上白滝８の六遺跡では、

主要部分が現状保存された。しかし、工事計画の変更が困難な区域では、事前の記録保存調査が必要

となり、平成７年度から�北海道埋蔵文化財センターと白滝村教育委員会（当時）が発掘調査を開始

し、大規模な遺跡が密集する奥白滝、上白滝地区の本線部分については、平成１１年度までに整理作業

を残して現場段階での調査が終了した。

続く平成１２年度には、白滝 ICに至る本線部分の白滝８、白滝１８遺跡の調査を行い、合わせて防雪

柵設置のための服部台２、奥白滝１、上白滝８、白滝第３０地点遺跡の調査を実施した。白滝８遺跡は

当初工事立会区域であったが、表土を除去したところ遺物が確認されたので、発掘調査を行った。ま

た、白滝１８遺跡は平成１１年度に調査予定であったが、用地買収の関係で調査が平成１２年度に変更され

た。平成１３年度には上白滝６遺跡の工事用道路部分と白滝３遺跡の村道付け替え道路部分の調査が２

か月間行われ、小規模ながら新たに白滝 IC～丸瀬布 IC間の白滝丸瀬布道路に係る下白滝遺跡の調査

も加わった。この上白滝６、白滝３遺跡の調査で、白滝 ICまでの発掘は終了し、年度末の平成１４年

３月３０日には、上川町上越（浮島 IC）～遠軽町白滝地区（白滝 IC）間１９．８�が開通した。

平成１４年度には下白滝遺跡の継続調査のほか、幌加沢川右岸の旧白滝９遺跡や、左岸の旧白滝８遺

跡の調査に着手するなど、調査対象地は旧白滝地区・下白滝地区へと移行した。これらの遺跡は低位

の段丘面に立地するもので、これまでの高位段丘上の旧石器時代中心の遺跡群とは異なり、縄文時代

や続縄文時代など、より新しい時代に営まれたものである。平成１５年度には、丸瀬布 ICにかかる丸

瀬布地区中島遺跡の調査や、旧白滝８遺跡の継続調査など縄文時代以降の遺跡を調査し、合わせて旧

３ 調査に至る経緯
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（国土地理院発行５万分の１地形図「白滝」「丸瀬布北部」「丸瀬布南部」「立牛」「上支湧別」「大和」を使用）

図�－１ 白滝遺跡群調査遺跡図

� 調査の概要
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（１）発掘区の設定

白滝８遺跡の北側に隣接する旧白滝５遺跡の調査を開始した。旧白滝５遺跡は高位・中位段丘上に立

地する旧石器時代を主体とする遺跡であり、平成１５年度はその南西側半分ほどを調査した。

平成１６・１７年度には発掘調査を行っていないが、平成１８年度は旧白滝５遺跡の北東部分の調査を行

い、その年度末の平成１９年３月１８日には、遠軽町旧白滝地区（暫定旧白滝 IC）～遠軽町丸瀬布地区

（丸瀬布 IC）間１０．４�が開通した。平成１９年度は旧白滝地区が調査の中心となり、旧白滝５遺跡の

残りの北東部分及び、ホロカ沢�、旧白滝１５、旧白滝１６、旧白滝１遺跡の調査を行った。

平成７～１５・１８・１９年度の１１年間で、�北海道埋蔵文化財センターが調査したのは、遠軽町白滝地

区の奥白滝１１、服部台２、奥白滝１、上白滝８、上白滝２、上白滝５、上白滝６、上白滝７、北支湧

別４、白滝第３０地点、白滝８、白滝１８、白滝３、旧白滝９、旧白滝８、旧白滝５、ホロカ沢�、旧白

滝１５、旧白滝１６、旧白滝１、下白滝、遠軽町丸瀬布地区の中島遺跡の計２２遺跡で、面積は１１９，６３８�、

白滝村教育委員会（当時）が平成７～１０年度の４年間で調査したのは、白滝第４地点、白滝第３０地点の

二遺跡で面積は２０，１２３�である。これらを合わせた現時点での総発掘調査面積は、計１３９，７６１�となる。

現状保存された奥白滝１１、奥白滝１２、服部台、服部台２、奥白滝１、上白滝８遺跡の六か所につい

ては、旧路線および新路線との間の部分を加えた２０４，３５２．３３�について、関係者の努力により平成１０

年に国指定史跡に追加され、既に指定済みの「白滝遺跡」（白滝第１３地点遺跡）と合わせて「白滝遺

跡群」（面積２２６，２５０．３３�）として名称変更された。現在、白滝村（当時）による指定地の公有化の

作業も終了し、将来的な史跡の整備・活用の検討が進められている。

４ 調査概要

発掘区設定は、道路工事の測点 SPを基準として、発掘区全体に４×４ｍ規格のメッシュをかけて

行い、個々の発掘区はアルファベットの大文字とアラビア数字の組み合わせで表示した。

具体的には、各遺跡においてルートの延びる東西方向（丸瀬布地区へと向かうにつれ南西－北東方

向に遷移する）を見通して、発掘区全体をカバーするうえで好適な測点２点を基準点に選び、これを

結んで延長した線を基線とした。基線に平行する４ｍ間隔の直線には、北側から順にアルファベット

を付し、通常は基線の SPラインをＭとした。基線に直交する南北方向（丸瀬布地区へと向かうにつ

れ北西－南東方向に遷移する）の４ｍ毎の直線には、西側から順にアラビア数字を配した。発掘区の

呼称には、４ｍメッシュの北西隅の交点での表示を用い、例えば、Ｍラインと１０ラインの交点の南東

側がＭ１０区となる。

但し、発掘区長軸と SPラインが著しくずれる下白滝遺跡、調査区内の SPラインが曲線である旧

白滝９遺跡、旧白滝８遺跡では、用地の境界杭を発掘区設定の基準とし、また、工事路線変更の関係

で服部台２・奥白滝１・上白滝８・上白滝２・上白滝５遺跡では新路線の測点を、それ以外の遺跡で

は旧路線の測点をそれぞれ基準点とした。各遺跡の基準点と発掘区設定の状況は、各遺跡の報告でそ

れぞれ詳しく説明する。

（２）調査の方法

調査区域の現況は、大部分が白樺などの雑木林や、松などが植林された山林で、下は一面の笹藪に

覆われた所が多く、耕作の放棄された畑地でも、茅などの雑草が繁茂する荒地と化しており、調査の

開始にあたっては、立木の伐採や、重機による抜根と笹根や雑草の除去を行った。その際、黒曜石片

４ 調査概要
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が一面に顔を出すような場合には、表土除去をできるだけ浅くとどめ、重機の導入を最小限に抑える

よう努めた。

発掘調査は、４×４ｍの発掘区単位で実施した。�層（表土および耕作土）の遺物は発掘区単位で

一括して取り上げ、遺物包含層である�層の遺物は、基本的に、出土位置を計測し、発掘区毎に遺物

番号を付して取り上げた。ただし、指先より小さい剥片類については、発掘区単位で一括して取り上

げた。また、砕片類が多い部分については、フレイク集中としてその範囲を記録のうえ、土ごと取り

上げて水洗処理した。出土地点の計測にはトータルステーションを使用した。現場で遺構・遺物デー

タシステム（�シン技術コンサル）に蓄積したデータから、毎日、遺物一覧表とドットマップ（分布

図）を作成し、データのチェックと遺物の分布状況を把握しながら調査を進めた。データは遺跡単位

で管理しており、平成１９年度現在でのデータ総数は７０４，２６１件、最大は上白滝８遺跡の２１５，７８３件、最

小は白滝第３０地点遺跡の３１３件である。下白滝、旧白滝９、旧白滝８、中島の四遺跡は、全て縄文時

代以降の遺跡で、包含層が地表から浅く、耕作による影響が大きいため、包含層の残存状況が悪く、

遺物出土地点計測は、旧白滝８遺跡の９，０９７件のみに留まった。

いずれの遺跡も工事用地内以外に表土や排土の仮置き場の確保が困難であった。したがって、調査

区域の全面的な同時展開は不可能で、いくつかに分割して調査を進めた。また、効率良い調査を進め

るためには、排土の運搬距離や傾斜を十分考慮する必要がある一方で、台風などに伴う大雨によって、

土砂が工事区域外へ流出しないよう、工事関係者と連携して、排水溝を整備したり、排土山を整形・

固定してシート被覆するなど、防災的な方面にも十分な注意が必要であった。調査区域の分割状況は

遺跡によって異なるが、大きく南北に二分し、さらに東西に分けた場合が多い。

調査は、まず分割した範囲の四分の一の発掘区について行い（２５％調査）、次に遺物分布の濃密な

部分から順次進め、分割区域を順次終わらせた。また、急斜面や攪乱の著しい部分については、発掘

区単位で、重機による掘り上げと人手による遺物採取を行った。さらに、２５％調査によって遺物が全

く出土しなかった部分については、最終的に重機を使用した駄目押し調査を行った。

焼土や炭化木片ブロックについては、有機質遺物の採集を目的として、フローテーション法（浮遊

物を０．４２５�と２�メッシュで、沈殿物を１�メッシュの土壌分析用の篩で選別）によって炭化木片

などの微細遺物を回収した。まず、現場で平面・断面図等の記録作成後、ビニール袋に土壌を採取し、

室内でコンテナに広げ、自然乾燥させる。その後、乾燥重量・体積を記録し、フローテーションを行

った。但し、一部の炭化木片ブロックには、分布が散漫なため面的にではなく、点で回収したものが

ある。回収した微細遺物については全て肉眼による選別を行ったが、確認できたのは炭化木片・炭化

種子・石器のみで動物遺存体は得られなかった。回収された炭化木片のうち、大きく状態の良好なも

のは、年代測定や樹種同定用の試料として抽出した。

遺跡の地形環境や化石周氷河作用、テフラなどが明瞭な状況で観察できる土層については、剥ぎ取

りを行い、保存した。

（３）整理の方法

遺物は雨天日などを利用し、基本的に現地で水洗作業を行った。その後、札幌（平成１１年１０月から

は江別）の整理作業所に運び、注記などの整理作業を開始した。

遺物は、石器と土器に分けて以下のように整理を行った。

石器

石器類や剥片は、出土位置を記録したもの（以下「点取り遺物」）と発掘区単位で一括して取り上

� 調査の概要
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げたもの（以下「一括遺物」）の二つに分けられ、それぞれ次の流れで整理作業を進めた。

〈点取り遺物〉

一次整理として、すべてについて注記作業を行い、次に器種分類、重量計測、石質、残存状況、打

点・自然面・被熱の有無などの属性観察をし、遺跡・遺物データシステムに入力した。

注記は、遺跡名の代わりに道教委の旧白滝村の登載番号、発掘区、遺物番号の順で行った。例えば、

旧白滝５遺跡のＤ１９区の遺物番号１００は、「２８D１９・１００」となる。重量は小数点一桁までの計測であ

る。

石材の大部分を占める黒曜石に関しては、絶対的なものではないが、肉眼的な特徴から黒色の「黒

曜石１」、梨肌の「黒曜石２」、黒色に茶色の混じった（黒＞茶）「黒曜石３」、茶色に黒色の混じった

（茶＞黒）「黒曜石４」、黒色に紫がかった茶色の混じった（黒＞紫・茶）「黒曜石５」の５種類に分

類した。

残存状況は欠損または完形、打点・原礫面・被熱などは「有」または「無」の簡単な観察だけであ

る。被熱は肉眼観察により、表面が光沢を失い、くもりガラスのような状態のものやウロコ状のひび

割れがみられるものなどを「有」とした。

二次整理はおもに実測・接合作業である。接合作業は、定形的な石器類においては、まず折れ面接

合を、次に同一母岩の石器類や剥片を探すようにした。剥片類は、先に分類した五種類の黒曜石毎に

同一の石器ブロックないし発掘区のものを集めて作業を進め、順次対象範囲を拡大していった。接合

作業の実際は、折れ面接合の場合は瞬間接着剤を使用するが、剥離面接合の場合は、両面テープで仮

止めしながら作業を進め、必要に応じて瞬間接着剤を使用した。また、重量のあるものや欠落部分の

多いものなどについては、ホットボンドなどを使用して補強しながら作業を進めた。ある程度作業が

進行した段階で、剥離工程を記録したカードを作成し、接合番号を付けた。接合番号は遺跡毎に付け

たが、折れ面接合は５０００１から、剥離面接合は１からとした。したがって、剥離面接合資料に折れ面

接合が含まれている場合は、１個体の接合資料で接合番号が複数あることがある。さらにこれらの作

業で得られた接合資料のうち特徴的で同一母岩視できる資料を集め、母岩別資料として、遺跡毎に１

から番号を付けた。資料の呼称は、「母岩別資料」を略して「母岩」、「接合資料」を略して「接合」

とし、母岩別資料の場合は「母岩５・接合１００」、接合のみの場合は、「接合５５」、折れ面接合の場合は

「接合５００１５」のように表示した。これらの接合、母岩などの二次的な属性データを先のシステムに

追加入力し、現場での出土位置、一次整理の属性観察などのデータと共に遺跡単位で管理している。

石器の実測作業は、基本的に通常の方法で行っているが、大型の石器や接合資料などについては、

超望遠レンズ（８００～１２００�）を使用した９０°展開の写真（プロカメラマン小川忠博氏に依頼）を使用

して行っている。撮影は平成８年度から断続的に行っているが、平成１８年度までは３５�の一眼レフの

フィルムカメラに、平成１９年度からは約１０００万画素のデジタル一眼レフカメラでの撮影に変更した。

したがって、撮影した遺物の実大プリントは、平成１８年度までがフジグラフプロジェクションペーパ

ー、平成１９年度からが薄手の写真用紙に焼き付けた。実測の際はそれらをライトボックス上で、セク

ショントレーシングペーパーに判断できる部分をなぞり、後は実物を見ながら補足する形で進めてい

る。石核や複雑な接合資料などは面合わせの手間が省けるので、効率よく作業を進めることができる。

また、大きな剥離面などでは、リングも十分読み取ることができる。さらに、この時撮影した写真を

２分の１で通常の印画紙にプリントし、写真図版に接合資料として掲載した。接合資料には６０�以上

の長大なものや２０�を超える重いもの、バランスの悪いもの、点で接合して不安定なものなどがあり、

撮影は難しいものであったが、小川氏とともに工夫や努力で乗り切った。

４ 調査概要
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〈一括遺物〉

基本的に現場において、定形的な石器類の抜き出し、点数のカウントなどを行い、その後の作業は

江別の整理作業所で進めた。抜き出した石器類は、一次整理として台帳を作成し、点取り遺物と同様

に注記、属性観察を行い、二次整理の実測・接合作業を行う。剥片類は日付・層位毎に取り上げた袋

単位で一括して点数・重量を計測した後、必要に応じて点取り遺物の接合作業の対象遺物に加え、基

本的には接合したもののみ、注記・属性観察などを行っている。その注記は、点取り遺物と区別する

ため、発掘区と台帳の整理番号の間に層位を記入した。例えば、旧白滝５遺跡のＥ１５区、�層出土、

台帳番号１０の石器は、「２８Ｅ１５・�・１０」となる。

土器

土器は旧白滝８、下白滝、中島の３遺跡から出土したが、全て１００点以下で数量は非常に少ない。

耕作土や攪乱層に含まれていたものが多く、細かく砕け、摩耗や剥落の著しい破片が大多数を占める

ため、バインダーの１０％溶液を塗布して、表面の補強を図った。

土器は、それぞれの遺跡毎に分類、集計し、接合に努めたが、小さく、摩耗した破片が多く、実測

に耐えるほどの大きさに復元できた例はない。接合の欠損部はバイサムで補填した。摩耗のため文様

の判別が困難な土器片も少なくないが、この地域では貴重な資料であり、できるだけ多くの拓影図や

写真を掲載するよう配慮した。

（４）報告書の作成

整理計画は、ある程度の出土遺物量を予想して作成していたが、全体的な報告書の作成計画は、遺

物の状況が明らかになってから検討することとしていた。また、現地作業を優先した調査体制として

いたため、夏期の整理作業においても調査員が常駐する体制が取れなかった。したがって当初の整理

作業は注記、属性観察、接合作業、集計などの基礎的な作業を中心に行った。

平成１０年度に本線部分の主要な調査がほぼ終了し、遺物量や接合状況が明らかになってきたので、

平成１１年度から報告書の作成を開始し、『白滝遺跡群�』（平成１１年度）、『白滝遺跡群�』（平成１２年

度）、『白滝遺跡群�』（平成１３年度）、『白滝遺跡群�』（平成１５年度）、『白滝遺跡群�』（平成１６年度）、

『白滝遺跡群�』（平成１７年度）、『白滝遺跡群�』（平成１８年度）、『白滝遺跡群	』（平成１９年度）を

刊行し、本報告書『白滝遺跡群
』が９冊目となる。

調査状況や出土遺物の概要については、調査年度単位で『�北海道埋蔵文化財センター調査年報８

～２０』（�北海道埋蔵文化財センター １９９６、１９９７、１９９８、１９９９、２０００、２００１、２００２、２００３、２００４、２００５、

２００６、２００７、２００８）で紹介している。また、委託者より調査内容が比較的容易に理解できる資料作成

の要請を受け、写真を中心とした調査概要として平成９年度に『白滝遺跡群を掘る�（上白滝８遺跡

の調査）』、平成１０年度に『白滝遺跡群を掘る�（上白滝２遺跡の調査）』、『白滝遺跡群を掘る�（奥

白滝１遺跡の調査）』を作成したが、報告書の刊行を開始した平成１１年度以降は作成していない。

報告書は遺跡単位での作成を基本とし、調査終了遺跡を対象に順次、年度毎に１冊にまとめて刊行

することとしている。ただし、平成１２年に行った防雪柵関連で調査した四か所の遺跡（服部台２・奥

白滝１・上白滝８・白滝第３０地点）のうち奥白滝１遺跡については、進行していた報告書作成作業に

組み込むことができず、別途報告することとした。上白滝６遺跡の平成１３年度の追加調査分について

は、本線部分の報告が平成１２年度に刊行済みであったため、平成１５年度に報告した。上白滝８遺跡に

関しては、出土量が多いため、２回に分けて報告することとし、東地区を『白滝遺跡群�』、西地区

を『白滝遺跡群�』で報告した。また、旧白滝５遺跡に関しては平成１５年度の調査の後、２年間調査

� 調査の概要
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を行っていなかった。調査年度ごとの出土量が多く、さらに報告書作成作業の進行度が大きく異なっ

ていたため、２回に分けて報告することとした。平成１５年度に調査した高位段丘部と斜面部及び中位

段丘部の南東側を『白滝遺跡群�』、平成１８・１９年度に調査した中位段丘部の北東側を次年度以降に

報告する予定である。

全体としては全ての調査終了遺跡を一度に報告することは不可能なので、遺跡毎に異なる段階の二

次作業を平行して行い、報告作業に組み込んでいった。このことによって、遺跡群として出土量の多

寡に関わらず、以下の報告方針に適う均質な整理作業ができたと思う。

次に、報告方針について述べる。白滝遺跡群は黒曜石の原産地という立地を反映して出土遺物量が

膨大である。しかし、報告は基本的にどのようなものが、どのような状態で、どのくらい出たのかが

理解できるよう作成している。したがって、遺物の集計にあたっては、器種、石質別の点数、重量を

明確に示すことにしている。

また、�これだけ大規模で膨大な遺物が出土する旧石器時代遺跡の調査・整理は世界的にもおそら

く空前絶後であると思われること、�大規模な原産地遺跡として実態を解明することが重要であるこ

と、�調査遺跡に関する今回並みの規模の再整理がほぼ不可能であること、�図・写真の掲載が資料

の共有化に寄与すること、を認識して、単体資料については形の分かるものを、接合資料においても

良好に復元されたものを時間内で可能な限り掲載している。そのため、非常に厚い報告書となってし

まったが、これらは基礎資料として今後の資料の利用に役立つと考えている。

高・中位の段丘上にある旧石器時代の遺物は層位的に分離できる出土状況ではない。しかしなが

ら、平面的にはある程度のまとまりとして確認でき、そのまとまりを「石器ブロック」（Sb）と呼び、

それを最小単位として、石器の組成、接合関係などから、単独または複数を「石器ブロック群」１）と

いう形で捉えた。また、低位段丘上にある、縄文～擦文時代の遺物は、平面的なまとまりを「フレイ

ク集中」（Fc）と呼び、それを最小単位として出土層位毎にまとめた。したがって、報告書では、石

器ブロック群単位で定形的な石器を、次にその石器ブロック群を構成する石器ブロックの分布図、接

合状況図を、最後にその石器群の接合資料を提示する形とした。定形的な石器類は、破片を含めてそ

の石器群の器種組成が理解できるように配慮した。分布図は、まず全点の分布を示し、次に図を示し

た定形的な石器の出土位置が理解できる図を作成した。接合状況図は石器群単位での折れ面接合や全

接合を示した。接合資料は、基本的に全体実測図を示し、その剥離過程が分かるように剥離模式図を

作成し、また、可能なものについては、段階単位での実測図を作成したものもある。さらに接合破片

のうち先の定形的な石器で提示しているものを接合資料の縮尺に合わせて再度示している。また、状

況によっては剥片類でも実測図を作成して掲載したものもある。母岩別資料または接合資料において

もその接合破片、または母岩の分布状況を図で示した。

接合資料の中には、全体を写真のみで示し、剥離模式図や分布図のみ示したものもある。また、実

測図を示した石器、接合資料は基本的に写真図版に掲載し、掲載遺物一覧に表示した。

各種分析については、遺跡単位で結果を報告することとしているが、状況によっては同時に分析し

た他の遺跡のものも報告している場合もある。

「調査結果の概要」には、報告書作成時の最新の集計データ、遺跡の内容を記載しているので、報

告書によって数値・内容が異なる部分がある。

１）『白滝遺跡群�～�』では石器組成・接合関係で関連する石器ブロックを「石器群」と呼んだが、『白滝遺跡群

	』から「舟底形石器・尖頭器を伴う石



器



群



」などとの混同を避けるために「石器ブロック群」と称し、それ

らを相対的に高位の概念である「石器群」と低位の「石器ブロック群」に区別した。また、石器ブロック群が

４ 調査概要
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連続し、石器群として明確に分離できない状況の上白滝８遺跡、旧白滝５遺跡については「区域」とした（鈴木

ほか ２００４、ｐ９７）。

（５）遺構・遺物の分類

遺構の分類

確認された遺構は焼土と炭化木片ブロックである。土壌が赤褐色に変化し、火を焚いた痕跡と考え

られるものを焼土とし、Ｆで表記した。明確な焼土を伴わずに炭化木片がまとまって検出されたもの

を炭化木片ブロックとし、Cbで表記した。いずれも明確な掘り込みは伴わない。

遺物の分類（図�－２～９）

確認された遺物はほとんどすべて石器類である。これまでの研究史の中で確立し、広く一般的に認

識されてきた器種分類を踏襲して以下のように分類した。また、二次加工技術や剥片剥離技術を基に

した細分類は、必要に応じて行うこととする。

剥片（FK）

石核・石刃核・細石刃核・石器（トゥール）から剥離されたもので縦長剥片・石刃・細石刃・削片

以外の石器。

石刃（BL）

長さが幅の２倍以上で両側縁がほぼ平行し、それに平行する稜がある石器。

縦長剥片（LF）

長さが幅の２倍以上で石刃に該当しない石器。

削片（SP）

彫器削片：彫器の彫刀面作出・再生時に剥離されたと考えられる剥片。以下のように細分される。

�類：彫器�類から剥離されたと考えられるもの（図�－４－１０２など）。

�類：彫器�類から剥離されたと考えられるもの（図�－４－１０１など）。

�類：彫器�類から剥離されたと考えられるもの（図�－４－１０９）。東地区（鈴木ほか ２００４）

の「その他削片」を含む。

細石刃核削片：削片系細石刃核の打面作出時に剥離されたと考えられる剥片。

舟底形石器削片：舟底形石器�類の端部から剥離されたと考えられる細石刃状の剥片。これ自体が

目的的なものかどうか不明であり、削片として分類した。

尖頭器削片：尖頭器の縁辺から剥離されたと考えられる剥片。

細石刃（MB）

細石刃核より剥離されたと考えられ、長さが幅の２倍以上で両側縁がほぼ平行し、それに平行する

稜があり、幅が１�以下の石器。

細石刃核（MC）

細石刃を剥離したと考えられる石器。

舟底形石器（BT）

素材の平坦面から周辺に二次加工を施して舟形に整形した石器。以下のように細分される。

�類：加工が精緻で幅が４～１２�、高さが８～１２�程度の小型のもの。主に上下から側面加工が行

われ、端部に細石刃状の縞状剥離痕を持つものが多い。幅によって以下のように細分される。

�ａ類：幅が４～８�のもの。黒曜石４が多い（図�－３－５７～６３）。

�ｂ類：幅が８～１２�のもの（図�－３－６４・６５）。

� 調査の概要
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�類：加工が粗く�類より大きいもの。主に上から側面加工が行われ、大部分の端部には縞状剥離

痕がみられない。大きさ・素材・石質から以下のように細分される。

�ａ類：１５�以下、主に１０�以下で小型の剥片・石核素材のもの（図�－３－６６～６９）。黒曜石

４が多い。

�ｂ類：１０�以上、主に１５�以上で大型の剥片・石核素材のもの（図�－３－７０～７２）。下縁か

らの加工範囲の広いものは側面が平坦かつ下縁部がシャープである。甲板面は平坦で、

リングが密集するものが含まれ、側面形は細長い形状である。黒曜石１が多く、黒曜石

５も利用される。幌加型細石刃核未製品は、相対的に高さがあり、下縁部の側面形が弧

状で、形態的な差異があるが、素材・二次加工技術が類似しているため現時点ではこの

類型に分類する。

�ｃ類：甲板面が原礫面のもの。石器形状に近い角柱状の原石が利用される（図�－３－７３・

７４）。石器の特徴は�ｂ類と同様であるが、下縁からの加工が顕著でより細長い形状で

ある。黒曜石１が多い。

尖頭器（PT）

素材の両面を加工し、尖頭部を作り出した石器。以下のように細分される。

�類：削片剥離・舌部の無いもの（図�－２－１～１４）。

�類：削片剥離が行われるもの（図�－２－２５～２８）。

�類：有舌尖頭器（図�－２－１５～２２）。

�類：縁辺が鋸歯状に加工されたもの（図�－２－２３）

両面調整石器（BF）

素材の両面を加工したもので尖頭器、斧形石器以外の石器。以下のように細分される。

�類：両側に鋭角の縁辺があるもの。

�類：片側縁に直角に近い急角度の縁辺があり、断面形が楔形となるもの。

ナイフ形石器（KN）

素材の鋭い縁辺の一部を残し、他の縁辺に加工を施した石器。広郷型ナイフ形石器を含む分類のた

め、二次加工は刃潰し状の加工に限らず平坦剥離も含む。

彫器（BU）

素材の端部に一条から数条の樋状剥離を施した石器。以下のように細分する。

�類：周縁加工左刃彫器ないしそれに類するもので彫刀面が背面に傾くもの（図�－４－８１など）。

�類：周縁加工左刃彫器ないしそれに類するもので彫刀面が腹面に傾くもの（図�－４－８２など）。

�類：�・�類以外のもの（図�－４－９３～９７）。周縁加工のないもの、彫刀面打面が折れ面・彫

刀面・厚手の調整打面のものが含まれる。

掻器（ES）

素材の端部に連続的な二次加工を施した石器。

錐形石器（DR）

素材の端部に錐状の尖頭部を作り出した石器。

削器（SS）

素材の側縁に連続的な二次加工を施した石器。

台形石器（TR）

素材の二側縁に二次加工を施し、台形状に整形した石器。

４ 調査概要
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裏面微細加工石器（IR）

素材の腹面縁辺部に２�前後の微細な二次加工を連続的に施した石器。「白滝�群」に含まれる。

基部平坦加工石器（FR）

素材の腹面打面部周辺にバルブを除去するような平坦剥離による二次加工を施した石器。「白滝�
群」に含まれる。

二次加工ある剥片（RF）

素材に二次加工を施したもので、定形的な石器に分類されない石器。

石核（CO）

剥片を剥離したと考えられるもので、石刃核、細石刃核以外の石器。

石刃核（BC）

石刃を剥離したと考えられる石器。

斧形石器（AX）

両面もしくは片面加工により、斧状の刃部を作り出した石器。

敲石（HS）

礫に潰打痕が観察される石器。

磨石（GS）

小型礫に磨痕が観察される石器。

砥石（WS）

礫の片面もしくは両面に磨痕が観察される石器。

台石、石皿（AS）

偏平礫に打撃痕や磨痕が観察される石器。

原石（RM）

石器の石材として利用される石で、人為的と考えられる剥離を受けていないもの。以下のように細

分する。

�類：�類以外の転礫・角礫。

�類：棒状原石ないし角柱状の角礫。

礫（PB）

石器の石材として利用されない石で、剥離、敲打痕、潰打痕、磨痕などが観察されないもの。

石刃鏃（BA）

石刃を素材として主に腹面縁辺の加工により尖頭部を作り出した石器。

石鏃（AH）

素材を細かい加工により薄身にして端部に尖頭部を作り出した概ね５�以下の石器。

つまみ付きナイフ（TS）

素材端部にノッチ状の加工でつまみ部を作り出した石器。

（６）調査結果の概要

平成７～１５・１８・１９年の１１年間で調査した遺跡は、湧別川の上流側から遠軽町白滝地区の奥白滝１１・服

部台２・奥白滝１・上白滝８・上白滝２・上白滝５・上白滝６・上白滝７・北支湧別４・白滝第３０地

点・白滝８・白滝１８・白滝３・旧白滝９・旧白滝８・旧白滝５・ホロカ沢�・旧白滝１５・旧白滝１６・

旧白滝１・下白滝の２１か所と、遠軽町丸瀬布地区の中島遺跡の計２２か所（図�－１）で、その総面積

� 調査の概要
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は、１１９，６３８�である。年度・遺跡別の調査面積は、表�－１に掲載したとおりである。

奥白滝１１・服部台２・奥白滝１・上白滝８・上白滝２・上白滝５・上白滝６・上白滝７・北支湧別

４・白滝第３０地点・白滝８・白滝１８・白滝３・旧白滝５・ホロカ沢�・旧白滝１５・旧白滝１６・旧白滝

１遺跡の１８遺跡は、より高位の段丘面である天狗平面・上白滝面・東白滝面に立地する旧石器時代を

主体とする遺跡で、旧白滝９・旧白滝８・下白滝・中島の４遺跡は、より低位の段丘面である支湧別

面に立地する縄文時代から続縄文、擦文時代に至る時期の遺跡である。

確認された遺構は、火を焚いた痕跡の可能性がある炭化木片の集中（炭化木片ブロック・Cb）と焼

土（赤色土を含む）（Ｆ）である。炭化木片ブロックは９遺跡７５か所（服部台２：９か所、奥白滝１：

１９か所、上白滝８：２８か所、上白滝２：６か所、上白滝５：１か所、上白滝７：４か所、白滝第３０地

点：１か所、旧白滝５：６か所、ホロカ沢�：１か所）、焼土は３遺跡９か所（上白滝５：２か所（赤色土

と報告）、旧白滝８：４か所、旧白滝５：３か所）である。炭化木片ブロックは、遺物の集中部、もし

くはその周辺に分布し、�層の下部で検出されるものが多い。大きさは径１０�前後の円形から長さ１

ｍ前後の長円形と様々で、いくつかの小ブロックで確認される場合もある。炭化木片の集中度および

大きさも様々で、炭化木片を含む層はおよそ５�前後の厚さのものが多い。しかし、上白滝８遺跡の

Cb－１３は例外的で、２．４×１．０ｍの大きさで、窪みに三層に分かれて堆積する大規模なものであった。

炭化木片について放射性炭素年代測定（AMS法）を行ったところ、上白滝７・白滝第３０地点・旧

白滝８・旧白滝５・ホロカ沢�遺跡の試料については、５，０００～１，９００年前という縄文・続縄文時代に

相当する年代値が得られたが、服部台２・奥白滝１・上白滝８・上白滝２・上白滝５・白滝３・旧白

滝５遺跡の試料では、最も新しいもので９，９４０±４０yBP（Beta－１５０４３８）、最も古いもので、２８，１２０

±１８０yBP（Beta－１８６１９９）という数値が得られ、それらは、１０，０００～１０，５００yBP、１１，５００～１１，９００

yBP、１３，４００～１４，３００yBP、１５，０００～１６，２００yBP、１７，５００～１９，０００yBPに数値の集中がみられる。こ

れらの数値は、現在考えられている石器群の年代と大きくかけ離れたものではない。しかし、被熱石

器の分布との重複など石器ブロックとの同時性を明確に対比ができるものは一部に限られている。ま

た、人が関わらない自然現象に由来する炭化木片の可能性もあるが、樹種同定の結果などからも当時

表�－１ 白滝遺跡群遺跡別・調査年別調査面積一覧 ＊ゴシックは報告済

遺跡名 調査年 １９９５ １９９６ １９９７ １９９８ １９９９ ２０００ ２００１ ２００２ ２００３ ２００４ ２００５ ２００６ ２００７ 総面積（�） 報告書

奥白滝１１ Ｈ１１ ５０５ ５０５ 白滝�
服部台２ Ｈ１０～１２ ３，８１２ ２，００２ ８７７ ６，６９１ 白滝�
奥白滝１ Ｈ９・１０・１２ ５，３４０ ２，０６７ ３４５ ７，７５２ 白滝�・�
上白滝８ Ｈ７～１０・１２ ６，６００ １０，２１２ ３２０ ５６ ６６１ １７，８４９ 白滝�・�
上白滝２ Ｈ８・９ ２，９９５ ３，９３０ ６，９２５ 白滝�
上白滝５ Ｈ９・１０ ３，７２８ ４，１３２ ７，８６０ 白滝�
上白滝６ Ｈ１０・１３ ６，９５３ ６７０ ７，６２３ 白滝�・�
上白滝７ Ｈ９・１０ ７，４４３ ５，１５０ １２，５９３ 白滝�
北支湧別４ Ｈ１０ ５，４７２ ５，４７２ 白滝�
白滝第３０地点 Ｈ１２ ６３６ ６３６ 白滝�
白滝８ Ｈ１２ ８３４ ８３４ 白滝	
白滝１８ Ｈ１２ ２，６００ ２，６００ 白滝	
白滝３ Ｈ１３ ２，９００ ２，９００ 白滝	
旧白滝９ Ｈ１４ ３，３８０ ３，３８０ 白滝

旧白滝８ Ｈ１４・１５ ２，６１０ １，１６０ ３，７７０ 白滝

旧白滝５ Ｈ１５・１８・１９ ７，３４０ ４，６５６ ２，２６０ １４，２５６ 白滝�
ホロカ沢� Ｈ１９ ４，４６１ ４，４６１

旧白滝１５ Ｈ１９ ４，６７０ ４，６７０

旧白滝１６ Ｈ１９ １，８２１ １，８２１

旧白滝１ Ｈ１９ ２，８００ ２，８００

下白滝 Ｈ１３・１４ ９０ ２，２５０ ２，３４０ 白滝

中島 Ｈ１５ １，９００ １，９００ 白滝


計 Ｈ７～１９ ６，６００ １３，２０７ ２０，７６１ ２７，６４２ ２，５０７ ５，９５３ ３，６６０ ８，２４０ １０，４００ ４，６５６ １６，０１２ １１９，６３８

報告書刊行年度 白滝� 白滝� 白滝� 白滝� 白滝
 白滝� 白滝� 白滝	
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の植生を反映しているものであることは間違いない。一応、石器群の年代を検討する上で、参考とな

るものと考えられるので、現在、各遺跡における石器ブロックと炭化木片ブロックの対比を、石器の

接合や母岩分類などの作業を進めながら検討している。

現時点における各遺跡での出土遺物数は表�－２に示したとおりで、総数は５，２２３，３０７点、そのう

ち出土位置を記録したものは７０４，２６１点、残りの４，５１９，０４６点は表土など発掘区単位で一括して取り上

げたものである。石器の出土量および分布密度は遺跡によって異なるが、平均すると１�あたり４４点

となり、平均以上の遺跡は、旧白滝８が１４０点、服部台２が１１９点、奥白滝１が１０７点、上白滝８が７６

点、下白滝が６７点、上白滝２が６２点となっている。平均以下の遺跡は、旧白滝５が３７点、旧白滝１・

表�－２ 白滝遺跡群調査結果概要一覧
遺跡名 調 査 年 面積（�） 遺 構 遺物総数 点 点／� 地点計測 点 一括 点 主 な 遺 物

奥 白 滝１１ Ｈ１１ ５０５ ２，３９６ ５ １，１１６ １，２８０ 尖頭器・両面調整石器・削器・石刃核・石核

服部台２ Ｈ１０～１２ ６，６９１ Cb：９ ７９８，６４８ １１９ ６７，７５４ ７３０，８９４

細石刃・細石刃核・舟底形石器・尖頭器・両

面調整石器・彫器・掻器・削器・斧形石器・

石刃・石刃核・石核

奥白滝１ Ｈ９・１０・１２ ７，７５２ Cb：１９ ８３０，２４３ １０７ ９９，２０４ ７３１，０３９

細石刃・細石刃核・舟底形石器・尖頭器・両

面調整石器・彫器・掻器・錐形石器・削器・

基部平坦加工石器・裏面微細加工石器・台形

石器・斧形石器・石刃・石刃核・石核

上白滝８ Ｈ７～１０・１２ １７，８４９ Cb：２８ １，３５４，５６７ ７６ ２１５，７８３ １，１３８，７８４

細石刃・細石刃核・舟底形石器・尖頭器・両

面調整石器・彫器・掻器・錐形石器・削器・

基部平坦加工石器・裏面微細加工石器・台形

石器・ナイフ形石器・斧形石器・石刃・石刃

核・石核

上白滝２ Ｈ８・９ ６，９２５ Cb：６ ４３２，４２９ ６２ ５０，０８５ ３８２，３４４

細石刃・細石刃核・舟底形石器・尖頭器・両

面調整石器・彫器・掻器・錐形石器・削器・

石刃・石刃核・石核

上白滝５ Ｈ９・１０ ７，８６０ F：２、Cb：１ ８６，０３４ １１ ２２，４４１ ６３，５９３

舟底形石器・尖頭器・両面調整石器・彫器・

掻器・錐形石器・削器・斧形石器・石刃・石

刃核・石核・石刃鏃

上白滝６ Ｈ１０・１３ ７，６２３ ６，６５７ １ ２，６６７ ３，９９０
尖頭器・両面調整石器・彫器・掻器・錐形石器・

削器・石刃・石刃核・石核・石刃鏃・石鏃

上白滝７ Ｈ９・１０ １２，５９３ Cb：４ ２１，８０９ ２ ４，４４８ １７，３６１
尖頭器・彫器・掻器・削器・ナイフ形石器・

石刃・石刃核・石核

北支湧別４ Ｈ１０ ５，４７２ ２４，１４０ ４ ６，７７６ １７，３６４
尖頭器・両面調整石器・彫器・掻器・削器・

石刃・石刃核・石核

白滝第３０地点 Ｈ１２ ６３６ Cb：１ ４，６２６ ７ ３１３ ４，３１３ 細石刃・彫器・掻器・削器・石刃・石核

白滝８ Ｈ１２ ８３４ ４，０３０ ５ １，７２２ ２，３０８

細石刃・細石刃核・舟底形石器・尖頭器・両

面調整石器・削器・斧形石器・石刃・石刃核・

石核

白滝１８ Ｈ１２ ２，６００ ４７，７６２ １８ ２３，３５５ ２４，４０７
尖頭器・両面調整石器・舟底形石器・彫器・

掻器・錐形石器・削器・斧形石器・石刃・石核

白滝３ Ｈ１３ ２，９００ ４１，２７１ １４ １，０１０ ４０，２６１
尖頭器・両面調整石器・舟底形石器・彫器・

掻器・錐形石器・削器・石刃・石刃核・石核

旧白滝９ Ｈ１４ ３，３８０ ２８，３２０ ８ ０ ２８，３２０
石鏃・尖頭器（石槍・ナイフを含む）・削器・

石核

旧白滝８ Ｈ１４・１５ ３，７７０ F：４、Fc：２９ ５２９，１５７ １４０ ９，０９７ ５２０，０６０

土器（続縄文・擦文）・石鏃・両面加工ナイフ・

両面調整石器（ナイフ未成品）・掻器・削器・

石核

旧白滝５ Ｈ１５・１８・１９ １４，２５６ F：３、Cb：６ ５３２，０１７ ３７ １３５，９４６ ３９６，０７１

細石刃・細石刃核・舟底形石器・尖頭器・両

面調整石器・彫器・掻器・錐形石器・削器・

台形石器・斧形石器・石刃・石刃核・石核・

石鏃

ホロカ沢� Ｈ１９ ４，４６１ Cb：１ １１５，４４３ ２６ ２２，７２４ ９２，７１９

細石刃・細石刃核・舟底形石器・尖頭器・両

面調整石器・彫器・掻器・錐形石器・削器・

石刃・石刃核・石核

旧白滝１５ Ｈ１９ ４，６７０ １１５，９９２ ２５ ３５，５４０ ８０，４５２

細石刃・細石刃核・舟底形石器・尖頭器・両

面調整石器・彫器・掻器・錐形石器・削器・

斧形石器・石刃・石刃核・石核

旧白滝１６ Ｈ１９ １，８２１ １８，１０５ １０ ３，３６０ １４，７４５
舟底形石器・尖頭器・両面調整石器・削器・

石刃・石刃核・石核

旧白滝１ Ｈ１９ ２，８００ ７１，２７６ ２５ ９２０ ７０，３５６

細石刃・細石刃核・舟底形石器・尖頭器・両

面調整石器・彫器・掻器・錐形石器・削器・

石刃・石刃核・石核

下白滝 Ｈ１３・１４ ２，３４０ １５６，６９９ ６７ ０ １５６，６９９

土器（縄文中期）・石鏃・尖頭器（石槍・ナイフ

を含む）・つまみ付きナイフ・掻器・錐形石器・

削器・楔形石器・斧形石器・石核

中島 Ｈ１５ １，９００ Fc：１ １，６８６ １ ０ １，６８６
土器（縄文晩期）・石鏃・両面調整石器・掻器・

石核

計 Ｈ７～１５・１８・１９ １１９，６３８
F：９、Cb：７５、

Fc：３０
５，２２３，３０７ ４４ ７０４，２６１ ４，５１９，０４６
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１５が２５点、白滝１８が１８点、白滝３が１４点、上白滝５が１１点、旧白滝１６が１０点で、その他の遺跡では１０

点以下となってしまう。旧石器時代の遺跡に限定すると八号沢川と湧別川の合流点付近には出土量の

多い大規模・高密度の遺跡が分布し、下流に行くに従い遺跡は小規模・低密度になり、幌加沢川と湧

別川の合流点付近で再び規模が大きく高密度になる。このことは、赤石山から流れ出す沢と湧別川の

合流点付近が好んで利用されていたことを示し、また、これらの場所が石材獲得のために重要な立地

であったことを物語っている。

出土している遺物は、平成１３年度まではすべて石器類で、土器は１点もなかったが、平成１４・１５年

度の下白滝・旧白滝８・中島遺跡の調査で、いずれも少量ながら土器が出土した。下白滝遺跡を除く

平成１３年度以前に調査した遺跡から出土した石器類は、遺物包含層の�層の下位に約３万年前に降下

したと考えられる大雪御鉢平軽石（Ds－Oh）があることから、３万年より新しい後期旧石器時代の

ものと考えられる。また、年代的には本州の縄文時代草創期に相当する時期のものもある。

縄文時代以降の遺物は、低位段丘部の遺跡の他に旧石器時代の遺物を主体とするより高位の段丘面

に立地する遺跡からも少量出土している。そこでは縄文時代早期およびそれ以降の時期に相当する石

刃鏃石器群や石鏃が確認されている。石刃鏃石器群は深い沢を挟んで上白滝５・６遺跡から出土し、

石刃鏃（２１２・２１３）や石鏃・石刃等のトゥール類のほとんどに所山・名寄・赤井川・十勝三股など白

滝産以外の黒曜石が用いられ、石器として持ち込まれている。一方、剥片剥離の痕跡はほとんど無く、

上白滝６遺跡で梨肌の黒曜石が小規模に利用されるのみである。石鏃は服部台２・奥白滝１・上白滝

８・旧白滝５遺跡などで散見されるが、まとまって出土した遺跡は無い。磨製石斧も同様の出土状況

で、奥白滝１遺跡からは側面を敲打調整により整形したもの、上白滝２遺跡では擦り切り技法による

ものが出土している。また、平成１１年度に報告した上白滝７遺跡の Sb－１の二次加工ある剥片類は、

縄文時代後・晩期の可能性のある石器素材と考えられる（坂本ほか ２０００）。平成１２年度に報告した

北支湧別４遺跡の Sb－１も石器の形態や加工、さらにパティナの状況から縄文時代の小型の尖頭器

を製作している石器群と考えられる（鈴木ほか ２００１）。

縄文時代以降の遺物のみ出土する下白滝遺跡は耕作による撹乱が著しく遺物包含層が残存していな

かったが、木根と思われる落ち込みに遺物が流れ込んでおり、多数の石器類とともに土器が発見され

た。土器は縄文時代中期とみられる押型文・押引文に伴う無文土器のほか、後期・晩期とみられるも

のが少量あった。出土した石鏃には各種の形態が含まれ、土器と同様に幅広い時期のものを含んでい

る。旧白滝８遺跡も下白滝遺跡同様、耕作による撹乱が著しかったが、旧河道に接した斜面部分で続

縄文時代後北Ｃ１式に相当するものを主体として一部それより古い土器が出土し、遺跡出土の石器類

の大部分もそれらの時期のものと考えられる。石器の密度は非常に高く、両面調整石器が集中して製

作され、搬出されている。遠軽町丸瀬布地区の中島遺跡は非常に小規模な遺跡で、包含層は全て耕作

によって撹乱を受け、その中から縄線文の施された縄文時代晩期後葉の土器が出土した。石器も出土

しているが、白滝地区の遺跡に比べ著しく少ない。これらの遺跡の遺存状況は決して良い状況ではな

かったが、白滝遺跡群における縄文時代及び続縄文時代の石器製作の様相を知る手掛かりが得られた

ことには大きな意義がある。

次に白滝遺跡群の主体をなす旧石器時代に属する遺跡について概観する。それらは前述の通り、よ

り高位の天狗平面・上白滝面・東白滝面に立地する。各遺跡には多様な石器群が見られるが、それら

は、層位的には分けられない出土状況であった。遺物の平面分布はある程度のまとまりをもって確認

され、それらは、周氷河性のソリフラクションによって放射状・条線状を呈し、埋没後の移動が認め

られるが、石器の稜の摩滅が見られない点や同一母岩と見られる石器類が比較的まとまって出土して

４ 調査概要
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いる点などから大幅に移動していないと想定される。このような石器類の平面的なまとまり（石器ブ

ロック）を単位として接合関係・トゥールの分布から括られる複数の石器ブロックを石器ブロック群

として認定した。但し、密な分布であった上白滝８・旧白滝５遺跡は複数石器群が連続・重複してい

るため、「区域」として分離している。

整理途中につき詳細が不明である旧白滝５遺跡の平成１８・１９年度調査区やホロカ沢�・旧白滝１５・

旧白滝１６・旧白滝１遺跡を含めて現段階での各遺跡における石器ブロック群の内容を表�－３に示し

ている。表では石器群を単純化するために代表的な器種・型式名を用いているが、同一の石器群の中

でも複雑な様相を示すものがある。細石刃石器群では「峠下型」が複数種類確認され、尖頭器を含む

石器群も複数種類が含まれる。また、「幌加型」細石刃核・大型石刃・大型舟底形石器を含む石器群

に関しては、全ての器種が揃って出土している石器ブロック群は無いが、現段階では個々の石器ブロ

ック群から全体像を復元した分類になっている。「美利河型」細石刃核は、細石刃剥離後の削片剥離

による打面再生や打面からの広範囲の側面調整を認定の基準とした。しかし、「札滑型」細石刃核を

含む石器群にも同様の細石刃核が含まれる例があるため、単体のみで石器群の認定はせず、石器群全

体を見て両者を判定した。その際、断面三角形の一次削片の存在は、「札滑型」細石刃核を含む石器

群の大きな指標とした。

表を概観するとほとんどの遺跡に複数の石器群が見られ、特に、規模の大きい遺跡には多種類の石

器群が認められ、個々の石器群には多数の石器ブロック群が確認される。このことから、大規模遺跡

は同一の集団による長期間の占有によって形成されたものではなく、複数時期に異なる技術を持った

集団によって、繰り返し利用された結果、形成されたものと考えられる。また、石器群単位で見ると

７遺跡以上に残されているのは「ホロカ型」細石刃石器群・有舌尖頭器石器群・尖頭器石器群・小型

舟底形石器石器群であり、その時期の集団によって本地域が頻繁に利用されていたと思われる。

次に各器種の内容と石器群との関連を器種別に集成した図�－２～９を基に概観する。

尖頭器を含む石器群は多くの遺跡で確認される。尖頭器は剥片素材の小型品（１）から石核素材の

最大３６．５�の大型品（１２）まであり、より薄手のもの（６・９）、薄手で狭長なタイプ（１３・１４）が

ある。有舌尖頭器には一般的な狭長なタイプ（１５～１９）と幅広のタイプ（２０～２２）があり、前者には

舌部の形状・加工の方法などに違いが見られ、また、白滝産以外の黒曜石製のものが多い。その他、

縁辺が鋸歯状の小型尖頭器（２３）、大型尖頭器の折損後、縁辺で削片剥離が行われるもの（２５～２８）

などがあり、２４はそのような尖頭器から剥離された尖頭器削片である。有舌尖頭器は石器群を示す指

標となり、削片が剥離される尖頭器は小型舟底形石器に伴う。また、大型品は大型舟底形石器・単剥

離打面を持つ大型石刃を含む石器群・小型舟底形石器石器群・有舌尖頭器石器群に伴う。

両面調整石器は尖頭器の初期段階に対応するものが大半で、尖頭器が含まれる石器群に伴う（２０４・

２０５）。また、細石刃石器群の中では細石刃核の母型の可能性があるものも少量出土している。

細石刃石器群は遺跡群全体では比率が低いものの、細石刃核は「峠下型」（４０～４５）、「白滝型」（４６）、

「札滑型」（４７）、「幌加型」（４９・５０）、「忍路子型」（５１）、「紅葉山型」（５２・５３）、「射的山（広郷）型」

（５４）など多様な型式が出土している。４８は細石刃剥離後に削片剥離による打面再生、打面からの広

範囲の側面調整が行われ、細石刃核形状が整えられるもので「美利河型」の範疇に入る。細石刃核削

片は、３６・３７が「峠下型」に、３８が「札滑型」に、３９が「美利河型」類似の細石刃核に伴う。細石刃

は、２９・３０が「峠下型」、３１が「紅葉山型」、３３が「札滑型」、３４は頁岩製の「美利河型」に類似する

細石刃核、３５が「射的山（広郷）型」細石刃核から剥離されたもので、３２は上白滝８遺跡斜面部から

出土し、同遺跡 A区出土の「峠下型」より大型の細石刃核から剥離されたものと考えられる。

� 調査の概要
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「峠下型」細石刃核には片面ないし半両面加工のもの（４０・４２・４４）と両面加工のもの（４１・４３・

４５）があり、上白滝８遺跡では接合資料の検討により石刃素材と前者、剥片素材と後者の関連が確認

された（鈴木 ２００４）。旧白滝５遺跡（４２・４５）では両面調整体製作時の調整剥片・両面調整体本体

が細石刃核の素材となっており、上白滝８遺跡との違いが見られる。このように細石刃石器群の様相

は複雑であり、細石刃核本体のみでは比較が限定的になってしまうため、今後は剥片剥離技術を含め

た技術構造として細石刃石器群の比較が必要となる（鈴木 ２００４）。

舟底形石器を含む石器群は尖頭器石器群同様、白滝遺跡群で主体を占める。舟底形石器は小型で端

部に細石刃状の剥離痕のある�ａ類（５７～６３）・�ｂ類（６４・６５）、中型の�ａ類（６６～６９）、大型の

�ｂ類（７０～７２・７５）・�ｃ類（７３・７４）に分けられ、�ａ・�ａ類は一連の石器製作技術の段階の

違いに位置づけられ、小型舟底形石器を含む石器群の指標となる。�ｂ・ｃ類は側面形が直線的で大

型の割に加工が細かい。これらは、現段階では上白滝８遺跡Ｂ区の出土状況から大型尖頭器（１２）・

単剥離打面を持つ大型石刃（１５１）に伴うと考えている。また、服部台２遺跡では同様な大型石刃石

器群に「幌加型」細石刃核が接合する例があり、同一石器群に「幌加型」細石刃核が伴う可能性が考

えられ、表�－３では同細石刃核を同一石器群として括っている。７５は上白滝８遺跡斜面部出土のも

ので、「幌加型」細石刃核（５０）に伴い、その母型と見られる。

ナイフ形石器は「広郷型」が主体を占め、背面の大部分に加工が覆い、柿の種子形のもの（７６・７７）

と石刃素材で背面の加工が限定されるもの（７８・７９）などがある。そのほか、二側縁加工の切り出し

形ナイフ（８０）などが散発的に出土しているが、石器群として認定しうる程は量的に出土していない。

服部台２・旧白滝５遺跡の台形石器（１６１・１６２など）とも違いがあり、現在、道内に直接的に対比可

能な資料は見られない。

彫器は�石刃の周縁に加工が施され、左肩に彫刀面が作出されるもの（８１～９０）、�厚手の素材の

端部にノッチ状に作出された打面から側縁に彫刀面が作出されたもの（９３）、�彫刀面を打面として

彫刀面が作出されるもの（９４～９６）、�折れ面から側縁に彫刀面が作出されたもの（９５・９７）などが

あり、��は複合するものがある（９５）。また、周縁加工があり、�に類するものとして右刃のもの

（９１）や平坦剥離によって円い基部が作出される左刃のもの（９２）などがある。�のうち、横刃に近

いもの（８１～８３）は小型舟底形石器を含む石器群に、斜刃のもの（８６～８９）は有舌尖頭器や「忍路子

型」細石刃核を含む石器群に、幅広の石刃素材で斜刃の９０は「札滑型」細石刃核を含む石器群に伴い、

�～�、９１・９２は「広郷型」ナイフ形石器や幅広有舌尖頭器石器群に、小型の�である９７は「紅葉山

型」細石刃核を含む石器群に伴う。彫器削片のうち、９８・９９は�の斜刃の彫器から、１００～１０７は�の

横刃に近いものから剥離されたもので、１０８は右刃の彫器、１０９は�から剥離されたものである。

掻器は石刃素材で両側縁に連続した加工が施され、刃部が比較的直線的に作出されるもの（１１０～

１１２）、石刃素材で両側縁に加工が施されないもの（１１３・１１４・１１７・１１８・１２２・１２５）、石刃素材で側

縁の加工が軽微なもの（１１５・１２３）、剥片ないし縦長剥片素材で刃部に向かって幅広になるもの（１１９・

１２０）、厚手の剥片素材で連続した周縁加工が施されるもの（１２１）、背面が加工で覆われるもの（１２４）

などがある。１１０～１１３・１１６は小型舟底形石器石器群、１１４は「広郷型」ナイフ形石器石器群、１１５は

「紅葉山型」細石刃核石器群、１１７・１２５は「忍路子型」細石刃核石器群、１１８～１２０・１２３・１２４は有舌

尖頭器石器群・尖頭器石器群、１２１は「白滝�ｂ群」に伴う掻器で、１２３のような刃部と反対の端部に

尖頭部を持つものが一部の有舌尖頭器石器群に特徴的に伴っている。また、刃部の二次加工と背面の

稜の交点周辺にパンチ痕が残るもの（１１２・１１７）があり、二次加工の稜上にあるものは刃部側からの

剥離に対向する両極剥離の特徴を示す。このような痕跡は、上白滝８遺跡Ｇ・Ｈ区の「忍路子型」細

� 調査の概要
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尖頭器（１～２３・２５～２８）、尖頭器削片（２４）、細石刃（２９～３５）、細石刃核削片（３６～３９）

図�－２ 白滝遺跡群出土石器（１）

４ 調査概要
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細石刃核（４０～５４）、舟底形石器削片（５５・５６）、舟底形石器（５７～７５）

図�－３ 白滝遺跡群出土石器（２）

� 調査の概要
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ナイフ形石器（７６～８０）、彫器（８１～９７）、彫器削片（９８～１０９）、掻器（１１０～１２５）

図�－４ 白滝遺跡群出土石器（３）

４ 調査概要

22



錐形石器（１２６～１３２）、削器（１３３～１４２）、石刃（１４３～１５３）

図�－５ 白滝遺跡群出土石器（４）

� 調査の概要
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基部平坦加工石器（１５４～１５７）、裏面微細加工石器（１５８～１６０）、台形石器（１６１・１６２）、石刃核（１６３～１７４）

図�－６ 白滝遺跡群出土石器（５）

４ 調査概要
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石刃核（１７５～１８２）、石核（１８３～１９１）

図�－７ 白滝遺跡群出土石器（６）

� 調査の概要
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石核（１９２～１９５）、斧形石器（１９６～１９９）、敲石（２００・２０１）、砥石（２０２）、台石（２０３）

図�－８ 白滝遺跡群出土石器（７）

４ 調査概要
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服部台２遺跡

Sb－３～５：５３

Sb－３８～４０：１６

Sb－４５：１６１

Sb－５５～６３：４９

耕作土：４３・４４・４６

奥白滝１遺跡

Sb－１～３：１５９・１８３・１８８

Sb－４～６：１３２・１５４・１８６

Sb－７～１０：３１・５２・９７・１１５・

１４５

Sb－１１・１２：１６９

Sb－１３：１３７

Sb－１５～２１：７・１０８・１１８・

１６８・１９９

Sb－２６～３０：１０・８４・２０５

Sb－３１～３６：２・１５・１９・１２４・

１５３・２０３

Sb－３８～４４：３・１３４・１６４・

２００・２０２・２１４

上白滝８遺跡

Sb－１～３：１５５・１９０

Sb－４～６：１３１・１５６・１５８・

１８９

Sb－７・８：１９１

Sb－９：１５７・１８４

Sb－１１～１３：１６０・１８５・１８７

Sb－７２～７９：１２１

Ａ区（Sb－１４～１９）：３０・３６・

３７・４０・４１・６８・１０２・１０３・

１４１・１４３・１７０

Ｂ区（Sb－２０～２９）：１２・９１・

１５１・１８０・２０１

Ｃ区（Sb－３０～３５）：２９・８８・

１９５

Ｄ区（Sb－３６～５５）：４・２７・

６２・６４・６６・７１・７３・１２７・１３３・

１７４・１７７・１９４・２０４

Ｅ区（Sb－５６～６０）：６５

Ｆ区（Sb－６１）：７６・１３８

Ｇ区（Sb－８０～８９）：６１・８３・

８９・１１７・１２５・１２８・１７３

Ｈ区（Sb－９０）：５１・１５２・１７１

Ｉ区（Sb－９１～９６）：６・９・

２２・２６・６０・７２・７４・７８・７９・

８２・９２・９３・９５・９６・１０４・１０５・

１０９・１１１・１２９・１４７・１７５・１８２・

１９３・１９６

Ｊ区（Sb－９７～１０７）：２１・２４・

２５・５６・６３・６７・１０６・１０７・

１１３・１３０・１４９・１７８

Ｋ区（Sb－１０８～１１１）：１７２・

２０６

斜面部：３２・３９・４８・５０・７５・

８０・１４２・１６６

上白滝２遺跡

Sb－１・２：８５・１１９

Sb－３～６・１０：３３・３８・４７・

９０・１４４・１７９

Sb－９：３５・５４・１２２・１４０・

１５０

Sb－１１・１２：１２６・１７６

Sb－１３：８・１４・２８・５８・６９・

１４８

Sb－１４：３４

Sb－１５：１１・１８・８６・８７・９８・

９９・１１２・１２０・１３９・１４６・１６７

上白滝５遺跡

Sb－５：５・１６５

Sb－６～１１：１３・５５・５７・８１・

１００・１０１・１１０・１１６・１３６・１６３・

１９２・１９７・１９８

Sb－１２：２１２

上白滝６遺跡

Sb－２・３：１２３・１３５

Sb－５：２０８・２１０・２１３・２１５

上白滝７遺跡

Sb－２・３：１

Sb－４～１０：７７・９４・１１４・

１８１

北支湧別４遺跡

Sb－２・３：１７

白滝１８遺跡

Sb－１～９：２０

白滝３遺跡

Sb－１・斜面部：５９

旧白滝９遺跡

２０９

旧白滝８遺跡

２０７

旧白滝５遺跡

Ａ区（Sb－１～１３）：４２・４５・

７０・１６２

Ｃ区（Sb－１８～２１）：２３

下白滝遺跡

２１１

両面調整石器（２０４～２０６）、石鏃（２０７～２１１）、石刃鏃（２１２・２１３）、つまみ付ナイフ（２１４・２１５）

石器ブロック群対応表 図�－２～９掲載番号

図�－９ 白滝遺跡群出土石器（８）

� 調査の概要
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石刃核石器群や上白滝２遺跡 Sb－１５の有舌尖頭器石器群に認められる一方、小型舟底形石器石器群

には認められず、石器群や時期などを限定する指標となる可能性がある。

錐形石器は�石刃素材の先端部に刃部が作出されるもの（１２６～１２９）、�尖頭器削片を素材とする

もの（１３０）、�剥片を素材とするもの（１３１・１３２）があり、�は小型舟底形石器・有舌尖頭器石器群

などに伴い、�は一部の小型舟底形石器石器群、�は「白滝�群」に伴う。

削器は�先端部が平行剥離によって尖頭状に、基部が平坦剥離によって幅広の尖頭状に整形される

もの（１３３）、�先端部のみ尖頭状に加工が施されるもの（１３４・１３５）、�側縁に角度のある連続した

加工が施されるもの（１３６・１３７）、�側縁に加工があり両端部に両極剥離が見られるもの（１３８）、�
背面を覆う平坦な加工が見られるもの（１３９・１４１）、�平坦加工により端部が丸く整形されたもの

（１４０）、	両面加工により尖頭状に整形されたもの（１４２）などがあり、�	は大型石刃・大型舟底

形石器を含む石器群に、�は有舌尖頭器石器群に、�は小型舟底形石器や有舌尖頭器石器群などに、

�は「広郷型」ナイフ形石器石器群、�は有舌尖頭器石器群など、�は「射的山（広郷）型」細石刃

核石器群に伴う。

基部平坦加工石器（１５４～１５７）、裏面微細加工石器（１５８～１６０）は「白滝�ａ群」に伴うものであ

る。「白滝�群」については奥白滝１遺跡（直江ほか ２００２）・上白滝８遺跡東地区（鈴木ほか ２００４）

で報告を行ってきたが、その中でこれらの石器は「二次加工ある剥片」の中でも特徴的なものとして

認識されてきた。上白滝８遺跡をまとめるにあたって、これらの遺物が量的に保証されたため「白滝

�ａ群」を代表する石器として改めて器種として設定した（鈴木・直江 ２００６）。

台形石器（１６１・１６２）は服部台２・上白滝８・旧白滝５遺跡でややまとまって出土している。背面

と腹面の剥離方向の異なる寸詰まりの剥片を素材として一側縁を残すように素材打面部と末端部を急

角度ないし平坦剥離によって台形に整形されるものが主体的である。その中でもやや粗い加工が施さ

れる上白滝８遺跡の台形石器は「白滝�ｂ群」に伴うものである。その他は遺物量が少なく、石器群

の全体像が把握しにくいが、現在、これらに対比できる良好な資料は道内には見当たらず、服部台２

裏面

彫器の計測の基準

Ａ：彫刀面打面

Ｂ：背面先端部調整

Ｘ：彫刀面傾斜角

Ｙ：形態軸・彫刀面

交叉角

幅

左側面

上面

下面

正面

長さ

幅

計測の基準

厚さ

高さ

長さ

幅

長さ

右側面

舟底形石器・細石刃核・細石刃核削片の面の呼称・計測の基準

図�－１０ 計測の基準と面の呼称

４ 調査概要
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遺跡で出土するものが、道外の秋田県松木台�・風無台�遺跡（大野ほか １９８５）の資料に類似する

（直江 ２００７）。

石刃核は調整打面のもの（１６３～１７１）、単剥離打面のもの（１７２～１８２）に分けられる。前者には石

核調整が行われず裏面に原礫面が残るもの（１６３～１６５）、両面調整体が準備されるもの（１６６）、石核

調整により背稜が形成されるもの（１６７・１６８）・断面三角形ないし五角形の母型が準備されるもの（１６９

～１７１）がある。後者には作業面が全周を巡るもの（１７２・１７３）、石核調整の見られるもの（１７４）、石

核調整が行われず裏面に原礫面が残るもの（１７５～１８２）がある。裏面に原礫面が残る単剥離打面の石

刃核には作業面が平坦なもの（１７８～１８０）、石刃核に頭部調整がほとんど見られないもの（１８１・１８２）

がある。調整打面の石刃核は有舌尖頭器石器群・「忍路子型」細石刃核石器群・尖頭器石器群・「射

的山（広郷）型」細石刃核石器群に含まれ、上白滝５遺跡 Sb－６～１１、旧白滝５遺跡Ａ区のみ小型

舟底形石器石器群に含まれる。単剥離打面の石刃核は小型のものは小型舟底形石器石器群に伴い、中

～大型のものは「峠下型」細石刃核石器群、「札滑型」細石刃核石器群、大型尖頭器・大型石刃を含

む石器群に伴い、頭部調整がほとんど見られないものは「広郷型」ナイフ形石器に伴う（「広郷型」

ナイフ形石器に伴う石刃技法には頭部調整が施されるが、残核には頭部調整の痕跡がほとんど残らな

いものが多い）。

石刃は、１４３が「峠下型」細石刃核石器群、１４４が「札滑型」細石刃核石器群、１４５が「紅葉山型」

細石刃核石器群、１４６～１４９が小型舟底形石器石器群、１５０が「射的山（広郷型）」細石刃核石器群、１５１

が大型石刃・大型舟底形石器を含む石器群、１５２が「忍路子型」細石刃核石器群、１５３が有舌尖頭器石

器群に伴うもので、いずれも石刃核の大きさや作業面形状などの剥離技術に規定された形態的特徴を

示している。その大きさは製作されるトゥールの大きさと一致し、必要とした素材に対応した石刃剥

離技術が採用されていると考えられる。その他に平成１８年度の旧白滝５遺跡の調査（北海道埋蔵文化

財センター ２００７）では、頭部調整が無く粗い打面調整のみが行われ、打面の大きい石刃が剥離され

る石刃技法を持つ石器群が出土し、その特徴は帯広市川西Ｃ遺跡（北沢・山原 １９９８）に類似する。

石核は「白滝�群」（１８３～１９１）のものとそれ以外（１９２～１９５）に分けられる。「白滝�群」には打

面と作業面を頻繁に転移させ、最終的にサイコロ状を呈するもの（１８３・１８４）、扁平な素材の平坦面

で剥離が行われるもの（１８５・１８６）、素材の小口面で剥離が行われるもの（１８７・１８８）、打面を素材の

平坦面に固定して剥離が行われるもの（１８９・１９０）、長大な角礫素材で主に原石の長軸方向で剥離が

行われるもの（１９１）がある。「白滝�群」以外では求心剥離が行われ円盤状を呈するもの（１９２・１９５）、

厚手の剥片剥離が打面転移を繰り返して行われるもの（１９３・１９４）などがある。前者のうち１９５は「峠

下型」細石刃核石器群に伴い、後者は小型舟底形石器石器群に伴う。１９２は小型舟底形石器石器群に

伴うものであるが主体的なタイプではない。

斧形石器は素材に安山岩・緑色泥岩・頁岩など多様な石材が利用され、断面形が蒲鉾形～三角形で

平行な側縁・弧状の刃部を持つタイプ（１９６・１９７）、側縁が刃部に向かい撥形に広がり、直線的な刃

部を持つタイプ（１９８）、原石の縁辺を打ち欠き整形したもの（１９９）などがあり、刃部に研磨痕のあ

るものが多い。これらは小型舟底形石器を含む石器群・尖頭器を含む石器群に伴う。

その他、礫石器として敲石（２００・２０１）、砥石（２０２）、台石（２０３）が石器群に偏らず散発的に出土

している。

� 調査の概要
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� 遺跡の位置と周辺の環境

１ 遺跡の位置と周辺の遺跡

遺跡の所在する遠軽町白滝地域（旧白滝村）は、北海道網走支庁管内中西部に位置し、北緯４３°４４′

２０″から４３°５７′３０″、東経１４３°０′４０″から１４３°１８′２０″の間にある。北は遠軽町丸瀬布地域（旧

丸瀬布町）・滝上町、東は遠軽町丸瀬布地域、西・南は上川支庁管内上川町に接している。

白滝地域の中央には湧別川と支湧別川に挟まれた台地状の三角地帯があり、周囲は山地に囲まれて

いる。北側には湧別川の左岸に急峻な山地が迫り、その中に黒曜石の産出地として知られる赤石山が

ある。また、南西から南東にかけて大雪山系の天狗岳・武利岳・支湧別岳などの１６００～１８００ｍの山々

が連なっている。地区内を東西に流れる湧別川は天狗岳に源流を発し、北側からは赤石山周辺から流

れ込む八号沢川、十勝石沢川、幌加湧別川を吸収し、南側からは本来本流である支湧別川（アイヌ語

で「シ・ユーペッ」、「大きい・湧別川」の意味）と白滝地域市街地で合流し、丸瀬布地域、遠軽地域

（旧遠軽町）、上湧別町、湧別町を経てオホーツク海に流れ込んでいる。

赤石山を起点に、近隣の他の黒曜石産地との位置関係をみると、南東方向１８�にケショマップ、南

東方向４０�に置戸町所山・置戸山、南方向５０�に上士幌町十勝三股が位置している。白滝遺跡群では

これらの産地の黒曜石と判定された石器が出土している。また近年、石器としては未確認であるが、

東方向３０�の遠軽町生田原地区を流れる仁田布川や北東方向３０�の遠軽町遠軽地区を流れる社名渕

川、北東方向４０�の紋別市を流れる上藻別川で小規模ながら黒曜石が採取され、その化学組成が判明

している（向井・和田 ２００３、向井ほか ２００４、向井 ２００５）。

白滝地域内には９４か所の遺跡が確認されている（図�－１～３、表�－１）。それらのほとんどは

湧別川沿いの河岸段丘上に所在し、「白滝遺跡群」と総称され、旧石器時代の遺物が主体を占める。

縄文時代以降の遺跡の内、土器が出土しているのは平成１３～１５年度に調査を行った旧白滝８・旧白滝

９・下白滝遺跡（直江ほか ２００４）、石井遺跡の四遺跡のみである。その他、土器の出土例は前田コ

レクションとして知られる奥白滝地域の資料や赤石山南斜面標高７００ｍの八号沢８０林班出土の資料が

ある（豊原ほか ２００３、松谷 １９８７ｂ）。

これらは、�八号沢川と湧別川の合流点付近、�十勝石沢川と湧別川の合流点付近、�幌加湧別川

と湧別川の合流点付近の三つの集中地区に分けて捉えることができる（図�－３）。いずれも赤石山

を源流とする沢と湧別川の合流点付近から下流に広がる形で集中し、原石採取や、露頭へのルートと

して沢を利用していたことが想定される。そのうち、特に、�には白滝第１３地点遺跡をはじめ、服部

台、服部台２、白滝第３２・３３地点遺跡など、学史的に有名かつ大規模な遺跡が集中している。�は湧

別川と支湧別川との合流点付近にも近く、白滝第４地点遺跡（松谷 １９８７ａ、松村・瀬下 ２００２）や

白滝第３０地点遺跡（松村・瀬下 ２００３）の大規模遺跡が立地している。�にはホロカ沢�遺跡が分布

し、旧白滝５遺跡（北海道埋蔵文化財センター ２００４・２００７・２００８）にも多量で多様な石器群が残さ

れていることが判明している。一方、段丘以外では、赤石山の山頂部周辺で赤石山・幌加沢遠間地点・

幌加林道遺跡の三遺跡が確認されているのみであるが、深い森林のために未発見の遺跡が存在するこ

とが予想される。

黒曜石は赤石山山頂および露頭、八号沢川、十勝石沢川、幌加湧別川、湧別川などで採取でき、遺

跡ではその立地環境を反映して大量の黒曜石が利用されている。黒曜石は湧別川の中・下流域、さら

にオホーツク海まで運ばれ、湧別川中流域の遠軽地域にある旧石器時代のタチカルシュナイ遺跡（吉

� 遺跡の位置と周辺の環境
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（国土地理院発行５万分の１地形図「白滝」「丸瀬布南部」を使用）

図�－２ 旧白滝５遺跡の位置と周辺の遺跡

表�－１ 遠軽町白滝地域の遺跡一覧
番号 遺 跡 名 調 査 年 度 報 告 関 連 番号 遺 跡 名 調 査 年 度 報 告 関 連
１ 白滝第１３地点 １９５５ 吉崎 １９６１ ４１ 上白滝１

１９５６ 北大調査団 １９６０ ４２ 北支湧別１
１９５８ 吉崎 １９６１ ４３ 東白滝１
１９８６ 松谷 １９８７ｂ ４４ 北支湧別２

２ 服部台 １９６１ 杉原・戸沢 １９７５ ４５ 支湧別１
３ 白滝第２５地点 １９５６ 北大調査団 １９６０ ４６ 上支湧別１
４ 旧白滝２ ４７ 上支湧別２
５ 石井 １９７１ 豊原ほか ２００３ ４８ 上白滝２ １９９６・９７ 鈴木ほか ２００１
６ 白滝第３０地点 １９５７ 吉崎 １９５９ ４９ 東白滝２

１９８５ 松谷 １９８７ｂ ５０ 奥白滝１ １９９７・９８ 直江ほか ２００２
１９９４ 松村 １９９５ ２０００ 直江・鈴木 ２００７
１９９６～９８ 松村・瀬下 ２００３ ５１ 奥白滝２
２０００ 鈴木ほか ２００４ ５２ 奥白滝３

７ 白滝第３３地点 １９５７ 吉崎 １９６１、白滝団体研究会 １９６３ ５３ 奥白滝４
１９８６ 松谷 １９８７ｂ ５４ 奥白滝５

８ 白滝第３１地点 １９５９ 吉崎 １９６１、白滝団体研究会 １９６３ ５５ 天狗平１
９ 白滝第３２地点 １９５９ 白滝団体研究会 １９６３ ５６ 赤石山

１９８６ 松谷 １９８７ｂ ５７ 奥白滝６
１０ 幌加川遺跡

遠間地点
１９７２ 米村 １９７５・７７ ５８ 白滝８ ２０００ 鈴木 ２００７
１９８７～９０・９２・９３・
９５・９９・０２～０６

札幌大学木村英明ゼミナール １９８８～９０・９６、
木村 ２００３、斉藤ほか ２００５、
木村ほか ２００５

５９ 幌加林道
６０ 上白滝３
６１ 奥白滝７

１１ 近藤台 １９８１ 畑・千葉 １９８２ ６２ 奥白滝８
１２ 加藤農園 ６３ 奥白滝９
１３ 服部台２ １９８１ 畑・千葉 １９８２ ６４ 奥白滝１０

１９９８・９９・２０００ 直江・鈴木 ２００７ ６５ 奥白滝１１ １９９９ 鈴木ほか ２００４
１４ 近藤台２ ６６ 奥白滝１２
１５ 白滝第４地点 １９５５ 吉崎 １９６１ ６７ 北支湧別４ １９９８ 鈴木ほか ２００１

１９８６ 松谷 １９８７ａ・ｂ ６８ 白滝９
１９９４ 松村 １９９５ ６９ 白滝１０
１９９５・９６ 松村・瀬下 ２００２ ７０ 白滝１１

１６ 白滝第１０地点 ７１ 白滝１２
１７ 白滝第２７地点 １９５５ 吉崎 １９６１ ７２ 北支湧別３ １９８５ 松谷 １９８７ｂ
１８ 白滝第２９地点 ７３ 旧白滝１１
１９ 白滝第３７地点 １９６０ 白滝団体研究会 １９６３ ７４ 白滝１３
２０ 白滝第３８地点 １９６０ 白滝団体研究会 １９６３ ７５ 白滝１４
２１ 旧白滝４ ７６ 白滝１５
２２ 平岡ｂ ７７ 上白滝４
２３ 下白滝 ２００１・０２ 直江ほか ２００４ ７８ 奥白滝１３
２４ 旧白滝１ ２００７ 北海道埋蔵文化財センター ２００８ ７９ 東白滝３
２５ 平岡ａ ８０ 旧白滝１４ １９８５ 松谷 １９８７ｂ
２６ 旧白滝３ ８１ 東白滝４
２７ ホロカ沢� １９６１ 白滝団体研究会 １９６３ ８２ 白滝１６

２００７ 北海道埋蔵文化財センター ２００８ ８３ 旧白滝１２
２８ 旧白滝５ ２００３・０６・０７ 高橋ほか ２００３、北海道埋蔵文化財センター

２００４・２００７・２００８
８４ 旧白滝１３
８５ 白滝１７

２９ 旧白滝６ ８６ 上支湧別３ １９８６ 松谷 １９８７ｂ
３０ 旧白滝７ ８７ 北支湧別５
３１ 旧白滝８ ２００２・０３ 直江ほか ２００４ ８８ 上白滝５ １９９７・９８ 直江ほか ２００２
３２ 旧白滝９ １９８５ 松谷 １９８７ｂ ８９ 上白滝６ １９９８ 鈴木ほか ２００１

２００２・０３ 直江ほか ２００４ ２００１ 鈴木ほか ２００４
３３ 旧白滝１０ １９８５ 松谷 １９８７ｂ ９０ 上白滝７ １９９７・９８ 坂本ほか ２０００
３４ 白滝１ ９１ 上白滝８ １９９５～９８・２０００ 鈴木ほか ２００４、鈴木・直江 ２００６
３５ 白滝２ ９２ 白滝１８ ２０００ 鈴木 ２００７
３６ 白滝３ ２００１ 鈴木 ２００７ ９３ 旧白滝１５ ２００７ 北海道埋蔵文化財センター ２００８
３７ 白滝４ ９４ 旧白滝１６ ２００７ 北海道埋蔵文化財センター ２００８
３８ 白滝５ ９５ 太平１遺跡
３９ 白滝６ ９６ 太平２遺跡 山原 ２００１
４０ 白滝７

� 遺跡の位置と周辺の環境

33



（
国

土
地

理
院

発
行

数
値

地
図

２５
００

０
（

地
図

画
像

）
「

北
見

」、
数

値
地

図
５０

ｍ
メ

ッ
シ

ュ
（

標
高

）
「

日
本

－
�

」
を

基
に

カ
シ

ミ
ー

ル
３

Ｄ
で

作
成

）

図
�

－
３

赤
石

山
と

周
辺

の
主

要
な

遺
跡

の
位

置

１ 遺跡の位置と周辺の遺跡

34



崎編 １９７２）や続縄文時代の栄野１・新野上２遺跡（�橋ほか ２００５）でも近くの湧別川で採集され

たと考えられる黒曜石が利用されている。

旧白滝５遺跡は、幌加湧別川と湧別川の合流点の湧別川の左岸段丘上に立地する。遺跡は高位部・

中位部の二段の段丘面からなり、南西側の低位段丘面上に旧白滝８遺跡、北東側（下流側）の中位段

丘面上には沢を挟んでホロカ沢�遺跡がある。旧白滝５遺跡の標高は、高位部が３９０ｍ、中位部が３６０

～３７０ｍで、湧別川との比高はそれぞれ６０ｍ、３０～４０ｍである。

２ 遺跡周辺の地形と地質

遺跡群のある遠軽町白滝地域は、北海道の屋根といわれる大雪山系北東山麓の小盆地に位置し、盆

地内には西から東に流れてオホーツク海に注ぐ湧別川と、南西から北東に流れて白滝市街で湧別川と

合流する支湧別川がある。白滝地域の遺跡は湧別川と支湧別川に挟まれた通称「三角地帯」と呼ばれ

る一帯（上白滝・奥白滝地区）に多く分布し、特に湧別川右岸の河岸段丘上に集中している。三角地

帯の南東側は、標高７００～１，７００ｍの日高累層群による山系である。北側は日高累層群とこれを覆う幌

加湧別層・幌加湧別凝灰岩による標高６００～１，２００ｍの山地で、深い谷地形が発達している。南西側は

大雪山系の北東延長部にあたり標高１，５００～１，８００ｍの山々が連なっている。三角地帯は、南西側にあ

る天狗岳（標高１，５５３ｍ）から北東方向に広がる緩斜面と数段の段丘地形から成り立っている（図�
－１・４）。

北側の山地は北西部と北東部で地形、地質の様相が異なる。北西部は、チトカニウシ山（標高１，４４５

ｍ）を中心として、日高累層群の粘板岩で構成され、急峻な山々が広がる。北東部も同様に日高累層

群の基盤で構成されているが、稜線部に広く溶結凝灰岩が分布しているため山腹斜面が急峻で、山稜

部は全体的に平坦な地形となっている。溶結凝灰岩は、分布西限にあたる雄柏山から東へ向かうにし

たがい、山稜部の高さが徐々に低くなり丸瀬布地域までみられる。遺跡群と関係の深い赤石山（標高

１，１４７ｍ）もこの山塊に位置する。赤石山は黒曜石を産出し、国内でも最大級の埋蔵量を誇っている。

山腹には大規模な黒曜石の露頭がいくつもみられ、その下の沢では良質の黒曜石が採集できる。

段丘面の区分及びテフラの同定はセンターの一連の埋蔵文化財調査に伴い、平川一臣・中村有吾氏

らに依頼した。その結果は上白滝地区（平川ほか ２０００）、白滝地区（中村 ２００７）、旧白滝地区（本

報告�章３）の三つの地区ごとに報告されている。以下に地域内の段丘面の様相を簡潔にまとめる。

段丘面は少なくとも六段が発達している。形成時期の古い段丘から奥白滝面、天狗平面、上白滝面、

東白滝面、東白滝面２、支湧別面に区分され、段丘形成史が概観されている。また、三角地帯より下

流側は、山地形が迫っているため流域の幅が狭く、段丘面は広域に発達していない。支湧別川との合

流点から幌加湧別川との合流点までは主に右岸に段丘面が形成され、幌加湧別川との合流点より下流

では主に左岸に段丘面が形成されている。

上白滝地区でこれらの段丘面の基盤となっているのは、白滝層と呼ばれる火砕流堆積物で、地点に

よって凝灰質砂層、溶結凝灰岩層、砂質粘土層、湖成堆積層などと様相が異なる。白滝層は三角地帯

内の広い範囲でみられ、現在の斜面傾斜方向と同方向で三角地帯に流れ込んだと思われる。これに伴

い古白滝湖が形成されたため、白滝層の大部分は二次堆積による湖成堆積層として確認されている。

また、三角地帯より下流の白滝・旧白滝地区では、前述の粘板岩が段丘面の基盤となっている。

段丘面の中で最も高位の奥白滝面は、湧別川上流部の伊藤ノ山（標高６７８ｍ）の北東に残っている

のみである。
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天狗平面は伊藤ノ山東側、天狗沢川上流部、支湧別川左岸で良好に発達し、特に三角地帯内では大

規模な扇状地地形で、天狗岳から北東方向、白滝層の間を埋めるように分布している。この段丘面上

には北支湧別４・白滝第４地点・第３０地点・旧白滝５（高位部）遺跡などが立地している。

次の上白滝面は、湧別川流域に広範囲に発達し、三角地帯内及び幌加湧別川との合流点までは湧別

川の右岸に、幌加湧別川との合流点より下流では左岸に形成されている。旧石器時代の遺跡が数多く

確認されているのはこの段丘面上で、服部台遺跡など学史的にも有名な遺跡が数多く分布している。

当センターが調査した遺跡の多くもこの段丘面上に立地し、湧別川の上流から奥白滝１１・服部台２・

奥白滝１・上白滝８・上白滝２・上白滝５・上白滝６・上白滝７遺跡と続き、それぞれ大小の谷地形

によって区切られている。また、旧白滝地区では旧白滝５遺跡の中位部やホロカ沢�・旧白滝１５・旧

白滝１６・旧白滝１遺跡などが上白滝面上に立地している。段丘の形成された時期は、段丘礫層のほぼ

直上に１５～２０万年前に降下したと考えられているトエトコ火山灰（TT）が堆積していることから、

酸素同位体比ステージ６～７（１３～２０万年前）頃と考えられている。

次に形成される東白滝面は、湧別川の支流の両岸に形成されることが多く、天狗沢川、十勝石沢川、

支湧別川、幌加湧別川流域で確認されている。特に天狗沢川の両岸に比較的広域に発達し、左岸には

上白滝８遺跡低位部（当センター調査）が立地している。また、幌加湧別川の河岸には旧白滝８・旧

白滝９遺跡（当センター調査）が立地している。両者とも縄文時代以降の遺物が出土している。湧別

川流域でも部分的に確認され、八号沢川との合流点の上流左岸や支湧別川との合流点の下流右岸に見

られる。後者では旧石器時代に属する白滝８・白滝１８・白滝３遺跡（当センター調査）が立地してい

る。段丘の形成された時期は、部分的に大雪御鉢平軽石（Ds－Oh）が確認されていることから、最

終氷期前半の酸素同位体比ステージ３～４（３～７万年前）頃と推定されている。

白滝地区の東部には東白滝面の下位に小規模な段丘面である東白滝２面が見られる。本流性と支流

性の地形面が認められるが、両者とも酸素同位体比ステージ２～３の間に形成されたと推定されてい

る。

次の支湧別面は、最終氷期極相期である酸素同位体比ステージ２（１．７万年前）頃に形成されたと

推定される最も新しい段丘面で、湧別川左岸と支湧別川左岸に広く分布する。八号沢川との合流点付

近には白滝第３２地点・白滝第３３地点遺跡が立地し、下流域では縄文時代以降の遺物が出土した下白滝

遺跡（当センター調査）が立地している。

次に白滝盆地内にみられるテフラについて説明する。中村、平川によると、１１枚のテフラ層が確認

され、広域対比が試みられている（中村ほか １９９９、平川ほか ２０００、本報告�章３）。そのうち地

形発達史を考える上で重要なテフラは、新しいものから樽前ａ軽石（Ta－a）、大雪御鉢平軽石（Ds

－Oh）、屈斜路庶路火山灰（Kc－Sr）、支笏１軽石（Spfa－１）、トエトコ火山灰（TT）である。樽

前ａ軽石（Ta－a）は、細粒の軽石片からなるテフラで、服部台２遺跡の表土中で確認された。大雪

御鉢平軽石（Ds－Oh）は、三角地帯内では淘汰が悪く、多量の石質岩片を含有しているのが特徴で、

給源に近い上川町溶結凝灰岩直下の炭化木片の年代測定値から、約三万年前に降下したものと考えら

れる（中村・平川 ２０００）。発掘された遺物はすべて同層かそれより上層から出土しているため、遺

跡の形成年代を考える上でも重要なテフラである。旧白滝地区の旧白滝５遺跡でも包含層の下位に認

められ、そこでは岩片が少量となり、中～細粒の軽石片が中心となっている。屈斜路庶路火山灰（Kc

－Sr）は、黄褐色の細粒ガラス質火山灰で、奥白滝１・服部台２遺跡の大雪御鉢平軽石（Ds－Oh）

と赤褐色古土壌の間にみられることから、最終間氷期から最終氷期の間に降下したと考えられる。支

笏１軽石（Spfa－１）は、約４万２千年前に降下したテフラである。黄褐色の細粒ガラス質火山灰
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で、湧別川との合流点付近の十勝石沢川左岸で確認された。屈斜路庶路火山灰（Kc－Sr）と肉眼的

に類似するが、支笏１軽石（Spfa－１）は屈折率が高い斜方輝石を含む特徴がある。トエトコ火山

灰（TT）は、普通角閃石を多量に含むのが特徴で、上白滝面に立地する服部台２・奥白滝１遺跡で

は段丘礫層の直上から確認された。１５～２０万年前に降下したテフラと推定され、湧別川沿いの段丘形

成史を考える上で重要なテフラである。

旧白滝５遺跡は旧白滝地区にあり、湧別川と幌加湧別川の合流点に位置している。合流点から幌加

湧別川を５００ｍ遡った地点の湧別川左岸段丘面上で、赤石山に通じる幌加湧別川の出口部分にあたる。

高位部と中位部の二段の段丘面が斜面部を介してあり、前者が天狗平面、後者が上白滝面に比定され

ている。調査区域の標高は高位部が３９０ｍ、中位部が３６０～３７０ｍである。調査範囲は中位部の段丘の

縁を中心とする幅約３００ｍの台地全体で、さらに南西部は、台地奥側の斜面部・高位段丘面の先端部

も含まれている。台地の中央北東側には比較的大きな沢地形が存在している。本遺跡南西側の低位段

丘面上に旧白滝８遺跡、下流側である北東側には沢を挟んでホロカ沢�遺跡がある。

３ 基本土層

これまで白滝遺跡群の調査は上白滝地区の遺跡を中心に行ってきた。その中で上白滝地区の遺跡間

の土層は概ね共通し、テフラ層序・段丘面区分などの調査（平川ほか ２０００）と合わせて遺跡間での

層位的対比・検討が可能であった。本報告の旧白滝５遺跡は、上白滝地区の北東部（湧別川の下流側）

にあたる旧白滝地区に位置し、上白滝地区とは直線距離で約８�離れている。調査にあたっては、こ

れまで把握してきた上白滝地区の土層と比較する形で土層の検討を進めた。その結果、�・�層につ

いては上白滝地区の層位におおむね対比可能だが、広域テフラ層以外の�層以下は現段階での対比が

難しい。そのため、それらについては旧白滝地区のみで共通する層名を命名した。詳細は�章で述べ、

以下では上白滝地区と共通する旧白滝地区の基本土層（�～�層）の概略を記す（図�－５）。

第 � 層：表土・耕作土 厚さは１０�前後、クマ笹や木根を含んだ黒色の腐食土層。現代の耕作・

木根によって攪乱された層も含む。

第�ａ層：褐色～黄褐色粘質土層 厚さは３０～５０�、しまり、粘性とも弱いが、下部にいくにした

がい強まる。黄褐色の軽石、石質岩片、マンガン粒を少量含む。白滝地区の全ての遺跡

で観察され、遺物の大部分がこの層から出土することから本来の遺物包含層であると考

えられる。なお、�ａ層に含有される少量の石質岩片や軽石は、�ｃ層に含まれている

ものと類似している。

第�ｂ層：灰白色～青灰色粘質土層 厚さは５�前後、しまりが少しあり、粘性が強い。含有物は

�ａ層と同様軽石、石質岩片、マンガン粒を少量含む。上白滝地区の全ての遺跡で観察

されるわけではなく、所々で観察される。含有物が同様で、灰白色をしていることから、�
ａ層が還元化された層と考えられる。またこの土は、�層の中程まで入ったクラックの

中にもみられ、平面形は径１ｍ前後の編み目模様を呈し、周縁に酸化鉄が沈着している。

第�ｃ層：赤褐色～灰褐色砂質土層 厚さは１０�前後、しまりがあり、粘性は弱い。この層も遺跡

群すべてで観察されるわけではなく、特に�ｂ層と上下関係をもって確認される地点は

少ない。石質岩片、軽石を多量に含んでいる。この岩片と軽石は、大雪山系に位置する

御鉢平カルデラ起源のテフラ（Ds－Oh）であることが確かめられている（中村・平川

１９９８、中村ほか １９９９）。上川町大函の Ds－Oh下位の泥炭の放射性炭素年代は、約三

３ 基本土層
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万年前であった（中村・平川 ２０００）。

旧白滝地区に位置する旧白滝５遺跡は斜面部を介して高位部（天狗平面）と中位部（上白滝面）に

立地している。高位部の堆積状況は薄く、表層から段丘礫層まで約０．５ｍしかない。中位部には背後

の急峻な斜面部から斜面堆積物が頻繁に流れ込んだと見られる。そのため高位・中位部とも�ａ層の

一部が場所により変化しており、�ａ層をさらに�ａあ・�ａい・�ａう…と細分した。さらに斜面

部も比較的堆積が良好で、�ａ層ないしその変化した層が全体的に確認された。また、多少の変化は

あるものの、旧白滝地区を通して�ａ層が遺物包含層として良好に堆積していることが判明している。

旧白滝５遺跡の平成１５年度調査区で�ｂ層は確認されていない。

�ｃ層は年代の鍵層となる Ds－Ohを多く含むため、その対比には北海道大学地震火山研究観測

センターの中村有吾氏の指導・助言を受けた。中位部に多く見られ、肉眼観察による旧白滝地区の�
ｃ層は、上白滝地区のものに比べ石質岩片が少なくなり、灰白色の砂質土となる場所もある。

旧白滝５遺跡の平成１５年度調査区の�層以下には、上白滝地区で見られた�層に対比できる土層が

ない。高位部では�ａ層の下に段丘礫層が見られ、中位部の比較的斜面部に近い調査区では�ｃ層の

下に多くの斜面堆積物及びトエトコ火山灰に対比されるテフラ層が見られる。トエトコ火山灰は、普

通角閃石を豊富に含み、指で土層を掻き採ると、針状の黒色鉱物がべっとりと残るのが特徴である。

�ｃ層から約４ｍ下位で段丘礫層に達する。中位部に見られる斜面堆積物は、高位部の段丘礫層の転

礫を含む層、台地の基盤である粘板岩の角礫を含む層の二種類に分けられる。後者は主に斜面部の南

西側で露出している。

上白滝地区でも�層以下については各段丘面により異なる。上白滝面では、基本的にしまりの強い

ローム質の土層がつづき、砂層と粘土層の互層となり、段丘礫層に達する。これら基本的な層序の中

に各遺跡、各地点において様々な土層がみられる。上白滝８・上白滝７遺跡などでは、斜面堆積物で

あるマトリックスの多い礫層が�層の下に約１ｍみられる。服部台２遺跡、奥白滝１遺跡の北側地点

では、古土壌と思われる赤褐色の層が確認され、その直下に推定降下年代が１５～２０万年前のトエトコ

火山灰がみられ、段丘礫層へと続く。上白滝２遺跡では、段丘礫層直上の粘土と砂の互層が他の遺跡

�層：表土、耕作土

�ａ層：褐色粘質土層

しまり 弱

粘性 強

�ｂ層：灰白色～青灰色粘質土層

しまり ややあり

粘性 強

�ｃ層：赤褐色～灰褐色砂質土層

しまり あり

粘性 弱

淘汰が悪く、石質岩片、黄褐色の軽石を多量に含む

�層：赤褐色～褐色砂質土層

しまり 強

粘性 ややあり

マンガン粒を多く含む

図�－５ 基本土層図

� 遺跡の位置と周辺の環境
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より厚く１ｍほど堆積している。

湧別川と支湧別川に挟まれた三角地帯内の段丘面の基盤となっているのは、白滝層と呼ばれる火砕

流堆積物で、地域内の広い範囲でみられるが、地点によって凝灰質砂層、溶結凝灰岩層、砂質粘土層、

湖成堆積層などと様相が異なる。旧白滝地区では白滝層が確認されず、基盤層は日高累層群の粘板岩

となっている。

４ 黒曜石の原石山・赤石山

赤石山は、白滝地域市街の北北西６．５�、標高は１，１４７ｍ（古い地図では１，１５４ｍ）、現在は国道３３３

号線より八号沢川に沿った八号沢林道を３．５�程入り、さらに流紋沢川に沿った赤石林道を上り、山

頂部へ行くことができる。途中の林道では標高９５０ｍ付近から黒曜石が散布し、標高１，０００ｍを越える

と一面に黒曜石がみられる部分が数か所みられる。また、標高１，０００ｍ付近の林道右手には有名な通

称八号沢の露頭（図�－６のａ）がある。この露頭は、黒曜石が流紋岩質凝灰岩にパッチ状にみられ、

灰白色球顆や縞状構造が多いが、玻璃光沢があり、良質である。また、叩くと金属音がするので、硬

質とみられる。山頂部の平坦面では、ピークの標高１，１４７ｍ周辺に黒色を主体とする黒曜石の散布地

帯（図�－６のＡ）があり、さらにピークを下り削平された林道の終点付近では、紅色、茶色、紫が

かった茶色など俗に花十勝といわれる黒曜石が一面にみられる（図�－６のＢ）。ここは、昭和３１・３２

年ごろから観賞・装飾用品加工ための原石採掘が行われたところである。また、黒色とこの採掘跡の

中間部には茶色の黒曜石が集中する部分もある（図�－６のＣ）。さらに赤・茶色の混じった黒曜石

は、採掘跡手前の流紋岩球顆の指定地（図�－６のＤ）のある急な沢（仮称球顆の沢）でも多量にみ

られる。山頂部や球顆の沢では、原石に混じって粗い両面調整石器や石核や剥片などがみられ、一部

は紹介されている（宗像 １９９９）が、時期の決め手はない。球顆の沢は、小規模な露頭がいくつかあ

るが、標高９００ｍ付近の柱状節理の発達した露頭（図�－６のｂ）は大規模なもので、その下流から

採取できる角柱状の原石は、球顆がみられるものの良質で、石器の素材としては極めて良好である。

おそらく、旧石器時代においてもこの沢は原石採取の主要な地点であったと考えられ、標高７００ｍ付

近のわずかな平坦部などでは、剥片類が散布する地点が多数ある。また、赤石林道入口から１�程入

った７８林班林道のカッティングでは、梨肌の黒曜石原石を採取することがでる。後に説明する黒曜の

沢より上流の湧別川で採取される梨肌原石は、この７８林班林道周辺に由来する可能性があり、藁科氏

の産地分析での原産地「八号沢」は、７８林班林道採取原石の分析値である。

白滝地域市街へ入る手前の十勝石沢川は別名、黒曜の沢、澱粉沢と呼ばれ、沢入り口の礫層中や砂

防ダム付近では大小の多量な黒曜石原石が採取できるが、そのほとんどが細かい気泡が多く玻璃光沢

の鈍い俗称「梨肌」のものである。沢を溯った上流部左岸の露頭（図�－６のｅ）は、後述する幌加

沢白土の沢（図�－６のｆ）の反対側になり、山頂部に数ｍの厚さで、凝灰岩、流紋岩の上部に堆積

している。また、この露頭の下位の溶結凝灰岩中には、玻璃光沢の強い黒曜石もある（白滝団体研究

会 １９６３）とされ、沢の所々では玻璃光沢の黒曜石もわずかであるが採取できるので、その供給源と

なる露頭や土層が存在すると考えられるが、詳細は不明である。

白滝地区市街の北東２�にある幌加湧別川は、南東方向に流れ、湧別川との合流点から直線距離６

�程で、赤石山の山頂にいたる。上流部や支流の蜂の巣沢川でも、黒色や茶色の混じった良質の黒曜

石原石が採取できる。蜂の巣沢川の最上流部付近では、名前の由来となった俗称「蜂の巣石」と呼ば

れる蜂の巣のような窪みが多数みられる黒曜石がみられるほか、標高８００ｍの通称幌加沢の露頭（図

４ 黒曜石の原石山・赤石山
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１：奥白滝１１ ２：服部台２ ３：奥白滝１ ４：上白滝８ ５：上白滝２ ６：上白滝５ ７：上白滝６ ８：上白滝７

９：北支湧別４ １０：白滝第４地点 １１：白滝第３０地点 １２：白滝８ １３：白滝１８ １４：白滝３ １５：旧白滝９ １６：旧白滝８

１７：旧白滝５ １８：ホロカ沢� １９：赤石山 Ａ：黒 Ｂ：赤（採掘後） Ｃ：茶 Ｄ：流紋岩球顆 ａ：八号沢の露頭

ｂ：球顆の沢・柱状露頭 ｃ：幌加沢の露頭 ｄ：あじさいの滝 ｅ：十勝石沢の露頭 ｆ：白土の沢露頭

図�－６ 調査遺跡・黒曜石露頭位置図

� 遺跡の位置と周辺の環境
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�－６のｃ）や林道終点に近い通称あじさいの滝（図�－６のｄ）などいくつもの露頭がある。最近

確認できた地域では、幌加沢遠間地点遺跡脇の「左ノ沢」があり、石器製作に適した手ごろな大きさ

の良質の原石が採取できる。この「左ノ沢」は前述の幌加沢の露頭やあじさいの滝につながる赤石山

山頂から南東に延びる尾根筋にあり、この一帯が幌加湧別川の主要な黒曜石原石の分布地帯である可

能性がある。また、湧別川との合流点より幌加湧別川を３�程溯った左手にある白土の沢の露頭（図

�－６のｆ）は、十勝石沢の露頭（図�－６のｅ）の反対側で、一帯では「梨肌」の黒曜石が採取で

きる。山頂部や球顆の沢同様に幌加湧別川においても露頭やその周辺で、人為的な石器類が採取でき

る地点が多数あるが、幌加沢遠間地点遺跡などのように特徴的な遺物が多数みられる場所以外は、年

代の決定が難しい。

おそらく赤石山へつながる八号沢川、十勝石沢川、幌加湧別川の三本の大きな沢および湧別川本流

は、旧石器時代以来黒曜石原石の主要な採取地で、先に説明したように採取できる原石にも違いがあ

ったと考えられる。その状況は、アイヌ語地名としても確認できる。山田秀三によれば、黒曜石はア

イヌ語で「アンチ（anchi）」あるいは「アンジ（anji）」で、明治３１年５万分の１地形図では、八号

沢川のところに「シュマフレユーペッ」、十勝石沢川のところに「アンシュオユーペッ」という地名

が見られるという。そして「シュマフレユーペッ」はシュマ・フレ・ユーペッ Shuma-hure-yupet

「石が・赤い・湧別川（の支流）」、「アンシュオユーペッ」はアンジ・オ・ユーペッ Anji-o-yupet

「黒曜石・が多い・湧別川」と考えられる、という（山田 １９７７）。現在でも赤や茶色の黒曜石は八

号沢川・流紋沢川が主体であり、十勝石沢川は梨肌の原石であるが、その量は膨大である。また、山

田によれば、石ころなどがごろごろある状態を言うのには「オ」を使うのがアイヌ語の通例だという。

現在でも十勝石沢川の砂防ダムでみられる一面に黒曜石の大小の原石が敷き詰めたようにある状況と

符合する。

赤石山を中心とした八号沢川・流紋沢川、十勝石沢川、幌加湧別川・蜂の巣沢川の一帯は、深い森

林地帯（国有林）で、多くの黒曜石の露頭や良質の原石が採取できる地点が多数あるが、その大部分

の実態は不明である。また、それらの地点と関連して遺物が散布する地点も多数あるが、その内容や

時代などの把握も困難な状況である。地形・地質などの把握を含めた総合的な分布調査が必要であ

り、町教委でも資料収集に努めているところで、今後は次第に明らかになっていくものと考えられる。

４ 黒曜石の原石山・赤石山
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（１）調査要項

専務理事 宮崎 勝（平成１８年４月３０日まで）

佐藤俊和（平成１８年５月２６日から）

常務理事 畑 宏明（平成１６年３月３１日まで）

佐藤俊和（平成１９年３月３１日まで）

（兼務）

畑 宏明（平成１９年４月１日から）

総務部長 下村一久（平成１６年３月３１日まで）

佐藤英一（平成１７年３月３１日まで）

牧野義則（平成１８年３月３１日まで）

松本昭一（平成１８年４月１日から）

第１調査部長 畑 宏明（平成１６年３月３１日まで）

（兼務）

千葉英一（平成１６年４月１日から）

平成１８年度組織改編により第２調査部へ

第２調査部長 西田 茂

� 旧白滝５遺跡の調査（平成１５年度調査分）

１ 調査の概要

事 業 名 一般国道４５０号白滝丸瀬布道路工事に伴う埋蔵文化財発掘調査（平成１９年度）

委 託 者 国土交通省北海道開発局網走開発建設部

受 託 者 財団法人北海道埋蔵文化財センター

遺 跡 名 旧白滝５遺跡

登載番号 Ｉ－１７－１５０（市町村合併に伴い平成１９年度より変更。旧登載番号はＩ－２０－２８）

所 在 地 紋別郡遠軽町旧白滝４１７

調査面積 ７，３４０�
平成１８・１９年度調査の６，９１６�については別途報告予定

調査期間 平成１５年４月１日～平成１６年３月３１日（現地調査平成１５年５月７日～１０月２４日）

平成１６年４月１日～平成１７年３月３１日（整理作業のみ）

平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日（整理作業のみ）

平成１８年４月３日～平成１９年３月３０日（整理作業のみ）

平成１９年４月２日～平成２０年３月３１日（整理作業のみ）

（２）調査体制

財団法人北海道埋蔵文化財センター 理事長 森重楯一

平成１５年度 第１調査部第３調査課 課長 �橋和樹（発掘担当者）

同 主任 鈴木宏行（発掘担当者）

同 主任 愛場和人

同 主任 直江康雄（発掘担当者）

平成１６年度 第１調査部第３調査課 課長 �橋和樹

同 主任 鈴木宏行

同 主任 直江康雄

� 旧白滝５遺跡の調査
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平成１７年度 第１調査部第３調査課 課長 �橋和樹

同 主任 鈴木宏行

同 主任 直江康雄

平成１８年度 第２調査部第３調査課 課長 熊谷仁志

同 主任 鈴木宏行

同 主任 坂本尚史

同 主任 大泰司統

同 主任 直江康雄

平成１９年度 第２調査部第３調査課 課長 熊谷仁志

同 主任 中山昭大

同 主任 坂本尚史

同 主任 袖岡淳子

同 主任 大泰司統

同 主任 直江康雄

（３）発掘区の設定

発掘区はアルファベットと数字の組み合わせで表示し、規格は４×４ｍとした。調査区の設定基準

は、工事測点の SP６９，１００と SP６９，２００を基準点とし、その２点を通る直線をアルファベットライン

の基線とし、SP６９，１００を通り、アルファベットラインと直交する直線を数字ラインの基線とした（図

�－１）。標高付けは工事用ベンチ仮 BM�４を与点とし、高さ付けを行った。

アルファベットラインの設定は、基線を大文字のＺとし、南側に小文字のａ、ｂ、ｃ、…、北側は逆

に大文字のＹ、Ｘ、Ｗ、…とした。数字ラインの設定は、調査区域全域をカバーできるように SP６９，１００

を通る基線を２５とし、北東側に２６、２７、２８、…、南西側に２４、２３、２２、…とした。調査区域は、アル

ファベットラインでは、Ｂ～ｄ、数字ラインでは４～４３の範囲で、基準点の測量成果（旧座標）は下

記のとおりである。

SP６９１００（Ｚ２５） Ｘ＝－１０３８５．７７７５ Ｙ＝７７６４６．１７５９

SP６９２００ Ｘ＝－１０３０７．４４４５ Ｙ＝７７７０８．３３６６ （平面直角座標系 第�系）

また、測量法の改正に伴い、平成１４年４月１日にそれまでの平面直角座標系（昭和４３年建設省告示

第３０５９号）は廃止され、新たに世界測地系に基づく平面直角座標系（平成１４年国土交通省告示第９号）

が施行されたため、世界測地系による平面直角座標を以下に併記しておく。なお、座標の変換には国

土地理院のホームページで公開されている座標変換ソフト「TKY２JGD」を使用した。

SP６９１００（Ｚ２５） Ｘ＝－１０１２２．０７９１ Ｙ＝７７３３９．６８１７

SP６９２００ Ｘ＝－１００４３．７４７１ Ｙ＝７７４０１．８４１６ （平面直角座標系 第�系）

発掘区の呼称は、４ｍ四方区画の西隅のライン交点で示した。例えば、Ｍラインと３０ラインの交点

の東側がＭ３０区ということになる。また、発掘区の方向は、公共座標の北方向に対して３０８°２５′５９″

傾いている。

（４）土層

旧白滝地区の層位の概略については、上白滝地区で設定した基本土層と対比する形で�章３に記し

た。ここでは、旧白滝５遺跡の層位について個別的に述べる。

１ 調査の概要
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調査範囲・周辺の地形

発掘区設定図（１）

発掘区設定図（２）

図�－１ 調査範囲・発掘区設定図
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本遺跡の平成１５年度調査区は、急崖部などを除く調査区のほぼ全体（高位部～斜面部～中位部）に

かけて遺物包含層である�ａ層が見られた。�ａ層は場所により、僅かに変化しており、それに対し

て「�ａあ」～「�ａき」まで七つに細分した。いずれも�ａ層から漸移的な変化で、層の境は不明瞭

である。�ａ層の下層は段丘面によって異なる。天狗平面に対比されている高位部では段丘礫層が見

られ、斜面部では高位部からの流れ込みと思われる段丘礫を多く含む層や、台地の基盤である粘板岩を

多く含む層があり、基盤層へと続くものと思われる。上白滝面に対比される中位部では、上述の斜面堆

積層も含めた多様な層が流れ込み、段丘礫層へと続いている。火山灰は主に中位部で検出されており、

遺物包含層の下に�ｃ層（Ds－Ohを多く含む層）やトエトコ火山灰が確認されている（�章３）。

以下に高位部の１６ライン、Ｅライン、斜面部の１７・１９・２１ライン、Ｇ・Ｉ・Ｋ・Ｍライン、斜面裾

野部の土層、中位部の１２ライン、２１ライン、Ｔラインの順に詳しく説明を行う。

高位部

１６ライン（図�－２・５）

Ｃ区付近を頂点として南東に向かって緩やかに傾斜する地形である。�ａ層は所々表土に分断され

るものの、ほとんど地点で連続的に確認された。�ａ層の下部は場所によって変化し、Ｂ区側に�ａ

う層、中央部に�ａい層、Ｈ区側に�ａお層が主体的に堆積し、その他に�ａえ・か層が見られた。

細分した�ａ層も含めた遺物包含層（網掛け部）の層厚は１５～５０�である。中央部が厚手で、両側に

行くに従い薄くなっている。�ａ層の下位には６層ないし１層が見られた。

Ｅライン（図�－２・５・６）

１３区を頂点として緩やかに北東、南西方向に傾斜する地形である。�ａ層は所々表土に分断される

ものの、ほとんど地点で連続的に確認された。�ａ層の下部は場所によって変化し、１１～２０区には�
ａお層が主体的に堆積し、その他に�ａい・う層が見られた。また、�ａ層の上部は部分的に�ａあ

層に変化している。２０～２５区では�ａか層が主体的に堆積し、その他に�ａう層が見られた。細分し

た�ａ層も含めた遺物包含層（網掛け部）は１０～６０�である。相対的に斜面部の�ａ層が薄手である。

�ａ層の下位には６層ないし１層が主体的に見られ、斜面部では７層も確認された。

斜面部

１７・１９・２１ライン（図�－２・３）

斜面部の南西側にあたり、傾斜が最も強い範囲である。�ａ層は各ラインとも確認されているが、

�ａか層に変化している部分が多い。�ａ層の下位には７層を主体とし、６層も見られた。

Ｇ・Ｉ・Ｋ・Ｍライン（図�－３・４）

斜面部の北東側の範囲である。�ａ層は各ラインとも確認されているが、斜面の下部になるほど�
ａ層が変化し、�ａか・お層となっている。�ａ層の下位には７層を主体とし、２・４・５層も確認

された。Ｋ２４区では７層をはさんで�ａ・�ａか層が堆積している。

Ｑ～Ｊライン（図�－４）

斜面部の北東側の裾野部の範囲である。�ａ層が変化して堆積する地点が多く、Ｑ２５～Ｏ３１区にか

けての表土の下位は�ａい・お・か層となっている。Ｏ２９区付近は盛土により表土が厚く堆積してい

る。Ｎ３３区及びＫ３９、Ｊ４１区では�ａ層が確認された。�ａ層の下位は、東側に６層が堆積し、北東

部は３層があり、その下に６層が見られた。北側では２層や７層が確認された。

中位部

１２ライン（図�－４・６）

全体的に傾斜が強い地形である。�ａ層は所々表土に分断されるものの、ほとんど地点で連続的に

１ 調査の概要
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基本土層
� 表土、撹乱、耕作土。
�ａ 明るめの黄茶褐色シルト質粘土。しまり有。小礫や小砂利が少量含まれる。
�ａ（あ） 明黄灰色粘土。しまり強。�ａ（お）同様に乾き易く、乾燥すると灰褐色になる。

�ａ（お）に比べ大・中型の礫が混在する。
�ａ（い） 淡褐色砂質粘土。やや硬くしまる。径２・３�の小砂利を多く含む。
�ａ（う） 灰緑色シルト質粘土。しまり非常に強い。小礫がやや多めに混じる。
�ａ（え） 淡い灰緑色シルト質粘土。しまり非常に強い。
�ａ（お） 砂礫を含む粘土。しまり、粘性がなく崩れ易い。小礫や小砂利の点在が多い。
�ａ（か） やや暗い黄灰褐色砂質粘土。しまり強。凝灰質砂が多く含まれ、小礫が点在する。
�ａ（き） 黄褐色粘土層。
�ｃ 赤褐色砂質シルト。Ds-Ohの軽石、赤色のスコリアを含む。

１６ライン（高位部）

Ｅライン（高位部～斜面部）（２）

１７ライン（斜面部）

１ 高位部段丘礫層
２ 砂・粘土のラミナ層
３ 褐色砂層
４ にぶい黄褐色砂質粘土
５ 礫を含む砂質土
６ 暗黄褐色の砂礫を多く含む粘土層。亜円礫の点在が多い。

段丘礫層に近いか若しくは段丘礫層が流れ込んだ層と考えられる。
７ 黄褐色の砂質土層。１０～１５�大の角礫を多く含む。

斜面地形に多く見られ、基盤の礫層が流れ込んだ層と考えられる。
８ ７層とほぼ同様の土質だが、やや軟らかく湿り気を帯びている。小角礫が点在する。
９ 黄褐色砂質粘土。しまり非常に強い。Ds－Ohの再堆積層。部分的に赤色の強い部

分がある。
１０ オリーブ褐色
１１ 黄褐色～褐色粘土層
１２ 黄橙色粘土層
１３ 褐色粘土層
１４ 褐色粘土層。角礫を含む。
１５ 暗灰色粘土層。トエトコ火山灰を多く含む。
１６ 黄褐色粘土層。角礫を少量含む。
１７ 黄灰色粘土層。
１８ 赤褐色～黄褐色粘土層。
１９ 暗褐色粘土層。角礫を含む。
２０ 灰褐色粘土層。
２１ 黄褐色砂質土層。角礫を多く含む。
２２ 灰褐色粘土層。
２３ 淡黄褐色シルト質砂層。
２４ 灰色シルト層。９０�以下の角礫を多く含む。
２５ 暗褐色粘土層。
２６ 中位部段丘礫層。

１９ライン（斜面部）

Ｅライン（高位部～斜面部）（１）

図�－２ 土層概略図（１）

� 旧白滝５遺跡の調査
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２１ライン（斜面部）

Ｉライン（斜面部）（１）

Ｍライン（斜面部）

Ｋライン（斜面部）

Ｇライン（斜面部）

Ｉライン（斜面部）（２）

図�－３ 土層概略図（２）

１ 調査の概要
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Ｑ～Ｊライン（斜面部）（１）

Ｔライン（中位部）（深掘り区）

Ｑ～Ｊライン（斜面部）（２）

２１ライン（中位部）

１２ライン（中位部）

図�－４ 土層概略図（３）

� 旧白滝５遺跡の調査
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確認された。�ａ層の下部は場所によって変化し、Ｙ区付近には�ａき層が堆積し、Ｙ～ｄ区にかけ

ては�ａか層が主体的である。細分した�ａ層も含めた遺物包含層（網掛け部）は１５～４０�である。

�ａ層の下位には７層が主体的に見られ、その下位に�ｃ層が広い範囲で確認された。

２１ライン（図�－４・７）

全体的に傾斜が強い地形である。�ａ層は連続的に確認された。�ａ層の下部は場所によって変化

し、Ｓ区付近には�ａか層が堆積し、Ｖ～Ｚ区にかけては�ａき層が主体的である。また、Ｓ区付近

の�ａ層の上部は�ａあ層に変化している。細分した�ａ層も含めた遺物包含層（網掛け部）は１０～８０

�である。�ａ層の下位には、Ｓ～Ｗ区にかけて�ｃ層が主体的に見られ、Ｗ～Ｚ区にかけては７層

が広い範囲で堆積し、その下位に１０層が見られた。この内、Ｙ区では�ａき層中に７層が堆積している。

Ｔライン（深掘り区 図�－４・７）

ほぼ水平な地形である。�ａ層は所々表土に分断されるものの、ほとんど地点で連続的に確認され

た。�ａ層の下部は�ａき層に変化している。細分した�ａ層も含めた遺物包含層（網掛け部）は３５

～５５�である。�ａ層の下位には、基本的に９層が堆積しているが、２４区付近では９層が大きく窪み、

その上に６～８層が見られた。９層中には Ds－Ohのスコリアやパミスが多く含まれ、全体的に赤

味を帯びている。９層の下位には多量の斜面堆積層の間から５枚のテフラ層が確認された。�ｃ・１２・

１５・１７・２３層がテフラ層で、�ｃ層が Ds－Oh、１５層がトエトコ火山灰に同定され（�章３）、１２層

は不明のテフラ、１７・２３層はテフラの再堆積層であった。斜面堆積層は１１・１４・１６・１９・２１・２４層で

ある。１３・１６の一部・１８・２０・２２・２５層は粘土層で土壌化している。最下位の２６層は円礫や亜円礫が

主体となっており、中位部の段丘礫層と考えられる。

（５）調査の方法

調査区域は高位部、斜面部、中位部からなっており、調査前には斜面部と中位部の変換点に作業用

の道路が遺跡の台地を横断するように設置されていた。また、斜面部及び中位部には広範囲に渡って

松が植林されていた。それらの松のうち、比較的若い木については高規格道路の法面に移植したいと

の要望が原因者から出された。それを受けて、伐採作業は、移植する木を除いて行われ、調査に入る

直前に調査員立会いの下、専門の業者により移植作業を行った。

排土は調査区域内に仮置きする計画であったため、調査は地区ごとに排土を移動しながら展開する

こととし、�中位部の北側、�高位部、�中位部の南側、�斜面部及び作業用道路下部分の順に調査

を行った（図�－８）。それぞれ重機による笹の漉き取りや伐根からスタートし、笹根を中心とした

表土除去・杭打ち後、２５％調査を行い、全体的な遺物分布状況を把握した。調査区表面に遺物が多く

見られる地点については上記の重機による除去を最小限にした。また、重機で除去した笹根混じりの

表土についても「ボサ」として可能な限り遺物採集を行った。

その結果、�ではより南側で遺物が少なくなり、無遺物地点が存在することが判明した。したがっ

て、この１４～１７ラインについては重機調査を行い、その他の地点は人力による調査を行った。また、

段丘の縁辺部については急崖が迫っており危険と判断し、周辺の遺物分布も疎らであったため、調査

員立会いによる重機調査を行った。

�では「ボサ」を斜面部に積み上げ、中位部に排土が流れ落ちないよう土留めとした。遺物は多少

の粗密はあるものの高位部全体に分布していることが判明し、全体的に人力による調査を行った。た

だし、調査区南の境界部分は遺物が疎らとなるため、狭い範囲ではあったが重機調査を行った。

�では台地が南東側に張り出しており、その部分を中心として遺物が多いことが判明し、調査区域

� 旧白滝５遺跡の調査
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図�－８ 調査範囲・報告地区図

１ 調査の概要
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を拡張して全体的に人力による調査を行った。ただし、南側の段丘縁辺部については急崖が迫ってお

り危険と判断し、調査員立会いによる重機調査を行った。

�の調査と平行して、�の調査を開始した。まず、�の調査による「ボサ」・排土を斜面の裾野ま

で移動し、斜面の上方から調査を行った。高位部の調査から遺物が東方向に流れている状況を把握し

ていたので、その続きとなるアルファベットのＩライン、数字の２２ラインまで人力調査を行った。そ

の他の斜面部については、作業上の危険回避の目的と、傾斜地の遺物であることから調査区単位で遺

物の広がりを押さえることで全体の状況を復元できると判断し、重機により調査区を層位ごとに掘り

上げそこから人力で遺物を回収する方法を採択した。これについても通常通り２５％調査を行い、全体

的な遺物分布状況を把握し、より上部の北西側に遺物が多い傾向を認識した。それらの地点に関して

は上述の重機＋人力の方法で調査を行った。中腹部及び傾斜が強くなる斜面の南側は遺物が疎らであ

り、重機調査を行った。

作業用の道路部は�の調査終了後、その位置に道路を切り替え、入り口部分の調査から開始した。

入り口部分から２１ラインまでは道路により包含層が削平されており、土層を確認して調査を終了し

表土除去後の地形図

調査終了後の地形図

図�－９ 調査区域地形図

� 旧白滝５遺跡の調査
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た。それより奥の部分と斜面の裾野部は上からの排土を調査区外に搬出後、斜面部と同様に重機＋人

力調査を中心に行った。

人力調査区域の遺物の取り上げは、他の遺跡と同様に、�層（表土および耕作土）が発掘区単位で

一括して取り上げ、遺物包含層である�層を対象として出土位置を計測した。しかし、�層の遺物で

も指先より小さい剥片類については、発掘区単位で一括して取り上げた。出土位置の記録はトータル・

ステーションを使用し、さらに遺構・遺物データシステム（�シン技術コンサル）にデータを蓄積し、

毎日遺物一覧表とドットマップ（分布図）を作成し、データのチェックと遺物の分布状況を把握しな

がら調査を進めた。調査終了時のデータ数は、４３，２２２１件である。

焼土及び炭化木片ブロックについては、焼成土壌と炭化木片が含まれる土壌を面的に採取し、計量

後両者ともフローテーションを実施した。

（６）整理の方法

遺物の水洗作業は、基本的に現地で行った。その後、江別の整理作業所に運び、注記などの整理作

業を開始した。

遺物の整理作業は、他の遺跡と同様に点取り遺物と一括遺物に分けて進めた。点取り遺物は注記後

に、器種分類、重量計測、石質、残存状況、打点・原礫面・被熱の有無など一次の属性観察を行い、

次に接合・実測などの二次整理作業を進めた。遺物の注記は、道教委の登載番号（平成１５年当時の旧

白滝村の番号２８を使用）、発掘区、遺物番号の順としたので、旧白滝５遺跡、Ｅ１６区出土、遺物番号１２３

の石器の場合は「２８Ｅ１６・１２３」となる。また、一括遺物は、定形的なものや点取り遺物と接合した

ものを抽出し、台帳を作成した。従って、その注記は、点取り遺物と区別するため、発掘区と一括台

帳の遺物番号の間に層位を記入した。例えば、Ｓ２３区、�層出土、遺物番号５の石器は、「２８Ｓ２３・

Ｉ・５」となる。

水洗後に精査し、地山に含まれている自然礫や黒曜石の原石を除いた結果、点取り遺物は最終的に

４３，１７２点となり、遺跡全体では２６１，５７１点となった（表�－１・２）。

遺物の接合作業は、石質、発掘区、石器ブロック、石器ブロック群そして全体の順で進めた。接合

番号は１から、折れ面接合番号は５０００１から付け、接合資料中の折れ面接合にも別に五万番台の番号

を付けた。最終的に折れ面接合３，８８０例（５０００１～５３９０６・欠番２６、うち折れ面接合のみ７３６５例）、剥離

面接合１，５７２例（１～１５８８、２１３１～２１４７・欠番３３）となった。

接合作業と平行して同一母岩と認識できる接合資料・非接合剥片・非接合単品石器を母岩別資料と

して抽出した。また、一つの接合資料でも、ほぼ原石の状態まで復元できた資料及び細石刃関連の接

合資料には母岩番号を付けた。これらの作業は接合資料を中心に行ったため、母岩判別が困難で接合

数が少量の接合資料、接合資料に対応する母岩のない剥片・単品石器類が母岩別資料から漏れてい

る。したがって、単体で搬入された石器は母岩識別が可能であっても母岩別資料には分類されていな

い。このような手順で４３０母岩（１～４２９、５０１・欠番なし）を認定した。

接合に関わる点数は、１８，２５０点（折れ面接合のみ１，６３７点、剥離面接合１６，６１３点）（点取り遺物１１，６４４

点、一括遺物６，６０６点）で、点取り遺物の総数４３，１７２点に対しては２７．０％、点取り及び一括遺物の総

数２６１，５７１点に対しては７．０％の接合率である。また、母岩別資料の点数は２５，１５６点（点取り遺物１７，６３９

点、一括遺物７，５１７点）で、点取り遺物の総数４３，１７２点に対しては４０．９％、点取り及び一括遺物の総

数２６１，５７１点に対しては９．６％の母岩抽出率である。

接合作業後は接合資料単位で剥離順による接合カードを作成し、同時に母岩別資料に含まれる接合

１ 調査の概要
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資料・非接合剥片・非接合単品石器を記載した母岩台帳を作成した。その後、それらのデータを遺構・

遺物データシステム（�シン技術コンサル）に入力し、分布図等の作成に利用した。

実測図掲載の接合資料は、接合カードを用い、剥離段階を設定し、それに従って実測図の輪郭図に

スクリーントーンを振り分け、さらに剥離方向を矢印で記入して剥離模式図を作成した。さらに分布

図とも対応するように、段階番号を前述の遺構・遺物データシステムに入力し、接合分布図の作成に

利用した。

原産地遺跡という性格から遺物量・接合資料数が非常に多く、接合作業以降の作業に多大な労力を

要した。また、接合資料の実測図作成に関しては写真実測を行った。大型で慎重な取り扱いが必要な

写真撮影にはカメラマンの小川忠博氏とともに多くの工夫と慎重さが必要であった。また、同様に図

化には多大な労力を必要とした。

本報告では、石器ブロック群ごとに出土石器、分布・接合状況、接合資料の順で、実測図、分布図

などを示した。最終的に実測図などを掲載した石器類は９３８個体、１，２８３点（うち写真のみを掲載した

もの１個体、１点、接合資料に付随して写真のみ掲載した単体石器３６個体、４６点）、接合資料は２４３個

体（うち写真のみ掲載したもの２２個体）、分布・接合図などを示した石器ブロックは２１か所である。

石器類の掲載割合は、点取り及び一括遺物の総数２６１，５７１点から剥片２５８，４４５点を引いた石器類３，１２６

点に対して４１．０％である。

（７）調査結果の概要

旧白滝５遺跡は幌加湧別川と湧別川との合流点の湧別川左岸の河岸段丘面上にある。地形は高位部

（天狗平面）と中位部（上白滝面）の二段の段丘面とその間の斜面部からなり（図�－１）、平成１５・

１８・１９年度に渡って調査を行った（図�－８）。調査区の標高は３６０～３９０ｍで、高位部は約３９０ｍ、中

位部は３６０～３７０ｍである（図�－９）。全体の調査面積は１４，２５６�、平成１５年度の調査は高位部全体

と斜面部及び中位部の南側１／３程度の範囲の７，３４０�である。現地調査に２年間の空白期間があり

平成１５年度とそれ以降の整理進行状況に大きな開きができた点と、調査区域と遺物のまとまりがほぼ

一致する点から、平成１５年度の調査区を先行して報告することとした。

遺構は三か所の焼土と六か所の炭化木片ブロックが確認され、そのうち平成１５年度調査区に関連す

るのは焼土三か所（Ｆ－１～３）、炭化木片ブロック四か所（Cb－１～４）である。いずれも石器の

分布と重複ないし隣接しているが（図�－１０）、石器群の複雑さと併せてそれらと直接関連付けるの

は困難である。なお、Ｆ－１・２及び Cb－１・２及び Cb－３の一部の放射性炭素年代については

縄文時代の値となっており、周辺に分布する石器の型式学的な所見と一致しない（�章１）。

出土遺物は全て石器類である。平成１５・１８・１９年度の遺跡全体では５３２，０１７点、１，００８，５７２．７�の遺

物が出土している。そのうち点取り遺物は１３５，９４６点、一括ほか遺物は３９６，０７１点である。今回報告す

る平成１５年度調査区の遺物点数は２６１，５７１点、重量は５５７，８６９．４�、そのうち点取り遺物は４３，１７２点、

一括ほか遺物は２１８，３９９点である（表�－１・２・８）。

出土した遺物のほとんどが旧石器時代のものであるが、一部に本州の縄文時代草創期の遺物と類似

する石器及び石鏃が見られる。

高・中二段の平坦面の石器類を平面分布や石器類の特徴から２１か所のブロックに分け、それらを石

器組成や接合状況から三つの石器ブロック群・区域に分けた。なお、石器ブロック群・区域の分類基

準については�章２（２）で後述する。また、斜面部は、調査区毎の出土数から「ア」～「ク」の八つ

の集中域に分けて報告する。

� 旧白滝５遺跡の調査
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表�－１ 旧白滝５遺跡出土遺物点数・重量一覧

種 類

尖 頭 器 両 面 調 整 石 器
彫 器

� 類 � 類 � 類 � 類 � 類

点数 重 量 点数 重 量 点数 重 量 点数 重 量 点数 重 量 点数 重 量

点 取 り ６４ １５５３．６ ２ ２５．８ １６ ３０．４ ４３ ５６３９．２ ６ ７１８．５ ７ ２７．３

点取り

以外

調査区一括（�） ２５ ４６８．８ １８ ３７．９ １０ ２１０５．５ ５ ８２５．９ １ ２６．９

調査区一括（�） ２７ ８７３．５ １５ ７８５．２ ６ ４３４．５

Ｂ調 ２ １６４．４

表 採・排 土 他 ３ ７７．０ １ ３．４ １ １８．９

小 計 ５７ １５８３．７ １９ ４１．３ ２５ ２８９０．７ １２ １２７９．３ １ ２６．９

合 計 １２１ ３１３７．３ ２ ２５．８ ３５ ７１．７ ６８ ８５２９．９ １８ １９９７．８ ８ ５４．２

種 類
掻 器 削 器

舟 底 形 石 器

� ａ 類 � ａ 類 � ｂ 類 � ｃ 類

点数 重 量 点数 重 量 点数 重 量 点数 重 量 点数 重 量 点数 重 量

点 取 り １２ ４９４．６ ５７ １５５２．５ １ １．２ ９９ ３６６９．５ ４４ ９５７．１ ５ ６３．４

点取り

以外

調査区一括（�） ６ ２０４．４ ２０ ５５２．３ １ ５．２ ２４ ５２７．４ １２ ２５０．７

調査区一括（�） ６ ９７．２ ３ ６９．６ １ １８．９

Ｂ調 １ １８．５ １ ６１．５

表 採・排 土 他 ５ １７６．３ ２ ５８．８ １ ５１．７

小 計 ６ ２０４．４ ３１ ８２５．８ １ ５．２ ３０ ６７４．３ １５ ３８２．８

合 計 １８ ６９９．０ ８８ ２３７８．３ ２ ６．４ １２９ ４３４３．８ ５９ １３３９．９ ５ ６３．４

種 類
錐 形 石 器 台 形 石 器

二 次 加 工

あ る 剥 片
細 石 刃 細 石 刃 核 石 刃

点数 重 量 点数 重 量 点数 重 量 点数 重 量 点数 重 量 点数 重 量

点 取 り １５ １７２．３ ４ ２４．０ １７９ ４２９８．３ １４０ １９．５ ３２ ７８２．５ ３８７ ４０６７．０

点取り

以外

調査区一括（�） ３１ １８４０．７ ２２ ３．４ ８ １６４．３ ２７ ２８６．８

調査区一括（�） １ ３．７ ３４ ６２２．９ ６９ ８．３ ３ ４０．２ ７９ １８５８．０

Ｂ調 １ ２５．０

表 採・排 土 他 １ １５５．８ ８ １８９．１

小 計 １ ３．７ ６６ ２６１９．４ ９１ １１．７ １１ ２０４．５ １１５ ２３５８．９

合 計 １５ １７２．３ ５ ２７．７ ２４５ ６９１７．７ ２３１ ３１．２ ４３ ９８７．０ ５０２ ６４２５．９

種 類
縦 長 剥 片 石 刃 核 石 核

削 片

細石刃核削片 尖頭器削片 彫 器 削 片

点数 重 量 点数 重 量 点数 重 量 点数 重 量 点数 重 量 点数 重 量

点 取 り ８５３ ７２２７．１ ５３ １１６７３．５ １５０ ２６８５０．５ １２８ ３９４．９ ４ １７．８ ４ ７．２

点取り

以外

調査区一括（�） ７７ １４７９．７ １０ １９０７．６ ４８ ８０６８．９ ３３ １３４．１

調査区一括（�） ３０ ５２．５ １５ ８１９７．６ ２５ ５４９９．２ ４１ ３１．６ １ ０．５ ３ ０．８

Ｂ調

表 採・排 土 他 ３ １８８．８ ２ １９６．２ １５ ４５５５．３ ３ ２０．９

小 計 １１０ １７２１．０ ２７ １０３０１．４ ８８ １８１２３．４ ７７ １８６．６ １ ０．５ ３ ０．８

合 計 ９６３ ８９４８．１ ８０ ２１９７４．９ ２３８ ４４９７３．９ ２０５ ５８１．５ ５ １８．３ ７ ８．０

種 類
石 鏃 剥 片 台 石 原 石 合 計

点数 重 量 点数 重 量 点数 重 量 点数 重 量 点数 重 量

点 取 り ２ ０．９ ４０８４２ ２２９１４８．６ １ １７０００．０ ２２ ２０５５．１ ４３１７２ ３１８４７２．３

点取り

以外

調査区一括（�） ４ ４．９ １９８２０ ８１０１１．６ ３ ３４０．４ ２０２０５ １００２４７．４

調査区一括（�） １ ０．９ １９６１５１ ９８８０４．５ １ ６３１．０ １９６５１２ １１８０３０．６

Ｂ調 ４９０ ３７９１．４ ４９５ ４０６０．８

表 採・排 土 他 １１４２ １１３６６．１ １１８７ １７０５８．３

小 計 ５ ５．８ ２１７６０３ １９４９７３．６ ４ ９７１．４ ２１８３９９ ２３９３９７．１

合 計 ７ ６．７ ２５８４４５ ４２４１２２．２ １ １７０００．０ ２６ ３０２６．５ ２６１５７１ ５５７８６９．４

１ 調査の概要
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表�－２ 旧白滝５遺跡出土遺物石質別一覧

種 類 石質

尖 頭 器 両 面 調 整 石 器
彫 器 掻 器 削 器

� 類 � 類 � 類 � 類 � 類

点数 重 量 点数 重 量 点数 重 量 点数 重 量 点数 重 量 点数 重 量 点数 重 量 点数 重 量

点取り

黒曜石 ６４ １５５３．６ ２ ２５．８ １６ ３０．４ ４０ ５５８７．０ ６ ７１８．５ ５ ２１．９ １２ ４９４．６ ５４ １５４６．８

安山岩

頁 岩 ２ ５．４ ２ ４．０

珪 岩 ３ ５２．２ １ １．７

めのう

泥 岩

石 英

小計 ６４ １５５３．６ ２ ２５．８ １６ ３０．４ ４３ ５６３９．２ ６ ７１８．５ ７ ２７．３ １２ ４９４．６ ５７ １５５２．５

調査区一括

黒曜石 ５２ １３４２．３ １８ ３７．９ ２５ ２８９０．７ １１ １２６０．４ １ ２６．９ ６ ２０４．４ ２５ ６４２．３

頁 岩

珪 岩

めのう １ ７．２

小計 ５２ １３４２．３ １８ ３７．９ ２５ ２８９０．７ １１ １２６０．４ １ ２６．９ ６ ２０４．４ ２６ ６４９．５

Ｂ調 黒曜石 ２ １６４．４

表採・排土他 黒曜石 ３ ７７．０ １ ３．４ １ １８．９ ５ １７６．３

小計 ５ ２４１．４ １ ３．４ １ １８．９ ５ １７６．３

合 計 １２１ ３１３７．３ ２ ２５．８ ３５ ７１．７ ６８ ８５２９．９ １８ １９９７．８ ８ ５４．２ １８ ６９９．０ ８８ ２３７８．３

種 類 石質
錐 形 石 器

舟 底 形 石 器
台 形 石 器

二 次 加 工

あ る 剥 片
細 石 刃

� a � a � b � c

点数 重 量 点数 重 量 点数 重 量 点数 重 量 点数 重 量 点数 重 量 点数 重 量 点数 重 量

点取り

黒曜石 １４ １７０．２ １ １．２ ９９ ３６６９．５ ４４ ９５７．１ ５ ６３．４ ４ ２４．０ １７７ ４２６６．６ １３８ １９．３

安山岩

頁 岩 １ ２．１ ２ ０．２

珪 岩

めのう ２ ３１．７

泥 岩

石 英

小計 １５ １７２．３ １ １．２ ９９ ３６６９．５ ４４ ９５７．１ ５ ６３．４ ４ ２４．０ １７９ ４２９８．３ １４０ １９．５

調査区一括

黒曜石 １ ５．２ ２７ ５９７．０ １３ ２６９．６ １ ３．７ ６４ ２４６３．２ ９１ １１．７

頁 岩 １ ０．４

珪 岩

めのう

小計 １ ５．２ ２７ ５９７．０ １３ ２６９．６ １ ３．７ ６５ ２４６３．６ ９１ １１．７

Ｂ調 黒曜石 １ １８．５ １ ６１．５

表採・排土他 黒曜石 ２ ５８．８ １ ５１．７ １ １５５．８

小計 ３ ７７．３ ２ １１３．２ １ １５５．８

合 計 １５ １７２．３ ２ ６．４ １２９ ４３４３．８ ５９ １３３９．９ ５ ６３．４ ５ ２７．７ ２４５ ６９１７．７ ２３１ ３１．２

種 類 石質
細 石 刃 核 石 刃 縦 長 剥 片 石 刃 核 石 核

削 片

細石刃核削片 尖頭器削片 彫 器 削 片

点数 重 量 点数 重 量 点数 重 量 点数 重 量 点数 重 量 点数 重 量 点数 重 量 点数 重 量

点取り

黒曜石 ３２ ７８２．５ ３８６ ４０６６．０ ８５２ ７２１９．３ ５３ １１６７３．５ １４８ ２６７２１．７ １２８ ３９４．９ ４ １７．８ ２ ６．９

安山岩

頁 岩 １ １．０ ２ ０．３

珪 岩 １ ７．８ １ ２５．０

めのう １ １０３．８

泥 岩

石 英

小計 ３２ ７８２．５ ３８７ ４０６７．０ ８５３ ７２２７．１ ５３ １１６７３．５ １５０ ２６８５０．５ １２８ ３９４．９ ４ １７．８ ４ ７．２

調査区一括

黒曜石 １１ ２０４．５ １０６ ２１４４．８ １０７ １５３２．２ ２５ １０１０５．２ ７３ １３５６８．１ ７４ １６５．７ １ ０．５ １ ０．６

頁 岩 ２ ０．２

珪 岩

めのう

小計 １１ ２０４．５ １０６ ２１４４．８ １０７ １５３２．２ ２５ １０１０５．２ ７３ １３５６８．１ ７４ １６５．７ １ ０．５ ３ ０．８

Ｂ調 黒曜石 １ ２５．０

表採・排土他 黒曜石 ８ １８９．１ ３ １８８．８ ２ １９６．２ １５ ４５５５．３ ３ ２０．９

小計 ９ ２１４．１ ３ １８８．８ ２ １９６．２ １５ ４５５５．３ ３ ２０．９

合 計 ４３ ９８７．０ ５０２ ６４２５．９ ９６３ ８９４８．１ ８０ ２１９７４．９ ２３８ ４４９７３．９ ２０５ ５８１．５ ５ １８．３ ７ ８．０

種 類 石質
石 鏃 剥 片 台 石 原 石 合 計

点数 重 量 点数 重 量 点数 重 量 点数 重 量 点数 重 量

点取り

黒曜石 ２ ０．９ ４０８２６ ２２９０９４．１ ２２ ２０５５．１ ４３１３６ ３０１１８２．６

安山岩 １ １７０００．０ １ １７０００．０

頁 岩 ６ ７．５ １６ ２０．５

珪 岩 ７ ３９．２ １３ １２５．９

めのう １ ６．５ ４ １４２．０

泥 岩 １ ０．７ １ ０．７

石 英 １ ０．６ １ ０．６

小計 ２ ０．９ ４０８４２ ２２９１４８．６ １ １７０００．０ ２２ ２０５５．１ ４３１７２ ３１８４７２．３

調査区一括

黒曜石 ５ ５．８ ２１５９６４ １７９８１３．６ ４ ９７１．４ ２１６７０６ ２１８２６７．７

頁 岩 ４ ０．４ ７ １．０

珪 岩 ３ ２．１ ３ ２．１

めのう １ ７．２

小計 ５ ５．８ ２１５９７１ １７９８１６．１ ４ ９７１．４ ２１６７１７ ２１８２７８．０

Ｂ調 黒曜石 ４９０ ３７９１．４ ４９５ ４０６０．８

表採・排土他 黒曜石 １１４２ １１３６６．１ １１８７ １７０５８．３

小計 １６３２ １５１５７．５ １６８２ ２１１１９．１

合 計 ７ ６．７ ２５８４４５ ４２４１２２．２ １ １７０００．０ ２６ ３０２６．５ ２６１５７１ ５５７８６９．４
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（１）焼土、炭化木片ブロック

Ａ区（Sb－１～１３）は高位部で設定した石器ブロックを全て含んでいる。大きく二つの石器群が

認められ、出土石器及び接合関係が重複している部分が大きく平面的に分離できないため、「区域」

に設定した。出土した石器群の主な内容は、�剥片素材の削片系細石刃核を含む石器群と�小型舟底

形石器（舟底形石器�ａ類）を含む石器群である。

�では両面調整石器の調整剥片を細石刃核の素材にするものが主体的で、石核素材や石刃素材のも

のも少量見られる。細石刃核母型の縦断面形は凸レンズ状に加工されたものが主体的で、Ｄ字形や楔

形のものも見られる。凸レンズ状の母型からは断面三角形で末端まで抜けるような一次削片が作出さ

れており、この点で湧別技法の範疇で捉えられる。また、やや幅広の尖頭器や舟底形石器�ｂ類、デ

ィスク状の扁平な石刃核を特徴的に伴っている。

�の舟底形石器は主に石刃技法の技術体系の中に組み込まれており、初期段階の厚手の石核整形剥

片や打面再生剥片、石刃核を素材としている。舟底形石器は�ａ類段階で遺棄されたものがほとんど

で、石刃を素材とする彫器や掻器は少ない。いずれも茶色を含む黒曜石を素材とする。また、長大で

幅狭な尖頭器を特徴的に伴っている。

その他に�「白滝�群」に類似する接合資料群が出土している。�は高位部の南西部に多く分布し、大

半が石器群�と重複して出土している。�に「白滝�ａ群」から特徴的に出土する「裏面微細加工石

器」が含まれていない点、石器群�中にも「白滝�群」に類似する石器製作技術が存在する点から、両

者は同一の石器群の可能性があり、現段階では接合資料群�を一つの石器群として認定しない。また、

特徴的な単体石器として、台形石器、「射的山型（広郷型）」細石刃核が出土している。�と台形石器は

分布範囲が異なり、接合関係も確認されていないことから、現段階では両者の関係性は認められない。

Sb－１４～２１は中位部の石器ブロックである。接合関係と地点によりＢ区（Sb－１４～１７）とＣ区（Sb

－１８～２１）の二つの区域に分離した。内容はいずれも縁辺を鋸歯状に加工する小型尖頭器を含む石器

群である。この石器群には中型の石核素材の尖頭器や打面調整・頭部調整を施す石刃技法が伴う。

斜面部では基本的に調査区毎に遺物を回収した。したがって、�層一括の出土数と石器組成により、

「ア」～「ク」までの集中域を設定した。より上部に位置する集中域「ア」～「ウ」は、高位部との

接合関係が頻繁に見られることから、高位部の石器群が連続して広がっているものと考えられる。斜

面の中腹にある「エ」は打面調整を施す大型の石刃核を含む石器群である。一部高位部との接合関係

が確認されている。「オ」～「ク」は斜面の裾野付近に位置する。「オ」では石刃核の母型作成を行っ

た剥片が多く見られた。「カ」・「キ」は点数が少なく全体像が不明だが、尖頭器が少量含まれる。「ク」

は剥片素材の小型の尖頭器を含む石器群で、石刃核素材の尖頭器も特徴的に見られる。「オ」・「キ」

は Sb－１８～２１との接合関係が見られ、同一の石器群の可能性がある。「ク」は平成１８・１９年度調査区

との接合関係が確認されている。

２ 遺構と遺物

焼土（Ｆ）・炭化木片ブロック（Cb）は遺跡全体で九か所検出された。この内、本報告に係わるの

はＦ－１～３、Cb－１～４の七か所である（図�－１０）。後者は堆積している土層の中に炭化木片が

まとまっている状態であり、ブロックの中心部の土層は、炭化木片と同様にやや暗褐色となっている

ことが特徴である。高位部にＦ－１～３、Cb－３・４、中位部に Cb－１・２が分布している。

高位部の傾向として標高３９０ｍ前後の東方向に傾斜する斜面への地形の変換点付近に分布すること

２ 遺構と遺物
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焼土・炭化木片ブロック位置図

被熱石器と焼土・炭化木片ブロック位置図

図�－１０ 焼土・炭化木片ブロック分布図
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が多い。中位部の Cb－１・２は比較的近接して検出され、標高３６７ｍ付近の南東側に傾斜する緩斜

面上分布している。石器ブロックとの位置関係は、遺物集中域に重なるように分布するもの（Ｆ－３、

Cb－２・３・４）が多く、遺物集中域の縁辺部に分布するもの（Ｆ－１・２、Cb－１）が少ない。

また、焼土、炭化木片ブロック周辺の被熱石器の分布は僅かで、Cb－３の周辺から斜面の傾斜方向

に１５ｍ程被熱石器が広がっている。

炭化木片ブロックの土壌は全て採取し、体積と重量を計測後、フローテーション作業を行った。選

別後の集計結果は表�－３のとおりである。また、炭化木片ブロックごとに AMS法による放射性炭

素年代の測定を行った。同一遺構内の測定値は Cb－３を除きほぼまとまっているが、遺構毎のばら

つきが大きく、Ｆ－３、Cb－４と Cb－３の一部が後期旧石器時代の値で、それ以外は全て縄文時

代の年代値となっている。Ｆ－１が５，２００yBP台後半、Ｆ－２が２，５００～２，７００yBP、Ｆ－３が１８，０００

yBP台後半、Cb－１が２，５００yBP台前半、Cb－２が約４，０００～４，２００yBP、Cb－３が５，３００yBP前後

と１６，１００yBP台前半、Cb－４が１５，７００～１６，０００yBPの測定値となっている。年代測定結果の詳細は

�章１に掲載している。

Ｆ－１（図�－１１、表�－３）

Ｄ１９区、Sb－８の南西側ブロック縁辺部から６３×４６�の不整な楕円形の範囲で確認された。厚さ

は８�、検出面は（基本土層の６層）中である。焼土が主体の２層の上に炭化木片が集中する１層及

び１’層が堆積していた。２層の下にはやや赤化した硬くしまりのある３層が見られた。

採取した土壌は１７，２００�で、フローテーション作業の結果１６６．７�の炭化木片を回収した。炭化木

片のうち、２点について放射性炭素年代測定を行い５，２７０±３０yBP（PLD－３３２４・SHIRA－１２９）、５，２５５

±３０yBP（PLD－３３２５・SHIRA－１３０）の測定結果が得られた。

Ｆ－２（図�－１１、表�－３）

Ｃ１６区、Sb－４の南東側ブロック縁辺部から９０×６２�の不整な楕円形の範囲で確認された。厚さ

表�－３ 旧白滝５遺跡炭化木片ブロック一覧

Ｆ・Cb 層 位
土 壌 炭 化 物 石 器

補 正 １４ Ｃ 年 代（yBP）
体積（�） 重量（�） Ｌ（�） Ｈ（�） 重量（�） 点 数 重量（�）

Ｆ－１

１ 層 １２００ １５５０ ２１．５ １．４ ２２．９ ４ ７０．１ ５２７０±３０

１’層 ４０ ５０ ０．１ ７０．１ ７０．２ ０ ０

２ 層 ４８００ ６８００ ２．５ ７０．１ ７２．６ ５ ０．１ ５２５５±３０

３ 層 ６６００ ８８００ １．０ － １．０ ２ ７０．１

計 １２６４０ １７２００ ２５．１ １４１．６ １６６．７ １１ １４０．３

Ｆ－２

１ 層 ６０００ ５１００ １７．１ ０．３ １７．４ ５ ０．５

２ 層 ８００ １０００ ２．９ ０．３ ３．２ １ ０．１

３ 層 ２４００ ２２５０ ２．１ ０．１ ２．２ ３ ７０．１ ２７１０±２５

４ 層 ８００ ７５０ １．２ ０．１ １．３ ０ ０ ２５００±２５

計 １００００ ９１００ ２３．３ ０．８ ２４．１ ９ ７０．７

Ｆ－３

１ 層 ３００ ７００ １０．２ ０．２ １０．４ ０ ０ １８８３０±８０ １８６３０±８０ １８９７０±５０ １８８００±５０

２ 層 ９００ １３００ ２．８ ０．１ ２．９ １ １．２

計 １２００ ２０００ １３ ０．３ １３．３ １ １．２

Cb－１ － ５００ ６００ ２．２ ７０．１ ７２．３ ２ ７０．１ ２５３５±２５ ２５００±２５

Cb－２ － ６０００ ７４５０ ６．８ － ６．８ ５ ７０．１ ４０８０±４０ ４０２０±４０ ４１２５±２０ ４１５５±２０

Cb－３ － ５００ ７００ １．０ ０．１ １．１ ４ ０．１ ５２９０±４０ ５３００±４０ ５３２５±２０ １６１１５±４０

Cb－４ － ４７００ ５４００ ６．１ ０．４ ６．５ ３ ０．１ １５９６０±６０ １５７６０±６０ １５８１０±４０ １５７００±４０

２ 遺構と遺物
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１：黒色 炭化材主体層 ５YR３／１ 炭化材が残り全体的に黒色の
範囲。

１’：灰黒褐色 炭化材が混じる層 ５YR４／１ 炭化物粒が多く、全
体的にややくすんでいる。

２：赤褐色 焼土層 １０YR５／８ 被熱を受け特に赤色化が強い範
囲。

３：灰橙色 粘土層 ７．５YR７／６ �層が被熱を受け赤色化した範
囲。灰成分も侵化し、しまりが強い。

１：暗灰黄色 炭化材が混じる層 ２．５Ｙ４／２ 炭化物粒（５～１０�
程度）が点在する範囲。砂質粘土でしまりが強い。

２：にぶい橙色 ７．４YR５／４ 被熱によりやや赤色化した範囲。砂
質粘土でしまりが非常に強い。

１：赤色 １０YR４／６ 被熱を受け赤
（橙）色化した範囲。木根の不整な
窪みに溜まったように底部が波状に
なっている。

２：赤褐色 ５YR４／６ 細かな炭化物
粒を多く含む赤色化した範囲。

３：にぶい橙色 ５YR６／４ �層が被
熱を受け赤色化した範囲。木根の撹
乱が分布しており、部分的に焼土や
炭化物が深く入り込んでいる所があ
る。

４：褐色 ７．５YR４／３ 焼土、炭化物
の混合は少ないが、やや汚れくすん
だ粘土層。しまりが強い。

図�－１１ 焼土・炭化木片ブロックの平面・断面図
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は１２�、検出面は�ａえ層である。焼土が主体の１層の上には、南東側にずれた範囲で炭化木片が集

中する２層が堆積していた。１層の下には鈍い橙色の３層が広がっており、部分的に褐色の４層が見

られた。３層は炭化木片を含むやや赤化した土である。分布範囲にはいくつかの木根跡が見られ、そ

の中にも焼土や炭化木片が入り込んで確認された。４層は明確な焼土や炭化木片が見られないもの

の、全体的にくすんだ硬くしまる土である。

採取した土壌は９，１００�で、フローテーション作業の結果２４．１�の炭化木片を回収した。炭化木片

のうち、２点について放射性炭素年代測定を行い２，７００±２５yBP（PLD－３３２６・SHIRA－１３１）、２，４９５

±２５yBP（PLD－３３２７・SHIRA－１３２）の測定結果が得られた。

Ｆ－３（図�－１１、表�－３）

Ｃ１８区、Sb－６の遺物集中域の北東部から６３×３１�の不整な楕円形の範囲で確認された。厚さは

６�、検出面は�ａえ層である。焼土が主体の２層が全体的に広がり、その上に炭化木片混じりの１

層が堆積していた。

採取した土壌は２，０００�で、フローテーション作業の結果１３．３�の炭化木片を回収した。炭化木片

のうち４点について放射性炭素年代測定を行い１８，８００±８０yBP（Beta－１８６１８８・SHIRA－１０３）、

１８，５９０±８０（Beta－１８６１８９・SHIRA－１０４）、１８，９７０±５０yBP（PLD－８１０３・SHIRA－１４１）、１８，８００

±５０yBP（PLD－８１０４・SHIRA－１４２）の測定結果が得られた。

Cb－１（図�－１１、表�－３）

Ｕ２３区、Sb－２１中央の遺物がやや散漫な地点から２４×２０�の不整な円形の範囲で確認された。厚

さは３�で、検出面は�ａき層である。１８０�程北東側に Cb－２検出されている。

採取した土壌は６００�で、フローテーション作業の結果７２．３�の炭化木片を回収した。炭化木片の

うち２点について放射性炭素年代測定を行い２，５２０±２５yBP（PLD－３３２８・SHIRA－１３３）、２，５１０±２５

yBP（PLD－３３２９・SHIRA－１３４）の測定結果が得られた。

Cb－２（図�－１１、表�－３）

Ｕ２４区、Sb－２１の遺物集中域から５２×２４�の不整な楕円形の範囲で確認された。厚さは５�で、

検出面は�ａき層である。１８０�程南西側に Cb－１が検出されている。

採取した土壌は７，４５０�で、フローテーション作業の結果６．８�の炭化木片を回収した。炭化木片の

うち４点について放射性炭素年代測定を行い４，１１０±４０yBP（Beta－１８６１９０・SHIRA－１０５）、４，０２０

±４０yBP（Beta－１８６１９１・SHIRA－１０６）、４，１２５±２０yBP（PLD－８１０５・SHIRA－１４３）、４，１５５±２０

yBP（PLD－８１０６・SHIRA－１４４）の測定結果が得られた。

Cb－３（図�－１１、表�－３）

Ｄ１７区、Sb－５の遺物集中域の中心から２５×１８�の不整な範囲で確認された。厚さは２�で、検

出面は�ａう層である。

採取した土壌は７００�で、フローテーション作業の結果１．１�の炭化木片を回収した。炭化木片のう

ち４点について放射性年代測定を行い５，２７０±４０yBP（Beta－１８６１９２・SHIRA－１０７）、５，２９０±４０yBP

（Beta－１８６１９３・SHIRA－１０８）、５，３２５±２０yBP（PLD－８１０７・SHIRA－１４５）、１６，１１５±４０yBP（PLD

－８１０８・SHIRA－１４６）の測定結果が得られた。

Cb－４（図�－１１、表�－３）

Ｃ２２区、Sb－１０の遺物集中域から６３×４７�の範囲で確認された。炭化物集中は、調査区域の土層

断面からＣ２１区及び北西側の調査区外にも広がりを持つ。厚さは６�で部分的に二層に分かれて堆積

している箇所が見られた。検出面は�ａか層である。

２ 遺構と遺物
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採取した土壌は５，４００�で、フローテーション作業の結果６．５�の炭化木片を回収した。炭化木片の

うち４点について放射性炭素年代測定を行い１５，９８０±６０yBP（Beta－１８６１９４・SHIRA－１０９）、１５，７７０

±６０yBP（Beta－１８６１９５・SHIRA－１１０）、１５，８１０±４０yBP（PLD－８１０９・SHIRA－１４７）、１５，７００±

４０yBP（PLD－８１１０・SHIRA－１４８）の測定結果が得られた。

（２）遺物分布と石器ブロック・石器ブロック群・区域・集中域（斜面部）

旧白滝５遺跡で出土地点を計測して取り上げた遺物（以下点取り遺物）は４３，１７２点である。調査区

は高位部・中位部の二段の河岸段丘面とその間の斜面部からなり、高位部は南側に張り出す段丘面の

先端部分で馬の背状の地形である。斜面部は東側に傾斜している。中位部も斜面堆積物の影響により

南東から南側に傾斜する地形となっている。遺物集中域の形状は周氷河性のソリフラクションなどの

影響により、台地の傾斜方向への移動が認められる。この傾向は高位部の縁部分や中位部で顕著に観

察できる。これらの遺物は、本来の位置から移動していると見られるが、接合関係を観察した結果、

本来のまとまりをある程度保ちながの動きであったと考えられる（図�－１２）。

石器ブロックの設定に関しては、まず遺物点数図（図�－１４）を基にした密度分布図（図�－１３）

の１０点のラインを目安にし、そのくびれの大きな部分を分割して石器ブロックを設定した。その際、

各ブロックの石器組成や折れ面接合の範囲を参考にして、ブロックの境を調整した。さらに、台地の

傾斜方向と調和する遺物分布のまとまりは、できる限り同一ブロックとして括った。また、密度分布

が１０点以下のまとまりでも他と離れて分布している場合は独立したブロックとした。以上の結果、２１

のブロック（Sb－１～２１）を設定した（図�－１６）。このうち Sb－１～１３が高位部、Sb－１４～２１が

中位部にある。

次に、石器ブロックを石器組成（表�－４・５）や接合分布図（図�－１２・１３）から「区域」にま

とめた（図�－１６）。以下にそれらの関係について述べる。

高位部（Sb－１～１３）では大きく以下の二つの石器群が見られる。�剥片素材の削片系細石刃核

を含む石器群、�小型舟底形石器（舟底形石器�ａ類）を含む石器群である。�では両面調整石器の

調整剥片を細石刃核の素材にするものが主体的で、石核素材や石刃素材のものも少量見られる。細石

刃核母型の縦断面形は凸レンズ状に加工されたものが主体的で、Ｄ字形や楔形のものも見られる。凸

レンズ状の母型からは断面三角形で末端まで抜けるような一次削片が作出されており、湧別技法の範

疇で捉えられる。また、やや幅広の尖頭器や舟底形石器�ｂ類、ディスク状の扁平な石刃核を特徴的

に伴っている。

�の舟底形石器は主に石刃技法の技術体系の中に組み込まれており、初期段階の厚手の石核整形剥

片や打面再生剥片、石刃核を素材としている。舟底形石器は�ａ類段階で遺棄されたものがほとんど

で、石刃を素材とする彫器や掻器は少ない。いずれも茶色を含む黒曜石を素材とする。また、長大で

幅狭な尖頭器を特徴的に伴っている。

両者の単品石器の分布は、�が Sb－１～５・９～１１に多く、�が Sb－６～８・１１～１３から多く出

土し、Sb－５・６・９・１１～１３で両者が混在した出土状況となっている。さらに、接合分布図を見

ると、Sb－５・６の中心部同士に�・�の接合関係がそれぞれ見られ、Sb－１１～１３でも�・�双方

の接合関係が確認されている。これらのことから、両石器群の分離が困難と判断し、高位部全体を「区

域」としてまとめ、Sb－１～１３をＡ区と呼称する。「区域」とは、純粋な石器群を反映したものでは

なく、複数石器群が混在する大まかなまとまりと言えるもので、白滝遺跡群では上白滝８遺跡（鈴木

ほか ２００４）で設定されている。

� 旧白滝５遺跡の調査
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表�－４ 旧白滝５遺跡出土点取り遺物ブロック・石質別一覧（１）
石器群 Sb 石 質

尖 頭 器 両 面 調 整 石 器
彫 器 掻 器 削 器 錐 形 石 器

舟 底 形 石 器
台 形 石 器

� 類 � 類 � 類 � 類 � 類 � ａ 類 � ａ 類 � ｂ 類 � ｃ 類

点 数 重 量 点 数 重 量 点 数 重 量 点 数 重 量 点 数 重 量 点 数 重 量 点 数 重 量 点 数 重 量 点 数 重 量 点 数 重 量 点 数 重 量 点 数 重 量 点 数 重 量 点 数 重 量

Sb－１～１３

１

黒曜石１ １ ２４．８ ３ ６８．７

黒曜石２ １ １６．９

黒曜石３

黒曜石４ １ ３３．６

黒曜石５ １ １０．５ １ ２３．６

小 計 ３ ５２．２ １ ３３．６ １ ２３．６ ３ ６８．７

２

黒曜石１ ３ ５８．２ １ ５．８ １ １８．８ ４ １７５．３ ６ ２６．８ ７ １０２．４ ２ ２６．０

黒曜石２ １ １５３．６ ２ ９６．４

黒曜石３ １ １３４．３ １ １２．８

黒曜石４ １ ８．５ １ ２５６．１

黒曜石５ １ ３５．２ １ ２１１．１ １ ８．４ ２ ７．０ １ １１．８ ２ １３３．０

頁 岩

珪 岩

小 計 ５ １０１．９ ４ ５０４．８ １ ２５６．１ １ ８．４ １ １８．８ ８ ２７８．７ ７ ３８．６ ２ １３３．０ ８ １１５．２ ２ ２６．０

３

黒曜石１ １ ２０．６ １ １９．０

黒曜石２

黒曜石３

黒曜石４ １ ２６．７

黒曜石５

小 計 １ ２０．６ １ ２６．７ １ １９．０

４

黒曜石１ １ ４．４ １ １１１．４ １ ２０．９

黒曜石２

黒曜石３ １ ５５．６ １ ４．９

黒曜石４ １ １３．３ １ １７１．８

黒曜石５ １ １４．４

め の う

小 計 ２ ２７．７ １ ４．４ １ ５５．６ ３ ２８８．１ １ ２０．９

５

黒曜石１ ６ ５７．３ ２ ２５．８ ５ ７４３．４ １ ４．１ １ １６．７ ５ １５５．１ ２ ５２．０ １７ ４５３．７ １ ６．２

黒曜石２ １ ５．６ １ ２７．３

黒曜石３ ３ １４５．６ ６ １０５９．９ １ １２２．９ ６ ２２１．６ ９ ５２４．７ ５ ６３．３

黒曜石４ １ １６．３ １ ３３．１ １ １２７．９ ２ １８．３ １ １．２ １２ ６１５．７ ３ ３６．６

黒曜石５ １４ ５４０．４ ３ １４４６．７ ３ ６４．０ ３ ６５．９

頁 岩 ２ ５．４ ２ ４．０ １ ２．１

珪 岩 ３ ５２．２ １ １．７

め の う

小 計 ２３ ７４３．３ ２ ２５．８ １９ ３３２４．１ ２ １５６．０ ３ ９．５ ２ １４４．６ １９ ４６４．７ ２ ２９．４ １ １．２ ２３ １１９２．４ ２８ ６１９．５ １ ６．２

６

黒曜石１ １ ３０．５ １ ３．１ １ ８４．０ ２ １６．５ １ ５．５

黒曜石２

黒曜石３ １ ２７．１

黒曜石４ １ ２．９ ３ ７３．３ １ ４１．８ １６ ５８４．７

黒曜石５ １ １．９

泥 岩

石 英

小 計 ２ ３２．４ ３ ３３．１ ４ １５７．３ １ ４１．８ １６ ５８４．７ ２ １６．５ １ ５．５

７

黒曜石１ ２ ２６．０ １ １６．５ １ ３９．２

黒曜石２

黒曜石３ １ ９．４ １ ３５．２ １ ９．２

黒曜石４ １１ ２６３．８

黒曜石５ １ ３１．６

小 計 ２ ２６．０ １ ９．４ １ ３１．６ １ １６．５ １３ ３３８．２ １ ９．２

８

黒曜石１ １ ４８．１ １ ７７．３

黒曜石２

黒曜石３ １ １．３

黒曜石４ １ ２３．７

黒曜石５

頁 岩

め の う

小 計 １ ４８．１ １ １．３ ２ １０１．０

９

黒曜石１ １ ２０．７ １ ２．９

黒曜石２

黒曜石３ ２ ４６．１ ２ ２８５．７

黒曜石４ ２ ６３．３

黒曜石５

小 計 ２ ４６．１ ３ ３０６．４ １ ２．９ ２ ６３．３

１０

黒曜石１ １ ３．１

黒曜石２

黒曜石３

黒曜石４

黒曜石５

小 計 １ ３．１

１１

黒曜石１ １ ９．０ １ ６４．９ ３ ５３．３

黒曜石２

黒曜石３ １ １４０．４ ２ ６６．３

黒曜石４ ４ １２２．５

黒曜石５ １ ７９．８ １ ５７．８

珪 岩

小 計 ２ ８８．８ ２ ２０５．３ ６ １７７．４ ４ １２２．５

１２

黒曜石１ １ ４．７ １ １４０．３ １ ７１．７ ３ ６８．８ １ １０．９

黒曜石２

黒曜石３ １ １０４．３

黒曜石４ １ ６３．８ ７ ２９６．０

黒曜石５ １ ４７．１ ２ ２５１．２

珪 岩

小 計 ２ ５１．８ ３ ３９１．５ ２ １３５．５ ４ １７３．１ １ １０．９ ７ ２９６．０

１３

黒曜石１ １ ２．０ １ ５９．２ ２ ２３．３ １ ８．５ ３ ９７．７

黒曜石２

黒曜石３ １ １８．６ ３ ７９．５ １ １１．８

黒曜石４ １ ６．７ １ ５．６ １９ ３２２．８

黒曜石５

小 計 １ ６．７ １ ２．０ １ ５９．２ ４ ４７．５ １ ８．５ ２５ ５００．０ １ １１．８

計 ４２ １１３０．８ ２ ２５．８ ３４ ４５０６．９ ６ ７１８．５ ６ ２５．２ ９ ４３６．２ ４８ １４１９．５ １４ １４７．０ １ １．２ ９９ ３６６９．５ ４１ ８３４．２ ５ ６３．４ ４ ２４．０

高 位 部

ブロック外

石
器
ブ
ロ
ッ
ク
外

黒曜石１

黒曜石２

黒曜石４

黒曜石５

小 計

計

Sb－１４～１７

１４

黒曜石１ ５ ２４．４ １ ８１．８

黒曜石３ ３ ６．６

黒曜石４

黒曜石５ １ ４２．２

小 計 ９ ７３．２ １ ８１．８

１５

黒曜石１ １ １．５ ２ ２．８ １ ２．１ １ ４４．４

黒曜石２

黒曜石３

黒曜石４

黒曜石５

小 計 １ １．５ ２ ２．８ １ ２．１ １ ４４．４

１６

黒曜石１ ４ １６．５ ２ ３．９ ３ ３６９．０ ７ ９１．７

黒曜石２

黒曜石３ ３ １４．７

黒曜石４

黒曜石５ １ １０５．６

頁 岩

小 計 ７ ３１．２ ２ ３．９ ４ ４７４．６ ７ ９１．７

１７

黒曜石１ ２ ４１．３ ２ ７８．５

黒曜石３

黒曜石４ １ ５１．７

黒曜石５

小 計 １ ５１．７ ２ ４１．３ ２ ７８．５

計 １８ １５７．６ ４ ６．７ ５ ５５６．４ １ ２．１ ９ １３３．０ ３ １２２．９

Sb－１８～２１

１８

黒曜石１ １ １．６ ４ ９．４

黒曜石２

黒曜石３

黒曜石４

黒曜石５

安 山 岩

小 計 １ １．６ ４ ９．４

１９

黒曜石１ １ ３４．５

黒曜石２

黒曜石３

黒曜石４

黒曜石５

小 計 １ ３４．５

２０

黒曜石１ ２ ０．４

黒曜石２ １ １．１

黒曜石３

黒曜石４

黒曜石５

小 計 ３ １．５

２１

黒曜石１ １ ２．４ ４ ８．４ １ ３．６ ２ ２３．９

黒曜石２

黒曜石３ １ ４．４ １ ８８．３ １ ２５．３

黒曜石４ ２ ４８４．０

黒曜石５

小 計 １ ２．４ ５ １２．８ ４ ５７５．９ ２ ２３．９ １ ２５．３

計 ２ ４．０ １２ ２３．７ ４ ５７５．９ ３ ５８．４ １ ２５．３

中 位 部

ブロック外

石
器
ブ
ロ
ッ
ク
外

黒曜石１

黒曜石２

黒曜石３ １ １．８

黒曜石５

小 計 １ １．８

計 １ １．８

斜 面 部

エ
黒曜石３

小 計

オ
黒曜石１ １ ２５９．４

小 計 １ ２５９．４

計 １ ２５９．４

合 計 ６４ １５５３．６ ２ ２５．８ １６ ３０．４ ４３ ５６３９．２ ６ ７１８．５ ７ ２７．３ １２ ４９４．６ ５７ １５５２．５ １５ １７２．３ １ １．２ ９９ ３６６９．５ ４４ ９５７．１ ５ ６３．４ ４ ２４．０

２ 遺構と遺物
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表�－５ 旧白滝５遺跡出土点取り遺物ブロック・石質別一覧（２）
石器群 Sb 石 質

二 次 加 工

あ る 剥 片
細 石 刃 細 石 刃 核 石 刃 縦 長 剥 片 石 刃 核 石 核

削 片
石 鏃 剥 片 台 石 原 石 合 計

細石刃核削片 尖頭器削片 彫 器 削 片

点 数 重 量 点 数 重 量 点 数 重 量 点 数 重 量 点 数 重 量 点 数 重 量 点 数 重 量 点 数 重 量 点 数 重 量 点 数 重 量 点 数 重 量 点 数 重 量 点 数 重 量 点 数 重 量 点 数 重 量

Sb－１～１３

１

黒曜石１ ３ ５１．０ ２ １３．０ ８ １４８７．６ ２ ４．１ ３７０ ２０３７．１ １７ ８４４．８ ４０６ ４５３１．１

黒曜石２ １ １４．２ ３ ８７１．２ ６５ １１３０．２ １ ９７．６ ７１ ２１３０．１

黒曜石３ ３ ４３．９ １ １７．７ ８２ ４００．８ ８６ ４６２．４

黒曜石４ １ ０．２ １ ７．０ １ ８．８ ８ １３８．０ １ ５８．７ ２ ５２４．１ １５８ １６４４．５ １７３ ２４１４．９

黒曜石５ １ １１．１ ５ ５２．３ ２ ４３４．１ ９１ ４８１．１ １０１ １０１２．７

小 計 ５ ７６．３ １ ０．２ １ ７．０ １ ８．８ １８ ２４７．２ １ ５８．７ １６ ３３３４．７ ２ ４．１ ７６６ ５６９３．７ １８ ９４２．４ ８３７ １０５５１．２

２

黒曜石１ ２４ ６４３．２ ２４ ４．１ ６ ２４７．５ ８ ３７．９ ６０ ３３２．０ １ ２８２．８ ２４ ２４２９．５ １３ ３８．６ ３１４６ １７６５４．０ ３３３０ ２２０８２．９

黒曜石２ ２ １４３．４ ８ ３８．０ １９ １７５．３ １ ２２．８ ７ １５０５．８ ３９１ ２６００．６ ４３１ ４７３５．９

黒曜石３ １５ ４３４．７ ９ １．７ １ ５１．１ ６ １７．９ ４８ ５５４．５ １ ４８．５ ２ １６０．５ ２７ ５９．６ １５８９ １０４０５．１ １７００ １１８８０．７

黒曜石４ ４ ５５．６ ２ ０．２ ２ ４１．３ ５ ４６．４ ２２ ９８．１ ４ ８８５．７ ３ ４．５ ９６５ ６０１４．１ １００９ ７４１０．５

黒曜石５ １１ ３３９．６ １ ２６．７ ２ １４．０ ３２ ７５８．６ ９ １７５０．０ ５ １２．６ １７５１ １３１２７．６ １８１９ １６４３５．６

頁 岩 １ １．３ １ １．３

珪 岩 １ ２５．０ １ ７．４ ２ ３２．４

小 計 ５６ １６１６．５ ３５ ６．０ １０ ３６６．６ ２９ １５４．２ １８１ １９１８．５ ３ ３５４．１ ４７ ６７５６．５ ４８ １１５．３ ７８４４ ４９８１０．１ ８２９２ ６２５７９．３

３

黒曜石１ １ １９．４ １１ ２４１．７ １４ ３００．７

黒曜石２ ３ １２９．８ ５ ６８．３ ８ １９８．１

黒曜石３ ３ １４．９ ３ １４．９

黒曜石４ １ ３４．２ ８ ９７．４ １０ １５８．３

黒曜石５ １ ３．２ １ ３．２

小 計 １ ３４．２ ４ １４９．２ ２８ ４２５．５ ３６ ６７５．２

４

黒曜石１ ２ ３０．３ １ ７．７ ３ ２４３．４ １ ６．７ １０３ １２３４．２ １１３ １６５９．０

黒曜石２ １ ５．５ １ ４１７．６ ２２ ５４５．５ ２４ ９６８．６

黒曜石３ ２７ １６４．７ ２９ ２２５．２

黒曜石４ １ ９．０ １ １８．２ １ ３．６ １ １９８．１ １ ２．３ ５２ ６９９．２ ５９ １１１５．５

黒曜石５ １ ６．７ １１ ２３６．９ １３ ２５８．０

め の う １ １０３．８ １ １０３．８

小 計 ４ ４６．０ １ ７．７ ２ ２３．７ １ ３．６ １ １９８．１ ５ ７６４．８ ２ ９．０ ２１５ ２８８０．５ ２３９ ４３３０．１

５

黒曜石１ １６ ２９８．９ ４８ ５．３ ７ ８２．９ ２ ２９．９ ６８ ４３９．０ １ １８９．９ ９ １４７４．６ ２６ ９９．１ ３ １０．３ ２７９１ ９９４７．３ １ １０４６．３ ３０１２ １５１３７．８

黒曜石２ ２ １５７．７ ２ ７５．８ ５２ １３００．９ ５８ １５６７．３

黒曜石３ １０ ２２８．２ １３ １．７ ４ １０１．５ １ ４．９ ２０ １２９．７ ３ １０３７．８ ４ １３．１ １３６７ ５４３０．２ １４５２ ９０８５．１

黒曜石４ １ １７０．０ １３ １．７ ２ ４６．４ １１ ７４．０ ３０ ２１２．０ １ １４０．４ ４ ４３８．３ ３ ４．５ ７９０ ６５２５．１ １ ５７．６ ８７７ ８５１９．１

黒曜石５ ６ ２１５．０ １３ １．３ １ ５．５ １ ２２．８ １３ ２１８．６ ２ ３０．２ ２ ２７８．１ １８ ５２．３ １５４３ ８４８４．７ １６２２ １１４２５．５

頁 岩 １ ０．１ ２ ０．３ ４ １．０ １２ １２．９

珪 岩 ４ １７．７ ８ ７１．６

め の う ２ ３１．７ ２ ３１．７

小 計 ３７ １１０１．５ ８８ １０．１ １４ ２３６．３ １５ １３１．６ １３１ ９９９．３ ４ ３６０．５ ２０ ３３０４．６ ５１ １６９．０ ３ １０．３ ２ ０．３ ６５５１ ３１７０６．９ ２ １１０３．９ ７０４３ ４５８５１．０

６

黒曜石１ ４ ４６．９ １ ０．４ １ １７．５ ５ ４９．１ １４ ２１２．１ ８ １３３９．８ ４ ４８６．９ ２ ２．６ ４５４ ２６８５．２ １ ２．７ ５００ ４９８２．８

黒曜石２ １ ３２６．６ １ ５．２ １２ ３１９．１ １４ ６５０．９

黒曜石３ １ ８．７ ２ ０．７ ２ ３９．８ １ ２５１．４ １ ２１０．７ １ ０．７ ７１５ １８２４．６ ７２４ ２３６３．７

黒曜石４ ６ ８３．９ ６ ０．８ １ ７４．４ ４ １９．９ １６ １１４．８ ７ ７５８．７ １ ９８．２ １ １１．０ ８５４ ５７２７．８ ９１７ ７５９２．２

黒曜石５ １ ９１．５ １ ７．５ １５１ ５２６．２ １５４ ６２７．１

泥 岩 １ ０．７ １ ０．７

石 英 １ ０．６ １ ０．６

小 計 １２ ２３１．０ ９ １．９ ２ ９１．９ ９ ６９．０ ３２ ３６６．７ １６ ２３４９．９ ７ １１２２．４ ４ １８．８ １ ７．５ １ ０．７ ２１８８ １１０８４．２ １ ２．７ ２３１１ １６２１８．０

７

黒曜石１ ２ ７．８ ６ ８３．９ ５ ５８．８ ２ ３５９．９ ４ ３３６．０ ２５３ ２９５３．２ ２７６ ３８８１．３

黒曜石２ ２ １８．０ ２ １８．０

黒曜石３ ２ ２５．４ １ ８．９ ３ １０３．２ １ ２８．５ ３２１ ２０５１．２ ３３１ ２２７１．０

黒曜石４ ２ ５．７ ８ ６９．８ ７ １０５．７ ５ ７６１．３ ４２７ ４３４１．９ ４６０ ５５４８．２

黒曜石５ １６２ ５４９．０ １６３ ５８０．６

小 計 ６ ３８．９ １５ １６２．６ １５ ２６７．７ ７ １１２１．２ ５ ３６４．５ １１６５ ９９１３．３ １２３２ １２２９９．１

８

黒曜石１ １ ０．１ ２ ７．３ ３ １６．１ １ ３２．４ １２８ １１９８．１ １３７ １３７９．４

黒曜石２ １ ３．１ ２４ １９２．３ ２５ １９５．４

黒曜石３ ２ １４．０ １ ０．１ ８５ ３４７．６ ８９ ３６３．０

黒曜石４ １ ８７．５ １ ０．６ １０１ ３８１．０ １０４ ４９２．８

黒曜石５ １ １．２ １ ０．９ ３５ １８５．４ ３７ １８７．５

頁 岩 １ ０．１ １ ０．１

め の う １ ６．５ １ ６．５

小 計 ５ １０５．８ ３ ０．３ ２ ７．３ ５ １７．６ １ ３２．４ ３７４ ２３１０．９ ３９４ ２６２４．７

９

黒曜石１ ２ ６４．２ ３ ３０．８ ３ ２．６ ２ ２６８．７ ４ ８．０ ２１１ ８９６．０ ２２７ １２９３．９

黒曜石２ １ ３０．０ ８ １０９．９ ９ １３９．９

黒曜石３ １ ２５．０ ３ ２８．０ ２ １．６ ２ ４３．３ ２３７ １３３９．０ ２４９ １７６８．７

黒曜石４ ２ １２．３ １ １２．０ ２２６ ９３７．２ ２３１ １０２４．８

黒曜石５ ３ １８．０ １ ３７２．２ ８５ ５１３．３ ８９ ９０３．５

小 計 ３ ８９．２ ６ ５８．８ １０ ３４．５ ７ ７２６．２ ４ ８．０ ７６７ ３７９５．４ ８０５ ５１３０．８

１０

黒曜石１ ２ ７９．８ ４ ３６．７ １ １２．３ １ １．３ ３９６ １６１７．７ ４０５ １７５０．９

黒曜石２ ４ １５．８ ４ １５．８

黒曜石３ ３ ３０４．１ １ １５０５．０ １２５ ４０９．１ １２９ ２２１８．２

黒曜石４ １ １０．３ １ ０．７ ２６ １７０．８ ９０ ７２８．４ ８０７ ３８４２．８ ９２５ ４７５３．０

黒曜石５ ２ ７．３ ６８ ２５１．６ ７０ ２５８．９

小 計 １ １０．３ １ ０．７ ３１ ５５４．７ ９６ ７７２．４ １ １５０５．０ １ １２．３ １ １．３ １４００ ６１３７．０ １５３３ ８９９６．８

１１

黒曜石１ ４ ３７．４ ３ ５６．８ ３ ３１．３ ５ ３８．７ ２ １１４．７ １９６ １７４１．０ ２１８ ２１４７．１

黒曜石２ １ ５．４ １ ４．３ ４ ６４８．８ ４２ ９３０．２ ４８ １５８８．７

黒曜石３ １ １２９．３ １ １６．２ ７ １１０．２ １ ８１．１ ２ ４．４ １７３ １４６３．７ １８８ ２０１１．６

黒曜石４ １ ２９．１ １１ ５３．６ １ １４３．４ １ ０．４ ８１４ ２８４７．１ ８３２ ３１９６．１

黒曜石５ ２ １３９．６ １ ３．５ １ １１４．７ ９２ ７８０．１ ９８ １１７５．５

珪 岩 １ ７．８ １ ７．８

小 計 ８ ３３５．４ ４ ７３．０ ４ ３６．７ ２６ ２１８．１ ９ １１０２．７ ３ ４．８ １３１７ ７７６２．１ １３８５ １０１２６．８

１２

黒曜石１ １ ４７．１ １ ０．１ ３９ ６０３．２ ４０ ５４９．７ １ ９８．６ ２ １７５．０ ４ １７．１ ６７４ ５０１５．８ ７６９ ６８０３．０

黒曜石２ １ １７６．２ ２１ ２６２．３ ２２ ４３８．５

黒曜石３ ３ ９４．８ １ ０．１ ３６ ３５７．９ ４９ ２８３．５ ２ ３５４．９ ２ １．９ ２１９３ ９８８４．９ ２２８７ １１０８２．３

黒曜石４ １ ８．６ ７５ ５９９．９ ５６ ４０７．６ ７ ５８２．６ ４ ３５６．２ １４９７ ６６５４．２ １６４８ ８９６８．９

黒曜石５ ５ １１８．１ ２ ６．６ ２１ １９０．９ ３ ２６３．０ ３ １６．２ ７１３ ４５２６．４ ７５０ ５４１９．５

珪 岩 ２ １４．１ ２ １４．１

小 計 １０ ２６８．６ ２ ０．２ １５２ １５６７．６ １６６ １４３１．７ １０ １０３６．１ １０ ９７０．４ ９ ３５．２ ５１００ ２６３５７．７ ５４７８ ３２７２６．３

１３

黒曜石１ ７ ５４．５ １ ０．１ １６ １８０．９ １２ １０１．０ ２ ２６２．５ ５９９ ３５８３．１ ６４５ ４３７２．８

黒曜石２ １４ ２３５．５ １４ ２３５．５

黒曜石３ １ ３．６ １２ ７６．０ ２ １５．０ ５１０ ２２７７．７ ５３０ ２４８２．２

黒曜石４ ４ ３２．９ ２１ １８５．８ ２９ ２５２．１ １ ６．２ １７６９ ９１６８．８ １８４５ ９９８０．９

黒曜石５ ３ ７．５ １ １３．０ １０８ ７１０．３ １１２ ７３０．８

小 計 １１ ８７．４ １ ０．１ ３８ ３７０．３ ５６ ４３６．６ ２ ２６２．５ ３ ２８．０ １ ６．２ ３０００ １５９７５．４ ３１４６ １７８０２．２

計 １５８ ４００６．９ １４０ １９．５ ３２ ７８２．５ ３０４ ３１４５．３ ７３８ ６７４８．１ ４３ ６９８３．６ １３４ １８９０３．２ １２７ ３９３．５ ４ １７．８ ４ ７．２ ３０７１５ １７３８５２．７ ２１ ２０４９．０ ３２７３１ ２２９９１１．５

高 位 部

ブロック外

石
器
ブ
ロ
ッ
ク
外

黒曜石１ ７ ２５．５ ７ ２５．５

黒曜石２ ３ ５９．１ ３ ５９．１

黒曜石４ １ ０．７ １ ０．７

黒曜石５ １ ７．６ １ ７．６

小 計 １ ７．６ １１ ８５．３ １２ ９２．９

計 １ ７．６ １１ ８５．３ １２ ９２．９

Sb－１４～１７

１４

黒曜石１ ２ ２．５ ３２８ ２１１２．１ ３３６ ２２２０．８

黒曜石３ １ ０．６ １ １６１．２ ８０ ４９３．８ ８５ ６６２．２

黒曜石４ ４６ ４５０．９ ４６ ４５０．９

黒曜石５ １ ５２６．９ １０６ ６３３．２ １０８ １２０２．３

小 計 ３ ３．１ ２ ６８８．１ ５６０ ３６９０．０ ５７５ ４５３６．２

１５

黒曜石１ １ １７．１ １ ３．３ １ １５．９ ４６ ２１２．５ ５４ ２９９．６

黒曜石２ １ ２．４ １ ２．４

黒曜石３ １ １１．１ ５１ ３５０．４ ５２ ３６１．５

黒曜石４ １ ５．７ １ ５．７

黒曜石５ ２ ９．８ １８ １２５．２ ２０ １３５．０

小 計 １ １７．１ ２ ９．８ ２ １４．４ １ １５．９ １１７ ６９６．２ １２８ ８０４．２

１６

黒曜石１ １１ １９０．５ ５６ ４４７．２ ６９ １８８．５ ７ １５７３．５ ６ １３６１．５ ４７１５ ２６４３８．２ ４８８０ ３０６８０．５

黒曜石２ ８ ３０．５ ８ ３０．５

黒曜石３ ４ ６７．３ ７ １０２．７ ８３５ ５８３３．９ ８４９ ６０１８．６

黒曜石４ １ ６．６ １ ２．９ ３０８ ２０３０．４ ３１０ ２０３９．９

黒曜石５ １ １．４ １ １．９ ８ ３４．８ ２ ６９７．４ １１３３ ７４０７．６ １１４６ ８２４８．７

頁 岩 １ １．０ １ ５．２ ２ ６．２

小 計 １２ １９１．９ ６３ ５２４．０ ８５ ３２８．９ ９ ２２７０．９ ６ １３６１．５ ７０００ ４１７４５．８ ７１９５ ４７０２４．４

１７

黒曜石１ ３ ５５．９ ３ ８．３ １３６ ６５１．８ １４６ ８３５．８

黒曜石３ ２４ １６９．５ ２４ １６９．５

黒曜石４ ４ ６．２ ５ ５７．９

黒曜石５ ７９ ５５９．７ ７９ ５５９．７

小 計 ３ ５５．９ ３ ８．３ ２４３ １３８７．２ ２５４ １６２２．９

計 １３ ２０９．０ ６８ ５８９．７ ９３ ３５４．７ ９ ２２７０．９ ９ ２０６５．５ ７９２０ ４７５１９．２ ８１５２ ５３９８７．７

Sb－１８～２１

１８

黒曜石１ １ ３７．４ ２ ６．７ ２６ １０８．８ １ ６．１ ３５ １７０．０

黒曜石２ １１ ４９．７ １１ ４９．７

黒曜石３ ４ ２２．６ ４ ２２．６

黒曜石４ ３ １３．６ ３ １３．６

黒曜石５ ５ １７．８ ５ １７．８

安 山 岩 １ １７０００．０ １ １７０００．０

小 計 １ ３７．４ ２ ６．７ ４９ ２１２．５ １ １７０００．０ １ ６．１ ５９ １７２７３．７

１９

黒曜石１ １ ４．０ ４ ２４．６ ３ ４．５ １ １０．４ ４１ １２９．１ ５１ ２０７．１

黒曜石２ １ ２．６ １ １．４ ２３ １１５．３ ２５ １１９．３

黒曜石３ ３２ ６６．１ ３２ ６６．１

黒曜石４ ２８ ４１．３ ２８ ４１．３

黒曜石５ １ １５６９．６ ４ ４．２ ５ １５７３．８

小 計 １ ４．０ ４ ２４．６ ４ ７．１ ２ １５８０．０ １ １．４ １２８ ３５６．０ １４１ ２００７．６

２０

黒曜石１ １ １０．３ ２ １９．０ ２ ６．２ ３７ １３７．６ ４４ １７３．５

黒曜石２ ９ ８４．９ １０ ８６．０

黒曜石３ １７ ３３．４ １７ ３３．４

黒曜石４ １２ １８．５ １２ １８．５

黒曜石５ ３ ３．３ ３ ３．３

小 計 １ １０．３ ２ １９．０ ２ ６．２ ７８ ２７７．７ ８６ ３１４．７

２１

黒曜石１ １ １８．７ ２ １４．５ １２ ５３．２ ３ ６３３．８ ２ ０．９ １３９５ ４９３６．６ １４２３ ５６９６．０

黒曜石２ １ ８．４ １ ７４８．４ ２５ １２５．０ ２７ ８８１．８

黒曜石３ １ ９．８ １ ３５．６ １８０ ４８７．０ １８５ ６５０．４

黒曜石４ ２ ３．４ ２ １３．８ １８５ ５４８．９ １９１ １０５０．１

黒曜石５ １３０ ５１２．９ １３０ ５１２．９

小 計 ３ ２２．１ ３ ２４．３ １６ １１１．０ ４ １３８２．２ ２ ０．９ １９１５ ６６１０．４ １９５６ ８７９１．２

計 ６ ７３．８ １１ ７４．６ ２２ １２４．３ ６ ２９６２．２ １ １．４ ２ ０．９ ２１７０ ７４５６．６ １ １７０００．０ １ ６．１ ２２４２ ２８３８７．２

中 位 部

ブロック外

石
器
ブ
ロ
ッ
ク
外

黒曜石１ １ ５．５ １ ４４．４ １１ ８０．０ １３ １２９．９

黒曜石２ ８ ８７．６ ８ ８７．６

黒曜石３ １ ３．１ ２ ７．７ ４ １２．６

黒曜石５ ４ １８．４ ４ １８．４

小 計 ２ ８．６ １ ４４．４ ２５ １９３．７ ２９ ２４８．５

計 ２ ８．６ １ ４４．４ ２５ １９３．７ ２９ ２４８．５

斜 面 部

エ
黒曜石３ １ ２９１９．６ １ ４１．１ ２ ２９６０．７

小 計 １ ２９１９．６ １ ４１．１ ２ ２９６０．７

オ
黒曜石１ ２ ２０５．４ １ ２４１９．０ ４ ２８８３．８

小 計 ２ ２０５．４ １ ２４１９．０ ４ ２８８３．８

計 ２ ２０５．４ １ ２４１９．０ １ ２９１９．６ １ ４１．１ ６ ５８４４．５

合 計 １７９ ４２９８．３ １４０ １９．５ ３２ ７８２．５ ３８７ ４０６７．０ ８５３ ７２２７．１ ５３ １１６７３．５ １５０ ２６８５０．５ １２８ ３９４．９ ４ １７．８ ４ ７．２ ２ ０．９ ４０８４２ ２２９１４８．６ １ １７０００．０ ２２ ２０５５．１ ４３１７２ ３１８４７２．３

� 旧白滝５遺跡の調査
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全遺物分布図

全接合分布図

図�－１２ 遺物分布・接合分布図（１）

２ 遺構と遺物
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折れ面接合分布図

遺物密度分布図（１０点単位）

図�－１３ 接合分布（２）・密度分布図

� 旧白滝５遺跡の調査
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図�－１４ 遺物点数図（１）

２ 遺構と遺物
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斜面部全遺物点数図

斜面部�層一括遺物点数図

斜面部全遺物接合図

図�－１５ 遺物点数（２）・接合分布図（３）

� 旧白滝５遺跡の調査
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石器ブロック設定図

石器ブロック群・区域・斜面部集中域設定図

図�－１６ 石器ブロック設定図（１）

２ 遺構と遺物
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Ａ区では、石器群�・�の他に�「白滝�群」に類似する接合資料群、特徴的な単体石器として散

発的に台形石器や「射的山型（広郷型）」細石刃核が出土している。�は�と概ね同様の範囲から出

土しており、�の中にも「白滝�群」に類似する資料があることから、�と共件する可能性がある。

また、�と台形石器は分布範囲が異なり、接合関係も確認されていないことから、現段階での両者の

関係性は不明である。

中位部では小型鋸歯縁尖頭器を含む石器群が出土している。石器ブロックの位置と接合状況から Sb

－１４～１７と Sb－１８～２１の二つの「石器ブロック群」に分離した。「石器ブロック群」とは同一の石器

製作技術ないし技術構造を持ち、同一時期の所産と考えられる石器ブロックのまとまりである。これ

らは便宜上前者をＢ区（Sb－１４～１７）、後者をＣ区（Sb－１８～２１）と呼称する。

斜面部では、調査区により出土点数の多寡が見られた（図�－１５）。それらは出土数の多い調査区

を中心として、その周辺に点数の少ない調査区が存在するという分布傾向であった。また、�ａ層は

斜面部の広範囲に確認されている。このことから、�層一括出土点数の多い調査区を中心とし、接合

状況、石器組成を加味して大まかにまとめ、それらを「集中域」と呼称し、「ア」～「ク」の記号を

付した（図�－１６）。斜面部では傾斜により石器が大きく流れていることが予想されるため、比較的

広い範囲を同一の集中域として括った。したがって、「集中域」内では石器群の混入・重複が予想さ

れる。それぞれは一つの独立した石器群を示しているわけではなく、石器ブロックを大まかに拡大・

延長した範囲と捉えた方が正確である。また、集中域ア・イ・カ・キ・クは高位部・中位部の石器ブ

ロックと接しているため、それらとの関連性が強いと思われる。

以上のように２１の石器ブロック（Sb－１～２１）をＡ区（Sb－１～１３）、Ｂ区（Sb－１４～１７）、Ｃ区

（Sb－１８～２１）の三つの区域に分け、斜面部を八つの集中域ア～クに分離した（図�－１６）。

次に石材別・器種別分布状況を概観する。なお、出土点数について特に記述がない場合は点取り遺

物の点数で、一括遺物も含む場合は明記する。

黒曜石製の石器（図�－１７）

４３，１７２点中４３，１３６点（９９．９％）が黒曜石製である。黒曜石全体の中では黒曜石１（黒色）が１７，０４５

点（３９．５％）で最も多く、以下黒曜石４の９，６８７点（２２．５％）、黒曜石３の９，０５１点（２１．０％）、黒曜石

５の６，５３０点（１５．１％）、黒曜石２の８２３点（１．９％）の順となっている。

石質別に見ると、黒曜石１は全体の分布とほぼ同様で、遺跡全体に広がって分布しているが、Sb

－６～８の密度がやや低い。黒曜石２は Sb－２に３か所のまとまりがあるが、その他では遺跡全体

に疎らに広がって分布している。また、Sb－１７で黒曜石２は出土していない。黒曜石３・４の石質

は斬移的であることから、両者は類似した分布である。黒曜石３は Sb－２・５～７・１２・１４・１６か

ら集中して出土している。黒曜石４は Sb－２～１０・１２・１３・１６から集中して出土している。黒曜石

５は Sb－２・５・７・１２・１４・１６・２１から集中して出土している。

黒曜石以外の石器（図�－１８）

４３，１７２点中３６点（０．００１％）が黒曜石以外の石材で、その内訳は頁岩１６点、珪岩１３点、めのう４点、

泥岩、安山岩、石英が１点の順である。頁岩は Sb－２・５・８・１６から出土し、Sb－５にまとまっ

て分布している。珪岩は Sb－２・５・１１・１２から出土し、Sb－５にまとまって分布している。めの

うは Sb－４・５から、泥岩は Sb－６から、安山岩は Sb－１８から、石英は Sb－６から出土している。

尖頭器（図�－１９）

８２点（�類６４点、�類２点、�類１６点）出土している。�類で５点以上のブロックは Sb－５が２３
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黒曜石１～５

黒曜石２

黒曜石４

黒曜石１

黒曜石３

黒曜石５

図�－１７ 器種・石材別分布図（１）
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頁岩

めのう

石英

珪岩

泥岩

安山岩

図�－１８ 器種・石材別分布図（２）
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点で最も多く、Sb－１４から９点、Sb－１６から７点、Sb－２から５点出土している。�類は Sb－５

のみで出土している（２点）。�類は中位部のみで出土し、Sb－２１から５点、Sb－１８から４点、Sb

－２０から３点、Sb－１５・１６から２点出土している。いずれも疎らに分布している。

また、斜面部の一括資料では、集中域「ク」から２７点出土しており、その内２点が�類である。そ

の他に集中域「ア」・「イ」に１点ずつ分布している。

尖頭器削片（図�－１９）

４点出土している。Sb－５に３点、Sb－６に１点分布している。Sb－５の遺物は尖頭器�類とほ

ぼ同様の位置から出土している。

両面調整石器（図�－１９）

４９点（�類４３点、�類６点）出土している。�類で５点以上のブロックは Sb－５のみで１９点出土

している。その他は Sb－２・６・９・１１～１４・１６・２１に分布している。�類は高位部のみで出土し、

Sb－２（１点）、Sb－５（２点）、Sb－９（３点）に分布している。

細石刃（図�－２０）

全て高位部から１４０点出土している。最も多く出土したブロックは Sb－５の８８点で、以下 Sb－２

の３５点、Sb－６の９点となっている。その他は５点以下で、Sb－８から３点、Sb－１２から２点、Sb

－１・１０・１３から１点出土している。Sb－２・５には細石刃関連の遺物が多くまとまっている。

細石刃核（図�－２０）

全て高位部から３２点出土している。最も多く出土したブロックは Sb－５の１４点で、Sb－２の１０点

が続いている。その他は５点以下で、Sb－１１から４点、Sb－６から２点、Sb－１・４から１点出土

している。これらの大半は剥片を素材とする削片系の細石刃核で、湧別技法と関連するものである。

それ以外では「射的山（広郷）型」細石刃核の範疇に入るものが２点出土している。Sb－６の調査

区の境界と Sb－１に分布しており、他の細石刃核とは離れて出土している。

細石刃核削片（図�－２０）

１２８点出土している。大半は高位部からの出土で、１点のみ中位部の Sb－１９に分布している。最も

多く出土したブロックは Sb－５の５１点で、Sb－２の４８点が続いている。その他は１０点以下で、Sb－

１２から９点、Sb－６・９から４点、Sb－１１・１３から３点、Sb－１・４から２点、Sb－１０から１点出

土している。

彫器（図�－２０）

７点中６点が高位部から出土している。Sb－５が最も多く３点出土し、その他は１点ずつで Sb－

２・４・９・１５に分布している。Sb－５の内、２点は頁岩製である。

彫器削片（図�－１９）

全て高位部から４点出土している。Sb－５が２点で、Sb－６・１３に１点ずつ分布している。Sb－

５の２点はいずれも頁岩製である。

錐形石器（図�－２０）

１５点中１４点が高位部から出土している。Sb－２の７点が最も多く、以下 Sb－５に２点、Sb－６・

７・８・１２・１３・２１に１点ずつ分布している。高位部では疎らに広がって出土している。

掻器（図�－２０）

１２点中９点が高位部から出土している。いずれのブロックも２点以内と少数で、Sb－５・１２・２１

に２点、Sb－２・３・７・８・１３・１９に１点ずつ分布している。高位部・中位部とも疎らに広がっ

て出土している。

２ 遺構と遺物
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尖頭器（�類）

尖頭器（�類）（●）、石鏃（▲）

両面調整石器（�類）

尖頭器（�類）

両面調整石器（�類）

削片（�類）（●）、削片（�類）（▲）

図�－１９ 器種・石材別分布図（３）
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削片（�類）

細石刃核

錐形石器

細石刃

彫器

掻器

図�－２０ 器種・石材別分布図（４）
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削器（図�－２１）

５７点中４８点が高位部から出土している。Sb－５の１９点が突出して多く、その他はSb－２に８点、

Sb－１６に７点、Sb－１１に６点、Sb－６・１２・１３に４点、Sb－１７に２点、Sb－１・４・７に１点分

布している。

舟底形石器（図�－２１）

１４９点（�ａ類１点、�ａ類９９点、�ｂ類４４点、�ｃ類５点）出土している。�ａ類は Sb－５のみ

で出土している。�ａ類は Sb－１３（２５点）、Sb－５（２３点）が多く、続いて Sb－６（１６点）、Sb－

７（１３点）でまとまって見られる。その他は１０点以下で、Sb－Sb－１２から７点、Sb－１１から４点、

Sb－４から３点、Sb－２・８・９から２点、Sb－１・３から１点出土している。全体的に高位部の

中央にまとまり、東西に間延びした分布である。また、�ａ類には黒曜石４が多く利用されている。

�ｂ類は Sb－５の２８点が突出して多く、その他は１０点以下で、Sb－２から８点、Sb－１から３点、

Sb－１７から２点、Sb－３・１３・１５から１点出土している。高位部では�ａ類より集中度が高く、Sb

－５を中心として、南西側に多く分布している。また、�ｂ類には黒曜石１が多く利用されている。

�ｃ類は Sb－２・４・６から１ないし２点出土している。

台形石器（図�－２１）

全て高位部から４点出土している。Sb－５・６・７・１０からそれぞれ１点ずつ疎らに分布している。

その他に斜面集中域「ア」の一括遺物として１点出土している。

二次加工ある剥片（図�－２２）

１７９点（高位部１５８点、中位部２１点）出土している。Sb－２が最も多く５６点出土し、続いて Sb－５

の３７点、Sb－６・１６の１２点、Sb－１３の１１点、Sb－１２の１０点となっている。その他は８点以下で、Sb

－１・４・７・８・９・１０・１１・１５・１８・１９・２０・２１・中位部ブロック外に分布している。

石刃・縦長剥片（図�－２２）

石刃は３８７点（高位部３０５点、中位部８０点、斜面部２点）出土している。高位部では Sb－１２の１５２点

が突出して多く、続いて Sb－１３の３８点、Sb－１０の３１点、Sb－２の２９点、Sb－５・７の１５点が比較

的多いブロックである。その他は１０点以下で、Sb－１・４・６・８・９・１１・高位部ブロック外に

分布している。中位部では Sb－１６の６３点が最も多く、その他は５点以下で、Sb－１５・１７・１８・１９・

２０・２１・中位部ブロック外に分布している。斜面部では集中域「オ」から２点出土している。

縦長剥片は８５３点（高位部７３８点、中位部１１５点）出土している。高位部では Sb－２（１８１点）、Sb

－１２（１６６点）、Sb－５（１３１点）、Sb－１０（９６点）にまとまって分布し、続いて Sb－１３の５６点、Sb

－６の３２点、Sb－１１の２６点が比較的多いブロックである。その他は２０点以下で、Sb－１・３・４・

７・８・９から出土している。石刃の分布と比較すると、分布範囲は概ね一致するが、Sb－２・５

で縦長剥片が増加している。中位部では石刃と同様に Sb－１６（８５点）で最も多く、続いて Sb－２１の

１６点が比較的多いブロックである。その他は５点以下で、Sb－１４・１５・１７・１９・２０に分布している。

石刃核（図�－２２）

５３点（高位部４３点、中位部９点、斜面部１点）出土している。高位部では Sb－６（１６点）、Sb－１２

（１０点）にまとまって分布し、続いて Sb－７の７点が比較的多いブロックである。その他は５点以

下で、Sb－５から４点、Sb－２から３点、Sb－１・４・１０から１点出土している。中位部では Sb

－１６のみに分布している（９点）。斜面部では集中域「オ」から１点出土している。

石核（図�－２２）

１５０点（高位部１３４点、中位部１５点、斜面部１点）出土している。高位部では Sb－２の４７点が最も
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削器

舟底形石器（�ａ類）

舟底形石器（�ｃ類）

舟底形石器（�ａ類）

舟底形石器（�ｂ類）

台形石器

図�－２１ 器種・石材別分布図（５）
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二次加工ある剥片

縦長剥片

石核

石刃

石刃核

台石（●）、原石（▲）

図�－２２ 器種・石材別分布図（６）
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原礫面の残存する石器

被熱石器

図�－２３ 器種・石材別分布図（７）

２ 遺構と遺物
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多く、続いて Sb－５の２０点、Sb－１の１６点が比較的多いブロックである。その他は１０点以下で、Sb

－１２から１０点、Sb－１１から９点、Sb－６・９から７点、Sb－４・７から５点、Sb－３から４点、Sb

－８・１０から１点出土している。Sb－１の石核は同ブロックの器種より多い。中位部では Sb－１６の

６点が最も多く、続いて Sb－２１の４点、Sb－１４・１９の２点、Sb－１５の１点となっている。斜面部で

は集中域「エ」から１点出土している。

石鏃（図�－１９）

Sb－２１のみで２点出土している。一括資料では５点（高位部・斜面部２点、中位部１点）出土し

ている。

台石（図�－２２）

Sb－１８で１点のみ出土している。

原石（図�－２２）

２２点中２１点が高位部から出土している。Sb－１の１８点が突出して多く、以下 Sb－５に２点、Sb－

６・１８に１点ずつ分布している。

原礫面残存の石器（図�－２３、表�－６）

４３，１７２点中１０，５２３点（２４．４％）に原礫面が残存している。斜面部を除いたブロックごとの残存率を

見ると、５０％を越えるブロックはなく、Sb－１（４４．２％）、Sb－３（４４．４％）の残存率が高い。続い

て３０％台の Sb－２・４・１１、２０％台の Sb－６・７・８・９・１０・１３・１４・１６・１８・２０、１０％台の Sb－５・

１２・１５・１７・１９・２１となっている。分布に大きな偏りは認められず、全体の遺物分布とほぼ同様である。

被熱石器（図�－２３、表�－６）

４３，１７２点中２７６点（０．６％）が被熱石器である。ブロックごとの被熱率を見ると、１０％を越えるブロ

表�－６ 旧白滝５遺跡出土原礫面残存・被熱石器一覧

ブロック
遺物点数

（点取り）（点）
被熱石器（点、％） 原礫面残存石器（点、％）

Sb－１ ８３７ ９ １．１ ３７０ ４４．２

Sb－２ ８２９２ １２ ０．１ ２６０９ ３１．５

Sb－３ ３６ ３ ８．３ １６ ４４．４

Sb－４ ２３９ １ ０．４ ８１ ３３．９

Sb－５ ７０４３ １１２ １．６ １１４８ １６．３

Sb－６ ２３１１ ２ ０．１ ５５５ ２４．０

Sb－７ １２３２ ０ ０．０ ３４３ ２７．８

Sb－８ ３９４ １ ０．３ ７９ ２０．１

Sb－９ ８０５ １ ０．１ １７３ ２１．５

Sb－１０ １５３３ １ ０．１ ４４２ ２８．８

Sb－１１ １３８５ ３ ０．２ ５１１ ３６．９

Sb－１２ ５４７８ ６ ０．１ ９４６ １７．３

Sb－１３ ３１４６ １ ０．０３ ８３４ ２６．５

Sb－１４ ５７５ １０ １．７ １５６ ２７．１

Sb－１５ １２８ １ ０．８ １４ １０．９

Sb－１６ ７１９５ ２８ ０．４ １８６９ ２６．０

Sb－１７ ２５４ ８ ３．１ ４９ １９．３

Sb－１８ ５９ ０ ０．０ １７ ２８．８

Sb－１９ １４１ ２ １．４ １８ １２．８

Sb－２０ ８６ １ １．２ ２５ ２９．１

Sb－２１ １９５６ ７４ ３．８ ２４７ １２．６

斜面部集中域「エ」 ２ ０ ０．０ ２ １００．０

斜面部集中域「オ」 ４ ０ ０．０ ３ ７５．０

ブロック外 ４１ ０ ０．０ １６ ３９．０

合 計 ４３１７２ ２７６ ０．６ １０５２３ ２４．４
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ックはなく、Sb－３の８．３％が最も高い。続いて Sb－１７・２１の３％前後で、その他は１％前後とな

っている。集中する範囲として、Sb－５を中心とした東西方向の細長いまとまりと Sb－２１の中央に

ある北西－南東方向の細長いまとまりがある。

製作内容別母岩別資料の分布

母岩別資料ごとに石器製作の内容を以下のように類型化した。大きく１～５類に分け、さらに製作

内容の素材や形状により最大で２段階の細分を設けた。その結果、認定した４３０の母岩別資料には一

つの母岩に複数の石器製作が含まれる場合があり、延べ母岩数は５６８母岩となっている（表�－７）。

これらの分布状況を類型ごとに概観する。なお、分布図には斜面部の一括遺物も反映させ、１点でも

該当する遺物があれば、調査区中央の点として表示した。

１類：両面調整石器関連の母岩。尖頭器・両面調整石器の形状により細分

１ａ類：尖頭器�類・両面調整石器�類を製作するもの。素材及び形状により細分

１ａ�類：長大で幅の狭い柳葉形の尖頭器を製作するもの

１ａ�類：剥片素材のもの

１ａ�類：分割素材のもの

１ａ�類：その他

１ｂ類：尖頭器�類（削片剥離）を製作するもの

１ｃ類：尖頭器�類（有舌尖頭器）を製作するもの

１ｄ類：尖頭器	類（小型鋸歯縁尖頭器）を製作するもの

１ｅ類：両面調整石器�類を製作するもの

１ｆ類：詳細不明のもの

２類：細石刃関連の母岩。細石刃核の素材により細分

２ａ類：石刃・縦長剥片を素材とするもの

２ｂ類：両面調整石器の調整剥片を素材とするもの

２ｃ類：剥片（詳細不明）を素材とするもの

２ｄ類：石核を素材とするもの

２ｅ類：詳細不明のもの

３類：舟底形石器関連の母岩。舟底形石器の形状により細分

３ａ類：舟底形石器�ａ・�ａ類を製作するもの。素材やそれを得た技術により細分

３ａ�類：石刃剥離技術から得た素材（石刃、打面再生剥片など）

３ａ�類：石核を素材とするもの

３ａ�類：尖頭器削片を素材とするもの

３ａ�類：詳細不明のもの

３ｂ類：舟底形石器�ｂ・�ｂ類を製作するもの

３ｃ類：舟底形石器�ｃ類を製作するもの

４類：石刃核関連の母岩。打面の形状により細分

４ａ類：平坦打面の石刃核。石刃の剥離状況・石刃核の形状により細分

４ａ�類：裏面が平坦な調整面ないし原礫面

４ａ�類：裏面に背稜を形成

４ａ�類：石刃剥離がほぼ全周するもの

４ａ�類：横・下方向からの石刃剥離もあるもの

２ 遺構と遺物
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４ａ�類：石刃核形状不明のもの

４ｂ類：複剥離打面の石刃核。石刃の剥離状況・石刃核の形状により細分

４ｂ�類：裏面が平坦な調整面ないし原礫面

４ｂ�類：裏面に背稜を形成

４ｂ�類：石刃剥離がほぼ全周するもの

４ｂ�類：横・下方向からの石刃剥離もあるもの

４ｂ�類：石刃核形状不明のもの

４ｃ類：打面調整のある石刃核。石刃の剥離状況・石刃核の形状により細分

４ｃ�類：裏面が平坦な調整面ないし原礫面

４ｃ�類：裏面に背稜を形成

４ｃ�類：石刃剥離がほぼ全周するもの

４ｃ�類：横・下方向からの石刃剥離もあるもの

４ｃ�類：扁平な石核で、平坦な正裏面で石刃剥離（扁平石核を含む）

４ｃ�類：石刃核形状不明のもの

４ｄ類：石刃核の母型製作

４ｅ類：その他・詳細不明のもの

５類：石核関連の母岩。作業面の設定状況により細分

５ａ類：平坦で広い面を作業面に設定

５ａ�類：片面への剥離（求心状も含む）

５ａ�類：両面への粗い剥離

５ｂ類：小口面を作業面に設定

５ｂ�類：一方向に後退する剥離

５ｂ�類：全周的な剥離

５ｃ類：頻繁な打面転移を行う剥離

５ｃ�類：９０度打面転移を繰り返す剥離（ねじれ面への転移も含む）

※石核の最終形状がサイコロ状となるもの

５ｃ�類：１８０度打面転移を繰り返す剥離 ※石核の最終形状が舟底形となるもの

５ｃ�類：主に三面の作業面で交互剥離を行い、頻繁な打面転移を繰り返す剥離 ※石核の最

終形状が舟底形となるもの

５ｄ類：その他・詳細不明のもの

１類（図�－２４・２５、表�－７）

１類に該当するのは１８６母岩で、全ての類型の中で最も多い。Sb－３を除いて全てのブロックから

出土している。内訳は１ａ類が１２８母岩と最も多く、続いて１ｆ類４４母岩、１ｅ類１２母岩、１ｂ・１

ｃ類１母岩となっている。１ｂ類は Sb－２・５に分布している。１ｄ類は Sb－２１を中心として斜面

部集中域「オ」に分布している。１ｅ類は Sb－２・５を中心として、そこから斜面方向である東側

に疎らに分布している。

１ａ類の内訳は１ａ�類が最も多く９０母岩で、続いて１ａ�類２８母岩、１ａ�・１ａ�類５母岩で

ある。１ａ�類は Sb－１２を中心として、その周辺に広がっている。１ａ�類は Sb－２～５・１２・１６、

斜面部集中域「ク」で集中的に出土している。１ａ�類は Sb－１４・１６にかけて連続的に分布してい

る。また、斜面部集中域「ク」でも出土している。１ａ�類は全体的に分布している。
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１類全体

１ａ�類

１ａ�類

１ｄ類

１ａ�類

１ａ�類

１ｂ類

１ｅ類

図�－２４ 製作内容別母岩分布図（１）
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１ｆ類

２ａ類

２ｃ類

２ｅ類

２類全体

２ｂ類

２ｄ類

３類全体

図�－２５ 製作内容別母岩分布図（２）
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３ａ�類

３ａ�類

３ｃ類

４ａ�類

３ａ�類

３ｂ類

４類全体

４ａ�類

図�－２６ 製作内容別母岩分布図（３）
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４ａ�類

４ａ�類

４ｂ�類

４ｂ�類

４ａ�類

４ｂ�類

４ｂ�類

４ｃ�類

図�－２７ 製作内容別母岩分布図（４）
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４ｃ�類

４ｃ�類

４ｃ�類

４ｅ類

４ｃ�類

４ｃ�類

４ｄ類

５類全体

図�－２８ 製作内容別母岩分布図（５）
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５ａ�類

５ｂ�類

５ｃ�類

５ｃ�類

５ａ�類

５ｂ�類

５ｃ�類

５ｄ類

図�－２９ 製作内容別母岩分布図（６）
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２類（図�－２５、表�－７）

２類に該当するのは６９母岩である。２ｃ類が２９母岩と最

も多く、続いて２ｅ類１５母岩、２ｂ類１３母岩、２ａ類７母

岩、２ｄ類５母岩となっている。２ａ類は Sb－５を中心

として周辺に疎らに広がっている。また、Sb－１にも小

規模な集中が確認できる。２ｂ類は Sb－２・５を中心と

して周辺に広がっている。２ｃ類は Sb－２・５を中心と

して周辺に広がっている。また、Sb－１０にも小規模な集

中が確認できる。２ｄ類は Sb－２・１２にまとまりがあり、

その間のブロックから疎らに分布している。２ｅ類の多く

は Sb－２・５からまとまって出土している。

３類（図�－２５・２６、表�－７）

３類に該当するのは４９母岩である。３ａ類が４２母岩と圧

倒的に多く、続いて３ｂ類６母岩、３ｃ類１母岩となって

いる。３ｂ類は Sb－５に集中域があり、やや離れた Sb－

２から疎らに出土している。３ｃ類は Sb－６に小規模な

まとまりが確認できる。

３ａ類の内訳は３ａ�類が最も多く２３母岩で、続いて３

ａ�類１４母岩、３ａ�類５母岩である。３ａ�類は Sb－

５～７・１２・１３に多く見られる。また、Sb－１１にも小規

模な集中域が確認できる。３ａ�類も３ａ�類と同様の分

布である。３ａ�類は Sb－７・１２・１３にかけて連続的に

分布している。

４類（図�－２６～２８、表�－７）

４類に該当するのは１１２母岩である。４ｃ類が４０母岩と

最も多く、続いて４ａ類３４母岩、４ｂ類１９母岩、４ｄ類１２

母岩、４ｅ類７母岩となっている。４ｄ類は Sb－２１、斜面

部集中域「エ」・「オ」に分布している。特に斜面部集中域

「オ」では石刃剥離の直前まで整形された母岩がまとまっ

て出土している。４ｅ類は Sb－２１で多く見られる。

４ａ類の内訳は４ａ�・４ａ�類が最も多く１０母岩で、

続いて４ａ�類８母岩、４ａ�・４ａ�類３母岩である。

４ａ�類は Sb－６・７・１３の連続する東西方向の広がりを

中心に分布している。４ａ�類は Sb－１３・１６で多く見ら

れる。４ａ�類は Sb－１２・１３を中心として周辺に疎らに

広がっている。４ａ�類は Sb－２・５・６・１３で多く見

られ、Sb－１１にも小規模な集中域が確認できる。４ａ�類

は Sb－５・６・１１に集中が確認でき、Sb－７・９・１２・

１３にかけて疎らに広がっている。

４ｂ類の内訳は４ｂ�類が３母岩、４ｂ�類が７母岩、

表�－７ 旧白滝５遺跡母岩別資料製作
内容一覧

１類

１ａ

１ａ� ５

１ａ� ２８

１ａ� ５

１ａ� ９０

１ａ類 小 計 １２８

１ｂ １

１ｃ ０

１ｄ １

１ｅ １２

１ｆ ４４

１類小計 １８６

２類

２ａ ７

２ｂ １３

２ｃ ２９

２ｄ ５

２ｅ １５

２類小計 ６９

３類

３ａ

３ａ� ２３

３ａ� １４

３ａ� ０

３ａ� ５

３ａ類 小 計 ４２

３ｂ ６

３ｃ １

３類小計 ４９

４類

４ａ

４ａ� １０

４ａ� ３

４ａ� ３

４ａ� ８

４ａ� １０

４ａ類 小 計 ３４

４ｂ

４ｂ� ３

４ｂ� ０

４ｂ� ７

４ｂ� ８

４ｂ� １

４ｂ類 小 計 １９

４ｃ

４ｃ� １１

４ｃ� ３

４ｃ� ２

４ｃ� ２

４ｃ� １３

４ｃ� ９

４ｃ類 小 計 ４０

４ｄ １２

４ｅ ７

４類小計 １１２

５類

５ａ
５ａ� １８

５ａ� ２２

５ａ類 小 計 ４０

５ｂ
５ｂ� １６

５ｂ� ６

５ｂ類 小 計 ２２

５ｃ
５ｃ� ２５

５ｃ� ５

５ｃ� ４

５ｃ類 小 計 ３４

５ｄ ５６

５類小計 １５２

総 計 ５６８
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４ｂ�類が８母岩、４ｂ�類が１母岩である。４ｂ�類は Sb－１０で集中的に出土している。４ｂ�
類は Sb－６・７・１２・１３の連続する東西方向の広がりを中心に分布している。４ｂ�類は Sb－５・

６・１２に独立した大きな集中域があり、Sb－２・１３では広い範囲から出土している。また、Sb－１

には小規模な集中域が確認できる。４ｂ�類は Sb－６・１３から少量出土している。

４ｃ類の内訳は、４ｃ�類が１１母岩、４ｃ�類が３母岩、４ｃ�・４ｃ�類が２母岩、４ｃ�類が

１３母岩、４ｃ�類が９母岩である。４ｃ�類は Sb－１６を中心としてその周辺に疎らに広がっている。

また、Sb－２１でも多く見られる。４ｃ�類は Sb－１６を中心として周辺に疎らに広がっている。また、

斜面部集中域「エ」にも少量出土している。４ｃ�類は Sb－１６に多く分布している。Sb－６・７・

１３の連続する東西方向でも少量出土している。４ｃ�類は Sb－１０に集中的に分布している。４ｃ�
類は Sb－５・１０・１２を中心として周辺に疎らに広がっている。４ｃ�類は Sb－１６に多く見られ、Sb

－７・１０・１３でも少量分布している。

５類（図�－２８・２９、表�－７）

５類に該当するのは１５２母岩である。５ｄ類が５６母岩と最も多く、続いて５ａ類４０母岩、５ｃ類３４

母岩、５ｂ類２２母岩となっている。５ｄ類は全体的な分布状況で、特に Sb－２・５・６・７・１２・１３・

１４・１６・２１でまとまって出土している。

５ａ類の内訳は５ａ�類が１８母岩、５ａ�類が２２母岩である。５ａ�類は Sb－２・５・１４を中心とし

て周辺に疎らに広がっている。５ａ�類は Sb－２・５を中心として北東方向に疎らに広がっている。

５ｂ類の内訳は５ｂ�類が１６母岩、５ｂ�類が６母岩である。５ｂ�類は Sb－１・２を中心とし

て北東方向に疎らに広がっている。また、Sb－１４を中心として周辺に疎らに分布している。５ｂ�
類は Sb－２に集中域があり、その周辺に少量広がるのみである。

５ｃ類の内訳は、５ｃ�類が２５母岩、５ｃ�類が５母岩、５ｃ�類が４母岩ある。５ｃ�類は Sb

－２で多く見られ、その周辺に疎らに広がっている。５ｃ�類は Sb－２・５・６・７・１１に小規模

なまとまりが見られる。また、Sb－１２・１３・２１でも少量分布している。５ｃ�類は Sb－１・２・５

に集中域がある。また、Sb－１３・２１、斜面部集中域「ア」でも少量分布している。

（３）高位部・Ａ区・石器ブロック１～１３（Sb－１～１３）の石器

出土石器（表�－４・５）

尖頭器４４点（	類４２点、
類２点）、両面調整石器４０点（	類３４点、
類６点）、彫器６点、掻器９

点、削器４８点、錐形石器１４点、舟底形石器１４６点（	ａ類１点、
ａ類９９点、
ｂ類４１点、
ｃ類５

点）、台形石器４点、二次加工ある剥片１５８点、細石刃１４０点、細石刃核３２点、石刃３０４点、縦長剥片７３８

点、石刃核４３点、石核１３４点、削片１３５点（細石刃核削片１２７点、尖頭器削片４点、彫器削片４点）原

石２１点、剥片３０，７１５点の計３２，７３１点、重量２２９，９１１．５�の石器類が出土した。石材は黒曜石１が３０．７％

で最も多く、黒曜石４（２７．８％）、黒曜石３（２３．８％）、黒曜石５（１５．４％）が続き、以下黒曜石２（２．２％）、

頁岩（０．０４％）、珪岩（０．０４％）、めのう（０．０１％）泥岩（０．００３％）、石英（０．００３％）である。

尖頭器（図�－３０－１～図�－３３－２０、図版５１～５３）

４９点（１６個体と	層出土４個体を加えた２０個体）を図示している。１～７が完形、８～２０が折損品

である。折れ面から削片を剥離する尖頭器
類は７のみで、その他は尖頭器	類に含まれる。なお７

と１８は同一母岩で折れ面接合する。素材は、８のみ剥片素材と確認でき、接合状態から３・７・１８・

１９が石核素材と判明している。その他は加工に覆われているため不明であるが、５は側面形が大きく

湾曲しており、大型剥片を素材としている可能性がある。
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形態と加工から以下の特徴的なものが抽出できる。�細身で正面側の両側縁に急角度な加工が施さ

れるもの（１・６・１２・１６）、�細身で平坦加工が両面に施されるもの（４・１５）、�やや幅広で平坦

加工が両面に施されるもの（２・３・１４）。�は折損品の再加工の可能性がある。

４の先端部は左右非対称で右側に傾いている。７は左側縁のみで削片剥離が行われ、末端を取り込

むウートラパッセが起こっている。１２は正裏面で加工の度合いが異なり、裏面に細かい加工が施され

ている。

尖頭器削片（図�－３３－２１～２２、図版５３）

３点（１個体と�層出土１個体を加えた２個体）を図示している。２１は一次削片、２２は二次削片で

ある。２１・２２は同一母岩で接合する。２２はウートラパッセを起こし尖頭器の端部を取り込んでいる。

両面調整石器（図�－３３－２３～図�－３９－５３、図版５３～５６）

３４点（２５個体と�層出土６個体を加えた３１個体）を図示している。２３～４９が完形、５０～５３が折損品

である。完形品のうち２３～３３・３５～４１が両面調整石器�類、３４・４２～４９が�類で、折損品の５０も�類

の要素を持っている。�類のものは細石刃核母型の可能性があり、縁辺の平坦面は将来の細石刃剥離

の打面部を想定したものと考えられる。素材は、２５～３３・３６・３８・４２・４４・４６・４８・４９・５３が剥片で、

３４・３５・３９・４１が石核素材である（接合資料からの観察結果も含む）。その他は加工に覆われている

ため不明である。原礫面は転礫ないし亜角礫が主体を占め、３７・４７のみ岩屑面のある角礫である。

�類では形態と加工から以下の特徴的なものが抽出できる。�「しずく」形で両面に左右と下端か

ら平坦加工が施され、下縁部が作出されるもの（２３・２４）、�主に素材の打面側に加工が施されるも

の（３２・３３）、下端部に急角度の加工が残存するもの（２５・２６・３１・４０）、�粗い剥離が部分的に施さ

れ、素材面を大きく残すもの（３５・３６・３９・４１）、�側面形の湾曲が大きいもの（２５・２９・３１）。�は

札滑型細石刃核を含む石器群に特徴的に伴う石器である。下縁部を刃部とする削器的な機能を有した

石器であった可能性がある。

�類では下端側の形状により以下のものに分類できる。�湾曲が大きく突出する形状のもの（４２・

４３・４５・４６・４８）、�上縁とほぼ平行する直線的な形状のもの（３４・４４・４７・４９）。また、上面の平坦

部には原礫面ないし素材面・大きな剥離面を充てるもの（３４・４２・４５～４９）と側面からの細かい加工

により整形するもの（４３・４４）が見られる。なお、これらは排他的な関係ではなく、４８・４９の上面に

は僅かに加工痕が見られ、元来の平坦面を加工によりさらに整形している。

２３・２４はいずれも珪岩製である。２３の左側縁と下縁の角付近は急角度である。正面は主に右側縁か

らの剥離によって加工されるが、中央右側の一部は階段状の剥離となり、厚みが取りきれていない。

２４は左側縁中央に折れ面があり、それを切る急角度の剥離が正面側に施されている。２５は主に左側縁

から両面に短い加工が施されている。２６の最終的な剥離は上端部を大きく取り込み形態が崩れている

ため、その剥片を接合した状態で掲載している。厚みがあり、鋭い縁辺部を持たない点は異なるが、

形態的に２３・２４と類似する。２７は平坦剥離が部分的に施されるもので、平面形態は左側縁がなだらか、

右側縁の下部付近が突出した形態となっている。左側縁を将来の打面部にする細石刃核母型の可能性

がある。３０は下端部のみに加工が施されるもので、正面の上方へ向けた剥離がウートラパッセを起こ

している。３３の左側縁は素材打面部が完全に除去され、大きく湾曲する縁辺となっている。右側縁は

無加工で直線的である。２７と同様に細石刃核の母型の可能性がある。３４は正裏面とも右側縁からの加

工が主体的に施されるが、最終的に裏面の下からの大きな剥離がウートラパッセを起こしている。３５

は厚手であるため、石核の可能性もある。３７は全体的に粗い加工により整形され、側縁の一部には原

礫面が残存している。３８は大きくウートラパッセを起こした剥片を素材としており、裏面左側に素材

２ 遺構と遺物

94



面が残存している。４０はほぼ左右対称だが、右側縁に折れ面のような急角度の剥離面が残存し、平面

形状が整形されていない。また、上端部は尖らず直線的な縁辺となっている。正面下部の右側には内

在割れによる大きな段差があり、これより奥に達する器面調整が困難となっている。裏面には古い上

からの剥離痕が見られる。４１の上端部は主に上からの加工により整形され、直線的な縁辺となってい

る。裏面の下部は右側縁から反対側縁まで抜ける大型の剥離が見られる。４２の裏面は素材のバルブ部

を除去して平坦化している。４３の下縁部は急角度の縁辺となっている。４６は正面が下から、裏面が上

からの加工により整形されている。４７は主に正面への上からの剥離により整形されている。４８の縁辺

は全体的に急角度である。４９は正面の加工が主体的に施されている。５０は珪岩製で、正面により細か

い加工が施されている。５１は上部に向かってラッパ状に広がる形態で、正面は下端の折れ面を切る急

角度加工が施され、裏面は平坦加工により整形されている。５３の側縁調整は錯向状に施されており、

左側縁の加工がより急角度である。

細石刃（図�－４０－５４～１７７、図版５６・５７）

１２８点（７６個体と�層出土１７個体、�層出土３１個体を加えた１２４個体）を図示している。５４～９３がほ

ぼ完形、９４～１３９が頭部、１４０～１６２が中間部、１６３～１７７が末端部である。石質は、黒曜石１ないし５

が大半を占め、黒曜石４（７０・１０２・１２０・１３６）や頁岩製のもの（９６・１１４）も僅かに存在する。掲載

している完形品の長さは１５～３５�の間にまとまる（図�－４７４）。平均値が２５．０７�である。幅は５�
のものが最も多く（図�－４７５）、平均値が４．９５�、厚さは１�～２�にほぼ収まり（図�－４７６）、平

均値が１．４９�である。全体的な傾向として、平面形状及び側面形とも緩やかに湾曲するものが多い。

「ねじれ」のあるものは少数である（６０・６３・８１・９２）。末端部が左右どちらかにカーブしているも

のが１／３ほど見られ、そのほとんどは右側にカーブしている（図�－４７７）。残存する打面部は複剥

離打面の１１４を除き平坦打面（５２個体）と点打面（２７個体）である（図�－４７８）。平坦打面の約半数

は正面から見ると、器体長軸に対して左右どちらかに傾斜している（２５個体）。左右の偏りは見られ

ないが、左下に傾くものは、側縁に細石刃核の側面を取り込むものが多く、両者の相関関係が高い。

さらに、打面の下がる側に細石刃核の取り込み面が残存することが多い。側縁に見られる細石刃核の

側面は、�正面ないし下からの加工面、�広く平坦な無加工の面、�大きなリングを持つ複数の面、

�と�の複合の四種類存在する（図�－４７９）。全体の約半数に�～�のいずれかが見られ、そのうち

�が最も多く確認された。�が細石刃核の側面調整、�が剥片素材の細石刃核の素材腹面、�が剥片

素材の細石刃核の素材背面を取り込んだものと思われる。左右どちらの側縁に残存するかを確認する

と、�・�ともやや右側が多い傾向だが、反対側も一定量存在している。�は左側のみで見られる。

これらのことは素材腹面を右側面に設定することに強い規制のない細石刃核の存在を示すデータと考

えられる。

５５にはバルブが二か所存在する。７６・８７は細石刃剥離段階の最初に剥離されたもので、７６が両面加

工、８７が片面加工の細石刃核から剥離されている。１３１の背面にはヒンジが残存している。１３９・１５７

は長さ・幅ともに大型で、側縁が直線的なことから、他の細石刃とは大きさや技術の異なる細石刃核

から剥離されたと考えられる。

細石刃核（図�－４１－１７８～図�－４３－２１３、図版５７・５８）

３７点（２９個体と�層出土７個体を加えた３６個体）を図示している。１７８～１９０は端部に細石刃剥離痕

のあるもの、１９１～２１３は細石刃剥離痕のないものである。打面の形成は、１７８～１８６・１９１～２１３が削片

剥離、１８７～１８９が素材面（１８７が折れ面、１８８が原礫面、１８９が素材背面）、１９０が調整面によるもので

ある。また、１９７・２００には削片剥離に切られた折れ面が残存している。ほとんどが器体長軸とほぼ並
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行する削片剥離を行う細石刃核で、１８９・１９０は素材の用い方や直線的な細石刃作業面の状態から、「射

的山型（広郷型）」細石刃核の範疇に入る。

細石刃作業面長は１１～７８�の間でばらつきが大きい。他と異なる製作技術で突出した数値の１８９以

外は、おおよそ１０～３５�の間にまとまっており、完形の細石刃長とほぼ同様の数値となっている。細

石刃核の幅は１１～１３�の間に多くまとまり、側面調整が縁辺に限定される石核の幅は１２�前後のもの

が多く、片面全体を覆う側面調整や両面調整に近い細石刃核の幅の多くは１１～１６�であり、後者の方

が若干幅広の傾向がある（図�－４８０）。なお、１８９・１９０の幅（厚さ）は２点とも１９�で他の縁辺加工

のものよりも厚手である。

素材は�剥片（１７９・１８１～１８４・１８７・１８８・１９１～２０５・２０８・２１０・２１３）、�石刃・縦長剥片（１７８・

１８０・１８９）、�石核（１８５・２０６・２１２）、�不明（１８６・２０７・２０９・２１１）が存在し（接合資料から判明

したものも含む）、１９０は�・�のいずれかである。�の内、右側面が平坦な２０７・２０９以外は凸レンズ

状の下縁なことから、石核素材の可能性がある。しかし、１８６には細石刃、２０９には削片の同一母岩非

図�－４７４ 細石刃の長さ 図�－４７５ 細石刃の幅

図�－４７６ 細石刃の厚さ 図�－４７７ 細石刃の末端形状と側面

図�－４７８ 細石刃の打面形状と側面 図�－４７９ 細石刃の側面に残存する素材面
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接合遺物が存在し、その側面に細石刃核の素材腹面が残存しているものがある。したがって、同石核

は剥片素材の可能性も否定できない。�が最も多く、そのほとんどが両面調整石器を製作した際の剥

片である。�・�の素材の用い方は、約八割（２１個体）が右側面に素材腹面を設定している。素材の

打点位置は、裏面側に設定されるものが最も多く（１１個体）、次いで正面上側（５個体）、正面側（４

個体）、正面下側（３個体）、上面・下面（２個体）となっている（図�－４８１）。素材を斜めにし、素

材の打点を正面側の上下に設定するものが一定量存在する。

側面調整は大きく三種あり、素材の縁辺部を中心に施されるもの（１７８～１８０・１８７～１９１・１９４・１９６・

１９７・２０１～２０３）、片面全体に施されるもの（１９２・１９３・１９５・１９９・２００・２０４）、両面全体をほぼ覆う

ように施されるもの（１８１～１８６・１９８・２０５～２１３）に分けられる。削片剥離後の甲板面からの側面調

整は１７９・１８１・１８３・１８５・１９１・１９５・２００・２０４・２１１・２１３で施されている。１８４は細石刃剥離後に、２１２

は削片剥離後に正面の縁辺を直線にする加工が施されている。削片剥離後に側面から甲板面に施され

る調整は１８６・１９７・１９９・２００・２０４で見られる。

１８９は原産地分析の結果（Ｘ４４５）、赤石山産と判定された（�章２）。

細石刃核削片（図�－４３－２１４～図�－４９－３４１、図版５９～６１）

１７２点（８７個体と�層出土２２個体、�層出土１９個体を加えた１２８個体）を図示している。２１４～２４３は

図�－４８０ 細石刃核の幅と側面調整

図�－４８１ 細石刃核に残存する素材腹面と打点の位置
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一次削片である。２１４～２２３が�片側面のみに加工が施された細石刃核母型から、２２４～２３２が�左右の

側面への部分的な両面加工が施された細石刃核母型から、２３３～２３８が�左右の側面への両面加工が施

された細石刃核母型から、２３９～２４３が�折れ面などの平坦面を縁辺とする細石刃核母型から剥離され

ている。�のほとんどは剥片素材の細石刃核の素材腹面の縁辺部を中心とした加工で、素材の形状を

大きく変えるものではない。�のうち２２５・２２６・２３２は末端側に、２２８は打面側に部分的な両面加工が

施されている。前者の打面側には素材面である原礫面や折れ面が残存している。末端側を中心とした

加工は、最小限の加工で細石刃核の裏面まで達する削片を剥離するためであろう。また、２２７・２２９・

２３０・２３１は左右の側面への加工に偏りが見られる。�・�とも両面加工の施された部位の断面形は、

頂点が中央に来る三角形を呈しており、断面凸レンズ状の細石刃核母型が想定できる。それに対し�
はいずれも平坦な上面からの側面調整が施されており、断面が楔形の細石刃核母型が想定される。

２１４・２１９・２３１の縁辺調整は細石刃核の素材腹面側へ施された加工である。２１５は上面の折れ面を切

る急角度の加工が施されている。２２７は細石刃核の右側面側に、２２８・２４１は細石刃核の左側面側に傾

いて剥離されている。２１５・２３２・２４０はウートラパッセ、２３７はヒンジを起こしている。２３９は２２７と同

様に細石刃核の右側面側に傾いて剥離された可能性もある。

２４４～３４１は二次削片である。側面観が緩やかな弧状を呈するものが多い。２４４～２６０・２６２～２９３・２９５

～３０３が片側に細石刃核の素材腹面を取り込む片面加工の細石刃核から剥離され、断面が四角形のも

のである。２６１・２９４・３０４～３２１が細石刃核の左右いずれかの側面に傾いて剥離されたもので、片側縁

が鋭角で鋭い。３２２～３４１が両面加工の細石刃核から剥離されたものである。先行する削片剥離後には、

�甲板面からの側面調整（２４４・２４８・２４９・

２５６・２６０・２６２・２６３・２６５～２６８・２７０・２７４・

２７５・２７９・２８０・２８２・２８５・２８８・２９０・２９５・

２９７・３０５・３０９・３１２・３１６・３２１・３２２・３２５・

３２６・３２８・３３２・３３３・３３６・３３８・３３９）、�側

面から甲板面へ向けての加工（２５５・２５８～２６０・

２６２・２６６・２６７・２７０～２７２・２７９・２８６・２８７・

２９７・２９８・３０２・３２８・３３８・３３９）、�末端 側

で、断面を三角形にする加工（２６７・２７０・２７３・

２９２・３１２・３２８）の三種がある。�のうち２４８・

２６８・２７４・２８０・２８５・３０９は細石刃核全体の

図�－４８３ 細石刃核削片に残存する素材腹面と打点の位置

図�－４８２ 細石刃核削片の素材と加工
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形状を変える縁辺全体に及ぶ加工で、その他の大部分は軽微な調整が施されている。�のうち２７１は

側面に傾く加工で、断面が三角形となり上縁の稜が再生されている。２５４・２７１・２７３・２７４・２７６・３００

～３０２・３２９・３３９～３４１はウートラパッセ、２６１・２９７・３３８はヒンジを起こしている。２９４は腹面に微細

な加工が見られる。

削片を剥離した細石刃核の素材は、剥片（石刃・縦長剥片も含む）が１０２個体で最も多く、石核素

材が１４個体、不明が１２個体となっている（接合資料から判明したものも含む）（図�－４８２）。剥片素

材のものは、その大半が右側面に素材腹面を設定している（９０個体）。また、素材の打点位置を削片

の正面側に設定するものが約四割（４１個体）あり、次いで裏面側（３１個体）が多く、これらで全体の

約七割を占める。その他には上面側（５個体）、下面側（４個体）、斜めの設定である正面上部（１０個

体）、正面下部側（１０個体）、裏面下部側（１個体）が存在する（図�－４８３）。細石刃核の観察結果と

比較すると、素材腹面の位置の集計は同様だが、打点位置の集計は最多の面が異っている。個体によ

り細石刃核から剥離される削片数の差異が原因と考えられる。

削片１３個体の産地分析を行った（２２６・２２８・２３３・２５２・２６４・２６６・２７０・２９２・３１１・３１９・３３５・３３８・

３４０）。このうち２２８（Ｘ４２５）・２３３（Ｘ４３６）・２６６（Ｘ４２３）・２７０（Ｘ４１０）・２９２（Ｘ４１１）・３１１（Ｘ４１２）・

３１９（Ｘ４１８）・３３８（Ｘ４２８）・３４０（Ｘ４２２）の９個体は原産地分析の結果、あじさい滝・幌加沢産と判

定された（�章２）。２２６（Ｘ４２７）・２６４（Ｘ４２６）・３３５（Ｘ４１３）の３個体は原産地分析の結果、赤石

山産と判定された（�章２）。２５２（Ｘ４２４）は原産地分析の結果、ケショマップ産と判定された（�
章２）。

舟底形石器（図�－４９－３４２～図�－６１－４０６、図版６１～６６）

１１５点（５９個体と�層出土６個体を加えた６５個体）を図示している。３４２が�ａ類、３４３～３７７・３７９

～３８２が�ａ類、３７８・３８３～４０２が�ｂ類、４０３～４０６が�ｃ類である。それぞれの類で完形品・折損品

の順に掲載した。完形品の長さ／高さは�ａ類が３．０～３．５にピークを持つ１モードの分布で、�b類

は４．５～７．５までの間に収まっており、�ｂ類の方が全体的に細長い形態である（図�－４８４・４８５）。

石質は�ａ類に黒曜石３が、�ｂ・ｃ類に黒曜石１が多く用いられる傾向がある（図�－４８６）。素材

は、�厚手の縦長剥片が主体で、その他に�剥片（３４７・３５３・３５５・３５８・３６３）、�石核素材（３４３・３５０・

４０３～４０６）、	分割素材（３８４・３８９・３９１・４０１）があり、その他は不明である。�は素材の剥離軸を

器体の横軸に設定している。	は接合資料から判明したもので、全て�ｂ類に含まれる。	の甲板面

の特徴として、リングが密で大きく平坦な点が挙げられる。これらの様相は、他の�ｂ類にも見られ

るため、全体的に�ｂ類は分割素材が多く含まれると思われる。また３４２は尖頭器削片が素材であっ

た可能性がある。�・�・	のうち素材の打面は３４２・３７１（打面調整痕）、３４６・３５９・３６２・３６５・３６８

（平坦打面）、３５２・３６６・３７３・３８９（原礫面打面）に残存している。

側面の加工については、�ａ・ｃ類は甲板面からの粗い加工が主体で、３４４～３４６・３４８・３５２・３５３・

３６２～３６４・３６８・３７１・３７５・３７７・３８１・３８２の下縁には素材面が大きく残存している。いずれも製作の

初期段階と思われる。�ｂ類は甲板面と下縁の上下からの細かい加工により、側面を平坦に、下縁を

直線的に調整するものが主体である。また、折損後の再加工の痕跡は�ｂ・ｃ類に多く確認できる。

端部の細かい加工については、三種類あり、�粗い細石刃状の剥離が狭い範囲に施されるもの（３４５・

３６３・３６５・３８４）、�短い加工により、端部の上面観が丸くなるもの（３４８・３５０・３５２・３５５・３６２・３７０・

３７７・３８８）、�粗くやや幅広の細石刃状の剥離が面的に施され、端部の上面観が直線的になるもの（３７０・

３８７・３９０）に分けられる。�の多くの端部形状は、高さが短く、甲板面と下縁との角度が鋭角である。

�の加工はいずれかの側面に傾いている。�・�の剥離は�ａ・ｂ類に見られるが、�は�ｂ類のみ
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に見られる特徴である。甲板面の形状は、直線的なものが主体だが、下縁側に大きく湾曲するもの（３４８・

３５７・３６０・３６１・３６７・３７１・３７２・３８３・３８９）、甲板面側に大きく湾曲するもの（３４９・３５９・３９０）、波状

のもの（３８８・４００）も存在する。

３４２は甲板面がねじれており、加工は全て甲板面から施されている。�ａ類ではまれな例である。

原産地分析の結果（Ｘ４５３）、赤石山産と判定された（�章２）。３４３の下縁の稜線は右側面に偏ってい

る。３４９の最終剥離は正面に粗く鋭角に施されている。３５３の甲板面には部分的に打面調整のような剥

離が施され、パンチ痕が残存している。正面側の加工が大きく、上面観が撥形に近い。３５７の正面の

縁辺は右側面からの細かい加工により下部が角張った形状となっている。３５８の正面側の個体は甲板

面に多数のパンチ痕が残存している。３６０の左側面と甲板面の縁辺は等間隔の深い加工によって鋸歯

状となっている。３６６の左側面には素材面が大きく残存している。３６８の右側面には素材面が大きく残

存している。３６９は折損後、裏面側の個体で甲板面と左側面との稜線に折れ面からの剥離が施されて

いる。３７０の甲板面はリングが密で大きい。折損後の再加工が正面側の個体で行われ、左側面に折れ

面を除去し、幅を細くするような加工が施されている。�ｂ類の初期段階の可能性がある。３７１の右

側面中央には内在割れがあり、段差が見られる。３７３の右側面には素材面が大きく残存している。３７５

の左側面には素材面が大きく残存している。３８０の両側面と甲板面の縁辺は鋸歯状である。３８７は原産

地分析の結果（Ｘ４５２）、あじさい滝・幌加沢産と判定された（�章２）。３９０は原産地分析の結果（Ｘ

４４６）、あじさい滝・幌加沢産と判定された（�章２）。４０１の正面側は高さと幅があり、裏面に行くに

従い減じていく形態である。４０２は原産地分析の結果（Ｘ４５１）、あじさい滝・幌加沢産と判定された

（�章２）。４０３以降の�ｃ類の原礫面は平滑な面である。４０３と４０４、４０５と４０６は同一母岩で折れ面接

合する関係であり、４０４・４０６が再加工されている。

図�－４８４ 舟底形石器の長さ／高さ

図�－４８６ 舟底形石器の石質 図�－４８５ 舟底形石器の長

さ・高さ

２ 遺構と遺物
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彫器削片（図�－６１－４０７～４１０、図版６６）

４点（２個体と�層出土２個体を加えた４個体）を図示している。４０７が完形、４０８～４１０が折損品

で、４個体とも頁岩製である。４０７は左刃、４０９・４１０は右刃の彫器から作出されたもので、４０８は左右

の側面とも平坦な一面のため不明である。４０７・４０９が一次削片、４０８・４１０が二次削片で、４０７の正面

は彫器の素材腹面からの調整に覆われている。作出された彫刀面傾斜角は４０７が８５度、４０９が１０５度、４１０

が１００度である。４０９は彫器４１６から剥離されたものである。

彫器（図�－６１－４１１～４１６、図版６６）

６点（６個体）を図示している。４１１～４１３は左刃彫器、４１４・４１５は右刃彫器、４１６の上部が双面彫

器、下部が右刃彫器となっている。なお、４１２の右側縁には縁辺の調整に切られた古い彫刀面が残存

している。石材は４１３・４１６が頁岩製で、その他は黒曜石１である。素材は、４１１・４１６が石刃・縦長剥

片、４１２が薄手の剥片、４１４が細石刃核削片で、４１３・４１５は折損のため不明だが、素材背面の剥離面構

成から石刃・縦長剥片の可能性がある。また、４１１には素材の打面が残存しており、打面調整痕が見

られる。周縁加工は４１１が正面の左右の側縁全体に急角度加工、４１２が裏面の左側縁下部に急角度加工、

４１３が正面の右側縁の上部に急角度加工、左側縁に短い平坦加工、４１６が正面の右側縁の上部に細かい

加工が施され、その他は無加工である。彫刀面の打面は、４１１～４１５が調整打面で、４１１・４１３は周縁加

工と連続し、４１２は彫刀面側からの調整である。彫刀面傾斜角は、４１１が７０度、４１３が１００度、４１４が１５５

度、４１６の下部が１１０度で、その他は９０度前後である。４１１の彫刀面には微細な剥離痕が見られ、裏面

には彫刀面から右側縁上部にかけて斜行する線状痕が見られ、彫刀面とは約５５度で交わる。４１２の裏

面と古い彫刀面との縁辺は鈍化し、反対側縁まで延びる水平方向の線状痕が肉眼観察できる。４１３の

彫刀面は末端がステップで、大きな階段状となっている。４１５の彫刀面には微細な剥離が見られる。

掻器（図�－６１－４１７～図�－６２－４２５、図版６６）

１２点（７個体と�層出土２個体を加えた９個体）を図示している。４１７～４１９が石刃・縦長剥片素材、

４２０～４２４が剥片素材、４２５が折損品のため不明なものである。いずれも素材の末端部に刃部を作出し、

４２４は折れ面と右側縁の角部を刃部としている。素材の打面は４１７・４１９・４２１・４２３に残存しており、

いずれも頭部調整の施された平坦打面である。刃部の加工と形態は、４１７・４２１・４２３が急角度加工に

よる直線的な形状、４１８は刃角が３０度と非常に鋭角な平坦剥離で円い形状、４１９・４２０・４２２・４２４・４２５

は急角度加工による円い形状である。周縁加工は、４１７・４１９・４２４が無く、４１８・４２３・４２５が正面の両

側縁、４２０が錯向状に両側縁、４２１が正面の右側縁の一部、４２２が左側縁の両面に施されている。なお、

４１８の調整は上部ほど長く、下部側が軽微な加工である。４２０の右側縁の調整は、中央が突出して作出

され、その先端が僅かに欠損している。錐形石器の刃部の可能性がある。４２２は正面側に急角度の加

工、裏面側に平坦剥離が施されている。

４１７は被熱により裏面にひび割れが見られる。４１８の上面には側面調整に切られた折れ面が残存して

いる。４１９の刃部には節理面が残存している。４２０は裏面の中央より下部にパンチ痕が多数残存してい

る。４２１の正面の大きな面は両面調整石器の折れ面にあたる。４２２は赤色が混じる黒曜石４が用いられ

ている。４２４は折損後の再加工が上部の個体で行われ、下部の個体では裏面の末端右側に急角度加工

が施されている。４２５の正面には折れ面と側縁調整を切る上からの剥離が見られる。

錐形石器（図�－６２－４２５～図�－６３－４３３、図版６６・６７）

１４点（８個体）を図示している。４２６～４２８が石刃・縦長剥片素材、４２９～４３３が剥片を素材とするも

ので、特に４３３は素材背面の剥離面構成と厚さから、ある程度加工の進んだ尖頭器の調整剥片を素材

としている。４２９のみ頁岩製で、その他は黒曜石製である。刃部の位置は、４２６・４２８・４３２が素材の末

� 旧白滝５遺跡の調査

101



端側、４２７・４３３は素材の打面側、４３１は素材の側縁、４２９・４３０は折れ面と側縁との角部に突出部を作

出している。刃部の加工は４２６・４２８・４３０・４３１・４３２が正面側、４２７・４２９・４３３が裏面側へ施されてい

る。４２６は棒状の形態で、刃部が厚手である。４２７は右側縁に両面加工、左側縁に裏面への加工が施さ

れ、上面には側縁調整に切られた折れ面が残存している。４２８の刃部の裏面側には刃部の加工に切ら

れた下からの小さな剥離が残存している。折損後、上部の個体の左側縁下部に僅かな加工が施されて

いる。４２９は三角形を呈している。全ての角に加工が施されており、下端が角の両側に、左側が片側

のみの加工で、右側が折れ面から裏面側への微細な加工である。右側の角は、折れ面の末端に反りが

あり、その形状を利用している。４３２の刃部付近は裏面側に湾曲しており、薄手である。４３３は素材の

打面を完全に除去している。

削器（図�－６３－４３４～図�－６６－４５９、図版６７～６９）

３５点（２２個体と�層出土４個体を加えた２６個体）を図示している。４３４～４４５が石刃・縦長剥片素材、

４４６～４５９が剥片を素材とするもので、特に４５７～４５９は厚手の剥片を素材としている。４５０が珪岩製、４５１

が頁岩製で、その他は黒曜石製である。素材の打面は４３４・４３５・４３７・４３９・４４２・４４６～４４９・４５３・４５７・

４５８に残存しており、頭部調整の施された平坦打面が４３４・４３７・４３９、複剥離打面が４３５、打面調整の

施されたものが４４２・４４９、頭部調整の施された複剥離打面が４４６・４４８、原礫面打面が４４７、平坦打面

が４５３・４５７・４５８となっている。なお、４３４の打面縁辺は敲打されたように潰れている。加工は、４３４・

４３６・４４５・４４７・４５１（裏面側）・４５３・４５５が短い平坦加工、４３７・４４０・４４４（下端部）が長い平坦加工、４３５・

４３８・４３９・４４１・４４３・４４６・４４８・４４９・４５２・４５４・４５６～４５９が急角度加工、４４２・４４４（側縁）・４５０・４５１

（正面側）が連続する微細な剥離である。

４３５の側縁調整は粗く、縁辺が鋸歯状となっている。４３６は全体的に薄手である。側縁調整が上端部

まで連続して延びている。上端部では同様の加工が両面に施され、正面観が円く、上面観の縁辺形状

が直線的に整形されている。下端部は掻器と同様の急角度加工が施されている。４３８は裏面の先端部

付近を中心に長軸方向の線状痕が確認できる。４４０は尖頭形の先端部である。４４１と４４２は折れ面接合

する可能性が高い。４４４は下端部に両面加工が施されている。原産地分析の結果（Ｘ４２９）、あじさい

滝・幌加沢産と判定された（�章２）。４４６の調整は下端の折れ面を切って施されている。４４７の調整

は下端と左側縁の２か所あり、いずれも円く整形されている。４４８はほぼ全周に渡って加工が施され、

下端部が尖頭形となっている。４５０の右側面は急角度の平坦面である。４５１の右側縁下部は下端の折れ

面を切る両面加工が施されている。４５７の側縁調整は粗い。裏面と下端の折れ面との稜線上に最終的

な剥離が施されている。４５９は末端が腹面側に大きく湾曲している。

台形石器（図�－６６－４６０～４６３、図版６９）

４点（４個体）を図示している。４６０～４６３とも完形品である。いずれも剥片を素材とし、素材を横

位に用いて、片側縁を刃部に設定している。４６０～４６２は刃部の右側、４６３が刃部の左側の方が鋭く突

出している。４６０は右側縁の抉りがやや強い左右非対称な形態である。側縁の加工は、右側縁が部分

的な両面加工、左側縁が裏面からの急角度加工によって整形されている。全面的に風化が激しく、細

石刃核２０４と同一母岩とした（非接合）。４６１は右側縁の抉りがやや強い形態で、器体の中央に最大厚

部がある。裏面に残るバルブの膨らみから素材の打面部は比較的近い位置にあったものと思われる。

両側縁とも裏面からの急角度加工により整形されている。原産地分析の結果（Ｘ４４７）、赤石山産と判

定された（�章２）。４６２はほぼ左右対称な形態で、全体的に薄手である。裏面に残るバルブの膨らみ

から素材の打面部は比較的近い位置にあったものと思われる。両側縁とも両面加工が施され、正面側

の急角度加工が最終剥離となっている。原産地分析の結果（Ｘ４４８）、あじさい滝・幌加沢産と判定さ
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れた（�章２）。４６３は黒曜石４が利用されている。ほぼ左右対称な形態で、大型で全体的に薄手であ

る。両側縁とも平坦な両面加工が施され、基部側全体が加工に覆われている。裏面側の加工が最終剥

離である。原産地分析の結果（Ｘ４４９）、赤石山産と判定された（�章２）。

二次加工ある剥片（図�－６６－４６４～図�－７２－５１３、図版６９～７３）

８７点（４２個体と�層出土８個体を加えた５０個体）を図示している。４６４は細石刃核削片を素材とす

るものである。正面側の末端に斜行する急角度加工が施されている。

４６５～４８０は石刃・縦長剥片を素材とするものである。４６５は複剥離打面が残存し、両側縁に微細な

加工が施されている。４６６は裏面に微細な加工が施されている。下端部の加工が比較的大きい。４６７の

正面側の両側縁は大きなノッチ状の加工が施されている。縄文時代のつまみ付きナイフの未成品の可

能性がある。４６８は節理面により破損している。正面右側縁の一部と裏面末端部付近に急角度加工が

施されている。４６９は上部の折れ面と左側縁との角部を中心に急角度加工が施されている。４７０は屈折

した素材腹面の突出部を除去するように両側縁から対向する平坦加工が施されている。４７１は裏面の

一部に右側縁から短い平坦加工が施されている。４７２は上部の折れ面と左側縁との角部を中心に急角

度加工が施されている。加工部付近の形状は大きく裏面側に湾曲している。４７３は末端の折れ面から

正面側に加工が施されている。素材の打面部は複剥離打面で、正面との縁辺に擦られた痕がある。４７４

は折損した下半部（右側縁と折れ面との角部及び左側縁）に微細な加工が施されている。左側縁は加

工により内湾している。４７５は裏面に左側縁からの急角度加工が施されている。４７６は正面右側縁の下

部に部分的な急角度加工が施されている。４７７は両面加工により打面部が除去され、正面観が円く、

上面観の縁辺形状が直線的に整形されている。削器４３６の素材打面部の加工と同様である。４７８は右側

縁中央に両面加工、左右の側縁にノッチ状の加工（三か所）、裏面とウートラパッセにより取り込ま

れた素材面との角部に横方向の加工が施されている。素材の打面部は頭部調整の施された平坦打面

で、正面との縁辺に擦られた痕がある。４７９は正面と裏面に錯向状の短い加工が施されている。４８０は

平坦な両面加工により打面部が除去され、正面観・上面観の縁辺形状とも直線的に整形されている。

また、正面左側縁にノッチ状の加工が見られる。

４８１～５１３は剥片を素材とするものある。４８１は末端が突出するよう正面の両側縁から加工されてい

る。左側縁の加工はノッチ状である。４８２は正面の末端部に急角度加工が施されている。右側縁に行

くほど加工が大きい。４８３は下面の一部と正面の右側縁下部に加工が施されている。後者の加工はノ

ッチ状である。４８４は左側縁に不規則に微細剥離が見られる。４８５はめのう製である。上部の縁辺の一

部に両面加工が施されている。４８６はやや粗い両面加工により打面部が除去されている。４８７は左側縁

に両面加工、急角度の右側縁に正裏面から対向する加工が施されている。前者では裏面への加工の方

が大きく平坦である。４８８は右側縁上部に折れ面を切る急角度加工が施されている。４８９は素材の打面

部に横方向の剥離が施されている。４９０は正面の末端部が大きく剥離されている。４９１は裏面側に連続

的な微細剥離が施されている。４９２は裏面側に微細な剥離が部分的に施され、縁辺が潰れている。４９３

は上部に正面から折れ面を切る急角度の加工が施されている。４９４は裏面側に素材の打面部を除去す

る加工と、左側縁の折れ面を挟んだ上下に加工が施されている。後者では上下の加工とも折れ面を切

っており、上部は正面側への平坦加工、下部は両面加工である。４９５は裏面側への連続した加工によ

り素材の打面部が除去され、正面観が直線的に整形されている。また、左側縁の下部に内湾する急角

度加工が施されている。４９６は裏面の両側縁の下部に折れ面を切る急角度加工が施されている。４９７は

裏面の中央に両側縁から対向する平坦な加工が施されている。４９８は裏面に縁辺全体に渡って右側縁

からの粗い加工が施されている。反対側縁は急角度であるため、横断面は両面調整石器�類と同様に
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楔形に近い。４９９は裏面への粗い加工により打面部が除去され、正面の右側縁にやや内湾する急角度

加工が施されている。５００は素材打面部からの粗い平坦加工が施されている。５０１の素材は末端部が厚

手である。末端側の湾曲した部分を除去するように平坦加工が施されている。５０２は折損後に加工が

行われ、打面側の個体には裏面に右側縁からのやや内湾する加工、中央の個体には折れ面を除去する

裏面からの急角度加工と下端の折れ面から素材縁辺への短い剥離が見られる。５０３は正面の右側縁に

微細な加工が連続して施されている。５０４は裏面末端部の広範囲に平坦加工、正面右側縁の上部に短

い平坦加工が施されている。末端部に最大厚部（２�）があり、同様な加工を施した後、下部を折り

取り細石刃核の素材としている接合資料（母岩６６・接合１４３、個体Ａ－ｂ、図�－２０８）と類似する。

素材の打面部は打面調整と頭部調整が施されており、正面との縁辺に擦られた痕が見られる。５０５は

厚手の横長剥片を素材とし、両側縁を直線的にする部分的な両面加工が施されている。正面に急角度

加工、裏面に平坦加工となっている。折損後、折れ面下部への急角度加工が施されている。下縁が鋭

く、打面部が厚く残存しているため、両面調整石器�類と同様に縦断面形が楔形となっている。５０６

はめのう製である。正面の両側縁に連続的な急角度加工が施されている。５０７は正面の左右の側縁に

部分的な急角度加工が施されている。左側縁はノッチ状となっている。５０８は錯向状に急角度加工が

剥離されている。５０９の正面の左側縁は粗い加工によりノッチ状となっている。５１０は裏面下部に右側

縁からの急角度加工が施されている。５１１は裏面側への加工により素材の打面部が除去され、左側縁

の下部には両面加工が施されている。後者の加工は裏面側が平坦加工、正面側が急角度加工である。

５１２は右側縁中央の両面に平坦加工が施され、ノッチ状となっている。５１３は裏面に右側縁から急角度

加工が粗く施され、下部の折れ面に微細な剥離が見られる。

石刃・縦長剥片（図�－７３－５１４～図�－８０－６１８、図版７３～７９）

１８１点（９０個体と�層出土５個体、�層出土８個体を加えた１０３個体）を図示している。縦長剥片は

３点（２個体）を図示している。５１４～５８０が完形ないし打面部と末端部の状況がわかるもの、５８１～５９８

が頭部、５９９～６０４が中間部、６０５～６１８が末端部である。５８６が珪岩製、その他は黒曜石製である。打

面部の状況は、無調整の原礫面打面が５４７、無調整の平坦打面が５１８・５２６・５２９・５６２・５６８・５８９、無

調整の複剥離打面が５３９・５４０、調整痕の残存しない線打面ないし点打面が５４１で、頭部調整の施された

原礫面打面が５２４・５３６・５５０・５５８・５６１・５６５・５６７・５６９・５９１、頭部調整の施された平坦打面が５１４～

５１７・５１９・５２１・５２３・５２７・５３０・５３４・５３７・５４２・５４３・５４９・５５１・５５４～５５６・５６０・５７０・５７１・５７３・

５７４・５８９・５９５～５９７、頭部調整の施された複剥離打面が５４５・５５２・５６３・５７７・５９２・５９３、頭部調整痕の

み残存する線打面ないし点打面が５２２・５２５・５３１・５３３・５３５・５４４・５４８・５５３・５５７・５６６・５７２・５８２・

５８５・５８７で、頭部調整・打面調整の施されたものが５５９・５７５・５７９・５８０・５８４・５８６・５８８・５９４、打面

調整のみ施されたものが５８３・５９０である。なお、５５９・５７４・５７５・５８０は打面部と背面との縁辺に擦ら

れた痕がある。小型のものは黒曜石３・４で頭部調整のある平坦打面、大型のものは黒曜石１で頭部

調整の施された調整打面という傾向がある。

５２７・５５６・５５９・５６１・５６２・５６７・５７０・６１３・６１８は石核の下端部を取り込み側面観が「し」の字状

となっている。特に６１８は扁平な石刃核であったことが分かる。５３０は打面に対して斜めに打撃が加え

られている。５８０・５９５・６１６は背面に稜調整の痕跡が残存している。

石刃核（図�－８０－６１９～図�－８８－６６０、図版７９～８３）

４８点（３９個体と�層出土３個体を加えた４２個体）を図示している。６１９～６２４は単設打面で正面を中

心に石刃剥離が行われ、裏面に大きく原礫面が残存するものである。いずれの打面も頭部調整が施さ

れており、６１９・６２２は複剥離打面、６２０・６２１・６２３・６２４は平坦打面である。６２２・６２４の頭部調整はや
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や粗めで、それ以外は縁辺全体に渡って細かい調整が施されている。６２４の両側面には初期段階に行

われた正面からの石核調整剥離が残存している。

６２５～６３７は単設打面で、石刃剥離が石核をほぼ全周するものである。打面の形状は、６２５・６３５・６３７

が平坦打面、６２６・６２７・６３１～６３３・６３６が複剥離打面、６２８・６２９が調整打面、６３０・６３４が原礫面打面

である。６２８を除き頭部調整が施されており、特に６２６・６３１は先行剥離の打点の凹部に入念な調整を

加え、石刃作業面の稜線の上部を突出させるように打面縁辺を波状に整形している。裏面側に比べ、

正面側の打角が鋭角（５０～６０度）となるものが多く（６２８・６３０・６３４～６３７）、それらは正面の剥離が

ウートラパッセを起こし、下端が裏面側に偏る傾向がある。

６３８～６４８は両設打面のものである。下からの作業面は側面に残存するものが多い。下設の打面は６３９・

６４０・６４４・６４６・６４７・６４８に残存し、その他は上からの剥離により消失している。なお、６４７の下設の

打面は裏面側に大きく傾いている。いずれの打面も頭部調整が施されており、６３８・６３９上下・６４０下

・６４１・６４３・６４７上下が平坦打面、６４０上・６４２・６４４上下・６４５・６４６上・６４８上下が複剥離打面、６４６下

が調整打面である。６３９は正裏面に錯向状の作業面が設定され、扁平な形状となっている。６４０は上か

らの剥離が大きくステップを起こしており、下設の打面作出が最終剥離となっている。６４６・６４８は石

刃剥離がほぼ全周し、６４８は正面の剥離がウートラパッセを起こし、下端が裏面側に偏っている。

６４９～６５７は主に小口面を作業面とするものである。６４９・６５０は両側面・裏面が原礫面に覆われ、６４９

は下縁に石核調整が施され、６５０は正面から下面への剥離も見られる。６５１～６５３は厚さ約３．５�の両面

調整石器を素材とするものである。６５１は折れ面を打面として素材の片側縁で剥離が行われている。６５２

は素材の両側縁で剥離が行われており、正面の剥離は広範囲に及び、ほとんどがステップを起こして

いる。６５３は削片剥離により打面を作出するもので、全体的な剥離方法は湧別技法に類似する。しか

し、打面部が素材の最大厚部に位置しない点や裏面に残存する古い上からの剥離面の存在、主に石刃

を剥離している点から、６５１・６５２と同様に尖頭器�類に関連するものと捉えたい。６５４は正面上下か

ら剥離が行われ、上設の打面には頭部調整が施されている。６５５～６５７は元来、側面で石刃剥離を行っ

ていた石刃核を作業面転移したものである。

６５８～６６０は主に正裏面での剥離作業により石核形状が扁平となるものである。６５８は正裏面とも上

からの剥離が主体で、上端部が鋭く、細かい調整が施されている。６５９は正面上からの剥離が主体で、

裏面上部の短い急角度剥離によって打面が作出されている。左側面側にも急角度の剥離が見られる。

６６０は正面に縦方向、裏面に横方向の剥離が施されている。裏面の剥離は原礫面を打面とし、正面の

剥離は裏面横方向の剥離面を打面としている。いずれも頭部調整が施され、正面上からの打面には一

部に打面調整が施されている。主に正面右側で石刃が剥離されている。

石核（図�－８９－６６１～図�－１０７－７５３、図版８３～９２）

１０２点（７８個体と�層出土１５個体を加えた９３個体）を図示している。６６１～６７２は平坦な正面で求心

状の剥離が行われるものである。いずれも裏面に原礫面ないし素材面が残存するものが多い。６６１・６６２・

６６４～６６７は素材が剥片で、素材を横位に用い、腹面側で剥離を行っている。これらは「白滝�群」の

�ａ類の剥離技術により残された石核と類似する（直江 ２００６）。６６９は両面調整石器の調整剥片を素

材とし、素材の背面側に末端部まで達する剥離が行われている。６７１の横方向の剥離は細かい。６７２は

扁平な原石を素材としており、両面調整石器の初期段階の可能性もある。

６７３～６８８は平坦な正面に上からの剥離が主体として行われるものである。裏面の状態が多様で、６３７

～６７５の裏面は平坦な原礫面、６７６・６７８の裏面は平坦な素材面、６７７・６７９～６８１の裏面は平坦で横方向

の石核調整が施され、６８２・６８３の裏面は平坦で正面と同様の長軸方向の剥離が行われ、６８４～６８８は突
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出した形状の裏面となっている。６７５は扁平な原石を素材とし、裏面でも上からの剥離が行われてい

る。扁平な石刃核（６５８～６６０）の初期段階である可能性もある。６７６・６７７・６８３はウートラパッセに

より石核の末端部が大きく減少している。６７８・６８２は折れ面を打面としている。６８０は大型の剥片を

素材とし、下部折損後に裏面の調整が加えられている。６８１は石核素材で、６８０と同様、裏面には横方

向の大きな剥離面が見られる。６８０・６８１とも扁平な石刃核と類似する剥離技術である。６８２は珪岩製

である。６８４・６８７は製作技術が類似しており、正面で上からの連続的な剥離が行われている。６８６は

厚手の剥片を素材とし、横位に用いている。

６８９～６９１は扁平な素材の小口面で縦長剥片を剥離するものである。いずれも剥片素材とし、打面部

は平坦打面である。６８９は正面に下端からの石核調整が見られる。６９０は左側縁に短い両面加工が施さ

れている。６９１は正面に横方向の剥離が見られ、小口面の剥離に切られている。「白滝�群」の�ｂ類

の剥離技術により残された石核と類似する（直江 ２００６）。

６９２～７０５は平坦な広い面（上面）を打面に固定して上からの剥離を行うものである。６９２～６９４は作

業面の位置が一か所で、後退するように剥離が行われている。６９５～６９７の作業面は正面から側面に及

んでいる。６９８～７０５は上からの作業面が石核を全周するように行われている。７０２・７０４は側面に残る

古い剥離面の状態から石刃核の剥離が進行した形状と思われる。７０５の左側面の剥離は他の面に比べ

幅狭である。

７０６～７１２は平坦面な上面を打面とする上からの剥離と下縁を作出する下からの剥離が見られるもの

である。上からの剥離が小口面に行われた７０７～７０９・７１１・７１２は、楔形もしくは舟底形の最終形態と

なっている。７１０は接合資料から舟底形石器�ａ類に関連する石核であることが判明している。

７１３～７１７は上面と正裏面との剥離により最終形態が舟底形となるものである。７１３・７１６は右側面の

小口面にも剥離が及んでいる。７１４の素材は大きな原石で、三面に対向する剥離が繰り返し行われて

いる。７１６の正面下からの剥離は、バルブ部分が階段状となっている。

７１８～７２４は石核の一端で鋭い角度の交互剥離が行われるものである。７１８・７１９の正面の剥離は求心

状である。７１８はネガ面のバルブが大きく発達するもので、「白滝�群」の�ｂ類の剥離技術により残

された石核と類似する（直江 ２００６）。７２３は扁平な石刃核と類似する剥離技術である。

７２５～７２８は正面に長軸方向の剥離、裏面に横方向ないし求心状の剥離が見られるものである。７２５

の正面は裏面に比べ風化している。正面の一部にも求心状の剥離痕が見られ、それらを切って上から

の剥離が行われている。７２６の裏面の剥離は両面調整石器の加工と類似している。７２７の左側面はポジ

面の可能性がある。７２８の正面下からの剥離は急角度である。横方向の剥離は粗く、ヒンジやステッ

プが多くの剥離で起こっている。

７２９～７５３は打面転移を頻繁に行うものである。打面と作業面を入れ替える９０度打面転移を基本とし

て、それが様々な場所に移動しているものが多い。作業の場所数により、７２９～７３５が三面、７３６～７４６

が四面、７４７～７５１が五面、７５２が六面、７５３が不明に分けられる。五面以上の作業場所を持つものはサ

イコロ状の残核形状となり、「白滝�群」の�ａ類の剥離技術により残された石核と類似する（直江

２００６）。７５３はめのう製である。

石鏃（図�－１０７－７５４・７５５、図版９２）

２点（�層出土１個体と�層出土１個体を加えた２個体）を図示している。いずれも先端部がやや

欠損している有茎の石鏃である。７４５の茎部は逆三角形で、左右のかえしの形状が異なり、左側の抉

りが強い。７５５の茎部は長く、緩やかに窄まる形状である。左右のかえしの加工の度合いが異なり、

右側の抉りが強い。
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分布・接合状況

石器ブロック１（Sb－１）の分布（図�－１０８・１０９、表�－４・５）

Ｃ１２・１３、Ｄ１１・１２・１３・１４、Ｅ１１・１２・１３・１４、Ｆ１２・１３・１４、Ｇ１２・１３・１４区の１９．０×１１．４ｍ

の範囲で確認された。尖頭器３点（�類３点）、削器１点、舟底形石器４点（�a類１点、�ｂ類３

点）、二次加工ある剥片５点、細石刃１点、細石刃核１点、石刃１点、縦長剥片１８点、石刃核１点、

石核１６点、削片２点（細石刃核削片２点）、原石１８点、剥片７６６点の計８３７点、重量１０，５５１．２�の石器

が出土した。石材は黒曜石１が４８．５％を占め、以下黒曜石４（２０．７％）、黒曜石５（１２．１％）、黒曜石

３（１０．３％）、黒曜石２（８．５％）である。

石器ブロック２（Sb－２）の分布（図�－１１０～１１５、表�－４・５）

Ｃ１３・１４・１５、Ｄ１３・１４・１５・１６、Ｅ１４・１５・１６、Ｆ１４・１５・１６、Ｇ１４・１６区の２０．５×９．２ｍの 範

囲で確認された。尖頭器５点（�類５点）、両面調整石器５点（�類４点、�類１点）、彫器１点、掻

器１点、削器８点、錐形石器７点、舟底形石器１２点（�ａ類２点、�ｂ類８点、�ｃ類２点）、二次

加工ある剥片５６点、細石刃３５点、細石刃核１０点、石刃２９点、縦長剥片１８１点、石刃核３点、石核４７点、

削片４８点（細石刃核削片４８点）、剥片７８４４点の計８２９２点、重量６２，５７９．３�の石器が出土した。石材は

黒曜石１が４０．２％を占め、以下黒曜石５（２１．９％）、黒曜石３（２０．５％）、黒曜石４（１２．２％）、黒曜

石２（５．２％）、珪岩（０．０２％）、頁岩（０．０１％）である。石核が多く出土している。

石器ブロック３（Sb－３）の分布（図�－１１０、表�－４・５）

Ｂ１４・１５、Ｃ１４区の４．０×４．５ｍの範囲で確認された。掻器１点、舟底形石器２点（�ａ類１点、�
ｂ類１点）、縦長剥片１点、石核４点、剥片２８点の計３６点、重量６７５．２�の石器類が出土した。石材は

黒曜石１が３８．９％を占め、以下黒曜石４（２７．８％）、黒曜石２（２２．２％）、黒曜石３（８．３％）、黒曜石

５（２．８％）である。

石器ブロック４（Sb－４）の分布（図�－１１６、表�－４・５）

Ｂ１５・１６・１７、Ｃ１５・１６・１７、Ｄ１５・１６区の７．５×６．８ｍの範囲で確認された。尖頭器２点（�類２

点）、彫器１点、削器１点、舟底形石器４点（�ａ類３点、�ｃ類１点）、二次加工ある剥片４点、細

石刃核１点、石刃２点、縦長剥片１点、石刃核１点、石核５点、削片２点（細石刃核削片２点）、剥

片２１５点の計２３９点、重量４，３３０．１�の石器類が出土した。石材は黒曜石１が４７．３％を占め、以下黒曜

石４（２４．７％）、黒曜石３（１２．１％）、黒曜石２（１０．０％）、黒曜石５（５．４％）、めのう（０．４％）であ

る。

石器ブロック５（Sb－５）の分布（図�－１１７～１２３、表�－４・５）

Ｃ１６・１７、Ｄ１６・１７・１８、Ｅ１６・１７・１８、Ｆ１６・１７・１８、Ｇ１７・１８区の１５．５×６．７ｍの範囲で確認

された。尖頭器２５点（�類２３点、�類２点）、両面調整石器２１点（�類１９点、�類２点）、彫器３点、

掻器２点、削器１９点、錐形石器２点、舟底形石器５２点（�ａ類１点、�ａ類２３点、�ｂ類２８点）、台

形石器１点、二次加工ある剥片３７点、細石刃８８点、細石刃核１４点、石刃１５点、縦長剥片１３１点、石刃

核４点、石核２０点、削片５６点（細石刃核削片５１点、尖頭器削片３点、彫器削片２点）、原石２点、剥

片６，５５１点の計７，０４３点、重量４５，８５１．０�の石器類が出土した。石材は黒曜石１が４２．８％を占め、以下

黒曜石５（２３．０％）、黒曜石３（２０．６％）、黒曜石４（１２．５％）、黒曜石２（０．８％）、頁岩（０．２％）、

珪岩（０．１％）、めのう（０．０３％）である。ブロック中央の集中域に細石刃関連の遺物が多く分布して

いる。舟底形石器�ｂ類がＤ１６・Ｅ１７区の境に集中して出土している。

石器ブロック６（Sb－６）の分布（図�－１２４・１２５、表�－４・５）

Ｂ１７・１８・１９、Ｃ１７・１８・１９、Ｄ１７・１８・１９区の９．０×９．０ｍの範囲で確認された。尖頭器２点（�
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類２点）、両面調整石器３点（�類３点）、削器４点、錐形石器１点、舟底形石器１８点（�ａ類１６点、

�ｃ類２点）、台形石器１点、二次加工ある剥片１２点、細石刃９点、細石刃核２点、石刃９点、縦長

剥片３２点、石刃核１６点、石核７点、削片６点（細石刃核削片４点、尖頭器削片１点、彫器削片１点）、

原石１点、剥片２，１８８点の計２，３１１点、重量１６，２１８．０�の石器類が出土した。石材は黒曜石４が３９．７％

を占め、以下黒曜石３（３１．３％）、黒曜石１（２１．６％）、黒曜石５（６．７％）、黒曜石２（０．６％）、泥岩

（０．０４％）、石英（０．０４％）である。茶色の黒曜石と舟底形石器�ａ類が多く出土している。

石器ブロック７（Sb－７）の分布（図�－１２６・１２７、表�－４・５）

Ｄ１８・１９、Ｅ１８・１９、Ｆ１８・１９、Ｇ１９区の１２．０×７．４ｍの範囲で確認された。尖頭器２点（�類２

点）、掻器１点、削器１点、錐形石器１点、舟底形石器１３点（�ａ類１３点）、台形石器１点、二次加工

ある剥片６点、石刃１５点、縦長剥片１５点、石刃核７点、石核５点、剥片１，１６５点の計１２３２点、重量１２，２９９．１

�の石器類が出土した。石材は黒曜石４が３７．３％を占め、以下黒曜石３（２６．９％）、黒曜石１（２２．４％）、

黒曜石５（１３．２％）、黒曜石２（０．２％）である。茶色の黒曜石と舟底形石器�ａ類が多く出土してい

る。

石器ブロック８（Sb－８）の分布（図�－１２８、表�－４・５）

Ｂ１９、Ｃ１９・２０・２１Ｄ１９・２０・２１、Ｅ２０・２１・２２区の１６．０×９．０ｍの範囲で確認された。掻器１点、

錐形石器１点、舟底形石器２点（�ａ類２点）、二次加工ある剥片５点、細石刃３点、石刃２点、縦

長剥片５点、石核１点、剥片３７４点の計３９４点、重量２，６２４．７�の石器類が出土した。石材は黒曜石１

が３４．８％を占め、以下黒曜石４（２６．４％）、黒曜石３（２２．６％）、黒曜石５（９．４％）、黒曜石２（６．３％）、

頁岩（０．３％）、めのう（０．３％）である。

石器ブロック９（Sb－９）の分布（図�－１２９、表�－４・５）

Ｅ２０・２１、Ｆ１９・２０・２１・２２、Ｇ２０・２１・２２区の１６．４×９．１ｍの範囲で確認された。両面調整石器

５点（�類２点、�類３点）、彫器１点、舟底形石器２点（�ａ類２点）、二次加工ある剥片３点、石

刃６点、縦長剥片１０点、石核７点、削片４点（細石刃核削片４点）、剥片７６７点の計８０５点、重量５，１３０．８

�の石器類が出土した。石材は黒曜石３が３０．９％を占め、以下黒曜石４（２８．７％）、黒曜石１（２８．２％）、

黒曜石５（１１．１％）、黒曜石２（１．１％）である。

石器ブロック１０（Sb－１０）の分布（図�－１３０、表�－４・５）

Ｃ２１・２２、Ｄ２１・２２、Ｅ２２、Ｆ２２区の１４．１×４．８ｍの範囲で確認された。台形石器１点、二次加工

ある剥片１点、細石刃１点、石刃３１点、縦長剥片９６点、石刃核１点、石核１点、削片１点（細石刃核

削片１点）、剥片１，４００点の計１，５３３点、重量８，９９６．８�の石器類が出土した。石材は黒曜石４が６０．３％

を占め、以下黒曜石１（２６．４％）、黒曜石３（８．４％）、黒曜石５（４．６％）、黒曜石２（０．３％）である。

石器ブロック１１（Sb－１１）の分布（図�－１３１・１３２、表�－４・５）

Ｆ１７、Ｇ１６・１７・１８、Ｈ１７・１８・１９、Ｉ１８、１９区の１６．０×８．７ｍの範囲で確認された。尖頭器２点

（�類２点）、両面調整石器２点（�類２点）、削器６点、舟底形石器４点（�ａ類４点）、二次加工

ある剥片８点、細石刃核４点、石刃４点、縦長剥片２６点、石核９点、削片３点（細石刃核削片３点）、

剥片１，３１７点の計１，３８５点、重量１０，１２６．８�の石器類が出土した。石材は黒曜石４が６０．１％を占め、以

下黒曜石１（１５．７％）、黒曜石３（１３．６％）、黒曜石５（７．１％）、黒曜石２（３．５％）珪岩（０．０７％）

である。

石器ブロック１２（Sb－１２）の分布（図�－１３３～１３５、表�－４・５）

Ｆ１８、Ｇ１８・１９、Ｈ１９・２０、Ｉ１９・２０・２１区の１９．２×３．６ｍの範囲で確認された。尖頭器２点（�
類２点）、両面調整石器３点（�類３点）、掻器２点、削器４点、錐形石器１点、舟底形石器７点（�
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ａ類７点）、二次加工ある剥片１０点、細石刃２点、石刃１５２点、縦長剥片１６６点、石刃核１０点、石核１０

点、削片９点（細石刃核削片９点）、剥片５，１００点の計５，４７８点、重量３２，７２６．３�の石器類が出土した。

石材は黒曜石３が４１．７％を占め、以下黒曜石４（３０．１％）、黒曜石１（１４．０％）、黒曜石５（１３．７％）、

黒曜石２（０．４％）、珪岩（０．０４％）である。

石器ブロック１３（Sb－１３）の分布（図�－１３６、表�－４・５）

Ｇ１９・２０・２１、Ｈ１９・２０・２１・２２、Ｉ２０・２１・２２区の１７．６×８．３ｍの範囲で確認された。尖頭器１

点（�類１点）、両面調整石器１点（�類１点）、掻器１点、削器４点、錐形石器１点、舟底形石器２６

点（�ａ類２５点、�ｂ類１点）、二次加工ある剥片１１点、細石刃１点、石刃３８点、縦長剥片５６点、石

核２点、削片４点（細石刃核削片３点、彫器削片１点）、剥片３，０００点の計３，１４６点、重量１７，８０２．２�
の石器類が出土した。石材は黒曜石４が５８．６％を占め、黒曜石１（２０．５％）、黒曜石３（１６．８％）、黒

曜石５（３．６％）、黒曜石２（０．４％）である。茶色の黒曜石と舟底形石器�ａ類が多く出土している。

石器ブロック１～１３の接合状況（図�－１３７～１３９）

ブロック内の接合状況はいずれもブロックの集中域を中心とした接合関係が確認された。ブロック

間では高位部全体に接合関係が及んでいる。特に隣接するブロックとの接合関係が多く、その中でも

Sb－５・１２、Sb－６・７、Sb－７・１３の斜面方向（東西方向）へ連なるブロック間で多く見られる。

また、斜面方向とは関連しない Sb－２・５、Sb－６・１１の接合関係も濃密である。

図�－１３８・１３９は主な製作内容別（�章２（２）参照）の母岩分布と該当する単体資料の分布を示

したものである。

細石刃に関連すると思われるのは、１ｅ類（両面調整石器�類（片側縁に急角度の縁辺があり、断

面形が楔形となるもの）を製作する母岩）、２ａ～ｅ類（細石刃を製作する母岩）、４ｃ�類（扁平な

石核に関連する母岩）である。いずれも Sb－２・５を中心とした分布で一部 Sb－１０・１２に集中域が

広がっている。２ａ類（細石刃核の素材に石刃・縦長剥片を用いる母岩）は Sb－６の一部分にも分

布している。また、３ｂ類（舟底形石器�ｂ類を製作する母岩）は Sb－５にほぼ限定された分布で

あるが、細石刃関連の集中域から南西側にずれて分布している。４ｃ�類（両設で打面調整のある石

刃核関連の母岩）、５ａ�・５ａ�・５ｂ�・５ｂ�・５ｃ�～	類（「白滝�群」に類似する母岩）

は、細石刃に関連する母岩とほぼ同様の分布である。

小型舟底形石器に関連すると思われるのは、１ａ�類（長大で柳葉形の尖頭器を製作する母岩）、

３ａ�・３ａ�類（舟底形石器�ａ類�類（加工が精緻で幅が４～８�、高さが８～１２�程度の小型

のもの）を製作する母岩）、４ａ	類（平坦打面の石刃核で、作業面が石核をほぼ全周する母岩）、４

ｂ	類（複剥離打面の石刃核で、作業面が石核をほぼ全周する母岩）である。３類の分布域が広く、

Sb－５～７・１１～１３を中心として集中域が見られる。Sb－５の集中域は、細石刃関連の母岩の南東

側にずれて存在する。Sb－１１の集中域には５ｃ類も分布している。４ａ	類は Sb－６・７・１１～１３、

４ｃ	類は Sb－６・７・１２・１３を中心に分布している。１ａ�類は Sb－１２にほぼ限定された分布で

ある。

以上のことから、細石刃を含む石器群は Sb－２・５・１０・１２、小型舟底形石器を含む石器群は Sb

－６・７・１１～１３に分布の中心があり、細石刃を含む石器群の方が周辺に散漫に広がっている。両者

は分布が重なるものの、中心的な集中域は異なっている。

母岩別資料

Ａ区（Sb－１～１３）では、点取り遺物３２，７３１点中１３，６０７点、（一括遺物を含めた数は１５，７３２点）を
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３１７母岩に分類し、１，５１８個体（母岩別資料内１，１０５個体）の接合資料が得られた。そのうち母岩別資

料１５４母岩を図示し、５母岩を写真のみ掲載している。掲載番号７５６～７７１が尖頭器関連、７７２～７９８が

両面調整石器関連、７９９～８８２が細石刃関連、８８３～９１３が舟底形石器関連、９１４～９３７が石刃核関連、９３８

～９７７が石核関連、９７８が彫器の削片剥離に関するものである。両面調整石器関連の接合資料としてま

とめたものは、尖頭器製作の初期段階、細石刃核の素材を想定している。そのため、空隙部の形状が

厚みのあるもの、両端の形状を尖らせないような加工のものを抽出した。

母岩別資料１０・接合資料３１（図�－１４０、図版９３－１）

母岩別資料は接合３１のみである（製作内容１ｂ類）。原産地分析の結果（Ｘ４５４）、あじさい滝・幌

加沢産と判定された（�章２）。

素材 ２２点（１６個体）が接合し、重量は１４８．５�、大きさは１３．６×７．６×３．１�である。角礫を素材と

し、両面にある程度平坦な調整が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 尖頭器�類を製作する接合資料である。正裏面での横方向の剥離により尖頭器が製作され

る（段階１～３）。段階１・２は反対側縁まで届く長い平坦剥離が主体である。その後、中央部で折

損し、上部（個体Ａ）の側縁で削片剥離が２回行われ（段階Ａ－１）、最終的に尖頭器７が遺棄され

る。折損した下部側（個体Ｂ）はそのまま遺棄される。

分布 段階２のみ Sb－２から、その他は Sb－５に分布する。Sb－５出土遺物の内個体Ａはやや北

西部からまとまって出土している。

母岩別資料１０３・接合資料２６０（図�－１４１・１４２、図版９３－２）

母岩別資料は接合２６０の他、接合２６１・２６２・５００８６・５００８７、縦長剥片１点、剥片１点で構成され、

総点数５７点、総重量６９６．８�である（製作内容１ａ�類）。

素材 ４４点（３１個体）が接合し、重量は６５７．１�、大きさは１４．７×１６．７×６．２�である。亜角礫を素材

とし、大型の剥片の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 尖頭器�類を製作する接合資料である。素材の長軸に対して斜めに器体長軸を設定してい

るため、初期段階の加工（段階１～３）は大型の剥離により、幅を狭くすることに重点を置いている。

その後、両面で左右からの剥離が行われ（段階５～１４）、器体を整形している。特に段階５・７・１０

に器体中央の稜を越える剥離が多く、厚みが減じている。最終的に尖頭器３が破損したため遺跡内に

遺棄される。

分布 Sb－２・５に分布する。段階３・８の剥片と尖頭器３が Sb－５から疎らに出土し、その他は

Sb－２の北西部の集中域からまとまって出土している。

母岩別資料１０１・接合資料２５６（図�－１４２・１４３、図版９４－１）

母岩別資料は接合２５６の他、接合２５７・５００８４、剥片２７点で構成され、総点数７７点、総重量３７１．９�で

ある（製作内容１ａ�類）。

素材 ４５点（３３個体）が接合し、重量は３０７．０�、大きさは１８．６×９．９×４．８�である。一部に平滑面

の残る転礫を素材とし、裏面を中心に平坦な加工が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 尖頭器�類を製作する接合資料である。両面に左右からの加工が施され、器体を整形して

いる（段階１～１２）。途中、長軸方向へ縦長の剥離が加えられ、器体中央部の厚さが減じている（段

階３）。なお、裏面側の加工である段階５・７・９は、打面部の高さがほぼ同一で、その間に反対側

縁からの剥離が施されている（段階６・８）。段階１２の後、器体が折損し、下部側の尖頭器１９が遺跡

内に遺棄される。上部側は折れ面付近を中心に再加工されている（段階１３～１６）。最終的に約１２×５

×１�の尖頭器が製作されるが、調査区域内からは出土していない。
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分布 全て Sb－２に分布する。大半は北西部の集中域から出土しているが、段階５の剥片が南西部

の Sb－１に近接するブロック縁辺部、段階９の剥片が南東部の集中域に分布する。

母岩別資料１０８・接合資料２７０（図�－１４４・１４５、図版９４－２）

母岩別資料は接合２７０の他、接合５００９３、剥片３２点で構成され、総点数１２７点、総重量１２５７．７�であ

る（製作内容１ａ�類）。

素材 ９３点（６１個体）が接合し、重量は１２１３．４�、大きさは２０．２×１０．５×１０．０�である。亜角礫を素

材とし、ほぼ原石の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 尖頭器�類を製作する接合資料である。両面に左右からの加工が施され、器体を整形して

いる（段階１～１８）。途中、長軸方向へ縦長の剥離が加えられ、器体中央部の厚さが減じている（段

階４）。また、段階２・７～９・１１・１２・１７・１８では器体の中央の稜を越える剥離が多く、厚みが大

きく減じている。裏面側の加工である段階７・１０、段階９・１１、段階１４・１６は、打面部の高さがほぼ

同一である。段階９の最初の剥離は内在割れで、器体の形状が大きく崩れている。段階５・６の剥片

が二次加工ある剥片４９２・４８２の素材となっている。最終的に約１８×７×１�の尖頭器が製作される

が、調査区域内からは出土していない。

分布 全て Sb－２に分布する。中央の集中域を中心としてまとまって出土している。

母岩別資料１４３・接合資料３４０（図�－１４６、図版９５）

母岩別資料は接合３４０の他、接合３４１～３４４・５０１１５・５０１１６、剥片４３点で構成され、総点数１３７点、総

重量６１８．５�である（製作内容１ａ�類）。

素材 ６３点（３５個体）が接合し、重量は３７０．５�、大きさは２１．９×１０．３×４．６�である。角の摩滅がや

や進んだ亜角礫を素材とし、全面的に調整加工が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 尖頭器�類を製作する片面のみの接合資料である。左右からの調整が施されるが（段階１

～７）、段階１～３は器体の横軸に対して斜行する剥離となっている。最終的に製作された尖頭器は

同一母岩の接合３４１に含まれる図�－３２－１３である可能性が高い。

分布 Sb－５・１１に分布する。ほとんどは Sb－５の集中域内にまとまっているが、段階５の剥片１

点（Sb－５と折れ面接合する）が Sb－１１から出土している。

母岩別資料１７４・接合資料４５８（図�－１４７、図版９５）

母岩別資料は接合４５８の他、接合５０１６１、剥片４６点で構成され、総点数７２点、総重量４３６．３�である

（製作内容１ａ�類）。原産地分析の結果（Ｘ４２１）、あじさい滝・幌加沢産と判定された（�章２）。

素材 ２４点（１７個体）が接合し、重量は３６４．１�、大きさは２１．９×８．４×３．１�である。原石の形状は

不明である。両面に調整加工が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 尖頭器�類を製作する接合資料である。正裏面に左右から加工が行われるが（段階１～

６）、正面側の急角度加工が中心である（段階２～４）。最終的に損折し、尖頭器５が遺跡内に遺棄さ

れる。

分布 Sb－５の集中域からまとまって出土している。

母岩別資料１５３・接合資料３７７（図�－１４８・１４９、図版９５）

母岩別資料は接合３７７の他、接合３７８～３９０・５０１３３～５０１４２・５２０１３・５２０１４、掻器１点、縦長剥片３

点、剥片２０２点で構成され、総点数４００点、総重量１３８７．２�である（製作内容１ａ�類）。

素材 １３１点（７０個体）が接合し、重量は５８３．６�、大きさは２３．４×１４．８×４．４�である。岩屑面が一

部に残存しているが、全体の原石形状は不明である。ほぼ全面的に調整加工が施された状態で遺跡内

に搬入されている。
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剥離工程 尖頭器�類を製作する片面のみの接合資料である。左右からの調整が施されるが（段階１

～９）、段階２には長軸方向の剥離も含まれている。段階１・３の打面間の段差は大きいため、反対

面での集中的な加工が想定される。最終的に（２３）×９×（１）�の尖頭器が製作されるが、調査区域内

からは出土していない。

同一母岩非接合遺物の中に掻器４１８がある。素材が厚手なことから、剥離の最初の工程で得られた

ものを素材としている可能性がある。

分布 Sb－２・５、斜面部集中域「イ」に分布する。ほとんどは Sb－５の集中域内にまとまってい

るが、段階１・４の剥片３点はブロックの西部から離れて出土している。その内、段階４の剥片は Sb

－２の遺物と折れ面接合する。斜面部集中域「イ」に分布するのは段階９の剥片で、Sb－５の遺物

と折れ面接合する。

母岩別資料２３２・接合資料５６２（図�－１４９～１５２、図版９６・９７－１）

母岩別資料は接合５６２の他、接合５６３～５６６・５６８・５６９・５７１・５０１９４・５０１９５、縦長剥片２点、剥片１４０

点で構成され、総点数３９５点、総重量１９９０．２�である（製作内容１ａ�・４ｃ�類）。

素材 ２２２点（１４０個体）が接合し、重量は１７２２．７�、大きさは２５．５×１３．５×１３．５�である。角がやや

摩滅した角礫を素材とし、正面を中心に粗く加工が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 石刃剥離の後に尖頭器�類を製作する接合資料である。まず、正面と上面との交互剥離に

より両面で石刃・縦長剥片が剥離される（段階１～５・７）。打面部には部分的に頭部調整・打面調

整が施されている。正面下部の石核形状が凹んでいるため、上からの剥離は石核中央部で止まってい

る。途中、正面下からも石刃剥離が行われるが、形の良いものは剥離されていない（段階６）。上面

は剥離の進行に伴い裏面側に傾き、段階７時点では裏面上からの剥離となっている。上端の打角は鋭

い角度である。段階８は段階７の末端ヒンジを解消する横方向の石核調整である。これ以降は尖頭器

製作となり、両面に左右からの加工が施される（段階９～２８）。その初期の段階９・１０には横方向の

剥離に混じって長軸方向の剥離が行われ、器体中央の厚みを減じている。段階１５・１７、段階１８・２０は

打面部の高さがほぼ同一である。最終的に２１×７．５×１．５�の尖頭器が製作されるが、調査区域内から

は出土していない。

分布 Sb－１０、斜面部集中域「イ」に分布する。ほとんどは Sb－１０の集中域からまとまって出土し

ている。斜面部集中域「イ」からは６点出土しているが、Sb－１０に近接した位置にあり、両者は１

つのまとまりと思われる。

母岩別資料２７１・接合資料７１７（図�－１５３、図版９７－２）

母岩別資料は接合７１７の他、接合７１８～７２１・５０２２７～５０２３３、尖頭器１点、剥片１３３点で構成され、総

点数２２０点、総重量６４９．６�である（製作内容１ａ�類）。

素材 ５０点（２４個体）が接合し、重量は３１８．１�、大きさは２５．７×１３．５×２．５�である。原石の形状は

不明である。全面的に調整加工が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 尖頭器�類を製作する片面のみの接合資料である。左右からの調整が施され器体を整形し

ている（段階１～７）。段階２・４の打面の高さはほぼ同一である。接合資料からは（２５）×１１．５�
の尖頭器の製作が想定されるが、同一母岩非接合遺物の中にさらに加工の進んだ尖頭器１５がある。

分布 Sb－１２に分布する。ブロック西部に分布の中心があり、そこから傾斜の強い東側に流れたよ

うに細長く遺物が広がっている。東西での段階差は見出せず、いくつかの個体で折れ面接合している。

母岩別資料２６１・接合資料６７０（図�－１５４・１５５、図版９８）

母岩別資料は接合６７０の他、接合６７１～６７６・１５８２・５０６９１、剥片１１１点で構成され、総点数２８７点、総
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重量１７０２．８�である（製作内容１ａ�類）。

素材 １４０点（８７個体）が接合し、重量は１２３８．４�、大きさは３１．１×１３．３×６．３�である。岩屑面のあ

る角礫を素材とし、裏面を中心に加工が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 尖頭器�類を製作する接合資料である。両面に左右からの調整が施され器体を整形してい

る（段階１～１４）。段階１・２・８～１０は器体の横軸に対して斜行する剥離が中心である。特に段階１０

では器体中央の稜を越える剥離が多く、厚みが大きく減じている。段階４・７の打面の高さはほぼ同

一である。なお、裏面下部の加工はほとんど行われていない。最終的に３０×９×２�の尖頭器が製作

されるが、調査区域内からは出土していない。

分布 Sb－１２・１３に分布する。Sb－１２の西部に分布の中心があり、そこから傾斜の強い東側の細長

い範囲に遺物が広がっている。東西での段階差は見出せず、いくつかの個体で折れ面接合している。

Sb－１３には Sb－１２と接するブロック縁辺部から段階２の剥片１点が出土している。

母岩別資料２８７・接合資料７６１（図�－１５６～１５８、図版９９）

母岩別資料は接合７６１の他、接合７６２～７６５・５０２４６、剥片３５点で構成され、総点数１４９点、総重量３１１１．２

�である（製作内容１ａ�類）。

素材 ８８点（４９個体）が接合し、重量は２４６０．５�、大きさは３２．５×１４．３×９．９�である。一部に平滑

面のある転礫を素材とし、ほぼ原石の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 尖頭器�類を製作する接合資料である。長軸方向で連続的な縦長剥片を剥離した後（段階

１）、主に両面へ左右からの調整が施され器体を整形している（段階２～１４）。途中の段階５・１０は長

軸方向の剥離である。また、段階８・９には器体の横軸に対して斜行する剥離が多く含まれている。

段階２・３では器体中央の稜を越える剥離が多く、厚みが大きく減じている。なお、裏面上部の加工

はほとんど行われていない。最終的に２９×１１×３�の尖頭器が製作されるが、調査区域内からは出土

していない。

分布 Sb－５・１２に分布する。大部分の遺物は Sb－１２から出土している。Sb－５からは段階１～３・

５の剥片の一部が出土し、大半が Sb－１２と折れ面接合している。

母岩別資料２５７・接合資料６５０・６５１（図�－１５８～１６０、図版１００）

母岩別資料は接合６５０・６５１の他、接合６５２～６５４、剥片４０点で構成され、総点数１６８点、総重量１０３８．８

�である（製作内容１ａ�類）。原産地分析の結果（Ｘ４３２）、赤石山産と判定された（�章２）。

素材 接合６５０は１００点（５９個体）が接合し、重量は８８９．６�、大きさは３９．０×１２．２×４．０�である。接

合６５１は１９点（８個体）が接合し、重量は７４．３�、大きさは１９．５×１１．６×１．７�である。原石の形状は

不明である。両面に左右から調整が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 尖頭器�類を製作する接合資料である。接合６５０・６５１は正裏面の位置関係となる。

接合６５０は主に左右からの調整が施され器体を整形している（段階１～１３）。剥離は上部から下部に

向かって進行している。段階８には器体の横軸に対して斜行する剥離が多く含まれている。段階１・

３・５・７の打面の位置はほぼ同一である。段階８の剥片が二次加工ある剥片５０３の素材となってい

る。

接合６５１は左右からの調整が施され器体を整形している（段階１・２）。

最終的に３８×１０×（１．５）�の尖頭器が製作されるが、調査区域内からは出土していない。

分布 接合６５０・６５１とも Sb－１２の同範囲に分布する。ブロックの中央にまとまりがあり、そこから

傾斜の強い東側に流れたように細長く遺物が広がっている。
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母岩別資料２５８・接合資料６５５・６５６（図�－１６１～１６３、図版１０１）

母岩別資料は接合６５５・６５６の他、接合６５７～６６０・５０２０５～５０２０８、剥片２６１点で構成され、総点数４７５

点、総重量２０９１．６�である（製作内容１ａ�類）。原産地分析の結果（Ｘ４３３）、赤石山産と判定され

た（�章２）。

素材 接合６５５は１０５点（５５個体）が接合し、重量は７８４．５�、大きさは３９．４×１５．１×３．７�である。接

合６５６は８０点（４０個体）が接合し、重量は７５４．１�、大きさは３２．２×１５．７×３．９�である。原石の形状

は不明である。両面に左右から調整が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 尖頭器�類を製作する接合資料である。接合６５５・６５６は正裏面の位置関係となる。

接合６５５は主に左右からの調整が施されて器体を整形している（段階１～１４）。

接合６５１は左右からの調整が施されて器体を整形している（段階１～１３）。段階１には器体の横軸に

対して斜行する剥離が含まれている。

最終的に（３９）×１０．５×（１．５）�の尖頭器が製作されるが、調査区域内からは出土していない。

分布 接合６５５・６５６とも Sb－１２の同範囲に分布する。ブロックの中央にまとまりがあり、そこから

傾斜の強い東側の細長い範囲に遺物が広がっている。

母岩別資料１３６・接合資料３２３（図�－１６４、図版１０２－１）

母岩別資料は接合３２３の他、接合３２４で構成され、総点数１０点、総重量１０４．３�である（製作内容１

ａ�類）。原産地分析の結果（Ｘ４１６）、あじさい滝・幌加沢産と判定された（�章２）。

素材 ８点（８個体）が接合し、重量は９５．９�、大きさは７．２×６．９×３．２�である。原石の形状は不

明である。剥片を素材とし、正面を中心に粗い加工が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 両面調整石器�類を製作する接合資料である。正面は急角度（段階１・４）、裏面は平坦

な加工（段階２・３・５）が施される。段階５の最終的な剥離が器体の上半部を取り込み、形状が大

きく崩れ、両面調整石器２６が遺棄される。

分布 Sb－５の集中域の北部にまとまって分布する。

母岩別資料９０・接合資料２３７（図�－１６４、図版１０２－２）

母岩別資料は接合２３７の他、剥片４点で構成され、総点数１８点、総重量２００．８�である（製作内容１

ｅ類）。

素材 １４点（１０個体）が接合し、重量は１９７．４�、大きさは９．２×６．４×４．７�である。転礫を素材とし、

裏面に横方向の剥離が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 両面調整石器�類を製作する接合資料である。段階１・２は上からの打角の鋭い交互剥離

である。段階３・４は右側面からの調整で、縁辺が鋭く整形されている。反対の左側面からの加工は

施されず、原礫面が残存する。最終的に両面調整石器�－３９８－１７が遺棄される。

分布 Sb－２・１１、斜面部集中域「イ」に分布する。大部分は Sb－２の北東部の集中域からまとま

って出土する。Sb－１１からは段階２の剥片１点、斜面部集中域「イ」からは最終的な両面調整石器

�－３９８－１７が出土している。

母岩別資料２７８・接合資料７４４（図�－１６５、図版１０２－３）

母岩別資料は接合７４４の他、接合７４５、剥片１点で構成され、総点数２２点、総重量２１０．９�である（製

作内容１ａ�類）。

素材 １９点（１８個体）が接合し、重量は１９９．３�、大きさは９．９×９．３×３．３�である。亜角礫を素材と

し、裏面を中心に粗い剥離が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 両面調整石器�類を製作する接合資料である。段階１は上からの剥離で、正面と左側面と
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の角を中心として剥離されている。その後は両面に左右からの調整が施され器体を整形している（段

階２～６）。この時、加工は裏面を中心として行われ、器体の長軸は右側縁に沿って斜めに設定され

ている。段階６は器体中央の稜を越える剥離で、厚みが大きく減じている。最終的に器体が折損し、

下半部の両面調整石器�－４００－２６は遺跡内に遺棄される。上半部の大きさは５．５×４．５×１．５�で、調

査区域内からは出土していない。

分布 Sb－１２、斜面部集中域「エ」に分布する。大部分は Sb－１２の西部に分布の中心があり、そこ

から傾斜の強い東側の細長い範囲に遺物が広がっている。約３０ｍ離れた斜面部集中域「エ」からは最

終的な両面調整石器�－４００－２６が出土している。

母岩別資料１００・接合資料２５３（図�－１６５・１６６、図版１０２－４）

母岩別資料は接合２５３の他、接合２５４・２５５・１５８５・１５８６、剥片１６点で構成され、総点数７４点、総重

量３８８．４�である（製作内容１ａ�類）。

素材 ４８点（３７個体）が接合し、重量は３０６．０�、大きさは１２．０×７．８×７．３�である。一部に平滑面

のある転礫を素材とし、裏面上部に大きく剥離が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 両面調整石器�類を製作する接合資料である。前半は長軸方向の剥離で、段階１～６・９

は上端での交互剥離、段階７・８は下端での交互剥離となっている。上端の打角は加工が進行しても

変化していない。段階１０からは両面への左右からの調整である（段階１０～１３）。段階１０は器体中央の

稜を越える剥離で、厚みが大きく減じている。段階１１は器体の横軸に対して斜行する剥離が含まれて

いる。段階１０の剥片が二次加工ある剥片５０９の素材となっている。最終的に１０×６×２�の両面調整

石器が製作されるが、調査区域内からは出土していない。

分布 Sb－１・２に分布する。大部分は Sb－１の北部の集中域からまとまって出土し、段階１１の剥

片１点がブロック中央部に離れて出土している。Sb－２の南西部の集中域からは段階４の剥片１個

体が出土している。

母岩別資料８０・接合資料２０６（図�－１６７、図版１０３－１）

母岩別資料は接合２０６の他、剥片９点で構成され、総点数６７点、総重量５２４．１�である（製作内容１

ａ�類）。

素材 ５８点（３２個体）が接合し、重量は５０７．７�、大きさは１５．１×１０．０×５．７�である。転礫を素材と

し、ほぼ原石の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 両面調整石器�類を製作する接合資料である。段階１は裏面上からの剥離である。その後

は両面に左右からの調整が施されて器体を整形している（段階２～６）。段階４は器体中央の稜を越

える剥離で、厚みが大きく減じている。最終的に１４×８×２�の両面調整石器が製作されるが、調査

区域内からは出土していない。

分布 Sb－２の中央の集中域からまとまって出土している。

母岩別資料１５０・接合資料３７３（図�－１６８、図版１０３－２）

母岩別資料は接合３７３のみである（製作内容１ａ�類）。

素材 １０点（８個体）が接合し、重量は１２１５．８�、大きさは１４．５×１５．９×８．８�である。転礫面のあ

る剥片素材で、下端がやや加工された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 両面調整石器�類を製作する接合資料である。両面へ左右から粗い加工が施されている（段

階１～４）。段階３は上面への剥離で器体の長さが減じている。各段階の剥離が単発的で一連の流れ

が感じられない。最終的に両面調整石器３６が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－５の集中域の北部からまとまって出土している。
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母岩別資料２８６・接合資料７６０（図�－１６９、図版１０４－１）

母岩別資料は接合７６０の他、剥片３点で構成され、総点数３１点、総重量６５４．５�である（製作内容１

ａ�類）。

素材 ２８点（２０個体）が接合し、重量は６４４．９�、大きさは１４．４×１１．９×８．５�である。転礫を素材と

し、ほぼ原石の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 両面調整石器�類を製作する接合資料である。両面へ左右からの急角度加工が主体的に施

されている（段階１～４）。図版作成後に接合した剥片があり、裏面へ上からの剥離を行うもので、

段階５とは交互剥離となる。最終的に１３×８．５×５�の両面調整石器が製作されているが、調査区域

内からは出土していない。

分布 Sb－５・１２・１３に分布する。大部分は Sb－１２・１３の境界付近にまとまるが、段階３の剥片１

点は Sb－１２の西側に離れて出土する。Sb－５の集中域からは段階４の剥片１点が出土している。

母岩別資料８４・接合資料２１２（図�－１７０・１７１、図版１０４－２）

母岩別資料は接合２１２の他、接合２１３・２１４、剥片２２点で構成され、総点数７４点、総重量１０８９．４�で

ある（製作内容１ｅ類）。

素材 ４４点（２８個体）が接合し、重量は９０７．８�、大きさは１４．９×１０．５×８．１�である。転礫を素材と

し、裏面を中心に剥離が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 両面調整石器�類を製作する接合資料である。段階１は正面から左側面への剥離、段階２

は正面への上からの剥離である。その後、両面に横からの加工が施され器体を調整している（段階３

～７）。いずれも右側面からの調整で、縁辺が鋭く整形されている。反対の左側面からは加工が施さ

れず、原礫面が残存する。最終的に裏面下からの剥離が器体の半分を取り込むウートラパッセとなり

（段階８）、両面調整石器３４が遺棄される。また、段階８の剥片は二次加工ある剥片５１２の素材となっ

ている。

分布 Sb－２集中域からまとまって出土している。

母岩別資料４７・接合資料１０５・１０６（図�－７１・７２、図版１０５）

母岩別資料は接合１０５・１０６の他、接合１０７～１１２、剥片１４点で構成され、総点数１００点、総重量６５１．８

�である（製作内容１ａ�・５ｂ�類）。

素材 接合１０５は３４点（３２個体）が接合し、重量は２０１．０�、大きさは５．０×８．０×１３．４�である。

接合１０６は２６点（１７個体）が接合し、重量は２７７．５�、大きさ１４．６×１２．５×３．７�である。転礫を素材

としている。母岩内の接合資料が多くまとまっていないため、搬入形態は不確定だが、ほぼ原石の状

態で搬入されたと思われる。

剥離工程 接合１０５は剥片を素材としており、接合１０６の初期段階に剥離されたものと思われる。

接合１０６は両面調整石器�類を製作した片面のみの接合資料である。正面は上からの大きな二枚の

剥離面に覆われている。左右からの剥離により器体を調整している（段階１～３）。段階２では器体

中央の稜を越える剥離が多く見られるが、全体的に粗い加工である。最終的に１４×１０×（２）�の両

面調整石器が製作されるが、調査区域内からは出土していない。

接合１０５は剥片素材で、素材腹面を打面に固定して小口面で剥離が行われている（段階１）。段階１

の剥離は正面を中心に左側面に及んでいる。最終的な石核は調査区域内から出土していない。

分布 接合１０６は Sb－２・６に分布する。大部分が Sb－２の北西部の集中域から出土しているが、

段階１の剥片１個体は西部の Sb－１との境界付近に分布している。Sb－６からは段階１の剥片１点

が出土し、Sb－２の遺物と折れ面接合している。

２ 遺構と遺物
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接合１０５は Sb－２の中央の集中域から出土している。接合１０６とはやや分布位置がずれている。

母岩別資料２５１・接合資料６４１（図�－１７３、図版１０５）

母岩別資料は接合６４１の他、縦長剥片１点、剥片３点で構成され、総点数４４点、総重量３８１．７�であ

る（製作内容１ｅ類）。

素材 ４０点（２５個体）が接合し、重量は３７７．６�、大きさは１５．５×１０．４×５．８�である。転礫を素材と

し、ほぼ原石の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 両面調整石器�類を製作する接合資料である。段階１～４は下半部を中心とする剥離で、

下からの加工も含まれている。段階５以降は全体的な加工となるが、右側面からの調整が主体で、縁

辺が鋭く整形されている。反対の左側縁には加工が施されず、原礫面が残存する。この内、段階７～

９では上半部を中心に加工が行われている。最終的に１４×１０×４�の両面調整石器が製作されるが、

調査区域内からは出土していない。

分布 Sb－５・１２に分布する。大部分は Sb－１２の集中域から細長い範囲で出土している。Sb－５か

らは段階７の剥片１点がブロック東部の Sb－１２と近接した位置に分布している。

母岩別資料９４・接合資料２４３（図�－１７４・１７５、図版１０６）

母岩別資料は接合２４３の他、接合２４４・２４５・５００８２、剥片１３点で構成され、総点数９５点、総重量１４００．２

�である（製作内容１ａ�類）。

素材 ７５点（３１個体）が接合し、重量は１３５４．３�、大きさは１８．４×１６．８×１１．７�である。亜角礫を素

材とし、正面に大きく剥離が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 両面調整石器�類を製作する接合資料である。段階１～４は全体を覆うような大型の加工

である。いずれも右側面からの調整で、縁辺を鋭く整形している。ここまでの加工は両面調整石器�
類のものと同様であるが、左側縁の原石形状が鋭角なため、断面形が楔形にならない。段階５は左側

縁での急角度の剥離である。最終的に１８×１２．５×４．５�の両面調整石器が製作されるが、調査区域内

からは出土していない。

分布 Sb－１・２・５に分布する。大部分は Sb－２の南西部を中心にまとまっている。Sb－１から

段階３の剥片１点が Sb－２と接する縁辺部から出土している。Sb－５からは段階２の剥片２点が中

央の集中域から出土している。この２点は同一個体で Sb－２と折れ面接合する。

母岩別資料１０７・接合資料２６７（図�－１７５・１７６、図版１０７－１）

母岩別資料は接合２６７の他、接合２６８・２６９・５００８９～５００９２、剥片４１点で構成され、総点数１０４点、総

重量１１４４．１�である（１ａ�類）。

素材 ５１点（３０個体）が接合し、重量は１０１８．１�、大きさは１８．４×１５．０×１０．５�である。一部に平滑

面のある転礫を素材とし、ほぼ原石の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 両面調整石器�類を製作する接合資料である。両面で左右からの剥離により器体を整形し

ている（段階１～１４）。段階１・２・４・６・８・１２・１４など器体の横軸に対して斜行する剥離が多

い。また、段階５・９は長軸方向の剥離となっている。段階１１・１２の打面の位置はほぼ同じ高さであ

る。正面の加工である段階４・６・１３には急角度の剥離が含まれている。特に段階４の剥離により器

体の長さが４�近く減じている。最終的に１３×９×５�の両面調整石器が製作されるが、調査区域内

からは出土していない。

分布 Sb－２の南東部の集中域を中心に分布している。集中域の７ｍ近く西側から段階５の剥片が

出土している。

� 旧白滝５遺跡の調査

117



母岩別資料８５・接合資料２１６～２１８（図�－１７７・１７８、図版１０７－２～図版１０８－２）

母岩別資料は接合２１６～２１８の他、接合２１９、縦長剥片１点、剥片２８点で構成され、総点数１０４点、総

重量１１１２．７�である（製作内容１ａ�・５ｂ�類）。

素材 接合２１６は４６点（２９個体）が接合し、重量は７１４．６�、大きさは１８．７×１４．７×５．２�である。接

合２１７は１１点（１０個体）が接合し、重量１１９．７�、大きさは３．１×８．０×６．０�である。接合２１８は１６点（１０

個体）が接合し、重量２２１．７�、大きさは１３．２×１２．０×４．５�である。転礫を素材とし、片面に大きく

剥離が施された状態で遺跡内に搬入された可能性が高い。

剥離工程 両面調整石器を製作する接合資料である。接合２１６・２１８が正裏面の位置関係となり、接合

２１７が接合２１６側の初期に剥離されたものと考えられる。

接合２１６は主に左右からの調整が施され器体を整形している（段階１～８）。途中の段階４は反対面

への剥離である。段階５は上部から右側縁を中心とした加工で、一部に長軸方向への剥離も含まれて

いる。

接合２１７は剥片を素材として、素材腹面を打面に固定して、主に側面の小口面で剥離が行われてい

る（段階１～３）。欠落しているが正裏面でも僅かに同方向の剥離が施されている。最終的に石核６９８

が遺跡内に遺棄される。

接合２１８は主に左右からの調整が施され器体を整形している。接合２１６との関係から１７×１１×（２．５）

�の両面調整石器が製作されていると推定されるが、調査区域内からは出土していない。

分布 接合２１６は Sb－２・５に分布する。大部分が Sb－２の南東部の集中域から出土する。Sb－５

からは段階５の剥片１点が出土し、Sb－２の遺物と折れ面接合している。

接合２１７は Sb－２の中央部の集中域から出土している。接合２１６の分布域からやや北西側に離れて

いる。

接合２１８は Sb－２の南東部の集中域から出土する。接合２１６とほぼ同様の分布である。

母岩別資料１７２・接合資料４５３（図�－１７８・１７９、図版１０８・１０９）

母岩別資料は接合４５３の他、剥片３点で構成され、総点数２９点、総重量１７０４．６�である（製作内容

１ａ�類）。

素材 ２６点（１３個体）が接合し、重量は１６９７．８�、大きさは１８．８×１４．７×７．６�である。角の摩滅が

やや進んだ亜角礫を素材とし、正面に大きく剥離が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 両面調整石器�類を製作する接合資料である。段階１・２は長軸方向の剥離が多く含まれ

ている。それぞれの打面の高さが異なるため、段階間に正面側の剥離が施されたと見られる（欠落）。

段階１は急角度の剥離である。段階３までは、正面が下部中心、裏面が上部中心の剥離となっている。

段階以降は横方向の剥離に変化し、段階３の横長剥片が二次加工ある剥片５０５の素材となっている。

最終的に両面調整石器４１が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－５・１２に分布する。大部分が Sb－５の集中域の北側から細長い範囲で出土する。斜面の

傾斜方向に沿った分布であり、その延長線上にある Sb－１２から段階４の剥片が出土している。

母岩別資料２８１・接合資料７５１（図�－８０～１８５、図版１０９～１１１）

母岩別資料は接合７５１の他、接合７５２、縦長剥片１点、剥片３９点で構成され、総点数１７９点、総重量２１６９．１

�である（製作内容１ａ�・１ａ�類）。

素材 １３７点（８２個体）が接合し、重量は２１１９．２�、大きさは２０．２×２３．０×１０．４�である。一部に平

滑面の残る転礫を素材とし、裏面に大きく剥離が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 両面調整石器�類を製作する接合資料である。素材の長軸を横軸に設定している。初期段

２ 遺構と遺物
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階の裏面の剥離（段階１・５）は大型で厚手で、それぞれ石核・両面調整石器の素材となっている（個

体Ａ～Ｃ）。段階２～４は正面への左右からの剥離である。段階２・４は器体中央の稜線を越える剥

離で厚みが減じている。段階４の剥片が二次加工ある剥片４８８の素材となっている。段階５以降も左

右から両面に加工が行われ器体が整形されている。段階９・１０には器体の横軸に対して斜行する剥離

が含まれている。段階８の剥片が二次加工ある剥片４７４の素材となっている。最終的に１７．５×１０．５×

４�の両面調整石器が製作されるが、調査区域内からは出土していない。

個体Ａは素材の打面側を横方向に大きく剥離し（Ａ－段階１）、９０度打面転移し素材の背面側を大

きく剥離する（欠落）。後者の剥離により石核の大部分が取り込まれ、最終的に石核６７６が遺跡内に遺

棄される。また。段階Ａ－１で得られた剥片は石核の素材となり、素材腹面と側面との角を作業面に

設定し、縦長の剥片を剥離している（Ａ－ａ－段階１）。Ａ－ａ－段階１の剥片が二次加工ある剥片４８１

の素材となっている。裏面でも横方向の剥離が行われ（Ａ－ａ－段階２）、最終的に石核６８８が遺跡内

に遺棄される。

個体Ｂは両面調整石器�類の片側のみの接合資料である。打面に段差のある左右からの剥離により

器体を整形している（Ｂ－段階１～４）。最終的に（１３）×１２×（２）�の両面調整石器が製作されるが、

調査区域内からは出土していない。

個体Ｃは両面調整石器�類を製作する接合資料である。大きくウートラパッセを起こした剥片を素

材とし、分厚い末端部分で両面調整石器を製作している。素材の打面側は初期段階に除去される（段

階Ｃ－１）。主に素材の背面側に加工が施され（Ｃ－段階１・４）、腹面側は長軸方向の単発的な剥離

が主体である（Ｃ－段階２・３・５）。段階Ｃ－１の剥片が二次加工ある剥片４７０の素材となっている。

最終的に両面調整石器３８が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－７・１２・１３に分布する。大部分が Sb－１２から出土している。ブロックの西部にまとまり

があり、そこから傾斜の強い東側に流れたように細長く遺物が広がっている。Sb－７・１３の出土遺

物はそれぞれ Sb－１２に近接するブロック縁辺部から出土している。Sb－７が段階８の剥片、Sb－１３

が段階Ｃ－４の剥片で、前者は Sb－１２の遺物と折れ面接合する。

母岩別資料５５・接合資料１２６（図�－１８５～１８７、図版１１１）

母岩別資料は接合１２６の他、接合１２７・５００５０～５００５２、縦長剥片１点、剥片２５点で構成され、総点数

１０２点、総重量６２８．６�である（剥離内容１ａ�・５ｄ類）。

素材 ６４点（３６個体）が接合し、重量は５６８．７�、大きさは１９．９×１４．２×５．５�である。転礫面に覆わ

れた剥片の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 両面調整石器�類を製作する接合資料である。剥片を素材とし、主に素材の背面側に加工

が施されている（段階１～１１）。段階１には器体横軸に対して斜行する剥離も含まれている。段階１

の剥片が個体Ａの素材となっている。段階２・５は急角度の加工である。段階７は長軸方向の剥離で

ある。段階８の剥片が個体 Bの素材となっている。段階１０の剥片が錐形石器４３３に加工されている。

最終的に（１８）×１１．５×（３）�の両面調整石器が製作されるが、調査区域内からは出土していない。

個体Ａでは素材の腹面側に加工が施されている（Ａ－段階１）。１点のみの接合であるため詳細は

不明である。

個体Ｂは素材の背面に微細な加工、腹面にバルブを除去するような貝殻状の剥離（段階Ｂ－１）が

行われ、最終的に二次加工ある剥片５１１が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－２・１１に分布する。大部分は Sb－２の北東部の集中域から出土している。個体Ａの剥片

は約１５ｍ離れた Sb－１１から出土している。個体Ｂの剥片は全体と同様の分布である。

� 旧白滝５遺跡の調査

119



母岩別資料９２・接合資料２４０（図�－１８７～１８９、図版１１２）

母岩別資料は接合２４０の他、接合２４１、錐形石器１点、剥片５９点で構成され、総点数１１５点、総重量１１９７．０

�である（剥離内容１ａ�・５ｄ類）。

素材 ４６点（２７個体）が接合し、重量は１００８．９�、大きさは２０．１×１２．８×８．２�である。転礫を素材

とし、ほぼ原石の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 両面調整石器�類を製作する接合資料である。両面への左右からの剥離により器体を整形

している（段階１～１１）。段階２は急角度の剥離である。段階４は長軸方向への剥離で、器体中央の

厚みが大きく減じている。段階７の剥片が個体Ａの素材となっている。段階９には器体長軸に斜行す

る急角度の剥離（折れの可能性もあり）が含まれ、器体の形状を大きく崩している。最終的に製作さ

れた尖頭器は同一母岩の接合２４１に含まれる図�－３０－４である可能性が高い。

個体Ａは素材の腹面側に加工が施されている（Ａ－段階１）。１点のみの接合であるため詳細は不

明である。

分布 Sb－２・３に分布する。大部分が Sb－２の南西部の集中域から疎らに出土している。Sb－３

からは剥離順の最後の剥離にあたる段階１４の剥片１点が出土している。

母岩別資料２５６・接合資料６４７（図�－１８９～１９１、図版１１２・１１３－１）

母岩別資料は接合６４７の他、接合６４８、剥片５６点で構成され、総点数１８５点、総重量１２５０．４�である

（製作内容１ａ�類）。

素材 １２６点（７４個体）が接合し、重量は１１２９．１�、大きさは２０．４×１８．７×８．５�である。角礫を素材

とし、ほぼ原石の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 両面調整石器�類を製作する接合資料である。両面へ左右から調整が行われ、器体を整形

している。段階１・５は急角度の剥離で、特に段階１によって得られた形状は、段階２・７・９の良

好な打面となっている。段階２・７・９は正面全体を覆うような剥離で、器体の厚みを大きく減じて

いる。段階２の中には厚さ１．５�程の空隙部が存在し、両面調整石器の素材となっている可能性があ

る。裏面の素材面が平坦であるため、後半段階になると裏面での作業が僅かとなる。段階１５・１７、段

階１８・２０の打面の高さはほぼ同一である。最終的に１７．５×１０．５×１�の両面調整石器が製作される

が、調査区域内からは出土していない。

分布 Sb－５・９・１２・１３に分布する。大部分は Sb－１２の西部の集中域にまとまりがあり、そこか

ら傾斜の強い東側に流れたように細長く遺物が広がっている。Sb－５からは３点の遺物が出土し、

段階１の剥片が中央の集中域と東部の集中域、段階７の剥片が東部の集中域に分布している。Sb－

９からは段階６の剥片が出土している。Sb－１１からは２点の遺物が出土し、段階１６の剥片が中央の

集中域、段階１４の剥片が Sb－１２と近接するブロックの縁辺部に分布している。

母岩別資料１６８・接合資料４４５・４４６（図�－１９１・１９２、図版１１３－２）

母岩別資料は接合４４５・４４６の他、接合４４７、両面調整石器１点、剥片７７点で構成され、総点数１６８点、

総重量６１５．４�である（製作内容１ａ�類）。

素材 接合４４５は５２点（２３個体）が接合し、重量は３００．６�、大きさは２０．８×１４．０×２．７�である。接

合４４６は３６点（１４個体）が接合し、重量は２１１．５�、大きさは２０．３×１２．４×２．０�である。原石の形状

は不明で、両面調整石器の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 両面調整石器�類を製作する接合資料である。接合４４５・４４６は正裏面の位置関係となる。

接合４４５は左右からバランスの良い調整により器体を整形している（段階１～３）。

接合４４６は左右からの調整により器体を整形している（段階１・２）。左側縁からの加工が主体的で
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ある。

最終的に（２０）×１３×（２）�の両面調整石器が製作されるが、調査区域内からは出土していない。

分布 接合４４５・４４６とも Sb－５に分布する。両者とも中央の集中域の南西側に偏って出土している。

母岩別資料１６９・接合資料４４８（図�－１９３、図版１１４－１）

母岩別資料は接合４４８の他、接合４４９、縦長剥片１点、剥片１点で構成され、総点数５９点、総重量２３８０．５

�である（製作内容１ｆ類）。

素材 ５３点（１６個体）が接合し、重量は２１４６．９�、大きさは２１．４×１７．６×１２．１�である。亜角礫を素

材とし、正面に大きく剥離が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 両面調整石器を製作する片側のみの接合資料である。主に左右からの剥離によって器体を

整形しているが（段階１～５）、右側縁からの加工が強く、正面全体を覆うように施されている（段

階１・５）。また、段階２は下端部への急角度加工で、これにより器体の長さが５�程減じている。

最終的に（１６）×１６×（６）�の両面調整石器が製作されるが、調査区域内からは出土していない。

分布 Sb－５の集中域の南東側に偏って分布している。

母岩別資料２３０・接合資料５５４・５５５（図�－１９４・１９５、図版１１４－２、図版１１５－１）

母岩別資料は接合５５４・５５５の他、接合５５６～５５８・５０１８２～５０１９１、剥片９５点で構成され、総点数２４８

点、総重量１４２９．７�である（製作内容１ａ�類）。

素材 接合５５４は８３点（３９個体）が接合し、重量は７４７．２�、大きさは２９．４×２０．０×４．７�である。接

合５５５は３５点（１６個体）が接合し、重量は２６９．０�、大きさは１８．０×１３．７×３．５�である。平滑な面が

一部に残存しているが、全体の原石形状は不明である。両面に粗く調整が施された状態で遺跡内に搬

入されている。

剥離工程 両面調整石器�類を製作する接合資料である。接合５５４・５５５は正裏面の位置関係となる。

接合５５４は主に左右からの調整により器体を整形している（段階１～９）。段階１は長軸方向の剥離

で、段階３にも同様の剥離が含まれている。段階３には器体中央の稜を越える剥離が多く、厚みが減

じている。全体的に器体の横軸方向剥離が少なく、求心状の剥離が施されている。

接合５５５は主に左右からの調整により器体を整形している（段階１～７）。全体的に器体の横軸と平

行する右側縁からの加工が多く施されている。段階２は長軸方向の剥離である。

最終的に２７×１６．５×（１．５）�程度の両面調整石器が製作されるが、調査区域内からは出土していな

い。

分布 接合５５４・５５５ともに Sb－１０、斜面部集中域「イ」に分布する。両者とも同様の分布で、大部

分は Sb－１０の集中域の東側に偏って出土する。斜面部集中域「イ」は Sb－１０と近接し、前述の分布

域からの傾斜方向にあり、両者は１つのまとまりと思われる。

母岩別資料１１９・接合資料２９１・２９２（図�－１９６、図版１１５－２）

母岩別資料は接合２９１・２９２の他、削片２点、細石刃５点で構成され、総点数１５点、総重量５．１�で

ある（製作内容２ｃ類）。

素材 接合２９１は４点（４個体）が接合し、重量は０．７�、大きさは３．０×０．９×０．６�である。接合２９２

は４点（２個体）が接合し、重量は０．４�、大きさは２．９×０．６×０．２�である。原石の形状は不明であ

る。細石刃核母型の状態で遺跡内に搬入されたと思われる。

剥離工程 細石刃を剥離する接合資料である。接合２９１・２９２は素材腹面の位置が異なるため、別個体

の細石刃核から得られたと考えられる。

接合２９１は連続的な４個体の細石刃剥離である（段階１）。細石刃核は剥片素材で、素材の打面部を
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細石刃核の正面上方に、素材腹面を細石刃核の右側面に設定している。母型の側面調整は素材腹面か

ら片側のみに施されている。

接合２９２は連続的な２個体の細石刃剥離である（段階１）。細石刃核は剥片素材の可能性が高く、素

材の打面部を細石刃核の正面、素材腹面を細石刃核の左側面に設定している。

分布 接合２９１・２９２ともに Sb－２の北部の集中域から散漫に出土している。

母岩別資料１２２・接合資料２９４・２９５（図�－１９６、図版１１５－３）

母岩別資料は接合２９４・２９５の他、細石刃４点で構成され、総点数８点、総重量１．１�である（製作

内容２ｅ類）。

素材 接合２９４は２点（２個体）が接合し、重量は０．４�、大きさは２．５×０．６×０．３�である。接合２９５

は２点（２個体）が接合し、重量は０．２�、大きさは２．０×０．８×０．３�である。原石の形状は不明であ

る。細石刃核ないし細石刃核の未製品の状態で遺跡内に搬入されたと思われる。

剥離工程 細石刃を剥離する接合資料である。接合２９４・２９５の関係については不明である。

接合２９４は２個体の細石刃剥離である（段階１）。右側面に細石刃核母型を作製した際の加工面が残

存している。

接合２９５は連続的な２個体の細石刃剥離である（段階１）。左側面に細石刃核母型を作製した際の加

工面が残存している。

分布 接合２９４は Sb－２の北部の集中域から散漫に出土している。接合２９５は全て�層一括遺物で、

Sb－２の中央から北西側の範囲にあたるＤ・Ｅ１５区から出土している。

母岩別資料１８２・接合資料４７１（図�－１９６、図版１１６－１）

母岩別資料は接合４７１の他、細石刃３点で構成され、総点数５点、総重量０．５�である（製作内容２

ｃ類）。

素材 ２点（２個体）が接合し、重量は０．２�、大きさは２．５×０．６×０．２�である。原石の形状は不明

である。細石刃核ないし細石刃核の未製品の状態で遺跡内に搬入されたと思われる。

剥離工程 細石刃を剥離する接合資料である。連続的に２個体の細石刃を剥離している（段階１）。細

石刃核は剥片素材で、素材の打面部を細石刃核の裏面、素材腹面を細石刃核の右側面に設定している。

分布 Sb－５の中央の集中域から散漫に出土している。

母岩別資料１８７・接合資料４７３（図�－１９６、図版１１６－２）

母岩別資料は接合４７３の他、細石刃３点で構成され、総点数５点、総重量０．６�である（製作内容２

ｃ類）。

素材 ２点（２個体）が接合し、重量は０．３�、大きさは２．３×０．５×０．２�である。原石の形状は不明

である。細石刃核ないし細石刃核の未製品の状態で遺跡内に搬入されたと思われる。

剥離工程 細石刃を剥離する接合資料である。連続的に２個体の細石刃を剥離している（段階１）。

同一母岩非接合の細石刃には右側縁に細石刃核の素材腹面が残存している。

分布 Sb－５の中央の集中域から近接して出土している。

母岩別資料１９８・接合資料４８２（図�－１９７、図版１１６－３）

母岩別資料は接合４８２の他、細石刃６点で構成され、総点数８点、総重量０．９�である（製作内容２

ｅ類）。

素材 ２点（２個体）が接合し、重量は０．３�、大きさは２．４×０．８×０．３�である。原石の形状は不明

である。細石刃核ないし細石刃核の未製品の状態で遺跡内に搬入されたと思われる。

剥離工程 細石刃を剥離する接合資料である。連続的に２個体の細石刃を剥離している（段階１）。
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左側面に細石刃核母型を作製した際の加工面が残存している。

分布 全て表土一括遺物で、Sb－５の中央から東側の範囲にあたるＥ１７区から出土している。

母岩別資料１９４・接合資料４７９（図�－１９７、図版１１６－４）

母岩別資料は接合４７９の他、接合４８０、細石刃６点で構成され、総点数１０点、総重量１．１�である（製

作内容２ｅ類）。

素材 ２点（２個体）が接合し、重量は０．２�、大きさは２．５×０．７×０．２�である。原石の形状は不明

である。細石刃核ないし細石刃核の未製品の状態で遺跡内に搬入されたと思われる。

剥離工程 細石刃を剥離する接合資料である。連続的に２個体の細石刃を剥離している（段階１）。

右側面に細石刃核母型を作製した際の加工面が残存している。

分布 Sb－５の中央の集中域の北部から近接して出土している。

母岩別資料１８８・接合資料４７４（図�－１９７、図版１１６－５）

母岩別資料は接合４７４のみである（製作内容２ｃ類）。

素材 ５点（４個体）が接合し、重量は７．８�、大きさは２．０×５．４×１．１�である。原石の形状は不明

である。細石刃核母型の状態で遺跡内に搬入されたと思われる。

剥離工程 細石刃に関連する接合資料である。母型作製：剥片を素材とし、素材の打面を細石刃核の

裏面下方、素材の腹面を細石刃核の右側面に設定する。両面加工により母型の上縁が直線的に加工さ

れる。素材腹面側の加工は短い。

削片剥離：一次削片である段階１が行われた後、正面で上からの微細な加工が施され、再び削片が

剥離される（段階２）。最終的な細石刃核は調査区域内から出土していない。

分布 Sb－５の中央の集中域から出土している。また、Sb－５・１２の近接する範囲から�層一括遺

物の削片２２７が出土している。

母岩別資料１８・接合資料７５３（図�－１９７、図版１１６－６）

母岩別資料は接合７５３のみである（製作内容２ｃ類）。

素材 ６点（３個体）が接合し、重量は３２．６�、大きさは１．８×８．０×１．４�である。原石の形状は不

明である。細石刃核母型の状態で遺跡内に搬入されたと思われる。

剥離工程 細石刃に関連する接合資料である。母型作製：剥片を素材とし、素材の打面部を細石刃核

の裏面、素材の腹面を細石刃核の右側面に設定する。両面加工により母型の上縁が直線的に加工され

る。素材腹面側の加工は短い。

削片剥離：一次削片から連続して削片剥離が行われている（段階１）。途中、甲板面からの微細な

調整が両側面に施されている。最終的な細石刃核は調査区域内から出土していない。

分布 Sb－５の中央の集中域の東部からまとまって出土している。

母岩別資料１９３・接合資料４７８（図�－１９８、図版１１６－７）

母岩別資料は接合４７８の他、削片１点、細石刃２点、細石刃核１点で構成され、総点数８点、総重

量５４．８�である（製作内容２ｃ類）。

素材 ４点（４個体）が接合し、重量は３７．７�、大きさは４．４×８．２×１．６�である。角の摩滅がやや

進んだ亜角礫を素材とし、細石刃核母型の状態で遺跡内に搬入されたと思われる。

剥離工程 細石刃に関連する接合資料である。母型作製：石核素材の可能性があり、上面に原礫面を

残して両面加工が施された両面調整石器�類が細石刃核の母型となっている。主に横方向の大型剥離

の後、正面への短い両面加工と上面の裏面側の断面が山形となるような両面加工が施されている。

削片剥離：段階１が行われた後、正面から右側面に大きく側面調整が施され、再び削片が剥離され
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る（段階２）。また、段階１の途中で甲板面から右側面への微細な調整も施されている。最終的な細

石刃核は調査区域内から出土していない。

分布 Sb－５の中央の集中域から出土している。

母岩別資料１１８・接合資料２９０（図�－１９８、図版１１６－８）

母岩別資料は接合２９０のみである（製作内容２ｅ類）。

素材 ２点（２個体）が接合し、重量は２．１�、大きさは０．８×３．５×１．１�である。原石の形状は不明

である。細石刃核母型の状態で遺跡内に搬入されたと思われる。

剥離工程 細石刃に関連する接合資料である。母型作製：細石刃核の素材は不明である。素材の平坦

面を上面に設定し、左側面に側面調整が施される。楔形の細石刃核母型であったと思われる。

削片剥離：２回の連続的な削片剥離が行われる（段階１）。一次削片が左側面に傾いて作出されて

いる。最終的な細石刃核は調査区域内から出土していない。

分布 Sb－２の中央の集中域から出土している。

母岩別資料９７・接合資料２５０（図�－１９８、図版１１６－９）

母岩別資料は接合２５０の他、接合２４９・５００８３、削片１点、細石刃７点、剥片１点で構成され、総点

数１７点、総重量１３７．７�である（製作内容２ｃ類）。

素材 ２点（２個体）が接合し、重量は４．３�、大きさは１．５×５．９×０．９�である。亜角礫を素材とし、

細石刃核母型ないし細石刃核の未製品の状態で遺跡内に搬入されたと思われる。

剥離工程 細石刃に関連する接合資料である。母型作製：剥片を素材とし、素材の打面部を細石刃核

の正面、素材の腹面を細石刃核の右側面に設定する。主に片面加工により、上面の断面を山形に整形

している。

削片剥離：薄手の一次削片の剥離の後（欠落）、段階１・２の削片が剥離される。途中、甲板面か

ら右側面への微細な加工が施されている。

分布 Sb－２の南東部の集中域から出土している。

母岩別資料１８１・接合資料４６９（図�－１９８、図版１１６－１０）

母岩別資料は接合４６９の他、接合４６８・４７０・５０１６２・５０１６３で構成され、総点数５９点、総重量４５７．３�
である（製作内容２ｂ・１ａ�類）。

素材 ５点（３個体）が接合し、重量は７．４�、大きさは２．０×７．３×１．１�である。原石の形状は亜角

礫である。搬入形態に関する詳細は不明だが、遺跡内で両面加工を行い、細石刃核の素材を剥離して

いる。

剥離工程 細石刃に関連する接合資料である。母型作製：両面調整石器を製作した際の剥片を素材と

し、素材の打面部を細石刃核の正面、素材の腹面を細石刃核の右側面に設定する。器面調整の詳細は

不明である。

削片剥離：先行する削片剥離の後、右側面から甲板面への調整、甲板面から左側面への調整、甲板

面の裏面側の断面を山形にする両面調整が施される。その後、２回の削片剥離が行われる（段階１・

２）。途中、甲板面から右側面に微細な加工が施されている。最終的な細石刃核は調査区域内から出

土していない。

分布 Sb－５の中央の集中域の東部から散漫に出土している。

母岩別資料１１７・接合資料２８９（図�－１９９、図版１１６－１１）

母岩別資料は接合２８９の他、細石刃１点で構成され、総点数４点、総重量７．５�である（製作内容２

ｃ類）。
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素材 ３点（３個体）が接合し、重量は７．４�、大きさは２．０×６．３×０．９�である。原石の形状は不明

である。細石刃核母型ないし細石刃核の未製品の状態で遺跡内に搬入されたと思われる。

剥離工程 細石刃に関連する接合資料である。母型作製：剥片を素材とし、素材の打面部を細石刃核

の正面、素材の腹面を細石刃核の右側面に設定する。器面調整の詳細は不明である。

削片剥離：先行する削片剥離の後、甲板面の裏面側の断面を山形にする片面調整が施される。その

後３回の削片剥離が行われる（段階１・２）。段階１の途中には甲板面から右側面への僅かな調整が

施されている。段階２は打面再生で、先行して右側面から甲板面への調整と細石刃剥離が行われてい

る。また、削片剥離の進行に伴い打面が傾斜していく。最終的な細石刃核は調査区域内から出土して

いない。

分布 Sb－１・２に分布する。先に剥離された削片２９２が Sb－１の北部の集中域から、次の削片２９５

が Sb－２の南東部の集中域から出土している。

母岩別資料１８９・接合資料４７５（図�－１９９、図版１１７－１）

母岩別資料は接合４７５の他、細石刃核１点で構成され、総点数１５点、総重量３９．８�である（製作内

容２ｃ類）。

素材 １４点（１０個体）が接合し、重量は３０．０�、大きさは５．３×８．４×１．３�である。原石の形状は不

明である。細石刃核母型の状態で遺跡内に搬入されたと思われる。

剥離工程 細石刃に関連する接合資料である。母型作製：剥片を素材とし、素材の打面部を細石刃核

の正面上方に、素材腹面を細石刃核の右側面に設定する。部分的な両面調整により上縁の断面が山形、

側面観がほぼ直線状に整形されている。段階１は左側面への加工である。上縁と正面は鋭角となって

いる。

削片剥離：段階２の末端はヒンジとなり、右側面から甲板面への調整が行われ、段階３の剥離とな

る。段階４・５は打面再生で、途中、細石刃剥離が行われている。段階５の最終剥離は左側面に大き

く傾いている。最終的に細石刃核未製品の１９６が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－５の中央の集中域を中心として、そこから斜面方向である東側に広がって出土している。

母岩別資料１２１・接合資料２９３（図�－１９９・２００、図版１１７－２）

母岩別資料は接合２９３の他、削片１点で構成され、総点数４点、総重量２１．８�である（製作内容２

ｃ類）。

素材 ３点（３個体）が接合し、重量は１９．４�、大きさは４．２×４．２×１．４�である。亜角礫を素材と

し、細石刃核母型の状態で遺跡内に搬入されたと思われる。

剥離工程 細石刃に関連する接合資料である。母型作製：剥片を素材とし、素材の打面部を細石刃核

の裏面、素材の腹面を細石刃核の左側面に設定する。上縁と正面の一部に両面加工が施され、その他

は素材腹面からの片面加工により整形している。

削片剥離：連続的な２回の削片剥離が行われる（段階１）。２回目の削片剥離は左側面に傾いてい

る。その後、甲板面から右側面に調整が施され、最終的に細石刃核未製品の１９１が遺跡内に遺棄され

る。

なお、同一母岩非接合石器の削片２５０は素材腹面の位置と向きが異なるため、別個体の細石刃核か

ら剥離されたと思われる。

分布 Sb－２・１１に分布する。削片２４６が Sb－２の北東部の集中域から、細石刃核１９１が Sb－１１の

遺物が疎らな地点から出土している。
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母岩別資料２３６・接合資料５８３（図�－２００、図版１１７－３）

母岩別資料は接合５８３の他、接合５７９～５８２・５０１９６、縦長剥片１点、剥片２１点で構成され、総点数７１

点、総重量５４２．５�である（製作内容２ｃ・４ｃ�類）。

素材 ３点（３個体）が接合し、重量は３０．５�、大きさは３．６×７．１×１．５�である。岩屑面が一部に

残存しているが、全体の原石形状は不明である。搬入形態に関する詳細は不明だが、遺跡内で細石刃

核の素材を剥離している。その石核は、打面調整の施された扁平な石刃核と見られる。

剥離工程 細石刃に関連する接合資料である。剥片を素材とし、素材の打面部を細石刃核の正面下方、

素材腹面を細石刃核の右側面に設定する。正面を折り取り（段階１）、折れ面を薄くする下からの調

整が左側面に施されている（段階２）。削片剥離の後、甲板面の中央から右側面に調整が施され、最

終的に細石刃核未製品の１９３が遺跡内に遺棄される。

分布 全て一括遺物である。�層一括遺物は段階２の調整剥片で、Sb－５の集中域の東側の範囲に

あたるＥ１７区から出土している。

母岩別資料１９１・接合資料４７６・４７７（図�－２００・２０１、図版１１７－４）

母岩別資料は接合４７６・４７７の他、細石刃３点で構成され、総点数１１点、総重量１６．３�である（製作

内容２ｃ類）。

素材 接合４７６は４点（４個体）が接合し、重量は１５．５�、大きさは３．５×６．７×１．２�である。接合４７７

は４点（４個体）が接合し、重量は０．４�、大きさは２．６×０．９×０．３�である。原石の形状は不明であ

る。細石刃核母型の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 細石刃に関連する接合資料である。接合４７６・４７７は同一個体の関係と見られ、接合４７７は

接合４７６の細石刃剥離の初期段階に相当する考えられる。以下、接合４７６を中心に記載する。母型作製：

剥片を素材とし、素材の打面部を細石刃核の正面上方、素材の腹面を細石刃核の右側面に設定する。

短い両面加工により上縁の側面観を直線状、断面を山形に整形している。下縁は右側面への片面加工

が施されている。

削片剥離：連続的な２回の削片剥離が行われる（段階１）。

細石刃剥離：打面再生を行わずに作業面を２�以上消費する細石刃剥離が行われる（段階２、接合

４７７－段階１）。最終的に細石刃核１７９が遺跡内に遺棄される。

分布 接合４７６は Sb－５・１１、接合４７７は Sb－５に分布する。両接合資料の細石刃と細石刃核は同様

の位置に分布し、Sb－５の中央の集中域の北東部から散漫に出土している。接合４７６の削片２３６・２４６

が約２０ｍ離れた Sb－１１の遺物の疎らな地点に分布する。

母岩別資料１４８・接合資料３５１（図�－２０１、図版１１７－５）

母岩別資料は接合３５１の他、接合３５２～３５７・５０１１７・５０１１８、剥片２０点で構成され、総点数８７点、総

重量４６５．３�である（製作内容２ｃ・１ａ�類）。原産地分析の結果（Ｘ４１９）、赤石山産と判定された

（�章２）。

素材 １０点（８個体）が接合し、重量は３４．７�、大きさは４．５×７．０×２．２�である。原石の形状は亜

角礫である。搬入形態に関する詳細は不明だが、遺跡内で両面加工を行い、細石刃核の素材を剥離し

ている。

剥離工程 細石刃に関連する接合資料である。母型作製：剥片を素材とし、素材の打面部を細石刃核

の正面上方、素材の腹面を細石刃核の右側面に設定する。上縁は部分的な両面加工により側面観が直

線的、断面が山形に加工されるが（段階１）、正面側には原礫面が残存している。下縁は素材腹面か

らの片面加工、裏面側は両面加工により整形されている。
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削片剥離：３回の削片剥離が行われる（段階２～４）。途中それぞれ甲板面から右側面への調整が

施されている。その後、左側面を覆うように下縁からの側面調整が見られる（段階５）。

細石刃剥離：段階５の後、１回の細石刃剥離が行われ、右側面から細石刃作業面を再加工している。

最終的に細石刃核１８４が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－２・５に分布する。大部分が Sb－２の北部の集中域から散漫に出土している。細石刃核

１８４のみ Sb－５西部の遺物の疎らな地点に分布している。

母岩別資料１８３・接合資料４７２（図�－２０１、図版１１７－６）

母岩別資料は接合４７２の他、細石刃１点で構成され、総点数６点、総重量１６．９�である（製作内容

２ａ類）。

素材 ５点（３個体）が接合し、重量は１６．８�、大きさは４．４×８．５×０．９�である。原石の形状は不

明である。細石刃核母型の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 細石刃に関連する接合資料である。母型作製：縦長剥片を素材とし、素材の打面部を細石

刃核の裏面、素材の腹面を細石刃核の右側面に設定する。器面調整は僅かで、上縁が素材腹面側に、

下縁が素材背面側に加工されている。これらの加工により上縁の側面観がやや湾曲し、断面が鋭い山

形に整形されている。

削片剥離：２回の削片剥離が行われる（段階１・２）。途中、甲板面から左側面への細かな調整が

施されている。

細石刃剥離：段階２の後、打面再生を行わずに作業面を４．５�程消費する連続的な細石刃剥離が行

われる。最終的に細石刃核１７８が遺跡内に遺棄される。

分布 大部分が Sb－５の中央の集中域の中心からまとまって出土し、やや南東側に離れた位置に段

階２の削片２２６が分布している。

母岩別資料１１６・接合資料２８８（図�－２０２、図版１１７－７）

母岩別資料は接合２８８の他、削片１点で構成され、総点数４点、総重量２１．７�である（製作内容２

ａ類）。

素材 ３点（３個体）が接合し、重量は２０．７�、大きさは３．３×８．５×１．１�である。原石の形状は不

明である。細石刃核母型ないし細石刃核の未製品の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 細石刃に関連する接合資料である。母型作製：石刃を素材とし、素材の打面部を細石刃核

の正面、素材の腹面を細石刃核の右側面に設定する。器面調整は下縁に部分的な両面加工が施される

以外は不明である。下縁の加工は素材腹面側が平坦加工、素材背面側が短い急角度加工となっている。

削片剥離：二次削片２個体が接合する（段階１・２）。段階１の剥離前に�右側面から甲板面への

調整、�甲板面から左側面への調整、�右側面からの急角度の調整が施される。�は甲板面の裏面側

に稜を再生する剥離と見られ、次の削片の末端を抜けやすくする効果が考えられる。段階２は打面再

生で、段階１との間には細石刃剥離が行われている。段階２の後の細石刃剥離は見られず、最終的に

細石刃核１８０が遺跡内に遺棄される。

細石刃剥離：段階１の後、作業面を１．８�程消費する連続的な細石刃剥離が行われる。

分布 Sb－１・２に分布する。段階１の削片２７０と細石刃核１８０が Sb－２から、段階２の削片２８１が

Sb－１から出土している。ブロックは異なるが削片２個体の方が近い位置に分布している。

母岩別資料１４６・接合資料３４９（図�－２０２、図版１１７－８）

母岩別資料は接合３４９の他、接合３４８、二次加工ある剥片１点、剥片１２点で構成され、総点数３５点、

総重量８６．８�である（製作内容２ｃ類）。

� 旧白滝５遺跡の調査
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素材 １３点（９個体）が接合し、重量は２４．３�、大きさは４．２×６．７×１．３�である。亜角礫素材とし、

剥片の状態で遺跡内に搬入されたと思われる。

剥離工程 細石刃に関連する接合資料である。母型作製：剥片を素材とし、素材の打面部を細石刃核

の裏面、素材の腹面を細石刃核の左側面に設定する。器面調整は全体をほぼ覆う両面加工で、断面が

凸レンズ状となっている。右側面の一部に原礫面、左側面の裏面側に素材腹面が残存している。また、

右側面には内在する割れにより突出部が二か所残存している。

削片剥離：連続的な削片剥離が行われる（段階１～３）。段階１の削片３２１の剥離に先立ち、甲板面

から左側面への調整が施されている。段階２は裏面からの削片剥離である。いずれの削片剥離でも安

定した水平の打面が得られず、甲板面は左右いずれかの側面に傾いている。したがって削片には片側

のみに素材面が残存している。最終的に右側面に傾く削片剥離が行われ、細石刃核未製品の２０８が遺

跡内に遺棄される。

分布 Sb－５中央の集中域の北東部から散漫に出土している。

母岩別資料９６・接合資料２４８（図�－２０２・２０３、図版１１８－１）

母岩別資料は接合２４８のみである（製作内容２ｃ類）。

素材 １３点（１０個体）が接合し、重量は１２１．２�、大きさは６．６×９．８×２．９�である。転礫面が一部に

残存しているが、全体の原石の形状は不明である。剥片の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 細石刃に関連する接合資料である。母型作製：剥片を素材とし、素材の打面部を細石刃核

の正面下方、素材腹面を右側面に設定する。器面調整は両面加工により断面凸レンズ状に加工された

と見られるが、上縁は原礫面が残存するため素材の末端部の稜をそのまま利用している可能性もある。

削片剥離：段階２・４・５が削片剥離である。途中の段階３は甲板面から左側面への調整で、側面

全体を覆う大きな加工である。段階４・５間でも甲板面からの左側面へ調整が行われている。最終的

に細石刃核未製品の２１３が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－２・５に分布する。大部分が Sb－２の南東側の集中域を中心として散漫に出土してい

る。Sb－５からは段階１の最後の剥片が出土している。

母岩別資料１２３・接合資料２９６（図�－２０３、図版１１８－２）

母岩別資料は接合２９６の他、削片２点、細石刃１点で構成され、総点数５点、総重量１５．５�である

（製作内容２ｅ類）。

素材 ２点（２個体）が接合し、重量は１３．４�、大きさは２．８×５．７×１．３�である。原石の形状は不

明である。細石刃核母型ないし細石刃核の未製品の状態で遺跡内に搬入されたと思われる。

剥離工程 細石刃に関連する接合資料である。母型作製：両面加工により器面調整が施される。一次

削片が接合していないため、母型全体の形状は不明である。

削片剥離：段階１は二次削片の剥離である。細石刃核の裏面まで抜けている。最終的に細石刃核未

製品の２０９が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－２・５に分布する。削片３３５が Sb－２、細石刃核２０９が Sb－５の中央の集中域の南西部

から出土している。

母岩別資料１１５・接合資料２８５～２８７（図�－２０３、図版１１８－３）

母岩別資料は接合２８５～２８７の他、細石刃１１点で構成され、総点数２５点、総重量３５．６�である（製作

内容２ｅ類）。

素材 接合２８５は７点（７個体）が接合し、重量は３３．０�、大きさは３．３×７．０×１．６�である。接合２８６

は５点（４個体）が接合し、重量は０．９�、大きさは３．４×０．９×０．５�である。接合２８７は２点（２個

２ 遺構と遺物
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体）が接合し、重量は０．２�、大きさは１．９×０．９×０．３�である。原石の形状は不明である。細石刃核

ないし細石刃核の未製品の状態で遺跡内に搬入されたと思われる。

剥離工程 細石刃に関連する接合資料である。接合２８５～２８７は同一個体の関係と見られ、接合２８６・２８７

は接合２８５の細石刃剥離の初期段階に相当する考えられる。以下、接合２８５を中心に記載する。

母型作製：両面加工により器面調整が施される。一次削片が接合していないため、母型全体の形状

は不明である。

削片剥離：削片の末端はヒンジとなっており、剥離後、右側面からヒンジを除去する甲板面への加

工が施されている。

細石刃剥離：接合２８６の段階１や接合２８７の段階１の剥離後に接合２８５の段階１が剥離される。接合

２８６・２８７とも片側に細石刃核の側面を取り込んでいる。最終的に細石刃核１８６が遺跡内に遺棄される。

分布 接合２８５～２８７はいずれも Sb－２の集中域の北部から散漫に出土している。

母岩別資料１３３・接合資料３２０（図�－２０４・２０５、図版１１８－４、図版１１９－１）

母岩別資料は接合３２０のみである（製作内容２ｂ・１ａ�類）。原産地分析の結果（Ｘ４１５）、あじさい

滝・幌加沢産と判定された（�章２）。

素材 ２３点（２０個体）が接合し、重量は５２２．８�、大きさは１７．１×１４．７×４．４�である。原石の形状は

不明である。両面調整石器の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 両面調整石器の加工と細石刃に関連する接合資料である。搬入された両面調整石器の正面

に左側縁からの加工が施される（段階１）。段階１は細石刃核の素材となっている（個体Ａ）。本体部

分は半分に折損し、それぞれが石器の素材となっている（個体Ｂ・Ｃ）。

個体Ａ母型作製：剥片を素材とし、素材の打面部を細石刃核の裏面、素材腹面を右側面に設定する。

器面調整は、上下の縁辺に素材腹面からの平坦剥離、正面の細石刃作業面に短い両面加工が施されて

いる。

削片剥離：一次・二次削片とも末端が「し」の字状になっており（Ａ－段階１）、細石刃核の裏面

まで削片剥離が抜けている。

細石刃剥離：甲板面から右側面への側面調整を入念に行った後、甲板面から正面への連続的な剥離

が行われるが（Ａ－段階２・３）、いずれも幅広・厚手で細石刃核の側面を取り込む石刃・縦長剥片

となっている。Ａ－段階２・３間には下縁からの石核調整が施されている。最終的に細石刃核１８３が

遺跡内に遺棄される。

個体Ｂは折れ面を甲板面に設定して片側のみに側面調整を行っている（Ｂ－段階１）。折損し、最

終的に舟底形石器３７９が遺棄される。

個体Ｃは縁辺部から折れ面への加工（Ｃ－段階１）折れ面から小口面への厚手の剥離（Ｃ－段階２）、

折れ面から平坦面への加工（Ｃ－段階３）、甲板面への縦長剥片の剥離が行われ、最終的に両面調整

石器�－３９９－２０が遺棄される。

分布 Sb－４～６・１２・１３に分布する。大部分は Sb－５の集中域の北部から散漫に出土している。

Sb－４からは個体Ｂの剥片と舟底形石器３７９、Sb－１２からは個体Ａ－段階２の縦長剥片、Sb－１３か

らは個体Ａ－段階３の石刃５１４が出土している。個体Ｃは全て Sb－５から出土しているが、Ｃ－段階

１とＣ－段階２・３が１．５ｍ程離れて分布し、前者が南東側、後者が北西側にある。

母岩別資料６６・接合資料１４３（図�－２０６～２１０、図版１１９－２、図版１２０－１）

母岩別資料は接合１４３の他、接合１４４～１５２・５００５８～５００６２、剥片７９点で構成され、総点数２７０点、総

重量２３３２．０�である（製作内容２ｂ・１ａ�類）。

� 旧白滝５遺跡の調査
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素材 １３７点（７９個体）が接合し、重量は１８８９．９�、大きさは１９．０×１６．１×（１３．５）�である。原石の

形状は転礫である。裏面は不明だが、ほぼ原石の状態で遺跡内に搬入されれたと思われる。

剥離行程 両面調整石器の加工と細石刃に関連する接合資料である。８３０と８３１は接合関係にあるが（模

式図中の印同士が接点）、接点が少なく正確な復元ができなかったため、二つに分けて図示した。８３０

が全体の正面側、８３１が全体の裏面側として説明する。裏面を右下から大きく剥離し、個体を二つに

分割する（個体Ａ・Ｂ）。二個体とも両面調整石器に加工されている。個体Ａは両面に左右からの調

整が施され器体を整形している（Ａ－段階１～２４）。素材の断面はかまぼこ状で、正面側（８３０）が膨

らんでいるため、正面側の加工が中心に行われている。正面側の加工は両側縁共に斜め上からの打撃

が多く、特に左側縁からの加工が主体的である。Ａ－段階２・４・１０・１２・１８・２０で器体中央の稜を

越える剥離が多く施され、器体の厚みが大きく減じている。裏面側（８３１）は初期段階でよく剥離さ

れるが、加工は部分的で、各段階の剥離方向が揃っていない。Ａ－段階６・１０の剥片が細石刃核の素

材（個体Ａ－ａ・個体Ａ－ｂ）、Ａ－段階９の剥片が削器４５５に、Ａ－段階１８の剥片が二次加工ある剥

片５０４の素材となっている。二次加工ある剥片５０４は個体Ａ－ｂと同様に素材の厚い部分に両面加工が

施されているため、細石刃核母型の初期段階である可能性が高い。最終的に１６．５×１０．５×（１．０）�の

わらじ型の両面調整石器が製作されるが調査区域内からは出土していない。

個体Ａ－ａ母型作製：８３２は縦長剥片を素材とし、素材の打面部を細石刃核の裏面、素材の腹面を

細石刃核の右側面に設定する。器面調整は素材背面側への平坦加工が中心で（ａ－段階１）、素材の

打面部のみに部分的な両面加工が施されている。末端側が大きく折損したため（ａ－段階２）、折れ

面に合せて細石刃核の位置を再設定している。その結果、細石刃核の上面は器体長軸に対して斜めに

変化している。その後、細石刃核の上面の裏面側のみに粗い両面加工が施され、末端部の断面が山形

に整形されている。

削片剥離：一次削片が剥離される（ａ－段階３）。Ａ－段階３はウートラパッセを起こしている。

最終的な細石刃核は調査区域内から出土していない。

個体Ａ－ｂ母型作製：打面部が厚手の剥片を素材とし、素材の打面部を細石刃核の下面、素材の腹

面を細石刃核の右側面に設定する。まず、素材の末端側を大きく折り取り（ｂ－段階１）、折れ面か

らの側面調整（ｂ－段階２）、細石刃核の下縁を中心とする両面加工が施される。これらの器面調整

により断面は楔形に整形される。ｂ－段階３も細石刃核の上面に沿う折れで、素材の腹面から加撃さ

れている。打点の位置が側縁に近いので削片剥離を試みた際の失敗の可能性がある。

削片剥離：一次削片の剥離後、ｂ－段階４が剥離される。その後の削片剥離は細石刃核の右側面に

傾いている。最終的に細石刃核未製品２１０が遺跡内に遺棄される。

個体Ｂは両面に左右からの調整が施され器体を整形している（Ｂ－段階１～４）。全体的に加工が

短い。Ｂ－段階３とその他の前後関係は不明である。最終的な両面調整石器は調査区域内から出土し

ていない。

分布 Sb－１・２・４～６・１１に分布する。個体により分布の特徴が異なる。個体Ａ－ａは削片２３２

のみ Sb－６の縁辺部にあり、その他の器面調整に関する剥片は Sb－２の南西側の集中域から出土し

ている。

個体Ａ－ｂはｂ－段階１・２の剥片が Sb－２の南西側の集中域から、ｂ－段階３の剥片と細石刃

核２１０が Sb－５の集中域の北部から、ｂ－段階４の削片２５３が Sb－４の中央部から出土している。

個体Ａ－ａ・ｂを除く個体Ａの大部分は Sb－２の南西側の集中域から出土している。Sb－１では

Ａ－段階２４の剥片１点が北東側のブロック縁辺部から出土し、Sb－２と折れ面接合している。Sb－

２ 遺構と遺物
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４からはＡ－段階４の剥片１点が出土し、Sb－２と折れ面接合している。Sb－５からはＡ－段階４

の剥片３点（同一個体）、削器４５５とそれと折れ面接合する同一個体の剥片１点（Ａ－段階９）、Ａ－

段階１７の剥片１点、Ａ－段階２２の剥片１点が出土し、Ａ－段階１７の剥片は Sb－２と折れ面接合して

いる。Sb－１１では二次加工ある剥片５０４（Ａ－段階１８）が北側のブロック縁辺部から出土している。

個体ＢはＢ－段階１～３が Sb－２の南西側の集中域から、Ｂ－段階４が Sb－５の中央から出土し

ている。

母岩別資料１２８・接合資料３０２・３０３（図�－２１１～２１３、図版１２０－２、図版１２１－１）

母岩別資料は接合３０２・３０３の他、削片１点、細石刃１点、剥片１４５点で構成され、総点数３２４点、総

重量１５７６．４�である（製作内容２ｅ・１ａ�類）。

素材 接合３０２は１７０点（９５個体）が接合し、重量は１４５５．８�、大きさは１８．８×１４．８×８．６�である。

接合３０３は７点（７個体）が接合し、重量は１８．４�、大きさは４．３×５．２×１．１�である。一部に平滑面

の残る転礫を素材とし、裏面に大きく剥離が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離行程 尖頭器�類の加工と細石刃に関連する接合資料である。接合３０３は薄手で右側面が平坦な

ことから、接合３０２から剥離された剥片を素材としている可能性がある。

接合３０２は両面に左右からの調整が施され器体を整形し、厚みが減じている（段階１～２４）。初期の

段階１～４は求心状の剥離となっており、各段階は片側縁から端部にかけての加工となっている。段

階５以降は横方向の剥離が中心となる。段階５・７・１４・１８・２０では器体中央の稜線を越える剥離が

多く、器体の厚みが大きく減じている。いずれも正面側の剥離であるため、最終的な両面調整石器の

正面の断面形は平坦となる。また、加工の進行に伴い上部の幅が狭くなっていることから、最終的な

上端部は尖頭状と考えられる。段階３・６、５・９、１１・１３、１４・１６、１８・２０・２２、１９・２１の各段階

間の打面の高さはほぼ同一である。段階７の剥片が二次加工ある剥片４８６の素材となり、素材の打面

部に両面加工が施されている。最終的な空隙部分の大きさは１６×８×１．５�である。

接合３０３母型作製：素材は不明であるが、全体的に薄手で、右側面が平坦であることから剥片素材

の可能性がある。両面加工により母型が製作される（段階１・２）。下縁側は折損している。

削片剥離：一次削片を剥離後、厚手の二次削片が剥離される（段階３）。最終的に細石刃核未製品２０７

が遺棄される。

分布 接合３０２は Sb－２・５に分布する。概ね剥離順によって出土位置が異なり、段階１～１８の前半

の剥片は Sb－５の集中域の南部を中心に出土し、段階４（１点）・１４（１点）・１７（２点）の剥片の

み Sb－２の中央部に分布する。この内、段階４の剥片は Sb－５と折れ面接合し、段階１７の２点は折

れ面接合する同一個体である。段階１８の後半から段階２４は Sb－２の北東部の集中域から出土してい

る。その内、段階１９の剥片１点は Sb－２の中央部に分布する。

接合３０３の点取り遺物は細石刃核２０７のみで、Sb－５の中央に分布する。その他に�層一括遺物が

２点ほどある。いずれも段階２の剥片で、Sb－２の範囲のＤ・Ｅ１５区から出土している。

母岩別資料９９・接合資料２５２（図�－２１４～２１６、図版１２１－２、図版１２２－１）

母岩別資料は接合２５２のみである（製作内容２ｂ・１ａ�類）。

素材 ６０点（３８個体）が接合し、重量は１８５３．１�、大きさは２０．０×１８．７×９．６�である。一部に平滑

面の残る転礫を素材とし、裏面に大きく剥離が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 両面調整石器の加工と細石刃に関連する接合資料である。両側縁とも正面側へ急角度加工

が施され（段階１・２）、その作業面を打面とする平坦な剥離が両面で行われる（段階３・４）。段階

２の剥片は急角度の調整が施され、削器４５８に加工されている。また、段階３の剥片は細石刃核の素
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材となっている（個体Ａ）。この時点での本体の断面は四角形に近い。その後も左側縁は両面加工と

なるものの（段階５・６）、側縁への急角度加工と正裏面への平坦剥離が続き、断面が平行四辺形に

変化していく。正裏面の平坦剥離は正面が左側縁から（段階７・１２）、裏面が右側縁から（段階９・１１・

１３）錯向状に施されている。段階５の剥片が細石刃核の素材となっている（個体Ｂ）。段階１２の集中

的な剥離により、器体の厚さが大きく減じ、左側縁が鋭い縁辺になっている。最終段階では左右から

の均等な加工により（段階１３・１４）、器体を整形している。最終的に（２０）×１０．５×２�の両面調整石

器が製作されるが、調査区域内からは出土していない。

個体Ａ母型作製：剥片を素材とし、素材の打面を細石刃核の上面、素材の腹面を細石刃核の右側面

に設定している。器面調整は、上縁が軽微な両面加工、下縁が素材背面側への平坦加工（Ａ－段階１）

により、断面を凸レンズ状に整形している。

個体Ａ削片剥離：一次削片２３０の剥離（Ａ－段階２）の後、甲板面から右側面に入念な調整が施さ

れ、削片２７４が剥離される（Ａ－段階３）。その後、再度甲板面から右側面への調整、右側面から甲板

面への調整が施され、削片３９９が剥離される（Ａ－段階４）。Ａ－段階４はウートラパッセを起こしてお

り、器体の形状を大きく崩している。この剥離が原因で細石刃核未製品２０５が遺跡内に遺棄される。

個体Ｂ母型作製：剥片を素材とし、素材の打面を細石刃核の上面、素材の腹面を細石刃核の左側面

に設定する。細石刃核の下縁では右側面への急角度、正面に両面加工が施され器面を調整する。両面

加工のうち右側面は下縁から連続する急角度の加工である。細石刃核の上面に切断面をあてているた

め、母型の断面は楔形となる。

個体Ｂ削片剥離：一次削片の剥離後、甲板面からの側面調整が施され、正面やや下方から削片２４４

が剥離される。正面の長さが短くなったため、最終的に細石刃核未製品１９７が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－２・５・１２に分布する。遺物の多くは Sb－２の北西部から出土している。個体以外の分

布を見ると、Sb－２以外では Sb－５の集中域の北部から段階３の剥片１点、Sb－５の中央部から段

階３の剥片１点、段階７の剥片１点、段階９の剥片１点、段階１０の剥片３点（折れ面接合する同一個

体）が出土している。この内、段階１２の剥片は Sb－２と折れ面接合する。Sb－１２には段階９の剥片

１点が分布する。

個体ＡではＡ－段階１の剥片とＡ－段階２の削片２３０が Sb－２の北部から、Ａ－段階３の削片２７４

が Sb－５の集中域の北部から、細石刃核３３９が Sb－５の中央から出土している。

個体ＢではＢ－段階１の削片２４４が Sb－２から出土している。

母岩別資料５０・接合資料１１６～１１８（図�－２１７～２２３、図版１２２－２～図版１２４－１）

母岩別資料は接合１１６～１１８の他、接合１１９～１２１・５００４６～５００４８、削片１点、細石刃６点、縦長剥片

１点、剥片２１点で構成され、総点数２１４点、総重量２１２４．３�である（製作内容２b・５ａ�・１ａ�類）。

素材 接合１１６は１６３点（１００個体）が接合し、重量は２０４４．０�、大きさは２０．５×１７．０×１４．３�である。

接合１１７は４点（４個体）が接合し、重量は０．４�、大きさは２．５×０．９×０．５�である。接合１１８は３点

（３個体）が接合し、重量は１１．９�、大きさは２．６×４．４×１．２�である。転礫を素材とし、ほぼ原石

の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 両面調整石器の加工と剥片素材の細石刃、剥片素材の石核に関連する接合資料である。接

合１１６は本体の両面調整石器の加工で、そこから剥離された剥片を素材として接合１１７・１１８の細石刃

が剥離されている。接合１１７・１１８が同一の個体かどうかは不明である。細石刃の形態が類似し、同様

の位置から出土していることから、同一個体の可能性が高い。

接合１１６は長軸方向の剥離が主体的に施されている（段階１～１４）。段階１～３は正裏面への上から

２ 遺構と遺物
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の交互剥離で、縦長剥片が多く剥離されている。段階１の剥片は両面調整石器の素材となり（個体Ａ・

Ｄ）、段階２の剥片は石核の素材（個体Ｂ・Ｃ）及び二次加工ある剥片７４６の素材となっている。段階

４～１２の主体は正裏面への下からの交互剥離である。段階６・１０の途中で僅かに横方向の剥離が見ら

れる。内在する割れにより、段階８の剥離は途中で止っている。また、段階９の打面部は内在する割

れにより欠損している。段階１０の剥片が両面調整石器の素材となっている（個体Ｅ）。その後は横方

向の剥離が行われる（段階１３・１４）。最終的に１５．５×１４．０×５�の円形に近い両面調整石器が製作さ

れるが、調査区域内からは出土していない。

個体Ａは正裏面で左右からの両面加工が施されている（Ａ－段階１・３～１１）。Ａ－段階２は正面

からの加撃による折損で、それにより分割された素材が細石刃核１８７の素材となっている。その後は

主に厚手の素材打面部を中心に加工される。Ａ－段階１１の剥片（個体Ａ－ａ）は素材の打面部に加工

が施され（ａ－段階１）、二次加工ある剥片４８９が遺跡内に遺棄される。最終的に両面調整石器が製作

されている。空隙部の大きさは９×８．５×２．５�である。

個体Ｂは上面を大きく剥離し（Ｂ－段階１）、そこを打面として上からの連続的な剥離が行われる

（Ｂ－段階２）。石核の厚さを２�近くまで消費した後、小口面への剥離が行われる（Ｂ－段階３）。

その後石核は折損し、片側の石核６９２は遺跡内に遺棄される。反対側ではさらに上からの剥離（Ｂ－

段階４）と横方向の剥離（Ｂ－段階５）が行われる。最終的な石核は調査区域内から出土していない。

空隙部の大きさは１０．５×５×２�である。

個体Ｃは素材剥片の腹面へ平坦剥離が施されるのみで、詳細は不明である。

個体Ｄは縦長剥片を素材とし、素材背面に上からの剥離が施されている（Ｄ－段階１～３）。各段

階の打面の高さが異なることから、段階間では反対面への加工が施されている。最終的に両面調整石

器が製作されている。空隙部の大きさは１４×５×１．５�である。

個体Ｅは両面に上下からの剥離が施され器面を調整している（Ｅ－段階１～５）。正面側の加工が

主体である。最終的に両面調整石器が製作されている。空隙部の大きさは１１．５×９×（２）�である。

接合１１８母型作製：剥片を素材とし、素材の打面を細石刃核の裏面、素材の背面を細石刃核の右側

面に設定する。両面加工により下縁が鋭く整形されている。

接合１１８削片剥離：先行する削片は細石刃核の裏面まで抜ける剥離で、その後甲板面からの側面調

整が入念に行われ、削片３３６が剥離される（段階１）。

接合１１８細石刃剥離：削片３３６によって得られた打面から細石刃１５８を含む連続的な細石刃剥離が行

われる（段階２）。最終的に細石刃核１８１が遺跡内に遺棄される。

接合１１７母型作製・削片剥離：右側面に器面調整痕が残存するのみで、詳細は不明である。

接合１１７細石刃剥離：４点の細石刃が接合する（段階１）。

分布 接合１１６は Sb－１・２・５に分布する。大部分の遺物は Sb－２の中央から出土している。個

体以外の分布を見ると、Sb－２以外では Sb－１から段階２の二次加工ある剥片４７６（１点）が出土

し、Sb－２の遺物と折れ面接合している。個体Ａの大部分は Sb－２の北西部にまとまって分布する

が、Ａ－段階５の剥片１点が南東側に５ｍ程離れて出土している。個体Ｂ～Ｄは個体以外の分布と同

様で、Sb－２の中央に分布している。個体Ｅの大部分も個体以外の分布と同様に Sb－２の中央から

出土しているが、最終剥離のＥ－段階５のみ Sb－５の中央に分布している。

接合１１７は Sb－５の集中域の北東部に分布する。

接合１１８は Sb－５・１０に分布する。削片３３６が Sb－１０から、細石刃核１８１が Sb－５の集中域の北東

部から出土している。

� 旧白滝５遺跡の調査

133



母岩別資料１２７・接合資料２９９（図�－２２４～２２７、図版１２４－２、図版１２５－１）

母岩別資料は接合２９９の他、接合３００・３０１・５０１０２～５０１０８、剥片４２点で構成され、総点数１８２点、総

重量１４６１．１�である（製作内容２ｂ・１ａ�類）。

素材 １１０点（５４個体）が接合し、重量は１３４２．６�、大きさは２２．５×１４．０×９．９�である。一部に平滑

面の残る転礫を素材とし、ほぼ原石の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 両面調整石器の加工と細石刃に関連する接合資料である。初期段階では上からの長軸方向

の剥離が主体的で、段階１と段階３・５により上縁が鋭い角度に整形される。いずれも縦長剥片が剥

離されており、特に段階１は大型である。また、段階１の剥片は細石刃核を２個体以上作製する個体

Ａの素材となっている。段階６以降は両面への斜め方向（段階７～９・１１・１２・１４）と横方向の剥離

（段階６・１０・１３・１５）が主体となる。斜め方向の剥離では縦長の剥片が多く剥離されている。段階

７・１１の剥片は細石刃核を作製する個体Ｂ・Ｃの素材に、段階１０の縦長剥片は二次加工ある剥片４７５

の素材となっている。最終的に２１．５×１１．５×３�の両面調整石器が製作されているが、調査区域内か

らは出土していない。

大型の縦長剥片である個体Ａは切断され、打面側の２個体が細石刃核の素材となっている（個体Ａ

－ａ・ｂ）。また、個体Ａ－ａの上部が欠落していることから、この部分でも別個体の細石刃核が製

作された可能性がある。

個体Ａ－ａ母型作製：素材の打面側を細石刃核の下面、素材の腹面を細石刃核の左側面に設定す

る。細石刃核の下縁に両面加工が施され器面を調整している。細石刃核の上面には切断面があてられ、

裏面側には側面からの調整痕が残存している。母型の断面は楔形である。

個体Ａ－ａ削片剥離：一次削片の剥離後、細石刃核未製品１９８が遺跡内に遺棄される。

個体Ａ－ｂ母型作製：個体Ａ－ａと同様に、素材の打面側を細石刃核の下面、素材の腹面を細石刃

核の左側面に設定する。細石刃核の上面には切断面があてられ、そこからの側面調整が施されている

（ｂ－段階１）。細石刃核が接合していないため、器面調整全体の詳細は不明である。おそらく母型

の断面は楔形であろう。

個体Ａ－ｂ削片剥離：一次削片２４０が剥離される（ｂ－段階２）。最終的な細石刃核は調査区域内か

ら出土していない。

個体Ｂ母型作製：剥片を素材とし、素材の打面を細石刃核の裏面、素材の腹面を細石刃核の右側面

に設定する。器面調整は細石刃核上面から施される素材背面側への平坦加工のみ確認できる。この調

整により上縁の断面は山形に整形されている。

個体Ｂ削片剥離：一次削片の剥離後、二次削片３０１・２８０が剥離される（Ｂ－段階１・２）。Ｂ－段

階１は細石刃核の裏面を取り込むウートラパッセを起こしている。Ｂ－段階２に先行して、甲板面か

ら左側面への調整が入念に施され、細石刃核の幅が２／３程度まで減じている。最終的な細石刃核は

調査区域内から出土していない。

個体Ｃ母型作製：剥片を素材とし、素材の打面部を細石刃核の裏面、素材の腹面を細石刃核の右側

面に設定する。器面調整は、上縁には素材背面側への短い平坦剥離の痕跡が部分的に残り、下縁には

両面加工が施されている。これらの調整により母型の断面は凸レンズ状に整形されたものと思われ

る。

個体Ｃ削片剥離：一次削片の剥離後、上縁を再び作り出すようにやや急角度の加工が右側面に施さ

れ、甲板面の半分が除去される。二次削片２７１は細石刃核の裏面を取り込むウートラパッセを起こし

ている（Ｃ－段階１）。次の削片剥離も同様にウートラパッセを起こしている。

２ 遺構と遺物
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個体Ｃ細石刃剥離：細石刃剥離は右側に移動しながら剥離されている。３枚程度の細石刃剥離が行

われ、ほとんど石核を消費することなく最終的に細石刃核１８２が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－４・５・１１・１２・１３に分布する。大部分は Sb－５の中央の集中域の南西部から出土して

いる。個体以外の分布を見ると、Sb－５以外では Sb－１１に段階１０の二次加工ある剥片４７５の３点（１

個体）、Sb－１３に段階３の剥片２点、段階１２の剥片１点が出土している。段階３・１２の剥片はいずれ

も Sb－５の遺物と折れ面接合している。個体Ａ－ａの細石刃核１９８は Sb－１１の南東部に分布する。

個体Ａ－ｂは個体以外の接合資料と同様に全て Sb－５から出土している。個体Ｂでは、Ｂ－段階２

の削片２８０が Sb－１２の東部から出土している。個体ＣではＣ－段階１の削片２７１が Sb－５の東部か

ら、細石刃核２７１が Sb－４の中央部から出土している。

母岩別資料７２・接合資料１７２（図�－２２８～２３１、図版１２５－２、図版１２６－１）

母岩別資料は接合１７２の他、接合１７３～１８１・５００７０～５００７４、縦長剥片１点、剥片２２点で構成され、

総点数１７０点、総重量１７６６．１�である（製作内容２ｂ・１ａ�類）。

素材 ９９点（６０個体）が接合し、重量は１４１９．６�、大きさは２２．４×１７．１×１０．２�である。亜角礫を素

材とし、正裏面ともに右側縁からの大型剥離が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 両面調整石器の加工と細石刃に関連する接合資料である。正裏面とも左右からの加工によ

り器面調整が行われている（段階１～１４）。初期段階では器体の横軸に対して斜行する剥離が主体で

ある（段階１～５）。段階１の剥片が個体Ａの素材となっている。段階６～８は横方向の加工が中心

となり、器体中央の稜を越える加工により、器体の厚みが減じている。段階９以降は再び斜行する剥

離が主体的となる（段階９～１３）。段階６・８の打面の高さは同一である。段階１０・１１の剥片がそれ

ぞれ細石刃核の素材となっている（個体Ｂ・Ｃ）。段階１４は右側面での上からの剥離である。最終的

に１７．５×１３×３．５�の両面調整石器が製作されるが、調査区域内からは出土していない。

個体Ａは素材腹面からの急角度加工が施されるのみで（Ａ－段階１）、詳細は不明である。最終的

な空隙部の大きさは７×９×２�である。

個体Ｂ母型作製：剥片を素材とし、素材の打面を細石刃核の裏面、素材の腹面を細石刃核の右側面

に設定する。器面調整は正面・下縁・裏面にかけて連続して施されている。正面は短い両面加工、下

縁は微細な加工、裏面は平坦加工で、下縁から裏面にかけては右側面からの加工である。上縁の加工

は折損のため不明である。

個体Ｂ削片剥離：一次削片２２２を剥離し（Ｂ－段階１）、最終的に細石刃核未製品２０１が遺跡内に遺

棄される。

個体Ｃ母型作製：剥片を素材とし、素材の打面部を細石刃核の正面下方、素材の腹面を細石刃核の

右側面に設定する。削片のみの接合であるため器面調整の詳細は不明であるが、上縁の一部に右側面

からの微細な加工の痕跡が残存している。

個体Ｃ削片剥離：一次削片を含めて４回の削片剥離が施される（Ｃ－段階１）。一次削片２２１の後に

右側面から甲板面への調整が施されている。また、削片２９０に先行して甲板面からの側面調整が僅か

に施されている。その後、正面から左側面への大きな器面調整が行われ、削片剥離が再開される（Ｃ

－段階２）。最終的な細石刃核は調査区域内から出土していない。空隙部の大きさは不明である。

分布 Sb－２・５に分布する。大部分は Sb－２の南西部の集中域から出土している。個体以外の分

布を見ると、Sb－２以外では Sb－５に段階３の剥片が１点分布する。この剥片は Sb－２と折れ面

接合している。個体Ａは Sb－２の南西部の集中域から出土している。個体Ｂは全て Sb－５の中央部

に分布している。個体Ｃは Sb－２の南東部の集中域から散漫に出土している。

� 旧白滝５遺跡の調査
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母岩別資料７４・接合資料１８３（図�－２３１・２３２、図版１２６－２）

母岩別資料は接合１８３の他、接合１８４・１８５・５００７５、縦長剥片１点、剥片３４点で構成され、総点数５９

点、総重量５２４．０�である（製作内容２ｂ・１ｅ類）。

素材 １７点（１３個体）が接合し、重量は３５９．２�、大きさは１１．０×１４．６×７．５�である。転礫を素材と

し、剥片の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 両面調整石器�類と細石刃に関連する接合資料である。剥片を素材とし、素材の急角度の

側面を上面に設定する。両面に平坦加工による下からの調整が施される（段階１・２）。段階１は正

面を覆うような大きな剥離である。段階１の剥片は細石刃核の素材８４５となっている（個体Ａ）。段階

３は裏面・左側面からの上面を平坦化する加工である。段階３の剥片が二次加工ある剥片の素材とな

っている（個体Ｂ）。次に上面から小口面である右側面への剥離（段階４）後、再び裏面に下からの

器面調整が行われる（段階５）。最終的に７．５×１３．５×４．５�の両面調整石器�類が製作されているが、

調査区域内からは出土していない。

個体Ａ母型作製：剥片を素材とし、素材の打面部を細石刃核の正面、素材の腹面を細石刃核の右側

面に設定する。器面調整は左側面に平坦加工、右側面に微細な加工が施される。左側面には原礫面が

残存している。

個体Ａ削片剥離：一次削片２２７は右側面に傾いて剥離され（Ａ－段階１）、甲板面から左側面へ入念

な調整が施される。この調整は上縁の稜線を再び作出するもので、断面が山形に整形されている。そ

の後２６５を含め二回以上の削片剥離が行われる。最終的に細石刃核未製品２０２が遺跡内に遺棄される。

個体Ｂは素材剥片の末端部に急角度加工を施し（Ｂ－段階１）、二次加工ある剥片４９０を製作してい

る。

分布 Sb－２・５に分布する。個体Ａとそれ以外で分布が異なる。個体 Aは全て Sb－５の中央部

から出土している。個体Ｂと個体以外の遺物は Sb－２の南西部の集中域から出土している。

母岩別資料１３１・接合資料１８７（図�－２３３、図版１２６－３）

母岩別資料は接合１８７の他、接合１８８～１９０、削片１点、剥片４点で構成され、総点数５２点、総重量２６８．５

�である（製作内容２ｂ・１ａ�類）。

素材 ３１点（２２個体）が接合し、重量は１６３．１�、大きさは１０．８×８．０×４．７�である。転礫を素材と

し、正面に大きな剥離が施された状態で遺跡内に搬入されている。裏面の状態は不明である。

剥離工程 両面調整石器と細石刃に関連する接合資料である。正面の左右から調整が施されている（段

階１～４）。段階３は斜め下からの剥離が主体で、細石刃核の素材８５６が含まれている（個体Ａ）。最

終的な両面調整石器は調査区域内から出土していない。

個体Ａ母型作製：剥片を素材とし、素材の打面部を細石刃核の正面上方、素材の腹面を細石刃核の

右側面に設定する。器面調整は素材背面側への平坦剥離が主体的である。上縁への調整は不明である。

個体Ａ削片剥離：一次削片の剥離後、六回以上の削片剥離が行われている（Ａ－段階１～５）。Ａ

－段階１の削片は末端部に加工が施され、二次加工ある剥片４６４となっている。甲板面からの側面調

整が頻繁に見られ、削片４６４の後・Ａ－段階２・３・５の剥離に先行して施されている。また側面か

ら甲板面への調整はＡ－段階２・３の剥離に先行して行われている。最終的に細石刃核未製品１９４が

遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－２・５に分布する。個体Ａと個体以外で分布が異なる。個体以外の遺物は Sb－２の中央

部から出土している。個体Ａは、削片が個体以外の遺物の北西側に扇状に広がり、細石刃核１９４が Sb

－５の中央部に分布している。

２ 遺構と遺物
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母岩別資料８６・接合資料２２０（図�－２３３・２３４、図版１２６－４、図版１２７－１）

母岩別資料は接合２２０の他、接合２２１～２２６、両面調整石器１点、剥片３０点で構成され、総点数７２点、

総重量６６０．０�である（製作内容２ｂ・１ａ�類）。

素材 ２１点（１３個体）が接合し、重量は２４９．４�、大きさは１２．３×９．２×４．５�である。転礫を素材と

し、正面は原石の状態で遺跡内に搬入されている。裏面の状態は不明である。

剥離工程 両面調整石器と細石刃に関連する接合資料である。段階１・３は長軸方向の剥離で、段階

２は横方向の剥離が主体である。段階１の剥片が細石刃核の素材８５８となっている（個体Ａ）。段階３

では縦長の剥片が剥離されている。最終的な石核部分は接合していないが、同一個体の非接合石器に

両面調整石器５２がある。

個体Ａ母型作製：厚さ２�以上ある剥片を素材とし、素材の打面部を細石刃核の正面、素材の腹面

を細石刃核の右側面に設定している。器面調整は右側面からの急角度の剥離の痕跡が部分的に残存す

るのみで、詳細は不明である。

個体Ａ削片剥離：一次削片剥離後の削片が５個体接合している（Ａ－段階１～３）。各段階間には

甲板面からの側面調整が入念に施されている。特に、Ａ－段階２に先行する側面調整は大きく、細石

刃核の幅が１．３�程減じている。また、削片２７５の剥離に先行して甲板面からの微細な側面調整、削片

２５８の剥離に先行して側面から甲板面への調整が施されている。

分布 大部分が Sb－２の南東側の集中域から出土している。Ａ－段階３の削片３０９のうち１点が Sb

－２の北西側の集中域に分布する。

母岩別資料５２・接合資料１２３（図�－２３４～２３６、図版１２７－２）

母岩別資料は接合１２３の他、接合５００４９で構成され、総点数３１点、総重量７７５．８�である（製作内容

２ｂ・４ｃ�・１ｆ類）。

素材 ２９点（１５個体）が接合し、重量は７６３．０�、大きさは１５．９×１１．０×８．６�である。亜角礫を素材

とし、正面の一部に剥離が施された状態で遺跡内に搬入されている。裏面の状態は不明である。

剥離工程 両面調整石器と石刃、細石刃に関連する接合資料である。右側縁からの厚手の剥離が行わ

れる（段階１）。この内２個体が石刃核、細石刃核の素材となっている（個体Ａ・Ｂ）。最終的な両面

調整石器は調査区域内から出土していない。

個体Ａは正面上から石刃・縦長剥片を剥離している（Ａ－段階１・３）。石刃剥離に先立ち裏面上

部に打面調整が施されている。また、正面の下からは平坦加工による器面調整が施されている（Ａ－

段階２）。最終的に扁平な石刃核６５９が遺跡内に遺棄される。

個体Ｂ母型作製：剥片を素材とし、素材の打面部を細石刃核の正面、素材の腹面を細石刃核の右側

面に設定する。器面調整は下縁に施された素材背面への加工のみ確認できる。上縁への加工は不明で

ある。

個体Ｂ削片剥離：一次削片の剥離後の削片が３個体接合している。（Ｂ－段階１）。甲板面からの側

面調整は削片２６０・２６８に先行して、側面から甲板面への調整は削片２６０・３０２に先行して施されてい

る。後者の調整は削片３０２の甲板面に顕著に見られ、上面全体に及んでいる。最終的に細石刃核未製

品２０３が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－１・２・５に分布する。個体Ａは Sb－１の北部からまとまって出土している。個体Ｂは

Sb－２の南東側の集中域から散漫に出土している。個体以外の遺物は、まとまりがなく分布する。

剥離順では�最初の剥片が Sb－１の北部で Sb－２と近接する位置から、�次に打たれた剥片２個体

が Sb－２の南東側の集中域から、�最後の剥片が Sb－２・５に広がって折れ面接合している。なお、

� 旧白滝５遺跡の調査
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個体Ａ・Ｂとも�の間に剥離されており、個体Ｂのみ�と同様の範囲から出土していることになる。

母岩別資料１７０・接合資料４５０（図�－２３６・２３７、図版１２７－３、図版１２８－１）

母岩別資料は接合４５０のみである（製作内容２ｂ・１ｆ類）。

素材 ４２点（２４個体）が接合し、重量は９０９．７�、大きさは２１．１×１４．８×７．３�である。角の摩滅がや

や進んだ亜角礫を素材とし、正面は原石の状態で搬入されている。裏面の状態は不明である。

剥離工程 両面調整石器と細石刃に関連する接合資料である。上下左右からの剥離により器面調整が

行われている（段階１～６）。段階１・４が下からの剥離、段階２・３が上からの剥離、段階５・６

が左右からの剥離である。同方向の打面は段階により段差となっており、その間では反対面への剥離

も施されている。段階１は縦長剥片が多く剥離されている。段階４・５の間に大きな空隙部が存在す

る。段階５の剥片が細石刃核の素材８６３となっている（個体Ａ）。最終的に１９．５×（１４．５）×（１．５）

�の両面調整石器が製作されるが、調査区域内からは出土していない。

個体Ａ母型作製：９×１５×１．５�（細石刃核の位置に設定時）の剥片を素材とし、素材の打面部を

細石刃核の正面、素材の腹面を細石刃核の右側面に設定する。器面調整は素材背面側への短い平坦加

工によって整形されている。

個体Ａ削片剥離：細石刃核の裏面まで抜ける一次削片２１６が剥離され（Ａ－段階１）、二次削片の剥

離が接合している（Ａ－段階２・３）。各段階間には細石刃剥離が行われている。また、削片２５９・２７２・

２７３の剥離に先行して側面から甲板面への調整、さらに削片２７３の剥離に先行して末端側の断面を山形

にする両面加工が施されている。最終的な細石刃核は調査区域内から出土していない。空隙部の大き

さは４×７．５×１．５�である。

分布 Sb－２・５に分布する。大部分は Sb－５の集中域の中央から北西部にかけて出土している。

北西部には個体 Aの遺物が多い。Sb－２の南東側の集中域からは段階１の剥片２点が分布している。

母岩別資料７１・接合資料１６１・１６２（図�－２３８～２４０、図版１２８－２）

母岩別資料は接合１６１・１６２の他、接合１６３～１７１・５００６７～５００６９、縦長剥片１点、剥片３７点で構成さ

れ、総点数１６６点、総重量２４４７．４�である（製作内容２ｂ・５ｃ�・１ｆ類）。

素材 接合１６１は７４点（３０個体）が接合し、重量は１３８４．３�、大きさは２２．９×１８．４×８．０�である。接

合１６２は２０点（１３個体）が接合し、重量は３８２．７�、大きさは１１．６×１４．５×５．３�である。転礫を素材

とし、正面は原石の状態で搬入されている。裏面の状態は不明である。

剥離工程 両面調整石器と剥片素材の石核、細石刃に関連する接合資料である。接合１６１・１６２は正裏

面の位置関係にあたると思われ、中心で両面調整石器が製作されている。

接合１６１は右側面での急角度剥離（段階１）の後、左右からの大きな器面調整が施されている（段

階２・３）。段階２には上からの剥離が多く含まれ、器体の厚さを大きく減じている。また、段階２

の剥片は二次加工ある剥片の素材８６５と石核の素材８６６になっている（個体Ａ・Ｂ）。接合１６２も合わせ

て最終的に（２３）×１７．５×（２．５）�の両面調整石器が製作されるが、調査区域内から出土していない。

個体Ａは素材の打面部と右側縁が折損し（Ａ－段階１）、上面から素材腹面へ平坦剥離が行われる。

最終的に二次加工ある剥片５００が遺跡内に遺棄される。

個体Ｂは末端部が部厚い剥片を素材としている。部厚い部分を残して上部を切断し（Ｂ－段階１・

２）、８６７の状態となる。８６７は上部を厚く切断し（Ｂ－段階３）、正面で横方向の剥離（Ｂ－段階４）

が行われる。次に左側面でＢ－段階３の切断面を打面とする上からの剥離が行われ、石核の末端を取

り込むウートラパッセを起こしている（Ｂ－段階５）。その後小口面を作業面として下面と正面で剥

離が行われる（Ｂ－段階６・７）。Ｂ－段階６・７ではいずれも石刃・縦長剥片が剥離されている。

２ 遺構と遺物
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最終的に石核７３８が遺跡内に遺棄される。

接合１６２はまず上からの大きな剥離が行われる（段階１）。段階１の剥片はさらに両面調整石器の素

材となっている（個体Ａ）。その後は横方向の剥離と上からの剥離が行われている（段階２・３）。

個体Ａは片面のみの接合で長軸方向の剥離が主体的である（Ａ－段階１～４）。打面は各段階によ

り段差となっており、その間に反対面への剥離も施されている。Ａ－段階３の剥片に細石刃核の素材

が含まれている。細石刃核の母型は、素材の打面側を切断し、折れ面を細石刃核の上面に設定してい

る。両面加工による器面調整後、削片剥離が行われ、細石刃核未製品２００が遺跡内に遺棄される。

分布 接合１６１は Sb－２に分布する。個体 A及び個体以外の遺物は南東側の集中域から、個体 Bの

遺物は中央の集中域から出土している。

接合１６２は Sb－１・２に分布する。大部分は Sb－２の南西から南東部に広がって出土している。

Sb－１からはＡ－段階１の剥片が１点 Sb－２と近接するブロック縁辺部に分布し、Sb－２と折れ面

接合している。

母岩別資料２０９・接合資料４９３・４９４（図�－２４１、図版１２９－１）

母岩別資料は接合４９３・４９４の他、削片１点、縦長剥片１点で構成され、総点数２３点、総重量５０９．６

�である（製作内容２ａ・４ａ�類）。

素材 接合４９３は１９点（１７個体）が接合し、重量は４９９．１�、大きさは１４．２×６．５×１０．５�である。接

合４９４は２点（２個体）が接合し、重量は３．７�、大きさは１．０×４．３×１．２�である。原石の形状は不

明である。全体的に加工が施された扁平な石核の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 石刃・縦長剥片と細石刃に関連する接合資料である。接合４９４は接合４９３の内部に接合する

関係にあたると思われる。

接合４９３は背稜を製作するように裏面から左側面への調整後（段階１）、上面で正面から打面が作出

される（段階２）。その後、正面を中心に石刃剥離が行われるが、一部、側面にも剥離が及んでいる

（段階３）。最終的な石刃核は調査区域内から出土していない。

接合４９４母型作製：両面加工により器面が調整されている。そのため素材及びその用い方は不明で

ある。

接合４９４削片剥離：一次削片の剥離後の削片が２個体接合している。（段階１・２）。段階１に先行

して甲板面からの側面調整、段階２に先行して甲板面からの側面調整と側面から甲板面への調整が施

されている。これらの調整はいずれも細石刃核の正面側を中心に行われている。最終的な細石刃核は

調査区域内から出土していない。

分布 接合４９３は Sb－６からまとまって出土している。接合４９４は Sb－９の中で４ｍ程離れて出土し

ている。

母岩別資料８２・接合資料２０９（図�－２４２、図版１２９－２）

母岩別資料は接合２０９の他、接合２１０、剥片３点で構成され、総点数５５点、総重量６０８．２�である（製

作内容２ａ・４ｂ�類）。

素材 ５０点（３４個体）が接合し、重量は５９７．９�、大きさは１７．１×７．５×６．８�である。亜角礫を素材

とし、原石の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 石刃・縦長剥片と細石刃に関連する接合資料である。段階１～３は上面と正面との交互剥

離で、段階２・３が連続的な石刃・縦長剥片の剥離にあたる。段階２には頭部調整が施され、一部に

ウートラパッセを起こした剥離がある。段階３の一部には頭部調整が施されており、短い石刃・縦長

剥片が多く剥離されている。当初は上面のみを剥離して作業面が後退しているが、剥離の進行に伴い
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作業面は左側面にも及んでいる。最終的に石刃核６１９が遺跡内に遺棄される。

また、段階３の最終の剥片が細石刃核の素材となっている。母型は、素材の打面を細石刃核の正面、

素材の腹面を細石刃核の右側面に設定している。素材の側面には急角度の原礫面があり、それを細石

刃核の打面にあてている。削片を剥離せずに、短い細石刃剥離が数回行われ、細石刃核１８８が遺跡内

に遺棄される。

分布 大部分が Sb－１の中央の集中域からまとまって出土する。段階１の剥片４点と段階３の剥片

１点が周辺に離れて分布している。

母岩別資料１３７・接合資料３２５（図�－２４２～２４４、図版１３０－１）

母岩別資料は接合３２５の他、剥片６点で構成され、総点数７６点、総重量９９２．８�である（製作内容２

ａ・４ａ�類）。

素材 ７０点（３４個体）が接合し、重量は９８６．２�、大きさは１６．３×１７．５×６．９�である。一部に平滑面

の残る転礫が素材で、転礫面には爪状の痕跡が見られる。正面は原石の状態で遺跡内に搬入されてい

る。裏面の状態は不明である。

剥離工程 石刃・縦長剥片と細石刃に関連する接合資料である。石核整形を行わずに、原礫面の自然

の稜を利用して角の部分から縦方向の剥離が開始されている。上からの石刃・縦長剥片の剥離が頭部

調整を施しながら連続的に行われている（段階１）。この中に石刃を素材とする二次加工ある剥片４７７

が存在する。また、他より厚手の縦長剥片が細石刃核の素材８７３となっている（個体Ａ）。最終的な石

刃核は調査区域内から出土していない。

個体Ａ母型作製：縦長剥片を素材とし、素材の打面部を細石刃核の裏面、素材の腹面を細石刃核の

右側面に設定する。器面調整は、上・下縁とも両面加工が施されている（Ａ－段階１・２）。上縁の

加工は短い部分的な両面加工痕が一部に残存している。

個体Ａ削片剥離：細石刃核の裏面まで抜ける一次削片２３１及び二次削片２８９が剥離され（Ａ－段階

３）、細石刃核の裏面側が折損する（Ａ－段階４）。下縁を中心に両面加工によって器面が再調整され

（Ａ－段階５）、再び二次削片４個体が剥離される（Ａ－段階６・７）。Ａ－段階６・７間には正面の

稜が再調整されている。最終的に細石刃核未製品１９２が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－５・７・１１・１２に分布する。個体Ａも含めて大部分が Sb－５の集中域の南東部から傾斜

方向の南東側に広がって出土している。Sb－７の遺物は Sb－５と折れ面接合している。Sb－１１・１２

は Sb－５から傾斜する延長線上に位置している。Sb－１１には石刃５７８、Sb－１２の南東部からは石刃６１７

が出土している。

母岩別資料１３５・接合資料３２２（図�－２４５、図版１３０－２）

母岩別資料は接合３２２の他、剥片１点で構成され、総点数１４点、総重量５８．０�である（製作内容２

ｄ・１ａ�類）。

素材 １３点（１２個体）が接合し、重量は５６．３�、大きさは４．９×６．５×４．４�である。角礫を素材とし、

正裏面とも部分的に剥離された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 細石刃に関する接合資料である。母型作製：石核素材で、細石刃核の上面が幅広になるよ

う原石を設定する。器面調整は両面加工により整形されている（段階１～４）。段階１・４が横方向、

段階２・３が上からの加工で、段階３は小口面が作業面となっている。上面には最終的に急角度の加

工が施されている。

削片剥離：削片剥離はいずれも短く末端がステップを起こしている。最終的に細石刃核未製品２０６

が遺跡内に遺棄される。
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分布 Sb－５の集中域の北東側から疎らに出土している。

母岩別資料２４１・接合資料５９１（図�－２４５、図版１３０－３）

母岩別資料は接合５９１の他、接合５９２・５０１９８、剥片７点で構成され、総点数１３点、総重量７８．１�である

（製作内容２ｄ・１ａ�類）。原産地分析の結果（Ｘ４３０）、あじさい滝・幌加沢産と判定された（�章２）。

素材 ２点（２個体）が接合し、重量は３０．９�、大きさは４．７×６．１×１．８�である。亜角礫を素材と

し、両面に加工を施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 細石刃に関する接合資料である。母型作製：両面加工を施し、断面を凸レンズ上に整形し

ている（段階１）。

削片剥離：３回以上の削片が剥離される。細石刃核の右側面に傾く剥離が多く、甲板面から左側面

への調整も見られる。最終的に細石刃核未製品２１１が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－１１に分布する。剥片と細石刃核２１１は８ｍ程離れて出土している。

母岩別資料９５・接合資料２４６（図�－２４５・２４６、図版１３１－１）

母岩別資料は接合２４６の他、接合２４７、細石刃３点、剥片８点で構成され、総点数４６点、総重量１６３．１

�である（製作内容２ｄ・１ｅ類）。

素材 ３０点（２５個体）が接合し、重量は１２１．３�、大きさは６．６×９．５×４．３�である。亜角礫を素材と

し、裏面に大きく剥離が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 細石刃に関する接合資料である。母型作製：上面を水平にする剥離を行い（接合２４７）、両

側面に主に上下からの加工が施されている（段階１～４）。細石刃核母型の上面は裏面に向かって緩

やかに湾曲し、断面は楔形となっている。また、段階４に先行して、正面に斜め方向の擦痕が長さ２

�、幅１�の範囲で残存している。

削片剥離：一次削片の剥離後、連続的な二次削片が５個体接合している（段階５）。削片３１６・３２６・

３２８に先行して甲板面からの側面調整が施されている。また、削片３２８には側面から甲板面への調整と、

上縁の断面を山形にする片面調整も施されている。

細石刃剥離：削片剥離後、下縁からの調整が行われ（段階６）、作業面を２．３�程消費する連続的な

細石刃剥離が行われる（段階７）。最終的に細石刃核１８５が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－５・１１に分布する。大部分の遺物は Sb－５の集中域の北西部から出土している。Sb－１１

は Sb－５から傾斜する延長線上に位置する。Sb－１１には段階１～３の剥片が１点ずつ分布してい

る。また、段階１の�層一括の剥片も Sb－１１の範囲から出土している。

母岩別資料２８３・接合資料７５６（図�－２４６・２４７、図版１３１－２、図版１３２－１）

母岩別資料は接合７５６の他、剥片７１点で構成され、総点数１２４点、総重量４８５．９�である（製作内容

１ａ�・２ｄ類）。

素材 ５３点（３１個体）が接合し、重量は３９３．５�、大きさは１８．１×８．３×４．８�である。転礫を素材と

し、裏面が部分的に剥離された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 尖頭器�類の製作と細石刃に関する接合資料である。上から長軸方向への剥離の後（段階

１）、両面で左右からの加工が施される（段階２～９）。段階３は先行する剥離のヒンジの段から剥離

されている。段階２・７には反対側縁まで抜ける剥離が見られる。上端部が尖頭状に整形され、厚さ

が１．５�程度まで減じた時点で折損し、上半部の尖頭器９が遺跡内に遺棄される。下半部は細石刃核

の素材となっている。

母型作製：まず折れ面付近を中心に右側面から加工が施される（段階１０）。折れ面を細石刃核の正

面に尖頭器の右側縁を細石刃核の上縁に設定している。いずれも、入念な両面加工が施され、上縁は
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直線状に整形されている。特に母型正面の加工は、折れ面を完全に除去し、上縁との角度が７５度とな

っている。

削片剥離：一次削片を含め連続的な削片剥離が行われる（段階１１）。二次削片３４１は細石刃核の裏面

を取り込むウートラパッセを起こしている。最終的な細石刃核は調査区域内から出土していない。空

隙部の大きさは４×９．５×１．５�である。

分布 Sb－１１～１３、斜面部集中域「ア」に分布する。大部分の遺物は Sb－１２全体に広がって出土し

ている。Sb－１１からは段階７の剥片１点が、Sb－１３からは段階１１の削片３３０が、Sb－１２と近接した

ブロック縁辺部に分布している。さらに Sb－１１の遺物は Sb－１２と折れ面接合している。斜面部集中

域「ア」の出土位置は Sb－１２の南東側の調査区にあたり、段階７の剥片が１点出土している。

母岩別資料４９・接合資料１１５（図�－２４８～２５０、図版１３２－２、図版１３３－１）

母岩別資料は接合１１５の他、接合５００４３～５００４５、剥片８点で構成され、総点数８１点、総重量２９２０．１

�である（製作内容２ｄ・１ａ�類）。

素材 ６７点（４１個体）が接合し、重量は２７５１．６�、大きさは２２．５×１６．１×１４．２�である。転礫を素材

とし、正面に大きく剥離が施された状態で遺跡内に搬入されている。右側面は急角度で平坦面があり、

左側面は鋭い縁辺になっている。

剥離工程 細石刃に関する接合資料である。母型作製：主に正裏面への左右からの剥離によって器体

が整形されている（段階１～１３）。段階４・９・１１は器体の横軸に対し斜行する剥離となっている。

段階５・７の打面はほぼ同一の高さである。段階８では裏面全体を覆う大型の剥離が多く見られる。

段階９の剥片が二次加工ある剥片４６９の素材となっている。段階１３はいずれもウートラパッセを起こ

しており、最終剥離は器体の長さの２／３を取り込んでいる。これ以降は、細石刃核母型を整形する

ための細かな加工となる。両面調整石器の左側縁を細石刃核の上縁に設定して、細石刃核の正面、下

縁、裏面に粗い両面加工が施される（欠落）。特に母型正面（両面調整石器の上部）を立ち落とすよ

うに集中的な加工が行われている。また、下縁の裏面側には急角度の片面加工により内湾している。

削片剥離：段階１４からは図�－２５０－８２２を用いて説明する。一次削片３２４の剥離後、２回以上削片

が剥離されている（段階１４）。いずれも右側面に傾いた剥離で、二次削片３２７は末端がヒンジとなって

いる。その後、細石刃核の正面の稜を直線状にする加工、先行する削片のヒンジ部を除去する急角度

の片面加工が施され、再び削片剥離が行われる。しかしこれも右側面に傾いた剥離となり（欠落）、

内湾する加工部を打面として右側面に樋状剥離を２回以上施し、最終的に細石刃核未製品２１２が遺跡

内に遺棄される。

分布 全て Sb－２に分布し、ブロック中央の集中域の北東部から出土するものが多い。段階８の剥

片１点がブロックの南西部から離れて出土している。

母岩別資料２１０・接合資料４９５（図�－２５１、図版１３３－２）

母岩別資料は接合４９５の他、接合５０１６６、剥片１０点で構成され、総点数７７点、総重量２７０．６�である

（製作内容３ｃ類）。

素材 ６５点（５９個体）が接合し、重量は２５７．７�、大きさは５．２×１０．８×７．１�である。平滑な面が上

面に大きく残存しているが、全体の原石の形状は不明である。周辺を粗く加工された舟底形石器の状

態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 舟底形石器�ｃ類を製作する接合資料である。原礫面を甲板面に設定し、甲板面からの加

工（段階１・２・４・５）と下縁からの加工（段階３・６）が両側面に施される（段階１～７）。段

階２・３間では正面への下縁からの加工が施されている。段階７の後、器体が折損し、小さい個体の

２ 遺構と遺物

142



舟底形石器４０３が遺跡内に遺棄される。反対側の個体は再加工され、裏面上からの剥離により調整さ

れている（段階８）。最終的に舟底形石器４０４が遺跡内に遺棄される。

分布 全て Sb－６に分布する。大部分の遺物はブロックの北東側から出土しているが、舟底形石器４０３

や段階１の剥片１点が東側にやや離れて分布している。

母岩別資料２５４・接合資料６４６（図�－２５１・２５２、図版１３３－３）

母岩別資料は接合６４６の他、剥片９点で構成され、総点数３０点、総重量３２８．１�である（製作内容３

ａ�類）。

素材 ２１点（１９個体）が接合し、重量は２５１．６�、大きさは６．７×１４．８×６．０�である。岩屑面のある

角礫を素材とし、剥片の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 舟底形石器�ａ類を製作する接合資料である。剥片を素材とし、湾曲の大きな素材腹面を

甲板面に設定している。甲板面から両側面に加工が施される（段階１～３）。破損したため、最終的

に舟底形石器３７５が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－７・９・１２・１３に分布する。段階１・３及び舟底形石器３５７は Sb－１３の北西部からまと

まって出土している。段階２の剥片は Sb－１３の北西部を含め Sb－７・９・１２の広範囲に広がって分

布している。

母岩別資料３５・接合資料８４（図�－２５２・２５３、図版１３４－１）

母岩別資料は接合８４の他、接合８５～８７で構成され、総点数３１点、総重量２８３．７�である（製作内容

３ｂ類）。

素材 １８点（１５個体）が接合し、重量は２１３．５�、大きさは４．８×１３．８×５．０�である。亜角礫を素材

とし、ある程度の加工が進んだ舟底形石器状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 舟底形石器�ｂ類を製作する接合資料である。平坦で大きなリングの素材腹面を持つ剥片

を素材とし、素材の腹面を甲板面に設定している。両側面へ甲板面からの加工を施した後（段階１・

２）、器体が折損する。段階２の剥離により下縁の原礫面はほとんど除去されている。舟底形石器３７０

の正面側の個体が再加工される。左側面に折れ面付近を中心とする上下からの加工である（段階３・

４）。再度折損したため、舟底形石器３７０が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－２・５に分布する。段階１の全ての剥片が Sb－５の中央部から、それ以降の剥片と舟底

形石器３７０は Sb－２から疎らに出土している。

母岩別資料２６６・接合資料６９３（図�－２５３～２５６、図版１３４－２、図版１３５）

母岩別資料は接合６９３の他、接合６９４～６９７、剥片３０点で構成され、総点数１４０点、総重量１２１８．８�で

ある（製作内容３ａ�・４ｂ�類）。

素材 １０１点（８１個体）が接合し、重量は１０８６．４�、大きさは１１．９×１５．４×１２．８�である。角の摩滅

がやや進んだ亜角礫を素材とし、裏面を大きく剥離した状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 舟底形石器の製作、石刃剥離を行う接合資料である。石刃剥離（段階１・４・６・９・１１・

１３）と打面再生・調整（段階３・５・１０・１２）が繰り返し行われ、最終的に石刃剥離が全周するもの

である。段階１の厚手の縦長剥片４個体が舟底形石器の素材となっている（舟底形石器３７３、個体Ａ

～Ｃ）。途中、下からの石核調整が頻繁に施される（段階２・７・８）。段階２は段階１のヒンジを除

去する調整である。段階７・８は正裏面に施される交互剥離で、この加工により下端が鋭い形状に整

形されている。石刃の剥離には基本的に打面調整・頭部調整が施されている。最終的に石刃核６３６が

遺跡内に遺棄される。

個体Ａの素材の大きさは１２×７×３�である。素材の腹面を甲板面に、素材の剥離軸をほぼ器体の

� 旧白滝５遺跡の調査

143



長軸に設定し、左右の側面に甲板面からの加工が施されている（Ａ－段階１・２）。Ａ－段階２の剥

離後、器体が折損し、片側の舟底形石器３７４は遺跡内に遺棄されるが、反対側の個体は調査区域内か

ら出土していない。

個体Ｂの素材の大きさは１０×（６）×２．５�である。素材の腹面を甲板面に、素材の剥離軸を器体の

長軸に設定し、甲板面からの調整が施されている（Ｂ－段階１）。最終的な舟底形石器は調査区域内

から出土していない。空隙部の大きさは９×（５）×２．５�である。

個体Ｃの素材の大きさは１１×６×３�である。素材の腹面を甲板面に、素材の剥離軸を器体の長軸

に設定し、両側面に甲板面からの加工が施されている（Ｃ－段階１・２）。折損したため最終的に舟

底形石器３８１が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－７～９・１２・１３に分布する。大部分の遺物は Sb－１２の中央部から出土している。個体以

外の分布を見ると、剥離順によって出土位置が異なっている。段階１の内、最後に剥離された２個体

を除く舟底形石器３７３、縦長剥片、剥片が Sb－７・９・１３に分布し、それ以降のものは Sb－１２から

出土している。個体ＡはＡ－段階１・２の剥片が１点ずつ Sb－７・８に分布し、それ以外の遺物は

舟底形石器３７４も含め Sb－１３の西部から出土している。個体Ｂは Sb－１３から散漫に出土している。

個体ＣはＣ－段階１の剥片が Sb－１２・１３から、Ｃ－段階２の剥片が Sb－１２の南東部から、舟底形石

器３８１が Sb－９・１２に跨って出土している。

母岩別資料２６７・接合資料６９８（図�－２５７～２６１、図版１３６・１３７－１）

母岩別資料は接合６９８の他、接合６９９～７０９・１０９１・１０９２・５０２２４、石刃２点、剥片８４点で構成され、

総点数２４８点、総重量１８０６．５�である（製作内容３ａ�・４ａ�類）。

素材 １１６点（９８個体）が接合し、重量は１５０９．７�、大きさは１７．３×１１．６×１３．８�である。やや角の

摩滅した角礫を素材とし、正面・上面・右側面に大きく剥離が施された状態で遺跡内に搬入されてい

る。

剥離工程 舟底形石器の製作、石刃剥離を行う接合資料である。上面に正面からの大型剥離を行い、

最終段階で行われる石刃剥離の打面としている（段階１）。段階１の剥片は舟底形石器３６８に加工され

ている。段階２は正面上からの薄く短い剥離、段階３は裏面での横方向の石刃剥離である。次の連続

的な石刃剥離まで打面転移を頻繁に行い、主に厚手の剥片を剥離している（段階４～１３）。打面と作

業面を入れ替える交互剥離が多く見られ、段階４・５、７～９、１０・１１、１２・１３の関係がそれにあた

る。なお、段階６を除いて段階４～９はほぼ同様の場所（右側面と裏面）での交互剥離となっている。

また、段階４・６・８・９の剥片がそれぞれ舟底形石器の素材となっている（個体Ａ～Ｄ）。段階１４

からは上面を打面とした石刃・縦長剥片の剥離で、石核をほぼ全周している。打面部は基本的に頭部

調整の施される単剥離打面である。最初に剥離された厚手の縦長剥片が舟底形石器の素材となってい

る（個体Ｅ）。最終的に石刃核７０２が遺跡内に遺棄される。

個体Ａは素材を分割して２個体の舟底形石器を製作している（個体Ａ－ａ・ｂ）。個体Ａ－ａの素

材の大きさは７．５×８×２．５�である。素材の腹面を甲板面に、素材の剥離軸を器体の長軸に設定し、

甲板面からの調整が施されている（ａ－段階１）。最終的な舟底形石器は調査区域内から出土してい

ない。空隙部の大きさは７．５×４×２．５�である。

個体Ａ－ｂの素材の大きさは５×８×３�である。素材の腹面を甲板面に、器体の長軸を素材の剥

離軸と直交するように設定し、甲板面から両側面に調整が施されている（ｂ－段階１・２）。最終的

な舟底形石器は調査区域内から出土していない。空隙部の大きさは８×２×２．５�である（素材の長

軸と器体長軸が直交しているため、素材の大きさの数値と対応する位置が異なる）。
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個体Ｂの素材の大きさは７．５×１０×３．５�である。素材の腹面を甲板面に、器体の長軸を素材の剥離

軸と直交するように設定し、甲板面から両側面に調整が施されている（Ｂ－段階１・２）。最終的な

舟底形石器は調査区域内から出土していない。空隙部の大きさは１０×３．５×２．５�である（素材の長軸

と器体長軸が直交しているため、素材の大きさの数値と対応する位置が異なる）。

個体Ｃの素材の大きさは８×７×２�である。素材の腹面を甲板面に、素材の剥離軸を器体の長軸

に設定し、甲板面からの調整が施されている（Ｃ－段階１）。最終的な舟底形石器は調査区域内から

出土していない。空隙部の大きさは８×４．５×２�である。

個体Ｄの素材の大きさは９．５×９×３�である。素材の腹面を甲板面に、素材の剥離軸を器体の長

軸に設定し、甲板面からの調整が施されている（Ｄ－段階１）。最終的な舟底形石器は調査区域内か

ら出土していない。空隙部の大きさは９．５×４．５×３�である。

個体Ｅの素材の大きさは９．５×５．５×３�である。素材の腹面を甲板面に、素材の剥離軸を器体の長

軸に設定し、甲板面からの調整が施されている（Ｅ－段階１）。最終的な舟底形石器は調査区域内か

ら出土していない。空隙部の大きさは９．５×３×２．５�である。

分布 Sb－６・１２に分布する。個体の遺物を含め大部分が Sb－１２の西側からまとまって出土してい

る。Sb－６からは段階１の舟底形石器３６８のみ出土している。

母岩別資料３０２・接合資料７８８（図�－２６１・２６２、図版１３７－２）

母岩別資料は接合７８８の他、接合７８９～７９６、舟底形石器１点、縦長剥片１点、剥片４４点で構成され、

総点数７５点、総重量９０６．５�である（製作内容３ａ�・４ａ�類）。

素材 ８点（８個体）が接合し、重量は２４９．５�、大きさは１０．９×７．７×５．０�である。やや角の摩滅

した角礫を素材としている。搬入形態に関する詳細は不明である。

剥離工程 舟底形石器の製作、石刃剥離を行う接合資料である。段階１・２では上面を剥離する打面

作出・再生剥離で、段階１の剥片が舟底形石器の素材となっている（個体Ａ）。段階１・２間では上

からの石刃剥離が行われている。その後、下からの石刃剥離（段階３）、右側面で上から石刃剥離（欠

落）と１８０度の打面転移が続く。石刃の打面部は単剥離打面で頭部調整が施されている。最終的に石

刃核６５６が遺跡内に遺棄される。

個体Ａの素材の大きさは８×４．５×３�である。素材の腹面を甲板面に、素材の剥離軸を器体の長

軸に設定し、下縁からの調整（Ａ－段階１）、甲板面からの調整（Ａ－段階２）が施されている。最

終的な舟底形石器は調査区域内から出土していない。空隙部の大きさは８×３×２．５�である。

分布 Sb－１２・１３に分布する。個体Ａは Sb－１２・１３から疎らに出土し、個体以外の遺物は段階３の

剥片が Sb－１３の西部に分布する。

母岩別資料２６８・接合資料７１０（図�－２６２～２６４、図版１３７－３、図版１３８－１）

母岩別資料は接合７１０の他、接合７１１～７１３、石刃１点、剥片５１点で構成され、総点数１１７点、総重量

７８９．４�である（製作内容３ａ�・４ｂ�類）。

素材 ５７点（４４個体）が接合し、重量は５１２．４�、大きさは１４．０×１０．３×８．９�である。角礫を素材と

し、周辺に粗く剥離が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 舟底形石器の製作、石刃剥離を行う接合資料である。正面で横方向の剥離を行い（段階１）、

横長剥片を舟底形石器の素材としている（個体Ａ）。その後は上からの石刃剥離を中心に（段階２・

７・９・１０）、石核下端からの調整（段階４～６・８）が施されている。段階３は段階２でできたヒ

ンジ部を除去する横方向の調整で、段階９・１０間でも同様の調整が施されている。石刃の打面は基本

的に原礫面打面で頭部調整が施されている。段階５・６は交互剥離となっている。下からの剥離であ
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る段階５にも石刃が含まれている。段階１０の石刃剥離は一面で集中的に行われており、剥離の進行に

伴い石核の打面と作業面の角度が鋭角となっていく。最終的に石刃核６３４が遺跡内に遺棄される。

個体Ａは、素材の腹面を甲板面に、器体の長軸を素材の剥離軸と直交するように設定し、甲板面か

らの調整（Ａ－段階１）が施されている。最終的な舟底形石器は調査区域内から出土していない。

分布 Sb－６・１２・１３に分布する。個体と個体以外で分布が異なる。個体以外の遺物は Sb－１２から

出土している。個体 Aの遺物は Sb－６・１３にそれぞれ１点ずつ分布する。どちらもＡ－段階１の剥

片で、先に剥離されたものが Sb－６、次に剥離されたものが Sb－１３から出土している。

母岩別資料２４５・接合資料６０６・６０７（図�－２６４～２６６、図版１３８－２）

母岩別資料は接合６０６・６０７の他、接合６０８～６１１・６１３・６１４・６１６～６２４・５０１９９、舟底形石器１点、

剥片１０３点で構成され、総点数２５８点、総重量１０５５．３�である（製作内容３ａ�・４ａ�類）。

素材 接合６０６は４５点（３９個体）が接合し、重量は３０２．４�、大きさは３．７×１０．６×８．９�である。接合

６０７は６４点（５７個体）が接合し、重量は４２６．７�、大きさは１４．８×１２．１×９．３�である。角礫を素材と

している。搬入形態に関する詳細は不明だが、上面と裏面は原礫面に覆われた状態である。

剥離工程 舟底形石器の製作、石刃剥離を行う接合資料である。接合６０６は接合６０７の上面に位置する

と思われ、本体から剥離された最初の打面作出剥片であろう（段階１）。この剥片は舟底形石器の素

材となっている（個体Ａ）。個体Ａは素材の腹面を甲板面に、器体の長軸を素材の剥離軸と直交する

ように設定し、甲板面からの調整が両側面に施されている（Ａ－段階１・２）。最終的に折損したた

め舟底形石器３６３が遺跡内に遺棄される。

接合６０７は上面での打面作出後（段階１）、下設の打面が作出され（段階２）、下からの石刃・縦長

剥片の剥離が行われる（段階４）。途中の段階３は左側面に裏面から行われる加工で、個体の剥離の

可能性がある。段階１・４の剥片が舟底形石器の素材となっている（個体Ａ・Ｂ）。最終的な石刃核

は調査区域内から出土していない。

個体Ａの素材の大きさは１２×９．５×３�である。素材の腹面を甲板面に、器体の長軸を素材の剥離

軸に対して斜めに設定し、片側面への集中的な調整が施されている（Ａ－段階１・２）。Ａ－段階１・

２間には反対側面での甲板面からの調整が施されている（欠落）。最終的な舟底形石器は調査区域内

から出土していない。空隙部の大きさは９．５×３×２．５�である（素材の長軸と器体長軸が一致してい

ないため、素材の大きさの数値と対応する位置が異なる）。

個体Ｂの素材の大きさは？×８×３�である。素材の腹面を甲板面に、素材の剥離軸を器体の長軸

に設定する。甲板面から両側面への調整が施されている（Ｂ－段階１・２）。最終的な舟底形石器は

調査区域内から出土していない。空隙部の大きさは？×４×３�である。

分布 接合６０６・６０７とも Sb－６・１１に分布する。いずれも個体以外の遺物のほとんどが Sb－６か

ら、個体の遺物が Sb－１１から出土している。接合６０７の個体以外で Sb－１１に分布するのは段階２の

剥片である。

母岩別資料２９１・接合資料７６８（図�－２６７、図版１３９－１）

母岩別資料は接合７６８の他、接合７６９、石刃１点、剥片３点で構成され、総点数３８点、総重量４３４．７

�である（製作内容３ａ�・４ｂ�類）。

素材 ３１点（２６個体）が接合し、重量は４０４．１�、大きさは１０．９×９．０×６．９�である。やや角の摩滅

した角礫を素材とし、上面に大きく剥離が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 舟底形石器の製作、石刃剥離を行う接合資料である。上面の平坦面を打面として右側面の

小口面を中心とした石刃剥離が行われる（段階１）。段階１の厚手の剥片が舟底形石器の素材となっ
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ている（個体Ａ）。同面での下からの縦長剥片の剥離（段階２）、段階２と交互剥離となる下面への縦

長剥片の剥離（段階３）が行われ、再び上設の打面から正面～左側面にかけて石刃・縦長剥片が剥離

される。石刃の打面は基本的に平坦打面で頭部調整のみ施されている。最終的な石刃核は調査区域内

から出土していない。石刃核の厚さが約２�となるまで消費されている。

個体Ａは剥片の折損した末端側を素材とし、素材の腹面を甲板面、素材の長軸を器体の長軸に設定

する。甲板面から片側面への加工が施され（Ａ－段階１）、最終的に舟底形石器３７５が遺跡内に遺棄さ

れる。

分布 Sb－１２の西部を中心に分布する。

母岩別資料２７０・接合資料７１５（図�－２６８・２６９、図版１３９－２、図版１４０－１）

母岩別資料は接合７１５の他、接合７１６・５０２２６、剥片２３点で構成され、総点数５１点、総重量６０４．７�で

ある（製作内容３ａ�・４ａ�類）。

素材 ２３点（１７個体）が接合し、重量は４５４．９�、大きさは１０．４×１１．６×８．９�である。角礫を素材と

し、原石の周辺にある程度剥離が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 舟底形石器の製作、石刃剥離を行う接合資料である。正面～右側面にかけての上からの石

刃剥離（段階１）、裏面を打面とする横方向の剥離（段階２）、正面上からの石刃・縦長剥片の剥離が

行われる（段階３）。石刃の打面は平坦打面で頭部調整が施されている。段階１・２の剥片が舟底形

石器の素材となっている（個体Ａ、舟底形石器３４８）。また、段階３の石刃・縦長剥片２個体が二次加

工ある剥片４６８・４８７の素材となっている。その後、段階２と同様の方向で裏面からの石刃剥離が連続

的に行われ、最終的に石刃核６４７が遺跡内に遺棄される。

個体Ａは素材の腹面を甲板面、素材の長軸を器体の長軸に設定し、甲板面からの側面調整が施され

ている（Ａ－段階１）。最終的に舟底形石器３５２が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－５～７・９・１２・１３、斜面部集中域「ア」に分布する。１か所にまとまることなく、前

述のブロックから疎らに出土している。

母岩別資料２６９・接合資料７１４（図�－２７０～２７２、図版１４０－２）

母岩別資料は接合７１４の他、接合５０２２５、石刃２点、剥片１９点で構成され、総点数１３１点、総重量１１７８．４

�である（製作内容３ａ�・４ｂ�類）。原産地分析の結果（Ｘ４３５）、赤石山産と判定された（�章

２）。

素材 １０８点（８５個体）が接合し、重量は１１１９．７�、大きさは２１．４×１６．４×１１．８�である。岩屑面の

ある角礫を素材とし、原石の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 舟底形石器の製作、石刃剥離を行う接合資料である。石刃・縦長剥片の剥離が以下の四か

所の作業面を移動しながら行われている。�正面への上下からの剥離、�左側面への裏面からの剥離、

	上面～正面にかけて右側面からの剥離、
裏面への上下からの剥離である。段階１～４は�の上か

らの剥離に関する工程である。打面作出・再生と石刃剥離が交互に行われている。段階５・６は�に

関する工程で、段階６の一部に頭部調整が施されていることから、石刃を目的とした剥離も含まれて

いると見られる。段階５は段階６のための石核調整である。段階７・８は	の工程で、間には打面再

生がなされている。段階９は�の下からの剥離で、厚手の剥片が舟底形石器の素材となっている（個

体Ａ）。また、その裏側には大きな空隙部があり、段階１４までの間に多量の石刃剥離が上下から行わ

れていると思われる。段階１０は�、段階１１は	、段階１２・１３は�に関する工程で、段階１２は打面再生

剥片である。段階１４は�の剥離に関する打面再生剥片で、段階１５は段階１２と同様の剥離である。段階

１６は
の上からの剥離で、段階１７・２１が�、段階１８・２０が�の上からの剥離、段階１９が
の下からの
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剥離である。石刃の打面は基本的に複剥離打面で、頭部調整が施されている。最終的にサイコロ状の

石核７５０が遺跡内に遺棄される。

個体Ａの素材の大きさは１１×６×２．５�である。素材の腹面を甲板面に、素材の剥離軸を器体の長

軸に設定し、甲板面から両側面に調整が施されている（Ａ－段階１・２）。最終的な舟底形石器は調

査区域内から出土していない。空隙部の大きさは１１×３×２．５�である。

分布 Sb－５・１２に分布する。個体Ａも含めて大部分が Sb－１２の西部からまとまって出土してい

る。Sb－５からは段階７の縦長剥片１点が東側のブロック縁辺部に分布し、Sb－１２と折れ面接合し

ている。石核７５０は Sb－１２のまとまりから斜面の傾斜方向に５ｍ程離れた位置から出土している。

母岩別資料３００・接合資料７８４（図�－２７２・２７３、図版１４１）

母岩別資料は接合７８４の他、削片１点、舟底形石器１点、二次加工ある剥片２点、縦長剥片１点、

剥片１点で構成され、総点数１３点、総重量２４９．２�である（製作内容３ａ�・４ａ�類）。原産地分析

の結果（Ｘ４３７）、赤石山産と判定された（�章２）。

素材 ７点（６個体）が接合し、重量は２１１．５�、大きさは９．２×１２．５×３．７�である。平滑な面が一部

に残存しているが、全体の原石の形状は不明である。両面調整石器の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 舟底形石器の製作、石刃剥離を行う接合資料である。細石刃核の削片を剥離するように、

両面調整石器の側縁に剥離を行う（段階１）。段階１は末端がヒンジで、舟底形石器の素材となって

いる（個体Ａ）。段階１で得られた面を打面に固定して小口面で上からの石刃剥離が連続的に行われ

る（段階２）。段階２では５．５�以上作業面を消費している。最終的に石刃核６５３が遺跡内に遺棄される。

個体Ａは素材腹面を甲板面に、素材の長軸を器体長軸に設定する。素材の末端部が折損し（Ａ－段

階１）、反対側の個体で甲板面から調整が施される（Ａ－段階２）。最終的に舟底形石器３８０が遺棄さ

れる。

分布 Sb－６・１３に分布する。大部分が Sb－１３から疎らに出土し、石刃核６５３のみ Sb－６に分布し

ている。

母岩別資料１４９・接合資料３５８（図�－２７３～２７６、図版１４１）

母岩別資料は接合３５８の他、接合３５９～３７２・５０１１９～５０１３０、削片１点、石刃２点、縦長剥片２点、

二次加工ある剥片１点、剥片１７８点で構成され、総点数３２９点、総重量４０２７．５�である（製作内容３ａ

�・４ｂ�類）。原産地分析の結果（Ｘ４２０）、赤石山産と判定された（�章２）。

素材 ７５点（５４個体）が接合し、重量は１８４９．１�、大きさは３０．９×１８．２×７．６�である。岩屑面のあ

る角礫を素材とし、大型の剥片の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 舟底形石器の製作、石刃剥離を行う接合資料である。段階１は素材の打面部付近の剥片で、

素材として搬入された大型の剥片の剥離と同時に剥落したものである。段階１の存在から、この母岩

は剥片で持ち込まれたのではなく、大型剥片がここで割られ、石核部分が持ち出されたと見ることも

可能である。素材の打面部を下端に設定し、右側面の小口面で連続的な石刃剥離が行われる（段階２）。

段階２の剥片２個体が舟底形石器、削器の素材となっている（個体Ａ・Ｂ）。段階３は石核の下端を

切断する急角度の剥離である。その後１８０度打面転移を行いながら石刃が剥離される（段階４・５・

７）。上からの剥離が段階４・７で、下からの石刃剥離（段階５）は平坦な裏面での作業となってい

る。途中の段階６は裏面に施される横方向の石核調整である。最終的な石刃核は調査区域内から出土

していない。

個体Ａは素材の腹面を甲板面に、素材の長軸を器体長軸に設定する。甲板面から両側面への調整（Ａ

－段階１・２）、下縁からの調整（Ａ－段階３）、甲板面からの調整（Ａ－段階４）が施される。その
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後、集中的に下縁からの調整が施され（Ａ－段階５～７）、器体が破損し、最終的に舟底形石器３７２が

遺棄される。

個体Ｂでは石刃の右側縁から長い平坦加工が施され（Ｂ－段階１）、削器４３７が製作される。

分布 Sb－１～３・５・６・９に分布する。大半の遺物は Sb－５から出土している。剥離順に個体

以外の遺物を見ると、段階１の剥片３点（１個体）が Sb－６から散漫に分布する。段階２の遺物は

広がりが大きく、剥片１点が Sb－１に、剥片１点が Sb－２に、剥片２点が Sb－５に、剥片４点が

Sb－６に、剥片１点が Sb－９に分布している。この内、Sb－２・６・９の剥片は折れ面接合してい

る。段階４～６の遺物はいずれも Sb－５から出土し、段階７の縦長剥片２点は Sb－２と Sb－５の

北東部に分布している。個体Ａの大部分は Sb－５からまとまって出土しているが、Ａ－段階１の最

初に剥離された剥片のみ Sb－６に分布している。個体Ｂは Sb－５から出土している。

母岩別資料２４３・接合資料６０１（図�－２７７～２７９、図版１４２）

母岩別資料は接合６０１の他、縦長剥片１点、剥片８点で構成され、総点数８２点、総重量７０４．７�であ

る（製作内容３ａ�・５ｃ�類）。

素材 ７３点（７０個体）が接合し、重量は６７７．１�、大きさは１０．９×９．６×１１．２�である。角礫を素材と

し、正面と上面に大きく剥離が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 舟底形石器の製作、剥片剥離を行う接合資料である。段階１は正裏面を大きくＶ字状に剥

離する。段階１の厚手の剥片が舟底形石器の素材となっている（個体Ａ・Ｂ）。段階２は正面下から

の剥離で、段階１の裏面での作業面を打面としている。新たに接合した剥片があり、舟底形石器の素

材となっている（個体Ｃ：実測図・模式図なし）。その後も上下に１８０度打面転移しながらの剥離が行

われる（段階３～５）。段階４の剥片が舟底形石器３４６に加工されている。最終的に石核７１０が遺跡内

に遺棄される。

個体Ａは全体図の図化後に接合した剥片があり、それについては個体の実測図９００に反映した。素材

の大きさは８×６×１．５�で、腹面を甲板面、素材の剥離軸を器体長軸に設定する。甲板面からの調

整（Ａ－段階１・３・６）と下縁からの調整（Ａ－段階２・４・５）が繰り返され器体を整形している。最終

的な舟底形石器は調査区域内から出土していない。空隙部の大きさは８×１×１．５�である。

個体Ｂの素材の大きさは１０×８．５×４．５�で、素材の腹面を甲板面、素材の長軸を器体長軸に設定す

る。甲板面からの集中的な加工が施される（Ｂ－段階１・２）。最終的な舟底形石器は調査区域内か

ら出土していない。空隙部の大きさは１０×２×４�である。

個体Ｃの素材の大きさは６．５×３．５×２�で、素材の腹面を甲板面、素材の長軸を器体長軸に設定す

る。甲板面からの加工が施される（Ｃ－段階１）。最終的な舟底形石器は調査区域内から出土してい

ない。空隙部の大きさは６．５×２×２�である。

分布 Sb－６・１１・１３に分布する。個体とそれ以外の遺物で分布が異なる。個体Ａ～Ｃはいずれも

Sb－１１の西部からまとまって出土している。個体以外の遺物の大部分は Sb－６から出土し、舟底形

石器３４６のみ Sb－１３の中央部に分布している。

母岩別資料２４４・接合資料６０５（図�－２７９・２８０、図版１４３－１）

母岩別資料は接合６０５の他、剥片４点で構成され、総点数６１点、総重量５４８．０�である（製作内容３

ａ�・５ｄ類）。

素材 ５７点（５６個体）が接合し、重量は５３８．９�、大きさは１３．１×８．４×８．３�である。角礫を素材と

している。搬入形態に関する詳細は不明だが、正面と左側面は大きく剥離された状態である。

剥離工程 舟底形石器の製作、剥片剥離を行う接合資料である。全て正面上からの剥離が行われてい
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る（段階１）。厚手の剥片２個体が舟底形石器の素材となっている（個体Ａ・Ｂ）。

個体Ａは素材腹面を甲板面、素材の長軸を器体長軸に設定し、甲板面からの加工が連続的に施され

ている（Ａ－段階１）。最終的な舟底形石器は調査区域内から出土していない。

個体Ｂは素材腹面を甲板面、素材の長軸を器体長軸に設定する。甲板面からの加工が連続的に施さ

れている（Ｂ－段階１～３）。Ｂ－段階１・３は両側面への加工で、Ｂ－段階１は平坦な加工である。

Ｂ－段階２は器体の長さを減じさせる端部を中心とした加工である。Ｂ－段階３の剥離は縁辺全体を

二往復するように進行している。最終的な舟底形石器は調査区域内から出土していない。

分布 Sb－６・１１に分布する。個体とそれ以外の遺物で分布が異なる。個体Ａ・Ｂはいずれも Sb－

１１の西部からまとまって出土している。個体以外の遺物は Sb－６に分布する。

母岩別資料２４２・接合資料５９３（図�－２８０～２８３、図版１４３－２、図版１４４－１）

母岩別資料は接合５９３の他、接合５９６・５９７・６００、縦長剥片１点、剥片２３点で構成され、総点数１５２

点、総重量１１０７．３�である（製作内容３ａ�・５ｃ�類）。

素材 １１９点（１０８個体）が接合し、重量は１０３６．７�、大きさは１３．２×９．４×１４．６�である。やや角の

摩滅した角礫を素材とし、正面に大きく剥離が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 舟底形石器の製作、剥片剥離を行う接合資料である。素材の最も厚い部位を正面に設定し

て、主に上下からの剥離が行われる（段階１～４）。段階１・２の厚手の剥片は舟底形石器の素材と

なっている（段階１：個体Ａ、段階２：個体Ｂ～Ｄ）。段階４の剥離は右側面まで及んでいる。段階

５・６は石核部分を舟底形石器に加工する側面調整で、最終的に舟底形石器３５０が遺跡内に遺棄され

る。

個体Ａは全体図の図化後に接合した剥片があり、それについては個体の実測図９０４に反映した。素

材の大きさは１０．５×８×２．５�で、素材腹面を甲板面、素材の長軸を器体長軸に設定する。甲板面か

ら両側面に加工が施される（Ａ－段階１・２）。最終的な舟底形石器は調査区域内から出土していな

い。空隙部の大きさは９．５×２×２�である。

個体Ｂの素材の大きさは１３×９×４．５�で、素材腹面を甲板面、素材の長軸を器体長軸に設定する。

甲板面から両側面に加工が集中的に施される（Ｂ－段階１・２）。最終的な舟底形石器は調査区域内

から出土していない。空隙部の大きさは１１×２×３�である。

個体Ｃの素材の大きさは９．５×５．５×４．５�である。素材の腹面を甲板面に、器体の長軸を素材の剥

離軸に対して斜めに設定し、素材の打面部に下縁からの調整（Ｃ－段階１）、Ｃ－段階１の作業面を

打面とする下縁への剥離（Ｃ－段階２）、甲板面からの調整が施されている（Ｃ－段階３）。最終的な

舟底形石器は調査区域内から出土していない。空隙部の大きさは１０．５×２．５×２．５�である（素材の長

軸と器体長軸が一致していないため、素材の大きさの数値と対応する位置が異なる）。

個体Ｄの素材の大きさは８．５×７×５�で、素材腹面を甲板面、素材の長軸を器体長軸に設定する。

甲板面からの加工（Ｄ－段階１・３・６）と下縁からの加工（Ｄ－段階２・４・５）が繰り返し行わ

れ、器体を整形している。Ｄ－段階５は急角度で、甲板面とほぼ並行する剥離となっている。最終的

な舟底形石器は調査区域内から出土していない。空隙部の大きさは８×３×３�である。

分布 Sb－６・７・１１～１３に分布する。個体とそれ以外の遺物で分布が異なる。個体Ａ・Ｂはいず

れも Sb－１１の西部からまとまって出土している。個体以外の遺物は Sb－６・７・１１～１３の広い範囲

から疎らに出土し、概ね段階によって分布が異なる。段階１の剥片は Sb－６・１１から、段階２の剥

片は Sb－６から、段階４の剥片は Sb－６・７から、段階６の剥片は Sb－７・１３から出土し、石核

素材の舟底形石器３５０は Sb－１２に分布する。

２ 遺構と遺物
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母岩別資料３０４・接合資料７９９（図�－２８３・２８４、図版１４４－２）

母岩別資料は接合７９９の他、剥片２１点で構成され、総点数３８点、総重量３４８．０�である（製作内容３

ａ�・５ｄ類）。

素材 １７点（１６個体）が接合し、重量は２７１．６�、大きさは１４．３×１０．５×９．８�である。岩屑面が一部

に残存しているが、全体の原石の形状及び搬入形態に関する詳細は不明である。

剥離工程 舟底形石器の製作、剥片剥離を行う接合資料である。段階１・２は上からの剥離で、間に

左側面からの横方向の剥離が施されている（欠落）。段階１・２の剥片はそれぞれ舟底形石器の素材

となっている（個体Ａ・Ｂ）。次に右側面への横方向の剥離が行われている（段階３）。最終的な石核

は調査区域内から出土していない。

個体Ａは素材腹面を甲板面、素材の長軸を器体長軸に設定している。甲板面から両側面に加工が施

される（Ａ－段階１・２）。器体が折損し、最終的に舟底形石器３７６が遺跡内に遺棄される。

個体Ｂは素材腹面を甲板面、素材の長軸を器体長軸に設定している。甲板面からの加工が集中的に

行われている（Ｂ－段階１）。最終的な舟底形石器は調査区域内から出土していない。

分布 Sb－６・７・１３に分布する。個体Ａ・Ｂとも Sb－６・７・１３の広い範囲から段階とは無関係

に疎らに出土している。個体以外の遺物は段階３の剥片１点のみで、Sb－１３に分布している。

母岩別資料１５４・接合資料３９１（図�－２８５～２８８、図版１４５－１）

母岩別資料は接合３９１の他、接合３９２～４０１・５０１４３～５０１４７・５３３９６、縦長剥片１点、剥片８４点で構成

され、総点数２６８点、総重量１６４２．２�である（製作内容３ａ�・５ｄ・１ａ�類）。

素材 １２０点（９６個体）が接合し、重量は１２１８．５�、大きさは１８．６×２８．４×１２．４�である。岩屑面の

ある角礫を素材としている。搬入形態に関する詳細は不明である。

剥離工程 尖頭器・舟底形石器の製作、剥片剥離を行う接合資料である。上ないし斜め上方からの剥

離が基本となっている（段階１・２・４）。段階１はいずれも打点の位置が不明である。厚手の剥片

が尖頭器の素材となっている（個体Ａ）。段階２では大型で厚手の縦長剥片が二個体の舟底形石器の

素材となっている（個体Ｂ・Ｃ）。段階３・５は右側面への横方向の石核調整、段階６は下面を平坦

にする横方向の大型剥離である。段階６の剥片が舟底形石器の素材となっている（個体Ｄ）。最終的

な石核は調査区域内から出土していない。

個体Ａは片側縁に両面加工が施される。Ａ－段階１は素材背面側への加工にあたる。器体が折損し、

短い方の尖頭器８は遺跡内に遺棄されるが、反対側の個体は調査区域内から出土していない。

個体Ｂは素材腹面を甲板面、素材の長軸を器体長軸に設定する。甲板面から両側面への加工（Ｂ－

段階１・２・４・５）と下縁からの加工（Ｂ－段階３・６・７・８）が繰り返し施される。後半は下

縁からの加工が主体的である。器体が折損し、最終的に舟底形石器３７１が遺跡内に遺棄される。

個体Ｃは素材腹面を甲板面、素材の長軸を器体長軸に設定する。甲板面からの調整が施され（Ｃ－

段階１）、器体が折損し、短い方の舟底形石器３７７は遺跡内に遺棄されるが、反対側の個体は調査区域

内から出土していない。

個体Ｄは素材腹面を甲板面、素材の長軸を器体長軸に設定し、甲板面からの調整が施されている（Ｄ

－段階１）。最終的な舟底形石器は調査区域内から出土していない。

分布 Sb－２・４～６・１３に分布する。個体Ａ・Ｂ・Ｄと個体Ｃ及び個体以外では、分布範囲が異

なる。個体Ａ・Ｂ・Ｄは同様の範囲から出土し、Sb－５を中心とした分布となっている。Sb－５以

外では個体Ａの剥片１点が Sb－２から出土している。個体Ｃと個体以外の遺物は Sb－６を中心とし

た分布となっている。Sb－６以外では個体Ｃの舟底形石器３７７のみ Sb－４から出土し、個体以外の
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段階３の剥片１点が Sb－１３に、段階５の剥片１点が Sb－５に分布している。

母岩別資料６７・接合資料１５３（図�－２８９、図版１４５－２）

母岩別資料は接合１５３の他、接合１５４・１５５・５００６３、剥片３点で構成され、総点数５０点、総重量２７６．１

�である（製作内容３ａ�類）。

素材 ３８点（２７個体）が接合し、重量は２１５．９�、大きさは８．４×４．１×８．３�である。転礫を素材とし、

ほぼ原石の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 舟底形石器を製作する接合資料である。正面の小口面に横からの剥離を行い、原礫面を除

去し（段階１）、上からの剥離を連続的に行っている（段階２）。段階３・４は上面への左右からの剥

離である。これら作業面を打面として、裏面で上からの剥離が行われている（段階５）。段階６は裏

面の突出した部分を除去する横方向の剥離である。これ以降は、段階２で得られた平坦面を甲板面と

する舟底形石器の加工となる。両側面に甲板面から（段階７）、下縁から（段階８）の調整が施され、

最終的に舟底形石器３４３が遺跡内に遺棄されている。

分布 Sb－２の北西側の集中域からまとまって出土している。

母岩別資料１４２・接合資料３３５（図�－２８９・２９０、図版１４６－１）

母岩別資料は接合３３５の他、接合３３６～３３９、剥片４７点で構成され、総点数８７点、総重量２６２．０�であ

る（製作内容３ｂ類）。原産地分析の結果（Ｘ４１７）、白土沢産と判定された（�章２）。

素材 ２６点（２０個体）が接合し、重量は１７７．７�、大きさは４．９×１７．２×３．５�である。２個体の舟底

形石器が甲板面で接合している。原石の形状は不明である。初期段階の調整剥片がほとんどないため、

原石を分割し、舟底形石器に加工された状態で遺跡内に搬入されていると考えられる。

剥離工程 舟底形石器�ｂ類を製作する接合資料である。個体Ａは甲板面からの調整が両側面に施さ

れている（Ａ－段階１・２）。器体が折損し、最終的に舟底形石器３８９が遺跡内に遺棄される。

個体Ｂに接合する調整剥片は確認できなかった。最終的に舟底形石器３８４が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－５の集中域の西部を中心に分布する。

母岩別資料１３０・接合資料３０７・３１０（図�－２９０・２９１、図版１４６－２）

母岩別資料は接合３０７・３１０の他、接合３１１～３１７・１５８７・５０１１０、剥片６５点で構成され、総点数１５７点、

総重量４７８．４�である（製作内容３ｄ類）。原産地分析の結果（Ｘ４１４）、あじさい滝・幌加沢産と判定

された（�章２）。

素材 接合３０７は３１点（２７個体）が接合し、重量は１１８．９�、大きさは４．２×１７．５×４．４�である。接合

３１０は３８点（３２個体）が接合し、重量は２６８．３�、大きさは５．８×２０．０×５．３�である。原石の形状は不

明である。両接合資料ともある程度舟底形石器に加工された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 舟底形石器�ｂ類を製作する接合資料である。接合３０７・３１０は甲板面で接合する位置関係

と思われる。接合３０７は甲板面から両側面への加工が施されている（段階１・２）。その後、器体が折

損し、短い方の舟底形石器３９１は遺跡内に遺棄されるが、反対側の個体には甲板面からの再加工が行

われている（段階３）。最終的な舟底形石器は調査区域内から出土していない。空隙部の大きさは３

×１４×３�である。

接合３１０は甲板面からの加工（段階１・３）と下縁からの加工（段階２）が行われる。その後、器

体が折損し、片方の個体に再加工が施されている（段階４・５）。段階４・５は甲板面から両側面へ

の加工で、器体の下縁を取り込む剥離が多く見られる。最終的に舟底形石器４０１が遺跡内に遺棄され

る。折損した反対側の個体は調査区域内から出土していない。

分布 両接合資料とも Sb－５の集中域の西部を中心に分布する。
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母岩別資料２２７・接合資料５４８（図�－２９１・２９２、図版１４７－１）

母岩別資料は接合５４８のみである（製作内容４ａ�類）。

素材 ６点（５個体）が接合し、重量は４３５．９�、大きさは７．８×６．４×１０．０�である。角礫を素材と

し、正面・上面・右側面に大きく剥離が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 石刃に関する接合資料である。正面の小口面を作業面として、上からの石刃剥離が連続的

に行われている（段階１）。石刃はいずれも厚手で、打面部は平坦打面で頭部調整が施されている。

最終的に石刃核�－４０３－６０が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－７・２１、斜面部集中域「カ」に分布する。大半が Sb－７から出土している。Sb－２１から

は段階１の三回目に剥離された剥片、斜面部集中域「カ」からは石刃核�－４０３－６０が出土している。

母岩別資料３０６・接合資料８０２（図�－２９２・２９３、図版１４７－２）

母岩別資料は接合８０２の他、剥片６点で構成され、総点数１２点、総重量４３１．９�である（製作内容４

ａ�類）。

素材 ６点（６個体）が接合し、重量は３５０．５�、大きさは１０．９×６．８×９．６�である。亜角礫を素材

としている。搬入形態に関する詳細は不明である。

剥離工程 石刃に関する接合資料である。上面を大きく剥離して、石刃核の打面に設定する（段階１）。

段階１は裏面から剥離されるもので、石核の素材となっている（個体Ａ）。その後上からの石刃剥離

が連続して行われ（欠落）、途中末端のヒンジを除去する下からの石核調整が施されている（段階２）。

石刃核の打面は平坦打面で頭部調整が施されている。最終的に石刃核６４１が遺跡内に遺棄される。

個体Ａは素材腹面を打面に固定して、端部側で剥離が行われる（Ａ－段階１）。最終的に石核７１２が

遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－７・１３に分布する。個体以外の石刃核６４１が Sb－７から、個体Ａの剥片２点が Sb－１３か

ら出土している。

母岩別資料２９０・接合資料７６７（図�－２９３、図版１４８－１）

母岩別資料は接合７６７の他、縦長剥片１点で構成され、総点数４４点、総重量５２８．２�である（製作内

容４ａ�類）。

素材 ４３点（３０個体）が接合し、重量は５２２．９�、大きさは８．４×１０．５×６．９�である。転礫を素材と

し、上面を大きく剥離した状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 石刃に関する接合資料である。平坦な上面を打面に設定し、上からの石刃剥離が連続的に

行われている（段階１・３）。段階１は小口面の両側面を主体、段階３は正面を主体とした剥離であ

る。途中の段階２は下からの石核調整で、作業面の段差を除去している。石刃の打面は平坦打面で頭

部調整が施されている。最終的に石刃核６２３が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－１２の西部にまとまって分布する。

母岩別資料２０７・接合資料４８９（図�－２９４、図版１４８－２）

母岩別資料は接合４８９のみである（製作内容４ｂ�類）。

素材 ７点（７個体）が接合し、重量は２８２．８�、大きさは７．４×８．９×７．５�である。平滑な面が一部

に残存しているが、全体の原石形状は不明である。石刃核の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 石刃に関する接合資料である。上面に求心状の剥離を行い、打面再生を行っている（段階

１）、その後石核をほぼ全周するような石刃剥離が上から行われる（段階２）。石刃の打面は平坦ない

し複剥離打面で、頭部調整が施されている。最終的に石刃核６２７が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－５～７・９・１２・１３の広範囲から疎らに分布する。段階１の剥片が Sb－５・６・１２・１３
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から１点ずつ、段階２の遺物が Sb－６・９から１点ずつ（Sb－９に石刃）、石刃核６２７が Sb－７か

ら出土している。

母岩別資料２９４・接合資料７７２（図�－２９５・２９６、図版１４９－１）

母岩別資料は接合７７２の他、接合５０２４８、剥片４点で構成され、総点数１３点、総重量５６７．２�である

（製作内容４ｂ�類）。

素材 ７点（７個体）が接合し、重量は４２９．５�、大きさは８．４×８．３×９．５�である。平滑な面が一部

に残存しているが、全体の原石形状は不明である。石刃核の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 石刃に関する接合資料である。裏面で上からの剥離を行った後（段階１）、上面を大きく

剥離して打面再生を行う（段階２）。その後、正面を中心に集中的な石刃剥離が行われる（段階３）。

石刃の打面は平坦打面で頭部調整が施されている。最終的に石刃核６３２が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－６・７・１３、斜面部集中域「キ」に分布する。段階によって分布が異なる。段階１の剥

片は斜面部集中域「キ」から、段階２の剥片は Sb－６から、段階３の剥片・石刃は Sb－７・１３から

（Sb－７に石刃）出土している。

母岩別資料３０３・接合資料７９７（図�－２９６、図版１４９－２）

母岩別資料は接合７９７の他、接合７９８、縦長剥片２点、剥片９点で構成され、総点数２７点、総重量３０９．６

�である（製作内容４ｂ�類）。

素材 １４点（１３個体）が接合し、重量は２３６．４�、大きさは９．９×７．９×６．６�である。角礫を素材とし

ている。ほぼ原石の状態で遺跡内に搬入されたと思われる。

剥離工程 石刃に関する接合資料である。正面から下面への剥離の後（段階１）、原礫面を除去する

石核調整を行い（段階２）、上からの石刃剥離が行われる（段階３・４・６）。段階２・３の間には右

側面からの打面作出剥離が行われている（欠落）。裏面側の剥離である段階４はウートラパッセを起

こしている。途中の段階５は上面への打面再生剥離である。石刃の打面は複剥離打面で、頭部調整が

施されている。最終的に石刃核６３３が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－５・７・１３、斜面部集中域「ア」の広範囲から疎らに分布する。大半の遺物は Sb－１３の

西部から出土している。Sb－５からは石刃核６３３、Sb－７の西部からは段階６の剥片１点、Sb－７

の東部からは段階５の剥片１点、斜面部集中域「ア」からは段階６の石刃１点が分布する。

母岩別資料２８０・接合資料７５０（図�－２９７・２９８、図版１５０）

母岩別資料は接合７５０のみである（製作内容４ｂ�類）。

素材 ５４点（４６個体）が接合し、重量は８４４．４�、大きさは１１．２×１０．７×１２．６�である。平坦な面が

一部に残存しているが、全体の原石形状は不明である。周辺が粗く加工された円錐形の石核の状態で

遺跡内に搬入されている。

剥離工程 石刃に関する接合資料である。上面の平坦な原礫面に求心状の打面再生剥離を行い、上か

らの石刃剥離が集中的に行われる（段階２・４）。段階２の作業は左右の側面と正面に及ぶ範囲で、

段階４はほぼ全周する範囲で行われている。段階２の内、末端部が大きく湾曲する剥片が削器４５９に

加工されている。途中の段階３は裏面での下からの剥離である。石刃の打面は複剥離打面と原礫面打

面があり、頭部調整が施されている。最終的に石刃核６２６が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－１２に分布する。

母岩別資料２３５・接合資料５７８（図�－２９８・２９９、図版１５１－１）

母岩別資料は接合５７８の他、剥片１８点で構成され、総点数８０点、総重量１５２０．６�である（製作内容

４ｂ�類）。
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素材 ６２点（４６個体）が接合し、重量は１４９３．４�、大きさは１８．３×１１．８×７．９�である。平滑な部分

が多い角礫を素材とし、原石の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 石刃に関する接合資料である。平坦な原礫面を裏面に設定し、石核の下部を細身にする調

整を行って（段階１）、上からの石刃・縦長剥片の剥離が開始される（段階２）。段階３～５は石核調

整の剥離で、段階３が正面から右側面への加工、段階４が石核下部の形状を修正する加工、段階５は

上面への打面作出剥離である。その後、上からの石刃・縦長剥片剥離が再開される（段階６・８）。

途中の段階７を含め段階９・１０は石核調整の剥離で、段階７が段階４と同様に石核下部の形状を修正

する加工、段階９が打面再生剥離、段階１０が裏面に施される平坦加工となっている。石刃の打面部は

複剥離打面で、頭部調整が施されている。最終的に石刃核�－４０４－６２が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－１０、斜面部集中域「イ」に分布する。ほとんどは Sb－１０の集中域からまとまって出土し

ている。斜面部集中域「イ」からは石刃核�－４０４－６２が出土している。

母岩別資料６８・接合資料１５６（図�－３００、図版１５１－２）

母岩別資料は接合１５６のみである（製作内容４ａ�類）。

素材 ３１点（２３個体）が接合し、重量は２８５．３�、大きさは１０．１×６．５×６．０�である。角の摩滅がや

や進んだ亜角礫を素材とし、原石の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 石刃に関する接合資料である。下端での鋭い交互剥離が行われた後（段階１・２）、上面

に打面を作出し（段階３）、正面上からの石刃剥離が連続的に行われる（段階４）。段階４の作業は正

面から右側面に及ぶ範囲で行われている。石刃の打面は平坦打面で、頭部調整が施されている。最終

的に石刃核６３８が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－２の集中域の北部を中心に分布する。

母岩別資料１４０・接合資料３３２（図�－３００・３０１、図版１５２－１）

母岩別資料は接合３３２の他、縦長剥片１点、剥片１点で構成され、総点数１５点、総重量３８２．０�であ

る（製作内容４ｃ�類）。

素材 １３点（９個体）が接合し、重量は３８０．４�、大きさは１１．８×７．９×５．１�である。平滑な部分が

多い角礫を素材とし、ほぼ原石の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 石刃に関する接合資料である。正裏面で上からの交互剥離を行っている（段階１・２）。

剥離角は鋭角で、端正な石刃は剥離されていないが、段階１・２ともに縦長剥片が含まれている。打

面部は複剥離打面で頭部調整が施されている。最終的に石刃核６５８が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－５の集中域の南西部に分布する。

母岩別資料１３９・接合資料３３１（図�－３０１、図版１５２－２）

母岩別資料は接合３３１のみである（製作内容４ｃ�類）。

素材 ３６点（１９個体）が接合し、重量は２７１．８�、大きさは１３．０×６．７×６．０�である。平滑な部分が

多い角礫を素材とし、正面に大きく剥離が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 石刃に関する接合資料である。正裏面への交互剥離が石核の上下で行われている。段階１

～４は上からの剥離である。裏面への剥離は短い打面作出・再生の剥離で（段階２・４）、正面側で

石刃・縦長剥片が剥離されている（段階１・３）。その後、下からの剥離が主体となる。剥離角が鋭角

で、正裏面ともに石刃・縦長剥片が剥離されている（段階５～７）。最後に再び上から石刃・縦長剥

片が剥離される（段階８）。石刃の打面は複剥離打面で、頭部調整が施されている。石刃核は調査区

域内から出土していない。空隙部の大きさは薄く細長い形状で７．７×４．８×１．３�である。

分布 Sb－５の集中域の南東部に分布する。
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母岩別資料２５３・接合資料６４５（図�－３０１・３０２、図版１５２－３）

母岩別資料は接合６４５の他、接合５０２０２・５０２０３、剥片１６点で構成され、総点数６１点、総重量７９１．２�
である（製作内容４ｃ�類）。

素材 ４０点（２５個体）が接合し、重量は７３４．０�、大きさは１５．７×１１．６×１１．３�である。亜角礫を素

材とし、上面と正面に大きく剥離が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 石刃に関する接合資料である。主に正面は上から（段階２・４）、裏面は横から（段階６・

８）石刃を目的とする剥離が行われる。剥離角はいずれも鋭角で、打面部は頭部調整の施される複剥

離打面が主体である。この間の段階は石核を整形する剥離で、単発的である（段階１・３・５・７）。

最終的な石刃核は調査区域内から出土していない。扁平な形状の石刃核が想定される。

分布 Sb－１２・１３に分布する。大部分が Sb－１２の東部から出土している。Sb－１３からは段階４・６・

７の遺物が出土し、この内段階７の遺物は Sb－１２と折れ面接合している。

母岩別資料２３１・接合資料５５９（図�－３０３～３０５、図版１５３・１５４）

母岩別資料は接合５５９の他、接合５６０・５６１、縦長剥片１点、二次加工ある剥片１点、剥片３９点で構

成され、総点数１７６点、総重量２６４１．８�である（製作内容４ｃ�類）。

素材 １２５点（７７個体）が接合し、重量は２４１４．５�、大きさは１８．０×１９．８×１１．８�である。角がやや

摩滅した角礫を素材とし、ほぼ原石の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 石刃に関する接合資料である。主に正面は上下から（段階４・１４～１６）、裏面は左右から

（段階３・５～８・１２・１３）、裏面下から（段階９・１１）の剥離に石刃が含まれている。正面上から

の剥離以外の剥離角はいずれも鋭角となっており、打面部は原礫面打面・単剥離打面・複剥離打面が

見られ、頭部調整が施されている。その他の段階は石核を整形する剥離で、単発的である（段階１・

２・１０）。最終的にディスク状の扁平な石刃核６６０が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－１０にまとまって分布する。

母岩別資料２５２・接合資料６４２（図�－３０６～３０８、図版１５４・１５５－１）

母岩別資料は接合６４２の他、接合６４３・６４４、剥片４７点で構成され、総点数１８３点、総重量２５８０．６�で

ある（製作内容４ｃ�類）。原産地分析の結果（Ｘ４３１）、あじさい滝・幌加沢産と判定された（�章

２）。

素材 １２８点（４７個体）が接合し、重量は２１０１．８�、大きさは２９．５×１４．０×１２．２�である。岩屑面の

ある角礫を素材とし、ほぼ原石の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 石刃に関する接合資料である。正面は上下から（段階１・３・８・９）、裏面も上下から

（段階２・５・１０）石刃を目的とする剥離が行われる。剥離角はいずれも鋭角で、打面部は頭部調整

の施される複剥離打面が主体である。また、段階１～３と段階９・１０は交互剥離となっている。その

他の段階は石核を整形する剥離で、主に裏面横方向の調整が施されている（段階４・６・７）。最終

的な石刃核は調査区域内から出土していない。厚さ３．５�程の扁平な形状の石刃核が想定される。

分布 Sb－７・１２に分布する。大部分の遺物は Sb－１２の西部から出土している。Sb－７からは段階

５の縦長剥片１点と段階１０の石刃５８４が出土している。

母岩別資料１５１・接合資料３７４（図�－３０８・３０９、図版１５５－２）

母岩別資料は接合３７４のみである（製作内容４ｃ�類）。

素材 ３１点（１４個体）が接合し、重量は５７１．５�、大きさは１７．３×９．２×７．０�である。亜角礫を素材

とし、正面は原石の状態で搬入されている。裏面の状態は不明である。

剥離工程 石刃に関する接合資料である。主に正面上下から（段階３・５・７）石刃を目的とする剥
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離が行われる。剥離角はいずれも鋭角で、打面部は頭部調整の施される複剥離打面が主体である。段

階３には削器、二次加工ある剥片の素材となる個体Ａが含まれている。その他の段階は石核を整形す

る剥離で、単発的である（段階１・２・４・６）。最終的な石刃核は調査区域内から出土していない。

扁平な形状の石刃核が想定される。

個体Ａは末端が厚手の縦長剥片で、下半部を折り取り（Ａ－段階１）、折れ面から細かな加工が施

され二次加工ある剥片４７２が製作されている。上半部は側縁に加工が施され（Ａ－段階２）、削器４４６

が製作されている。

分布 Sb－５・７に分布する。大部分は Sb－５の集中域の南部から出土している。Sb－７からは段

階３の剥片１点が出土し、Sb－５と折れ面接合している。

母岩別資料２８９・接合資料７６６（図�－３０９・３１０、図版１５６－１）

母岩別資料は接合７６６の他、剥片４点で構成され、総点数１９点、総重量７７３．３�である（製作内容４

ｃ�類）。

素材 １５点（８個体）が接合し、重量は７３９．０�、大きさは２０．０×９．５×５．３�である。やや角の摩滅

した角礫を素材としている。搬入形態に関する詳細は不明である。

剥離工程 石刃に関する接合資料である。正面で上下からの石刃剥離が行われる（段階１～３）。石

刃の打面は頭部調整の施される複剥離打面が主体である。段階３の石刃が二次加工ある剥片４７９・４８０

の素材となっている。段階１・３の打面の高さは３�程の段差がある。最終的な石刃核は調査区内域

から出土していない。

分布 Sb－７・１３に分布する。段階１の縦長剥片が Sb－７から出土し、段階２の剥片と段階３の縦

長剥片が Sb－１３に分布している。

母岩別資料１５８・接合資料４１２（図�－３１０・３１１、図版１５６－２、図版１５７）

母岩別資料は接合４１２の他、縦長剥片１点、剥片２点で構成され、総点数３８点、総重量４９６．６�であ

る（製作内容４ｃ�・１ｅ類）。

素材 ３５点（２１個体）が接合し、重量は４９３．４�、大きさは２２．２×７．８×７．８�である。岩屑面のある

角礫を素材とし、正面は原石の状態で搬入されている。裏面の状態は不明である。

剥離工程 石刃、両面調整石器�類に関する接合資料である。裏面下部に横方向の石核調整が施され

（段階１）、正面で上からの石刃剥離が連続的に行われる（段階２）。石刃の打面は頭部調整の施され

る原礫面打面が主体である。段階２の石刃２個体は石核及び両面調整石器の素材（個体Ａ・Ｂ）と掻

器の素材（個体Ｃ）となっている。

個体Ａ・Ｂは同一個体の石刃を三つに分割した末端部（個体Ａ）と中間部（個体Ｂ）である。個体

Ａは原礫面に覆われる急角度の側縁を上面に設定し、両面に上下からの加工が施されている（Ａ－段

階１・２）。下縁のみ鋭く調整され、上面には原礫面が残存する。最終的に楔形の両面調整石器４６（�
類）が遺跡内に遺棄される。

個体Ｂは折れ面を打面として、素材の背面側で剥離を行っている。最終的に石核６７８が遺跡内に遺

棄される。

個体Ｃは石刃の末端部が節理により折損し、折れ面に急角度加工を施し掻器４１９を製作している。

分布 Sb－５に分布する。大部分の遺物は集中域の中央から出土しているが、個体Ｂの石核６７８のみ

南東側の遺物の疎らな地点に分布している。

母岩別資料２６０・接合資料６６３（図�－３１２・３１３、図版１５７）

母岩別資料は接合６６３の他、接合６６４～６６９・１５８３・１５８４・５０２１０～５０２１４・５０２１６、縦長剥片１点、剥
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片４２点で構成され、総点数１６８点、総重量２０６８．１�である（製作内容４ｃ�類）。

素材 ５７点（３０個体）が接合し、重量は１４２５．０�、大きさは３３．６×１４．１×９．９�である。やや角の摩

滅した角礫を素材とし、正面に上・横方向の単発的な剥離が行われた状態で搬入されている。裏面の

状態は不明である。

剥離工程 石刃に関する接合資料である。正面の上下から石刃を目的とする剥離が行われている（段

階２・６・７）。剥離角はいずれも鋭角で、打面部には打面調整・頭部調整が施されている。その他

の段階は石核を整形する剥離で、石核の下部を中心に行われている（段階１・３～５）。最終的な石

刃核は調査区域内から出土していない。扁平な形状の石刃核が想定される。

分布 Sb－１２、斜面部集中域「ア」に分布する。大部分の遺物は Sb－１２から出土し、斜面部集中域

「ア」からは段階７の剥片が１点出土している。

母岩別資料２９２・接合資料７７０（図�－３１３、図版１５８－１）

母岩別資料は接合７７０の他、石刃１点、剥片３点で構成され、総点数１３点、総重量１４６．８�である（製

作内容４ａ�類）。

素材 ９点（８個体）が接合し、重量は１２１．３�、大きさは７．５×３．４×６．３�である。母岩別資料中に

転礫面が残存する剥片があるが、全体の原石形状は不明である。石刃核の状態で遺跡内に搬入されて

いる。

剥離工程 石刃に関する接合資料である。石刃剥離が進行して扁平となった石刃核の小口面を作業面

に設定し、まず裏面で横方向の加工が施される（段階１）。その後、正面～左側面にかけての下から

の石刃剥離（段階２）、正面で上からの石刃剥離へと続く（段階３）。石刃の打面部は頭部調整の施さ

れる平坦打面ないし複剥離打面である。最終的に石刃核６５７が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－１２の東西に分かれて分布する。大部分の遺物は西側から出土し、段階２の石刃５２６と段階

３の石刃５３２が東部に分布している。

母岩別資料２５９・接合資料６６１（図�－３１３・３１４、図版１５８－２）

母岩別資料は接合６６１の他、接合６６２・５０２０９、石刃１点、剥片１０点で構成され、総点数２７点、総重

量５０１．３�である（製作内容４ａ�類）。原産地分析の結果（Ｘ４３４）、赤石山産と判定された（�章２）。

素材 １１点（１０個体）が接合し、重量は２７３．９�、大きさは１１．４×１０．３×３．８�である。原石の形状は

不明である。両面調整石器の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 石刃に関する接合資料である。両面調整石器が分割され、上下の個体で石刃剥離が行われ

ている（個体Ａ・Ｂ）。

個体Ａでは分割面を石刃作業面に設定している。分割面と素材の縁辺との角部を急角度加工により

除去し（Ａ－段階１）、石刃核下部の整形を行っている。反対側縁に沿った折れ面からの剥離により

Ａ－段階２の打面部が作出され（欠落）、連続的な石刃剥離が開始される（Ａ－段階２）。Ａ－段階２

の石刃は掻器４２１に加工されている。最終的な石刃核は調査区域内から出土していない。

個体Ｂでは分割面を石刃剥離の打面に設定している。素材の片側縁で集中的な石刃剥離が行われ（Ｂ

－段階１）、打面部を３�程度消費して、石刃核６５１が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－６・７・９・１３に分布する。個体Ａ・Ｂとも広範囲から疎らに出土している。個体 AではＡ

－段階１の剥片が Sb－６の南西部に、Ａ－段階２の石刃・縦長剥片が Sb－６・９・１３に、掻器４２１が

Sb－７に分布している。個体 Bでは剥片類が Sb－１３に、石刃核６５１が Sb－７の西部に分布している。

母岩別資料５９・接合資料１３１（図�－３１５、図版１５８－３）

母岩別資料は接合１３１の他、接合１３２、剥片１点で構成され、総点数２２点、総重量１３３．６�である（製

２ 遺構と遺物

158



作内容４ｂ�類）。

素材 １８点（１８個体）が接合し、重量は１２５．４�、大きさは３．６×７．８×５．６�である。転礫を素材とし、

石核ないし石刃核の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 石刃に関する接合資料である。搬入された石核ないし石刃核の作業面を打面部に設定し、

小口面への剥離が連続的に行われる（段階１）。上面で打面を再生する横方向の加工が施される（段

階２）。次に作業面を裏面に移動し、両側面まで及ぶ短い石刃剥離が行われる（段階３）。石刃の打面

部は頭部調整の施される平坦打面である。最終的に石刃核６２５が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－１・２に分布する。大部分の遺物は Sb－２の中央部から出土している。Sb－１には段階

１の剥片が分布している。

母岩別資料１０４・接合資料２６３（図�－３１５、図版１５９－１）

母岩別資料は接合２６３のみである（剥離内容４ａ�類）。

素材 １４点（１１個体）が接合し、重量は５９１．１�、大きさは１０．１×８．１×１０．７�である。角の摩滅がや

や進んだ亜角礫を素材とし、正面が剥離された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 石刃に関する接合資料である。原石の小口面を作業面とし、主に正面で上下からの石刃剥

離が行われている（段階１・４）。段階２は正面を打面とする下面への剥離、段階３は下から施され

る石核調整である。石刃の打面部は原礫面ないし平坦打面で、頭部調整が施されている。最終的に石

刃核６５０が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－２の中央部から疎らに出土している。

母岩別資料５８・接合資料１３０（図�－３１６、図版１５９－２）

母岩別資料は接合１３０のみである（製作内容５ｂ�類）。

素材 ７点（６個体）が接合し、重量は２３５．０�、大きさは４．１×７．１×１０．５�である。転礫を素材と

し、原礫面に覆われた剥片の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 剥片を剥離する接合資料である。剥片を素材とし、主に素材の腹面を打面に設定し、素材

の打面側の小口面で上からの剥離が行われている（段階１）。最終的に石核６９４が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－１・２に分布する。大部分が Sb－１の北部から出土している。Sb－２からは段階１の剥

片が１点分布し、Sb－１と折れ面接合している。

母岩別資料６２・接合資料１３８（図�－３１６、図版１５９－３）

母岩別資料は接合１３８の他、接合１３９・５００５７（両面調整石器）で構成され、総点数２５点、総重量３６３．７

�である（製作内容５ｂ�・１ａ�類）。

素材 １１点（９個体）が接合し、重量は２１２．５�、大きさは５．６×９．４×５．８�である。転礫を素材とし

ている。搬入形態に関する詳細は不明である。接合１３９には素材剥片の腹面と見られる平坦な面が残

存している。

剥離工程 剥片を剥離する接合資料である。平坦な上面を打面として、上からの剥離が主体的に行わ

れている（段階１・２）。段階１は正面、段階２は左側面で剥離され、最終的に石核６９７が遺跡内に遺

棄される。

分布 Sb－２に分布する。

母岩別資料１６６・接合資料４４２（図�－３１７、図版１６０）

母岩別資料は接合４４２の他、接合５０１５５で構成され、総点数３１点、総重量５９７．８�である（製作内容

５ａ�類）。

素材 ２８点（２３個体）が接合し、重量は５８２．８�、大きさは１１．９×１２．２×６．０�である。転礫を素材と
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し、石刃核の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 剥片を剥離する接合資料である。搬入時の石刃作業面を裏面に設定し、主に正面で上下か

らの剥離が行われる（段階１～５）。いずれも平坦な剥離であるが、段階５にはウートラパッセによ

り石核の半分以上を取り込む剥離が含まれている。また、段階５の剥片が二次加工ある剥片４９４の素

材となっている。最終的な石核は調査区域内からは出土していない。

分布 Sb－４・５に分布する。大部分の遺物は Sb－５の集中域の北部から出土している。Sb－４か

らは段階４の剥片が１点出土している。

母岩別資料１６５・接合資料４３９（図�－３１７～３２０、図版１６０・１６１）

母岩別資料は接合４３９の他、接合４４０・４４１・５０１５４、剥片５７点で構成され、総点数２０３点、総重量２３４４．９

�である（製作内容５ａ�・１ｅ類）。

素材 １３６点（９１個体）が接合し、重量は２１７９．０�、大きさは２１．４×１７．４×９．３�である。転礫を素材

とし、大型剥片の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 剥片剥離と両面調整石器�類の製作に関する接合資料である。平坦な素材の腹面を裏面に

設定し、正面での剥離が集中的に行われる（段階１～５）。段階１・４は石核下部での急角度加工で

ある。段階２・３・５は平坦剥離が主体で、正面全体を覆うような剥離も含まれいる。段階５の剥片

は二次加工ある剥片の素材となっている（個体Ａ）。また、片面加工の石器の素材も存在する（個体

Ｂ）。その後、器体が分割され、それぞれ剥片剥離が行われている（個体Ｃ・Ｄ）。

個体Ａは正面に急角度加工（Ａ－段階１）、裏面に平坦加工（Ａ－段階２）が施されている。折損

し、最終的に二次加工ある剥片５１３が遺跡内に遺棄される。

個体Ｂは素材背面を覆うような加工が両側縁から施されている（Ｂ－段階１・２）。Ｂ－段階１の

方がより平坦な加工である。製作された石器は、削器ないし両面調整石器と見られるが、調査区域内

から出土していない。

個体Ｃは分割面を打面とする剥離（Ｃ－段階１）と側縁から分割面を取り込むような横方向の剥離

（Ｃ－段階２）が行われている。最終的な石核部分は調査区域内から出土していない。

個体Ｄは分割面を上面に設定し、下縁で集中的な急角度加工が施される（Ｄ－段階１）。器体の約

半分が減じ、裏面に横方向の平坦剥離が行われ（Ｄ－段階２）、最終的に両面調整石器４９が（�類）

遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－４・５・１３、斜面部集中域「ア」に分布する。大部分の遺物は Sb－５の集中域の南部か

ら出土している。Sb－４からは段階４の剥片１点、Sb－１３からは個体 Cの C－段階１の剥片１点、

斜面部集中域「ア」からは段階４の剥片が１点出土している。なお、Sb－４、斜面部集中域「ア」

の剥片はそれぞれ Sb－５と折れ面接合している。

母岩別資料４８・接合資料１１３（図�－３２０～３２２、図版１６２－１）

母岩別資料は接合１１３の他、接合１１４・５００３６～５００４２、二次加工ある剥片１点、剥片３７点で構成され、

総点数１７８点、総重量１７０８．５�である（製作内容５ａ�類）。原産地分析の結果（Ｘ４０９）、あじさい滝・

幌加沢産と判定された（�章２）。

素材 １２３点（４７個体）が接合し、重量は１５５９．７�、大きさは２８．２×１７．５×８．０�である。岩屑面が一

部に残存しているが、全体の原石形状は不明である。大型剥片の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 剥片を剥離する接合資料である。平坦な素材腹面を裏面に設定し、正面で主に左右からの

平坦剥離が行われている（段階１～１３）。また、これらには長軸に近い方向からの剥離も含まれてい

る。段階５には右側縁の下部を折り取るような急角度の剥離が含まれる。段階７・１２ではウートラパ
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ッセを起こす剥離があり（９４６）、器体の形状を崩している。打面部には頭部調整・打面調整の施され

るものが存在する。最終的な石核部分は調査区域内から出土していない。

分布 Sb－２・５・８・１０に分布する。剥離順により出土位置が異なる。段階１～３の途中までは

Sb－５から出土している。その後の段階は Sb－２から出土し、途中の段階５の最後の剥片１個体が

Sb－１０に、段階６の剥片１点が Sb－８に分布している。Sb－８・１０の出土位置は比較的近接してい

る。

母岩別資料２１１・接合資料４９６（図�－３２２、図版１６２－２、図版１６３－１）

母岩別資料は接合４９６のみである（製作内容５ａ�・１ａ�類）。

素材 ６点（５個体）が接合し、重量は４０４．５�、大きさは８．５×９．７×４．９�である。亜角礫を素材と

し、ほぼ原石の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 剥片剥離と両面調整石器の製作に関する接合資料である。正面上から剥離の後（段階１）、

正裏面で横方向の錯向状の剥離が行われる（段階２・３）。段階３の剥片が両面調整石器の素材とな

っている（個体Ａ）。段階２・３は厚手の剥離で、石核の大部分を消費し、最終的に石核６８３が遺跡内

に遺棄される。

個体Ａは両面加工が施され（Ａ－段階１）、最終的に両面調整石器２８が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－５・１１に分布する。大部分の遺物が Sb－５から出土し、Sb－１１からは両面調整石器６８３

が出土している。

母岩別資料１１２・接合資料２７７（図�－３２３、図版１６３－２）

母岩別資料は接合２７７のみである（製作内容５ａ�類）。

素材 ５点（３個体）が接合し、重量は４２２．９�、大きさは９．４×１０．４×４．３�である。転礫を素材と

し、ほぼ原石の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 剥片を剥離する接合資料である。扁平な原石の平坦面に上下から剥離を行っている（段階

１・２）。打面はいずれも原礫面打面である。最終的に石核６７２が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－２の南西部の集中域に分布する。

母岩別資料２２８・接合資料５４９（図�－３２３～３２５、図版１６３－３、図版１６４）

母岩別資料は接合５４９の他、接合５５１、剥片５点で構成され、総点数４２点、総重量１１１３．５�である（製

作内容５ａ�・１ｅ・１ａ�類）。

素材 ３４点（２８個体）が接合し、重量は１０６９．６�、大きさは１４．２×１７．６×１１．６�である。転礫を素材

とし、裏面に大きく剥離が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 剥片剥離と両面調整石器の製作に関する接合資料である。図版作成後、９４９と９５０の接合を

確認した。両資料は正裏面の位置関係にあたる（模式図参照）。正面で左右からの平坦な剥離の後（段

階１・２）、裏面で横方向の大きな剥離（段階３）が行われる。段階２・３の厚手の剥片は両面調整

石器４４と個体Ａの素材となっている。その後、正面で上からの剥離（段階４）、横方向の剥離（段階

５）が行われる。段階５は両面調整石器の素材となっている（個体Ｂ）。最終的に大きくウートラパ

ッセが起き、石核６７７が遺跡内に遺棄される。

個体Ａは周辺を急角度に剥離した後（Ａ－段階１）、正裏面で加工が行われ、最終的に両面調整石

器４８（�類）が遺跡内に遺棄される。

個体Ｂは素材背面に縁辺を中心とした急角度加工（Ｂ－段階１）、素材腹面全体を覆う平坦加工が

施されている。器体が折損し、最終的に両面調整石器２９が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－７・９・１３に分布する。個体以外の遺物は段階に関係なく Sb－７・９から多く出土し、
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Sb－１３からは段階３の剥片が１点分布している。なお、Sb－１３の遺物は Sb－７と折れ面接合してい

る。個体 Aは Sb－７・９に分布する。大部分が Sb－９から出土し、Ａ－段階１の剥片が Sb－７及

び Sb－９の西部から出土している。個体Ｂは全て Sb－９に分布している。

母岩別資料８９・接合資料２３３（図�－３２５・３２６、図版１６５－１）

母岩別資料は接合２３３の他、接合２３４～２３６、剥片８点で構成され、総点数６０点、総重量５２８．７�であ

る（製作内容５ａ�・５ｂ�類）。

素材 ２９点（２４個体）が接合し、重量は３２０．５�、大きさは１２．２×９．６×７．１�である。転礫を素材と

している。搬入形態に関する詳細は不明である。

剥離工程 剥片を剥離する接合資料である。正裏面を上から鋭い打角で剥離している（段階１・２）。

段階２の剥片は大型で、石核の素材となっている（個体Ａ）。最終的な石核は調査区域内から出土し

ていない。

個体Ａは素材腹面を打面部に設定し、石核をほぼ周回するように剥離が行われている（Ａ－段階

１）。その後、先の打面部への剥離が僅かに施され、最終的に石核７０１が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－２・１１に分布する。大部分の遺物が Sb－２の北東部の集中域から出土している。Sb－１１

からは個体ＡのＡ－段階１の剥片が１点出土している。

母岩別資料５４・接合資料１２５（図�－３２６、図版１６５－２）

母岩別資料は接合１２５のみである（製作内容５ａ�類）。

素材 １０点（６個体）が接合し、重量は７４８．２�、大きさは１５．３×１１．０×７．６�である。角の摩滅がや

や進んだ亜角礫を素材とし、ほぼ原石の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 剥片を剥離する接合資料である。正裏面で部分的な横方向の剥離を行い（段階１・２）、

錯向状の剥離が長軸方向で行われる（段階３・４・６）。途中の段階５は正面での横方向の剥離であ

る。段階６はウートラパッセを起こしている。最終的な石核は調査区域内から出土していない。厚さ

３�程の扁平な形状の石刃核が想定される。

分布 Sb－２・５に分布する。段階２・４の遺物が Sb－２から、段階３の遺物が Sb－５から出土

している。その他の遺物は表土一括遺物である。

母岩別資料６４・接合資料１４１（図�－３２７、図版１６５－３）

母岩別資料は接合１４１の他、剥片３点で構成され、総点数１３点、総重量８３８．５�である（製作内容５

ａ�類）。

素材 １０点（７個体）が接合し、重量は８２２．５�、大きさは１５．６×１１．４×６．１�である。亜角礫を素材

とし、正裏面に大きく剥離が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 剥片を剥離する接合資料である。ウートラパッセとなった裏面下からの剥離（段階１）、

裏面下部の横方向の剥離（段階２）が行われ、正面上から縦長剥片が剥離されている（段階３）。段

階３の打面は段階１のカーブした面をそのまま利用し、頭部調整が施されている。扁平な石刃核に類

似する素材の用い方と剥離工程である。最終的に石核６８１が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－１・２に分布する。大部分は Sb－２の南部から疎らに出土し、Sb－１には石核６８１が Sb

－２と近接するブロック縁辺部に分布している。

母岩別資料７３・接合資料１８２（図�－３２７・３２８、図版１６６）

母岩別資料は接合１８２の他、二次加工ある剥片１点、剥片３点で構成され、総点数２８点、総重量１５１６．７

�である（製作内容５ａ�・５ａ�類）。

素材 ２４点（１８個体）が接合し、重量は１４７９．４�、大きさは１２．５×１２．４×１１．３�である。亜角礫を素
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材とし、原石の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 剥片を剥離する接合資料である。原石を分割し、それぞれで剥片剥離を行っている（個体

Ａ・Ｂ）。Ａ－段階１は分割時に剥離した破片と見られる。

個体Ａは縁辺に頭部調整状の細かな加工が施された後、上からの剥離が行われる（Ａ－段階２）。

Ａ－段階２の最終剥離は大きくウートラパッセを起こしており、その後、横方向の急角度剥離が行わ

れる（Ａ－段階３）。最終的に石核６７１が遺跡内に遺棄される。

個体Ｂは分割面からの急角度加工により打面を作出し（Ｂ－段階１）、正面で平坦な剥離が行われて

いる（Ｂ－段階２）。剥離の進行とともにＢ－段階２の打面は上面から右側面にかけて移動している。

Ｂ－段階１の剥片が二次加工ある剥片５１０の素材となっている。最終的に石核６７０が遺跡内に遺棄され

る。

分布 Sb－２・５に分布する。個体により分布が異なる。個体Ａは全て Sb－５から出土している。

個体Ｂは大部分が Sb－２の南部から出土し、二次加工ある剥片５１０のみ Sb－５に分布している。

母岩別資料１０２・接合資料２５８（図�－３２９・３３０、図版１６７－１）

母岩別資料は接合２５８の他、接合２５９・５００８５、剥片１点で構成され、総点数４７点、総重量１５９０．９�
である（製作内容５ａ�類）。

素材 ４０点（３６個体）が接合し、重量は１５３２．８�、大きさは２１．３×１４．０×８．７�である。亜角礫を素

材とし、裏面に大きく剥離が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 剥片を剥離する接合資料である。両面を求心状に剥離している（段階１～９）。正面への

剥離は急角度、裏面へは平坦な剥離となっている。剥離が進行しても剥片の大きさがあまり変化して

いないため、器体が相似形的に小型化している。段階１・６の剥片が二次加工ある剥片４９７・４９３の素

材となっている。最終的に石核６９９が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－２・５に分布する。段階により概ね分布が異なる。段階１～６の大部分は Sb－５から疎

らに出土し、二次加工ある剥片４９３のみ Sb－２の北西部に分布する。段階７以降の大部分は Sb－２

の北西部から出土し、段階７の中間で剥離された剥片のみ Sb－５に分布する。

母岩別資料６１・接合資料１３６（図�－３３０・３３１、図版１６７－２、図版１６８－１）

母岩別資料は接合１３６の他、接合１３７・５００５６、剥片８点で構成され、総点数７０点、総重量７２５．３�で

ある（製作内容５ｃ�類）。

素材 ５８点（３３個体）が接合し、重量は６７６．５�、大きさは１０．０×９．５×８．０�である。転礫を素材と

し、ほぼ原石の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 剥片を剥離する接合資料である。正面下部から両側面への剥離後（段階１）、上面と正面

との交互剥離が繰り返し行われる（段階２～７）。剥離の進行に伴い剥離軸が左側に傾いていく。正

面側の剥離である段階３・７には石刃・縦長剥片の剥離も含まれている。最終的に石核６８５が遺跡内

に遺棄される。

分布 Sb－２、斜面部集中域「ア」に分布する。大部分の遺物が Sb－２の東部から出土し、斜面部

集中域「ア」からは段階３の剥片が１点分布している。

母岩別資料５１・接合資料１２２（図�－３３１・３３２、図版１６８－２）

母岩別資料は接合１２２のみである（剥離内容５ｃ�類）。

素材 ３３点（３０個体）が接合し、重量は６８３．９�、大きさは８．８×１１．９×９．３�である。亜角礫を素材

とし、正面と上面で交互剥離が行われた状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 剥片を剥離する接合資料である。段階１～５までは正面と上面との交互剥離である。背面
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が原礫面に覆われる段階３の剥片が削器４５２に加工されている。その後作業場所が転移し、正面と左

側面との交互剥離が開始される（段階６～８）。次に左側面で下からの剥離が行われ（段階９）、最終

的に石核７２６が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－２の北西部の集中域から疎らに出土している。

母岩別資料１０６・接合資料２６５（図�－３３２・３３３、図版１６８－３、図版１６９－１）

母岩別資料は接合２６５の他、接合２６６・５００８８、剥片５点で構成され、総点数２３点、総重量１３４４．４�
である（製作内容５ａ�類）。

素材 １４点（１０個体）が接合し、重量は１２２３．３�、大きさは１１．９×１５．２×８．８�である。角の摩滅が

やや進んだ亜角礫素材とし、正面と上面で交互剥離が行われた状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 剥片を剥離する接合資料である。正面を作業面に固定し、主に上からの剥離が連続的に行

われている（段階１）。段階１には石核の下部まで抜ける剥離が多く見られる。その中に二次加工あ

る剥片の素材（個体Ａ）、石核の素材（個体Ｂ）が含まれている。最終的に石核７４６が遺跡内に遺棄さ

れる。

個体Ａは裏面に下方向からの内在割れがあり、器体が折損している。裏面の両側縁に細かな加工を

行い、二次加工ある剥片４９６が製作されている。

個体Ｂは素材背面に末端まで達する平坦な剥離が行われている（Ｂ－段階１）。最終的に石核６６９が

遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－２に分布する。

母岩別資料７６・接合資料１９２（図�－３３３・３３４、図版１６９－２）

母岩別資料は接合１９２のみである（製作内容５ｃ�類）。

素材 １７点（１５個体）が接合し、重量は１９９．２�、大きさは６．６×７．６×６．０�である。亜角礫を素材と

し、上面に剥離が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 剥片を剥離する接合資料である。段階１～５までは正面と上面との交互剥離である。その

後作業場所が転移し、正面と下面との交互剥離が開始される（段階６）。この内、正面の剥離は欠落

している。最終的に石核７１５が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－２・２１に分布する。大部分の遺物は Sb－２の北西部の集中域から出土し、石核７１５は集

中域からやや南東側に離れて分布している。Sb－２１からは段階３の剥片が１点出土している。Sb－２１

は中位段丘面にあり、小型鋸歯縁尖頭器を含む石器ブロックが出土している。Sb－２からの斜面方

向にあることから高位部からの流れ込みによって、出土位置が移動した可能性がある。

母岩別資料１５５・接合資料４０２（図�－３３４・３３５、図版１６９－３）

母岩別資料は接合４０２の他、剥片２点で構成され、総点数２７点、総重量４４３．０�である（製作内容５

ｃ�類）。

素材 ２５点（１３個体）が接合し、重量は４３９．２�、大きさは７．６×１０．１×７．０�である。赤色が混じる

転礫を素材とし、ほぼ原石の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 剥片を剥離する接合資料である。平坦な小口面を打面に設定し、正面から左側面にかけて

上からの剥離が行われる（段階１）。背面が原礫面の覆われた段階１の剥片は掻器４２２に加工されてい

る。次に裏面で下からの剥離が主体的に行われ、下縁が鋭角になっている。最終的に楔形の石核７０８

が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－５・１２に分布する。Sb－５の集中域の東部から斜面方向に散漫に広がって出土している。

Sb－１２もその延長線上にあり、段階１の剥片１点と掻器４２２が分布している。

２ 遺構と遺物
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母岩別資料６３・接合資料１４０（図�－３３５、図版１７０－１）

母岩別資料は接合１４０の他、剥片２点で構成され、総点数３０点、総重量１９８．５�である（製作内容５

ｃ�類）。

素材 ２８点（２３個体）が接合し、重量は１９５．２�、大きさは１０．９×５．５×４．７�である。亜角礫を素材

とし、ほぼ原石の状態で遺跡内に搬入される。

剥離工程 剥片を剥離する接合資料である。段階１は下面での剥離である。段階２～５は正面と上面

との交互剥離である。最終的に石核７０６が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－２の北東部の集中域に分布する。

母岩別資料１１０・接合資料２７２（図�－３３５・３３６、図版１７０－２）

母岩別資料は接合２７２のみである（製作内容５ｃ�類）。

素材 ２５点（２３個体）が接合し、重量は５３４．９�、大きさは９．４×８．０×１０．３�である。亜角礫を素材

とし、左側面に大きく剥離が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 剥片を剥離する接合資料である。主に正裏面の小口面を作業面にして、打面転移を頻繁に

行っている（段階１～８）。裏面で上から（段階１）→正面で下から（段階２）→正面で上から（段

階３）→裏面で下から（段階４）→裏面で上から（段階５）→正面で上から（段階６）→上面で正面

から（段階７）→正面で上から（段階８）と剥離が続いている。最終的に下縁が鋭角な石核７３２が遺

跡内に遺棄される。

分布 Sb－２・１１に分布する。大部分の遺物は Sb－２の北東部の集中域から出土している。Sb－１１

からは段階３の剥片が１点出土している。

母岩別資料３１８・接合資料８７２（図�－３３６・３３７、図版１７０－３）

母岩別資料は接合８７２の他、剥片３点で構成され、総点数３５点、総重量７５９．９�である（製作内容５

ｃ�類）。

素材 ３２点（２５個体）が接合し、重量は７５６．３�、大きさは９．６×１１．１×１０．０�である。角の摩滅がや

や進んだ亜角礫を素材とし、正面と上面で交互剥離が行われた状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 剥片を剥離する接合資料である。初期段階では正面と上面との交互剥離を基本として剥離

が進行している（段階１～７）。段階２は正面横方向の剥離で、段階１で発生したヒンジの除去が目

的である。段階４は正面と両側面との角部を中心とした剥離である。段階５の時点で内在割れによる

激しいヒンジが起きており、段階８以降の作業面転移の原因となっている。段階８～１０は右側面と上

面との交互剥離、段階１１は原礫面を打面とする裏面から上面への剥離である。最終的に下端の尖る石

核７３３が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－９・１３、斜面部集中域「イ」に分布する。大部分の遺物は Sb－９の南東部から出土して

いる。Sb－１３からは Sb－９と近接する部分から段階４の剥片１点と段階１０の剥片１点が出土してい

る。この内、段階４の剥片は Sb－９と折れ面接合している。斜面部集中域「イ」からはＥ２３区から

段階１の剥片３点、Ｇ２３区から４点（段階１の剥片３点と段階４の剥片１点）が出土している。この

内１、個体がＥ２３区とＧ２３区で折れ面接合している（段階１）。いずれも Sb－９・１３の斜面の傾斜方

向ではないことから、自然の営力によって移動したとは考えられない。

母岩別資料１５２・接合資料３７５（図�－３３７・３３８、図版１７１－１）

母岩別資料は接合３７５の他、接合３７６・５０１３１、縦長剥片１点、剥片１５点で構成され、総点数１１２点、

総重量１１１３．５�である（製作内容５ｃ�類）。

素材 ９２点（５７個体）が接合し、重量は１０６５．６�、大きさは１０．３×１２．９×９．４�である。転礫を素材
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とし、上面に大きく剥離が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 剥片を剥離する接合資料である。正面・上面・裏面で打面転移を頻繁に行いながら剥離が

進行している（段階１～１９）。段階１～４は正面と上面との交互剥離が多く含まれている。上面で剥

離される段階２・４は多方向の剥離となっている。裏面での横方向の剥離の後（段階５）、正面から

左側面にかけて上からの剥離が集中的に行われる（段階６）。段階７～９は裏面での左右からの剥離、

段階１０は横方向から正面への剥離である。段階９・１０の剥離の集中的な剥離により、それぞれの剥離

の末端部が接して右側面に稜線を作り出し、石核の形状が三角柱状となっている。段階１１・１４はこの

稜線上を狙った下からの剥離で、縦長剥片が含まれている。なお、段階１４の前には段階１０と同様の方

向から剥離が行われ（段階１３）、右側面の稜線を作り直している。段階１５・１６は正面での対向する剥

離である。段階１７は正面から上面への剥離で、段階１６と交互剥離となっている。段階１８・１９は右側面

と裏面との交互剥離となっている。最終的に断面三角形の石核７１４が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－２・５に分布する。段階によって概ね分布が異なる。段階１～１０・１３が Sb－５から出土

し、段階１１の剥片１点、段階１５の剥片２点、段階１９の剥片１点が Sb－２に分布している。この内、

段階１１の剥片は Sb－５と近接するブロック縁辺部から出土している。なお、段階１２・１４・１６～１８と

石核７１４は表土一括遺物である。

母岩別資料５３・接合資料１２４（図�－３３９・３４０、図版１７１－２）

母岩別資料は接合１２４の他、剥片５点で構成され、総点数３６点、総重量６４３．４�である（製作内容５

ｃ�・５ｂ�類）。

素材 ３１点（２５個体）が接合し、重量は６３５．３�、大きさは１２．３×９．６×７．７�である。亜角礫を素材

とし、上面に不明な部分があるが、ほぼ原石の状態で遺跡内に搬入されていると考えられる。

剥離工程 剥片を剥離する接合資料である。上面に大きく打面を作出し（段階１）、左側面と正面で

上からの剥離を行う（段階２）。段階１・２の大型の剥片がそれぞれ石核の素材となっている（個体

Ａ・Ｂ）。その後、左側面に求心状の剥離を行い（段階３）、その面を打面として正面で剥離が施され

る（段階４）。最終的に石核７１１が遺跡内に遺棄される。

個体Ａは正面と素材腹面との交互剥離が繰り返し行われている（Ａ－段階１～３）。最終的な石核

は調査区域内から出土していない。

個体Ｂは素材腹面を打面に設定して石核をほぼ周回する剥離が行われている（Ｂ－段階１）。最終

的に石核７０３が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－２の南西部から散漫に出土している。

母岩別資料７５・接合資料１８６（図�－３４０～３４２、図版１７２）

母岩別資料は接合１８６の他、接合１９１・５００７６、縦長剥片１点、剥片１１点で構成され、総点数１１６点、

総重量１６５６．５�である（製作内容５ｃ�・５ｂ�類）。

素材 １００点（３９個体）が接合し、重量は１６１７．８�、大きさは１１．８×１８．３×１４．８�である。亜角礫を

素材とし、ほぼ原石の状態で遺跡内に搬入されている。原石には節理面が多く入り込んでいる。

剥離工程 剥片を剥離する接合資料である。段階１～５は正面と上面・左側面との打面と作業面を入

れ替える剥離である。段階１・４の剥片が石核の素材となっている（個体Ａ・Ｂ）。その後、右側面

と正面との交互剥離となり（段階６～９）、横方向の剥離が行われる。段階８の後半の剥離では粗い

頭部調整が施されている。段階９も含め厚手の縦長剥片の剥離を目的としていた可能性がある。段階

１０は正面から左側面への剥離で、末端部が段階９の末端部と接し、石核裏面の形状が山形となる。最

終的な石核は調査区域内から出土していない。空隙部の大きさは７×７．５×６．５�である。
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個体Ａは節理により折損した一部分を素材とし、素材腹面を打面に設定して、節理面側で剥片剥離

が行われている（Ａ－段階１）。最終的に石核６９３が遺跡内に遺棄される。

個体Ｂは剥片の末端部に素材腹面からの剥離が行われている（Ｂ－段階１）。石核部分の詳細は破

損のため不明である。

分布 Sb－１・１３に分布する。大部分が Sb－１の集中域からまとまって出土している。Sb－１３から

は段階４の剥片が１点出土している。

母岩別資料４４・接合資料１０２（図�－３４２・３４３、図版１７２）

母岩別資料は接合１０２のみである（製作内容５ｃ�類）。

素材 ３点（３個体）が接合し、重量は１９０．２�、大きさは５．９×５．７×６．８�である。転礫を素材とし、

正面と上面を剥離した状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 剥片を剥離する接合資料である。正面と上面・左側面との打面と作業面を入れ替える剥離

が行われている（段階１）。上面・左側面の剥片は欠落している。最終的に石核７３１が遺跡内に遺棄さ

れる。

分布 Sb－２から疎らに分布する。

母岩別資料２７７・接合資料７４３（図�－３４３、図版１７３－１）

母岩別資料は接合７４３のみである（製作内容５ｃ�類）。

素材 ７点（７個体）が接合し、重量は４０９．２�、大きさは７．６×８．９×７．１�である。一部に平滑面の

残る転礫を素材としている。転礫面には爪状の痕跡が見られる。石核の状態で遺跡内に搬入されてい

る。

剥離工程 剥片を剥離する接合資料である。正面と上面との交互剥離が繰り返し行われている（段階

１～４）。正面の剥離は側面との角の稜を利用して作業面を設定しているため、段階ごとに左右に分

かれる。段階３の剥片が二次加工ある剥片４６６の素材となっている。最終的にサイコロ状の石核７５１が

遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－１１に分布する。

母岩別資料５７・接合資料１２９（図�－３４３、図版１７３－２）

母岩別資料は接合１２９のみである（製作内容５ｃ�類）。

素材 ３１点（１９個体）が接合し、重量は２７１．３�、大きさは６．８×９．１×５．５�である。転礫を素材とし、

上面に大きく剥離が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 剥片を剥離する接合資料である。正面での上からの剥離（段階１）→正面から左側面への

剥離（段階２）→正面での上からの剥離（段階３）→下面での急角度の剥離（段階４）が行われる。

最終的に石核７３０が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－２の北東部の集中域にまとまって分布する。

母岩別資料１０９・接合資料２７１（図�－３４４、図版１７３－３、図版１７４－１）

母岩別資料は接合２７１のみである（製作内容５ｃ�類）。

素材 １４点（９個体）が接合し、重量は４２９．２�、大きさは８．７×８．５×６．９�である。転礫を素材とし、

上面に剥離が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 剥片を剥離する接合資料である。正面と上面との交互剥離が繰り返し行われている（段階

１～６）。段階３・４の剥片が二次加工ある剥片４８４・４９１の素材となっている。最終的に石核７４４が遺

跡内に遺棄される。

分布 Sb－１・２・１１に分布する。大部分の遺物は Sb－２の中央部から散漫に出土している。Sb－
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１からは段階２の剥片が１点出土している。この剥片は Sb－２と近接するブロック縁辺部にあり、

Sb－２と折れ面接合している。Sb－１１からは段階４の剥片が１点出土している。

母岩別資料１０５・接合資料２６４（図�－３４５、図版１７４－２）

母岩別資料は接合２６４のみである（製作内容５ｃ�類）。

素材 １４点（１３個体）が接合し、重量は３１０．３�、大きさは８．３×８．０×５．８�である。角の摩滅がやや

進んだ亜角礫を素材とし、ほぼ原石の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 剥片を剥離する接合資料である。正面から左側面にかけて上からの剥離（段階１）の後、

左側面から裏面に横方向の剥離が行われている（段階２）。最終的に石核７４１が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－２の北東部の集中域にまとまって分布する。

母岩別資料８３・接合資料２１１（図�－３４５、図版１７４－３）

母岩別資料は接合２１１のみである（製作内容５ｃ�類）。

素材 １３点（７個体）が接合し、重量は５９８．４�、大きさは１０．０×１０．０×７．１�である。角の摩滅がや

や進んだ亜角礫を素材とし、石核の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 剥片を剥離する接合資料である。左側面と正面で上からの剥離を行い（段階１・２）、裏

面と右側面との交互剥離に移行する（段階３・４）。段階１の縦長剥片が掻器４１７に加工されている。

その後、裏面で横方向の剥離が行われ（段階５）、最終的に石核７４５が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－１の中央の集中域にまとまって分布する。

母岩別資料１６・接合資料４６（図�－３４６、図版１７４－４）

母岩別資料は接合４６のみである（製作内容５ｃ�類）。

素材 ６点（６個体）が接合し、重量は５６６．７�、大きさは９．４×９．６×６．４�である。角の摩滅がやや

進んだ亜角礫を素材とし、石核の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 剥片を剥離する接合資料である。小口面の右側面で上からの剥離が行われている（段階

１）。段階２は右側面と上面の角部を取り込む急角度の剥離で、内在割れの可能性がある。最終的に

石核７３５が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－１の中央の集中域に分布する。

母岩別資料９３・接合資料２４２（図�－３４６～３４８、図版１７５－１）

母岩別資料は接合２４２の他、剥片２４点で構成され、総点数５２点、総重量８２０．５�である（製作内容５

ｂ�類）。

素材 ２８点（２７個体）が接合し、重量は７４１．９�、大きさは１４．１×１３．３×９．６�である。亜角礫を素材

としている。搬入形態に関する詳細は不明である。

剥離工程 剥片を剥離する接合資料である。正面を上から大きく剥離して（段階１）、石核の素材と

している（個体Ａ）。次に裏面から右側面への剥離が行われ（段階２）、大きな欠落部分の後に右側面

で下方向からの剥離が施されている（段階３）。最終的に石核７０７が遺跡内に遺棄される。

個体Ａは素材腹面を打面に固定して、周辺を連続的に剥離している（Ａ－段階１）。この内、厚手

の剥片がさらに石核の素材となっている（個体Ａ－ａ）。最終的に石核７０５が遺跡内に遺棄される。

個体Ａ－ａは素材の腹面を打面とする剥離（ａ－段階１）と素材腹面への剥離が行われ、最終的に

石核６９６が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－２の中央から北西部の範囲で疎らに出土している。

接合資料６４９（図�－３４８、図版１７５－２）

素材 ２点（２個体）が接合し、重量は１．９�、大きさは３．８×１．４×０．５�である。原石の形状は不明
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だが、彫器の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 彫器の刃部を作出する接合資料である。右側縁で下から器体長軸に並行する削片剥離が行

われている（段階１）。削片の打面部の状況は不明である。最終的に彫器４１６が遺跡内に遺棄される。

分布 彫器４１６は Sb－５に分布する。削片４０９は�層一括遺物で、Sb－５の範囲であるＥ１７区から出

土している。

写真のみ掲載の接合資料

母岩別資料１７・接合資料４７（図版１７６－１）は、転礫面を持ち、裏面に大きく剥離が施された状態

で遺跡内に搬入されている。遺跡内では両面に加工が施される。特に正面の剥離は左側縁からの加工

のみで、その多くが反対側縁まで達している。最終的に尖頭器１２が遺跡内に遺棄される。遺物は Sb

－２から出土している。大部分は Sb－２の北側の集中域にまとまっている。Sb－２の南西部から離

れて出土する剥片が１点存在する。

母岩別資料２・接合資料８（図版１７６－２）は、亜角礫を素材として、正面に大きく剥離が施され

た状態で遺跡内に搬入されている。主に正面を中心に左右から加工が行われている。最終的に１２×９．５

×３．５�の両面調整石器が製作されているが、調査区域内から出土していない。遺物は Sb－１・２か

ら出土している。大部分は Sb－２の南側から疎らに出土している。Sb－１からは Sb－２と近接す

るブロック縁辺部に剥片１点が分布している。

母岩別資料８・接合資料２８（図版１７６－３、図版１７７－１）は、両面調整石器の片面のみの接合資料

である。転礫を素材とし、ある程度左右からの加工が進行した状態で遺跡内に搬入されている。遺跡

内では左右からの加工の他に、長軸方向の上下からの剥離も施されている。長軸方向で剥離された縦

長剥片は、切断され掻器４２４に加工されている。最終的に１３．５×１４×（２．５）�の両面調整石器が製作さ

れているが、調査区域内から出土していない。遺物は Sb－２の南東部から疎らに出土している。

母岩別資料７・接合資料１９（図版１７７－２）は、両面調整石器を製作した片面のみの接合資料であ

る。亜角礫を素材とし、正面に大きく剥離が施された状態で遺跡内に搬入されている。遺跡内では初

期段階の長軸方向への剥離が上下から施され、横方向の剥離は左側縁からの加工のみで、その多くが

反対側縁まで達する剥離となっている。最終的に（２４）×１２．５×（３）�の粗い両面調整石器が製作され

ているが、調査区域内からは出土していない。遺物は Sb－２・５に分布している。大部分は Sb－２

の北側の集中域にまとまっている。Sb－５からは１点のみ出土している。

母岩別資料３０５・接合資料８００（図版１７７－３）は、やや角の摩滅した角礫を素材とし、石刃核の状

態で遺跡内に搬入されている。遺跡内では側面の小口面と正面で石刃・縦長剥片を剥離している。石

刃の打面は平坦打面で、頭部調整が施されている。最終的な石刃核は調査区域内から出土していない。

遺物は Sb－５・６・１２・１３の広範囲から疎らに出土している。

（４）中位部・Ｂ区・石器ブロック１４～１７（Sb－１４～１７）の石器

出土石器（表�－４・５）

尖頭器２２点（�類１８点、�類４点）、両面調整石器５点（�類５点）、彫器１点、削器９点、舟底形

石器３点（�ｂ類３点）、二次加工ある剥片１３点、石刃６８点、縦長剥片９３点、石刃核９点、石核９点、

剥片７，９２０点の計８，１５２点、重量５３，９８７．７�の石器類が出土した。石材は黒曜石１が６６．４％で最も多く、

黒曜石５（１６．６％）、黒曜石３（１２．４％）と続き、以下黒曜石４（４．４％）、黒曜石２（０．１％）、頁岩

（０．０２）である。
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尖頭器（図�－３４９－１～２３、図版１７８）

２４点（１８個体と�層出土５個体を加えた２３個体）を図示している。１～４は尖頭器�類で、いずれ

も折損品である。１の裏面にはほとんど加工が施されず、素材の腹面が大きく残存している。器体の

長軸と素材腹面の剥離軸はほぼ同様である。産地分析の結果（Ｘ２２５）、ケショマップ産と判定された

（�章２）。２は右側縁全体と左側縁の中央部に正面への等間隔で深く厚い加工により鋸歯縁が作出

されている。産地分析の結果（Ｈ１８３）、赤石山産と判定された（�章２）。３の右側縁は明瞭な鋸歯

状の加工が正面への等間隔で深く厚い加工により作出されている。全体的に薄手で、上端部の折損は

衝撃剥離の可能性がある。産地分析の結果（Ｘ２２８）、赤石山産と判定された（�章２）。４は背腹両

面に素材面が残存している。上半部が非常に薄い。左側縁の一部はウートラパッセにより急角度の縁

辺となっている。産地分析の結果（Ｈ１８４）、赤石山産と判定された（�章２）。

５～２３は尖頭器�類である。５・６がほぼ完形、７～２３は折損品である。５～２０は厚さが１�以下

の薄手のものである。６の両面には素材面が大きく残存しており、横長剥片を素材としている。産地

分析の結果（Ｘ２２４）、あじさい滝・幌加沢産と判定された（�章２）。８・１０・１１は厚さが３�前後

と薄手で尖頭器�類と近い。８は産地分析の結果（Ｘ２２７）、赤石山産と判定された（�章２）。９の

上端には側縁加工に切られる折れ面が残存している。１０は産地分析の結果（Ｘ２２６）、あじさい滝・幌

加沢産と判定された（�章２）。１２は左右非対称で、左側縁が直線的な形状である。１３の右側縁には

衝撃剥離と見られる樋状剥離がある。１４は風化の激しい黒曜石製で、上端部の折損は衝撃剥離の可能

性がある。他と異なり、斜平行剥離が右下がりに施されている。１５の下端には側縁加工に切られる折

れ面が残存している。１６は左右非対称で、左側縁の湾曲が強い。下端には側縁加工に切られる折れ面

が残存している。１７は短い舌部が作出されている。一般的な有舌尖頭器と比べると薄手である。全体

的にややねじれた形状で、下端には側縁加工に切られる折れ面が残存している。産地分析の結果（Ｘ

２２２）、所山産と判定された（�章２）。１８は左右非対称で、左側縁の湾曲が強い。下端には側縁加工

に切られる折れ面が残存している。産地分析の結果（Ｘ２２３）、赤石山産と判定された（�章２）。１９

の右側縁先端部はやや内湾気味に加工されている。２０は分割礫を素材としている。側縁部の折損品で、

両面に平坦な加工が施されている。２１にはざらついた岩屑面が残存している。

両面調整石器（図�－３５０－２４～図�－３５１－２９、図版１７８・１７９）

７点（４個体と�層出土２個体を加えた６個体）を図示している。２４～２６が完形。２７～２９が折損品

である。いずれも尖頭器の製作途中の未製品ないし失敗品と見られる。素材は、２７・２８が剥片素材で、

２５・２６・２９は石核素材、２４が不明である。全てに原礫面が残存し、２９が平滑な角礫面、それ以外は転

礫面ないし稜の潰れた亜角礫面が残存している。２４は裏面を中心に加工が施されている。２５は両面と

も左右からほぼ均等に加工が施されているが、全体的に厚手である。２６は裏面に長軸方向の剥離が見

られる。正面の加工は急角度である。２７の裏面の加工は比較的細かい。２８・２９とも加工は正面のみだ

が、全体の形状から両面調整石器とした。２９は右側縁からの加工が中心で、両側縁とも鋭い縁辺が形

成されていない。

彫器（図�－３５１－３０、図版１７９）

１点（１個体）を図示している。３０は石刃素材である。素材の打面側に腹面からノッチ状の調整を

施して彫刀面の打面とし、左側縁に長軸とほぼ並行する彫刀面を作出している。周縁加工は右側縁に

施され、上部が平坦加工、下部が急角度加工となっている。

削器（図�－３５１－３１～３５、図版１７９）

６点（５個体）を図示している。３１～３４は石刃素材で破損品、３５は剥片素材で完形品である。３１は

２ 遺構と遺物

170



左側縁に平坦加工が施されている。素材の打面は調整打面で、打面の縁辺が擦られている。３２は急角

度の左側縁に沿った平坦剥離が施されている。加工の末端部は階段状になっている。３３は縞状の筋の

入る黒曜石が用いられおり、風化が激しい。左側縁に微細な加工が施されている。３４は左側縁に加工

が施されている。急角度の上部には素材の角度に沿った平坦剥離が行われ、加工の末端が階段状にな

っている。下部は平坦剥離により平面形が円く整形されている。３５は左右の側縁に急角度加工が施さ

れている。埋没後に付着したと見られる傷が全面的に見られる。

二次加工ある剥片（図�－３５１－３６～図�－３５２－４０、図版１７９・１８０）

９点（４個体と�層出土１個体を加えた５個体）を図示している。３６が石刃素材、３７～４０が剥片素

材である。３６は腹面の一部の縁辺に厚い剥離が施されている。表面の風化が激しい。素材の打面部は

平坦打面で頭部調整が入念に施されている。３７は裏面の末端側の側縁に加工が施されている。３８は素

材末端のヒンジ部から背面側への加工と腹面の片側縁に加工が施されている。いずれも平坦剥離であ

る。３９の右側縁下部は腹面への急角度加工を打面として背面へ平坦剥離が行われている。また、背面

側の縁辺には広い範囲で微細な加工が見られる。４０は末端側の縁辺に直線状の急角度加工が施されて

いる。加工部を含め素材の末端部は強く湾曲している。

舟底形石器（図�－３５２－４１～４３、図版１８０）

３点（３個体）を図示している。いずれも�ｂ類の折損品である。高さが小さく、下縁からの加工

が入念に行われている。甲板面には大きなリングがあり、素材が大型の剥片であったことを示してい

る。４２は裏面端部を斜めに断ち切るような加工痕があり、打面部の縁辺がやや潰れている。４３の裏面

は内在する球顆により破損している。

石刃（図�－３５３－４４～５０、図版１８０）

８点（７固体）を図示している。４４～４６は完形ないしほぼ完形、４７～５０は折損品である。４４は頁岩

製で、その他は黒曜石製である。打面部は複剥離打面で頭部調整の施されるもの（４４）、線打面のた

め不明なもの（４５）、打面調整・頭部調整の施されるもの（４６～４９）がある。４５は背面の右半分が節

理面となっている。４６は先端部が右側に湾曲している。

石刃核（図�－３５３－５１～図�－３５６－６０、図版１８０～１８２）

１１点（９個体と�層出土１個体を加えた１０個体）を図示している。いずれも頭部調整が施されるも

ので、５１・５２が平坦打面、５３～６０が調整打面である。裏面は、５１・５３が山形の突出部となるもの、５２

・５４～５６・５８が調整により平坦となるもの、５７が石刃剥離の行われるもの、５９が丸い原礫面をあてる

もの、６０が調整により背稜を作出するものである。５１の右側面には横方向の古い石刃剥離痕が残存し

ている。その作業面と打面の稜線を新たな石刃核の背稜に設定している。５２は裏面と左側面に下から

の剥離が何度か試みられているが、全てステップを起こしている。５３は裏面の背稜に沿って打面が作

出されている。５４は裏面に横方向の剥離が行われている。この打面部には頭部調整状の細かい剥離が

施される。５５は下部に転礫面が残存している。５６の正面下部には平坦な素材面が残存し、初期段階で

稜調整が施されていないことを示している。５７は石刃剥離がほぼ全周している。内在する割れにより

裏面側の剥離が全て段差になっている。５８の正面の下端部には頭部調整が施されており、下面は正面

への打面として良好な角度となっている。５９は両側面への横方向の剥離が接してできた縁辺の稜を利

用して、石刃剥離が開始されている。左側面の打面部縁辺には頭部調整が施されている。６０は粗い加

工の両面調整石器を石刃核の母型とし、小口面で石刃剥離が行われている。

石核（図�－３５６－６１～図�－３５７－６５、図版１８２）

７点（４個体と�層出土１個体を加えた５個体）を図示している。６１～６３は主に平坦面に作業面を設
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定するものである。６１の正面の剥離面はバルブ部付近も含め全面的に平坦となっている。６２は剥片素

材で、素材の末端部に素材腹面から打面が作出されている。正面上からの剥離はヒンジとなっている。

６３は上下から剥離が行われており、下からの剥離は平坦でリングが密集する面となっている。

６４・６５は小口面に作業面を設定するものである。６４は剥片素材で、素材腹面を打面として、素材の

打面側で急角度の剥離が行われている。６５は剥落した大型の剥片を素材とし、素材の縁辺の小口面で

単発的な剥離が行われている。

分布・接合状況

石器ブロック１４（Sb－１４）の分布（図�－３５８、表�－４・５）

Ｙ１０・１１、Ｚ１０・１１、ａ１０・１１区の８．２×４．０ｍの範囲で確認された。尖頭器９点（�類９点）、両

面調整石器１点（�類１点）、縦長剥片３点、石核２点、剥片５６０点の計５７５点、重量４，５３６．２�の石器

類が出土した。石材は黒曜石１が５８．４％を占め、以下黒曜石５（１８．８％）、黒曜石３（１４．８％）、黒曜

石４（８．０％）である。

石器ブロック１５（Sb－１５）の分布（図�－３５９、表�－４・５）

ａ９・１０、ｂ９・１０区の７．７×６．２ｍの範囲で確認された。尖頭器３点（�類１点、�類２点）、彫

器１点、舟底形石器１点（�ｂ類１点）、二次加工ある剥片１点、石刃２点、縦長剥片２点、石核１

点、剥片１１７点の計１２８点、重量８０４．２�の石器類が出土した。石材は黒曜石１が４２．２％を占め、以下

黒曜石３（４０．６％）、黒曜石５（１５．６％）、黒曜石２（０．８％）、黒曜石４（０．８％）である。尖頭器�・
�類が近接して出土している。

石器ブロック１６（Sb－１６）の分布（図�－３５９～３６１、表�－４・５）

Ｚ１１・１２・１３、ａ１０・１１・１２・１３、ｂ１１・１２・１３・１４、ｃ１３・１４区の１５．０×１２．０ｍの範囲で確認さ

れた。尖頭器９点（�類７点、�類２点）、両面調整石器４点（�類４点）、削器７点、二次加工ある

剥片１２点、石刃６３点、縦長剥片８５点、石刃核９点、石核６点、剥片７，０００点の計７，１９５点、重量４７，０２４．４

�の石器類が出土した。石材は黒曜石１が６７．８％を占め、以下黒曜石５（１５．９％）、黒曜石３（１１．８％）、

黒曜石４（４．３％）、黒曜石２（０．１％）、頁岩（０．０３％）である。

石器ブロック１７（Sb－１７）の分布（図�－３６１、表�－４・５）

ｃ１０・１１・１２・１３、ｄ１０・１１・１２・１３区の６．１×１３．６ｍの範囲で確認された。尖頭器１点（�類１

点）、削器２点、舟底形石器２点（�ｂ類２点）、石刃３点、縦長剥片３点、剥片２４３点の計２５４点、重

量１，６２２．９�の石器類が出土した。石材は黒曜石１が５７．５％を占め、以下黒曜石５（３１．１％）、黒曜石

３（９．４％）、黒曜石４（２．０％）である。

石器ブロック１４～１７の接合状況（図�－３６２）

ブロック内では Sb－１４・１６で集中域を中心とした接合関係が確認された。ブロック間では Sb－１６

を介しての接合関係が多く見られる。特に Sb－１５・１７は接合遺物が少なくそのほとんどが Sb－１６と

ブロック間で接合している。これらの傾向は折れ面接合でも同様の関係である。

母岩別資料

Sb－１４～１７では、点取り遺物８，１５２点中３，１６３点を４２母岩に分類し、３３０個体（母岩別資料内２８１個

体）の接合資料が得られた。そのうち母岩別資料１８母岩を図示し、写真のみ２母岩を掲載している。

母岩別資料３３１・接合資料１０９４（図�－３６３、図版１８３－２）

母岩別資料は接合１０９４の他、接合１０９５、剥片３点で構成され、総点数３０点、総重量５６２．７�である。
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（製作内容１ａ�類）

素材 ２４点（１８個体）が接合し、重量は５４３．７�、大きさは１２．１×９．６×５．９�である。一部に平滑面

の残る転礫を素材とし、ほぼ原石の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 尖頭器を製作する接合資料である。両面に左右からの加工が行われ、器体を整形している

（段階１～１１）。特に裏面で行われる段階２・３は器体中央の稜を越える剥離で、厚みが大きく減じ

ている。段階６・７は上端で行われる交互剥離で、上面の原礫面を除去し、鋭角の縁辺を作出してい

る。最終的に器体が破損し、両面調整石器２５が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－１６・１７に分布する。大部分の遺物は Sb－１６の中央の集中域を中心として散漫に出土して

いる。Sb－１７からは段階２の剥片が１点出土している。

母岩別資料３４８・接合資料１１６８（図�－３６３・３６４、図版１８３－３）

母岩別資料は接合１１６８の他、縦長剥片１点、剥片７点で構成され、総点数２８点、総重量４２０．４�で

ある（製作内容１ａ�類）。

素材 ２０点（１４個体）が接合し、重量は３８４．４�、大きさは１１．７×１２．４×６．１�である。転礫を素材と

し、正面の半分と裏面全体に大きく剥離が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 尖頭器を製作する接合資料である。両面に左右からの加工が行われ、器体を整形している

（段階１～９）。初期段階の正面の剥離（段階３）は下からの長軸方向の剥離である。段階４は急角

度で厚手の失敗剥離であり、器体の形状を崩している。最終的に１１×６×２�の尖頭器が製作されて

いるが、調査区域内からは出土していない。

分布 Sb－１６に分布する。ブロック西部の小集中域からまとまって出土している。

母岩別資料３３４・接合資料１１０４（図�－３６４、図版１８４－１）

母岩別資料は接合１１０４の他、剥片８点で構成され、総点数２３点、総重量５０８．０�である（製作内容

１ａ�類）。

素材 １５点（１０個体）が接合し、重量は４７６．６�、大きさは１２．３×８．０×７．１�である。一部に平坦面

の残る転礫を素材とし、裏面に大きく剥離が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 尖頭器を製作する接合資料である。両面に左右からの加工が行われ、器体を整形している

（段階１～６）。正裏面で剥離の角度が大きく異なり、正面は急角度加工（段階１・４・５）、裏面は

平坦加工（段階２・３・６）となっている。段階６は長軸に近い角度の剥離で、縦長剥片が剥離され

ている。最終的に急角度の縁辺が鋭角化されないまま、両面調整石器２６が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－１４から疎らに出土している。

母岩別資料３３０・接合資料１０９３（図�－３６５・３６６、図版１８４－２）

母岩別資料は接合１０９３の他、接合５０６９２、剥片１５点で構成され、総点数５６点、総重量１６９９．１�であ

る（製作内容１ａ�・５ｂ�類）。

素材 ３９点（２５個体）が接合し、重量は１６３４．９�、大きさは１６．１×１０．０×１２．３�である。一部に平坦

面の残る転礫を素材とし、側面に大きく剥離が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 尖頭器を製作する接合資料である。裏面上部が大きく剥落した後（段階１）、両面に左右

からの加工が行われ、器体を整形している（段階２～１２）。段階１の剥片は石核の素材となっている

（個体Ａ）。正裏面で剥離の角度が大きく異なり、正面は急角度加工（段階２・４・６・７・９・１２）、

裏面は平坦加工（段階３・５・８・１０・１１）となっている。段階６・７・９・１２はいずれも正面側の

加工で、長軸に近い角度の剥離である。段階８の剥片が二次加工ある剥片３７の素材となっている。最

終的に１１×６×４�の尖頭器が製作されているが、調査区域内からは出土していない。
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個体Ａは素材の側面と背面で９０度打面転移しながらの交互剥離が行われている（Ａ－段階１・２）。

最終的に石核６５が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－１６に分布する。中央の集中域を中心として散漫に出土している。その中で個体Ａの分布

はやや西側に偏っている。

母岩別資料３５８・接合資料１２１０（図�－３６７～３６９、図版１８５－１）

母岩別資料は接合１２１０の他、接合１２１２・５０５１８、二次加工ある剥片１点、縦長剥片１点、剥片１７点

で構成され、総点数１３０点、総重量１５３２．０�である（製作内容１ａ�・５ｂ�類）。

素材 １０７点（７０個体）が接合し、重量は１４９６．２�、大きさは１８．８×１４．０×１０．２�である。一部に平

滑面の残る転礫を素材とし、横方向の剥離が正面に施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 尖頭器を製作する接合資料である。両面に左右からの加工が行われ、器体を整形している

（段階１～１８）。初期段階では両面ともに急角度の素材の形状に沿った剥離が施され、器体の断面が

菱形となる（段階１～８）。段階１の剥片は石核の素材となっている（個体Ａ）。段階９～１１は集中的

な剥離で、器体中央の稜を越える剥離が多く行われ、器体の厚みが減じている。最終的に１５．５×７×

２�の尖頭器が製作されているが、調査区域内からは出土していない。

個体Ａは素材腹面側への短い剥離（Ａ－段階１）と素材腹面を打面とする小口面への剥離（Ａ－段

階２）が行われ、最終的に石核６４が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－１４・１６に分布する。大部分の遺物は Sb－１４から出土している。Sb－１６には段階４・８の

剥片が１点ずつ Sb－１４と接するブロック縁辺部に分布している。

母岩別資料３６３・接合資料１２４０（図�－３６９・３７０、図版１８５－２）

母岩別資料は接合１２４０の他、接合５０５２５、剥片２０点で構成され、総点数５１点、総重量１１５６．３�であ

る（製作内容１ａ�類）。

素材 ２９点（１８個体）が接合し、重量は１０３０．１�、大きさは２０．０×１２．０×７．５�である。一部に平滑

面の残る転礫を素材とし、正面は原石の状態で遺跡内に搬入されている。裏面の状態は不明である。

剥離工程 尖頭器を製作する片面側の接合資料である。左右からの加工が行われ、器体を整形してい

る（段階１～６）。初期段階では両面ともに急角度の素材の形状に沿った剥離が施されている（段階

１～３）。段階４は長軸方向の剥片で、器体の厚みが減じている。その後の段階５・６は平坦加工と

なっている。最終的に（１８）×８．５×（３．５）�の尖頭器が製作されているが、調査区域内からは出土して

いない。

分布 Sb－１６から散漫に出土している。

母岩別資料３５７・接合資料１２０２（図�－３７０～３７２、図版１８６・１８７－１）

母岩別資料は接合１２０２の他、接合１２０３～１２０９・５０５１７、縦長剥片１点、剥片１０２点で構成され、総点

数２２９点、総重量１９２５．０�である（製作内容１ａ�・１ａ�類）。

素材 ８３点（５１個体）が接合し、重量は１５０６．６�、大きさは２０．７×１６．２×１２．０�である。一部に平滑

面の残る転礫を素材とし、裏面に大きく加工が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 尖頭器を製作する接合資料である。まず正面下からの大型剥離により器体の厚さを大きく

減じている（段階１）。段階１の剥片は尖頭器の素材となっている。その後、両面に左右からの加工

が行われ、器体を整形している（図�－３７１－７４、段階２～１０）。段階２・３は急角度の加工で、それ

以降は主に平坦加工が施されている。段階８～１０は集中的な剥離で、器体中央の稜を越える剥離が多

く行われ、器体の厚みが減じている。最終的に１６．５×１１．５×３．５�の尖頭器が製作されているが、調

査区域内からは出土していない。
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個体Ａは素材の末端部を急角度に切断した後（Ａ－段階１）、平坦加工が施されている（Ａ－段階

２～５）。接合資料は正面側のみの剥片であるが、打面部に段差があることから反対面でも加工が施

されていることが分かる。最終的に１２×６．５×１．５�の尖頭器が製作されているが、調査区域内からは

出土していない。

分布 Sb－１６・１７に分布する。Sb－１６の全体的に広がって分布するものがほとんどで、Sb－１７には

個体Ａ－段階４の剥片が１点のみ Sb－１６と接するブロック縁辺部に分布している。

母岩別資料３３５・接合資料１１０５（図�－３７２・３７３、図版１８７－２）

母岩別資料は接合１１０５の他、接合１１０６・１１０７・５０４５９・５０４６０、剥片２０点で構成され、総点数４２点、

総重量４９２．１�である（製作内容１ａ�類）。

素材 １２点（１０個体）が接合し、重量は３７３．３�、大きさは１１．１×８．６×５．５�である。亜角礫を素材

とし、正面に横方向の加工が施された状態で遺跡内に搬入されている。裏面の状態は不明である。

剥離工程 尖頭器を製作する接合資料である。長軸方向の剥離で原石を二分割して（段階１）、尖頭

器の素材としている（個体Ａ）。個体Ａは両面に左右からの加工が行われ（Ａ－段階１～３）、器体が

整形されている。最終的に器体が破損し、小さい破損品である尖頭器２０は遺跡内に遺棄されるが、大

きな破損品は調査区域内から出土していない。

分布 Sb－１４から疎らに出土している。

母岩別資料３６２・接合資料１２３８（図�－３７３・３７４、図版１８８－１）

母岩別資料は接合１２３８の他、接合１２３９、剥片１２点で構成され、総点数３１点、総重量７７１．６�である

（製作内容１ａ�類）。

素材 １７点（１４個体）が接合し、重量は６８２．４�、大きさは２０．１×９．７×１１．２�である。角の摩滅がや

や進んだ亜角礫を素材とし、裏面に大きく剥離が施された状態で遺跡内に搬入されたと思われる。

剥離工程 尖頭器を製作する接合資料である。長軸方向の剥離で原石を二分割して（段階１）、それ

ぞれ尖頭器の素材としている（段階２以降、個体Ａ）。段階２・３は急角度の加工で、段階４の長軸

方向の剥離の後は剥離角がやや平坦となっている（段階５）。最終的な尖頭器は調査区域内から出土

していない。

個体Ａは分割面側に平坦加工（Ａ－段階１・３）、反対面に急角度加工が施されている（Ａ－段階

２・４）。Ａ－段階２は長軸方向への剥離が主体となっている。最終的な尖頭器は調査区域内から出

土していない。

分布 Sb－１６から散漫に出土している。

母岩別資料３３６・接合資料１１０８（図�－３７４、図版１８８－２）

母岩別資料は接合１１０８の他、接合１１０９～１１１２・５０４６１～５０４６４、石刃１点、縦長剥片１点、剥片４８点

で構成され、総点数８１点、総重量７９６．１�である（製作内容４ｃ�類）。

素材 ７点（７個体）が接合し、重量は２７９．７�、大きさは１０．９×７．４×５．９�である。転礫を素材と

している。搬入形態の詳細は不明であるが、母岩別資料の内容から、ある程度全体が加工された状態

で遺跡内に搬入されたと思われる。

剥離工程 石刃を剥離する接合資料である。段階１は正面上部の横方向の剥離である。これ以降の石

刃剥離のため整形加工ではなく、前段階の石刃剥離に関連する可能性がある。段階２は裏面からの側

面調整で、この剥離により、石核の断面が三角形となる。その後打面調整・頭部調整を施しながら石

刃剥離が開始され（段階３）、最終的に石刃核５５が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－１６から散漫に出土している。
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母岩別資料３５２・接合資料１１７８（図�－３７５・３７６、図版１８８－３）

母岩別資料は接合１１７８の他、接合１１７９・１１８０・５０５０１、剥片３８点で構成され、総点数７０点、総重量

１８２６．６�である（製作内容４ｃ�類）。

素材 ２０点（１５個体）が接合し、重量は９５３．２�、大きさは１３．９×１７．２×８．９�である。角の摩滅がや

や進んだ亜角礫を素材とし、正裏面が大きく剥離された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 石刃を剥離する接合資料である。段階１・２は大型の石核整形剥離である。正面からの剥離

により右上半部（段階１）、上からの剥離により正面が平坦に整形されている（段階２）。段階１の折損

した個体と段階２の剥片はそれぞれ石核の素材となっている（個体Ａ・Ｂ）。裏面上からの剥離の後（段

階３）、交互剥離により左右の側面が調整され（段階４～７）。正面上からの石刃剥離が開始される（段

階８）。石刃の打面部には打面調整と頭部調整が施されている。段階９は下面への剥離で、右側面の稜

に沿って打撃されている。下設の打面作出を意図していた可能性がある。最終的に石刃核５６が遺跡内

に遺棄されている。

分布 Sb－１６・１７に分布する。大部分の遺物は Sb－１６から散漫に出土している。Sb－１７には段階６・

８の剥片が１点ずつ Sb－１６と接するブロック縁辺部に分布している。

母岩別資料３４６・接合資料１１６０（図�－３７６・３７７、図版１８９－１）

母岩別資料は接合１１６０の他、接合１１６１～１１６３・５０４９５～５０４９７、彫器１点、石刃２点、縦長剥片８点、

剥片２８点で構成され、総点数８１点、総重量１１６０．８�である（製作内容４ｃ�類）。

素材 ２９点（２０個体）が接合し、重量は９４５．７�、大きさは１５．９×９．３×１２．４�である。一部に平滑面

の残る転礫を素材とし、右側面に大きく剥離が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 石刃を剥離する接合資料である。上面を僅かに剥離した後（段階１）、裏面に横方向の剥

離が加えられ、粗い平坦面を作出している（段階２）。段階３・４は側面調整で、段階３が正面から、

段階４が下からの加工である。段階３は稜調整に関連するかもしれない。段階５・７は裏面調整で、

下からの剥離により裏面の平坦化が進行している。途中の段階６は裏面からの側面調整である。段階

８以降に正面上からの石刃剥離が開始される。段階８は打点の位置が段差を持つ打面再生剥離群で、

間には正面への石刃剥離が行われている（欠落）。石刃の打面部には頭部調整と打面調整が施されて

いる。段階９は最終段階の石刃剥離で、その後石刃核５２が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－１６から散漫に出土している。

母岩別資料３６４・接合資料１２４１（図�－３７７、図版１８９－２）

母岩別資料は接合１２４１の他、剥片５点で構成され、総点数１６点、総重量９５４．６�である（製作内容

４ｃ�類）。

素材 １１点（７個体）が接合し、重量は９３０．７�、大きさは１７．１×１０．７×８．１�である。角の摩滅がや

や進んだ亜角礫を素材とし、側面から大きく交互剥離が行われた状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 石刃を剥離する接合資料である。裏面からの側面調整（段階１）、裏面横方向の調整（段階

２）により、石刃核母型の断面が三角形となる。その後、正面で上からの石刃剥離が開始される（段階

３）。石刃の打面部には頭部調整と打面調整が施されている。最終的に石刃核５８が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－１６から疎らに出土している。

母岩別資料３５３・接合資料１１８１（図�－３７８、図版１９０－１）

母岩別資料は接合１１８１の他、接合１１８２～１１８８・５０５０２～５０５０５、石刃１点、縦長剥片４点、剥片７８点

で構成され、総点数１５７点、総重量２５９８．１�である（製作内容４ｃ�類）。

素材 ３９点（３０個体）が接合し、重量は１４２３．２�、大きさは１７．２×１１．０×１６．７�である。一部に平坦
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面の残る転礫を素材とし、両側面に大きく剥離が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 石刃を剥離する接合資料である。上からの剥離により裏面に傾く打面が作出され（段階

１）、左側面で対向する石核調整（段階２・３）を行っている。その後、正面で上から最初の石刃剥

離が行われるが（段階４）、連続した形跡は見られない。段階５・６は石核の再調整で、裏面の整形

（段階５）と側面調整（段階６）が行われている。段階７～９は石刃剥離とそれに伴う打面再生剥離

である。石刃剥離（段階８）の打面部には頭部調整と打面調整が施されている。打面再生剥離（段階

７・９）は石刃作業面方向から加撃されている。その後裏面全体に渡って横方向の調整が行われてい

る（段階１０）。最終的な石刃核は調査区域内から出土していない。

分布 Sb－１４～１７に分布する。大部分の遺物は Sb－１６から散漫に出土している。Sb－１４からは段階

２の剥片が１点、Sb－１５からは段階３・８・１１の剥片が１点、Sb－１７からは段階２・４・１０の剥片

が１点ずつ出土している。なお、Sb－１４・１７の段階２の剥片は Sb－１６の遺物も含めた同一個体で折

れ面接合する。

母岩別資料３４２・接合資料１１３２（図�－３７９・３８０、図版１９１）

母岩別資料は接合１１３２の他、接合５０４７４・５０４７６～５０４８１、剥片４９点で構成され、総点数１０５点、総重

量２８３６．９�である（製作内容４ｃ�・１ａ�類）。

素材 ４２点（２１個体）が接合し、重量は２４４５．１�、大きさは１８．９×１２．０×１３．４�である。一部に平滑

面の残る転礫を素材とし、右側面に大きく剥離が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 石刃を剥離する接合資料である。石刃核の母型が三角形となるように左右の側面に調整を

加えている（段階１～４）。特に段階４の連続的な剥離により正面が突出する山形の形状となる。段階

１の剥片は二次加工ある剥片の素材となっている（個体Ａ）。段階５は上面の打面作出剥離で、横方向

から加撃されている。その後正面上からの石刃剥離が行われる（段階６）。石刃の打面部は打面調整と

頭部調整が施されている。石刃剥離はあまり連続せず、最終的に石刃核５９が遺跡内に遺棄される。

個体Ａは素材背面への調整が大きくウートラパッセを起こし（Ａ－段階１）、器体の幅が約半分に

減じている。その後周辺に微細な加工が施される。器体が破損し、最終的に二次加工ある剥片３９が遺

跡内に遺棄される。

分布 Sb－１５～１７に分布する。大部分の遺物は Sb－１６から散漫に出土している。Sb－１５からは段階

１の剥片が１点、Sb－１７からは段階４の剥片１点が出土している。

母岩別資料３３２・接合資料１０９６（図�－３８１、図版１９０－２）

母岩別資料は接合１０９６の他、接合１０９７～１０９９・５０４５７・５０４５８、石刃１点、剥片１３点で構成され、総

点数５６点、総重量１２１２．９�である（製作内容４ｃ�類）。

素材 １６点（９個体）が接合し、重量は６５０．７�、大きさは１９．２×５．７×８．６�である。一部に平滑面

の残る転礫を素材とし、平坦な両面に粗く加工が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 石刃を剥離する接合資料である。粗い両面調整石器を石刃核の母型としている。段階１は

両面加工の一部である。打面を正面から背稜に沿って作出後（段階２）、正面上からの石刃剥離が行

われている（段階３）。石刃の打面部は頭部調整と打面調整が施されている。段階４は段階２と同方

向の打面再生剥離である。最終的に破損した石刃核６０が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－１６の中央の集中域を中心に散漫に出土している。

母岩別資料３３８・接合資料１１１８（図�－３８２～３８４、図版１９２）

母岩別資料は接合１１１８の他、接合１１１９～１１２１・５０４６８、剥片７９点で構成され、総点数１５９点、総重量

２２９５．８�である（製作内容４ｃ�・１ｆ類）。
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素材 ５７点（２８個体）が接合し、重量は１６８３．３�、大きさは１５．９×１３．５×１７．５�である。転礫を素材

とし、ほぼ原石の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 石刃を剥離する接合資料である。上面を大きく剥離して打面を作出後（段階１）、上から

の剥離が多数行われている（段階２～４・６・８・１０）。段階１の剥片は両面調整石器の素材となっ

ている（個体Ａ）。段階８は石刃を目的とする剥離だが、それ以外は石核調整的な剥片が主に剥離さ

れている。石刃の打面部には打面調整と頭部調整が施されている。途中の段階５は横方向の石核調整、

段階７・９は打面再生剥離である。最終的に上からの剥離がほぼ全周し、石刃核５７が遺跡内に遺棄さ

れる。

個体Ａは素材の背面側へ調整が施された後（Ａ－段階１）、器体が破損する。小さい方の個体であ

る両面調整石器２８は遺跡内に遺棄されるが、大きいほうの個体は再加工され（Ａ－段階２・３）、Ａ

－段階２は平坦加工、Ａ－段階３は急角度の加工が施されている。最終的な両面調整石器は調査区域

内から出土していない。

分布 Sb－１６の中央の集中域を中心に散漫に出土している。

母岩別資料３７１・接合資料１２６４（図�－３８４・３８５、図版１９３－１）

母岩別資料は接合１２６４の他、接合１２６３・１２６５～１２８４・５０５４１～５０５４７、石刃１点、剥片９４点で構成さ

れ、総点数２１７点、総重量２５３０．６�である（製作内容１ａ�類）。

素材 １７点（１２個体）が接合し、重量は７７２．０�、大きさは１７．０×１４．５×６．２�である。角の摩滅がや

や進んだ亜角礫を素材とし、正面は原石の状態で遺跡内に搬入されている。裏面の状態は不明である。

剥離工程 尖頭器の製作ないし石刃核の母型作製を行う片面のみの接合資料である。正面を覆うよう

な大きな加工が横方向から行われ、器面が整形されている（段階１・３）。途中の段階２では側面へ

の急角度の剥離が行われている。段階１の剥片が両面調整石器の素材（個体Ａ）、段階２の剥片が石

核の素材となっている（個体Ｂ）。最終的な石核部分は調査区域内から出土していない。

個体Ａは素材の縁辺部を中心とする両面加工が施され（Ａ－段階１・２）、最終的に両面調整石器２７

が遺跡内に遺棄される。

個体Ｂは縁辺で急角度の加工が行われている（Ｂ－段階１）。最終的な石核の形状は不明で、調査

区域内から出土していない。

分布 Sb－１６の中央の集中域を中心に散漫に出土している。

写真のみ掲載の接合資料

母岩別資料３３９・接合資料１１２２・１１２３（図版１９３－２）は、一部に平滑面の残る転礫を素材とし、ほ

ぼ原石の状態で遺跡内に搬入されている。尖頭器を製作している接合資料で、接合１１２２・１１２３はそれ

ぞれ片面を整形する接合資料にあたる。両面に同程度の左右からの加工が施され、最終的に１０×６×

（２）�の尖頭器が製作されているが、調査区域内からは出土していない。接合１１２２・１１２３とも Sb－１６

の全体に散漫に広がって出土している。

母岩別資料３６１・接合資料１２３６（図版１９３－３）は、転礫を素材とし、裏面に大きく剥離が施された

状態で遺跡内に搬入されている。両面調整石器を製作した接合資料と思われる。平坦な裏面からの急

角度加工により器体の厚みを減じた後、反対面への加工が行われている（欠落）。その後左右からの

平坦加工が施されている。最終的な両面調整石器は調査区域内から出土していない。Sb－１６の全体

に散漫に広がって出土している。
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（５）中位部・Ｃ区・石器ブロック１８～２１（Sb－１８～２１）の石器

出土石器（表�－４・５）

尖頭器１４点（�類２点、�類１２点）、両面調整石器４点（�類４点）、掻器３点、錐形石器１点、二

次加工ある剥片６点、石刃１１点、縦長剥片２２点、石核６点、削片１点（細石刃核削片１点）、石鏃２

点、台石１点、原石１点、剥片２，１７０点の計２，２４２点、重量２８，３８７．２�の石器類が出土した。石材は黒

曜石１が６９．３％で最も多く、黒曜石３（１０．６％）、黒曜石４（１０．４％）が続き、以下黒曜石５（６．４％）、

黒曜石２（３．３％）、安山岩（０．０４％）である。

尖頭器（図�－３８６－１～２３、図版１９４）

２７点（１０個体と�層出土１３個体を加えた２３個体）を図示している。１～２０は尖頭器�類で、１～１５

がほぼ完形、１６～２０が折損品である。２１～２３は尖頭器�類である。

１の正裏面には素材面が僅かに残存し、それらの剥離軸は器体長軸と同方向である。基部側の断面

形状は菱形となっている。正面への等間隔で深く厚い加工により鋸歯縁が作出されている。２の正裏

面には素材面が大きく残存し、それらの剥離軸は器体長軸とほぼ同方向である。裏面の加工は基部に

部分的に施され、素材のバルブの膨らみを除去している。３の裏面には素材面が僅かに残存し、その

剥離軸は器体長軸と同方向である。裏面への加工により鋸歯縁が作出されている。４の裏面の加工は

やや粗く、器面の凹凸が激しい。正裏面とも左下がりの斜平行剥離が施され、左側縁に裏面への加工

により鋸歯縁が作出されている。５の裏面には素材面が大きく残存し、その剥離軸は器体長軸と直交

している。石材は灰色の黒曜石２が用いられている。両側縁とも正面への加工により鋸歯縁が作出さ

れている。６は裏面に左下がりの斜平行剥離が施されて、左側縁に正面への加工により、鋸歯縁が作出

されている。７は両面に左下がりの斜平行剥離が施されている。右側縁からの加工が中央の稜を越え、

反対側縁近くまで達している。正面への加工により鋸歯縁が作出されている。８の断面はやや厚みが

残る凸レンズ状で、左側縁に裏面への加工により鋸歯縁が作出されている。９の裏面には素材面が大

きく残存し、その剥離軸は器体長軸と直交している。裏面の加工は素材の打面側を中心に施され、素材

のバルブの膨らみを除去している。右側縁は裏面、左側縁は正面への加工により鋸歯縁が作出されて

いる。１０は全体的に粗めの加工が施されている。裏面の一部に左下がりの斜平行剥離が施されている。

正面への加工により鋸歯縁が作出されている。１１の裏面には素材面が大きく残存し、その剥離軸は器

体長軸と同方向である。正面への加工により鋸歯縁が作出されている。裏面が平坦なため、横断面は

薄い蒲鉾形となっている。１２は他の尖頭器�類に比べやや幅広の形態である。裏面の一部に左下がり

の斜平行剥離が施されている。正面への加工により鋸歯縁が作出されている。１３の裏面には素材面が

大きく残存し、その剥離軸は器体長軸と同方向である。正面に左下がりの斜平行剥離が施されている。

先端部の右側縁に僅かな段差があり、先端部が細身となっている。左側縁は正面、右側面は裏面への

加工により鋸歯縁が作出されている。１４は全体的に細身で、中央部の両側縁がほぼ平行している。右

側縁に僅かな段差があり、下部側がより細身となっている。正面への加工により鋸歯縁が作出されて

いる。１５の裏面には素材面が残存し、その剥離軸は器体長軸と同方向である。先端部がやや裏面側に

反っている。正面への加工により鋸歯縁が作出されている。１６は主に正面への加工により鋸歯縁が作

出されている。１７は裏面に左下がりの斜平行剥離が施されている。左側縁が正面、右側縁が裏面への

加工により鋸歯縁が作出されている。１８は先端部付近に最大厚部がある。左側縁に正面への加工によ

り、小さな鋸歯縁が作出されている。１９は正裏面の一部に左下がりの斜平行剥離が施されている。先

端部には衝撃剥離と思われる上からの剥離痕が存在する。裏面への加工により小さな鋸歯縁が作出さ

れている。２０は正面の一部に左下がりの斜平行剥離が施されている。左側縁に正面への加工により鋸
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歯縁が作出されている。２１は両側縁が直線的に加工され、縁辺中央部が角張り、菱形を呈している。

基部側は平坦に加工され、先端部より薄手となっている。裏面に左下がりの斜平行剥離が施されてい

る。２２は両面に折れ面からの剥離が見られる。正裏面とも僅かに素材面が残存している。２３の正裏面

には素材面が大きく残存し、その剥離軸は器体長軸とほぼ同方向である。基部側がやや厚手である。

１～８・１０～１３・１５・１８・２０・２１（１７個体）の産地分析を行った。この内、１（Ｈ１８６）・３（Ｘ２２９）・

４（Ｘ２３２）・７（Ｘ２４１）・８（Ｘ２３４）・９（Ｈ１８５）・１０（Ｘ２３９）・１１（Ｘ２４０）・１５（Ｘ２４３）・１８（Ｘ

２３３）・２１（Ｘ２３６）の１１個体は赤石山産と判定された（�章２）。また、２（Ｘ２２４）は赤井川産、５

（Ｘ２４２）は八号沢・白土沢産、６（Ｘ２３７）はケショマップ産、１２（Ｘ２３０）・２０（Ｘ２３５）の２個体

はあじさい滝・幌加沢産、１３（Ｘ２３１）は近文台産と判定された（�章２）。

石鏃（図�－３８６－２４・２５、図版１９４）

３点（１個体と�層出土１個体を加えた２個体）を図示している。２４は小型で、平面形が左右非対

称の菱形である。正面の一部に素材面が残存している。２５は柳葉形のもので、細かな平坦加工により

薄手に加工され、下からの細かな調整により基端部が直線的となっている。原産地分析の結果（Ｘ

２３８）、所山産と判定された（�章２）。

両面調整石器（図�－３８７－２６、図版１９４）

３点（１個体）を図示している。裏面が平坦、正面が粗い急角度加工により整形されている。折損

後、中央の個体が再加工され、主に正面に急角度の加工により断面が三角形となっている。奥白滝１

遺跡の Sb－３８～４４に類似する石器がまとまって出土している（直江ほか ２００２）。

掻器（図�－３８７－２７・２８、図版１９５）

３点（２個体）を図示している。いずれも石刃素材である。２７はウートラパッセを起こした石刃の

打面側に刃部を作出している。刃部側が幅狭で、周縁加工はほとんど見られない。２８は中央が突出す

る刃部を作出している。刃角は鋭く約５０度である。

錐形石器（図�－３８７－２９、図版１９５）

１点（１個体）を図示している。２９は石刃を素材とし、素材の末端部に裏面からの急角度加工によ

り刃部を作出している。刃部先端の裏面側には横方向の微細な剥離が見られる。周縁加工は、右側縁

に急角度の短い加工、左側縁にやや長い平坦加工が施されている。

二次加工ある剥片（図�－３８７－３０・図�－３８８－３１、図版１９５）

２点（１個体と�層出土１個体を加えた２個体）を図示している。３０は「く」の字状に屈折する左

側縁の正面側に粗い加工が施されている。器体は全面的に風化が進んでいる。３１は正面に横方向の交

互剥離の痕跡がある剥片を素材としている。正裏面の左側縁と正面の末端部に微細な加工が施されて

いる。素材、加工とも「白滝�群」の二次加工ある剥片と類似している。

細石刃核（図�－３８８－３２、図版１９５）

１点（�層出土１個体）を図示している。３２は剥片を素材とする「峠下型」細石刃核である。左側

面の下縁部に急角度の短い加工を行い、最低３回の削片剥離が行われている。２回目の削片剥離で末

端がウートラパッセを起こし、３回目の削片は甲板面を抉るように剥離され、細石刃作業面との角度

が５０～６０度と鋭くなっている。細石刃は正面を中心にねじれの少ない２．５�前後のものが多く剥離さ

れている。細石刃剥離作業は右側面にも及んでいるが、ヒンジを起こして失敗している。周辺に同一

の母岩や細石刃関連の石器がほとんどないため、高位部の石器が混入したものと考えられる。

細石刃核削片（図�－３８８－３３、図版１９５）

１点（１個体）を図示している。３３は一次削片である。甲板面に平坦な素材面をあて、左側面に甲
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板面からの側面調整が施されている。細石刃核の母型は楔形であったと見られる。周辺に同一の母岩

や細石刃関連の石器がほとんどないため、高位部の石器が混入したものと考えられる。

石核（図�－３８８－３４、図版１９５）

１点（１個体）を図示している。３４は裏面の原礫面を打面として、正面の平坦面で鋭角の剥離を行

っている。

台石（図版１９６）

１点（１個体）を写真のみ掲載している。３５は多孔質の安山岩を素材としている。両面に平坦面の

ある長楕円形を呈しており、正面の上部に長軸方向の擦痕が観察できるが、出土地点が傾斜面である

ことから、埋没後に付着した傷の可能性がある。

分布・接合状況

石器ブロック１８（Sb－１８）の分布（図�－３８８・３８９、表�－４・５）

Ｕ１９、Ｖ１７・１８・１９、Ｗ１７・１８・１９・２０、Ｘ１８・１９・２０、Ｙ１８・１９・２０・２１、Ｚ２０区の２３．２×１３．５

ｍの範囲で確認された。尖頭器５点（�類１点、�類４点）、二次加工ある剥片１点、石刃２点、台

石１点、原石１点、剥片４９点の計５９点、重量１７，２７３．７�の石器類が出土した。石材は黒曜石１が５９．３％

を占め、以下黒曜石２（１８．６％）、黒曜石５（８．５％）、黒曜石３（６．８％）、黒曜石４（５．１％）、安山

岩（１．７％）である。

石器ブロック１９（Sb－１９）の分布（図�－３８９・３９０、表�－４・５）

Ｓ２１・２２、Ｔ２１・２２、Ｕ１９・２０・２１・２２、Ｖ２０・２１区の１４．４×１２．３ｍの範囲で確認された。掻器１

点、二次加工ある剥片１点、石刃４点、縦長剥片４点、石核２点、削片１点（細石刃核削片１点）、

剥片１２８点の計１４１点、重量２，００７．６�の石器類が出土した。石材は黒曜石１が３６．２％を占め、以下黒

曜石３（２２．７％）、黒曜石４（１９．９％）、黒曜石２（１７．７％）、黒曜石５（３．５％）である。

石器ブロック２０（Sb－２０）の分布（図�－３９０、表�－４・５）

Ｖ２２、Ｗ２１・２２・２３、Ｘ２１・２２・２３、Ｙ２１・２２・２３区の１３．０×１０．１ｍの範囲で確認された。尖頭器

３点（�類３点）、二次加工ある剥片１点、石刃２点、縦長剥片２点、剥片７８点の計８６点、重量３１４．７

�の石器類が出土した。石材は黒曜石１が５１．２％を占め、以下黒曜石３（１９．８％）、黒曜石４（１４．０％）、

黒曜石２（１１．６％）、黒曜石５（３．５％）である。

石器ブロック２１（Sb－２１）の分布（図�－３９１・３９２、表�－４・５）

Ｓ２２・２３・２４、Ｔ２２・２３・２４、Ｕ２３・２４、Ｖ２２・２３・２４、Ｗ２３・２４、Ｘ２３・２４区の２４．３×９．３ｍの範

囲で確認された。尖頭器６点（�類１点、�類５点）、両面調整石器４点（�類４点）、掻器２点、錐

形石器１点、二次加工ある剥片３点、石刃３点、縦長剥片１６点、石核４点、石鏃２点、剥片１，９１５点

の計１，９５６点、重量８，７９１．２�の石器類が出土した。石材は黒曜石１が７２．８％を占め、以下黒曜石４

（９．８％）、黒曜石３（９．５％）、黒曜石５（６．６％）、黒曜石２（１．４％）である。

石器ブロック１８～２１の接合状況（図�－３９３）

接合関係が確認された遺物は主に Sb－２１に分布している。Sb－２１の接合遺物の多くは、斜面方向

と同方向に間延びした集中域を中心として確認された。ブロック間では Sb－２１を介しての周辺のブ

ロックとの接合関係が若干見られる。その他に斜面部集中域「オ」の一括遺物との接合が１母岩で確

認されており、斜面部集中域「オ」も小型鋸歯縁尖頭器を含む石器群の可能性がある。また、基本的

には混入によるものと考えられる高位部との接合関係がいくつか確認されている。

� 旧白滝５遺跡の調査

181



母岩別資料

Sb－１８～２１では、点取り遺物２，２４２点中８６５点を３６母岩に分類し、１００個体（母岩別資料内７７個体）

の接合資料が得られた。そのうち母岩別資料２母岩を図示し、写真のみ１母岩を掲載している。

母岩別資料３９３・接合資料１３３０（図�－３９４、図版１９７－１）

母岩別資料は接合１３３０の他、接合１３３１・５０５８４・５０５８５、剥片５８点で構成され、総点数８９点、総重量

７５８．４�である（製作内容１ａ�類）。

素材 ２５点（１８個体）が接合し、重量は６６２．７�、大きさは２５．７×１１．０×３．９�である。原石の形状は

不明である。両面調整石器の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 尖頭器を製作する接合資料である。正面に左右から急角度の加工が施され、器体を整形し

ている（段階１・２）。段階２の後、器体が折損し、中央の個体のみ再加工され（段階３・４）、それ

以外の両面調整石器２６の上下端の個体は遺跡内に遺棄される。段階３・４は正面への急角度加工で、

この加工により器体の断面が三角形に整形されている。最終的に再度折損し、両面調整石器２６の中央

の個体が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－２１南西側の遺物の疎らな地点に分布する。

母岩別資料３８５・接合資料１３０８（図�－３９５・３９６、図版１９８）

母岩別資料は接合１３０８の他、接合１３０９・１３１０・５０５７７・５０５７８、剥片１８点で構成され、総点数５８点、

総重量３２１９．１�である（製作内容４ｃ�類）。

素材 ２９点（１９個体）が接合し、重量は３０３５．６�、大きさは２１．１×１３．６×１７．２�である。角の摩滅が

やや進んだ亜角礫を素材とし、裏面と両側面に剥離が施されて断面が三角形となる石刃核母型の状態

で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 石刃を剥離する接合資料である。正面から左右の側面に稜調整を行い（段階１・２）、左

側面を整形し（段階３）、打面を作出後（段階４）、石刃剥離が行われる（段階５）。石刃の打面部に

は打面調整、頭部調整が施されている。最終的に石刃核�－４０６－６５が遺跡内に遺棄される。

分布 Sb－２１、斜面部集中域「オ」に分布する。段階によって概ね出土位置が異なる。大部分の段

階１～３の剥片は Sb－２１の集中域から広範囲に出土している。段階２の最後の剥片と段階４・５及

び石刃核�－４０６－６５が斜面部集中域「オ」に分布する。集中域「オ」のＰ・Ｑ２３区にはフレイク集

中があり、段階２・４の剥片３点は剥片集中内から、段階５の石刃と石刃核はその周辺から出土して

いる。

写真のみ掲載の接合資料

母岩別資料３８１・接合資料１２９９（図版１９７－２）は、、両面調整石器の状態で遺跡内に搬入されてい

る。原石の形状は不明である。尖頭器を製作している片面のみの接合資料で、左右からの剥離によっ

て器体の厚みを減じている。接合する本体部分の尖頭器は確認されていないが、同一母岩の非接合石

器に尖頭器９が存在する。遺物は Sb－２１の遺物集中域から出土している。

（６）斜面部の石器

出土石器（表�－４・５・７）

斜面部は基本的に調査区一括で遺物を取り上げた。点取り遺物は一部で、尖頭器１点（�類１点）、

石刃２点、石刃核１点、石核１点、剥片１点の計６点、重量５，８４４．５�である。石材は黒曜石１が６６．６％

で、続いて黒曜石３が３３．３％である。
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一括遺物は、尖頭器３２点（�類２９点、�類３点）、両面調整石器２５点（�類１７点、�類８点）、彫器

１点、掻器１点、削器７点、舟底形石器７点（�ａ類５点、�ｂ類２点）、台形石器１点、二次加工

ある剥片２６点、細石刃核３点、石刃６９点、縦長剥片１３点、石刃核１５点、石核３４点、削片４点（細石刃

核削片４点）、石鏃２点、剥片４７，７６２点、原石１点の計４８，００３点の石器類が出土した。

尖頭器（図�－３９７－１～４・７～１１、図�－３９８－１２～１５、図版１９９・２００）

２０点（１個体と�層出土３個体、�層出土９個体を加えた１３個体）を図示している。１～３は尖頭

器�類、４・７～１５は尖頭器�類である。１・２・７～１２が完形ないしほぼ完形で、それ以外は折損

品である。素材は３・１０・１１・１３が剥片で、それ以外は加工に覆われているため不明である。１は左

側縁の中央部に正面への加工により鋸歯縁が作出されている。裏面には内在する割れによる段差が残

存している。産地分析の結果（Ｘ２４６）、赤石山産と判定された（�章２）。２は左右対称の整った形

態で、断面は正面の膨らみがやや大きい凸レンズ状である。左右の側縁全体に正面への加工により鋸

歯縁が作出されている。産地分析の結果（Ｘ２４７）、赤石山産と判定された（�章２）。３は裏面に素

材面が大きく残存し、その剥離軸は器体長軸とほぼ同方向である。裏面の加工は素材のバルブ付近の

ふくらみを除去する程度である。正面の一部に左下がりの斜平行剥離が施されている。正面への加工

により鋸歯縁が作出されている。産地分析の結果（Ｘ２４５）、あじさい滝・幌加沢産と判定された（�
章２）。４は入念な両面への加工により全面的に非常に薄手である。７は粗い加工により調整されて

おり、右側面に原礫面と反対側面からのウートラパッセ痕が残存している。８は粗い加工により調整

されており、下端部に急角度の素材面が残存し、正裏面には球顆が見られる。９は左右非対称で、上

下の側縁に急角度の縁辺が残存している。１０は裏面に素材面が残存し、その剥離軸は器体長軸とほぼ

同方向である。正面の一部に原礫面が残存している。１１は折損後に上半部の個体が再加工されている。

縦断面が湾曲している。１２は細身の尖頭器で、裏面は平坦加工、正面は急角度加工によって整形され

ている。正面の一部に原礫面が残存している。折損後に上半部の個体が再加工されている。１３は裏面

に素材の腹面が大きく残存している。１４の裏面には上からの大きな剥離が周辺の横方向の剥離を切っ

て施されている。１５は正面と折面に１．５�の球顆が入っており、折損部のリングは球顆付近から発生

している。

石鏃（図�－３９７－５・６、図版１９９）

２点（�層出土２個体）を図示している。いずれも三角形の無茎石鏃である。５は左右非対称の平

基で、左側縁が直線的で短く、右側縁が湾曲した縁辺となっている。裏面には素材面が残存し、その

剥離軸は器体長軸と直交する。６は凹基で、両側縁は湾曲する形態である。

尖頭器調整剥片（図�－７３９－１６、図版２００）

１点（�層出土１個体）を図示している。１６は尖頭器の先端部を取り込むウートラパッセを起こし

た剥片である。この剥離により本体の長さが１．７�程減じ、先端の位置が偏る形態となっている。

両面調整石器（図�－３９８－１７～図�－４００－２６、図版２００・２０１）

１６点（�層出土１個体と�層出土９個体を加えた１０個体）を図示している。１７～２０が完形、２１～２６

が折損品である。素材は１７・２０・２６が石核（接合資料から判明）、１８・１９・２１・２３・２５が剥片、それ

以外は加工に覆われているため不明である。１７は両面調整石器�類で、左側縁に大きく原礫面が残存

し、基本的に右側縁からの加工が施されている。１８は主に素材のバルブの膨らみを除去する加工が施

されている。下からの加工も行われるが一部がステップを起こしている。１９の加工は主に右側面の折

れ面から施されている。２０は大型の両面調整石器が折れ、再加工されたものである。上面の折れ面と

裏面との角部を中心とする横方向の加工、上から正面への連続的な調整、右側面の小口面への剥離が
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行われ、最終的に右側面を打面とする正面への連続的な調整が施されている。その結果、右側の上端

部が鋭く尖る形態となっている。２１は平滑な原礫面が残存している。２２は大型尖頭器の一部で、裏面

は平坦に加工されている。２３は大型尖頭器の一部で、正面への加工が主体的に施されている。裏面に

は縁辺を中心に斜め方向の擦痕が付着している。２４の上部の縁辺は反対側縁からのウートラパッセに

より急角度となっている。２５は左側縁を中心とした加工が施されている。２６は左側縁を中心とした加

工が施され、右側縁は急角度である。

細石刃核（図�－４００－２７、図版２０１）

３点（�層出土１個体）を図示している。２７は「射的山型（広郷型）」細石刃核である。厚さ１．５�
の石刃を素材とし、素材の末端側に細石刃作業面を設定している。正面の左側縁に急角度の加工と樋

状剥離が施され、細石刃作業面方向からの微細な打面調整によって細石刃の打面が準備される。そこ

から長さ４�前後の直線的な細石刃が剥離されている。周縁加工は基部側の右側縁に平坦剥離が施さ

れている。

細石刃核削片（図�－４００－２８、図版２０１）

１点（�層出土１個体）を図示している。２８は両面加工された細石刃核母型から剥離された二次削

片である。先行する削片剥離後には右側面に甲板面からの細かな調整が施されている。

掻器（図�－４００－２９、図版２０１）

１点（�層出土１個体）を図示している。２９は石刃素材で、打面部には頭部調整と入念な打面調整

が施され、打面縁辺が潰れている。刃部は素材の収束する末端部に作出されており、周縁加工は微細

な急角度加工が両側縁全体に施されている。

削器（図�－４００－３０～３３、図版２０１）

４点（�層出土４個体）を図示している。いずれも石刃素材で、３１はめのう製である。３０は端部が

尖頭形となるよう両側縁から平坦加工が施されている。３１の両側縁は急角度加工によって上部が広が

り、左肩が斜めに整形されている。形態から彫器の母型であった可能性がある。３２は左側縁に急角度

加工が施されている。素材の打面部は調整打面である。３３は両側縁に短い急角度加工が施されている。

台形石器（図�－４００－３４、図版２０１）

１点（�層出土１個体）を図示している。３４は剥片素材で、素材を横位に用い正面の両側縁に急角

度加工、裏面は基部を中心とする平坦加工により、基部が突出するように整形されている。素材背面

の剥離面は腹面とほぼ同方向である。刃部は器体横軸に対しやや斜めで両面に微細な剥離が見られ

る。産地分析の結果（Ｘ４５０）、あじさい滝・幌加沢産と判定された（�章２）。

二次加工ある剥片（図�－４００－３５～図�－４０１－４０、図版２０１・２０２）

１４点（�層出土６個体）を図示している。３５～３８が石刃・縦長剥片素材、３９・４０が剥片素材である。

３５の右側縁は急角度加工により深いノッチ状となっている。素材の打面部は複剥離打面で、頭部調整

が施されている。３６・３７の側縁は両面への不規則な二次加工により潰れている。「射的山型（広郷型）」

細石刃核を伴う石器群に特徴的に見られる二次加工ある剥片と類似している。素材の打面部は頭部調

整のある調整打面である。３８は左側縁に急角度加工によるノッチ状の部位が二か所作られている。上

部は裏面側、下部は正面側への加工である。素材の打面部は線打面で、頭部調整が施されている。３９

は素材腹面の打面部付近に急角度の剥離が単発的に施されている。４０の左側縁は急角度加工により深

いノッチ状となっている。

舟底形石器（図�－４０１－４１、図版２０２）

１点（�層出土１個体）を図示している。４１は舟底形石器�ａ類の折損品で、甲板面からの加工の
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み行われている。右側縁の一部に素材面が残存し、甲板面は湾曲している。

石刃（図�－４０１－４２～図�－４０３－５９、図版２０２～２０４）

２７点（２個体と�層出土１個体、�層出土１５個体を加えた１８個体）を図示している。４２～４８が完形

ないしほぼ完形、４９～５９が折損品である。４６が稜付き石刃で、４４・５３・５５は背面に稜調整ないし側面

調整の痕跡がある。４５・５２・５７は両設打面の石刃核から剥離されたものである。打面部はいずれも頭

部調整が施されており、大部分が調整打面で、４４・４５・５１・５５が平坦打面、４６・４７・５０・５８・５９が不

明である。また、４９・５１・５６の打面部の縁辺は擦られ潰れている。５４・５６・５９は同一母岩で、いずれ

も水和の発達が薄く縁辺が非常に鋭利である。５８は僅かにウートラパッセを起こしている。

石刃核（図�－４０３－６０～図�－４０８－６７、図版２０４～２０７）

１６点（１個体と�層出土１個体、�層出土６個体を加えた８個体）を図示している。いずれも頭部

調整が施され、６０・６１は単剥離打面、６２～６７は複剥離打面ないし調整打面のものである。６０は単設打

面で頭部調整は粗い。６１は初期段階で裏面下からの石刃剥離が行われている。６２の母型は下端を「U」

字形にする石核調整が裏面から、裏面を平坦にする調整が横方向から施されている。最後の石刃剥離

はヒンジを起こしている。６３はディスク状の形態で、正面上から石刃剥離の打角は６０度前後と鋭角で

ある。正面では上からと右からの石刃剥離が交互に行われている。裏面では正面右からの剥離と交互

剥離となる頭部調整の施される横方向の剥離が見られるが、剥離の長さは器体の中央部までしか達し

ていない。６４の裏面は平坦に調整され、右側面には上からの古い石刃剥離の痕跡が見られる。６５は下

からの大きな剥離面を裏面にあてている。側面調整の痕跡と打面再生が頻繁に行われた痕跡が見られ

る。６６は粗い両面調整石器を母型とし、片側縁を背稜に設定し、反対側縁の小口面で石刃剥離が行わ

れている。打面調整は正面からの他に両側面からも施されている。石刃剥離はヒンジを起こすものが

多い。６７は原石の角の稜を背稜に設定し、一部に横からの調整を施している。正面には横方向の石核

調整痕が見られる。最終的に右側面で下設の打面を作出し、左側面で石刃剥離が行われている。

石核（図�－４０９－６８～図�－４１３－８０、図版２０７～２０９）

１３点（１個体と�層出土１個体、�層出土１１個体を加えた１３個体）を図示している。６８・６９は石刃

核に関連するものである。６８は裏面を平坦にする横方向の加工と、両側面に左右から調整が加えられ、

断面を三角形に整形している。正面から上設の打面を作出し、石刃剥離の準備をしているが、上から

の剥離が石核を大きく取り込む失敗剥離となっている。６９は石刃核母型と思われる。裏面を平坦にす

る加工と両側面への左右から調整が施されている。正面から左側面への加工が急角度で、右側面が平

坦加工なため、正面の稜線が右側面に偏っている。

７０～７４は主に石核の平坦面で剥離作業を行うものである。素材は７１・７２・７４が剥片で、その他は不

明である。７０・７１は上下からの剥離が行われており、７０は上下に打面を作出している。７１は素材面を

直接打面にしている。７２～７４は上からの剥離が行われており、７２・７４が素材面を直接打面にしている。

７３は上面に打面を作出している。７４の剥離はウートラパッセを起こしている。

７５は主に小口面で剥離を行うもので、平坦な剥離面を打面に設定している。

７６～８０は打面転移が頻繁に行われるものである。７６は正面と下面・左側面で作業が行われており、

下面と左側面が交互剥離となっている。７７は正面と上面・左側面で作業が行われており、上面の剥離

は左側面まで連続的に及んでいる。正面では縦長剥片が剥離されている。７８は裏面を除く全ての面で

作業が行われており、正面上からの剥離は右側面まで連続的に及んでいる。左側面と下面が交互剥離

となっている。７９は下面を除く全ての面で作業が行われており、上からの剥離は正面から左右の側面

まで連続的に及んでいる。正面と上面が交互剥離で、正面側の打面部には頭部調整が施されている。
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８０は正面・右側面・裏面・上面・下面で作業が行われており、右側面と裏面の剥離は連続し、一部が

下面と交互剥離となっている。また、正面と上面が交互剥離となっている。

分布・接合状況

斜面部集中域「ア」の分布（図�－４１３、表�－８）

Ｉ１７、Ｊ１８～２２、Ｋ１８～２２、Ｌ１９～２４、Ｍ２０～２４、Ｎ２１～２３区の範囲である。全て一括遺物で、尖

頭器�類１点（表土１点）、両面調整石器�類１点（�層１点）、掻器１点（表土１点）、削器１点（�
層１点）、舟底形石器�ｂ類１点（�層１点）、台形石器１点（�層１点）、二次加工ある剥片１点（�
層１点）、石刃５点（表土１点、�層４点）、縦長剥片３点（表土２点、�層１点）、石核９点（表土

１点、�層８点）、剥片１，９７１点（表土７６０点、�層１，２１１点）の計１，９５５点（表土７６６点、�層１，２２９点）

の石器類が出土した。

斜面部集中域「イ」の分布（図�－４１４、表�－８）

Ｄ２３・２４、Ｅ２３～２５、Ｆ２３～２５、Ｇ２３～２５、Ｈ２３～２５、Ｉ２３～２５、Ｊ２３・２４、Ｋ２３・２４区の範囲で

ある。全て一括遺物で、尖頭器�類１点（�層１点）、両面調整石器４点（�類１点（表土１点）、�
類３点（表土２点、�層１点））、彫器１点（表土１点）、二次加工ある剥片３点（表土２点、�層１

点）、石刃１点（�層１点）、石刃核３点（表土１点、�層２点）、石核５点（表土２点、�層３点）、

剥片５２０点（表土１２８点、�層３９２点）の計５３８点（表土１３７点、�層４０１点）の石器類が出土した。

斜面部集中域「ウ」の分布（表�－８）

Ｉ２７、Ｊ２８、Ｋ２８・２９区の範囲である。全て一括遺物で、石刃１点（�層１点）、石核３点（�層

３点）、剥片６４点（表土５点、�層５９点）の計６８点（表土５点、�層６３点）の石器類が出土した。

斜面部集中域「エ」の分布（図�－４１４・４１５、表�－４・５・８）

Ｆ２８・２９、Ｇ２８～３１、Ｈ２９～３１、Ｉ３０～３２、Ｊ３１、Ｋ３２区の範囲である。点取り遺物は石核１点、

剥片１点の計２点、重量２，９６０．７�の石器類が出土した。石材はすべて黒曜石３である。

一括遺物は、両面調整石器�類１点（�層１点）、舟底形石器�ａ類２点（�層２点）、二次加工あ

る剥片１５点（�層１５点）、石刃３２点（�層３２点）、縦長剥片７点（�層７点）、石刃核１０点（�層１０点）、

剥片１，５８０点（表土３０点、�層１，５５０点）の計１，６４７点（表土３０点、�層１，６１７点）の石器類が出土した。

斜面部集中域「オ」の分布（図�－４１６、表�－４・５・８）

Ｐ２３・２４、Ｑ２３・２４区の範囲である。Ｐ２３、Ｑ２３区にかけてフレイク集中が存在する。点取り遺物

は尖頭器�類１点、石刃２点、石刃核１点の計４点、重量２，８８３．８�の石器類が出土した。石材はす

べて黒曜石１である。

一括遺物は、削器１点（�層１点）、石刃４点（�層４点）、剥片１３，９４０点（�層１３，９４０点）の計１３，９４５

点（�層１３，９４５点）の石器類が出土した。このうちフレイク集中内（全て�層）の遺物は、石刃２点、

剥片１２，７１２点の計１２，７１４点である。

斜面部集中域「カ」の分布（図�－４１６、表�－８）

Ｒ２１～２４区の範囲である。全て一括遺物で、両面調整石器�類１点（�層１点）、石刃核１点（�
層１点）、剥片１１５点（表土２点、�層１１３点）の計１１７点（表土２点、�層１１５点）の石器類が出土した。

斜面部集中域「キ」の分布（図�－４１６、表�－８）

Ｏ２７～２９、Ｐ２５～３０、Ｑ２５～２８区の範囲である。全て一括遺物で、両面調整石器�類１点（�層１

点）、石刃３点（表土１点、�層２点）、石核３点（�層３点）、剥片３０５点（表土１５点、�層２９０点）

の計３１４点（表土１６点、�層２９８点）の石器類が出土した。
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斜面部集中域「ク」の分布（図�－４１７・４１８、表�－８）

Ｌ３２～３７、Ｍ３０～３６、Ｎ３０～３４、Ｏ３０～３３区の範囲である。Ｌ３３・３４、Ｍ３３・３４区にかけてフレイ

ク集中が存在する。全て一括遺物で、尖頭器２７点（�類２５点（表土１点、�層２４点）、�類２点（表

土２点））、両面調整石器１７点（�類１２点（表土１点、�層１１点）、�類５点（表土３点、�層２点））、

削器２点（�層２点）、舟底形石器�ａ類１点（�層１点）、二次加工ある剥片６点（�層６点）、細

石刃核３点（�層３点）、石刃１６点（�層１６点）、縦長剥片２点（�層２点）、石刃核１点（�層１点）、

石核５点（�層５点）、細石刃核削片１点（�層１点）、剥片２８，４４０点（表土６０８点、�層２７，８３２点）、

原石１点（�層１点）の計２８，５２２点（表土６１２点、�層２７，９１０点）の石器類が出土した。このうちフ

レイク集中内（全て�層）の遺物は、尖頭器�類３点、両面調整石器３点（�類１点、�類２点）、

石刃１点、石刃核１点、剥片１４，７４８点の計１４，７５６点である。

斜面部の接合状況（図�－４１９）

図�－４１９は斜面部の接合分布図である。斜面部の遺物は基本的に一括遺物であるので、接合した

ものは調査区中心の点で示し他の調査区と結んだ。調査区内での接合点数を表したものではなく、接

合する範囲を示した図となっている。

高位部から連続した調査区となる斜面集中域「ア」・「イ」では、高位部であるＡ区（Sb－１～１３）

との接合関係が主体的である。高位部から遺物分布が連続的に続いているものと思われる。同様の傾

向は、高位部からの傾斜の延長上にある斜面集中域「ウ」・「オ」・「カ」でも確認できる。また、ほぼ

同じ傾斜方向上にある斜面部集中域「ウ」・「ク」間、「エ」・「ク」間でも接合関係が認められるが、

基本的には上位の集中域の遺物の流れ込みと考えられる。

斜面集中域「エ」では高位部 Sb－１１との接合関係が４母岩で確認された。斜面方向とは関連がな

いため、人為的な移動と見られ、両者は同一の石器群と考えられる。また、斜面集中域「オ」では中

位部 Sb－２１との接合関係が１母岩で確認された。同一の斜面方向に当たるが、限定された母岩のみ

表�－８ 旧白滝５遺跡出土一括遺物一覧
地 区 一括層位

尖 頭 器 両 面 調 整 石 器
彫 器 掻 器 削 器

舟 底 形 石 器
台形石器

二次加工

ある剥片
細石刃 細石刃核 石 刃 縦長剥片 石刃核 石 核

削 片
石 鏃 剥 片 原 石 合 計

� 類 � 類 尖頭器計 � 類 � 類 両面調整石器計 � ａ � ａ � b 舟底形石器計 尖頭器削片 細石刃核削片 彫器削片 削片計

高 位 部

� １６ １６ ６ ３ ９ ５ ２０ １ ２３ １２ ３６ ２５ ２２ ７ ２３ ７２ ８ ４２ ３３ ３３ １ １５２９７ ３ １５６１９

� ２ ２ １１ ６８ １９ ２０ ２ １ ４０ ３ ４４ １ １１８６９９ １１８８６６

高～斜 １ １ １ １ ３ ６

高位部 １ １

高位部 小計 １８ １８ ６ ３ ９ ５ ２１ １ ２４ １２ ３７ ３６ ９０ ７ ４２ ９２ １０ ４７ １ ７３ ３ ７７ ２ １３３９９６ ３ １３４４９２

斜面部

ア
� １ １ １ １ ２ １ ７６０ ７６６

� １ １ １ １ １ １ １ ４ １ ８ １２１１ １２２９

ア 小計 １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ ５ ３ ９ １９７１ １９９５

イ
� １ ２ ３ １ ２ １ ２ １２８ １３７

� １ １ １ １ １ １ ２ ３ ３９２ ４０１

イ 小計 １ １ １ ３ ４ １ ３ １ ３ ５ ５２０ ５３８

ウ
� ５ ５

� １ ３ ５９ ６３

ウ 小計 １ ３ ６４ ６８

エ
� ３０ ３０

� １ １ ２ ２ １５ ３２ ７ １０ １５５０ １６１７

エ 小計 １ １ ２ ２ １５ ３２ ７ １０ １５８０ １６４７

オ
� １ ２ １２２８ １２３１

ＦＣ内 ２ １２７１２ １２７１４

オ 小計 １ ４ １３９４０ １３９４５

カ
� ２ ２

� １ １ １ １１３ １１５

カ 小計 １ １ １ １１５ １１７

キ
� １ １５ １６

� １ １ ２ ２ ３ ２９０ ２９８

キ 小計 １ １ ２ ３ ３ ３０５ ３１４

ク

� １ ２ ３ １ １ ６０８ ６１２

� ２１ ２１ １０ ３ １３ ２ １ １ ６ ３ １５ ２ ５ １ １ １３０８４ １ １３１５４

ＦＣ内 ３ ３ １ ２ ３ １ １ １４７４８ １４７５６

ク 小計 ２５ ２ ２７ １２ ５ １７ ２ １ １ ６ ３ １６ ２ １ ５ １ １ ２８４４０ １ ２８５２２

集中域外
� ２ １ ３ １ ２ １ ３ １ ７ １ ８ ３ ３ ２ ７７１ ８００

� １ ５６ ５７

集中域外 小計 ２ １ ３ １ ２ １ ３ １ ７ １ ９ ３ ３ ２ ８２７ ８５７

斜面部 小計 ２９ ３ ３２ １７ ８ ２５ １ １ ７ ５ ２ ７ １ ２６ ３ ６９ １３ １５ ３４ ４ ４ ２ ４７７６２ １ ４８００３

中 位 部
� ７ １５ ２２ ２ ２ ４ １ ２ ３ １ ３ １ ３０１６ ３０５５

� １ １ ３２００９ ３２０１１

中位部 小計 ７ １５ ２２ ２ ２ ４ １ １ ２ ３ ２ ３ １ ３５０２５ ３５０６６

Ｂ調・表採・

排 土 ほ か

� ２ ２ １ １ ２ １ １８７ １９２

� ３０３ ３０３

ボ サ １ １ ２ ３

排 土 １ １ １ １ １ ７１ ７４

表 採 ３ ２ ４ ２５７ ２６６

Ｂ調・表採・排土ほか 小計 ３ １ ４ １ １ ３ １ １ ２ ２ ２ ４ ８２０ ８３８

総 計 ５７ １９ ７６ ２５ １２ ３７ １ ６ ３１ １ ３０ １５ ４６ １ ６６ ９１ １１ １１５ １１０ ２７ ８８ １ ７７ ３ ８１ ５ ２１７６０３ ４ ２１８３９９
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の接合であるため、この両者に関しても同一の石器群の可能性がある。

斜面集中域「ク」では南北方向の広範囲に接合分布が広がっている。その他に、斜面部集中域「ク」

と平成１８・１９年度調査区の出土遺物との接合関係が約２０母岩確認されている。これに関しては次年度

以降の報告書に全体の状況を掲載する予定である。

母岩別資料

斜面部では、５，５２１点（内点取り６点）中５，０７０点を１０６母岩に分類し、４１３個体（母岩別資料内２９９

個体）の接合資料が得られた。そのうち母岩別資料２６母岩を図示し、写真のみ９母岩を掲載している。

母岩別資料２４０・接合資料５９０（図�－４２０・４２１、図版２１０）

母岩別資料は接合５９０の他、接合５０１９７、石刃２点、剥片９点で構成され、総点数４５点、総重量２０８１．７

�である（製作内容４ｃ�類）。

素材 ３２点（２５個体）が接合し、重量は２０５２．９�、大きさは２３．７×１０．２×９．３�である。角礫を素材

とし、石刃核の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 石刃を剥離する接合資料である。まず正面・右側面で上からの石刃剥離が行われるが、右

側面の剥離の末端がヒンジとなり（段階１）、上設の打面を再生し（段階２）、再び正面で上からの石

刃剥離が行われる（段階３）。その後は下設の打面からの石刃剥離が左側面で打面再生（段階５）を

挟んで行われる（段階４・６）。次に再び上からの石刃剥離が再開されるが（段階７）、単発的である

ことから石核形状を整える調整も兼ねていた可能性がある。その後は下設の打面からの石刃剥離とな

り（段階９・１１・１３）、途中打面再生が行われている（段階８・１０・１２）。石刃の打面は上下とも打面

調整、頭部調整が施されている。最終的に石刃核６７が遺跡内に遺棄される。

分布 全て一括遺物で、�層出土のものは Sb－１１、斜面部集中域「エ」に分布する。内訳は Sb－１１

に１８点、「エ」に１４点である。Sb－１１に分布するのは、段階１のヒンジを起こした剥片１個体、段階

４の縦長剥片１個体、段階５の打面再生剥片１個体、段階６の石刃図�－７５－５６３、段階７の石刃図

�－７９－５９８、段階８の打面再生剥片１個体、段階９の石刃図�－７８－５８３、段階１０の打面再生剥片２

個体、段階１２の打面再生剥片３個体と折損した個体の打面側１点、段階１３の剥片１個体と石刃図�－

７９－６０２の打面側である。「エ」に分布するのは、段階１の縦長剥片１個体、段階２の打面再生剥片３

個体、段階３の石刃４３、段階４の石刃４５、段階６の石刃５２、段階１１の剥片１個体、段階１２の打面再生

剥片１個体と折損した個体の末端側１点、段階１３の石刃�－７９－６０２の末端側、石刃核６７である。連

続的な打面再生剥離が剥離場所を特定するとすれば、初期段階（段階１・２ないし１～４）は「エ」

で剥離作業が行われ、石核と石器の一部が持ち出され、段階１３までの剥離作業が Sb－１１で行われ、

再び石核と石器の一部が「エ」に搬出されたと考えられる。

母岩別資料３２１・接合資料８７８（図�－４２２・４２３、図版２１１）

母岩別資料は接合８７８の他、接合８７９～８８３・５０２６７、石刃２点、縦長剥片２点、剥片３４点で構成され、

総点数９４点、総重量１６７８．４�である（製作内容４ｃ�類）。

素材 ３６点（２９個体）が接合し、重量は１２４６．８�、大きさは２５．７×７．５×１６．５�である。一部に平滑

面の残る転礫を素材としている。転礫面には爪状の痕跡が見られる。両側面に加工が施された粗い両

面調整石器の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 石刃を剥離する接合資料である。正面上からの石刃剥離後（段階１）、下面を急角度に剥

離し（段階２）、両側面に側面調整が施される（段階３～５）。その後再び上からの石刃剥離が連続的

に行われ（段階６）、１８０度打面転移し、下から石刃が剥離される（段階７）。段階６の石刃が二次加
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工ある剥片３６の素材となっている。石刃の打面は基本的に打面調整、頭部調整が施されている。最終

的な石刃核は調査区内から出土していない。

分布 全て一括遺物で、�層出土のものは Sb－１１、斜面部集中域「エ」に分布する。内訳は Sb－１１

に５点、「エ」に３１点である。Sb－１１に分布するのは段階１の石刃図�－８０－６１６、段階６の石刃図

�－７９－６０４の折損した個体の打面側２点、図�－７７－５８０、段階５の石核調整剥片１個体である。「エ」

で全体の剥離が行われ、石器類が Sb－１１に搬出されたと考えられる。

母岩別資料３２０・接合資料８７４（図�－４２４・４２５、図版２１２）

母岩別資料は接合８７４の他、接合８７５～８７７・５０２６６、石刃１点、縦長剥片１点、剥片８点で構成され、

総点数３６点、総重量３３５７．８�である（製作内容４ｃ�類）。

素材 １６点（４個体）が接合し、重量は２９５１．９�、大きさは２６．７×８．８×１３．１�である。岩屑面、平

滑面のある角礫を素材とし、石刃核の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 石刃を剥離する接合資料である。粗い両面調整石器を石刃核の母型としている。打面作出

後、小口面で石刃剥離が開始される（段階１）。石刃の打面は打面調整、頭部調整が施されている。

最後の剥離がヒンジとなり、石刃剥離があまり進行しないまま石刃核６６が遺跡内に遺棄される。

分布 全て一括遺物で、�層出土のものは Sb－１１、斜面部集中域「エ」に分布する。大部分が「エ」

から出土し、最後にヒンジを起こした石刃１個体のみが Sb－１１から出土している。

母岩別資料３２２・接合資料８８４（図�－４２５・４２６、図版２１３）

母岩別資料は接合８８４の他、剥片１点で構成され、総点数６５点、総重量３１９７．５�である（製作内容

４ｄ類）。

素材 ６４点（１９個体）が接合し、重量は３１８８．４�、大きさは２５．３×１６．１×８．１�である。角礫を素材

とし、ほぼ原石の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 片面のみの接合資料で、石刃核の母型を製作した際の側面調整の可能性がある。左側縁か

らの加工を中心として（段階１・３・５）、途中正面を覆うような上からの大きな加工（段階２）、右

側縁からの加工（段階４）が施されて原石の厚みが６�近く減じている。加工によって器面は平坦と

なっている。段階１・３・５の打面の位置はあまり変化していない。最終的な石核部分は調査区域内

から出土していない。

分布 全て一括遺物で、�層出土のものは斜面部集中域「エ」に分布する。

母岩別資料３２４・接合資料８９０・８９１（図�－４２６～４２８、図版２１３・２１４）

母岩別資料は接合８９０・８９１の他、接合８９２・８９３、剥片３３点で構成され、総点数１３４点、総重量２９０４．８

�である（製作内容４ｄ類）。原産地分析の結果（Ｘ４３８）、赤石山産と判定された（�章２）。

素材 接合８９０は５９点（４３個体）が接合し、重量は１９０４．６�、大きさは２９．９×１１．９×２０．２�である。

接合８９１は３７点（２３個体）が接合し、重量は９６５．２�、大きさは２５．７×１３．８×４．３�である。やや角の

摩滅した角礫を素材とし、ほぼ原石の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 石刃核の母型を製作した接合資料である可能性が高い。接合８９０・８９１は正裏面の位置関係

となる。

接合８９１は主に左右からの調整により器面が平坦に加工されている（段階１～５）。

接合８９０は左側面の左右からの加工（段階１・２）→裏面を平坦にする横方向の加工（段階３）→

左右の側面の加工（段階４・５）→裏面への加工（段階６）→右側面への加工（段階７）→左側面と

裏面への加工（段階８）と石核が整形される。裏面は加工の進行に伴い平坦となり、石核の断面は三

角形となる。左右の側面も平坦に調整されている。最終的な石核は調査区域内から出土していない。
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空隙部の大きさは２９×１７．５×８．５�である。

分布 接合８９０・８９１とも全て一括遺物で、�層出土のものは Sb－１１、斜面部集中域「エ」に分布す

る。大部分の遺物は「エ」から、接合８９０の段階１の剥片１個体のみ Sb－１１から出土している。

母岩別資料３２３・接合資料８８５（図�－４２９・４３０、図版２１５）

母岩別資料は接合８８５の他、接合８８６～８８９・５０２６８・５０２６９・５２０２０、縦長剥片１点、剥片２７点で構成

され、総点数１１４点、総重量１２９６．３�である（製作内容４ｄ類）。

素材 ６８点（３５個体）が接合し、重量は１１１１．７�、大きさは３１．４×１７．１×６．１�である。岩屑面が一

部に残存しているが、全体の原石形状は不明である。正面に左右からの加工が施された状態で遺跡内

に搬入されている。

剥離工程 片面のみの接合資料で石刃核の母型を製作した際の側面調整の可能性がある。左右からの

加工により器体を整形している（段階１～５）。段階４の剥離の打角は９０度に近く、鋭い縁辺を作出

するような剥離ではない。段階１の剥片１個体と段階４の剥片２個体が二次加工ある剥片４０・３８・３５

の素材となっている。いずれも抉りの深い二次加工が施されている。端部の加工は不明瞭だが、最終

的に細身で器面が緩やかに湾曲する断面が三角形の両面調整石器が製作されたと見られる。最終的な

両面調整石器は調査区域内から出土していない。

分布 全て一括遺物で、�層出土のものは斜面部集中域「エ」に分布する。

母岩別資料３８８・接合資料１３１８（図�－４３０・４３１、図版２１５）

母岩別資料は接合１３１８の他、接合１３１９・１３２０で構成され、総点数６０点、総重量６０２．７�である（製

作内容４ｄ類）。

素材 ４７点（２８個体）が接合し、重量は５３４．１�、大きさは２１．３×１０．０×１２．０�である。角礫を素材

とし、両面を粗く加工した状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 石刃核の母型を製作した可能性の高い接合資料である。正面から両側面への加工を行い、

器体を整形している（段階１～６）。これらの加工が正面の稜調整と見られる。裏面側の加工は不明

であるが、大きく開いている形態から裏面は平坦に加工された可能性がある。最終的な石核は調査区

域内から出土していない。

分布 全て一括遺物で、�層出土のものは斜面部集中域「オ」のフレイク集中内に分布する。

母岩別資料３９１・接合資料１３２６（図�－４３１・４３２、図版２１６）

母岩別資料は接合１３２６の他、接合１３２７・１３２８で構成され、総点数１００点、総重量６９３．８�である（製

作内容４ｃ�類）。

素材 ７９点（４５個体）が接合し、重量は４１４．５�、大きさは２２．８×９．５×１２．８�である。角礫を素材と

し、右側面に粗い調整が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 石刃を剥離する接合資料である。正面で左右に稜調整を行っている（段階１～４）。右側

面への加工は急角度、左側面へは平坦加工を施しているため、正面の稜線は左側に寄っている。上面

を横方向から剥離して打面部を作出し、正面で上から稜付き石刃４６が剥離される（段階６）。その後

打面再生を正面および側面方向から連続的に行っている（段階７）。最終的な石刃核は調査区域内か

ら出土していない。

分布 全て一括遺物で、�層出土のものは斜面部集中域「オ」に分布する。大部分はフレイク集中内

から出土し、１点のみ集中外に分布している。

母岩別資料３９２・接合資料１３２９（図�－４３２・４３３、図版２１６）

母岩別資料は接合１３２９のみである（製作内容４ｄ類）。
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素材 ８６点（３９個体）が接合し、重量は１０６３．３�、大きさは２２．８×１２．１×１５．１�である。角礫を素材

とし、両面に粗い加工が施された状態で遺跡内に搬入されている。原産地分析の結果（Ｘ４４１）、あじ

さい滝・幌加沢産と判定された（�章２）。

剥離工程 石刃核の母型を製作した可能性の高い接合資料である。正面の稜は左右の側面への加工に

より主に初期段階で作出されている（段階１～４・９）。段階５・７・８は左側面下部の突出部を除

去する左右への交互剥離である。裏面は左右の側面への加工により主に後半段階で背稜が作出されて

いる（段階６・１０～１２）。最終的に側面形が隅丸の四角形で、厚さ６�程度の両面調整石器が製作さ

れているが、調査区域内からは出土していない。

分布 全て一括遺物で、�層出土のものは斜面部集中域「オ」のフレイク集中内に分布する。

母岩別資料３９５・接合資料１３３７（図�－４３４～４３６、図版２１７）

母岩別資料は接合１３３７の他、接合１３３８・５０５８６、剥片１点で構成され、総点数３１５点、総重量３０１６．８

�である（製作内容４ｄ類）。原産地分析の結果（Ｘ４４２）、赤石山産と判定された（�章２）。

素材 ３１０点（１１２個体）が接合し、重量は３０１１．２�、大きさは２３．４×１４．０×２２．３�である。角礫を素

材とし、正面から左右の側面に粗い調整が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 石刃核の母型を製作した可能性の高い接合資料である。初期段階では正面の稜を集中的に

調整している（段階１～７）。裏面の背稜の調整はあまり入念ではなく（段階８～１１・１６）、左側面へ

の調整が急角度加工となっている。後半段階は再び正面での稜調整が主体となって行われ（１２～１５・

１７～２０）、最終的に楕円形で厚さが５�程度の両面調整石器が製作されているが、調査区域内からは

出土していない。

分布 全て一括遺物で、�層出土のものは斜面部集中域「オ」のフレイク集中内に分布する。

母岩別資料３８９・接合資料１３２１（図�－４３７、図版２１８）

母岩別資料は接合１３２１の他、接合１３２２～１３２４・５０５８０～５０５８２で構成され、総点数８３点、総重量８６７．８�
である（製作内容４ｄ類）。原産地分析の結果（Ｘ４３９）、あじさい滝・幌加沢産と判定された（�章２）。

素材 ７１点（４３個体）が接合し、重量は８３７．３�、大きさは２８．０×９．３×１３．６�である。角礫を素材と

し、両面に粗い調整が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 石刃核の母型を製作した可能性の高い接合資料である。正面の稜を作出する加工が両面に

施されている（段階１～７）。側面形が円く、厚さ６．５�程度の両面調整石器が製作されているが、調

査区域内からは出土していない。

分布 全て一括遺物で、�層出土のものは斜面部集中域「オ」のフレイク集中内に分布する。

母岩別資料３９０・接合資料１３２５（図�－４３８・４３９、図版２１９）

母岩別資料は接合１３２５の他、接合５０５８３で構成され、総点数２９７点、総重量２２５８．０�である（製作内

容４ｄ類）。原産地分析の結果（Ｘ４４０）、赤石山産と判定された（�章２）。

素材 ２９５点（１１２個体）が接合し、重量は２２５６．６�、大きさは２９．９×１４．２×１７．８�である。角礫を素

材とし、正面から左右の側面に粗い調整が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 石刃核の母型を製作した可能性の高い接合資料である。裏面を平坦にする横方向の調整（段

階１・３）と裏面からの側面調整（段階２）の後、正面の稜を作出する剥離が行われる（段階４・５）。

次に裏面からの側面調整（段階６）と裏面を平坦にする横方向の調整（段階７）が交互に行われ、正

面での稜調整が集中的に行われる（段階８・９）。その後同様に裏面を平坦にする横方向の調整（段

階１０）、正面での稜調整（段階１１・１２）が行われ、裏面からの側面調整が施されている（段階１３）。そ

の結果、幅７�程度で、上端が突出し、正面の稜線の側面観が円い形状に整形され、断面形がホーム
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ベース状の五角形となる。下端には原礫面が残存する。最終的な石刃核母型は調査区域内からは出土

していない。

分布 全て一括遺物で、�層出土のものは斜面部集中域「オ」のフレイク集中内に分布する。

母岩別資料４２０・接合資料１４２６（図�－４４０、図版２２０－１）

母岩別資料は接合１４２６の他、接合１４２７・１４２９・５０６０３・５０６０４、剥片２２点で構成され、総点数７４点、

総重量４９９．３�である（製作内容１ａ�・４ｃ�類）。

素材 ４１点（３１個体）が接合し、重量は３７８．０�、大きさは１４．３×１０．７×５．３�である。平滑面のある

角礫を素材とし、石刃核の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 石刃剥離の後に尖頭器�類を製作する接合資料である。石刃核の裏面は平坦な形状で、打

面調整、頭部調整を施しながら正面上からの石刃剥離が行われている（段階１）。その後、尖頭器の

製作が開始され、両面への左右からの加工により器体を整形している（段階２～９）。最終的に下端

に尖頭部を作り出す１５×８．５×１�の尖頭器が製作されるが、調査区域内からは出土していない。

分布 全て一括遺物で、�層出土のものは斜面部集中域「ク」に分布する。大半はフレイク集中内か

ら出土し（２４点）、周辺に１７点の遺物が分布している。

母岩別資料４０３・接合資料１３５２（図�－４４１、図版２２０－２）

母岩別資料は接合１３５２の他、接合５０６８２、剥片１６点で構成され、総点数６７点、総重量７５６．８�である

（製作内容１ａ�・４ｃ�類）。

素材 ４９点（４０個体）が接合し、重量は７２７．８�、大きさは１５．３×１２．２×５．２�である。平滑面のある

角礫を素材とし、石刃核の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 石刃剥離の後に尖頭器�類を製作する接合資料である。石刃核の裏面は平坦な形状で、打

面調整、頭部調整を施しながら正面上からの石刃剥離が行われている（段階１）。その後、尖頭器の

製作が開始され、両面への左右からの加工により器体を整形している（段階２～１０）。段階２は急角

度の加工である。段階３・７で器体中央の稜線を越える剥離が多く施され、器体の厚さ、幅が大きく

減じている。最終的に１２．５×６．５×１．５�の尖頭器が製作されるが、調査区域内からは出土していない。

分布 全て一括遺物で、�層出土のものは斜面部集中域「ク」に分布する。大半はフレイク集中内か

ら出土し（２９点）、周辺に２０点の遺物が分布している。

母岩別資料４０４・接合資料１３５３（図�－４４２、図版２２１－１）

母岩別資料は接合１３５３の他、接合１３５４・１３５５、剥片２８点で構成され、総点数１０３点、総重量４６０．０�
である（製作内容１ａ�・１ａ�類）。

素材 ６７点（５１個体）が接合し、重量は３８４．６�、大きさは１５．６×１２．９×５．４�である。平滑面のある

角礫を素材とし、石刃核の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 尖頭器�類を製作する接合資料である。裏面が平坦な原礫面の石刃核を素材とし、両面へ

の左右からの加工により器体を整形している（段階１～１５）。段階１・４の急角度の大型剥離により

器体の幅が４�程度減じている。段階１４では器体中央の稜線を越える剥離が施され、器体の厚さが大

きく減じている。最終的に１５×６．５×３．５�の尖頭器が製作されるが、調査区域内からは出土していな

い。

分布 全て一括遺物で、�層出土のものは斜面部集中域「ク」に分布する。大半はフレイク集中内か

ら出土し（３６点）、周辺に３１点の遺物が分布している。

母岩別資料４０７・接合資料１３６６～１３６８（図�－４４３～４４６、図版２２１－２～図版２２３－１）

母岩別資料は接合１３６６～１３６８の他、接合１３６９・１３７０、削器１点、二次加工ある剥片１点、剥片１０２

２ 遺構と遺物

192



点で構成され、総点数３０５点、総重量１６８０．９�である（製作内容１ａ�・１ａ�類）。

素材 接合１３６６は１３０点（９５個体）が接合し、重量は６８４．４�、大きさは１７．７×１２．２×７．９�である。

接合１３６７は４５点（３６個体）が接合し、重量は６４１．３�、大きさは１５．６×１４．５×６．９�である。接合１３６８

は２２点（２０個体）が接合し、重量は１９０．８�、大きさは１４．１×９．６×１．８�である。平滑面のある角礫

を素材とし、石刃核とその初期段階の剥片がそれぞれ遺跡内に搬入されたと思われる。

剥離工程 尖頭器�類を製作する接合資料である。接合１３６６が母岩の本体部分で、接合１３６７・１３６８は

その初期段階の剥片と見られるが、両者の位置関係は不明である。

接合１３６６の素材である石刃核は、裏面が平坦な形状である。まず、裏面で横方向の大型剥離を行い

（段階１）、２個体の剥片を尖頭器の素材としている（個体Ａ・Ｂ）。その後、本体部分での本格的な

尖頭器製作が開始され、両面への左右からの加工により器体を整形している（段階２～１４）。段階３

の下端では折損に近い急角度の剥離が加えられている。下端部の急角度の形状はその後の加工によっ

ても補正されず、最後まで急角度のままである。段階４も急角度の加工である。段階１１～１３で器体中

央の稜線を越える剥離が施され、器体の厚さが大きく減じている。最終的に１３．５×７×３．５�の尖頭

器が製作されるが、調査区域内からは出土していない。

接合１３６６の個体Ａは素材腹面側への加工のみの接合資料である（Ａ－段階１～３）。いずれも素材

の打面方向からの剥離である。最終的な尖頭器は調査区域内から出土していない。

接合１３６６の個体Ｂはまず、不定形で薄手の末端部分を切断して整形している（Ｂ－段階１及びＢ－

段階２の一部）。その後、両面へ左右からの加工が施され器体を整形している（Ｂ－段階２～１４）。切

断面や厚い素材の打面部からの加工は比較的長い剥離となっている（Ｂ－段階２・５・１１）。最終的に下

端に尖頭部を作り出す１３×６．５×１．５�の尖頭器が製作されるが、調査区域内からは出土していない。

接合１３６７は剥片を素材とし、両面加工により器体を整形している（段階１～１０）。素材の腹面側への

加工が主体的で、初期段階で急角度だった縁辺が、加工の進行に伴い鋭く変化している。段階４・５

で器体中央の稜線を越える剥離が施され、器体の厚さが大きく減じている。裏面の加工は素材の打面

側からのみ施されている（段階２・７・１０）。最終的に１３×６×１．５�の尖頭器が製作されるが、調査

区域内からは出土していない。

接合１３６８は剥片を素材とし、素材の背面側への片面のみの加工が接合している（段階１～６）。加

工は左右から交互に行われている。最終的に１２．５×７．５×（０．５）�の尖頭器が製作されるが、調査区域

内からは出土していない。

分布 接合１３６６～１３６８は全て一括遺物で、�層出土のものは斜面部集中域「ク」に分布する。

接合１３６６の大半はフレイク集中内から出土し（７２点）、周辺に５８点の遺物が分布している。

接合１３６７の大半はフレイク集中内から出土し（３２点）、周辺に１３点の遺物が分布している。

接合１３６８はフレイク集中内から９点出土し、周辺に１３点の遺物が分布している。

母岩別資料４０９・接合資料１３８３（図�－４４６～４４８、図版２２３－２、図版２２４－１）

母岩別資料は接合１３８３の他、接合１３８４・１３８６～１３８９、剥片３１点で構成され、総点数１７５点、総重量

１０１０．０�である（製作内容４ｃ�・１ａ�・１ａ�類）。

素材 １２８点（８０個体）が接合し、重量は８５５．６�、大きさは１９．１×１１．０×１４．２�である。平滑面のあ

る角礫を素材とし、断面が三角形の石刃核母型とそれを製作した初期段階の剥片がそれぞれ遺跡内に

搬入されたと思われる。

剥離工程 石刃剥離の後に尖頭器�類を製作する接合資料である。段階１は左側面での横方向の大型

剥離で、尖頭器の素材となっている（個体Ａ）。段階１と裏面の間が大きく欠落しているため、段階
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１は遺跡外で剥離され、素材として搬入されたと思われる。段階２・３は石核調整で、段階２が裏面

からの側面調整、段階３が正面の稜調整である。その後正面で石刃剥離が開始される（段階４・６・

８）。途中の段階５・７は打面再生剥離である。石刃の打面部は打面調整、頭部調整が施されている。

その後、尖頭器の製作が開始され、両面への左右からの加工により器体を整形している（段階９～２４）。

裏面側への加工が主体的に施されている（段階９～１６・１８・１９・２２）。特に段階９・１０で器体中央の

稜線を越える剥離が施され、器体の厚さが大きく減じている。正面の加工は後半段階で開始され（段

階１７・２０・２１・２３・２４）、段階１７・２１で器体中央の稜線を越える剥離が多く施されている。最終的に

下端に尖頭部を作り出す１５×８×２�の尖頭器が製作されるが、調査区域内からは出土していない。

分布 全て一括遺物で、�層出土のものは斜面部集中域「ク」に分布する。大半はフレイク集中内か

ら出土し（８８点）、周辺に４０点の遺物が分布している。

母岩別資料４００・接合資料１３４７（図�－４４８・４４９、図版２２４－２）

母岩別資料は接合１３４７の他、接合１３４８、剥片１点で構成され、総点数３５点、総重量３８６．６�である

（製作内容１ａ�類）。

素材 ３１点（２１個体）が接合し、重量は３６４．８�、大きさは１４．５×１０．４×５．７�である。亜角礫を素材

とし、ほぼ原石の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 尖頭器�類を製作する接合資料である。両面に左右からの加工が施され器体を整形してい

る（段階１～１１）。初期段階では正面に急角度加工（段階１・４・５）、裏面に平坦加工（２・３）が

施されている。その後、正面の加工が徐々に平坦加工に変化していく。段階１０では器体中央の稜線を

越える剥離が施され、器体の厚さが大きく減じている。最終的に１４×７．５×１．５�の尖頭器が製作され

るが調査区域内からは出土していない。

分布 全て一括遺物で、�層出土のものは斜面部集中域「ク」に分布する。大半はフレイク集中の周

辺から出土し（２８点）、フレイク集中内に１点、フレイク集中から１８ｍ程離れたＯ３０区に１点の遺物

が分布している。

母岩別資料４２６・接合資料１４６２（図�－４４９～４５３、図版２２５・２２６）

母岩別資料は接合１４６２の他、接合１４６３～１４６７、剥片４１点で構成され、総点数１２７点、総重量３５９１．１

�である（製作内容１ａ�・１ａ�・１ｅ・５ａ�類）。

素材 ６３点（４７個体）が接合し、重量は３２２６．８�、大きさは２０．２×２１．７×１３．５�である。爪状の痕跡

のある転礫を素材とし、ほぼ原石の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 尖頭器�類、両面調整石器�類を製作する接合資料である。初期段階では長軸方向の剥離

が主体的に施されている（段階１～５）。また、段階１２までは単発的な大型の剥片が多く剥離されてお

り、段階２の剥片が二次加工ある剥片の素材（個体Ａ）、段階４の剥片が両面調整石器の素材（個体

Ｂ）、段階５の剥片が両面調整石器の素材（個体Ｃ）、段階７・９・１１の剥片が石核の素材（個体Ｄ・

Ｅ・Ｆ）となっている。段階８は内在する割れによる剥落である。全体的に裏面への調整が急角度加

工で、正面への加工が平坦加工である。しかし、段階１０の後に行われる正面への集中的な加工（欠落）

は急角度加工で、その結果、正面が右側面に傾き、段階８の剥落面とほぼ平行するように整形されて

いる。

段階１３以降は細かな尖頭器の器面調整で、図�－４５２－１０９に示した。全体図の裏面を正面に設定し

て掲載した。基本的には両面への左右からの加工によって器面を整形している（段階１３～１５・１７～

２１）。途中の段階１６は長軸方向の加工で、正面中央の稜線を取り込むように施され、器体の厚さが減

じている。また、段階１５・１７・１８・２１では器体中央の稜線を越える剥離が施されている。最終的に１４
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×６．５×１．５�の尖頭器が製作されるが調査区域内からは出土していない。

個体Ａは折損した剥片を素材とし、素材の打面部への交互剥離が行われている（Ａ－段階１・２）。

最終的に二次加工ある剥片３９が遺跡内に遺棄される。

個体Ｂは折損した剥片を素材とし、正面で折れ面からの加工が行われている（Ｂ－段階１）。裏面

では僅かな平坦加工が施されている（欠落）。最終的に両面調整石器１９が遺跡内に遺棄される。

個体Ｃは剥片を素材とし、両面へ加工が施されている。その後器体が折損し、片側の個体である両

面調整石器２５が遺跡内に遺棄される。２５と折れ面接合する反対側の個体は再加工されている。折れ面

から素材の背面側への加工である（Ｃ－段階１）。最終的な両面調整石器は調査区域内から出土して

いない。

個体Ｄは折損した剥片を素材とし、素材の背面側で長軸方向に頭部調整のある剥離が行われている

（Ｄ－段階１）。最終的な石核部分は調査区域内から出土していない。

個体Ｅは剥片を素材としている。素材の腹面からの急角度加工が行われているのみで、詳細は不明

である。最終的な石核部分は調査区域内から出土していない。

個体Ｆは剥片を素材とし、素材の背面側に長軸方向の剥離が行われている（Ｆ－段階１）。Ｆ－段

階１は単発的な剥離で、素材の打面をそのまま打面に利用し、末端はウートラパッセを起こしている。

最終的に石核７４が遺跡内に遺棄される。

分布 全て一括遺物で、�層出土のものは斜面部集中域「ク」に分布する。大半はフレイク集中の周

辺から出土し（４５点）、フレイク集中内に１７点、フレイク集中から１２ｍ程離れたＮ３１区に１点の遺物

が分布している。

母岩別資料４０８・接合資料１３７１（図�－４５３～４５６、図版２２７・２２８）

母岩別資料は接合１３７１の他、接合１３７２・１３７５・１３８０・５０５９０～５０５９２、剥片２９点で構成され、総点数

１８８点、総重量１５８８．６�である（製作内容１ａ�・１ａ�類）。原産地分析の結果（Ｘ４４４）、赤石山産

と判定された（�章２）。

素材 １４２点（９３個体）が接合し、重量は１４１７．１�、大きさは２２．２×１７．７×７．８�である。岩屑面のあ

る角礫を素材とし、正裏面を錯向状に粗く調整が施された状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 尖頭器�類を製作する接合資料である。段階１は正面右からの加工で、大型の剥離が含ま

れ、それが尖頭器の素材となっている（個体Ａ）。段階２以降の状態を図�－４５５－１１３に示した。両

面への左右からの加工によって器面を整形している（段階２～２１）。器体の横軸に対して斜行する剥

離が多く見られる（段階６～８・１２・１６）。段階５・１２・１８・１９では器体中央の稜線を越える剥離が

施され、器体の厚みを大きく減じている。最終的に１８．５×９．５×１．５�の尖頭器が製作されている。破

損した尖頭器は平成１８・１９年度調査区から出土している。

個体Ａは剥片を素材とし、両面へ加工が施されている（Ａ－段階１～４）。正面の加工は主に左側

面から行われ（Ａ－段階２）、下からの剥離も含まれている。Ａ－段階１は器体中央の稜線を越える

剥離が施され、器体の厚みを大きく減じている。Ａ－段階４の後、器体が折損し、尖頭器１１の下半部

がそのまま遺跡内に遺棄される。上半部の個体は再加工され、折れ面付近を中心とした調整が左右か

ら施されている（Ａ－段階５～７）。その後再び折損し、尖頭器１１の上半部が遺跡内に遺棄される。

分布 全て一括遺物で、�層出土のものは斜面部集中域「ク」に分布する。大半はフレイク集中内か

ら出土し（９９点）、周辺に４３点の遺物が分布している。

母岩別資料４０６・接合資料１３６４（図�－４５６～４５９、図版２２９・２３０）

母岩別資料は接合１３６４の他、剥片１７点で構成され、総点数１８７点、総重量１５２５．６�である（製作内
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容１ａ�類）。

素材 １７０点（１１２個体）が接合し、重量は１５０２．７�、大きさは２６．７×１６．１×１０．３�である。亜角礫を

素材とし、２個体の粗い両面調整石器の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 尖頭器�類を製作する接合資料である。原石を分割し２個体の素材を得ているが（個体Ａ・

Ｂ）、接合状況から分割は遺跡外で行われた可能性が高い。

個体Ａは両面へ加工が左右から施されている（Ａ－段階１～１６）。裏面下部のへの加工はほとんど

見られない。主に横方向の加工が行われているが、Ａ－段階１・５など上端部付近の剥離は器体の横

軸に対して斜行している。また、Ａ－段階５・７・１１・１３では器体中央の稜線を越える剥離が施され、

器体の厚みを大きく減じている。Ａ－段階１２は打面部が大きく、器体の形状を崩す剥離となっている。

最終的に器体形状の悪化が修正されていない２１×９×３�の尖頭器が製作されるが、調査区域内から

は出土していない。

個体Ｂは両面へ加工が左右から施されている（Ｂ－段階１～１３）。裏面への加工は僅かで、正面へ

の加工が主体である。特に右側縁からの加工は急角度で集中的に施され（Ｂ－段階１・３・７・９）、

器体の厚さを大きく減じている。最終的に２１×７×２�の尖頭器が製作されているが、調査区域内か

らは出土していない。

分布 全て一括遺物で、�層出土のものは斜面部集中域「ク」に分布する。大半はフレイク集中内か

ら出土し（１１２点）、周辺に５８点の遺物が分布している。

母岩別資料４０５・接合資料１３５６（図�－４６０～４６８、図版２３１～２３３）

母岩別資料は接合１３５６の他、接合１３５７～１３６３・５０５８７、剥片１０４点で構成され、総点数４７５点、総重

量２３７６．２�である（１ａ�・１ａ�類）。原産地分析の結果（Ｘ４４３）、あじさい滝・幌加沢産と判定

された（	章２）。

素材 ３５２点（２５０個体）が接合し、重量は２１７９．０�、大きさは２３．７×２２．２×１１．８�である。亜角礫を

素材とし、ほぼ原石の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 尖頭器�類を製作する接合資料である。まず両面に左右から大型の剥離を行い、粗い両面

調整石器を製作する（段階１～７）。これらの剥片を素材として８個体の尖頭器が製作されている（個

体Ａ～Ｈ）。さらに本体の両面調整石器は上下に二分割され、それぞれ尖頭器が製作されている（個

体Ｉ・Ｊ）。

個体Ａは両面に左右から加工が施されている（Ａ－段階１～６）。素材の腹面にあたる裏面への加

工は僅かで、正面への加工が主体的である。特にＡ－段階２・５で器体中央の稜線を越える剥離が施

され、器体の厚みを大きく減じている。最終的に９×６．５×１�の尖頭器が製作されているが、調査

区域内からは出土していない。

個体Ｂは両面に左右から加工が施されている（Ｂ－段階１～１２）。素材の腹面にあたる裏面への加

工は僅かで、正面への加工が主体的である。Ｂ－段階１は器体長軸に対して斜め方向の剥離で、正面

中央の稜線を取り込む厚手の剥離である。最終的に９×５．５×１�の尖頭器が製作されているが、調

査区域内からは出土していない。

個体Ｃは両面に左右から加工が施されている（Ｃ－段階１～９）。素材の腹面にあたる裏面への加

工は僅かで、正面への加工が主体的である。Ｃ－段階２は厚手の剥離、Ｃ－段階４は器体中央の稜線

を越える剥離で、いずれも器体の厚さを減じている。最終的に１１×６．５×１�の尖頭器が製作されて

いるが、調査区域内からは出土していない。

個体Ｄは両面に左右から加工が施されている（Ｄ－段階１～１０）。左側縁からの加工が主体的に行
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われ（Ｄ－段階１・３）、器体の厚みを大きく減じている。Ｄ－段階２は下端からの調整である。Ｄ

－段階６では器体中央の稜線を越える剥離が施されている。最終的に１１．５×６．５×１．５�の尖頭器が製

作されているが、調査区域内からは出土していない。

個体Ｅは両面に左右から加工が施されている（Ｅ－段階１～７）。初期段階では薄手の素材の末端

部を折り取るような急角度加工が施されている（Ｅ－段階１）。Ｅ－段階４では器体中央の稜線を越

える剥離が行われ、器体の厚さを減じている。その後器体が折損し、上半部の尖頭器１３が遺跡内に遺

棄されれる。下半部の個体は再加工され、両面に調整が施されている（Ｅ－段階８・９）。最終的に（８．５）

×５×１�の尖頭器が製作されているが、調査区域内からは出土していない。

個体Ｆは両面に左右から加工が施されている（Ｆ－段階１～７）。Ｆ－段階２は長軸方向の加工で

ある。Ｆ－段階３は器体中央の稜線を越える剥離が行われている。最終的に１０×５．５×（１）�の尖頭

器が製作されているが、調査区域内からは出土していない。

個体Ｇは両面に左右から加工が施されている（Ｇ－段階１～４）。Ｇ－段階１・３は縁辺周辺の短

い加工、Ｇ－段階４は器体中央の稜線を越える剥離である。いずれも単発的な剥離であるため全体的

な状況は不明である。最終的に（１０）×（７．５）×１．５�の尖頭器が製作されているが、調査区域内からは

出土していない。

個体Hは両面に左右から加工が施されている（Ｈ－段階１～５）。初期段階では薄手の素材の末端

部を折り取るような急角度加工が施されている（Ｈ－段階１）。Ｈ－段階４以降に器体が折損し、上

半部の尖頭器２１が遺跡内に遺棄される。下半部の空隙部は（９）×５．５×（１．５）�で、調査区域内からは

出土していない。

個体Ｉ・Ｊは本体部分の両面調整石器（図�－４６５－１２５）を二分割した個体を素材としている。個

体Ｉは両面に左右から加工が施されている（Ｉ－段階２～１５）。Ｉ－段階１は分割時の破片である。

初期段階では分割面付近を中心とした加工が行われている。特にＩ－段階２～４では器体中央の稜線

を越える剥離が行われ、器体の厚さを大きく減じている。Ｉ－段階５以降は縁辺全体に渡る横方向の

加工が多く施されている。最終的に１３×７×１�の尖頭器が製作されているが、調査区域内からは出

土していない。

個体Ｊは両面に左右から加工が施されている（Ｊ－段階１～１８）。初期段階のＪ－段階１・３では

分割面付近を中心とした加工が行われている。Ｊ－段階４の剥離は器体の横軸に対して斜行し、器体

中央の稜を取り込んでおり、器体の厚みを大きく減じている。また、Ｊ－段階１０の加工も器体中央の

稜を越える剥離が多く施されており、器体の厚みを減じている。最終的に１２×６．５×１．５�の尖頭器が

製作されているが、調査区域内からは出土していない。

全体的に長さ９～１２、幅５～６．５、厚さ１～１．５�のほぼ同規格の尖頭器が１０個体製作され、調査区

域内から搬出されている。

分布 全て一括遺物で、�層出土のものは斜面部集中域「ク」に分布する。大半はフレイク集中内か

ら出土し（２４７点）、周辺に１０４点の遺物が分布している。

母岩別資料４１５・接合資料１３９９（図�－４６８・４６９、図版２３４－１）

母岩別資料は接合１３９９の他、接合１４００～１４０８、剥片６７点で構成され、総点数１９４点、総重量９６５．３�
である（製作内容１ａ�・５ｄ類）。

素材 ５５点（３８個体）が接合し、重量は３７０．９�、大きさは１４．３×１１．９×４．８�である。やや角の摩滅

した角礫を素材としている。搬入状況に関する詳細は不明である。

剥離工程 尖頭器�類を製作する接合資料である。左右から大型の剥離が行われ（段階１・２）、そ
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れぞれ尖頭器の素材としている（個体Ａ・Ｂ）。それ以降の本体部分は調査区域内からは出土してお

らず、詳細は不明である。

個体Ａは片面のみの接合資料である。素材腹面側への左右からの剥離が施されている（Ａ－段階１・

２）。最終的に（１０．５）×（５．５）×（０．５）�の尖頭器が製作されているが、調査区域内からは出土してい

ない。

個体Ｂは両面に左右から加工が施されている（Ｂ－段階１～１０）。当初、正面は急角度加工が施さ

れているが、Ｂ－段階５・６での器体中央の稜を越える加工により、器体の厚みが減じ、それ以降の

加工が平坦化している。初期段階の裏面の加工は、素材面が緩やかに湾曲しているため、反対側縁近

くまで達するものが多い（Ｂ－段階３）。最終的に（１４）×８×１．５�の尖頭器が製作されているが、調

査区域内からは出土していない。

分布 全て一括遺物で、�層出土のものは斜面部集中域「ク」に分布する。大半はフレイク集中内か

ら出土し（３７点）、周辺に１８点の遺物が分布している。

母岩別資料４１９・接合資料１４２４（図�－４６９・４７０、図版２３４－２）

母岩別資料は接合１４２４の他、接合１４２５・５０６０２、剥片２９点で構成され、総点数９２点、総重量５７６．９�
である（製作内容１ａ�類）。

素材 ５９点（３９個体）が接合し、重量は５１２．６�、大きさは１５．２×１２．８×７．８�である。亜角礫を素材

としている。搬入状況に関する詳細は不明である。

剥離工程 尖頭器�類を製作する接合資料である。右から大型の剥離が行われ（段階１）、尖頭器の

素材としている（個体Ａ）。段階２・３は段階１に比べ極端に小型の剥離となっている。従って、段

階２・３は個体の剥片である可能性が高い。最終的な石核部分は調査区域内からは出土しておらず、

詳細は不明である。

個体Ａは両面に左右から加工が施されている（Ａ－段階１～１３）。素材の腹面にあたる裏面への加工

は僅かで、正面への加工が主体的である。正面の加工は当初、急角度加工であるが、Ａ－段階３・５・

６・９・１１での器体中央の稜を越える加工により、器体の厚みが大きく減じ、それ以降の加工が平坦

化している。最終的に１５．５×８×１．５�の尖頭器が製作されるが、調査区域内からは出土していない。

分布 全て一括遺物で、�層出土のものは斜面部集中域「ク」に分布する。大半はフレイク集中内か

ら出土し（４０点）、周辺に１９点の遺物が分布している。

母岩別資料４１６・接合資料１４０９（図�－４７１・４７２、図版２３５－１）

母岩別資料は接合１４０９の他、接合１４１０～１４１２・５０５９８、剥片３６点で構成され、総点数１２１点、総重量

１６４３．６�である（製作内容１ａ�・４ｅ類）。

素材 ７２点（４６個体）が接合し、重量は１３６８．１�、大きさは２８．８×９．２×１２．１�である。平滑面のあ

る角礫を素材とし、ほぼ原石の状態で遺跡内に搬入されている。

剥離工程 石刃剥離と剥片を素材とする尖頭器�類を製作する接合資料である。まず石核末端を大き

く取り込む上からの剥離が行われる（段階１）。段階１の縦長剥片は尖頭器の素材となっている（個

体Ａ）。その後、１８０度打面転移し、下からの石刃・縦長剥片の剥離が行われている（段階２・３）。

段階３はウートラパッセを起こしている。最終的な石刃核は調査区域内からは出土していない。

個体Ａは縦長剥片を素材とし、湾曲する末端部を切断して、両面に左右からの加工が施されている

（Ａ－段階１～１３）。原礫面に覆われた素材の背面を尖頭器の裏面として図示した（図�－４７２－１２９）。

当初は裏面の原礫面を除去する平坦加工が主体的である（Ａ－段階１・２）。正面への加工は急角度

であるが、Ａ－段階３・５～８での器体中央の稜を越える加工により、器体の厚みが大きく減じ、そ
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れ以降の加工が平坦化している。最終的に１７×７×２�の尖頭器が製作されるが、調査区域内からは

出土していない。

分布 全て一括遺物で、�層出土のものは斜面部集中域「ク」に分布する。大半はフレイク集中内か

ら出土し（３７点）、周辺に３５点の遺物が分布している。

写真のみ掲載の接合資料

母岩別資料３２９・接合資料９０５（図版２３５－２）は上から二回の剥離を行った接合資料である。転礫

を素材とし、搬入形態は不明である。いずれの剥離も打面が大きく、途中、上面で横方向の剥離が行

われている（欠落）。最終的な石核部分は調査区域内からは出土しておらず、形状などの詳細は不明

である。また、先に剥離された剥片は石核の素材となっている（個体Ａ）。個体Ａは素材の打面部を

正面から連続的に剥離している。最終的な石核部分は調査区域内から出土していない。遺物は全て�
層一括遺物で、斜面部集中域「イ」・「ウ」に分布する。大部分が「ウ」から出土しているが、個体Ａ

の剥片１点のみ「イ」に分布している。

母岩別資料３８６・接合資料１３１１（図版２３６－１）は左右からの加工が施された接合資料である。角礫

を素材としている。裏面の状態は不明だが、正面に左右からの加工が施された状態で遺跡内に搬入さ

れ、同様の加工が遺跡内でも引き続き行われている。加工は端部を尖頭形にせず、器面を平坦に調整

していることから、石刃核母型の側面調整の可能性がある。最終的な石核部分は調査区域内から出土

していない。遺物は全て�層一括遺物で、斜面部集中域「オ」のフレイク集中内に分布する。

母岩別資料４２８・接合資料１４８４（図版２３６－２）は多数の打面転移を行い、残核形状がサイコロ状と

なる接合資料である。角の摩滅がやや進んだ亜角礫を素材とし、石核の状態で遺跡内に搬入されてい

る。裏面横方向から加撃された剥片が接合している。最終的に石核７８が遺跡内に遺棄される。遺物は

全て�層一括遺物で、斜面部集中域「キ」に分布する。

母岩別資料３９８・接合資料１３４４・１３４５（図版２３６－３、２３７－１）はそれぞれ尖頭器の片面を加工し

た接合資料で、両者は正裏面の位置関係と考えれらる。亜角礫を素材とし、剥片の状態で遺跡内に搬

入されている。素材腹面側の調整にあたる接合１３４５の加工は僅かで、接合１３４４の加工が主体的である。

最終的に（１５）×７×（１．５）�の尖頭器が製作されるが、調査区域内からは出土していない。遺物は全

て�層一括遺物で、斜面部集中域「ク」に分布する。大部分は「ク」のフレイク集中内から出土し（３１

点）、周辺に１５点の遺物が分布している。

母岩別資料４２７・接合資料１４６９～１４７１（図版２３７－２）はいずれも剥片素材の尖頭器を製作する接合

資料である。一部に平滑面の残る転礫を素材とし、転礫面には爪状の痕跡が見られる。搬入形態は不

明である。接合１４７１（図版２３７－２－１３９）は背面に原礫面が大きく残存する剥片を素材とする片面の

みの接合資料である。素材背面側へ左右から加工が施されている。最終的な尖頭器は調査区域内から

出土していない。接合１４７０（図版２３７－２－１４０）は素材腹面にあたる正面側への加工が主体的に行わ

れている。最終的な尖頭器は調査区域内から出土していない。接合１４６９（図版２３７－２－１４１）は折損

した剥片の上下の個体でそれぞれ両面加工が施されている。まず折れ面を除去するような急角度の加

工が行われ、その後平坦な加工に移行している。いずれも最終的な尖頭器は調査区域内から出土して

いない。遺物は全て�層一括遺物で、斜面部集中域「ク」に分布する。大部分は「ク」のフレイク集

中の周辺から出土し（６４点）、フレイク集中内に２２点の遺物が分布している。

母岩別資料４２１・接合資料１４３０（図版２３８－１）は両面調整石器を製作する片面のみの接合資料であ

る。角の摩滅がやや進んだ亜角礫を素材としている。搬入形態は不明である。遺跡内では左右からの

� 旧白滝５遺跡の調査
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加工が施されている。初期段階で剥離された２個体の大型剥片がそれぞれ尖頭器の素材となっている

（個体Ａ・Ｂ）。個体Ａ・Ｂとも尖頭器は調査区域内から出土していない。遺物は全て�層一括遺物で、

斜面部集中域「ク」に分布する。大部分は「ク」のフレイク集中の周辺から出土し（２５点）、フレイ

ク集中内に６点の遺物が分布している。

母岩別資料４０１・接合資料１３４９（図版２３８－２）は両面調整石器を製作する接合資料である。原石形

状は不明で、両面を粗く加工した状態で遺跡内に搬入されている。遺跡内での加工も粗く、最終的に

折損し、両面調整石器１４４が遺跡内に遺棄される。遺物は全て�層一括遺物で、斜面部集中域「ク」

に分布する。

母岩別資料４１２・接合資料１３９１（図版２３８－３）は両面調整石器を製作する片面のみの接合資料であ

る。転礫を素材とし、ほぼ原石の状態で遺跡内に搬入されている。正面には転礫面が大きく残存し、

左右から急角度加工が施されている。最終的な両面調整石器は調査区内から出土していない。遺物は

全て一括遺物で、�層出土のものは斜面部集中域「ク」に分布する。大半は「ク」のフレイク集中の

周辺から出土し（１１点）、フレイク集中内に２点の遺物が分布している。

母岩別資料４２２・接合資料１４５０（図版２３９－１）は尖頭器を製作する接合資料である。岩屑面のある

角礫を素材とし、正面を粗く加工された状態で遺跡内に搬入されている。遺跡内では正裏面に左右か

らの加工が施されている。最終的に２２．５×９×２�の尖頭器が製作されているが、調査区域内からは

出土していない。遺物は全て�層一括遺物で、斜面部集中域「ク」に分布する。大部分は「ク」のフ

レイク集中の周辺から出土し（６４点）、フレイク集中内に２点の遺物が分布している。

（７）石器ブロック外の石器

出土石器（表�－４・５）

高位部ブロック外の石器は石刃１点、剥片１１点の計１２点、重量９２．９�の石器類が出土した。石材は

黒曜石１が５８．３％を占め、以下黒曜石２（２５．０％）、黒曜石４（８．３％）、黒曜石５（８．３％）である。

中位部ブロック外の石器は尖頭器１点（�類１点）、二次加工ある剥片２点、石刃１点、剥片２５点の

計２９点、重量２４８．５�の石器類が出土した。石材は黒曜石１が４４．８％を占め、以下黒曜石２（２７．６％）、

黒曜石３（１３．８％）、黒曜石５（１３．８％）である。

尖頭器（図�－４７３－１・２、図版２３９）

２点（１個体と�層出土１個体）を図示している。１・２とも細身の尖頭器である。１は薄手で、

両面が丁寧に加工され、裏面には左下がりの斜平行剥離が施されている。２は両面に素材面が残存し

ており、石刃・縦長剥片素材である。素材の剥離軸は器体長軸と同方向である。正面側が急角度加工

によって整形されている。いずれも形態から尖頭器�類を含む石器群と関連する可能性が高い。

削器（図�－４７３－３、図版２３９）

２点（�層出土１個体）を図示している。剥片を素材とし、素材の打面部を含めた両側縁に平坦加

工が施されている。上端部は収束するように円く整形されている。

分布状況（図�－４７３）

尖頭器１は中位部Ｂ区の Sb－１５の付近で出土している。同様の特徴を持つ尖頭器がＢ区（Sb－１４

～１７）でも出土しているので、同石器ブロック群に含まれる可能性が高い。尖頭器２はボサから出土

したため、石器ブロック群の帰属が不明である。削器３は平成１８・１９年度調査区の４８～５３ライン付近

で表採したものである。

２ 遺構と遺物
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（１）放射性炭素年代測定（１）

�地球科学研究所

放射性炭素年代測定結果報告書

� 自然科学的分析等

１ 放射性炭素年代測定

放射性炭素年代側定の依頼を受けました試料について、別表の結果を得ましたのでご報告申し上げ

ます。

� 自然科学的分析等
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（２）放射性炭素年代測定（２）

パレオ・ラボ AMS年代測定グループ

小林紘一・丹生越子・伊藤 茂・山形秀樹・廣田正史・瀬谷 薫

Zaur Lomtatidze・Ineza Jorjoliani・中村賢太郎

はじめに

旧白滝５遺跡より検出された試料について、加速器質量分析法（AMS法）による放射性炭素年代

測定を行った。試料の調製は山形、廣田、瀬谷、Lomtatidze、Jorjolianiが行い、測定は小林、丹

生、伊藤が行い、本文は伊藤、中村が作成した。

試料と方法

表�－１に測定試料の情報、調製データの一覧を示す。

試料は焼土（Ｆ－１、Ｆ－２、Ｆ－３）と炭化木片ブロック（Cb－１、Cb－２、Cb－３、Cb－

４）の７遺構より各２点ずつ採取された炭化材、計１４点である。炭化材の部位は、不明あるいは最外

年輪以外の年輪である。

試料は調製後、加速器質量分析計（パレオ・ラボ、コンパクト AMS：NEC製 １．５SDH）を用いて

測定した。得られた１４Ｃ濃度について同位体分別効果の補正を行った後、１４Ｃ年代、暦年代を算出した。

結果

表�－２に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比（δ１３Ｃ）、同位体分別効果の補正を行っ

て暦年較正に用いた年代値、慣用に従って年代値および誤差を丸めて表示した１４Ｃ年代、１４Ｃ年代を暦

年代に較正した年代範囲を、図�－１に暦年較正結果をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は年

代値、誤差を丸めていない値であり、今後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較

正を行うために記載した。

１４Ｃ年代は AD１９５０年を基点にして何年前かを示した年代である。１４Ｃ年代（yrBP）の算出には、１４Ｃ

の半減期として Libbyの半減期５５６８年を使用した。また、付記した１４Ｃ年代誤差（±１σ）は、測定

の統計誤差、標準偏差等に基づいて算出され、試料の１４Ｃ年代がその１４Ｃ年代誤差内に入る確率が６８．２％

であることを示すものである。

なお、暦年較正の詳細は以下の通りである。

暦年較正

暦年較正とは、大気中の１４Ｃ濃度が一定で半減期が５５６８年として算出された１４Ｃ年代に対し、過去の

宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の１４Ｃ濃度の変動、及び半減期の違い（１４Ｃの半減期５７３０±

４０年）を較正することで、より実際の年代値に近いものを算出することである。

１４Ｃ年代の暦年較正にはOxCal３．１０（較正曲線データ：INTCAL０４）を使用した。なお、１σ暦年

代範囲は、OxCalの確率法を使用して算出された１４Ｃ年代誤差に相当する６８．２％信頼限界の暦年代範

囲であり、同様に２σ暦年代範囲は９５．４％信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は、

その範囲内に暦年代が入る確率を意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は１４Ｃ年代の確率分布を示し、

二重曲線は暦年較正曲線を示す。それぞれの暦年代範囲のうち、その確率が最も高い年代範囲につい

ては、表中に下線で示してある。

� 自然科学的分析等
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表�－１ 測定資料及び処理
測定番号 遺跡データ 試料 デ ー タ 前 処 理

PLD－３３２４

北海道 旧白滝５

グリッド：Ｄ１９区

遺構：Ｆ－１

層位：１層

試料�：SHIRA－１２９

試料の種類：炭化材

試料の性状：最外以外年輪

状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄

酸・アルカリ・酸洗浄

（塩酸：１．２Ｎ、水酸化ナトリウム：１Ｎ、塩酸：１．２Ｎ）

PLD－３３２５

北海道 旧白滝５

グリッド：Ｄ１９区

遺構：Ｆ－１

層位：２層

試料�：SHIRA－１３０

試料の種類：炭化材

試料の性状：最外以外年輪

状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄

酸・アルカリ・酸洗浄

（塩酸：１．２Ｎ、水酸化ナトリウム：１Ｎ、塩酸：１．２Ｎ）

PLD－３３２６

北海道 旧白滝５

グリッド：Ｃ１６区

遺構：Ｆ－２

層位：３層

試料�：SHIRA－１３１

試料の種類：炭化材

試料の性状：最外以外年輪

状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄

酸・アルカリ・酸洗浄

（塩酸：１．２Ｎ、水酸化ナトリウム：１Ｎ、塩酸：１．２Ｎ）

PLD－３３２７

北海道 旧白滝５

グリッド：Ｃ１６区

遺構：Ｆ－２

層位：４層

試料�：SHIRA－１３２

試料の種類：炭化材

試料の性状：最外以外年輪

状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄

酸・アルカリ・酸洗浄

（塩酸：１．２Ｎ、水酸化ナトリウム：１Ｎ、塩酸：１．２Ｎ）

PLD－３３２８

北海道 旧白滝５

グリッド：Ｕ２３区

遺構：Cb－１

層位：�層

試料�：SHIRA－１３３

試料の種類：炭化材

試料の性状：最外以外年輪

状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄

酸・アルカリ・酸洗浄

（塩酸：１．２Ｎ、水酸化ナトリウム：１Ｎ、塩酸：１．２Ｎ）

PLD－３３２９

北海道 旧白滝５

グリッド：Ｕ２３区

遺構：Cb－１

層位：�層

試料�：SHIRA－１３４

試料の種類：炭化材

試料の性状：最外以外年輪

状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄

酸・アルカリ・酸洗浄

（塩酸：１．２Ｎ、水酸化ナトリウム：１Ｎ、塩酸：１．２Ｎ）

PLD－８１０３

北海道 旧白滝５

グリッド：Ｃ１８区

遺構：Ｆ－３

層位：１

試料�：SHIRA－１４１

試料の種類：炭化材

試料の性状：部位不明

状態：dry
カビ：無

超音波洗浄

サルフィックス

酸・アルカリ・酸洗浄

（塩酸：１．２Ｎ、水酸化ナトリウム：１Ｎ、塩酸：１．２Ｎ）

PLD－８１０４

北海道 旧白滝５

グリッド：Ｃ１８区

遺構：Ｆ－３

層位：２

試料�：SHIRA－１４２

試料の種類：炭化材

試料の性状：部位不明

状態：dry
カビ：無

超音波洗浄

サルフィックス

酸・アルカリ・酸洗浄

（塩酸：１．２Ｎ、水酸化ナトリウム：１Ｎ、塩酸：１．２Ｎ）

PLD－８１０５

北海道 旧白滝５

グリッド：Ｕ２３区

遺構：Cb－２

試料�：SHIRA－１４３

試料の種類：炭化材

試料の性状：部位不明

状態：dry
カビ：無

超音波洗浄

サルフィックス

酸・アルカリ・酸洗浄

（塩酸：１．２Ｎ、水酸化ナトリウム：１Ｎ、塩酸：１．２Ｎ）

PLD－８１０６

北海道 旧白滝５

グリッド：Ｕ２３区

遺構：Cb－２

試料�：SHIRA－１４４

試料の種類：炭化材

試料の性状：部位不明

状態：dry
カビ：無

超音波洗浄

サルフィックス

酸・アルカリ・酸洗浄

（塩酸：１．２Ｎ、水酸化ナトリウム：１Ｎ、塩酸：１．２Ｎ）

PLD－８１０７

北海道 旧白滝５

グリッド：Ｄ１７区

遺構：Cb－３

試料�：SHIRA－１４５

試料の種類：炭化材

試料の性状：部位不明

状態：dry
カビ：無

超音波洗浄

サルフィックス

酸・アルカリ・酸洗浄

（塩酸：１．２Ｎ、水酸化ナトリウム：０．５Ｎ、塩酸：１．２Ｎ）

PLD－８１０８

北海道 旧白滝５

グリッド：Ｄ１７区

遺構：Cb－３

試料�：SHIRA－１４６

試料の種類：炭化材

試料の性状：部位不明

状態：dry
カビ：無

超音波洗浄

サルフィックス

酸・アルカリ・酸洗浄

（塩酸：１．２Ｎ、水酸化ナトリウム：１Ｎ、塩酸：１．２Ｎ）

PLD－８１０９

北海道 旧白滝５

グリッド：Ｃ２２区

遺構：Cb－４

試料�：SHIRA－１４７

試料の種類：炭化材

試料の性状：部位不明

状態：dry
カビ：無

超音波洗浄

サルフィックス

酸・アルカリ・酸洗浄

（塩酸：１．２Ｎ、水酸化ナトリウム：０．５Ｎ、塩酸：１．２Ｎ）

PLD－８１１０

北海道 旧白滝５

グリッド：Ｃ２２区

遺構：Cb－４

試料�：SHIRA－１４８

試料の種類：炭化材

試料の性状：部位不明

状態：dry
カビ：無

超音波洗浄

サルフィックス

酸・アルカリ・酸洗浄

（塩酸：１．２Ｎ、水酸化ナトリウム：０．５Ｎ、塩酸：１．２Ｎ）

１ 放射性炭素年代測定
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考察

試料について、同位体分別効果の補正及び暦年較正を行った。得られた暦年代範囲のうち、その確

率の最も高い年代範囲に着目すると、それぞれより確かな年代値の範囲が示された。

２σ暦年代範囲（９５．４％の確率で年代がこの範囲に収まることを意味する）に注目して、遺構ごと

に年代を整理する。

Ｆ－１から検出された SHIRA－１２９（PLD－３３２４）の暦年代範囲は、４１８０－３９８０ cal BC（７８．４％）

および４２３０－４１９０ cal BC（１７．０％）である。SHIRA－１３０（PLD－３３２５）の暦年代範囲は、４１７０－

３９８０ cal BC（８２．９％）および４２３０－４１９０ cal BC（１２．５％）である。２点の年代範囲は良く一致し、

縄文時代前期に相当する。

Ｆ－２から検出された SHIRA－１３１（PLD－３３２６）の暦年代範囲は、９０５－８１０ cal BC（９５．４％）

である。SHIRA－１３２（PLD－３３２７）の暦年代範囲は、７８０－５２０ cal BC（９５．４％）である。２点の

年代範囲は若干の差があるが、いずれも縄文時代晩期に相当する。

表�－２ 放射性炭素年代測定及び暦年代較正の結果

測 定 番 号
δ１３Ｃ

（‰）

暦年較正用年代

（yrBP±１σ）

１４Ｃ年代

（yrBP±１σ）

１４Ｃ年代を暦年代に較正した年代範囲

１σ暦年代範囲 ２σ暦年代範囲

PLD－３３２４

試料�：SHIRA－１２９
－２４．９８±０．１１ ５２７１±２９ ５２７０±３０

４２３０BC（１２．９％）４２００BC

４１７０BC（２７．０％）４１００BC

４０８０BC（２０．９％）４０３０BC

４０２０BC（ ７．３％）４０００BC

４２３０BC（１７．０％）４１９０BC

４１８０BC（７８．４％）３９８０BC

PLD－３３２５

試料�：SHIRA－１３０
－２４．７４±０．１１ ５２５７±２９ ５２５５±３０

４２３０BC（ ８．７％）４２００BC

４１６０BC（１５．７％）４１３０BC

４０７０BC（４３．８％）３９９０BC

４２３０BC（１２．５％）４１９０BC

４１７０BC（８２．９％）３９８０BC

PLD－３３２６

試料�：SHIRA－１３１
－２４．５０±０．１２ ２７１１±２６ ２７１０±２５

８９５BC（３０．７％） ８６５BC

８６０BC（３７．５％） ８２０BC
９０５BC（９５．４％） ８１０BC

PLD－３３２７

試料�：SHIRA－１３２
－２４．７３±０．１２ ２５０１±２５ ２５００±２５

７７０BC（ ９．１％） ７４０BC

６９０BC（ ７．４％） ６６０BC

６５０BC（５１．６％） ５５０BC

７８０BC（９５．４％） ５２０BC

PLD－３３２８

試料�：SHIRA－１３３
－２３．９７±０．１２ ２５３７±２５ ２５３５±２５

７９０BC（３４．８％） ７５０BC

６９０BC（１７．０％） ６６０BC

６４０BC（１６．５％） ５９０BC

８００BC（３９．４％） ７４０BC

６９０BC（１９．５％） ６６０BC

６５０BC（３６．５％） ５４０BC

PLD－３３２９

試料�：SHIRA－１３４
－２５．４９±０．２２ ２５０１±２６ ２５００±２５

７７０BC（ ９．２％） ７４０BC

６９０BC（ ７．８％） ６６０BC

６５０BC（５１．２％） ５５０BC

７８０BC（９５．４％） ５２０BC

PLD－８１０３

試料�：SHIRA－１４１
－２２．５１±０．２６ １８９６５±５３ １８９７０±５０ ２０５９０BC（６８．２％）２０４４０BC ２０６６０BC（９５．４％）２０３６０BC

PLD－８１０４

試料�：SHIRA－１４２
－２１．８５±０．２０ １８８０１±４８ １８８００±５０ ２０４７０BC（６８．２％）２０３２０BC ２０５２０BC（９５．４％）２０２６０BC

PLD－８１０５

試料�：SHIRA－１４３
－２５．４９±０．２２ ４１２４±１９ ４１２５±２０

２８６０BC（１３．１％）２８３０BC

２８２０BC（ ４．６％）２８１０BC

２７５０BC（１１．８％）２７２０BC

２７００BC（３８．８％）２６３０BC

２８７０BC（２６．９％）２８００BC

２７６０BC（６８．５％）２５８０BC

PLD－８１０６

試料�：SHIRA－１４４
－２７．１８±０．１９ ４１５４±１９ ４１５５±２０

２８７０BC（１４．０％）２８３０BC

２８２０BC（ ５．０％）２８００BC

２７８０BC（４９．２％）２６７０BC

２８８０BC（１９．１％）２８３０BC

２８２０BC（７４．０％）２６６０BC

２６５０BC（ ２．２％）２６３０BC

PLD－８１０７

試料�：SHIRA－１４５
－２３．５０±０．２３ ５３２６±２０ ５３２５±２０

４２４０BC（ ５．１％）４２２０BC

４２１０BC（２６．３％）４１６０BC

４１３０BC（３６．８％）４０７０BC

４２４０BC（９５．４％）４０５０BC

PLD－８１０８

試料�：SHIRA－１４６
－２３．９４±０．２３ １６１１５±３８ １６１１５±４０ １７４６０BC（６８．２％）１７２８０BC １７４９０BC（９５．４％）１７１８０BC

PLD－８１０９

試料�：SHIRA－１４７
－２５．３２±０．１９ １５８０８±３８ １５８１０±４０ １７０９０BC（６８．２％）１６９９０BC １７１８０BC（９５．４％）１６９４０BC

PLD－８１１０

試料�：SHIRA－１４８
－２４．９６±０．２２ １５７０１±３８ １５７００±４０ １７０２５BC（６８．２％）１６９３５BC １７０７０BC（９５．４％）１６８９０BC
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Cb－１から検出された SHIRA－１３３（PLD－３３２８）の暦年代範囲は、８００－７４０ cal BC（３９．４％）、６５０

－５４０ cal BC（３６．５％）および６９０－６６０ cal BC（１９．５％）である。SHIRA－１３４（PLD－３３２９）の暦年

代範囲は、７８０－５２０ cal BC（９５．４％）である。２点の年代範囲は良く一致し、縄文時代晩期に相当する。

Ｆ－３から検出された SHIRA－１４１（PLD－８１０３）の暦年代範囲は、２０６６０－２０３６０ cal BC

（９５．４％）である。SHIRA－１４２（PLD－８１０４）の暦年代範囲は、２０５２０－２０２６０ cal BC（９５．４％）

である。２点の年代範囲は良く一致し、旧石器時代に相当する。

Cb－２から検出された SHIRA－１４３（PLD－８１０５）の暦年代範囲は、２７６０－２５８０ cal BC（６８．５％）

および２８７０－２８００ cal BC（２６．９％）である。SHIRA－１４４（PLD－８１０６）の暦年代範囲は２８２０－２６６０

cal BC（７４．０％）、２８８０－２８３０ cal BC（１９．１％）および２６５０－２６３０ cal BC（２．２％）である。２

点の年代範囲は良く一致し、縄文時代中期に相当する。

Cb－３から検出された SHIRA－１４５（PLD－８１０７）の暦年代範囲は、４２４０－４０５０ cal BC（９５．４％）

である。SHIRA－１４６（PLD－８１０８）の暦年代範囲は、１７４９０－１７１８０ cal BC（９５．４％）である。２

点の年代範囲は、約１３０００年という大きな差が認められる。SHIRA－１４５（PLD－８１０７）の年代範囲

は縄文時代前期に相当し、SHIRA－１４６（PLD－８１０８）の年代範囲は旧石器時代に相当する。

Cb－４から検出された SHIRA－１４７（PLD－８１０９）の暦年代範囲は、１７１８０－１６９４０ cal BC

（９５．４％）である。SHIRA－１４８（PLD－８１１０）の暦年代範囲は、１７０７０－１６８９０ cal BC（９５．４％）

である。２点の年代範囲は良く一致し、旧石器時代に相当する。

なお、木材の１４Ｃ年代が示すのは、その部分の年輪が形成された年代である。最外年輪を試料とし

た場合、その年代が示すのは枯死あるいは伐採の年代であり、木材が利用された年代に近いと考える

ことができる。一方、最外年輪より内側の部位を試料とした場合、その年代が示すのは枯死あるいは

伐採の年代よりも古い年代である。これは古木効果と呼ばれる。今回の測定試料のうち、SHIRA－１２９

～１３４（PLD－３３２４～３３２９）は最外年輪以外の部位であり、古木効果の影響があると考えられる。ま

た、SHIRA－１４１～１４８（PLD－８１０３～８１１０）は部位不明であり、これらも古木効果の影響を考慮す

る必要がある。
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（３）旧白滝５遺跡放射性炭素年代測定一覧

ここでは、（１）・（２）で得られた分析結果とそれらのOxCal v３．１０（較正曲線データ：INTCAL

０４）による暦年代較正値をまとめて提示する。

表�－３ 放射性炭素年代測定一覧

測定番号 試 料 名 遺跡名 出土地点 層位 １４Ｃ年代
補正１４Ｃ年代

（yBP）

暦年較正用年代

（yBP）

暦 年 代

１σ ２σ

Bata－１８６１８８ SHIRA－１０３ 旧白滝５ Ｆ－３ １８８００±８０ １８８３０±８０ ２０５００BC（６８．２％）２０３３０BC ２０５８０BC（９５．４％）２０２５０BC

Bata－１８６１８９ SHIRA－１０４ 旧白滝５ Ｆ－３ １８５９０±８０ １８６３０±８０ ２０３５０BC（６８．２％）２０１８０BC ２０４４０BC（９５．４％）２０１００BC

Bata－１８６１９０ SHIRA－１０５ 旧白滝５ Cb－２ ４１１０±４０ ４０８０±４０

２８４０BC（１０．９％）２８１０BC

２６８０BC（５１．５％）２５６０BC

２５２０BC（ ５．８％）２４９０BC

２８７０BC（１６．７％）２８００BC

２７６０BC（７８．７％）２４８０BC

Bata－１８６１９１ SHIRA－１０６ 旧白滝５ Cb－２ ４０２０±４０ ４０２０±４０ ２５７５BC（６８．２％）２４８０BC
２８４０BC（ １．９％）２８１０BC

２６６０BC（９３．５％）２４６０BC

Bata－１８６１９２ SHIRA－１０７ 旧白滝５ Cb－３ ５２７０±４０ ５２９０±４０

４２３０BC（１４．１％）４１９０BC

４１７０BC（３６．８％）４０９０BC

４０８０BC（１７．３％）４０４０BC

４２４０BC（９５．４％）３９９０BC

Bata－１８６１９３ SHIRA－１０８ 旧白滝５ Cb－３ ５２９０±４０ ５３００±４０
４２３０BC（１４．０％）４１９０BC

４１７０BC（５４．２％）４０４０BC
４２６０BC（９５．４％）３９９０BC

Bata－１８６１９４ SHIRA－１０９ 旧白滝５ Cb－４ １５９８０±６０ １５９６０±６０ １７２７０BC（６８．２％）１７０７０BC １７３８０BC（９５．４％）１７０３０BC

Bata－１８６１９５ SHIRA－１１０ 旧白滝５ Cb－４ １５７７０±６０ １５７６０±６０ １７０７０BC（６８．２％）１６９５０BC １７１５０BC（９５．４％）１６８９０BC

PLD－３３２４ SHIRA－１２９ 旧白滝５ Ｆ－１ １ ５２７０±３０ ５２７０±３０ ５２７１±２９

４２３０BC（１２．９％）４２００BC

４１７０BC（２７．０％）４１００BC

４０８０BC（２０．９％）４０３０BC

４０２０BC（ ７．３％）４０００BC

４２３０BC（１７．０％）４１９０BC

４１８０BC（７８．４％）３９８０BC

PLD－３３２５ SHIRA－１３０ 旧白滝５ Ｆ－１ ２ ５２５５±３０ ５２５５±３０ ５２５７±２９

４２３０BC（ ８．７％）４２００BC

４１６０BC（１５．７％）４１３０BC

４０７０BC（４３．８％）３９９０BC

４２３０BC（１２．５％）４１９０BC

４１７０BC（８２．９％）３９８０BC

PLD－３３２６ SHIRA－１３１ 旧白滝５ Ｆ－２ ３ ２７００±２５ ２７１０±２５ ２７１１±２６
８９５BC（３０．７％） ８６５BC

８６０BC（３７．５％） ８２０BC
９０５BC（９５．４％） ８１０BC

PLD－３３２７ SHIRA－１３２ 旧白滝５ Ｆ－２ ４ ２４９５±２５ ２５００±２５ ２５０１±２５

７７０BC（ ９．１％） ７４０BC

６９０BC（ ７．４％） ６６０BC

６５０BC（５１．６％） ５５０BC

７８０BC（９５．４％） ５２０BC

PLD－３３２８ SHIRA－１３３ 旧白滝５ Cb－１ ２５２０±２５ ２５３５±２５ ２５３７±２５

７９０BC（３４．８％） ７５０BC

６９０BC（１７．０％） ６６０BC

６４０BC（１６．５％） ５９０BC

８００BC（３９．４％） ７４０BC

６９０BC（１９．５％） ６６０BC

６５０BC（３６．５％） ５４０BC

PLD－３３２９ SHIRA－１３４ 旧白滝５ Cb－１ ２５１０±２５ ２５００±２５ ２５０１±２６

７７０BC（ ９．２％） ７４０BC

６９０BC（ ７．８％） ６６０BC

６５０BC（５１．２％） ５５０BC

７８０BC（９５．４％） ５２０BC

PLD－８１０３ SHIRA－１４１ 旧白滝５ Ｆ－３ １８９７７±５３ １８９７０±５０ １８９６５±５３ ２０５９０BC（６８．２％）２０４４０BC ２０６６０BC（９５．４％）２０３６０BC

PLD－８１０４ SHIRA－１４２ 旧白滝５ Ｆ－３ １８７９８±４９ １８８００±５０ １８８０１±４８ ２０４７０BC（６８．２％）２０３２０BC ２０５２０BC（９５．４％）２０２６０BC

PLD－８１０５ SHIRA－１４３ 旧白滝５ Cb－２ ４１５２±１９ ４１２５±２０ ４１２４±１９

２８６０BC（１３．１％）２８３０BC

２８２０BC（ ４．６％）２８１０BC

２７５０BC（１１．８％）２７２０BC

２７００BC（３８．８％）２６３０BC

２８７０BC（２６．９％）２８００BC

２７６０BC（６８．５％）２５８０BC

PLD－８１０６ SHIRA－１４４ 旧白滝５ Cb－２ ４２１０±２０ ４１５５±２０ ４１５４±１９

２８７０BC（１４．０％）２８３０BC

２８２０BC（ ５．０％）２８００BC

２７８０BC（４９．２％）２６７０BC

２８８０BC（１９．１％）２８３０BC

２８２０BC（７４．０％）２６６０BC

２６５０BC（ ２．２％）２６３０BC

PLD－８１０７ SHIRA－１４５ 旧白滝５ Cb－３ ５３２２±２１ ５３２５±２０ ５３２６±２０

４２４０BC（ ５．１％）４２２０BC

４２１０BC（２６．３％）４１６０BC

４１３０BC（３６．８％）４０７０BC

４２４０BC（９５．４％）４０５０BC

PLD－８１０８ SHIRA－１４６ 旧白滝５ Cb－３ １６１３６±３８ １６１１５±４０ １６１１５±３８ １７４６０BC（６８．２％）１７２８０BC １７４９０BC（９５．４％）１７１８０BC

PLD－８１０９ SHIRA－１４７ 旧白滝５ Cb－４ １５８５２±３９ １５８１０±４０ １５８０８±３８ １７０９０BC（６８．２％）１６９９０BC １７１８０BC（９５．４％）１６９４０BC

PLD－８１１０ SHIRA－１４８ 旧白滝５ Cb－４ １５７３９±３８ １５７００±４０ １５７０１±３８ １７０２５BC（６８．２％）１６９３５BC １７０７０BC（９５．４％）１６８９０BC
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図�－１ 暦年代較正結果（１）

１ 放射性炭素年代測定
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図�－２ 暦年代較正結果（２）
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図�－３ 暦年代較正結果（３）

１ 放射性炭素年代測定
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�遺物材料研究所

（１）はじめに

２ 旧白滝５遺跡出土の黒曜石製石器の原材産地分析・水和層測定

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交易

および文化圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍光Ｘ線分析法によりサヌカイトおよび黒曜石製遺物の

石材産地推定を行なっている１，２，３）。石材移動を証明するには必要条件と十分条件を満たす必要があ

る。地質時代に自然の力で移動した岩石の出発露頭を元素分析で求めるとき、移動原石と露頭原石の

元素組成が一致すれば必要条件を満たし、その露頭からの流れたルートを地形学などで証明でき、他

の露頭から原石が流れて来ないことが証明されれば十分条件を満たし、ただ一か所の一致する露頭産

地の調査のみで移動原石の産地が特定できる。遺物の産地分析では『遺物とある産地の原石の元素組

成が一致する必要はあるが、他の産地の原石の元素組成にも一致する可能性が残っているから、元素

組成が一致した産地のものと言い切れない。従って、他の産地に元素組成が一致しない証明も同時に

必要である。もしそのことが証明されれば元素組成が一致しなかった産地との交流がなかったこと分

かり、考古学資料として非常に有用と思われる』。考古学では、人工品の様式が一致すると言う結果

が非常に重要な意味があり、見える様式としての形態、文様、見えない様式として土器、青銅器、ガ

ラスなどの人手が加わった調合素材があり一致すると言うことは古代人が意識して一致させた可能性

があり、一致すると言うことは、古代人の思考が一致すると考えてもよく、相互関係を調査する上で

重要な意味をもつ結果である。石器の様式による分類ではなく、自然の法則で決定した石材の元素組

成を指標にした分類では、例えば石材産地が遺跡から近い、移動キャンプ地のルート上に位置する、

産地地方との交流を示す土器が出土しているなどを十分条件の代用にすると産地分析は中途半端な結

果となり、遠距離伝播した石材を近くの産地と誤判定する可能性がある。人が移動させた石器の元素

組成とＡ産地原石の元素組成が一致し、必要条件を満足しても、原材産地と出土遺跡の間に地質的関

連性がないため、十分条件の移動ルートを自然の法則に従って地形学で証明できず、その石器原材が

Ａ産地の原石と決定することができない。従って、石器原材と産地原石が一致したことが、直ちに考

古学の資料とならない。確かにＡ産地との交流で伝播した可能性は否定できなくなったが、Ｂ、Ｃ、

Ｄの産地でないとの証明がないために、Ａ産地だと言い切れない。Ｂ産地と一致しなかった場合、結

果は考古学の資料として非常に有用である。それは石器に関してはＢ産地と交流がなかったと言い切

れるからである。ここで、十分条件として、可能なかぎり地球上の全ての原産地（Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ…

…）の原石群と比較して、Ａ産地以外の産地とは一致しないことを十分条件として証明すれば、石器

がＡ産地の原石と決定することができる。この十分条件を肉眼観察で求めることは観察する各人の主

観が入り分類基準がまちまちとなるため混乱し不可能であると思われる。また、自然科学的分析を用

いても全ての産地が区別できるかは、それぞれが使用している産地分析法によって異なり実際に行っ

てみなければ分からない。産地分析の結果の信頼性は何ヶ所の原材産地の原石と客観的に比較して得

られたかによるため、比較した産地が少なければ信頼性の低い結果と言える。黒曜石、安山岩などの

主成分組成は、原産地ごとに大きな差はみられないが、不純物として含有される微量成分組成には違

いがあると考えられるため、微量成分を中心に元素分析を行ない、これを産地を特定する指標とした。

分類の指標とする元素組成を各遺物について求め、あらかじめ各原産地ごとに数十個の原石を分析し

て求めておいた各原石群の元素組成の平均値、分散などと遺物のそれを対比して、各平均値からの離

れ具合（マハラノビスの距離）を求める。次に、古代人が採取した原石産出地点と現代人が分析のた
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めに採取した原石産出地と異なる地点の可能性は十分に考えられる。従って、分析した有限個の原石

から産地全体の無限の個数の平均値と分散を推測して判定を行うホテリングのＴ２乗検定を行う。こ

の検定を全ての産地について行い、ある原石遺物原材と同じ成分組成の原石はＡ産地では１０個中に一

個みられ、Ｂ産地では一万個中に一個、Ｃ産地では百万個中に一個、Ｄ産地では……一個と各産地毎

に求められるような、客観的な検定結果からＡ産地の原石を使用した可能性が高いと同定する。即ち

多変量解析の手法を用いて、各産地に帰属される確率を求めて産地を同定する。

今回分析した遺物は白滝村旧白滝５遺跡出土の黒曜石製石器、剥片の７６個の産地分析そして旧白滝

５遺跡出土の黒曜石製石器、剥片の４個について非破壊分析による水和層厚さの結果が得られたので

報告する。

（２）黒曜石原石の分析

黒曜石原石の自然面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、エネルギー分散型蛍光Ｘ分析

装置によって元素分析を行なう。分析元素は Al、Si、K、Ca、Ti、Mn、Fe、Rb、Sr、Y、Zr、Nb

の１２元素をそれぞれ分析した。塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を

取り、それでもって産地を特定する指標とした。黒曜石は、Ca／K、Ti／K、Mn／Zr、Fe／Zr、Rb／Zr、

Sr／Zr、Y／Zr、Nb／Zrの比の値を産地を区別する指標をしてそれぞれ用いる。

黒曜石の原産地は北海道、東北、北陸、東関東、中信高原、伊豆箱根、伊豆七島の神津島、山陰、

九州の各地に黒曜石の原産地は分布している。調査を終えた原産地を図�－４に示す。この図�－４

の黒曜石原産地のほとんどすべてを分析している。元素組成によってこれら原石を分類し表�－４～

７に示す。この原石群に原石産地が不明の遺物で作った遺物群を加えると２９８個の原石群・遺物群に

なる。ここでは北海道地域および一部の東北地域の産地について記述する。まず、白滝地域の原産地

は、北海道紋別郡白滝村に位置し、鹿砦北方２�の採石場の赤石山の露頭、鹿砦東方約２�の幌加沢

地点、また白土沢、八号沢などより転礫として黒曜石が採取できる。赤石山の大産地の黒曜石は色に

関係無く赤石山群（旧白滝第１群）にまとまる。また、あじさいの滝の露頭からは赤石山と肉眼観察

では区別できない原石が採取でき、あじさい滝群を作った（旧白滝第２群）。また、八号沢の黒曜石

原石と白土沢の転礫は梨肌の黒曜石で元素組成はあじさい滝群に似るが石肌の状態で区別できる。幌

加沢からの転礫の中で７０％は幌加沢群になりそれらはあじさい滝群と元素組成から両群を区別でき

ず、残りの３０％は赤石山群に一致する。置戸地域産原石は、北海道常呂郡置戸町の清水の沢林道より

採取された原石であり、その元素組成は置戸・所山群にまとまり、また同町の秋田林道で採取される

原石は置戸山群にまとまる。留辺蘂町のケショマップ川一帯で採取される原石はケショマップ第１、

第２および第３群に分類される。また、白滝地域、ケショマップ、置戸地域産原石は、湧別川および

常呂川に通じる流域にあり、両河川の流域で黒曜石の円礫が採取され、湧別川下流域から採取した黒

曜石円礫２４７個の元素組成分類結果を表�－８に示した。また、中ノ島、北見大橋間の常呂川から採

取した６５８個の円礫の中には、独特の元素組成の原石も見られ、新しい原石群を追加し分類結果を表

�－９に示した。十勝三股産原石は、北海道河東郡上士幌町の十勝三股の十三ノ沢の谷筋および沢の

中より原石が採取され、この原石の元素組成は十勝三股群にまとまる。この十勝三股産原石は十三の

沢から音更川さらに十勝川に流れた可能性があり、十勝川から採取される黒曜石円礫の元素組成は、

十勝三股産の原石の元素組成と相互に近似している。また、上士幌町のサンケオルベ川より採取され

る黒曜石円礫の元素組成も十勝三股産原石の元素組成と相互に近似している。これら元素組成の近似

した原石の原産地は区別できない。もし、遺物石材の産地分析の結果が十勝三股群に同定されたとし
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表�－４ 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値（１）

原産地原石群名
分析

個数

元 素 比

Ca／K Ti／K Mn／Zr Fe／Zr Rb／Zr Sr／Zr Y／Zr Nb／Zr Al／K Si／K

北 海 道

名寄第一群 １１４ ０．４７８±０．０１１ ０．１２１±０．００５ ０．０３５±０．００７ ２．０１１±０．０６３ ０．６１４±０．０３２ ０．５７４±０．０２２ ０．１２０±０．０１７ ０．０２４±０．０１６ ０．０３３±０．００２ ０．４５１±０．０１０

名寄第二群 ３５ ０．３０９±０．０１５ ０．１０３±０．００５ ０．０２１±０．００６ １．７７４±０．０５５ ０．６９６±０．０４４ ０．２６５±０．０１１ ０．３０１±０．０２２ ０．０２６±０．０２０ ０．０２８±０．００７ ０．３９４±０．０１０

白

滝

地

区

赤石山 １３０ ０．１７３±０．０１４ ０．０６１±０．００３ ０．０７９±０．０１３ ２．７１４±０．１４２ １．３４０±０．０５９ ０．２８３±０．０１９ ０．３４１±０．０３０ ０．０７３±０．０２６ ０．０２８±０．００２ ０．３７４±０．０１０

白土沢 ２７ ０．１３８±０．００４ ０．０２１±０．００２ ０．１０２±０．０１５ ３．０４９±０．１８１ １．８５５±０．０８８ ０．０９７±０．０１６ ０．４９２±０．０３９ ０．１０７±０．０１９ ０．０２７±０．００２ ０．３６８±０．００６

八号沢 ３０ ０．１３８±０．０１０ ０．０２２±０．００２ ０．１０５±０．０１７ ３．１２３±０．１２７ １．８４６±０．０６５ ０．１０５±０．０１９ ０．４７５±０．０４５ ０．０７６±０．０４６ ０．０２７±０．００８ ０．３５９±０．０４２

幌加沢 ５０ ０．１４０±０．００３ ０．０２４±０．００７ ０．１０１±０．００９ ３．０２１±０．１８３ １．８３５±０．１５２ ０．１０９±０．０４７ ０．４８０±０．０４２ ０．１０４±０．０４４ ０．０２７±０．００１ ０．３６４±０．００９

あじさい滝 ３４ ０．１３９±０．００３ ０．０２３±０．００３ ０．０９９±０．００７ ２．９７０±０．１７９ １．７９２±０．１０３ ０．１０２±０．０３６ ０．４７２±０．０２８ ０．０９８±０．０４６ ０．０２７±０．００１ ０．３６１±０．００８

近文台第一群 ３０ ０．８１９±０．０１３ ０．１６５±０．００６ ０．０８１±０．０１０ ３．２６６±０．１１７ ０．６０４±０．０３１ ０．９４１±０．０３０ ０．１６５±０．０２０ ０．０３９±０．０１６ ０．０３９±０．００２ ０．４５７±０．００８

近文台第二群 １０７ ０．５１７±０．０１１ ０．０９９±０．００５ ０．０６７±０．０９０ ２．７７３±０．０９７ ０．８１２±０．０３７ ０．８１８±０．０３４ ０．１９７±０．０２４ ０．０４１±０．０１９ ０．０３５±０．００２ ０．４４２±０．００９

近文台第三群 ４７ ０．５２９±０．０１４ ０．０９６±０．００８ ０．０６８±０．０１８ ２．７４６±０．２６２ ０．８３８±０．１００ ０．７９６±０．０８１ ０．２２０±０．０４３ ０．０３５±０．０２１ ０．０３６±０．００４ ０．４１３±０．０１４

台場第一群 ５０ １．０７６±０．０５２ ０．１４２±０．００５ ０．０７２±０．０１１ ２．９１２±０．１１７ ０．２９１±０．０２０ ０．６７８±０．０３５ ０．１２６±０．０２２ ０．０２２±０．０１２ ０．０４９±０．００５ ０．５１７±０．０１４

台場第二群 ４２ ０．６７０±０．０３０ ０．１２６±０．００６ ０．０７４±０．０１７ ３．０４６±０．１６３ ０．７５９±０．０４４ ０．８４９±０．０４５ ０．２０４±０．０３２ ０．０３５±０．０１８ ０．０３８±０．００４ ０．４１４±０．０１９

秩父別第一群 ５１ ０．２４９±０．０１７ ０．１２２±０．００６ ０．０７８±０．０１１ １．６１４±０．０６８ ０．９９５±０．０３７ ０．４５８±０．０２３ ０．２３５±０．０２４ ０．０２３±０．０２１ ０．０２２±０．００４ ０．３３４±０．０１３

秩父別第二群 ４８ ０．５１９±０．０１６ ０．０９７±０．００５ ０．０６５±０．０１６ ２．７０５±０．１２５ ０．８１４±０．０３４ ０．７８９±０．０４３ ０．２０４±０．０２５ ０．０３２±０．０１６ ０．０３７±０．００３ ０．４１７±０．０１６

滝川第一群 ３１ ０．２５３±０．０１８ ０．１２２±０．００６ ０．０７７±０．００９ １．６１３±０．０９０ １．０１７±０．０４５ ０．４５９±０．０２５ ０．２３３±０．０２９ ０．０３８±０．０１８ ０．０２５±０．００３ ０．３７０±０．０２３

滝川第二群 ４０ ０．５２２±０．０１６ ０．１０１±０．０１０ ０．０６８±０．０１９ ２．７５１±０．１４０ ０．８０９±０．０５５ ０．７８３±０．０４４ ０．２０１±０．０３０ ０．０４０±０．０１９ ０．０３６±０．００３ ０．４１９±０．０１４

生田原第１群 ９４ ０．２５９±０．００４ ０．１１８±０．００５ ０．０１７±０．００１ １．３０４±０．０３２ ０．４２２±０．０１２ ０．１５３±０．００９ ０．１３８±０．００７ ０．００９±０．００３ ０．０２５±０．００１ ０．４２５±０．０１１

生田原第２群 ５０ ０．２７５±０．０１１ ０．１２８±０．００８ ０．０１８±０．００１ １．３４９±０．０３７ ０．４１３±０．０１３ ０．１６７±０．０１０ ０．１３７±０．００６ ０．００８±０．００３ ０．０２５±０．００１ ０．４２９±０．００９

社名渕群 ４１ ０．３４０±０．０１８ ０．１０５±０．００９ ０．０５４±０．００３ ２．１４０±０．１０６ ０．６７６±０．０２２ ０．４０７±０．０４０ ０．２２３±０．００７ ０．１５２±０．０４１ ０．０２５±０．００１ ０．４２９±０．００９

社名渕－２群 ４６ ０．２８４±０．００４ ０．０７７±０．００３ ０．０２５±０．００１ １．６７９±０．０３０ ０．７２１±０．０１９ ０．２３４±０．０１３ ０．３１３±０．００９ ０．０３１±０．００６ ０．０２８±０．００１ ０．３８２±０．００５

置戸・所山 ６５ ０．３２６±０．００８ ０．１２８±０．００５ ０．０４５±０．００８ １．８１３±０．０６２ ０．８２４±０．０３４ ０．４５４±０．０２０ ０．１７９±０．０２３ ０．０４４±０．０２０ ０．０２７±０．００２ ０．５４７±０．０３１

所山・流紋岩中 ５２ ０．２７２±０．００６ ０．０９５±０．００３ ０．０４４±０．００２ １．７３８±０．０７０ ０．９４７±０．１０２ ０．４２９±０．０１６ ０．２０１±０．０１５ ０．０５７±０．０２６ ０．０２３±０．００１ ０．３１６±０．０１１

置戸・置戸山 ５８ ０．４６４±０．０１６ ０．１３８±０．００５ ０．０４９±０．００８ １．７２６±０．０７２ ０．４４９±０．０２４ ０．４０７±０．０２３ ０．１３３±０．０１９ ０．０２６±０．０１４ ０．０３２±０．００３ ０．４５６±０．０１０

北見・常呂川第２群 ４８ ０．５５４±０．０２３ ０．１４５±０．００９ ０．０３７±０．００２ １．７０５±０．０６１ ０．３７８±０．０１６ ０．４２２±０．０２２ ０．１１５±０．００８ ０．０３３±０．０１７ ０．０３９±０．００２ ０．４７８±０．０２９

北見・常呂川第３群 ４８ ０．３９０±０．０１１ ０．１３７±０．００６ ０．０３０±０．００６ １．５１０±０．０５９ ０．３７２±０．０１８ ０．２３８±０．０１４ ０．１７９±０．０１９ ０．０２９±０．０１５ ０．０３３±０．００４ ０．４１４±０．０１１

北見・常呂川第４群 ５０ ０．２９１±０．０１７ ０．１０９±０．００８ ０．０４６±０．０１２ １．８１２±０．０９８ ０．８０７±０．０４１ ０．４４５±０．０２９ ０．１９２±０．０３３ ０．０３４±０．０１５ ０．０３１±０．００３ ０．３６２±０．０２３

北見・常呂川第５群 ５１ ０．４７０±０．０３４ ０．１１６±０．０１５ ０．０４４±０．００４ １．９３２±０．１６１ ０．５０３±０．０４５ ０．４５９±０．０８０ ０．１５３±０．０１２ ０．０４３±０．０２０ ０．０３４±０．００２ ０．４１８±０．０３１

北見・常呂川第６群 ４８ ０．８５１±０．００６ ０．２２４±０．００４ ０．０４５±０．００１ ２．３４７±０．０３２ ０．４０９±０．０１０ ０．７０６±０．０１４ ０．１１６±０．００６ ０．０２９±０．０１５ ０．０３３±０．００１ ０．４２６±０．００８

北見・常呂川第７群 ４８ ０．５１０±０．０１７ ０．０９８±０．００４ ０．０５３±０．００１ ２．６６７±０．０３８ ０．５２９±０．０１３ ０．６８８±０．０１６ ０．１５４±０．００６ ０．０１４±０．００７ ０．０２８±０．００１ ０．３５１±０．０１３

北見・常呂川第８群 ４８ ０．３５８±０．００５ ０．１１３±０．００４ ０．０２７±０．００１ １．７９９±０．０２３ ０．６０３±０．０１３ ０．２７３±０．０１３ ０．２１４±０．００６ ０．０２３±０．００６ ０．０２６±０．００１ ０．３５２±０．００７

ケショマップ第１群 ６８ ０．５７５±０．０５６ ０．１１０±０．０１１ ０．０５１±０．０１１ ２．５５５±０．０８６ ０．５９５±０．０５８ ０．６３６±０．０２７ ０．１６７±０．０２７ ０．０３７±０．０２０ ０．０３０±０．００３ ０．３９７±０．０１３

ケショマップ第２群 ６５ ０．６７６±０．０１１ ０．１４５±０．００５ ０．０５６±０．０１４ ２．６３１±０．１２６ ０．６０６±０．０３０ ０．７１２±０．０３２ ０．１７０±０．０２８ ０．０３０±０．０１３ ０．０３０±０．００３ ０．３９２±０．０１０

ケショマップ第３群 ６２ ０．７０１±０．０２８ ０．１５４±０．００９ ０．０５２±０．００３ ２．４４７±０．０９７ ０．５５０±０．０２６ ０．６９４±０．０２３ ０．１５９±０．０１１ ０．０３５±０．０１８ ０．０３１±０．００１ ０．３９６±０．０１４

十

勝

十勝三股 ６０ ０．２５６±０．０１８ ０．０７４±０．００５ ０．０６８±０．０１０ ２．２８１±０．０８７ １．０９７±０．０５５ ０．４３４±０．０２３ ０．３３４±０．０２９ ０．０６４±０．０２５ ０．０２９±０．００２ ０．３９６±０．０１３

美蔓第一群 ４１ ０．４９９±０．０２０ ０．１２４±０．００７ ０．０５２±０．０１０ ２．６３５±０．１８１ ０．８０２±０．０６１ ０．７０７±０．０４４ ０．１９９±０．０２９ ０．０３９±０．０２３ ０．０３３±０．００２ ０．４４２±０．０１５

美蔓第二群 ２８ ０．５９３±０．０３６ ０．１４４±０．０１２ ０．０５６±０．０１０ ３．０２８±０．２５１ ０．７６２±０．０４０ ０．７６４±０．０５１ ０．１９７±０．０２６ ０．０３８±０．０２２ ０．０３４±０．００２ ０．４４９±０．００９

赤井川第一群 ５０ ０．２５４±０．０２９ ０．０７０±０．００４ ０．０８６±０．０１０ ２．２１３±０．１０４ ０．９６９±０．０６０ ０．４２８±０．０２１ ０．２４９±０．０２４ ０．０５８±０．０２３ ０．０２７±０．００２ ０．３７１±０．００９

赤井川第二群 ３０ ０．２５８±０．０６５ ０．０７２±０．００２ ０．０８０±０．０１０ ２．２０７±０．０８３ ０．９７０±０．０４５ ０．４３６±０．０２６ ０．２４５±０．０２１ ０．０２１±０．０２９ ０．０２５±０．００７ ０．３７１±０．００７

豊泉第一群 ７５ ０．４７３±０．０１９ ０．１４８±０．００７ ０．０６０±０．０１５ １．７６４±０．０７２ ０．４３８±０．０２７ ０．６０７±０．０２８ ０．１５７±０．０２０ ０．０２５±０．０１７ ０．０３２±０．００２ ０．４６９±０．０１３

豊泉第二群 ４０ ０．３７７±０．００９ ０．１３３±０．００６ ０．０５５±０．００８ １．７２３±０．０６６ ０．５１６±０．０１９ ０．５１３±０．０１８ ０．１７７±０．０１６ ０．００７±０．０１５ ０．０３０±０．００５ ０．４３１±０．０１０

奥尻島・幌内川 ５８ ０．２８５±０．０２６ ０．０８７±０．００５ ０．１９３±０．０３２ １．８３４±０．１８２ ２．０４３±０．２２４ １．４７５±０．２０７ ０．２６９±０．０６８ ０．０８５±０．０３１ ０．０３１±０．００４ ０．３４７±０．０１１

青 森 県

折腰内 ３５ ０．１９０±０．０１５ ０．０７５±０．００３ ０．０４０±０．００８ １．５７５±０．０６６ １．２４１±０．０４６ ０．３１８±０．０１４ ０．１４１±０．０３３ ０．０７６±０．０２１ ０．０２４±０．００２ ０．３４８±０．０１０

出来島 ２７ ０．３４６±０．０２２ ０．１３２±０．００７ ０．２３１±０．０１９ ２．２６８±０．０８５ ０．８６５±０．０４４ １．１０６±０．０５６ ０．３９９±０．０３８ ０．１７９±０．０３１ ０．０３８±０．００３ ０．４９９±０．０１３

深

浦

六角沢 ３６ ０．０８０±０．００８ ０．０９７±０．０１１ ０．０１３±０．００２ ０．６９７±０．０２１ ０．１２８±０．００８ ０．００２±０．００２ ０．０６４±０．００７ ０．０３５±０．００４ ０．０２６±０．００２ ０．３７９±０．０１０

八森山 ４１ ０．０７７±０．００５ ０．０９８±０．００３ ０．０１３±０．００２ ０．７０１±０．０１８ ０．１３４±０．００５ ０．００２±０．００２ ０．０７０±０．００５ ０．０３４±０．００６ ０．０２７±０．００５ ０．３８４±０．００９

青

森

市

戸門第一群 ２８ ０．２５０±０．０２４ ０．０６９±０．００３ ０．０６８±０．０１２ ２．３５８±０．２５７ １．１６８±０．０６２ ０．５２１±０．０６３ ０．２７７±０．０６５ ０．０７６±０．０２５ ０．０２６±０．００２ ０．３６２±０．０１５

戸門第二群 ２８ ０．０８４±０．００６ ０．１０４±０．００４ ０．０１３±０．００２ ０．６９１±０．０２１ ０．１２３±０．００６ ０．００２±０．００２ ０．０６９±０．０１０ ０．０３３±０．００５ ０．０２５±０．００２ ０．３６９±０．００７

鶴ケ坂 ３３ ０．３４４±０．０１７ ０．１３２±０．００７ ０．２３２±０．０２３ ２．２６１±０．１４３ ０．８６１±０．０５２ １．０８１±０．０６０ ０．３９０±０．０３９ ０．１８６±０．０３７ ０．０３７±０．００２ ０．４９６±０．０１８

鷹森山 ４５ ０．２５０±０．００９ ０．０６６±０．００３ ０．０７４±０．００９ ２．５４７±０．１３１ １．１５３±０．０６６ ０．５５１±０．０３１ ０．２８４±０．０３１ ０．０４９±０．０３７ ０．０２８±０．００５ ０．３８１±０．０１０

西田沢 ５２ ０．２５０±０．００４ ０．０６６±０．００３ ０．０７２±０．００３ ２．４４５±０．０８３ １．１２１±０．０３２ ０．５３９±０．０２５ ０．２３９±０．０２５ ０．０６０±０．０２６ ０．０２９±０．００１ ０．３８１±０．００６

下湯川 ３６ ９．６７３±０．４７９ ２．７０３±０．１４９ ３．２６７±０．２１７ ２１．６４８±１．５００ ０．０９０±０．０２１ １．７０８±０．１０２ ０．１５５±０．０１５ ０．１６９±０．０３１ ０．０５３±０．０４２ ０．８５８±０．０８８

大釈迦 ６４ ０．２５２±０．０１２ ０．０６６±０．００３ ０．０７４±０．０１２ ２．５１６±０．１４８ １．１４９±０．０６３ ０．５４８±０．０３５ ０．２８４±０．０３２ ０．０４４±０．０３５ ０．０２８±０．００２ ０．３８３±０．０１０

黒石 ４１ ８．９０５±０．２４３ ２．４８４±０．０５５ ０．１６１±０．０１８ ７．５７０±０．３３６ ０．０６８±０．０１４ １．６２１±０．０６３ ０．２４４±０．０２２ ０．０２７±０．０１４ ０．１２４±０．０１４ １．４０９±０．０４４

秋 田 県
男

鹿

金ケ崎 ４３ ０．２９４±０．００９ ０．０８７±０．００４ ０．２２０±０．０１８ １．６４４±０．０８１ １．４９３±０．０８１ ０．９３０±０．０４３ ０．２８７±０．０３９ ０．０９８±０．０４０ ０．０２９±０．００２ ０．３６８±０．００８

脇本 ４５ ０．２９５±０．００８ ０．０８７±０．００４ ０．２１９±０．０１７ １．６７１±０．０７７ １．５０３±０．０７２ ０．９３９±０．０５４ ０．２８６±０．０４５ ０．１０８±０．０３４ ０．０２８±０．００６ ０．３６７±０．００９

山 形 県
月山 ４４ ０．２８５±０．０２１ ０．１２３±０．００７ ０．１８２±０．０１６ １．９０６±０．０９６ ０．９６６±０．０６９ １．０２２±０．０７１ ０．２７６±０．０３６ ０．１１９±０．０３３ ０．０３３±０．００２ ０．４４３±０．０１４

寒河江 ４８ ０．３８５±０．００８ ０．１１６±０．００５ ０．０４９±０．０１７ １．８０６±０．０５４ ０．５８０±０．０２５ ０．４４１±０．０２３ ０．２１２±０．０２０ ０．０５６±０．０１５ ０．０３３±０．００３ ０．４６０±０．０１０

岩 手 県

雫石 ２５ ０．６３６±０．０３３ ０．１８７±０．０１２ ０．０５２±０．００７ １．７６４±０．０６１ ０．３０５±０．０１６ ０．４３１±０．０２１ ０．２０９±０．０１６ ０．０４５±０．０１４ ０．０４１±０．００３ ０．５９４±０．０１４

折居第１群 ３７ ０．６３２±０．０３３ ０．１８５±０．０１３ ０．０５２±０．００２ １．７６６±０．０４８ ０．３０７±０．０１７ ０．４２０±０．０２６ ０．２０５±０．０１５ ０．０３９±０．０１６ ０．０４０±０．００１ ０．５７９±０．０１９

折居第２群 ５４ ０．７０８±０．０３３ ０．１４３±０．００８ ０．０６１±０．００２ １．８２６±０．０４８ ０．１７９±０．０１０ ０．２４６±０．０２２ ０．４１６±０．０１２ ０．１１２±０．０１４ ０．０５７±０．００１ ０．８０５±０．０１２

花泉 ２９ ０．６０２±０．０４４ ０．１７５±０．０１５ ０．０５３±０．００３ １．７８１±０．０６８ ０．３１３±０．０２０ ０．４１６±０．０２７ ０．２１４±０．０１３ ０．０３６±０．０１６ ０．０４０±０．００２ ０．５７６±０．０３７

宮 城 県
湯倉 ２１ ２．１７４±０．０６８ ０．３４９±０．０１７ ０．０５７±０．００５ ２．５４４±０．１４９ ０．１１６±０．００９ ０．６５８±０．０２４ ０．１３８±０．０１５ ０．０２０±０．０１３ ０．０７３±０．００３ ０．９５６±０．０４０

塩釜 ３７ ４．８２８±０．３９５ １．６３０±０．１０４ ０．１７８±０．０１７ １１．３６２±１．１５０ ０．１６８±０．０１８ １．２９８±０．０６３ ０．１５５±０．０１６ ０．０３７±０．０１８ ０．０７７±０．００２ ０．７２０±０．０３２

栃 木 県 高原山 ４０ ０．７３８±０．０６７ ０．２００±０．０１０ ０．０４４±０．００７ ２．０１６±０．１１０ ０．３８１±０．０２５ ０．５０２±０．０２８ ０．１９０±０．０１７ ０．０２３±０．０１４ ０．０３６±０．００２ ０．５１６±０．０１２

東 京 都

神津島第一群 ５６ ０．３８１±０．０１４ ０．１３６±０．００５ ０．１０２±０．０１１ １．７２９±０．０７９ ０．４７１±０．０２７ ０．６８９±０．０３７ ０．２４７±０．０２１ ０．０９０±０．０２６ ０．０３６±０．００３ ０．５０４±０．０１２

神津島第二群 ４６ ０．３１７±０．０２１ ０．１２０±０．００７ ０．１１４±０．００５ １．８３３±０．０８９ ０．６１５±０．０４４ ０．６５６±０．０６４ ０．３０３±０．０２９ ０．１０７±０．０５７ ０．０３３±０．００１ ０．４７１±０．０２２

長根 ４０ ０．３１８±０．０２０ ０．１２０±０．００５ ０．１１８±０．０１４ １．８０５±０．０９６ ０．６１４±０．０３６ ０．６６４±０．０４５ ０．２９１±０．０２９ ０．０９３±０．０３９ ０．０３４±０．００６ ０．４７６±０．０１２

神奈川県

箱根・笛塚 ３０ ６．７６５±０．２５４ ２．２１９±０．０５７ ０．２２８±０．０１９ ９．２８２±０．６２２ ０．０４８±０．０１７ １．７５７±０．０６１ ０．２５２±０．０１７ ０．０２５±０．０１９ ０．１４０±０．００８ １．５２８±０．０４６

箱根・畑宿 ４１ ２．０５６±０．０６４ ０．６６９±０．０１９ ０．０７６±０．００７ ２．９１２±０．１０４ ０．０６２±０．００７ ０．６８０±０．０２９ ０．２０２±０．０１１ ０．０１１±０．０１０ ０．０８０±０．００５ １．１２６±０．０３１

鍛冶屋 ３１ １．６６３±０．０７１ ０．３８１±０．０１９ ０．０５６±０．００７ ２．１３９±０．０９７ ０．０７３±０．００８ ０．６２９±０．０２５ ０．１５４±０．００９ ０．０１１±０．００９ ０．０６７±０．００５ ０．９０４±０．０２０

熱海峠 ５２ ２．２２５±０．１４９ ０．５０６±０．０１５ ０．０４２±０．００９ ２．２２８±０．１６４ ０．０８５±０．００８ ０．７３７±０．０３９ ０．１３５±０．０１３ ０．００７±０．００７ ０．０７１±０．００６ ０．８８０±０．０３３

静 岡 県

上多賀 ３１ １．３２９±０．０７８ ０．２９４±０．０１８ ０．０４１±０．００６ １．６９７±０．０６８ ０．０８７±０．００９ ０．５５１±０．０２３ ０．１３８±０．０１１ ０．０１０±０．００９ ０．０５９±０．００４ ０．８５６±０．０１８

柏峠西 ３５ １．２１３±０．１６４ ０．３１４±０．０２８ ０．０３１±０．００４ １．６９９±０．１６７ ０．１１３±０．００７ ０．３９１±０．０２２ ０．１４３±０．００７ ０．００９±０．００９ ０．０４７±０．００４ ０．６６３±０．０２０

小豆峠 ４０ ０．１１０±０．００８ ０．０５２±０．００４ ０．２９７±０．０３８ ３．２１１±０．３１９ ０．８２９±０．０８９ ０．１５４±０．０３０ ０．５４７±０．０５４ ０．０８７±０．０５７ ０．０２５±０．０１４ ０．４２９±０．０１６

富 山 県

魚津 ４２ ０．２７８±０．０１２ ０．０６５±０．００３ ０．０６４±０．０１３ ２．０１３±０．１１９ ０．８７８±０．０５２ ０．５９９±０．０３９ ０．１９０±０．０２９ ０．０７７±０．０３３ ０．０３１±０．００４ ０．３５３±０．０１２

高
岡

市

二上山第一群 ３６ ０．３１９±０．０１７ ０．１１３±０．００６ ０．０４０±０．００８ １．７２０±０．０８０ ０．７４０±０．０５２ ０．６６５±０．０２９ ０．１２１±０．０２６ ０．０４７±０．０３１ ０．０１５±０．０１４ ０．３９２±０．０１８

二上山第二群 ４０ ０．７１０±０．０１７ ０．２０２±０．００８ ０．０５４±０．０１１ １．９９４±０．１５２ ０．４１３±０．０２８ ０．８４０±０．０５０ ０．１１８±０．０２５ ０．０５１±０．０３１ ０．０２０±０．０２０ ０．５９９±０．０２４

二上山第三群 ４５ ０．４４１±０．０５２ ０．１０８±０．０１４ ０．０７９±０．０２１ ２．２５１±０．１３８ ０．７９４±０．１５５ １．２２２±０．０８８ ０．１２７±０．０４１ ０．０６７±０．０５３ ０．０１５±０．０１４ ０．４１２±０．０２５

� 自然科学的分析等
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表�－５ 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値（２）

原産地原石群名
分析

個数

元 素 比

Ca／K Ti／K Mn／Zr Fe／Zr Rb／Zr Sr／Zr Y／Zr Nb／Zr Al／K Si／K

長 野 県

霧ケ峰 １６８ ０．１５６±０．０１０ ０．０６８±０．００３ ０．１０１±０．０１８ １．３３１±０．０７０ １．０５２±０．０５１ ０．３６０±０．０３０ ０．２７５±０．０３９ ０．０９０±０．０３５ ０．０２９±０．００３ ０．３４６±０．０１１

観音沢 ７２ ０．１５９±０．０１０ ０．０６９±０．００２ ０．１００±０．０１９ １．３２４±０．０８４ １．０５５±０．０５７ ０．３６８±０．０３３ ０．２７９±０．０３２ ０．０８６±０．０３３ ０．０３０±０．００３ ０．３４５±０．０１０

和田峠第一群 １４３ ０．１６７±０．０２８ ０．０４９±０．００８ ０．１１７±０．０１１ １．３４６±０．０８５ １．８５３±０．１２４ ０．１１２±０．０５６ ０．４０９±０．０４８ ０．１３９±０．０２６ ０．０２５±０．００２ ０．３５５±０．０１６

和田峠第二群 ３２ ０．１４７±０．００４ ０．０３２±０．００３ ０．１５３±０．０１１ １．４８１±０．０８４ ２．４８７±０．１６９ ０．０２７±０．０２４ ０．５２７±０．０４０ ０．１８５±０．０２３ ０．０２６±０．００１ ０．３６３±０．０１０

和田峠第三群 ５７ ０．２４７±０．０４３ ０．０６４±０．０１２ ０．１１４±０．０１１ １．５０９±０．１７３ １．６６７±０．１３５ ０．２７５±０．０９７ ０．３７２±０．０４６ ０．１２２±０．０２４ ０．０２５±０．００３ ０．３４７±０．０１７

和田峠第四群 ３７ ０．１４４±０．０１７ ０．０６３±０．００４ ０．０９４±０．００９ １．３７３±０．０８５ １．３１１±０．０３７ ０．２０６±０．０３０ ０．２６３±０．０３８ ０．０９０±０．０２２ ０．０２３±０．００２ ０．３３１±０．０１９

和田峠第五群 ４７ ０．１７６±０．０１９ ０．０７５±０．０１０ ０．０７３±０．０１１ １．２８２±０．０８６ １．０５３±０．１９６ ０．２７５±０．０５８ ０．１８４±０．０４２ ０．０６６±０．０２３ ０．０２１±０．００２ ０．３０６±０．０１３

和田峠第六群 ５３ ０．１５６±０．０１１ ０．０５５±０．００５ ０．０９５±０．０１２ １．３３３±０．０６４ １．５２３±０．０９３ ０．１３４±０．０３１ ０．２７９±０．０３９ ０．０１０±０．０１７ ０．０２１±０．００２ ０．３１３±０．０１２

鷹山・和田 ５３ ０．１３８±０．００４ ０．０４２±０．００２ ０．１２３±０．０１０ １．２５９±０．０４１ １．９７８±０．０６７ ０．０４５±０．０１０ ０．４４２±０．０３９ ０．１４２±０．０２２ ０．０２６±０．００２ ０．３６０±０．０１０

男女倉 １０１ ０．２２３±０．０２４ ０．１０３±０．００９ ０．０５８±０．００８ １．１６４±０．０７８ ０．６９３±０．１０１ ０．４０９±０．０４６ ０．１２６±０．０２２ ０．０５２±０．０１７ ０．０２６±０．００２ ０．３５４±０．００８

高松沢 ５３ ０．２０６±０．０１７ ０．０９０±０．００５ ０．０６４±０．００８ １．２５７±０．０６９ ０．８５０±０．０７７ ０．３５７±０．０３４ ０．１４９±０．０２６ ０．０５６±０．０１７ ０．０２２±０．００２ ０．３１８±０．００８

うつぎ沢 ８１ ０．２２２±０．０１４ ０．０９９±０．００６ ０．０５８±０．００８ １．１８９±０．０６０ ０．７４８±０．０７５ ０．３９２±０．０３１ ０．１４０±０．０２２ ０．０４６±０．０２１ ０．０２５±０．００５ ０．３４０±０．００９

立科 ４９ ０．１５５±０．００７ ０．０６８±０．００３ ０．１０２±０．０１８ １．３２０±０．０７７ １．０３３±０．０６３ ０．３６２±０．０３０ ０．２８５±０．０３５ ０．１０４±０．０４０ ０．０３０±０．００３ ０．３５６±０．０１１

麦草峠 ９７ ０．２７４±０．０１７ ０．１３６±０．０１０ ０．０５１±０．０１２ １．３９７±０．０９９ ０．５４２±０．０５８ ０．７３６±０．０４４ ０．１１０±０．０２４ ０．０４３±０．０１７ ０．０３１±０．００３ ０．３８３±０．０１３

双子池 ８３ ０．２５２±０．０２７ ０．１２９±０．００７ ０．０５９±０．０１０ １．６３０±０．１７９ ０．６６９±０．０５２ ０．８０２±０．０５８ ０．１１１±０．０２４ ０．０３７±０．０３２ ０．０２７±０．００７ ０．４０１±０．０１１

冷山 ８７ ０．２６７±０．０１１ ０．１３４±０．００６ ０．０４８±０．０１３ １．３８２±０．０６６ ０．５４６±０．０３４ ０．７２７±０．０３６ ０．１０９±０．０３１ ０．０４５±０．０２２ ０．０３１±０．００４ ０．３８１±０．０１１

大窪沢 ４２ １．４８１±０．１１７ ０．４６６±０．０２１ ０．０４２±０．００６ ２．００５±０．１３５ ０．１８２±０．０１１ ０．８４１±０．０４４ ０．１０５±０．０１０ ０．００９±０．００８ ０．０３３±０．００５ ０．４５９±０．０１２

横川 ４１ ３．０４７±０．０６６ １．０７１±０．０２６ ０．１１５±０．０１５ ７．３８０±０．３６６ ０．１５８±０．０１６ ０．８３３±０．０４０ ０．１８６±０．０１５ ０．０２３±０．０１２ ０．０４５±０．００５ ０．５１３±０．０２１

新 潟 県

佐渡第一群 ３４ ０．２２８±０．０１３ ０．０７８±０．００６ ０．０２０±０．００５ １．４９２±０．０７９ ０．８２１±０．０４７ ０．２８８±０．０１８ ０．１４２±０．０１８ ０．０４９±０．０１７ ０．０２４±０．００４ ０．３３８±０．０１３

佐渡第二群 １２ ０．２６３±０．０３２ ０．０９７±０．０１８ ０．０２０±０．００６ １．５０１±０．０５３ ０．７１７±０．１０６ ０．３２６±０．０２９ ０．０９１±０．０２２ ０．０４６±０．０１５ ０．０２６±０．００２ ０．３３８±０．００９

上石川 ４５ ０．３２１±０．００７ ０．０７０±０．００３ ０．０６９±０．０１１ ２．０５１±０．０７０ ０．９８１±０．０４２ ０．７７３±０．０３４ ０．１８２±０．０２３ ０．０３８±０．０２７ ０．０２６±０．００７ ０．３５９±０．００９

板山 ４４ ０．２３２±０．０１１ ０．０６８±０．００３ ０．１６９±０．０１７ ２．１７８±０．１１０ １．７７２±０．０９８ ０．７７２±０．０４６ ０．３７４±０．０４７ ０．１５４±０．０３４ ０．０２７±０．００２ ０．３５９±０．００９

大白川 ４７ ０．５６９±０．００６ ０．１４２±０．００５ ０．０３３±０．００１ １．６０８±０．０３４ ０．２６１±０．００９ ０．３３２±０．００９ ０．１５０±０．００８ ０．０３３±０．００９ ０．０３６±０．００１ ０．４９１±０．０１４

金津 ４６ ０．３３１±０．０１１ ０．０９７±０．０３７ ０．０３０±０．００７ １．７１１±０．０６６ ０．６１８±０．０２７ ０．２８３±０．０１２ ０．１８１±０．０１６ ０．０３５±０．０１８ ０．０２７±０．００９ ０．４０２±０．０１２

羽根川 ５５ ０．１６３±０．０１９ ０．０５３±０．００５ ０．０９９±０．０１１ １．３５４±０．０５８ １．６１５±０．０６３ ０．０８４±０．０１２ ０．３０９±０．０３６ ０．１００±０．０２８ ０．０２３±０．００７ ０．３４０±０．０３０

石 川 県 比那 ４８ ０．３７０±０．００９ ０．０８７±０．００５ ０．０６０±０．００３ ２．６９９±０．０８８ ０．６３９±０．０２１ ０．５３４±０．０２６ ０．１７２±０．０１１ ０．０５２±０．０２５ ０．０３２±０．００２ ０．３９６±０．０１６

福 井 県
安島 ４２ ０．４０７±０．００６ ０．１２３±０．００６ ０．０３８±０．００２ １．６２８±０．０４８ ０．６４３±０．０２６ ０．６７５±０．０２３ ０．１１３±０．００８ ０．０６１±０．０２２ ０．０３２±０．００１ ０．４５０±０．０１０

三里山 ３７ ０．２９５±０．０２０ ０．１２７±０．００８ ０．０３５±０．００３ １．４１１±０．０９５ ０．５９７±０．０２１ ０．７４０±０．０５３ ０．１１４±０．０１０ ０．０２７±０．０１２ ０．０２２±０．００１ ０．３２４±０．００７

兵 庫 県

香住第一群 ３０ ０．２１６±０．００５ ０．０６２±０．００２ ０．０４５±０．００７ １．８２８±０．０５６ ０．８８３±０．０３４ ０．２６５±０．０１２ ０．０９７±０．０２１ ０．１３９±０．０１８ ０．０２４±０．００７ ０．３６５±０．００８

香住第二群 ４０ ０．２７８±０．０１２ ０．１００±０．００４ ０．０４８±０．００９ １．７６４±０．０６６ ０．８１３±０．０４５ ０．３９７±０．０２０ ０．１１２±０．０２６ ０．１３８±０．０２４ ０．０２６±０．０１２ ０．４４６±０．０１２

雨滝（微粒集） ４８ ０．１２３±０．００４ ０．０５６±０．００２ ０．０８３±０．０１２ １．９６７±０．０６１ １．１７１±０．０４０ ０．１５７±０．０１３ ０．１８３±０．０４４ ０．２２１±０．０２１ ０．０２６±０．０２５ ０．３１６±０．００６

島 根 県

加茂 ２０ ０．１６６±０．００６ ０．０９３±０．００８ ０．０１４±０．００３ ０．８９９±０．０３１ ０．２７８±０．０１７ ０．００９±０．００３ ０．０６１±０．０１５ ０．１５４±０．０１８ ０．０２０±０．００１ ０．２４９±０．０１６

津井 ３０ ０．１６１±０．００８ ０．１３２±０．１８２ ０．０１５±０．００３ ０．９４０±０．０４１ ０．３０１±０．０１４ ０．０１５±０．００５ ０．０６０±０．０１３ ０．１４４±０．００８ ０．０２０±０．００２ ０．２４４±０．００８

久見 ３１ ０．１４５±０．００６ ０．０６１±０．００３ ０．０２１±０．００４ ０．９８０±０．０２３ ０．３８６±０．０１１ ０．００７±０．００３ ０．１０９±０．０１３ ０．２３８±０．０１１ ０．０２３±０．００２ ０．３１５±０．００６

岡 山 県 津 ４８ ０．２６８±０．００９ ０．０７８±０．００３ ０．０７７±０．０１８ １．９２７±０．１５０ １．７２１±０．１１３ ０．８０８±０．０６０ ０．２４４±０．０５１ ０．０８３±０．０３６ ０．０３１±０．００４ ０．３６７±０．００９

香 川 県

奥池第一群 ５１ １．２０２±０．０７７ ０．１４１±０．０１０ ０．０３２±０．００８ ３．１２６±０．１７０ ０．６８６±０．０６５ １．３５０±０．０８２ ０．０２６±０．０２６ ０．０６５±０．０１９ ０．０４１±０．００４ ０．５０７±０．０１１

奥池第二群 ５０ １．５８５±０．１２６ ０．１９４±０．０１８ ０．０３５±０．００７ ２．８６０±０．１６０ ０．４２３±０．０５８ １．０４４±０．０７７ ０．０２４±０．０１９ ０．０４２±０．０１３ ０．０４５±０．００４ ０．５０７±０．０１３

雄山 ５０ １．２２４±０．０８１ ０．１４４±０．０１１ ０．０３５±０．０１２ ３．１３８±０．１６３ ０．６６９±０．０７８ １．３３５±０．０９１ ０．０２３±０．０２７ ０．０６１±０．０２０ ０．０４１±０．００３ ０．５００±０．０１２

神谷・南山 ５１ １．１８６±０．０５７ ０．１４３±０．００８ ０．０３８±０．０１２ ３．２０２±０．１６３ ０．７０７±０．０６１ １．３８６±０．０８８ ０．０２９±０．０２５ ０．０７３±０．０２１ ０．０４１±０．００５ ０．５００±０．０１４

大麻山南第一群 ３９ １．４６７±０．１２０ ０．２０３±０．０２３ ０．０４２±０．００９ ３．１２５±０．１７９ ０．４９４±０．０８０ １．０１０±０．０７３ ０．０３８±０．０２３ ０．０４７±０．０１３ ０．０４１±０．００３ ０．４８７±０．０１６

大麻山南第二群 ３４ １．０１８±０．０４３ ０．１１６±０．０１２ ０．０４３±０．０１４ ３．３０５±０．１９９ ０．８９５±０．０４８ １．２５６±０．０５０ ０．０２９±０．０３０ ０．０７２±０．０１８ ０．０３８±０．００４ ０．４７６±０．０１２

福 岡 県 八女昭和溜池 ６８ ０．２６１±０．０１０ ０．２１１±０．００７ ０．０３３±０．００３ ０．７９８±０．０２７ ０．３２６±０．０１３ ０．２８３±０．０１５ ０．０７１±０．００９ ０．０３４±０．００８ ０．０２４±０．００６ ０．２７９±０．００９

佐 賀 県

中野第一群 ３９ ０．２６７±０．００７ ０．０８７±０．００３ ０．０２７±０．００５ １．６１９±０．０８３ ０．６２８±０．０２８ ０．３４８±０．０１５ ０．１０３±０．０１８ ０．０７５±０．０１８ ０．０２３±０．００７ ０．３２１±０．０１１

中野第二群 ４０ ０．３４５±０．００７ ０．１０４±０．００３ ０．０２７±０．００５ １．５３５±０．０３９ ０．４５５±０．０１７ ０．３９７±０．０１４ ０．０６９±０．０１６ ０．０５９±０．０１４ ０．０２６±０．００８ ０．３２８±０．００８

梅野 ３９ ０．６５７±０．０１４ ０．２０２±０．００６ ０．０７１±０．０１３ ４．２３９±０．２０５ １．０４６±０．０６５ １．２６９±０．０５８ ０．１０４±０．０３２ ０．３８０±０．０４７ ０．０２８±０．００５ ０．３４５±０．００９

腰岳 ４４ ０．２１１±０．００９ ０．０３１±０．００５ ０．０７５±０．０１９ ２．５７２±０．２１２ １．６００±０．０８６ ０．４１４±０．０４２ ０．３１１±０．０４６ ０．２５６±０．０４３ ０．０２５±０．００２ ０．３３５±０．００８

椎葉川 ５９ ０．４１４±０．００９ ０．０７１±０．００３ ０．１０１±０．０１７ ２．９４７±０．１４２ １．２５３±０．０８１ ２．０１５±０．０９９ ０．１４７±０．０３５ ０．２５５±０．０４０ ０．０３０±０．００７ ０．３８８±０．００９

松尾第一群 ４０ ０．６００±０．０６７ ０．１５３±０．０２９ ０．１２５±０．０１８ ４．６９２±０．３６９ １．１７０±０．１１４ ２．０２３±０．１２２ ０．１７１±０．０３２ ０．２５５±０．０３７ ０．０３２±０．００３ ０．３７６±０．００８

松尾第二群 ４０ ０．９５３±０．０２７ ０．３０７±０．０１０ ０．１２６±０．０１３ ６．６６６±０．３４２ ０．８５６±０．０７０ １．９０７±０．１１９ ０．１４７±０．０２９ ０．１９４±０．０２８ ０．０３３±０．００８ ０．３８３±０．０１０

大 分 県

姫

島

地

域

観音崎 ４２ ０．２２３±０．０１０ ０．０４６±０．００５ ０．４０９±０．０８６ ６．６９１±０．８７８ １．８０５±０．２５７ １．５６２±０．２３１ ０．３４４±０．０８７ ０．５７９±０．１２６ ０．０３９±０．００３ ０．４００±０．０１１

両瀬第一群 ５１ ０．２２６±０．０１１ ０．０４５±０．００３ ０．４１１±０．０６６ ６．７４３±０．９００ １．８４５±０．２８６ １．５５３±０．２３０ ０．３１８±０．０８７ ０．５６０±０．１４４ ０．０３８±０．００４ ０．４０１±０．０１２

＊両瀬第二群 ５０ ０．６４９±０．０４４ ０．１４１±０．０１０ ０．１８６±０．０４６ ４．３５５±０．６８３ ０．６１０±０．０９５ ３．０１７±０．４５９ ０．１４２±０．０５０ ０．１８８±０．０５６ ０．０４１±０．００４ ０．４２７±０．０１４

＊両瀬第三群 ４６ １．０３８±０．１３１ ０．２１１±０．０２４ ０．１１０±０．０２７ ３．３６７±０．６１７ ０．３１１±０．０５８ ３．７５６±０．６６８ ０．１０５±０．０３０ ０．０９４±０．０３７ ０．０４２±０．００７ ０．４４２±０．０２１

＊オイ崎 ５０ １．０５９±０．１４３ ０．２１４±０．０３０ ０．１２０±０．０４３ ３．５９８±１．０３５ ０．３３５±０．１０６ ４．０００±１．１６２ ０．１１８±０．０４８ ０．０９２±０．０３６ ０．０４４±０．００４ ０．４４９±０．０１８

＊稲積 ４５ ０．６８０±０．０６１ ０．１４５±０．０１３ ０．１６８±０．０３７ ４．３９７±０．７７６ ０．６１２±０．０９５ ３．０８０±０．４７６ ０．１４７±０．０４６ ０．１９４±０．０６０ ０．０４１±０．００５ ０．４３１±０．０１５

塚瀬 ３０ ０．３１３±０．０２３ ０．１２７±０．００９ ０．０６５±０．０１０ １．４８９±０．１２４ ０．６００±０．０５１ ０．６８６±０．０８２ ０．１７５±０．０１８ ０．１０２±０．０２０ ０．０２８±０．００２ ０．３７１±０．００９

荻台地 ５０ １．６１５±０．０４２ ０．６７０±０．０１３ ０．０９６±０．００８ ５．５０９±０．２６９ ０．２８４±０．０３１ １．５２６±０．０５３ ０．０９７±０．０１６ ０．０３２±０．０１８ ０．０３２±０．００５ ０．３１０±０．０１１

緒方下尾平 ６４ ０．４８２±０．０３６ ０．２８６±０．０１５ ０．０５１±０．００８ １．３６１±０．０９５ ０．３０３±０．０１９ ０．７１２±０．０４３ ０．０８９±０．０１８ ０．０５５±０．０２１ ０．０１２±０．０１０ ０．２８８±０．０１６

長 崎 県

壱

岐

島

久喜ノ辻 ３７ ０．１７２±０．００９ ０．０６６±０．００２ ０．０３０±０．００５ １．１７６±０．０４３ ０．３８５±０．０１２ ０．０１１±０．００４ ０．１３５±０．０１８ ０．３５４±０．０１４ ０．０２３±０．００２ ０．２７６±０．００７

君ケ浦 ２８ ０．１７４±０．００７ ０．０６５±０．００２ ０．０３３±０．００６ １．１７４±０．０３５ ０．３８９±０．０１２ ０．０１３±０．００５ ０．１２９±０．０１４ ０．３５６±０．０１２ ０．０２３±０．００３ ０．２７５±０．００８

角川 ２８ ０．１４６±０．００９ ０．０３８±０．００２ ０．０５９±０．００９ １．６９１±０．１００ １．７２６±０．０８５ ０．０３５±０．００８ ０．３４４±０．０４０ ０．７１７±０．０４７ ０．０２３±０．００２ ０．３３８±０．０１０

貝畑 ４９ ０．１３５±０．０１０ ０．０３７±０．００２ ０．０５６±０．００９ １．７４６±０．０７３ １．８３４±０．０６４ ０．０２２±０．０１３ ０．３３４±０．０４６ ０．７１４±０．０４０ ０．０２１±０．００９ ０．３３９±０．０１５

松浦第一群 ４２ ０．２１３±０．００５ ０．０３１±０．００４ ０．０７３±０．００６ ２．５４５±０．１３４ １．５７９±０．０７９ ０．４２０±０．０３４ ０．２９２±０．０１９ ０．２５８±０．０３７ ０．０２７±０．００３ ０．３４１±０．０１１

松浦第二群 ４２ ０．１９０±０．０１２ ０．０３２±０．００６ ０．０６８±０．０１１ ２．３７１±０．３２３ １．５８２±０．１９９ ０．３１５±０．０６９ ０．２７６±０．０５５ ０．２１０±０．０５６ ０．０２６±０．００３ ０．３３６±０．０１０

松浦第三群 ４２ ０．２４４±０．０１６ ０．０６３±０．０１０ ０．０４６±０．００７ １．８８０±０．２００ ０．８３６±０．１２１ ０．３６８±０．０９８ ０．１４５±０．０１９ ０．１２７±０．０３０ ０．０２６±０．００３ ０．３２９±０．０２０

松浦第四群 ４１ ０．２８８±０．０１４ ０．０７０±０．００６ ０．０４２±０．００３ １．８３３±０．０８６ ０．７１７±０．１７９ ０．４５１±０．０４０ ０．１１１±０．０１０ ０．１２３±０．０２２ ０．０２７±０．００３ ０．３４１±０．０１２

淀姫 ４４ ０．３３４±０．０１４ ０．０８０±０．００４ ０．０４４±０．００９ １．７４４±０．０６９ ０．５３３±０．０３０ ０．４８５±０．０３９ ０．０９４±０．０２２ ０．１１９±０．０１７ ０．０２７±０．００２ ０．３５３±０．０１１

中町第一群 ４２ ０．２４４±０．０１１ ０．０６０±０．０１０ ０．０５７±０．００４ １．８６６±０．０８９ ０．８１０±０．０８７ ０．３９８±０．０３９ ０．１３５±０．０１７ ０．１４６±０．０２６ ０．０２５±０．００１ ０．３４２±０．００７

中町第二群 ４２ ０．３１９±０．０４２ ０．０７９±０．０２３ ０．０４６±０．００３ １．７９３±０．０８９ ０．６６６±０．０９１ ０．４８２±０．０４４ ０．１１８±０．０１８ ０．１０１±０．０２４ ０．０２５±０．００１ ０．３３３±０．０１５

古里第一群 ５０ ０．２０２±０．０１２ ０．０２９±０．００４ ０．０７６±０．０１８ ２．６２８±０．２１４ １．６９５±０．１４６ ０．４０３±０．０６０ ０．３１９±０．０７３ ０．２３３±０．０７４ ０．０３０±０．００３ ０．３４２±０．０１１

古里第二群 ４０ ０．４２３±０．０１６ ０．０７５±０．００７ ０．０８９±０．０１７ ２．７９７±０．２７４ １．１４８±０．１３３ １．８１４±０．１９２ ０．１０３±０．０６０ ０．２０８±０．０５３ ０．０３４±０．００３ ０．３６７±０．００９

古里第三群 ４１ ０．２６５±０．０３２ ０．０６４±０．００９ ０．０４６±０．０１０ １．９３１±０．１４３ ０．７９９±０．１１０ ０．４３３±０．０４９ ０．１２２±０．０４１ ０．１１９±０．０４４ ０．０３１±０．００３ ０．３４７±０．０１０

松岳 ４３ ０．１９４±０．００９ ０．０５４±０．００５ ０．０４０±０．００８ １．６８６±０．１１４ ０．８３３±０．０５８ ０．２５１±０．０２５ ０．１９２±０．０３２ ０．１２４±０．０３９ ０．０１８±０．０１１ ０．３３１±０．０１７

大崎 ７４ ０．１７６±０．０１２ ０．０５３±０．００２ ０．０４１±０．０１２ １．７１０±０．０８１ ０．９１２±０．０３６ ０．１８１±０．０２２ ０．２０２±０．０２９ ０．１３３±０．０２４ ０．０２３±０．００２ ０．３１９±０．０１０

２ 旧白滝５遺跡出土の黒曜石製石器の原材産地分析・水和層測定
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表�－６ 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値（３）

原産地原石群名
分析

個数

元 素 比

Ca／K Ti／K Mn／Zr Fe／Zr Rb／Zr Sr／Zr Y／Zr Nb／Zr Al／K Si／K

熊 本 県

小国 ３０ ０．３１７±０．０２３ ０．１２７±０．００５ ０．０６３±０．００７ １．４４１±０．０７０ ０．６１１±０．０３２ ０．７０３±０．０４４ ０．１７５±０．２３３ ０．０９７±０．０１７ ０．０２３±０．００２ ０．３２０±０．００７

南関 ３０ ０．２６１±０．０１６ ０．２１４±０．００７ ０．０３４±０．００３ ０．７８８±０．０３３ ０．３２６±０．０１２ ０．２７８±０．０１５ ０．０６９±０．０１２ ０．０３１±０．００９ ０．０２１±０．００２ ０．２４３±０．００８

轟 ４４ ０．２５８±０．００９ ０．２１４±０．００６ ０．０３３±０．００５ ０．７９４±０．０７８ ０．３２９±０．０１７ ０．２７５±０．０１０ ０．０６６±０．０１１ ０．０３３±０．００９ ０．０２０±０．００３ ０．２４３±０．００８

大柿 ５３ １．５３４±０．１３９ ０．６６５±０．０３５ ０．０７５±０．００８ ４．４９４±０．４６０ ０．２４７±０．０１４ １．２３６±０．０９２ ０．０９０±０．０１８ ０．０４１±０．０１２ ０．０３０±０．００３ ０．２９２±０．０１０

冠ケ岳 ２１ ０．２６１±０．０１２ ０．２１１±０．００８ ０．０３２±０．００３ ０．７８０±０．０３８ ０．３２４±０．０１１ ０．２７９±０．０１７ ０．０６４±０．０１１ ０．０３７±０．００６ ０．０２５±０．００２ ０．２７７±０．００９

滝室坂 ５７ １．５９９±０．１０７ ０．７２２±０．０４６ ０．０８５±０．０１１ ６．２０５±０．３０５ ０．２５６±０．０１８ １．１５４±０．０５５ ０．１０３±０．０１４ ０．０４７±０．０１３ ０．０２７±０．００４ ０．２４７±０．０１６

箱石峠 ８４ ０．７９１±０．０８２ ０．２７９±０．００９ ０．０４５±０．００５ １．２０８±０．０２３ ０．２７９±０．０１８ ０．８１１±０．０４６ ０．０４６±０．０１２ ０．０２９±０．０１４ ０．０３１±０．００９ ０．３６６±０．０３３

長谷峠 ５３ １．６６８±０．１６５ ０．６９４±０．０３６ ０．０８０±０．０１０ ４．９７７±０．５８７ ０．２５３±０．０１５ １．３３５±０．１０４ ０．０９８±０．０１６ ０．０４０±０．００８ ０．０３１±０．００３ ０．２９５±０．０１２

五ヶ瀬川 ４８ １．４７１±０．１３６ ０．６０２±０．０４１ ０．０７８±０．０１１ ４．８３８±０．６３４ ０．２５２±０．０１６ １．２８８±０．１２４ ０．１０１±０．０１４ ０．０４３±０．０１３ ０．０２７±０．００３ ０．２６５±０．０２０

御船 ４９ １．５５８±０．１４６ ０．６５１±０．０３０ ０．０７５±０．０１１ ４．５７１±０．５７２ ０．２５７±０．０１６ １．２５２±０．１１２ ０．０９１±０．０１６ ０．０４０±０．００９ ０．０３０±０．００４ ０．２９１±０．０１０

白浜 ７８ ０．２０８±０．０２１ ０．１０１±０．００９ ０．０２４±０．００６ １．３８２±０．０８６ １．０２１±０．０９９ ０．３５１±０．０３７ ０．１６２±０．０２７ ０．０２７±０．０２２ ０．０２２±０．００７ ０．３１７±０．００９

宮 崎 県

桑ノ木津留第一群 ４７ ０．２０７±０．０１５ ０．０９４±０．００６ ０．０７０±０．００９ １．５２１±０．０７５ １．０８０±０．０４８ ０．４１８±０．０２０ ０．２６６±０．０３４ ０．０６３±０．０２４ ０．０２０±０．００３ ０．３１４±０．０１１

桑ノ木津留第二群 ３３ ０．２６１±０．０１５ ０．０９４±０．００６ ０．０６６±０．０１０ １．７４３±０．０９５ １．２４２±０．０６０ ０．７５３±０．０３９ ０．２０５±０．０２９ ０．０４７±０．０３６ ０．０２２±０．００２ ０．３２３±０．０１９

霧島 ３６ ３５．１５８±１．１１８ ５．００１±０．１７５ ０．０４１±０．００２ ０．０３８±０．００２ ０．００９±０．００４ ０．１５５±０．００５ ０．０３５±０．０１９ ０．０００±０．０００ ０．０３５±０．０１９ ０．４４６±０．０２２

鹿児島県

間根ヶ平第一群 ４５ ０．１８６±０．０１０ ０．０８３±０．００５ ０．０４７±０．００８ １．６１１±０．０７９ ０．９４８±０．０５５ ０．３４０±０．０３２ ０．２８１±０．０３１ ０．０４１±０．０３２ ０．０２２±０．００８ ０．３５８±０．０１４

間根ヶ平第二群 ４５ ０．２４７±０．０１８ ０．１０６±０．００６ ０．０４７±０．００８ １．４８８±０．０７４ ０．７６８±０．０３４ ０．４２８±０．０４９ ０．２３５±０．０２０ ０．０３９±０．０２７ ０．０２４±０．００８ ０．３７８±０．０１３

間根ヶ平第三群 ４２ ０．５８４±０．０１２ ０．１７６±０．００５ ０．０３７±０．００７ １．４８４±０．０９７ ０．４４９±０．０３１ ０．６７５±０．０４９ ０．１４３±０．０２３ ０．０３６±０．０２２ ０．０２３±０．０１４ ０．３９０±０．０１９

日東 ４２ ０．２６２±０．０１８ ０．１４３±０．００６ ０．０２２±０．００４ １．１７８±０．０４０ ０．７１２±０．０２８ ０．４０８±０．０２５ ０．１００±０．０１８ ０．０２９±０．０１３ ０．０１９±０．００１ ０．２７５±０．００６

五女木 ３７ ０．２６６±０．０２１ ０．１４０±０．００６ ０．０１９±０．００３ １．１７０±０．０６４ ０．７０５±０．０２７ ０．４０５±０．０２１ ０．１０８±０．０１５ ０．０２８±０．０１３ ０．０１９±０．００１ ０．２７５±０．００６

上牛鼻 ４１ １．６２９±０．０９８ ０．８０４±０．０３７ ０．０５３±０．００６ ３．３４２±０．２１５ ０．１８８±０．０１３ １．１０５±０．０５６ ０．０８７±０．００９ ０．０２２±０．００９ ０．０３６±０．００２ ０．３９１±０．０１１

平木場 ３４ １．９４４±０．０５４ ０．９１２±０．０２８ ０．０６２±０．００５ ３．９７５±０．１８２ ０．１８４±０．０１１ １．２６６±０．０４９ ０．０９３±０．０１０ ０．０２１±０．０１０ ０．０３８±０．００３ ０．４０８±０．０１０

竜ケ水 ４８ ０．５３３±０．０２９ ０．１６７±０．００６ ０．０６１±０．０１３ １．４９４±０．０９３ ０．６１１±０．０３９ ０．６８８±０．０５２ ０．１２７±０．０２３ ０．０６９±０．０２２ ０．０３３±０．００３ ０．４９４±０．０１１

長谷 ３０ ０．５５３±０．０３２ ０．１３７±０．００６ ０．０６５±０．０１０ １．８１５±０．０６２ ０．６４４±０．０２８ ０．５５３±０．０２９ ０．１４６±０．０２１ ０．０６６±０．０２０ ０．０３７±０．００３ ０．５２４±０．０１２

台 湾 台東山脈 ３７ ０．５１０±０．０１０ ０．１９８±０．００７ ０．０３８±０．００７ １．８６２±０．０７９ ０．３５３±０．０１９ ０．５１９±０．０１７ ０．１２３±０．０１２ ０．０２４±０．０１７ ０．０２９±０．００７ ０．４０７±０．０１０

ロ シ ア

イリスタヤ川 ４０ １９．７３９±１．４５１ ６．０５３±０．５３８ ０．２９２±０．０５１ ３２．０２１±４．９６４ ０．０６０±０．０１６ ２．８５９±０．４１２ ０．１７６±０．０２７ ０．０２５±０．０１６ ０．１８５±０．０２６ １．５７４±０．１５２

ナチキ ４８ ０．２２０±０．００８ ０．１０４±０．００４ ０．０９９±０．０１６ １．２６１±０．０６２ ０．６０８±０．０２８ ０．５００±０．０２６ ０．１２２±０．０３０ ０．０６４±０．０２３ ０．０２４±０．００３ ０．３４０±０．００６

RED LAKE－１ ４０ ０．１３４±０．００４ ０．０４４±０．００３ ０．０１４±０．００２ １．２３８±０．０２７ １．０１９±０．０２６ ０．０１１±０．００９ ０．３９５±０．０１６ ０．０４４±０．０３１ ０．０２３±０．０００ ０．３３４±０．００５

クネビチャン川第２群 ４４ ０．１８８±０．００５ ０．４８６±０．１０３ ０．０３１±０．００２ １．８６６±０．０３６ ０．１８８±０．００８ ０．５８０±０．０１２ ０．０６６±０．００３ ０．０８６±０．０１５ ０．０２９±０．００１ ０．４８６±０．０２３

アラスカ インディアン・MLZ群 ４８ ０．２０４±０．００４ ０．０４４±０．００２ ０．５６４±０．０２５ ５．８６８±０．１９１ １．１７０±０．０３９ ０．０２１±０．０１６ ０．５０８±０．０２３ ０．２５９±０．０１８ ０．７９１±０．０２５ ７．２０８±０．２７９

北 朝 鮮 白頭山灰皿 ５０ ０．１５４±０．００９ ０．０６７±０．００３ ０．０１８±０．００５ １．０８１±０．０２８ ０．５３０±０．０１３ ０．０８１±０．００８ ０．１５１±０．０１５ ０．３３８±０．０１２ ０．０２７±０．００３ ０．３０６±０．００８

エクアドル MULLUMICA ４５ ０．４１３±０．００５ ０．２２７±０．０１６ ０．０４３±０．００１ １．４０３±０．０６０ ０．５６５±０．０１１ １．４６８±０．０４２ ０．０８６±０．００６ ０．１０９±０．０３２ ０．０２６±０．００１ ０．４７５±０．００７

北 海 道

HS１遺物群 ６７ ０．２４１±０．０２１ ０．１０７±０．００５ ０．０１８±０．００６ １．２９６±０．０７７ ０．４３０±０．０１６ ０．１５３±０．００９ ０．１４０±０．０１５ ０．００８±０．０１３ ０．０１８±０．０１２ ０．３２５±０．０４２

HS２遺物群 ６０ ０．４５３±０．０１１ ０．１３５±０．００８ ０．０４１±０．００８ １．７６５±０．０７５ ０．４４８±０．０２１ ０．４１９±０．０１９ ０．１３０±０．０１５ ０．０１５±０．０１９ ０．０３４±０．０１０ ０．５００±０．０１５

FR１遺物群 ５１ ０．６４３±０．０１２ ０．１２４±０．００８ ０．０５２±０．００７ ２．５４７±０．１４３ ０．５３０±０．０３２ ０．６８９±０．０３２ ０．１５６±０．０１５ ０．００４±０．００８ ０．０２９±０．０１１ ０．４０７±０．０４７

FR２遺物群 ５９ ０．５３５±０．０６１ ０．１０６±０．０１２ ０．０５３±０．００９ ２．５４５±０．１３８ ０．５５７±０．０５１ ０．６８５±０．０２９ ０．１６５±０．０２１ ０．０１６±０．０２２ ０．０２７±０．００９ ０．３７３±０．０４３

FR３遺物群 ３７ ０．３８０±０．０３７ ０．０８４±０．００７ ０．０５２±０．００９ ２．５４８±０．１４５ ０．５８６±０．０５６ ０．６８１±０．０３３ ０．１６４±０．０２１ ０．０１７±０．０２３ ０．０２３±０．００６ ０．２９２±０．０３７

FR４遺物群 ４４ ０．２６１±０．０４３ ０．０７４±０．０１０ ０．０５１±０．００８ ２．５００±０．１１７ ０．６３９±０．０５７ ０．６７９±０．０３２ ０．１５５±０．０２１ ０．００９±０．０１７ ０．０１８±０．００８ ０．２５８±０．０３６

FH１遺物群 ３２ ０．８９８±０．０３２ ０．２２１±０．００７ ０．０５４±０．００６ ２．５４０±０．１０１ ０．４２６±０．０１８ ０．８０２±０．０２３ ０．１０９±０．０１３ ０．０１７±０．０２１ ０．０３７±０．００３ ０．４４７±０．０１１

KT１遺物群 ５６ １．１０３±０．０５０ ０．１４６±０．００７ ０．０８１±０．００８ ２．９４２±０．１３３ ０．３１４±０．０５３ ０．７７５±０．０８２ ０．１３３±０．０１６ ０．０１９±０．０２１ ０．０４３±０．００７ ０．５１６±０．０１５

KT２遺物群 ３８ ０．９５９±０．０２７ ０．１５４±０．００５ ０．０８５±０．０１０ ２．８８２±０．０９２ ０．５４２±０．０２８ １．１１１±０．０４０ ０．１０７±０．０１５ ０．０１２±０．０１６ ０．０４２±０．００８ ０．５１９±０．０１０

KS１遺物群 ３２ ０．２７５±０．００７ ０．１０７±０．００５ ０．０４７±０．０１０ １．７５１±０．０５１ ０．８３６±０．０３８ ０．４６８±０．０２１ ０．１８０±０．０１９ ０．０２３±０．０２８ ０．０２５±０．００７ ０．３４５±０．０１０

KS２遺物群 ６２ ０．２４４±０．０１１ ０．０７０±０．００４ ０．０５６±０．０１３ １．７４９±０．１６８ １．０８０±０．１０８ ０．４２４±０．０３６ ０．３２７±０．０４２ ０．０３７±０．０３１ ０．０２３±０．０１１ ０．３７９±０．０１１

KS３遺物群 ４８ ０．１６４±０．００８ ０．０４１±０．００２ ０．０８０±０．０１３ ２．５６５±０．１２６ １．４６０±０．０５７ ０．１６２±０．０１９ ０．３８９±０．０４２ ０．０６９±０．０２８ ０．０２４±０．００２ ０．３３７±０．０１５

K１９遺物群 ４８ ０．１８５±０．００７ ０．０４９±０．００３ ０．０８１±０．０１３ ２．１６２±０．１２２ １．０３１±０．０４１ ０．４３５±０．０２５ ０．２６３±０．０２８ ０．０５０±０．０１９ ０．０２３±０．００２ ０．２６０±０．００９

NI２９遺物群 ５１ ５．４４５±０．１２２ ２．３０１±０．０７４ ０．２０７±０．０２４ １３．４２２±１．１１３ ０．１５１±０．０１８ １．８３９±０．１３４ ０．２０７±０．０２２ ０．００７±０．０１１ ０．０６９±０．００６ ０．６２２±０．０２１

青 森 県

HY遺物群 ３１ ０．２３８±０．０１１ ０．１３１±０．００６ ０．０４８±０．００８ １．６３６±０．０６６ ０．４１８±０．０２８ １．４４１±０．０１５ ０．４８２±０．０２４ ０．０２９±０．０２８ ０．０２０±０．０１５ ０．４８１±０．０６８

SN１遺物群 ３３ ０．２８７±０．００６ ０．０８７±０．００４ ０．０３３±０．００５ １．５９７±０．０３７ ０．２４４±０．０１１ ０．２５８±０．０１１ ０．２８１±０．０１２ ０．００９±０．０１２ ０．０２１±０．００６ ０．３２９±０．００６

SN２遺物群 ２９ ０．２０９±０．００６ ０．１１６±０．００６ ０．０７６±０．００８ １．５７１±０．０８２ ０．７１６±０．０３５ ０．２９２±０．０１７ ０．２６４±０．０２９ ０．０２８±０．０３０ ０．０２３±０．００９ ０．３８３±０．０１５

SW４遺物群 ４５ ０．２８７±０．００３ ０．１４７±０．００３ ０．０９５±０．００４ １．９０９±０．０７３ ０．９１２±０．０３３ ０．４８０±０．０２４ ０．２５５±０．０１４ ０．１６０±０．０４７ ０．０２４±０．００１ ０．５１１±０．０１３

秋 田 県

KN遺物群 １０７ ０．３５１±０．０１１ ０．１２１±０．００６ ０．０５３±０．００７ １．５８１±０．０７１ ０．３４７±０．０２０ ０．２１９±０．０１４ ０．２１６±０．０１５ ０．０５４±０．０１７ ０．０２９±０．０１１ ０．４７５±０．０４０

TB遺物群 ６０ ０．２５２±０．０１４ ０．１１３±０．００７ ０．１２４±０．０１５ １．８０５±０．０８８ ０．８７５±０．０５６ ０．６６３±０．０３８ ０．２７２±０．０２９ ０．０８３±０．０３７ ０．０２６±０．００８ ０．３７８±０．０２１

HR遺物群 ４８ ０．２５９±０．００８ ０．０９３±０．００３ ０．０６７±０．０１１ ２．０５５±０．０６７ ０．７４１±０．０２８ ０．２９３±０．０１６ ０．３３１±０．０２１ ０．０６４±０．０１９ ０．０３６±０．００３ ０．４４４±０．０１０

岩 手 県

AI１遺物群 ４１ １．５１９±０．０２６ ０．２７７±０．０１０ ０．０７８±０．００６ ２．８４９±０．０７３ ０．１６７±０．０１０ ０．５２６±０．０１７ ０．２５１±０．０１３ ０．００９±０．０１２ ０．０５８±０．０１７ ０．９２９±０．０２４

AI２遺物群 ６１ ３．１４１±０．０７４ ０．５５２±０．０２１ ０．０８０±０．００８ ２．７５２±０．０６２ ０．０９４±０．００９ ０．７１６±０．０１９ ０．２４２±０．０１１ ０．００８±０．０１４ ０．０８３±０．０２９ １．３５３±０．０４９

AI３遺物群 ６１ ０．９５０±０．０１３ ０．２１５±０．００４ ０．１１７±０．００９ ４．３０６±０．１００ ０．１１４±０．００８ ０．９０９±０．０２８ ０．２４８±０．０１２ ０．０１４±０．０１６ ０．０２８±０．００６ ０．３６０±０．００９

AI４遺物群 １２２ １．８５０±０．０５９ ０．４７４±０．０２５ ０．０６７±０．００７ ２．０５５±０．０７７ ０．０８３±０．００６ ０．５３１±０．０３０ ０．１７７±０．０１０ ０．０１１±０．０１３ ０．０６４±０．０２５ １．０６１±０．１０５

AI５遺物群 １２２ ３．１６７±０．０９２ ０．６９６±０．０２７ ０．１０１±０．００９ ３．７８７±０．１０８ ０．１１４±０．０１０ ０．８９２±０．０２６ ０．２４１±０．０１２ ０．００６±０．０１２ ０．０９１±０．０２０ １．２３４±０．０５２

FS遺物群 ４５ ０．２７２±０．０９０ ０．０９７±０．０２９ ０．０５３±０．００７ １．７９１±０．０８３ ０．３２７±０．０１９ ０．４５３±０．０２４ ０．２０７±０．０１８ ０．０２９±０．０２７ ０．０１７±０．０１１ ０．３３９±０．０１１

SD遺物群 ４８ ２．９００±０．０５０ ０．７４１±０．０１６ ０．１１８±０．０１０ ３．９２２±０．０７７ ０．１１７±０．０１２ ０．９０６±０．０２６ ０．２４６±０．０１３ ０．００８±０．０１７ ０．０８３±０．０１３ １．１９５±０．０２９

UN５１遺物群 ４５ ２．９０３±０．１２１ ０．５４２±０．０５６ ０．１０４±０．００３ ３．５０７±０．０９９ ０．１１８±０．０１２ ０．８５１±０．０２３ ０．２３８±０．０１６ ０．０８２±０．０３２ ０．０８５±０．００４ １．２０６±０．０６１

新 潟 県

AC１遺物群 ６３ ０．４７９±０．０１４ ０．１９２±０．００６ ０．０５４±０．００８ １．５６１±０．０７５ ０．４００±０．０１７ ０．４４０±０．０１９ ０．１６９±０．０１９ ０．０６１±０．０１５ ０．０３３±０．００５ ０．４２７±０．０１６

AC２遺物群 ４８ ０．２５１±０．００７ ０．０８１±０．００３ ０．１１２±０．０１３ ２．０８１±０．０７６ ０．９０４±０．０３５ ０．４０６±０．０２０ ０．４０９±０．０２４ ０．１０８±０．０２３ ０．０３６±０．００３ ０．４１９±０．００７

AC３遺物群 ３６ ０．６５７±０．０１６ ０．１４４±０．００５ ０．０８３±０．０１０ １．８９１±０．０５１ ０．２０２±０．０１０ ０．３８１±０．０１７ ０．２８６±０．０１８ ０．０４１±０．０１２ ０．０４９±０．００５ ０．６１６±０．０１３

IN１遺物群 ５６ ０．３２０±０．０１０ ０．０８２±０．０１５ ０．０６３±０．００６ ２．００９±０．１９９ ０．９０３±０．０３５ ０．７４２±０．０３３ ０．１７２±０．０１０ ０．０６４±０．０３０ ０．０２７±０．００１ ０．３３３±０．０１１

IN２遺物群 ４８ ０．７４５±０．０１３ ０．１１０±０．００４ ０．１４０±０．０１５ ３．１７６±０．２１２ ０．７２８±０．０３９ １．５８２±０．０８０ ０．１０４±０．０３０ ０．０３８±０．０１３ ０．０３６±０．００３ ０．３９６±０．０１０

IN３遺物群 ４５ ０．３１１±０．０１５ ０．０８９±０．０２６ ０．０６１±０．００３ ２．０３７±０．２０４ ０．８８７±０．０３０ ０．７３６±０．０５３ ０．１７０±０．０１０ ０．０５７±０．０２５ ０．０２７±０．００１ ０．３２６±０．０１６

IN４遺物群 ４５ ０．２３３±０．００６ ０．０４４±０．００２ ０．０５８±０．００２ １．８４１±０．０５６ ０．９３５±０．０３０ ０．７５４±０．０２４ ０．１８２±０．０１１ ０．０５７±０．０２９ ０．０１８±０．００１ ０．２１４±０．００３

長 野 県

NK遺物群 ５７ ０．５６６±０．０１９ ０．１６３±０．００７ ０．０８６±０．０１１ １．８２２±０．０８４ ０．４６７±０．０３１ １．６９１±０．０６４ ０．１０２±０．０２１ ０．０４１±０．０２８ ０．０３８±０．００３ ０．５００±０．０１４

UH６３遺物群 ４８ ０．３０８±０．０１８ ０．１１８±０．００５ ０．０４０±０．０１０ １．６４６±０．１００ ０．８１１±０．０３９ ０．５６２±０．０３０ ０．１３８±０．０３１ ０．０５７±０．０２０ ０．０３６±０．００５ ０．４２６±０．０２２

UH６６遺物群 ４８ ０．３１０±０．０１９ ０．０７５±０．００５ ０．０６４±０．０１４ １．９８０±０．０８２ ０．９０１±０．０５１ ０．８４１±０．０４０ ０．１５９±０．０３８ ０．０５４±０．０２０ ０．０４１±０．０１８ ０．３７８±０．０２５

UH３５遺物群 ４４ ０．２９７±０．００５ ０．１１５±０．００３ ０．０５０±０．０１４ １．５８０±０．０４５ ０．５６７±０．０１７ ０．５０２±０．０２３ ０．１２０±０．０１７ ０．０７５±０．０４４ ０．０２５±０．００１ ０．３４６±０．００６

FUTI３遺物群 ５０ ０．７３０±０．１０８ ０．２７０±０．０２３ ０．１５５±０．０１７ ４．３２６±０．４３４ ０．７７７±０．１２５ １．８０９±０．２０６ ０．４７７±０．１２４ ０．０３８±０．０８９ ０．０３９±０．００３ １．７２４±０．０８９

山 口 県

YM遺物群 ５６ ０．３８１±０．０１６ ０．１３８±０．００５ ０．０３８±０．０１２ １．６１１±０．１０２ ０．７２１±０．０３９ ０．４９７±０．０２６ ０．１２８±０．０２２ ０．０４７±０．０１６ ０．０２３±０．００３ ０．３３１±０．０１３

NM遺物群 ４０ ０．３３０±０．０１０ ０．１０３±０．００３ ０．０４２±０．０１２ １．７５１±０．０８３ １．０４８±０．０５７ ０．５１８±０．０３４ ０．１９６±０．０３７ ０．０５８±０．０１８ ０．０２２±０．００３ ０．３２６±０．０１１

MK－１遺物群 ４８ ０．０８７±０．００８ ０．０５９±０．００２ ０．０１０±０．００３ ０．６７７±０．０２３ ０．３７０±０．０９７ ０．００６±０．００２ ０．１２５±０．０１２ ０．２９２±０．０１０ ０．０２２±０．００２ ０．３３７±０．０１０

MK－２遺物群 ４８ ０．２５８±０．０１０ ０．０２６±０．００２ ０．０５５±０．０１３ １．７４５±０．１２１ １．１４９±０．０９２ ０．２９７±０．０２９ ０．２０２±０．０３７ ０．１７７±０．０２２ ０．０２１±０．００２ ０．２６８±０．００７

大 分 県 I遺物群 ５４ ０．７９４±０．０７０ ０．２０２±０．００９ ０．０６１±０．０１３ １．７７４±０．１３２ ０．３８０±０．０３０ １．３５０±０．０９６ ０．０７６±０．０３２ ０．０７９±０．０２２ ０．０４０±０．００４ ０．４３４±０．０１５

� 自然科学的分析等
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表�－７ 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値（４）

原産地原石群名
分析

個数

元 素 比

Ca／K Ti／K Mn／Zr Fe／Zr Rb／Zr Sr／Zr Y／Zr Nb／Zr Al／K Si／K

宮 崎 県

HB１遺物群 ４８ ０．１９７±０．０３５ ０．７５４±０．０５５ ０．０９８±０．０４２ ７．０９９±０．８４４ ０．４３４±０．０６２ ０．９７５±０．１３０ ０．３６８±０．０７９ ０．１２６±０．０７９ ０．０９３±０．０２２ ６．３１２±０．５２５

HB２遺物群 ４８ ０．４１４±０．１００ １．５５７±０．６７４ ０．１１０±０．０４４ ９．９００±１．５９５ ０．１７６±０．０８８ １．２０９±０．４５９ ０．３２７±０．０５２ ０．１７８±０．０６９ ０．１７８±０．０４４ ９．９３８±１．５３２

UT１遺物群 ４６ ０．２９７±０．０１３ ０．１０７±０．００５ ０．０５３±０．０１０ １．６３８±０．１０４ １．０１２±０．０５６ ０．７３６±０．０３９ ０．１６８±０．０２７ ０．０３４±０．０２８ ０．０２４±０．０１１ ０．３９０±０．０１４

KU４遺物群 ４８ １．８７１±０．３６５ １．０１８±０．０９４ ３．７９０±０．７０５ １４．９９０±４．００８ ０．６７３±０．０８１ ２．０４３±０．２３３ ０．７５２±０．０７９ ０．０５６±０．０４５ ０．０９０±０．０１７ ４．３０２±０．２４６

鹿児島県

KI１遺物群 ４５ ０．３８３±０．０１２ ０．１０１±０．００５ ０．０６１±０．０２４ １．９１３±０．１５８ ０．９８５±０．０５７ ０．５２７±０．０３８ ０．１９７±０．０３０ ０．０７９±０．０２８ ０．０２８±０．００２ ０．４０９±０．００９

KI２遺物群 ４６ ０．４０２±０．０１５ ０．１４６±０．００８ ０．０６０±０．０１７ １．５２９±０．１４８ ０．７２９±０．０５２ ０．５６５±０．０３８ ０．１３７±０．０２４ ０．０８３±０．０２６ ０．０２９±０．００３ ０．４４３±０．０２２

KI３遺物群 ４８ １．５４５±０．１５４ ０．５５７±０．０４５ ０．０７４±０．０１１ ３．７４６±０．４５５ ０．２８４±０．０１８ ０．７８３±０．０４４ ０．１０６±０．０２１ ０．０２５±０．０１１ ０．０４７±０．００６ ０．４９９±０．０２１

KI４遺物群 ５６ ２．６２５±０．１０９ ０．８７１±０．１３６ ０．０９３±０．００７ ５．６２３±０．６０２ ０．２５５±０．０１５ ０．９０６±０．０７４ ０．１０７±０．００９ ０．０３１±０．０１５ ０．０６２±０．００７ ０．５８７±０．０３８

KI５遺物群 ５２ ０．２０６±０．０１２ ０．０６４±０．００７ ０．０６１±０．００４ １．５７０±０．０７３ １．２１３±０．０６３ ０．７２８±０．０３６ ０．２２４±０．０１３ ０．０４４±０．０３０ ０．０１４±０．００１ ０．２５９±０．０２６

KI１８遺物群 ４６ ０．４４７±０．０１１ ０．１２２±０．００５ ０．０４５±０．０２０ １．７３７±０．０４６ ０．６８７±０．０２３ ０．４８１±０．０２０ ０．１４０±０．００９ ０．０５０±０．０２４ ０．０３０±０．００１ ０．４２８±０．００８

KI８４遺物群 ４８ ０．６５５±０．００９ ０．１５１±０．００９ ０．０２６±０．００１ １．５１５±０．０２０ ０．３３２±０．０１１ ０．３４０±０．０１１ ０．１０２±０．００５ ０．０５１±０．０１１ ０．０３２±０．００１ ０．４３１±０．００７

SG遺物群 ４８ １．６６８±０．０３４ ０．７７８±０．０３８ ０．０８２±０．０１０ ４．１０６±０．２２２ ０．２０２±０．０１４ ０．６９９±０．０２５ ０．１３３±０．０１３ ０．０１５±０．０１９ ０．０２７±０．０２１ ０．５５３±０．０３３

OK遺物群 ３２ １．３７１±０．０７４ ０．６８７±０．０２５ ０．０６１±０．００８ ３．１０９±０．１６１ ０．２０２±０．０１２ ０．５７９±０．０２７ ０．１２２±０．０１４ ０．００９±０．０１４ ０．０２７±０．０１８ ０．５１８±０．０２１

KK１遺物群 ４８ ０．３４７±０．０１０ ０．０８０±０．００３ ０．０８１±０．０１２ ３．０８５±０．１５５ ０．８８７±０．０３６ １．４８７±０．０６５ ０．１１９±０．０３６ ０．１８４±０．０２３ ０．０２７±０．００２ ０．２６５±０．００９

KK２遺物群 ４６ ０．５２１±０．０１２ ０．１２２±０．００４ ０．０７６±０．０１３ ３．１２５±０．２２２ ０．８７７±０．０４８ １．５００±０．０７４ ０．１０９±０．０３４ ０．１８７±０．０２３ ０．０３５±０．００４ ０．３５９±０．０１０

HM１遺物群 ４４ ０．６８３±０．０２４ ０．８６１±０．０２１ ０．０６３±０．０１３ ８．６７８±０．６６３ ０．６４２±０．０３９ ０．７３９±０．０５４ ０．１２７±０．０３４ ０．０６５±０．０１８ ０．０３７±０．００５ ０．２８２±０．００８

HM２遺物群 ５０ ０．４８３±０．０２２ ０．１２１±０．００６ ０．０５４±０．０１４ １．９７５±０．１２２ ０．６９５±０．０４０ ０．４５４±０．０３４ ０．１９１±０．０２８ ０．０５８±０．０２８ ０．０３４±０．００６ ０．４７４±０．０１６

ON１遺物群 ５４ ０．３０３±０．０１２ ０．１６７±０．００６ ０．０３８±０．００７ １．１５７±０．０４４ ０．４４７±０．０２０ ０．４３５±０．０１６ ０．１２６±０．０２５ ０．０３９±０．０１６ ０．０３２±０．００４ ０．３７６±０．０１２

ON２遺物群 ５６ ０．２７６±０．０１９ ０．０５３±０．００４ ０．０８４±０．０１７ ２．４９１±０．１２８ １．４９２±０．０８８ ０．６６７±０．０４６ ０．２１１±０．０３２ ０．１０８±０．０２８ ０．０３０±０．００４ ０．３４５±０．０１１

MTR２０遺物群 ４５ ０．２６２±０．０１０ ０．１０４±０．００３ ０．０６４±０．００３ １．４６８±０．０４６ １．０１７±０．０３８ ０．４９６±０．０３０ ０．２７５±０．０１８ ０．０６７±０．０４０ ０．０２５±０．０００ ０．３４３±０．００５

MTR２１遺物群 ４５ ０．７７７±０．０６３ ０．１５４±０．００８ ０．０２９±０．００２ １．６２７±０．１０５ ０．２８７±０．０１９ ０．３４５±０．０４２ ０．１２０±０．００８ ０．０３６±０．０１６ ０．０３５±０．００１ ０．４６６±０．００５

NTO－６遺物群 ４１ ０．３７６±０．０１６ ０．１３４±０．０２３ ０．０６３±０．００４ １．５５７±０．０４１ ０．８９０±０．０３１ ０．６８６±０．０２９ ０．１５１±０．０１１ ０．１０２±０．０３３ ０．０２９±０．００１ ０．４２２±０．０１４

北 朝 鮮 会寧城外遺跡遺物群 ７０ ０．１３５±０．０１２ ０．０６２±０．００６ ０．０１７±０．００３ １．１１８±０．０５１ ０．５８５±０．０３６ ０．０６８±０．０１９ ０．１５０±０．０２２ ０．３７２±０．０３５ ０．０２５±０．００４ ０．３１９±０．０１２

ロ シ ア

イリスタヤ ２６ １８．８８８±２．１００ ６．０８８±０．８６８ ０．２９３±０．０３２ ２７．９６３±２．６０８ ０．０５５±０．０１７ ２．７１６±０．１６２ ０．１６３±０．０１９ ０．０３６±０．０３０ ０．１７３±０．０２９ １．６７４±０．２４０
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域

RMA－１遺物群 ４３ ２８．３８１±１．６９３ １０．５０８±０．６３６ ０．２４０±０．０１０ ２６．６８６±１．０１４ ０．１７６±０．０３１ ２．３３７±０．０９２ ０．１０５±０．０２５ ０．０３１±０．０４１ ０．２２２±０．０１３ ２．１７６±０．１２３

RMA－３遺物群 ４３ ２０．２２６±１．４６２ ８．１２８±０．５９２ ０．２１８±０．００９ ２４．１７４±０．８３３ ０．１９３±０．０２３ ２．２３３±０．０７９ ０．０９９±０．０２２ ０．０５９±０．０５１ ０．１５５±０．０１２ １．５４８±０．１１４

RMA－４遺物群 ４３ ２７．６５３±３．５９２ ９．７８０±１．２９２ ０．２５３±０．０１０ ２７．８３９±１．００９ ０．１７９±０．０２１ ２．３７９±０．０８９ ０．１２１±０．０２９ ０．０２６±０．０３０ ０．２２５±０．０３０ ２．２０１±０．２９２

RMA－５遺物群 ４３ ２７．５８０±１．８３６ ９．９６５±０．６６７ ０．２５０±０．０１０ ２７．５２３±１．０３７ ０．１８９±０．０２９ ２．２８７±０．０８８ ０．１１１±０．０２９ ０．０３３±０．０３９ ０．２１９±０．０１５ ２．１７７±０．１５７

RO－１B遺物群 ４３ ２４．２１２±２．７６７ ９．４７２±１．１０６ ０．２４１±０．０１０ ２７．０５６±１．１０９ ０．１８０±０．０２６ ２．１３２±０．０９６ ０．１３４±０．０２２ ０．０２９±０．０３３ ０．１９２±０．０２２ １．９０４±０．２２１

RQ－１遺物群 ４３ ２０．６１５±１．４０１ ８．３７０±０．６２２ ０．２１１±０．００９ ２３．３３７±０．７２１ ０．１７６±０．０２７ ２．２１９±０．０７５ ０．０９７±０．０１９ ０．０５７±０．０４１ ０．１５６±０．０１１ １．５５４±０．１０８

RSN－１B遺物群 ４３ １６．９５０±１．４５２ ７．９９３±０．７１３ ０．１５５±０．００５ １８．０２８±０．４６６ ０．１３３±０．０１８ ２．６６４±０．０７３ ０．０７１±０．０２０ ０．０３２±０．０３０ ０．１３５±０．０１２ １．３６９±０．１２０

RW－１遺物群 ４３ １６．２５２±１．２２９ ７．６２２±０．５９１ ０．１５１±０．００５ １７．５７９±０．４６０ ０．１３３±０．０１６ ２．６５３±０．０７３ ０．０６５±０．０１８ ０．０４１±０．０３２ ０．１２８±０．０１０ １．２９０±０．０９８

Bogopo１遺物群 ４６ １８．２６０±１．１３６ ７．０６４±０．４６６ ０．４６３±０．０１３ ４０．７８７±０．８４４ ０．０８０±０．００７ １．０３８±０．０３３ ０．２７５±０．０２０ ０．０９２±０．０２４ ０．１３２±０．００９ １．１６４±０．０８０

Bolshoy遺物群 ４３ ０．１１８±０．００６ ０．１２２±０．００４ ０．００５±０．０００ ０．４７５±０．０２０ ０．１５５±０．００３ ０．００３±０．００２ ０．０５４±０．００１ ０．１４２±０．００２ ０．０３０±０．００３ ０．３７１±０．０１０

コムソモリスク フーミ遺物群 ４７ ０．３４９±０．００８ ０．１６８±０．００３ ０．１１５±０．００５ １．３８２±０．０６５ ０．２１９±０．０１７ ０．５０４±０．０２８ ０．１０９±０．０１２ ０．１０９±０．０３１ ０．０３６±０．０１０ ０．４４０±０．０１３

パリツ３遺物群 ４５ ０．２６０±０．０１９ ０．０８１±０．００７ ０．０１９±０．００２ １．１９８±０．１０６ ０．７２６±０．０７８ ０．００７±０．０２８ ０．２２８±０．０３６ ０．０５６±０．０１５ ０．０３５±０．００３ ０．５０２±０．０４５

プリダロジュナヤ１２－１遺物群 ４８ ０．１２９±０．００４ ０．０４５±０．００２ ０．０１２±０．００１ ０．８９９±０．０７１ ０．７４０±０．０５６ ０．００８±０．００６ ０．２９０±０．０２１ ０．０２８±０．０１６ ０．０２３±０．００１ ０．３４２±０．００７

コルギチャン２－３遺物群 ４８ ０．２７５±０．００９ ０．１３７±０．００３ ０．０６９±０．００２ １．２３０±０．０２０ ０．４１２±０．０１４ ０．５５９±０．０２６ ０．１２１±０．０１３ ０．１６５±０．０２６ ０．０２９±０．００１ ０．３８６±０．０１１

ヘタクチャン７－３遺物群 ４５ ０．２９６±０．０５０ ０．０４８±０．００８ ０．０５５±０．０１２ １．１８１±０．０３７ ０．１０２４±０．０３０ ０．０２５±０．０１３ ０．３９２±０．０１４ ０．０３８±０．０２５ ０．０２０±０．００１ ０．２９３±０．００７
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パラトウンカ－１ ５６ ０．７０６±０．０４８ ０．２２５±０．０１１ ０．０４８±０．０１０ １．８５１±０．１８０ ０．２４６±０．０１４ ０．７５２±０．０７０ ０．０７５±０．０１６ ０．０１５±０．００８ ０．０４１±０．００４ ０．４８２±０．０２２

パラトウンカ－２ ４０ ０．７１７±０．０１８ ０．２６９±０．００６ ０．０３１±０．００６ １．６０４±０．０４３ ０．１１９±０．００７ ０．３９８±０．０１６ ０．０９５±０．００８ ０．０１６±０．００６ ０．０３１±０．００３ ０．４０２±０．０１０

パラトウンカ－３ ４８ ０．３８４±０．００８ ０．０９７±０．００４ ０．０４３±０．００７ １．６４２±０．０５３ ０．２６２±０．０１１ ０．７５３±０．０２６ ０．０６６±０．０２６ ０．０１３±０．０６２ ０．０１７±０．００３ ０．１７６±０．００９

パラトウンカ－４ ４８ ０．１４１±０．００７ ０．０７４±０．００３ ０．０２９±０．００４ １．０６９±０．０２５ ０．２０３±０．００７ ０．１５０±０．００６ ０．１０６±０．００９ ０．０２４±０．００６ ０．０１６±０．００２ ０．１４６±０．００４

アバチャ ４０ ０．２５５±０．００７ ０．１６０±０．００５ ０．０２９±０．００４ １．１２１±０．０３４ ０．１９２±０．００７ ０．１５１±０．００８ ０．１０６±０．００９ ０．０２４±０．００７ ０．０２６±０．００３ ０．３０３±０．００７

ミリコボ遺物群 ４５ ０．４６７±０．００９ ０．１６３±０．００５ ０．０４５±０．００２ １．５２８±０．０４７ ０．１８６±０．０１５ ０．４９０±０．０１９ ０．１１８±０．０１１ ０．０１０±０．０１３ ０．０３２±０．００１ ０．４４８±０．０１０

Ushiki�遺物群 ４４ ０．１８４±０．００６ ０．０７４±０．００３ ０．０７５±０．００４ １．４０６±０．０７９ ０．７５６±０．０３８ ０．４３５±０．０４５ ０．１５１±０．０２７ ０．２８１±０．０７９ ０．０２２±０．００１ ０．３２８±０．００３

Ushiki遺物群 ５０ ０．５３７±０．０１５ ０．１８６±０．０１１ ０．０６１±０．００４ １．３８４±０．０８２ ０．２５３±０．０２３ １．４２３±０．０８６ ０．０８０±０．０１８ ０．０２０±０．０２３ ０．０３０±０．００１ ０．３９７±０．０１２

Ushiki�遺物群 ５０ ０．２８１±０．００５ ０．１４１±０．００３ ０．０６６±０．００２ １．２５０±０．０２８ ０．３７７±０．０１７ ０．５６８±０．０２２ ０．１１４±０．０１５ ０．１５１±０．０３２ ０．０２８±０．００１ ０．３８６±０．００４

アラスカ

GUL０９遺物群 ４０ ０．１６７±０．０１７ ０．０７４±０．００３ ０．０３５±０．００２ １．４９８±０．０３０ ０．９７５±０．０３７ ０．２１５±０．０２３ ０．２２０±０．０１８ ０．１３９±０．０３８ ０．０２３±０．００１ ０．３２７±０．００５

XMK０２遺物群 ４０ ２．８９７±０．０６５ １．６９５±０．０４６ ０．０７８±０．００１ ４．５５５±０．０７４ ０．１００±０．００７ ０．８３１±０．０１８ ０．１０３±０．００６ ０．０４３±０．０１８ ０．０４７±０．００１ ０．５０８±０．０１４

YUK０１遺物群 ４０ ０．１５５±０．００５ ０．０４１±０．００２ ０．０２６±０．００２ １．５３０±０．０３５ １．０２２±０．０２７ ０．００７±０．０１０ ０．２５３±０．０１７ ０．１４６±０．０４３ ０．０２２±０．００１ ０．３３１±０．０１０

YUK１６遺物群 ４０ ０．１５４±０．００７ ０．０６６±０．００４ ０．０３７±０．００２ １．４９６±０．０３９ １．０４６±０．０３２ ０．１７８±０．０１７ ０．２３２±０．０１４ ０．１４６±０．０３６ ０．０２３±０．００１ ０．３２７±０．００７

YUK３４遺物群 ４０ ０．１７２±０．００３ ０．０８５±０．００３ ０．０３２±０．００２ １．４９５±０．０４１ ０．８３０±０．０２８ ０．３１２±０．０２２ ０．１７７±０．０１７ ０．０９８±０．０４３ ０．０２２±０．００１ ０．３２７±０．００４

UNL０１遺物群 ４０ ０．４２７±０．００５ ０．１７０±０．００２ ０．０２４±０．００１ １．１６２±０．００９ ０．１２８±０．００５ ０．１３６±０．００５ ０．１２９±０．００４ ０．０３７±０．０１０ ０．０２７±０．００１ ０．３６１±０．００４

UNI０７遺物群 ４０ ０．４２８±０．０２７ ０．２４９±０．０１７ ０．０２０±０．００１ １．２１５±０．０３２ ０．２０２±０．００７ ０．２０８±０．００９ ０．０８７±０．００６ ０．０１１±０．０１０ ０．０２５±０．００１ ０．３３４±０．００４

CHK０２遺物群 ４０ ０．６０６±０．００８ ０．２６９±０．０２９ ０．０４３±０．００１ １．７７４±０．０４５ ０．１０６±０．００７ ０．２４６±０．００７ ０．１０６±０．００７ ０．０４１±０．０１５ ０．０３４±０．００１ ０．４５９±０．０１６

CRG０１遺物群 ４０ ０．０８９±０．００３ ０．１５３±０．００３ ０．００５±０．０００ ０．４１１±０．００４ ０．０７４±０．００２ ０．０００±０．００１ ０．０６４±０．００２ ０．２１９±０．００４ ０．０２１±０．００１ ０．３１３±０．００２

MMK０３遺物群 ４１ ０．４３８±０．００７ ０．１６５±０．００５ ０．０２７±０．００１ １．４０９±０．０２９ ０．２４５±０．０１０ ０．５６０±０．０１６ ０．０６８±０．０１０ ０．０２０±０．０１７ ０．０２９±０．００１ ０．３７１±０．００７

MMK１２遺物群 ４１ ０．１２６±０．００４ ０．０８５±０．００３ ０．０６６±０．００３ １．０９１±０．０３１ ０．８３０±０．０３０ ０．０４６±０．０１６ ０．２１１±０．０１５ ０．３１８±０．０３７ ０．０２３±０．００１ ０．３３５±０．００６

HEA１０遺物群 ４１ ０．２２２±０．００７ ０．１３０±０．００４ ０．０２１±０．００１ １．３３８±０．１３５ ０．４５４±０．０２６ ０．４１２±０．０１８ ０．１３４±０．０１４ ０．０５２±０．０２２ ０．０２０±０．００１ ０．２７９±０．００３

HEA２６遺物群 ４１ ０．２３５±０．００５ ０．０８２±０．００３ ０．０２８±０．００２ １．８４３±０．０８９ １．０６６±０．０３５ ０．２０７±０．０２８ ０．３５１±０．０２１ ０．０５７±０．０４８ ０．０２６±０．００１ ０．３６３±０．００５

XBD６１遺物群 ４１ ０．０７３±０．００４ ０．２１４±０．００４ ０．００８±０．０００ ０．７２１±０．００４ ０．０６３±０．００２ ０．００１±０．００１ ０．０６７±０．００２ ０．１７９±０．００４ ０．０１９±０．００１ ０．３２２±０．００３

XBD１２４遺物群 ４１ ０．２７４±０．００６ ０．１７０±０．００３ ０．０３１±０．００１ １．２９３±０．０２０ ０．４０９±０．０１０ ０．４１２±０．０１７ ０．０９０±０．０１５ ０．１０３±０．０２５ ０．０２６±０．００１ ０．３５９±０．００３

XBD１３１遺物群 ４１ ０．１５６±０．００４ ０．０４８±０．００３ ０．１３１±０．００６ １．２４４±０．０４１ ２．１２５±０．０９１ ０．０３１±０．０２３ ０．４３０±０．０２４ ０．７９０±０．０６２ ０．０２４±０．００１ ０．３４２±０．００２

NOA０２遺物群 ４１ ０．１４９±０．００３ ０．１３４±０．００４ ０．０４３±０．００２ １．０７５±０．０４３ ０．６５４±０．０３２ ０．２８５±０．０１８ ０．１４２±０．０１２ ０．１８３±０．０３５ ０．０２３±０．００１ ０．３２３±０．００４

NOA０７遺物群 ４１ ０．２１０±０．００５ ０．１７６±０．０１１ ０．０１７±０．００１ ０．８７１±０．０１６ ０．２２１±０．００７ ０．０６８±０．００６ ０．０９７±０．００６ ０．０６５±０．０１４ ０．０２４±０．００１ ０．３０１±０．００５

SIT－E遺物群 ４０ ０．０７６±０．０１０ ０．１２１±０．０２０ ０．００６±０．０００ ０．４５４±０．００５ ０．０９７±０．００２ ０．００１±０．００１ ０．０７３±０．００２ ０．２２４±０．００５ ０．０２２±０．００１ ０．３３８±０．００９

SIT－Z－２遺物群 ４０ ０．０９８±０．００３ ０．１５２±０．００３ ０．００５±０．０００ ０．４４９±０．００４ ０．０７５±０．００２ ０．０００±０．０００ ０．０６３±０．００２ ０．２２０±０．００４ ０．０２２±０．００１ ０．３１６±０．００３

エクアドル BAEZA遺物群 ４５ ０．５４３±０．００６ ０．２８９±０．００５ ０．０３８±０．００１ １．３９６±０．０１７ ０．４６４±０．０１１ １．５９５±０．０２４ ０．０７３±０．００６ ０．０９５±０．０２８ ０．０３１±０．００１ ０．５４９±０．００９

標準試料 JG－１ａ） １２７ ０．７５５±０．０１０ ０．２０２±０．００５ ０．０７６±０．０１１ ３．７５９±０．１１１ ０．９９３±０．０３６ １．３３１±０．０４６ ０．２５１±０．０２７ ０．１０５±０．０１７ ０．０２８±０．００２ ０．３４２±０．００４

Ｍ群＝桑ノ木津留第１群、Ｆ群＝UT遺物群、HS２群＝置戸・置戸山群、FR２群＝ケショマップ第１群にそれぞれ一致 平均値±標準偏差値、＊：ガラス質安山岩、NK遺物群：中ッ原遺跡、HY遺物群：日和

山遺跡、SN遺物群：三内丸山遺跡出土、KN遺物群：此掛沢遺跡、HS遺物群：北進遺跡、KI遺物群：桐木遺跡、UT遺物群：内屋敷遺跡、AI遺物群：相ノ沢遺跡、FS遺物群：房ノ沢遺跡、SD遺物群：下舘

銅屋遺跡、FR遺物群：東麓郷１、２遺跡、FH遺物群：東９線８遺跡、KT遺物群：北区１遺跡、KS遺物群：キウス４遺跡Ａ－Ｒ地区、SG遺物群：志風頭遺跡、OK遺物群：奥名野遺跡、TB遺物群：戸平川遺

跡、NM遺物群：長桝遺跡、MK遺物群：南方遺跡、YM遺物群：南方、藤尾、岩上遺跡、AC１、２、３遺物群：アチャ平遺跡、IN１、２遺物群：岩野原遺跡、K１９遺物群：K３９遺跡、KK１、２遺物群：計志加

里遺跡、HB１、２（フリント様）：八久保第２遺跡、HR遺物群：堀量遺跡、HM遺物群：春ノ山遺跡、KU４（硬質頁岩様）：久木野遺跡、ON１、２：大原野遺跡、NI２９：穂香遺跡、UH６３・UH６６：上ノ原遺

跡、UN５１遺物群：雲南遺跡など出土遺物の産地不明の原石群。ウラジオストック付近：イリスタヤ遺跡、南カムチャッカ：パラトウンカ、ナチキ、アバチャ遺跡、中部カムチャッカ：Ushiki�、�、�遺跡、コ

ムソモリスク－ナ－アムール：フーミ遺物群、MTR２１遺物群：耳取遺跡、FUTI３遺物群：八千代村封地遺跡、NTO－６遺物群：仁田尾遺跡、SW４遺物群：沢ノ黒遺跡。

ａ）：Ando,A., Kurasawa,H., Ohmori,T. & Takeda,E.（１９７４）. 1974 compilation of data on the GJS geochemical reference samples JG－１ granodiorite and JB－１ basalt. Geochemical

Journal Vol.８, 1７５－１９２.
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ても、これら十勝三股、音更川、十勝川、サンケオルベ川の複数の採取地点を考えなければならない。

しかし、この複数の産地をまとめて十勝地域としても、古代の地域間の交流を考察する場合、問題は

ないと考えられる。また、清水町、新得町、鹿追町にかけて広がる美蔓台地から産出する黒曜石から

図�－４ 黒曜石原産地

表�－８ 湧別川河口域の河床から採取した２４７個の黒曜石円礫の分類結果

原 石 群 名 個 数 百分率 備 考

赤石山群 ９０個 ３６％ 白滝産地赤石山群に一致

八号沢・白土沢群 １２０個 ４９％ 割れ面が梨肌の黒曜石

あじさい滝群、幌加沢 ３１個 １３％ 割れ面が梨肌でないもの

ケショマップ第２群 ５個 ２％

KS３遺物群 １個 ０．０４％

注：８号沢、白土沢、あじさい滝、幌加沢の一部は組成が酷似し、分類は割れ面の梨肌か否かで区別した。

表�－９ 常呂川（中ノ島～北見大橋）から採取した６５８個の黒曜石円礫の分類結果

原 石 群 名 個 数 百分率 備 考

所山群 ３２１個 ４９％ 常呂川第４群に似る

置戸山群 ７５個 １１％ 常呂川第２群、常呂川第５群、HS２遺物群に似る

ケショマップ第１群 ６５個 １０％ FR１、FR２遺物群に似る

ケショマップ第２群 ６２個 ９％ ケショマップ第３群、FR１、FR２遺物群に似る

ケショマップ第３群 ３４個 ５％ ケショマップ第２群、FR１、FR２遺物群に似る

八号沢群 １個 ０．２％ 割れ面梨肌

常呂川第２群 １４個 ２％ 置戸山群、高原山群、HS２遺物群に似る

常呂川第３群 ３個 ０．５％

常呂川第４群 ７０個 １１％ KS１遺物群、所山群に似る

常呂川第５群 １０個 ２％ 置戸山群、HS２遺物群に似る

常呂川第６群 １個 ０．２％ FH１遺物群に似る

十勝 １個 ０．２％ 戸門第一群、鷹森山群、大釈迦群に似る

台場第二群 １個 ０．２％ ケショマップ第３群、美蔓第一群に似る

注：常呂川第２群は分析場所を変えて複数回測定して作る。
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２つの美蔓原石群が作られた。この原石は産地近傍の遺跡で使用されている。名寄市の智南地域、智

恵文川および忠烈布貯水池から上名寄にかけて黒曜石の円礫が採集される。これらを元素組成で分類

すると８８％は名寄第１群に、また１２％は名寄第２群にそれぞれ分かれる。旭川市の近文台、台場、嵐

山遺跡付近および雨文台北部などから採集される黒曜石の円礫は、２０％が近文台第１群、６９％が近文

台第２群、１１％が近文台第３群にそれぞれ分類され、それから台場の砂礫採取場からは近文台諸群に

一致するもの以外に、黒、灰色系円礫も見られ、台場第１、２群を作った。また、滝川市江別乙で採

集される親指大の黒曜石の礫は、元素組成で分類すると約７９％が滝川群にまとまり、２１％が近文台第

２、３群に元素組成が一致する。滝川群に一致する元素組成の原石は、北竜市恵袋別川培本社からも

採取される。秩父別町の雨竜川に開析を受けた平野を見下す丘陵中腹の緩斜面から小円礫の黒曜石原

石が採取され、それらを元素組成から秩父別第１群、秩父別第２群に分類した。それらの産出状況と

か礫の状態は滝川産黒曜石と同じで、秩父別第１群は滝川第１群に元素組成が一致し、秩父別第２群

は滝川第２群に一致しさらに近文台第２群にも一致する。赤井川産原石は、北海道余市郡赤井川村の

土木沢上流域およびこの付近の山腹より採取できる。ここから採取される原石の中で少球果の列が何

層にも重なり石器の原材として良質とはいえないもので赤井川第１群を作り、また、少球果の非常に

少ない握り拳半分大の良質なものなどで赤井川第２群を作った。これら第１、２群の元素組成は非常

に似ていて、遺物を分析したときしばしば、赤井川両群に同定される。豊泉産原石は豊浦町から産出

し、元素組成によって豊泉第１、２群の２群に区別され、豊泉第２群の原石は斑晶が少なく良質な黒

曜石である。豊泉産原石の使用圏は道南地方に広がり、一部は青森県に伝播している。また、青森県

教育庁の斉藤岳氏提供の奥尻島幌内川産黒曜石の原石群が確立されている。出来島群は青森県西津軽

郡木造町七里長浜の海岸部より採取された円礫の原石で作られた群で、この出来島群と相互に似た元

素組成の原石は、岩木山の西側を流れ鯵ケ沢地区に流入する中村川の上流で１点採取され、また、青

森市の鶴ケ坂および西津軽郡森田村鶴ばみ地区より採取されている。青森県西津軽郡深浦町の海岸と

か同町の六角沢およびこの沢筋に位置する露頭より採取された原石で六角沢群を作り、また、八森山

産出の原石で八森山群をそれぞれ作った。深浦の両群と相互に似た群は青森市戸門地区より産出する

黒曜石で作られた戸門第２群である。戸門第１群、成田群、浪岡町県民の森地区より産出の大釈迦群

（旧浪岡群）は赤井川産原石の第１、２群と弁別は可能であるが原石の元素組成は比較的似ている。

戸門、大釈迦産黒曜石の産出量は非常に少なく、希に石鏃が作れる大きさがみられる程度であるが、

鷹森群は鷹森山麓の成田地区産出の黒曜石で中には５�大のものもみられる。また、考古学者の話題

になる下湯川産黒曜石についても原石群を作った。産地分析は、日本、近隣国を含めた産地の合計２９８

個の原石群・遺物群と比較し、必要条件と十分条件を求めて遺物の原石産地を同定する。

（３）結果と考察

遺跡から出土した黒曜石製石器、石片は風化に対して安定で、表面に薄い水和層が形成されている

にすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であると考えられる。黒曜石製

石器で、水和層の影響を考慮するとすれば、軽い元素の分析ほど表面分析になるため、水和層の影響

を受けやすいと考えられる。Ca／K、Ti／Kの両軽元素比の値を除いて産地分析を行なった場合と、

また除かずに産地分析を行った場合では、いずれの場合でも同定される産地は同じである。他の元素

比の値についても風化の影響を完全に否定することができないので、得られた確率の数値にはやゝ不

確実さを伴うが、遺物の石材産地の判定を誤るようなことはない。また、安山岩製遺物は、白っぽく

表面が風化しているために、アルミナ粉末を風化面に吹き付け、新鮮面を出して分析している。今回
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表�－１０ 旧白滝５遺跡群出土黒曜石製石器・剥片の元素比分析結果（１）
分析
番号

元 素 比
Ca／K Ti／K Mn／Zr Fe／Zr Rb／Zr Sr／Zr Y／Zr Nb／Zr Al／K Si／K

９５１９６ ０．３３０ ０．１３５ ０．０４７ １．７８２ ０．８３８ ０．４８３ ０．１７８ ０．０１９ ０．０２６ ０．３６４
９５１９７ ０．１７４ ０．０６３ ０．０７８ ２．８３７ １．３５７ ０．２８５ ０．３４５ ０．１１１ ０．０２６ ０．３５０
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分析した旧白滝５遺跡出土の黒曜石製遺物の各元素比の値を表�－１０・１１に示した。石器の分析結果

から石材産地を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。説明を簡単にする

ため Rb／Zrの一変量だけを考えると、表�－１０の試料番号９５１９７番の遺物では Rb／Zrの値は１．３５７

であり、赤石山の［平均値］±［標準偏差値］は、１．３４０±０．０５９である。遺物と原石群の差を赤石山

の標準偏差値（σ）を基準にして考えると遺物は原石群の平均値から０．２９σ離れている。ところで赤

石山群原産地から１００個の原石を採ってきて分析すると、平均値から±０．２９σのずれより大きいもの

が７７個ある。すなわち、この遺物が、赤石山群の原石から作られていたと仮定しても、０．２９σ以上離

れる確率は７７％であると言える。だから、赤石山群の平均値から０．２９σしか離れていないときには、

この遺物が赤石山群の原石から作られたものでないとは、到底言い切れない。次にこの遺物を滝川第

１群に比較すると、滝川第１群の［平均値］±［標準偏差値］は、１．０１７±０．０４５であるので上記と同

様に滝川第１群の標準偏差値（σ）を基準にして考えると、この遺物の滝川第１群の平均値からの隔

たりは７．５６σである。これを確率の言葉で表現すると、滝川第１の原石を採ってきて分析したとき、

平均値から７．５６σ以上離れている確率は、２５兆分の１であると言える。このように、２５兆個に１個し

かないような原石をたまたま採取して、この遺物が作られたとは考えられないから、この遺物は、滝

川第１群の原石から作られたものではないと断定できる。これらのことを簡単にまとめて言うと、「こ

の遺物は赤石山群に７７％の確率で帰属され、信頼限界の０．１％を満たしていることから赤石山群産原

石が使用されいると同定され、さらに滝川第１群に２５００億分の１％の低い確率で帰属され、信頼限界

の０．１％に満たないことから滝川第１群の原石でないと同定される」。遺物が１か所の産地（赤石山群

産地）と一致したからと言って、例え赤石山群と滝川第１群の原石は成分が異なっていても、分析し

ている試料は原石でなく遺物であり、さらに分析誤差が大きくなる不定形（非破壊分析）であること

から、他の産地に一致しないとは言えない、同種岩石の中での分類である以上、他の産地にも一致す

る可能性は推測される。即ちある産地（赤石山群産地）に一致し必要条件を満足したと言っても一致し

た産地の原石とは限らないために、帰属確率による判断を表�－４～７の２９８個すべての原石群・遺物

群について行ない十分条件を求め、低い確率で帰属された原石群の原石は使用していないとして消し

ていくことにより、はじめて赤石山群産地の石材のみが使用されていると判定される。実際は Rb／Zr

といった唯１つの変量だけでなく、前述した８つの変量で取り扱うので変量間の相関を考慮しなけれ

ばならない。例えば、Ａ原産地のＡ群で Ca元素と Rb元素との間に相関があり Caの量を計れば Rb

表�－１１ 旧白滝５遺跡群出土黒曜石製石器・剥片の元素比分析結果（２）
分析
番号

元 素 比
Ca／K Ti／K Mn／Zr Fe／Zr Rb／Zr Sr／Zr Y／Zr Nb／Zr Al／K Si／K

９８９９６ ０．１４０ ０．０２２ ０．１００ ２．９６３ １．８４１ ０．１０３ ０．４８８ ０．０７６ ０．０２７ ０．３６１
９８９９７ ０．１７４ ０．０５７ ０．０７８ ２．８６６ １．３８２ ０．２６６ ０．３４９ ０．０５９ ０．０２９ ０．３７９
９８９９８ ０．１３８ ０．０２５ ０．１０２ ３．０１４ １．８０１ ０．０９４ ０．４６６ ０．１０８ ０．０２８ ０．３６９
９８９９９ ０．１７５ ０．０６３ ０．０７６ ２．５８６ １．３００ ０．２６４ ０．３２４ ０．０５５ ０．０２９ ０．３７６
９９０００ ０．１４２ ０．０２５ ０．０９６ ２．９１１ １．６９５ ０．０９０ ０．４５６ ０．０８９ ０．０２７ ０．３６５
９９００１ ０．１３２ ０．０２３ ０．０９５ ２．５８７ １．７０４ ０．０８０ ０．４５６ ０．１２８ ０．０２５ ０．３３４
９９００２ ０．１３８ ０．０２０ ０．１０５ ３．００３ １．９７７ ０．１４３ ０．５０６ ０．１２２ ０．０２８ ０．３６６
９９００３ ０．１７５ ０．０６４ ０．０７６ ２．６７２ １．３１０ ０．２７５ ０．３４８ ０．０７７ ０．０２８ ０．３６８
９９００４ ０．１３８ ０．０２３ ０．１０２ ２．９８９ １．８１８ ０．１０８ ０．４７０ ０．０７９ ０．０２７ ０．３６７
９５３０１ ０．１７８ ０．０５７ ０．０７９ ２．８３４ １．３８０ ０．２７２ ０．３４３ ０．０６６ ０．０２６ ０．３４３
９５３０２ ０．１７５ ０．０６２ ０．０７６ ２．７５３ １．３３６ ０．２５８ ０．３４８ ０．０５８ ０．０２７ ０．３６４
９５３０３ ０．１８０ ０．０６２ ０．０８２ ２．６２９ １．３１９ ０．２６６ ０．３３６ ０．０７５ ０．０２６ ０．３５５
９５３０４ ０．１７６ ０．０６５ ０．０８０ ２．９０２ １．４０１ ０．２８８ ０．３６６ ０．１０１ ０．０２７ ０．３５９
JG－１ ０．７８０ ０．２０８ ０．０７２ ４．１１３ ０．９６９ １．２６０ ０．３１０ ０．０４７ ０．０３１ ０．３１７

JG－１：標準試料－Ando,A.,Kurasawa, H.,Ohmori,T. & Takeda,E. １９７４ compilation of data on the GJS
geochemical reference samples JG－１ granodiorite and JB－１ basalt. Geochemical Journal,
Vol.８ １７５－１９２（１９７４）
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の量は分析しなくても分かるようなときは、Ａ群の石材で作られた遺物であれば、Ａ群と比較したと

き、Ca量が一致すれば当然 Rb量も一致するはずである。したがって、もし Rb量だけが少しずれ

ている場合には、この試料はＡ群に属していないと言わなければならない。このことを数量的に導き

出せるようにしたのが相関を考慮した多変量統計の手法であるマハラノビスの距離を求めて行なうホ

テリングのＴ２乗検定である。これによって、それぞれの群に帰属する確率を求めて産地を同定す

る４，５）。産地の同定結果は１個の遺物に対して、黒曜石製のものについては２９８個の推定確率結果が

得られている。今回産地分析を行った遺物の産地推定結果については低い確率で帰属された原産地の

推定確率は紙面の都合上記入を省略しているが、本研究ではこれら産地の可能性が非常に低いことを

確認したという非常に重要な意味を含んでいる。すなわち赤石山産原石と判定された遺物に対して、

カムチャッカ産原石とかロシア、北朝鮮の遺跡で使用されている原石および信州和田峠産の原石の可

能性を考える必要がないという結果であり、ここでは高い確率で同定された産地のみの結果を表�－

１２・１３に記入した。原石群を作った原石試料は直径３�以上であるが、多数の試料を処理するために、

小さな遺物試料の分析に多くの時間をかけられない事情があり、短時間で測定を打ち切る。このため、

得られた遺物の測定値には、大きな誤差範囲が含まれ、ときには原石群の元素組成のバラツキの範囲

を越て大きくなる。したがって、小さな遺物の産地推定を行なったときに、判定の信頼限界としてい

る０．１％に達しない確率を示す場合が比較的多くみられる。この場合には、原石産地（確率）の欄の

確率値に替えて、マハラノビスの距離Ｄ２乗の値を記した。この遺物については、記入されたＤ２乗

の値が原石群の中で最も小さなＤ２乗値で、この値が小さい程、遺物の元素組成はその原石群の元素

組成と似ていると言えるため、推定確率は低いが、そこの原石産地と考えてほゞ間違いないと判断さ

れたものである。白滝地域産黒曜石の中で、赤石山産原石の割れ面はガラス光沢を持っているが、元

素組成が相互に似たあじさい滝、八号沢、白土沢、幌加沢などの群の原石は、あじさい滝、幌加沢産

はガラス光沢を示し、八号沢、白土沢産は梨肌を示すため、原石産地の判定に梨肌か、ガラス光沢か

を指標に加えた。また、赤井川および十勝産原石を使用した遺物の判定は複雑である。これは青森市

戸門、鷹森山地区、浪岡町大釈迦より産出する黒曜石で作られた戸門第１、鷹森山、大釈迦の各群の

元素組成が赤井川第１、２群、十勝三股群に比較的似ているために、遺物の産地を同定したときに、

戸門原産地と赤井川または十勝産地、またこれら３か所の原産地に同時に同定される場合がしばしば

見られる。戸門産地の原石が使用されたか否かは、一遺跡で多数の遺物を分析し戸門第１群と第２群

に同定される頻度を求め、これを戸門産地における第１群（５０％）と第２群（５０％）の産出頻度と比

較し戸門産地の原石である可能性を推定する。今回分析した遺物のなかに全く戸門第２群に帰属され

る遺物が見られないことから戸門産地からの原石は使用されなかったと推測できる。また浪岡町大釈

迦産原石は非常に小さい原石が多く使用された可能性は低いと思われる。

また、赤石山、八号沢・白土沢、あじさい滝、幌加沢群、ケショマップ第２群に一致する元素組成

の原石は白滝地域、ケショマップ産地以外に湧別川下流域でも円礫状で原石が採取される（表�－

８）。また、所山群、置戸山群、ケショマップ第１群、ケショマップ第２群、ケショマップ第３群、

常呂川第２群、常呂川第３群、常呂川第４群、常呂川第５群、常呂川第６群、十勝群、台場第２群、

割れ面が梨肌の親指大の八号沢群に一致する元素組成の円礫状の原石が北見・常呂川流域で採取され

る（表�－９）。分析した遺物が、白滝地域、置戸地域、留辺蘂・ケショマップ地域の露頭産か、ま

た湧別川下流域、常呂川流域産の何れかの産地から伝播したかを推測するには、多数の遺物を分析し

て、各産地群に同定される頻度を求め、湧別川、常呂川採取黒曜石原石の頻度分布と比較して決定さ

れる。原石・遺物群の中で、所山群、常呂川第４群、KS１遺物群、滝川第２群は相互に元素組成が
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表�－１２ 旧白滝５遺跡出土黒曜石製遺物の原材産地推定結果（１）
分析

番号
試料番号 遺跡名

ブロ

ック

グリ

ッド
遺物番号 母岩 接合 挿図番号 ホ テ リ ン グ の Ｔ２ 検 定 結 果 判 定 遺 物 名 表面状態

９５１９６ SHIRA－X２２２ 旧白滝５ １４ Ｚ１０ １０ － － �－３４９－ １７ 所山（４８％）、キウス KS１遺物群（４％）、常呂川第４群（４％） 所山 石鏃

９５１９７ SHIRA－X２２３ 旧白滝５ １４ Ｚ１１ ３ － － �－３４９－ １８ 赤石山（９７％）、幌加沢（０．９％） 赤石山 尖頭器

９５１９８ SHIRA－X２２４ 旧白滝５ １４ Ｚ１１ ３９４ ３４４ ５０４８７ �－３４９－ ６ 【あじさい滝（７４％）、白土沢（３５％）、幌加沢（２３％）、八号沢（２２％）】 あじさい滝・幌加沢 尖頭器 梨肌でない

９５１９９ SHIRA－X２２５ 旧白滝５ １５ ａ１０ １ － － �－３４９－ １ ケショマップ第２群（３４％）、東麓郷 FR２遺物群（６％）、台場第２群（１％） ケショマップ 尖頭器

９５２００ SHIRA－X２２６ 旧白滝５ １５ ａ１０ １４ － － �－３４９－ １０ 幌加沢（９６％）、八号沢（９１％）、あじさい滝（９０％）、白土沢（７４％） あじさい滝・幌加沢 尖頭器 梨肌でない

９５２０１ SHIRA－X２２７ 旧白滝５ １６ ａ１１ ４７ － － �－３４９－ ８ 赤石山（８９％）、上白滝５ST１３９（０．８％） 赤石山 尖頭器

９５２０２ SHIRA－X２２８ 旧白滝５ １６ ｃ１３ ２１ － － �－３４９－ ３ 赤石山（９９％）、上白滝５ST１３９（０．７％）、幌加沢（０．６％） 赤石山 尖頭器

９５２０３ SHIRA－X２２９ 旧白滝５ １８ Ｗ１８ ２ － － �－３８６－ ３ 赤石山（９５％）、上白滝５ST１３９（０．４％）、幌加沢（０．２％） 赤石山 尖頭器

９５２０４ SHIRA－X２３０ 旧白滝５ １８ Ｗ１８ ６ － － �－３８６－ １２ 幌加沢（９９％）、白土沢（９６％）、八号沢（８９％）、あじさい滝（７０％） あじさい滝・幌加沢 尖頭器 梨肌でない

９５２０５ SHIRA－X２３１ 旧白滝５ － Ｗ１８ �－１ － － �－３８６－ １３ 近文台第１群（６４％）、台場第２群（２％） 近文台 尖頭器

９５２０６ SHIRA－X２３２ 旧白滝５ １８ Ｗ１９ ３ － － �－３８６－ ４ 赤石山（６１％）、幌加沢（０．３％）、上白滝５ST１３９（０．１％） 赤石山 尖頭器

９５２０７ SHIRA－X２３３ 旧白滝５ － Ｗ１９ �－１ － － �－３８６－ １８ 赤石山（４９％）、上白滝５ST１３９（０．７％） 赤石山 尖頭器

９５２０８ SHIRA－X２３４ 旧白滝５ － Ｗ１９ �－２ － － �－３８６－ ８ 赤石山（９７％）、幌加沢（１％） 赤石山 尖頭器

９５２０９ SHIRA－X２３５ 旧白滝５ １８ Ｘ１９ ２ － － �－３８６－ ２０ 白土沢（９７％）、あじさい滝（８０％）、幌加沢（７２％）、八号沢（７１％） あじさい滝・幌加沢 尖頭器 梨肌でない

９５２１０ SHIRA－X２３６ 旧白滝５ １８ Ｙ１８ １ － － �－３８６－ ２１ 赤石山（９７％）、幌加沢（２％） 赤石山 尖頭器

９５２１１ SHIRA－X２３７ 旧白滝５ － Ｓ２１ �－１ － － �－３８６－ ６ ケショマップ第１群（７０％）、東麓郷 FR２遺物群（２３％）、東麓郷 FR１遺物群（０．２％） ケショマップ 尖頭器

９５２１２ SHIRA－X２３８ 旧白滝５ ２１ Ｔ２３ ５ － ５０６９４ �－３８６－ ２５ 所山（９３％）、常呂川第４群（１３％）、キウス KS１遺物群（６％） 所山 石鏃

９５２１３ SHIRA－X２３９ 旧白滝５ ２１ Ｕ２４ ５１ － － �－３８６－ １０ 赤石山（８２％）、幌加沢（１％）、上白滝５ST１３９（０．１％） 赤石山 尖頭器

９５２１４ SHIRA－X２４０ 旧白滝５ － Ｖ２１ �－２ － ５０６９５ �－３８６－ １１ 赤石山（８５％）、幌加沢（２％） 赤石山 尖頭器

９５２１５ SHIRA－X２４１ 旧白滝５ － Ｖ２２ �－１ － － �－３８６－ ７ 赤石山（９３％）、幌加沢（０．９％） 赤石山 尖頭器

９５２１６ SHIRA－X２４２ 旧白滝５ ２０ Ｗ２１ １６ － ５０６９６ �－３８６－ ５ 幌加沢（５９％）、白土沢（４１％）、あじさい滝（２７％）、八号沢（１％） 八号沢・白土沢 尖頭器 梨肌

９５２１７ SHIRA－X２４３ 旧白滝５ － Ｘ２３ �－１ － ５０６９３ �－３８６－ １５ 赤石山（９５％）、幌加沢（２％） 赤石山 尖頭器

９５２１８ SHIRA－X２４４ 旧白滝５ － Ｙ２３ �－１ － － �－３８６－ ２ 赤井川第１群（３２％）、赤井川第２群（２２％） 赤井川 尖頭器

９５２１９ SHIRA－X２４５ 旧白滝５ － Ｉ３６ �－１ － － �－３９７－ ３ 白土沢（７２％）、あじさい滝（４０％）、幌加沢（２６％）、八号沢（８％） あじさい滝・幌加沢 尖頭器 梨肌でない

９５２２０ SHIRA－X２４６ 旧白滝５ － Ｏ３１ �－１ － － �－３９７－ １ 赤石山（８４％）、幌加沢（０．８％） 赤石山 尖頭器

９５２２１ SHIRA－X２４７ 旧白滝５ － Ｎ３３ �－１ － － �－３９７－ ２ 赤石山（９２％）、幌加沢（１％）、上白滝５ST１３９（０．１％） 赤石山 尖頭器

９８９５９ SHIRA－X４０９ 旧白滝５ ５ Ｅ１７ ４００ ４８ １１３ �－３２０－９４５ 白土沢（９７％）、幌加沢（９２％）、あじさい滝（７５％）、八号沢（２８％） あじさい滝・幌加沢 剥片 梨肌でない

９８９６０ SHIRA－X４１０ 旧白滝５ ２ Ｄ１４ ６１ １１６ ２８８ �－ ４６－２７０ あじさい滝（５５％）、幌加沢（２０％）、白土沢（２５％）、八号沢（０．９％） あじさい滝・幌加沢 削片 梨肌でない

９８９６１ SHIRA－X４１１ 旧白滝５ １ Ｄ１３ ２２２ １１７ ２８９ �－ ４７－２９２ 幌加沢（９９．９％）、白土沢（９９％）、あじさい滝（９８％）、八号沢（６０％） あじさい滝・幌加沢 削片 梨肌でない

９８９６２ SHIRA－X４１２ 旧白滝５ － Ｄ１５ �－２８ １１８ ２９０ �－ ４８－３１１ 幌加沢（８９％）、あじさい滝（７５％）、白土沢（７２％）、八号沢（３２％） あじさい滝・幌加沢 削片 梨肌でない

９８９６３ SHIRA－X４１３ 旧白滝５ ２ Ｄ１５ ７８３ １２３ ２９６ �－ ４９－３３５ 赤石山（７８％）、幌加沢（０．４％） 赤石山 削片

９８９６４ SHIRA－X４１４ 旧白滝５ ５ Ｅ１７ ２８７９ １３０ ３０７ �－２９０－９１２ あじさい滝（９９．９６％）、幌加沢（９９％）、白土沢（９８％）、八号沢（９１％） あじさい滝・幌加沢 剥片 梨肌でない

９８９６５ SHIRA－X４１５ 旧白滝５ ５ Ｄ１７ ２８９ １３３ ３２０ �－２０４－８２８ 幌加沢（９０％）、あじさい滝（８１％）、八号沢（５９％）、白土沢（４５％） あじさい滝・幌加沢 剥片 梨肌でない

９８９６６ SHIRA－X４１６ 旧白滝５ ５ Ｄ１７ ４７７ １３６ ３２３ �－１６４－７７２ 幌加沢（９８％）、あじさい滝（９４％）、白土沢（８８％）、八号沢（８６％） あじさい滝・幌加沢 剥片 梨肌でない

９８９６７ SHIRA－X４１７ 旧白滝５ ５ Ｄ１６ ２０１ １４２ ３３５ �－２８９－９１１ 幌加沢（３１％）、白土沢（２４％）、あじさい滝（１５％） 白土沢 剥片 梨肌

９８９６８ SHIRA－X４１８ 旧白滝５ ５ Ｅ１７ ６４８ １４６ ３４９ �－ ４８－３１９ 幌加沢（９５％）、あじさい滝（５７％）、八号沢（５８％）、白土沢（５０％） あじさい滝・幌加沢 削片 梨肌でない

９８９６９ SHIRA－X４１９ 旧白滝５ ２ Ｅ１５ ２４８８ １４８ ３５１ �－２０１－８１９ 赤石山（８２％）、幌加沢（０．９％） 赤石山 剥片

９８９７０ SHIRA－X４２０ 旧白滝５ ５ Ｄ１６ １２３６ １４９ ３５８ �－２７３－８９８ 赤石山（７３％）、幌加沢（０．３％） 赤石山 剥片

９８９７１ SHIRA－X４２１ 旧白滝５ ５ Ｄ１７ １２４ １７４ ４５８ �－１４７－７６２ あじさい滝（７５％）、幌加沢（５１％）、白土沢（５１％）、八号沢（７％） あじさい滝・幌加沢 剥片 梨肌でない

９８９７２ SHIRA－X４２２ 旧白滝５ ５ Ｅ１７ １２９ １８１ ４６９ �－ ４９－３４０ 幌加沢（６７％）、あじさい滝（６７％）、白土沢（５９％）、八号沢（８％） あじさい滝・幌加沢 削片 梨肌でない

９８９７３ SHIRA－X４２３ 旧白滝５ ５ Ｅ１７ １２０１ １８３ ４７２ �－ ４６－２６６ 白土沢（９６％）、あじさい滝（６６％）、幌加沢（５２％）、八号沢（４９％） あじさい滝・幌加沢 削片 梨肌でない

９８９７４ SHIRA－X４２４ 旧白滝５ ５ Ｄ１７ ４０７ １８８ ４７４ �－ ４５－２５２ FR２遺物群（９６％）、FR１遺物群（９０％）、ケショマップ第１群（１４％）、FR４遺物群（０．１％） ケショマップ 削片

９８９７５ SHIRA－X４２５ 旧白滝５ ５ Ｆ１８ ２２ １８９ ４７５ �－ ４４－２２８ 【幌加沢（６９％）、白土沢（６０％）、あじさい滝（２８％）、八号沢（２％）】 あじさい滝・幌加沢 削片 梨肌でない

９８９７６ SHIRA－X４２６ 旧白滝５ １１ Ｉ１８ １４ １９１ ４７６ �－ ４５－２６４ 赤石山（９９％）、幌加沢（３％） 赤石山 削片

９８９７７ SHIRA－X４２７ 旧白滝５ － Ｅ１７ �－２ １９３ ４７８ �－ ４４－２２６ 赤石山（９９．７％）、幌加沢（１％） 赤石山 削片

９８９７８ SHIRA－X４２８ 旧白滝５ ９ Ｇ２１ ３５ ２０９ ４９４ �－ ４９－３３８ 白土沢（８２％）、幌加沢（７０％）、あじさい滝（７２％）、八号沢（１９％） あじさい滝・幌加沢 削片 梨肌でない

９８９７９ SHIRA－X４２９ 旧白滝５ － Ｆ１７ �－１ － － �－ ６４－４４４ 【白土沢（９９％）、あじさい滝（９８％）、幌加沢（９６％）、八号沢（７０％）】 あじさい滝・幌加沢 削器 梨肌でない

９８９８０ SHIRA－X４３０ 旧白滝５ １１ Ｉ１９ ７６ ２４１ ５９１ �－２４５－８７５ 幌加沢（９５％）、あじさい滝（９０％）、八号沢（８９％）、白土沢（７７％） あじさい滝・幌加沢 剥片 梨肌でない

９８９８１ SHIRA－X４３１ 旧白滝５ １２ Ｇ１８ ６４２ ２５２ ６４２ �－３０６－９２７ 幌加沢（９９．３％）、白土沢（９８％）、あじさい滝（９４％）、八号沢（８４％） あじさい滝・幌加沢 剥片 梨肌でない

９８９８２ SHIRA－X４３２ 旧白滝５ １２ Ｇ１９ ２３０１ ２５７ ６５０ �－１５８－７６８ 赤石山（９９％）、幌加沢（１％） 赤石山 剥片

９８９８３ SHIRA－X４３３ 旧白滝５ １２ Ｈ１９ １６７ ２５８ ６５５ �－１６１－７７０ 赤石山（９４％）、幌加沢（０．９％） 赤石山 剥片

９８９８４ SHIRA－X４３４ 旧白滝５ １３ Ｈ２０ １２９７ ２５９ ６６１ �－３１３－９３５ 赤石山（９９％）、幌加沢（７％） 赤石山 剥片

９８９８５ SHIRA－X４３５ 旧白滝５ １２ Ｇ１８ １０８８ ２６９ ７１４ �－２７０－８９６ 赤石山（９８％）、幌加沢（０．６％） 赤石山 剥片

９８９８６ SHIRA－X４３６ 旧白滝５ ５ Ｅ１７ ９８９ １８ ７５３ �－ ４４－２３３ 【幌加沢（４３％）、白土沢（４７％）、あじさい滝（１６％）、八号沢（３％）】 あじさい滝・幌加沢 削片 梨肌でない

９８９８７ SHIRA－X４３７ 旧白滝５ １３ Ｈ２０ １２３６ ３００ ７８４ �－２７２－８９７ 赤石山（９５％）、幌加沢（０．７％） 赤石山 剥片

９８９８８ SHIRA－X４３８ 旧白滝５ エ Ｊ３１ �－１２２ ３２４ ８９０ �－４２７－ ８６ 赤石山（９９．７％）、幌加沢（４％） 赤石山 剥片

９８９８９ SHIRA－X４３９ 旧白滝５ オ Ｑ２３ �－６００ ３８９ １３２１ �－４３７－ ９２ 幌加沢（９７％）、あじさい滝（９６％）、八号沢（９０％）、白土沢（７９％） あじさい滝・幌加沢 剥片 梨肌でない

９８９９０ SHIRA－X４４０ 旧白滝５ オ Ｑ２３ �－４６３ ３９０ １３２５ �－４３８－ ９３ 赤石山（８６％）、幌加沢（０．４％） 赤石山 剥片
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似ていて、水和層の影響（Ｋ元素比値が少し小さくなる傾向）を受けた黒曜石製遺物では、複数の産

地に同時に信頼限界の０．１％を越えて同定される。複数の群に同定されたとき、遺物に原石の自然面

が残る場合は円礫か、角礫かで、河川産か、露頭産を判断する。

今回分析した旧白滝５遺跡出土の黒曜石製石器、剥片の７６個の中で赤石山産が４７％（３６個）、あじ

さい滝・幌加沢産が４１％（３１個）、ケショマップ産が４％（３個）、所山産が３％（２個）、八号沢・

白土沢産、白土沢産、近文台産、赤井川産が１％（１個）と同定された（表�－１２・１３）。所山産と

同定された２個が常呂川流域から採取された可能性は否定できないが、７６個の遺物の中に常呂川流域

でのみ見られる常呂川第２、３、５、６群が見られないことから、常呂川流域から採取した証拠はな

い。また、分析番号９８９７４番は東麓郷 FR２遺物群が一番パーセンテージが高いが、分析した遺物の

特長や検定結果から、ケショマップ産と判定した。

今回分析した結果の中で、赤石山、あじさい滝・幌加沢、八号沢・白土沢、所山、ケショマップ、

近文台、赤井川の各地域の産地の原石の使用がみつかり、これら地域との生活、文化情報の交換があ

ったと推測しても産地分析の結果と矛盾しない。

（４）非破壊分析による黒曜石製遺物の水和層測定

今回分析した遺物は旧白滝５遺跡出土の黒曜石製石器４個について非破壊分析による水和層の厚さ

の結果が得られたので報告する。分析は黒曜石の表面に顕微鏡を通して光を照射したときに、黒曜石

の表面で反射する光と、水和層で反射する光で生じるの干渉波の波長から水和層の厚さを求める方法

を用いる。光の反射を利用するため、遺物の表面のにできた使用痕、埋土中にできた摩耗傷および焼

けなどが水和層測定の障害になり測定できない場合が多々ある。また、水和層と新鮮面との境界面で

の反射光が非常に弱いため、境界面が明確に発達した部分を探して測定しなければならない。従って、

傷のない場所を顕微鏡下で探して分析を行うため、試料によっては１個に３時間以上かかることもあ

る。

今回１つの石器について３か所を分析し、代表的な水和層の干渉波スペクトルを図�－５に示し

た。また測定した３か所の分析値、そしてそこから算出された３か所の経過年代、その３か所の経過

年代の平均、標準偏差を表�－１４に記した。水和層の厚さを経過年代に換算するには、水和層を分析

した黒曜石の経過年代を炭素－１４法、フィッショントラック法で求めた絶対年代から、水和速度を求

めて行う。この水和速度は黒曜石が埋土中に受ける温度によって異なるため、黒曜石が環境から受け

表�－１３ 旧白滝５遺跡出土黒曜石製遺物の原材産地推定結果（２）

分析

番号
試料番号 遺跡名

ブロ

ック

グリ

ッド
遺物番号 母岩 接合 挿図番号 ホ テ リ ン グ の Ｔ２ 検 定 結 果 判 定 遺 物 名 表面状態

９８９９１ SHIRA－X４４１ 旧白滝５ オ Ｐ２３ �－２９ ３９２ １３２９ �－４３２－ ９０ あじさい滝（９７％）、幌加沢（９４％）、白土沢（８８％）、八号沢（８１％） あじさい滝・幌加沢 剥片 梨肌でない

９８９９２ SHIRA－X４４２ 旧白滝５ オ Ｑ２３ �－７２ ３９５ １３３７ �－４３４－ ９１ 赤石山（９６％）、幌加沢（０．６％） 赤石山 剥片

９８９９３ SHIRA－X４４３ 旧白滝５ ク Ｌ３４ �－１９０６ ４０５ １３５６ �－４６０－１１６ 幌加沢（７４％）、あじさい滝（７５％）、白土沢（５４％）、八号沢（２４％） あじさい滝・幌加沢 剥片 梨肌でない

９８９９４ SHIRA－X４４４ 旧白滝５ ク Ｌ３４ �－８９ ４０８ １３７１ �－４５３－１１０ 赤石山（９９．６％）、幌加沢（０．７％） 赤石山 剥片

９８９９５ SHIRA－X４４５ 旧白滝５ ６ Ｂ１８ ３７ ２２３ － �－ ４１－１８９ 赤石山（７２％）、幌加沢（２％） 赤石山 細石刃核

９８９９６ SHIRA－X４４６ 旧白滝５ ５ Ｄ１６ ９６ － ９１６ �－ ５９－３９０ 幌加沢（９９．７％）、白土沢（９９．７％）、あじさい滝（９９％）、八号沢（９０％） あじさい滝・幌加沢 舟底形石器 梨肌でない

９８９９７ SHIRA－X４４７ 旧白滝５ ６ Ｃ１９ ２２ － － �－ ６６－４６１ 赤石山（９４％）、幌加沢（５％） 赤石山 台形石器

９８９９８ SHIRA－X４４８ 旧白滝５ １０ Ｃ２１ １ － － �－ ６６－４６２ 幌加沢（９９％）、あじさい滝（８４％）、八号沢（８３％）、白土沢（７８％） あじさい滝・幌加沢 台形石器 梨肌でない

９８９９９ SHIRA－X４４９ 旧白滝５ ７ Ｆ１９ １６６ － － �－ ６６－４６３ 赤石山（９９．４％）、幌加沢（０．６％） 赤石山 台形石器

９９０００ SHIRA－X４５０ 旧白滝５ ア Ｌ２２ �－３ － － �－４００－ ３４ あじさい滝（９８％）、白土沢（８８％）、幌加沢（７８％）、八号沢（５４％） あじさい滝・幌加沢 台形石器 梨肌でない

９９００１ SHIRA－X４５１ 旧白滝５ １３ Ｈ２１ ３１ － ５０４２３ �－ ６１－４０２ 白土沢（１５％）、あじさい滝（１０％）、幌加沢（６％） あじさい滝・幌加沢 舟底形石器 梨肌でない

９９００２ SHIRA－X４５２ 旧白滝５ ５ Ｅ１７ １６５７ － ５０４２４ �－ ５８－３８７ 幌加沢（８２％）、あじさい滝（５２％）、白土沢（４６％）、八号沢（４％） あじさい滝・幌加沢 舟底形石器 梨肌でない

９９００３ SHIRA－X４５３ 旧白滝５ ５ Ｆ１８ １００ － ５０４２８ �－ ４９－３４２ 赤石山（９９．８％）、幌加沢（１％） 赤石山 舟底形石器

９９００４ SHIRA－X４５４ 旧白滝５ － Ｅ１７ �－２６１ １０ ３１ �－１４０－７５６ 幌加沢（９８％）、あじさい滝（９７％）、白土沢（９１％）、八号沢（６８％） あじさい滝・幌加沢 剥片 梨肌でない

９５３０１ SHIRA－H１８３ 旧白滝５ １５ ａ１０ ２ － － �－３４９－ ２ 赤石山（９３％）、幌加沢（４％） 赤石山 尖頭器

９５３０２ SHIRA－H１８４ 旧白滝５ １６ ｂ１２ １ － － �－３４９－ ４ 赤石山（９６％）、幌加沢（２％） 赤石山 尖頭器

９５３０３ SHIRA－H１８５ 旧白滝５ ２１ Ｓ２４ ２ ３８１ ５０５５９ �－３８６－ ９ 赤石山（８８％）、幌加沢（０．２％） 赤石山 尖頭器

９５３０４ SHIRA－H１８６ 旧白滝５ ２１ Ｕ２４ １４９ － － �－３８６－ １ 赤石山（８７％）、幌加沢（０．７％） 赤石山 尖頭器
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た温度を正確に求めなければ、正確な年代の換算はできない。そこで、縄文時代から現代までに経過

した年月の間に受けた平均効果温度を約８．５℃として水和速度６）を推定すると、赤石山産原石は１．６（μ

�／１０００年）と求められるので、これを用いて下記の式により水和層厚さを経過年代に換算した。

推定換算年代（１０００年） ＝
測定水和層厚（μｍ）× 測定水和層厚（μｍ）

水和速度（μ�／１０００年）

今回非破壊で水和層が測定できた遺物の経過年代の結果を表�－１４に示した。水和層厚さを経過年

代に換算するときの重要な係数である水和速度を決める重要な要因は、黒曜石の化学組成と温度であ

るため、実験室で自然科学者の水和実験によって水和速度を決定できるが、国内産黒曜石に関して研

究はそこまで進んでいないのが現状である。現在は水和速度の決定については考古学者の協力なしで

は決定できない。実験室での水和層生成が困難である限り、水和速度の決定の舞台は遺跡になる。今

回の年代が炭素－１４年代法に比べて古すぎる場合は、温泉地など温度の高い地下水などで埋土中の遺

物温度が異常に高かったことが推測され、そのため水和層は非常に厚くなり推定換算年代は古くな

図�－５ 水和層干渉波スペクトル

表�－１４ 旧白滝５遺跡出土黒曜石製遺物の水和層厚測定結果

分析

番号
試料番号 遺跡名

ブロ

ック

グリ

ッド

遺物

番号

母岩

番号

接合

番号
挿図番号 判定

水和速度

（μ�／

１０００年）

水 和 層 の 厚 さ

３か所測定（μｍ）

１、２、３それぞれの

経過年代（B.P.）（年）

経過年代

（B.P.）
１、２、３の

平均値

（年）

経過年代

（B.P.）
１、２、３の

±標準偏差

（年）

遺物名

１ ２ ３ １ ２ ３

９５３０１ SHIRA－H１８３ 旧白滝５ １５ ａ１０ ２ － － �－３４９－２ 赤石山 １．６ ５．５２５４５．７２５２５．４７１３１９，０２６２０，４３１１８，６５４ １９，３７１ ７６５ 尖頭器

９５３０２ SHIRA－H１８４ 旧白滝５ １６ ｂ１２ １ － － �－３４９－４ 赤石山 １．６ ４．７６７３４．７０３９４．７０７１１４，１４９１３，７７４１３，７９３ １３，９０６ １７３ 尖頭器

９５３０３ SHIRA－H１８５ 旧白滝５ ２１ Ｓ２４ ２ ３８１ ５０５５９ �－３８６－９ 赤石山 １．６ ４．９５２７５．１１０８４．８３７５１５，２７６１６，２７０１４，５７１ １５，３７２ ６９７ 尖頭器

９５３０４ SHIRA－H１８６ 旧白滝５ ２１ Ｕ２４ １４９ － － �－３８６－１ 赤石山 １．６ ４．８０２７４．８４０６４．６０７８１４，３６１１４，５９０１３，２１５ １４，０５５ ６０１ 尖頭器

２ 旧白滝５遺跡出土の黒曜石製石器の原材産地分析・水和層測定
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１）藁科哲男・東村武信 １９７５ 「蛍光Ｘ線分析法によるサヌカイト石器の原産地推定（�）」『考古学と自然科学』

８：６１－６９

２）藁科哲男・東村武信・鎌木義昌 １９７７，１９７８ 「蛍光Ｘ線分析法によるサヌカイト石器の原産地推定（�），（�）」

『考古学と自然科学』１０，１１：５３－８１：３３－４７

３）藁科哲男・東村武信 １９８３ 「石器原材の産地分析」『考古学と自然科学』１６：５９－８９

４）東村武信 １９７６ 「産地推定における統計的手法」『考古学と自然科学』９：７７－９０

５）東村武信 １９９０ 『考古学と物理化学』学生社

６）近堂祐弘 １９８６ 「北海道における黒曜石年代測定法について」『北海道考古学』２２：１～１５

る。これは遺物の埋土位置の地温測定で推測できるが、しかし、過去の地温の測定はできない。炭素

－１４年代法などで年代の分かる層から出土する黒曜石の水和層から水和速度を決定するため、発掘が

重要な鍵を握ることは言うまでもない。石器の元素組成（原産地）さえ分かれば、考古学者が炭素－

１４年代法と水和層のデータを集積し整理するだけで、正確な水和層年代が得られるようになる。これ

ら考古学的作業により求められた水和速度は、水和機構（理論）が証明されていないが、考古学資料

として利用するには問題ないと推測できる。したがって、水和層年代は考古学者が企画するだけで実

用的な年代が得られるため、将来水和層年代が石器における土器編年のように身近な存在になると推

測できる。

参考文献

� 自然科学的分析等

225



図�－６ 産地分析・水和層測定試料（１）
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図�－７ 産地分析・水和層測定試料（２）

� 自然科学的分析等

227



図�－８ 産地分析・水和層測定試料（３）
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図�－９ 産地分析・水和層測定試料（４）
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図�－１０ 産地分析・水和層測定試料（５）

２ 旧白滝５遺跡出土の黒曜石製石器の原材産地分析・水和層測定
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中村有吾（北海道大学大学院理学研究院地震火山研究観測センター）

（１）はじめに

３ 旧白滝地域のテフラ層序と地形環境

北海道遠軽町の西部、旧白滝地域では、２００３～２００７年度にかけて、財団法人北海道埋蔵文化財セン

ターによる考古遺跡の発掘調査がおこなわれた。本稿ではこれら発掘現場および周辺地域において、

テフラを中心とした堆積物の層序、および、それにもとづく地形面区分を明らかにし、あわせて発掘

現場の地形環境について若干の考察をおこなう。現地調査は、２００３年１０月、２００６年７月、２００７年７月

におこなった。調査地点は、主に湧別川左岸の河成段丘面上である（図�－１１）。なお、本調査地域

よりも上流に位置する白滝盆地では、既にテフラ層序と段丘面区分が明らかになっている（中村ほか

１９９９、平川ほか ２０００、中村ほか ２００３、中村 ２００７）。そこで本稿では、テフラについては中村

ほか（１９９９）の記載を、段丘面区分については中村ほか（２００３）の記載を基準とし、同定・対比する。

なお、本稿でいう「旧白滝地域」とは、湧別川に沿う低地のうち白滝市街よりも下流域で、旧白滝５

遺跡、旧白滝８遺跡、旧白滝１６遺跡、ホロカ沢�遺跡の発掘現場周辺を含む地域を指す。

旧白滝地域の地形分類図（段丘面区分図）を図�－１１および図�－１２に示す。図�－１１は、２００１年

国土地理院撮影１／４００００空中写真を判読して作成した。図�－１２は、旧白滝５遺跡および旧白滝８

遺跡周辺の詳細地形分類図で、旧白滝５遺跡調査位置平面図（１／２０００）および工事現場詳細地形図

を判読して作成したので、段丘面の形状は図�－１１のものと若干異なる。

堆積物の層相および層序を、図�－１１および図�－１２に示す９地点で記載した。Loc.１をのぞく７

地点では、テフラの存在が確認できたので、それぞれ試料を採取した。野外で採取した試料は、実験

室内において洗浄・篩別・検鏡をおこなった。鉱物組成については、細砂サイズ（１／４～１／８�）

の試料を双眼実体顕微鏡で観察し、主要鉱物を２００粒子カウントした。火山ガラス・斜方輝石（１／

８～１／１６�サイズ試料）の屈折率を、温度変化型屈折率測定装置（RIMS８６、京都フィッション・

トラック製）を用い、檀原（１９９３）の方法にしたがって一試料につき３０粒子ずつ測定した。火山ガラ

スの形態は、町田・新井（２００３）の分類にもとづいて記載した。

図�－１１ 旧白滝地域の地形分類図

� 自然科学的分析等
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（２）岩石学的特徴によるテフラの同定

地点ごとの堆積物の層序と試料採取層準を、図�－３～５に示す。採取したテフラの試料数は、Loc.

２で２試料、Loc.３で５試料、Loc.４で４試料、Loc.５で１試料、Loc.６で１試料、Loc.７で１試

料、Loc.８で２試料、合計１６試料である。

旧白滝地域に分布するテフラの岩石学的特徴（図�－６）を、白滝盆地におけるテフラの特徴（中

村ほか １９９９）と比較検討した結果、旧白滝地域において大雪御鉢平テフラ（火砕流堆積物および降

下軽石：Ds－Oh、約３万年前；勝井ほか １９７９、中村・平川 ２０００）およびトエトコテフラ（Ttk、

１５万～２０万年前頃；奥村 １９９１）の存在を確認した。以下に、試料ごとの詳しい特徴を記載する。

試料２－Ａ：試料２－Ａは、標高約３９０ｍの段丘面（旧白滝５遺跡、Loc.２）を覆う斜面堆積物の

上部１０�の層準にパッチ状（層厚３�以下）に挟在する火山灰状物質である。スポンジ状および繊維

状の火山ガラス、斜長石に富み、斜方輝石を含む。厚い火山ガラス片の内部には未水和部が見られる。

火山ガラスの屈折率はｎ＝１．４９６～１．４９９、斜方輝石の屈折率はγ＝１．７０５～１．７０８をしめす。これらの

特徴は、上川町大函における Ds－Oh（火砕流堆積物：中村・平川 ２０００）と類似しており、試料

２－Ａは Ds－Ohに同定される。ただし、これは斜面物質中に含まれる堆積物であり、Ds－Ohの

再堆積の可能性が高い。

試料２－Ｂ：試料２－Ｂは、Loc.２の斜面堆積物の下部、段丘堆積物の上面から採取した。試料

２－Ａ同様、パッチ状の堆積物である。火山ガラス、斜長石、斜方輝石に富み、火山ガラスの形態は、

平板状、Ｙ字状、スポンジ状などバラエティに富む。火山ガラスと斜方輝石の屈折率は、それぞれｎ

＝１．４９６～１．５０６、γ＝１．７０４～１．７１５で、いずれもばらつきが大きい。以上より、試料２－Ｂには Ds

－Oh、Ttkなど、数種類のテフラが混在する可能性が高い。

図�－１２ 旧白滝５遺跡・旧白滝８遺跡付近の地形分類図

３ 旧白滝地域のテフラ層序と地形環境
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試料３－Ａ：Loc.３は標高３７０ｍの段丘面上（旧白滝５遺跡 T２３区）の深掘りトレンチで、ここで

は、斜面堆積物中の５層準から試料を採取した。最上位が試料３－Ａで、発泡状態のよい火山ガラス

に富むほか、斜長石、斜方輝石、単斜輝石、少量の普通角閃石を含む。この鉱物組成は、Ds－Oh

に特徴的なものである。火山ガラス屈折率がｎ＝１．５００～１．５０２に集中することから、Ds－Ohの下

部ユニット（降下軽石：中村・平川 ２０００）を中心とした堆積物と推定される。

試料３－Ｂ：試料３－Ｂの火山灰層は、層厚３�程度の薄層で、火山ガラスおよび多量の斜方輝石

を含む。現時点において、北海道ではこの特徴に相当するテフラが見つかっておらず、本試料の起源

も不明である。

試料３－Ｃ：試料３－Ｃは、層厚１０�と比較的厚い火山灰層で、スポンジ状ガラスと普通角閃石を

顕著に含む。火山ガラス、斜方輝石、普通角閃石の屈折率は、それぞれｎ＝１．４９８～１．５００、γ＝１．７０８

～１．７１２、ｎ２＝１．６７５～１．６７８である。これらの特徴から考えて、試料３－Ｃは Ttkに同定してよい

だろう。

図�－１３ 地質柱状図
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図�－１４ Loc.４（旧白滝５遺跡）における地質断面スケッチ

図�－１５ Loc.８（旧白滝１６遺跡）における地質断面スケッチ
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試料３－Ｄおよび試料３－Ｅ：この２試料は、風化物質を多量に含み、重鉱物などの本質物質をほ

とんど含まない。よって、いずれもテフラの再堆積と考えられる。由来となったテフラも、堆積時期

も不明である。

試料４－Ａ：Loc.４は、標高３７０ｍの段丘面上（旧白滝５遺跡 O３５区）の深堀トレンチで、旧石器

時代遺物を含むレス層の直下のテフラ層（試料４－Ａ）および、斜面堆積物と考えられる泥層・砂礫

層中から３層の試料を採取した。試料４－Ａは、石質岩片を多量に含む軽石・火山灰層で、火山ガラ

スのほか、斜方輝石、単斜輝石、普通角閃石を含む。火山ガラス屈折率がバイモーダルになる（ｎ＝

１．４９８前後およびｎ＝１．５０１前後）ことから、試料４－Ａは、Ds－Ohの火砕流堆積物と降下軽石が

混合したものと思われる。

図�－１６ テフラ試料の岩石学的特徴
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試料４－Ｂ：試料４－Ｂは、試料４－Ａ（Ds－Oh）直下の火山灰薄層である。火山ガラス屈折率

のレンジが広いこと（ｎ＝１．４９６～１．５０６）、斜方輝石屈折率が３つに分かれることから、Ds－Oh（火

砕流堆積物および降下軽石）に起源の異なる鉱物が混入したものと思われる。

試料４－Ｃ：試料４－Ｃは、火山ガラスのほか普通角閃石を顕著に含むため Ttkに似るが、斜方

輝石および普通角閃石の屈折率は Ttkと明らかに異なる。よってここでは、試料４－Ｃは給源不明

のテフラとしておく。産状から考えて再堆積の可能性も高い。

試料４－Ｄ：試料４－Ｄは、火山ガラス、斜長石、斜方輝石、単斜輝石を含むほか、火山ガラス屈

折率（ｎ＝１．４９６～１．５０１およびｎ＝１．５１２～１．５１５）、斜方輝石屈折率（γ＝１．７１０～１．７１３）など、試

料３－Ｂの特徴とよく似る。両者は同じテフラの可能性が高い。給源推定のためには、周辺地域での

分布状況など今後の詳細な調査が必要である。

試料５－Ａ：試料５－Ａは、旧白滝５遺跡 S３５区における遺物包含層の下位にある層厚１�程度の

白色火山灰薄層である。火山ガラス屈折率（ｎ＝１．４９６～１．４９９）や普通角閃石の含有などの特徴は

Ds－Ohと似るが、斜方輝石、普通角閃石の屈折率のばらつきがおおきい。おそらく、試料５－Ａ

は、Ds－Ohおよび他のテフラ（Ttkなど）が混合したものと思われる。

試料６－Ａ：試料６－Ａは、Loc.６の標高約３６０ｍの段丘面上（ホロカ沢�遺跡付近）の、斜面堆

積物中から採取した。試料６－Ａは層厚７�、中砂サイズの降下火山灰である。スポンジ状ないしは

繊維状の火山ガラス、斜長石、斜方輝石に富む。火山ガラスの屈折率はｎ＝１．４９５～１．４９９、斜方輝石

の屈折率はγ＝１．７０４～１．７０９を示す。これらの特徴は、Ds－Oh（火砕流堆積物）と類似しており、

試料６－Ａは Ds－Ohに同定される。

試料７－Ａ：試料７－Ａは、Loc.４の標高約３４０ｍの段丘面上の、斜面堆積物の下位、段丘堆積物

直上から採取した。層厚４０�の粗砂～極粗砂サイズの降下火山灰であるが、上部１５�は風化しており

再堆積の可能性がある。スポンジ状ガラス、斜長石、普通角閃石に富み、少量の斜方輝石を含む。火

山ガラス、斜方輝石、普通角閃石の屈折率は、それぞれｎ＝１．４９８～１．５００、γ＝１．７０７～１．７１２、ｎ２

＝１．６７２～１．６７６である。これらの特徴は Ttkと一致しており、試料７－Ａは Ttkに同定される。

試料８－Ａ：標高３３２ｍの段丘面上にある旧白滝１６遺跡の深掘りトレンチ（Loc.８）では、旧石器

時代遺物を含むレス層の下部に軽石および石質岩片を顕著に含むテフラ層（試料８－Ａ）がみられる。

試料８－Ａは、火山ガラス、斜長石のほか、斜方輝石、単斜輝石、普通角閃石を含む。火山ガラス屈

折率がｎ＝１．４９９～１．５０６に分布することから、Ds－Ohの火砕流堆積物と降下軽石が混合したもの

と思われる。なお、Loc.８では、試料８－Ａの上位にも、同様のテフラ層がみられる（図�－１５の

第３層、第４層、第６層）。いずれも野外での層相が、試料８－Ａのそれと同一であることから、Ds

－Ohが再移動・再堆積したものと考えられる。

試料８－Ｂ：試料８－Ｂは、Ds－Oh（試料８－Ａ）の直下のガラス質火山灰層で、層厚は最大で

６�程度である。普通角閃石を多く含むことや、火山ガラス・斜方輝石・普通角閃石屈折率などの特

徴は、Ttkとよく似る。しかし、後述する段丘面区分を考慮すると、試料８－Ｂの堆積時期は東白滝

面の形成直後で Ds－Ohの降下直前、すなわち数万年前ころと推定され、Ttkの噴出時期（１５万～２０

万年前頃：奥村 １９９１、中村ほか １９９９）とは大きく異なる。よって、試料８－Ｂは Ttkの再堆積

物と考えるのが妥当だろう。

（３）旧白滝地域の段丘面区分

旧白滝地域に分布する段丘面の名称および形成時期（酸素同位体比ステージ）を、平川ほか（２０００）
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および中村ほか（２００３）による白滝盆地内の地形分類にしたがって、決定した。段丘面の分布を図�
－１１および図�－１２に、それぞれの特徴を以下に記す。

天狗平面：天狗平面は、湧別川左岸・幌加湧別川との合流点付近などに分布する、湧別川本流性の

河成段丘面である。Loc.２付近での標高は約３９０ｍで、下位の上白滝面との比高は約３０ｍ、湧別川河

床との比高は７０ｍ前後になる。堆積および段丘化の時期を示す年代試料は発見できなかった。しかし、

段丘面の標高や、後述する上白滝面との関係などから判断して、この地形面は中期更新世（平川ほか

２０００、中村ほか ２００３）の形成と考えられる。

上白滝面：上白滝面は、湧別川左岸に連続的に分布する本流性河成段丘面である。Loc.２付近で

の標高は約３６０ｍ、下位の支湧別面との間に３０ｍ前後の比高をなす。ただし、標高および下位面との

比高は、下流部で減少する。Loc.７で観察された段丘堆積物は、層厚約４ｍの角礫～亜円礫層で、

礫径は１０�以上である（図�－１３）。この段丘堆積物は Ttkに直接覆われる。また、段丘面上を厚い

斜面堆積物（粒径３～５�の角礫を含む淘汰の悪い堆積物）が覆っており（Locs.３、４、６、７）、

その様子は地形にも反映している。Ttkが段丘堆積物を直接覆うことから、上白滝面は１５万～２０万年

前（酸素同位体比ステージ６～７）頃には段丘化したと考えられる。また、Ds－Ohより上位にも

斜面堆積物が見られる（Locs.３、６）ことから、３万年前以降（おそらく最終氷期極相期：１８０００

年前ころ）にも、斜面作用が働いた可能性が高い。

東白滝面：幌加湧別川両岸の段丘面、および旧白滝１６遺跡（Loc.８）付近の沢ぞいの段丘面は、標高

が３３１～３３５ｍとほぼ等しい。Loc.８では、段丘堆積物が Ds－Ohに覆われる様子が観察される（図

�－１５）。これらのことから、この地形面は東白滝面（酸素同位体比ステージ３～４）に対比できる。

支湧別面：湧別川の両岸に広がる最も新しい段丘面については、堆積物や形成時期を示すデータは

得られなかった。ここでは一応、支湧別面に対比しておく。

（４）発掘現場の地形環境

旧白滝５遺跡

旧白滝５遺跡は、天狗平面（標高３９０ｍ）と上白滝面（標高３６０ｍ）の両者にまたがって立地する。

旧石器文化の出現が３万年前以降だとすると、当時の河床は現在の東白滝面のレベル、現在の標高で

３３５ｍ前後である。つまり、当時の上白滝面は、河床との間に２５ｍ以上の段丘崖をなしており、非常

に安定した地形環境だったといえる。

ただし、現在見られる厚い斜面堆積物や斜面地形からみて、動きの緩慢なマスムーブメントは最終

氷期（旧石器時代）を通して続いたと考えられる。このことは、旧白滝地域に分布する旧石器時代遺跡

の多くが斜面堆積物に覆われる可能性を示す。また、斜面堆積物中に出土した遺物も、本来の位置・

層準から動かされたと考えるべきである。

旧白滝８遺跡

旧白滝８遺跡は、東白滝面および支湧別面にまたがって立地する。（平川ほか ２０００）、（中村ほか

２００３）は、白滝盆地内に分布する支湧別面の形成時期を、最終氷期最盛期と推定した。しかし、Loc.

１で得られたスケッチ（図�－１７）から明らかなように、旧白滝８遺跡の一部では２１００年前以降にも

河川の氾濫の影響を受けていたことは確かである。このことは以下の２つの解釈を可能にする。すな

わち、（１）支湧別面（の一部）は完新世に段丘化した、（２）当時既に段丘化していたが、大規模な

氾濫時には段丘面上にも氾濫がおよんだ。現時点ではいずれとも決めがたく、より広い地域での詳細

な調査が必要である。
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旧白滝１６遺跡

旧白滝１６遺跡（Loc.８）が立地する東白滝面と、下位の支湧別面の比高は約５ｍである。Loc.８

付近における東白滝面は、湧別川の支流・ラウネナイ川の谷底にも分布することから、ラウネナイ川

が形成した地形面であろう。段丘堆積物は Ds－Ohに直接覆われており（図�－１５）、その形成時期

は３万年前頃と推定される。なお、東白滝面の前面にも、ラウネナイ川による扇状地性地形面が存在

する（範囲が明瞭でないので、図�－１１では支湧別面と区別していない）。

堆積物を詳細にみると、段丘堆積物の礫層（図�－１５の第１５層）および砂層（第１３・１４層）の表面

にはごく浅い流路があり、流路内の堆積物にはほぼ平行なラミナがある（第１２・１３層）。第１０層の砂

礫層は、第１２層とほぼ等しい時期の氾濫堆積物と思われる。第１０・１２層形成後は、流水の影響の少な

い安定した環境で粘土・シルト（第１１層）が堆積したと考えられる。Ds－Ohの降下はその直後だ

が、流路内に Ds－Ohがみられないことから、Ds－Ohの降下後にもわずかな流水があったと思わ

れる。第９層は Ds－Ohの再堆積物およびその風化物であろう。東白滝面の段丘化前後は、気候が

寒冷化し、周氷河作用が地形にはたらき始めた時期である。とくに、Ds－Oh層は周氷河性のソリ

フラクションによって再移動し、第３・４・６層が形成した。同様のプロセスは、奥白滝１遺跡をは

じめ白滝遺跡群でしばしば認められる（平川ほか ２０００、中村ほか ２００３）。このような周氷河性マ

スムーブメントは、最終氷期最盛期（１４C年代で１万８０００年前、暦年代で２万１５００年前：町田ほか

２００３）において最も活発だったと推定される。よって、この時期の考古遺物の分布・出土状況にも大

きな影響が予想される。
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（１）Ａ区・石器ブロック１～１３（Sb－１～１３）

� まとめ

１ 高位部の石器について

石器群 �剥片素材の削片系細石刃核を含む石器群、�小型舟底形石器（舟底形石器�ａ類）を含む

石器群、�「白滝�ａ群」に類似する接合資料群が出土している。また、特徴的な単体資料として台

形石器、「射的山型（広郷型）」細石刃核が出土している。�は、高位部の南西部に多く分布し、大半

が石器群�と重複して出土している。「白滝�ａ群」に特徴的に出土する「裏面微細加工石器」が含

まれていない点、石器群�中にも「白滝�群」に類似する石器製作技術が存在する点から、両者は分

離し難く、本報告では接合資料群�を一つの石器群として認定せず、石器群�とともにまとめる。ま

た、�と台形石器は分布範囲が異なり、接合関係も確認されていないことから、現段階では両者の関

係性は認められない。

石器・石材組成 尖頭器４４点（�類４２点、�類２点）、両面調整石器４０点（�類３４点、�類６点）、彫器

６点、掻器９点、削器４８点、錐形石器１４点、舟底形石器１４６点（�ａ類１点、�ａ類９９点、�ｂ類４１点、

�ｃ類５点）、台形石器４点、二次加工ある剥片１５８点、細石刃１４０点、細石刃核３２点、石刃３０４点、縦

長剥片７３８点、石刃核４３点、石核１３４点、削片１３５点（細石刃核削片１２７点、尖頭器削片４点、彫器削片

４点）原石２１点、剥片３０，７１５点の計３２，７３１点、重量２２９，９１１．５�の石器類が出土した。石材は黒曜石１

が３０．７％で最も多く、黒曜石４（２７．８％）、黒曜石３（２３．８％）、黒曜石５（１５．４％）が続き、以下黒曜石２

（２．２％）、頁岩（０．０４％）、珪岩（０．０４％）、めのう（０．０１％）、泥岩（０．００３％）、石英（０．００３％）である。

剥片素材の削片系細石刃核を含む石器群（図�－１～５・８～１０）

以下の単体石器・母岩にかかわる文章は、基本的に掲載遺物のみを対象とした。非掲載の母岩別資

料の情報については表３を参照されたい。

石器製作技術 尖頭器・両面調整石器製作技術と石刃剥離技術を含む剥片剥離技術に分けられる。細

石刃剥離技術は両面調整石器製作技術、石刃剥離技術に含まれ、前者に多く見られる。

〈尖頭器・両面調整石器製作技術〉 尖頭器を製作する母岩の搬入形態は、�尖頭器・両面調整石器

の状態４母岩（４０％）、�片面を大きく加工した状態３母岩（３０％）、�剥片の状態１母岩（１０％）、

	原石ないし部分的に加工した状態２母岩（２０％）があり、大きさは１５�前後の�～�と２０�前後の

�・�・	に大きく分けられる。また、原石形状は角礫２母岩（２０％）、亜角礫３母岩（３０％）、転礫２

母岩（２０％）、不明３母岩（３０％）を利用している。搬入形態・原石形状とも全体的に斉一性に乏しい。

大部分は素材の長軸を器体長軸に設定しているが、短軸に設定しているものも見られる（図�－３

－７５８）。尖頭器の製作技術自体は一般的で、初期段階に粗く急角度の加工が両面に施され、全体の形

状を整形している。また、初期段階で石刃を連続的に剥離して素材の厚さを減少させる母岩（図
－

１４９－７６４）も存在する。加工が進行すると、縁辺部調整のある打面の小さな平坦剥離に移行する。い

ずれの加工でも器体中央の稜を越える剥離によって器体の厚みを除去している。最終的に長さは１０～

２０�とばらつきが大きく、厚さ１�程度の木葉形・柳葉形の尖頭器が製作・搬出されている（図�－

６）。また、折損後、削片剥離が行われ尖頭器�類が作製される母岩（図�－３－７５６）、折損後、再

加工して細石刃核母型が製作され、削片剥離が行われる母岩（図�－５－８７８）も存在する。

両面調整石器は尖頭器の製作途中のもの、両端の加工が丸みを持つものを両方含めた。母岩の搬入
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図�－１ Ａ区（Sb－１～１３）石器組成図（１）

１ 高位部の石器について

242



図�－２ Ａ区（Sb－１～１３）石器組成図（２）
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形態は、片面を大きく剥離した状態が最も多く１５母岩（３７％）、次いで原石ないし部分的に加工した

状態１４母岩（３４％）、粗い両面調整石器７母岩（１７％）、剥片２母岩（５％）、加工された剥片２母岩

（５％）、両面を大きく剥離した状態１母岩（２％）である。原石形状は、転礫が最も多く２４母岩（５９％）、

次いで亜角礫１１母岩（２７％）、角礫２母岩（５％）、不明４母岩（１０％）である。転礫を原石ないし部

分的に加工した状態で搬入するものが１１母岩、亜角礫の片面を大きく剥離した状態で搬入するものが

７母岩あり、比較的まとまって見られる。

初期段階では、尖頭器の製作と同様に粗く急角度の加工が両面に施されている。しかし長軸方向の

剥離が多く含まれる点で異なる（図�－４－８４７）。これらの初期段階で剥離された比較的大型の剥片

や縦長剥片の一部は細石刃核の素材となっている（図�－４・５）。その後、縁辺部調整のある打面

の小さな平坦剥離が連続的に行われ、器体の厚みを除去している。最終的に遺跡内に遺棄されるのは

楔形を呈す�類を含め、１０�前後の両面調整石器である。これらの一群のほかに、「しずく」形で両

面に左右と下端から平坦加工が施され、下縁部が作出される長さ５�程の珪岩製の両面調整石器が単

体資料として存在する（図�－１－２３・２４）。

また接合資料から、遺跡外に搬出された両面調整石器は厚さ２．５�を境に二つのグループに区分でき

る。２．５�以上のグループには両面調整石器�類も含まれている（図�－７）。断面の厚みと小判型の平

面形態から湧別技法の細石刃核の母型となった可能性がある。２．５�以下のグループは、断面形が滑ら

かな凸レンズ状に近いものがあり（図�－６）、細石刃核の母型ないし尖頭器の未製品も含まれると

考えられる。

調整剥片の一部は細石刃核、二次加工ある剥片、扁平な石核の素材として利用され、細石刃核が特

に多い（図�－４・５）。これらの詳しい剥離技術に関しては後述する。

〈剥片剥離技術〉 石刃剥離技術、剥片剥離技術に分けられる。

石刃を剥離する母岩の搬入形態は、原石ないし部分的に加工した状態が最も多く１０母岩（５６％）で、

次いで、剥離の進行した石核の状態３母岩（１７％）、一面を大きく剥離した状態が３母岩（１７％）、剥

片１母岩（６％）、不明１母岩（６％）である。また、原石形状は、角礫が最も多く１０母岩（５６％）、

次いで亜角礫５母岩（２８％）、転礫２母岩（１１％）、不明１母岩（６％）である。角礫をほぼ原石ない

し部分的に加工した状態で搬入するものが６母岩あり、比較的まとまって見られる。

搬入時の石核の厚さは８�前後が多く、比較的薄手で扁平なものが多い。石刃核母型を作製するた

めの調整はほとんど行われず、一部に裏面を平坦化する加工、平坦な裏面からの側面調整の施される

ものが存在する（図�－８－９２１）。

石刃剥離に伴う各種の調整は、頭部調整が基本的に行われ、打面調整が施される場合もある。石刃

作業面は、正裏面に及ぶものが多い。その際裏面の剥離方向は、正面と同方向・逆方向のもの（図�
－８－９２４）と、横方向の剥離となるもの（図�－８－９２６）が存在する。これらの剥離の結果、残核

の形状は扁平なディスク状となり、両面調整石器の母岩と同様、石核部分が遺跡外に搬出される割合

が高い（９母岩中７母岩）。また、細長い小口面を石刃作業面に設定している母岩（図�－１０－９１０、

図�－２４１－８６９、図�－２７３－８９８）や９０度打面転移を繰り返す母岩（図�－２４２－８７１）も少量見られ

る。剥離された石刃は、長さ１０�程度のものが多い。これらの石刃や厚手の剥片の一部は削器、二次

加工ある剥片、舟底形石器、細石刃核の素材として利用されている。

剥片を剥離する母岩の搬入形態は、原石ないし部分的に加工した状態が最も多く８母岩（２７％）、

次いで石核の状態７母岩（２３％）、一面を大きく剥離した状態が５母岩（１７％）、剥片３母岩（１０％）、

舟底形石器の状態２母岩（７％）、石刃核の状態１母岩（３％）、不明４母岩（１３％）である。また、
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図�－３ Ａ区（Sb－１～１３）尖頭器・両面調整石器関連の接合資料
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原石形状は、転礫が最も多く１４母岩（４７％）、次いで亜角礫１２母岩（４０％）、角礫１母岩（３％）、不

明３母岩（１０％）である。

剥片剥離技術は多様で、扁平な素材では、�正面のみに平坦剥離を行う母岩（図�－９－９４５）、�
両面に平坦剥離を行い、最終段階まで剥離される剥片の大きさがあまり変化しない母岩（図�－９－

９５７）、�ディスク状の石刃核と同様、両面に錯交状の剥離を行う母岩（図�－９－９５３）が存在する。

厚みのある素材では、�打面を固定して剥離を行う母岩（図�－９－９３８、図�－３１６－９３９）、�作業

面をほぼ固定して剥離を行う母岩（図�－９－９６０）、	打面転移を頻繁に行い、残核の断面形状が三

角形ないし舟底状となる母岩（図�－９－９６７、図�－３４０－９６９）、
打面と作業面を入れ替える交互

剥離が頻繁に行われ、その作業場所を転移させていく母岩（図�－９－９７３）が存在する。これらの

内、「白滝�群」に類似する剥離技術は、�・�・
である。

また、両面調整石器を含む剥片剥離の初期段階で得られた厚手の剥片を素材とするものもある（図

�－１７２－７８１、図�－１７７－７８６、図�－３２５－９５２）。これらの個体で用いられる技術は主に�で、素

材の腹面を打面に固定して剥離を行っている。

〈細石刃剥離技術〉 遺跡内で細石刃を生産する母岩は、剥片素材と石核素材があり、前者が圧倒的

に多い（図�－４８２）。素材となる剥片は両面調整石器の調整剥片や石刃・縦長剥片が用いられ、前者

が多く見られる。いずれも剥離の比較的初期段階の剥片が多く利用されている。素材剥片の形状や大

きさにまとまりはなく、最低限１�程度の厚さがあれば、素材として利用可能であったと思われる。

石核素材を含め厚手の素材には両面加工、薄手の素材には周縁加工が施されている。

石核素材のものは５母岩存在し、搬入時の長さは５�前後（２母岩）、１０�前後（１母岩）、２０�前

後（２母岩）に分けられる。大型のものは、いずれも途中で折損などのアクシデンタルな剥離の事故

により、作業工程を細石刃核の製作に変更している（図�－５－８７８、図�－２４８－８８１）。８７８は尖頭

器の折損、８８１は両面調整石器の器体を大きく損なうウートラパッセが起こっており、変更時の大き

さはいずれも１２�程である。したがって、石核素材のものは基本的に５～１０�の小型の原石を素材と

し、遺跡内で細石刃核の製作まで行っている。それ以上の大きさの母岩で剥離が進行したものは、基

本的に両面調整石器の状態で遺跡外に搬出されている。前述のとおり、これらの大部分が細石刃核の

素材となっていた可能性がある。

細石刃核母型の作製は、薄手の素材ほど加工が少なく周縁加工のみ（図�－１－１７８～１８０）、厚手

の素材は半両面・両面加工（図�－４－８３８）が施され（図�－４８０）前者が幅１．２�前後、後者が１．３

～１．５�で、両者ともほぼ同様の形状に加工されている。石核素材のものは両面加工によって整形さ

れており、断面凸レンズ状の両面調整石器�類を製作する母岩（図�－５－８７８）と断面楔形の両面

調整石器�類を製作する母岩（図�－５－８７６）が存在する。剥片素材のものも加工は同様であるが、

将来の細石刃核の打面部に相当する上縁の整形が多様である。最も多いのは両面加工・部分的な両面

加工により断面の全体ないし一部を凸レンズ状に整形するものである。部分的な両面加工は、母型の

裏面側（削片剥離の末端側）に施されるものが多い（図�－１－２２５・２２６）。このような加工の目的

は、削片剥離が細石刃核の裏面まで達しやすくするためと考えられ、湧別技法の削片剥離と共通する。

その他に、平坦面や折れ面をそのまま打面に充て、側面調整により断面を楔形に整形するもの（図�
－１－２３９・２４０・２４２・２４３）や片側からの短い急角度加工によるもの（図�－１－２１４・２１６）がある。

素材剥片の用い方は腹面を細石刃核の右側面に、打点側を細石刃核の裏面ないし正面に設定するも

のが多い（図�－４８１・４８３）。

削片剥離は、一次削片の剥離のみでは終了せず、基本的に二回以上の削片剥離が行われている。削
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図�－４ Ａ区（Sb－１～１３）細石刃関連の接合資料（１）
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図�－５ Ａ区（Sb－１～１３）細石刃関連の接合資料（２）

１ 高位部の石器について

248



片剥離後には、次の三種の加工が見られる。�甲板面からの側面調整、�側面から甲板面への加工、

�末端側の断面を山形にする加工で、�が最も多く見られる。

打面が決定すると細石刃剥離は連続的に行われるものが多い。打面再生の削片剥離は基本的には見

られないが、細石刃剥離が５�前後進行した時点で打面再生を行っている母岩も存在する（図�－１９９

－８１４、図�－２３７－８６３）。剥離された細石刃の多くは長さ１５～３５�、幅５�、厚さ１�である（図�
－４７４～４７６）。打面は平坦打面、点打面のものが大部分で、複剥離打面のものも少量見られる。平坦

打面の約半数は、打面が細石刃の長軸に対して直角ではなく左右に傾いている（図�－４７８）。また、

ねじれた形状のものはほとんどないが末端部の形状が左右にカーブしているものが約３割で見られ、

右にカーブしているものが多い（図�－４７７）。

〈二次加工技術〉 舟底形石器の大部分は素材や原石形状が不明である。一部は�大型の角礫から得

られた厚手の縦長剥片を素材とするもの、�転礫を用いた石核素材の母岩（図�－１０－９１０）、�亜角

礫を用いて原石を半割し、分割面を甲板面に設定する母岩（図�－１０－９１１）と判明している。遺跡

内では甲板面からの加工により全体を整形し、最終的に下縁からの加工により、下縁を直線的に作り

出す�ｂ類が多く見られる。本遺跡の�ｂ類の甲板面の多くは平坦でリングが密である。この甲板面

の特徴は�の分割面とよく類似する。この中には端部にやや幅広で粗い細石刃状の剥離が面的に施さ

れ、端部の上面観が直線的になるものが含まれる（図�－２－３８７・３９０）。また、折損し完形品とな

らないものや折損後に再加工が施されるものも多く見られる（図�－２－３９０）。

彫器は縦長剥片、剥片を素材とし、頁岩製が２個体存在する。周縁加工左刃彫器（図�－２－４１３）

及び双面彫器（図�－２－４１６）である。４１６は下端からも側縁に彫刀面が作出されている。

掻器は石刃、剥片を素材としている。いずれも周縁加工はほとんど施されていない。石刃素材の刃

部の形状は、３０度程の鋭角のものや僅かな加工のみ施されるもの（図�－２－４１９）がある。剥片素

材では比較的長い急角度の加工により刃部を作出し、裏面に平坦剥離を施すものも見られる（図�－

２－４２２）。

削器は石刃、剥片を素材としている。加工は、平坦で長い加工（図�－２－４３７）、短い部分的な両

面加工（図�－２－４５１）、急角度の加工などが主に見られる。４５１の打面部への両面加工は特徴的で

一部の錐形石器や二次加工ある剥片の加工の際も採用されている。

錐形石器は縦長剥片、剥片を素材としている。縦長剥片の末端部に突出部を作出し、全体的に棒状

の器形となるもの（図�－２－４２６）、剥片の折損部の角に突出部を作出するもの（図�－２－４２９）、

剥片の打面部に短い両面加工により突出部を作出するもの（図�－２－４３３）が存在する。

二次加工ある剥片は石刃、剥片、細石刃核削片を素材としている。大半は部分的な加工が施された

ものである。特徴的な加工として打面部を除去する短い両面加工（図�－２－４７７）、剥片の厚手の末

端部への平坦加工（図�－２－５０４）が見られる。後者は細石刃核母型の加工途中のものと思われ、

次の段階では図�－２０８－８３３のように中央で切断して厚手の部位のみ母型の素材として用いられる可

能性がある。

石材消費 遺跡内では主に尖頭器・両面調整石器と舟底形石器�ｂ類の製作及び石刃剥離、剥片剥離

が行われている。さらに多量の細石刃が生産されている。細石刃核は大部分が両面調整石器の調整剥

片を素材とし、他に石核素材、縦長剥片素材がある。

舟底形石器以外はほぼ原石ないし部分的に加工された状態で搬入されるものが多い。中でも両面調

整石器を製作する母岩は、転礫、亜角礫が多く用いられている。転礫は眼下の湧別川、亜角礫は幌加

湧別川で採取されたと考えられる。石核素材の両面調整石器の大半は、遺跡外に搬出されている。そ
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れらの多くは、原石の長さが１５～２０�と大型で、両端部が円く整形され、平面形態が小判型となり、

搬出時の厚さが２．５�を境に二つにまとまる（図�－６・７）。２．５�以上のものには両面調整石器�
類も含まれており、形態から湧別技法の細石刃核の素材となった可能性が高い。２．５�以下のものは

細石刃核の素材の他に尖頭器の未製品も含まれる可能性がある。また、石核素材の内、５～１０�の原

石から製作された両面調整石器ないし、製作途中でアクシデントにより１０�前後の大きさに折損、変

形した両面調整石器は遺跡内で細石刃核の製作まで進行している。これらのことから�剥片素材の細

石刃核及び小型の石核素材の細石刃核と�大型の石核素材の両面調整石器（湧別技法の細石刃核母

型）は石材利用に対照的なあり方を示している。すなわち�は遺跡内で細石刃を生産・消費する便宜

的な細石刃核、�は移動先へと携帯する管理的な細石刃核と理解することができる。しかも�・�が

同一の技術体系の中に組み込まれていることが本石器群の大きな特徴といえよう。

�の剥片素材の細石刃核の内、遺跡内に細石刃核ないし細石刃核母型の形態で搬入されたものが一

定量存在する。これらは原産地分析の結果、あじさい滝・幌加沢産が９母岩で最も多く、赤石山産は

４母岩、ケショマップ産は１母岩であった。

舟底形石器は石器の状態で搬入されるものが大半を占める。遺跡内では形態を整える僅かな加工の

み行われるが、加工の痕跡が見られない個体も多い（同一母岩の剥片の有無により判断）。遺棄され

た舟底形石器の多くは折損している。また、折損後の再加工も一般的に見られる。これらの舟底形石

器は、分析の結果全てあじさい滝・幌加沢産と白土沢産であった（５母岩）。これに対し、角礫素材

の大型剥片を搬入し、遺跡内で剥片剥離を行い、縦長剥片を素材として舟底形石器の加工を行う母岩

は赤石山産であった。

細石刃関連の石器や舟底形石器に比べ、彫器・掻器・削器などの石器は少量しか出土していない。

分布 本石器群は Sb－１～５・９～１１に多く分布し、特に Sb－２・５・１０で集中して出土してい

る。また、Sb－５・６・９・１１～１３では小型舟底形石器を含む石器群と混在した出土状況となって

いる（図�－１１）。これらの接合関係を見ると、Sb－５・６の中心部同士で両石器群の接合関係がそ

れぞれ見られ、Sb－１１～１３でも双方の接合関係がそれぞれ確認されている。尖頭器・両面調整石器

関連の母岩は Sb－２・５・１０で多く、細石刃関連の母岩は Sb－２・５で多く、尖頭器・両面調整石

器関連の母岩と重複する分布である。舟底形石器�ｂ類関連の母岩は Sb－５に多いが、細石刃や両

面調整石器関連の母岩の集中域から僅かに西側に偏って出土している。石刃核・石核関連の母岩の

内、扁平なディスク状の残核となる母岩は Sb－５・１０・１２で多く見られる。

年代 Sb－５の遺物集中域の中心から Cb－３が検出されている。Cb－３の周辺の被熱石器は小規

模で、斜面方向に広がって分布している。放射性炭素年代測定値は、５，２７０±４０yBP（Beta－１８６１９２・

SHIRA－１０７）、５，２９０±４０yBP（Beta－１８６１９３・SHIRA－１０８）、５，３２５±２０yBP（PLD－８１０７・SHIRA

－１４５）、１６，１１５±４０yBP（PLD－８１０８・SHIRA－１４６）であった。５，０００yBP台と１６，０００yBP台の大

きくかけ離れた年代値である。

Sb－１０の遺物集中域から Cb－４が検出されている。Cb－４の周辺に被熱石器はほとんど分布し

ていない。放射性炭素年代測定値は、１５，９８０±６０yBP（Beta－１８６１９４・SHIRA－１０９）、１５，７７０±６０yBP

（Beta－１８６１９５・SHIRA－１１０）、１５，８１０±４０yBP（PLD－８１０９・SHIRA－１４７）、１５，７００±４０yBP（PLD

－８１１０・SHIRA－１４８）であった。Cb－３の一部と Cb－４を合せると概ね１５，０００yBP台後半～

１６，０００yBP台前半とすることができるが、被熱石器の出土状況や、５，０００yBP台のかけ離れた年代値

の存在から、採用には検討を要する。

本石器群と同様の石器群は、現在のところ認められない。しかし、個別に石器を観察すると、札滑型
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図�－６ 搬出された尖頭器・両面調整石器（１）
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図�－７ 搬出された尖頭器・両面調整石器（２）
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図�－８ Ａ区（Sb－１～１３）石刃核の接合関連資料
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図�－９ Ａ区（Sb－１～１３）石核関連の接合資料
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図�－１０ Ａ区（Sb－１～１３）舟底形石器関連の接合資料
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細石刃核を含む石器群に伴う遺物といくつか類似するものが見られる。「しずく」形で両面に左右と下

端から平坦加工が施され、下縁部が作出される小型の両面調整石器は、暁遺跡（佐藤・北沢 １９８６）、

石川遺跡（長沼 編 １９８８）、オルイカ２遺跡（広田ほか ２００５）で出土している。大型の舟底形石

器�ｂ類は幌加沢遺跡遠間地点（札幌大学埋蔵文化財展示室 ２００７）で多数出土している。ディスク

状の扁平な石刃核ないし石核は上白滝８遺跡（鈴木ほか ２００４）や新潟県荒屋遺跡（神田 ２００７）で

出土している。さらに、本石器群から搬出された両面調整石器の一部は、前述のとおり湧別技法の細

石刃核として利用された可能性がある。これらのことから、本石器群は札滑型細石刃核を含む石器群

との関連性が強く認められる。さらに、石材消費の項目で述べた特徴から、原産地と消費地では石器

組成が大きく異なると予想され、本石器群が原産地遺跡の様相を示すものと思われる。しかし、同じ

原産地遺跡でも幌加沢遺跡遠間地点と比較すると異なる点が多い。利用された黒曜石の原石形状や大

きさ、両面調整石器の搬出形態、剥片素材の細石刃核の有無、石刃技法の技術、舟底形石器の素材な

どに違いが認められる。現時点ではこの差が何に起因するものかは不明である。今後、他の湧別技法

の確認された遺跡を含めて詳細な検討を行いたい。

小型舟底形石器を含む石器群（図�－２・３・８・１０）

以下の単体石器・母岩にかかわる文章は、基本的に掲載遺物についてのみ対象とした。非掲載の母

岩別資料の情報については表３を参照されたい。

石器製作技術 尖頭器製作技術と石刃剥離技術を含む剥片剥離技術に分けられる。

〈尖頭器製作技術〉 尖頭器を製作する母岩の搬入形態は、両面調整石器の状態が最も多く３母岩

（６０％）で、次いで、原石ないし部分的に加工した状態１母岩（２０％）、両面を大きく剥離した状態

図�－１１ 高位部の石器群分布図
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が１母岩（２０％）である。また、原石形状は、角礫が１母岩（２０％）、転礫が１母岩（２０％）で、大

部分が不明である（３母岩６０％）。いずれも石核素材で長さ２５～４０�、幅１５�程の長大な搬入形態で

ある。原石形状不明のものは、いずれも両面調整石器の状態で搬入されている。

原石ないし部分的に加工した状態で搬入されたもの及び両面を大きく剥離した状態で搬入されたも

のは、初期段階で粗い厚手の剥離を行っている。長軸方向への剥離も見られる。その後、打面が細長

く残存する平坦剥離が左右から両面に施され、器体の表面が滑らかに整形される。両面調整石器の状

態で搬入されたものは、後者の加工から施される。加工が進行すると剥離が細かくなり、最終的に長

大な柳葉形の尖頭器が製作されている（図�－２－１５、図�－３－７６７・７７０・７７１、図�－７）。

〈剥片剥離技術〉 石刃剥離技術、剥片剥離技術に分けられる。

石刃を剥離する母岩の搬入形態は、石核の状態が最も多く５母岩（２６％）で、次いで、石刃核の状

態４母岩（２１％）、一面を大きく剥離した状態が３母岩（１６％）、原石ないし部分的な加工の状態２母

岩（１１％）、両面調整石器の状態２母岩（１１％）、不明３母岩（１６％）である。また、原石形状は、角

礫が最も多く１０母岩（５３％）、次いで亜角礫２母岩（１１％）、転礫１母岩（５％）、不明６母岩（３２％）

である。角礫を石核ないし石刃核の状態で搬入するものが５母岩あり、比較的まとまって見られる。

搬入時の長さは１０�前後が多く、最大で２０�の母岩が存在する。石刃核母型を作製するための調整

はほとんど行われていない。一部に厚さ４�程の両面調整石器を母型とするものもある（図�－８－

９３５、図�－１０－８９７）。打面は平坦打面と複剥離打面が存在し、最初に平坦な原石面を打面に充てる

場合もある（図�－１０－８８６）。石刃剥離作業は、石核を周回するように行われるもの（図�－８－９１７、

図�－１０－８８６）、小口面で行うもの（図�－８－９３５、図�－１０－８９７）、作業面転移を頻繁に行うも

の（図�－８－９３４）が存在する。いずれも頭部調整が入念に行われている。剥離された石刃の長さ

は５～１０�のものが多い。打面作出剥片や厚手の縦長剥片は舟底形石器の素材となっており、石刃を

剥離する１９母岩の約半数の母岩（９母岩）に舟底形石器の製作が組み込まれている。

剥片剥離技術は舟底形石器の素材の獲得を目的としている。母岩の搬入形態は、石核の状態が１母

岩、一面を大きく剥離した状態が１母岩、不明が３母岩である。また、原石の形状は角礫が３母岩、

不明が１母岩である。石刃を製作する母岩と同様に角礫の利用が多く認められる。

技術的には横断面が急角度の稜線を剥離軸に設定して石核の末端まで取り込むようにやや奥を加撃

し、厚手の剥片を獲得している。この条件を満す作業面を剥離するためランダムな打面転移が行われ

ている（図�－１０－８９９）。最終的な石核が舟底形石器に加工される母岩も存在する（図�－２８０・２８９）。

〈二次加工技術〉 舟底形石器の大部分は剥片・縦長剥片を素材としている。一部に石核素材の舟底

形石器も存在する。その他に、原礫面を甲板面に設定する舟底形石器�ｃ類（図�－２－４０６、図�
－１０－８８３）は石核素材と思われる。初期段階は基本的に甲板面からの粗い加工により整形されてい

る。この段階で折損したものが大半を占め、舟底形石器�ａ類として遺跡内に遺棄される（図�－２

－３５８・３６０・３６３）。最終的に細かい面的な加工により小型の舟底形石器�ａ類が製作されている（図

�－２－３４２）。

彫器は石刃を素材とする周縁加工左刃彫器（図�－２－４１１）が存在する。横刃で彫刀面が背面側

に傾くものである。

掻器は縦長剥片・剥片を素材とするものが少量見られる（図�－２－４２１・４２３）。いずれも周縁加

工は微細で、刃部には急角度の加工が施されている。

錐形石器は石刃を素材とし、末端部に裏面からの加工により突出部を形成している（図�－２－

４２８）。

� まとめ

257



舟底形石器に比べ彫器・掻器・削器などの石器類は少量しか出土していない。

石材消費 遺跡内では主に尖頭器と舟底形石器の製作及び石刃剥離、剥片剥離が行われている。いず

れの製作技術でも角礫が多く用いられ、遺跡内には加工の進んだ状態で搬入された例が多い。使用さ

れる黒曜石の石質は、石刃剥離技術、剥片剥離技術に黒曜石４（茶＞黒）が偏って利用され、尖頭器

製作に黒曜石４と黒曜石３（黒＞茶）が多く、石核素材の舟底形石器は黒曜石１（黒）のみが利用さ

れている。

尖頭器の多くは両面調整石器の状態で搬入され、長さ４０�近い長大な柳葉形の尖頭器が搬出され

る。舟底形石器は１５母岩で製作が確認されている。素材を得た剥離技術の内訳は９母岩が石刃剥離、

４母岩が剥片剥離、２母岩が石核素材の舟底形石器の母岩である。これらの母岩で３１個体の舟底形石

器が製作され、内９個体が遺跡内に遺棄され、約２．５倍の２２個体の舟底形石器が搬出されている。搬

出された舟底形石器の大きさは平均で約９×３×２．５�である。このことから遺跡内では舟底形石器

�ａ類まで加工を行わず、舟底形石器�ａ類の状態で搬出していることが分かる。

原産地分析を行ったものは少数であるが、尖頭器を製作する母岩（２母岩）、石刃剥離と舟底形石

器の製作する母岩（１母岩）のいずれも赤石山産であった。

分布 本石器群は Sb－６～８・１１～１３に多く分布し、Sb－５・６・９・１１～１３では剥片素材の削片

系細石刃核を含む石器群と混在した出土状況になっている（図�－１１）。これらの接合関係を見ると、

Sb－５・６の中心部同士に両石器群の接合関係がそれぞれ見られ、Sb－１１～１３でも双方の接合関係

がそれぞれ確認されている。

尖頭器製作は Sb－１２で多く見られる。これに対し、舟底形石器を製作する母岩は Sb－６・７・１１・

１２・１３で多く確認され、段階や個体ごとに剥離場所の異なる母岩がいくつか存在する。そのあり方は

多様で、具体的には、以下の五つの分布パターンに分けられる。�前半に剥離された剥片類が Sb－

７・８・９・１３から散漫に出土し、後半に剥離された剥片類が Sb－１２からまとまって出土するもの

（母岩２６６）。�個体を含めた全体の剥離を Sb－１２で行い、単体の舟底形石器のみ Sb－６から出土す

るもの（母岩２６７）。�全体の剥離を Sb－６で行い、単体の舟底形石器のみ Sb－１３から出土するもの

（母岩２４３）。�全体の剥離を Sb－６で行い、舟底形石器の素材剥片を搬出し、個体の剥離を Sb－１１

で行うもの（母岩２４３・２４４・２４５）。	個体以外の剥片類は Sb－６・７・１１・１２から散漫に出土し、

個体の剥離を Sb－１１で行うもの（母岩２４２）。�～	のように単体の舟底形石器ないし舟底形石器の

素材剥片をブロック外に搬出する行為が多く見られる。

年代 Sb－６の遺物集中域の北東部からＦ－３が検出されている。Ｆ－３の周辺に被熱石器は出土

していない。放射性炭素年代測定値は、１８，８００±８０yBP（Beta－１８６１８８・SHIRA－１０３）、１８，５９０±８０

（Beta－１８６１８９・SHIRA－１０４）、１８，９７０±５０yBP（PLD－８１０３・SHIRA－１４１）、１８，８００±５０yBP（PLD

－８１０４・SHIRA－１４２）であった。１８，０００yBP台後半のまとまった年代値であるが、周辺に被熱石器

が出土していないことから、本石器群の年代値としては直接採用できない。

小型舟底形石器を含む石器群は、白滝遺跡群内で多く確認される石器群である（直江 ２００８）。上白滝

地区では服部台２・奥白滝１・上白滝８・上白滝２・上白滝５遺跡で、白滝地区では白滝第３０地点・白滝３

遺跡で出土している。両地区の遺跡は石器ブロック群ごとの石材消費の様相からＡ類・Ｂ類に分けら

れている（鈴木 ２００７）。本石器群の石材消費の様相はＡ類に分類される。特に石刃技法の特徴（複剥離

打面の存在や打面転移のあり方など）や長大で柳葉形の尖頭器の形態、�ａ類の状態で遺跡外に搬出

されるという舟底形石器の製作工程は、上白滝５遺跡の石材消費、石器製作技術と類似している。また、

本石器群は現在、後期旧石器時代終末期に位置付けられている（山原 １９９８、寺崎２００６、山田 ２００６）。

１ 高位部の石器について
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（１）Ｂ区・石器ブロック１４～１７（Sb－１４～１７）

２ 中位部の石器について

石器・石材組成 尖頭器２２点（�類１８点、�類４点）、両面調整石器５点（�類５点）、彫器１点、削

器９点、舟底形石器３点（�ｂ類３点）、二次加工ある剥片１３点、石刃６８点、縦長剥片９３点、石刃核

９点、石核９点、剥片７，９２０点の計８，１５２点、重量５３，９８７．７�の石器類が出土した。石材は黒曜石１が

６６．４％で最も多く、黒曜石５（１６．６％）、黒曜石３（１２．４％）と続き、以下黒曜石４（４．４％）、黒曜

石２（０．１％）、頁岩（０．０２％）である。

石器製作技術 尖頭器製作技術と石刃剥離技術に分けられる。

〈尖頭器製作技術〉 尖頭器は、��類を含む１０�以下の柳葉形で薄手のものと（図�－１２－１～１８）、

�１０�以上の木葉形で厚手のもの（図�－１２－２３～２５）が見られる。

�の大部分は加工が進行し、同一母岩が存在していないため素材不明だが、一部に素材腹面が残存

する例があり（図�－１２－１・４・６）、大きさや薄さから石刃・縦長剥片を含む剥片素材が主体的

であったと思われる。長さは５�前後で、断面形は凸レンズ状のものが多い。尖頭器の形態は柳葉形

で、両端が尖っている。また、特徴的なものとして、側縁が鋸歯状に加工された尖頭器�類（図�－

１２－１～４）や舌部を作り出すもの（図�－１２－１７）が存在する。いずれも面的な平坦加工によりに

精緻に仕上げられ、一部に左下がり（右上がり）の斜平行剥離が施されている。なお、斜平行剥離は

尖頭器�類に多く見られる。尖頭器�類の縁辺に施された鋸歯状の加工は、最終的な等間隔の深い押

圧剥離により形成されている。

�の大部分は石核素材で、母岩の搬入形態は、一面を大きく剥離した状態が最も多く６母岩（５５％）

で、次いで原石ないし部分的に加工した状態が４母岩（３６％）、両面調整石器の状態が１母岩（９％）

である。また、原石形状は、転礫が最も多く９母岩（８２％）で、亜角礫が２母岩（１８％）である。転

礫を原石ないし部分的に加工した状態、一面を大きく剥離した状態で搬入される母岩が多く見られる。

�の尖頭器の大部分は、母岩の長軸を器体長軸に設定し、初期段階に粗く急角度の加工が両面に施

され、全体の形状を整形している。また、初期段階で大型の剥片が剥離され、尖頭器の素材となるも

のや分割礫を素材として尖頭器製作を行う母岩（図�－１２－７５）も存在する。加工が進行すると、縁

辺部調整のある打面の小さな平坦剥離に移行する。いずれの加工でも器体中央の稜を越える剥離によ

って器体の厚みを除去している。この際、器体の長さはほとんど減じていない。最終的に長さ１０～２０

�のばらつきが大きい木葉形の尖頭器が製作・搬出されている。

〈石刃剥離技術〉 石刃を剥離する母岩の搬入形態は多様で、原石ないし部分的に加工した状態が２

母岩（２５％）、一面を大きく剥離した状態が２母岩（２５％）、石核の状態が２母岩（２５％）、一部に交

互剥離が施された状態が１母岩（１３％）、粗い両面調整石器の状態が１母岩（１３％）である。また、

原石形状は、転礫が多く６母岩（７５％）で、その他の２母岩は亜角礫である（２５％）。

石刃核母型の形態は多様だが、�裏面に背稜を形成するものと（図�－１２－８３）、�裏面に平坦な

面をあてるものないし裏面を平坦に加工するもの（図�－１２－７７・７９）に分けられる。また、正面に

稜を作出するものが一部に存在する（図�－１２－８３）。

打面作出・再生後、打面調整・頭部調整を行い、打点にあたる頭部を擦って石刃を剥離するものが

主体的である。石刃作業面を固定して石刃核を消費しているものが多い。剥離された石刃の長さは５

～１５�である。

� まとめ
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図�－１２ Ｂ区（Sb－１４～１７）石器組成図・接合資料

２ 中位部の石器について
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〈二次加工技術〉 加工の施された石器は少ない。

舟底形石器は�ｂ類で、下縁が直線的に加工されている（図�－１２－４１～４３）。甲板面は平坦で、

素材が大きな剥片であったことが伺える。

彫器は石刃素材で、ノッチ状の調整面から左側縁に長軸とほぼ平行する彫刀面を作出している（図

�－１２－３０）。周縁加工は右側縁に施されている。

削器は石刃素材が多く見られる。平坦加工を基本とし（図�－１２－３１）、急角度加工（図�－１２－３５）

や微細な加工が施されているものも存在する。

石材消費 遺跡内では主に尖頭器の製作と石刃剥離が行われている。いずれの製作技術でも転礫・亜

角礫が多く用いられており、これらの原石は遺跡周辺で採取したと考えられる。

遺跡内で製作・搬出される尖頭器の大部分は１０～２０�の木葉形である。対照的に�類も含めた小型

の尖頭器は単体で搬入されたものが主体的である。原産地分析の結果、後者の尖頭器には、赤石山産

が５個体、あじさい滝・幌加沢産が２個体、ケショマップ産、所山産が１個体ずつ見られた。

舟底形石器も小型の尖頭器と同様に、接合資料、母岩別資料がなく搬入品である。同様の形態の石

器は高位部の細石刃石器群に多く出土している。高位部との接合作業も行ったが、本石器群と同一母

岩は確認されていないため、高位部からの流れ込みの可能性は低い。しかし、本石器群と明確に共伴

するかどうかは不明である。

分布 ４つのブロックの中では、Sb－１６に最も遺物が集中し、分布密度が高い。接合関係は、Sb－１６

を介しての接合関係が多く見られる。特に Sb－１５・１７は接合遺物が疎らで、ほとんどが Sb－１６とブ

ロック間で接合している。これらの傾向は折れ面接合の関係も同様である。

尖頭器�類は Sb－１５・１６から出土し、�類以外の遺跡内で製作された尖頭器も Sb－１６を中心とし

て広がっている。また、石刃剥離に関しても Sb－１６を中心に分布している。

年代 本石器群に関連する炭化物集中、焼土は検出されていない。２個体の尖頭器�類に水和層厚測

定を行い、１９，３７１±７６５年 B．P（H１８３）、１３，９０６±１７３年 B．P（H１８４）の測定結果が得られた。同様

の特徴を持つ石器に６，０００年近い差があることから、直接採用することは出来ない。また、石器の技

術形態学的な検討に関しては、尖頭器�類が多く出土したＣ区（Sb－１８～２１）でまとめる。

（２）Ｃ区・石器ブロック１８～２１（Sb－１８～２１）

尖頭器１４点（�類２点、�類１２点）、両面調整石器４点（�類４点）、掻器３点、錐形石器１点、二

次加工ある剥片６点、石刃１１点、縦長剥片２２点、石核６点、削片１点（細石刃核削片１点）、石鏃２

点、台石１点、原石１点、剥片２，１７０点の計２，２４２点、重量２８，３８７．２�の石器類が出土した。石材は黒

曜石１が６９．３％で最も多く、黒曜石３（１０．６％）、黒曜石４（１０．４％）が続き、以下黒曜石５（６．４％）、

黒曜石２（３．３％）、安山岩（０．０４％）である。

石器製作技術 尖頭器製作技術と石刃剥離技術に分けられる。

〈尖頭器製作技術〉 尖頭器は、��類を含む１０�以下の柳葉形で薄手のものと（図�－１３－１～２３）、

�１０�以上の木葉形で厚手のもの（図�－１３－３６）が見られる。

�の大部分は加工が進行し、同一母岩が存在していないため素材不明だが、一部に素材腹面が残存

する例があり（図�－１３－２・９・１１・１３・１５）、大きさや薄さから石刃・縦長剥片を含む剥片素材

が主体的であったと思われる。長さは５�前後で、断面形は凸レンズ状のものが多い。尖頭器の形態

は柳葉形で、両端が尖っている。また、特徴的なものとして、側縁が鋸歯状に加工された尖頭器�類

（図�－１３－１～２０）や小型で菱形の石鏃（図�－１３－２４）、基端部を直線的に加工する石鏃（図�

� まとめ
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図�－１３ Ｃ区（Sb－１８～２１）石器組成図・接合資料

２ 中位部の石器について
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－１３－２５）が存在する。いずれも面的な平坦加工によりに精緻に仕上げられ、一部に左下がり（右上

がり）の斜平行剥離が施されている。なお、斜平行剥離は尖頭器�類に多く見られる。尖頭器�類の

縁辺に施された鋸歯状の加工は、最終的な等間隔の深い押圧剥離により形成されている。

�の尖頭器は、粗い両面調整石器の状態（原石形状は不明）で搬入されている（図�－１３－３６）。

初期段階に粗く急角度の加工が両面に施され、全体の形状を整形しているが、折損し、幅を細く両側

縁を平行にする急角度加工が裏面から施され、断面が三角形で棒状の尖頭器が製作されている。

〈石刃剥離技術〉 石刃を剥離する母岩は、亜角礫を利用して、裏面を平坦に加工し、両側面に左右

からの調整を施した石刃核母型の状態で搬入されている（図�－１３－３７）。遺跡内では正面の稜が入

念に作成され、打面調整・頭部調整が施されて石刃剥離が行われている。石刃作業面を固定して石刃

核を消費しており、剥離された石刃の長さは１５～２０�である。また、一部の石刃の頭部は擦られている。

〈二次加工技術〉 加工の施された石器は少ない。

掻器は石刃素材で（図�－１３－２８）、素材の末端部に刃部を設定している。刃角は鋭く約５０度である。

錐形石器は石刃素材で（図�－１３－２９）、素材の末端部に腹面からの急角度加工により刃部を作出

している。

石材消費 遺跡内では尖頭器の製作と石刃剥離が小規模に行われている。石刃を製作する母岩では亜

角礫が用いられている。�類も含めた小型の尖頭器、石鏃は単体で搬入されたものが主体的である。

小型の尖頭器は原産地分析の結果、赤石山産が１１個体で最も多く、あじさい滝・幌加沢産が２個体、

赤井川産が１個体、八号沢・白土沢産が１個体、ケショマップ産が１個体、近文台産が１個体見られ

た。また、石鏃は所山産であった。白滝産の黒曜石は赤石山が多く、白滝産以外の種類は多様である。

分布 いずれのブロックも散漫な出土状況である。４つのブロックの中では、Sb－２１に最も遺物が

集中している。また、接合関係が確認された遺物は主に Sb－２１に分布している。ブロック間では Sb

－２１を介して周辺のブロックとの接合関係が若干見られる。その他に斜面部集中域「オ」の一括遺物

との接合が１母岩で確認されている。また、細石刃関連の遺物も含め、基本的には流れ込みによるも

のと考えられる高位部との接合関係がいくつか確認されている。

尖頭器�類は基本的に単体で搬入され、Ｃ区全体に広がる散漫な出土状況である。これに対し遺跡

内での尖頭器製作は主に Sb－２１で行われている。

年代 Sb－２１中央の遺物がやや散漫な地点から Cb－１が検出されている。周辺に被熱石器は出土し

ていない。放射性炭素年代測定値は、２，５２０±２５yBP（PLD－３３２８・SHIRA－１３３）、２，５１０±２５yBP

（PLD－３３２９・SHIRA－１３４）であった。また、Cb－１の１．８ｍ北東側で、Sb－２１の遺物集中域か

ら Cb－２が検出されている。この周辺にも被熱石器は出土していない。放射性炭素年代測定値は、

４，１１０±４０yBP（Beta－１８６１９０・SHIRA－１０５）、４，０２０±４０yBP（Beta－１８６１９１・SHIRA－１０６）、４，１２５

±２０yBP（PLD－８１０５・SHIRA－１４３）、４，１５５±２０yBP（PLD－８１０６・SHIRA－１４４）であった。い

ずれの炭化物集中も周辺部に被熱石器が出土していないこと、２，０００yBP台と４，０００yBP台の二つの

まとまりがあること、石器の技術形態学的検討から考えられる年代値と異なることから、本石器群の

年代値として直接採用できない。

また、２個体の尖頭器�類に水和層厚測定を行い、１５，３７２±６９７年 B．P（Ｈ１８５）、１４，００５±６０１年

B．P（Ｈ１８６）の測定結果が得られた。かけ離れた測定値ではないが、Ｂ区（Sb－１４～１７）の同様の

尖頭器の年代値を含めて考えると、この年代値をそのまま本石器群に採用するには、十分な注意が必

要である。

尖頭器�類は、道内では奥白滝１遺跡 Sb－３８～４４（直江ほか ２００２）、上白滝８遺跡Ｋ区・ブロッ
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ク外（鈴木・直江 ２００６）、上白滝２遺跡ブロック外（鈴木ほか ２００１）、白滝１８遺跡 Sb－１～９（鈴

木・直江 ２００８）、千歳市キウス９遺跡（三浦ほか ２００８）、帯広市暁遺跡第１地点スポット外（佐藤・

北沢 １９８５）などで出土しているが、いずれも散発的な出土状況である。道外では新潟県小瀬が沢洞

窟遺跡（中村 １９６０、小熊・前山 １９９３）、山形県日向洞窟遺跡西地区（佐川・鈴木 編 ２００６）な

ど縄文時代草創期の遺跡で同様の石器が出土している。また、約７００�離れた小瀬が沢洞窟遺跡から

は白滝産・置戸産の黒曜石剥片が５点出土している（藁科・小熊 ２００２）。これらの剥片には小型の

舟底形石器を製作した際の調整剥片が含まれており、当該期の北海道との関連性を石器の形態以外か

らも認めることができる。

また、道外の縄文時代草創期の尖頭器、石鏃、有舌尖頭器に施される斜平行剥離は、左下がり（右

上がり）に施され、対照的に北海道の有舌尖頭器の斜平行剥離は左上がり（右下がり）に施されてい

る（長井 ２００６）。本石器群の尖頭器�類に施される斜平行剥離はいずれも左下がりの加工で、本州

の石器群と同様である。これらのことから、尖頭器�類は技術形態学的、動作連鎖的に本州の縄文時

代草創期との共通性が認められる。

これに対し、本石器群の石刃技法および石刃素材の石器類の一部は、道内の有舌尖頭器を含む石器

群のものと類似している。具体的には、石刃核母型の整形、石刃剥離直前の調整方法、彫器の形態が

挙げられる。

以上をまとめると、本石器群の時期は、尖頭器�類の存在から縄文時代草創期に比定される。尖頭

器�類は本州的な要素が強いが、遺跡内での石刃剥離に関しては本州の縄文草創期的な技術ではな

く、道内の有舌尖頭器を含む石器群と類似している。

３ 斜面部の石器について

斜面部では基本的に調査区毎に遺物を回収した。点取り遺物は一部で、尖頭器１点（�類１点）、

石刃２点、石刃核１点、石核１点、剥片１点の計６点、重量５，８４４．５�である。石材は黒曜石１が６６．６％

で、続いて黒曜石３が３３．３％である。

一括遺物は、尖頭器３２点（�類２９点、�類３点）、両面調整石器２５点（�類１７点、�類８点）、彫器

１点、掻器１点、削器７点、舟底形石器７点（�ａ類５点、�ｂ類２点）、台形石器１点、二次加工

ある剥片２６点、細石刃核３点、石刃６９点、縦長剥片１３点、石刃核１５点、石核３４点、削片４点（細石刃

核削片４点）、石鏃２点、剥片４７，７６２点、原石１点の計４８，００３点の石器類が出土した。�層一括の出

土数と石器組成により、「ア」～「ク」までの集中域を設定した。

集中域「ア」～「ウ」（図�－１４）

斜面の上部に集中域「ア」～「ウ」がある。高位部との接合関係が頻繁に見られることから、高位部

から連続する広がりと捉えられる。細石刃核削片（図�－１４－２８）やディスク状の石刃核（図�－１４

－６３）は高位部の細石刃石器群に含まれる。また、あじさい滝・幌加沢産の台形石器（図�－１４－３４）

が出土している。この集中域を中心とした接合資料は確認されていない。

集中域「エ」（図�－１４）

斜面の中腹にある集中域「エ」は、「射的山型（広郷型）」細石刃核を含む石器群である可能性が高

い。縁辺の潰れが顕著な二次加工ある剥片（図�－１４－３６）、ノッチ状の加工が施される二次加工あ

３ 斜面部の石器について
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る剥片（図�－１４－３８）が出土した。さらに、斜面の傾斜方向の延長線上にある集中域「ク」には「射

的山型（広郷型）」細石刃核が確認されている（図�－１４－３６）。石刃剥離に関連する６母岩が復元さ

れている（図�－１４下段）。角礫を利用するものが最も多く４母岩あり、その内１母岩は赤石山産で

あった。遺跡への搬入形態は、原石ないし部分的な加工が施された状態と石刃核の状態が２母岩ずつ

存在する。いずれも長さが２５�前後と大型である。

石刃核母型は、両面調整石器を作成するもの（図�－１４－８２）、正面の形状は不明だが、下部を中

心に背稜を作成するもの（図�－１４－８１）、裏面を平坦に整形するものが見られる。石刃技法は打面

調整・頭部調整を行い、打点にあたる頭部を擦って石刃を剥離するものが主体的である。１０�前後の

石刃が多く遺棄されている。集中域内では石刃製作が主体的で、細石刃剥離はほとんど行われていな

い。一部で高位部（Sb－１１）との接合関係が確認されている。

集中域「オ」～「ク」（図�－１５～１７）

集中域「オ」～「ク」は斜面の裾野付近に位置している。「オ」ではフレイク集中が検出され、石刃

核の母型作成を行った７母岩が復元されている（図�－１５）。いずれも角礫を利用し、一部に交互剥

離を施した状態で搬入されるものが多い。４母岩の産地を分析し、赤石山産、あじさい滝・幌加沢産

が２母岩ずつ見られた。

石刃核母型は、厚手の両面調整石器を作成するもの（図�－１５－９０・９１）、裏面を平坦に整形する

もの（図�－１５－８９・９３）の２種類が見られる。特に９３は最小限の薄い剥離により、断面が五角形の

ホームベース型となる母型が製作されている。遺跡内での石刃剥離はほとんど見られず、いずれも石

刃核母型が搬出されている。また、Ｃ区（Sb－１８～２１）との接合関係が見られ、同一の石器群の可

能性がある。

「カ」・「キ」の出土点数は少ない。尖頭器が少量含まれているが、全体像は不明である。また、「キ」

はＣ区（Sb－１８～２１）との接合関係が見られ、両者は同一の石器群の可能性がある。

「ク」ではフレイク集中が検出された。縁辺を鋸歯状に加工する小型尖頭器（尖頭器�類）を含む

石器群である（図�－１６・１７）。掲載した１９母岩では尖頭器製作と石刃剥離が行われており、両者が

同一の母岩に含まれるものも存在する（図�－１６－９５・１２８）。原石の形状は、角礫が最も多く９母岩

で利用され、以下亜角礫６母岩、転礫３母岩、不明１母岩である。尖頭器製作には各形状の原石が用

いられいるが、石刃剥離は角礫に特化している。これらのうち２母岩の産地を分析し、角礫は赤石山

産、亜角礫はあじさい滝・幌加沢産であった。平成１８・１９年度調査区との接合関係がいくつかの母岩

で確認されているため、母岩の搬入形態、搬出形態に関してここではまとめない。

石刃核の裏面は大部分が平坦に整形されている。製作当初から、最終的な石刃核を尖頭器の素材と

して利用することを念頭においているためと考えられる。石刃剥離は打面調整・頭部調整を施し、打

面の縁を擦った後に行われている。剥離される石刃の大きさは１０�前後のものが多い。

尖頭器は上記の石刃核素材の他に、剥片素材のものが多く見られる。特に母岩４０５（図�－１７）は

剥片素材の尖頭器が８個体製作されている（個体Ａ～Ｈ）。さらに石核部分も上下に二分割され、それ

ぞれ尖頭器が製作されている（個体Ｉ・Ｊ）。また、原石を二分割してそれぞれ同様の形態の尖頭器

を製作するものも存在する（図�－１１４・１１５）。製作される尖頭器の大きさは、石核素材のものが１５

�前後、剥片素材のものが１０�前後を主体としている。
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図�－１４ 斜面部石器組成図・接合資料（集中域「エ」）

３ 斜面部の石器について
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図�－１５ 斜面部接合資料（集中域「オ」）
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図�－１６ 斜面部接合資料（集中域「ク」）（１）

３ 斜面部の石器について
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図�－１７ 斜面部接合資料（集中域「ク」）（２）
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直江康雄・高橋和樹・立田 理・鈴木宏行 ２００４ 『白滝遺跡群�』北埋調報２１０ �北海道埋蔵文化財センター

直江康雄・鈴木宏行 ２００７ 『白滝遺跡群�』北埋調報２３６ �北海道埋蔵文化財センター

長井謙治 ２００６ 「斜状平行剥離の復元製作」『考古学ジャーナル』�５４７ ニューサイエンス社

長沼 孝（編） １９８８ 『函館市 石川１遺跡』北埋調報４５ �北海道埋蔵文化財センター

中村孝三郎 『小瀬が沢洞窟』 長岡市立科学博物館

中村有吾・平川一臣 １９９８ 「北海道・白滝遺跡周辺のテフラ層序と地形環境」『日本地理学会発表要旨集』５４ 日本

地理学会

中村有吾・平川一臣・長沼 孝 １９９９ 「白滝遺跡と周辺地域のテフラ」『地学雑誌』１０８－５ 東京地学協会

中村有吾・平川一臣 ２０００ 「大雪御鉢平テフラの岩石記載学的特徴」『火山』４５－５ 日本火山学会

中村有吾 ２００７ 「�－３ 白滝地域の段丘面区分」『白滝遺跡群�』北埋調報２３６ �北海道埋蔵文化財センター

北大調査団 １９６０ 「白滝遺跡出土の遺物」『北方文化研究報告』１５ 北海道大学

平川一臣・中村有吾・石川 守 ２０００ 「�－３ 北海道白滝遺跡と周辺地域のテフラ層序と地形環境」『白滝遺跡群

�』北埋調報１４０ �北海道埋蔵文化財センター

広田良成・阿部明義・三浦正人 ２００５ 『千歳市 オルイカ２遺跡（２）』北埋調報２２１ �北海道埋蔵文化財センター

�北海道埋蔵文化財センター １９９６ 「上白滝８遺跡」『調査年報』８

�北海道埋蔵文化財センター １９９７ 「上白滝８遺跡、上白滝２遺跡」『調査年報』９

�北海道埋蔵文化財センター １９９８ 「白滝遺跡群」『調査年報』１０

�北海道埋蔵文化財センター １９９９ 「白滝遺跡群」『調査年報』１１

�北海道埋蔵文化財センター ２０００ 「白滝遺跡群」『調査年報』１２

�北海道埋蔵文化財センター ２００１ 「白滝遺跡群」『調査年報』１３

�北海道埋蔵文化財センター ２００２ 「白滝遺跡群」『調査年報』１４

�北海道埋蔵文化財センター ２００３ 「白滝遺跡群」『調査年報』１５

�北海道埋蔵文化財センター ２００４ 「白滝遺跡群」『調査年報』１６

�北海道埋蔵文化財センター ２００５ 「白滝遺跡群」『調査年報』１７

�北海道埋蔵文化財センター ２００６ 「白滝遺跡群」『調査年報』１８

�北海道埋蔵文化財センター ２００７ 「白滝遺跡群」『調査年報』１９

�北海道埋蔵文化財センター ２００８ 「遠軽町 白滝遺跡群」『調査年報』２０

松村愉文 １９９５ 『白滝第４地点・第３０地点遺跡』 白滝村教育委員会

松村愉文・瀬下直人 ２００２ 『白滝第４地点』 白滝村教育委員会

松村愉文・瀬下直人 ２００３ 『白滝第３０地点』 白滝村教育委員会

松谷純一 １９８７ａ 『白滝第４地点遺跡』 白滝村教育委員会

松谷純一 １９８７ｂ 『白滝村の遺跡』 白滝村教育委員会

三浦正人・菊池慈人・皆川洋一・新家水奈・阿部明義・愛場和人・袖岡淳子・広田良成 『千歳氏 キウス９遺跡』

北埋調報２５２ �北海道埋蔵文化財センター

向井正幸・和田恵治 ２００３ 「遠軽地域・雄武地域から産出する黒曜石ガラスの化学組成」『旭川市博物館研究報告』

�９

向井正幸・渋谷亮太・和田恵治 ２００４ 「生田原地域から産出する黒曜石ガラスの化学組成」『旭川市博物館研究報

告』No，１０

向井正幸 ２００５ 「紋別地域、留辺蘂地域、豊浦地域から産出する黒曜石ガラスの化学組成」『旭川市博物館研究報告』

No，１１

� まとめ
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宗像公司 １９９９ 「白滝村赤石山採集の石器について」『北海道旧石器文化研究』第４号 北海道旧石器文化研究会

山田 哲 ２００６ 『北海道における細石刃石器群の研究』 六一書房

山田秀三 １９７７ 「黒曜石のアイヌ地名を尋ねて」『北海道の文化』３８ 北海道文化財保護協会

山原敏朗 １９９８ 「北海道の旧石器時代終末期についての覚書」『北海道考古学』３４ 北海道考古学会

吉崎昌一 １９５９ 「北海道白滝村 Loc.３０の石器群」『考古学手帖』６

吉崎昌一 １９６１ 「白滝遺跡と北海道の無土器文化」『民族学研究』２６－１ 民族学研究会

吉崎昌一（編） １９７２ 『タチカルシュナイ遺跡』 遠軽町教育委員会

米村哲英 １９７５ 「白滝遺跡」『日本の旧石器文化』２ 雄山閣

米村哲英 １９７７ 『白滝遺跡－幌加川遺跡・遠間地点』 白滝村教育委員会

藁科哲男・小熊博史 ２００２ 「新潟県小瀬ヶ沢洞窟・室谷洞窟出土黒曜石製遺物の原材産地分析」『長岡市立科学博物

館研究報告』３７

３ 斜面部の石器について
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表１ 旧白滝５遺跡掲載石器一覧
挿図 図版 番号 器 種 名 石器ブロック 発掘区 層位 遺物番号 長さ（�） 幅（�） 厚さ（�） 重量（�） 石 質 母岩番号 接合番号 備 考

�‐３０ ５１ １ 尖頭器 ６ Ｂ１８ ３０ ７７ ２７ １７ ３０．５ 黒曜石１

�‐３０ ５１ ２ 尖頭器 ５ Ｄ１７ ２９１ ９８ ５９ ９ ４５．２ 黒曜石３ ５０４３０

排土 １ 斜面部

�‐３０ ５１ ３ 尖頭器 Ｄ１５ � ７ １２５ ６３ １１ ７７．４ 黒曜石５ １０３ ２６０

Ｄ１５ � １１

５ Ｄ１７ ６３１

�‐３０ ５１ ４ 尖頭器 Ｃ１６ � １ １４０ ４４ １１ ６１．５ 黒曜石５ ９２ ２４１

１ Ｄ１３ １５５

２ Ｄ１４ ８２

４ Ｄ１６ ７０

�‐３０ ５１ ５ 尖頭器 ５ Ｅ１６ ８３４ ２２２ ７７ １８ ２６７．２ 黒曜石５ １７４ ４５８

５ Ｅ１６ ９３０

５ Ｅ１７ ５０９

５ Ｅ１７ ８４６

５ Ｅ１７ １８５２

５ Ｅ１７ ２９２０

�‐３１ ５１ ６ 尖頭器 ５ Ｄ１６ ３８８ １２８ ５１ ２０ １３２．０ 黒曜石３ ８７ ２２７

５ Ｅ１６ １８４４

�‐３１ ５１ ７ 尖頭器 ５ Ｄ１７ ２５９ ５７ ５１ １０ ２５．８ 黒曜石１ １０ ３１

５ Ｄ１７ ３２２

�‐３１ ５１ ８ 尖頭器 Ｂ１６ � ２ （４７） （４３） １１ （１８．２） 黒曜石３ １５４ ３９１

�‐３１ ５１ ９ 尖頭器 １２ Ｈ１９ １２３ （７０） （５５） １４ （４７．１） 黒曜石５ ２８３ ７５６

�‐３１ ５２ １０ 尖頭器 ５ Ｅ１６ ２４２ （１０２） （８７） ２０ （１５２．３） 黒曜石５ １７３ ４５４

�‐３１ ５２ １１ 尖頭器 ５ Ｅ１６ １６８６ （１０３） （５７） １１ （２８．６） 黒曜石１ ５０４３１

Ｅ１６ � ３

�‐３１ ５２ １２ 尖頭器 Ｅ１５ � １４ １３３ ５８ １７ １１３．０ 黒曜石５ １７ ４７

�‐３２ ５２ １３ 尖頭器 Ｂ１７ � １ （１２６） （７８） １６ （９５．６） 黒曜石１ １４３ ３４１

１ Ｃ１２ １０

２ Ｃ１４ ９

２ Ｃ１５ ６４

Ｄ１５ � １７

�‐３２ ５２ １４ 尖頭器 ５ Ｄ１７ ４３９ （１２７） ９６ １５ （１３８．５） 黒曜石５ １８１ ４６８

５ Ｅ１７ ５６９

５ Ｅ１７ ５９８

５ Ｅ１７ １０９２

５ Ｅ１７ １１０５

５ Ｅ１７ １７４１

Ｅ１７ � ４

Ｅ１７ � ３９０

斜面部 １２

�‐３２ ５２ １５ 尖頭器 ４ Ｂ１６ ６ （５４） ３４ ６ （１３．３） 黒曜石４ ２７１

�‐３２ ５２ １６ 尖頭器 １ Ｆ１３ １９ （４１） ２８ １７ （１６．９） 黒曜石２

�‐３２ ５２ １７ 尖頭器 Ｅ１７ � ２９ （５６） （５１） ８ （２２．１） 黒曜石５ ２４９ ６３５

�‐３２ ５２ １８ 尖頭器 ５ Ｅ１７ １５０３ （６１） （４７） ７ （１８．９） 黒曜石１ １０ ３１

５ Ｅ１７ １７７７

５ Ｅ１７ ２５８５

Ｅ１７ � ２３

�‐３２ ５２ １９ 尖頭器 Ｅ１５ � １ （６６） （５９） １３ （４６．６） 黒曜石５ １０１ ２５６

�‐３３ ５３ ２０ 尖頭器 １１ Ｈ１７ ５０ （６８） （８４） １８ （７９．８） 黒曜石５ ５０３８５

�‐３３ ５３ ２１ 削片 Ｅ１７ � ３２３ （２９） ５ ５ （０．５） 黒曜石１ １０ ３１

�‐３３ ５３ ２２ 削片 ５ Ｄ１７ ５１８ （７２） １０ ９ （８．４） 黒曜石１ １０ ３１

５ Ｄ１７ ６０７

�‐３３ ５３ ２３ 両面調整石器 ５ Ｆ１８ １６４ ４１ ３１ １０ １１．０ 珪岩

�‐３３ ５３ ２４ 両面調整石器 ５ Ｅ１７ ２６５０ ５０ ４０ １０ ２０．６ 珪岩

�‐３３ ５３ ２５ 両面調整石器 １１ Ｈ１８ １４ ６３ ４８ ２３ ６４．９ 黒曜石１

�‐３３ ５３ ２６ 剥片 ５ Ｄ１７ ５０３ ６６ ４７ ２２ ６６．９ 黒曜石１ １３６ ３２３

両面調整石器 ５ Ｄ１７ ５０４

�‐３３ ５３ ２７ 両面調整石器 ５ Ｅ１６ １９９ ７７ ５９ １３ ５１．８ 黒曜石３

�‐３３ ５３ ２８ 両面調整石器 １１ Ｇ１８ ７９ ８７ ７５ ２８ １４０．４ 黒曜石３ ２１１ ４９６

掲載石器一覧
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挿図 図版 番号 器 種 名 石器ブロック 発掘区 層位 遺物番号 長さ（�） 幅（�） 厚さ（�） 重量（�） 石 質 母岩番号 接合番号 備 考

�‐３４ ５３ ２９ 両面調整石器 ９ Ｆ２０ １０８ ９２ ４３ １３ ４６．１ 黒曜石３ ２２８ ５４９

９ Ｇ２０ ２７７

�‐３４ ５３ ３０ 両面調整石器 Ｅ１５ � ３ ９０ ５１ １５ ６６．９ 黒曜石３

�‐３４ ５３ ３１ 両面調整石器 ２ Ｅ１５ ７２０ ９８ ６５ ２０ １３４．３ 黒曜石３ ２７ ７１

�‐３４ ５３ ３２ 両面調整石器 ５ Ｄ１７ ５１４ （１１１） ６７ ２１ （１０６．１） 黒曜石１ １２９ ３０４

�‐３４ ５４ ３３ 両面調整石器 ２ Ｅ１５ １４ １１７ ８３ ２０ ２１１．１ 黒曜石５ ９８

�‐３５ ５４ ３４ 両面調整石器 ２ Ｅ１５ ２９９８ ９８ ９７ ３０ ２５６．１ 黒曜石４ ８４ ２１２

�‐３５ ５４ ３５ 両面調整石器 ５ Ｅ１６ ６７７ １１２ １０４ ６０ ７０４．９ 黒曜石５ １４４ ３４５

�‐３５ ５４ ３６ 両面調整石器 Ｅ１７ � ９ １１１ １２０ ７０ ８５０．８ 黒曜石３ １５０ ３７３

�‐３６ ５４ ３７ 両面調整石器 Ｅ１７ � ７ （１２０） （６６） ２８ （２３３．８） 黒曜石３ ９８１

�‐３６ ５５ ３８ 両面調整石器 １２ Ｈ１９ ３８１ １２０ ７２ ３７ ２５１．２ 黒曜石５ ２８１ ７５１

１２ Ｉ２０ ７２３

�‐３６ ５５ ３９ 両面調整石器 ５ Ｅ１７ １８５４ １３１ ９９ ５５ ７３０．７ 黒曜石５

�‐３７ ５５ ４０ 両面調整石器 ５ Ｄ１７ ４６０ １５０ １０１ ３５ ５０２．７ 黒曜石１ ９１７

�‐３７ ５５ ４１ 両面調整石器 ５ Ｅ１７ １６１６ １６５ １１１ ５５ ９７８．５ 黒曜石３ １７２ ４５３

�‐３８ ５５ ４２ 両面調整石器 ９ Ｆ１９ ２５８ ２８ ４７ １６ ２０．７ 黒曜石１

�‐３８ ５５ ４３ 両面調整石器 ５ Ｅ１７ ２６４４ ３９ ４８ １８ ３３．１ 黒曜石４ １０４２

�‐３８ ５６ ４４ 両面調整石器 ９ Ｆ２１ １９ ４４ ６６ ２４ ８５．４ 黒曜石３ ２２８ ５４９

�‐３８ ５６ ４５ 両面調整石器 Ｅ１７ � ８ ６６ ７３ ３２ １２９．３ 黒曜石２ ３８

�‐３８ ５６ ４６ 両面調整石器 Ｆ１７ � ８ ５３ １０４ ３０ １８６．０ 黒曜石４ １５８ ４１２

�‐３８ ５６ ４７ 両面調整石器 ５ Ｄ１７ ７６ ５３ ９１ ２５ １２２．９ 黒曜石３

�‐３９ ５６ ４８ 両面調整石器 ９ Ｇ２０ １６０ ７２ ９０ ２８ ２００．３ 黒曜石３ ２２８ ５４９

�‐３９ ５６ ４９ 両面調整石器 Ｇ１８ � ４ ６３ １０７ ３３ ２７７．５ 黒曜石５ １６５ ４３９

�‐３９ ５６ ５０ 両面調整石器 ５ Ｄ１７ ５３１ （４０） ３３ １５ （２０．６） 珪岩

�‐３９ ５６ ５１ 両面調整石器 ６ Ｃ１７ １８２ （２０） （２１） １０ （２．９） 黒曜石４

�‐３９ ５６ ５２ 両面調整石器 ６ Ｃ１７ １６７ （４１） （５２） １８ （２７．１） 黒曜石３ ８６

�‐３９ ５６ ５３ 両面調整石器 ５ Ｅ１６ １６７９ （９２） ５５ １６ （９１．３） 黒曜石１

�‐４０ ５６ ５４ 細石刃 Ｄ１６ � ５ １６ ６ ４ ０．１ 黒曜石３ ２２５

�‐４０ ５６ ５５ 細石刃 Ｅ１６ � １２ （１６） ４ １ （０．１） 黒曜石１ １１５

�‐４０ ５６ ５６ 細石刃 ５ Ｅ１７ １３２１ （１７） ３ １ （０．１） 黒曜石１ ５０ １１７

�‐４０ ５６ ５７ 細石刃 Ｅ１７ � １０１ １８ ３ １ ０．１ 黒曜石１ １８４

�‐４０ ５６ ５８ 細石刃 ５ Ｅ１７ ３６１ １８ ３ １ ０．１ 黒曜石１ １８４

�‐４０ ５６ ５９ 細石刃 ５ Ｅ１７ ２４ １９ ４ １ ０．１ 黒曜石１ １８４

�‐４０ ５６ ６０ 細石刃 Ｅ１５ � ２０２ １９ ５ ２ ０．１ 黒曜石３ ９５

�‐４０ ５６ ６１ 細石刃 ５ Ｅ１７ １８７１ （２０） ６ ２ （０．１） 黒曜石３ １９１ ４７７

�‐４０ ５６ ６２ 細石刃 ２ Ｅ１５ ２３２２ ２０ ５ ４ ０．３ 黒曜石１ １１５ ２８５

�‐４０ ５６ ６３ 細石刃 ５ Ｅ１７ ２５０２ ２０ ４ ２ ０．１ 黒曜石１ １９４

�‐４０ ５６ ６４ 細石刃 ２ Ｅ１５ ２９５０ （２１） ５ １ （０．１） 黒曜石１ １１９ ２９１

�‐４０ ５６ ６５ 細石刃 Ｃ１８ � ４ （２０） ７ １ （０．２） 黒曜石１ １８５

�‐４０ ５６ ６６ 細石刃 Ｅ１７ � １００ ２１ ５ １ ０．１ 黒曜石５ ２００

�‐４０ ５６ ６７ 細石刃 ５ Ｅ１７ ２３３２ ２２ ７ ２ ０．１ 黒曜石５ ２００

�‐４０ ５６ ６８ 細石刃 Ｅ１７ � ４６ ２２ ６ １ ０．１ 黒曜石３ １９５

�‐４０ ５６ ６９ 細石刃 Ｅ１７ � ２５ （２２） ６ ２ （０．２） 黒曜石３ ２００

�‐４０ ５６ ７０ 細石刃 ５ Ｅ１７ １４３ （２２） ５ ２ （０．１） 黒曜石４ １９７

�‐４０ ５６ ７１ 細石刃 ５ Ｅ１７ ２３４８ ２３ ６ ２ ０．１ 黒曜石１ １８７

�‐４０ ５６ ７２ 細石刃 Ｅ１７ � １７ ２４ ５ １ ０．２ 黒曜石５ １９８ ４８２

�‐４０ ５６ ７３ 細石刃 ２ Ｅ１６ ５２８ （２４） ５ ２ （０．２） 黒曜石３ １２２ ２９４

�‐４０ ５６ ７４ 細石刃 Ｅ１７ � １０２ （２３） ５ １ （０．１） 黒曜石３ １２２

�‐４０ ５６ ７５ 細石刃 ５ Ｅ１７ １６９０ ２５ ４ １ ０．１ 黒曜石３ １９１ ４７７

�‐４０ ５６ ７６ 細石刃 ５ Ｅ１７ ９６６ ２５ ５ ３ ０．２ 黒曜石１ １８４

�‐４０ ５６ ７７ 細石刃 ５ Ｅ１７ ２４９５ ２６ ４ １ ０．１ 黒曜石５ １９８

�‐４０ ５６ ７８ 細石刃 ５ Ｅ１７ ２６５１ ２６ ５ ２ ０．２ 黒曜石１ １９４

�‐４０ ５６ ７９ 細石刃 ５ Ｅ１７ １５９６ （２５） ５ １ （０．１） 黒曜石１ １８２ ４７１

�‐４０ ５６ ８０ 細石刃 ２ Ｅ１５ ２５０１ ２７ ８ １ ０．２ 黒曜石１ １１５

�‐４０ ５６ ８１ 細石刃 Ｄ１５ � ２６ （２８） ４ １ （０．２） 黒曜石１ １１９ ２９２

２ Ｅ１５ ２３４１

�‐４０ ５６ ８２ 細石刃 Ｄ１５ � ２３ ２８ ６ １ ０．２ 黒曜石１ １１９ ２９２

Ｈ１８ � ２

�‐４０ ５６ ８３ 細石刃 ２ Ｅ１５ ２６５６ ２９ ６ １ ０．２ 黒曜石１ １１５

�‐４０ ５６ ８４ 細石刃 ２ Ｅ１５ ２３２５ （３０） ６ ２ （０．２） 黒曜石１ １１９ ２９１

旧白滝５遺跡
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�‐４０ ５６ ８５ 細石刃 Ｅ１７ � ４７ ３１ ７ ２ ０．２ 黒曜石３ １９１

�‐４０ ５６ ８６ 細石刃 ２ Ｅ１５ １９９６ （３１） ５ ２ （０．１） 黒曜石１ １１９ ２９１

�‐４０ ５６ ８７ 細石刃 ２ Ｅ１６ ６３ ３０ ５ ３ ０．３ 黒曜石１ １１９ ２９１

�‐４０ ５６ ８８ 細石刃 Ｅ１６ � １５ ３１ ５ １ ０．２ 黒曜石１ １１５ ２８６

Ｅ１６ � ２０

�‐４０ ５６ ８９ 細石刃 Ｅ１６ � ６ ３３ ５ ２ ０．２ 黒曜石１ １１５ ２８６

�‐４０ ５７ ９０ 細石刃 ２ Ｅ１５ ２３４９ ３２ ６ ２ ０．３ 黒曜石１ １１５ ２８６

�‐４０ ５７ ９１ 細石刃 Ｅ１４ � ５ ３３ ５ ２ ０．２ 黒曜石３ ９７ ５００８３

Ｅ１４ � ６

�‐４０ ５７ ９２ 細石刃 Ｅ１６ � ７ ３５ ５ ２ ０．２ 黒曜石１ １８６

�‐４０ ５７ ９３ 細石刃 Ｅ１５ � １２ ２４ ７ ２ ０．３ 黒曜石１ １１５ ２８５

�‐４０ ５７ ９４ 細石刃 ５ Ｅ１７ ２１４５ （８） ４ １ （０．１） 黒曜石１ １８７

�‐４０ ５７ ９５ 細石刃 ５ Ｅ１７ １６３４ （１１） ５ １ （０．１） 黒曜石３ １９１ ４７７

�‐４０ ５７ ９６ 細石刃 ５ Ｅ１７ ２３２０ （１２） ３ １ （０．１） 頁岩

�‐４０ ５７ ９７ 細石刃 ５ Ｅ１７ ２３３３ （１２） ３ １ （０．１） 黒曜石３ １９２

�‐４０ ５７ ９８ 細石刃 ２ Ｅ１５ ３０７０ （１２） ４ １ （０．１） 黒曜石１ １９０

�‐４０ ５７ ９９ 細石刃 ５ Ｅ１７ ３０２ （１２） ６ １ （０．１） 黒曜石１ １８４

�‐４０ ５７ １００ 細石刃 ５ Ｅ１７ ２４７６ （１２） ４ １ （０．１） 黒曜石１ １８７ ４７３

�‐４０ ５７ １０１ 細石刃 ５ Ｅ１７ ３９ （１３） ３ １ （０．１） 黒曜石１ １９４

�‐４０ ５７ １０２ 細石刃 ５ Ｅ１７ １６３８ （１３） ５ １ （０．１） 黒曜石４ １９７

�‐４０ ５７ １０３ 細石刃 ５ Ｅ１７ ４０ （１３） ３ １ （０．１） 黒曜石３ １９１

�‐４０ ５７ １０４ 細石刃 Ｄ１７ � ４ （１４） ４ １ （０．１） 黒曜石５ ２０２

�‐４０ ５７ １０５ 細石刃 ２ Ｅ１６ ４９６ （１４） ４ １ （０．１） 黒曜石３ １９０

�‐４０ ５７ １０６ 細石刃 ５ Ｅ１７ １３１２ （１４） ３ １ （０．１） 黒曜石３ １９１ ４７６

�‐４０ ５７ １０７ 細石刃 Ｃ１５ � ２ （１４） ５ １ （０．１） 黒曜石１ １２０

�‐４０ ５７ １０８ 細石刃 ２ Ｅ１５ ２８０７ （１５） ５ ２ （０．１） 黒曜石３ １２２

�‐４０ ５７ １０９ 細石刃 ５ Ｄ１７ ３２１ （１４） ５ ３ （０．１） 黒曜石１ １８３

�‐４０ ５７ １１０ 細石刃 Ｅ１５ � ２１ （１５） ３ １ （０．１） 黒曜石１ １１９

�‐４０ ５７ １１１ 細石刃 ５ Ｅ１７ ２３２９ （１５） ５ ２ （０．１） 黒曜石１ １８２ ４７１

�‐４０ ５７ １１２ 細石刃 ５ Ｅ１７ ９７７ （１５） ４ １ （０．１） 黒曜石１ １９４

�‐４０ ５７ １１３ 細石刃 ５ Ｅ１７ １３１５ （１６） ６ １ （０．１） 黒曜石３ １９１ ４７７

�‐４０ ５７ １１４ 細石刃 ８ Ｅ２０ ２４ （１７） ５ １ （０．１） 頁岩

�‐４０ ５７ １１５ 細石刃 ５ Ｅ１７ １０６７ （１７） ５ ２ （０．１） 黒曜石３ １９１

�‐４０ ５７ １１６ 細石刃 Ｄ１５ � ２７ （１８） ６ ２ （０．１） 黒曜石１ １２０

�‐４０ ５７ １１７ 細石刃 Ｅ１７ � ３１ （１８） ６ ２ （０．１） 黒曜石５ １９８ ４８２

�‐４０ ５７ １１８ 細石刃 Ｅ１５ � ２０ （１８） ５ １ （０．１） 黒曜石３ １２２ ２９５

�‐４０ ５７ １１９ 細石刃 ２ Ｅ１６ １４５ （１８） ５ １ （０．１） 黒曜石１ １１５ ２８７

�‐４０ ５７ １２０ 細石刃 Ｅ１５ � ２０４ （２０） ５ １ （０．１） 黒曜石３ ９５

�‐４０ ５７ １２１ 細石刃 ２ Ｅ１５ ２８０８ （１９） ６ ２ （０．１） 黒曜石１ １１５ ２８７

�‐４０ ５７ １２２ 細石刃 Ｅ１６ � ２１ （１９） ５ １ （０．２） 黒曜石３ １２２

�‐４０ ５７ １２３ 細石刃 Ｅ１６ � １３ （２０） ５ １ （０．１） 黒曜石１ １１５

�‐４０ ５７ １２４ 細石刃 Ｄ１５ � ３０ （２０） ６ ２ （０．１） 黒曜石３ １２２ ２９５

�‐４０ ５７ １２５ 細石刃 Ｅ１５ � １５ （２０） ５ ２ （０．２） 黒曜石１ １１５ ２８５

�‐４０ ５７ １２６ 細石刃 ５ Ｅ１７ １７１３ （２１） ５ １ （０．１） 黒曜石１ １８５

�‐４０ ５７ １２７ 細石刃 Ｅ１５ � ２０６ （２０） ５ ２ （０．１） 黒曜石３ ９５ ２４６

�‐４０ ５７ １２８ 細石刃 Ｄ１５ � ２ （２０） ６ ２ （０．２） 黒曜石１ １１５

�‐４０ ５７ １２９ 細石刃 ２ Ｅ１５ ２３４４ （２２） ５ ２ （０．２） 黒曜石３ １２２ ２９４

�‐４０ ５７ １３０ 細石刃 ２ Ｄ１４ ６０３ （２３） ５ １ （０．１） 黒曜石３ ９７

�‐４０ ５７ １３１ 細石刃 ２ Ｄ１５ ７３４ （２２） ５ １ （０．２） 黒曜石１ １１５ ２８５

�‐４０ ５７ １３２ 細石刃 ５ Ｅ１７ １６９６ （２０） ３ １ （０．１） 黒曜石１ １８６

�‐４０ ５７ １３３ 細石刃 Ｅ１５ � １６ （２２） ４ １ （０．２） 黒曜石３ ９７

�‐４０ ５７ １３４ 細石刃 Ｅ１５ � ６ （２３） ５ ２ （０．２） 黒曜石１ ９７

�‐４０ ５７ １３５ 細石刃 Ｄ１７ � ８ （２３） ６ １ （０．２） 黒曜石５ ２００

�‐４０ ５７ １３６ 細石刃 Ｄ２２ � １ （２４） ７ ２ （０．２） 黒曜石４ １９６

�‐４０ ５７ １３７ 細石刃 ２ Ｅ１６ ５７３ （２５） ４ １ （０．２） 黒曜石１ １１５ ２８６

�‐４０ ５７ １３８ 細石刃 ６ Ｃ１８ １７５ （３０） ６ ２ （０．３） 黒曜石３ ２２３

�‐４０ ５７ １３９ 細石刃 １０ Ｃ２２ ８６ （３３） ９ ３ （０．７） 黒曜石４ ２２３

�‐４０ ５７ １４０ 細石刃 ５ Ｄ１７ ５２０ （１１） ５ １ （０．１） 黒曜石３ １９２

�‐４０ ５７ １４１ 細石刃 ８ Ｅ２０ ２０７ （１１） ４ ２ （０．１） 黒曜石１ １１９

�‐４０ ５７ １４２ 細石刃 Ｄ１８ � ４ （１１） ５ ２ （０．１） 黒曜石３ ２２３

掲載石器一覧
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�‐４０ ５７ １４３ 細石刃 ５ Ｅ１７ １６９４ （１１） ４ １ （０．１） 黒曜石１ １８７

�‐４０ ５７ １４４ 細石刃 Ｄ１７ � ５ （１２） ５ １ （０．１） 黒曜石５ １９８

�‐４０ ５７ １４５ 細石刃 Ｄ１５ � ２４ （１２） ３ １ （０．１） 黒曜石１ １１９

�‐４０ ５７ １４６ 細石刃 ６ Ｃ１９ ２８ （１２） ４ １ （０．１） 黒曜石４ ２２５

�‐４０ ５７ １４７ 細石刃 ５ Ｅ１７ ４３３ （１３） ３ １ （０．１） 黒曜石１ １８２

�‐４０ ５７ １４８ 細石刃 Ｆ２１ � １ （１４） ５ ２ （０．１） 黒曜石３ ２２３

�‐４０ ５７ １４９ 細石刃 ５ Ｅ１７ ２３２８ （１４） ５ １ （０．１） 黒曜石１ １９０

�‐４０ ５７ １５０ 細石刃 ５ Ｅ１７ ２３３０ （１５） ３ １ （０．１） 黒曜石１ １８２

�‐４０ ５７ １５１ 細石刃 Ｅ１７ � ４４ （１５） ５ １ （０．１） 黒曜石５ １９８

�‐４０ ５７ １５２ 細石刃 ６ Ｂ１８ ６４ （１５） ５ ２ （０．１） 黒曜石４ ２２５

�‐４０ ５７ １５３ 細石刃 ５ Ｅ１７ ２３２３ （１６） ６ ２ （０．１） 黒曜石５ ２０２

�‐４０ ５７ １５４ 細石刃 Ｅ１６ � １８ （１６） ５ １ （０．１） 黒曜石１ １１５ ２８５

�‐４０ ５７ １５５ 細石刃 ５ Ｅ１７ ２６４０ （１６） ６ １ （０．１） 黒曜石１ ５０ １１７

�‐４０ ５７ １５６ 細石刃 ５ Ｅ１７ １８７３ （１６） ５ １ （０．１） 黒曜石１ １９４ ４７９

�‐４０ ５７ １５７ 細石刃 ６ Ｃ１９ ２１ （１８） ５ １ （０．１） 黒曜石４ ２２４

�‐４０ ５７ １５８ 細石刃 Ｅ１７ � １４ （２０） ６ ３ （０．２） 黒曜石１ ５０ １１８

�‐４０ ５７ １５９ 細石刃 ２ Ｅ１５ ２５１９ （２０） ４ ２ （０．１） 黒曜石１ １１７

�‐４０ ５７ １６０ 細石刃 Ｅ１７ � ２７ （２２） ４ １ （０．１） 黒曜石１ １８２

�‐４０ ５７ １６１ 細石刃 ５ Ｅ１７ ２３９５ （２３） ６ ２ （０．２） 黒曜石１ １８７ ４７３

�‐４０ ５７ １６２ 細石刃 ２ Ｅ１５ ２９３２ （２５） ６ ２ （０．３） 黒曜石１ １１５ ２８５

�‐４０ ５７ １６３ 細石刃 Ｇ１９ � ４ （１０） ４ １ （０．１） 黒曜石５ １９３

�‐４０ ５７ １６４ 細石刃 ５ Ｅ１７ ２３４７ （１４） ６ １ （０．１） 黒曜石４ １９６

�‐４０ ５７ １６５ 細石刃 Ｅ１４ � ４ （１４） ５ １ （０．１） 黒曜石１ １１５

�‐４０ ５７ １６６ 細石刃 ５ Ｄ１７ ５０６ （１７） ６ ２ （０．１） 黒曜石５ １９８

�‐４０ ５７ １６７ 細石刃 ５ Ｅ１７ ３４７ （１７） ４ ２ （０．１） 黒曜石５ １９８

�‐４０ ５７ １６８ 細石刃 ２ Ｅ１５ ２７９５ （１８） ５ １ （０．１） 黒曜石１ １１５

�‐４０ ５７ １６９ 細石刃 Ｅ１５ � ９ （１８） ４ １ （０．１） 黒曜石１ １１５

�‐４０ ５７ １７０ 細石刃 ５ Ｅ１７ １６９７ （１８） ６ ２ （０．１） 黒曜石１ ５０ １１７

�‐４０ ５７ １７１ 細石刃 Ｅ１７ � ４０ （１８） ５ １ （０．１） 黒曜石１ ５０ １１７

�‐４０ ５７ １７２ 細石刃 Ｅ１６ � １４ （１８） ４ １ （０．１） 黒曜石４ ９５ ２４６

�‐４０ ５７ １７３ 細石刃 １ Ｄ１２ ８９ （１９） ７ ２ （０．２） 黒曜石４ １９２

�‐４０ ５７ １７４ 細石刃 ２ Ｅ１５ ２８０２ （２０） ５ １ （０．１） 黒曜石１ ９７

�‐４０ ５７ １７５ 細石刃 Ｅ１５ � ２０５ （２１） ４ ２ （０．１） 黒曜石３ ９５

�‐４０ ５７ １７６ 細石刃 ２ Ｅ１６ ５６７ （２３） ４ １ （０．１） 黒曜石１ １８６

�‐４０ ５７ １７７ 細石刃 ５ Ｅ１７ １６１７ （２５） ５ ２ （０．１） 黒曜石１ １９４ ４７９

�‐４１ ５７ １７８ 細石刃核 ５ Ｅ１７ １９１４ ２６ ３４ ９ ８．６ 黒曜石１ １８３ ４７２

５ Ｅ１７ １９１９

�‐４１ ５７ １７９ 細石刃核 ５ Ｄ１７ ４６３ ２３ ４７ １１ １１．０ 黒曜石３ １９１ ４７６

�‐４１ ５７ １８０ 細石刃核 ２ Ｅ１５ ４０１ ２６ ５９ １０ １７．２ 黒曜石１ １１６ ２８８

�‐４１ ５７ １８１ 細石刃核 ５ Ｅ１７ １２８ ２２ ３６ １３ １０．４ 黒曜石１ ５０ １１８

�‐４１ ５７ １８２ 細石刃核 ４ Ｃ１６ ４６ １８ ４１ １１ ７．７ 黒曜石１ １２７ ２９９

�‐４１ ５７ １８３ 細石刃核 ６ Ｃ１７ ８６ ３２ ４４ １５ １７．５ 黒曜石１ １３３ ３２０

�‐４１ ５７ １８４ 細石刃核 ５ Ｄ１６ ３８ ２７ ５８ １３ １８．８ 黒曜石１ １４８ ３５１

�‐４１ ５７ １８５ 細石刃核 ２ Ｅ１５ １０３４ ２５ ５５ １４ １６．５ 黒曜石４ ９５ ２４６

�‐４１ ５７ １８６ 細石刃核 ２ Ｄ１５ ９２３ ３３ ７０ １５ ３１．６ 黒曜石１ １１５ ２８５

�‐４１ ５７ １８７ 細石刃核 ２ Ｄ１５ ５３１ ２３ ４３ ８ ８．８ 黒曜石１ ５０ １１６

�‐４１ ５７ １８８ 細石刃核 Ｅ１３ � ５２ ２４ ４７ １２ １５．８ 黒曜石３ ８２ ２０９

�‐４１ ５７ １８９ 細石刃核 ６ Ｂ１８ ３７ １２３ ４０ １９ ７４．４ 黒曜石４ ２２３ 産地分析Ｘ４４５

�‐４１ ５７ １９０ 細石刃核 １ Ｅ１３ ９６ （２４） １８ １９ （７．０） 黒曜石４ ２２４

�‐４１ ５７ １９１ 細石刃核 １１ Ｉ１８ ５０ ３９ ３５ １２ １６．２ 黒曜石３ １２１ ２９３

�‐４１ ５７ １９２ 細石刃核 Ｅ１７ � ３０ ２４ ４５ １１ １１．６ 黒曜石１ １３７ ３２５

�‐４１ ５８ １９３ 細石刃核 Ｅ１７ � ２２ ２４ ５２ １３ １７．３ 黒曜石４ ２３６ ５８３

�‐４２ ５８ １９４ 細石刃核 ５ Ｅ１７ ２２６７ １８ ５３ ９ ７．７ 黒曜石３ １３１ １８７

�‐４２ ５８ １９５ 細石刃核 １１ Ｉ１９ １３５ ３４ ５４ ９ １７．７ 黒曜石１ ２９６

�‐４２ ５８ １９６ 細石刃核 Ｆ１７ � ２ ２３ ５３ １１ ９．８ 黒曜石１ １８９

�‐４２ ５８ １９７ 細石刃核 Ｄ１５ � １４ ２５ ６５ １２ ２１．３ 黒曜石５ ９９ ２５２

�‐４２ ５８ １９８ 細石刃核 １１ Ｉ１９ １２１ ２３ ６４ １１ １７．６ 黒曜石１ １２７ ２９９

�‐４２ ５８ １９９ 細石刃核 ５ Ｆ１８ ２９ ２７ ６８ １２ １９．８ 黒曜石１ ２０１

�‐４２ ５８ ２００ 細石刃核 ２ Ｅ１４ ２０７ ４８ ５８ １３ ２４．８ 黒曜石４ ７１ １６２

�‐４２ ５８ ２０１ 細石刃核 ５ Ｅ１７ １０９１ ３５ ７０ １３ ２４．２ 黒曜石３ ７２ １７２
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�‐４２ ５８ ２０２ 細石刃核 ５ Ｅ１７ ２１２０ ４５ ８０ １６ ５８．６ 黒曜石３ ７４ １８３

�‐４２ ５８ ２０３ 細石刃核 Ｄ１４ � ２ ３５ ９０ １８ ５２．６ 黒曜石１ ５２ １２３

�‐４２ ５８ ２０４ 細石刃核 ２ Ｆ１５ ４９５ ４９ １０４ ２６ １３０．９ 黒曜石１ １４１ ３３３

�‐４３ ５８ ２０５ 細石刃核 ５ Ｅ１７ １４９１ ２０ （３７） ９ （５．５） 黒曜石５ ９９ ２５２

�‐４３ ５８ ２０６ 細石刃核 Ｅ１７ � ６ ３１ ５０ １５ ２０．１ 黒曜石１ １３５ ３２２

�‐４３ ５８ ２０７ 細石刃核 ５ Ｅ１７ ２２１０ ２５ ５３ ７ １２．０ 黒曜石１ １２８ ３０３

�‐４３ ５８ ２０８ 細石刃核 ５ Ｅ１７ １４８ ２４ ５４ １２ １３．３ 黒曜石１ １４６ ３４９

�‐４３ ５８ ２０９ 細石刃核 ５ Ｅ１６ ２０２９ １９ ５７ １２ １２．２ 黒曜石４ １２３ ２９６

�‐４３ ５８ ２１０ 細石刃核 ５ Ｅ１７ ２５０５ ３９ ５７ １６ ３４．２ 黒曜石４ ６６ １４３

�‐４３ ５８ ２１１ 細石刃核 １１ Ｈ１７ ４９ ２６ ６１ １３ ２１．５ 黒曜石１ ２４１ ５９１

�‐４３ ５８ ２１２ 細石刃核 ２ Ｅ１５ １４９５ ４７ ６９ １６ ５４．０ 黒曜石１ ４９ １１５

�‐４３ ５８ ２１３ 細石刃核 ２ Ｄ１５ ８６２ ３５ ８７ １８ ５１．１ 黒曜石３ ９６ ２４８

�‐４３ ５９ ２１４ 削片 ５ Ｅ１７ １６７０ １６ ７９ ８ ５．２ 黒曜石１ １８３ ４７２

�‐４３ ５９ ２１５ 削片 １２ Ｇ１９ ８５０ ２９ ８２ １２ １５．４ 黒曜石１ ２５５ ５０２０４

１２ Ｇ１９ １１１７

�‐４３ ５９ ２１６ 削片 ５ Ｄ１７ １０１ １９ １０１ ７ １１．１ 黒曜石５ １７０ ４５０

５ Ｄ１７ ４６１

５ Ｅ１７ １３０７

�‐４３ ５９ ２１７ 削片 Ｄ１４ � １８６ ８ （３３） ５ （１．０） 黒曜石１ １１６

�‐４３ ５９ ２１８ 削片 Ｆ１５ � １１９ ９ （３６） １１ （２．７） 黒曜石３ ９６ ２４８

�‐４４ ５９ ２１９ 削片 Ｄ１５ � １５４ ７ （２０） ６ （０．４） 黒曜石３ １２１ ２９３

�‐４４ ５９ ２２０ 削片 ５ Ｅ１７ ２３８４ ９ （２５） １４ （２．０） 黒曜石４ １４９

�‐４４ ５９ ２２１ 削片 ２ Ｅ１５ ８１３ ５ （２１） ３ （０．３） 黒曜石３ ７２ １７２

�‐４４ ５９ ２２２ 削片 ５ Ｄ１７ ４５２ １０ （２６） ７ （１．２） 黒曜石４ ７２ １７２

�‐４４ ５９ ２２３ 削片 ５ Ｄ１７ ２１８ ２２ （２９） １４ （４．５） 黒曜石１ １３３ ３２０

�‐４４ ５９ ２２４ 削片 Ｅ１５ � １０ ９ ４８ １１ ２．７ 黒曜石１ １１９

�‐４４ ５９ ２２５ 削片 Ｄ１６ � ２６ １４ ４９ １７ ４．４ 黒曜石１ １４８ ３５１

２ Ｅ１６ ３７６

�‐４４ ５９ ２２６ 削片 Ｅ１７ � ２ １７ （５４） １３ （７．３） 黒曜石５ １９３ ４７８ 産地分析Ｘ４２７

�‐４４ ５９ ２２７ 削片 ５ Ｅ１７ １５３５ １５ （５８） ８ （２．９） 黒曜石３ ７４ １８３

�‐４４ ５９ ２２８ 削片 ５ Ｆ１８ ２２ ２１ ６３ １２ １２．４ 黒曜石１ １８９ ４７５ 産地分析Ｘ４２５

�‐４４ ５９ ２２９ 削片 ５ Ｆ１８ １ ２２ ７８ ８ ４．２ 黒曜石５ ２８８ ５０２４７

斜面部 ２１

�‐４４ ５９ ２３０ 削片 ２ Ｄ１５ ４５２ １１ （３７） １３ （３．０） 黒曜石５ ９９ ２５２

�‐４４ ５９ ２３１ 削片 ５ Ｅ１７ ２５７４ ８ （３２） ５ （１．１） 黒曜石１ １３７ ３２５

�‐４４ ５９ ２３２ 削片 ６ Ｃ１７ ８５ ３８ （４５） １０ （１１．０） 黒曜石４ ６６ １４３

�‐４４ ５９ ２３３ 削片 ５ Ｅ１７ ９８９ １５ ８０ １３ ８．４ 黒曜石５ １８ ７５３ 産地分析Ｘ４３６

５ Ｅ１７ ９９３

Ｅ１７ � ３２

�‐４４ ５９ ２３４ 削片 Ｆ１７ � ３ ８ （４５） ７ （２．１） 黒曜石１ １８８ ４７４

�‐４４ ５９ ２３５ 削片 ５ Ｅ１６ ２６４ １２ （５２） ９ （３．８） 黒曜石１ ５０４５３

Ｅ１６ � １１

�‐４４ ５９ ２３６ 削片 １１ Ｉ１９ １３１ ８ （３５） ８ （１．８） 黒曜石３ １９１ ４７６

�‐４４ ５９ ２３７ 削片 １３ Ｇ１９ ５５７ ２５ （３３） ２０ （１２．０） 黒曜石３ ３００ ７８４

�‐４４ ５９ ２３８ 削片 Ｇ１９ � ３６ ５ （２８） ４ （０．５） 黒曜石５ ２８３ ７５６

�‐４４ ５９ ２３９ 削片 ２ Ｅ１５ ２７３０ ７ ３３ １５ ３．３ 黒曜石１

�‐４４ ５９ ２４０ 削片 ５ Ｅ１７ １２７２ （１５） （５７） １５ （６．２） 黒曜石１ １２７ ２９９

５ Ｅ１７ ２１５２

�‐４５ ５９ ２４１ 削片 ２ Ｄ１５ ５１７ ７ （２５） ７ （１．３） 黒曜石１ １１８ ２９０

�‐４５ ５９ ２４２ 削片 Ｅ１５ � ４９ ２ （１９） ９ （０．４） 黒曜石３

�‐４５ ５９ ２４３ 削片 Ｅ１７ � ４３１ ６ （１８） ９ （０．８） 黒曜石３

�‐４５ ５９ ２４４ 削片 ２ Ｅ１５ ３１５ ７ ２６ ８ １．４ 黒曜石５ ９９ ２５２

�‐４５ ５９ ２４５ 削片 Ｅ１５ � ４ ６ （３４） ８ （１．２） 黒曜石４ ７２ １７２

�‐４５ ５９ ２４６ 削片 ２ Ｄ１５ ２６９ １０ ３３ １６ ２．８ 黒曜石３ １２１ ２９３

�‐４５ ５９ ２４７ 削片 Ｅ１７ � ９３ ３ ３５ １０ ０．８ 黒曜石１ １３７ ３２５

Ｅ１７ � ９４

�‐４５ ５９ ２４８ 削片 Ｄ１５ � ７１ ６ ４０ １４ １．５ 黒曜石１ １４８ ３５１

２ Ｅ１５ ９８４

�‐４５ ５９ ２４９ 削片 Ｆ１７ � ６ ７ （４６） ８ （２．８） 黒曜石１ １８８ ４７４

�‐４５ ５９ ２５０ 削片 ２ Ｅ１４ ２６８ １０ ４８ １６ ２．４ 黒曜石４ １２１

掲載石器一覧
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挿図 図版 番号 器 種 名 石器ブロック 発掘区 層位 遺物番号 長さ（�） 幅（�） 厚さ（�） 重量（�） 石 質 母岩番号 接合番号 備 考

�‐４５ ５９ ２５１ 削片 ５ Ｅ１７ ２５７１ ５ （４７） １２ （１．７） 黒曜石１ １８９ ４７５

Ｅ１７ � ８３

�‐４５ ５９ ２５２ 削片 ５ Ｄ１７ ４０７ ６ ４８ １１ ２．８ 黒曜石１ １８８ ４７４ 産地分析Ｘ４２４

Ｄ１７ � ６

�‐４５ ５９ ２５３ 削片 ４ Ｃ１６ ５１ ８ ４７ １１ ２．３ 黒曜石４ ６６ １４３

�‐４５ ５９ ２５４ 削片 ５ Ｅ１７ １４６３ １３ ４７ １１ ３．３ 黒曜石１ １３７ ３２５

�‐４５ ５９ ２５５ 削片 Ｅ１５ � ５ ６ ４８ ９ ３．１ 黒曜石１ １１７ ２８９

�‐４５ ５９ ２５６ 削片 ２ Ｅ１６ ２３０７ ７ ４８ １６ ４．４ 黒曜石１ １４８ ３５１

�‐４５ ５９ ２５７ 削片 Ｅ１７ � ８７ １２ （４９） ７ （１．９） 黒曜石１ １３７ ３２５

Ｅ１７ � ９２

Ｅ１７ � ９５

�‐４５ ５９ ２５８ 削片 Ｆ１５ � ９ ５ ５２ （１０） （１．９） 黒曜石３ ８６ ２２０

�‐４５ ５９ ２５９ 削片 ５ Ｄ１７ ６８０ ７ ５２ ９ ３．１ 黒曜石５ １７０ ４５０

�‐４５ ５９ ２６０ 削片 ２ Ｅ１５ ７３２ ８ （５４） １８ （４．９） 黒曜石１ ５２ １２３

２ Ｅ１５ １６７４

�‐４５ ５９ ２６１ 削片 ５ Ｅ１７ １３３３ １０ ５５ ９ ２．９ 黒曜石１ １８９ ４７５

�‐４５ ６０ ２６２ 削片 ２ Ｄ１５ ７３６ ９ ５６ ９ ３．６ 黒曜石３ １３１ １８７

�‐４５ ６０ ２６３ 削片 ２ Ｅ１５ １３０７ ８ ５７ １０ ２．８ 黒曜石３ ９７ ２５０

�‐４５ ６０ ２６４ 削片 １１ Ｉ１８ １４ ６ （５８） １０ （２．６） 黒曜石３ １９１ ４７６ 産地分析Ｘ４２６

�‐４５ ６０ ２６５ 削片 ５ Ｅ１７ １００６ １１ （５８） １３ （６．２） 黒曜石３ ７４ １８３

�‐４６ ６０ ２６６ 削片 ５ Ｅ１７ １２０１ １１ （５８） ８ （３．０） 黒曜石１ １８３ ４７２ 産地分析Ｘ４２３

Ｅ１７ � ８８

�‐４６ ６０ ２６７ 削片 ５ Ｅ１７ ７３４ ７ ６１ ９ ２．２ 黒曜石５ １８１ ４６９

５ Ｅ１７ ７４２

�‐４６ ６０ ２６８ 削片 ２ Ｅ１５ １２８６ １５ ６０ ２０ ９．２ 黒曜石１ ５２ １２３

２ Ｅ１５ １３７９

�‐４６ ６０ ２６９ 削片 Ｆ１７ � １４ ８ ６５ １０ ３．３ 黒曜石１ １８９ ４７５

Ｆ１７ � １５

�‐４６ ６０ ２７０ 削片 ２ Ｄ１４ ６１ ９ ６５ ８ ３．０ 黒曜石１ １１６ ２８８ 産地分析Ｘ４１０

�‐４６ ６０ ２７１ 削片 ５ Ｆ１７ ６７ ２７ ６８ １０ ７．９ 黒曜石１ １２７ ２９９

�‐４６ ６０ ２７２ 削片 ５ Ｄ１７ ２３２ １０ ６９ １０ ４．１ 黒曜石５ １７０ ４５０

５ Ｄ１７ ６８４

�‐４６ ６０ ２７３ 削片 ５ Ｄ１７ ６４２ ２１ ８０ ９ ５．５ 黒曜石５ １７０ ４５０

５ Ｄ１７ ６８９

�‐４６ ６０ ２７４ 削片 ５ Ｄ１７ １４４ ２７ ８３ １２ １１．１ 黒曜石５ ９９ ２５２

�‐４６ ６０ ２７５ 削片 ２ Ｅ１５ １２２９ ９ ８４ １０ ６．６ 黒曜石３ ８６ ２２０

２ Ｅ１５ １２６７

２ Ｅ１５ １９２６

�‐４６ ６０ ２７６ 削片 ５ Ｄ１７ ４７８ ４３ ８７ １９ ３０．１ 黒曜石１ １３３ ３２０

�‐４６ ６０ ２７７ 削片 Ｆ１８ � ８ ４ （９） ６ （０．１） 黒曜石１ １８８ ４７４

�‐４６ ６０ ２７８ 削片 Ｅ１７ � ２７２ ４ （１８） （９） （０．５） 黒曜石１ １４６ ３４９

�‐４６ ６０ ２７９ 削片 ２ Ｅ１６ １３７ ９ （２１） ９ （０．７） 黒曜石４ １３１ １８７

�‐４６ ６０ ２８０ 削片 １２ Ｈ２０ ７３３ ７ （２１） ９ （０．９） 黒曜石１ １２７ ２９９

�‐４６ ６０ ２８１ 削片 １ Ｄ１３ ２１５ ３ （２４） ６ （０．５） 黒曜石１ １１６ ２８８

�‐４６ ６０ ２８２ 削片 ２ Ｅ１５ ３１３１ ５ （２３） １０ （１．４） 黒曜石４ １２３

�‐４６ ６０ ２８３ 削片 Ｆ１８ � １１ ４ （２６） ８ （０．８） 黒曜石１ １８９ ４７５

�‐４７ ６０ ２８４ 削片 ５ Ｅ１７ ９６２ ９ （３３） ７ （１．２） 黒曜石１ １４６ ３４９

�‐４７ ６０ ２８５ 削片 Ｅ１７ � ８２ ８ （４０） １３ （３．２） 黒曜石５ １８ ７５３

Ｅ１７ � ９０

�‐４７ ６０ ２８６ 削片 ２ Ｅ１５ ２５２８ ７ （４８） １４ （３．５） 黒曜石５ １３ ３８

�‐４７ ６０ ２８７ 削片 ２ Ｄ１５ ９３６ ３ （２５） ９ （０．６） 黒曜石３ １３１ １８７

�‐４７ ６０ ２８８ 削片 Ｅ１７ � ６２ ７ （２９） １３ （２１．０） 黒曜石５ １８ ７５３

�‐４７ ６０ ２８９ 削片 Ｅ１７ � ８５ ３ （３０） ７ （０．７） 黒曜石１ １３７ ３２５

�‐４７ ６０ ２９０ 削片 ２ Ｅ１５ １６４８ ６ （３５） ９ （１．３） 黒曜石３ ７２ １７２

�‐４７ ６０ ２９１ 削片 Ｆ１５ � ６ ５ （４２） １０ （２．５） 黒曜石３ ８６ ２２０

�‐４７ ６０ ２９２ 削片 １ Ｄ１３ ２２２ ７ （６６） ９ （３．６） 黒曜石１ １１７ ２８９ 産地分析Ｘ４１１

�‐４７ ６０ ２９３ 削片 Ｄ１７ � ７ ３ （２５） ９ （０．６） 黒曜石５ １７０ ４５０

�‐４７ ６０ ２９４ 削片 ２ Ｆ１５ ２５９ ５ （２９） ６ （０．４） 黒曜石３ ７２ １７２

�‐４７ ６０ ２９５ 削片 ２ Ｅ１５ ８９０ ４ （２９） ９ （０．７） 黒曜石１ １１７ ２８９

�‐４７ ６０ ２９６ 削片 ２ Ｆ１５ ２８７ ５ （３２） ８ （０．５） 黒曜石３ ７２ １７２

旧白滝５遺跡
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�‐４７ ６０ ２９７ 削片 ５ Ｆ１８ ２０ ８ （３６） １０ （３．１） 黒曜石１ １８９ ４７５

�‐４７ ６０ ２９８ 削片 Ｄ１５ � ２０ ７ （３７） ６ （０．８） 黒曜石３ ７２ １７２

Ｄ１５ � ２２

Ｄ１５ � ２５

�‐４７ ６０ ２９９ 削片 ２ Ｅ１５ １８２１ １１ （３５） ２２ （５．１） 黒曜石３ ８６ ２２０

�‐４７ ６０ ３００ 削片 Ｅ１６ � ４ １４ （５０） ９ （２．９） 黒曜石１ １３７ ３２５

Ｅ１７ � ８６

Ｅ１７ � １８２

�‐４７ ６０ ３０１ 削片 Ｈ２０ � ３ ２２ （７４） １０ （８．６） 黒曜石１ １２７ ２９９

�‐４７ ６０ ３０２ 削片 ２ Ｆ１５ ２７８ ２３ （７７） １８ （９．４） 黒曜石１ ５２ １２３

２ Ｆ１５ ３５２

�‐４７ ６０ ３０３ 削片 ２ Ｅ１５ ９３０ ２６ （９０） １６ （９．５） 黒曜石３ ９６ ２４８

２ Ｅ１５ ２４３４

�‐４７ ６０ ３０４ 削片 Ｄ１５ � ２４０ ４ ３５ ７ ０．７ 黒曜石３ １３１ １８７

�‐４７ ６０ ３０５ 削片 ２ Ｅ１６ １６００ ４ ３６ ７ ０．７ 黒曜石３ １３１ １８７

�‐４７ ６１ ３０６ 削片 ５ Ｅ１７ ３０４ ６ ３７ ９ １．３ 黒曜石４ １９７

�‐４８ ６１ ３０７ 削片 Ｅ１７ � ８１ １１ ４５ １１ ２．８ 黒曜石１ ２０３ ４８４

�‐４８ ６１ ３０８ 削片 Ｅ１７ � ７４ ６ （４５） ９ （１．４） 黒曜石１ １４６ ３４９

Ｅ１７ � ７６

�‐４８ ６１ ３０９ 削片 ２ Ｄ１５ ３２０ ６ ４８ ７ １．７ 黒曜石３ ８６ ２２０

２ Ｅ１５ １９６４

�‐４８ ６１ ３１０ 削片 Ｅ１５ � ４８ ８ （２３） １０ （１．５） 黒曜石３ ９７ ２５０

�‐４８ ６１ ３１１ 削片 Ｄ１５ � ２８ ５ （２９） ７ （０．８） 黒曜石１ １１８ ２９０ 産地分析Ｘ４１２

�‐４８ ６１ ３１２ 削片 ５ Ｅ１７ １７２２ １０ （８２） ７ （３．２） 黒曜石１ １８９ ４７５

５ Ｅ１７ ２５２２

Ｅ１７ � ８４

�‐４８ ６１ ３１３ 削片 Ｅ１７ � ７９ ８ （４２） ８ （１．５） 黒曜石１ １４６ ３４９

Ｅ１７ � ２７１

�‐４８ ６１ ３１４ 削片 Ｅ１７ � ２５５ ６ （１９） ７ （０．５） 黒曜石１ １４６ ３４９

�‐４８ ６１ ３１５ 削片 Ｅ１７ � ２６４ ３ （２５） ９ （０．７） 黒曜石１ １８９ ４７５

�‐４８ ６１ ３１６ 削片 ２ Ｅ１５ ２９１７ ７ （３６） ８ （１．２） 黒曜石３ ９５ ２４６

�‐４８ ６１ ３１７ 削片 ５ Ｅ１７ １３２９ ６ （２５） ７ （１．０） 黒曜石５ １８１ ４６９

�‐４８ ６１ ３１８ 削片 ５ Ｅ１７ １０５８ １０ （２６） ９ （１．１） 黒曜石１ １８９ ４７５

�‐４８ ６１ ３１９ 削片 ５ Ｅ１７ ６４８ ６ （２８） １０ （１．６） 黒曜石１ １４６ ３４９ 産地分析Ｘ４１８

�‐４８ ６１ ３２０ 削片 ５ Ｅ１７ １５ ８ （４３） １１ （２．４） 黒曜石１ １４６ ３４９

Ｅ１７ � ９９

�‐４８ ６１ ３２１ 削片 ５ Ｅ１７ １３７４ ８ （５６） ８ （１．９） 黒曜石１ １４６ ３４９

Ｅ１７ � ９６

�‐４８ ６１ ３２２ 削片 ９ Ｇ２０ １９８ ５ ３８ １０ １．６ 黒曜石１ ２０９

�‐４８ ６１ ３２３ 削片 Ｅ１６ � ９ ２０ （４４） ６ （４．０） 黒曜石１ １２８ ３０３

�‐４８ ６１ ３２４ 削片 Ｅ１５ � ５４ ９ ４８ １０ ３．０ 黒曜石１ ４９ １１５

�‐４８ ６１ ３２５ 削片 ５ Ｅ１７ ２１８４ １１ ５０ １３ ３．７ 黒曜石５ １９３ ４７８

�‐４８ ６１ ３２６ 削片 Ｅ１５ � ２０８ １０ ５３ １４ ４．１ 黒曜石３ ９５ ２４６

Ｅ１６ � ３８

�‐４８ ６１ ３２７ 削片 Ｅ１５ � ５３ ９ ６０ １４ ４．１ 黒曜石１ ４９ １１５

�‐４８ ６１ ３２８ 削片 ２ Ｅ１６ １６１ １２ ６６ １４ ６．９ 黒曜石３ ９５ ２４６

�‐４８ ６１ ３２９ 削片 Ｅ１７ � ２８ ２９ ６７ １３ １０．１ 黒曜石５ １９３ ４７８

�‐４９ ６１ ３３０ 削片 １３ Ｇ１９ ２５８ １６ （７１） １４ （１３．０） 黒曜石５ ２８３ ７５６

�‐４９ ６１ ３３１ 削片 ２ Ｅ１５ ２６６０ １２ ７６ １３ ５．０ 黒曜石３ ９５ ２４６

Ｅ１５ � ４７

２ Ｅ１６ ３８３

�‐４９ ６１ ３３２ 削片 ２ Ｅ１５ １９３１ １５ ８２ １９ １３．７ 黒曜石３ ９６ ２４８

Ｅ１５ � １１

�‐４９ ６１ ３３３ 削片 ９ Ｆ２０ ６ ５ （２９） １１ （１．６） 黒曜石１ ２０９ ４９４

�‐４９ ６１ ３３４ 削片 ２ Ｅ１５ ２９２８ ３ （３１） １４ （１．１） 黒曜石３ ９６ ２４８

�‐４９ ６１ ３３５ 削片 ２ Ｄ１５ ７８３ ６ （２４） １０ （１．２） 黒曜石３ １２３ ２９６ 産地分析Ｘ４１３

�‐４９ ６１ ３３６ 削片 １０ Ｄ２２ ６６２ ５ （２８） １２ （１．３） 黒曜石１ ５０ １１８

�‐４９ ６１ ３３７ 削片 ２ Ｅ１５ ２２７９ ５ （３０） １２ （１．０） 黒曜石３ ９５ ２４６

�‐４９ ６１ ３３８ 削片 ９ Ｇ２１ ３５ ６ （３４） １０ （２．１） 黒曜石１ ２０９ ４９４ 産地分析Ｘ４２８

�‐４９ ６１ ３３９ 削片 Ｅ１７ � １９ ３０ （５８） １２ （２０．４） 黒曜石５ ９９ ２５２

掲載石器一覧
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挿図 図版 番号 器 種 名 石器ブロック 発掘区 層位 遺物番号 長さ（�） 幅（�） 厚さ（�） 重量（�） 石 質 母岩番号 接合番号 備 考

�‐４９ ６１ ３４０ 削片 ５ Ｅ１７ １２９ １７ （６７） １１ （４．２） 黒曜石５ １８１ ４６９ 産地分析Ｘ４２２

Ｅ１７ � １８

�‐４９ ６１ ３４１ 削片 １２ Ｇ１８ ８１３ ３６ （１０５） １０ （１３．７） 黒曜石５ ２８３ ７５６

１２ Ｇ１９ ７８５

�‐４９ ６１ ３４２ 舟底形石器 Ｄ１７ � １ １１ （８８） １０ （６．４） 黒曜石４ ５０４２８

５ Ｆ１８ １００ 産地分析Ｘ４５３

�‐４９ ６１ ３４３ 舟底形石器 Ｄ１５ � １ ２１ ５７ １９ ２１．５ 黒曜石３ ６７ １５３

�‐４９ ６１ ３４４ 舟底形石器 ６ Ｃ１８ ８３５ ２２ ６２ １９ ２０．１ 黒曜石４ ３１２

�‐５０ ６１ ３４５ 舟底形石器 ５ Ｄ１７ ３４７ ３３ ５７ ２２ ３５．８ 黒曜石４ ３１２

�‐５０ ６１ ３４６ 舟底形石器 １３ Ｈ２０ ２６５ ２０ ６０ ２６ ２９．４ 黒曜石４ ２４３ ６０１

�‐５０ ６１ ３４７ 舟底形石器 Ｆ１９ � １０ １９ ６４ １６ １６．８ 黒曜石３ ７９

�‐５０ ６１ ３４８ 舟底形石器 ５ Ｄ１７ ３５２ ２１ ６４ １８ １８．９ 黒曜石４ ２７０ ７１５

Ｆ１９ � ２

�‐５０ ６１ ３４９ 舟底形石器 ６ Ｃ１８ ９８６ ２０ ６４ ２５ ２５．９ 黒曜石４ ２２１ ５４３

�‐５０ ６２ ３５０ 舟底形石器 １２ Ｆ１８ １１８ ２４ ７２ ２０ ２７．４ 黒曜石４ ２４２ ５９３

�‐５０ ６２ ３５１ 舟底形石器 ６ Ｄ１８ ３３１ ２０ ８５ １７ ２９．４ 黒曜石４ ２１９ ５０１７６

Ｆ１８ � ４

�‐５０ ６２ ３５２ 舟底形石器 ６ Ｄ１８ ９３ ２７ ８４ ３５ ７９．０ 黒曜石４ ２７０ ７１５

�‐５１ ６２ ３５３ 舟底形石器 ８ Ｃ２１ １１ ２９ ８６ ４３ ７７．３ 黒曜石１ ２０５ ４８６

�‐５１ ６２ ３５４ 舟底形石器 ７ Ｅ１９ ２７５ ２３ ９１ ２０ ３２．４ 黒曜石４ ２７０ ５０２２６

１２ Ｆ１８ ４８４

�‐５１ ６２ ３５５ 舟底形石器 １２ Ｇ１８ １ ３６ ９０ ３１ ９０．８ 黒曜石４ ３１６ ８６０

Ｇ２０ � ３

�‐５１ ６２ ３５６ 舟底形石器 Ｇ２０ � ２ ２５ ９２ １７ ３４．０ 黒曜石４ ２２１ ５３９

１３ Ｈ２０ ８２８

�‐５１ ６２ ３５７ 舟底形石器 １３ Ｇ１９ ２５３ ３５ ９３ ２２ ４９．１ 黒曜石１ ２５４ ６４６

１３ Ｇ１９ ３２０

�‐５１ ６２ ３５８ 舟底形石器 ７ Ｆ１９ １２０ １９ ９７ １６ ２４．９ 黒曜石４ ３０７ ５０２５５

１３ Ｈ２０ ４１６

�‐５２ ６２ ３５９ 舟底形石器 ７ Ｅ１９ １１９ ２４ ９７ １８ ３５．０ 黒曜石４ ３０７ ８０４

１３ Ｇ２０ ６

�‐５２ ６２ ３６０ 舟底形石器 １１ Ｇ１７ ２４４ ２８ ９８ ２２ ４３．２ 黒曜石４ ２１７ ５１６

１１ Ｇ１７ ３６１

�‐５２ ６２ ３６１ 舟底形石器 ６ Ｃ１８ ７７０ ２７ １０１ １９ ３２．８ 黒曜石４ ２１７ ５１０

６ Ｃ１８ ８５５

�‐５２ ６２ ３６２ 舟底形石器 ７ Ｅ１８ １６ ２３ １０４ ２３ ４８．９ 黒曜石４ ２２０ ５３６

９ Ｇ２０ １８３

�‐５２ ６２ ３６３ 舟底形石器 １１ Ｇ１７ ３６２ ２５ １０４ ３５ ７９．３ 黒曜石４ ２４５ ６０６

１１ Ｇ１７ ３６３

�‐５３ ６３ ３６４ 舟底形石器 Ｄ１８ � １ ３４ １０３ ３１ ７３．２ 黒曜石４ ３１４ ８５６

７ Ｅ１８ １６６

�‐５３ ６３ ３６５ 舟底形石器 ６ Ｃ１８ ８２６ ２８ １０６ ２８ ８１．０ 黒曜石４ ２２０ ５２８

６ Ｃ１８ １３１８

�‐５３ ６３ ３６６ 舟底形石器 ５ Ｄ１７ ８９ ２８ （１１６） ３１ （８０．５） 黒曜石１ ２０５ ５０１６５

７ Ｅ１８ ２０７

�‐５３ ６３ ３６７ 舟底形石器 ５ Ｄ１７ １９８ ５１ １１５ ４０ １４１．９ 黒曜石４ ２７６ ７３５

Ｅ１９ � ８

１２ Ｇ１８ ２

�‐５４ ６３ ３６８ 舟底形石器 ６ Ｃ１７ １０２ ４２ １３０ ５８ ２３２．０ 黒曜石４ ２６７ ６９８

�‐５４ ６３ ３６９ 舟底形石器 ５ Ｅ１７ １８５３ ３６ １３７ ３９ １３１．６ 黒曜石３ ９７７

Ｅ１７ � ２４

�‐５４ ６３ ３７０ 舟底形石器 Ｄ１５ � ８ ４０ １３９ ２４ ９１．１ 黒曜石１ ３５ ８４

Ｄ１５ � １０

Ｄ１５ � １３

�‐５５ ６３ ３７１ 舟底形石器 ５ Ｅ１６ １８４１ ５０ １７８ ４８ ３１０．６ 黒曜石４ １５４ ３９１

５ Ｅ１６ １８４２

�‐５５ ６４ ３７２ 舟底形石器 ５ Ｄ１６ ７８１ ４９ １９９ ５０ ３１１．１ 黒曜石３ １４９ ３５８

５ Ｅ１６ ２７１７

５ Ｅ１６ ３０００

�‐５６ ６４ ３７３ 舟底形石器 １３ Ｈ２０ ７０９ １９ （６７） （３３） （３４．１） 黒曜石４ ２６６ ６９３

旧白滝５遺跡
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挿図 図版 番号 器 種 名 石器ブロック 発掘区 層位 遺物番号 長さ（�） 幅（�） 厚さ（�） 重量（�） 石 質 母岩番号 接合番号 備 考

�‐５６ ６４ ３７４ 舟底形石器 １３ Ｇ１９ ３０８ ３２ （６３） ２６ （４４．６） 黒曜石３ ２６６ ６９３

�‐５６ ６４ ３７５ 舟底形石器 １２ Ｇ１９ ２２８ ２８ （６４） ４６ （８１．３） 黒曜石４ ２９１ ７６８

�‐５６ ６４ ３７６ 舟底形石器 １３ Ｇ２０ １００６ ２４ （７２） ２４ （２９．６） 黒曜石４ ３０４ ７９９

�‐５６ ６４ ３７７ 舟底形石器 ４ Ｂ１７ ７ ３４ （７１） ８１ （１７１．８） 黒曜石４ １５４ ３９１

�‐５７ ６４ ３７８ 舟底形石器 ２ Ｃ１５ １１ ３７ （７２） ２８ （６４．３） 黒曜石１ ５０４２７

２ Ｄ１５ ３５７

Ｅ１６ � ８

�‐５７ ６４ ３７９ 舟底形石器 ４ Ｃ１６ ４５ ６０ （７６） ２４ （１１１．４） 黒曜石１ １３３ ３２０

�‐５７ ６４ ３８０ 舟底形石器 Ｈ１９ � １ ２１ （８０） １９ （２７．３） 黒曜石３ ３００ ７８４

１３ Ｈ２０ ８６２

�‐５７ ６４ ３８１ 舟底形石器 １２ Ｆ１８ ３１２ ２９ （８７） ３８ （７５．０） 黒曜石４ ２６６ ６９３

９ Ｆ１９ ７

�‐５７ ６４ ３８２ 舟底形石器 ５ Ｅ１７ １ ３５ （１０７） ２７ （７４．９） 黒曜石４ ２１８ ５０１７２

Ｅ１７ � ３

�‐５８ ６４ ３８３ 舟底形石器 Ｄ１１ � １ ２２ （１１０） ２２ （３８．０） 黒曜石３ １５４ ５３３９６

Ｄ１５ � １２

�‐５８ ６４ ３８４ 舟底形石器 Ｅ１７ � １０ ２０ １０２ １５ ２８．６ 黒曜石１ １４２ ３３５

Ｆ１７ � ４

�‐５８ ６４ ３８５ 舟底形石器 ５ Ｄ１６ ９５ ２３ １４０ １６ ５４．３ 黒曜石５ １０６４

５ Ｅ１６ １８４３

�‐５８ ６４ ３８６ 舟底形石器 Ｅ１６ � ２ ２２ １４２ １９ ４７．０ 黒曜石１ ５０４２９

５ Ｅ１７ ２５９０

Ｅ１７ � １１

�‐５８ ６５ ３８７ 舟底形石器 ５ Ｄ１６ １６７ ２４ １４３ １９ ６６．７ 黒曜石３ ５０４２４

５ Ｄ１６ ７８２

５ Ｅ１７ １６５７ 産地分析Ｘ４５２

Ｅ１７ � １３

�‐５９ ６５ ３８８ 舟底形石器 ５ Ｄ１６ ５６９ ３１ １６６ ２４ １０４．６ 黒曜石１ １３２ ３１８

５ Ｅ１６ ３１１７

�‐５９ ６５ ３８９ 舟底形石器 ５ Ｄ１６ ３６２ ３６ １７５ ２２ １１２．４ 黒曜石１ １４２ ３３５

５ Ｄ１６ ３８７

５ Ｄ１６ ３８９

�‐５９ ６５ ３９０ 舟底形石器 ５ Ｄ１６ ９６ ２８ ２００ １８ ８９．７ 黒曜石１ ９１６ 産地分析Ｘ４４６

５ Ｄ１６ ８４７

５ Ｄ１６ １１３９

５ Ｅ１７ ２６７３

�‐５９ ６５ ３９１ 舟底形石器 Ｅ１７ � ８０ １５ （３９） （２５） （１４．７） 黒曜石１ １３０ ３０７

�‐５９ ６５ ３９２ 舟底形石器 ２ Ｅ１６ １７８１ ２０ （４８） １４ （１４．２） 黒曜石１

�‐６０ ６５ ３９３ 舟底形石器 ５ Ｄ１７ ４０５ ２０ （５０） （１４） （１７．７） 黒曜石１

�‐６０ ６５ ３９４ 舟底形石器 １ Ｄ１３ １０５ １８ （５６） （１５） （１５．５） 黒曜石１

�‐６０ ６５ ３９５ 舟底形石器 ３ Ｂ１４ １４ ２５ （６３） （２１） （３４．９） 黒曜石１ ５０４２６

２ Ｃ１５ ９４

�‐６０ ６５ ３９６ 舟底形石器 １ Ｅ１３ ７４ ２４ （６１） （１９） （３３．７） 黒曜石１

�‐６０ ６５ ３９７ 舟底形石器 ５ Ｄ１６ ３０ ２０ （６７） （２３） （２８．７） 黒曜石１

�‐６０ ６５ ３９８ 舟底形石器 ５ Ｄ１６ １１２３ ２０ （６７） （１８） （１９．６） 黒曜石４

�‐６０ ６５ ３９９ 舟底形石器 ５ Ｄ１６ １１４０ １８ （８０） （１３） （１６．７） 黒曜石５ ５０４２５

Ｅ１７ � １６

�‐６０ ６５ ４００ 舟底形石器 ２ Ｃ１３ ６ ２７ （１１３） １９ （５７．３） 黒曜石１ ３４ ８２

Ｅ１５ � ８

�‐６０ ６５ ４０１ 舟底形石器 ５ Ｅ１７ １８４８ ２０ １１２ １９ ３７．６ 黒曜石１ １３０ ３１０

５ Ｅ１７ ２２３９

�‐６１ ６５ ４０２ 舟底形石器 ２ Ｄ１５ ３７０ １９ （１２４） １２ （２８．８） 黒曜石３ ５０４２３

５ Ｄ１７ ４５

１３ Ｈ２１ ３１ 産地分析Ｘ４５１

�‐６１ ６６ ４０３ 舟底形石器 ６ Ｃ１８ １４１４ １８ （３２） １４ （６．６） 黒曜石１ ２１０ ４９５

�‐６１ ６６ ４０４ 舟底形石器 ６ Ｃ１８ １３１９ １７ （５５） １５ （９．９） 黒曜石１ ２１０ ４９５

�‐６１ ６６ ４０５ 舟底形石器 ２ Ｄ１５ ８５５ ２７ （５７） （２１） （２１．８） 黒曜石１ ９０６

�‐６１ ６６ ４０６ 舟底形石器 ２ Ｃ１４ ２５ ２４ （６９） （１８） （２５．１） 黒曜石１ ９０６

４ Ｃ１６ ７２

�‐６１ ６６ ４０７ 削片 ５ Ｅ１７ ２３６５ １６ ５ ２ ０．２ 頁岩

掲載石器一覧
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挿図 図版 番号 器 種 名 石器ブロック 発掘区 層位 遺物番号 長さ（�） 幅（�） 厚さ（�） 重量（�） 石 質 母岩番号 接合番号 備 考

�‐６１ ６６ ４０８ 削片 ５ Ｅ１７ ２６５２ （１２） ３ １ （０．１） 頁岩

�‐６１ ６６ ４０９ 削片 Ｅ１７ � ３３ ２ １４ ２ ０．１ 頁岩 ６４９

�‐６１ ６６ ４１０ 削片 Ｅ１７ � １０４ （１３） ５ ２ （０．１） 頁岩

�‐６１ ６６ ４１１ 彫器 ４ Ｂ１６ ３５ ４３ １７ ５ ４．４ 黒曜石１

�‐６１ ６６ ４１２ 彫器 ５ Ｅ１７ ８２２ （４１） ２１ ５ （４．１） 黒曜石１

�‐６１ ６６ ４１３ 彫器 ５ Ｄ１７ ２２０ （３０） ２５ ５ （３．６） 頁岩

�‐６１ ６６ ４１４ 彫器 ２ Ｄ１４ ２３０ （６６） １７ ８ （８．４） 黒曜石５ ９１２

�‐６１ ６６ ４１５ 彫器 ９ Ｇ２０ １９９ （２２） ２２ ６ （２．９） 黒曜石１

�‐６１ ６６ ４１６ 彫器 ５ Ｄ１７ ４６２ （３８） １２ ５ （１．８） 頁岩 ６４９

�‐６１ ６６ ４１７ 掻器 Ｅ１３ � ２１ ６４ ３９ １８ ３５．９ 黒曜石３ ８３ ２１１

�‐６１ ６６ ４１８ 掻器 ５ Ｅ１６ １６８０ １１０ ５２ ２０ １２７．９ 黒曜石４ １５３

�‐６２ ６６ ４１９ 掻器 Ｅ１７ � １６３ １２９ ３９ １６ ４８．４ 黒曜石４ １５８ ４１２

Ｆ１７ � １３

�‐６２ ６６ ４２０ 掻器 ５ Ｅ１７ ５３６ ３７ （３７） １２ （１６．７） 黒曜石１

�‐６２ ６６ ４２１ 掻器 ７ Ｆ１９ ２４７ ４３ ２５ １０ ９．４ 黒曜石３ ２５９ ６６１

�‐６２ ６６ ４２２ 掻器 １２ Ｇ１８ ５４ ６５ ５０ ２３ ６３．８ 黒曜石４ １５５ ４０２

�‐６２ ６６ ４２３ 掻器 １３ Ｇ１９ ３３２ ７７ ４９ １８ ５９．２ 黒曜石１ ２０５ ４８６

�‐６２ ６６ ４２４ 掻器 ２ Ｅ１５ ８９ １４０ ７２ １８ １４３．９ 黒曜石１ ８ ２８

Ｆ１５ � ５８

Ｆ１５ � ５９

削器 Ｅ１５ � １２９

�‐６２ ６６ ４２５ 掻器 ３ Ｃ１４ １４ （３７） ４３ １３ （２０．６） 黒曜石１

�‐６２ ６６ ４２６ 錐形石器 ８ Ｄ２１ ７ ３０ ９ ７ １．３ 黒曜石３

�‐６２ ６６ ４２７ 錐形石器 ２ Ｄ１５ １２９ ４７ ２６ １０ １１．８ 黒曜石５ ９２

�‐６２ ６７ ４２８ 錐形石器 １２ Ｆ１８ ４９４ ９２ ３４ ７ １９．４ 黒曜石１ ２９４ ５０２４８

１３ Ｇ１９ ５４７

�‐６２ ６７ ４２９ 錐形石器 ５ Ｄ１７ ４１０ ２１ ２４ ５ ２．１ 頁岩

�‐６２ ６７ ４３０ 錐形石器 ７ Ｅ１８ ９２ ３９ ４７ １１ １６．５ 黒曜石１

�‐６３ ６７ ４３１ 錐形石器 ５ Ｄ１６ １７５ ４７ ４０ １４ ２７．３ 黒曜石２ １２６

�‐６３ ６７ ４３２ 錐形石器 ６ Ｃ１８ １０７８ ７０ ４５ １９ ４１．８ 黒曜石４ ２２１ ５３９

�‐６３ ６７ ４３３ 錐形石器 ２ Ｅ１５ ３０３６ ８０ ７８ ６ ２６．８ 黒曜石１ ５５ １２６

２ Ｅ１６ ８０３

２ Ｅ１６ １４０３

２ Ｅ１６ １４１１

２ Ｅ１６ １５９３

２ Ｅ１６ ２１１７

�‐６３ ６７ ４３４ 削器 １ Ｅ１３ ６７ ８０ ４２ １２ ３３．６ 黒曜石４

�‐６３ ６７ ４３５ 削器 １２ Ｆ１８ ４８８ ８３ ４２ ９ ３０．２ 黒曜石１ ２９５ ５０２４９

１３ Ｈ２０ ９６４

�‐６３ ６７ ４３６ 削器 １１ Ｇ１７ ２１８ １７８ ４６ ９ ６６．３ 黒曜石３ ５０４３７

１１ Ｈ１８ ８０

�‐６３ ６７ ４３７ 削器 ５ Ｅ１６ ４７７ １８５ ５２ １９ １５１．１ 黒曜石３ １４９ ３５８

５ Ｅ１６ ２３９１

５ Ｅ１６ ２８７５

�‐６４ ６７ ４３８ 削器 １１ Ｇ１８ ９２ （４１） （２４） ９ （７．７） 黒曜石１

�‐６４ ６７ ４３９ 削器 ５ Ｄ１７ １９３ （５０） ２８ １２ （１４．１） 黒曜石４ １０４０

�‐６４ ６７ ４４０ 削器 Ｅ１７ � ３９ （５１） １８ ４ （３．７） 黒曜石１

�‐６４ ６７ ４４１ 削器 ２ Ｅ１５ ４００ （５９） ２７ ９ （１２．４） 黒曜石１

�‐６４ ６７ ４４２ 削器 １１ Ｇ１８ ３５２ （９０） ３０ １１ （３０．６） 黒曜石１

�‐６４ ６７ ４４３ 削器 ４ Ｃ１７ ２１２ （９９） ５０ １７ （６４．１） 黒曜石３ １４９ ３６１

剥片 Ｃ１８ � ８

�‐６４ ６８ ４４４ 削器 Ｆ１７ � １ （３２） （４７） １１ （１７．２） 黒曜石１ 産地分析Ｘ４２９

�‐６４ ６８ ４４５ 削器 ５ Ｅ１６ ４４７ （１４５） ７０ １４ （１４３．０） 黒曜石１ ５０４３４

Ｅ１７ � １７８

�‐６４ ６８ ４４６ 削器 Ｅ１６ � ８１ ７５ ４６ １５ ３２．３ 黒曜石３ １５１ ３７４

５ Ｅ１７ ４６２

５ Ｅ１７ １４７３

�‐６４ ６８ ４４７ 削器 １１ Ｇ１７ ９５ ７６ ６１ １４ ５７．８ 黒曜石５ １４４ ３４５

�‐６５ ６８ ４４８ 削器 ７ Ｄ１８ ３７４ ７９ ４６ ９ ３１．６ 黒曜石５

�‐６５ ６８ ４４９ 削器 ５ Ｄ１７ ３２９ ９５ ４９ １５ ６１．３ 黒曜石５ ５０４３３

旧白滝５遺跡
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挿図 図版 番号 器 種 名 石器ブロック 発掘区 層位 遺物番号 長さ（�） 幅（�） 厚さ（�） 重量（�） 石 質 母岩番号 接合番号 備 考

５ Ｄ１７ ４４５

�‐６５ ６８ ４５０ 削器 ５ Ｄ１７ ５３３ （１４） （２４） ５ （１．７） 珪岩

�‐６５ ６８ ４５１ 削器 ５ Ｅ１６ ８４４ （４７） （２６） ４ （４．０） 頁岩 ５３８４９

５ Ｅ１７ ２３２

�‐６５ ６８ ４５２ 削器 Ｅ１５ � １３３ （３７） ３２ ９ （１０．０） 黒曜石１ ５１ １２２

�‐６５ ６８ ４５３ 削器 ２ Ｄ１４ ６２１ （５５） ４６ ９ （２２．５） 黒曜石１ ２１ ５３

�‐６５ ６８ ４５４ 削器 １２ Ｈ１９ １２２ （５８） （５５） ２２ （４９．０） 黒曜石１

�‐６５ ６８ ４５５ 削器 ５ Ｄ１７ ６８８ （６３） ５４ １１ （４２．７） 黒曜石３ ６６ １４３

�‐６５ ６８ ４５６ 削器 ２ Ｄ１５ ５５０ （９２） ５６ １８ （８８．９） 黒曜石２ ３９ ９７

�‐６５ ６８ ４５７ 削器 ２ Ｄ１５ １３６ ６１ ７２ ３０ １３４．１ 黒曜石１ ９１３

�‐６５ ６８ ４５８ 削器 Ｅ１７ � ５ ７３ （６３） ２５ （１１９．５） 黒曜石５ ９９ ２５２

�‐６６ ６９ ４５９ 削器 １２ Ｆ１８ ５２７ ８６ ５７ ２５ １０４．３ 黒曜石３ ２８０ ７５０

�‐６６ ６９ ４６０ 台形石器 ５ Ｄ１６ ７２ ３１ ２８ ９ ６．２ 黒曜石１ １４１

�‐６６ ６９ ４６１ 台形石器 ６ Ｃ１９ ２２ ３６ ２８ １１ ５．５ 黒曜石１ 産地分析Ｘ４４７

�‐６６ ６９ ４６２ 台形石器 １０ Ｃ２１ １ ３３ ２６ ６ ３．１ 黒曜石１ 産地分析Ｘ４４８

�‐６６ ６９ ４６３ 台形石器 ７ Ｆ１９ １６６ ４７ ３６ ８ ９．２ 黒曜石３ 産地分析Ｘ４４９

�‐６６ ６９ ４６４ 二次加工ある剥片 ２ Ｄ１５ ３２２ （２５） ９ ４ （１．０） 黒曜石３ １３１ １８７

�‐６６ ６９ ４６５ 二次加工ある剥片 １０ Ｄ２２ ８９２ ６０ ２６ ８ １０．３ 黒曜石４ ２３２ ５６２

�‐６６ ６９ ４６６ 二次加工ある剥片 １１ Ｈ１７ １ ６０ ３８ １４ ２８．５ 黒曜石５ ２７７ ７４３

�‐６６ ６９ ４６７ 二次加工ある剥片 Ｅ１２ � １ ７７ ４３ １９ ５０．４ 黒曜石１

�‐６６ ６９ ４６８ 二次加工ある剥片 １２ Ｆ１８ ５９３ （７８） ２６ １２ （１５．８） 黒曜石４ ２７０ ７１５

１３ Ｉ２２ ２０

�‐６６ ６９ ４６９ 二次加工ある剥片 Ｅ１５ � ６９ ９０ ５２ ２５ ７９．８ 黒曜石１ ４９ １１５

�‐６６ ６９ ４７０ 二次加工ある剥片 １２ Ｇ１８ １０５１ ９８ ５２ ２２ ６３．８ 黒曜石５ ２８１ ７５１

１２ Ｇ１９ ８１６

�‐６７ ６９ ４７１ 二次加工ある剥片 ５ Ｄ１７ １８２ １０２ （５０） １０ （３９．２） 黒曜石１ １２７ ２９９

５ Ｄ１７ ２７６

５ Ｅ１７ ８６５

�‐６７ ６９ ４７２ 二次加工ある剥片 Ｅ１７ � ２５４ （１０４） ６０ ２８ （１５７．１） 黒曜石３ １５１ ３７４

�‐６７ ６９ ４７３ 二次加工ある剥片 １１ Ｇ１８ １３１ １０８ ５６ ２０ １１１．１ 黒曜石５ ２８２ ７５５

�‐６７ ７０ ４７４ 二次加工ある剥片 １２ Ｇ１８ ２２５ １１０ ５７ １２ ６１．７ 黒曜石５ ２８１ ７５１

剥片 ７ Ｆ１９ ２４１

１２ Ｉ１９ １２

�‐６７ ７０ ４７５ 二次加工ある剥片 １１ Ｈ１８ ４１ １１１ ４５ ８ ３０．８ 黒曜石１ １２７ ２９９

１１ Ｈ１８ １７６

１１ Ｈ１８ １７７

�‐６７ ７０ ４７６ 二次加工ある剥片 ２ Ｅ１５ ４５８ １２３ ４７ １２ ５６．３ 黒曜石１ ５０ １１６

１ Ｆ１４ ８

Ｆ１４ � １

�‐６８ ７０ ４７７ 二次加工ある剥片 ５ Ｅ１６ ４３１ １４３ ７３ ２５ １７２．５ 黒曜石１ １３７ ３２５

５ Ｅ１７ ７９４

５ Ｅ１７ ９３３

５ Ｅ１７ １９４０

Ｅ１７ � １１４

５ Ｆ１８ ４０４

�‐６８ ７０ ４７８ 二次加工ある剥片 ２ Ｄ１４ ９９ １４７ ７２ １９ １４７．９ 黒曜石３ ５０４３９

２ Ｅ１５ ２１０

２ Ｅ１５ １４７１

�‐６８ ７０ ４７９ 二次加工ある剥片 Ｆ１８ � １４ １４５ ６５ ２２ １４２．８ 黒曜石４ ２８９ ７６６

Ｇ１９ � １２

Ｇ１９ � １３

Ｇ１９ � １４

�‐６８ ７０ ４８０ 二次加工ある剥片 Ｆ１９ � ９ １６３ ７１ ２７ ２５３．１ 黒曜石４ ２８９ ７６６

斜面部 ３８

�‐６９ ７１ ４８１ 二次加工ある剥片 １２ Ｇ１８ ２０４ ４５ ２３ １３ ８．０ 黒曜石５ ２８１ ７５１

�‐６９ ７１ ４８２ 二次加工ある剥片 ２ Ｄ１５ ５１８ ５２ ３３ ９ １０．４ 黒曜石５ １０８ ２７０

２ Ｄ１５ ９６７

�‐６９ ７１ ４８３ 二次加工ある剥片 １ Ｄ１２ ５７ ５１ ３６ １８ ２１．８ 黒曜石１ ３０ ７５

�‐６９ ７１ ４８４ 二次加工ある剥片 ２ Ｆ１６ ５３ ４１ ５３ ２１ ２９．２ 黒曜石１ １０９ ２７１

�‐６９ ７１ ４８５ 二次加工ある剥片 ５ Ｄ１７ ４６４ ５４ ５０ １１ ３０．２ めのう

掲載石器一覧
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�‐６９ ７１ ４８６ 二次加工ある剥片 ５ Ｅ１７ １９２３ （５５） ５０ １５ （２９．４） 黒曜石１ １２８ ３０２

�‐６９ ７１ ４８７ 二次加工ある剥片 ７ Ｅ１８ ５８ ５４ ３５ １２ ２２．１ 黒曜石３ ２７０ ７１５

�‐６９ ７１ ４８８ 二次加工ある剥片 １２ Ｈ１９ ５８３ ５５ （４３） ９ （１２．６） 黒曜石５ ２８１ ７５１

�‐６９ ７１ ４８９ 二次加工ある剥片 ２ Ｄ１５ ２１ ５６ ６５ ９ １５．７ 黒曜石１ ５０ １１６

２ Ｄ１５ ２２９

Ｄ１５ � ５７

Ｄ１５ � ９３

�‐６９ ７１ ４９０ 二次加工ある剥片 ２ Ｄ１４ １１９７ ５７ ６４ １７ ５４．６ 黒曜石３ ７４ １８３

Ｄ１４ � ３７

�‐６９ ７１ ４９１ 二次加工ある剥片 ２ Ｅ１５ ２６６２ ５７ ５０ ７ １１．９ 黒曜石１ １０９ ２７１

２ Ｅ１５ ２７２５

�‐６９ ７１ ４９２ 二次加工ある剥片 ２ Ｅ１５ １１３ ６０ ８２ １８ ６０．７ 黒曜石５ １０８ ２７０

２ Ｅ１５ ２８６０

２ Ｅ１５ ２９９４

２ Ｅ１５ ３０５１

�‐７０ ７１ ４９３ 二次加工ある剥片 ２ Ｄ１５ １２ ６３ ５４ １８ ４５．２ 黒曜石５ １０２ ２５８

�‐７０ ７１ ４９４ 二次加工ある剥片 ５ Ｄ１７ ２８８ ６７ ６０ １１ ３６．０ 黒曜石５ １６６ ４４２

�‐７０ ７１ ４９５ 二次加工ある剥片 ２ Ｅ１５ ２８１６ （７２） （５９） ９ （３３．３） 黒曜石１

�‐７０ ７１ ４９６ 二次加工ある剥片 ２ Ｄ１５ ６２６ ８５ ５４ １１ ４１．０ 黒曜石５ １０６ ２６５

�‐７０ ７２ ４９７ 二次加工ある剥片 Ｅ１７ � ３５７ （８２） ７３ ２４ （９０．５） 黒曜石５ １０２ ２５８

�‐７０ ７２ ４９８ 二次加工ある剥片 ６ Ｄ１８ ４１１ ８６ ５０ ２４ ９１．５ 黒曜石５

�‐７０ ７２ ４９９ 二次加工ある剥片 Ｅ１７ � ５８ ８０ ７６ １８ ９７．５ 黒曜石５ １６５ ４３９

�‐７０ ７２ ５００ 二次加工ある剥片 Ｆ１５ � ２２ ８６ （７０） ２１ （１２１．７） 黒曜石３ ７１ １６１

�‐７１ ７２ ５０１ 二次加工ある剥片 ２ Ｅ１５ ７４９ １０１ ９４ ２５ １５０．８ 黒曜石１ ５０ １１６

２ Ｅ１５ １３０８

�‐７１ ７２ ５０２ 二次加工ある剥片 ５ Ｅ１７ １７０４ １０７ ７３ １５ ９１．３ 黒曜石３ １７２ ４５３

５ Ｅ１７ ２６４２

５ Ｆ１７ ７２

５ Ｆ１７ ７３

�‐７１ ７２ ５０３ 二次加工ある剥片 １２ Ｇ１９ １５５９ １１２ ８４ １３ ９４．８ 黒曜石３ ２５７ ６５０

１２ Ｇ１９ １６１２

１２ Ｇ１９ ２３１５

�‐７１ ７３ ５０４ 二次加工ある剥片 １１ Ｇ１８ ６８ １３０ ８５ １９ １２９．３ 黒曜石３ ６６ １４３

�‐７２ ７３ ５０５ 二次加工ある剥片 Ｅ１７ � １５ ６９ １３２ ３２ ２４５．４ 黒曜石３ １７２ ４５３

Ｅ１７ � ３５

�‐７２ ７３ ５０６ 二次加工ある剥片 ５ Ｅ１７ ２５３９ （１７） （２４） ４ （１．５） めのう

�‐７２ ７３ ５０７ 二次加工ある剥片 １ Ｄ１２ ８３ （３５） ３０ ６ （６．２） 黒曜石１ ３０ ７５

�‐７２ ７３ ５０８ 二次加工ある剥片 ２ Ｅ１５ ９５ （３３） ３９ ７ （８．４） 黒曜石３ ７１ １６２

�‐７２ ７３ ５０９ 二次加工ある剥片 １ Ｄ１３ ４２ （３４） ４２ １１ （１１．１） 黒曜石５ １００ ２５３

�‐７２ ７３ ５１０ 二次加工ある剥片 ５ Ｄ１６ １４３ （４５） ５９ １４ （３４．２） 黒曜石３ ７３ １８２

�‐７２ ７３ ５１１ 二次加工ある剥片 ２ Ｅ１６ １１１７ （５５） （４７） １３ （２６．９） 黒曜石１ ５５ １２６

�‐７２ ７３ ５１２ 二次加工ある剥片 ２ Ｅ１５ ２０１０ （７９） ７８ １９ （１２４．０） 黒曜石３ ８４ ２１２

２ Ｅ１６ １０６８

�‐７２ ７３ ５１３ 二次加工ある剥片 ５ Ｅ１６ １５０４ （１０９） （７０） ２９ （１３４．２） 黒曜石５ １６５ ４３９

５ Ｅ１６ １６４５

�‐７３ ７３ ５１４ 石刃 １３ Ｇ１９ ２７８ ３１ １３ ６ ２．４ 黒曜石１ １３３ ３２０

�‐７３ ７３ ５１５ 石刃 １２ Ｇ１９ １６３３ ３２ １５ ２ １．１ 黒曜石４ ２６８ ７１０

�‐７３ ７３ ５１６ 石刃 Ｅ１５ � １６９ ３９ １５ ５ １．７ 黒曜石３ ８２ ２０９

�‐７３ ７３ ５１７ 石刃 ２ Ｅ１５ ３３７ ４５ ２０ ８ ５．６ 黒曜石４ ７１ １６１

�‐７３ ７３ ５１８ 石刃 Ｄ１４ � １６２ ４８ ２０ ７ ４．９ 黒曜石３ ８２ ２０９

�‐７３ ７３ ５１９ 石刃 ２ Ｄ１５ ９０２ ４９ ２２ ４ ３．９ 黒曜石２ ６２ １３８

�‐７３ ７３ ５２０ 石刃 ２ Ｄ１５ ９２５ （５０） １９ ６ （４．１） 黒曜石３ ６８ １５６

�‐７３ ７３ ５２１ 石刃 １２ Ｇ１８ １００８ （５０） ２２ ５ （４．１） 黒曜石４ ２６７ ６９８

�‐７３ ７３ ５２２ 石刃 １２ Ｇ１８ ８９５ ５４ １９ ５ ４．４ 黒曜石４ ２９０ ７６７

�‐７３ ７３ ５２３ 石刃 ２ Ｅ１６ ７７５ ５５ （１５） ３ （２．２） 黒曜石３ ６８ １５６

Ｅ１６ � ３３

�‐７３ ７４ ５２４ 石刃 １２ Ｇ１９ １１６６ ５５ ２４ １０ １２．１ 黒曜石１ ２８０ ７５０

�‐７３ ７４ ５２５ 石刃 ２ Ｅ１５ ２９３８ ５４ １８ ５ ３．２ 黒曜石４ ６８ １５６

�‐７３ ７４ ５２６ 石刃 １２ Ｉ２０ ３３６ ５５ １６ ４ ２．２ 黒曜石４ ２９２ ７７０

�‐７３ ７４ ５２７ 石刃 ２ Ｅ１５ １０４０ ５５ ２１ ８ ６．２ 黒曜石３ ６８ １５６

旧白滝５遺跡
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挿図 図版 番号 器 種 名 石器ブロック 発掘区 層位 遺物番号 長さ（�） 幅（�） 厚さ（�） 重量（�） 石 質 母岩番号 接合番号 備 考

Ｅ１５ � ３４

�‐７３ ７４ ５２８ 石刃 １２ Ｇ１９ １０４５ （５６） ２２ ５ （５．９） 黒曜石３ ２６８ ７１０

�‐７３ ７４ ５２９ 石刃 ６ Ｃ１８ １６１ ５８ １９ ４ ３．７ 黒曜石１ ２０９ ４９３

�‐７３ ７４ ５３０ 石刃 １ Ｄ１３ ４１９ ６０ ３１ ８ ８．８ 黒曜石４ ８２ ２０９

�‐７３ ７４ ５３１ 石刃 １２ Ｇ１８ １２８４ ６１ ２７ １１ １５．５ 黒曜石４ ２６９ ７１４

�‐７３ ７４ ５３２ 石刃 １２ Ｉ１９ １５ （６１） １９ ６ （７．７） 黒曜石４ ２９２ ７７０

�‐７３ ７４ ５３３ 石刃 １２ Ｇ１９ ２２３４ ６１ ３０ ６ ７．７ 黒曜石３ ２６６ ６９３

�‐７３ ７４ ５３４ 石刃 ２ Ｄ１５ ８５３ ６１ １９ ９ ６．４ 黒曜石３ ６８ １５６

２ Ｅ１５ ２７９１

�‐７３ ７４ ５３５ 石刃 １２ Ｇ１９ １１７ （６３） ２４ １４ （１３．７） 黒曜石４ ２６７ ６９８

�‐７３ ７４ ５３６ 石刃 １２ Ｇ１９ ２２８３ ６２ ２５ ８ ９．７ 黒曜石３ ２６８ ７１０

�‐７３ ７４ ５３７ 石刃 １２ Ｇ１８ ９８２ ６３ ２４ ６ ７．１ 黒曜石４ ２９０ ７６７

Ｇ１９ � ４０

�‐７３ ７４ ５３８ 石刃 １０ Ｄ２２ ３２９ （６３） ３４ ５ （７．９） 黒曜石４ ２３１ ５５９

�‐７３ ７４ ５３９ 石刃 Ｉ１９ � ３ ６５ ３９ １５ ３０．８ 黒曜石１ ２２７ ５４８

�‐７４ ７４ ５４０ 石刃 １３ Ｇ１９ ９７０ ６４ ３０ ６ ９．９ 黒曜石４ ３０３ ７９７

１３ Ｇ２０ ３１

�‐７４ ７４ ５４１ 石刃 １２ Ｇ１８ １０９１ ７０ ２６ ６ ９．５ 黒曜石１ ２８０ ７５０

�‐７４ ７４ ５４２ 石刃 ６ Ｃ１８ ５４３ ６９ ２４ ４ ７．３ 黒曜石１ ２０９ ４９３

�‐７４ ７４ ５４３ 石刃 １２ Ｇ１９ ２１２３ ７１ ３５ １０ ２３．５ 黒曜石３ ２６６ ６９３

�‐７４ ７４ ５４４ 石刃 １２ Ｆ１８ ７８２ ７２ ３２ ７ １４．８ 黒曜石４ ２９０ ７６７

１２ Ｇ１８ ６９７

�‐７４ ７４ ５４５ 石刃 １２ Ｇ１９ １３６５ ７２ ２６ ４ ５．２ 黒曜石３ ２６８ ７１０

�‐７４ ７４ ５４６ 石刃 １２ Ｇ１９ １０４６ （７３） ３１ ８ （１６．２） 黒曜石３ ２６６ ６９３

�‐７４ ７４ ５４７ 石刃 １２ Ｇ１９ ８６３ ７３ ２７ ８ １１．５ 黒曜石３ ２６６ ６９３

１２ Ｇ１９ １２４３

�‐７４ ７４ ５４８ 石刃 １２ Ｇ１９ １６５３ ７６ １５ ５ ３．８ 黒曜石４ ２６８ ７１０

１２ Ｇ１９ １８４２

�‐７４ ７５ ５４９ 石刃 １２ Ｇ１８ ７９５ ７８ ２６ ８ １１．７ 黒曜石４ ２９０ ７６７

１２ Ｇ１８ １２００

�‐７４ ７５ ５５０ 石刃 Ｈ２０ � ２６ ７９ ２４ ７ １０．４ 黒曜石４ ２６８ ７１０

�‐７４ ７５ ５５１ 石刃 １０ Ｄ２２ ９４１ ７９ ３２ ９ １９．５ 黒曜石４ ２３５ ５７８

１０ Ｄ２２ ９６３

�‐７４ ７５ ５５２ 石刃 １２ Ｇ１８ ６１１ ８２ ３７ １０ ３０．６ 黒曜石３ ２６９ ７１４

�‐７４ ７５ ５５３ 石刃 １２ Ｆ１８ ３９５ （８２） ２３ ７ （８．２） 黒曜石４ ２９１ ７６８

１２ Ｇ１８ １３１３

�‐７４ ７５ ５５４ 石刃 ２ Ｅ１６ ２１３０ ８３ ２９ １０ １３．１ 黒曜石２ ６１ １３６

Ｅ１６ � ３０

２ Ｆ１６ ４４

�‐７４ ７５ ５５５ 石刃 １２ Ｆ１８ ５５２ ８２ ２５ ６ ８．３ 黒曜石４ ２６７ ６９８

１２ Ｆ１８ ６４４

�‐７４ ７５ ５５６ 石刃 １２ Ｇ１８ ３５５ ８３ ４０ １２ ２５．６ 黒曜石４ ２６７ ６９８

�‐７５ ７５ ５５７ 石刃 １２ Ｆ１８ ３７９ （８３） ２３ ６ （８．２） 黒曜石４ ２６７ ６９８

１２ Ｆ１８ ３８１

１２ Ｆ１８ ８１０

�‐７５ ７５ ５５８ 石刃 １２ Ｆ１８ ５５０ ８４ ３５ ６ １７．２ 黒曜石１ ２８０ ７５０

�‐７５ ７５ ５５９ 縦長剥片 ２ Ｅ１６ １１１０ ８５ ３８ １５ ３４．３ 黒曜石２ ６１ １３６

２ Ｅ１６ １３７７

�‐７５ ７５ ５６０ 石刃 Ｉ２０ � １０ ８５ ２３ ４ ５．８ 黒曜石１ ２５３ ６４５

ア Ｊ２０ � ４

�‐７５ ７５ ５６１ 石刃 １２ Ｇ１９ １１４ ８５ ３６ ８ １５．９ 黒曜石３ ２８０ ７５０

�‐７５ ７５ ５６２ 石刃 １２ Ｇ１８ １１８２ ８９ ３９ １６ ３３．０ 黒曜石３ ２６９ ７１４

１２ Ｇ１８ １２６８

�‐７５ ７５ ５６３ 石刃 Ｈ１８ � ８ ９０ ３０ ８ １７．４ 黒曜石１ ２４０ ５９０

Ｈ１８ � １８

�‐７５ ７５ ５６４ 石刃 １０ Ｄ２２ １４６ （９３） ３３ ５ （１０．６） 黒曜石４ ２３１ ５５９

１０ Ｄ２２ １４７

１０ Ｄ２２ ８５６

１０ Ｄ２２ ８６７

�‐７５ ７５ ５６５ 石刃 １２ Ｇ１９ ２１２２ ９５ ３２ １１ ２１．９ 黒曜石４ ２６８ ７１０

掲載石器一覧
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挿図 図版 番号 器 種 名 石器ブロック 発掘区 層位 遺物番号 長さ（�） 幅（�） 厚さ（�） 重量（�） 石 質 母岩番号 接合番号 備 考

１２ Ｉ２０ ５４２

�‐７５ ７６ ５６６ 石刃 １０ Ｃ２２ ２１５ ９５ ３７ ７ １７．５ 黒曜石４ ２３１ ５５９

１０ Ｄ２２ ４０

１０ Ｄ２２ １２９

�‐７５ ７６ ５６７ 石刃 Ｈ２０ � １５ ９６ ３１ １３ ２１．８ 黒曜石４ ２６８ ７１０

１２ Ｉ２０ ７０７

�‐７５ ７６ ５６８ 石刃 １２ Ｆ１８ ７８４ ９４ ４１ ２２ ６４．９ 黒曜石４ ２６７ ６９８

�‐７６ ７６ ５６９ 石刃 １２ Ｇ１８ ９０７ １００ ３４ ６ １４．２ 黒曜石５ ２８０ ７５０

１２ Ｇ１９ ９０６ 黒曜石１

�‐７６ ７６ ５７０ 石刃 １２ Ｇ１９ １２３７ １０２ ３０ １６ ２６．７ 黒曜石３ ２６６ ６９３

１２ Ｇ１９ ２２１６

�‐７６ ７６ ５７１ 石刃 １２ Ｆ１８ ５５３ １０２ ２９ １０ １９．６ 黒曜石４ ２９１ ７６８

１２ Ｇ１８ １３１４

�‐７６ ７６ ５７２ 石刃 １２ Ｇ１９ １７６６ １０７ ３２ １１ １７．０ 黒曜石４ ２６６ ６９３

１２ Ｇ１９ ２０７４ 黒曜石３

１２ Ｉ２０ ５９１ 黒曜石３

�‐７６ ７６ ５７３ 石刃 １０ Ｄ２２ ４４７ １１４ ２７ ５ ７．８ 黒曜石４ ２３１ ５５９

１０ Ｄ２２ ８６３

�‐７６ ７６ ５７４ 石刃 １２ Ｇ１９ ５７ １２１ ４０ ９ ３１．９ 黒曜石３ ２６９ ７１４

１２ Ｇ１９ ８７

１２ Ｇ１９ １１３６

�‐７６ ７６ ５７５ 石刃 １２ Ｇ１９ １００ １３５ ６６ １３ ８３．０ 黒曜石１ ２５２ ６４２

１２ Ｈ１９ ４７

１２ Ｈ１９ ４８

１２ Ｈ１９ ５４

�‐７６ ７６ ５７６ 石刃 １２ Ｇ１９ ９ （１４１） ４６ ９ （３９．７） 黒曜石１ ２５２ ６４２

１２ Ｇ１９ １３６

Ｇ１９ � ３２

Ｇ２１ � ４

�‐７７ ７７ ５７７ 石刃 ５ Ｅ１７ １５５ １５４ ２８ １０ ２３．４ 黒曜石４ １５８ ４１２

５ Ｅ１７ １５６

５ Ｅ１７ ４５５

５ Ｅ１７ ２１１１

５ Ｅ１７ ２１３５

�‐７７ ７７ ５７８ 石刃 １２ Ｇ１８ ９３６ （１５３） ６６ １３ （５９．４） 黒曜石１ ２５２ ６４２

Ｇ１８ � ８

１２ Ｇ１９ １４

Ｇ１９ � ２６

１２ Ｈ１９ ３９６

�‐７７ ７７ ５７９ 石刃 １２ Ｇ１９ ４００ １５４ ５３ １６ ８７．１ 黒曜石１ ２５２ ６４２

１２ Ｉ１９ ２０９

１２ Ｉ２０ ２００

�‐７７ ７７ ５８０ 石刃 Ｈ１８ � ５ ２０２ ６３ ３４ ２８０．８ 黒曜石１ ３２１ ８７８

エ Ｉ３１ � １１

�‐７８ ７７ ５８１ 石刃 １０ Ｃ２２ １１４ （３５） １４ ３ （１．８） 黒曜石４ ２３１ ５５９

�‐７８ ７７ ５８２ 石刃 １２ Ｇ１９ １２２８ （４４） １２ ３ （１．３） 黒曜石４ ２６８ ７１０

�‐７８ ７７ ５８３ 石刃 Ｈ１８ � ２９ （４８） １６ ５ （２．７） 黒曜石１ ２４０ ５９０

�‐７８ ７７ ５８４ 石刃 ７ Ｄ１８ ２９ （５０） ３０ ７ （１０．８） 黒曜石１ ２５２ ６４２

�‐７８ ７７ ５８５ 石刃 ６ Ｄ１８ ３９５ （５３） ２８ ８ （９．７） 黒曜石１ ２０９ ４９３

�‐７８ ７７ ５８６ 縦長剥片 １１ Ｈ１８ １４０ （５３） ２３ ６ （７．８） 珪岩

�‐７８ ７７ ５８７ 石刃 １１ Ｇ１８ １４１ （５７） ４３ ８ （１６．０） 黒曜石１ １３７ ３２５

�‐７８ ７７ ５８８ 石刃 １０ Ｄ２２ ３ ６６ ３６ １０ ２２．６ 黒曜石１

�‐７８ ７７ ５８９ 石刃 １２ Ｇ１９ １３２６ （６７） ２５ ６ （７．６） 黒曜石４ ２９２ ７７０

１２ Ｇ１９ １４９７

�‐７８ ７８ ５９０ 石刃 １２ Ｈ１９ ５９３ （７２） ３３ ８ （１７．４） 黒曜石１ ２５３ ６４５

�‐７８ ７８ ５９１ 石刃 １２ Ｇ１８ ７２０ （７８） （３７） １０ （２０．２） 黒曜石１ ２８０ ７５０

�‐７８ ７８ ５９２ 石刃 １２ Ｆ１８ ３５３ （７９） ４１ １２ （４０．５） 黒曜石３ ２６９ ７１４

�‐７８ ７８ ５９３ 石刃 １２ Ｇ１８ １６８ （７９） （４４） ９ （２２．０） 黒曜石１ ２５２ ６４２

１２ Ｇ１９ ３２

�‐７８ ７８ ５９４ 石刃 １０ Ｄ２２ １５７ （８２） ３５ ６ （１２．１） 黒曜石４ ２３１ ５５９

旧白滝５遺跡
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挿図 図版 番号 器 種 名 石器ブロック 発掘区 層位 遺物番号 長さ（�） 幅（�） 厚さ（�） 重量（�） 石 質 母岩番号 接合番号 備 考

１０ Ｄ２２ ６１９

�‐７８ ７８ ５９５ 石刃 １２ Ｇ１８ ６３７ （８１） ３３ １０ （１９．２） 黒曜石４ ２９０ ７６７

�‐７８ ７８ ５９６ 石刃 １２ Ｆ１８ ４５３ （８４） （３２） ８ （１４．５） 黒曜石４ ２９０ ７６７

１２ Ｆ１８ ６０６

�‐７８ ７８ ５９７ 石刃 １０ Ｄ２２ １０２ （１１３） （５１） ９ （３７．９） 黒曜石４ ２３２ ５６２

１０ Ｄ２２ ８９３

�‐７９ ７８ ５９８ 石刃 Ｈ１８ � ７ （１１５） ３１ ９ （３４．５） 黒曜石１ ２４０ ５９０

�‐７９ ７８ ５９９ 石刃 １０ Ｄ２２ ２７４ （３６） １７ ４ （２．２） 黒曜石４ ２３１ ５５９

�‐７９ ７８ ６００ 石刃 １０ Ｄ２２ ４３１ （３９） １７ ３ （１．９） 黒曜石４ ２３１ ５５９

�‐７９ ７８ ６０１ 石刃 １２ Ｇ１８ １２０１ （７０） ２７ ５ （７．３） 黒曜石１ ２８０ ７５０

１２ Ｇ１９ ２６

�‐７９ ７８ ６０２ 石刃 Ｈ１８ � ２１ （７４） ２６ ６ （９．９） 黒曜石１ ２４０ ５９０

エ Ｉ３１ � ５６

�‐７９ ７８ ６０３ 石刃 １２ Ｇ１８ ３７４ （９８） ２４ ９ （１６．０） 黒曜石４ ２６９ ７１４

１２ Ｇ１９ ９３

�‐７９ ７８ ６０４ 石刃 Ｈ１８ � ９ （１１３） ３３ ６ （２０．１） 黒曜石１ ３２１ ８７８

Ｈ１８ � ４１

エ Ｉ３１ � ８

�‐７９ ７８ ６０５ 石刃 １２ Ｇ１８ ９５１ （５３） ２０ ３ （３．９） 黒曜石４ ２６９ ７１４

�‐７９ ７８ ６０６ 石刃 Ｅ１６ � ３６ （５４） ２０ ６ （５．９） 黒曜石３ ６８ １５６

Ｅ１６ � ３７

�‐７９ ７８ ６０７ 石刃 １２ Ｇ１８ ３１３ （５６） ２６ ６ （８．９） 黒曜石４ ２９０ ７６７

�‐７９ ７８ ６０８ 石刃 １２ Ｆ１８ ７８６ （５９） ２２ ４ （４．０） 黒曜石４ ２９０ ７６７

１２ Ｇ１８ １１５３

�‐７９ ７８ ６０９ 石刃 １０ Ｃ２２ ７４ （６５） ２３ ５ （６．９） 黒曜石４ ２３１ ５５９

�‐７９ ７８ ６１０ 石刃 ７ Ｅ１８ ４７ （６６） ３３ １３ （２８．５） 黒曜石１ ２２７ ５４８

７ Ｅ１９ ６９

�‐７９ ７９ ６１１ 石刃 １２ Ｈ１９ ５５５ （７１） ２６ ７ （８．８） 黒曜石３ ２６８ ７１０

�‐７９ ７９ ６１２ 石刃 １２ Ｇ１９ １１２５ （７５） １９ ４ （５．１） 黒曜石３ ２６８ ７１０

１２ Ｇ１９ １５１６

�‐７９ ７９ ６１３ 石刃 １２ Ｉ２０ ２５９ （８２） ４３ １６ （３５．７） 黒曜石４ ２６８ ７１０

�‐７９ ７９ ６１４ 石刃 １０ Ｄ２２ ５３９ （９２） ２３ ５ （７．６） 黒曜石４ ２３２ ５６２

１０ Ｄ２２ ５４０

�‐７９ ７９ ６１５ 石刃 １２ Ｇ１９ ２０７６ （９９） ２１ ８ （１０．８） 黒曜石３ ２６６ ６９３

１２ Ｇ１９ ２１３３

�‐８０ ７９ ６１６ 石刃 Ｈ１８ � ４ （１０９） ５１ ２１ （１２６．９） 黒曜石１ ３２１ ８７８

�‐８０ ７９ ６１７ 石刃 Ｅ１７ � １７６ （１２３） ３４ １０ （２８．５） 黒曜石１ １３７ ３２５

１２ Ｈ１９ ６０２

１２ Ｉ２０ １９４

�‐８０ ７９ ６１８ 石刃 １２ Ｇ１９ １０ （２１２） ８５ ２８ （１９６．６） 黒曜石１ ２５２ ６４２

１２ Ｇ１９ ７２

１２ Ｇ１９ １２１

１２ Ｇ１９ １２２

１２ Ｇ１９ １２４

１２ Ｇ１９ ４７８

１２ Ｇ１９ ７４８

１２ Ｇ１９ ８８９

１２ Ｇ１９ ８９０

斜面部 ４２

�‐８０ ７９ ６１９ 石刃核 １ Ｄ１３ ４２１ ３４ ４９ ３４ ５８．７ 黒曜石４ ８２ ２０９

�‐８０ ７９ ６２０ 石刃核 ６ Ｃ１８ １３１７ ６９ ６２ ４４ １５６．７ 黒曜石４

�‐８１ ７９ ６２１ 石刃核 ７ Ｅ１８ ３ ６９ ６８ ４８ １７９．４ 黒曜石４ ３１４ ８５５

�‐８１ ８０ ６２２ 石刃核 ４ Ｃ１６ １７ ７４ ６５ ３９ １９８．１ 黒曜石４ １５９ ４１３

�‐８１ ８０ ６２３ 石刃核 １２ Ｆ１８ ５９４ ７３ ７９ ５８ ２６２．２ 黒曜石４ ２９０ ７６７

�‐８１ ８０ ６２４ 石刃核 ６ Ｃ１７ １０４ ９０ ７０ ３８ ２５１．４ 黒曜石３

�‐８２ ８０ ６２５ 石刃核 ２ Ｅ１５ １７６１ ３６ ３３ ２６ ２２．８ 黒曜石２ ５９ １３１

�‐８２ ８０ ６２６ 石刃核 １２ Ｇ１８ １２１４ ４７ ５７ ４８ ９８．６ 黒曜石１ ２８０ ７５０

�‐８２ ８０ ６２７ 石刃核 ７ Ｅ１８ １４１ ４９ ５８ ５６ １３４．５ 黒曜石１ ２０７ ４８９

�‐８２ ８０ ６２８ 石刃核 ６ Ｄ１８ ４８４ ５３ ４３ ３３ ８１．３ 黒曜石１ ２９７ ７７９

�‐８２ ８０ ６２９ 石刃核 ６ Ｃ１７ ９５ ５４ ６５ ５８ １９０．５ 黒曜石１ ９０８

掲載石器一覧
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挿図 図版 番号 器 種 名 石器ブロック 発掘区 層位 遺物番号 長さ（�） 幅（�） 厚さ（�） 重量（�） 石 質 母岩番号 接合番号 備 考

�‐８２ ８０ ６３０ 石刃核 ６ Ｄ１８ ９２ ５８ ５７ ３８ ８９．１ 黒曜石４ ２１５ ５０６

�‐８３ ８０ ６３１ 石刃核 ７ Ｅ１８ ２１８ ５８ ７４ ６３ ２２５．４ 黒曜石１

�‐８３ ８０ ６３２ 石刃核 Ｅ１９ � ２ ６０ ７６ ５５ ２４５．６ 黒曜石１ ２９４ ７７２

�‐８３ ８０ ６３３ 石刃核 ５ Ｄ１７ ４８０ ６１ ７０ ４１ １４０．４ 黒曜石４ ３０３ ７９７

�‐８３ ８１ ６３４ 石刃核 １２ Ｇ１８ １７６ ６５ ５９ ４０ １１６．７ 黒曜石４ ２６８ ７１０

１２ Ｇ１９ ２０３３

１２ Ｇ１９ ２１９６

１２ Ｈ１９ ４０２

�‐８４ ８１ ６３５ 石刃核 ７ Ｅ１８ ２ ６９ ５６ ４９ １５４．５ 黒曜石４ ３０８ ８２５

�‐８４ ８１ ６３６ 石刃核 １２ Ｇ１９ １９４０ ７３ ６８ ５７ ２３０．０ 黒曜石３ ２６６ ６９３

�‐８４ ８１ ６３７ 石刃核 ６ Ｂ１８ ９６ ８５ ７３ ５２ ２４５．３ 黒曜石１ ２９５ ７７３

�‐８４ ８１ ６３８ 石刃核 ２ Ｅ１５ ２８０１ ５３ ３６ ２４ ４８．５ 黒曜石３ ６８ １５６

�‐８４ ８１ ６３９ 石刃核 ６ Ｃ１７ １０３ ５９ ５０ ２５ ７６．８ 黒曜石１

�‐８４ ８１ ６４０ 石刃核 ６ Ｃ１８ １３４４ ５７ ４０ ３４ ８５．７ 黒曜石１ ９０９

�‐８４ ８１ ６４１ 石刃核 ７ Ｅ１８ １ ６１ ５２ ４４ １１９．１ 黒曜石４ ３０６ ８０２

�‐８５ ８１ ６４２ 石刃核 ６ Ｄ１８ ５７ ６０ ５１ ４２ １１９．０ 黒曜石４ ３１３ ８５３

�‐８５ ８１ ６４３ 石刃核 １２ Ｇ１８ ９３１ ６５ ５８ ３７ １３３．３ 黒曜石４

�‐８５ ８１ ６４４ 石刃核 ６ Ｃ１８ １０９１ ６９ ６２ ４０ １３９．８ 黒曜石１ ２９８ ７８１

�‐８５ ８２ ６４５ 石刃核 ７ Ｅ１８ ４４ ７７ ６４ ４６ １８３．０ 黒曜石４ ２７５ ７３４

�‐８５ ８２ ６４６ 石刃核 ６ Ｄ１７ １ ６１ ６３ ５２ １６８．３ 黒曜石１

�‐８５ ８２ ６４７ 石刃核 １２ Ｆ１８ ４５ ６５ ５８ ５０ １２４．９ 黒曜石３ ２７０ ７１５

�‐８６ ８２ ６４８ 石刃核 ６ Ｄ１８ ４８３ ９８ ８７ ６０ ３５２．１ 黒曜石１ ２０５ ４８５

�‐８６ ８２ ６４９ 石刃核 Ｅ１７ � ３７ １２８ ３４ ４４ １７８．６ 黒曜石５ １７５ ４５９

Ｅ１７ � ３７５

５ Ｆ１８ ６７

５ Ｆ１８ １０５

�‐８６ ８２ ６５０ 石刃核 ２ Ｄ１５ ５６０ ７６ ５９ ５９ ２８２．８ 黒曜石１ １０４ ２６３

�‐８６ ８２ ６５１ 石刃核 ７ Ｄ１８ １５０ ７１ ３５ ５６ １２５．３ 黒曜石４ ２５９ ６６１

�‐８６ ８２ ６５２ 石刃核 ６ Ｃ１８ ３０７ ７６ ３５ ３４ ９３．１ 黒曜石４ ９７５

�‐８７ ８２ ６５３ 石刃核 ６ Ｄ１８ ３６４ ７３ ３５ ６５ １５３．９ 黒曜石４ ３００ ７８４

�‐８７ ８２ ６５４ 石刃核 ６ Ｄ１８ ３６８ ６５ ２９ ２９ ４４．３ 黒曜石４ ３１６ ８６５

�‐８７ ８３ ６５５ 石刃核 ６ Ｃ１７ １７８ ５３ ４０ ５０ １０２．６ 黒曜石４ ３１５

�‐８７ ８３ ６５６ 石刃核 Ｅ１７ � １ ６７ ３９ ４８ １３２．３ 黒曜石４ ３０２ ７８８

�‐８７ ８３ ６５７ 石刃核 １２ Ｇ１９ １４４２ ７２ ３０ ３６ ７０．４ 黒曜石４ ２９２ ７７０

�‐８７ ８３ ６５８ 石刃核 ５ Ｄ１６ ５４ ８０ ８３ ２８ １８９．９ 黒曜石１ １４０ ３３２

�‐８８ ８３ ６５９ 石刃核 Ｇ１８ � ３ １０３ ９５ ２４ ２５５．５ 黒曜石１ ５２ １２３

�‐８８ ８３ ６６０ 石刃核 １０ Ｆ２２ ２６ １５８ １６６ ６３ １５０５．０ 黒曜石３ ２３１ ５５９

�‐８９ ８３ ６６１ 石核 Ｃ１３ � ４ ３０ ４５ １６ １８．９ 黒曜石１

�‐８９ ８３ ６６２ 石核 Ｅ２１ � ２ ３９ ５２ ２０ ３４．１ 黒曜石１

�‐８９ ８４ ６６３ 石核 ２ Ｃ１４ ４１ ４４ ４２ ２２ ４１．９ 黒曜石１

�‐８９ ８４ ６６４ 石核 ２ Ｃ１３ ２ ４２ ６１ ２１ ３８．２ 黒曜石１

�‐８９ ８４ ６６５ 石核 ２ Ｆ１５ ４４９ ５４ ７１ ２３ ７６．０ 黒曜石１

�‐８９ ８４ ６６６ 石核 ２ Ｅ１５ ２５５５ ５８ ７７ ２４ １０４．５ 黒曜石１

�‐８９ ８４ ６６７ 石核 ２ Ｅ１４ １７ ６３ ６５ ３０ １２１．７ 黒曜石２

�‐８９ ８４ ６６８ 石核 ７ Ｅ１９ １４４ ６８ ６６ ３８ １６１．６ 黒曜石１ ９１８

�‐８９ ８４ ６６９ 石核 Ｅ１４ � ７９ ５８ ８４ １６ ７７．８ 黒曜石５ １０６ ２６５

�‐８９ ８４ ６７０ 石核 ２ Ｅ１４ ５１０ ９２ １２１ ６１ ６３２．６ 黒曜石４ ７３ １８２

�‐９０ ８４ ６７１ 石核 Ｅ１６ � ５ ９３ ９６ ３６ ３４９．０ 黒曜石３ ７３ １８２

�‐９０ ８５ ６７２ 石核 Ｄ１５ � １９ ９２ １０９ ３６ ３６９．４ 黒曜石５ １１２ ２７７

�‐９０ ８５ ６７３ 石核 ２ Ｅ１５ ２２６６ ４２ ６７ ２２ ６３．１ 黒曜石３

�‐９０ ８５ ６７４ 石核 Ｄ１６ � ２ ５９ ５９ ２２ ７６．２ 黒曜石３

�‐９０ ８５ ６７５ 石核 ５ Ｆ１８ １７３ ９９ １１６ ３４ ４９０．８ 黒曜石５ １８０ ４６５

高～斜 ６

�‐９０ ８５ ６７６ 石核 １２ Ｇ１９ １３１２ （２５） （３３） １３ （６．５） 黒曜石５ ２８１ ７５１

１２ Ｇ１９ １３２３

Ｈ１９ � ３２

�‐９０ ８５ ６７７ 石核 ７ Ｅ１９ ３３３ （２９） （８０） ２４ （３１．３） 黒曜石３ ２２８ ５４９

９ Ｆ２０ ２８

�‐９１ ８５ ６７８ 石核 ５ Ｆ１７ ５３ （７９） ４２ １７ （６７．４） 黒曜石４ １５８ ４１２

�‐９１ ８５ ６７９ 石核 ２ Ｅ１５ １１８２ １０３ ７５ ３０ ２６９．９ 黒曜石５ ３ １１
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�‐９１ ８６ ６８０ 石核 ４ Ｂ１６ １０２ １４４ １０９ ４５ ６１０．５ 黒曜石２ １２６ ５００９９

剥片 １１ Ｈ１８ ２６

�‐９１ ８６ ６８１ 石核 １ Ｅ１４ １ １０９ １１１ ４４ ４２３．８ 黒曜石５ ６４ １４１

�‐９２ ８６ ６８２ 石核 ２ Ｅ１６ ３ ４６ ５２ １３ ２５．０ 珪岩 １０８９

�‐９２ ８６ ６８３ 石核 ５ Ｄ１７ １０３ ５２ ７６ ２４ ６９．３ 黒曜石３ ２１１ ４９６

�‐９２ ８６ ６８４ 石核 ２ Ｅ１４ １６ ４４ ５８ ３５ ９８．２ 黒曜石２ ６５ １４２

�‐９２ ８６ ６８５ 石核 ２ Ｅ１６ １３７１ ７１ ６９ ４０ １８４．３ 黒曜石２ ６１ １３６

�‐９２ ８６ ６８６ 石核 １１ Ｇ１８ ９１ ７９ ９８ ３８ ２４１．７ 黒曜石２ ３８ ９６

�‐９２ ８７ ６８７ 石核 ２ Ｃ１５ １３ １００ １２１ ６５ ９０８．４ 黒曜石２

�‐９３ ８７ ６８８ 石核 １２ Ｈ１９ ３６７ １１６ ６８ ３５ ２５７．８ 黒曜石５ ２８１ ７５１

�‐９３ ８７ ６８９ 石核 １ Ｄ１２ ９０ ４０ ２５ １４ １１．３ 黒曜石１ ３０ ７５

�‐９３ ８７ ６９０ 石核 ３ Ｂ１４ １３ （４５） （３９） １３ （１９．４） 黒曜石１

�‐９３ ８７ ６９１ 石核 ２ Ｅ１５ ２５３７ ６７ ５２ １９ ４１．９ 黒曜石１ ２９ ７４

�‐９３ ８７ ６９２ 石核 ２ Ｆ１５ ４７５ ６７ ６０ １８ ６２．０ 黒曜石１ ５０ １１６

�‐９３ ８７ ６９３ 石核 １ Ｄ１３ ３３５ ３３ ６０ ３９ ６４．２ 黒曜石４ ７５ １８６

�‐９３ ８７ ６９４ 石核 １ Ｄ１３ ６０ ３６ ７０ ５８ １１７．０ 黒曜石２ ５８ １３０

�‐９４ ８７ ６９５ 石核 ６ Ｃ１９ １６ ２５ ５３ ２７ ２６．６ 黒曜石１

�‐９４ ８７ ６９６ 石核 ２ Ｄ１５ ５１１ ３０ ４９ ４２ ４７．０ 黒曜石５ ９３ ２４２

�‐９４ ８７ ６９７ 石核 ２ Ｄ１５ ８５２ ５１ ７６ ４６ １３７．８ 黒曜石２ ６２ １３８

�‐９４ ８７ ６９８ 石核 Ｄ１５ � １５ ２７ ５８ ５６ ８１．８ 黒曜石３ ８５ ２１７

�‐９４ ８７ ６９９ 石核 ２ Ｃ１５ ５６ ３０ ５６ ６２ ８２．０ 黒曜石５ １０２ ２５８

�‐９５ ８７ ７００ 石核 ５ Ｄ１６ ２０ ２９ ５４ ６４ ６２．３ 黒曜石３

�‐９５ ８７ ７０１ 石核 １１ Ｈ１９ ６７ ４４ ６２ ６４ １４３．４ 黒曜石４ ８９ ２３３

�‐９５ ８８ ７０２ 石核 １２ Ｇ１９ １４４３ ４２ ５１ ３６ ８５．２ 黒曜石４ ２６７ ６９８

�‐９５ ８８ ７０３ 石核 ２ Ｄ１４ ８３ ４６ ６４ ５０ ９０．１ 黒曜石１ ５３ １２４

�‐９６ ８８ ７０４ 石核 ５ Ｄ１７ ７７ ５３ ８２ １０３ ３７４．２ 黒曜石１ ２０６ ４８８

�‐９６ ８８ ７０５ 石核 Ｄ１５ � １６ ６５ ９９ ６５ ３２５．９ 黒曜石５ ９３ ２４２

�‐９７ ８８ ７０６ 石核 ２ Ｅ１６ ２５５３ ３８ ４７ ３３ ５５．３ 黒曜石２ ６３ １４０

Ｆ１６ � ２

�‐９７ ８８ ７０７ 石核 ２ Ｅ１５ ２２６ ４２ ４３ ４４ ７３．２ 黒曜石５ ９３ ２４２

�‐９７ ８８ ７０８ 石核 ５ Ｆ１８ ５９５ ４４ ３１ ６３ ８１．４ 黒曜石４ １５５ ４０２

Ｆ１８ � ２

Ｇ１８ � ６

�‐９７ ８８ ７０９ 石核 ２ Ｄ１５ ９７５ ４１ ５５ ７９ １８４．８ 黒曜石１

�‐９７ ８８ ７１０ 石核 ６ Ｃ１７ ５７ ４９ ５６ ４０ ９８．２ 黒曜石４ ２４３ ６０１

�‐９７ ８８ ７１１ 石核 ２ Ｅ１４ ２３３ ４５ ５７ ６６ １３２．１ 黒曜石１ ５３ １２４

�‐９８ ８８ ７１２ 石核 Ｅ１７ � ２７９ ４９ ６２ ６０ １６４．５ 黒曜石４ ３０６ ８０２

�‐９８ ８８ ７１３ 石核 ２ Ｅ１５ ２４６９ ３２ ６９ ２４ ５３．０ 黒曜石４ ９７９

�‐９８ ８８ ７１４ 石核 Ｅ１７ � ２１ ３７ ８０ ４３ １１４．１ 黒曜石３ １５２ ３７５

�‐９８ ８８ ７１５ 石核 ２ Ｅ１５ ６６４ ４２ ７５ ２９ ９７．４ 黒曜石３ ７６ １９２

�‐９８ ８９ ７１６ 石核 ２ Ｃ１３ ７ ３８ ８０ ５４ １４３．２ 黒曜石４ ７７ １９３

�‐９９ ８９ ７１７ 石核 ６ Ｃ１７ １０１ ３９ １１２ ５２ ２１０．７ 黒曜石３ ２１２ ４９７

�‐９９ ８９ ７１８ 石核 １ Ｆ１３ ８ ３５ ５３ ２５ ３４．６ 黒曜石１

�‐９９ ８９ ７１９ 石核 ２ Ｅ１６ １３７０ ４７ ５９ ３３ ８９．３ 黒曜石１

�‐９９ ８９ ７２０ 石核 ２ Ｆ１５ ４７８ ５７ ５７ ３０ １１４．９ 黒曜石１

�‐９９ ８９ ７２１ 石核 ５ Ｄ１７ ４１１ ６８ ５４ ３８ １４１．４ 黒曜石１

�‐９９ ８９ ７２２ 石核 ２ Ｄ１５ ８６４ ７０ ８３ ４２ ２３７．２ 黒曜石１

�‐１００ ８９ ７２３ 石核 ５ Ｆ１８ ２３７ １０８ ５２ ２５ １７９．９ 黒曜石１ ９２４

�‐１００ ８９ ７２４ 石核 ５ Ｄ１６ ５７１ １２０ １００ ７３ ９０６．２ 黒曜石３

�‐１００ ８９ ７２５ 石核 １２ Ｆ１８ ２１４ ６７ ６４ ３４ １１６．５ 黒曜石１

�‐１００ ９０ ７２６ 石核 Ｄ１５ � ６ ６７ ８７ ４２ ２０２．８ 黒曜石１ ５１ １２２

�‐１０１ ９０ ７２７ 石核 Ｅ１５ � ２ ６７ ４５ ２８ ８０．３ 黒曜石１ ３７ ９１

�‐１０１ ９０ ７２８ 石核 ９ Ｆ２０ ８９ ９５ ５３ ３７ １６４．１ 黒曜石１

�‐１０１ ９０ ７２９ 石核 ９ Ｆ２１ ４０ ５５ ５０ ３７ １０４．６ 黒曜石１

�‐１０１ ９０ ７３０ 石核 Ｇ１６ � １ ５９ ５５ ３１ ８０．４ 黒曜石２ ５７ １２９

�‐１０１ ９０ ７３１ 石核 Ｃ１３ � ３ ５２ ４９ ５８ １６７．０ 黒曜石２ ４４ １０２

�‐１０２ ９０ ７３２ 石核 ２ Ｅ１６ ２７６８ ５７ ７３ ５０ １９１．３ 黒曜石５ １１０ ２７２

�‐１０２ ９０ ７３３ 石核 ９ Ｆ２０ ９０ ７０ ８９ ６４ ３７２．２ 黒曜石５ ３１８ ８７２

�‐１０２ ９０ ７３４ 石核 １１ Ｇ１７ ２１６ ８６ ７８ ４５ ３１３．２ 黒曜石２

�‐１０２ ９１ ７３５ 石核 １ Ｄ１３ ２４１ ９４ ８２ ５９ ４５９．９ 黒曜石４ １６ ４６

掲載石器一覧
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�‐１０３ ９１ ７３６ 石核 ２ Ｄ１５ ２２１ ３８ ５４ ３６ ６６．４ 黒曜石１

�‐１０３ ９１ ７３７ 石核 ２ Ｅ１５ １７２６ ４０ ５４ ３８ ８７．３ 黒曜石１ １４７ ６４

�‐１０３ ９１ ７３８ 石核 ２ Ｅ１５ ３７０ ４５ ３３ ３３ ５６．９ 黒曜石４ ７１ １６１

�‐１０３ ９１ ７３９ 石核 ６ Ｃ１７ １０ ４７ ４０ ３５ ７５．４ 黒曜石１

�‐１０３ ９１ ７４０ 石核 ２ Ｅ１６ ５１０ ５４ ５５ ２８ ８３．５ 黒曜石１

�‐１０３ ９１ ７４１ 石核 ２ Ｅ１６ ５４６ ５４ ５７ ４０ １３８．８ 黒曜石５ １０５ ２６４

�‐１０４ ９１ ７４２ 石核 ７ Ｇ１９ ５１０ ５４ ５５ ５１ １２９．４ 黒曜石１

�‐１０４ ９１ ７４３ 石核 ２ Ｅ１５ ３１０２ ６７ ６６ ３９ １７１．３ 黒曜石１ ９２０

�‐１０４ ９１ ７４４ 石核 ２ Ｅ１５ ２７１４ ６８ ６３ ５８ ２２９．８ 黒曜石１ １０９ ２７１

�‐１０４ ９１ ７４５ 石核 １ Ｄ１３ １５１ ７５ ６７ ５２ ２２３．６ 黒曜石３ ８３ ２１１

Ｅ１３ � １

�‐１０５ ９２ ７４６ 石核 ２ Ｅ１４ ６２２ ６８ １３０ ７３ ７２１．４ 黒曜石５ １０６ ２６５

�‐１０５ ９２ ７４７ 石核 ４ Ｂ１６ ４７ ５２ ６３ ５３ １６８．６ 黒曜石１ １２４ ２９７

�‐１０５ ９２ ７４８ 石核 ２ Ｅ１６ １３１４ ４８ ６１ ４２ １２２．８ 黒曜石１

�‐１０６ ９２ ７４９ 石核 ５ Ｅ１７ １４０６ ５７ ７５ ５４ ２２３．９ 黒曜石１

�‐１０６ ９２ ７５０ 石核 １２ Ｈ２０ ８６７ ５７ ６５ ５４ ２０４．７ 黒曜石４ ２６９ ７１４

�‐１０６ ９２ ７５１ 石核 Ｇ１７ � ２ ６４ ６９ ６１ ２６２．７ 黒曜石３ ２７７ ７４３

�‐１０７ ９２ ７５２ 石核 ６ Ｃ１７ １００ ６７ ７９ ５５ ３０９．３ 黒曜石１

�‐１０７ ９２ ７５３ 石核 ４ Ｃ１６ ６５ （３１） ７４ ５０ （１０３．８） めのう

�‐１０７ ９２ ７５４ 石鏃 Ｆ２２ � １ （２３） １２ ４ （０．９） 黒曜石１

�‐１０７ ９２ ７５５ 石鏃 Ｃ１７ � １ （３７） １９ ５ （２．２） 黒曜石１

�‐３４９ １７８ １ 尖頭器 １５ ａ１０ １ （２６） １０ ２ （０．７） 黒曜石１ 産地分析Ｘ２２５

�‐３４９ １７８ ２ 尖頭器 １５ ａ１０ ２ （３６） １３ ５ （２．１） 黒曜石１ 水和層Ｈ１８３

�‐３４９ １７８ ３ 尖頭器 １６ ｃ１３ ２１ （３８） １３ ４ （１．９） 黒曜石１ 産地分析Ｘ２２８

�‐３４９ １７８ ４ 尖頭器 １６ ｂ１２ １ （４８） １３ ４ （２．０） 黒曜石１ 水和層Ｈ１８４

�‐３４９ １７８ ５ 尖頭器 Ｚ１１ � ３ ４５ １３ ４ １．９ 黒曜石３

�‐３４９ １７８ ６ 尖頭器 １４ Ｚ１１ ３９４ ８３ ２４ ９ １５．５ 黒曜石１ ３４４ ５０４８７ 産地分析Ｘ２２４

１４ ａ１１ １

�‐３４９ １７８ ７ 尖頭器 １４ Ｚ１１ ３７６ （２７） １５ ４ （１．５） 黒曜石３

�‐３４９ １７８ ８ 尖頭器 １６ ａ１１ ４７ （２９） １５ ３ （１．１） 黒曜石１ 産地分析Ｘ２２７

�‐３４９ １７８ ９ 尖頭器 １６ Ｚ１１ ４７７ （４１） １７ ４ （２．２） 黒曜石３

�‐３４９ １７８ １０ 尖頭器 １５ ａ１０ １４ （３３） １５ ３ （１．５） 黒曜石１ 産地分析Ｘ２２６

�‐３４９ １７８ １１ 尖頭器 Ｚ１１ � ２ （５１） １９ ４ （３．５） 黒曜石１

�‐３４９ １７８ １２ 尖頭器 １６ Ｚ１１ １ （５３） １８ ５ （４．０） 黒曜石３

�‐３４９ １７８ １３ 尖頭器 １６ ａ１１ ４８ （２９） （１１） ３ （０．９） 黒曜石１

�‐３４９ １７８ １４ 尖頭器 １６ ａ１２ １５４６ （３１） （２２） ８ （５．０） 黒曜石１

�‐３４９ １７８ １５ 尖頭器 １４ Ｚ１１ ５１１ （３０） １４ ４ （１．７） 黒曜石３

�‐３４９ １７８ １６ 尖頭器 １４ Ｚ１０ １１ （４５） １７ ４ （３．４） 黒曜石３

�‐３４９ １７８ １７ 尖頭器 １４ Ｚ１０ １０ （３３） １３ ４ （１．５） 黒曜石１ 産地分析Ｘ２２２

�‐３４９ １７８ １８ 尖頭器 １４ Ｚ１１ ３ ５１ ２２ ６ ５．３ 黒曜石１ 産地分析Ｘ２２３

�‐３４９ １７８ １９ 尖頭器 Ｚ１１ � ４ （３４） １８ ４ （２．３） 黒曜石５

�‐３４９ １７８ ２０ 尖頭器 ａ１０ � １ （５８） （１７） ８ （６．７） 黒曜石１ ３３５ １１０５

�‐３４９ １７８ ２１ 尖頭器 １４ Ｚ１１ １０８ （７２） ４６ １５ （４２．２） 黒曜石５

�‐３４９ １７８ ２２ 尖頭器 １７ ｄ１１ １ （６５） （５９） １７ （５１．７） 黒曜石４

�‐３４９ １７８ ２３ 尖頭器 Ｚ１１ � １ （７７） ５６ １２ （４５．０） 黒曜石５ ３６５ １２４３

�‐３５０ １７８ ２４ 両面調整石器 １４ Ｚ１１ ２ ８４ ４４ ２７ ８１．８ 黒曜石１

�‐３５０ １７８ ２５ 両面調整石器 １６ ａ１３ １０６４ １０９ ６７ ２５ １６３．１ 黒曜石１ ３３１ １０９４

１６ ｂ１２ ３６１

�‐３５０ １７９ ２６ 両面調整石器 ａ１２ � １ １１４ ６９ ４７ ３３８．０ 黒曜石１ ３３４ １１０４

�‐３５０ １７９ ２７ 両面調整石器 １６ ａ１２ ２０６４ （７９） （６２） ２２ （１０５．６） 黒曜石５ ３７１ １２６４

�‐３５０ １７９ ２８ 両面調整石器 １６ ａ１３ ３０ （５１） （１１３） ３３ （２０５．９） 黒曜石１ ３３８ １１１８

�‐３５１ １７９ ２９ 両面調整石器 Ｚ１２ � １ （１２３） １１３ ３６ （４２８．１） 黒曜石１

�‐３５１ １７９ ３０ 彫器 １５ ａ１０ ９ （３９） １３ ４ （２．１） 黒曜石１ ３４６

�‐３５１ １７９ ３１ 削器 １７ ｃ１１ ４７ （４２） ２８ １０ （１１．０） 黒曜石１

�‐３５１ １７９ ３２ 削器 １６ ｂ１３ １２４ （２８） （２４） １３ （７．５） 黒曜石１

�‐３５１ １７９ ３３ 削器 １７ ｃ１２ ２０ （４４） ４５ １５ （３０．３） 黒曜石１

�‐３５１ １７９ ３４ 削器 １６ ａ１２ ２５４２ （７１） ３４ １２ （２７．６） 黒曜石１ ５０６８８

１６ ｂ１３ ２５９

�‐３５１ １７９ ３５ 削器 １６ ａ１３ ３０５ ８０ ５０ １２ ３５．４ 黒曜石１

�‐３５１ １７９ ３６ 二次加工ある剥片 １６ ａ１２ ３２８２ ９１ ２７ ９ １７．８ 黒曜石１ ５０６８９

旧白滝５遺跡
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１６ ｂ１２ ２８９

�‐３５１ １８０ ３７ 二次加工ある剥片 １６ ａ１２ ２４０３ （４５） ２５ ７ （６．４） 黒曜石１ ３３０ １０９３

�‐３５１ １８０ ３８ 二次加工ある剥片 １５ ｂ１０ ５９ （３８） ４０ １３ （１７．１） 黒曜石１

�‐３５２ １８０ ３９ 二次加工ある剥片 １６ ａ１２ ３７６ １１６ ６９ １８ １５４．８ 黒曜石１ ３４２ １１３２

１６ ａ１３ ９７

１６ ａ１３ １０８

１６ ｂ１４ ８

�‐３５２ １８０ ４０ 二次加工ある剥片 ｂ１３ � ２ ８２ ９３ ２８ １９３．５ 黒曜石５ ３６３ １２４０

�‐３５２ １８０ ４１ 舟底形石器 １７ ｄ１１ ３ １６ （５３） １５ （１２．８） 黒曜石１

�‐３５２ １８０ ４２ 舟底形石器 １５ ａ９ ９ ２４ （８０） ２０ （４４．４） 黒曜石１

�‐３５２ １８０ ４３ 舟底形石器 １７ ｃ１１ ２０ ３０ （９３） ２３ （６５．７） 黒曜石１

�‐３５３ １８０ ４４ 石刃 １６ ｂ１４ ３３２ ４４ １２ ３ １．０ 頁岩

�‐３５３ １８０ ４５ 石刃 １６ ａ１２ ９５１ （５３） ２４ ９ （７．６） 黒曜石１ ３３８ １１１８

�‐３５３ １８０ ４６ 石刃 １６ ｂ１４ ５１１ ６５ ３３ ６ ８．２ 黒曜石１ ３３６ １１０８

�‐３５３ １８０ ４７ 石刃 １６ ａ１２ ２８５８ （４３） （２６） ７ （５．７） 黒曜石１ ３３２ １０９６

�‐３５３ １８０ ４８ 石刃 １６ ａ１２ ２１２２ （４３） ２７ ８ （１０．７） 黒曜石１ ３３２ １０９６

�‐３５３ １８０ ４９ 石刃 １６ ａ１２ ８４６ （６４） （４２） １２ （３０．０） 黒曜石３ ３５３ １１８１

�‐３５３ １８０ ５０ 石刃 １６ ａ１２ １７０４ （５７） １９ ９ （６．２） 黒曜石１ ３３８ １１１８

１６ ａ１３ ３７８

�‐３５３ １８０ ５１ 石刃核 １６ ａ１２ １ ７０ ５１ ３９ １０７．３ 黒曜石１ ３３３

�‐３５３ １８１ ５２ 石刃核 １６ ａ１２ ８００ ８９ ８１ ４２ ２９３．５ 黒曜石１ ３４６ １１６０

�‐３５３ １８１ ５３ 石刃核 １６ ｂ１４ ４０５ ５８ ４１ ２７ ６０．９ 黒曜石１

�‐３５３ １８１ ５４ 石刃核 １６ ａ１２ ２１５４ ５８ ３６ ２０ ４０．９ 黒曜石１

�‐３５４ １８１ ５５ 石刃核 ａ１３ ２４２ ６９ ６９ ３７ １４６．９ 黒曜石１ ３３６ １１０８

�‐３５４ １８１ ５６ 石刃核 １６ ｂ１４ １６３ ９７ ７１ ４３ ２８９．７ 黒曜石５ ３５２ １１７８

�‐３５４ １８１ ５７ 石刃核 １６ ａ１２ ６７１ ９５ ８９ １０１ ７５９．２ 黒曜石１ ３３８ １１１８

�‐３５５ １８１ ５８ 石刃核 １６ ａ１３ ８６７ １０３ ９６ ４６ ４０７．７ 黒曜石５ ３６４ １２４１

�‐３５５ １８２ ５９ 石刃核 ｂ１３ � １ １１７ １１５ １０３ １２３０．０ 黒曜石１ ３４２ １１３２

�‐３５６ １８２ ６０ 石刃核 １６ ａ１２ ６７２ １５４ ５１ ８２ ５１６．５ 黒曜石１ ３３２ １０９６

ａ１２ � ４

�‐３５６ １８２ ６１ 石核 １４ Ｙ１１ ２５ １０３ ９０ ５４ ５２６．９ 黒曜石５

�‐３５６ １８２ ６２ 石核 １４ Ｙ１１ ７８ ７５ ６３ ３７ １６１．２ 黒曜石３

�‐３５６ １８２ ６３ 石核 １６ ａ１２ ２３３４ １０３ １１５ ４６ ５９１．１ 黒曜石１ ５０６７８

１６ ａ１２ ２４５６

�‐３５７ １８３ ６４ 石核 Ｚ１１ � １２ ３８ ８３ ９４ ２１７．７ 黒曜石４ ３５８ １２１０

�‐３５７ １８３ ６５ 石核 １６ ａ１１ ２１１ １２８ ６８ ８９ ６１７．８ 黒曜石１ ３３０ １０９３

１６ ａ１２ １５４７

�‐３８６ １９４ １ 尖頭器 ２１ Ｕ２４ １４９ ４１ １２ ４ １．８ 黒曜石１ 水和層Ｈ１８６

�‐３８６ １９４ ２ 尖頭器 Ｙ２３ � １ （４４） １４ ５ （２．６） 黒曜石１ 産地分析Ｘ２４４

�‐３８６ １９４ ３ 尖頭器 １８ Ｗ１８ ２ （４５） １２ ３ （１．５） 黒曜石１ 産地分析Ｘ２２９

�‐３８６ １９４ ４ 尖頭器 １８ Ｗ１９ ３ （４６） １３ ４ （２．２） 黒曜石１ 産地分析Ｘ２３２

�‐３８６ １９４ ５ 尖頭器 ２０ Ｗ２１ １６ ４８ １１ ３ １．５ 黒曜石２ ５０６９６ 産地分析Ｘ２４２

Ｗ２１ � ２

�‐３８６ １９４ ６ 尖頭器 Ｓ２１ � １ ５２ １３ ４ ２．３ 黒曜石１ 産地分析Ｘ２３７

�‐３８６ １９４ ７ 尖頭器 Ｖ２２ � １ ５５ １１ ４ ２．２ 黒曜石１ 産地分析Ｘ２４１

�‐３８６ １９４ ８ 尖頭器 Ｗ１９ � ２ ５４ １４ ５ ３．６ 黒曜石１ 産地分析Ｘ２３４

�‐３８６ １９４ ９ 尖頭器 ２１ Ｓ２４ ２ （５５） １５ ５ （３．５） 黒曜石１ ３８１ ５０５５９ 水和層Ｈ１８５

２１ Ｓ２４ ７

�‐３８６ １９４ １０ 尖頭器 ２１ Ｕ２４ ５１ （５９） １３ ５ （３．１） 黒曜石１ 産地分析Ｘ２３９

�‐３８６ １９４ １１ 尖頭器 Ｖ２１ � ２ （５５） １５ ４ （３．２） 黒曜石１ ５０６９５ 産地分析Ｘ２４０

Ｗ２１ � １

�‐３８６ １９４ １２ 尖頭器 １８ Ｗ１８ ６ ６０ １７ ５ ４．１ 黒曜石１ 産地分析Ｘ２３０

�‐３８６ １９４ １３ 尖頭器 Ｗ１８ � １ （６２） １３ ４ （３．７） 黒曜石１ 産地分析Ｘ２３１

�‐３８６ １９４ １４ 尖頭器 ２１ Ｔ２３ １０ （６３） １５ ５ （４．４） 黒曜石３

�‐３８６ １９４ １５ 尖頭器 Ｘ２３ � １ ６６ １４ ５ ３．３ 黒曜石１ ５０６９３ 産地分析Ｘ２４３

Ｘ２３ � ２

�‐３８６ １９４ １６ 尖頭器 Ｕ２１ � １ （３５） １５ ５ （２．４） 黒曜石１

�‐３８６ １９４ １７ 尖頭器 Ｙ１８ � １ （３８） １３ ３ （１．８） 黒曜石２

�‐３８６ １９４ １８ 尖頭器 Ｗ１９ � １ （４１） １２ ４ （２．４） 黒曜石１ 産地分析Ｘ２３３

�‐３８６ １９４ １９ 尖頭器 Ｖ２３ � １ （４４） １５ ４ （２．８） 黒曜石１

掲載石器一覧
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�‐３８６ １９４ ２０ 尖頭器 １８ Ｘ１９ ２ （２９） １３ ４ （１．６） 黒曜石１ 産地分析Ｘ２３５

�‐３８６ １９４ ２１ 尖頭器 １８ Ｙ１８ １ （４０） （１４） ４ （１．６） 黒曜石１ 産地分析Ｘ２３６

�‐３８６ １９４ ２２ 尖頭器 Ｖ２２ � ２ （１４） １２ ３ （０．５） 黒曜石１

�‐３８６ １９４ ２３ 尖頭器 Ｖ２１ � １ （２６） １２ ３ （１．１） 黒曜石１

�‐３８６ １９４ ２４ 石鏃 Ｕ２２ � １ （２０） ９ ２ （０．３） 黒曜石１

�‐３８６ １９４ ２５ 石鏃 ２１ Ｔ２３ ５ （３５） １１ ３ （０．９） 黒曜石１ ５０６９４ 産地分析Ｘ２３８

２１ Ｔ２３ ２２

�‐３８７ １９４ ２６ 両面調整石器 ２１ Ｔ２３ ８０ （２６５） （１０３） ３９ （５７２．３） 黒曜石４ ３９３ １３３０

２１ Ｕ２３ ３３ 黒曜石４

２１ Ｖ２３ ２２ 黒曜石３

�‐３８７ １９５ ２７ 掻器 １９ Ｕ２２ ６ ５９ ３１ ３１ ３４．５ 黒曜石１

�‐３８７ １９５ ２８ 掻器 ２１ Ｔ２４ １０ ８９ ２４ １７ ２３．９ 黒曜石１ ５０６８３

２１ Ｘ２４ ７０

�‐３８７ １９５ ２９ 錐形石器 ２１ Ｕ２４ １５１ （９８） ３４ ８ （２５．３） 黒曜石３

�‐３８７ １９５ ３０ 二次加工ある剥片 Ｘ２１ � １ ４８ ４２ １２ ２２．２ 黒曜石１

�‐３８８ １９５ ３１ 二次加工ある剥片 １８ Ｙ１８ ２ ５４ ４９ ２２ ３７．４ 黒曜石１ ３８０

�‐３８８ １９５ ３２ 細石刃核 Ｗ２２ � １ ２８ ４５ １４ １５．８ 黒曜石５ １９３

�‐３８８ １９５ ３３ 削片 １９ Ｓ２１ ２５ ４ （２７） ３ （１．４） 黒曜石２

�‐３８８ １９５ ３４ 石核 ２１ Ｕ２３ ５０ １３０ １０２ ６９ ７４８．４ 黒曜石２

‐ １９６ ３５ 台石 １８ Ｖ１９ ５ ４０６ ２５６ ９６ １７０００．０ 安山岩

�‐３９７ １９９ １ 尖頭器 ク Ｏ３１ � １ ４９ １３ ５ ２．２ 黒曜石１ 産地分析Ｘ２４６

�‐３９７ １９９ ２ 尖頭器 ク Ｎ３３ � １ ５４ １３ ４ ２．５ 黒曜石１ 産地分析Ｘ２４７

�‐３９７ １９９ ３ 尖頭器 外 Ｉ３６ � １ （４１） １２ ３ （１．２） 黒曜石３ 産地分析Ｘ２４５

�‐３９７ １９９ ４ 尖頭器 イ Ｅ２３ � １ （３２） （１４） ３ （１．０） 黒曜石１

�‐３９７ １９９ ５ 石鏃 外 Ｉ３４ � １ ２８ １５ ３ １．２ 黒曜石１

�‐３９７ １９９ ６ 石鏃 外 Ｋ３０ � １ ３３ １３ ４ １．２ 黒曜石１

�‐３９７ １９９ ７ 尖頭器 ク Ｍ３４ � ２ ９８ ４８ １６ ５９．４ 黒曜石１ ５０６８７

ク Ｎ３２ � ３

�‐３９７ １９９ ８ 尖頭器 ク Ｍ３３ � １ １０３ ４７ １６ ７８．７ 黒曜石５ ５０６８６

ク Ｍ３３ � ２

�‐３９７ １９９ ９ 尖頭器 ク Ｌ３４ � １２ １０６ ４５ １６ ５８．８ 黒曜石５ ５０６８５

ク Ｍ３４ � ３

�‐３９７ １９９ １０ 尖頭器 ク Ｌ３４ � １５ １１１ ５３ １８ ８９．８ 黒曜石１ ３９９ １３４６

ク Ｍ３４ � ６ フレイク集中内

�‐３９７ １９９ １１ 尖頭器 ク Ｌ３４ � ３ １４６ ６６ １５ １０６．７ 黒曜石１ ４０８ １３７１

ク Ｌ３４ � １７

ク Ｍ３４ � １

�‐３９８ １９９ １２ 尖頭器 ク Ｌ３４ � １９ １６７ ４２ ２１ １２０．０ 黒曜石１ ５０６８４

ク Ｍ３４ � ８ フレイク集中内

�‐３９８ １９９ １３ 尖頭器 ク Ｍ３４ � ７ （４０） （４２） ９ （１１．７） 黒曜石１ ４０５ １３５６ フレイク集中内

�‐３９８ １９９ １４ 尖頭器 ク Ｌ３５ � ６ （７８） （７４） ２２ （９８．９） 黒曜石５

�‐３９８ ２００ １５ 尖頭器 オ Ｑ２３ ３ （９９） （１００） ２７ （２５９．４） 黒曜石１ ３８４

�‐３９８ ２００ １６ 剥片 エ Ｇ３０ � １ ７７ （６２） １２ （４４．３） 黒曜石５

�‐３９８ ２００ １７ 両面調整石器 イ Ｉ２３ � １ ８４ ５８ １５ ７０．６ 黒曜石４ ９０ ２３７

�‐３９８ ２００ １８ 両面調整石器 ク Ｌ３３ � ３ １０６ ５８ １６ ８２．２ 黒曜石１ ５０４５４

ク Ｌ３３ � ２２

ク Ｌ３４ � ５５４ フレイク集中内

�‐３９９ ２００ １９ 両面調整石器 ク Ｌ３４ � ２７４ １２８ ７７ ３３ ２８９．２ 黒曜石３ ４２６ １４６２

ク Ｍ３４ � ５ フレイク集中内

ク Ｍ３４ � ２５４ フレイク集中内

�‐３９９ ２００ ２０ 両面調整石器 イ Ｈ２３ � １ ８２ １３８ ２２ ２３３．１ 黒曜石１ １３３ ３２０

イ Ｈ２３ � ３

�‐３９９ ２００ ２１ 両面調整石器 ク Ｌ３４ � ９３ （４７） （５０） １４ （１６．９） 黒曜石１ ４０５ １３５６

�‐３９９ ２００ ２２ 両面調整石器 カ Ｒ２２ � １ （７８） （６２） ２６ （８５．７） 黒曜石１

�‐３９９ ２０１ ２３ 両面調整石器 キ Ｐ２５ � １ （７５） （７５） １７ （９０．１） 黒曜石３

�‐３９９ ２０１ ２４ 両面調整石器 ア Ｎ２２ � ２ （８０） （４４） ２０ （８２．４） 黒曜石１

�‐４００ ２０１ ２５ 両面調整石器 ク Ｌ３４ � ８４８ （３１） ４７ ２２ （２４．４） 黒曜石３ ４２６ １４６２

ク Ｌ３４ � ８４９

�‐４００ ２０１ ２６ 両面調整石器 エ Ｈ３１ � １ （３６） （４３） １７ （２２．７） 黒曜石５ ２７８ ７４４

�‐４００ ２０１ ２７ 細石刃核 ク Ｌ３３ � １ （９３） ３２ １５ （４０．２） 黒曜石３ １９０ ５０１６４

旧白滝５遺跡
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ク Ｌ３３ � ５

ク Ｌ３３ � ６

�‐４００ ２０１ ２８ 削片 外 斜面部 ２ ２４ ７７ １６ １６．６ 黒曜石５ １９３ ４７８

�‐４００ ２０１ ２９ 掻器 ア Ｍ２３ � ３ １１２ ４０ １２ ４９．８ 黒曜石１

�‐４００ ２０１ ３０ 削器 キ Ｑ２５ � ２ ９７ ３２ １０ ２３．９ 黒曜石１

�‐４００ ２０１ ３１ 削器 ア Ｊ２１ � １ （５５） ２７ ５ （７．２） めのう

�‐４００ ２０１ ３２ 削器 キ Ｑ２５ � １ ５６ ３１ １６ ２２．３ 黒曜石１

�‐４００ ２０１ ３３ 削器 オ Ｑ２４ � １ （７２） ２８ １２ （２１．３） 黒曜石１ ３８３

�‐４００ ２０１ ３４ 台形石器 ア Ｌ２２ � ３ ３５ ２３ ６ ３．７ 黒曜石１ 産地分析Ｘ４５０

�‐４００ ２０１ ３５ 二次加工ある剥片 エ Ｊ３１ � ４ （８２） ４９ １０ （２６．１） 黒曜石５ ３２３ ８８５

�‐４００ ２０１ ３６ 二次加工ある剥片 エ Ｉ３１ � １５ （８５） ３８ １０ （３５．３） 黒曜石１ ３２１ ８７８

�‐４０１ ２０２ ３７ 二次加工ある剥片 エ Ｉ３１ � ３８ １０９ ６０ １８ ７３．２ 黒曜石１ ３２１ ８７９

エ Ｉ３１ � ４４

�‐４０１ ２０２ ３８ 二次加工ある剥片 エ Ｉ３１ � ６４ １３９ ６０ １１ ５８．４ 黒曜石５ ３２３ ８８５

エ Ｉ３１ � ８３ 黒曜石１

エ Ｊ３１ � ３ 黒曜石１

エ Ｊ３１ � ３５ 黒曜石５

エ Ｊ３１ � ４２ 黒曜石５

�‐４０１ ２０２ ３９ 二次加工ある剥片 ク Ｌ３４ � ３５２ ６４ ９０ ３３ １４０．２ 黒曜石３ ４２６ １４６２

�‐４０１ ２０２ ４０ 二次加工ある剥片 エ Ｊ３１ � ３７ （１０１） （９９） １０ （５０．５） 黒曜石５ ３２３ ８８５

エ Ｊ３１ � ３８

エ Ｊ３１ � ３９

エ Ｊ３１ � ５１

�‐４０１ ２０２ ４１ 舟底形石器 外 Ｐ１７ � １ １９ （４６） ２４ （１５．９） 黒曜石５

�‐４０１ ２０２ ４２ 石刃 エ Ｉ３１ � ４８ （４６） １２ ２ （０．９） 黒曜石１ ３２１ ８７８

�‐４０１ ２０２ ４３ 石刃 エ Ｊ３１ � ２９ （６７） ２４ ４ （５．６） 黒曜石１ ２４０ ５９０

�‐４０１ ２０２ ４４ 石刃 エ Ｉ３１ � ２２ ７２ ３３ ２０ ３３．５ 黒曜石１ ３２１ ８７８

�‐４０１ ２０２ ４５ 石刃 エ Ｉ３１ � １３ （１０５） ４１ １１ （３４．０） 黒曜石１ ２４０ ５９０

�‐４０２ ２０２ ４６ 石刃 オ Ｑ２３ � １ （１２５） ２０ ９ （１６．９） 黒曜石１ ３９１ １３２６ フレイク集中内

オ Ｑ２３ � ２

オ Ｑ２３ � ６ フレイク集中内

�‐４０２ ２０２ ４７ 石刃 ク Ｌ３４ � １３０ １４３ （６９） １０ ６８．１ 黒曜石１ ４２０ １４２６

ク Ｌ３５ � ９

ク Ｍ３５ � ５

�‐４０２ ２０３ ４８ 石刃 エ Ｊ３１ � ５ １７０ ７１ ２５ ２０２．８ 黒曜石１ ３２０ ８７４

エ Ｊ３１ � ６

エ Ｊ３１ � ７

エ Ｊ３１ � １４

エ Ｊ３１ � １５

�‐４０２ ２０３ ４９ 石刃 ク Ｍ３５ � １３ （４３） （４１） ７ （１１．９） 黒曜石１ ４０３ １３５２

�‐４０２ ２０３ ５０ 石刃 ク Ｍ３５ � ２７ （５１） ４２ ８ （１２．６） 黒曜石１ ４０３ １３５２

�‐４０２ ２０３ ５１ 石刃 ク Ｍ３４ � ２１６ （６７） ４７ １０ （３０．１） 黒曜石１ ４０９ １３８３ フレイク集中内

�‐４０２ ２０３ ５２ 石刃 エ Ｊ３１ � ２ （８２） ２９ １１ （２６．４） 黒曜石１ ２４０ ５９０

�‐４０２ ２０３ ５３ 石刃 ク Ｎ３２ � ２ （９７） （３３） ２０ （５２．９） 黒曜石５

�‐４０２ ２０３ ５４ 石刃 オ Ｑ２３ � ３ （８６） （３６） ９ （２０．５） 黒曜石１ ３８５ １３０８

�‐４０３ ２０３ ５５ 石刃 エ Ｉ３１ � ９ （９７） ４６ １４ （５４．８） 黒曜石１ ３２１ ８７８

�‐４０３ ２０３ ５６ 石刃 オ Ｑ２４ １ （１０７） （３８） １２ （４４．５） 黒曜石１ ３８５ １３０８

�‐４０３ ２０３ ５７ 石刃 エ Ｉ３１ � ４ （１２７） ４１ １３ （４９．３） 黒曜石１ ３２１ ８７８

エ Ｉ３１ � ４６

�‐４０３ ２０４ ５８ 石刃 外 斜面部 ４９ （８５） ６７ ２２ （８８．３） 黒曜石１ ２５３ ６４５

�‐４０３ ２０４ ５９ 石刃 オ Ｑ２３ ２ （１７０） ５８ ２５ （１６０．９） 黒曜石１ ３８５ １３０８

�‐４０３ ２０４ ６０ 石刃核 カ Ｒ２３ � １ ６９ ５８ ５５ ２６３．２ 黒曜石１ ２２７ ５４８

�‐４０４ ２０４ ６１ 石刃核 イ Ｋ２４ � １ １２５ ８１ ３８ ４６３．３ 黒曜石１

�‐４０４ ２０４ ６２ 石刃核 イ Ｊ２４ � １ １３８ ９８ ６５ ９９９．６ 黒曜石４ ２３５ ５７８

�‐４０５ ２０５ ６３ 石刃核 イ Ｉ２４ � ２ １５０ １１２ ５７ ９２１．２ 黒曜石５ ２３８ ５８６

�‐４０５ ２０５ ６４ 石刃核 ク Ｍ３４ � ４ ９０ ７２ ４２ ３０７．９ 黒曜石１ フレイク集中内

�‐４０６ ２０５ ６５ 石刃核 オ Ｑ２３ １ １８３ １２５ ９４ ２４１９．０ 黒曜石１ ３８５ １３０８

�‐４０７ ２０６ ６６ 石刃核 エ Ｉ３１ � １ ２６６ ８８ １１０ ２７２５．７ 黒曜石１ ３２０ ８７４

エ Ｉ３１ � １８

エ Ｉ３１ � １９

掲載石器一覧
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エ Ｉ３１ � ２９

エ Ｉ３１ � ３０

エ Ｉ３１ � ３１

エ Ｉ３１ � ３２

エ Ｉ３１ � ３３

エ Ｉ３１ � ２１５

�‐４０８ ２０７ ６７ 石刃核 エ Ｉ３１ � ２ １９０ ９４ ８６ １７５０．０ 黒曜石１ ２４０ ５９０

�‐４０９ ２０７ ６８ 石核 エ Ｇ３０ １ ２６０ ９４ １１８ ２９１９．６ 黒曜石３

�‐４１０ ２０８ ６９ 石核 ク Ｌ３４ � １６ ２５３ ７５ ６９ １８６０．０ 黒曜石４

�‐４１０ ２０８ ７０ 石核 イ Ｆ２４ � １ ４３ ５６ １９ ４４．０ 黒曜石１

�‐４１１ ２０８ ７１ 石核 ア Ｍ２３ � ２ ５７ ７９ ２３ １００．５ 黒曜石１

�‐４１１ ２０８ ７２ 石核 キ Ｏ２７ � １ ４８ ９２ ２８ ９５．８ 黒曜石２

�‐４１１ ２０８ ７３ 石核 イ Ｉ２４ � ３ ５６ ９０ ４３ １５７．２ 黒曜石５ ３１９ ８７３

�‐４１１ ２０９ ７４ 石核 ク Ｌ３４ � ３５５ ８６ １０２ ３９ ２７９．６ 黒曜石３ ４２６ １４６２

�‐４１１ ２０９ ７５ 石核 キ Ｏ２７ � ２ ４２ ５０ ７２ １２０．１ 黒曜石２

�‐４１２ ２０９ ７６ 石核 ア Ｍ２４ � １ ４７ ５７ ４７ １３２．６ 黒曜石１

�‐４１２ ２０９ ７７ 石核 外 Ｊ４１ � １ ７５ ５９ ４８ ２３９．５ 黒曜石１

�‐４１２ ２０９ ７８ 石核 キ Ｐ２６ � １ ６１ ６６ ５６ ２４３．１ 黒曜石５ ４２８ １４８４

�‐４１２ ２０９ ７９ 石核 ア Ｎ２２ � １ ５５ ６０ ４０ １３４．２ 黒曜石５

�‐４１３ ２０９ ８０ 石核 ア Ｍ２２ � １ ６５ １３７ ８４ ７４９．２ 黒曜石１

�‐４７３ ２３９ １ 尖頭器 外 Ｚ９ １ （３０） １４ ４ （１．８） 黒曜石３

�‐４７３ ２３９ ２ 尖頭器 外 ボサ １ （４７） １３ ６ （３．４） 黒曜石２

�‐４７３ ２３９ ３ 削器 外 表採 ５ （７８） ４７ １３ （３７．７） 黒曜石１ ５０４３６ SP＝６９，２２０＋Ｌ４０付近

外 表採 ６ SP＝６９，２４０以東

表２ 旧白滝５遺跡掲載接合資料一覧
挿図 図版 番号 器 種 等 Sb 発掘区 層位 遺物

番号
重量
（�）

接合
点数

石質 母岩
�

接合
� 挿図 図版 番号 器 種 等 Sb 発掘区 層位 遺物

番号
重量
（�）

接合
点数

石質 母岩
�

接合
�

�‐１４０ ９３ ７５６ 接合資料 ２・５ １４８．５ ２２ １ １０ ３１ 剥片 ２ Ｄ１５ ５４ ３．３ ５

縦長剥片 ２ Ｄ１５ ２７７ ７．４ １ Ｄ１５ � ２２９ ３２．０ ５

剥片 ２ Ｄ１５ ７０２ １６．２ １ Ｄ１５ � ２３０ １１．６ ５

剥片 ２ Ｄ１５ ７２５ １．４ １ 剥片 ２ Ｄ１５ ６３ ３．１ ５

２ Ｄ１５ ９７６ ２．１ １ ２ Ｄ１５ ４０５ ３．８ ５

剥片 Ｄ１５ � １４４ １４．４ １ 剥片 ２ Ｄ１５ ７８ ９．２ ５

剥片 Ｄ１５ � １４５ ４．７ １ 剥片 ２ Ｄ１５ ８０ ２６．１ ５

剥片 Ｄ１５ � １４６ ２．２ １ 縦長剥片 ２ Ｄ１５ ２３３ １５７．０ ５

剥片 Ｄ１５ � １４７ １１．１ １ 剥片 ２ Ｄ１５ ２５２ ４．８ ５

�‐３１ ５１ ７ 尖頭器 ５ Ｄ１７ ２５９ １７．４ １ 剥片 ２ Ｄ１５ ２７５ ３．６ ５

５ Ｄ１７ ３２２ ８．４ １ Ｄ１５ � ２１０ ３１．３ ５

�‐３３ ５３ ２２ 削片 ５ Ｄ１７ ５１８ ５．６ １ 剥片 ２ Ｄ１５ ２７６ １７．１ ５

５ Ｄ１７ ６０７ ２．８ １ 剥片 ２ Ｄ１５ ２７８ ９．７ ５

剥片 ２ Ｅ１５ １３４９ ７．２ １ 剥片 ２ Ｄ１５ ５４０ １６．８ ５

剥片 ５ Ｅ１６ ３２１４ ８．０ １ 剥片 ２ Ｄ１５ ５４２ ２．９ ５

剥片 ５ Ｅ１７ １３４ ２．３ １ 剥片 ２ Ｄ１５ ６０６ ０．８ ５

�‐３２ ５２ １８ 尖頭器 ５ Ｅ１７ １５０３ ２．５ １ Ｄ１５ � ２２３ ０．７ ５

５ Ｅ１７ １７７７ １．９ １ 剥片 ２ Ｄ１５ ６７５ ３．３ ５

５ Ｅ１７ ２５８５ ２．３ １ ２ Ｄ１５ ６７７ ４．９ ５

Ｅ１７ � ２３ １２．２ １ 剥片 ２ Ｄ１５ ７１１ ４１．６ ５

剥片 Ｅ１７ � ２６１ ３．４ １ 剥片 ２ Ｄ１５ ８０３ ０．５ ５

剥片 Ｅ１７ � ２６７ １４．５ １ �‐３０ ５１ ３ 尖頭器 Ｄ１５ � ７ ２８．０ ５

�‐３３ ５３ ２１ 削片 Ｅ１７ � ３２３ ０．５ １ Ｄ１５ � １１ １９．５ ５

�‐１４１ ９３ ７５８ 接合資料 ２・５ ６５７．１ ４４ ５ １０３ ２６０ ５ Ｄ１７ ６３１ ２９．９ ５

剥片 ２ Ｄ１５ ２５ ５２．９ ５ 剥片 Ｄ１５ � ２０９ １１．４ ５

剥片 ２ Ｄ１５ ４６ ２．３ ５ 剥片 Ｄ１５ � ２１７ ５．９ ５

Ｄ１５ � ２２６ ５．２ ５ 剥片 Ｄ１５ � ２１８ １．２ ５

剥片 ２ Ｄ１５ ５１ ９．９ ５ Ｄ１５ � ２２１ ３．１ ５

剥片 ２ Ｄ１５ ５３ ２．１ ５ 剥片 Ｄ１５ � ２１９ １．０ ５

２ Ｄ１５ ２２２ ８．６ ５ 剥片 Ｄ１５ � ２２０ １．４ ５

２ Ｄ１５ ２５４ １．７ ５ 剥片 Ｄ１５ � ２２４ ５．８ ５

Ｄ１５ � ２２２ ３．１ ５ 剥片 Ｄ１５ � ２２５ １．５ ５

旧白滝５遺跡
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挿図 図版 番号 器 種 等 Sb 発掘区 層位 遺物
番号

重量
（�）

接合
点数

石質 母岩
�

接合
� 挿図 図版 番号 器 種 等 Sb 発掘区 層位 遺物

番号
重量
（�）

接合
点数

石質 母岩
�

接合
�

剥片 Ｄ１５ � ２２７ ５．２ ５ ２ Ｅ１５ ２３７ １．７ ５

剥片 Ｄ１５ � ２２８ ２２．５ ５ 剥片 ２ Ｄ１５ １００ ４．９ ５

剥片 ５ Ｄ１７ ６０１ １９．５ ５ 剥片 ２ Ｄ１５ １０１ ８．７ ５

剥片 ５ Ｅ１７ １４９７ ３１．３ ５ ２ Ｅ１５ １００３ ２１．５ ５

�‐１４２ ９４ ７５９ 接合資料 ２ ３０７．０ ４５ ５ １０１ ２５６ ２ Ｅ１５ ２８５３ ２．７ ５

剥片 ２ Ｃ１５ ８２ ２６．１ ５ ２ Ｅ１５ ２９４５ ３．４ ５

２ Ｃ１５ ８３ ４３．８ ５ Ｅ１５ � ２８ ７．６ ５

剥片 ２ Ｄ１４ ５７７ １３．１ ５ 剥片 ２ Ｄ１５ １０２ ３．７ ５

剥片 Ｄ１４ � １３４ １７．０ ５ ２ Ｄ１５ ５０８ ８．５ ５

２ Ｄ１５ ３１０ ２．５ ５ ２ Ｅ１５ ２１７５ １１．４ ５

剥片 ２ Ｄ１５ ８ ０．９ ５ Ｅ１５ � ２７ ３．９ ５

剥片 ２ Ｄ１５ １０５ ３．２ ５ 剥片 ２ Ｄ１５ １８１ ６．３ ５

２ Ｄ１５ １９６ ６．９ ５ 剥片 ２ Ｄ１５ ４６５ ２．９ ５

剥片 ２ Ｄ１５ １６８ ７．２ ５ ２ Ｄ１５ ９３８ １．３ ５

剥片 ２ Ｄ１５ １９９ ０．８ ５ �‐６９ ７１ ４８２ 二次加工ある剥片 ２ Ｄ１５ ５１８ ４．４ ５

縦長剥片 ２ Ｄ１５ ２３４ ２６．５ ５ ２ Ｄ１５ ９６７ ６．０ ５

Ｄ１５ � １６８ ９．１ ５ 縦長剥片 ２ Ｄ１５ ６３９ ２４．９ ５

Ｄ１５ � １７０ ３．７ ５ ２ Ｄ１５ ９６３ １４．１ ５

剥片 ２ Ｄ１５ ４０６ １．３ ５ ２ Ｅ１５ ６７１ ２．２ ５

Ｄ１５ � １７９ １．８ ５ ２ Ｅ１５ １０３１ ２６．５ ５

剥片 ２ Ｄ１５ ４４２ １．３ ５ 剥片 ２ Ｄ１５ ７６０ ５２．７ ５

剥片 ２ Ｄ１５ ７０６ １．９ ５ 剥片 ２ Ｄ１５ ８４６ ６．４ ５

剥片 ２ Ｄ１５ ７０８ ３．３ ５ 剥片 ２ Ｄ１５ ９０９ ２．６ ５

剥片 ２ Ｄ１５ ８６０ １．３ ５ ２ Ｄ１５ ９６２ １．８ ５

剥片 Ｄ１５ � １６９ ９．８ ５ 剥片 ２ Ｄ１５ ９１２ ５．９ ５

剥片 Ｄ１５ � １７１ １．８ ５ 剥片 ２ Ｄ１５ ９３３ １１．８ ５

Ｄ１５ � １８０ ０．３ ５ 剥片 ２ Ｄ１５ ９６６ ３．１ ５

剥片 Ｄ１５ � １７２ ２．５ ５ ２ Ｅ１４ ６４９ ０．７ ５

剥片 Ｄ１５ � １７３ ０．７ ５ 剥片 ２ Ｅ１４ ３５７ １．３ ５

Ｅ１５ � １７８ ２０．８ ５ ２ Ｅ１５ １７５４ １．９ ５

剥片 Ｄ１５ � １７４ ７．４ ５ 縦長剥片 ２ Ｅ１５ ３１ １７．７ ５

剥片 Ｄ１５ � １７５ １４．１ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ４６ ２．３ ５

Ｇ１７ � ２０ ２．３ ５ ２ Ｅ１５ ２９４１ １．０ ５

剥片 Ｄ１５ � １７６ ０．６ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ５１ １５．５ ５

剥片 Ｄ１５ � １７７ ３．４ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ７１ ０．９ ５

剥片 Ｄ１５ � １７８ １．２ ５ �‐６９ ７１ ４９２ 二次加工ある剥片 ２ Ｅ１５ １１３ ２１．４ ５

剥片 Ｄ１５ � １８３ １．２ ５ ２ Ｅ１５ ２８６０ ３２．９ ５

Ｄ１５ � １８４ １．２ ５ ２ Ｅ１５ ２９９４ １．４ ５

剥片 Ｄ１５ � １８５ １．２ ５ ２ Ｅ１５ ３０５１ ５．０ ５

２ Ｅ１５ １７０７ １．４ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ３４９ ３．０ ５

剥片 Ｄ１５ � １９３ ２．０ ５ ２ Ｅ１５ ２８５１ ２．９ ５

剥片 Ｄ１５ � １９４ １．３ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ６３８ ２１．９ ５

剥片 Ｄ１５ � １８１ ０．４ ５ ２ Ｅ１５ ６４２ ６．３ ５

剥片 Ｄ１５ � １８２ ０．５ ５ Ｅ１５ � １９１ ０．５ ５

剥片 ２ Ｅ１５ １１０７ ６．４ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ６７５ ８．５ ５

２ Ｅ１５ ２８４０ ０．７ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ７１１ ８９．０ ５

�‐３２ ５２ １９ 尖頭器 Ｅ１５ � １ ４６．６ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ７１３ ２．８ ５

剥片 Ｅ１５ � １７９ １．６ ５ ２ Ｅ１５ １０７７ ７．１ ５

剥片 高位部 ４ ２．４ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ７１７ １０．０ ５

剥片 斜面部 ６０ ３．５ ５ ２ Ｅ１５ １７２２ １．３ ５

�‐１４４ ９４ ７６０ 接合資料 ２ １２１３．４ ９３ ５ １０８ ２７０ 剥片 ２ Ｅ１５ ７９２ ２９．２ ５

剥片 ２ Ｄ１４ ３０４ ３．３ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ １０２３ ２１．６ ５

剥片 ２ Ｄ１４ ５０２ ３．４ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ １０５８ １０．６ ５

２ Ｄ１４ １０１２ １．４ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ １０７２ ３．８ ５

２ Ｄ１５ ６３７ ４．２ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ １０７９ １０．１ ５

２ Ｅ１５ ２５５０ ０．６ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ １４２８ ２０．２ ５

剥片 ２ Ｄ１４ ６９１ ３．５ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ １４４３ ２４．１ ５

剥片 ２ Ｄ１４ ９３７ １．６ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ １４４７ １２．４ ５

剥片 ２ Ｄ１４ １１８６ １．３ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ １４６１ ２．１ ５

剥片 Ｄ１４ � １７７ １．３ ５ ２ Ｅ１５ ３０７９ １０．２ ５

掲載接合資料一覧
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点数

石質 母岩
�
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�

剥片 ２ Ｅ１５ １５３０ １３２．８ ５ ５ Ｅ１６ ２６９３ ３．１ １

剥片 ２ Ｅ１５ １７９１ ０．６ ５ 剥片 ５ Ｄ１７ ５１９ ４．５ １

２ Ｅ１５ １８０２ ２．２ ５ ５ Ｅ１６ １９２４ １５．２ １

剥片 ２ Ｅ１５ ２０４５ ５．８ ５ 剥片 ５ Ｅ１６ １８９８ １．２ １

剥片 ２ Ｅ１５ ２０６７ ２３．０ ５ 剥片 ５ Ｅ１６ ２４４９ ２．５ １

剥片 ２ Ｅ１５ ２０７５ ６．０ ５ ５ Ｅ１６ ２７３７ ３．１ １

剥片 ２ Ｅ１５ ２０８３ ６．９ ５ 剥片 ５ Ｅ１６ ２８８５ ２０．９ １

剥片 ２ Ｅ１５ ２０８６ ７．３ ５ 剥片 ５ Ｅ１６ ２９５１ ６．５ １

剥片 ２ Ｅ１５ ２１７４ ６．７ ５ ５ Ｅ１７ ９９６ ０．８ １

剥片 ２ Ｅ１５ ２３０６ ２９．４ ５ ５ Ｅ１７ ２０３７ ３．８ １

Ｅ１５ � ２５ １１．２ ５ 剥片 ５ Ｅ１６ ３００８ １．４ １

剥片 ２ Ｅ１５ ２５５６ １６２．２ ５ 剥片 ５ Ｅ１６ ３０８０ ０．４ １

剥片 ２ Ｅ１５ ２７３６ １．２ ５ ５ Ｅ１７ １０８０ ５．９ １

剥片 ２ Ｅ１５ ２８２０ ７．１ ５ ５ Ｅ１７ １９６４ ２．０ １

剥片 ２ Ｅ１５ ２８５９ ６．８ ５ 剥片 ５ Ｅ１７ １３５ ３．１ １

剥片 ２ Ｅ１５ ２９３４ １１．１ ５ ５ Ｅ１７ １３６１ ４．８ １

剥片 ２ Ｅ１５ ２９７８ ２．９ ５ 剥片 ５ Ｅ１７ ６３５ １．６ １

剥片 ２ Ｅ１５ ２９８５ １０．８ ５ ５ Ｅ１７ ２５５１ ７．８ １

Ｅ１５ � ２６ １８．７ ５ 剥片 ５ Ｅ１７ １２３７ ６．８ １

剥片 Ｅ１５ � ３０ ４．８ ５ ５ Ｅ１７ ２３１０ ２．８ １

剥片 Ｅ１５ � １９２ ２．８ ５ 剥片 ５ Ｅ１７ １６５０ ２．７ １

剥片 Ｅ１５ � ２２７ １．４ ５ １１ Ｈ１９ ６９ ４１．４ １

剥片 Ｅ１６ � １０５ １９．６ ５ 剥片 ５ Ｅ１７ ２４１６ ２．２ １

剥片 Ｇ１７ � ３ ６１．０ ５ ５ Ｅ１７ ２４１７ ６．２ １

�‐１４６ ９５ ７６１ 接合資料 ５・１１ ３７０．５ ６３ １ １４３ ３４０ 剥片 ５ Ｅ１７ ２４３３ １４．５ １

剥片 ５ Ｄ１６ ９１ ６．１ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ２６５４ ４．１ １

剥片 ５ Ｄ１６ １８０ ２０．０ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ２７５８ １．０ １

５ Ｄ１６ ３２１ ６．８ １ 剥片 Ｅ１７ � ４１７ １２．８ １

５ Ｅ１７ ２９２ ４．１ １ �‐１４７ ９５ ７６２ 接合資料 ５ ３６４．１ ２４ ５ １７４ ４５８

剥片 ５ Ｄ１６ ２４０ ０．９ １ 剥片 ５ Ｄ１７ １２４ ２．４ ５

５ Ｄ１６ ５６７ １．３ １ ５ Ｅ１７ ２０８ ２４．０ ５

剥片 ５ Ｄ１６ ３２４ ３．６ １ �‐３０ ５１ ５ 尖頭器 ５ Ｅ１６ ８３４ ４２．３ ５

剥片 ５ Ｄ１６ ３９５ １．０ １ ５ Ｅ１６ ９３０ ５１．２ ５

５ Ｄ１６ ５１３ ６．４ １ ５ Ｅ１７ ５０９ ６３．９ ５

剥片 ５ Ｄ１６ ４０２ ３．３ １ ５ Ｅ１７ ８４６ ８．３ ５

５ Ｄ１６ ８７３ ４．２ １ ５ Ｅ１７ １８５２ １８．４ ５

剥片 ５ Ｄ１６ ５６８ ４．０ １ ５ Ｅ１７ ２９２０ ８３．１ ５

５ Ｅ１７ ７１２ １．５ １ 剥片 ５ Ｅ１６ １１５４ ８．２ ５

５ Ｅ１７ ７１４ ４．３ １ ５ Ｅ１７ ７９１ １．３ ５

Ｅ１７ � ２２９ ２．６ １ 剥片 ５ Ｅ１６ １６４４ ７．１ ５

剥片 ５ Ｄ１６ ６８６ １．０ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ２４３ １．９ ５

５ Ｅ１７ ２５７８ ２．８ １ 剥片 ５ Ｅ１７ １１７８ １３．３ ５

剥片 ５ Ｄ１６ ７３０ ０．８ １ 剥片 ５ Ｅ１７ １１７９ １．６ ５

剥片 ５ Ｄ１６ ７８６ ３．９ １ 剥片 ５ Ｅ１７ １２４８ ０．６ ５

剥片 ５ Ｄ１６ ７９８ ２．４ １ 剥片 ５ Ｅ１７ １４２１ ５．９ ５

５ Ｅ１７ １１７５ ３．３ １ 剥片 ５ Ｅ１７ １６００ １．９ ５

Ｅ１７ � ２１２ ４．２ １ 剥片 ５ Ｅ１７ １６０８ ２．６ ５

剥片 ５ Ｄ１６ ９３２ ７．６ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ２２４７ ４．５ ５

５ Ｄ１６ ９５１ ２．６ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ２２５７ ２．７ ５

５ Ｄ１６ １２３５ ８．３ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ２４４１ ２．３ ５

剥片 ５ Ｄ１６ ９４２ １．５ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ２８０１ ０．８ ５

５ Ｄ１６ １０６６ ３．９ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ２８６９ １４．８ ５

剥片 ５ Ｄ１６ １０３３ ６．３ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ２９２３ １．０ ５

剥片 ５ Ｄ１６ １１５０ ３５．０ １ �‐１４８ ９５ ７６３ 接合資料 ２・５・イ ５８３．６ １３１ ３・４ １５３ ３７７

５ Ｄ１６ １１５１ ６．１ １ 剥片 ５ Ｄ１６ １１ ２．７ ３

剥片 ５ Ｄ１６ １１７６ １０．７ １ ５ Ｄ１６ １２ ２．０ ３

剥片 ５ Ｄ１６ １１８９ ５．６ １ 斜面部 ６１ ４．８ ３

剥片 ５ Ｄ１７ ７８ ７．０ １ 剥片 ５ Ｄ１６ ８１ ７．４ ３

剥片 ５ Ｄ１７ ４２０ １．６ １ ２ Ｅ１５ ２５０８ １２．０ ３

５ Ｅ１６ １８８８ ２．７ １ 剥片 ５ Ｄ１６ ２２９ ３．４ ３

旧白滝５遺跡
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�
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５ Ｅ１６ ２６９２ ２．３ ３ 剥片 ５ Ｅ１６ １１５７ １．９ ４

５ Ｅ１７ ８４９ １３．３ ３ 剥片 ５ Ｅ１６ １１８０ １．０ ４

剥片 ５ Ｄ１６ ２３０ ２．５ ３ ５ Ｅ１６ ３２０１ １．２ ３

Ｄ１７ � １９ ４３．３ ３ 剥片 ５ Ｅ１６ １４３８ ６．３ ４

５ Ｅ１６ ５９９ ４．９ ３ ５ Ｅ１６ ３０８４ １．０ ３

５ Ｅ１６ ２３５８ ３．３ ４ ５ Ｅ１７ ６１５ １．８ ４

Ｅ１７ � ２６３ ４．６ ３ 剥片 ５ Ｅ１６ １４５６ １．５ ４

剥片 ５ Ｄ１６ ２４１ ５．４ ３ 剥片 ５ Ｅ１６ １４５８ ４．１ ３

Ｅ１６ � １０６ ８．６ ３ 剥片 ５ Ｅ１６ １４６９ ２．４ ４

剥片 ５ Ｄ１６ ２７３ １．０ ３ ５ Ｅ１６ ２８８２ １．４ ３

５ Ｅ１７ ４０６ １４．０ ４ 剥片 ５ Ｅ１６ １６７０ ０．８ ４

５ Ｅ１７ １３９９ １１．０ ４ 剥片 ５ Ｅ１６ １６７７ １．０ ４

Ｅ１７ � ３２０ １１．７ ３ Ｅ１７ � ３１４ ７．９ ３

Ｅ１７ � ４２３ １．２ ３ 剥片 ５ Ｅ１６ １６８２ １．７ ４

剥片 ５ Ｄ１６ ３０２ １．４ ３ ５ Ｅ１６ ２８６６ １．７ ３

剥片 ５ Ｄ１６ ５３２ １．８ ３ Ｅ１６ � １０４ １．４ ３

５ Ｄ１７ ２４３ ３．７ ３ Ｅ１７ � ３４７ １．０ ３

５ Ｅ１６ １９３３ ８．１ ４ 剥片 ５ Ｅ１６ １６９０ １６．４ ４

剥片 ５ Ｄ１６ ５３８ １．６ ３ 剥片 ５ Ｅ１６ １８１１ １．１ ４

剥片 ５ Ｄ１６ ６４９ ４．３ ３ 剥片 ５ Ｅ１６ １９１１ ３．１ ４

５ Ｅ１６ ２４２７ ４．８ ４ Ｅ１７ � ２０６ ２．８ ３

剥片 ５ Ｄ１６ ６５０ ２．３ ３ 縦長剥片 ５ Ｅ１６ １９１７ ６．７ ４

剥片 ５ Ｄ１６ ７０６ １．２ ３ 剥片 ５ Ｅ１６ １９７３ １２．６ ４

剥片 ５ Ｄ１６ ７１２ ４．４ ３ 剥片 ５ Ｅ１６ １９８３ ５．６ ４

５ Ｅ１６ ８７１ ２８．３ ３ ５ Ｅ１６ ２９４２ １．３ ３

５ Ｅ１６ ２４１６ ０．３ ３ 剥片 ５ Ｅ１６ １９８９ １．３ ４

５ Ｅ１６ ２６３５ ０．４ ４ 剥片 ５ Ｅ１６ ２０１６ １．８ ４

Ｅ１６ � ３４ ８．１ ３ ５ Ｅ１６ ２７９４ １．２ ３

Ｅ１６ � ８３ ２７．５ ３ 剥片 ５ Ｅ１６ ２０４２ １．９ ４

５ Ｅ１７ ２４５８ １．７ ４ ５ Ｅ１６ ２８９２ １．０ ３

剥片 ５ Ｄ１６ ８２０ １．１ ３ 剥片 ５ Ｅ１６ ２４０８ １．９ ３

剥片 ５ Ｄ１６ ８２５ １．２ ３ ５ Ｅ１６ ２４０９ ３．６ ３

５ Ｅ１６ ２０３５ １．８ ４ 剥片 ５ Ｅ１６ ２４５３ １５．９ ４

５ Ｅ１６ ２７１１ ７．７ ４ ５ Ｅ１６ ２６９０ １．６ ３

剥片 ５ Ｄ１６ ９３９ ０．７ ３ 剥片 ５ Ｅ１６ ２４６８ ０．８ ３

剥片 ５ Ｄ１６ ９６３ １．０ ３ ５ Ｅ１６ ２６５０ ０．３ ４

５ Ｅ１６ ９５４ ８．１ ３ 剥片 ５ Ｅ１６ ２４７２ ０．５ ３

５ Ｅ１６ １１９４ ２．２ ４ 剥片 ５ Ｅ１６ ２６８９ ０．８ ３

剥片 ５ Ｄ１６ １１９０ ２．９ ３ 剥片 ５ Ｅ１６ ２７２２ ３．６ ３

５ Ｅ１６ １９３７ ８．３ ４ 剥片 ５ Ｅ１６ ２７３４ ０．９ ４

５ Ｅ１６ １９４８ １２．５ ４ 剥片 ５ Ｅ１６ ２７９７ ２．０ ４

５ Ｅ１６ １９５３ ４．１ ４ ５ Ｅ１６ ２９８４ ２．７ ３

Ｅ１６ � １５３ ０．５ ３ 剥片 ５ Ｅ１６ ２８２６ ２２．０ ４

５ Ｅ１７ ５０７ ０．７ ３ 剥片 ５ Ｅ１６ ２８４４ ５．７ ３

剥片 Ｄ１６ � ２９ ０．５ ３ 剥片 ５ Ｅ１６ ２８６０ ３．６ ３

５ Ｅ１７ １２５９ ８．０ ３ 剥片 ５ Ｅ１６ ２８６２ ０．８ ３

５ Ｅ１７ １４３２ １．１ ４ ５ Ｅ１７ ２０６０ ９．０ ４

剥片 ５ Ｄ１７ １２９ １．３ ３ ５ Ｅ１７ ２０６７ ２．６ ４

剥片 ５ Ｄ１７ ２２３ １．６ ４ 剥片 ５ Ｅ１６ ２８９１ ３．８ ３

Ｅ１６ � １１８ １．４ ３ 剥片 ５ Ｅ１６ ２９１８ １．３ ３

５ Ｅ１７ １７１２ １．６ ４ イ Ｉ２３ � ３ ０．８ ３

剥片 ５ Ｄ１７ ３０７ ５．３ ３ 剥片 ５ Ｅ１６ ２９２４ １．６ ３

５ Ｅ１６ ２４４４ ２．６ ４ 剥片 ５ Ｅ１６ ２９２６ １．７ ３

５ Ｅ１７ １５９５ １．５ ３ 剥片 ５ Ｅ１６ ２９７１ ２．５ ３

５ Ｅ１７ １６１０ １．７ ４ 剥片 ５ Ｅ１６ ２９８５ １．２ ３

剥片 ５ Ｅ１６ ９０３ １．４ ４ 剥片 ５ Ｅ１６ ３１４４ ４．３ ３

剥片 ５ Ｅ１６ ９３６ ０．９ ３ 剥片 ５ Ｅ１６ ３１８３ １０．９ ４

５ Ｅ１６ ２００４ ４．５ ４ 剥片 Ｅ１６ � ９９ ５．５ ３

５ Ｅ１７ １２３３ １．６ ３ 剥片 ５ Ｅ１７ １６３ ３．４ ４

Ｅ１７ � ３４５ ２．６ ３ 剥片 ５ Ｅ１７ ２４７ １２．５ ３

掲載接合資料一覧

297



挿図 図版 番号 器 種 等 Sb 発掘区 層位 遺物
番号

重量
（�）

接合
点数

石質 母岩
�

接合
� 挿図 図版 番号 器 種 等 Sb 発掘区 層位 遺物

番号
重量
（�）

接合
点数

石質 母岩
�

接合
�

剥片 ５ Ｅ１７ ５４７ １．２ ４ １０ Ｄ２２ ４４５ ５．３ ４

剥片 ５ Ｅ１７ １４７０ ４．８ ３ 剥片 １０ Ｃ２２ ８９ １．１ ４

剥片 ５ Ｅ１７ １７１５ １．１ ３ 剥片 １０ Ｃ２２ ９０ １．８ ４

剥片 Ｅ１７ � ３３９ １．７ ３ 剥片 １０ Ｃ２２ ９５ ２．１ ４

剥片 Ｅ１７ � ３４０ ２．４ ３ 剥片 １０ Ｃ２２ ９７ ３．２ ４

同一母岩の石器 ５ ４ １５３ － 剥片 １０ Ｃ２２ ９９ ７．３ ４

�‐６１ ６６ ４１８ 掻器 ５ Ｅ１６ １６８０ １２７．９ ４ 剥片 １０ Ｃ２２ １０９ ６．５ ４

�‐１４９ ９６ ７６４ 接合資料 １０・イ １７２２．７ ２２２ ４ ２３２ ５６２ １０ Ｃ２２ １５５ ２．６ ４

剥片 １０ Ｃ２２ １ ３２．０ ４ １０ Ｄ２２ ５４７ ４．２ ４

剥片 １０ Ｃ２２ ３ ２．８ ４ 剥片 １０ Ｃ２２ １１０ ６．８ ４

１０ Ｃ２２ ２１４ １．４ ４ １０ Ｃ２２ １５３ ２．３ ４

１０ Ｄ２２ １２１ １．２ ４ 剥片 １０ Ｃ２２ １１２ １０．９ ４

１０ Ｄ２２ ３９７ ７．４ ４ １０ Ｃ２２ １６７ ４．４ ４

１０ Ｄ２２ ４３２ ７．７ ４ １０ Ｄ２２ ７４２ ２．９ ４

１０ Ｄ２２ ４３７ ４．３ ４ １０ Ｄ２２ １０１５ ２２．７ ４

１０ Ｄ２２ ５７８ ４．７ ４ 縦長剥片 １０ Ｃ２２ １１５ ３．１ ４

剥片 １０ Ｃ２２ ４ １．７ ４ 剥片 １０ Ｃ２２ １２５ ３８．５ ４

剥片 １０ Ｃ２２ ８ ０．６ ４ 剥片 １０ Ｃ２２ １２９ ６．８ ４

１０ Ｃ２２ ２３ ２．２ ４ 剥片 １０ Ｃ２２ １４５ ３．３ ４

１０ Ｃ２２ ２８ ２．４ ４ 剥片 １０ Ｃ２２ １５８ ２．８ ４

１０ Ｄ２２ １０３２ ４．１ ４ １０ Ｄ２２ ５４２ １６．３ ４

剥片 １０ Ｃ２２ ９ ８．３ ４ 縦長剥片 １０ Ｃ２２ １６６ １２．２ ４

１０ Ｄ２２ １５４ １１．９ ４ 剥片 １０ Ｃ２２ １６８ １．２ ４

１０ Ｄ２２ ６２９ ５．２ ４ １０ Ｄ２２ １０７ ２４．２ ４

剥片 １０ Ｃ２２ １２ １５．７ ４ 縦長剥片 １０ Ｃ２２ １７０ ２．９ ４

１０ Ｄ２２ ３３６ １．７ ４ 剥片 １０ Ｃ２２ １７４ ０．７ ４

剥片 １０ Ｃ２２ １９ ４．５ ４ 剥片 １０ Ｃ２２ １７５ ９．９ ４

１０ Ｃ２２ １０１ ２．１ ４ １０ Ｄ２２ ５５５ １２．４ ４

剥片 １０ Ｃ２２ ２７ ２．９ ４ イ Ｅ２３ � ２０ ６．１ ４

縦長剥片 １０ Ｃ２２ ３０ ３．３ ４ 剥片 １０ Ｃ２２ １８５ １．１ ４

１０ Ｄ２２ ６７ ２．９ ４ １０ Ｃ２２ ２７０ ３．５ ４

１０ Ｄ２２ ３７０ ３．１ ４ １０ Ｄ２２ １２２ ２．０ ４

剥片 １０ Ｃ２２ ３１ ０．９ ４ Ｄ２２ � ７ ０．６ ４

１０ Ｃ２２ ２６６ １．５ ４ 剥片 １０ Ｃ２２ １８９ ３．１ ４

剥片 １０ Ｃ２２ ３５ １．８ ４ １０ Ｃ２２ １９７ ４．１ ４

剥片 １０ Ｃ２２ ４１ ４．３ ４ １０ Ｄ２２ ８６６ １．５ ４

１０ Ｄ２２ ５５９ １５．６ ４ 剥片 １０ Ｃ２２ ２２８ ０．７ ４

１０ Ｄ２２ ７３１ １６．３ ４ １０ Ｄ２２ ７０４ ２．４ ４

１０ Ｄ２２ １０１０ ２．９ ４ 剥片 １０ Ｃ２２ ２３３ ０．５ ４

剥片 １０ Ｃ２２ ４５ １２．５ ４ 剥片 １０ Ｃ２２ ２３４ ２．４ ４

剥片 １０ Ｃ２２ ５５ ４．４ ４ １０ Ｃ２２ ２３９ ０．９ ４

Ｃ２２ � １ ０．６ ４ 剥片 １０ Ｃ２２ ２３７ ５．４ ４

縦長剥片 １０ Ｃ２２ ６０ ６．０ ４ 剥片 １０ Ｃ２２ ２４０ ３．９ ４

１０ Ｃ２２ １８４ ０．６ ４ １０ Ｄ２２ ３５２ ２．９ ４

１０ Ｄ２２ １００５ １８．４ ４ 剥片 １０ Ｃ２２ ２４６ １．３ ４

Ｄ２２ � ９ ０．５ ４ 剥片 １０ Ｃ２２ ２４９ ３０．６ ４

剥片 １０ Ｃ２２ ６２ ９．８ ４ １０ Ｄ２２ ２０ ２９．０ ４

剥片 １０ Ｃ２２ ６４ １．０ ４ 縦長剥片 １０ Ｃ２２ ２５１ １．１ ４

剥片 １０ Ｃ２２ ６６ ２．７ ４ 剥片 １０ Ｃ２２ ２５３ ２．２ ４

１０ Ｄ２２ １６６ １５．７ ４ 剥片 １０ Ｃ２２ ２６０ ３．８ ４

剥片 １０ Ｃ２２ ７０ ５．５ ４ 剥片 １０ Ｃ２２ ２７９ １．９ ４

剥片 １０ Ｃ２２ ７２ ２４．４ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ １４ ７．０ ４

１０ Ｄ２２ １３０ ２．８ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ １６ ３．３ ４

１０ Ｄ２２ １５８ １．０ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ １８ １．９ ４

１０ Ｄ２２ ４２５ ７．６ ４ １０ Ｄ２２ ２８ ３１．８ ４

剥片 １０ Ｃ２２ ７３ ９．９ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ ２３ １８．９ ４

剥片 １０ Ｃ２２ ７７ ７．４ ４ Ｄ２２ � ８ ０．９ ４

縦長剥片 １０ Ｃ２２ ８５ １０．０ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ ３０ １．１ ４

剥片 １０ Ｃ２２ ８８ １６．３ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ ４１ ８．８ ４

Ｃ２２ � ２ ０．７ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ ４８ ６．９ ４

旧白滝５遺跡
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挿図 図版 番号 器 種 等 Sb 発掘区 層位 遺物
番号

重量
（�）

接合
点数

石質 母岩
�

接合
� 挿図 図版 番号 器 種 等 Sb 発掘区 層位 遺物

番号
重量
（�）

接合
点数

石質 母岩
�

接合
�

剥片 １０ Ｄ２２ ５０ ２．０ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ ４１０ １．７ ４

－ ９７ ９７９ 石刃 １０ Ｄ２２ ５８ ７．１ ４ １０ Ｄ２２ １００１ ３．２ ４

剥片 １０ Ｄ２２ ６０ ５．６ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ ４３５ ９．８ ４

１０ Ｄ２２ ３９５ ２４．４ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ ４４６ １０．７ ４

縦長剥片 １０ Ｄ２２ ７２ １．４ ４ 縦長剥片 １０ Ｄ２２ ４５４ １．７ ４

１０ Ｄ２２ ８６ ２．７ ４ １０ Ｄ２２ ５８２ ６３．９ ４

１０ Ｄ２２ ２６２ ２．４ ４ １０ Ｄ２２ ７５５ １８．５ ４

剥片 １０ Ｄ２２ ８０ ０．５ ４ 縦長剥片 １０ Ｄ２２ ４５５ ６．４ ４

剥片 １０ Ｄ２２ ８１ ５．０ ４ １０ Ｄ２２ ４５６ ８．４ ４

１０ Ｄ２２ ９３４ １．４ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ ５２１ ７．７ ４

１０ Ｄ２２ ９５５ ４．２ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ ５３３ ２５．５ ４

１０ Ｄ２２ ９９９ ４．２ ４ �‐７９ ７９ ６１４ 石刃 １０ Ｄ２２ ５３９ ４．４ ４

縦長剥片 １０ Ｄ２２ ９５ ６０．５ ４ １０ Ｄ２２ ５４０ ３．２ ４

�‐７８ ７８ ５９７ 石刃 １０ Ｄ２２ １０２ ２０．８ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ ５４５ ６．６ ４

１０ Ｄ２２ ８９３ １７．１ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ ５５０ ５．４ ４

縦長剥片 １０ Ｄ２２ １０８ ７４．６ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ ５５１ ０．８ ４

剥片 １０ Ｄ２２ １１３ ６９．８ ４ １０ Ｄ２２ ６０９ ２．０ ４

剥片 １０ Ｃ２２ １１７ ４．８ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ ５８６ ２．２ ４

１０ Ｃ２２ １２６ ０．９ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ ５８７ ０．９ ４

剥片 １０ Ｄ２２ １４５ １．７ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ ５９１ ２．４ ４

１０ Ｄ２２ １６７ ４．３ ４ １０ Ｄ２２ ６０１ １０．０ ４

１０ Ｄ２２ ３８８ ３．４ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ ６０３ ５．７ ４

剥片 １０ Ｄ２２ １５２ １２．７ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ ６１８ ０．８ ４

１０ Ｄ２２ ６２０ ３．６ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ ６２４ ４．５ ４

Ｄ２２ � ５ １２．５ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ ７２４ １．２ ４

剥片 １０ Ｄ２２ １５５ ８．９ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ ７６９ １．７ ４

剥片 １０ Ｄ２２ １５６ １．１ ４ １０ Ｄ２２ ８７２ ３．２ ４

剥片 １０ Ｄ２２ １６２ １．２ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ ７７２ ６．２ ４

剥片 １０ Ｄ２２ １６３ ０．８ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ ７８１ ５．８ ４

剥片 １０ Ｄ２２ １８０ １．５ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ ８７５ １．４ ４

１０ Ｄ２２ ２４４ １．６ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ ８８０ ２．４ ４

１０ Ｄ２２ ８７４ ６．１ ４ １０ Ｄ２２ ９３０ ３．９ ４

剥片 １０ Ｄ２２ １８１ １１．７ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ ８８７ ４．６ ４

剥片 １０ Ｄ２２ １９２ ２．８ ４ �‐６６ ６９ ４６５ 二次加工ある剥片 １０ Ｄ２２ ８９２ １０．３ ４

剥片 １０ Ｄ２２ ２３０ ３．４ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ ９１１ ３．８ ４

剥片 １０ Ｄ２２ ２３３ １０．０ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ ９１５ １．９ ４

１０ Ｄ２２ ３１３ ３．３ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ ９１６ ４．０ ４

１０ Ｄ２２ ４６０ ８．７ ４ 縦長剥片 １０ Ｄ２２ ９２０ １．３ ４

剥片 １０ Ｄ２２ ２５５ １．１ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ ９２１ ２２．６ ４

１０ Ｄ２２ ８８８ １１．３ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ ９３９ １４．１ ４

剥片 １０ Ｄ２２ ２６１ ２０．４ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ ９５０ １．７ ４

１０ Ｄ２２ ５８４ １．８ ４ 縦長剥片 １０ Ｄ２２ ９５１ １４．７ ４

剥片 １０ Ｄ２２ ２６９ ５．７ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ １０２６ １０．１ ４

剥片 １０ Ｄ２２ ２７１ １．９ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ １０３１ ２．２ ４

剥片 １０ Ｄ２２ ２７９ ５．０ ４ 剥片 Ｄ２２ � ６ ０．１ ４

１０ Ｄ２２ ８８１ １２．２ ４ 剥片 Ｄ２２ � １０ ０．５ ４

剥片 １０ Ｄ２２ ２８５ ６．５ ４ イ Ｅ２３ � ２１ ２．８ ４

剥片 １０ Ｄ２２ ２９３ ３．０ ４ 剥片 イ Ｅ２３ � １７ ２．０ ４

剥片 １０ Ｄ２２ ３０６ １．７ ４ 剥片 イ Ｅ２３ � １８ ５．９ ４

剥片 １０ Ｄ２２ ３１４ ０．９ ４ 剥片 イ Ｅ２３ � １９ ６．９ ４

剥片 １０ Ｄ２２ ３３４ １４．４ ４ �‐１５３ ９７ ７６５ 接合資料 １２ ３１８．１ ５０ ４ ２７１ ７１７

剥片 １０ Ｄ２２ ３４２ １．４ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ １２１０ ５．６ ４

剥片 １０ Ｄ２２ ３４４ ９７．７ ４ １２ Ｇ１９ １５９７ １．２ ４

剥片 １０ Ｄ２２ ３４７ １１．８ ４ １２ Ｇ１９ １８９２ １．７ ４

剥片 １０ Ｄ２２ ３５９ １．６ ４ １２ Ｇ１９ １９３７ ２．２ ４

Ｄ２２ � １２ １．６ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ １２１３ ４．９ ４

剥片 １０ Ｄ２２ ３７６ １８．９ ４ １２ Ｉ２０ ５０２ １．５ ４

１０ Ｄ２２ ４４３ １．１ ４ １２ Ｉ２０ ５２０ １．３ ４

１０ Ｄ２２ ８０６ ３．２ ４ １２ Ｉ２０ ６１８ ６．４ ４

剥片 １０ Ｄ２２ ３７７ ３．９ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ １２３８ ３．２ ４

掲載接合資料一覧
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１２ Ｇ１９ １９１５ ２．６ ４ １２ Ｇ１９ １１１６ ５．０ ３

剥片 １２ Ｇ１９ １２５７ ５．９ ４ １２ Ｇ１９ １１２８ ５．６ ３

１２ Ｇ１９ １２６３ １．３ ４ １２ Ｇ１９ １５６６ １．１ ３

１２ Ｇ１９ １２６９ ４．７ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ １０２８ ４．１ ３

１２ Ｇ１９ １２８５ ０．８ ４ １２ Ｇ１９ １１７７ １２．５ ３

剥片 １２ Ｇ１９ １３６４ ３．４ ４ １２ Ｇ１９ １６１６ １．４ ３

剥片 １２ Ｇ１９ １５７６ ３．１ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ １０５３ ４２．２ ３

剥片 １２ Ｇ１９ １５９６ １０．９ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ １０６５ ０．６ ３

剥片 １２ Ｇ１９ １７１３ ８．４ ４ １２ Ｇ１９ ２１９１ １．１ ３

１２ Ｇ１９ １８９９ １．６ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ １０６６ ２７．９ ３

剥片 １２ Ｇ１９ １９４４ １３．６ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ １０６７ ２３．６ ３

１２ Ｈ１９ １５７ ６．８ ４ １２ Ｇ１９ １７５６ ０．９ ３

剥片 １２ Ｈ１９ １３５ ２．５ ４ １２ Ｈ１９ ７０８ １．３ ３

剥片 １２ Ｈ１９ １３９ ２．３ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ １０７１ ８．２ ３

１２ Ｉ２０ １０８ ０．７ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ １０７７ ６８．８ ３

剥片 １２ Ｈ１９ ３５０ ２４．５ ４ １３ Ｇ１９ １３９４ ０．８ ３

剥片 １２ Ｈ１９ ６４１ ３３．７ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ １１２２ １．９ ３

剥片 １２ Ｈ１９ ７２５ １７．８ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ １１８４ １．１ ３

Ｈ２０ � １２ ６．４ ４ １２ Ｈ２０ １１５７ ３．９ ３

１２ Ｉ２０ ３２９ １．９ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ １２０４ ３．２ ３

剥片 １２ Ｈ１９ ７２７ １８．９ ４ １２ Ｇ１９ １５４９ ３．３ ３

Ｈ２０ � １０ ３９．４ ４ Ｇ１９ １８５８ ０．９ ３

Ｈ２０ � １１ ５．３ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ １２１７ １．４ １

剥片 １２ Ｈ１９ ７４６ １１．９ ４ １２ Ｇ１９ １９６３ ２．８ ３

１２ Ｈ１９ ７６５ ０．５ ４ １２ Ｈ１９ ７２２ ３１．１ ３

１２ Ｉ２０ ５１６ ０．７ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ １２４５ ０．５ ３

Ｉ２０ � ６ ６．６ ４ １２ Ｇ１９ １５７１ １６．６ ３

剥片 １２ Ｈ２０ ３６９ ７．６ ４ １２ Ｇ１９ １５８５ ４．７ ３

剥片 １２ Ｈ２０ １０７９ ４．７ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ １２４８ ２．３ ３

１２ Ｉ２０ ６３３ １．２ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ １２４９ ２．７ ３

剥片 １２ Ｈ２０ １１４６ ０．９ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ １２５２ ６．１ ３

１２ Ｉ２０ ５１ １．３ ４ １２ Ｇ１９ １２７１ ２．０ ３

１２ Ｉ２０ ６６５ ３．１ ４ １２ Ｇ１９ １７８０ １．９ ３

剥片 １２ Ｉ２０ ９６ ２．２ ４ １２ Ｇ１９ ２２３５ １．２ ３

剥片 １２ Ｉ２０ １００ ３．３ ４ １２ Ｈ１９ １４９ ６．３ ３

剥片 １２ Ｉ２０ １０４ ４．７ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ １２５６ １．６ ３

剥片 １２ Ｉ２０ ３４４ １．８ ４ １２ Ｇ１９ ２１４０ ４．２ ３

１２ Ｉ２０ ５２５ １．９ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ １２６８ １５．８ ３

１２ Ｉ２０ ６２３ １３．２ ４ １２ Ｇ１９ １５２９ ３．１ ３

剥片 １２ Ｉ２０ ４５１ ３．５ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ １２８７ ５１．１ ３

Ｉ２０ � ５ ４．５ ４ １２ Ｇ１９ １５６５ ０．９ ３

同一母岩の石器 ４ ４ ２７１ － 剥片 １２ Ｇ１９ １４５２ ２．４ ３

�‐３２ ５２ １５ 尖頭器 ４ Ｂ１６ ６ １３．３ ４ １２ Ｇ１９ １５６９ ２．１ ３

�‐１５４ ９８ ７６６ 接合資料 １２・１３ １２３８．４ １４０ １・３ ２６１ ６７０ １２ Ｇ１９ １８７２ １４．７ ３

剥片 １２ Ｆ１８ ３３４ ８．５ ３ １２ Ｇ１９ ２１７０ ４．８ ３

１２ Ｇ１９ ２２７０ １０．６ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ １５０３ ８．９ ３

剥片 １２ Ｇ１８ ６４３ ３．７ ３ １２ Ｇ１９ ２１６８ ２５．２ ３

剥片 １２ Ｇ１８ １０４４ ２７．０ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ １５１７ ７．０ ３

１２ Ｇ１９ １４５０ ３．０ ３ 縦長剥片 １２ Ｇ１９ １５２３ ３．０ ３

１２ Ｇ１９ １５２６ １．７ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ １５４２ ３．０ ３

剥片 １２ Ｇ１８ １２８１ ２２．７ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ １５６７ ３．５ ３

１２ Ｇ１９ １０４７ ４．４ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ １５６８ １．２ ３

剥片 １２ Ｇ１９ １４３ ２．７ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ １５８３ １０．６ ３

１２ Ｇ１９ １６３５ １．７ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ １５８７ １２．２ ３

剥片 １２ Ｇ１９ ９１８ １０．７ ３ １２ Ｈ２０ ３１４ １．５ ３

剥片 １２ Ｇ１９ １０２４ ２３．１ ３ １２ Ｉ２０ ６８２ ８．８ ３

１２ Ｇ１９ １２３０ １．９ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ １６２５ ２．６ ３

１２ Ｇ１９ １５６０ ０．４ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ １６６８ ２５．３ ３

１２ Ｇ１９ １８６４ １３．３ ３ １２ Ｇ１９ ２２２１ ７．０ ３

剥片 １２ Ｇ１９ １０２７ １．１ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ １６９５ ２８．３ ３

旧白滝５遺跡
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挿図 図版 番号 器 種 等 Sb 発掘区 層位 遺物
番号

重量
（�）
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点数

石質 母岩
�

接合
� 挿図 図版 番号 器 種 等 Sb 発掘区 層位 遺物

番号
重量
（�）

接合
点数

石質 母岩
�

接合
�

１２ Ｇ１９ １９１８ ３．４ ３ 剥片 １２ Ｉ２０ ６５６ ２０．７ ３

１２ Ｇ１９ １９５０ １．４ ３ 剥片 Ｉ２０ � １４ ３．８ ３

剥片 １２ Ｇ１９ １７０３ １．１ ３ 剥片 高～斜 １３ １．１ ３

剥片 １２ Ｇ１９ １７６９ ２．４ ３ 高～斜 １４ ４．７ ３

剥片 １２ Ｇ１９ １７７１ ２．１ ３ �‐１５６ ９９ ７６７ 接合資料 ５・１２・ア ２４６０．５ ８８ ５ ２８７ ７６１

剥片 １２ Ｇ１９ １７８１ ５７．９ ３ 剥片 ５ Ｄ１７ ９６ １９８．７ ５

剥片 １２ Ｇ１９ １７８７ １．６ ３ １２ Ｈ１９ ６５２ ４．２ ５

剥片 １２ Ｇ１９ １７８８ １．６ ３ Ｈ１９ � ３５ ８．４ ５

１２ Ｈ１９ ４０６ ５．６ ３ １２ Ｈ２０ １１４７ ６．３ ５

１２ Ｉ２０ ５１９ １．３ ３ 剥片 ５ Ｅ１６ ４４９ ４７．３ ５

剥片 １２ Ｇ１９ １８０４ １．６ ３ ５ Ｅ１７ １１４ ３．６ ５

剥片 １２ Ｇ１９ １８１２ ５．７ ３ ５ Ｅ１７ １０２１ ９．４ ５

剥片 １２ Ｇ１９ １８２０ ２．４ ３ ５ Ｅ１７ １３８６ １８．６ ５

１２ Ｇ１９ ２２４５ ２．１ ３ ５ Ｅ１７ １９３６ ８．９ ５

剥片 １２ Ｇ１９ １８２９ ４．４ ３ Ｅ１７ � ３６１ ４９．１ ５

１２ Ｇ１９ ２０８３ ０．６ ３ 剥片 ５ Ｅ１６ ２７６９ １９４．０ ５

剥片 １２ Ｇ１９ １８４８ １．１ ３ １２ Ｈ２０ ２９７ ２．９ ５

剥片 １２ Ｇ１９ １６２３ ２０．９ ３ 剥片 ５ Ｅ１７ ５６ ５．３ ５

１２ Ｇ１９ １９８６ ０．６ ３ ５ Ｅ１７ ３６７ ６．７ ５

剥片 １２ Ｇ１９ １８５９ １．６ ３ Ｅ１７ � ４２６ ６．８ ５

剥片 １２ Ｇ１９ １８６７ ３．４ ３ １２ Ｈ１９ ３８８ ４．０ ５

剥片 １２ Ｇ１９ １８９４ １．７ ３ 剥片 ５ Ｅ１７ ３９９ ２０．７ ５

１２ Ｇ１９ １９０３ ５．６ ３ Ｅ１７ � ３６５ １２．３ ５

縦長剥片 １２ Ｇ１９ １９０２ ０．８ ３ 剥片 ５ Ｅ１７ １７５９ １７．４ ５

剥片 １２ Ｇ１９ １９３１ ４．７ ３ Ｅ１７ � ３６４ ２９０．１ ５

剥片 １２ Ｇ１９ １９４３ １１４．４ ３ 剥片 Ｅ１７ � ３５８ ９３．７ ５

１２ Ｈ１９ ５３２ １８．７ ３ Ｅ１７ � ３６０ ８７．７ ５

剥片 １２ Ｇ１９ １９４８ １．５ ３ Ｅ１７ � ３６２ ６６．０ ５

剥片 １２ Ｇ１９ １９９６ １３．２ ３ Ｅ１７ � ３６３ １．１ ５

剥片 １２ Ｇ１９ ２００５ １．２ ３ 剥片 Ｅ１７ � ３５９ ２６２．６ ５

１２ Ｇ１９ ２１８０ ０．５ ３ 剥片 Ｅ１７ � ４２０ ４８．７ ５

剥片 １２ Ｇ１９ ２０２６ ２７．７ ３ １２ Ｇ１９ １７３０ １．６ ５

剥片 １２ Ｇ１９ ２０６６ １．１ ３ １２ Ｈ１９ １３ ３．４ ５

１２ Ｉ２０ １９７ ２．０ ３ １２ Ｈ１９ ５８９ ３．９ ５

剥片 １２ Ｇ１９ ２０７７ ２．９ ３ １２ Ｉ１９ １９ １６６．９ ５

剥片 １２ Ｇ１９ ２０８４ ２．６ ３ ア Ｊ１９ � ４ ６．２ ５

縦長剥片 １２ Ｇ１９ ２０８７ １１．９ ３ 剥片 Ｅ１７ � ４２４ ５１．７ ５

剥片 １２ Ｇ１９ ２１２７ １４．２ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ ６６３ ５．６ ５

１２ Ｇ１９ ２２３８ １１．５ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ ６６８ ８．９ ５

剥片 １２ Ｇ１９ ２１５８ ５．２ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ ８９４ ２３．３ ５

剥片 １２ Ｇ１９ ２１５９ １．３ ３ １２ Ｈ２０ １０２４ ２．０ ５

１２ Ｈ２０ ７３０ １２．６ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ ９４０ ３．６ ５

剥片 １２ Ｇ１９ ２１８１ ７７．５ ３ １２ Ｈ１９ ４５０ １３．３ ５

剥片 １２ Ｇ１９ ２２００ １．０ ３ １２ Ｈ２０ ６３５ ０．８ ５

剥片 １２ Ｇ１９ ２２５０ ５．０ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ １３２９ ３．８ ５

剥片 １２ Ｇ１９ ２２５４ １．４ ３ １２ Ｈ２０ ３１９ ８．７ ５

剥片 １２ Ｇ１９ ２２５６ １．２ ３ Ｉ２０ � １３ ２５．９ ５

縦長剥片 １２ Ｈ１９ １９４ １．４ ３ 剥片 １２ Ｈ１９ ２６ １３．０ ５

剥片 １２ Ｈ１９ ３０４ ８．０ ３ 剥片 １２ Ｈ１９ ３４ ８．１ ５

剥片 １２ Ｈ１９ ４１５ ６．７ ３ 剥片 １２ Ｈ１９ １２５ ７．９ ５

剥片 １２ Ｈ１９ ４５７ １．２ ３ １２ Ｈ１９ ２５５ ３．２ ５

剥片 １２ Ｈ１９ ４５９ ４．０ ３ 剥片 １２ Ｈ１９ ２５９ ７７．６ ５

１２ Ｈ１９ ６８６ ３．５ ３ １２ Ｈ１９ ３０８ ２．４ ５

剥片 １２ Ｈ１９ ７８５ ６．４ ３ 剥片 １２ Ｈ１９ ２６５ ７．４ ５

剥片 １２ Ｈ２０ １０３７ ５．６ ３ 剥片 １２ Ｈ１９ ２９１ １７．３ ５

剥片 １２ Ｉ１９ １６１ ２．４ ３ 剥片 １２ Ｈ１９ ２９７ ６．７ ５

剥片 １２ Ｉ２０ ９１ ５．１ ３ １２ Ｈ１９ ５７５ ７．７ ５

剥片 １２ Ｉ２０ ４０１ １．３ ３ 剥片 １２ Ｈ１９ ３４８ ２８．７ ５

剥片 １２ Ｉ２０ ６０４ １２．０ ３ 剥片 １２ Ｈ１９ ３８３ １７．７ ５

剥片 １２ Ｉ２０ ６０６ ２．０ ３ 剥片 １２ Ｈ１９ ５５７ １．１ ５

掲載接合資料一覧
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�
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�

１２ Ｉ１９ ２８２ ８．０ ５ １２ Ｇ１９ ２０８８ ２．０ ３

剥片 １２ Ｈ１９ ６１１ ４４．８ ５ 剥片 １２ Ｇ１９ １５２１ ２．４ ３

１２ Ｈ２０ １１４９ ９．７ ５ １２ Ｇ１９ ２１９２ １．１ ３

１２ Ｉ２０ １５１ ３．６ ５ １２ Ｇ１９ ２２８６ ４．０ ３

剥片 １２ Ｈ１９ ６１３ ３．６ ５ 剥片 １２ Ｇ１９ １５４０ １．３ ３

剥片 １２ Ｈ１９ ６５０ ２．７ ５ １２ Ｇ１９ １５５６ １９．０ ３

剥片 １２ Ｈ１９ ６５５ ６．７ ５ 剥片 １２ Ｇ１９ １５５２ ４．９ ３

剥片 １２ Ｈ１９ ６５９ ５．２ ５ １２ Ｇ１９ １８１３ ４．４ ３

１２ Ｈ１９ ６６５ １４．８ ５ 剥片 １２ Ｇ１９ １５５３ １．０ ３

剥片 １２ Ｈ１９ ６６６ ７．５ ５ �‐７１ ７２ ５０３ 二次加工ある剥片 １２ Ｇ１９ １５５９ ７９．６ ３

剥片 １２ Ｈ１９ ７４３ ７．３ ５ １２ Ｇ１９ １６１２ ３．８ ３

剥片 １２ Ｈ２０ ３２１ ３５．４ ５ １２ Ｇ１９ ２３１５ １１．４ ３

剥片 １２ Ｈ２０ ３２８ ３．６ ５ 剥片 １２ Ｇ１９ １５９８ ２．１ ３

剥片 １２ Ｈ２０ １１４８ ４９．９ ５ １２ Ｇ１９ ２０３５ １．８ ３

Ｈ２０ � ３０ ５．１ ５ 剥片 １２ Ｇ１９ １６０１ １．７ ３

剥片 １２ Ｈ２０ １１５２ ４．５ ５ 剥片 １２ Ｇ１９ １６１４ ７．４ ３

１２ Ｉ１９ ２６４ １９．４ ５ 剥片 １２ Ｇ１９ １７０６ １．７ ３

剥片 １２ Ｉ１９ １９５ ８．１ ５ 剥片 １２ Ｇ１９ １７５２ ２４．１ ３

剥片 １２ Ｉ１９ ２０８ ３０．０ ５ １２ Ｇ１９ １８４５ ３．５ ３

剥片 １２ Ｉ１９ ２２１ ５．１ ５ １２ Ｇ１９ １９９５ ２．６ ３

剥片 １２ Ｉ１９ ２４２ １５．１ ５ １２ Ｉ２０ ６３９ ３．８ ３

剥片 １２ Ｉ１９ ２６０ １．４ ５ 剥片 １２ Ｇ１９ １７５５ ５．９ ３

１２ Ｉ１９ ２７４ ４．２ ５ １２ Ｇ１９ ２２５７ ７．１ ３

１２ Ｉ２０ １８０ １９．０ ５ 剥片 １２ Ｇ１９ １７６１ ７．４ ３

剥片 １２ Ｉ１９ ２６１ ７．２ ５ 剥片 １２ Ｇ１９ １７６２ １６．８ ３

１２ Ｉ１９ ２６８ ３．０ ５ 剥片 １２ Ｇ１９ １７７９ ０．６ ３

剥片 １２ Ｉ１９ ２７２ ５０．１ ５ １２ Ｇ１９ １８１０ １．０ ３

剥片 １２ Ｉ１９ ２８０ １７．７ ５ １２ Ｇ１９ ２１４３ ３．１ ３

剥片 １２ Ｉ１９ ２８１ ２．２ ５ １２ Ｇ１９ ２３４０ ２．５ ３

縦長剥片 １２ Ｉ２０ １３４ １９．６ ５ 剥片 １２ Ｇ１９ １８０１ ３５．７ ３

剥片 １２ Ｉ２０ １７６ １．０ ５ 剥片 １２ Ｇ１９ １８０７ ０．９ ３

剥片 １２ Ｉ２０ ７０１ ２０．３ ５ １２ Ｇ１９ １８０８ １．５ ３

剥片 Ｉ２０ � １９ ２１．８ ５ １２ Ｇ１９ ２０９７ １．４ ３

�‐１５８ １００ ７６８ 接合資料 １２ ８８９．６ １００ ３ ２５７ ６５０ １２ Ｇ１９ ２２４４ ０．５ ３

剥片 １２ Ｇ１９ ７２０ １．５ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ １８２２ ３．３ ３

１２ Ｇ１９ １６３６ １．１ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ １８２８ ３．８ ３

１２ Ｇ１９ １８５７ ２．３ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ １８３７ ０．６ ３

１２ Ｇ１９ ２１６４ １．２ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ １８４７ ０．４ ３

剥片 １２ Ｇ１９ １０２５ １４．３ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ １８７６ １．８ ３

剥片 １２ Ｇ１９ １０５８ １７．４ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ １８８３ ２４．１ ３

剥片 １２ Ｇ１９ １１０７ １６．５ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ １８８４ ９．４ ３

１２ Ｇ１９ １８１４ １０．７ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ １９４９ ０．７ ３

剥片 １２ Ｇ１９ １１２１ １．６ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ １９７７ １．４ ３

剥片 １２ Ｇ１９ １１５７ １．３ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ ２１０４ ６．８ ３

１２ Ｇ１９ １２０８ ４．１ ３ １２ Ｇ１９ ２１１７ ４２．１ ３

１２ Ｇ１９ １４６２ ０．７ ３ １２ Ｇ１９ ２２５２ １．６ ３

１２ Ｇ１９ ２０７５ ５．９ ３ １２ Ｇ１９ ２３０６ １．１ ３

１２ Ｇ１９ ２２４９ ４．６ ３ １２ Ｇ１９ ２３１１ １．２ ３

剥片 １２ Ｇ１９ １２４２ １１．５ ３ １２ Ｇ１９ ２３４４ ０．９ ３

１２ Ｇ１９ １３２５ ８．２ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ ２１３２ １．０ ３

剥片 １２ Ｇ１９ １２５０ １．９ ３ １２ Ｇ１９ ２３２７ ０．６ ３

１２ Ｇ１９ １２６０ １．９ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ ２１６５ １．９ ３

剥片 １２ Ｇ１９ １４４４ ８．３ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ ２１７７ ３１．６ ３

１２ Ｇ１９ １７７２ ４．４ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ ２２０８ ２．０ ３

１２ Ｇ１９ ２０９１ ３．６ ３ １２ Ｈ１９ ５８６ ２５．８ ３

１２ Ｇ１９ ２３１９ ７８．０ ３ １２ Ｉ２０ ５７８ ８．１ ３

剥片 １２ Ｇ１９ １４４７ １３．３ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ ２２３２ ２６．３ ３

剥片 １２ Ｇ１９ １５０１ ７．３ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ ２２５５ ６．１ ３

剥片 １２ Ｇ１９ １５１８ ２．４ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ ２２７７ １６．１ ３

１２ Ｇ１９ １７９５ ４．８ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ ２２８０ ７．６ ３

旧白滝５遺跡
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点数
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�
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剥片 １２ Ｇ１９ ２２８１ ４８．３ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ １９７０ １０．８ ３

剥片 １２ Ｇ１９ ２３０１ ４．１ ３ １２ Ｇ１９ ２０２２ １１．０ ３

剥片 １２ Ｇ１９ ２３０３ １２．３ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ ２０８９ １０．２ ３

１２ Ｇ１９ ２３３１ ４．９ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ ２１９５ ０．８ ３

剥片 １２ Ｇ１９ ２３２１ １．４ ３ １２ Ｇ１９ ２１９９ １０．３ ３

剥片 １２ Ｇ１９ ２３３０ １．４ ３ １２ Ｈ１９ ５２７ １．８ ３

剥片 １２ Ｇ１９ ２３３６ ７．６ ３ １２ Ｈ２０ １２３１ １．４ ３

剥片 １２ Ｇ１９ ２３３９ ３．６ ３ 剥片 １２ Ｈ１９ ２８ ６．９ ４

剥片 １２ Ｇ１９ ２３４２ ２０．５ ３ 剥片 １２ Ｈ１９ １３０ ２２．０ ３

剥片 １２ Ｇ１９ ２３４８ ２６．５ ３ １２ Ｈ１９ ６２７ １６．２ ４

剥片 １２ Ｈ１９ ５０３ ２６．８ ３ 剥片 １２ Ｈ１９ １５５ ４．５ ３

剥片 １２ Ｈ１９ ６３３ ５．０ ３ １２ Ｈ１９ １５９ ０．４ ３

剥片 １２ Ｈ１９ ６５４ １．９ ３ １２ Ｈ１９ ５２３ ０．８ ３

剥片 １２ Ｈ１９ ６９７ ２．２ ３ 剥片 １２ Ｈ１９ １５６ ２．４ ３

�‐１６０ １００ ７６９ 接合資料 １２ ７４．３ １９ ３ ２５７ ６５１ 剥片 １２ Ｈ１９ １６３ １６．４ ３

剥片 １２ Ｇ１９ １２００ ４．０ ３ 剥片 １２ Ｈ１９ １６７ ４．４ ４

１２ Ｇ１９ １２６２ ７．２ ３ １２ Ｈ２０ １０４０ ６．１ ３

１２ Ｇ１９ １６５４ ２．８ ３ １２ Ｈ２０ １０４４ ０．４ ３

１２ Ｇ１９ ２１４６ ２．７ ３ １２ Ｈ２０ １２２５ ６．７ ３

１２ Ｈ１９ ６９８ １．２ ３ 剥片 １２ Ｈ１９ １７４ ７４．５ ３

剥片 １２ Ｇ１９ １２０５ ９．７ ３ 剥片 １２ Ｈ１９ １９２ ０．６ ３

１２ Ｇ１９ ２０２８ １．５ ３ 剥片 １２ Ｈ１９ １９３ ３．６ ３

剥片 １２ Ｇ１９ １５０６ ３．４ ３ 剥片 １２ Ｈ１９ ３６０ １３．８ ３

１２ Ｇ１９ １８６０ １．５ ３ １２ Ｈ１９ ３８７ １１．８ ３

剥片 １２ Ｇ１９ １５３３ ２．４ ３ 剥片 １２ Ｈ１９ ５１７ ８．６ ４

１２ Ｇ１９ １８７８ ２．３ ３ １２ Ｈ１９ ５１９ ３．１ ３

剥片 １２ Ｇ１９ １５５４ ３．０ ３ １２ Ｉ２０ １２３ １０．３ ４

１２ Ｇ１９ ２１３５ ２．５ ３ １２ Ｉ２０ ６９６ １．０ ４

１２ Ｇ１９ ２２５３ ２．２ ３ １２ Ｉ２０ ７２２ ２．４ ４

剥片 １２ Ｇ１９ １６０４ ２．７ ３ 剥片 １２ Ｈ１９ ５５９ ２．５ ３

１２ Ｇ１９ １９１０ ４．９ ３ １２ Ｈ１９ ５６９ ０．８ ３

１２ Ｇ１９ ２０１６ ２．５ ３ １２ Ｉ１９ １９０ １６．７ ３

剥片 １２ Ｇ１９ １８１１ ７．２ ３ 剥片 １２ Ｈ１９ ５６０ １３．７ ３

剥片 １２ Ｇ１９ ２１２０ １０．６ ３ 剥片 １２ Ｈ１９ ６８４ １．９ ３

�‐１６１ １０１ ７７０ 接合資料 １２・ア ７８４．５ １０５ ３・４ ２５８ ６５５ １２ Ｉ２０ ６００ ２．７ ４

剥片 １２ Ｇ１９ ６６７ １１．３ ３ 剥片 １２ Ｈ１９ ６９１ ２６．９ ３

１２ Ｇ１９ ９３０ ２．１ ３ 剥片 １２ Ｈ１９ ６９４ ４．９ ３

剥片 １２ Ｇ１９ １１７８ １３．１ ３ １２ Ｉ１９ １９７ ６．３ ３

１２ Ｇ１９ １７０２ ４．６ ３ １２ Ｉ２０ ３９９ ２．７ ３

剥片 １２ Ｇ１９ １２０９ ３．３ ３ １２ Ｉ２０ ５８１ １．２ ３

剥片 １２ Ｇ１９ １２５８ ４．４ ３ ア Ｊ２０ � ５ ５．３ ３

剥片 １２ Ｇ１９ １２６７ ７．８ ３ 剥片 １２ Ｈ１９ ６９５ ４．７ ３

１２ Ｇ１９ １６９２ ３．７ ３ １２ Ｉ２０ ３６７ １．５ ３

１２ Ｇ１９ １９９３ １５．３ ３ 剥片 １２ Ｈ１９ ７１４ ２．３ ４

１２ Ｇ１９ ２０２０ ０．９ ３ １２ Ｈ１９ ７３１ ５．６ ３

１２ Ｈ１９ ７５５ ２．０ ４ 剥片 １２ Ｈ１９ ７２４ ２９．７ ３

剥片 １２ Ｇ１９ １２７５ １２．５ ３ １２ Ｈ１９ ７４５ ４．８ ４

剥片 １２ Ｇ１９ １２７７ ７．２ ３ 剥片 １２ Ｈ１９ ７３９ ２．４ ４

１２ Ｇ１９ １５４６ ２．７ ３ 剥片 １２ Ｈ１９ ７４９ ３．５ ４

１２ Ｇ１９ １５７０ ７．２ ３ １２ Ｉ２０ ８４ ７．２ ４

１２ Ｇ１９ １５７３ ５４．２ ３ 剥片 １２ Ｈ１９ ７７８ １．２ ３

１２ Ｈ１９ ７０９ ３６．０ ４ １２ Ｈ１９ ７７９ ３．１ ３

剥片 １２ Ｇ１９ １２７８ １．５ ３ Ｈ１９ � １８ ８．７ ３

剥片 １２ Ｇ１９ １６６６ ５．４ ３ 剥片 Ｈ１９ � １５ １４．４ ３

１２ Ｇ１９ １６６９ ０．６ ３ Ｈ１９ � ３３ ５．６ ３

剥片 １２ Ｇ１９ １６９１ ６．３ ３ 剥片 １２ Ｈ２０ １０３９ １１．９ ３

剥片 １２ Ｇ１９ １９６５ １．２ ３ １２ Ｉ２０ １１３ １．２ ４

１２ Ｈ１９ ２０ １．０ ３ １２ Ｉ２０ ４９９ １３．０ ４

１２ Ｈ１９ ２４ １．２ ４ 剥片 １２ Ｈ２０ １１６１ ２．２ ３

１２ Ｈ１９ ３８ ６．２ ４ 剥片 １２ Ｈ２０ １２２８ ０．８ ３

掲載接合資料一覧
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剥片 １２ Ｈ２０ １３６２ ２．９ ４ 剥片 １２ Ｈ１９ １７３ １４．２ ３

剥片 Ｈ２０ � ２９ ６．８ ３ １２ Ｈ１９ ４０３ ２０．４ ３

１２ Ｉ２０ ６０５ ３．３ ４ １２ Ｈ１９ ４０４ ８．１ ３

１２ Ｉ２０ ６４２ ０．７ ４ 剥片 １２ Ｈ１９ １９６ １８．０ ３

剥片 １２ Ｉ２０ １０２ １．２ ４ 剥片 １２ Ｈ１９ ３８９ ４７．２ ３

１２ Ｉ２０ ３９５ ２．９ ３ １２ Ｉ２０ ３４３ ５．３ ４

剥片 １２ Ｉ２０ １０６ １．８ ４ １２ Ｉ２０ ３４５ ６．５ ４

１２ Ｉ２０ ５２６ ０．７ ３ 剥片 １２ Ｈ１９ ４５１ ２．１ ４

剥片 １２ Ｉ２０ １３８ ４．７ ４ 剥片 １２ Ｈ１９ ５１６ １１．７ ３

１２ Ｉ２０ ４８７ ３．９ ４ 剥片 １２ Ｈ１９ ５２８ ５．８ ４

縦長剥片 １２ Ｉ２０ ３３７ ９．３ ４ １２ Ｈ１９ ７０２ ２１．６ ３

剥片 １２ Ｉ２０ ３４２ １．９ ４ １２ Ｈ２０ １２２９ ６．４ ３

剥片 １２ Ｉ２０ ４９２ １．１ ３ 剥片 １２ Ｈ１９ ５３１ １．８ ３

剥片 １２ Ｉ２０ ４９４ ７．１ ４ 剥片 １２ Ｈ１９ ５３３ １１．８ ３

１２ Ｉ２０ ７０４ ２．６ ４ 剥片 １２ Ｈ１９ ５３８ ２．１ ４

剥片 １２ Ｉ２０ ５３０ ３５．３ ４ 剥片 １２ Ｈ１９ ５９８ ２．２ ３

剥片 １２ Ｉ２０ ５３７ ２．２ ３ 剥片 １２ Ｈ１９ ６７９ ９．９ ３

縦長剥片 １２ Ｉ２０ ５８９ ４．０ ４ 剥片 １２ Ｈ１９ ６９２ ２．５ ４

剥片 １２ Ｉ２０ ６２８ ６．６ ３ １２ Ｉ２０ ２６８ １１．７ ４

剥片 １２ Ｉ２０ ６４８ １．２ ４ １２ Ｉ２０ ５０７ ３．１ ４

�‐１６２ １０１ ７７１ 接合資料 １２・１３ ７５４．１ ８０ ３・４ ２５８ ６５６ 剥片 １２ Ｈ１９ ７０７ ３．４ ３

剥片 Ｇ１７ � １０ ５．６ ３ １２ Ｈ１９ ７７６ １．３ ３

１２ Ｈ１９ １８３ ６．０ ３ １２ Ｉ２０ ３２５ １１．２ ４

１２ Ｉ２０ １４４ ４．７ ４ 剥片 １２ Ｈ１９ ７５９ ０．８ ３

剥片 １２ Ｇ１９ １１８６ １．０ ３ １２ Ｉ２０ １０７ ８．８ ４

１２ Ｇ１９ １１８８ １１．０ ３ 剥片 １２ Ｈ１９ ７７０ ３．７ ３

剥片 １２ Ｇ１９ １２３４ ３．５ ３ １２ Ｉ２０ ６２５ ２．２ ４

１２ Ｇ１９ １９９２ ４．２ ３ 剥片 Ｈ１９ � ２７ １７．２ ３

剥片 １２ Ｇ１９ １２７６ ８．５ ３ 剥片 １２ Ｈ２０ １３２８ ０．６ ３

１２ Ｇ１９ １３０３ １６．６ ３ １２ Ｉ２０ １７５ １．７ ４

１２ Ｇ１９ ２２１１ １．０ ３ 剥片 １３ Ｈ２０ １３６０ ０．５ ３

１２ Ｈ１９ ４０１ ４．５ ３ 剥片 １２ Ｉ２０ ５９ ４．１ ４

１２ Ｈ１９ ４１６ ５．０ ３ 剥片 １２ Ｉ２０ ８０ １０．９ ４

剥片 １２ Ｇ１９ １３０２ ４．９ ３ 剥片 １２ Ｉ２０ ８３ ０．８ ４

斜面部 ５９ ５．６ ３ 剥片 １２ Ｉ２０ １０１ ２．７ ４

剥片 １２ Ｇ１９ １３５９ ２．５ ３ １２ Ｉ２０ ５３６ ５．１ ４

１２ Ｇ１９ １９５２ ４．０ ３ 剥片 １２ Ｉ２０ １０３ ３．０ ４

１２ Ｇ１９ １９９７ １．７ ３ 剥片 １２ Ｉ２０ ２２９ ９．８ ４

１３ Ｈ２０ １３３４ １．８ ３ 剥片 １２ Ｉ２０ ３４１ ４．８ ４

剥片 １２ Ｇ１９ １６９０ ４３．６ ３ １２ Ｉ２０ ３５５ ０．８ ４

１２ Ｈ１９ １７０ ２４．８ ３ １２ Ｉ２０ ６９７ １１．９ ４

１２ Ｉ２０ １０５ ２．１ ４ �‐１６４ １０２ ７７２ 接合資料 ５ ９５．９ ８ １ １３６ ３２３

剥片 １２ Ｇ１９ １９０７ ３．８ ３ 剥片 ５ Ｄ１７ ２９２ １０．８ １

Ｈ１９ � １２ １６．７ ３ 剥片 ５ Ｄ１７ ４７７ ３．０ １

１２ Ｉ２０ ３８９ ３．１ ３ 剥片 ５ Ｄ１７ ４９３ ２．４ １

剥片 １２ Ｇ１９ ２１６２ １．４ ３ 剥片 ５ Ｄ１７ ５００ １．１ １

１２ Ｈ２０ １１５８ １．１ ３ 剥片 ５ Ｄ１７ ５０３ ２９．５ １

１２ Ｉ２０ ４７９ ６２．３ ４ �‐３３ ５３ ２６ 両面調整石器 ５ Ｄ１７ ５０４ ３７．４ １

剥片 １２ Ｇ１９ ２１８２ ２６．２ ３ 剥片 ５ Ｄ１７ ６７８ １１．２ １

１２ Ｉ２０ ８５ １．７ ４ 剥片 ５ Ｄ１７ ６７９ ０．５ １

１２ Ｉ２０ ３９６ １６．９ ３ �‐１６４ １０２ ７７３ 接合資料 ２・１１・イ １９７．４ １４ ４ ９０ ２３７

剥片 １２ Ｇ１９ ２１８９ ５．３ ３ 剥片 ２ Ｅ１５ ２４６４ ３２．３ ４

１２ Ｈ１９ ６３２ ２７．７ ３ 剥片 ２ Ｅ１６ ５６６ ２．７ ４

剥片 １２ Ｇ１９ ２２８７ ３８．２ ３ ２ Ｅ１６ １０４９ １．７ ４

１２ Ｈ１９ ７３２ ０．９ ３ 剥片 ２ Ｅ１６ ７３６ ０．７ ４

１２ Ｉ２０ ３１６ ４．３ ４ 剥片 ２ Ｅ１６ １０７８ ５．９ ４

剥片 １２ Ｈ１９ １４１ ２８．９ ３ ２ Ｅ１６ １５９２ １．５ ４

１２ Ｈ１９ ７４８ ２９．７ ３ ２ Ｅ１６ ２５９３ １．６ ４

剥片 １２ Ｈ１９ １４６ １．０ ３ 剥片 ２ Ｅ１６ １５９４ １９．０ ４

剥片 １２ Ｈ１９ １５０ ４．６ ３ Ｅ１６ � １１４ １２．４ ４

旧白滝５遺跡
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剥片 ２ Ｅ１６ ２１１５ ３９．６ ４ 剥片 １ Ｅ１３ ９１ １．６ ５

剥片 ２ Ｅ１６ ２１４０ ２．２ ４ 剥片 １ Ｅ１３ ９８ ２．２ ５

剥片 ２ Ｅ１６ ２４８５ ０．８ ４ 剥片 １ Ｅ１３ １４１ ３．１ ５

剥片 １１ Ｈ１８ １３９ ６．４ ４ 縦長剥片 １ Ｅ１３ １４３ ６．１ ５

�‐３９８ ２００ １７ 両面調整石器 イ Ｉ２３ � １ ７０．６ ４ 剥片 １ Ｅ１３ １５２ １．１ ５

�‐１６５ １０２ ７７４ 接合資料 １２・エ １９９．３ １９ ５ ２７８ ７４４ 剥片 Ｅ１３ � ６５ ８２．６ ５

剥片 １２ Ｆ１８ ４２０ ８．５ ５ 剥片 Ｅ１３ � ６６ ４．６ ５

剥片 １２ Ｆ１８ ５７７ ５．９ ５ 剥片 Ｅ１３ � ６７ １９．９ ５

剥片 １２ Ｆ１８ ５８３ ２９．２ ５ 剥片 Ｅ１３ � ６８ ９．４ ５

剥片 １２ Ｆ１８ ６９１ ２．０ ５ 剥片 Ｅ１３ � ６９ ２．８ ５

剥片 １２ Ｆ１８ ７２３ ３．５ ５ Ｅ１４ � １０５ ０．７ ５

縦長剥片 １２ Ｇ１８ ７６ １８．５ ５ 剥片 Ｅ１７ � ４０３ ３．７ ５

剥片 １２ Ｇ１８ ４７１ １１．６ ５ 剥片 １ Ｆ１３ ３ ０．９ ５

剥片 １２ Ｇ１８ ４８６ ３．１ ５ 剥片 Ｆ１５ � １３６ ５．２ ５

剥片 １２ Ｇ１８ ４８７ ９．９ ５ �‐１６７ １０３ ７７６ 接合資料 ２ ５０７．７ ５８ ３・４ ８０ ２０６

１２ Ｈ２０ １０３０ ２．２ ５ 剥片 Ｄ１４ � １０９ １６．８ ３

剥片 １２ Ｇ１８ １０５２ １４．６ ５ 剥片 Ｅ１３ � ６２ ４．５ ３

剥片 １２ Ｇ１９ ３７２ １０．８ ５ 剥片 ２ Ｅ１４ ３２４ １．４ ４

剥片 １２ Ｇ１９ ７８３ ６．６ ５ ２ Ｅ１５ １２９１ ２．４ ４

剥片 １２ Ｇ１９ １１６１ ２．１ ５ ２ Ｅ１５ １６６５ １．０ ４

剥片 １２ Ｇ１９ １１７５ ２５．２ ５ Ｅ１５ � １３１ ５．９ ３

剥片 １２ Ｇ１９ １２６１ ５．６ ５ 剥片 Ｅ１４ � １０１ ２．１ ３

剥片 １２ Ｈ１９ ５９５ １２．６ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ６０ １．５ ４

剥片 Ｈ２０ � ２７ ４．７ ５ ２ Ｅ１５ ２１０４ ２．１ ４

�‐４００ ２０１ ２６ 両面調整石器 エ Ｈ３１ � １ ２２．７ ５ 縦長剥片 ２ Ｅ１５ １９４ ０．９ ４

�‐１６５ １０２ ７７５ 接合資料 １・２ ３０６．０ ４８ ５ １００ ２５３ 剥片 ２ Ｅ１５ ２１９ ３９．１ ４

剥片 ２ Ｃ１４ ４７ ４．７ ５ ２ Ｅ１５ ５４４ １．７ ４

２ Ｃ１４ ４９ ２．２ ５ ２ Ｅ１５ １５７０ ４．２ ４

２ Ｃ１４ ５０ ２．４ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ２５４ ２．６ ４

剥片 １ Ｄ１３ ２３ ３．８ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ３７４ １．４ ４

剥片 １ Ｄ１３ ２４ ６．６ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ５０９ ３．９ ４

剥片 １ Ｄ１３ ４１ ２０．７ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ５３１ ３．２ ４

１ Ｅ１３ １２６ １．２ ５ ２ Ｅ１５ １６６６ ５．６ ４

�‐７２ ７３ ５０９ 二次加工ある剥片 １ Ｄ１３ ４２ １１．１ ５ Ｆ１５ � ９２ ６．９ ３

剥片 １ Ｄ１３ ４４ ０．８ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ７８９ ４．９ ４

１ Ｅ１３ １５ １．４ ５ Ｆ１５ � ９９ ７．５ ３

剥片 １ Ｄ１３ ４６ １０．５ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ８１２ １３．８ ４

剥片 １ Ｄ１３ ９６ ２．０ ５ ２ Ｅ１５ １２００ １．７ ４

剥片 １ Ｄ１３ １６２ ０．６ ５ ２ Ｅ１５ １２６０ ２．６ ４

縦長剥片 １ Ｄ１３ ２０４ ９．０ ５ ２ Ｅ１５ ２２０９ ３．７ ４

１ Ｅ１３ ９ ２．４ ５ ２ Ｅ１５ ２４２６ ３．３ ４

剥片 １ Ｄ１３ ２９０ ０．３ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ８５８ ４．８ ４

剥片 １ Ｄ１３ ３１３ ０．９ ５ ２ Ｅ１５ １６８９ ２３．４ ４

剥片 Ｅ１２ � ７ ７．８ ５ ２ Ｅ１５ ２６１２ ５．５ ３

剥片 １ Ｅ１３ ４ ２．２ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ８８７ ５．６ ４

１ Ｅ１３ ５５ ２．９ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ １０９５ ２．６ ４

１ Ｅ１３ ９４ ０．４ ５ ２ Ｅ１５ １６７３ ２．９ ４

剥片 １ Ｅ１３ １３ ８．２ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ １１８３ ２．３ ３

剥片 １ Ｅ１３ １４ １．７ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ １２２１ ３．７ ４

剥片 １ Ｅ１３ １７ ３．４ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ １２３４ ７．３ ４

剥片 １ Ｅ１３ １８ ３．１ ５ ２ Ｅ１５ １６６７ ２．４ ４

剥片 １ Ｅ１３ １９ １．０ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ １２６３ １．２ ４

１ Ｅ１３ ５４ ４．３ ５ Ｅ１５ � １５９ ８．１ ３

剥片 １ Ｅ１３ ４５ １．７ ５ Ｅ１５ � １８７ １．８ ３

１ Ｅ１３ ４６ ５．２ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ １５８０ ３．５ ４

１ Ｅ１３ ７９ ２．９ ５ ２ Ｅ１５ ２６５３ ２１．７ ４

剥片 １ Ｅ１３ ５０ １５．７ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ １６６８ ９．１ ４

縦長剥片 １ Ｅ１３ ６０ ７．４ ５ ２ Ｅ１５ １８２２ １１．３ ４

剥片 １ Ｅ１３ ７３ ２．３ ５ ２ Ｅ１５ １８８８ １．８ ４

剥片 １ Ｅ１３ ８０ １１．３ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ １６７５ １４．３ ４

掲載接合資料一覧
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Ｅ１５ � ９２ ４８．８ ３ 剥片 ２ Ｅ１５ ７１６ ７．６ ４

剥片 ２ Ｅ１５ １６８２ １５．１ ４ 剥片 ２ Ｅ１５ ７３３ ７．２ ４

剥片 ２ Ｅ１５ １６９３ ４．２ ４ ２ Ｅ１５ ２１９６ １．８ ４

剥片 ２ Ｅ１５ １７００ ２．１ ４ 剥片 ２ Ｅ１５ ７６３ ２．９ ４

Ｅ１５ � １５８ ４．５ ３ 剥片 ２ Ｅ１５ ８２３ ４．５ ４

剥片 ２ Ｅ１５ １８７０ ４．８ ４ ２ Ｅ１５ １２３３ ３．０ ３

剥片 ２ Ｅ１５ １９０４ ６４．１ ４ 剥片 ２ Ｅ１５ ８６２ ２．７ ４

剥片 ２ Ｅ１５ １９１４ ３．２ ４ 剥片 ２ Ｅ１５ ９００ １７．９ ４

剥片 ２ Ｅ１５ ２２９０ ０．７ ４ ２ Ｆ１５ １１２ ７４．２ ３

Ｅ１５ � １６４ ２．３ ３ ２ Ｆ１５ １１３ １４．６ ３

Ｆ１５ � ９６ ８．２ ３ 剥片 ２ Ｅ１５ ９１１ １．８ ４

剥片 ２ Ｅ１５ ２５０９ ３．７ ４ ２ Ｅ１５ １３０１ ３．５ ４

剥片 Ｅ１５ � １６３ ６８．０ ３ 剥片 ２ Ｅ１５ １０５６ ５．３ ４

�‐１６８ １０３ ７７７ 接合資料 ５ １２１５．８ １０ ３ １５０ ３７３ ２ Ｅ１５ １２７１ １０．０ ３

剥片 ５ Ｄ１７ ２０５ ６５．５ ３ ２ Ｅ１５ １５２２ １０３．８ ４

剥片 ５ Ｄ１７ ３８６ １３０．８ ３ 剥片 ２ Ｅ１５ １０９２ １．０ ４

剥片 ５ Ｄ１７ ４１５ ６８．７ ３ ２ Ｅ１５ １５２９ １．３ ４

５ Ｄ１７ ５８３ ３．６ ３ 剥片 ２ Ｅ１５ １２３１ ６．９ ３

剥片 ５ Ｄ１７ ６９０ ７５．３ ３ 剥片 ２ Ｅ１５ １２３２ ８．１ ３

剥片 ５ Ｅ１７ ４６ ２．１ ３ ２ Ｅ１５ ２８３８ １．４ ４

剥片 ５ Ｅ１７ ７３３ ３．４ ３ 排土 １０ ５７．６ ３

Ｅ１７ � ４１９ １．２ ３ 剥片 ２ Ｅ１５ １２４３ ５４．４ ３

�‐３５ ５４ ３６ 両面調整石器 Ｅ１７ � ９ ８５０．８ ３ 剥片 ２ Ｅ１５ １２４７ ２．１ ３

剥片 Ｆ２２ � ２ １４．４ ３ 剥片 ２ Ｅ１５ １６５７ １７．０ ３

�‐１６９ １０４ ７７８ 接合資料 ５・１２・１３ ６４４．９ ２８ ５ ２８６ ７６０ 剥片 ２ Ｅ１５ １９３９ １．８ ４

剥片 ５ Ｅ１７ １９６７ ４４．６ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ １９８８ ２．４ ３

剥片 １２ Ｇ１８ ２５１ ７６．４ ５ ２ Ｅ１５ ２５５２ １．４ ４

剥片 １２ Ｇ１９ ２３８ ３８．０ ５ �‐７２ ７３ ５１２ 二次加工ある剥片 ２ Ｅ１５ ２０１０ ２７．４ ３

１３ Ｈ２０ １３４３ ５．５ ５ ２ Ｅ１６ １０６８ ９６．６ ３

剥片 １３ Ｇ１９ ５６４ ９５．０ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ２３０５ １．９ ３

Ｈ１９ � ２４ ３５．６ ５ 縦長剥片 ２ Ｅ１５ ２５４１ ２．１ ４

剥片 １３ Ｇ１９ ９９９ １．７ ５ ２ Ｅ１５ ２７０５ ０．９ ４

Ｈ１９ � ２５ ６．４ ５ �‐３５ ５４ ３４ 両面調整石器 ２ Ｅ１５ ２９９８ ２５６．１ ４

１２ Ｉ２０ ６４３ ２．０ ５ 剥片 Ｅ１５ � １６５ １５．１ ３

剥片 １３ Ｈ１９ ６ ４．４ ５ 剥片 Ｅ１６ � １２１ ９．２ ３

１３ Ｈ１９ １１ ８．２ ５ 剥片 Ｅ１６ � １２３ ２０．４ ３

剥片 １３ Ｈ１９ ９ ７８．７ ５ Ｆ１５ � ９７ ４．３ ３

縦長剥片 １３ Ｈ１９ １２ ２．７ ５ 剥片 ２ Ｆ１５ ２９３ ２．５ ４

剥片 １３ Ｈ１９ ２４１ １１．４ ５ �‐１７１ １０５ ７８０ 接合資料 ２・６ ２７７．５ ２６ １ ４７ １０６

１２ Ｉ２０ ６５ ２３．６ ５ 剥片 ６ Ｃ１７ ２１３ ２６．３ １

剥片 １２ Ｈ１９ ３３３ ２．７ ５ ２ Ｄ１５ １０ ２．１ １

１２ Ｈ１９ ３３７ １５．９ ５ Ｄ１５ � ５１ ７．１ １

１３ Ｈ１９ ４４６ １４．９ ５ 剥片 ２ Ｄ１４ １６３ ３．２ １

剥片 １２ Ｈ１９ ４８８ ５．５ ５ ２ Ｄ１４ ３６９ ２．３ １

剥片 Ｈ１９ � ２３ １４．４ ５ 剥片 ２ Ｄ１４ ４０１ ２．３ １

剥片 １２ Ｈ２０ ２５０ ２０．４ ５ Ｄ１５ � ５３ ４．５ １

剥片 １３ Ｈ２０ ２８０ ３０．３ ５ 剥片 Ｄ１４ � １２ ２１．０ １

剥片 １３ Ｈ２０ １１４５ ２．６ ５ 剥片 ２ Ｄ１５ ５５ １１．０ １

剥片 １２ Ｉ１９ ２４１ ４．７ ５ Ｄ１５ � ５４ １４．１ １

剥片 １２ Ｉ２０ ３７０ １８．８ ５ 剥片 ２ Ｄ１５ ７２ ４．１ １

剥片 １２ Ｉ２０ ３７７ ４．３ ５ ２ Ｄ１５ ７１０ ３．９ １

剥片 １２ Ｉ２０ ４２１ ４．８ ５ ２ Ｄ１５ ７８９ ２．９ １

剥片 表採 １３ ７１．４ ５ 剥片 ２ Ｄ１５ ４７５ １．７ １

�‐１７０ １０４ ７７９ 接合資料 ２ ９０７．８ ４４ ３・４ ８４ ２１２ ２ Ｄ１５ ７３０ ４１．４ １

剥片 ２ Ｄ１５ ９９ １．６ ３ 剥片 ２ Ｄ１５ ５２３ １．９ １

剥片 ２ Ｅ１４ ２７８ １．５ ４ Ｆ１７ � １０ １７．８ １

２ Ｅ１５ ９４０ １．２ ４ 剥片 ２ Ｄ１５ ５２４ ２．９ １

Ｅ１５ � １３２ ４０．７ ３ 剥片 ２ Ｄ１５ ５６９ ５．２ １

剥片 ２ Ｅ１５ １７ ８．５ ４ 剥片 Ｄ１５ � ５２ ６．０ １

剥片 ２ Ｅ１５ ５４６ １．６ ４ 剥片 Ｄ１５ � ５６ ６５．２ １

旧白滝５遺跡
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剥片 Ｄ１５ � ６２ ６．７ １ １２ Ｈ１９ ３６３ ３．４ １

剥片 Ｄ１５ � ６４ ８．３ １ １２ Ｈ１９ ４１１ ７．１ １

剥片 Ｄ１５ � ６５ ２．４ １ 剥片 １２ Ｇ１９ ７８９ １７．３ １

剥片 Ｄ１５ � ６８ １０．３ １ Ｈ１９ � ２６ １．５ １

剥片 Ｄ１５ � ６９ ２．９ １ 剥片 １２ Ｇ１９ ７９０ １３．７ １

�‐１７２ １０５ ７８１ 接合資料 ２ ２０１．０ ３４ １ ４７ １０５ １２ Ｈ１９ ３４４ ２．９ １

剥片 ２ Ｄ１５ ９５４ ０．７ １ 剥片 １２ Ｇ１９ ７９７ １．３ １

Ｅ１５ � ４２ ２．０ １ １２ Ｇ１９ ７９８ １．４ １

剥片 ２ Ｅ１４ ３６９ １．１ １ １２ Ｈ１９ ３９２ ４．５ １

縦長剥片 ２ Ｅ１５ ３９ １．９ １ 剥片 １２ Ｇ１９ ８２４ ４７．５ １

剥片 ２ Ｅ１５ ５５ １５．５ １ 剥片 １２ Ｇ１９ ８２５ ８．４ １

縦長剥片 ２ Ｅ１５ ６１ １．９ １ 剥片 １２ Ｇ１９ ８２９ ３．６ １

剥片 ２ Ｅ１５ ６５ ５．７ １ 剥片 １２ Ｇ１９ ８５５ ５．４ １

剥片 ２ Ｅ１５ ７３ ０．８ １ 剥片 １２ Ｇ１９ ９３８ ８．３ １

剥片 ２ Ｅ１５ １１８ ２．４ １ 剥片 １２ Ｈ１９ ９９ １．６ １

剥片 ２ Ｅ１５ １２０ ５．７ １ 剥片 １２ Ｈ１９ １０４ ２．２ １

剥片 ２ Ｅ１５ １４７ １０．５ １ 剥片 １２ Ｈ１９ １０５ ９．３ １

縦長剥片 ２ Ｅ１５ ２４９ ６．０ １ 剥片 １２ Ｈ１９ ３１６ ５．１ １

剥片 ２ Ｅ１５ ３７１ ３．０ １ 剥片 １２ Ｈ１９ ３４５ ３．３ １

剥片 ２ Ｅ１５ ６０２ ２．４ １ 縦長剥片 １２ Ｉ２０ ６２７ １６．６ １

剥片 ２ Ｅ１５ ６６０ ２．９ １ 剥片 Ｉ２０ � １２ １７．２ １

剥片 ２ Ｅ１５ ６９１ ２．８ １ �‐１７４ １０６ ７８３ 接合資料 １・２・５ １３５４．３ ７５ １・３ ９４ ２４３

剥片 ２ Ｅ１５ ７１５ ３．９ １ 縦長剥片 ２ Ｄ１４ ４７ １６１．７ ３

２ Ｅ１６ １３９７ ５３．４ １ Ｄ１４ � ９１ ６１．４ １

剥片 ２ Ｅ１５ １０２７ １．３ １ 剥片 ２ Ｄ１４ ５１ ５．２ １

剥片 ２ Ｅ１５ １０３３ １．７ １ ２ Ｄ１４ ４９０ １３．３ １

剥片 ２ Ｅ１５ １１０３ ５．６ １ ２ Ｄ１４ ９６２ １０．２ １

縦長剥片 ２ Ｅ１５ １１２０ ４．１ １ Ｄ１４ � １３５ ６．１ ３

縦長剥片 ２ Ｅ１５ １７７４ ４．２ １ ２ Ｅ１４ ２２９ ８．６ １

剥片 ２ Ｅ１５ １７７５ ２．６ １ 剥片 ２ Ｄ１４ ２２２ ２．０ １

剥片 ２ Ｅ１５ ２０４３ ９．２ １ 剥片 ２ Ｄ１４ ３１５ １．７ １

剥片 ２ Ｅ１５ ２５５９ ８．７ １ ２ Ｄ１４ ４１５ １６．０ １

剥片 ２ Ｅ１５ ２９７７ ３．２ １ Ｄ１４ � ９２ ２７．３ １

剥片 ２ Ｅ１５ ２９９３ ４．９ １ ２ Ｅ１４ ４６２ ３．０ １

剥片 ２ Ｅ１５ ３０５２ １．６ １ 剥片 ２ Ｄ１４ ３３２ ３０．８ １

剥片 ２ Ｅ１５ ３０７６ ７．４ １ ２ Ｄ１４ ７６０ ５．７ １

剥片 Ｅ１５ � ３５ １．６ １ ２ Ｄ１４ １２８４ ３．９ １

縦長剥片 Ｅ１５ � ３８ ２．０ １ ２ Ｅ１４ １７３ １７．４ １

剥片 Ｅ１５ � ３９ １４．０ １ ２ Ｅ１４ ３０４ ７．０ ３

剥片 Ｅ１５ � ４３ ６．３ １ ２ Ｅ１５ ２７８７ ９１．２ ３

�‐１７３ １０５ ７８２ 接合資料 ５・１２ ３７７．６ ４０ １ ２５１ ６４１ 剥片 ２ Ｄ１４ ３３４ ２．６ １

剥片 ５ Ｆ１８ ４０２ ２．８ １ 剥片 ２ Ｄ１４ ４４１ １．０ １

１２ Ｈ１９ ３１７ ３．５ １ Ｄ１４ � ９０ ２０．１ １

剥片 １２ Ｆ１８ ６９０ ０．７ １ Ｄ１４ � １７９ １．７ １

１２ Ｉ２０ １７７ １．６ １ 剥片 ２ Ｄ１４ ５２０ ２．４ １

剥片 １２ Ｇ１９ ４９０ ４．１ １ ２ Ｄ１４ ６６９ ５．９ １

１２ Ｇ１９ ８００ １．０ １ ２ Ｄ１４ ８２５ ２．０ １

１２ Ｇ１９ １１９０ ２．４ １ ２ Ｄ１４ ８６６ ２．７ １

剥片 １２ Ｇ１９ ６２１ １．０ １ Ｄ１４ � ６５ ４．４ １

剥片 １２ Ｇ１９ ６５５ ４０．９ １ Ｄ１４ � １６６ ７．２ １

剥片 １２ Ｇ１９ ６５９ ４．８ １ ２ Ｅ１４ ４８４ ６．１ １

剥片 １２ Ｇ１９ ６７２ ５．８ １ Ｅ１４ � ５３ ２３．０ １

１２ Ｇ１９ ７１６ ２２．４ １ 剥片 ２ Ｄ１４ ５３８ ８．３ １

１２ Ｈ１９ ２６１ １２．８ １ 縦長剥片 ２ Ｄ１４ ７４５ ０．５ １

剥片 １２ Ｇ１９ ７０４ ２３．３ １ ５ Ｅ１７ ３２７ ４．７ １

剥片 １２ Ｇ１９ ７８６ ３１．２ １ ５ Ｅ１７ ２５２４ ２６．２ １

１２ Ｇ１９ ８１２ １９．８ １ 剥片 ２ Ｄ１４ ８６５ ２．１ １

１２ Ｈ１９ ９６ ５．７ １ 剥片 ２ Ｄ１４ ９１０ １．５ １

１２ Ｈ１９ ４４９ ４．６ １ Ｄ１４ � １３７ １２．０ １

剥片 １２ Ｇ１９ ７８８ ７．６ １ ２ Ｅ１４ １００ ２．７ １

掲載接合資料一覧
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剥片 ２ Ｄ１４ １０１６ ４．９ １ ２ Ｅ１５ １９４７ ５０．６ ５

２ Ｅ１５ ２７３１ ９１．４ １ 剥片 ２ Ｅ１５ ２２３２ ３９．５ ５

剥片 ２ Ｄ１４ １１４０ １．５ １ Ｆ１５ � １３１ ３１．２ ５

Ｅ１７ � ４０８ ２．７ １ 剥片 ２ Ｅ１５ ２４００ ５．３ ５

縦長剥片 ２ Ｄ１４ １１４４ １．２ １ Ｇ１６ � ４ １５．８ ５

２ Ｄ１４ １２１０ ０．９ ３ 剥片 ２ Ｅ１５ ２４０２ ３９．４ ５

Ｄ１４ � １６７ ７．９ ３ 剥片 ２ Ｅ１５ ２８４２ ４１．７ ５

２ Ｅ１４ ４５６ １０．３ １ 剥片 ２ Ｅ１５ ３０１６ ４９．０ ５

剥片 ２ Ｄ１４ １２１１ １．８ １ 剥片 Ｅ１５ � １９８ ８．４ ５

剥片 ２ Ｄ１４ １２１９ １８．６ １ ２ Ｆ１５ １５ １５．１ ５

剥片 ２ Ｄ１４ １２９９ １６．９ １ Ｆ１５ � １３２ ３．７ ５

剥片 Ｄ１４ � １５０ ９．９ １ ２ Ｆ１６ ７５ ６．２ ５

Ｄ１４ � １５１ ５１．４ ３ 剥片 Ｅ１５ � １９９ ８３．２ ５

Ｄ１４ � １９２ ４２．３ １ 剥片 Ｅ１５ � ２２１ ３．９ ５

剥片 Ｄ１４ � １６８ １７．１ ３ Ｆ１６ � １７ ３．６ ５

２ Ｅ１４ １４４ １８．８ １ 剥片 Ｅ１５ � ２２２ ２．８ ５

２ Ｅ１４ ３９４ １．４ １ 剥片 ２ Ｆ１４ ２３ ２．８ ５

剥片 Ｄ１４ � １９０ ６．４ １ Ｆ１５ � １１１ ２０．３ ５

２ Ｅ１４ １６１ ６．１ １ 剥片 Ｆ１４ � ２ １４．５ ５

２ Ｅ１４ ３４１ １．２ １ 剥片 ２ Ｆ１５ ５６ １１９．８ ５

剥片 １ Ｅ１４ ４７ １２４．１ ３ 剥片 ２ Ｆ１５ １２９ ２８．１ ５

縦長剥片 ２ Ｅ１４ ２０６ １８．４ ３ ２ Ｆ１５ ３１９ ４７．２ ５

２ Ｅ１５ １５００ ５５．９ ３ 縦長剥片 ２ Ｆ１５ ２０４ １０．０ ５

剥片 ２ Ｅ１４ ２７１ ２４．９ ３ 剥片 ２ Ｆ１５ ４０２ １．７ ５

Ｅ１４ � ８７ ３７．６ １ 剥片 Ｆ１５ � １２１ １７．５ ５

剥片 ２ Ｅ１４ ４２４ ４８．６ １ 剥片 Ｆ１５ � １２４ ６．８ ５

２ Ｅ１４ ５６４ １２．１ １ 剥片 Ｆ１５ � １２９ １８．８ ５

２ Ｅ１５ ３２９ ３．１ １ 剥片 Ｆ１５ � １３４ ２２．０ ５

剥片 ２ Ｅ１４ ４６７ １４．８ １ 剥片 Ｆ１５ � １３７ ５．０ ５

剥片 ２ Ｅ１４ ５１４ ２．９ １ �‐１７７ １０７ ７８５ 接合資料 ２・５ ７１４．６ ４６ ３ ８５ ２１６

Ｅ１４ � ９０ ７．３ １ 剥片 ５ Ｄ１７ ２６５ １１９．８ ３

剥片 Ｅ１４ � ５２ ３０．７ １ ２ Ｅ１５ ９９ １．３ ３

剥片 ２ Ｅ１５ １４１４ ６．６ １ 剥片 ２ Ｅ１５ １８８ ６．５ ３

２ Ｅ１５ ２７３５ ５．２ １ ２ Ｅ１５ ２００ ３．３ ３

２ Ｅ１５ ３０７８ ６．２ １ ２ Ｅ１５ ８８８ ５．０ ３

剥片 ２ Ｅ１５ ２０９１ ４．５ １ 剥片 ２ Ｅ１５ ２１４ ８．２ ３

剥片 Ｅ１５ � １０９ ２９．１ １ ２ Ｅ１５ ４０８ ６．０ ３

�‐１７５ １０７ ７８４ 接合資料 ２ １０１８．１ ５１ ５ １０７ ２６７ ２ Ｅ１５ ５４８ ３．０ ３

剥片 Ｃ１６ � ２ ６５．０ ５ ２ Ｅ１５ ９２７ ８４．４ ３

２ Ｄ１４ ２ ６．４ ５ ２ Ｆ１５ ３７０ １．３ ３

Ｆ１５ � １２０ １．３ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ２２１ １８．１ ３

Ｆ１５ � １２２ ４３．３ ５ Ｆ１５ � ４２ ３．３ ３

剥片 ２ Ｅ１５ １７９ １．９ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ５６８ ３．８ ３

２ Ｅ１５ ２５９３ ２．５ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ７００ ２．８ ３

Ｆ１５ � １２３ ３．０ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ １１４０ ７．５ ３

Ｆ１５ � １３０ ２．５ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ １２１４ ５．５ ３

剥片 ２ Ｅ１５ ５５９ ３６．５ ５ Ｆ１５ � ３９ ４１．０ ３

剥片 ２ Ｅ１５ ５６６ １．６ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ １２７６ ７．６ ３

Ｆ１５ � １３８ ４．３ ５ ２ Ｅ１５ １６４５ ２．６ ３

剥片 ２ Ｅ１５ ７１８ ６．５ ５ Ｆ１５ � ４０ ４．５ ３

Ｅ１５ � ２２３ ９．０ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ １３１０ ２．３ ３

剥片 ２ Ｅ１５ ８５６ １５．１ ５ ２ Ｅ１５ １８８１ ２５．６ ３

斜面部 ７０ ７．９ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ １５１８ ５１．８ ３

剥片 ２ Ｅ１５ ９２６ １４．０ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ １６２８ １６．７ ３

Ｅ１５ � ２１０ １６．４ ５ Ｆ１５ � ２８ ６６．０ ３

Ｆ１５ � １２８ １４．９ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ １８９５ １７．２ ３

剥片 ２ Ｅ１５ １２６６ ３．０ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ １９６１ ７．４ ３

２ Ｅ１５ １２９３ ２９．６ ５ 剥片 Ｅ１５ � ９０ １２．５ ３

剥片 ２ Ｅ１５ １３７８ ７．５ ５ 剥片 Ｅ１５ � １０３ ５．３ ３

剥片 ２ Ｅ１５ １３８２ １２．０ ５ 剥片 Ｅ１５ � １１９ ３．０ ３

旧白滝５遺跡
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剥片 ２ Ｆ１５ １８ ６２．６ ３ 剥片 ５ Ｅ１７ １００４ １．４ ３

２ Ｆ１５ ４００ ４．１ ３ Ｅ１７ � ４０９ １．４ ３

剥片 ２ Ｆ１５ ７５ １６．６ ３ �‐３７ ５５ ４１ 両面調整石器 ５ Ｅ１７ １６１６ ９７８．５ ３

剥片 ２ Ｆ１５ ７９ ７．８ ３ �‐７１ ７２ ５０２ 二次加工ある剥片 ５ Ｅ１７ １７０４ １２．２ ３

剥片 ２ Ｆ１５ １８２ ３．０ ３ ５ Ｅ１７ ２６４２ ６３．３ ３

Ｆ１５ � ５０ ２．５ ３ ５ Ｆ１７ ７２ ９．７ ３

剥片 ２ Ｆ１５ ２１０ ５．３ ３ ５ Ｆ１７ ７３ ６．１ ３

２ Ｆ１５ ４４８ ０．４ ３ �‐７２ ７３ ５０５ 二次加工ある剥片 Ｅ１７ � １５ ７８．９ ３

剥片 ２ Ｆ１５ ３１７ ２８．２ ３ Ｅ１７ � ３５ １６６．５ ３

剥片 ２ Ｆ１５ ３９０ １．４ ３ 剥片 Ｅ１７ � ４１１ １６．７ ３

Ｆ１５ � ３４ ６．５ ３ 剥片 ５ Ｆ１８ ６２ ２．４ ３

剥片 Ｆ１５ � ３１ １４．２ ３ 剥片 １２ Ｇ１８ １４ ７０．６ ３

剥片 Ｆ１５ � ３７ ９．４ ３ �‐１８０ １０９ ９８１ 接合資料 ７・１２・１３ ２１１９．２ １３７ ５ ２８１ ７５１

剥片 Ｆ１５ � ３８ １．２ ３ 剥片 １２ Ｆ１８ ３４６ １７．３ ５

剥片 Ｆ１５ � ４１ ５．８ ３ 剥片 １２ Ｆ１８ ３４８ １．２ ５

剥片 Ｆ１６ � ７ ２．３ ３ １２ Ｇ１８ ４１１ ６．２ ５

�‐１７７ １０８ ７８６ 接合資料 ２ １１９．７ １１ ３ ８５ ２１７ １２ Ｇ１９ ７７８ ０．８ ５

�‐９４ ８７ ６９８ 石核 Ｄ１５ � １５ ８１．８ ３ 剥片 １２ Ｆ１８ ３８８ ２．２ ５

剥片 ２ Ｅ１５ ６４７ １．２ ３ １２ Ｇ１９ ９３７ ３．５ ５

剥片 ２ Ｅ１５ ７１４ ３．１ ３ 剥片 １２ Ｆ１８ ４８１ １．６ ５

２ Ｅ１５ １７５９ １．０ ３ 縦長剥片 １２ Ｆ１８ ４９８ ４．１ ５

剥片 ２ Ｅ１５ ２０３６ ２．５ ３ １２ Ｈ１９ ２８４ ２０．４ ５

剥片 ２ Ｅ１５ ２０８９ ５．２ ３ １２ Ｈ１９ ４７０ ２．４ ５

剥片 Ｅ１５ � ９６ ４．１ ３ 剥片 １２ Ｆ１８ ４９９ ２．０ ５

剥片 Ｅ１５ � １０１ １０．０ ３ １２ Ｇ１８ ４６５ ２９．２ ５

剥片 Ｅ１５ � １２６ ４．５ ３ １２ Ｈ１９ ３９ １７．６ ５

剥片 Ｅ１５ � １５０ １．５ ３ 剥片 １２ Ｆ１８ ５７０ １１．６ ５

剥片 Ｅ１６ � ７１ ４．８ ３ １２ Ｇ１８ ８８８ ０．６ ５

－ １０８ ９８０ 接合資料 ２ ２２１．７ １６ ３ ８５ ２１８ １２ Ｇ１９ ４６０ ６．５ ５

剥片 ２ Ｅ１５ ８５１ ４．７ ３ １２ Ｇ１９ ６１９ ２．９ ５

２ Ｅ１５ ２４２８ ０．８ ３ 剥片 １２ Ｆ１８ ５９０ ３．５ ５

剥片 ２ Ｅ１５ １０７０ ２０．７ ３ 剥片 １２ Ｆ１８ ６４０ ６．５ ５

Ｅ１５ � ９９ ８．３ ３ 剥片 １２ Ｆ１８ ６８４ ２．１ ５

剥片 ２ Ｅ１５ ２０２０ ３４．８ ３ １２ Ｇ１９ １３４６ ６．２ ５

剥片 ２ Ｅ１５ ２４４５ ６．９ ３ １２ Ｈ１９ ５６５ ０．９ ５

２ Ｅ１５ ２４４６ １０．８ ３ 剥片 １２ Ｆ１８ ６８５ ２．６ ５

剥片 Ｅ１９ � ４ １６．１ ３ 剥片 １２ Ｆ１８ ６８７ ０．９ ５

剥片 ２ Ｆ１５ ３０ ３９．９ ３ 剥片 １２ Ｆ１８ ７１１ ６．８ ５

Ｆ１５ � ４８ ４．０ ３ 剥片 １２ Ｆ１８ ７１７ ７．３ ５

剥片 ２ Ｆ１５ ３１ ４．１ ３ 剥片 １２ Ｆ１８ ７２０ ２９．０ ５

剥片 ２ Ｆ１５ ６２ １３．４ ３ �‐６７ ７０ ４７４ 二次加工ある剥片 １２ Ｇ１８ ２２５ ３３．７ ５

剥片 ２ Ｆ１５ ４５５ ３．８ ３ 剥片 ７ Ｆ１９ ２４１ ３．９ ５

Ｆ１５ � ３２ ３．９ ３ １２ Ｉ１９ １２ ２４．１ ５

剥片 Ｆ１５ � ２９ ３３．９ ３ 剥片 １２ Ｇ１８ ８ ２１．４ ５

Ｆ１５ � ３０ １５．６ ３ １２ Ｇ１９ ４７０ １６．８ ５

�‐１７８ １０８ ７８７ 接合資料 ５・１２ １６９７．８ ２６ ３ １７２ ４５３ １２ Ｇ１９ ８１０ ２．５ ５

剥片 ５ Ｄ１７ ４２７ ４．０ ３ �‐６９ ７１ ４８１ 二次加工ある剥片 １２ Ｇ１８ ２０４ ８．０ ５

５ Ｄ１７ ６９１ ２５．１ ３ 剥片 １２ Ｇ１８ ２１０ ９．３ ５

５ Ｅ１７ １３６２ １９．１ ３ 剥片 １２ Ｇ１８ ２２２ １９．６ ５

Ｅ１７ � ３２４ １３．９ ３ 剥片 １２ Ｇ１８ ２５３ ２．４ ５

剥片 ５ Ｄ１７ ６３５ ５６．７ ３ 剥片 １２ Ｇ１８ ２６２ ２３．１ ５

５ Ｅ１７ １８７５ ４４．３ ３ １２ Ｇ１８ ４９９ １．０ ５

剥片 ５ Ｅ１７ １２ ４．５ ３ １２ Ｇ１９ ９１９ ２５．９ ５

５ Ｅ１７ １３６３ ９０．３ ３ １２ Ｈ１９ ３８０ １．４ ５

Ｅ１７ � ４１０ ４．６ ３ 剥片 １２ Ｇ１８ ２６５ ６２．０ ５

剥片 ５ Ｅ１７ ３２ ７．０ ３ １２ Ｇ１８ １０４１ ８．９ ５

剥片 ５ Ｅ１７ ３５０ ０．９ ３ 剥片 １２ Ｇ１８ ２７３ ３．７ ５

剥片 ５ Ｅ１７ ３５１ ３．９ ３ 剥片 １２ Ｇ１８ ２７８ ８．３ ５

Ｅ１７ � ４１２ ６．４ ３ １２ Ｇ１８ １０６９ １．６ ５

Ｅ１７ � ４１３ ９．４ ３ 縦長剥片 １２ Ｇ１８ ４０９ １９．２ ５

掲載接合資料一覧
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縦長剥片 １２ Ｇ１８ ４１５ １．８ ５ 剥片 １２ Ｇ１９ １１０８ ６．６ ５

１２ Ｇ１８ ４９４ １．４ ５ �‐９０ ８５ ６７６ 石核 １２ Ｇ１９ １３１２ １．５ ５

剥片 １２ Ｇ１８ ４４８ １．０ ５ １２ Ｇ１９ １３２３ ３．７ ５

剥片 １２ Ｇ１８ ４６０ ４．２ ５ Ｈ１９ � ３２ １．３ ５

剥片 １２ Ｇ１８ ４７９ ３．２ ５ 剥片 １３ Ｇ１９ １３８６ １０．０ ５

１２ Ｇ１８ ４８９ ４．１ ５ 剥片 １２ Ｇ１９ １５０２ １３．９ ５

剥片 １２ Ｇ１８ ４８２ ０．４ ５ １２ Ｈ１９ ３１９ １５．１ ５

１２ Ｇ１８ ４９３ １０．５ ５ 剥片 １２ Ｈ１９ ２５ １．１ ５

１２ Ｈ１９ １１１ ２２．２ ５ 剥片 １２ Ｈ１９ ３２ ６．６ ５

剥片 １２ Ｇ１８ ４８３ １３．５ ５ 剥片 １２ Ｈ１９ １０１ ７．０ ５

１２ Ｇ１９ ８０７ ５．５ ５ １２ Ｈ１９ １０２ ７．１ ５

剥片 １２ Ｇ１８ ５０６ ２．３ ５ １２ Ｈ１９ ３２４ ４．０ ５

１２ Ｇ１８ ５６４ ２．１ ５ 剥片 １２ Ｈ１９ ２６７ ６１．５ ５

剥片 １２ Ｇ１８ ５７４ １２．０ ５ １２ Ｈ１９ ２８２ ５．７ ５

剥片 １２ Ｇ１８ ５７６ ６．３ ５ 剥片 １２ Ｈ１９ ２８１ ３５．３ ５

剥片 １２ Ｇ１８ ８２５ ２１．５ ５ １２ Ｉ２０ １７２ ９．７ ５

剥片 １２ Ｇ１８ ８７１ ３．３ ５ �‐９３ ８７ ６８８ 石核 １２ Ｈ１９ ３６７ ２５７．８ ５

剥片 １２ Ｇ１８ ９９４ ２．２ ５ 剥片 １２ Ｈ１９ ３７５ ６．５ ５

剥片 １２ Ｇ１８ １０３５ ２３．２ ５ １２ Ｉ２０ １２５ ６．９ ５

１２ Ｇ１９ ８１７ ３．５ ５ 縦長剥片 １２ Ｈ１９ ３７６ １．５ ５

縦長剥片 １２ Ｇ１８ １０３６ ８．４ ５ �‐３６ ５５ ３８ 両面調整石器 １２ Ｈ１９ ３８１ １４４．５ ５

剥片 １２ Ｇ１８ １０３８ ３６．９ ５ １２ Ｉ２０ ７２３ １０６．７ ５

�‐６６ ６９ ４７０ 二次加工ある剥片 １２ Ｇ１８ １０５１ ４．８ ５ 剥片 １２ Ｈ１９ ４９２ ４８．３ ５

１２ Ｇ１９ ８１６ ５９．０ ５ �‐６９ ７１ ４８８ 二次加工ある剥片 １２ Ｈ１９ ５８３ １２．６ ５

剥片 １２ Ｇ１８ １０５５ ４．２ ５ 剥片 １２ Ｈ２０ ３２６ １０．０ ５

１２ Ｇ１９ ３７４ ２．１ ５ 剥片 １２ Ｉ１９ ２１８ ２．１ ５

剥片 １２ Ｇ１８ １０６８ １．４ ５ 剥片 １２ Ｉ１９ ２６７ １４３．４ ５

１２ Ｇ１９ ６２３ ８．０ ５ 剥片 １２ Ｉ２０ ２２０ １１．８ ５

剥片 １２ Ｇ１９ ３５ １．７ ５ 剥片 １２ Ｉ２０ ３８７ ４８．１ ５

剥片 １２ Ｇ１９ １３０ ７２．４ ５ 剥片 １２ Ｉ２０ ６６１ ２１．８ ５

剥片 １２ Ｇ１９ ３７６ ０．７ ５ �‐１８５ １１１ ７９１ 接合資料 ２・１１ ５６８．７ ６４ １ ５５ １２６

剥片 １２ Ｇ１９ ６２０ ３．７ ５ 剥片 ２ Ｄ１５ ７５４ ２．６ １

剥片 １２ Ｇ１９ ６２４ １．３ ５ ２ Ｄ１５ ８４０ ４．５ １

１２ Ｇ１９ １０３８ ６．５ ５ 剥片 ２ Ｄ１５ ７６７ ３９．３ １

剥片 １２ Ｇ１９ ６５７ ０．６ ５ Ｄ１５ � １５６ ７．１ １

１２ Ｇ１９ ８６１ １１．４ ５ Ｅ１５ � １６１ ３．１ １

１２ Ｈ１９ ３３０ ６．８ ５ 剥片 Ｄ１５ � １５５ ３．４ １

縦長剥片 １２ Ｇ１９ ６６４ １１．８ ５ ２ Ｅ１５ ３０３３ ４．３ １

剥片 １２ Ｇ１９ ７５７ ９．２ ５ ２ Ｅ１５ ３０３４ １２．２ １

剥片 １２ Ｇ１９ ７８１ １．３ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ２７５０ ４．３ １

剥片 １２ Ｇ１９ ７８７ ７．２ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ２８８９ ５．１ １

剥片 １２ Ｇ１９ ８０５ ５．５ ５ ２ Ｅ１６ ２４８４ ６．２ １

剥片 １２ Ｇ１９ ８２０ ２．８ ５ Ｅ１６ � ６５ ５６．３ １

１２ Ｇ１９ ８２３ ２．２ ５ �‐６３ ６７ ４３３ 錐形石器 ２ Ｅ１５ ３０３６ ５．３ １

１２ Ｇ１９ ８３３ ３．８ ５ ２ Ｅ１６ ８０３ ０．８ １

１２ Ｇ１９ ８３６ ４．５ ５ ２ Ｅ１６ １４０３ ４．５ １

剥片 １２ Ｇ１９ ８３２ ２．３ ５ ２ Ｅ１６ １４１１ １１．４ １

１２ Ｈ１９ ６０７ ４．４ ５ ２ Ｅ１６ １５９３ １．８ １

剥片 １２ Ｇ１９ ８５１ ３９．２ ５ ２ Ｅ１６ ２１１７ ３．０ １

剥片 １２ Ｇ１９ ８９１ ５．４ ５ 剥片 Ｅ１５ � １６２ ２．８ １

１２ Ｈ１９ １２１ １．１ ５ 剥片 Ｅ１５ � １９５ ４．６ １

剥片 １２ Ｇ１９ ９３３ ３２．９ ５ 剥片 ２ Ｅ１６ ５０２ ３．１ １

１２ Ｇ１９ １７３４ ５．３ ５ Ｆ１６ � １２ １２．０ １

１２ Ｈ１９ ２８５ １８．１ ５ Ｆ１６ � １３ １．８ １

１２ Ｈ１９ ３０３ １８．４ ５ 剥片 ２ Ｅ１６ ７２９ ０．７ １

１２ Ｈ１９ ５８７ ２．７ ５ ２ Ｅ１６ １１１５ ６．２ １

１２ Ｈ２０ ３０３ １１．２ ５ 剥片 ２ Ｅ１６ ７４３ ７．０ １

１２ Ｈ２０ ３７８ ３９．８ ５ 剥片 ２ Ｅ１６ ８０５ １．７ １

剥片 １２ Ｇ１９ １０１７ ３．６ ５ 剥片 ２ Ｅ１６ ８１０ ０．８ １

１２ Ｈ１９ ５７４ ７．６ ５ 剥片 ２ Ｅ１６ １０３６ １１．４ １

旧白滝５遺跡
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２ Ｅ１６ １０７６ ２．３ １ 剥片 Ｄ１４ � ６０ １５．６ ５

剥片 ２ Ｅ１６ １０４５ ７．３ １ ２ Ｅ１５ ３７８ ３４．６ ５

２ Ｅ１６ １０５２ ２．５ １ 剥片 Ｄ１４ � ６８ ６７．９ ５

２ Ｅ１６ ２５９５ ８．０ １ Ｄ１４ � １６３ １．９ ５

剥片 ２ Ｅ１６ １０５４ ６．０ １ 剥片 Ｄ１４ � １３３ ２６．５ ５

２ Ｅ１６ ２１０７ ４．４ １ 剥片 Ｄ１４ � １３９ １４．０ ５

剥片 ２ Ｅ１６ １０５８ １６．１ １ 剥片 Ｄ１４ � １４３ １１．０ ５

Ｅ１６ � １０９ ８．０ １ ２ Ｅ１５ ４５１ １９．６ ５

Ｅ１６ � １１０ １．１ １ 剥片 Ｄ１４ � １４８ ５．０ ５

Ｆ１６ � １４ ４．０ １ 剥片 Ｄ１５ � １９６ ４．１ ５

剥片 ２ Ｅ１６ １０７２ １６．４ １ 剥片 ２ Ｅ１４ ３６５ ７．７ ５

�‐７２ ７３ ５１１ 二次加工ある剥片 ２ Ｅ１６ １１１７ ２６．９ １ 剥片 ２ Ｅ１４ ５７６ ２９．１ ５

剥片 ２ Ｅ１６ １３１３ ３１．１ １ 剥片 Ｅ１４ � ３６ ６４．６ ５

剥片 ２ Ｅ１６ １３３２ １．５ １ 剥片 Ｅ１４ � ８２ ３０．９ ５

剥片 ２ Ｅ１６ １３３６ ３．４ １ Ｂ調 � １３ ２８．８ ５

２ Ｅ１６ １６０８ ４．９ １ 剥片 Ｅ１４ � ８５ １３．１ ５

剥片 ２ Ｅ１６ １６０３ ３．２ １ 剥片 Ｅ１４ � ９２ ０．８ ５

剥片 ２ Ｅ１６ １６２１ ３．９ １ 剥片 ２ Ｅ１５ ３８６ ０．９ ５

剥片 ２ Ｅ１６ ２２３７ ３．５ １ ２ Ｅ１５ ２２５７ １．０ ５

Ｆ１６ � ２０ ６．５ １ Ｅ１５ � １８４ １．２ ５

剥片 ２ Ｅ１６ ２４９８ ５．１ １ 剥片 ２ Ｅ１５ １１０９ ３３．０ ５

剥片 ２ Ｅ１６ ２５４２ ５．５ １ 剥片 ２ Ｅ１５ ２２０２ ４．１ ５

２ Ｅ１６ ２５５７ ２．６ １ 同一母岩の石器 ２ ５ ９２ －

２ Ｅ１６ ２６１１ ４．９ １ �‐６２ ６６ ４２７ 錐形石器 ２ Ｄ１５ １２９ １１．８ ５

Ｅ１６ � １１３ １１３．０ １ �‐１８９ １１２ ７９３ 接合資料 ５・９・１２・１３ １１２９．１ １２６ ３・４ ２５６ ６４７

剥片 ２ Ｅ１６ ２５５２ １．７ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ３２６ ０．９ ４

剥片 ２ Ｅ１６ ２５５５ ４．１ １ 剥片 Ｅ１７ � ４０７ ３６．３ ３

剥片 ２ Ｅ１６ ２５６９ １５．０ １ ５ Ｆ１８ １６１ １８．０ ３

剥片 Ｅ１６ � １１１ ２．３ １ １２ Ｆ１８ １８６ ３．４ ３

Ｅ１６ � １１２ １．０ １ 斜面部 ６４ ４３．２ ３

剥片 Ｅ１６ � １５２ ４．０ １ 剥片 Ｆ１７ � ３９ １．３ ３

剥片 ２ Ｆ１６ ９３ ２．１ １ 剥片 ５ Ｆ１８ １０６ ４．５ ４

剥片 Ｇ１７ � １５ ４．８ １ １２ Ｆ１８ ３９１ ５．２ ３

剥片 Ｇ１７ � ２１ １２．３ １ １２ Ｇ１８ ８６９ ３．７ ４

剥片 １１ Ｈ１８ ９８ ２．０ １ １２ Ｇ１９ １７２３ ２６．４ ３

�‐１８７ １１２ ７９２ 接合資料 ２・３ １００８．９ ４６ ５ ９２ ２４０ 剥片 １２ Ｆ１８ ２９４ ３２．０ ３

剥片 ３ Ｃ１４ １５ ３．２ ５ １２ Ｈ１９ ４ ３．３ ４

剥片 ２ Ｃ１４ ５１ １．５ ５ １２ Ｈ１９ １４３ ４．６ ４

Ｄ１４ � １３６ １８．１ ５ １２ Ｉ１９ ９ ３６．２ ４

剥片 ２ Ｄ１４ １２９ １．０ ５ 剥片 １２ Ｆ１８ ２９７ １．２ ３

剥片 ２ Ｄ１４ １７７ ５．７ ５ 剥片 １２ Ｆ１８ ３００ ２．９ ３

剥片 ２ Ｄ１４ ３５１ １．６ ５ １２ Ｇ１８ ４１４ ３．９ ３

Ｄ１４ � １４０ ４．４ ５ １２ Ｇ１９ １１５３ ３．２ ３

Ｄ１４ � １４２ ７．８ ５ 剥片 １２ Ｆ１８ ３２２ １９．９ ３

Ｄ１４ � １９７ １．４ ５ 剥片 １２ Ｆ１８ ３２３ １６．０ ３

２ Ｄ１５ ６９５ ３．２ ５ １２ Ｆ１８ ３４５ １．７ ３

２ Ｅ１４ １８ １．６ ５ １２ Ｇ１８ １７７ ８．５ ３

排土 ９ ６１．３ ５ 剥片 １２ Ｆ１８ ３２５ １．０ ３

剥片 ２ Ｄ１４ ４６８ ２．８ ５ 剥片 １２ Ｆ１８ ３２６ ９．５ ４

２ Ｄ１４ ４９４ １２．０ ５ １２ Ｆ１８ ５１０ ６６．５ ３

Ｄ１４ � １３８ １７．８ ５ 剥片 １２ Ｆ１８ ３２７ １．６ ４

２ Ｅ１５ ２９７９ ２２３．２ ５ １２ Ｇ１８ ２９９ ８．１ ４

剥片 ２ Ｄ１４ ４９１ ５．６ ５ １２ Ｇ１８ ４７６ １．２ ４

剥片 ２ Ｄ１４ ７７６ １．４ ５ １２ Ｇ１８ ８３９ ２．８ ４

Ｄ１４ � ６６ ８６．５ ５ １２ Ｇ１８ １０４５ ８．２ ３

Ｄ１４ � ６７ ４４．３ ５ １２ Ｇ１９ ５５ １．２ ３

剥片 ２ Ｄ１４ ９０３ ４．８ ５ １２ Ｇ１９ ４１１ ７．６ ３

Ｄ１４ � ６３ ７．４ ５ １２ Ｇ１９ ６４９ ０．９ ３

剥片 ２ Ｄ１４ １０８８ ２．６ ５ 剥片 １２ Ｆ１８ ３２８ ２．７ ４

剥片 ２ Ｄ１４ １３２１ ７４．３ ５ 剥片 １２ Ｆ１８ ３４７ ４７．２ ３

掲載接合資料一覧
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１２ Ｇ１８ ４９７ ２３．２ ４ 剥片 １２ Ｇ１８ ７８９ ２．６ ３

剥片 １２ Ｆ１８ ３４９ ３．５ ３ 剥片 １２ Ｇ１８ ７９０ １．６ ４

剥片 １２ Ｆ１８ ３５０ １．０ ３ 剥片 １２ Ｇ１８ ８３７ ２．８ ４

１２ Ｆ１８ ４７８ ４．３ ３ １２ Ｇ１８ １０６７ ３．８ ３

１２ Ｇ１８ ８６６ ６．７ ４ １２ Ｇ１８ １２７５ ２．４ ３

剥片 １２ Ｆ１８ ３８７ １７．６ ３ １２ Ｇ１９ ８７４ ２．２ ３

１２ Ｆ１８ ６５７ ８．４ ３ １２ Ｇ１９ ９２９ ５．８ ３

剥片 １２ Ｆ１８ ４１６ ０．９ ３ 剥片 １２ Ｇ１８ ８５５ １１．２ ３

１２ Ｆ１８ ７０３ ２．９ ３ １２ Ｈ１９ ３６５ ４．４ ４

剥片 １２ Ｆ１８ ４１７ １．２ ３ 剥片 １２ Ｇ１８ ８７５ ３．０ ４

１２ Ｆ１８ ５５９ １．２ ３ 剥片 １２ Ｇ１８ ８８５ ２４．０ ３

剥片 １２ Ｆ１８ ５０３ ６．９ ３ 剥片 １２ Ｇ１８ ８９１ ４．７ ４

１２ Ｇ１８ ４７８ ４．７ ３ 剥片 １２ Ｇ１８ １０６４ ４．２ ３

剥片 １２ Ｆ１８ ５０５ ８．９ ３ １２ Ｈ１９ ４３ ９．０ ３

剥片 １２ Ｆ１８ ５６２ ２．１ ３ １２ Ｈ１９ ５０ ９．２ ４

剥片 １２ Ｆ１８ ５６３ ２０．３ ３ 剥片 １２ Ｇ１８ １２９２ ２．２ ３

１２ Ｆ１８ ７０５ １．５ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ ３９３ ４．９ ３

１２ Ｆ１８ ７２７ ４．０ ３ １２ Ｇ１９ １３４１ ０．９ ３

剥片 １２ Ｆ１８ ５６５ ３．７ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ ４６４ ４．０ ３

剥片 １２ Ｆ１８ ５６８ ２．１ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ ４７６ ７．５ ３

１２ Ｆ１８ ７１９ ４．７ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ ６３１ ２．０ ３

１２ Ｇ１８ ４５９ ２．０ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ ７３０ ４．９ ３

剥片 １２ Ｆ１８ ６５５ １．８ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ ７５１ １４．６ ３

剥片 １２ Ｆ１８ ６５９ ２．２ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ ８７１ ２．３ ３

１２ Ｇ１８ ４９０ ０．６ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ １０８０ ３．９ ３

剥片 １２ Ｆ１８ ６６０ １．５ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ １２９５ ２．６ ３

剥片 １２ Ｆ１８ ７０２ ３．４ ３ 剥片 １３ Ｇ２０ ９６ １１．６ ３

剥片 １２ Ｆ１８ ７０４ ０．５ ３ 剥片 １２ Ｈ１９ ２９８ ５．７ ４

１２ Ｇ１８ ２６４ １３．８ ３ 剥片 １２ Ｈ１９ ４０５ １．０ ３

剥片 １２ Ｆ１８ ７０６ １．７ ３ 剥片 １３ Ｈ１９ ４４４ ３．１ ４

剥片 １２ Ｆ１８ ７０９ ２．７ ３ 剥片 斜面部 ６５ ６６．９ ３

１２ Ｈ１９ ３３８ ２１．４ ４ �‐１９１ １１３ ７９４ 接合資料 ５ ３００．６ ５２ ５ １６８ ４４５

剥片 １２ Ｆ１８ ７１３ ０．８ ３ 剥片 ５ Ｄ１６ ４６７ ２．６ ５

剥片 １２ Ｆ１８ ７２１ ２．６ ３ 剥片 ５ Ｄ１６ ５３１ ６．７ ５

剥片 １２ Ｆ１８ ７２４ １５．０ ３ ５ Ｄ１６ ７５７ ５．１ ５

１２ Ｇ１９ ２０５９ ２．０ ３ ５ Ｄ１６ ９７４ １．７ ５

剥片 １２ Ｆ１８ ７６５ ０．９ ４ 剥片 ５ Ｄ１６ ８１１ １８．１ ５

剥片 １２ Ｆ１８ ７７６ １．１ ３ 剥片 ５ Ｄ１６ １０７１ １．０ ５

剥片 １２ Ｆ１８ ８０７ ５．０ ３ ５ Ｅ１６ ２９２２ ２．６ ５

剥片 ９ Ｆ２１ ６６ ２７．７ ３ 剥片 ５ Ｄ１６ １１０９ ２．８ ５

剥片 １２ Ｇ１８ ７５ ４．０ ３ ５ Ｅ１７ ２３７６ ３．０ ５

１２ Ｇ１９ ６２８ ２．８ ３ 斜面部 ７１ ３．１ ５

剥片 １２ Ｇ１８ １９４ １１１．３ ４ 剥片 ５ Ｄ１６ １１７９ ３．１ ５

１２ Ｇ１９ ８９６ １５．７ ３ ５ Ｅ１７ ２４３６ ２．１ ５

剥片 １２ Ｇ１８ ２１１ ４．９ ３ 剥片 ５ Ｄ１７ １３１ ０．９ ５

剥片 １２ Ｇ１８ ２３４ １０．２ ４ ５ Ｄ１７ １７５ １．２ ５

剥片 １２ Ｇ１８ ２４０ ４．３ ４ ５ Ｄ１７ １７７ １．０ ５

１２ Ｇ１８ ２６７ １３．０ ３ ５ Ｄ１７ ３７６ ０．９ ５

１２ Ｇ１８ ２６９ ０．８ ３ 剥片 ５ Ｄ１７ ５６０ ０．５ ５

剥片 １２ Ｇ１８ ２７０ ０．９ ３ 剥片 ５ Ｅ１６ ２７２ １．２ ５

剥片 １２ Ｇ１８ ２７６ ３．４ ３ ５ Ｅ１７ ７１８ １．３ ５

剥片 １２ Ｇ１８ ２８０ ３．７ ３ ５ Ｅ１７ ７８９ ９．５ ５

１２ Ｇ１８ ７７０ ５．９ ３ ５ Ｅ１７ ２４２８ ４．５ ５

剥片 １２ Ｇ１８ ４０５ １．１ ３ ５ Ｅ１７ ２７６１ ４．２ ５

１２ Ｇ１８ ７６８ ０．５ ４ 剥片 ５ Ｅ１６ ３２８ ２．４ ５

剥片 １２ Ｇ１８ ４１０ １．８ ３ ５ Ｅ１６ ６５３ ４．９ ５

剥片 １２ Ｇ１８ ４２１ １６．９ ３ ５ Ｅ１６ ８８１ ３．０ ５

１２ Ｇ１８ １２６７ １７．０ ３ ５ Ｅ１７ ４０７ ４．４ ５

剥片 １２ Ｇ１８ ４７５ ２．８ ４ ５ Ｅ１７ ９２１ ２０．７ ５

１２ Ｇ１９ １２８ ７．８ ３ ５ Ｅ１７ １２１８ １３．０ ５

旧白滝５遺跡
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５ Ｅ１７ １２７０ ３．５ ５ 剥片 ５ Ｅ１７ ２４５６ ２．５ ５

剥片 ５ Ｅ１６ ４３４ １２．６ ５ �‐１９３ １１４ ７９６ 接合資料 ５ ２１４６．９ ５３ ４・５ １６９ ４４８

５ Ｅ１６ １８０１ ２．２ ５ 剥片 Ｅ１４ � ７６ １６６．５ ５

剥片 ５ Ｅ１６ ４７２ ３．０ ５ Ｅ１５ � １７５ ２３．３ ５

剥片 ５ Ｅ１６ ３０２０ １２．８ ５ ５ Ｅ１７ １２２０ １．８ ５

剥片 Ｅ１６ � １５１ ３．１ ５ ５ Ｅ１７ ２１７２ ２．５ ５

５ Ｅ１７ ２８６８ ３．０ ５ 剥片 ５ Ｅ１７ ７０ ３．７ ５

剥片 ５ Ｅ１７ ２３９ ２．１ ５ ５ Ｅ１７ ８８ ４．４ ５

５ Ｅ１７ ５９５ １．６ ５ ５ Ｅ１７ １４８１ １．４ ５

剥片 ５ Ｅ１７ ４８５ ４０．７ ５ Ｅ１７ � ３７３ ３２０．９ ５

５ Ｅ１７ １３０１ ２８．４ ５ Ｅ１７ � ３８２ ３１２．４ ５

剥片 ５ Ｅ１７ ７８２ １．７ ５ 剥片 ５ Ｅ１７ １５１ ３．７ ５

剥片 ５ Ｅ１７ １１８７ １．０ ５ ５ Ｅ１７ ２２９ １．１ ５

剥片 ５ Ｅ１７ １２３４ １．４ ５ ５ Ｅ１７ ２３０ ９２．２ ５

５ Ｅ１７ １２３５ ３．６ ５ ５ Ｅ１７ ５２５ ２．７ ５

５ Ｅ１７ ２０２３ １．４ ５ ５ Ｅ１７ ６１４ ４．０ ５

５ Ｅ１７ ２７８０ １８．１ ５ ５ Ｅ１７ １９４８ ４０．３ ５

剥片 ５ Ｅ１７ ２０２２ １．４ ５ ５ Ｅ１７ ２１２３ ２．０ ５

５ Ｅ１７ ２１９８ ３．２ ５ ５ Ｅ１７ ２１２９ ９．７ ５

５ Ｅ１７ ２８５７ ０．８ ５ Ｅ１７ � ３３６ ５３．０ ５

剥片 ５ Ｅ１７ ２３０２ ６．４ ５ Ｅ１７ � ３３７ ３１．８ ５

剥片 ５ Ｅ１７ ２７５４ ６．６ ５ Ｅ１７ � ３７４ ８．０ ５

５ Ｅ１７ ２７８４ １６．１ 剥片 ５ Ｅ１７ ２１９ ８．２ ５

剥片 Ｅ１７ � ３７７ ０．４ ５ ５ Ｅ１７ ５２４ ３．３ ５

�-１９２ １１３ ７９５ 接合資料 ５ ２１１．５ ３６ ５ １６８ ４４６ ５ Ｅ１７ ７６９ １．０ ５

剥片 ５ Ｄ１６ １０５ １．７ ５ ５ Ｅ１７ ９０１ ４．２ ５

剥片 ５ Ｄ１６ ２１８ ３．８ ５ ５ Ｅ１７ ２４４９ ２５．３ ５

５ Ｄ１６ ９６６ ３．０ ５ Ｅ１７ � ３８４ １．０ ５

５ Ｅ１６ ３０４３ １１．１ ５ 剥片 ５ Ｅ１７ ２４０ ２０８．２ ５

剥片 ５ Ｄ１６ ７９９ ２．８ ５ Ｅ１７ � ３７８ ８６．３ ４

５ Ｅ１６ ２４６３ １．５ ５ Ｅ１７ � ３７９ ９．２ ５

剥片 ５ Ｄ１６ ９９９ ２．５ ５ Ｅ１７ � ３８３ ４．５ ４

５ Ｅ１６ １２１３ ７．４ ５ 剥片 ５ Ｅ１７ ３９８ ３．６ ４

５ Ｅ１６ １７１０ １．１ ５ 剥片 ５ Ｅ１７ ４６８ １２．２ ４

５ Ｅ１６ ２３６１ ２．９ ５ 剥片 ５ Ｅ１７ ４７５ １０．１ ４

５ Ｅ１７ ７７ １６．７ ５ 剥片 ５ Ｅ１７ ５２２ ６．３ ４

剥片 ５ Ｄ１６ １０１６ ２．６ ５ ５ Ｅ１７ １９２５ ４４．１ ４

５ Ｄ１６ １０８０ ３．３ ５ ５ Ｅ１７ ２１９０ １０５．０ ４

５ Ｅ１６ １８９９ ２５．４ ５ ５ Ｅ１７ ２２２４ １．８ ４

５ Ｅ１７ １０７ ５．６ ５ Ｅ１７ � ３８０ ６．６ ４

剥片 ５ Ｄ１６ １１０８ ３．２ ５ 剥片 ５ Ｅ１７ ５５３ １．３ ４

５ Ｅ１６ １７３８ １．９ ５ ５ Ｅ１７ １４６４ ４．５ ４

５ Ｅ１７ ９５０ ８．０ ５ 縦長剥片 ５ Ｅ１７ ７６７ ５３．９ ４

５ Ｅ１７ ９５１ １０．６ ５ 剥片 ５ Ｅ１７ ８２３ ３８．６ ４

５ Ｅ１７ １０１４ ４．２ ５ 剥片 ５ Ｅ１７ １１２１ ５．１ ４

５ Ｅ１７ １５５５ １．３ ５ ５ Ｅ１７ １１２２ ２５．８ ４

剥片 ５ Ｄ１６ １１１５ １．０ ５ 剥片 ５ Ｅ１７ １１２７ ８．９ ４

５ Ｅ１７ ９４５ １７．２ ５ ５ Ｅ１７ ２３４０ ２９８．１ ４

５ Ｅ１７ １９７５ ４．５ ５ ５ Ｅ１７ ２４８５ ３１．８ ４

５ Ｅ１７ ２１９７ ０．７ ５ Ｅ１７ � ３８９ ２．５ ４

剥片 ５ Ｄ１７ ３０３ ２．８ ５ 剥片 ５ Ｅ１７ １４７６ ７．９ ４

剥片 ５ Ｅ１６ １９５６ ３．７ ５ ５ Ｅ１７ １８２１ ３．１ ４

５ Ｅ１６ ２３６９ ４．０ ５ ５ Ｅ１７ ２１９４ １８．５ ４

剥片 ５ Ｅ１６ ２９６２ １．０ ５ Ｅ１７ � ３８１ １２．０ ４

５ Ｅ１６ ３１２５ ０．９ ５ 剥片 ５ Ｅ１７ １４８７ ８．６ ４

剥片 Ｅ１６ � １５０ １１．５ ５ �‐１９４ １１５ ７９７ 接合資料 １０・イ ７４７．２ ８３ １ ２３０ ５５４

５ Ｅ１７ ７８０ １０．６ ５ 剥片 Ｃ２２ � ３ １５．４ １

Ｅ１７ � ３７６ ２１．８ ５ 剥片 １０ Ｄ２２ ７４ １０．３ １

剥片 ５ Ｅ１７ １１５７ ７．６ ５ １０ Ｄ２２ ８４５ ８．６ １

剥片 ５ Ｅ１７ １２２５ １．１ ５ 剥片 １０ Ｄ２２ １０５ ７．９ １

掲載接合資料一覧
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１０ Ｄ２２ ２６３ ５．０ １ 剥片 １０ Ｄ２２ ８３７ ５．０ １

１０ Ｄ２２ ６４２ １．８ １ 剥片 １０ Ｄ２２ ９５３ ２．４ １

剥片 １０ Ｄ２２ １１４ ７．１ １ １０ Ｄ２２ １０８６ ３．０ １

１０ Ｄ２２ １１８ ４．６ １ 剥片 １０ Ｄ２２ ９７０ ６．１ １

１０ Ｄ２２ ６８４ ２．１ １ １０ Ｄ２２ １０５９ １３．１ １

１０ Ｅ２２ ６２ ３．５ １ 剥片 １０ Ｄ２２ ９８８ ０．７ １

剥片 １０ Ｄ２２ １１６ ８．６ １ １０ Ｄ２２ １０４９ ５．１ １

１０ Ｄ２２ ５８１ ５．９ １ １０ Ｅ２２ １００ ５．５ １

１０ Ｄ２２ ８４１ １．３ １ 剥片 Ｅ２１ � ３ ２．０ １

１０ Ｄ２２ ９２２ ３．３ １ １０ Ｅ２２ ４４ ４．１ １

剥片 １０ Ｄ２２ １１７ ８．３ １ イ Ｅ２３ � １２ ５．９ １

１０ Ｄ２２ ５２０ ２．６ １ イ Ｅ２３ � １３ １．０ １

１０ Ｄ２２ ８２７ ０．９ １ 剥片 １０ Ｅ２２ ６１ ４．９ １

１０ Ｄ２２ １０４５ ４．９ １ 剥片 １０ Ｅ２２ ９９ ２２．０ １

１０ Ｄ２２ １０５４ ２．３ １ 縦長剥片 １０ Ｅ２２ １０６ ９．３ １

剥片 １０ Ｄ２２ １６９ ４６．４ １ 剥片 イ Ｅ２３ � ６ ２２．４ １

１０ Ｄ２２ ４９５ ６．９ １ イ Ｅ２３ � ５ １０．１ １

１０ Ｄ２２ ８８５ ３７．９ １ 剥片 イ Ｅ２３ � ７ １２．２ １

１０ Ｄ２２ １０８５ ４．１ １ 剥片 イ Ｅ２３ � ８ ３．５ １

剥片 １０ Ｄ２２ １８３ ７．９ １ �‐１９５ １１４ ７９８ 接合資料 １０・イ ２６９．０ ３５ １ ２３０ ５５５

１０ Ｄ２２ １８６ ８．９ １ 剥片 １０ Ｄ２２ １７２ ３．１ １

１０ Ｄ２２ ４８４ ４．１ １ １０ Ｄ２２ ４７６ １１．１ １

１０ Ｄ２２ ６３７ ７．８ １ １０ Ｄ２２ ６３５ ３．０ １

１０ Ｄ２２ ９６６ ２．３ １ １０ Ｄ２２ ８３１ １．２ １

剥片 １０ Ｄ２２ １８５ ２０．６ １ Ｄ２２ � ４ １．２ １

１０ Ｅ２２ ８９ ２８．１ １ 剥片 １０ Ｄ２２ ２８２ １２．０ １

剥片 １０ Ｄ２２ １８７ ２２．４ １ 剥片 １０ Ｄ２２ ２８７ １８．４ １

１０ Ｄ２２ ８３３ ７．３ １ １０ Ｄ２２ ４７９ ２．９ １

剥片 １０ Ｄ２２ ２８６ １３．４ １ １０ Ｄ２２ ５０４ ０．８ １

剥片 １０ Ｄ２２ ２８９ ６．２ １ 剥片 １０ Ｄ２２ ６６６ ４．０ １

１０ Ｄ２２ ４０５ ６．７ １ 剥片 １０ Ｄ２２ ８２９ １．６ １

剥片 １０ Ｄ２２ ４３４ １７．６ １ １０ Ｄ２２ ８５０ ７．３ １

剥片 １０ Ｄ２２ ４６３ ７．１ １ １０ Ｄ２２ １０９４ ４．５ １

１０ Ｄ２２ １１０８ ３．２ １ １０ Ｄ２２ １０９５ １．０ １

剥片 １０ Ｄ２２ ４６６ １．３ １ 剥片 １０ Ｄ２２ ９０５ ３．６ １

１０ Ｄ２２ ９５４ ２．７ １ 剥片 １０ Ｄ２２ ９７６ ７．２ １

剥片 １０ Ｄ２２ ４７０ ２１．２ １ １０ Ｄ２２ ９８３ １．３ １

剥片 １０ Ｄ２２ ４７３ １．４ １ １０ Ｄ２２ １０８３ ０．８ １

１０ Ｄ２２ ６１６ ４７．８ １ 剥片 １０ Ｄ２２ ９７９ １．３ １

１０ Ｄ２２ ６５１ １．８ １ 剥片 １０ Ｄ２２ ９８０ １８．３ １

１０ Ｄ２２ ８４６ ３．６ １ 剥片 １０ Ｄ２２ １０５０ １．５ １

剥片 １０ Ｄ２２ ４７５ ２．４ １ １０ Ｅ２２ ４１ ２５．６ １

剥片 １０ Ｄ２２ ４８６ ３．０ １ イ Ｅ２３ � ９ ２３．６ １

１０ Ｄ２２ ４９８ ４．１ １ 剥片 １０ Ｄ２２ １０８０ ９．４ １

剥片 １０ Ｄ２２ ４９０ １１．５ １ １０ Ｄ２２ １０８４ ０．６ １

剥片 １０ Ｄ２２ ４９７ ８．９ １ 剥片 １０ Ｅ２２ １４ １６．３ １

１０ Ｄ２２ ６９１ １８．５ １ １０ Ｅ２２ １５ ２．９ １

剥片 １０ Ｄ２２ ５００ ０．７ １ 剥片 １０ Ｅ２２ ２７ １９．１ １

剥片 １０ Ｄ２２ ６３６ １１．１ １ １０ Ｅ２２ ３２ １８．１ １

剥片 １０ Ｄ２２ ６７５ ３．８ １ 剥片 １０ Ｅ２２ １０５ ８．１ １

１０ Ｄ２２ ８０１ １３．３ １ 剥片 Ｅ２２ � ７ ０．５ １

剥片 １０ Ｄ２２ ６７７ ０．６ １ イ Ｅ２３ � ３ ８．１ １

１０ Ｄ２２ ８４０ １０．４ １ イ Ｅ２３ � ４ １７．５ １

剥片 １０ Ｄ２２ ６８９ １９．１ １ イ Ｅ２３ � １０ ２．９ １

１０ Ｄ２２ １０５７ ２．７ １ 剥片 斜面部 ４１ １０．２ １

１０ Ｄ２２ １１０１ １．４ １ �‐１９６ １１５ ７９９ 接合資料 ２ ０．７ ４ １ １１９ ２９１

剥片 １０ Ｄ２２ ８１２ １１．１ １ �‐４０ ５６ ８６ 細石刃 ２ Ｅ１５ １９９６ ０．１ １

剥片 １０ Ｄ２２ ８１４ ０．９ １ �‐４０ ５６ ８４ 細石刃 ２ Ｅ１５ ２３２５ ０．２ １

１０ Ｄ２２ １１００ ３３．９ １ �‐４０ ５６ ６４ 細石刃 ２ Ｅ１５ ２９５０ ０．１ １

１０ Ｅ２２ ４２ ８．４ １ �‐４０ ５６ ８７ 細石刃 ２ Ｅ１６ ６３ ０．３ １

旧白滝５遺跡
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�‐１９６ １１５ ８００ 接合資料 ２ ０．４ ４ １ １１９ ２９２ Ｅ１７ � ３２ ３．５ ５

�‐４０ ５６ ８２ 細石刃 Ｄ１５ � ２３ ０．１ １ �‐４７ ６０ ２８８ 削片 Ｅ１７ � ６２ ２１．０ ５

Ｈ１８ � ２ ０．１ １ �‐４７ ６０ ２８５ 削片 Ｅ１７ � ８２ １．５ ５

�‐４０ ５６ ８１ 細石刃 Ｄ１５ � ２６ ０．１ １ Ｅ１７ � ９０ １．７ ５

２ Ｅ１５ ２３４１ ０．１ １ �‐１９８ １１６ ８０９ 接合資料 ５ ３７．７ ４ ５ １９３ ４７８

同一母岩の石器 ８ １ １１９ �‐４８ ６１ ３２５ 削片 ５ Ｅ１７ ２１８４ ３．７ ５

�‐４０ ５７ １１０ 細石刃 Ｅ１５ � ２１ ０．１ １ �‐４４ ５９ ２２６ 削片 Ｅ１７ � ２ ７．３ ５

�‐４０ ５７ １４１ 細石刃 ８ Ｅ２０ ２０７ ０．１ １ �‐４８ ６１ ３２９ 削片 Ｅ１７ � ２８ １０．１ ５

�‐４０ ５７ １４５ 細石刃 Ｄ１５ � ２４ ０．１ １ �‐４００ ２０１ ２８ 削片 斜面部 ２ １６．６ ５

�‐４４ ５９ ２２４ 削片 Ｅ１５ � １０ ２．７ １ 同一母岩の石器 ５ １９３

�‐１９６ １１５ ８０１ 接合資料 ２ ０．４ ２ ３ １２２ ２９４ �‐３８８ １９５ ３２ 細石刃核 Ｗ２２ � １ １５．８ ５

�‐４０ ５７ １２９ 細石刃 ２ Ｅ１５ ２３４４ ０．２ ３ �‐４０ ５７ １６３ 細石刃 Ｇ１９ � ４ ０．１ ５

�‐４０ ５６ ７３ 細石刃 ２ Ｅ１６ ５２８ ０．２ ３ �‐１９８ １１６ ８１０ 接合資料 ２ ２．１ ２ １ １１８ ２９０

�‐１９６ １１５ ８０２ 接合資料 ０．２ ２ ３ １２２ ２９５ �‐４５ ５９ ２４１ 削片 ２ Ｄ１５ ５１７ １．３ １

�‐４０ ５７ １２４ 細石刃 Ｄ１５ � ３０ ０．１ ３ �‐４８ ６１ ３１１ 削片 Ｄ１５ � ２８ ０．８ １

�‐４０ ５７ １１８ 細石刃 Ｅ１５ � ２０ ０．１ ３ �‐１９８ １１６ ８１１ 接合資料 ２ ４．３ ２ ３ ９７ ２５０

同一母岩の石器 ２ ３ １２２ �‐４５ ６０ ２６３ 削片 ２ Ｅ１５ １３０７ ２．８ ３

�‐４０ ５６ ７４ 細石刃 Ｅ１７ � １０２ ０．１ ３ �‐４８ ６１ ３１０ 削片 Ｅ１５ � ４８ １．５ ３

�‐４０ ５７ １０８ 細石刃 ２ Ｅ１５ ２８０７ ０．１ ３ 同一母岩の石器 ２ １・３ ９７

�‐４０ ５７ １２２ 細石刃 Ｅ１６ � ２１ ０．２ ３ �‐４０ ５７ ９１ 細石刃 Ｅ１４ � ５ ０．２ ３

�‐１９６ １１６ ８０３ 接合資料 ５ ０．２ ２ １ １８２ ４７１ Ｅ１４ � ６ ３

�‐４０ ５６ ７９ 細石刃 ５ Ｅ１７ １５９６ ０．１ １ �‐４０ ５７ １３０ 細石刃 ２ Ｄ１４ ６０３ ０．１ ３

�‐４０ ５７ １１１ 細石刃 ５ Ｅ１７ ２３２９ ０．１ １ �‐４０ ５７ １３３ 細石刃 Ｅ１５ � １６ ０．２ ３

同一母岩の石器 ５ １ １８２ �‐４０ ５７ １３４ 細石刃 Ｅ１５ � ６ ０．２ １

�‐４０ ５７ １４７ 細石刃 ５ Ｅ１７ ４３３ ０．１ １ �‐４０ ５７ １７４ 細石刃 ２ Ｅ１５ ２８０２ ０．１ １

�‐４０ ５７ １５０ 細石刃 ５ Ｅ１７ ２３３０ ０．１ １ �‐１９８ １１６ ８１２ 接合資料 ５ ７．４ ５ ５ １８１ ４６９

�‐４０ ５７ １６０ 細石刃 Ｅ１７ � ２７ ０．１ １ �‐４９ ６１ ３４０ 削片 ５ Ｅ１７ １２９ １．３ ５

�‐１９６ １１６ ８０４ 接合資料 ５ ０．３ ２ １ １８７ ４７３ Ｅ１７ � １８ ２．９ ５

�‐４０ ５７ １６１ 細石刃 ５ Ｅ１７ ２３９５ ０．２ １ �‐４６ ６０ ２６７ 削片 ５ Ｅ１７ ７３４ ０．９ ５

�‐４０ ５７ １００ 細石刃 ５ Ｅ１７ ２４７６ ０．１ １ ５ Ｅ１７ ７４２ １．３ ５

同一母岩の石器 ５ １８７ �‐４８ ６１ ３１７ 削片 ５ Ｅ１７ １３２９ １．０ ５

�‐４０ ５６ ７１ 細石刃 ５ Ｅ１７ ２３４８ ０．１ １ �‐１９９ １１６ ８１３ 接合資料 １・２ ７．４ ３ １ １１７ ２８９

�‐４０ ５７ ９４ 細石刃 ５ Ｅ１７ ２１４５ ０．１ １ �‐４７ ６０ ２９２ 削片 １ Ｄ１３ ２２２ ３．６ １

�‐４０ ５７ １４３ 細石刃 ５ Ｅ１７ １６９４ ０．１ １ �‐４７ ６０ ２９５ 削片 ２ Ｅ１５ ８９０ ０．７ １

�‐１９７ １１６ ８０５ 接合資料 ０．３ ２ ５ １９８ ４８２ �‐４５ ５９ ２５５ 削片 Ｅ１５ � ５ ３．１ １

�‐４０ ５６ ７２ 細石刃 Ｅ１７ � １７ ０．２ ５ 同一母岩の石器 ２ １ １１７

�‐４０ ５７ １１７ 細石刃 Ｅ１７ � ３１ ０．１ ５ �‐４０ ５７ １５９ 細石刃 ２ Ｅ１５ ２５１９ ０．１ １

同一母岩の石器 ５ ５ １９８ �‐１９９ １１７ ８１４ 接合資料 ５ ３０．０ １４ １ １８９ ４７５

�‐４０ ５６ ７７ 細石刃 ５ Ｅ１７ ２４９５ ０．１ ５ �‐４８ ６１ ３１８ 削片 ５ Ｅ１７ １０５８ １．１ １

�‐４０ ５７ １４４ 細石刃 Ｄ１７ � ５ ０．１ ５ �‐４５ ５９ ２６１ 削片 ５ Ｅ１７ １３３３ ２．９ １

�‐４０ ５７ １５１ 細石刃 Ｅ１７ � ４４ ０．１ ５ �‐４８ ６１ ３１２ 削片 ５ Ｅ１７ １７２２ １．１ １

�‐４０ ５７ １６６ 細石刃 ５ Ｄ１７ ５０６ ０．１ ５ ５ Ｅ１７ ２５２２ １．６ １

�‐４０ ５７ １６７ 細石刃 ５ Ｅ１７ ３４７ ０．１ ５ Ｅ１７ � ８４ ０．５ １

�‐１９７ １１６ ８０６ 接合資料 ５ ０．２ ２ １ １９４ ４７９ �‐４５ ５９ ２５１ 削片 ５ Ｅ１７ ２５７１ １．０ １

�‐４０ ５７ １７７ 細石刃 ５ Ｅ１７ １６１７ ０．１ １ Ｅ１７ � ８３ ０．７ １

�‐４０ ５７ １５６ 細石刃 ５ Ｅ１７ １８７３ ０．１ １ �‐４８ ６１ ３１５ 削片 Ｅ１７ � ２６４ ０．７ １

同一母岩の石器 ５ １ １９４ �‐４６ ６０ ２６９ 削片 Ｆ１７ � １４ １．８ １

�‐４０ ５６ ６３ 細石刃 ５ Ｅ１７ ２５０２ ０．１ １ Ｆ１７ � １５ １．５ １

�‐４０ ５６ ７８ 細石刃 ５ Ｅ１７ ２６５１ ０．２ １ �‐４７ ６０ ２９７ 削片 ５ Ｆ１８ ２０ ３．１ １

�‐４０ ５７ １０１ 細石刃 ５ Ｅ１７ ３９ ０．１ １ �‐４４ ５９ ２２８ 削片 ５ Ｆ１８ ２２ １２．４ １

�‐４０ ５７ １１２ 細石刃 ５ Ｅ１７ ９７７ ０．１ １ 剥片 ５ Ｆ１８ ７１ ０．８ １

�‐１９７ １１６ ８０７ 接合資料 ５ ７．８ ５ １ １８８ ４７４ �‐４６ ６０ ２８３ 削片 Ｆ１８ � １１ ０．８ １

�‐４５ ５９ ２５２ 削片 ５ Ｄ１７ ４０７ １．７ １ 同一母岩の石器 １ １８９

Ｄ１７ � ６ １．１ １ �‐４２ ５８ １９６ 細石刃核 Ｆ１７ � ２ ９．８ １

�‐４４ ５９ ２３４ 削片 Ｆ１７ � ３ ２．１ １ �‐１９９ １１７ ８１５ 接合資料 ２・１１ １９．４ ３ ３ １２１ ２９３

�‐４５ ５９ ２４９ 削片 Ｆ１７ � ６ ２．８ １ �‐４５ ５９ ２４６ 削片 ２ Ｄ１５ ２６９ ２．８ ３

�‐４６ ６０ ２７７ 削片 Ｆ１８ � ８ ０．１ １ �‐４４ ５９ ２１９ 削片 Ｄ１５ � １５４ ０．４ ３

�‐１９７ １１６ ８０８ 接合資料 ５ ３２．６ ６ ５ １８ ７５３ �‐４１ ５７ １９１ 細石刃核 １１ Ｉ１８ ５０ １６．２ ３

�‐４４ ５９ ２３３ 削片 ５ Ｅ１７ ９８９ ２．９ ５ 同一母岩の石器 ２ ４ １２１

５ Ｅ１７ ９９３ ２．０ ５ �‐４５ ５９ ２５０ 削片 ２ Ｅ１４ ２６８ ２．４ ４

掲載接合資料一覧

315



挿図 図版 番号 器 種 等 Sb 発掘区 層位 遺物
番号

重量
（�）

接合
点数

石質 母岩
�

接合
� 挿図 図版 番号 器 種 等 Sb 発掘区 層位 遺物

番号
重量
（�）

接合
点数

石質 母岩
�

接合
�

�‐２００ １１７ ８１６ 接合資料 ３０．５ ３ ４ ２３６ ５８３ 剥片 ２ Ｅ１４ １８１ １１．１ ３

�‐４１ ５８ １９３ 細石刃核 Ｅ１７ � ２２ １７．３ ４ �‐４７ ６０ ３０３ 削片 ２ Ｅ１５ ９３０ ３．７ ３

剥片 Ｅ１７ � ３５３ １２．８ ４ ２ Ｅ１５ ２４３４ ５．８ ３

剥片 Ｅ１７ � ９８ ０．４ ４ 剥片 ２ Ｅ１５ １４８４ １．１ ３

�‐２００ １１７ ８１７ 接合資料 ５・１１ １５．５ ４ ３ １９１ ４７６ 剥片 ２ Ｅ１５ １８７１ １１．６ ３

�‐４１ ５７ １７９ 細石刃核 ５ Ｄ１７ ４６３ １１．０ ３ �‐４９ ６１ ３３２ 削片 ２ Ｅ１５ １９３１ ５．１ ３

�‐４０ ５７ １０６ 細石刃 ５ Ｅ１７ １３１２ ０．１ ３ Ｅ１５ � １１ ８．６ ３

�‐４５ ６０ ２６４ 削片 １１ Ｉ１８ １４ ２．６ ３ 剥片 ２ Ｅ１５ ２５７８ ２．５ ３

�‐４４ ５９ ２３６ 削片 １１ Ｉ１９ １３１ １．８ ３ ２ Ｅ１５ ２６３６ １５．５ ３

�‐２００ １１７ ８１８ 接合資料 ５ ０．４ ４ ３ １９１ ４７７ �‐４９ ６１ ３３４ 削片 ２ Ｅ１５ ２９２８ １．１ ３

�‐４０ ５７ １１３ 細石刃 ５ Ｅ１７ １３１５ ０．１ ３ �‐４３ ５９ ２１８ 削片 Ｆ１５ � １１９ ２．７ ３

�‐４０ ５７ ９５ 細石刃 ５ Ｅ１７ １６３４ ０．１ ３ �‐２０３ １１８ ８２４ 接合資料 ２・５ １３．４ ２ ３・４ １２３ ２９６

�‐４０ ５６ ７５ 細石刃 ５ Ｅ１７ １６９０ ０．１ ３ �‐４９ ６１ ３３５ 削片 ２ Ｄ１５ ７８３ １．２ ３

�‐４０ ５６ ６１ 細石刃 ５ Ｅ１７ １８７１ ０．１ ３ �‐４３ ５８ ２０９ 細石刃核 ５ Ｅ１６ ２０２９ １２．２ ４

同一母岩の石器 ５ ３ １９１ 同一母岩の石器 ２ ４ １２３

�‐４０ ５６ ８５ 細石刃 Ｅ１７ � ４７ ０．２ ３ �‐４６ ６０ ２８２ 削片 ２ Ｅ１５ ３１３１ １．４ ４

�‐４０ ５７ １０３ 細石刃 ５ Ｅ１７ ４０ ０．１ ３ �‐２０３ １１８ ８２５ 接合資料 ２ ３３．０ ７ １ １１５ ２８５

�‐４０ ５７ １１５ 細石刃 ５ Ｅ１７ １０６７ ０．１ ３ �‐４０ ５７ １３１ 細石刃 ２ Ｄ１５ ７３４ ０．２ １

�‐２０１ １１７ ８１９ 接合資料 ２・５ ３４．７ １０ １ １４８ ３５１ �‐４１ ５７ １８６ 細石刃核 ２ Ｄ１５ ９２３ ３１．６ １

剥片 ２ Ｄ１５ ８９５ １．１ １ �‐４０ ５６ ６２ 細石刃 ２ Ｅ１５ ２３２２ ０．３ １

�‐４５ ５９ ２４８ 削片 Ｄ１５ � ７１ ０．７ １ �‐４０ ５７ １６２ 細石刃 ２ Ｅ１５ ２９３２ ０．３ １

２ Ｅ１５ ９８４ ０．８ １ �‐４０ ５７ ９３ 細石刃 Ｅ１５ � １２ ０．３ １

�‐４１ ５７ １８４ 細石刃核 ５ Ｄ１６ ３８ １８．８ １ �‐４０ ５７ １２５ 細石刃 Ｅ１５ � １５ ０．２ １

�‐４４ ５９ ２２５ 削片 Ｄ１６ � ２６ ２．８ １ �‐４０ ５７ １５４ 細石刃 Ｅ１６ � １８ ０．１ １

２ Ｅ１６ ３７６ １．６ １ �‐２０３ １１８ ８２６ 接合資料 ２ ０．９ ５ １ １１５ ２８６

剥片 ２ Ｅ１５ ２４８８ １．６ １ �‐４０ ５７ ９０ 細石刃 ２ Ｅ１５ ２３４９ ０．３ １

剥片 Ｅ１５ � ７４ ０．５ １ �‐４０ ５７ １３７ 細石刃 ２ Ｅ１６ ５７３ ０．２ １

剥片 ２ Ｅ１６ １７６１ ２．４ １ �‐４０ ５６ ８９ 細石刃 Ｅ１６ � ６ ０．２ １

�‐４５ ５９ ２５６ 削片 ２ Ｅ１６ ２３０７ ４．４ １ �‐４０ ５６ ８８ 細石刃 Ｅ１６ � １５ ０．１ １

�‐２０１ １１７ ８２０ 接合資料 ５ １６．８ ５ １ １８３ ４７２ Ｅ１６ � ２０ ０．１ １

�‐４６ ６０ ２６６ 削片 ５ Ｅ１７ １２０１ ２．０ １ �‐２０３ １１８ ８２７ 接合資料 ２ ０．２ ２ １ １１５ ２８７

Ｅ１７ � ８８ １．０ １ �‐４０ ５７ １２１ 細石刃 ２ Ｅ１５ ２８０８ ０．１ １

�‐４３ ５９ ２１４ 削片 ５ Ｅ１７ １６７０ ５．２ １ �‐４０ ５７ １１９ 細石刃 ２ Ｅ１６ １４５ ０．１ １

�‐４１ ５７ １７８ 細石刃核 ５ Ｅ１７ １９１４ ５．５ １ 同一母岩の石器 ２ １ １１５

５ Ｅ１７ １９１９ ３．１ １ �‐４０ ５６ ５５ 細石刃 Ｅ１６ � １２ ０．１ １

同一母岩の石器 ５ １ １８３ �‐４０ ５６ ８０ 細石刃 ２ Ｅ１５ ２５０１ ０．２ １

�‐４０ ５７ １０９ 細石刃 ５ Ｄ１７ ３２１ ０．１ １ �‐４０ ５６ ８３ 細石刃 ２ Ｅ１５ ２６５６ ０．２ １

�‐２０２ １１７ ８２１ 接合資料 １・２ ２０．７ ３ １ １１６ ２８８ �‐４０ ５７ １２３ 細石刃 Ｅ１６ � １３ ０．１ １

�‐４６ ６０ ２８１ 削片 １ Ｄ１３ ２１５ ０．５ １ �‐４０ ５７ １２８ 細石刃 Ｄ１５ � ２ ０．２ １

�‐４６ ６０ ２７０ 削片 ２ Ｄ１４ ６１ ３．０ １ �‐４０ ５７ １６５ 細石刃 Ｅ１４ � ４ ０．１ １

�‐４１ ５７ １８０ 細石刃核 ２ Ｅ１５ ４０１ １７．２ １ �‐４０ ５７ １６８ 細石刃 ２ Ｅ１５ ２７９５ ０．１ １

同一母岩の石器 １ １１６ �‐４０ ５７ １６９ 細石刃 Ｅ１５ � ９ ０．１ １

�‐４３ ５９ ２１７ 削片 Ｄ１４ � １８６ １．０ １ �‐２０４ １１８ ８２８ 接合資料 ４・５・６・１２・
１３・イ

５２２．８ ２３ １ １３３ ３２０

�‐２０２ １１７ ８２２ 接合資料 ５ ２４．３ １３ １ １４６ ３４９ 剥片 ４ Ｃ１６ ３７ ８．１ １

�‐４８ ６１ ３２０ 削片 ５ Ｅ１７ １５ １．７ １ �‐５７ ６４ ３７９ 舟底形石器 ４ Ｃ１６ ４５ １１１．４ １

Ｅ１７ � ９９ ０．７ １ �‐４１ ５７ １８３ 細石刃核 ６ Ｃ１７ ８６ １７．５ １

�‐４３ ５８ ２０８ 細石刃核 ５ Ｅ１７ １４８ １３．３ １ 縦長剥片 Ｃ１７ � ３ ２．１ １

�‐４８ ６１ ３１９ 削片 ５ Ｅ１７ ６４８ １．６ １ 縦長剥片 ５ Ｄ１７ ６８ ６１．０ １

�‐４７ ６０ ２８４ 削片 ５ Ｅ１７ ９６２ １．２ １ ５ Ｄ１７ １６３ ８．１ １

�‐４８ ６１ ３２１ 削片 ５ Ｅ１７ １３７４ １．６ １ 縦長剥片 ５ Ｄ１７ ６４ １．１ １

Ｅ１７ � ９６ ０．３ １ 剥片 ５ Ｄ１７ １４５ ０．９ １

�‐４８ ６１ ３０８ 削片 Ｅ１７ � ７４ ０．８ １ 剥片 ５ Ｄ１７ １７１ １９．５ １

Ｅ１７ � ７６ ０．６ １ 剥片 ５ Ｄ１７ １７２ ４．０ １

�‐４８ ６１ ３１３ 削片 Ｅ１７ � ７９ ０．９ １ 縦長剥片 ５ Ｄ１７ ２１２ ２．９ １

Ｅ１７ � ２７１ ０．６ １ �‐４４ ５９ ２２３ 削片 ５ Ｄ１７ ２１８ ４．５ １

�‐４８ ６１ ３１４ 削片 Ｅ１７ � ２５５ ０．５ １ 剥片 ５ Ｄ１７ ２８９ ３．５ １

�‐４６ ６０ ２７８ 削片 Ｅ１７ � ２７２ ０．５ １ ５ Ｄ１７ ４８２ ０．７ １

�‐２０２ １１８ ８２３ 接合資料 ２・５ １２１．２ １３ ３ ９６ ２４８ 剥片 ５ Ｄ１７ ３６４ １．９ １

�‐４３ ５８ ２１３ 細石刃核 ２ Ｄ１５ ８６２ ５１．１ ３ 縦長剥片 ５ Ｄ１７ ４７３ １．８ １

剥片 ５ Ｄ１７ ５７２ １．３ ３ �‐４６ ６０ ２７６ 削片 ５ Ｄ１７ ４７８ ３０．１ １

旧白滝５遺跡
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挿図 図版 番号 器 種 等 Sb 発掘区 層位 遺物
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点数

石質 母岩
�

接合
�

剥片 Ｄ１７ � １４ ０．４ １ Ｄ１４ � １８４ ０．７ ３

剥片 Ｅ１８ � ５ １．８ １ Ｄ１４ � ５５ ０．７ ４

�‐７３ ７３ ５１４ 石刃 １３ Ｇ１９ ２７８ ２．４ １ 剥片 Ｄ１４ � １６ ７．２ ３

縦長剥片 １２ Ｈ２０ １３２４ ６．０ １ ２ Ｅ１５ ３７３ ２．６ ４

�‐３９９ ２００ ２０ 両面調整石器 イ Ｈ２３ � １ ２１８．１ １ ２ Ｅ１５ ４６８ ４８．２ ３

イ Ｈ２３ � ３ １５．０ １ 剥片 Ｄ１４ � １７ ６．９ ３

�‐２０６ １１９ ８３０ 接合資料 １・２・４・５・
６・１１

１８８９．９ １３７ １・３
・４

６６ １４３ ２ Ｅ１４ ３１２ ４５．５ ３

剥片 ４ Ｂ１６ １１２ ３９．１ ４ Ｂ調 � ６ ４５．１ ３

２ Ｅ１４ ４８５ ２２．２ ４ 剥片 Ｄ１４ � １８ ４．５ ３

�‐４５ ５９ ２５３ 削片 ４ Ｃ１６ ５１ ２．３ ４ 剥片 Ｄ１４ � １９ ２５．１ ３

�‐４４ ５９ ２３２ 削片 ６ Ｃ１７ ８５ １１．０ ４ 剥片 Ｄ１４ � ２０ ３．７ ３

剥片 １ Ｄ１３ １６５ ２．１ ４ ２ Ｅ１４ １５７ ３．７ ３

２ Ｄ１４ ７２２ １．７ ４ 剥片 Ｄ１４ � ２９ ７．８ ３

２ Ｅ１４ ６０８ ５．４ ３ Ｄ１４ � ３０ ２．８ ３

剥片 ２ Ｄ１４ ５４ ９．７ ４ Ｅ１４ � ７ ７７．４ ３

剥片 ２ Ｄ１４ ９４ １．５ １ Ｇ１５ � ３ ９．４ ３

２ Ｄ１４ ３３３ ２３．９ ４ 剥片 Ｄ１４ � ３４ ６．４ ３

２ Ｄ１４ ５０７ ３．４ ３ Ｄ１４ � ３５ ２．４ ３

２ Ｄ１４ ９０８ ２．０ ３ 剥片 Ｄ１４ � ３６ １５．６ ３

Ｄ１４ � ２８ ３５．３ ３ 剥片 Ｄ１４ � ３８ ２．８ ３

剥片 ２ Ｄ１４ １００ ５．６ ４ Ｄ１４ � ３９ ２．５ ３

剥片 ２ Ｄ１４ １３３ １７．５ ４ 剥片 Ｄ１４ � ４２ ０．８ ４

２ Ｄ１４ ６７８ １．０ ４ Ｄ１４ � ４３ １．７ ４

剥片 ２ Ｄ１４ １５０ ２．０ ４ 剥片 Ｄ１４ � ６２ １．０ ３

Ｄ１４ � ５１ １．８ ３ ２ Ｅ１５ ８６８ ７．５ ４

５ Ｄ１７ ２０８ １５．６ ３ 剥片 Ｄ１４ � ６９ ３７．３ ４

剥片 ２ Ｄ１４ ３８２ １１．８ ４ ５ Ｅ１７ ６９４ １．７ ４

２ Ｄ１４ ６７１ １．８ ４ ５ Ｅ１７ ２７３２ １６．９ ３

Ｄ１４ � ３２ ２５．６ ３ ５ Ｅ１７ ２７３３ ３．２ ４

Ｄ１４ � ７９ ２．７ ４ Ｅ１７ � ２１５ ０．４ ４

２ Ｅ１４ ４１２ １７．０ ４ 剥片 Ｄ１４ � ７０ ３５．１ ４

２ Ｅ１４ ４４３ １．１ ４ Ｄ１４ � ７１ １５．１ ４

Ｅ１４ � ４０ ０．４ ４ 剥片 Ｄ１４ � ７２ １．８ ４

Ｅ１４ � ５６ ０．８ ３ 剥片 Ｄ１４ � ７４ ０．５ ４

２ Ｅ１５ １８４８ ７．２ ４ 剥片 Ｄ１４ � ７７ ３．７ ３

剥片 ２ Ｄ１４ ４１４ ３０．３ ４ 剥片 Ｄ１４ � １７３ ３．９ ３

剥片 ２ Ｄ１４ ４１８ １．１ ４ 剥片 Ｄ１４ � １７４ ４．３ ３

剥片 ２ Ｄ１４ ４２０ ９．３ ４ Ｄ１４ � １７５ ４．７ ３

Ｄ１４ � ８２ ０．７ ４ 剥片 Ｄ１４ � １７８ ５．７ ３

Ｅ１４ � ５９ １．３ ３ 剥片 ２ Ｄ１５ １７２ ２．６ ３

剥片 ２ Ｄ１４ ４８２ １０．６ ４ 剥片 ５ Ｄ１７ ６５ ２．７ ３

剥片 ２ Ｄ１４ ５８１ ４．４ １ 剥片 ５ Ｄ１７ ３０１ ３．３ ３

Ｄ１４ � ９３ ７．５ １ 剥片 ５ Ｄ１７ ４３２ ２．２ ３

２ Ｅ１４ ５６０ ７．２ ３ �‐６５ ６８ ４５５ 削器 ５ Ｄ１７ ６８８ ４２．７ ３

剥片 ２ Ｄ１４ ６４２ １８．５ ４ 剥片 Ｄ１７ � １２ ６．８ ３

剥片 ２ Ｄ１４ ６４４ ０．７ ４ 剥片 ２ Ｅ１４ ８ ３３．２ ４

剥片 ２ Ｄ１４ ６９５ ６．１ ４ 剥片 ２ Ｅ１４ ９７ ０．９ ４

剥片 ２ Ｄ１４ ７６４ １．１ ４ Ｅ１４ � ４５ ０．４ ４

Ｄ１４ � ７３ ２．２ ４ 剥片 ２ Ｅ１４ １１１ ４２．１ ４

剥片 ２ Ｄ１４ １１６３ １．９ ４ 剥片 ２ Ｅ１４ ２０３ ２．１ ４

Ｄ１４ � ４４ １．５ ４ 縦長剥片 ２ Ｅ１４ ３７０ １３．６ ４

Ｄ１４ � ４８ １．６ ３ 剥片 ２ Ｅ１４ ３７８ ６６．３ ３

剥片 ２ Ｄ１４ １２３１ １．３ １ 剥片 ２ Ｅ１４ ４１０ １２．９ ３

Ｅ１５ � １９０ １６．２ １ Ｅ１４ � ５５ １．０ ４

剥片 Ｄ１４ � ９ ８．８ ３ 剥片 ２ Ｅ１４ ４４５ ２．２ ４

２ Ｅ１５ ２０５ ７５．９ ３ 剥片 ２ Ｅ１４ ５１６ ３．２ １

剥片 Ｄ１４ � １４ ７．７ ３ Ｅ１４ � １０２ １．７ １

２ Ｅ１５ １７３ １．７ ３ 剥片 Ｅ１４ � ３２ ４．２ ４

剥片 Ｄ１４ � １５ ３．７ ３ 剥片 Ｅ１４ � ５７ ５．４ ４

Ｄ１４ � ５９ ８．４ ３ 剥片 Ｅ１４ � ５８ ０．９ ４

掲載接合資料一覧
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剥片 ２ Ｅ１５ ２０４ ６６．２ ３ ５ Ｅ１６ １２２０ ３．６ １

剥片 ２ Ｅ１５ ８０２ ５．７ ３ 剥片 ２ Ｅ１５ ８４１ ２６．４ １

剥片 ２ Ｅ１５ ９５８ ７．０ ３ 剥片 ５ Ｅ１６ ２１２ ０．８ １

剥片 ２ Ｅ１５ １０６２ １５．９ ３ 剥片 ５ Ｅ１６ ２５２ ３．３ １

剥片 ２ Ｅ１５ １１９１ ２．５ ３ ５ Ｅ１７ １６０９ ２．４ １

剥片 ２ Ｅ１５ １８５２ ３．８ ３ 剥片 ５ Ｅ１６ ２５７ １．１ １

剥片 ２ Ｅ１５ ２０６２ ０．８ ４ ５ Ｅ１７ １７８８ １．３ １

剥片 ２ Ｅ１５ ２２１０ １７．２ ３ ５ Ｅ１７ ２０７３ ２．９ １

剥片 ２ Ｅ１５ ２６２６ ３．４ ３ Ｅ１７ � １８６ １．４ １

剥片 Ｅ１５ � ２９ ３．３ ３ 剥片 ５ Ｅ１６ ２５９ ２．０ １

剥片 Ｅ１５ � ４４ ６６．８ ３ ５ Ｅ１６ １１９１ ０．２ １

Ｅ１５ � ４６ ５．１ ３ ５ Ｅ１６ １２０８ ０．８ １

剥片 Ｅ１５ � ８７ １１．６ ３ ５ Ｅ１６ １４６２ ７．４ １

剥片 ５ Ｅ１７ ５５２ １６．３ ４ 剥片 ５ Ｅ１６ ２６０ １７．５ １

５ Ｅ１７ ２３４６ ５．３ ４ ５ Ｅ１６ ５８２ １．３ １

５ Ｅ１７ ２４９７ ４．７ ４ ５ Ｅ１６ １４９７ ２．２ １

Ｅ１７ � ２０５ ２．４ ３ ５ Ｅ１６ ２９５７ ２．５ １

�‐４３ ５８ ２１０ 細石刃核 ５ Ｅ１７ ２５０５ ３４．２ ４ ５ Ｅ１６ ３２１３ ３．２ １

剥片 Ｆ１５ � ４４ ０．３ ４ ５ Ｅ１７ ２５９３ ２．０ １

剥片 ５ Ｆ１７ ２９ ９８．７ ３ 剥片 ５ Ｅ１６ ２６３ １．１ １

５ Ｆ１７ ３７ １３６．７ ３ ５ Ｅ１６ ８８７ １．０ １

�‐７１ ７３ ５０４ 二次加工ある剥片 １１ Ｇ１８ ６８ １２９．３ ３ 剥片 ５ Ｅ１６ ４２２ ２．６ １

剥片 斜面部 ３３ ２４．６ ４ 剥片 ５ Ｅ１６ ４４１ １７．２ １

剥片 Ｂ調 � ７ １０．２ ３ Ｅ１６ � ５７ ２．４ １

�‐２１１ １２０ ８３５ 接合資料 ２・５ １４５５．８ １７０ １ １２８ ３０２ Ｅ１７ � １４７ ２３．４ １

剥片 ２ Ｃ１５ ２０ ０．８ １ Ｅ１７ � １６７ ４９．８ １

Ｈ２１ � １ ３．６ １ Ｅ１７ � １６８ ２０．９ １

剥片 ２ Ｄ１５ ２９ １．７ １ Ｅ１７ � １７０ １０．７ １

２ Ｄ１５ ５３３ １．３ １ 剥片 ５ Ｅ１６ ４４２ １４．０ １

剥片 ２ Ｄ１５ ３８ １．７ １ Ｅ１６ � ６２ ０．９ １

剥片 ２ Ｄ１５ ４１ ２．８ １ ５ Ｅ１７ ２１６ １１．５ １

２ Ｄ１５ ７０７ ７．６ １ Ｅ１７ � １５１ ７．６ １

Ｄ１５ � ７７ １．９ １ 縦長剥片 ５ Ｅ１６ ６１０ ２．６ １

剥片 ２ Ｄ１５ ４９ ０．７ １ ５ Ｅ１６ ３２１７ ４．１ １

Ｄ１５ � １０２ １．４ １ 剥片 ５ Ｅ１６ ６４７ ３．０ １

Ｄ１５ � １０３ １．２ １ 剥片 ５ Ｅ１６ ８７３ １．１ １

剥片 ２ Ｄ１５ ２１５ ０．８ １ ５ Ｅ１６ １２０６ ３．８ １

Ｄ１５ � ８６ ４．５ １ ５ Ｅ１６ ２０３４ ０．８ １

剥片 ２ Ｄ１５ ２４９ ７．５ １ ５ Ｅ１６ ３１５９ ０．６ １

剥片 ２ Ｄ１５ ３９６ ０．８ １ Ｅ１７ � ２０７ ０．６ １

２ Ｄ１５ ６８８ ０．８ １ 剥片 ５ Ｅ１６ ８９８ １．２ １

Ｄ１５ � ９７ ０．５ １ 剥片 ５ Ｅ１６ ９２１ ６２．７ １

Ｄ１５ � ９９ ０．８ １ ５ Ｅ１６ １２１６ ８．６ １

剥片 ２ Ｄ１５ ５４７ １．７ １ Ｅ１６ � ６８ １．５ １

２ Ｄ１５ ５４８ ０．６ １ 剥片 ５ Ｅ１６ ９３３ ８．１ １

剥片 Ｄ１５ � ８１ ０．８ １ ５ Ｅ１６ １６７１ ６．７ １

２ Ｅ１５ １３２５ ２．４ １ Ｅ１７ � ２００ ３．８ １

剥片 Ｄ１５ � ８４ ２２．８ １ 剥片 ５ Ｅ１６ １１７４ ２．８ １

斜面部 ３２ ４．９ １ ５ Ｅ１６ ３１１４ １．０ １

剥片 Ｄ１５ � ８５ ３．４ １ 剥片 ５ Ｅ１６ １１９３ ８．６ １

剥片 Ｄ１５ � ９８ ２．３ １ 剥片 ５ Ｅ１６ １５００ １．２ １

剥片 Ｄ１５ � １００ ０．８ １ 剥片 ５ Ｅ１６ １７０４ １８．４ １

剥片 Ｄ１５ � １０１ ０．７ １ 剥片 ５ Ｅ１６ １７０６ ２．５ １

剥片 ５ Ｄ１６ １０４ １．３ １ Ｅ１６ � ６４ ４．４ １

剥片 ５ Ｄ１７ ５５９ １８．０ １ Ｅ１７ � ２０８ ０．４ １

５ Ｅ１６ １４４８ ２０．７ １ 剥片 ５ Ｅ１６ １７０８ ４．０ １

剥片 ２ Ｅ１５ ３３ １．３ １ Ｅ１６ � ６７ １６．２ １

２ Ｅ１５ １９８４ ２．１ １ Ｅ１６ � ９０ ４．２ １

剥片 ２ Ｅ１５ ６５１ １４２．２ １ 剥片 ５ Ｅ１６ １８５３ ４．２ １

５ Ｅ１６ ９７８ ３．５ １ 剥片 ５ Ｅ１６ １９０９ ２３．１ １

旧白滝５遺跡
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５ Ｅ１６ ２０４１ ３６．３ １ 剥片 ５ Ｅ１７ １７９７ ６．１ １

剥片 ５ Ｅ１６ ２０３９ ２．４ １ �‐６９ ７１ ４８６ 二次加工ある剥片 ５ Ｅ１７ １９２３ ２９．４ １

剥片 ５ Ｅ１６ ２０４０ １．３ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ２４１４ ９．３ １

剥片 ５ Ｅ１６ ２０５８ １．６ １ Ｅ１７ � ２０４ １．４ １

剥片 ５ Ｅ１６ ２０６６ ２．６ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ２６８０ ２．０ １

剥片 ５ Ｅ１６ ２０７１ ２．１ １ Ｅ１７ � １８５ １．２ １

Ｅ１７ � １６９ ８．３ １ 剥片 Ｅ１７ � １４０ ３２．４ １

剥片 ５ Ｅ１６ ２３６８ １０．３ １ 剥片 Ｅ１７ � １４３ ２．５ １

剥片 ５ Ｅ１６ ２４１０ ０．８ １ 剥片 Ｅ１７ � １４８ １３．１ １

剥片 ５ Ｅ１６ ３０９９ ０．８ １ Ｅ１７ � １９５ １．１ １

５ Ｅ１７ １０５ ３．８ １ 剥片 Ｅ１７ � １７２ ４．０ １

剥片 ５ Ｅ１６ ３１６４ ７．０ １ 剥片 Ｅ１７ � １９６ ３．５ １

５ Ｅ１７ １７４ ２．１ １ 剥片 Ｅ１７ � ４２８ ２．１ １

５ Ｅ１７ ５９１ １．４ １ 剥片 Ｅ１７ � ４２９ ０．８ １

Ｅ１７ � １４１ ２９．８ １ 剥片 Ｅ１７ � １８８ ０．４ １

Ｅ１７ � １４２ ９８．１ １ �‐２１３ １２１ ８３６ 接合資料 ５ １８．４ ７ １ １２８ ３０３

剥片 ５ Ｅ１６ ３１８４ ０．８ １ 剥片 Ｄ１５ � ８２ ０．７ １

剥片 ５ Ｅ１６ ３１８８ ２７．０ １ 剥片 Ｄ１５ � ９０ ０．１ １

剥片 ５ Ｅ１６ ３２１２ ２．９ １ 剥片 Ｄ１６ � １１ ０．３ １

剥片 Ｅ１６ � ５８ １７．３ １ 剥片 Ｄ１６ � １３ １．２ １

５ Ｅ１７ １９０ ９．９ １ 剥片 Ｅ１５ � ９３ ０．１ １

５ Ｅ１７ １１２４ ４．６ １ �‐４８ ６１ ３２３ 削片 Ｅ１６ � ９ ４．０ １

Ｅ１７ � １６６ ５．５ １ �‐４３ ５８ ２０７ 細石刃核 ５ Ｅ１７ ２２１０ １２．０ １

剥片 Ｅ１６ � ６３ ６．２ １ �‐２１４ １２１ ８３７ 接合資料 ２・５・１２ １８５３．１ ６０ ５ ９９ ２５２

剥片 Ｅ１６ � ７２ ０．６ １ 剥片 ２ Ｃ１５ ９５ ３９．８ ５

剥片 Ｅ１６ � ７４ ０．９ １ ２ Ｄ１５ ６７９ ２２．６ ５

５ Ｅ１７ ８５７ ０．６ １ Ｄ１５ � １６７ ２０．６ ５

剥片 Ｅ１６ � ７０ ０．３ １ 剥片 ２ Ｄ１５ ２８ ４２．０ ５

剥片 Ｅ１６ � ７５ ０．３ １ 剥片 ２ Ｄ１５ ３０ ２．５ ５

剥片 ５ Ｅ１７ ２１３ ３．６ １ Ｄ１５ � １６０ １１．２ ５

剥片 ５ Ｅ１７ ２６７ １５．１ １ 剥片 ２ Ｄ１５ ３３ ６．２ ５

５ Ｅ１７ ７８６ ４．２ １ ２ Ｄ１５ ３７ １４．８ ５

縦長剥片 ５ Ｅ１７ ３２８ ３．４ １ 剥片 ２ Ｄ１５ ４７ ８．４ ５

５ Ｅ１７ ４９０ １．４ １ Ｄ１５ � １６２ １５．６ ５

Ｅ１７ � ４２７ ３．９ １ 剥片 ２ Ｄ１５ ２２３ ２０．９ ５

剥片 ５ Ｅ１７ ４０８ ４．３ １ 剥片 ２ Ｄ１５ ２５６ ４．９ ５

５ Ｅ１７ １８０２ ４．０ １ 剥片 ２ Ｄ１５ ２７０ ８．９ ５

Ｅ１７ � １４９ １０６．３ １ 剥片 ２ Ｄ１５ ４０２ ４．９ ５

剥片 ５ Ｅ１７ ４０９ １．１ １ ５ Ｄ１７ ５４５ ３３．８ ５

５ Ｅ１７ １０３０ ５．１ １ �‐４４ ５９ ２３０ 削片 ２ Ｄ１５ ４５２ ３．０ ５

Ｅ１７ � １５０ ２．５ １ 剥片 ２ Ｄ１５ ５９１ １１．６ ５

剥片 ５ Ｅ１７ ４２１ ２２．３ １ Ｄ１５ � １８８ ８１．０ ５

剥片 ５ Ｅ１７ ４６３ １７．６ １ 剥片 ２ Ｄ１５ ６９１ １５．８ ５

Ｅ１７ � １７１ ５．１ １ ２ Ｄ１５ ７９８ ２．８ ５

剥片 ５ Ｅ１７ ５３０ ０．５ １ ２ Ｄ１５ ８７２ ４．１ ５

剥片 ５ Ｅ１７ ６０１ １０３．２ １ 剥片 ２ Ｄ１５ ８６６ ２．４ ５

剥片 ５ Ｅ１７ ７９８ ０．８ １ �‐４２ ５８ １９７ 細石刃核 Ｄ１５ � １４ ２１．３ ５

剥片 ５ Ｅ１７ ８４３ ０．３ １ 剥片 Ｄ１５ � ３１ １２８．５ ５

Ｅ１７ � １４６ １４．２ １ Ｄ１５ � ３２ ２７．８ ５

剥片 ５ Ｅ１７ ８９３ １１．８ １ 剥片 Ｄ１５ � ３３ ２９．４ ５

剥片 ５ Ｅ１７ ９４３ １．７ １ Ｄ１５ � ３８ ６．３ ５

剥片 ５ Ｅ１７ １００９ １．７ １ 剥片 Ｄ１５ � ３４ １００．７ ５

剥片 ５ Ｅ１７ １２４０ ４．６ １ 剥片 Ｄ１５ � ３５ １９６．９ ５

剥片 ５ Ｅ１７ １２４３ ０．８ １ 剥片 Ｄ１５ � ３６ ５１．２ ５

剥片 ５ Ｅ１７ １２５０ １．１ １ 剥片 Ｄ１５ � ３７ ３８．６ ５

剥片 ５ Ｅ１７ １４０４ １．７ １ 剥片 Ｄ１５ � ３９ ９．８ ５

剥片 ５ Ｅ１７ １５６８ ０．６ １ 剥片 Ｄ１５ � ４０ ４８．３ ５

剥片 ５ Ｅ１７ １６０２ ０．７ １ Ｄ１５ � ４１ ３８．１ ５

剥片 ５ Ｅ１７ １７５３ ０．６ １ Ｄ１５ � ２３３ ３．１ ５

剥片 ５ Ｅ１７ １７６７ １．２ １ 剥片 Ｄ１５ � ４２ ８５．８ ５

掲載接合資料一覧
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Ｄ１５ � ４３ ８．８ ５ ２ Ｅ１５ １８７９ ６．５ １

剥片 Ｄ１５ � １６１ ９．１ ５ ２ Ｅ１５ ３１１６ ３．４ １

５ Ｅ１７ １９０２ ６．０ ５ 剥片 Ｄ１５ � ４ ７９．２ １

Ｅ１７ � ３５４ １９．４ ５ 剥片 Ｄ１５ � ４８ ８．０ １

剥片 Ｄ１５ � １６３ １１．０ ５ Ｄ１５ � ６１ ５．０ １

剥片 Ｄ１５ � ２３１ ４．１ ５ 剥片 Ｄ１５ � ６０ １０．３ １

Ｆ１７ � ３４ ２４．４ ５ 剥片 Ｄ１５ � ６３ ３．２ １

剥片 Ｄ１５ � ２３２ ９．２ ５ 剥片 Ｄ１５ � ８９ １．１ １

Ｆ１７ � ３０ １８．４ ５ 剥片 Ｄ１５ � ９６ ０．８ １

剥片 Ｄ１６ � ２１ １．１ ５ 剥片 Ｅ１４ � ４３ ２４．８ １

剥片 Ｄ１６ � ２０ ６．２ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ９７ ７．７ １

Ｅ１４ � ８ ３２．５ ５ 縦長剥片 ２ Ｅ１５ １１０ ２．８ １

�‐４６ ６０ ２７４ 削片 ５ Ｄ１７ １４４ １１．１ ５ Ｅ１５ � １１０ １．３ １

�‐４５ ５９ ２４４ 削片 ２ Ｅ１５ ３１５ １．４ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ １９８ ８．７ １

剥片 ５ Ｅ１６ ２３０ １７．３ ５ ２ Ｅ１５ １５０５ １．５ １

５ Ｅ１６ ２３１ ３．３ ５ Ｅ１５ � １１４ ２．０ １

５ Ｅ１６ ２０２７ ８３．２ ５ Ｆ１５ � １０ １０４．４ １

剥片 ５ Ｅ１６ ６９１ ７４．３ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ２１１ ２．２ １

�‐４３ ５８ ２０５ 細石刃核 ５ Ｅ１７ １４９１ ５．５ ５ ２ Ｅ１５ ９２４ ３７．７ １

�‐６５ ６８ ４５８ 削器 Ｅ１７ � ５ １１９．５ ５ Ｅ１５ � ３２ ４．４ １

�‐４９ ６１ ３３９ 削片 Ｅ１７ � １９ ２０．４ ５ Ｆ１５ � ４７ ０．７ １

剥片 Ｆ１５ � １０３ １１５．５ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ４１３ ３．５ １

剥片 １２ Ｈ１９ ５７ ６６．１ ５ �‐６７ ７０ ４７６ 二次加工ある剥片 ２ Ｅ１５ ４５８ ２４．２ １

剥片 Ｈ１９ � ２８ ２１．７ ５ １ Ｆ１４ ８ ２３．０ １

�‐２１７ １２２ ８４０ 接合資料 １・２・５ ２０４４．０ １６３ １ ５０ １１６ Ｆ１４ � １ ９．１ １

�‐６９ ７１ ４８９ 二次加工ある剥片 ２ Ｄ１５ ２１ ２．３ １ 剥片 ２ Ｅ１５ ５３７ １．６ １

２ Ｄ１５ ２２９ ３．３ １ 剥片 ２ Ｅ１５ ５５５ ２．８ １

Ｄ１５ � ５７ ９．８ １ �‐７１ ７２ ５０１ 二次加工ある剥片 ２ Ｅ１５ ７４９ １４８．２ １

Ｄ１５ � ９３ ０．３ １ ２ Ｅ１５ １３０８ ２．６ １

剥片 ２ Ｄ１５ ３５ ４．５ １ 剥片 ２ Ｅ１５ ７５１ １．７ １

Ｄ１５ � ８７ １．１ １ ２ Ｅ１５ １９３０ １６．０ １

Ｄ１５ � ９１ ０．８ １ 剥片 ２ Ｅ１５ ８１４ ３．２ １

剥片 ２ Ｄ１５ ５７ １．５ １ 剥片 ２ Ｅ１５ ８２２ ２．３ １

剥片 ２ Ｄ１５ ２３１ ４．３ １ 剥片 ２ Ｅ１５ ８２８ ０．５ １

２ Ｄ１５ ７９５ １．５ １ 剥片 ２ Ｅ１５ ８４３ ４１．０ １

剥片 ２ Ｄ１５ ２４１ ４．４ １ ２ Ｅ１５ ８９７ １１．３ １

Ｄ１５ � ８８ １．１ １ ２ Ｅ１５ ９２８ ２３．１ １

Ｄ１５ � ９４ １．３ １ 剥片 ２ Ｅ１５ ８５７ ４．０ １

Ｄ１５ � ９５ ０．６ １ 剥片 ２ Ｅ１５ ８５９ ２．１ １

剥片 ２ Ｄ１５ ３７８ ４．１ １ 剥片 ２ Ｅ１５ ８６４ ３７．０ １

剥片 ２ Ｄ１５ ３９１ ０．７ １ ２ Ｅ１５ ８７９ １７．２ １

Ｄ１５ � ５８ ３．７ １ 剥片 ２ Ｅ１５ ８７４ ４３．５ １

剥片 ２ Ｄ１５ ４００ ４．４ １ 縦長剥片 ２ Ｅ１５ ８７６ ２．３ １

Ｄ１５ � ５０ １．１ １ 剥片 ２ Ｅ１５ ８９５ ３．６ １

剥片 ２ Ｄ１５ ４３０ １．２ １ 剥片 ２ Ｅ１５ ９１６ ２．２ １

２ Ｄ１５ ６６８ １．３ １ 剥片 ２ Ｅ１５ ９８８ ０．９ １

２ Ｄ１５ ６６９ １．８ １ ２ Ｅ１５ １３６６ ６．５ １

�‐４１ ５７ １８７ 細石刃核 ２ Ｄ１５ ５３１ ８．８ １ ２ Ｅ１５ ２４３２ １．３ １

剥片 ２ Ｄ１５ ５３２ ４．８ １ ２ Ｅ１５ ２６２０ ０．９ １

Ｄ１５ � １０４ ０．６ １ Ｅ１５ � １０６ ０．６ １

剥片 ２ Ｄ１５ ５３９ ４１．２ １ 剥片 ２ Ｅ１５ １１０２ ４．６ １

Ｄ１５ � ４４ １１．４ １ 剥片 ２ Ｅ１５ １１５５ ３．９ １

Ｄ１５ � ９２ １．０ １ 剥片 ２ Ｅ１５ １１９９ ６３．１ １

剥片 ２ Ｄ１５ ５４３ ８．６ １ 剥片 ２ Ｅ１５ １２２４ ３．２ １

Ｄ１５ � ４７ ３．０ １ 剥片 ２ Ｅ１５ １２２７ ４．７ １

剥片 ２ Ｄ１５ ８３９ ９０．６ １ 剥片 ２ Ｅ１５ １２４５ ２６．７ １

２ Ｄ１５ ８８７ ８３．３ １ ２ Ｅ１５ １６９８ ０．８ １

２ Ｅ１５ ７６９ １０．１ １ Ｅ１５ � １２７ ０．４ １

２ Ｅ１５ ８５０ ４．９ １ 剥片 ２ Ｅ１５ １２５７ ３．９ １

２ Ｅ１５ １３０９ １．４ １ 剥片 ２ Ｅ１５ １２７０ １．０ １

旧白滝５遺跡
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縦長剥片 ２ Ｅ１５ １２９６ １．２ １ 剥片 Ｆ１５ � １８ ２７．０ １

Ｅ１５ � １１３ ０．７ １ 剥片 Ｆ１５ � ３５ ９．６ １

剥片 ２ Ｅ１５ １５２０ ４．０ １ Ｆ１５ � ３６ ８．４ １

Ｅ１５ � １１８ １．１ １ 剥片 Ｆ１５ � ５５ ７．３ １

２ Ｆ１５ １６１ １．９ １ Ｆ１５ � ５６ ０．５ １

縦長剥片 ２ Ｅ１５ １５３６ ０．５ １ 剥片 Ｆ１５ � ５７ ０．６ １

剥片 ２ Ｅ１５ １５５６ ３．６ １ 剥片 Ｇ１５ � ２ ８０．１ １

剥片 ２ Ｅ１５ １５５７ ０．９ １ 剥片 斜面部 ２３ ２．０ １

２ Ｅ１５ １５５９ ３．６ １ �‐２２３ １２４ ８４５ 接合資料 ５・１０ １１．９ ３ １ ５０ １１８

剥片 ２ Ｅ１５ １５７８ ５．７ １ �‐４９ ６１ ３３６ 削片 １０ Ｄ２２ ６６２ １．３ １

縦長剥片 ２ Ｅ１５ １５９１ ４．７ １ �‐４１ ５７ １８１ 細石刃核 ５ Ｅ１７ １２８ １０．４ １

剥片 ２ Ｅ１５ １５９６ １．０ １ �‐４０ ５７ １５８ 細石刃 Ｅ１７ � １４ ０．２ １

剥片 ２ Ｅ１５ １６１１ ５．３ １ �‐２２３ １２４ ８４６ 接合資料 ５ ０．４ ４ １ ５０ １１７

２ Ｅ１５ ２１８２ ２．４ １ �‐４０ ５６ ５６ 細石刃 ５ Ｅ１７ １３２１ ０．１ １

剥片 ２ Ｅ１５ １６９０ １．０ １ �‐４０ ５７ １７０ 細石刃 ５ Ｅ１７ １６９７ ０．１ １

剥片 ２ Ｅ１５ １６９９ ２２．５ １ �‐４０ ５７ １５５ 細石刃 ５ Ｅ１７ ２６４０ ０．１ １

Ｅ１５ � １２１ １．６ １ �‐４０ ５７ １７１ 細石刃 Ｅ１７ � ４０ ０．１ １

剥片 ２ Ｅ１５ １８８２ ２．０ １ �‐２２４ １２４ ８４７ 接合資料 ４・５・１１・１２・
１３・ア

１３４２．６ １１０ １ １２７ ２９９

剥片 ２ Ｅ１５ １９１５ １．１ １ �‐４１ ５７ １８２ 細石刃核 ４ Ｃ１６ ４６ ７．７ １

２ Ｆ１５ １２４ ７．０ １ 剥片 ５ Ｄ１７ １０９ １１．０ １

Ｆ１５ � ４６ １１．６ １ ５ Ｄ１７ ２１９ ２８．６ １

剥片 ２ Ｅ１５ １９５４ ３．１ １ Ｅ１７ � ２８１ ２０４．４ １

剥片 ２ Ｅ１５ ２１１６ １．９ １ �‐６７ ６９ ４７１ 二次加工ある剥片 ５ Ｄ１７ １８２ ３０．２ １

剥片 ２ Ｅ１５ ２１６３ ０．５ １ ５ Ｄ１７ ２７６ ７．５ １

剥片 ２ Ｅ１５ ２８２５ １１．７ １ ５ Ｅ１７ ８６５ １．５ １

２ Ｅ１５ ３００７ ２０．９ １ 剥片 ５ Ｄ１７ ４６７ ７．０ １

剥片 ２ Ｅ１５ ３００６ ５６．４ １ 剥片 ５ Ｅ１６ ２１６ ４．３ １

剥片 ２ Ｅ１５ ３０３７ ２．０ １ 剥片 ５ Ｅ１６ ３１８ １４．４ １

剥片 Ｅ１５ � ３１ ２５．８ １ 剥片 ５ Ｅ１６ ３１９ １３．１ １

剥片 Ｅ１５ � ４１ １．６ １ ５ Ｅ１６ １８６２ ２２．６ １

剥片 Ｅ１５ � １１６ ９．１ １ ５ Ｅ１７ １０２４ ２．２ １

Ｅ１５ � １１７ ０．７ １ 斜面部 ５３ ６．０ １

剥片 Ｅ１５ � １２２ ２．８ １ 剥片 ５ Ｅ１６ １２４６ ２．３ １

剥片 Ｅ１５ � １２８ １．６ １ ５ Ｅ１６ ２４６４ ２．２ １

剥片 Ｅ１５ � １１１ ０．８ １ Ｅ１７ � ３２７ ２．２ １

Ｅ１５ � １１２ ０．４ １ 剥片 ５ Ｅ１６ １６９１ ２６．４ １

剥片 Ｅ１５ � １２３ ２．８ １ １３ Ｇ１９ ５６２ ４８．４ １

剥片 Ｅ１５ � １２４ ０．８ １ 剥片 ５ Ｅ１６ １８０７ １．８ １

剥片 Ｅ１５ � １２５ ０．７ １ 剥片 Ｅ１６ � ８６ ７．１ １

剥片 ２ Ｅ１６ １４０７ ０．６ １ ５ Ｅ１７ ３９１ ５５．２ １

剥片 ５ Ｅ１６ ２０９５ ２６．２ １ ５ Ｅ１７ ５０４ ４．５ １

剥片 Ｅ１６ � ２７ ５２．７ １ ５ Ｅ１７ ２８８３ ３．１ １

剥片 Ｅ１６ � ８０ ０．５ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ７５ ６．１ １

剥片 ２ Ｆ１５ ３ ２．６ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ２７２ １．４ １

剥片 ２ Ｆ１５ ９２ ３．０ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ３８４ ６３．１ １

縦長剥片 ２ Ｆ１５ １２０ １．２ １ Ｅ１７ � ３３０ １１．５ １

剥片 ２ Ｆ１５ １３１ ５５．７ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ３８９ ７．４ １

Ｆ１５ � １３ ４２．９ １ 縦長剥片 ５ Ｅ１７ ４０１ ３．７ １

Ｆ１５ � ５３ １．０ １ ５ Ｅ１７ １２８９ ２．４ １

剥片 ２ Ｆ１５ １５０ ２．３ １ Ｅ１７ � ２７６ ８．５ １

Ｆ１５ � ４９ ０．９ １ Ｅ１７ � ２７８ ４．０ １

Ｆ１５ � ５１ ０．２ １ Ｅ１７ � ２８２ ２．５ １

剥片 ２ Ｆ１５ ３２０ ９２．４ １ ５ Ｆ１７ ８８ ８．２ １

�‐９３ ８７ ６９２ 石核 ２ Ｆ１５ ４７５ ６２．０ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ４０５ １１．４ １

剥片 Ｆ１５ � １１ ８１．０ １ Ｅ１７ � ３２８ ０．５ １

剥片 Ｆ１５ � １２ ３８．５ １ Ｅ１７ � ３３８ ０．８ １

剥片 Ｆ１５ � １４ ３．５ １ 縦長剥片 ５ Ｅ１７ ４３６ ３２．８ １

縦長剥片 Ｆ１５ � １５ １２．６ １ ５ Ｅ１７ ８８９ １．４ １

剥片 Ｆ１５ � １６ １１．３ １ Ｅ１７ � １４４ ５２．４ １

Ｆ１６ � ５ １．４ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ４３９ １５．７ １

掲載接合資料一覧
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剥片 ５ Ｅ１７ ４５９ ２．４ １ 剥片 Ｆ１７ � ２５ ２．４ １

剥片 ５ Ｅ１７ ５２３ ０．４ １ �‐６７ ７０ ４７５ 二次加工ある剥片 １１ Ｈ１８ ４１ ５．３ １

５ Ｅ１７ １４１５ ０．８ １ １１ Ｈ１８ １７６ １３．４ １

Ｅ１７ � ２７４ １２．７ １ １１ Ｈ１８ １７７ １２．１ １

Ｅ１７ � ３３３ １．０ １ �‐４６ ６０ ２８０ 削片 １２ Ｈ２０ ７３３ ０．９ １

縦長剥片 ５ Ｅ１７ ８３１ １．８ １ �‐４７ ６０ ３０１ 削片 Ｈ２０ � ３ ８．６ １

５ Ｅ１７ １２１１ ２．０ １ �‐４２ ５８ １９８ 細石刃核 １１ Ｉ１９ １２１ １７．６ １

５ Ｅ１７ １４００ ６．９ １ 剥片 斜面部 ５１ ８．４ １

５ Ｆ１７ ５４ ７．４ １ �‐２２８ １２５ ８５０ 接合資料 ２・５ １４１９．６ ９９ ３・４ ７２ １７２

５ Ｆ１７ ６０ １４．３ １ 剥片 ２ Ｄ１４ ６６ １．５ ３

縦長剥片 ５ Ｅ１７ １０２３ ３．６ １ 剥片 ２ Ｄ１４ ８８ ８．６ ３

５ Ｅ１７ ２４０９ ２５．９ １ Ｄ１４ � １４５ ６．１ ３

１３ Ｈ２０ ８４ ４０．６ １ Ｄ１５ � ２０７ ０．５ ３

１３ Ｈ２０ １３１９ ４．１ １ Ｅ１４ � ８０ ６．７ ３

剥片 ５ Ｅ１７ １１８４ ９．８ １ Ｅ１４ � ８９ ０．２ ３

剥片 ５ Ｅ１７ １２７１ ８．４ １ 剥片 ２ Ｄ１４ ９０ ４８．６ ３

５ Ｅ１７ １７６８ ３９．８ １ ２ Ｄ１４ ３５４ １．９ ４

５ Ｅ１７ １９９８ ０．８ １ 剥片 ２ Ｄ１４ １４０ ９．２ ４

�‐４４ ５９ ２４０ 削片 ５ Ｅ１７ １２７２ ２．１ １ ２ Ｄ１４ ７０９ ４．１ ４

５ Ｅ１７ ２１５２ ４．１ １ ２ Ｅ１５ ５７４ ９．３ ３

剥片 ５ Ｅ１７ １３９６ ２．１ １ 剥片 ２ Ｄ１４ ３１１ ５．０ ４

剥片 ５ Ｅ１７ １５６９ ５．２ １ 剥片 ２ Ｄ１４ ４５１ １．９ ４

５ Ｅ１７ １７８２ １１．５ １ 剥片 ２ Ｄ１４ ７２１ １３．０ ３

５ Ｅ１７ ２１６７ ４．５ １ ２ Ｄ１４ ８１８ １．５ ３

５ Ｅ１７ ２４４８ １０．２ １ ２ Ｄ１４ １１８７ ０．８ ４

Ｆ１７ � ２１ ５．６ １ Ｅ１４ � ９７ １．４ ３

剥片 ５ Ｅ１７ １５７５ １．３ １ 剥片 ２ Ｄ１４ ７７５ ５．０ ３

Ｅ１７ � ２８４ ９．４ １ 剥片 ２ Ｄ１４ ８０３ １．３ ３

剥片 ５ Ｅ１７ １７６０ ２．４ １ ２ Ｄ１４ １３５２ １．４ ３

剥片 ５ Ｅ１７ １７６４ １．１ １ Ｄ１４ � １４９ １．３ ３

５ Ｅ１７ １７６５ １．１ １ 剥片 ２ Ｄ１４ ８２３ ６．１ ４

５ Ｅ１７ １９５０ ３．１ １ Ｄ１４ � １４４ １．７ ３

５ Ｅ１７ １９５３ ２．９ １ 剥片 ２ Ｄ１４ ９０２ ２．５ ３

剥片 ５ Ｅ１７ １７７３ ２．０ １ Ｅ１５ � １８３ ６．７ ３

剥片 ５ Ｅ１７ １７８７ １．４ １ 縦長剥片 ２ Ｄ１４ ９５７ １．２ ３

剥片 ５ Ｅ１７ １８０８ １．５ １ ２ Ｄ１４ １０７６ １．２ ３

５ Ｅ１７ １９５９ ２．７ １ 剥片 ２ Ｄ１４ ９５９ ８．１ ３

５ Ｅ１７ ２４２１ ０．５ １ Ｄ１４ � １１５ １２．６ ３

剥片 ５ Ｅ１７ ２０１６ １．６ １ 剥片 ２ Ｄ１４ ９７０ ７．８ ３

Ｅ１７ � ２７５ ７５．８ １ Ｄ１４ � １４６ ２．６ ３

剥片 ５ Ｅ１７ ２１３０ １１．６ １ Ｄ１４ � １６５ ４．１ ３

Ｅ１７ � ２８８ ２０．３ １ ２ Ｅ１４ ４２９ １．９ ３

５ Ｆ１７ ２１ ２．４ １ 剥片 ２ Ｄ１４ ９７９ １．１ ３

５ Ｆ１８ １６６ ３．０ １ Ｄ１４ � １２８ ２２．９ ３

Ｆ１８ � １５ １８．４ １ Ｄ１４ � １５６ ０．６ ３

ア Ｋ２０ � １ ６１．３ １ ５ Ｄ１７ ５８７ ４３．４ ３

剥片 ５ Ｅ１７ ２１７３ ２．８ １ 剥片 ２ Ｄ１４ １０８７ １．３ ３

剥片 ５ Ｅ１７ ２１８２ ２．７ １ 剥片 ２ Ｄ１４ １１１７ ０．８ ３

剥片 ５ Ｅ１７ ２２８１ １．８ １ 剥片 ２ Ｄ１４ １１６９ ８．２ ３

剥片 ５ Ｅ１７ ２４１１ １．１ １ 剥片 ２ Ｄ１４ １２６６ １０．２ ３

剥片 Ｅ１７ � ２８３ １５．７ １ 剥片 ２ Ｄ１４ １３２０ ２９．５ ３

剥片 Ｅ１７ � ２９０ １３．２ １ 剥片 ２ Ｄ１４ １３４０ ３０．２ ３

Ｅ１７ � ２９１ ２．３ １ 剥片 Ｄ１４ � １１２ ９２．０ ３

剥片 Ｅ１７ � ２９２ ３．０ １ ２ Ｅ１４ ５５０ ３．２ ３

剥片 Ｅ１７ � ３２９ ８．８ １ 剥片 Ｄ１４ � １１３ ４０．２ ３

剥片 Ｅ１７ � ３４１ １．０ １ 剥片 Ｄ１４ � １１４ ６２．０ ３

Ｆ１７ � ２６ １．１ １ 剥片 Ｄ１４ � １２９ ６２．１ ３

剥片 ５ Ｆ１７ ４ １０．３ １ 剥片 Ｄ１４ � １４１ ２．０ ３

�‐４６ ６０ ２７１ 削片 ５ Ｆ１７ ６７ ７．９ １ Ｅ１４ � ８６ ４．０ ３

剥片 Ｆ１７ � ２４ ２．９ １ 剥片 Ｄ１４ � １４７ １．７ ３

旧白滝５遺跡
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剥片 Ｄ１４ � １５２ １７．２ ３ 剥片 Ｅ１４ � １０８ ３．９ ３

Ｄ１４ � １５３ ４０．２ ３ 縦長剥片 ２ Ｅ１５ ２９７６ １９．８ ３

Ｄ１４ � １５４ １．５ ３ 剥片 Ｅ１５ � ９４ ４５．１ ３

剥片 Ｄ１４ � ９７ ０．２ ３ �‐４５ ６０ ２６５ 削片 ５ Ｅ１７ １００６ ６．２ ３

剥片 Ｄ１４ � １５７ ０．８ ３ �‐４４ ５９ ２２７ 削片 ５ Ｅ１７ １５３５ ２．９ ３

Ｅ１４ � ９６ ３７．２ ３ �‐４２ ５８ ２０２ 細石刃核 ５ Ｅ１７ ２１２０ ５８．６ ３

剥片 Ｄ１４ � １５８ ０．９ ３ �‐２３３ １２６ ８５５ 接合資料 ２・５ １６３．１ ３１ ３・４ １３１ １８７

Ｆ１６ � １８ ５６．３ ３ �‐６６ ６９ ４６４ 二次加工ある剥片 ２ Ｄ１５ ３２２ １．０ ３

剥片 Ｄ１４ � １５９ ０．３ ３ �‐４５ ６０ ２６２ 削片 ２ Ｄ１５ ７３６ ３．６ ３

剥片 Ｄ１４ � １６０ ０．４ ３ �‐４７ ６０ ２８７ 削片 ２ Ｄ１５ ９３６ ０．６ ３

剥片 Ｄ１４ � １６１ ０．５ ３ �‐４７ ６０ ３０４ 削片 Ｄ１５ � ２４０ ０．７ ３

剥片 ２ Ｄ１５ ６１７ ４．７ ４ 剥片 ２ Ｅ１５ ３９３ １．３ ３

Ｄ１５ � ２０５ ０．７ ３ ２ Ｅ１５ ９８１ ７．８ ３

剥片 Ｄ１５ � ２００ ０．８ ３ 剥片 ２ Ｅ１５ ８５４ ５．２ ４

�‐４７ ６０ ２９８ 削片 Ｄ１５ � ２０ ０．２ ３ 剥片 ２ Ｅ１５ １１５３ ６．４ ３

Ｄ１５ � ２２ ０．２ ３ 剥片 ２ Ｅ１５ １１５６ ３５．８ ３

Ｄ１５ � ２５ ０．４ ３ ２ Ｅ１５ ２１４６ １．４ ４

�‐４４ ５９ ２２２ 削片 ５ Ｄ１７ ４５２ １．２ ４ Ｅ１５ � ２１６ １．６ ３

剥片 Ｅ１３ � ５７ ３４．１ ３ 剥片 ２ Ｅ１５ １４５９ ５．２ ４

Ｅ１４ � ７２ ６４．０ ３ ２ Ｅ１５ １４８８ ４．６ ３

縦長剥片 Ｅ１３ � ５８ ２２．０ ３ 剥片 ２ Ｅ１５ １５２３ １０．４ ３

剥片 ２ Ｅ１４ １１７ ５８．１ ３ Ｅ１５ � ２１７ １．０ ３

剥片 ２ Ｅ１４ １３４ １８．０ ４ 剥片 ２ Ｅ１５ １５５４ ０．８ ３

Ｅ１５ � １６８ ３３．９ ３ ２ Ｅ１５ ２５８３ ２３．９ ３

Ｂ調 � １４ １１．８ ３ 剥片 ２ Ｅ１５ １５７２ ５．７ ３

剥片 ２ Ｅ１４ １６８ ７７．６ ４ 剥片 ２ Ｅ１５ ２１２１ １．５ ３

剥片 ２ Ｅ１４ ２７４ ６６．２ ４ Ｅ１５ � １５４ １２．３ ３

Ｅ１４ � ８３ ２０．８ ３ Ｅ１５ � １５５ ７．３ ３

Ｅ１４ � ８４ ３７．０ ３ 剥片 ２ Ｅ１５ ２４４２ １．７ ４

２ Ｅ１５ １４６８ ３．４ ３ 剥片 ２ Ｅ１５ ２５８０ ３．２ ３

剥片 ２ Ｅ１４ ４５３ ３．０ ４ 剥片 ２ Ｅ１５ ２８３９ ４．２ ３

Ｅ１４ � ９５ ０．３ ３ Ｆ１５ � １３３ ２．９ ３

剥片 Ｅ１４ � ８１ ３６．９ ３ 剥片 Ｅ１５ � １５７ ２．１ ３

剥片 Ｅ１４ � ９１ ０．６ ３ 剥片 Ｅ１５ � ２２５ ０．７ ３

剥片 ２ Ｅ１５ １６５ ３１．６ ３ �‐４６ ６０ ２７９ 削片 ２ Ｅ１６ １３７ ０．７ ４

縦長剥片 ２ Ｅ１５ ４６０ ３．３ ３ �‐４７ ６０ ３０５ 削片 ２ Ｅ１６ １６００ ０．７ ３

�‐４４ ５９ ２２１ 削片 ２ Ｅ１５ ８１３ ０．３ ３ �‐４２ ５８ １９４ 細石刃核 ５ Ｅ１７ ２２６７ ７．７ ３

�‐４７ ６０ ２９０ 削片 ２ Ｅ１５ １６４８ １．３ ３ 剥片 Ｆ１５ � １３５ １．１ ３

剥片 ２ Ｅ１５ ２１１１ １９．５ ３ �‐２３３ １２６ ８５７ 接合資料 ２ ２４９．４ ２１ ３・４ ８６ ２２０

剥片 ２ Ｅ１５ ２７２４ １５．３ ３ �‐４８ ６１ ３０９ 削片 ２ Ｄ１５ ３２０ ０．７ ３

�‐４５ ５９ ２４５ 削片 Ｅ１５ � ４ １．２ ４ ２ Ｅ１５ １９６４ １．０ ３

剥片 Ｅ１５ � １８０ ６．２ ３ 剥片 ２ Ｅ１４ ２１８ ２．３ ４

Ｅ１５ � １８１ ３２．０ ３ Ｅ１７ � ２７０ ２４．３ ３

剥片 Ｅ１５ � １８５ ０．３ ３ ２ Ｆ１５ ３４１ １３．３ ３

�‐４２ ５８ ２０１ 細石刃核 ５ Ｅ１７ １０９１ ２４．２ ３ ２ Ｆ１５ ４７０ ２．７ ３

�‐４７ ６０ ２９４ 削片 ２ Ｆ１５ ２５９ ０．４ ３ 縦長剥片 ２ Ｅ１５ ７８６ ２３．１ ３

�‐４７ ６０ ２９６ 削片 ２ Ｆ１５ ２８７ ０．５ ３ �‐４６ ６０ ２７５ 削片 ２ Ｅ１５ １２２９ １．９ ３

剥片 Ｂ調 � １２ ３０．９ ３ ２ Ｅ１５ １２６７ ２．４ ３

�‐２３１ １２６ ８５３ 接合資料 ２・５ ３５９．２ １７ ３ ７４ １８３ ２ Ｅ１５ １９２６ ２．３ ３

剥片 ２ Ｄ１４ ９６０ ２２．５ ３ 剥片 ２ Ｅ１５ １６７０ １３．７ ３

�‐６９ ７１ ４９０ 二次加工ある剥片 ２ Ｄ１４ １１９７ ３５．７ ３ 剥片 ２ Ｅ１５ １６９４ ３．７ ３

Ｄ１４ � ３７ １８．９ ３ �‐４７ ６０ ２９９ 削片 ２ Ｅ１５ １８２１ ５．１ ３

剥片 Ｄ１４ � ７５ １８．７ ３ 剥片 Ｅ１５ � １３８ ４．５ ３

剥片 Ｄ１４ � ８７ １２．８ ３ ２ Ｆ１５ ２６３ ７．８ ３

剥片 ２ Ｅ１４ ３５ ２８．６ ３ ２ Ｆ１５ ３６６ １４．８ ３

２ Ｅ１４ ４６３ ３７．６ ３ 縦長剥片 ２ Ｆ１５ １３ ４４．３ ３

剥片 Ｅ１４ � ４８ １３．８ ３ 剥片 ２ Ｆ１５ １７６ ６３．１ ３

剥片 Ｅ１４ � ５１ １９．３ ３ �‐４７ ６０ ２９１ 削片 Ｆ１５ � ６ ２．５ ３

Ｅ１４ � ５４ １３．３ ３ �‐４５ ５９ ２５８ 削片 Ｆ１５ � ９ １．９ ３

Ｅ１４ � ６５ １．５ ３ 縦長剥片 Ｆ１５ � ８３ １４．０ ３

掲載接合資料一覧
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同一母岩の石器 ６ ３ ８６ Ｅ１７ � ３５１ ８．１ ５

�‐３９ ５６ ５２ 両面調整石器 ６ Ｃ１７ １６７ ２７．１ ３ 剥片 ５ Ｅ１７ ５６７ ３．４ ５

�‐２３４ １２７ ８５９ 接合資料 １・２・５ ７６３．０ ２９ １ ５２ １２３ ５ Ｅ１７ １５２９ １１．９ ５

剥片 ２ Ｃ１５ １１４ ２３．４ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ５７３ ２．９ ５

２ Ｃ１５ １１５ １０．３ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ６６６ １．５ ５

Ｃ１５ � ５ １．５ １ 剥片 ５ Ｅ１７ １０９０ ２２．３ ５

５ Ｄ１６ ２３ ２．１ １ 剥片 ５ Ｅ１７ １９１２ ４．７ ５

５ Ｄ１６ ２４ ３．０ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ２５５０ ５．４ ５

５ Ｄ１７ ３２６ ２．７ １ 剥片 Ｅ１７ � ３１２ １７．６ ５

５ Ｄ１７ ３６１ １．３ １ 剥片 Ｅ１７ � ３８５ ３０．５ ５

５ Ｄ１７ ６０３ ８．６ １ Ｅ１７ � ３９３ １．２ ５

５ Ｄ１７ ６２８ １．７ １ 剥片 ２ Ｆ１５ １２２ ７５．１ ５

５ Ｄ１７ ６６５ １．８ １ Ｆ１５ � １０１ ５４．８ ５

剥片 １ Ｄ１３ ５７ ３２．７ １ Ｆ１７ � ３２ ７．５ ５

剥片 １ Ｄ１３ ６２ ３．１ １ 剥片 Ｆ１７ � ３５ ３０．７ ５

剥片 １ Ｄ１３ ８３ ３．３ １ �‐２３８ １２８ ８６４ 接合資料 ２ １３８４．３ ７４ ３・４ ７１ １６１

１ Ｄ１３ ９３ １．４ １ 剥片 Ｄ１４ � ２５ ７．２ ３

剥片 １ Ｄ１３ ３９２ ３７．７ １ Ｅ１５ � ７７ ２８．６ ３

剥片 １ Ｄ１３ ４０２ １．６ １ 剥片 Ｄ１４ � １８５ ４６．４ ３

剥片 １ Ｄ１４ ５０１ ２１６．６ １ ２ Ｅ１５ １１６５ ２．４ ４

�‐４２ ５８ ２０３ 細石刃核 Ｄ１４ � ２ ５２．６ １ ２ Ｅ１５ ２４４０ １．２ ４

剥片 ２ Ｅ１５ １２９ ６０．７ １ Ｅ１５ � １３０ １６．０ ３

�‐４５ ５９ ２６０ 削片 ２ Ｅ１５ ７３２ ３．７ １ 剥片 ２ Ｄ１５ ９５７ １９．５ ３

２ Ｅ１５ １６７４ １．２ １ ２ Ｅ１５ １００ ６９．７ ３

剥片 ２ Ｅ１５ ９４５ ４．３ １ ２ Ｅ１５ ２２４３ １２３．５ ３

�‐４６ ６０ ２６８ 削片 ２ Ｅ１５ １２８６ ４．５ １ 剥片 Ｄ１５ � ７８ １０．９ ３

２ Ｅ１５ １３７９ ４．７ １ ２ Ｅ１５ ２２３４ １０１．５ ３

�‐４７ ６０ ３０２ 削片 ２ Ｆ１５ ２７８ １．５ １ 剥片 Ｅ１３ � １８ １９．９ ３

２ Ｆ１５ ３５２ ７．９ １ Ｅ１３ � ３９ １８．１ ３

剥片 Ｆ１５ � ６４ ９．６ １ ２ Ｅ１５ ４２０ ５．１ ４

Ｆ１５ � ６５ ４．０ １ ２ Ｅ１５ ５９９ ２．５ ４

�‐８８ ８３ ６５９ 石刃核 Ｇ１８ � ３ ２５５．５ １ Ｅ１５ � ９７ ６．５ ３

�‐２３６ １２７ ８６２ 接合資料 ２・５ ９０９．７ ４２ ５ １７０ ４５０ Ｅ１５ � １７１ ５．８ ３

�‐４３ ５９ ２１６ 削片 ５ Ｄ１７ １０１ ４．６ ５ Ｅ１５ � ２０３ １．５ ３

５ Ｄ１７ ４６１ ３．２ ５ ２ Ｆ１５ ２２２ １．２ ３

５ Ｅ１７ １３０７ ３．３ ５ 剥片 Ｅ１３ � ７０ ４．２ ３

�‐４６ ６０ ２７２ 削片 ５ Ｄ１７ ２３２ １．３ ５ ２ Ｅ１５ ３８９ １５．０ ３

５ Ｄ１７ ６８４ ２．８ ５ ２ Ｅ１５ ４３４ ５１．１ ３

剥片 ５ Ｄ１７ ２５１ ２９．８ ５ ２ Ｅ１５ １４９６ １７．５ ３

５ Ｅ１７ ２５５７ ６．５ ５ ２ Ｅ１５ １７６９ ４．４ ３

剥片 ５ Ｄ１７ ３８２ ２１．２ ５ 剥片 Ｅ１３ � ７２ ３．２ ３

５ Ｅ１７ ６８４ ３．３ ５ ２ Ｅ１５ ３９２ ２３．９ ３

剥片 ５ Ｄ１７ ４３４ １８．９ ５ ２ Ｅ１５ １１７９ １０．０ ３

剥片 ５ Ｄ１７ ４３５ ９８．４ ５ ２ Ｅ１５ ２１５２ ３４．１ ３

剥片 ５ Ｄ１７ ６００ ６．１ ５ Ｅ１５ � ８３ １７．１ ３

５ Ｅ１７ ６７７ ２．７ ５ Ｅ１５ � １７３ ７．０ ３

５ Ｅ１７ ６８３ ３４．３ ５ Ｆ１５ � １０５ １０．１ ３

Ｆ１８ � １６ ２４．７ ５ 剥片 ２ Ｅ１４ １３７ ２５．２ ４

剥片 ５ Ｄ１７ ６０２ ９９．４ ５ ２ Ｅ１５ １７７０ ５１．９ ３

�‐４６ ６０ ２７３ 削片 ５ Ｄ１７ ６４２ ２．５ ５ 縦長剥片 ２ Ｅ１４ ４２２ ２．５ ４

５ Ｄ１７ ６８９ ３．０ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ８１ ３．７ ４

剥片 ５ Ｄ１７ ６５１ ２９．６ ５ ２ Ｅ１５ ２２３７ １９．５ ４

�‐４５ ５９ ２５９ 削片 ５ Ｄ１７ ６８０ ３．１ ５ 縦長剥片 ２ Ｅ１５ １３５ ６．１ ４

�‐４７ ６０ ２９３ 削片 Ｄ１７ � ７ ０．６ ５ ２ Ｅ１５ １４７３ ３．７ ４

剥片 ２ Ｅ１５ ７６８ ６４．４ ５ �‐７３ ７３ ５１７ 石刃 ２ Ｅ１５ ３３７ ５．６ ４

Ｆ１５ � １００ ６８．４ ５ �‐１０３ ９１ ７３８ 石核 ２ Ｅ１５ ３７０ ５６．９ ４

剥片 ５ Ｅ１７ １３６ ４．３ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ４１５ ９．８ ３

５ Ｅ１７ ７０２ １２．７ ５ ２ Ｅ１５ ２１５５ １０．５ ３

５ Ｅ１７ １０７１ ５３．２ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ４２３ ４．７ ４

Ｅ１７ � ３５０ ２９．８ ５ Ｅ１５ � １４３ ６．１ ３

旧白滝５遺跡
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剥片 ２ Ｅ１５ ４８４ ２．８ ３ �‐７４ ７４ ５４２ 石刃 ６ Ｃ１８ ５４３ ７．３ １

２ Ｅ１５ ７２５ ７．８ ３ 剥片 ６ Ｃ１８ ５４４ １．２ １

剥片 ２ Ｅ１５ ４８７ ２５．３ ３ ６ Ｃ１８ ６７０ １．４ １

２ Ｅ１５ １３５５ １４．９ ３ 剥片 ６ Ｃ１８ ６５８ ８．４ １

２ Ｅ１５ １８２４ １６．８ ３ 縦長剥片 ６ Ｃ１８ ６６１ ７３．０ １

２ Ｅ１５ １８３２ ２．６ ３ 剥片 ６ Ｃ１８ ６７３ １．８ １

２ Ｅ１５ ２４４１ １．８ ４ 剥片 ６ Ｃ１８ ７２３ １．０ １

２ Ｅ１５ ２８２９ ３．８ ３ 剥片 ６ Ｄ１８ ８５ ３．１ １

２ Ｅ１５ ２８３０ ３．７ ３ 剥片 ６ Ｄ１８ ２４９ ３．６ １

Ｅ１５ � １９３ ３．３ ３ �‐７８ ７７ ５８５ 石刃 ６ Ｄ１８ ３９５ ９．７ １

剥片 ２ Ｅ１５ ４８８ ６．２ ３ 剥片 Ｄ１８ � １２ ２３．６ １

２ Ｅ１５ ２１５０ １０．６ ３ �‐２４１ １２９ ８７０ 接合資料 ９ ３．７ ２ １ ２０９ ４９４

２ Ｅ１５ ２４０６ ３２．５ ３ �‐４９ ６１ ３３３ 削片 ９ Ｆ２０ ６ １．６ １

２ Ｅ１５ ３０１４ ４５．１ ３ �‐４９ ６１ ３３８ 削片 ９ Ｇ２１ ３５ ２．１ １

２ Ｆ１５ ５３ ４９．８ ３ 同一母岩の石器 ９ １ ２０９

剥片 ２ Ｅ１５ ７６０ １．３ ４ �‐４８ ６１ ３２２ 削片 ９ Ｇ２０ １９８ １．６ １

剥片 ２ Ｅ１５ １７７７ １４．４ ４ �‐２４２ １２９ ８７１ 接合資料 １ ５９７．９ ５０ ３・４ ８２ ２０９

剥片 ２ Ｅ１５ １８５０ ２．２ ３ 剥片 １ Ｄ１３ ３ １０．２ ４

２ Ｆ１５ ３９ １．１ ３ Ｅ１３ � ５３ ８．０ ３

剥片 ２ Ｅ１５ ２２４２ ３．５ ３ 剥片 １ Ｄ１３ １３９ １．５ ４

剥片 ２ Ｅ１５ ２６０３ ５．４ ３ Ｅ１３ � １９ ２３．２ ３

剥片 ２ Ｅ１５ ２７６１ １１．６ ４ 剥片 １ Ｄ１３ １４７ １６．８ ４

Ｆ１５ � ２３ ５７．２ ３ 縦長剥片 １ Ｄ１３ １５０ １３．５ ４

縦長剥片 ２ Ｅ１５ ３０５０ １０．０ ４ １ Ｄ１３ ４０７ ５９．１ ４

剥片 Ｅ１５ � １７２ ３．３ ３ １ Ｄ１３ ４２３ ３６．８ ３

剥片 ２ Ｆ１５ ２３４ ４．８ ３ Ｄ１４ � ３１ ６．５ ３

剥片 ２ Ｆ１５ ３１０ ２１．１ ３ １ Ｅ１３ １１７ ４６．５ ４

�‐７０ ７２ ５００ 二次加工ある剥片 Ｆ１５ � ２２ １２１．７ ３ Ｅ１３ � ６ ５．８ ３

剥片 Ｆ１５ � １０７ ４．４ ３ Ｅ１３ � １３ ６０．８ ３

剥片 Ｆ１６ � １９ ４．０ ３ Ｅ１３ � １７ ２．３ ３

�‐２４０ １２８ ８６８ 接合資料 １・２ ３８２．７ ２０ ３・４ ７１ １６２ 縦長剥片 １ Ｄ１３ ２４７ １．１ ４

剥片 ２ Ｄ１４ ６２ １８．３ ３ 剥片 １ Ｄ１３ ２４９ ９．５ ４

２ Ｄ１４ ８８８ １３．０ ３ １ Ｄ１３ ２６０ ２．１ ４

Ｅ１３ � ３８ ２３．２ ３ 縦長剥片 １ Ｄ１３ ３２６ ４．４ ４

剥片 ２ Ｄ１４ １７８ ３０．３ ４ 剥片 １ Ｄ１３ ３３０ ８．３ ４

Ｅ１５ � １８９ ９６．６ ３ 縦長剥片 １ Ｄ１３ ３３８ ４．４ ４

剥片 ２ Ｄ１４ ２１６ ９．８ ４ 縦長剥片 １ Ｄ１３ ４１３ ２．１ ３

１ Ｄ１４ ５９２ ２９．３ ４ �‐７３ ７４ ５３０ 石刃 １ Ｄ１３ ４１９ ８．８ ４

高～斜 １５ ２３．２ ３ 剥片 １ Ｄ１３ ４２０ ２．６ ４

剥片 ２ Ｄ１４ １０６４ ２．８ ３ �‐８０ ７９ ６１９ 石刃核 １ Ｄ１３ ４２１ ５８．７ ４

剥片 Ｄ１４ � １２３ １１．１ ３ �‐７３ ７３ ５１８ 石刃 Ｄ１４ � １６２ ４．９ ３

剥片 Ｄ１５ � ２４６ １２．４ ３ 剥片 １ Ｅ１２ １ １０．６ ４

剥片 ２ Ｅ１４ ６４ ３．０ ４ １ Ｅ１２ ４ ２７．３ ４

Ｆ１５ � ９１ １２．７ ３ 縦長剥片 Ｅ１２ � ６ ４．３ ３

�‐４２ ５８ ２００ 細石刃核 ２ Ｅ１４ ２０７ ２４．８ ４ 縦長剥片 １ Ｅ１３ ４１ ６．９ ４

剥片 ２ Ｅ１４ ２７０ １２．３ ４ １ Ｅ１３ １０５ ２．１ ４

剥片 Ｅ１４ � ６８ ３１．３ ３ Ｅ１３ � ５９ ３．９ ３

�‐７２ ７３ ５０８ 二次加工ある剥片 ２ Ｅ１５ ９５ ８．４ ３ Ｅ１３ � ６０ ２５．５ ３

剥片 ２ Ｅ１５ １３５８ １．７ ３ 剥片 １ Ｅ１３ １０１ ４．９ ４

剥片 Ｅ１５ � １６０ １５．５ ３ 剥片 １ Ｅ１３ １５３ ６．２ ４

剥片 ２ Ｆ１５ ２７３ ３．０ ３ 剥片 Ｅ１３ � １４ ４０．８ ３

�‐２４１ １２９ ８６９ 接合資料 ６ ４９９．１ １９ １ ２０９ ４９３ 剥片 Ｅ１３ � １５ ５．３ ３

�‐７３ ７４ ５２９ 石刃 ６ Ｃ１８ １６１ ３．７ １ 剥片 Ｅ１３ � １６ ３．１ ３

縦長剥片 ６ Ｃ１８ ３４３ ３４．９ １ 縦長剥片 Ｅ１３ � ３０ ２．６ ３

剥片 ６ Ｃ１８ ３４４ １１７．１ １ 剥片 Ｅ１３ � ３１ ３．０ ３

縦長剥片 ６ Ｃ１８ ３４９ １１．１ １ Ｅ１３ � ３２ ６．４ ３

剥片 ６ Ｃ１８ ４７４ １２２．０ １ 剥片 Ｅ１３ � ３５ １．９ ３

６ Ｃ１８ ７２６ ７１．９ １ 剥片 Ｅ１３ � ３６ １．３ ３

剥片 ６ Ｃ１８ ４７７ １．５ １ １ Ｆ１３ ４ ２．１ ３

剥片 ６ Ｃ１８ ５４２ ２．８ １ 剥片 Ｅ１３ � ３７ １３．９ ３

掲載接合資料一覧

325



挿図 図版 番号 器 種 等 Sb 発掘区 層位 遺物
番号

重量
（�）

接合
点数

石質 母岩
�

接合
� 挿図 図版 番号 器 種 等 Sb 発掘区 層位 遺物

番号
重量
（�）

接合
点数

石質 母岩
�

接合
�

�‐４１ ５７ １８８ 細石刃核 Ｅ１３ � ５２ １５．８ ３ 剥片 Ｅ１７ � １１６ １２．８ １

剥片 Ｅ１３ � ５４ １．０ ３ 剥片 Ｅ１７ � １２９ ２．６ １

剥片 Ｅ１３ � ５５ ２．１ ３ 剥片 Ｅ１７ � １７４ ６．９ １

縦長剥片 Ｅ１３ � ６１ １．５ ３ Ｅ１７ � １７５ １９．３ １

剥片 Ｅ１３ � ７３ ３．１ ３ �‐８０ ７９ ６１７ 石刃 Ｅ１７ � １７６ ９．４ １

�‐７３ ７３ ５１６ 石刃 Ｅ１５ � １６９ １．７ ３ １２ Ｈ１９ ６０２ １０．６ １

縦長剥片 Ｆ１６ � ９ ２．７ ３ １２ Ｉ２０ １９４ ８．５ １

�‐２４２ １３０ ８７２ 接合資料 ５・７・１１・１２ ９８６．２ ７０ １ １３７ ３２５ 剥片 Ｅ１７ � １７９ １．３ １

�‐６８ ７０ ４７７ 二次加工ある剥片 ５ Ｅ１６ ４３１ ２７．０ １ Ｅ１７ � １９８ ０．６ １

５ Ｅ１７ ７９４ ０．６ １ 剥片 Ｅ１７ � １８０ ３７．０ １

５ Ｅ１７ ９３３ ３６．７ １ �‐４７ ６０ ２８９ 削片 Ｅ１７ � ８５ ０．７ １

５ Ｅ１７ １９４０ １．１ １ �‐４５ ５９ ２５７ 削片 Ｅ１７ � ８７ １．０ １

Ｅ１７ � １１４ ２６．１ １ Ｅ１７ � ９２ ０．６ １

５ Ｆ１８ ４０４ ８１．０ １ Ｅ１７ � ９５ ０．３ １

剥片 ５ Ｅ１６ ９６８ ２０．２ １ �‐４５ ５９ ２４７ 削片 Ｅ１７ � ９３ ０．４ １

Ｈ１８ � １０ ２０４．６ １ Ｅ１７ � ９４ ０．４ １

�‐４７ ６０ ３００ 削片 Ｅ１６ � ４ １．４ １ 剥片 Ｅ１７ � １８３ ０．８ １

Ｅ１７ � ８６ １．０ １ �‐７８ ７７ ５８７ 石刃 １１ Ｇ１８ １４１ １６．０ １

Ｅ１７ � １８２ ０．５ １ �‐２４５ １３０ ８７４ 接合資料 ５ ５６．３ １３ １ １３５ ３２２

剥片 ５ Ｅ１７ ９９ １．２ １ 剥片 ５ Ｄ１７ ２７７ １．０ １

剥片 ５ Ｅ１７ １０４ ８．３ １ 剥片 ５ Ｅ１７ １３２ ２．９ １

５ Ｅ１７ ９４８ ５５．０ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ３４５ ４．３ １

５ Ｅ１７ １０１７ １．１ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ６５３ １．９ １

５ Ｅ１７ １２９８ １．７ １ 縦長剥片 ５ Ｅ１７ ９７１ ３．３ １

５ Ｅ１７ １９５４ ２．８ １ 剥片 ５ Ｅ１７ １４８４ １．４ １

斜面部 ２５ ６０．２ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ２５０６ ０．１ １

剥片 ５ Ｅ１７ １８９ １．１ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ２５３１ ０．９ １

剥片 ５ Ｅ１７ ２３６ １２．２ １ ５ Ｅ１７ ２６５５ １．３ １

５ Ｅ１７ ４７７ １．４ １ �‐４３ ５８ ２０６ 細石刃核 Ｅ１７ � ６ ２０．１ １

剥片 ５ Ｅ１７ ４１２ ２．４ １ 剥片 Ｅ１７ � ２４５ ２．０ １

剥片 ５ Ｅ１７ ４７４ １８．１ １ 剥片 Ｅ１７ � ２４６ ４．７ １

５ Ｅ１７ １２９２ ２．２ １ 剥片 Ｅ１７ � ３１３ １２．４ １

５ Ｅ１７ ２１８８ ７．０ １ �‐２４５ １３０ ８７５ 接合資料 １１ ３０．９ ２ １ ２４１ ５９１

剥片 ５ Ｅ１７ ６４０ ０．７ １ �‐４３ ５８ ２１１ 細石刃核 １１ Ｈ１７ ４９ ２１．５ １

剥片 ５ Ｅ１７ ８１０ １８．０ １ 剥片 １１ Ｉ１９ ７６ ９．４ １

剥片 ５ Ｅ１７ ８４４ １．３ １ �‐２４５ １３１ ８７６ 接合資料 ２・１１ １２１．３ ３０ ３・４ ９５ ２４６

Ｅ１７ � １９９ １．２ １ �‐４１ ５７ １８５ 細石刃核 ２ Ｅ１５ １０３４ １６．５ ４

剥片 ５ Ｅ１７ ９１１ １．１ １ 剥片 ２ Ｅ１５ １９８３ ２．５ ４

剥片 ５ Ｅ１７ １０６８ １０．４ １ �‐４９ ６１ ３３７ 削片 ２ Ｅ１５ ２２７９ １．０ ３

５ Ｅ１７ １３０４ ２１．５ １ �‐４９ ６１ ３３１ 削片 ２ Ｅ１５ ２６６０ ２．２ ３

５ Ｅ１７ １４１０ １６．５ １ Ｅ１５ � ４７ １．０ ３

剥片 ５ Ｅ１７ １１９２ ９．４ １ ２ Ｅ１６ ３８３ １．８ ３

５ Ｅ１７ １９６３ ９．３ １ 剥片 ２ Ｅ１５ ２６６１ ５．９ ４

５ Ｅ１７ ２４２２ １．５ １ ２ Ｅ１５ ２８８６ １．９ ４

剥片 ５ Ｅ１７ １１９５ １４．３ １ 剥片 ２ Ｅ１５ ２７９３ ０．５ ４

５ Ｅ１７ ２００５ １０．５ １ 剥片 ２ Ｅ１５ ２８８５ ３．０ ４

１２ Ｆ１８ １４６ ４．０ １ Ｅ１５ � ２０９ ０．６ ３

５ Ｆ１８ １６８ ２１．４ １ 剥片 ２ Ｅ１５ ２８９６ ０．７ ４

Ｆ１８ � ９ １６．６ １ �‐４８ ６１ ３１６ 削片 ２ Ｅ１５ ２９１７ １．２ ３

剥片 ５ Ｅ１７ １２７６ １．５ １ 剥片 ２ Ｅ１５ ３０６８ １．１ ３

５ Ｅ１７ １７５４ ３．８ １ 剥片 ２ Ｅ１５ ３１１２ ３．７ ４

５ Ｅ１７ １７８１ ２８．５ １ 剥片 ２ Ｅ１５ ３１４３ １．４ ４

７ Ｅ１８ １９ ３２．６ １ �‐４０ ５７ １２７ 細石刃 Ｅ１５ � ２０６ ０．１ ３

剥片 ５ Ｅ１７ １３８９ １．７ １ 剥片 Ｅ１５ � ２０７ ０．５ ３

�‐４５ ５９ ２５４ 削片 ５ Ｅ１７ １４６３ ３．３ １ �‐４８ ６１ ３２６ 削片 Ｅ１５ � ２０８ ０．７ ３

縦長剥片 ５ Ｅ１７ １７５１ ２．４ １ Ｅ１６ � ３８ ３．４ ３

Ｅ１７ � １１５ ３７．３ １ �‐４８ ６１ ３２８ 削片 ２ Ｅ１６ １６１ ６．９ ３

剥片 ５ Ｅ１７ ２２７５ ０．６ １ 剥片 ２ Ｅ１６ ５５３ １．４ ４

�‐４４ ５９ ２３１ 削片 ５ Ｅ１７ ２５７４ １．１ １ �‐４０ ５７ １７２ 細石刃 Ｅ１６ � １４ ０．１ ４

�‐４１ ５７ １９２ 細石刃核 Ｅ１７ � ３０ １１．６ １ 剥片 Ｅ１６ � ３９ ２．２ ３

旧白滝５遺跡
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剥片 Ｈ１８ � ３５ ０．９ ３ ア Ｊ２０ � ７ ３．４ ５

剥片 １１ Ｈ１９ ２０４ １．３ ３ 剥片 １２ Ｉ２０ １８２ ５．１ ５

縦長剥片 １１ Ｉ１９ ９０ ２７．９ ４ 剥片 ア Ｊ２０ � ６ ７．３ ５

剥片 １１ Ｉ１９ ２３６ １．５ ４ 剥片 斜面部 ５６ １３．０ ５

剥片 Ｉ１９ � １０ ２３．９ ３ �‐２４８ １３２ ８８１ 接合資料 ２ ２７５１．６ ６７ １・５ ４９ １１５

剥片 表採 １６ ５．５ ３ 剥片 Ｄ１５ � ７２ １１．５ １

同一母岩の石器 ３ ９５ ２ Ｅ１５ ２８７ ２．０ １

�‐４０ ５６ ６０ 細石刃 Ｅ１５ � ２０２ ０．１ ３ ２ Ｅ１５ １０１８ ６．９ １

�‐４０ ５７ １２０ 細石刃 Ｅ１５ � ２０４ ０．１ ３ 剥片 ２ Ｅ１４ １４０ ８３．５ １

�‐４０ ５７ １７５ 細石刃 Ｅ１５ � ２０５ ０．１ ３ 剥片 ２ Ｅ１５ ２１ ２９．４ １

�‐２４６ １３１ ８７８ 接合資料 １１・１２・１３・ア ３９３．５ ５３ ５ ２８３ ７５６ Ｅ１６ � ５１ １９．５ １

剥片 １２ Ｆ１８ ４３９ ２．２ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ２２ ３．４ １

縦長剥片 １２ Ｆ１８ ５１２ １２．９ ５ ２ Ｅ１５ １７３３ ４．９ １

１２ Ｈ１９ ６００ ３７．９ ５ ２ Ｅ１５ ２７４８ ５３．８ １

１２ Ｉ２０ １８１ ４．４ ５ Ｅ１５ � ６２ ３１．８ １

不明 不明 ５０．０ ５ 縦長剥片 ２ Ｅ１５ ３２ １０．４ １

剥片 １２ Ｆ１８ ５１５ ９．６ ５ ２ Ｅ１５ ９９８ ３８．５ １

剥片 １２ Ｆ１８ ５２２ ７．５ ５ ２ Ｅ１５ １７４６ ９．２ １

剥片 １２ Ｆ１８ ５６１ ２．１ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ５８ ８９．６ １

１２ Ｈ１９ ７５４ ２．１ ５ ２ Ｅ１５ ２００４ １２．３ ５

Ｉ２０ � １５ ０．５ ５ Ｅ１５ � ５９ ６９．０ ５

縦長剥片 １２ Ｆ１８ ６７３ １．８ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ２４４ ２．９ １

剥片 １２ Ｆ１８ ７３１ ４．９ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ２８０ １６９．９ １

剥片 １２ Ｆ１８ ７９９ ６．６ ５ ２ Ｅ１５ １０３８ ７．３ １

剥片 １２ Ｇ１８ ２２３ １．３ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ５９３ １２．６ １

剥片 １２ Ｇ１８ ５２０ ２．２ ５ ２ Ｅ１５ ９８６ ７．１ １

�‐４９ ６１ ３４１ 削片 １２ Ｇ１８ ８１３ ２．５ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ５９６ ６．１ １

１２ Ｇ１９ ７８５ １１．２ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ６０５ ２６．７ １

�‐４９ ６１ ３３０ 削片 １３ Ｇ１９ ２５８ １３．０ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ６１７ ３３．６ １

剥片 １２ Ｇ１９ ４６８ １．４ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ６１９ ７．４ １

１２ Ｇ１９ ４６９ １．４ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ６４０ １３．９ １

１２ Ｇ１９ ２２９３ ２．６ ５ ２ Ｅ１５ １４０３ １０．５ １

剥片 １２ Ｇ１９ ６８６ ２．３ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ７１０ ５．７ １

１２ Ｇ１９ ６８７ １．９ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ９７７ ２０．３ １

�‐４４ ５９ ２３８ 削片 Ｇ１９ � ３６ ０．５ ５ ２ Ｅ１５ ２０５１ ６．５ １

�‐３１ ５１ ９ 尖頭器 １２ Ｈ１９ １２３ ４７．１ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ９７９ ８３．２ １

剥片 １２ Ｈ１９ ２７０ ６．７ ５ Ｅ１５ � ５８ ８０．４ １

１２ Ｈ１９ ４７６ １３．５ ５ Ｅ１５ � ６１ ６１．０ １

１２ Ｉ１９ １５８ ９．４ ５ Ｅ１５ � ６３ １１．０ １

剥片 １２ Ｈ１９ ２８８ ５．０ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ９９７ ５２．２ １

剥片 １２ Ｈ１９ ３０７ ４．２ ５ ２ Ｅ１５ １３３０ ６７．９ １

１２ Ｉ１９ １７１ ０．８ ５ 縦長剥片 ２ Ｅ１５ ９９９ ２５．７ １

剥片 １２ Ｈ１９ ３２６ ５．０ ５ 縦長剥片 ２ Ｅ１５ １０２９ ２０．２ １

１２ Ｉ１９ ２３１ ０．９ ５ �‐４３ ５８ ２１２ 細石刃核 ２ Ｅ１５ １４９５ ５４．０ １

剥片 １２ Ｉ１９ ４ ６．６ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ １７３４ ２４２．４ １

剥片 １２ Ｉ１９ ４０ １．５ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ １７３５ ２６．８ １

１１ Ｉ１９ １５０ ０．９ ５ ２ Ｅ１５ ２５３０ ２７．６ １

１２ Ｉ１９ １７０ １８．０ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ １９８５ ５．８ １

１２ Ｉ２０ ４１０ １６．０ ５ ２ Ｅ１５ １９９８ ３０．３ １

剥片 １２ Ｉ１９ １６８ ４．７ ５ ２ Ｅ１５ ２５１７ ５．４ １

剥片 １２ Ｉ１９ ２３３ ４．７ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ２０４１ ２５１．８ １

１２ Ｉ１９ ２３４ １．７ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ２０５８ １３．１ １

Ｉ２０ � １６ ０．９ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ２２８５ ５．１ １

ア Ｊ１９ � ２ １４．９ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ２４８１ １９．０ １

剥片 Ｉ１９ � ８ ６．１ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ２５１５ １３．７ １

剥片 Ｉ１９ � １２ ３．８ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ２５３９ ２５．７ １

剥片 １２ Ｉ２０ ６４ １．９ ５ Ｅ１５ � ６０ ２５．９ １

剥片 １２ Ｉ２０ １６３ ２．０ ５ Ｅ１５ � ７１ １２．４ １

１２ Ｉ２０ １８３ ２．８ ５ �‐４８ ６１ ３２７ 削片 Ｅ１５ � ５３ ４．１ １

１２ Ｉ２０ ４０８ ２．８ ５ �‐４８ ６１ ３２４ 削片 Ｅ１５ � ５４ ３．０ １

掲載接合資料一覧
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剥片 Ｅ１５ � ５５ ５９．０ １ 剥片 ６ Ｃ１８ １１７８ ０．７ １

Ｅ１５ � ６５ ２５．０ １ 剥片 ６ Ｃ１８ １１８４ ３２．７ １

剥片 Ｅ１５ � ５６ １７３．９ １ 剥片 ６ Ｃ１８ １２４８ ０．６ １

Ｆ１６ � ６ ３０．１ １ 剥片 ６ Ｃ１８ １２４９ １．６ １

剥片 Ｅ１５ � ６４ ２２．６ １ 剥片 ６ Ｃ１８ １２５１ ０．４ １

剥片 Ｅ１５ � ６６ ８．３ １ 剥片 ６ Ｃ１８ １２７０ ４．９ １

剥片 Ｅ１５ � ６７ ９．３ １ 剥片 ６ Ｃ１８ １２７３ １．６ １

剥片 Ｅ１５ � ６８ ２６４．４ １ 剥片 ６ Ｃ１８ １２７４ ０．９ １

�‐６６ ６９ ４６９ 二次加工ある剥片 Ｅ１５ � ６９ ７９．８ １ 剥片 ６ Ｃ１８ １２８７ １．４ １

剥片 Ｅ１５ � ７０ ５９．６ １ 剥片 ６ Ｃ１８ １３１６ １．９ １

剥片 Ｅ１５ � ７２ ３３．５ １ �‐６１ ６６ ４０４ 舟底形石器 ６ Ｃ１８ １３１９ ９．９ １

剥片 Ｅ１５ � １４９ １２．２ １ 剥片 ６ Ｃ１８ １３２４ １．３ １

�‐２５１ １３３ ８８３ 接合資料 ６ ２５７．７ ６５ １ ２１０ ４９５ 剥片 ６ Ｃ１８ １３２５ ２．３ １

剥片 ６ Ｃ１８ １９０ １．０ １ 剥片 ６ Ｃ１８ １３２６ ０．７ １

剥片 ６ Ｃ１８ ３３５ １．０ １ 剥片 ６ Ｃ１８ １３２７ ３．７ １

剥片 ６ Ｃ１８ ６４７ ０．５ １ 剥片 ６ Ｃ１８ １３３１ ３．９ １

剥片 ６ Ｃ１８ ６４８ ２．５ １ �‐６１ ６６ ４０３ 舟底形石器 ６ Ｃ１８ １４１４ ６．６ １

６ Ｃ１８ ９３１ ３．９ １ 剥片 ６ Ｃ１８ １４２０ １．５ １

剥片 ６ Ｃ１８ ７５８ ０．７ １ �‐２５１ １３３ ８８４ 接合資料 ７・９・１２・１３ ２５１．６ ２１ １ ２５４ ６４６

剥片 ６ Ｃ１８ ７９７ ２．０ １ 剥片 ７ Ｅ１８ ７０ ７．０ １

剥片 ６ Ｃ１８ ７９８ ９．７ １ 剥片 ７ Ｅ１８ １５４ １０．２ １

６ Ｃ１８ ８００ ０．８ １ 剥片 Ｆ１９ � １８ １７．０ １

剥片 ６ Ｃ１８ ７９９ １．１ １ 剥片 Ｆ１９ � ４０ １０．０ １

剥片 ６ Ｃ１８ ８０２ ３．４ １ 剥片 ９ Ｆ２０ １０４ １８．１ １

剥片 ６ Ｃ１８ ８０４ ２１．８ １ 剥片 ７ Ｇ１９ １６２ １９．１ １

剥片 ６ Ｃ１８ ８８４ １．３ １ 剥片 １３ Ｇ１９ １９８ １０．０ １

剥片 ６ Ｃ１８ ９１０ ２．０ １ �‐５１ ６２ ３５７ 舟底形石器 １３ Ｇ１９ ２５３ ３４．３ １

６ Ｃ１８ １３０８ ２１．７ １ １３ Ｇ１９ ３２０ １４．８ １

剥片 ６ Ｃ１８ ９１２ １６．１ １ 剥片 １３ Ｇ１９ ５５９ ４．９ １

剥片 ６ Ｃ１８ ９１３ １．４ １ 剥片 １３ Ｇ１９ ９６８ ７．０ １

剥片 ６ Ｃ１８ ９１４ ０．８ １ 剥片 Ｇ１９ � ３８ ２．１ １

６ Ｃ１８ ９１６ ０．６ １ 剥片 １３ Ｇ２０ １２４ ３２．５ １

剥片 ６ Ｃ１８ ９１５ ０．５ １ 剥片 １３ Ｇ２０ ９５９ １２．１ １

剥片 ６ Ｃ１８ ９１８ ３．５ １ 剥片 Ｇ２０ � １７ １１．８ １

剥片 ６ Ｃ１８ ９１９ ０．５ １ 剥片 １３ Ｈ２０ ９５ ６．９ １

剥片 ６ Ｃ１８ ９２０ ２．０ １ Ｉ２１ � ９ １１．０ １

剥片 ６ Ｃ１８ ９２３ １．４ １ 剥片 １３ Ｈ２０ １２３９ ５．３ １

剥片 ６ Ｃ１８ ９２４ １９．０ １ 剥片 １３ Ｈ２０ １２４３ ５．７ １

剥片 ６ Ｃ１８ ９２５ ０．８ １ 剥片 １２ Ｉ２０ ４６２ １．４ １

剥片 ６ Ｃ１８ ９２８ １．０ １ 剥片 １３ Ｉ２１ １４６ １０．４ １

剥片 ６ Ｃ１８ ９２９ ０．７ １ �‐２５２ １３４ ８８５ 接合資料 ２・５ ２１３．５ １８ １ ３５ ８４

剥片 ６ Ｃ１８ ９３０ １．３ １ 剥片 ２ Ｄ１５ １４９ ３８．２ １

剥片 ６ Ｃ１８ ９３３ １．５ １ 剥片 ２ Ｄ１５ ４８２ ４．１ １

剥片 ６ Ｃ１８ ９３４ ４．４ １ �‐５４ ６３ ３７０ 舟底形石器 Ｄ１５ � ８ １４．６ １

６ Ｃ１８ １１１４ ４．１ １ Ｄ１５ � １０ ３６．２ １

６ Ｃ１８ １３２３ １．７ １ Ｄ１５ � １３ ４０．３ １

剥片 ６ Ｃ１８ ９３５ ２．５ １ 剥片 ５ Ｄ１６ ３４６ １．３ １

剥片 ６ Ｃ１８ ９３６ １４．７ １ ５ Ｄ１６ ４３２ １．３ １

縦長剥片 ６ Ｃ１８ ９３７ １．１ １ 剥片 Ｄ１８ � １７ ８．６ １

剥片 ６ Ｃ１８ ９３８ ０．４ １ ５ Ｅ１７ ２６４９ ９．３ １

剥片 ６ Ｃ１８ ９３９ ２．０ １ 剥片 ２ Ｅ１５ １７４４ ３．６ １

剥片 ６ Ｃ１８ ９４１ ０．８ １ 剥片 ２ Ｅ１５ １７４５ １３．４ １

剥片 ６ Ｃ１８ ９６０ ４．１ １ 剥片 ５ Ｅ１６ ４６７ １．０ １

剥片 ６ Ｃ１８ ９６１ ３．１ １ 剥片 ５ Ｅ１６ ２４６６ ７．２ １

剥片 ６ Ｃ１８ ９６２ ６．３ １ 剥片 ２ Ｅ１６ ２５１２ ６．９ １

剥片 ６ Ｃ１８ ９６４ ２．２ １ 剥片 Ｅ１６ � ５４ １４．２ １

剥片 ６ Ｃ１８ ９６５ １．２ １ 剥片 Ｅ１７ � ５７ ５．６ １

剥片 ６ Ｃ１８ ９６７ ３．０ １ 剥片 Ｅ１７ � １１７ ５．４ １

剥片 ６ Ｃ１８ ９７２ ２．６ １ 剥片 斜面部 ２６ ２．３ １

剥片 ６ Ｃ１８ １１１３ ２．４ １ �‐２５３ １３４ ８８６ 接合資料 ７・８・９・１２・
１３

１０８６．４ １０１ ３・４ ２６６ ６９３

旧白滝５遺跡
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縦長剥片 ７ Ｅ１８ １０３ ６３．３ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ ２０２１ ２．０ ３

１３ Ｈ２０ ４４８ １１．０ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ ２０３０ ２．４ ３

剥片 ７ Ｅ１８ １６２ ３．８ ３ － １３５ ９８７ 石刃 １２ Ｇ１９ ２０６２ ６．８ ３

Ｆ１９ � ２２ ２３．８ ４ �‐７９ ７９ ６１５ 石刃 １２ Ｇ１９ ２０７６ ４．７ ３

剥片 ７ Ｅ１９ ８７ １８．６ ３ １２ Ｇ１９ ２１３３ ６．１ ３

剥片 ８ Ｅ２０ １１９ ０．８ ３ 縦長剥片 １２ Ｇ１９ ２０８０ ２．４ ３

�‐５７ ６４ ３８１ 舟底形石器 １２ Ｆ１８ ３１２ ３５．６ ４ １２ Ｇ１９ ２２７３ ２．６ ３

９ Ｆ１９ ７ ３９．４ ４ － １３５ ９８５ 石刃 １２ Ｇ１９ ２０９０ １０．６ ３

縦長剥片 １２ Ｆ１８ ６７９ １．６ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ ２１００ ４．３ ３

１２ Ｇ１９ １０２２ ５．０ ３ １２ Ｇ１９ ２２６７ ２．２ ３

１２ Ｈ１９ ３４７ ６．７ ３ �‐７４ ７４ ５４３ 石刃 １２ Ｇ１９ ２１２３ ２３．５ ３

剥片 Ｆ１９ � ２５ ３．６ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ ２１２４ １１．５ ３

剥片 Ｆ１９ � ２６ ２．２ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ ２１５３ ６．６ ４

�‐５６ ６４ ３７４ 舟底形石器 １３ Ｇ１９ ３０８ ４４．６ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ ２１９３ ０．７ ３

剥片 １３ Ｇ１９ ５９４ ８．４ ３ �‐７３ ７４ ５３３ 石刃 １２ Ｇ１９ ２２３４ ７．７ ３

剥片 １２ Ｇ１９ ６６９ ８．９ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ ２２４１ ５．７ ３

剥片 １２ Ｇ１９ ７０８ ２．９ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ ２２６５ ５．２ ３

�‐７４ ７４ ５４７ 石刃 １２ Ｇ１９ ８６３ ９．２ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ ２３０２ ４．６ ３

１２ Ｇ１９ １２４３ ２．３ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ ２３２６ １．６ ３

剥片 １３ Ｇ１９ ９４４ ７．８ ３ 縦長剥片 １２ Ｇ１９ ２３４９ ９．１ ３

剥片 １２ Ｇ１９ １０４２ １２．５ ３ 剥片 １３ Ｇ２０ ６８ ２．０ ４

�‐７４ ７４ ５４６ 石刃 １２ Ｇ１９ １０４６ １６．２ ３ 剥片 １３ Ｇ２０ ８２ ６．２ ４

剥片 １２ Ｇ１９ １１９３ ０．７ ４ 剥片 ９ Ｇ２０ ５７６ ７．７ ４

縦長剥片 １２ Ｇ１９ １２０６ ０．７ ４ 剥片 １３ Ｇ２０ ９０９ ５．０ ４

１２ Ｇ１９ １６１９ ２．２ ４ 剥片 １２ Ｈ１９ １３１ ３８．１ ４

�‐７６ ７６ ５７０ 石刃 １２ Ｇ１９ １２３７ ５．１ ３ 縦長剥片 １２ Ｈ１９ ３１３ １．２ ４

１２ Ｇ１９ ２２１６ ２１．６ ３ － １３５ ９８３ 石刃 １２ Ｈ１９ ５４６ １８．０ ４

縦長剥片 １２ Ｇ１９ １２７９ ８．３ ３ 剥片 １２ Ｈ１９ ５５６ ７．４ ３

１２ Ｇ１９ １５５５ ４．５ ３ 剥片 １２ Ｈ１９ ５７６ ５．３ ３

縦長剥片 １２ Ｇ１９ １４７４ １．９ ３ － １３５ ９８６ 石刃 １２ Ｈ１９ ６２９ ８．４ ４

－ １３５ ９８４ 石刃 １２ Ｇ１９ １５１５ ６．０ ３ 剥片 １２ Ｈ１９ ６６０ ２．９ ４

剥片 １２ Ｇ１９ １５３１ ５．８ ３ 剥片 １３ Ｈ２０ ５２３ １．１ ４

１２ Ｇ１９ １６５９ ２．２ ３ 剥片 １３ Ｈ２０ ５４７ １２．１ ４

剥片 １２ Ｇ１９ １５４５ ３．５ ４ 剥片 １３ Ｈ２０ ６７１ ３．１ ４

剥片 １２ Ｇ１９ １５５０ １２．９ ３ �‐５６ ６４ ３７３ 舟底形石器 １３ Ｈ２０ ７０９ ３４．１ ４

剥片 １２ Ｇ１９ １６１８ ２．０ ３ 剥片 １３ Ｈ２０ １１４０ ２．２ ４

剥片 １２ Ｇ１９ １７１５ ４．６ ３ 剥片 １２ Ｈ２０ １２０６ ９．１ ４

剥片 １２ Ｇ１９ １７１８ ４．８ ３ 剥片 １２ Ｉ２０ １５４ ８．０ ４

剥片 １２ Ｇ１９ １７２５ ３．１ ３ 剥片 １２ Ｉ２０ ５５２ ３．５ ４

剥片 １２ Ｇ１９ １７５８ ２３．６ ３ 剥片 １２ Ｉ２０ ５７４ ８．５ ４

１２ Ｇ１９ ２１７６ ９．０ ３ 剥片 １３ Ｉ２１ ６３ １４．６ ４

１２ Ｇ１９ ２２８２ １．６ ３ �‐２５７ １３６ ８８９ 接合資料 ６・１２ １５０９．７ １１６ ４ ２６７ ６９８

１２ Ｇ１９ ２３４５ １．７ ３ �‐５４ ６３ ３６８ 舟底形石器 ６ Ｃ１７ １０２ ２３２．０ ４

縦長剥片 １２ Ｇ１９ １７６４ ７．１ ３ 剥片 １２ Ｆ１８ ９６ ４３．０ ４

�‐７６ ７６ ５７２ 石刃 １２ Ｇ１９ １７６６ １２．２ ４ １２ Ｇ１８ ７７２ ０．８ ４

１２ Ｇ１９ ２０７４ ４．０ ３ 縦長剥片 １２ Ｆ１８ ２１５ １８．３ ４

１２ Ｉ２０ ５９１ ０．８ ３ － １３６ ９８９ 石刃 １２ Ｆ１８ ２６２ ３．３ ４

縦長剥片 １２ Ｇ１９ １７７０ ４．４ ３ １２ Ｆ１８ ２６３ ２．７ ４

剥片 １２ Ｇ１９ １７７８ １５．３ ３ １２ Ｆ１８ ４５６ ４．７ ４

縦長剥片 １２ Ｇ１９ １７９４ ５．６ ３ 剥片 １２ Ｆ１８ ２６５ ２．７ ４

縦長剥片 １２ Ｇ１９ １８４４ ２．６ ３ 縦長剥片 １２ Ｆ１８ ２６６ １９．６ ４

１２ Ｇ１９ １９３３ ３．４ ３ １２ Ｇ１８ ３８９ ４．０ ４

剥片 １２ Ｇ１９ １８４６ ４．０ ３ 剥片 １２ Ｆ１８ ２７４ ２．３ ４

縦長剥片 １２ Ｇ１９ １８６２ ３．３ ３ 剥片 １２ Ｆ１８ ２８１ ２．７ ４

縦長剥片 １２ Ｇ１９ １８９６ ２．４ ４ 剥片 １２ Ｆ１８ ２８８ １．５ ４

－ １３５ ９８８ 石刃 １２ Ｇ１９ １９０６ ７．７ ３ 剥片 １２ Ｆ１８ ２９０ １０．８ ４

１２ Ｇ１９ ２０２７ １．０ ３ 剥片 １２ Ｆ１８ ２９１ １．６ ４

－ １３５ ９８２ 石刃 １２ Ｇ１９ １９２２ ５．９ ３ － １３６ ９９０ 石刃 １２ Ｆ１８ ３３３ ０．９ ４

�‐８４ ８１ ６３６ 石刃核 １２ Ｇ１９ １９４０ ２３０．０ ３ １２ Ｇ１８ １２３６ ２．６ ４

剥片 １２ Ｇ１９ ２０１５ ３．９ ３ １２ Ｇ１９ ９１ ２．５ ４

掲載接合資料一覧
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縦長剥片 １２ Ｆ１８ ３５５ ２４．８ ４ 剥片 １２ Ｇ１８ １０１１ ３．０ ４

１２ Ｇ１９ ４５１ ６．９ ４ 縦長剥片 １２ Ｇ１８ １０２５ ３３．６ ４

縦長剥片 １２ Ｆ１８ ３７０ ３．３ ４ 剥片 １２ Ｇ１８ １０２７ ２．３ ４

�‐７５ ７５ ５５７ 石刃 １２ Ｆ１８ ３７９ ２．４ ４ 縦長剥片 １２ Ｇ１８ １０８６ ０．７ ４

１２ Ｆ１８ ３８１ ４．７ ４ 剥片 １２ Ｇ１８ １１３４ ２．１ ４

１２ Ｆ１８ ８１０ １．１ ４ 剥片 １２ Ｇ１８ １１６８ ２．３ ４

剥片 １２ Ｆ１８ ３８４ ０．８ ４ 剥片 １２ Ｇ１８ １２１３ ７．３ ４

１２ Ｇ１８ ７０５ ３．０ ４ 剥片 １２ Ｇ１８ １２１７ １．４ ４

１２ Ｇ１８ ９２０ ２４．２ ４ 剥片 １２ Ｇ１８ １２１９ ３．４ ４

剥片 １２ Ｆ１８ ４１０ ２．１ ４ 縦長剥片 １２ Ｇ１８ １２６１ １．８ ４

剥片 １２ Ｆ１８ ４２６ ７．１ ４ 剥片 １２ Ｇ１８ １２７０ ６．６ ４

１２ Ｇ１９ １１５ ３３．３ ４ 剥片 １２ Ｇ１８ １２９４ ７．６ ４

１２ Ｇ１９ １４８１ ２２．８ ４ 剥片 １２ Ｇ１８ １３１０ ９．５ ４

１２ Ｇ１９ １４９６ ６．０ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ ４６ ６．５ ４

剥片 １２ Ｆ１８ ４４４ ６．５ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ ７８ ２７．０ ４

剥片 １２ Ｆ１８ ４５４ １．３ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ ９２ １．２ ４

剥片 １２ Ｆ１８ ５３９ ３６．０ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ ９７ ２．５ ４

１２ Ｇ１８ ５１３ ７．５ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ １０６ １．７ ４

�‐７４ ７５ ５５５ 石刃 １２ Ｆ１８ ５５２ ６．９ ４ �‐７３ ７４ ５３５ 石刃 １２ Ｇ１９ １１７ １３．７ ４

１２ Ｆ１８ ６４４ １．４ ４ 縦長剥片 １２ Ｇ１９ ４４８ ９．１ ４

剥片 １２ Ｆ１８ ６２９ １．３ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ ６３４ ４．５ ４

剥片 １２ Ｆ１８ ６３９ ２．９ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ ６３７ １．５ ４

－ １３６ ９９２ 石刃 １２ Ｆ１８ ７２６ ４．６ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ ６４８ ３．７ ４

縦長剥片 １２ Ｆ１８ ７３６ ９．７ ４ － １３６ ９９１ 石刃 １２ Ｇ１９ ６８３ ３．２ ４

�‐７５ ７６ ５６８ 石刃 １２ Ｆ１８ ７８４ ６４．９ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ ７５３ ０．５ ４

剥片 １２ Ｆ１８ ７９５ ０．５ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ ７６１ ５．７ ４

剥片 １２ Ｇ１８ １８８ ８．４ ４ 縦長剥片 １２ Ｇ１９ ９２０ ４３．３ ４

剥片 １２ Ｇ１８ ３１５ ４．２ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ ９２５ ２．５ ４

剥片 １２ Ｇ１８ ３２２ １６．３ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ ９２７ １８．０ ４

剥片 １２ Ｇ１８ ３２９ ５．１ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ １０９０ ０．５ ４

剥片 １２ Ｇ１８ ３３５ ２６．８ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ １１３０ ７．７ ４

剥片 １２ Ｇ１８ ３５０ ４７．３ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ １１３５ ２．６ ４

剥片 １２ Ｇ１８ ３５３ ６０．５ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ １２９１ ３．６ ４

�‐７４ ７５ ５５６ 石刃 １２ Ｇ１８ ３５５ ２５．６ ４ �‐９５ ８８ ７０２ 石核 １２ Ｇ１９ １４４３ ８５．２ ４

縦長剥片 １２ Ｇ１８ ３５６ １７．３ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ １４６９ ２．７ ４

剥片 １２ Ｇ１８ ３６９ ２１．０ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ １７２４ １０．５ ４

Ｈ１９ � ７ ３２．５ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ １７５０ １．０ ４

剥片 １２ Ｇ１８ ５０８ １０．７ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ ２２４６ ２．１ ４

剥片 １２ Ｇ１８ ５２１ ６．３ ４ �‐２６１ １３７ ８９０ 接合資料 １２・１３ ２４９．５ ８ ４ ３０２ ７８８

剥片 １２ Ｇ１８ ５４３ ２．４ ４ 剥片 Ｄ１８ � １０ ５６．４ ４

剥片 １２ Ｇ１８ ５５７ １３．８ ４ �‐８７ ８３ ６５６ 石刃核 Ｅ１７ � １ １３２．３ ４

剥片 １２ Ｇ１８ ５７５ ３．４ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ １４８ ３．４ ４

剥片 １２ Ｇ１８ ５８７ １．２ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ ２３０ ８．８ ４

剥片 １２ Ｇ１８ ５９６ １．７ ４ 剥片 １３ Ｇ２０ １０６０ ４．４ ４

剥片 １２ Ｇ１８ ６５８ ２７．８ ４ 剥片 Ｇ２０ � １５ ３１．０ ４

１２ Ｇ１８ ７１８ １０５．８ ４ 剥片 １３ Ｈ２０ １００ ８．２ ４

剥片 １２ Ｇ１８ ６６１ ２．５ ４ 剥片 １３ Ｈ２０ ９６２ ５．０ ４

剥片 １２ Ｇ１８ ７２９ ２．６ ４ �‐２６２ １３７ ８９１ 接合資料 ６・１２・１３ ５１２．４ ５７ ３・４ ２６８ ７１０

剥片 １２ Ｇ１８ ７３２ ３．３ ４ 剥片 ６ Ｄ１８ ４２０ ５．１ ４

剥片 １２ Ｇ１８ ７４７ ２．９ ４ �‐８３ ８１ ６３４ 石刃核 １２ Ｇ１８ １７６ １０１．４ ４

剥片 １２ Ｇ１８ ７６１ ３．０ ４ １２ Ｇ１９ ２０３３ ２．６ ４

剥片 １２ Ｇ１８ ７７８ ２．０ ４ １２ Ｇ１９ ２１９６ ９．５ ４

剥片 １２ Ｇ１８ ７９３ ２．０ ４ １２ Ｈ１９ ４０２ ３．２ ４

剥片 １２ Ｇ１８ ９０８ １．８ ４ 剥片 １２ Ｇ１８ １８３ １０．６ ３

剥片 １２ Ｇ１８ ９２７ ２．６ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ １４９ ３２．１ ３

剥片 １２ Ｇ１８ ９８６ ４４．６ ４ 剥片 １３ Ｇ１９ ６０３ ７．７ ３

剥片 １２ Ｇ１８ ９９１ ７．８ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ ７０６ １．１ ３

剥片 １２ Ｇ１８ １００３ ４．３ ４ �‐７３ ７４ ５２８ 石刃 １２ Ｇ１９ １０４５ ５．９ ３

剥片 １２ Ｇ１８ １００４ ４．０ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ １０６３ ４．３ ３

�‐７３ ７３ ５２１ 石刃 １２ Ｇ１８ １００８ ４．１ ４ �‐７９ ７９ ６１２ 石刃 １２ Ｇ１９ １１２５ ２．７ ３

旧白滝５遺跡
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挿図 図版 番号 器 種 等 Sb 発掘区 層位 遺物
番号

重量
（�）
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石質 母岩
�
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� 挿図 図版 番号 器 種 等 Sb 発掘区 層位 遺物
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石質 母岩
�

接合
�

１２ Ｇ１９ １５１６ ２．４ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ２２７ ３．９ ４

剥片 １２ Ｇ１９ １１５８ １．５ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ２４０ ０．６ ４

剥片 １２ Ｇ１９ １１７２ ４８．６ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ２４６ ４．２ ４

１２ Ｇ１９ １１８０ １．６ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ２６１ １．２ ４

剥片 １２ Ｇ１９ １１７９ ２０．３ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ２６２ ４．４ ４

１２ Ｇ１９ １６２８ ０．８ ３ １１ Ｇ１７ ６４２ ２．０ ３

－ １３７ ９９３ 石刃 １２ Ｇ１９ １１８２ ０．５ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ２６３ ６．８ ４

�‐７８ ７７ ５８２ 石刃 １２ Ｇ１９ １２２８ １．３ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ２７４ ２．１ ４

剥片 １２ Ｇ１９ １２３１ ７．９ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ３４５ ６．１ ４

剥片 １２ Ｇ１９ １２８３ １８．６ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ３４７ １．０ ４

剥片 １２ Ｇ１９ １３４９ １．１ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ３５０ ０．９ ４

�‐７４ ７４ ５４５ 石刃 １２ Ｇ１９ １３６５ ５．２ ３ １１ Ｇ１７ ４８７ ２．８ ３

剥片 １２ Ｇ１９ １５７２ ３０．０ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ３８７ ７．６ ３

剥片 １２ Ｇ１９ １５８８ １．３ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ３９５ ６．２ ４

剥片 １２ Ｇ１９ １６２４ １．５ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ４２０ １．６ ３

�‐７３ ７３ ５１５ 石刃 １２ Ｇ１９ １６３３ １．１ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ４２４ ６．３ ４

�‐７４ ７４ ５４８ 石刃 １２ Ｇ１９ １６５３ ３．０ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ４３１ １．１ ４

１２ Ｇ１９ １８４２ ０．８ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ４４６ １．０ ４

剥片 １２ Ｇ１９ １８４３ １．７ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ４４９ ０．９ ４

１２ Ｇ１９ ２３３３ １．９ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ４７１ ３．５ ４

１２ Ｇ１９ ２３４６ ０．８ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ４７５ ３．９ ３

剥片 １２ Ｇ１９ ２００３ ０．８ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ４８２ ２．８ ３

縦長剥片 １２ Ｇ１９ ２０１１ ４．９ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ４８３ ８．４ ３

縦長剥片 １２ Ｇ１９ ２０２３ １．７ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ５０９ ０．７ ３

縦長剥片 １２ Ｇ１９ ２０２５ ４．６ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ５２５ ２．０ ３

１２ Ｇ１９ ２３１４ ３．８ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ５３７ １．３ ３

１２ Ｉ２０ ５９９ ５．４ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ５４９ １．９ ３

剥片 １２ Ｇ１９ ２０３４ １．２ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ５６３ １．７ ３

�‐７５ ７５ ５６５ 石刃 １２ Ｇ１９ ２１２２ １５．６ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ５６９ ３．１ ４

１２ Ｉ２０ ５４２ ６．３ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ５９７ １．４ ４

剥片 １２ Ｇ１９ ２１６０ ０．５ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ６１０ ４．２ ４

剥片 １２ Ｇ１９ ２２１９ ６．４ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ６１２ ７．９ ４

剥片 １２ Ｇ１９ ２２２０ １．０ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ６２２ ３．５ ４

縦長剥片 １２ Ｇ１９ ２２７２ １．３ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ６２７ ２．６ ３

剥片 １２ Ｇ１９ ２２７８ ２．５ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ６３４ ３．７ ４

�‐７３ ７４ ５３６ 石刃 １２ Ｇ１９ ２２８３ ９．７ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ６４０ １．３ ４

剥片 １２ Ｇ１９ ２３０８ ２２．０ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ６４１ １．９ ３

剥片 １２ Ｇ１９ ２３２３ ２．０ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ６５２ １．８ ３

剥片 １２ Ｈ１９ ２９３ ６．７ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ６７０ ５．６ ４

�‐７９ ７９ ６１１ 石刃 １２ Ｈ１９ ５５５ ８．８ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ６８４ ６．１ ３

�‐７５ ７６ ５６７ 石刃 Ｈ２０ � １５ １５．２ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ６８７ ３．５ ３

１２ Ｉ２０ ７０７ ６．６ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ７０２ ０．８ ４

�‐７４ ７５ ５５０ 石刃 Ｈ２０ � ２６ １０．４ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ７０３ ２．４ ４

剥片 １２ Ｉ２０ ７５ １．２ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ７２９ ２．４ ４

�‐７９ ７９ ６１３ 石刃 １２ Ｉ２０ ２５９ ３５．７ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ７５１ ５．１ ４

�‐２６４ １３８ ８９２ 接合資料 ６・１１ ４２６．７ ６４ ３・４ ２４５ ６０７ 剥片 １１ Ｇ１７ ８０４ ０．５ ４

剥片 ６ Ｃ１８ ８０５ ２９．０ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ８５２ ８．５ ４

６ Ｃ１８ ８０６ ３９．１ ４ 剥片 Ｇ１７ � １７ ２．７ ４

６ Ｃ１８ ９９４ １９．１ ４ 剥片 Ｇ１７ � １８ ５．０ ４

６ Ｃ１８ １２３３ １８．２ ４ 剥片 Ｈ２０ � ２２ １３．０ ４

剥片 ６ Ｃ１８ １２４４ ２３．６ ４ �‐２６６ １３８ ８９３ 接合資料 ６・１１ ３０２．４ ４５ ３・４ ２４５ ６０６

６ Ｃ１８ １３３２ １４．４ ４ 剥片 ６ Ｃ１８ ８８６ ６．４ ４

剥片 ６ Ｃ１８ １２９４ １．８ ４ Ｆ１９ � ５１ １４．９ ４

剥片 ６ Ｃ１８ １３４２ ６６．６ ４ 剥片 ６ Ｃ１８ １１３５ ３．９ ４

６ Ｃ１８ １３４３ ２２．６ ４ 剥片 ６ Ｃ１８ １１７５ １．８ ３

剥片 １１ Ｇ１７ １０９ ２．４ ４ 剥片 ６ Ｃ１８ １３９５ １．３ ４

剥片 １１ Ｇ１７ １１０ ９．８ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ４５ ８．６ ４

剥片 １１ Ｇ１７ １４２ １．５ ４ １１ Ｇ１７ １８９ １３．０ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ２１３ １．９ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ６７ ３．７ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ２２４ ２．８ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ６８ ２．０ ４

掲載接合資料一覧
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剥片 １１ Ｇ１７ ７０ ９．２ ４ 剥片 １２ Ｇ１８ １２３４ １．８ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ７３ ５．７ ４ 剥片 １２ Ｇ１８ １２８０ ５．０ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ７６ １．９ ４ 剥片 １２ Ｇ１８ １３０４ ９．７ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ７７ ３．３ ４ �‐５６ ６４ ３７５ 舟底形石器 １２ Ｇ１９ ２２８ ８１．３ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ７８ ７．６ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ ６３６ ６．２ ４

剥片 １１ Ｇ１７ １２０ ６．０ ４ 縦長剥片 １２ Ｇ１９ １８３４ ３．６ ４

剥片 １１ Ｇ１７ １２６ ０．６ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ １９６４ ７．４ ４

剥片 １１ Ｇ１７ １２９ １２．７ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ ２３３４ ７．４ ４

剥片 １１ Ｇ１７ １３９ ６．９ ４ �‐２６８ １３９ ８９５ 接合資料 ５・６・７・９・
１２・１３・ア

４５４．９ ２３ ３・４ ２７０ ７１５

剥片 １１ Ｇ１７ １６２ ３．７ ４ 剥片 ６ Ｃ１８ １０３８ ４．８ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ２５４ １．３ ４ １３ Ｇ２０ ７６５ ２３．６ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ２５９ １０．８ ４ 剥片 ５ Ｄ１７ ２５ １９．５ ３

剥片 １１ Ｇ１７ ２９４ ５．３ ４ �‐５０ ６１ ３４８ 舟底形石器 ５ Ｄ１７ ３５２ ５．６ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ３０１ １．８ ４ Ｆ１９ � ２ １３．３ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ３２７ ７．３ ４ �‐５０ ６２ ３５２ 舟底形石器 ６ Ｄ１８ ９３ ７９．０ ４

１１ Ｇ１７ ３６５ １．６ ４ �‐６９ ７１ ４８７ 二次加工ある剥片 ７ Ｅ１８ ５８ ２２．１ ３

剥片 １１ Ｇ１７ ３２９ ３．７ ４ �‐８５ ８２ ６４７ 石刃核 １２ Ｆ１８ ４５ １２４．９ ３

剥片 １１ Ｇ１７ ３３２ ２．６ ４ �‐６６ ６９ ４６８ 二次加工ある剥片 １２ Ｆ１８ ５９３ ８．６ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ３３９ ２．２ ４ １３ Ｉ２２ ２０ ７．２ ４

�‐５２ ６２ ３６３ 舟底形石器 １１ Ｇ１７ ３６２ ４４．４ ４ 縦長剥片 ７ Ｆ１９ １３６ １６．９ ３

１１ Ｇ１７ ３６３ ３４．９ ４ １３ Ｈ２０ ２４０ ２．４ ３

剥片 １１ Ｇ１７ ３９８ ４．２ ４ 剥片 ７ Ｆ１９ １３７ ５．６ ３

１１ Ｇ１７ ５７０ １．１ ４ Ｆ１９ � １４ ２２．１ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ４６２ １６．４ ４ 剥片 ７ Ｆ１９ １７０ ９．３ ３

剥片 １１ Ｇ１７ ５０３ １０．２ ４ 剥片 Ｆ１９ � １７ ３１．４ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ５１２ ３．６ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ １５６ ３．６ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ６０６ ２．１ ４ 剥片 ９ Ｇ２０ ２０３ ３．５ ３

剥片 １１ Ｇ１７ ６２３ ５．２ ４ － １４０ ９９４ 石刃 １３ Ｇ２０ ８３７ ６．７ ４

１１ Ｇ１７ ８７０ ６．５ ４ 剥片 １３ Ｈ２０ ９２ ９．０ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ６３７ ２．７ ４ 剥片 １３ Ｈ２０ ７７７ ２７．５ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ７６２ １０．２ ４ 剥片 １３ Ｈ２０ １２９１ ６．０ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ８３１ ４．５ ４ 縦長剥片 ア Ｌ２０ � ４ ２．３ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ８５１ １．８ ４ 同一母岩の石器 ７・１２ ４ ２７０ ５０２２６

剥片 １１ Ｇ１７ ８７３ １．４ ４ �‐５１ ６２ ３５４ 舟底形石器 ７ Ｅ１９ ２７５ １２．８ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ８７７ ２．１ ４ １２ Ｆ１８ ４８４ １９．６ ４

剥片 Ｇ１８ � １５ １．３ ４ �‐２７０ １４０ ８９６ 接合資料 ５・１２ １１１９．７ １０８ ３・４ ２６９ ７１４

�‐２６７ １３９ ８９４ 接合資料 １２ ４０４．１ ３１ ４ ２９１ ７６８ 縦長剥片 ５ Ｆ１８ ４２ ５．９ ３

�‐７４ ７５ ５５３ 石刃 １２ Ｆ１８ ３９５ ４．５ ４ １２ Ｆ１８ ９８ １．４ ４

１２ Ｇ１８ １３１３ ３．７ ４ 剥片 １２ Ｆ１８ ９５ １５．９ ３

剥片 １２ Ｆ１８ ４５８ １７．６ ４ １２ Ｆ１８ ２８５ １．８ ４

�‐７６ ７６ ５７１ 石刃 １２ Ｆ１８ ５５３ １０．９ ４ 剥片 １２ Ｆ１８ ２２２ ２．２ ４

１２ Ｇ１８ １３１４ ８．７ ４ 剥片 １２ Ｆ１８ ２６１ ２．７ ４

剥片 １２ Ｆ１８ ７４９ ６４．０ ４ �‐７８ ７８ ５９２ 石刃 １２ Ｆ１８ ３５３ ４０．５ ３

縦長剥片 １２ Ｇ１８ ４１７ ６．３ ４ 剥片 １２ Ｆ１８ ３６１ １．０ ４

１２ Ｇ１８ １１０３ ７．３ ４ １２ Ｆ１８ ３６５ ３．１ ４

剥片 １２ Ｇ１８ ５３４ ２．４ ４ 剥片 １２ Ｆ１８ ３７３ ８．１ ４

縦長剥片 １２ Ｇ１８ ５３６ １．９ ４ 剥片 １２ Ｆ１８ ４３２ ４．９ ３

縦長剥片 １２ Ｇ１８ ６６９ ２．３ ４ 剥片 １２ Ｆ１８ ４６１ ３１．２ ４

縦長剥片 １２ Ｇ１８ ７３０ １．４ ４ 縦長剥片 １２ Ｆ１８ ５４０ ６．３ ４

剥片 １２ Ｇ１８ ７５４ ６．９ ４ 剥片 １２ Ｆ１８ ５４１ ７９．０ ４

縦長剥片 １２ Ｇ１８ ８０４ ８．３ ４ 剥片 １２ Ｆ１８ ５４３ １．３ ３

剥片 １２ Ｇ１８ ８０５ ５５．６ ４ 剥片 １２ Ｆ１８ ６３２ １．０ ４

縦長剥片 １２ Ｇ１８ ９１９ ５．０ ４ １２ Ｇ１８ ６６３ ３．５ ４

剥片 １２ Ｇ１８ ９７６ ６．１ ４ １２ Ｇ１９ ８５ ８．２ ３

１２ Ｇ１８ １２６５ １．７ ４ 剥片 １２ Ｆ１８ ７５１ １．２ ３

剥片 １２ Ｇ１８ １１０４ ８．０ ４ 剥片 １２ Ｆ１８ ７５３ １．２ ３

縦長剥片 １２ Ｇ１８ １１０７ １５．３ ４ 剥片 １２ Ｆ１８ ７６３ ４．４ ３

１２ Ｇ１８ １２８９ １９．０ ４ １２ Ｇ１８ ７８３ ２０．４ ４

剥片 １２ Ｇ１８ １１６３ ４．９ ４ 縦長剥片 １２ Ｇ１８ １８５ ８．７ ４

剥片 １２ Ｇ１８ １２２６ １９．９ ４ １２ Ｇ１８ ３３８ １３．５ ３
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挿図 図版 番号 器 種 等 Sb 発掘区 層位 遺物
番号

重量
（�）

接合
点数

石質 母岩
�

接合
� 挿図 図版 番号 器 種 等 Sb 発掘区 層位 遺物

番号
重量
（�）

接合
点数

石質 母岩
�

接合
�

剥片 １２ Ｇ１８ ３２０ ５．１ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ １０４ ２．５ ３

剥片 １２ Ｇ１８ ３２３ ７．６ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ ４２０ １．３ ３

１２ Ｇ１８ ６２９ ７．３ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ ７４６ １．９ ３

�‐７９ ７８ ６０３ 石刃 １２ Ｇ１８ ３７４ ７．７ ４ 縦長剥片 １２ Ｇ１９ ７５６ ５．９ ３

１２ Ｇ１９ ９３ ８．３ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ ７６４ ４．６ ３

剥片 １２ Ｇ１８ ３９４ ３．２ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ ７６６ １．７ ３

縦長剥片 １２ Ｇ１８ ４３２ ０．５ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ ９０１ ３．９ ３

剥片 １２ Ｇ１８ ５４０ １．０ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ ９１７ ７．４ ３

剥片 １２ Ｇ１８ ５５６ ７８．１ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ １０１９ ０．８ ４

剥片 １２ Ｇ１８ ５８４ １５．１ ３ １２ Ｇ１９ ２３４１ １．０ ４

剥片 １２ Ｇ１８ ５９８ ２．３ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ １０９３ ６．１ ３

剥片 １２ Ｇ１８ ６０３ ３．９ ３ １２ Ｇ１９ １０９４ １．４ ４

�‐７４ ７５ ５５２ 石刃 １２ Ｇ１８ ６１１ ３０．６ ３ Ｇ１９ � ７ ０．４ ４

縦長剥片 １２ Ｇ１８ ６１７ ０．９ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ １１３４ ３．９ ３

縦長剥片 １２ Ｇ１８ ６２５ ０．５ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ １１６５ １．１ ３

剥片 １２ Ｇ１８ ６８１ １．８ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ １１６９ ２．２ ３

剥片 １２ Ｇ１８ ７０３ １０．６ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ １４５４ ８．５ ３

１２ Ｇ１９ ７４ ７．９ ３ － １４０ ９９５ 石刃 １２ Ｇ１９ １４８７ １．３ ４

剥片 １２ Ｇ１８ ７０６ ９．３ ３ 縦長剥片 １２ Ｇ１９ １４８９ ０．３ ４

剥片 １２ Ｇ１８ ７１５ ４．４ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ １８３２ ３．５ ４

剥片 １２ Ｇ１８ ７１７ １．０ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ ２１２６ １２．３ ４

１２ Ｇ１８ ８３０ ６．２ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ ２３１２ １５．４ ３

剥片 １２ Ｇ１８ ７３６ ２．１ ４ 縦長剥片 １２ Ｈ１９ １１２ ５．０ ３

剥片 １２ Ｇ１８ ７４８ ７９．５ ３ �‐１０６ ９２ ７５０ 石核 １２ Ｈ２０ ８６７ ２０４．７ ４

１２ Ｇ１８ １２０６ ０．９ ３ �‐２７２ １４１ ８９７ 接合資料 ６・１３ ２１１．５ ７ ３・４ ３００ ７８４

剥片 １２ Ｇ１８ ７５２ １．１ ４ �‐８７ ８２ ６５３ 石刃核 ６ Ｄ１８ ３６４ １５３．９ ４

剥片 １２ Ｇ１８ ７５５ ８．２ ４ �‐４４ ５９ ２３７ 削片 １３ Ｇ１９ ５５７ １２．０ ３

剥片 １２ Ｇ１８ ７８０ ６４．５ ３ �‐５７ ６４ ３８０ 舟底形石器 Ｈ１９ � １ １７．８ ３

剥片 １２ Ｇ１８ ７９１ ６．４ ４ １３ Ｈ２０ ８６２ ９．５ ３

１２ Ｇ１８ ９１５ １．０ ４ 縦長剥片 １３ Ｈ２０ ４４０ ５．２ ４

１２ Ｇ１９ ４８０ ２．４ ３ 縦長剥片 １３ Ｈ２０ １１７７ ５．３ ４

１２ Ｇ１９ ９０５ １．７ ３ 剥片 １３ Ｈ２０ １２３６ ７．８ ３

１２ Ｇ１９ １０９７ ０．８ ３ �‐２７３ １４１ ８９８ 接合資料 １・２・３・５・
６・９

１８４９．１ ７５ ３・４ １４９ ３５８

１２ Ｇ１９ １１３８ ０．５ ４ 縦長剥片 ３ Ｂ１５ ３ ３４．２ ４

剥片 １２ Ｇ１８ ７９２ １７．９ ３ 剥片 Ｂ１７ � ３ ７９．１ ３

剥片 １２ Ｇ１８ ９２９ １．３ ３ ５ Ｅ１６ １４７１ ４１．４ ４

�‐７９ ７８ ６０５ 石刃 １２ Ｇ１８ ９５１ ３．９ ４ 剥片 Ｂ１７ � ５ １４７．０ ３

剥片 １２ Ｇ１８ ９６２ ０．９ ３ 剥片 １ Ｃ１３ ８ ６１．２ ４

剥片 １２ Ｇ１８ １００９ １．８ ４ 剥片 ６ Ｃ１７ １４ ７．３ ４

剥片 １２ Ｇ１８ １０８８ ５．７ ３ 剥片 ６ Ｃ１７ ３６ ３．６ ４

剥片 １２ Ｇ１８ １０９２ ０．８ ４ ６ Ｃ１７ ３７ ４．９ ４

剥片 １２ Ｇ１８ １１０１ ２．６ ３ ６ Ｄ１８ ８８ ３．１ ４

剥片 １２ Ｇ１８ １１０８ ３．３ ３ 縦長剥片 ６ Ｃ１８ ６０ ２．１ ４

剥片 １２ Ｇ１８ １１３５ １５．５ ３ 剥片 ６ Ｃ１８ １０２ ２３．６ ４

剥片 １２ Ｇ１８ １１６０ １．５ ４ ２ Ｆ１４ １４ ２２．１ ３

剥片 １２ Ｇ１８ １１７０ １．５ ４ ９ Ｆ２０ ４４ ６．９ ３

�‐７５ ７５ ５６２ 石刃 １２ Ｇ１８ １１８２ ２．２ ３ 剥片 ６ Ｃ１８ ３１７ ３．０ ４

１２ Ｇ１８ １２６８ ３０．８ ３ 剥片 ６ Ｃ１８ ５０２ ９．２ ３

剥片 １２ Ｇ１８ １１９８ ０．７ ４ 縦長剥片 Ｃ１８ � ６ ３７．７ ３

剥片 １２ Ｇ１８ １２１８ ２．４ ３ 縦長剥片 ２ Ｄ１５ ２ １８．７ ３

剥片 １２ Ｇ１８ １２６２ １．５ ３ 剥片 ５ Ｄ１６ １４６ ８．４ ３

剥片 １２ Ｇ１８ １２７９ １６．４ ４ 剥片 ５ Ｄ１６ ３４２ ３９．９ ３

�‐７３ ７４ ５３１ 石刃 １２ Ｇ１８ １２８４ １５．５ ４ ５ Ｅ１６ ２０８４ １．６ ４

剥片 １２ Ｇ１８ １３０６ ３．５ ４ 剥片 ５ Ｄ１６ ４５６ ９７．９ ３

�‐７６ ７６ ５７４ 石刃 １２ Ｇ１９ ５７ ２３．０ ３ 剥片 ５ Ｄ１６ ６８８ ０．８ ３

１２ Ｇ１９ ８７ ７．３ ３ ５ Ｅ１６ ２８３２ ７．６ ３

１２ Ｇ１９ １１３６ １．６ ３ ５ Ｅ１６ ３０８６ ７．２ ３

縦長剥片 １２ Ｇ１９ ７９ ３．４ ３ �‐５５ ６４ ３７２ 舟底形石器 ５ Ｄ１６ ７８１ １３５．６ ３

剥片 １２ Ｇ１９ ８４ １．０ ３ ５ Ｅ１６ ２７１７ ４０．３ ３

縦長剥片 １２ Ｇ１９ ９９ ６．８ ３ ５ Ｅ１６ ３０００ １３５．２ ３

掲載接合資料一覧
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剥片 ５ Ｄ１６ ７９３ １１．１ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ３６ ５．９ ４

Ｅ１７ � １２０ ９．１ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ４１ １．１ ４

剥片 ５ Ｄ１６ ８４２ １５．８ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ７１ ２４．６ ４

剥片 ５ Ｄ１６ ９４１ ７．８ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ７２ ４．７ ４

剥片 ５ Ｄ１６ ９４３ ２．０ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ８１ ０．９ ４

５ Ｄ１６ １２３６ ９．６ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ １１８ １９．８ ４

Ｄ１６ � １２ ２０．１ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ １１９ ４．８ ４

剥片 ５ Ｄ１６ ９５６ ２６．９ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ １３０ ９．８ ４

剥片 ５ Ｄ１６ １０２１ ２０．８ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ １３３ ３．０ ４

剥片 ５ Ｄ１７ １１５ ４．２ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ １３７ １．５ ４

縦長剥片 ５ Ｄ１８ ５５ ６０．７ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ １５０ ４．６ ４

�‐６３ ６７ ４３７ 削器 ５ Ｅ１６ ４７７ ４７．０ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ １６０ ３．０ ４

５ Ｅ１６ ２３９１ ２４．７ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ １７９ ０．８ ４

５ Ｅ１６ ２８７５ ７９．４ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ １９７ ８．１ ４

剥片 ５ Ｅ１６ ８７２ ８．９ ３ １１ Ｇ１７ ７１８ ５．２ ４

剥片 ５ Ｅ１６ １２３２ ２．８ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ２１２ ２．１ ４

５ Ｅ１６ ２８３５ １．９ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ２１９ ５．４ ４

剥片 ５ Ｅ１６ １２４１ １４．８ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ２２５ ４．８ ４

剥片 ５ Ｅ１６ １４７５ ４．９ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ２２８ ４．５ ４

縦長剥片 ５ Ｅ１６ １４９１ １５．８ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ２７０ １．８ ４

剥片 ５ Ｅ１６ １６６１ ３９．３ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ２７９ ７．０ ４

剥片 ５ Ｅ１６ １６８３ ６．６ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ２８４ １０．３ ４

剥片 ５ Ｅ１６ １７０３ ３２．８ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ２８６ １８．８ ４

剥片 ５ Ｅ１６ １７１５ ３６．０ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ２８８ ７．０ ４

剥片 ５ Ｅ１６ １７１６ １１．８ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ２９３ １３．１ ４

剥片 ５ Ｅ１６ １８１３ ９．２ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ３０６ １２．６ ４

５ Ｅ１６ ２４５０ １４．９ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ３１３ １．７ ４

５ Ｅ１６ ２８４８ ２．０ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ３３０ １．５ ４

剥片 ５ Ｅ１６ １８９７ １０６．６ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ３４３ ４．７ ４

縦長剥片 ５ Ｅ１６ ２０５３ ５．０ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ３５５ ２．２ ４

剥片 ５ Ｅ１６ ２０５７ ３．７ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ３５６ ２．８ ４

５ Ｅ１６ ３１０９ ０．７ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ３７１ ２．８ ４

剥片 ５ Ｅ１６ ２３６０ ２６．８ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ４１５ ０．８ ４

剥片 ５ Ｅ１６ ２４１９ ３．２ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ４３７ ２．１ ４

剥片 ５ Ｅ１６ ２４２２ ０．７ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ４５３ １．２ ４

剥片 ５ Ｅ１６ ２４２６ ２．５ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ４６５ ４．６ ４

剥片 ５ Ｅ１６ ２７１５ ７．７ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ４８５ １１．３ ４

剥片 ５ Ｅ１６ ２８０１ ２．４ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ４９５ ２．９ ４

剥片 ５ Ｅ１６ ２８３０ １７．５ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ４９７ １．５ ４

剥片 ５ Ｅ１６ ２９９４ ４．０ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ５００ ０．８ ４

５ Ｅ１６ ３１２８ ２．６ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ５０７ １．７ ４

剥片 ５ Ｅ１６ ３００１ ３．１ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ５１３ １９．５ ４

５ Ｅ１６ ３０３５ １３．８ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ５３６ ６．７ ４

縦長剥片 ５ Ｅ１６ ３０３２ １．２ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ５６５ ４．４ ４

剥片 ５ Ｅ１６ ３２１１ １．３ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ５６７ ５．６ ４

剥片 ５ Ｅ１７ ２７１０ ３０．９ ３ １１ Ｇ１７ ７４４ １．８ ４

剥片 Ｅ１７ � ２６６ １４．４ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ５７３ １６．８ ４

剥片 高位部 ２ ８０．５ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ ５７８ ０．８ ４

同一母岩の石器 ５ ４ １４９ 剥片 １１ Ｇ１７ ５９９ ８．８ ４

�‐４４ ５９ ２２０ 削片 ５ Ｅ１７ ２３８４ ２．０ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ６２５ ０．７ ４

�‐２７７ １４２ ８９９ 接合資料 ６・１１・１３ ６７７．１ ７３ ４ ２４３ ６０１ 剥片 １１ Ｇ１７ ６３０ ３．６ ４

�‐９７ ８８ ７１０ 石核 ６ Ｃ１７ ５７ ９８．２ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ６５０ ５．２ ４

剥片 ６ Ｃ１８ ８３２ ６９．３ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ７０６ １．３ ４

剥片 ６ Ｃ１８ ９４８ ６８．９ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ７５４ ６．２ ４

剥片 ６ Ｃ１８ １２０７ ７．５ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ７５５ ０．７ ４

６ Ｃ１８ １４２４ １７．９ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ７７６ ２．８ ４

剥片 ６ Ｃ１８ １２４１ ２．７ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ８１４ ３．８ ４

縦長剥片 Ｆ１９ � ４６ ９．６ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ８１５ １．４ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ２６ １．２ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ８１８ １３．６ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ３４ ２．８ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ８３３ ４．３ ４

旧白滝５遺跡

334



挿図 図版 番号 器 種 等 Sb 発掘区 層位 遺物
番号

重量
（�）

接合
点数

石質 母岩
�

接合
� 挿図 図版 番号 器 種 等 Sb 発掘区 層位 遺物

番号
重量
（�）

接合
点数

石質 母岩
�

接合
�

剥片 １１ Ｇ１７ ８３９ ８．０ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ８２８ ９．２ ４

剥片 Ｇ１７ � ５ １３．４ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ８３４ ４．５ ４

剥片 Ｈ１９ � １１ １２．４ ４ �‐２８０ １４３ ９０３ 接合資料 ６・７・１１・１２・
１３

１０３６．７ １１９ ４ ２４２ ５９３

�‐５０ ６１ ３４６ 舟底形石器 １３ Ｈ２０ ２６５ ２９．４ ４ 剥片 ６ Ｃ１８ １２０３ ５７．９ ４

�‐２７９ １４３ ９０２ 接合資料 ６・１１ ５３８．９ ５７ ４ ２４４ ６０５ ６ Ｃ１８ １４１８ ４９．４ ４

剥片 ６ Ｃ１８ １２９５ ７２．８ ４ 剥片 ６ Ｃ１８ １４２２ ２９．９ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ６３ ２．５ ４ 剥片 ６ Ｃ１８ １４３２ ６４．１ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ７５ ２．７ ４ 剥片 ７ Ｅ１８ ２６ ４９．１ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ８２ １２．７ ４ 剥片 ７ Ｅ１８ ２２２ ２５．５ ４

剥片 １１ Ｇ１７ １２５ ９．８ ４ �‐５０ ６２ ３５０ 舟底形石器 １２ Ｆ１８ １１８ ２７．４ ４

剥片 １１ Ｇ１７ １４１ ３３．１ ４ 剥片 Ｆ１９ � ２０ ２１．９ ４

剥片 １１ Ｇ１７ １４６ ２．０ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ８ １．３ ４

剥片 １１ Ｇ１７ １９８ ８．４ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ １８ ９．７ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ２０２ ２．２ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ２０ ２．４ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ２０３ ２．８ ４ １１ Ｇ１７ ４０２ １．８ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ２３０ １．０ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ２４ ３．３ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ２３２ ４４．６ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ２９ ３．１ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ２４１ ４．２ ４ １１ Ｇ１７ ７６６ ８．０ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ２４２ ２７．１ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ３５ ２．９ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ２５５ ９．１ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ５０ １５．９ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ２８５ １３．３ ４ １１ Ｇ１７ １９４ ９．２ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ２９７ １６．９ ４ １１ Ｇ１７ ４６８ １４．９ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ２９９ ９．２ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ５６ ４．５ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ３０７ １２．３ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ５８ １１．０ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ３１７ ７．１ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ６１ ８．０ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ３１８ １１．７ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ６４ ３９．８ ４

縦長剥片 １１ Ｇ１７ ３３６ ６．８ ４ １１ Ｇ１７ ７３９ ２．５ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ３４４ ５．８ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ６５ ２．３ ４

１１ Ｇ１７ ６５１ ７．７ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ８０ ４．９ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ３４６ １．８ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ８６ １．６ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ３６４ ２．２ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ８７ ２２．５ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ３７７ ５．７ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ８８ ３．９ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ３９２ ９．３ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ １１７ ０．４ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ３９９ ７．６ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ １２３ １５．７ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ４５５ ３．６ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ １２７ １．５ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ４７４ １．８ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ １２８ ７．８ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ４７７ ９．４ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ １３５ ３．９ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ４９１ ３．３ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ １５６ １．２ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ５１５ ７．８ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ １５７ ４．９ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ５２４ ８．０ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ １８１ １．０ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ５２６ ４．５ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ １８３ １．４ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ５２８ １４．３ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ １９６ ０．８ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ５４０ １０．１ ４ １１ Ｇ１７ ２７６ １．３ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ５４２ １６．６ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ２０６ １．７ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ５４３ ５．１ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ２２１ １．６ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ５４７ １０．５ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ２２６ １．９ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ５５２ １３．９ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ２２９ １．２ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ５６１ ２．１ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ２３３ ２．０ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ５８１ １．１ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ２３６ １．３ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ６０８ ７．７ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ２４５ ６．４ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ６１１ ３．４ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ２４７ ０．７ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ６１４ ４．０ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ２７７ ４．０ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ６２０ ２．７ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ２７８ １．９ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ６８５ １１．４ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ２８７ １５．５ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ６８６ ７．０ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ３００ １３．０ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ６８８ ４．６ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ３０２ ４．３ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ７１３ ７．９ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ３０５ ５．６ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ７３２ １．８ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ３０９ ０．７ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ７６３ ９．０ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ３１１ ７．４ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ８２６ １．２ ４ 剥片 １１ Ｇ１７ ３１２ ２．２ ４

掲載接合資料一覧
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剥片 １１ Ｇ１７ ３２１ １．２ ４ 剥片 １３ Ｇ２０ １１０７ ８．１ ４

１１ Ｇ１７ ５０６ ２．１ ４ 剥片 Ｇ２０ � ９ １５１．７ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ３２８ １３．７ ４ �‐２８３ １４４ ９０８ 接合資料 ６・７・１３ ２７１．６ １７ ４ ３０４ ７９９

剥片 １１ Ｇ１７ ３３３ １５．９ ４ 剥片 ６ Ｃ１８ １３６５ ２２．２ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ３５２ ８．８ ４ 剥片 ７ Ｄ１８ ２４ ６．７ ４

１１ Ｇ１７ ４２５ ４．９ ４ 剥片 ７ Ｄ１８ ３７ ２３．０ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ３５３ ７．７ ４ 剥片 ６ Ｄ１８ １１７ ４．３ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ３７３ ３．８ ４ 剥片 ６ Ｄ１８ ２６５ ５．８ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ３８０ １．８ ４ 剥片 ７ Ｅ１９ ２８２ １５．１ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ３８６ ２．１ ４ １３ Ｇ２０ ４０ ５３．１ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ３８８ ０．８ ４ 剥片 Ｆ１９ � １５ ６．６ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ４０３ １７．１ ４ 剥片 Ｇ１９ � １０ ５３．５ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ４１１ ５．４ ４ 剥片 １３ Ｇ２０ ８０７ ３．８ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ４１４ ０．８ ４ �‐５６ ６４ ３７６ 舟底形石器 １３ Ｇ２０ １００６ ２９．６ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ４１６ ２．３ ４ 剥片 １３ Ｇ２０ １０２８ ２．２ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ４４８ ０．７ ４ 剥片 １３ Ｈ２０ １２５ ３．７ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ４５６ １．５ ４ 剥片 １３ Ｈ２０ ４８４ １．９ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ４６４ １．１ ４ 剥片 １３ Ｈ２０ ８１２ １５．６ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ４７０ ０．６ ４ 剥片 １３ Ｈ２０ ９１５ ５．６ ４

縦長剥片 １１ Ｇ１７ ４８６ ２．１ ４ 剥片 １３ Ｈ２０ １０００ １８．９ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ４９３ ３．５ ４ �‐２８５ １４５ ９０９ 接合資料 ２・４・５・６・
１３

１２１８．５ １２０ ３・４ １５４ ３９１

剥片 １１ Ｇ１７ ４９４ ５．１ ４ �‐３１ ５１ ８ 尖頭器 Ｂ１６ � ２ １８．２ ３

１１ Ｇ１７ ６７５ ４．０ ４ �‐５６ ６４ ３７７ 舟底形石器 ４ Ｂ１７ ７ １７１．８ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ５１０ １８．３ ４ 剥片 Ｂ１７ � ４ １３．７ ３

剥片 １１ Ｇ１７ ５３３ １．９ ４ 剥片 ６ Ｂ１８ ３９ １．７ ４

縦長剥片 １１ Ｇ１７ ５５１ １．６ ４ Ｃ１８ � １０ １．３ ３

剥片 １１ Ｇ１７ ５５７ １．９ ４ 剥片 ６ Ｃ１７ ９ ６．５ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ５５９ １．２ ４ 剥片 ６ Ｃ１８ １０１ １１．０ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ５６６ １２．６ ４ 剥片 ６ Ｃ１８ １３４ ３．１ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ５７６ ２．４ ４ ６ Ｃ１８ １０４２ ５．１ ３

剥片 １１ Ｇ１７ ５８８ １．８ ４ Ｃ１８ � ７ ４．２ ３

剥片 １１ Ｇ１７ ６４８ ２．４ ４ 剥片 ６ Ｃ１８ ３０２ ９．７ ３

剥片 １１ Ｇ１７ ６５６ ０．９ ４ ６ Ｃ１８ １０６７ ３５．６ ３

剥片 １１ Ｇ１７ ６６９ ９．６ ４ 剥片 ６ Ｃ１８ ３１６ ７．５ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ６７９ １．１ ４ 剥片 ６ Ｃ１８ １１０５ ２．８ ３

剥片 １１ Ｇ１７ ６８２ ２．７ ４ 剥片 ５ Ｄ１６ ２５８ １．５ ３

剥片 １１ Ｇ１７ ６９４ ６．９ ４ ５ Ｅ１６ １２０３ １．７ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ７０７ １．７ ４ ５ Ｅ１６ ２０５６ ０．５ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ７１７ ３．２ ４ 剥片 ５ Ｄ１６ ２６８ ２．１ ３

剥片 １１ Ｇ１７ ７２２ ４．７ ４ ５ Ｄ１６ ７２０ ０．８ ３

剥片 １１ Ｇ１７ ７２３ ５．３ ４ 剥片 ５ Ｄ１６ ３３６ ４．０ ３

剥片 １１ Ｇ１７ ７２６ １．１ ４ ５ Ｅ１７ ９２３ １．１ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ７３５ １．１ ４ ５ Ｆ１８ ２２９ ３．０ ３

剥片 １１ Ｇ１７ ７４３ ３．７ ４ 剥片 ５ Ｄ１６ ４８５ ４．１ ３

剥片 １１ Ｇ１７ ７５０ ０．７ ４ 剥片 Ｄ１８ � １８ ５７．５ ３

剥片 １１ Ｇ１７ ７６８ ０．９ ４ 剥片 ５ Ｅ１６ ２３７ ２．７ ４

縦長剥片 １１ Ｇ１７ ７７０ １．０ ４ 剥片 ５ Ｅ１６ ２６５ ０．８ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ７７５ ９．１ ４ 剥片 ５ Ｅ１６ ４５７ １．３ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ７９４ ０．８ ４ 剥片 ５ Ｅ１６ ４６０ ３．０ ４

剥片 １１ Ｇ１７ ８０６ １０．８ ４ 剥片 ５ Ｅ１６ ６３６ ２．１ ３

剥片 １１ Ｇ１７ ８２９ ５．６ ４ 剥片 ５ Ｅ１６ ８９０ ２．４ ３

剥片 １１ Ｇ１７ ８４１ ５．２ ４ 剥片 ５ Ｅ１６ ９１６ ３．５ ３

剥片 １１ Ｇ１７ ８５８ １．５ ４ 剥片 ５ Ｅ１６ ９６２ ３．５ ３

剥片 １１ Ｇ１７ ８７２ ０．９ ４ 剥片 ５ Ｅ１６ ９６３ ２．６ ３

剥片 １１ Ｇ１７ ８７９ ０．７ ４ ５ Ｅ１６ １８６７ ４．０ ４

剥片 Ｇ１７ � ９ １．３ ４ 剥片 ５ Ｅ１６ ９６９ ２．４ ３

剥片 Ｇ１７ � １１ ７．２ ４ ５ Ｅ１６ １７４５ ２．６ ４

剥片 １３ Ｇ２０ ３６２ １５．１ ４ ５ Ｅ１６ １８８１ ７．２ ４

１３ Ｇ２０ ４９２ ３．０ ４ 剥片 ５ Ｅ１６ ９７１ ３．３ ３

剥片 １３ Ｇ２０ ９８６ １０．０ ４ 剥片 ５ Ｅ１６ ９７２ ３．８ ３

旧白滝５遺跡
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５ Ｅ１６ １２３７ ７．０ ４ 剥片 ５ Ｅ１６ ２４１５ １．６ ４

５ Ｅ１６ １７１２ ３．８ ４ 剥片 ５ Ｅ１６ ２６２６ ４．３ ４

剥片 ５ Ｅ１６ ９７５ ４．９ ３ ５ Ｅ１６ ３０４０ １５．１ ３

剥片 ５ Ｅ１６ １１９６ ４．４ ４ 剥片 ５ Ｅ１６ ２８４１ ２８．５ ３

剥片 ５ Ｅ１６ １２２７ １．５ ４ 剥片 ５ Ｅ１６ ２９０２ ３．１ ３

Ｅ１７ � ７１ １０．５ ３ 剥片 ５ Ｅ１６ ２９０３ １．８ ３

剥片 ５ Ｅ１６ １２２８ １．０ ４ 剥片 ５ Ｅ１６ ２９９９ ０．９ ３

剥片 ５ Ｅ１６ １２３０ ４．６ ４ 剥片 ５ Ｅ１６ ３０３３ ０．７ ３

剥片 ５ Ｅ１６ １２３４ ２３．５ ４ 剥片 ５ Ｅ１６ ３０４５ ３．１ ３

剥片 ５ Ｅ１６ １２３５ ２．１ ４ 剥片 Ｅ１６ � ８８ ５．７ ３

剥片 ５ Ｅ１６ １４４５ ４．５ ４ ５ Ｆ１７ ４１ ２．６ ３

５ Ｅ１６ ２０９４ ３．０ ４ 剥片 Ｅ１６ � ８９ １．６ ３

剥片 ５ Ｅ１６ １７１１ １１．８ ４ 剥片 ５ Ｅ１７ ６１ ２．９ ４

剥片 ５ Ｅ１６ １７２４ １．１ ４ 剥片 ５ Ｅ１７ １９９ ２．３ ４

５ Ｅ１６ ２９８９ １．０ ３ 剥片 ５ Ｅ１７ ２０５ ３．３ ４

剥片 ５ Ｅ１６ １７２８ １．５ ４ 剥片 ５ Ｅ１７ ９２４ ３．４ ４

剥片 ５ Ｅ１６ １７２９ １．０ ４ 剥片 ５ Ｅ１７ １３４８ ０．９ ４

剥片 ５ Ｅ１６ １７３０ ４．０ ４ 剥片 Ｅ１７ � ６１ ３５．７ ３

剥片 ５ Ｅ１６ １７３１ ２．１ ４ 剥片 ５ Ｆ１７ ９３ ３．１ ３

縦長剥片 ５ Ｅ１６ １７４６ ３．８ ４ 剥片 １３ Ｇ２０ ３２８ １４．５ ３

剥片 ５ Ｅ１６ １７４７ １４．９ ４ 剥片 高～斜 ９ ４２．４ ３

剥片 ５ Ｅ１６ １７９７ ４．５ ４ 同一母岩の石器 ３ １５４ ５３３９６

剥片 ５ Ｅ１６ １７９９ ３．２ ４ �‐５８ ６４ ３８３ 舟底形石器 Ｄ１１ � １ １９．６ ３

剥片 ５ Ｅ１６ １８００ ０．９ ４ Ｄ１５ � １２ １８．４ ３

剥片 ５ Ｅ１６ １８２５ ４．５ ４ �‐２８９ １４５ ９１０ 接合資料 ２・ア ２１５．９ ３８ ３・４ ６７ １５３

剥片 ５ Ｅ１６ １８２６ ９．５ ４ 剥片 ２ Ｄ１４ ６０７ ３．６ ４

剥片 ５ Ｅ１６ １８２７ ４．２ ４ Ｄ１５ � １４３ ２．６ ３

�‐５５ ６３ ３７１ 舟底形石器 ５ Ｅ１６ １８４１ １９６．６ ４ 剥片 ２ Ｄ１５ ２６ ４０．６ ３

５ Ｅ１６ １８４２ １１４．０ ４ ２ Ｄ１５ ３８６ ３．８ ３

剥片 ５ Ｅ１６ １８５０ ５．６ ４ Ｄ１５ � １０６ １１．９ ３

剥片 ５ Ｅ１６ １８５４ ３．１ ４ Ｄ１５ � １０７ ３．４ ３

剥片 ５ Ｅ１６ １８６５ ６．３ ４ 縦長剥片 ２ Ｄ１５ ４０ ６．１ ３

Ｅ１６ � ７３ ８．４ ３ 剥片 ２ Ｄ１５ ４３ １．４ ３

剥片 ５ Ｅ１６ １８６６ ５．１ ４ 剥片 ２ Ｄ１５ ２４３ ５．２ ３

剥片 ５ Ｅ１６ １８６９ １．６ ４ 剥片 ２ Ｄ１５ ２５８ ５．１ ３

剥片 ５ Ｅ１６ １８７１ １．３ ３ ２ Ｄ１５ ５８６ １．５ ３

剥片 ５ Ｅ１６ １８７２ １．６ ４ 剥片 ２ Ｄ１５ ２９１ １．０ ４

剥片 ５ Ｅ１６ １８７４ ６．８ ４ 剥片 ２ Ｄ１５ ３７２ ３．２ ３

Ｅ１７ � ３８７ １．３ ３ 縦長剥片 ２ Ｄ１５ ３７５ ３．０ ３

剥片 ５ Ｅ１６ １８７５ ９．７ ４ ２ Ｄ１５ ７９４ ２．４ ３

５ Ｅ１７ ８１３ １９．９ ４ 剥片 ２ Ｄ１５ ３７９ １．３ ３

剥片 ５ Ｅ１６ １９０８ １０．５ ４ Ｄ１５ � １１０ ２．９ ４

剥片 ５ Ｅ１６ ２００６ １．９ ４ 剥片 ２ Ｄ１５ ４３１ ３．３ ３

剥片 ５ Ｅ１６ ２０４９ ５．０ ４ 縦長剥片 ２ Ｄ１５ ４５７ ２．３ ３

剥片 ５ Ｅ１６ ２０５０ ２０．５ ４ 剥片 ２ Ｄ１５ ５７０ ０．７ ４

剥片 ５ Ｅ１６ ２０５４ ２．１ ４ 剥片 ２ Ｄ１５ ５９０ ２．２ ３

剥片 ５ Ｅ１６ ２０６０ １．５ ４ Ｄ１６ � １４ ４．６ ３

剥片 ５ Ｅ１６ ２０８９ ０．７ ４ 剥片 ２ Ｄ１５ ７９９ １．３ ３

剥片 ５ Ｅ１６ ２０９２ ４．４ ４ 剥片 ２ Ｄ１５ ８０１ ９．２ ４

剥片 ５ Ｅ１６ ２０９３ １３．７ ４ �‐４９ ６１ ３４３ 舟底形石器 Ｄ１５ � １ ２１．５ ３

剥片 ２ Ｅ１６ ２２９１ ３．０ ３ 縦長剥片 Ｄ１５ � １０５ １８．７ ３

剥片 ５ Ｅ１６ ２３２５ ６．６ ３ Ｄ１５ � １２７ １．０ ３

５ Ｅ１７ ７８５ ５．３ ３ ア Ｋ２２ � ２ ２０．５ ３

剥片 ５ Ｅ１６ ２３４１ ３．５ ３ 剥片 Ｄ１５ � １０８ １３．１ ３

剥片 ５ Ｅ１６ ２３４２ ０．７ ４ 剥片 Ｄ１５ � １０９ ０．７ ３

剥片 ５ Ｅ１６ ２３４４ １３．５ ４ 縦長剥片 Ｄ１５ � １２６ １．４ ３

剥片 ５ Ｅ１６ ２３４５ ４．３ ４ 剥片 Ｄ１５ � １３０ １．０ ３

剥片 ５ Ｅ１６ ２３４８ ６．２ ３ Ｄ１５ � １２９ ０．５ ３

剥片 ５ Ｅ１６ ２４１１ １．０ ４ 剥片 Ｄ１５ � ２１３ １．９ ３

剥片 ５ Ｅ１６ ２４１４ ２．８ ４ 剥片 Ｄ１５ � ２３８ １．９ ４

掲載接合資料一覧
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剥片 Ｄ１５ � ２３９ ０．６ ３ 剥片 Ｅ１７ � ２１９ １．３ １

剥片 Ｄ１８ � １４ ０．５ ４ 剥片 Ｅ１７ � ２２６ ７．２ １

剥片 Ｅ１６ � ７７ １０．０ ３ �‐２９０ １４６ ９１３ 接合資料 ５ ２６８．３ ３８ １ １３０ ３１０

�‐２８９ １４６ ９１１ 接合資料 ５ １７７．７ ２６ １ １４２ ３３５ 剥片 ５ Ｄ１６ ３５５ １．５ １

剥片 ５ Ｄ１６ ２０１ ５．３ １ 剥片 ５ Ｄ１６ ４６６ ３．８ １

剥片 ５ Ｄ１６ ２２３ １．３ １ ５ Ｄ１６ ４８１ １．８ １

剥片 ５ Ｄ１６ ２９７ ２．８ １ 剥片 ５ Ｄ１６ ５５７ １．６ １

剥片 ５ Ｄ１６ ３５０ １．３ １ 剥片 ５ Ｄ１６ ７２９ ２．３ １

５ Ｄ１６ ４６５ ０．８ １ Ｅ１７ � ２３８ １．１ １

�‐５９ ６５ ３８９ 舟底形石器 ５ Ｄ１６ ３６２ １０．５ １ 剥片 ５ Ｄ１６ ８１５ ０．８ １

５ Ｄ１６ ３８７ ２１．０ １ 剥片 ５ Ｄ１６ １１２６ ３．５ １

５ Ｄ１６ ３８９ ８０．９ １ 剥片 Ｄ１６ � ８ １．０ １

剥片 ５ Ｄ１６ ５１５ ２．３ １ 剥片 ５ Ｅ１６ ２８６ ０．６ １

剥片 ５ Ｄ１６ ７０７ ０．８ １ 剥片 ５ Ｅ１６ ９００ ３．６ １

剥片 ５ Ｄ１６ １１５６ ２．０ １ 剥片 ５ Ｅ１６ １２１２ ３．７ １

剥片 ５ Ｄ１７ ４９ ２．２ １ 剥片 ５ Ｅ１６ １９２５ ２９．６ １

剥片 ５ Ｄ１７ ４５８ １．０ １ ５ Ｅ１７ ２３７５ ７．８ １

５ Ｅ１６ １８９６ ０．４ １ Ｅ１７ � ５０ １３．２ １

５ Ｅ１６ ２８４７ ０．８ １ Ｅ１７ � ２２３ １．１ １

剥片 ５ Ｅ１６ ４２１ ２．４ １ 剥片 ５ Ｅ１６ ２４４３ ２．４ １

剥片 ５ Ｅ１６ １９０４ ３．０ １ 剥片 ５ Ｅ１６ ２９０１ ２．５ １

剥片 ５ Ｅ１６ ２４４５ ３．６ １ 剥片 ５ Ｅ１６ ３０７１ ０．９ １

剥片 ５ Ｅ１６ ２７３０ ２．０ １ 剥片 Ｅ１６ � ３２ ４８．４ １

剥片 ５ Ｅ１６ ２７８８ １．５ １ 剥片 ５ Ｅ１７ １１６ １．３ １

剥片 Ｅ１６ � ９４ ０．４ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ５１４ １．５ １

剥片 ５ Ｅ１７ １８３６ １．８ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ５４６ ２．４ １

�‐５８ ６４ ３８４ 舟底形石器 Ｅ１７ � １０ １２．２ １ 剥片 ５ Ｅ１７ １１４８ １．１ １

Ｆ１７ � ４ １６．４ １ �‐６０ ６５ ４０１ 舟底形石器 ５ Ｅ１７ １８４８ ２７．７ １

剥片 Ｅ１７ � ３０９ ０．４ １ ５ Ｅ１７ ２２３９ ９．９ １

剥片 Ｆ１７ � ２３ ０．６ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ２２６３ １．６ １

�‐２９０ １４６ ９１２ 接合資料 ５ １１８．９ ３１ １ １３０ ３０７ 剥片 ５ Ｅ１７ ２４４３ ８．２ １

剥片 ５ Ｄ１６ １８４ ０．６ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ２５４７ ５．２ １

剥片 ５ Ｄ１６ ２２６ ３．４ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ２６３４ ２１．４ １

剥片 ５ Ｄ１６ ６５３ ３．２ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ２６９７ ２．１ １

剥片 ５ Ｄ１６ ９３０ １．２ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ２７１５ ３．６ １

５ Ｅ１６ ２７１２ ３．１ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ２７８３ ３２．３ １

剥片 ５ Ｄ１６ １００５ ０．４ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ２７８７ １２．４ １

剥片 ５ Ｄ１６ １０６４ ０．４ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ２８００ １．４ １

剥片 ５ Ｄ１６ １０８５ １．７ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ２９２２ １．２ １

剥片 ５ Ｄ１６ １１７０ ０．４ １ 剥片 Ｅ１７ � ２２７ １．７ １

剥片 ５ Ｄ１６ １２０３ １５．７ １ 剥片 Ｅ１７ � ２２８ ２．１ １

５ Ｄ１７ １３０ ０．４ １ �‐２９１ １４７ ９１４ 接合資料 ７・２１・カ ４３５．９ ６ １ ２２７ ５４８

縦長剥片 ５ Ｅ１６ １１４５ ０．４ １ �‐７９ ７８ ６１０ 石刃 ７ Ｅ１８ ４７ １６．２ １

剥片 ５ Ｅ１６ ２７０１ ３．９ １ ７ Ｅ１９ ６９ １２．３ １

剥片 ５ Ｅ１６ ２９１０ ３．１ １ 剥片 ７ Ｆ１９ ２９ ７８．５ １

５ Ｅ１７ ２８７９ ５．５ １ �‐７３ ７４ ５３９ 石刃 Ｉ１９ � ３ ３０．８ １

剥片 ５ Ｅ１７ ４２９ １．２ １ �‐４０３ ２０４ ６０ 石刃核 カ Ｒ２３ � １ ２６３．２ １

剥片 ５ Ｅ１７ ７７２ １１．２ １ 剥片 ２１ Ｔ２４ １１ ３４．９ １

剥片 ５ Ｅ１７ １０００ ０．７ １ �‐２９２ １４７ ９１５ 接合資料 ７・１３ ３５０．５ ６ ４ ３０６ ８０２

剥片 ５ Ｅ１７ １１６１ ３．４ １ �‐９８ ８８ ７１２ 石核 Ｅ１７ � ２７９ １６４．５ ４

剥片 ５ Ｅ１７ ２１９９ ３．８ １ �‐８４ ８１ ６４１ 石刃核 ７ Ｅ１８ １ １１９．１ ４

Ｅ１７ � ５３ ２．０ １ 剥片 Ｆ１９ � ３２ ３４．１ ４

剥片 ５ Ｅ１７ ２２３６ ０．７ １ 剥片 Ｆ１９ � ３７ １９．６ ４

剥片 ５ Ｅ１７ ２３６３ ６．５ １ 剥片 １３ Ｇ２０ ６９ ４．９ ４

剥片 ５ Ｅ１７ ２３７３ ２．９ １ 剥片 １３ Ｈ２０ ８３８ ８．３ ４

剥片 ５ Ｅ１７ ２５９８ １．２ １ �‐２９３ １４８ ９１６ 接合資料 １２ ５２２．９ ４３ ３・４ ２９０ ７６７

剥片 ５ Ｅ１７ ２６３５ ０．７ １ �‐７８ ７８ ５９６ 石刃 １２ Ｆ１８ ４５３ １０．３ ４

剥片 ５ Ｅ１７ ２７５２ ７．３ １ １２ Ｆ１８ ６０６ ４．２ ４

剥片 ５ Ｅ１７ ２７９０ １０．７ １ �‐８１ ８０ ６２３ 石刃核 １２ Ｆ１８ ５９４ ２６２．２ ４

�‐５９ ６５ ３９１ 舟底形石器 Ｅ１７ � ８０ １４．７ １ 剥片 １２ Ｆ１８ ６３１ ３．２ ４

旧白滝５遺跡
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縦長剥片 １２ Ｆ１８ ６５１ １４．３ ４ － １４９ １００２ 石刃 ７ Ｄ１８ ３１１ ３．６ ４

剥片 １２ Ｆ１８ ７４３ ０．６ ４ 剥片 ７ Ｇ１９ １８１ ６．５ ４

１２ Ｇ１８ ３１７ ２５．２ ４ �‐７４ ７４ ５４０ 石刃 １３ Ｇ１９ ９７０ ４．２ ４

�‐７４ ７４ ５４４ 石刃 １２ Ｆ１８ ７８２ ８．９ ４ １３ Ｇ２０ ３１ ５．７ ４

１２ Ｇ１８ ６９７ ５．９ ４ 剥片 １３ Ｇ２０ ５３ １４．５ ４

�‐７９ ７８ ６０８ 石刃 １２ Ｆ１８ ７８６ １．９ ４ 剥片 １３ Ｇ２０ １２１ ７．４ ４

１２ Ｇ１８ １１５３ ２．１ ４ 剥片 １３ Ｇ２０ ７８６ ３．５ ４

�‐７９ ７８ ６０７ 石刃 １２ Ｇ１８ ３１３ ８．９ ４ 剥片 １３ Ｇ２０ ７９５ ６．９ ４

－ １４８ ９９８ 石刃 １２ Ｇ１８ ４４５ ５．０ ４ 剥片 １３ Ｇ２０ １０２５ １６．４ ４

１２ Ｇ１８ １１３９ ３．７ ４ 縦長剥片 １３ Ｈ２０ １４３ ６．９ ４

－ １４８ ９９７ 石刃 １２ Ｇ１８ ４５０ ５．２ ４ 剥片 １３ Ｈ２０ ３４４ ３．０ ４

１２ Ｇ１８ ７４９ ２２．３ ４ 剥片 Ｈ２０ � ６ １０．５ ４

�‐７８ ７８ ５９５ 石刃 １２ Ｇ１８ ６３７ １９．２ ４ － １４９ １００１ 石刃 ア Ｌ２２ � ２ ６．９ ４

剥片 １２ Ｇ１８ ６６５ １．５ ４ �‐２９７ １５０ ９２０ 接合資料 １２ ８４４．４ ５４ １・３
・５

２８０ ７５０

縦長剥片 １２ Ｇ１８ ６９１ ３．２ ３ 縦長剥片 １２ Ｆ１８ ４２９ ３．６ １

１２ Ｇ１８ １２２５ １．４ ４ �‐６６ ６９ ４５９ 削器 １２ Ｆ１８ ５２７ １０４．３ ３

剥片 １２ Ｇ１８ ７１１ １０．５ ４ �‐７５ ７５ ５５８ 石刃 １２ Ｆ１８ ５５０ １７．２ １

剥片 １２ Ｇ１８ ７２４ ３．３ ４ 縦長剥片 １２ Ｇ１８ １８７ ４．６ １

１２ Ｇ１８ １２１５ ５．７ ４ 剥片 １２ Ｇ１８ ３２１ １７．７ ５

１２ Ｇ１８ １２２７ ３．７ ４ １２ Ｇ１８ ８９３ １２．９ ３

縦長剥片 １２ Ｇ１８ ７４０ ０．５ ４ 剥片 １２ Ｇ１８ ３８３ ４．４ ３

�‐７４ ７５ ５４９ 石刃 １２ Ｇ１８ ７９５ ９．３ ４ 剥片 １２ Ｇ１８ ４５５ ２２．４ １

１２ Ｇ１８ １２００ ２．４ ４ 剥片 １２ Ｇ１８ ５２２ １．９ １

�‐７３ ７３ ５２２ 石刃 １２ Ｇ１８ ８９５ ４．４ ４ 縦長剥片 １２ Ｇ１８ ５３１ ３２．４ ３

剥片 １２ Ｇ１８ ９２４ １．４ ４ １２ Ｇ１８ １１６５ ２．５ １

１２ Ｇ１９ ９１３ ５．５ ４ �‐７８ ７８ ５９１ 石刃 １２ Ｇ１８ ７２０ ２０．２ １

�‐７３ ７４ ５３７ 石刃 １２ Ｇ１８ ９８２ ６．４ ４ 剥片 １２ Ｇ１８ ７４６ ２０．２ １

Ｇ１９ � ４０ ０．７ ４ 剥片 １２ Ｇ１８ ７５９ ０．８ ３

剥片 １２ Ｇ１８ ９９７ ３１．７ ４ 剥片 １２ Ｇ１８ ７６４ １．１ １

縦長剥片 １２ Ｇ１８ １０９０ ８．８ ４ 剥片 １２ Ｇ１８ ７８４ ７．３ １

剥片 １２ Ｇ１８ １１０２ ０．６ ４ 縦長剥片 １２ Ｇ１８ ８９９ ８．８ ５

剥片 １２ Ｇ１８ １１１６ ４．１ ４ １２ Ｇ１９ ４３４ ６．３ １

１２ Ｇ１８ １１４７ ３．５ ４ �‐７６ ７６ ５６９ 石刃 １２ Ｇ１８ ９０７ ５．５ ５

－ １４８ ９９６ 石刃 １２ Ｇ１８ １１８６ ２．８ ４ １２ Ｇ１９ ９０６ ８．７ １

剥片 １２ Ｇ１８ １２２１ １．１ ４ 縦長剥片 １２ Ｇ１８ ９１１ ５．３ ３

剥片 Ｇ１８ � １７ ０．６ ４ 剥片 １２ Ｇ１８ ９４７ ５．９ １

剥片 １２ Ｇ１９ １０２ １．３ ４ １２ Ｇ１８ ９５８ ３１．０ １

剥片 １２ Ｇ１９ ９０９ ３．８ ３ １２ Ｇ１８ １０３０ １．２ １

剥片 １２ Ｇ１９ １４８８ １．６ ４ 剥片 １２ Ｇ１８ ９６１ １１．０ ３

�‐２９４ １４８ ９１７ 接合資料 ５・６・７・９・
１２・１３

２８２．８ ７ １ ２０７ ４８９ 剥片 １２ Ｇ１８ ９６６ ４．７ １

剥片 ６ Ｃ１８ ８１９ １６．１ １ �‐７４ ７４ ５４１ 石刃 １２ Ｇ１８ １０９１ ９．５ １

剥片 ５ Ｄ１７ １６５ ７９．６ １ 剥片 １２ Ｇ１８ １１０９ ９．１ １

剥片 ６ Ｄ１８ ６１ ２１．７ １ 縦長剥片 １２ Ｇ１８ １１３８ １８．８ １

�‐８２ ８０ ６２７ 石刃核 ７ Ｅ１８ １４１ １３４．５ １ 剥片 １２ Ｇ１８ １１６６ ５．６ ５

－ １４８ ９９９ 石刃 ９ Ｆ２０ １６ ５．１ １ 剥片 １２ Ｇ１８ １１７４ １１８．０ ３

剥片 １３ Ｇ２０ １１ １３．０ １ 剥片 １２ Ｇ１８ １１８９ １６．２ ５

剥片 １２ Ｉ２０ ６８ １２．８ １ �‐７９ ７８ ６０１ 石刃 １２ Ｇ１８ １２０１ １．５ １

�‐２９５ １４９ ９１８ 接合資料 ６・７・１３・キ ４２９．５ ７ １ ２９４ ７７２ １２ Ｇ１９ ２６ ５．８ １

剥片 ６ Ｃ１８ １０９０ ８２．２ １ �‐８２ ８０ ６２６ 石刃核 １２ Ｇ１８ １２１４ ９８．６ １

剥片 ６ Ｃ１８ １３６１ ５．５ １ 剥片 １２ Ｇ１８ １２４１ ２．０ １

�‐８３ ８０ ６３２ 石刃核 Ｅ１９ � ２ ２４５．６ １ １２ Ｇ１９ １５１３ ３．４ １

剥片 ７ Ｇ１９ １８０ ９．４ １ 剥片 １２ Ｇ１８ １２７４ ２．５ １

剥片 １３ Ｇ２０ ３８７ １５．１ １ 剥片 １２ Ｇ１９ ５１ ４５．９ ３

－ １４９ １０００ 石刃 １３ Ｇ２０ ４３８ １３．９ １ 剥片 １２ Ｇ１９ ７３ ５．３ ３

剥片 キ Ｐ３０ � １ ５７．８ １ �‐７５ ７５ ５６１ 石刃 １２ Ｇ１９ １１４ １５．９ ３

同一母岩の石器 １２・１３ １ ２９４ ５０２４８ 剥片 １２ Ｇ１９ ４４２ １１．０ １

�‐６２ ６７ ４２８ 錐形石器 １２ Ｆ１８ ４９４ １０．９ １ 縦長剥片 １２ Ｇ１９ ６４２ ５．６ １

１３ Ｇ１９ ５４７ ８．５ １ 縦長剥片 １２ Ｇ１９ ７２２ ０．７ １

�‐２９６ １４９ ９１９ 接合資料 ５・７・１３・ア ２３６．４ １４ ４ ３０３ ７９７ 剥片 １２ Ｇ１９ ７４２ ２．１ １

�‐８３ ８０ ６３３ 石刃核 ５ Ｄ１７ ４８０ １４０．４ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ ７４７ ７．２ １

掲載接合資料一覧
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剥片 １２ Ｇ１９ ９１１ ５．１ ５ 剥片 １０ Ｄ２２ ５７４ １．３ ４

剥片 １２ Ｇ１９ １１３３ １．４ １ １０ Ｄ２２ ５７６ １６．５ ４

剥片 １２ Ｇ１９ １１４７ １．１ １ 剥片 １０ Ｄ２２ ９３３ ４．６ ４

�‐７３ ７４ ５２４ 石刃 １２ Ｇ１９ １１６６ １２．１ １ 剥片 １０ Ｄ２２ ９３７ ０．６ ４

剥片 １２ Ｇ１９ １２９３ ６．９ １ �‐７４ ７５ ５５１ 石刃 １０ Ｄ２２ ９４１ １４．９ ４

剥片 １２ Ｇ１９ １２９８ １．８ １ １０ Ｄ２２ ９６３ ４．６ ４

剥片 １２ Ｇ１９ ２１１９ ６８．５ ３ 剥片 １０ Ｄ２２ ９５７ ５２．３ ４

縦長剥片 １２ Ｇ１９ ２３４７ ０．９ １ 剥片 １０ Ｄ２２ ９９７ １１．９ ４

�‐２９８ １５１ ９２１ 接合資料 １０・イ １４９３．４ ６２ ４ ２３５ ５７８ 剥片 １０ Ｄ２２ １００７ ２．３ ４

縦長剥片 １０ Ｃ２２ ４２ ０．８ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ １１０３ １．９ ４

１０ Ｄ２２ ３２８ ３．２ ４ �‐４０４ ２０４ ６２ 石刃核 イ Ｊ２４ � １ ９９９．６ ４

剥片 １０ Ｃ２２ ５９ ２５．６ ４ �‐３００ １５１ ９２２ 接合資料 ２・ア ２８５．３ ３１ ３・４ ６８ １５６

１０ Ｄ２２ ９９５ ３６．８ ４ 剥片 ２ Ｄ１４ １３１ ３９．２ ４

剥片 １０ Ｃ２２ ６８ ４．８ ４ － １５１ １００３ 石刃 ２ Ｄ１４ ３９２ ８．４ ４

剥片 １０ Ｃ２２ １０６ ０．６ ４ 縦長剥片 ２ Ｄ１５ ４６６ ８．２ ４

剥片 １０ Ｃ２２ １１１ １．１ ４ Ｅ１５ � ３７ ０．９ ３

剥片 １０ Ｃ２２ １２４ １．３ ４ 縦長剥片 ２ Ｄ１５ ７３５ ２．７ ３

１０ Ｃ２２ １８８ １．９ ４ 縦長剥片 ２ Ｄ１５ ７４０ ２．９ ３

１０ Ｃ２２ ２５９ ３．８ ４ ２ Ｅ１５ １３３３ １．８ ３

剥片 １０ Ｃ２２ １６０ ３．１ ４ ２ Ｅ１５ ２９４４ ３．５ ３

１０ Ｄ２２ ５２２ １１．９ ４ 剥片 ２ Ｄ１５ ８３８ ６４．８ ３

縦長剥片 １０ Ｃ２２ １７１ ２．５ ４ �‐７３ ７４ ５３４ 石刃 ２ Ｄ１５ ８５３ １．９ ３

１０ Ｄ２２ １００３ ９．０ ４ ２ Ｅ１５ ２７９１ ４．５ ３

剥片 １０ Ｃ２２ １８２ １．０ ４ － １５１ １００６ 石刃 ２ Ｄ１５ ８９４ ２．８ ３

剥片 １０ Ｃ２２ ２０５ ０．７ ４ �‐７３ ７３ ５２０ 石刃 ２ Ｄ１５ ９２５ ４．１ ３

剥片 １０ Ｃ２２ ２１９ １．７ ４ 縦長剥片 Ｄ１５ � ８０ ０．３ ３

剥片 １０ Ｃ２２ ２３１ １．７ ４ － １５１ １００５ 石刃 ２ Ｅ１５ １８ ６．８ ４

剥片 １０ Ｃ２２ ２４２ ５．８ ４ 剥片 ２ Ｅ１５ ２７ ４８．０ ３

剥片 １０ Ｃ２２ ２６２ ２．６ ４ 剥片 ２ Ｅ１５ ２４１ ６．０ ４

剥片 １０ Ｃ２２ ２７５ ０．２ ４ �‐７３ ７４ ５２７ 石刃 ２ Ｅ１５ １０４０ ３．６ ３

剥片 １０ Ｄ２２ ２７ ０．５ ４ Ｅ１５ � ３４ ２．６ ３

剥片 １０ Ｄ２２ ７６ ２９．７ ４ �‐８４ ８１ ６３８ 石刃核 ２ Ｅ１５ ２８０１ ４８．５ ３

剥片 １０ Ｄ２２ １１０ ６．８ ４ �‐７３ ７４ ５２５ 石刃 ２ Ｅ１５ ２９３８ ３．２ ４

１０ Ｄ２２ ２３７ １．９ ４ 剥片 Ｅ１５ � ３３ ４．０ ３

剥片 １０ Ｄ２２ １２４ １３．８ ４ 剥片 Ｅ１５ � ３６ １．２ ４

１０ Ｄ２２ ２４０ １．６ ４ 剥片 Ｅ１５ � ９８ ０．６ ３

剥片 １０ Ｄ２２ １３８ ２８．７ ４ �‐７３ ７３ ５２３ 石刃 ２ Ｅ１６ ７７５ １．０ ３

剥片 １０ Ｄ２２ ２６７ ７．２ ４ Ｅ１６ � ３３ １．２ ３

１０ Ｄ２２ １０３８ ２０．８ ４ 縦長剥片 ２ Ｅ１６ ２３１８ ２．２ ４

剥片 １０ Ｄ２２ ２７２ １．６ ４ ア Ｊ２０ � ３ １．４ ４

剥片 １０ Ｄ２２ ３１６ ０．９ ４ － １５１ １００４ 石刃 Ｅ１６ � ３５ ３．１ ３

剥片 １０ Ｄ２２ ３４０ ２８．３ ４ �‐７９ ７８ ６０６ 石刃 Ｅ１６ � ３６ ３．４ ３

剥片 １０ Ｄ２２ ３７２ １．０ ４ Ｅ１６ � ３７ ２．５ ３

剥片 １０ Ｄ２２ ３７５ ０．８ ４ �‐３００ １５２ ９２３ 接合資料 ５ ３８０．４ １３ １ １４０ ３３２

縦長剥片 １０ Ｄ２２ ３９１ １０．０ ４ 剥片 ５ Ｄ１６ ４１ ７．７ １

１０ Ｄ２２ ４３３ １０．３ ４ ５ Ｄ１６ ９８４ １．３ １

１０ Ｄ２２ ７０９ ２．０ ４ �‐８７ ８３ ６５８ 石刃核 ５ Ｄ１６ ５４ １８９．９ １

１０ Ｄ２２ ７５９ １５．３ ４ 剥片 ５ Ｄ１６ １０１ ８．０ １

１０ Ｄ２２ ９３２ １０．６ ４ 剥片 ５ Ｄ１６ １４１ １７．１ １

剥片 １０ Ｄ２２ ３９４ ５．３ ４ Ｄ１８ � １３ ２４．４ １

剥片 １０ Ｄ２２ ４１２ １２．６ ４ Ｅ１７ � ４０２ ７．１ １

１０ Ｄ２２ ４１４ ２．１ ４ 剥片 ５ Ｄ１６ ５４７ ２１．３ １

剥片 １０ Ｄ２２ ５０６ ３．２ ４ 剥片 Ｄ１６ � １０ ４３．１ １

剥片 １０ Ｄ２２ ５８３ ４．９ ４ ５ Ｅ１６ ４６３ ６．４ １

縦長剥片 １０ Ｄ２２ ６２８ １０．８ ４ 剥片 ５ Ｅ１６ ２６６ ２８．２ １

剥片 １０ Ｄ２２ ７０６ ０．８ ４ 剥片 Ｅ１６ � ６１ １４．２ １

剥片 １０ Ｄ２２ ７５７ １７．７ ４ 剥片 Ｅ１６ � ６９ １１．７ １

剥片 １０ Ｄ２２ ７６５ ４．３ ４ �‐３０１ １５２ ９２４ 接合資料 ５ ２７１．８ ３６ １ １３９ ３３１

剥片 １０ Ｄ２２ ８６９ ８．６ ４ 縦長剥片 ５ Ｅ１７ ９６ ０．７ １

剥片 １０ Ｄ２２ ９２７ ０．７ ４ ５ Ｅ１７ １２１９ １．８ １

旧白滝５遺跡
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５ Ｅ１７ １９７８ １．０ １ 縦長剥片 １３ Ｈ２０ ８１ ３．０ １

Ｅ１７ � １２８ ７．６ １ 剥片 Ｈ２０ � ２３ ３．８ １

Ｅ１７ � １９０ ０．５ １ 斜面部 ５０ ５４．９ １

縦長剥片 ５ Ｅ１７ ２１８ ５．１ １ 剥片 Ｈ２０ � ２５ ６．４ １

Ｅ１７ � １３１ ６．１ １ Ｉ１９ � １４ １．１ １

縦長剥片 ５ Ｅ１７ ２２４ ３．７ １ Ｉ２０ � ９ ７．６ １

５ Ｅ１７ １８２４ ０．７ １ 剥片 １２ Ｉ１９ ４１ １６．３ １

Ｅ１７ � １２５ １５．１ １ 縦長剥片 １２ Ｉ１９ ５２ ３２．２ １

縦長剥片 ５ Ｅ１７ ３９０ １．１ １ １２ Ｉ１９ ２１５ １１．７ １

５ Ｅ１７ １９６９ ３．３ １ 剥片 Ｉ２０ � ８ ５．８ １

Ｅ１７ � １２７ ２９．６ １ �‐７５ ７５ ５６０ 石刃 Ｉ２０ � １０ １．７ １

縦長剥片 ５ Ｅ１７ ３９４ ３．５ １ ア Ｊ２０ � ４ ４．１ １

Ｅ１７ � １９１ ６．５ １ 剥片 Ｉ２０ � １１ １．６ １

剥片 ５ Ｅ１７ ８１１ ３．４ １ �‐４０３ ２０４ ５８ 石刃 斜面部 ４９ ８８．３ １

縦長剥片 ５ Ｅ１７ ８９１ ９．０ １ 剥片 斜面部 ５２ １．９ １

５ Ｅ１７ １８２２ １．２ １ �‐３０３ １５３ ９２６ 接合資料 １０ ２４１４．５ １２５ ３・４ ２３１ ５５９

５ Ｅ１７ ２１８１ ３．８ １ 縦長剥片 １０ Ｃ２２ １０ １２．４ ４

剥片 ５ Ｅ１７ １２７３ ５．９ １ 縦長剥片 １０ Ｃ２２ ６７ ９．７ ４

Ｅ１７ � １８１ ４．３ １ 剥片 １０ Ｃ２２ ７１ ０．８ ４

剥片 ５ Ｅ１７ １４７２ ２．９ １ １０ Ｃ２２ ２６７ １．５ ４

剥片 ５ Ｅ１７ １７５５ ３．３ １ １０ Ｃ２２ ２６９ ７．３ ４

剥片 ５ Ｅ１７ ２００２ ４．０ １ １０ Ｄ２２ ４２７ ２．０ ４

Ｅ１７ � １８９ ０．９ １ １０ Ｄ２２ ７２６ ３．７ ４

剥片 ５ Ｅ１７ ２００４ ２．６ １ １０ Ｄ２２ ７７４ ２．６ ４

Ｅ１７ � １３０ １６．８ １ �‐７９ ７８ ６０９ 石刃 １０ Ｃ２２ ７４ ６．９ ４

縦長剥片 ５ Ｅ１７ ２１６８ １０．６ １ �‐７８ ７７ ５８１ 石刃 １０ Ｃ２２ １１４ １．８ ４

５ Ｅ１７ ２４０８ ４４．４ １ 縦長剥片 １０ Ｃ２２ １９０ ０．５ ４

剥片 Ｅ１７ � １２３ ８．３ １ １０ Ｄ２２ ２３９ ０．６ ４

Ｅ１７ � １３２ ７．２ １ �‐７５ ７６ ５６６ 石刃 １０ Ｃ２２ ２１５ ３．２ ４

縦長剥片 Ｅ１７ � １２４ １４．９ １ １０ Ｄ２２ ４０ ２．０ ４

縦長剥片 Ｅ１７ � １２６ ３０．４ １ １０ Ｄ２２ １２９ １２．３ ４

剥片 Ｅ１７ � １３３ ９．９ １ 剥片 １０ Ｄ２２ ５６ ５．２ ４

剥片 Ｅ１７ � １９４ ０．７ １ １０ Ｄ２２ ３３８ １４．８ ４

縦長剥片 ５ Ｆ１７ ６８ １．０ １ １０ Ｅ２２ ７０ １．８ ３

�‐３０１ １５２ ９２５ 接合資料 １２・１３・ア ７３４．０ ４０ １ ２５３ ６４５ 縦長剥片 １０ Ｄ２２ ５９ ７．３ ４

縦長剥片 １２ Ｆ１８ ５０６ ２５．３ １ １０ Ｄ２２ ３６４ ９．４ ４

１２ Ｈ１９ ４２６ ３．４ １ 剥片 １０ Ｄ２２ ６１ ３５．０ ４

１２ Ｉ１９ １６６ ３．５ １ １０ Ｄ２２ ６９８ １１．７ ４

剥片 １２ Ｇ１９ ２３９ ８．７ １ 剥片 １０ Ｄ２２ ６５ １．３ ４

剥片 １２ Ｇ１９ ７２５ ３３．７ １ １０ Ｄ２２ １２０ ４３．２ ４

１２ Ｇ１９ １７３１ １０．２ １ 剥片 １０ Ｄ２２ ６６ １２．２ ４

剥片 １２ Ｇ１９ ７３３ ６７．７ １ 縦長剥片 １０ Ｄ２２ ６８ ５．２ ４

縦長剥片 １２ Ｈ１９ １５２ ０．６ １ １０ Ｄ２２ ３３１ １．１ ４

剥片 １２ Ｈ１９ １８５ ５７．１ １ 剥片 １０ Ｄ２２ ７８ １２．４ ４

１２ Ｈ１９ ２８７ １２．４ １ 剥片 １０ Ｄ２２ ８３ １８．７ ４

Ｉ１９ � １３ ２．３ １ １０ Ｄ２２ ２３５ ２０．０ ４

剥片 １２ Ｈ１９ ２７３ １１．７ １ 縦長剥片 １０ Ｄ２２ ９７ ５．４ ４

１３ Ｈ２０ ２９０ １３．４ １ １０ Ｄ２２ ９８ ８．８ ４

剥片 １２ Ｈ１９ ２７５ １２．３ １ 縦長剥片 １０ Ｄ２２ １０３ ９．５ ４

剥片 １２ Ｈ１９ ２７８ ６４．０ １ １０ Ｄ２２ １００８ １．７ ４

縦長剥片 １２ Ｈ１９ ２８０ ９８．２ １ 剥片 １０ Ｄ２２ １３１ ３．８ ４

１２ Ｉ１９ ２５４ １．２ １ 剥片 １０ Ｄ２２ １３５ １．２ ４

１２ Ｉ２０ １８７ ２９．７ １ １０ Ｄ２２ １５９ ４１．５ ４

剥片 １２ Ｈ１９ ２８９ ２．２ １ 縦長剥片 １０ Ｄ２２ １３９ ２．５ ４

Ｉ２０ � ７ ６．２ １ １０ Ｄ２２ ９５８ ３．４ ４

縦長剥片 １２ Ｈ１９ ５４３ ０．８ １ �‐７５ ７５ ５６４ 石刃 １０ Ｄ２２ １４６ ０．８ ４

�‐７８ ７８ ５９０ 石刃 １２ Ｈ１９ ５９３ １７．４ １ １０ Ｄ２２ １４７ ６．８ ４

剥片 Ｈ１９ � ２１ ８．７ １ １０ Ｄ２２ ８５６ １．０ ４

１３ Ｈ２０ ８９ ２．１ １ １０ Ｄ２２ ８６７ ２．０ ４

縦長剥片 Ｈ１９ � ２２ ０．８ １ 剥片 １０ Ｄ２２ １５０ ４．１ ４

掲載接合資料一覧
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�

接合
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１０ Ｄ２２ ５８５ ２１．０ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ ７２２ １７．４ ４

剥片 １０ Ｄ２２ １５１ １．９ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ ７３６ １７．０ ４

１０ Ｄ２２ ３６７ ２５．８ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ ７３８ １８．３ ４

１０ Ｄ２２ ４３９ １２．１ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ ７３９ １３．１ ４

剥片 １０ Ｄ２２ １５３ ３．８ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ ７８２ １．６ ４

１０ Ｄ２２ ７３０ ２．６ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ ７８６ ２．６ ４

�‐７８ ７８ ５９４ 石刃 １０ Ｄ２２ １５７ ３．２ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ ７８８ ２．０ ４

１０ Ｄ２２ ６１９ ８．９ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ ７９７ ０．６ ４

剥片 １０ Ｄ２２ １６４ ２．６ ４ １０ Ｄ２２ ７９８ １．８ ４

剥片 １０ Ｄ２２ １９８ １．８ ４ １０ Ｄ２２ ７９９ ０．７ ４

１０ Ｄ２２ ３６８ １．７ ４ 縦長剥片 １０ Ｄ２２ ８５７ ８．６ ４

１０ Ｄ２２ ６２５ ９．５ ４ １０ Ｄ２２ ８６１ ５．７ ４

１０ Ｄ２２ ６２６ ９．６ ４ 縦長剥片 １０ Ｄ２２ ８６８ ５．６ ４

１０ Ｄ２２ ７９６ ８．１ ４ １０ Ｄ２２ ９３１ ２．４ ４

１０ Ｄ２２ ９６１ １．５ ４ １０ Ｄ２２ １１０７ １．７ ４

剥片 １０ Ｄ２２ ２３２ ０．３ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ ９０８ ５．３ ４

剥片 １０ Ｄ２２ ２３４ ０．９ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ ９１２ ２０．５ ４

剥片 １０ Ｄ２２ ２５４ １．０ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ ９２９ ３．４ ４

１０ Ｄ２２ １０２７ ２．６ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ ９３５ １．２ ４

�‐７９ ７８ ５９９ 石刃 １０ Ｄ２２ ２７４ ２．２ ４ 剥片 １０ Ｄ２２ １００９ ０．４ ４

縦長剥片 １０ Ｄ２２ ２７５ １０．９ ４ �‐８８ ８３ ６６０ 石刃核 １０ Ｆ２２ ２６ １５０５．０ ３

剥片 １０ Ｄ２２ ２７６ １０．２ ４ �‐３０６ １５４ ９２７ 接合資料 ７・１２ ２１０１．８ １２８ １ ２５２ ６４２

剥片 １０ Ｄ２２ ２７７ １．３ ４ �‐７８ ７７ ５８４ 石刃 ７ Ｄ１８ ２９ １０．８ １

１０ Ｄ２２ ７９０ １０．７ ４ 縦長剥片 Ｅ１６ � ７９ ４．７ １

剥片 １０ Ｄ２２ ２７８ １．６ ４ 縦長剥片 ７ Ｅ１８ ２２９ ２５．８ １

１０ Ｄ２２ ５６３ ６．８ ４ 剥片 １２ Ｆ１８ ４１８ ３．９ １

縦長剥片 １０ Ｄ２２ ２９７ ０．７ ４ １２ Ｆ１８ ６６３ ９．７ １

縦長剥片 １０ Ｄ２２ ３０９ ０．４ ４ １２ Ｇ１９ ４０３ ４１．１ １

縦長剥片 １０ Ｄ２２ ３１０ ０．８ ４ 剥片 １２ Ｆ１８ ５１６ １８．７ １

１０ Ｄ２２ ６１４ ３７．９ ４ １２ Ｈ１９ ４３１ ７．５ １

剥片 １０ Ｄ２２ ３２３ ３．９ ４ 剥片 １２ Ｆ１８ ５１８ ２０．６ １

�‐７３ ７４ ５３８ 石刃 １０ Ｄ２２ ３２９ ７．９ ４ １２ Ｇ１８ １９５ １．３ １

剥片 １０ Ｄ２２ ３３２ ２２．４ ４ １２ Ｇ１８ ５１１ １．０ １

剥片 １０ Ｄ２２ ３３９ ３．１ ４ １２ Ｇ１８ ８４４ ０．７ １

１０ Ｄ２２ １０３０ ３．０ ４ １２ Ｇ１８ １１２８ １．３ １

剥片 １０ Ｄ２２ ３４６ ２．１ ４ Ｇ１８ � ９ ０．１ １

剥片 １０ Ｄ２２ ３５３ ４．６ ４ １２ Ｇ１９ ４５７ ４３．０ １

剥片 １０ Ｄ２２ ３５５ ０．７ ４ １２ Ｇ１９ ８６２ １．１ １

縦長剥片 １０ Ｄ２２ ３６５ ２．５ ４ Ｇ１９ � ２７ ０．４ １

１０ Ｄ２２ ４０３ ６．０ ４ １２ Ｈ１９ ４１３ １．８ １

剥片 １０ Ｄ２２ ３８１ ２０．３ ４ １２ Ｈ１９ ４２９ １５．９ １

１０ Ｄ２２ ８８４ ３．９ ４ 剥片 Ｆ１９ � １９ １６７．７ １

１０ Ｄ２２ ９１３ ９．７ ４ 縦長剥片 １２ Ｇ１８ １１４ ０．５ １

縦長剥片 １０ Ｄ２２ ３９３ ３．７ ４ 剥片 １２ Ｇ１８ １６２ ３．９ １

１０ Ｄ２２ ５５２ ２．２ ４ １２ Ｇ１８ ３９２ １３．２ １

縦長剥片 １０ Ｄ２２ ３９６ １．６ ４ １２ Ｇ１８ ９４５ １．９ １

縦長剥片 １０ Ｄ２２ ４０４ ０．３ ４ １２ Ｇ１９ １２５ １．９ １

剥片 １０ Ｄ２２ ４２４ ２５．９ ４ １２ Ｇ１９ １２９ ６５．５ １

�‐７９ ７８ ６００ 石刃 １０ Ｄ２２ ４３１ １．９ ４ １２ Ｇ１９ ８８０ ３０．３ １

剥片 １０ Ｄ２２ ４３８ ５３．８ ４ １２ Ｈ１９ ３２７ １．５ １

�‐７６ ７６ ５７３ 石刃 １０ Ｄ２２ ４４７ ３．９ ４ 剥片 １２ Ｇ１８ １６６ ９．４ １

１０ Ｄ２２ ８６３ ３．９ ４ １２ Ｇ１８ ３９１ １８．９ １

縦長剥片 １０ Ｄ２２ ４４９ ４．６ ４ １２ Ｈ１９ ３７９ ５．１ １

１０ Ｄ２２ ９４２ ４．８ ４ �‐７８ ７８ ５９３ 石刃 １２ Ｇ１８ １６８ ６．９ １

剥片 １０ Ｄ２２ ５４６ ０．８ ４ １２ Ｇ１９ ３２ １５．１ １

縦長剥片 １０ Ｄ２２ ５６２ ３．０ ４ 剥片 １２ Ｇ１８ １９６ ６．５ １

剥片 １０ Ｄ２２ ５７５ １．１ ４ １２ Ｇ１８ ６４２ ６．０ １

縦長剥片 １０ Ｄ２２ ５９７ １１．０ ４ １２ Ｇ１９ ８８４ ４．８ １

剥片 １０ Ｄ２２ ６１７ １．３ ４ Ｇ１９ � ２９ ０．３ １

剥片 １０ Ｄ２２ ７１５ ４．２ ４ 剥片 １２ Ｇ１８ ２８３ ２７．９ １

旧白滝５遺跡
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１２ Ｇ１８ ２９７ ３．４ １ 剥片 １２ Ｇ１９ ２７ ２．２ １

１２ Ｇ１８ ２９８ ７３．８ １ １２ Ｇ１９ ６３５ ２．９ １

１２ Ｇ１８ ９３３ １．１ １ 剥片 １２ Ｇ１９ ６９ ２．１ １

１２ Ｇ１９ ６１ ０．５ １ �‐７６ ７６ ５７５ 石刃 １２ Ｇ１９ １００ ５．２ １

１２ Ｇ１９ ４１６ ３．５ １ １２ Ｈ１９ ４７ ３１．２ １

１２ Ｇ１９ ８８２ １２．２ １ １２ Ｈ１９ ４８ ７．２ １

剥片 １２ Ｇ１８ ３０１ １１．２ １ １２ Ｈ１９ ５４ ３９．４ １

１２ Ｇ１８ ５０９ ８．１ １ 剥片 １２ Ｇ１９ １２７ ４．１ １

１２ Ｇ１８ ５６１ ３．５ １ １２ Ｈ１９ ３７３ ０．７ １

１２ Ｇ１９ ４０１ ３．７ １ 縦長剥片 １２ Ｇ１９ ３８２ ２２．９ １

縦長剥片 １２ Ｇ１８ ３０４ ２１．２ １ １２ Ｈ１９ ３９７ ５２．４ １

１２ Ｇ１８ ５７０ １０．６ １ 剥片 １２ Ｇ１９ ３８３ １．８ １

１２ Ｈ１９ ３３２ ２３．０ １ �‐７７ ７７ ５７９ 石刃 １２ Ｇ１９ ４００ １７．２ １

剥片 １２ Ｇ１８ ４０８ ５．４ １ １２ Ｉ１９ ２０９ ２０．８ １

１２ Ｇ１９ ４６３ ７．１ １ １２ Ｉ２０ ２００ ４９．１ １

剥片 １２ Ｇ１８ ５０４ １１．７ １ 剥片 １２ Ｇ１９ ４０２ ５８．２ １

１２ Ｇ１９ １２３ ２．５ １ 剥片 １２ Ｇ１９ ４２４ ５．７ １

１２ Ｇ１９ ４１７ １．６ １ 剥片 １２ Ｇ１９ ４３１ ３８．０ １

剥片 １２ Ｇ１８ ５０５ ４．５ １ Ｇ１９ � ３０ ０．６ １

１２ Ｉ１９ ３０ １２８．７ １ 剥片 １２ Ｇ１９ ４６６ ４３．９ １

１２ Ｉ１９ ４９ ６１．０ １ 剥片 １２ Ｇ１９ ６５３ ４．９ １

１２ Ｉ２０ １８４ ８４．８ １ 剥片 １２ Ｇ１９ ６５４ ８．６ １

縦長剥片 １２ Ｇ１８ ５７３ ２．７ １ 剥片 １２ Ｇ１９ ６７５ １５．５ １

縦長剥片 １２ Ｇ１８ ６４６ １．０ １ 剥片 １２ Ｇ１９ ６７８ ２．４ １

Ｇ１８ � １０ ０．４ １ 剥片 １２ Ｇ１９ ６８２ ３３．４ １

Ｇ１８ � １１ ０．３ １ 剥片 １２ Ｇ１９ ７２７ ０．６ １

Ｇ１８ � １２ ０．５ １ １２ Ｈ１９ ３７２ ６．０ １

１２ Ｇ１９ ４１５ ２．０ １ 剥片 Ｇ１９ � ２８ ０．４ １

１２ Ｇ１９ １０３６ ０．６ １ 剥片 １２ Ｈ１９ ３ ６．０ １

Ｇ１９ � ３１ ０．３ １ 剥片 １２ Ｈ１９ ３３４ ２．８ １

�‐７７ ７７ ５７８ 石刃 １２ Ｇ１８ ９３６ ８．０ １ �‐３０８ １５５ ９２８ 接合資料 ５・７ ５７１．５ ３１ ３・４ １５１ ３７４

Ｇ１８ � ８ ０．９ １ 剥片 ５ Ｅ１６ ２１７ ３．６ ３

１２ Ｇ１９ １４ ３６．８ １ ５ Ｅ１７ １６１４ ４．７ ３

Ｇ１９ � ２６ ０．４ １ 剥片 ５ Ｅ１６ ３０１ １．７ ３

１２ Ｈ１９ ３９６ １３．３ １ ５ Ｅ１６ ３４０ ３０．３ ３

剥片 １２ Ｇ１８ １０７１ ８．１ １ ５ Ｅ１６ ４５３ ３．５ ３

縦長剥片 １２ Ｇ１８ １０８４ １４．４ １ ５ Ｅ１７ １００ ７．２ ４

Ｇ１８ � １３ ０．４ １ ５ Ｅ１７ １７３ １２．１ ４

Ｇ１８ � １４ ０．４ １ ５ Ｅ１７ １１８３ １２．５ ４

１２ Ｇ１９ １ １０７．４ １ ５ Ｅ１７ １４０２ ５．５ ３

�‐７６ ７６ ５７６ 石刃 １２ Ｇ１９ ９ １９．８ １ 剥片 ５ Ｅ１６ ４５２ ３４．８ ４

１２ Ｇ１９ １３６ １７．６ １ 剥片 ５ Ｅ１６ ６８６ １．６ ３

Ｇ１９ � ３２ ０．７ １ ５ Ｅ１７ ２１６２ ２．０ ４

Ｇ２１ � ４ １．６ １ 剥片 ５ Ｅ１６ ２４２９ １．４ ３

�‐８０ ７９ ６１８ 石刃 １２ Ｇ１９ １０ ３０．０ １ �‐６４ ６８ ４４６ 削器 Ｅ１６ � ８１ ４．５ ３

１２ Ｇ１９ ７２ １５．２ １ ５ Ｅ１７ ４６２ １．６ ３

１２ Ｇ１９ １２１ １．４ １ ５ Ｅ１７ １４７３ ２６．２ ３

１２ Ｇ１９ １２２ １０６．２ １ 縦長剥片 ５ Ｅ１７ ２３１ １２．０ ３

１２ Ｇ１９ １２４ １０．４ １ ５ Ｅ１７ ７１５ １１．６ ３

１２ Ｇ１９ ４７８ １．５ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ４７９ ７．４ ３

１２ Ｇ１９ ７４８ １．９ １ ５ Ｅ１７ １４８９ １７．９ ３

１２ Ｇ１９ ８８９ ３．５ １ Ｅ１７ � ２６５ ８２．９ ３

１２ Ｇ１９ ８９０ ３．２ １ 斜面部 ３７ ４２．５ ３

斜面部 ４２ ２３．３ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ７５６ ４．３ ４

剥片 １２ Ｇ１９ １６ ７６．２ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ９２２ ４．０ ３

１２ Ｇ１９ ２３ ２．７ １ Ｅ１７ � ２６９ ２７．６ ３

１２ Ｇ１９ ２５ １．４ １ ７ Ｅ１８ ６６ ６．２ ３

１２ Ｇ１９ ６８ １．４ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ９４６ ８．７ ４

１２ Ｇ１９ ８７９ ６．７ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ２１６０ ２．９ ３

剥片 １２ Ｇ１９ １９ １３．２ １ Ｅ１７ � ２３３ ２２．１ ３

掲載接合資料一覧
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剥片 ５ Ｅ１７ ２４２４ １１．１ ３ １２ Ｈ１９ ５７７ １３．４ ３

�‐６７ ６９ ４７２ 二次加工ある剥片 Ｅ１７ � ２５４ １５７．１ ３ ア Ｌ２１ � ４ ８７．８ ３

�‐３０９ １５６ ９２９ 接合資料 ７・１３ ７３９．０ １５ ３・４ ２８９ ７６６ 表採 １５ ４２．１ ３

�‐６８ ７０ ４７９ 二次加工ある剥片 Ｆ１８ � １４ ８．５ ４ 剥片 １２ Ｆ１８ ５０７ ２．１ ３

Ｇ１９ � １２ ４７．０ ４ 剥片 １２ Ｆ１８ ５８２ １３６．０ ３

Ｇ１９ � １３ ６８．０ ４ 剥片 １２ Ｆ１８ ７４６ ７．０ ３

Ｇ１９ � １４ １９．３ ４ １２ Ｇ１８ ２２７ ２．２ ４

縦長剥片 ７ Ｆ１９ １８３ ２３．０ ３ １２ Ｇ１８ ２８２ ９．４ ４

Ｇ１９ � １７ １３４．２ ４ １２ Ｇ１８ ４５８ ６５．５ ３

�‐６８ ７０ ４８０ 二次加工ある剥片 Ｆ１９ � ９ ９７．３ ４ １２ Ｇ１９ ８９９ ２．７ ３

斜面部 ３８ １５５．８ ４ 剥片 １２ Ｇ１８ ２０９ ９．０ ３

縦長剥片 Ｆ１９ � ２８ ６．３ ４ 剥片 １２ Ｇ１８ ２１６ ８．１ ３

縦長剥片 Ｆ１９ � ２９ ３３．４ ４ 剥片 １２ Ｇ１８ ２２１ ７．１ ３

Ｆ１９ � ３０ １４．４ ４ １２ Ｇ１８ ２２８ ６．８ ３

１３ Ｈ１９ ２１９ ４．８ ３ １２ Ｇ１８ ２３５ ４．８ ３

剥片 １３ Ｇ１９ ３０９ ２１．４ ３ １２ Ｇ１８ ８８３ ４．０ ３

剥片 Ｇ１９ � １６ １３．０ ４ １２ Ｇ１９ １１０ ７．７ ３

縦長剥片 表採 １０ ９２．６ ４ 剥片 １２ Ｇ１８ ３９５ ４．３ ３

�‐３１０ １５６ ９３０ 接合資料 ５ ４９３．４ ３５ ４ １５８ ４１２ 剥片 １２ Ｇ１８ ４６２ １６．６ ３

剥片 ５ Ｅ１７ １４５ １０．８ ４ １２ Ｇ１８ ８８６ ８２．２ ３

�‐７７ ７７ ５７７ 石刃 ５ Ｅ１７ １５５ ６．４ ４ １２ Ｇ１９ ６３ １．６ ３

５ Ｅ１７ １５６ ９．８ ４ １２ Ｇ１９ ４７１ １．２ ３

５ Ｅ１７ ４５５ ３．６ ４ １２ Ｇ１９ ５０５ ３０．０ ３

５ Ｅ１７ ２１１１ １．２ ４ 剥片 １２ Ｇ１８ ５７１ ８．７ ３

５ Ｅ１７ ２１３５ ２．４ ４ 剥片 １２ Ｇ１８ ８１７ ９８．２ ３

石刃 ５ Ｅ１７ ５５４ ２５．７ ４ 剥片 １２ Ｇ１８ ８５６ ２．７ ３

剥片 ５ Ｅ１７ ５５５ ４．８ ４ １２ Ｇ１８ ８５７ ９．２ ３

５ Ｅ１７ １９０１ ０．５ ４ １２ Ｇ１８ １０４６ ０．９ ３

剥片 ５ Ｅ１７ １０６１ ０．９ ４ １２ Ｇ１９ ２２９７ ６６．１ ３

５ Ｅ１７ １８９０ ４．６ ４ 剥片 １２ Ｇ１８ ８６７ ２．７ ３

縦長剥片 ５ Ｅ１７ １０７３ ０．５ ４ 剥片 １２ Ｇ１８ １０５０ ０．９ ４

５ Ｅ１７ １６６３ １１．８ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ ３３ １０．１ ３

５ Ｅ１７ １８９４ １．４ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ ４０ ６．１ ３

Ｅ１７ � １６２ １９．９ ４ １２ Ｇ１９ ３９６ １．６ ３

剥片 ５ Ｅ１７ １４９３ ２０．３ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ １０３ ９．５ ３

剥片 ５ Ｅ１７ １５２６ １２．４ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ １１２ ３．５ ３

剥片 ５ Ｅ１７ １６７６ ０．９ ４ １２ Ｈ１９ ５８１ ８２．２ ３

５ Ｅ１７ １７２９ ７．６ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ ３８６ １．３ ３

剥片 ５ Ｅ１７ １７１９ ２．７ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ ３９４ ４６．３ ３

５ Ｅ１７ ２３９１ ５．１ ４ １２ Ｇ１９ １７２９ ３．５ ３

剥片 ５ Ｅ１７ １７３４ ０．４ ４ １２ Ｈ１９ ４１８ ３０．２ ４

剥片 ５ Ｅ１７ １８９１ ２．８ ４ １２ Ｉ２０ ６９０ ２６．２ ４

縦長剥片 ５ Ｅ１７ １８９３ ０．８ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ ４２５ ３．９ ３

剥片 ５ Ｅ１７ １８９７ ０．５ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ ６３０ １．８ ３

剥片 ５ Ｅ１７ １９１３ １．８ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ ６８５ ８．６ ３

縦長剥片 ５ Ｅ１７ ２１２１ １．１ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ ８７６ ３０．８ ３

５ Ｅ１７ ２１２８ ２．１ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ １３３２ １．０ ３

剥片 ５ Ｅ１７ ２５３７ １．７ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ ２２９６ １．０ ３

�‐６２ ６６ ４１９ 掻器 Ｅ１７ � １６３ ４４．８ ４ 剥片 Ｉ１９ � ７ ０．７ ３

Ｆ１７ � １３ ３．６ ４ 剥片 ア Ｊ１９ � １ ２０２．１ ３

剥片 Ｅ１７ � １６４ ４．２ ４ 剥片 排土 ６ ３３．３ ３

�‐９１ ８５ ６７８ 石核 ５ Ｆ１７ ５３ ６７．４ ４ 剥片 表採 １１ ５４．０ ３

�‐３８ ５６ ４６ 両面調整石器 Ｆ１７ � ８ １８６．０ ４ �‐３１３ １５８ ９３４ 接合資料 １２ １２１．３ ９ ４ ２９２ ７７０

－ １５６ １００７ 石刃 Ｆ１７ � １２ ２２．９ ４ 剥片 １２ Ｇ１９ １２２９ ４．６ ４

�‐３１２ １５７ ９３３ 接合資料 １２・ア １４２５．０ ５７ ３・４ ２６０ ６６３ �‐７８ ７７ ５８９ 石刃 １２ Ｇ１９ １３２６ １．８ ４

剥片 １２ Ｆ１８ ２９５ ３１．８ ３ １２ Ｇ１９ １４９７ ５．８ ４

１２ Ｇ１８ １０６０ ５９．４ ３ �‐８７ ８３ ６５７ 石刃核 １２ Ｇ１９ １４４２ ７０．４ ４

１２ Ｇ１９ ７１４ ５．３ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ １４９９ ２６．１ ４

１２ Ｇ１９ ８９３ ２１．０ ３ 剥片 １２ Ｇ１９ １９３８ ０．７ ４

１２ Ｇ１９ １３３１ ８．８ ３ 縦長剥片 １２ Ｇ１９ ２２８４ ２．０ ４

旧白滝５遺跡
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�‐７３ ７４ ５３２ 石刃 １２ Ｉ１９ １５ ７．７ ４ �‐９４ ８７ ６９７ 石核 ２ Ｄ１５ ８５２ １３７．８ ２

�‐７３ ７４ ５２６ 石刃 １２ Ｉ２０ ３３６ ２．２ ４ �‐７３ ７３ ５１９ 石刃 ２ Ｄ１５ ９０２ ３．９ ２

�‐３１３ １５８ ９３５ 接合資料 ６・７・９・１３ ２７３．９ １１ ３・４ ２５９ ６６１ 剥片 ２ Ｄ１５ ９２４ ３．０ ２

縦長剥片 ６ Ｃ１８ ９９５ ４．８ ４ ２ Ｅ１５ ２９４７ ２．１ ２

�‐８６ ８２ ６５１ 石刃核 ７ Ｄ１８ １５０ １２５．３ ４ 剥片 ２ Ｄ１５ ９４５ １１．０ ２

縦長剥片 ６ Ｄ１８ ４０９ ３０．２ ３ 剥片 ２ Ｅ１４ ２６１ １０．９ ２

�‐６２ ６６ ４２１ 掻器 ７ Ｆ１９ ２４７ ９．４ ３ 剥片 ２ Ｅ１５ ２６８８ １．４ ２

剥片 Ｆ１９ � ５０ ５０．６ ３ 剥片 Ｅ１５ � ８２ ４．１ ２

縦長剥片 １３ Ｇ１９ ３３６ ７．３ ３ �‐３１７ １６０ ９４０ 接合資料 ４・５ ５８２．８ ２８ ５ １６６ ４４２

－ １５８ １００８ 石刃 ９ Ｇ２１ ５７ ３．９ ３ 剥片 ４ Ｃ１６ ４０ ８．４ ５

剥片 Ｈ１９ � ３０ １０．１ ３ 剥片 ５ Ｄ１７ ２０ １０．１ ５

斜面部 ６６ ２．１ ３ 剥片 ５ Ｄ１７ ２６ ４．７ ５

縦長剥片 １３ Ｈ２０ ８９６ １６．７ ３ 剥片 ５ Ｄ１７ ６６ １．４ ５

剥片 １３ Ｈ２０ １２９７ １３．５ ３ 剥片 ５ Ｄ１７ ９７ １２．５ ５

�‐３１５ １５８ ９３６ 接合資料 １・２ １２５．４ １８ ２ ５９ １３１ 剥片 ５ Ｄ１７ １０５ １９．７ ５

剥片 １ Ｄ１３ １ ３．２ ２ 剥片 ５ Ｄ１７ ２１６ １５４．１ ５

剥片 ２ Ｅ１５ １３４ ４．６ ２ ５ Ｄ１７ ３５７ ８４．２ ５

剥片 ２ Ｅ１５ １５９ ３．２ ２ Ｅ１７ � ３５５ ６．９ ５

縦長剥片 ２ Ｅ１５ ３４４ ６．７ ２ 剥片 ５ Ｄ１７ ２６７ ２１．５ ５

剥片 ２ Ｅ１５ ４５７ １．１ ２ ５ Ｄ１７ ３６９ １０．３ ５

剥片 ２ Ｅ１５ ６９５ ９．４ ２ ５ Ｄ１７ ５０２ ７．１ ５

剥片 ２ Ｅ１５ ７５９ １．３ ２ ５ Ｄ１７ ５８０ ３．４ ５

剥片 ２ Ｅ１５ １４５０ ４．７ ２ 剥片 ５ Ｄ１７ ２８０ ３４．５ ５

剥片 ２ Ｅ１５ １４７６ ３．０ ２ �‐７０ ７１ ４９４ 二次加工ある剥片 ５ Ｄ１７ ２８８ ３６．０ ５

�‐８２ ８０ ６２５ 石刃核 ２ Ｅ１５ １７６１ ２２．８ ２ 剥片 ５ Ｄ１７ ２９３ ２９．０ ５

剥片 ２ Ｅ１５ １７８４ ４．５ ２ 剥片 ５ Ｄ１７ ３６７ １１．５ ５

剥片 ２ Ｅ１５ ２０９５ ２．４ ２ 剥片 ５ Ｄ１７ ３７０ １９．０ ５

剥片 ２ Ｅ１５ ２２３８ １１．６ ２ 剥片 ５ Ｄ１７ ３９８ ３．２ ５

剥片 ２ Ｅ１５ ２５４７ ４．１ ２ 剥片 ５ Ｄ１７ ４７２ ８．３ ５

剥片 ２ Ｅ１５ ２５６１ ８．６ ２ 剥片 ５ Ｄ１７ ４７４ ８．０ ５

縦長剥片 ２ Ｅ１５ ２７２９ １１．５ ２ 剥片 ５ Ｄ１７ ４８９ ２２．５ ５

－ １５８ １００９ 縦長剥片 ２ Ｅ１５ ２８４７ ２１．３ ２ 剥片 ５ Ｄ１７ ４９７ ５．７ ５

剥片 Ｅ１５ � ８０ １．４ ２ 剥片 ５ Ｄ１７ ５１０ ４．２ ５

�‐３１５ １５９ ９３７ 接合資料 ２ ５９１．１ １４ １ １０４ ２６３ 剥片 ５ Ｄ１７ ６３９ ４．４ ５

剥片 ２ Ｄ１４ ２３７ ６０．５ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ２５１０ １４．４ ５

２ Ｄ１４ ５５３ ６５．２ １ 剥片 Ｅ１７ � ２９４ ２４．６ ５

�‐８６ ８２ ６５０ 石刃核 ２ Ｄ１５ ５６０ ２８２．８ １ 剥片 斜面部 ６２ １３．２ ５

剥片 ２ Ｅ１４ １５９ ５．２ １ �‐３１７ １６０ ９４１ 接合資料 ４・５・１３・ア ２１７９．０ １３６ ５ １６５ ４３９

剥片 ２ Ｅ１４ ２４１ ６９．２ １ 剥片 ４ Ｂ１６ ６１ ４０．８ ５

縦長剥片 ２ Ｅ１４ ５８７ １０．０ １ ５ Ｅ１７ ４９２ ５．３ ５

Ｈ２２ � ２ ７．２ １ ５ Ｅ１７ ２１１４ ２．６ ５

剥片 ２ Ｅ１５ １１５ １７．１ １ 剥片 ５ Ｄ１６ ３３４ ８．３ ５

２ Ｅ１５ １７４３ ２３．０ １ ５ Ｄ１６ ５５１ ２７．５ ５

剥片 ２ Ｅ１５ ３９５ ２１．８ １ ５ Ｅ１７ １０３４ ５．６ ５

剥片 ２ Ｅ１５ １７４７ ４．２ １ Ｅ１７ � ７３ ４．５ ５

剥片 ２ Ｅ１５ ２７６２ １０．０ １ 剥片 ５ Ｅ１６ ２０２ ３．５ ５

剥片 ２ Ｅ１５ ２９１１ ８．４ １ 剥片 ５ Ｅ１６ ２２９ ６．９ ５

剥片 ２ Ｅ１５ ２９３７ ６．５ １ ５ Ｅ１６ ４３３ ３．４ ５

�‐３１６ １５９ ９３８ 接合資料 １・２ ２３５．０ ７ ２ ５８ １３０ Ｅ１６ � １３１ ３１５．９ ５

剥片 ２ Ｃ１４ ２２ ２０．５ ２ Ｅ１６ � １３２ ２０．９ ５

１ Ｄ１３ ２１４ ３１．９ ２ 剥片 ５ Ｅ１６ ２９３ １３．３ ５

�‐９３ ８７ ６９４ 石核 １ Ｄ１３ ６０ １１７．０ ２ ５ Ｅ１７ １８２ ３．８ ５

剥片 １ Ｄ１３ １５６ ３４．７ ２ 剥片 ５ Ｅ１６ ３０９ ２２．１ ５

剥片 １ Ｄ１３ ２１３ １４．３ ２ 剥片 ５ Ｅ１６ ３１１ ３．４ ５

剥片 １ Ｅ１３ １２９ １２．７ ２ 剥片 ５ Ｅ１６ ３３２ ４．３ ５

剥片 Ｅ１３ � ３ ３．９ ２ ５ Ｅ１６ ４２０ ３３．４ ５

�‐３１６ １５９ ９３９ 接合資料 ２ ２１２．５ １１ ２ ６２ １３８ 剥片 ５ Ｅ１６ ３３７ ８．２ ５

剥片 ２ Ｄ１５ １７５ ２４．６ ２ 剥片 ５ Ｅ１６ ３４１ ３．９ ５

剥片 ２ Ｄ１５ ７５７ ８．４ ２ ５ Ｅ１７ １４３１ ２．５ ５

２ Ｅ１５ ２９４３ ５．３ ２ Ｅ１７ � ６４ １０．０ ５

掲載接合資料一覧
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剥片 ５ Ｅ１６ ４３２ ３７．５ ５ 剥片 ５ Ｅ１７ １１８１ ３．９ ５

５ Ｅ１７ １０２７ ５．０ ５ 剥片 ５ Ｅ１７ １１８６ ３．３ ５

Ｅ１７ � １２ ４７．７ ５ Ｅ１７ � ９１ １．６ ５

縦長剥片 ５ Ｅ１６ ４７４ ２．１ ５ 剥片 ５ Ｅ１７ １２１４ ３．７ ５

５ Ｆ１７ ８６ ２．７ ５ 剥片 ５ Ｅ１７ １２９３ ２．１ ５

剥片 ５ Ｅ１６ ６２１ ９．９ ５ 剥片 ５ Ｅ１７ １３８３ １．５ ５

５ Ｅ１６ １７５０ ２６．６ ５ 剥片 ５ Ｅ１７ １３８７ １６．７ ５

Ｅ１６ � ４４ ５．９ ５ 剥片 ５ Ｅ１７ １３９８ ４．１ ５

剥片 ５ Ｅ１６ ６３１ ７．１ ５ ５ Ｅ１７ １４２４ １．５ ５

５ Ｅ１７ ２４９ １．８ ５ Ｅ１７ � ４８ ７３．２ ５

剥片 ５ Ｅ１６ ６６２ １．４ ５ Ｅ１７ � １１８ ２．６ ５

剥片 ５ Ｅ１６ ８４７ ０．９ ５ 剥片 ５ Ｅ１７ １４０１ ２３．４ ５

剥片 ５ Ｅ１６ ８５０ １１．３ ５ 剥片 ５ Ｅ１７ １４０８ ２．０ ５

Ｆ１７ � ３８ ６．８ ５ ５ Ｅ１７ １４０９ ４．５ ５

剥片 ５ Ｅ１６ ８６５ １．１ ５ 剥片 ５ Ｅ１７ １４７４ ６．５ ５

剥片 ５ Ｅ１６ １２２３ ２．６ ５ 剥片 ５ Ｅ１７ １６２４ ３．１ ５

剥片 ５ Ｅ１６ １２５７ ２．１ ５ 剥片 ５ Ｅ１７ １７２５ ４０．８ ５

Ｅ１７ � ６０ １１．９ ５ 剥片 ５ Ｅ１７ １７５８ ２３．３ ５

�‐７２ ７３ ５１３ 二次加工ある剥片 ５ Ｅ１６ １５０４ １２３．１ ５ 剥片 ５ Ｅ１７ １７６２ ９．５ ５

５ Ｅ１６ １６４５ １１．１ ５ 剥片 ５ Ｅ１７ １８０１ １．８ ５

剥片 ５ Ｅ１６ ２３２９ １３．７ ５ Ｅ１７ � １１０ １２．６ ５

剥片 ５ Ｅ１６ ２３７２ １．６ ５ 剥片 ５ Ｅ１７ １８３９ ２．９ ５

剥片 ５ Ｅ１６ ２３７４ ２．１ ５ 剥片 ５ Ｅ１７ １８８０ ２．２ ５

剥片 ５ Ｅ１６ ２３８０ １．７ ５ 剥片 ５ Ｅ１７ １９３５ １０．４ ５

剥片 ５ Ｅ１６ ２３９０ ２．４ ５ Ｆ１７ � １１ ３．４ ５

５ Ｅ１６ ２７８３ ５．３ ５ 剥片 ５ Ｅ１７ １９３７ ７．７ ５

５ Ｅ１６ ２８０６ ８．５ ５ 剥片 ５ Ｅ１７ ２００６ １４．９ ５

５ Ｅ１７ ２３０８ ７．３ ５ 剥片 ５ Ｅ１７ ２１５０ ９．４ ５

剥片 Ｅ１６ � ４３ ４．０ ５ 剥片 ５ Ｅ１７ ２１５４ ０．８ ５

５ Ｅ１７ ８８７ ９．８ ５ 剥片 ５ Ｅ１７ ２４８１ ２．８ ５

Ｅ１７ � １０９ １．９ ５ ５ Ｅ１７ ２７３０ ３５．４ ５

剥片 Ｅ１６ � １２８ １１０．２ ５ 剥片 Ｅ１７ � ５１ １５．０ ５

Ｅ１６ � １４３ １．６ ５ 剥片 Ｅ１７ � ５２ ２３．１ ５

５ Ｅ１７ ２４４ ５．９ ５ �‐７０ ７２ ４９９ 二次加工ある剥片 Ｅ１７ � ５８ ９７．５ ５

５ Ｆ１７ ５５ ５．２ ５ 剥片 Ｅ１７ � ６６ ５．６ ５

剥片 Ｅ１６ � １３０ ６．３ ５ 剥片 Ｅ１７ � １１２ ３．０ ５

５ Ｅ１７ １７２ ８．２ ５ 剥片 Ｅ１７ � １１３ １２．６ ５

剥片 Ｅ１６ � １４８ １．６ ５ 剥片 Ｅ１７ � １２１ ３．１ ５

剥片 ５ Ｅ１７ ７３ ３．５ ５ Ｅ１７ � １２２ １４．７ ５

剥片 ５ Ｅ１７ ８６ ３．０ ５ 剥片 Ｅ１７ � ２３９ １．３ ５

５ Ｅ１７ ９７０ １．７ ５ 剥片 Ｅ１７ � ２４０ ２．６ ５

剥片 ５ Ｅ１７ １０６ ４．０ ５ 剥片 Ｅ１７ � ２４１ ２．２ ５

剥片 ５ Ｅ１７ １８６ １５．０ ５ 剥片 Ｅ１７ � ２４２ １６．４ ５

剥片 ５ Ｅ１７ ３１９ ２．３ ５ 剥片 Ｅ１７ � ２４３ ７．３ ５

剥片 ５ Ｅ１７ ３７４ ２．３ ５ 剥片 Ｅ１７ � ２４４ ３．１ ５

剥片 ５ Ｅ１７ ３８５ ４５．４ ５ 剥片 Ｅ１７ � ３９５ ６．３ ５

剥片 ５ Ｅ１７ ４０２ ４．３ ５ 剥片 Ｅ１７ � ３９６ ２．８ ５

剥片 ５ Ｅ１７ ４２５ １．９ ５ 剥片 Ｅ１７ � ４００ ３．９ ５

５ Ｆ１８ １６２ １３．９ ５ 剥片 ５ Ｆ１７ ５７ ３４．９ ５

剥片 ５ Ｅ１７ ４８８ ２．０ ５ 剥片 ５ Ｆ１７ ７０ １２．８ ５

５ Ｅ１７ ２８２１ ２．９ ５ 剥片 Ｆ１７ � ２９ １４．５ ５

剥片 ５ Ｅ１７ ７０８ ２．１ ５ 剥片 ５ Ｇ１８ ２２ ５１．８ ５

剥片 ５ Ｅ１７ ８５２ ３．３ ５ �‐３９ ５６ ４９ 両面調整石器 Ｇ１８ � ４ ２７７．５ ５

剥片 ５ Ｅ１７ ８７９ １４．９ ５ 剥片 １３ Ｈ２０ １３５５ ７．３ ５

Ｅ１７ � ６９ ５．７ ５ �‐３２０ １６２ ９４５ 接合資料 ２・５・８・１０ １５５９．７ １２３ １ ４８ １１３

剥片 ５ Ｅ１７ ９１７ ７．６ ５ 剥片 ２ Ｄ１４ ８０ ５．６ １

剥片 ５ Ｅ１７ ９２９ ６．８ ５ 剥片 ２ Ｄ１４ ９３ ２．５ １

剥片 ５ Ｅ１７ ９３１ ２．８ ５ ２ Ｄ１４ ２６３ ８．９ １

剥片 ５ Ｅ１７ ９４９ ５．５ ５ ２ Ｄ１４ １２４１ １．６ １

ア Ｎ２１ � ３ １１．２ ５ Ｅ１４ � ２９ ７．１ １

旧白滝５遺跡
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Ｅ１４ � ３３ ０．９ １ ５ Ｅ１７ ２１５９ ３．６ １

Ｅ１５ � ８５ ２．１ １ 剥片 ２ Ｅ１４ ７ １．４ １

Ｅ１７ � ４２１ １．８ １ Ｆ１５ � ２０ ５３．５ １

剥片 ２ Ｄ１４ ２７７ ２．３ １ 剥片 ２ Ｅ１４ ５８ １０．４ １

剥片 ２ Ｄ１４ ４５９ ２．９ １ 剥片 ２ Ｅ１４ １１４ ４．３ １

２ Ｄ１４ ７１１ ５．３ １ 剥片 ２ Ｅ１４ １７１ ３．９ １

２ Ｄ１４ ８７８ ３７．２ １ ２ Ｅ１４ ６５３ ２．８ １

２ Ｄ１４ ９２７ １４．０ １ 剥片 ２ Ｅ１４ ２０５ １８．１ １

Ｄ１４ � ５３ １．２ １ 剥片 ２ Ｅ１４ ４３２ １６．４ １

Ｅ１４ � ２６ ４．０ １ Ｅ１４ � １６ １７．８ １

Ｅ１５ � １００ ７．３ １ ２ Ｅ１５ １６７ ５．８ １

剥片 ２ Ｄ１４ ４７５ ２．３ １ 剥片 ２ Ｅ１４ ５３１ １．３ １

２ Ｅ１４ １５４ １．６ １ ２ Ｅ１４ ６２４ ６４．１ １

２ Ｅ１４ ２３２ ０．９ １ 剥片 ２ Ｅ１４ ５４６ ２６．１ １

２ Ｅ１４ ５００ ２．２ １ Ｅ１５ � ７３ ５４．１ １

剥片 ２ Ｄ１４ ４７９ ３．９ １ Ｅ１６ � ６０ ９．４ １

２ Ｄ１４ ８１４ ２．５ １ 剥片 ２ Ｅ１４ ５５４ １８．６ １

２ Ｅ１４ ３１１ ４．０ １ Ｅ１４ � ３０ １４．４ １

Ｅ１４ � ３８ １．１ １ ２ Ｅ１５ ７６４ ２．５ １

Ｅ１４ � ４６ ５．０ １ ２ Ｅ１５ １４９９ ２．５ １

剥片 ２ Ｄ１４ ６５０ ０．７ １ ２ Ｆ１５ ５４ ６２．８ １

２ Ｅ１４ １５３ ３．０ １ 剥片 ２ Ｅ１４ ６０７ １．９ １

２ Ｅ１４ ２５９ ８．０ １ Ｅ１５ � ７９ ４．９ １

２ Ｅ１４ ４０２ １２．９ １ Ｅ１５ � １０４ ２．５ １

２ Ｅ１５ ３４ １．６ １ Ｅ１５ � １０７ １．０ １

剥片 ２ Ｄ１４ ６８１ ２．３ １ 剥片 Ｅ１４ � １９ ７．１ １

Ｄ１４ � ５２ １．７ １ ２ Ｅ１５ ５８７ １．８ １

Ｄ１５ � ７５ ２１．２ １ ２ Ｅ１５ １１７７ ２５．９ １

２ Ｅ１４ ４３０ １５．６ １ ２ Ｅ１５ １４９７ ４．４ １

Ｅ１４ � ４９ １７．３ １ 剥片 Ｅ１４ � ２８ ５．１ １

Ｅ１４ � ５０ ２．３ １ ２ Ｅ１５ ４６９ ７．０ １

剥片 ２ Ｄ１４ ８４６ １．９ １ 剥片 Ｅ１４ � ３９ ２．０ １

２ Ｅ１４ ５７０ １０．９ １ 剥片 Ｅ１４ � ４２ １．８ １

Ｅ１４ � ４１ ０．８ １ ２ Ｅ１５ １５０９ ３２．５ １

剥片 ２ Ｄ１４ ８８４ １．２ １ ２ Ｅ１５ ２４１１ ４．６ １

２ Ｄ１４ １２５９ ２．０ １ 剥片 ２ Ｅ１５ １６４ ０．９ １

Ｄ１４ � ２６ ４５．３ １ 剥片 ２ Ｅ１５ ６５０ １２．４ １

Ｅ１５ � １０８ １．８ １ ２ Ｅ１５ ６５３ ３．０ １

剥片 ２ Ｄ１４ ８８７ ２．６ １ ２ Ｅ１５ ８３７ １．０ １

剥片 ２ Ｄ１４ ９２６ ２３．２ １ 剥片 ２ Ｅ１５ １２４９ １５．２ １

Ｅ１４ � ４７ ２．７ １ 剥片 Ｅ１５ � ７５ ３５．８ １

Ｅ１５ � ７６ １１．０ １ ８ Ｅ２２ ８５ ８０．８ １

剥片 ２ Ｄ１４ １１０４ ２．７ １ Ｅ２２ � ３ ２．０ １

２ Ｄ１４ １２３２ ６．９ １ 剥片 Ｅ１５ � ８８ ２５．１ １

Ｅ１４ � ２０ ９．７ １ 剥片 Ｅ１６ � ５６ ８９．５ １

Ｅ１４ � ２７ ５．４ １ 剥片 Ｅ１６ � ６６ ２１．５ １

２ Ｅ１５ １１４３ ５．３ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ２０７ １０４．３ １

Ｅ１５ � ８９ ２．６ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ４００ １２．９ １

剥片 ２ Ｄ１４ １２９０ ０．８ １ Ｅ１７ � １９２ １．８ １

Ｄ１４ � ４６ ２．８ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ８９９ ５．８ １

Ｅ１４ � ２１ １５．３ １ Ｅ１７ � １３８ ７０．１ １

剥片 ２ Ｄ１４ １３１９ ２．７ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ２１６１ １４．２ １

剥片 Ｄ１４ � ２３ ３４．４ １ 剥片 １０ Ｅ２２ １１ ４．９ １

剥片 Ｄ１４ � ３３ ２．８ １ １０ Ｅ２２ ８０ ４．６ １

２ Ｅ１４ １２５ １８．８ １ １０ Ｅ２２ ８１ １３．０ １

剥片 Ｄ１４ � ５０ １．５ １ １０ Ｅ２２ ８２ ７．５ １

Ｅ１７ � １３７ ３０．６ １ 剥片 Ｆ１５ � ４５ １．５ １

剥片 ５ Ｄ１７ １１７ ３４．６ １ 剥片 斜面部 ２８ １８．９ １

５ Ｅ１６ ２０９１ １１．４ １ �‐３２２ １６２ ９４７ 接合資料 ５・１１ ４０４．５ ６ ３ ２１１ ４９６

Ｅ１６ � ５９ １０．２ １ 剥片 Ｄ１４ � １２５ ８４．３ ３

掲載接合資料一覧
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Ｄ１４ � １７２ ９７．８ ３ ２ Ｆ１６ １１０ １．３ ４

�‐９２ ８６ ６８３ 石核 ５ Ｄ１７ １０３ ６９．３ ３ 剥片 ２ Ｆ１６ ３８ １．１ ４

剥片 ５ Ｄ１７ １１０ ７．０ ３ ２ Ｆ１６ ９７ ３．２ ４

剥片 ５ Ｄ１７ ５２３ ５．７ ３ 剥片 ２ Ｆ１６ ５５ ４．５ ４

�‐３３ ５３ ２８ 両面調整石器 １１ Ｇ１８ ７９ １４０．４ ３ 剥片 ２ Ｆ１６ ５７ ６．２ ４

�‐３２３ １６３ ９４８ 接合資料 ２ ４２２．９ ５ ５ １１２ ２７７ 剥片 ２ Ｆ１６ ６０ ３．７ ４

剥片 ２ Ｄ１４ ４９５ ３．７ ５ 剥片 ２ Ｆ１６ ７２ ２．４ ４

２ Ｅ１４ ２３４ １６．９ ５ 剥片 ２ Ｆ１６ ７６ ２．８ ４

Ｅ１４ � １１ ２６．１ ５ 剥片 ２ Ｆ１６ ８１ ５．０ ４

�‐９０ ８５ ６７２ 石核 Ｄ１５ � １９ ３６９．４ ５ 剥片 ２ Ｆ１６ ８９ １１．８ ４

剥片 ２ Ｅ１４ ５９ ６．８ ５ 剥片 ２ Ｆ１６ ９０ ０．６ ４

�‐３２３ １６３ １０１０ 接合資料 ７・９・１３ １０６９．６ ３４ ３ ２２８ ５４９ 剥片 ２ Ｆ１６ １０２ １．０ ４

剥片 ７ Ｅ１９ ３７ ４９．０ ３ 剥片 Ｆ１６ � １５ ０．６ ４

剥片 ７ Ｅ１９ １７３ ２．２ ３ 剥片 Ｇ１６ � ３ ９．９ ４

剥片 ７ Ｅ１９ ２３６ ２５．６ ３ 剥片 １１ Ｇ１７ １０３ １．８ ４

１３ Ｇ２０ ５ １．６ ３ �‐９５ ８７ ７０１ 石核 １１ Ｈ１９ ６７ １４３．４ ４

剥片 ７ Ｅ１９ ２４５ １２０．８ ３ �‐３２６ １６５ ９５３ 接合資料 ２・５ ７４８．２ １０ １・３ ５４ １２５

Ｆ２０ � ４ １１．９ ３ 剥片 ２ Ｅ１５ ７２６ １８４．３ ３

剥片 ７ Ｅ１９ ３０３ ６．９ ３ 剥片 Ｅ１５ � １４７ ８４．０ １

剥片 ７ Ｅ１９ ３２５ １３．４ ３ 剥片 ５ Ｅ１７ ３３２ ５５．８ １

剥片 ７ Ｅ１９ ３３１ ３２．６ ３ ５ Ｅ１７ ９６９ ３０．３ １

�‐９０ ８５ ６７７ 石核 ７ Ｅ１９ ３３３ ２８．５ ３ ５ Ｅ１７ １８８１ １５．１ １

９ Ｆ２０ ２８ ２．８ ３ Ｅ１７ � １１９ ７．０ １

剥片 ７ Ｅ１９ ３６９ １０１．６ ３ Ｅ１７ � ２０１ ２０．７ １

９ Ｆ２０ １１７ ９．２ ３ 剥片 ２ Ｆ１５ ３７ ５６．０ ３

９ Ｆ２０ １２１ ２．５ ３ 剥片 Ｆ１５ � ８４ ２１４．０ ３

剥片 Ｅ１９ � ９ ３．４ ３ 剥片 排土 ５ ８１．０ ３

剥片 ９ Ｆ１９ ３ １．２ ３ �‐３２７ １６５ ９５４ 接合資料 １・２ ８２２．５ １０ ５ ６４ １４１

剥片 ９ Ｆ１９ ８ ２７．１ ３ �‐９１ ８６ ６８１ 石核 １ Ｅ１４ １ ４２３．８ ５

剥片 ９ Ｆ１９ １５２ １５．９ ３ 縦長剥片 ２ Ｅ１４ ２１ ４３．９ ５

剥片 ９ Ｆ１９ １９８ ０．８ ３ 剥片 ２ Ｅ１４ ５４ ４．９ ５

剥片 Ｆ１９ � ４５ ９９．９ ３ 剥片 ２ Ｅ１４ ５５ １８．０ ５

剥片 ９ Ｆ２０ ３４ １３．２ ３ ２ Ｅ１４ １２１ ３１．２ ５

剥片 ９ Ｆ２０ １０１ ５３．３ ３ 剥片 ２ Ｅ１４ １２３ １８．９ ５

�‐３４ ５３ ２９ 両面調整石器 ９ Ｆ２０ １０８ １９．６ ３ 剥片 Ｅ１４ � １０ ２２８．９ ５

９ Ｇ２０ ２７７ ２６．５ ３ ２ Ｅ１５ ９４１ ２９．１ ５

剥片 ９ Ｆ２０ １０９ ９．１ ３ ２ Ｅ１５ １９３７ ２１．５ ５

剥片 Ｆ２０ � ３ １５．５ ３ 剥片 ２ Ｆ１５ ４３０ ２．３ ５

�‐３８ ５６ ４４ 両面調整石器 ９ Ｆ２１ １９ ８５．４ ３ �‐３２７ １６６ １０１２ 接合資料 ２・５ １４７９．４ ２４ ３・４ ７３ １８２

剥片 ９ Ｆ２１ ４５ ５９．１ ３ 剥片 ５ Ｄ１６ ５７ ２３．３ ３

剥片 Ｇ１９ � ４２ １．９ ３ �‐７２ ７３ ５１０ 二次加工ある剥片 ５ Ｄ１６ １４３ ３４．２ ３

�‐３９ ５６ ４８ 両面調整石器 ９ Ｇ２０ １６０ ２００．３ ３ 剥片 ２ Ｅ１４ ９０ ５．５ ４

剥片 ９ Ｇ２０ １７３ １．３ ３ 剥片 ２ Ｅ１４ １２９ ５．３ ３

剥片 ９ Ｇ２０ ２１６ ３．７ ３ 剥片 ２ Ｅ１４ ２３８ ７．８ ４

剥片 ９ Ｇ２０ ２７９ ６．７ ３ ２ Ｅ１５ １５１４ ２０．４ ３

剥片 ９ Ｇ２０ ２８４ １７．１ ３ ２ Ｅ１５ １８６１ ２５．６ ３

�‐３２５ １６５ ９５２ 接合資料 ２・１１ ３２０．５ ２９ ４ ８９ ２３３ 剥片 ２ Ｅ１４ ２４４ ８．１ ４

剥片 ２ Ｅ１５ ３９８ ２３．９ ４ 剥片 ２ Ｅ１４ ３４５ ６．０ ４

２ Ｅ１５ １３４６ １．８ ４ �‐８９ ８４ ６７０ 石核 ２ Ｅ１４ ５１０ ６３２．６ ４

剥片 ２ Ｅ１５ １３９１ １４．２ ４ 剥片 ２ Ｅ１４ ５１１ １５．４ ４

剥片 ２ Ｅ１５ ２００７ ３．８ ４ 剥片 ２ Ｅ１４ ５１３ ２６．９ ４

剥片 ２ Ｅ１５ ２４５９ ２．８ ４ ２ Ｅ１４ ５１８ ２．７ ４

剥片 ２ Ｅ１６ １８３ ５１．５ ４ 剥片 ２ Ｅ１４ ６１８ １．５ ４

２ Ｅ１６ １１２２ １．８ ４ 剥片 ２ Ｅ１５ ７４７ ７．９ ３

２ Ｅ１６ １３３８ ０．８ ４ 剥片 ２ Ｅ１５ １４８３ ９５．３ ３

剥片 ２ Ｅ１６ １３９１ ６．０ ４ Ｅ１５ � ８６ ３１．０ ３

剥片 ２ Ｅ１６ １３９３ ６．５ ４ Ｅ１５ � ９１ １２．８ ３

剥片 ２ Ｆ１６ １ ４．３ ４ 剥片 ５ Ｅ１６ ９４９ １５．０ ３

剥片 ２ Ｆ１６ ６ ０．６ ４ Ｅ１７ � ４９ ４．１ ３

剥片 ２ Ｆ１６ ７ ３．２ ４ �‐９０ ８４ ６７１ 石核 Ｅ１６ � ５ ３４９．０ ３

旧白滝５遺跡

348



挿図 図版 番号 器 種 等 Sb 発掘区 層位 遺物
番号

重量
（�）

接合
点数

石質 母岩
�

接合
� 挿図 図版 番号 器 種 等 Sb 発掘区 層位 遺物

番号
重量
（�）

接合
点数

石質 母岩
�

接合
�

剥片 ５ Ｅ１７ １８４７ １３３．９ ３ ２ Ｅ１６ １６３８ ４．８ ２

剥片 Ｅ１７ � ４１６ １３．６ ３ ２ Ｅ１６ ２１１８ ５．１ ２

剥片 Ｅ１７ � ４１８ １．５ ３ 剥片 ２ Ｅ１６ １０３１ １１．９ ２

�‐３２９ １６７ ９５７ 接合資料 ２・５ １５３２．８ ４０ ５ １０２ ２５８ ２ Ｅ１６ １６３２ １．１ ２

剥片 ２ Ｃ１５ ３２ ５．９ ５ ２ Ｅ１６ ２２７５ ７．８ ２

�‐９４ ８７ ６９９ 石核 ２ Ｃ１５ ５６ ８２．０ ５ ２ Ｅ１６ ２４９２ ７．６ ２

剥片 ２ Ｃ１５ ５８ ５８．４ ５ ２ Ｅ１６ ２５９７ ０．５ ２

剥片 ２ Ｃ１５ ５９ ２５．０ ５ ２ Ｅ１６ ２６０８ ４．１ ２

剥片 ２ Ｃ１５ ６０ ８．０ ５ 剥片 ２ Ｅ１６ １０８３ １．７ ２

剥片 ２ Ｃ１５ ７２ ７．９ ５ 縦長剥片 ２ Ｅ１６ １０９８ ２．４ ２

２ Ｃ１５ ７３ ４．１ ５ ２ Ｅ１６ １３６１ ９．１ ２

剥片 ２ Ｃ１５ ７７ ３．９ ５ �‐７５ ７５ ５５９ 縦長剥片 ２ Ｅ１６ １１１０ ３１．５ ２

�‐７０ ７１ ４９３ 二次加工ある剥片 ２ Ｄ１５ １２ ４５．２ ５ ２ Ｅ１６ １３７７ ２．８ ２

剥片 ２ Ｄ１５ ２１７ ２４．６ ５ 剥片 ２ Ｅ１６ １１１２ ４．５ ２

剥片 ２ Ｄ１５ ２１９ １６．４ ５ 剥片 ２ Ｅ１６ １１１３ ６．２ ２

剥片 ２ Ｄ１５ ３７７ ３６．６ ５ 剥片 ２ Ｅ１６ １３３３ ５．６ ２

剥片 ２ Ｄ１５ ６７３ １３．６ ５ 剥片 ２ Ｅ１６ １３５７ ３．６ ２

縦長剥片 ２ Ｄ１５ ９４４ ２２．３ ５ ２ Ｅ１６ ２５９６ １．２ ２

剥片 Ｄ１５ � １６４ ４２．４ ５ ２ Ｅ１６ ２６１３ ０．７ ２

剥片 Ｄ１５ � １９７ １３．１ ５ ２ Ｅ１６ ２７５７ １．２ ２

剥片 Ｄ１５ � ２３４ ８．７ ５ �‐９２ ８６ ６８５ 石核 ２ Ｅ１６ １３７１ １８４．３ ２

剥片 Ｄ１５ � ２３５ １４．６ ５ 剥片 ２ Ｅ１６ １３７８ ８．６ ２

剥片 Ｄ１５ � ２３６ ３０．０ ５ ２ Ｅ１６ １３８６ ６．０ ２

剥片 ５ Ｄ１７ １２１ １２．４ ５ ２ Ｅ１６ １６４１ ６．９ ２

剥片 ５ Ｅ１６ ３４４ ２８．５ ５ 縦長剥片 ２ Ｅ１６ １３７９ １３．９ ２

剥片 ５ Ｅ１６ ６２２ １２１．４ ５ 剥片 ２ Ｅ１６ １３８０ ５．４ ２

剥片 ５ Ｅ１６ １４５１ １９．２ ５ 剥片 ２ Ｅ１６ １５９７ ８．５ ２

剥片 ５ Ｅ１６ １４５３ ４７．５ ５ 剥片 ２ Ｅ１６ １５９８ １１．１ ２

剥片 ５ Ｅ１６ １７２７ ９．３ ５ ２ Ｅ１６ ２１２４ ７．１ ２

剥片 ５ Ｅ１６ １８２８ ３．６ ５ Ｅ１６ � ２５ ０．７ ２

剥片 ５ Ｅ１６ １８３５ ７７．４ ５ 剥片 ２ Ｅ１６ １６３４ ２．１ ２

剥片 ５ Ｅ１６ １８５５ ３２．１ ５ 剥片 ２ Ｅ１６ １６４０ ８．０ ２

５ Ｅ１６ １８５６ ７２．６ ５ 剥片 ２ Ｅ１６ ２１２７ ０．９ ２

剥片 ５ Ｅ１７ ９２ １６．５ ５ �‐７４ ７５ ５５４ 石刃 ２ Ｅ１６ ２１３０ ４．６ ２

剥片 ５ Ｅ１７ ４２２ ４８．７ ５ Ｅ１６ � ３０ ７．１ ２

５ Ｅ１７ １４９０ ９．５ ５ ２ Ｆ１６ ４４ １．４ ２

５ Ｅ１７ １５０１ ４．３ ５ 剥片 ２ Ｅ１６ ２２５２ ８．０ ２

剥片 ５ Ｅ１７ １３１１ ２７．１ ５ 剥片 ２ Ｅ１６ ２４７８ ６．３ ２

剥片 Ｅ１７ � ３５６ １８１．０ ５ 剥片 ２ Ｅ１６ ２４７９ １．６ ２

�‐７０ ７２ ４９７ 二次加工ある剥片 Ｅ１７ � ３５７ ９０．５ ５ ２ Ｅ１６ ２５７３ ３８．５ ２

剥片 Ｅ１９ � １０ ９０．７ ５ 剥片 ２ Ｅ１６ ２５５０ １．４ ２

剥片 Ｆ１３ � ２ ３７．８ ５ 剥片 ２ Ｅ１６ ２５５９ １．５ ２

剥片 Ｆ１６ � １６ １１５．４ ５ 剥片 ア Ｊ２０ � ２ ８．２ ２

剥片 高位部 ５ ２４．６ ５ �‐３３１ １６８ ９５９ 接合資料 ２ ６８３．９ ３３ １ ５１ １２２

�‐３３０ １６７ ９５８ 接合資料 ２・ア ６７６．５ ５８ ２ ６１ １３６ 剥片 ２ Ｃ１５ １０５ １．９ １

剥片 ２ Ｅ１５ ２２６０ ７５．６ ２ 剥片 ２ Ｄ１５ ３１１ ０．９ １

剥片 ２ Ｅ１５ ２４６６ ０．９ ２ 剥片 ２ Ｄ１５ ３５１ ２１．３ １

剥片 ２ Ｅ１５ ２９０３ ３．１ ２ Ｄ１５ � １１１ １２．３ １

剥片 ２ Ｅ１６ ５００ ２．７ ２ 剥片 ２ Ｄ１５ ４８１ ３．２ １

Ｅ１６ � ２３ ９．１ ２ 剥片 ２ Ｄ１５ ４８９ ２．１ １

Ｆ１６ � ３ １０．１ ２ 剥片 ２ Ｄ１５ ７５８ １．６ １

剥片 ２ Ｅ１６ ５６５ １．０ ２ 剥片 ２ Ｄ１５ ８１６ ３．３ １

剥片 ２ Ｅ１６ ７３５ ９．５ ２ Ｄ１５ � １１８ ９５．０ １

Ｆ１６ � ４ １０．６ ２ 剥片 ２ Ｄ１５ ８６７ ２５．０ １

剥片 ２ Ｅ１６ ７３９ ８２．８ ２ �‐１００ ９０ ７２６ 石核 Ｄ１５ � ６ ２０２．８ １

剥片 ２ Ｅ１６ ７４０ ３．０ ２ 剥片 Ｄ１５ � １１２ ４．３ １

２ Ｆ１６ ６９ ２．２ ２ 剥片 Ｄ１５ � １１３ １０．４ １

縦長剥片 ２ Ｅ１６ ８２３ ２．１ ２ 剥片 Ｄ１５ � １１４ ６．４ １

２ Ｅ１６ １１１１ ２．２ ２ 剥片 Ｄ１５ � １１５ １２．２ １

２ Ｅ１６ １３７５ ６．１ ２ 剥片 Ｄ１５ � １１６ １９．０ １

掲載接合資料一覧
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剥片 Ｄ１５ � １１７ ２６．６ １ Ｅ１７ � ２６０ ８．４ ４

剥片 Ｄ１５ � １１９ ３．３ １ 剥片 ５ Ｅ１７ ２３３７ ０．９ ４

剥片 Ｄ１５ � １２１ ５．０ １ ５ Ｆ１８ ８３ ４．８ ４

剥片 Ｄ１５ � １２２ ２．６ １ 剥片 Ｅ１７ � ２５８ １５０．５ ４

剥片 Ｄ１５ � １２３ ３０．４ １ Ｅ１７ � ２９６ ２．５ ４

剥片 Ｄ１５ � １３２ ９．５ １ 剥片 Ｅ１７ � ２５９ ２．３ ４

縦長剥片 Ｄ１５ � １３３ １２．５ １ １２ Ｈ１９ １０９ ６１．４ ４

Ｄ１５ � １３４ ２３．２ １ 剥片 Ｅ１７ � ２６２ ３．０ ４

縦長剥片 Ｄ１５ � １３５ ４０．５ １ 剥片 ５ Ｆ１７ ３４ １．５ ３

剥片 Ｄ１５ � １３６ ３３．２ １ 剥片 Ｆ１７ � １９ １３．４ ４

剥片 Ｄ１５ � １３７ １１．１ １ ５ Ｆ１８ １７ ５．６ ４

剥片 Ｄ１５ � １３８ ２１．５ １ 剥片 Ｆ１７ � ２０ ０．８ ４

剥片 Ｄ１５ � １３９ ５．６ １ �‐９７ ８８ ７０８ 石核 ５ Ｆ１８ ５９５ ３２．２ ４

剥片 Ｄ１５ � １４０ ６．９ １ Ｆ１８ � ２ ４３．３ ４

剥片 Ｄ１５ � １４１ １１．４ １ Ｇ１８ � ６ ５．９ ４

剥片 ２ Ｅ１５ ２３０７ ８．９ １ �‐６２ ６６ ４２２ 掻器 １２ Ｇ１８ ５４ ６３．８ ４

�‐６５ ６８ ４５２ 削器 Ｅ１５ � １３３ １０．０ １ �‐３３５ １７０ ９６４ 接合資料 ２ １９５．２ ２８ ２ ６３ １４０

�‐３３２ １６８ ９６０ 接合資料 ２ １２２３．３ １４ ５ １０６ ２６５ 剥片 ２ Ｅ１６ ４７ ２．１ ２

�‐７０ ７１ ４９６ 二次加工ある剥片 ２ Ｄ１５ ６２６ ４１．０ ５ 剥片 ２ Ｅ１６ １８１ １．２ ２

剥片 ２ Ｅ１４ ３０１ ３４．０ ５ 剥片 ２ Ｅ１６ ５６８ ４．７ ２

剥片 ２ Ｅ１４ ３０２ ２６．７ ５ ２ Ｅ１６ １１１６ ２．２ ２

２ Ｅ１４ ６２３ １３４．９ ５ 剥片 ２ Ｅ１６ ７２４ ２１．７ ２

剥片 ２ Ｅ１４ ３５１ １５．１ ５ 剥片 ２ Ｅ１６ ７９８ １．０ ２

�‐１０５ ９２ ７４６ 石核 ２ Ｅ１４ ６２２ ７２１．４ ５ 剥片 ２ Ｅ１６ ８０１ ４．１ ２

�‐８９ ８４ ６６９ 石核 Ｅ１４ � ７９ ７７．８ ５ 剥片 ２ Ｅ１６ ８２０ １．２ ２

剥片 ２ Ｅ１５ １９６ ２１．２ ５ 縦長剥片 ２ Ｅ１６ １０６９ ７．３ ２

２ Ｅ１５ ２１９４ ９．１ ５ 剥片 ２ Ｅ１６ １１０１ ７．０ ２

剥片 ２ Ｅ１５ ３７２ ４７．５ ５ 剥片 ２ Ｅ１６ １３８２ ０．７ ２

剥片 ２ Ｅ１５ ４３８ ７３．４ ５ 剥片 ２ Ｅ１６ １５８１ ３５．３ ２

剥片 ２ Ｅ１５ １５１１ ４．１ ５ 剥片 ２ Ｅ１６ １６１８ ０．８ ２

２ Ｅ１５ １８４５ １０．８ ５ 剥片 ２ Ｅ１６ １６２８ ３．４ ２

剥片 ２ Ｅ１５ １５０８ ６．３ ５ 剥片 ２ Ｅ１６ ２２３３ １．１ ２

�‐３３３ １６９ ９６２ 接合資料 ２・２１ １９９．２ １７ １・３ ７６ １９２ 剥片 ２ Ｅ１６ ２２４１ ２．０ ２

剥片 ２ Ｄ１５ １２３ ０．８ １ ２ Ｅ１６ ２６２３ １．２ ２

剥片 ２ Ｄ１５ ２６０ ９．５ ３ Ｅ１６ � ４８ ０．２ ２

剥片 ２ Ｄ１５ ２６４ ０．７ ３ 剥片 ２ Ｅ１６ ２２４５ ３．５ ２

剥片 ２ Ｄ１５ ４２０ ４．８ ３ 剥片 ２ Ｅ１６ ２２５５ １．０ ２

剥片 ２ Ｄ１５ ４２１ ３．６ ３ Ｅ１６ � ４７ ０．１ ２

剥片 ２ Ｄ１５ ５９３ ７．３ ３ 剥片 ２ Ｅ１６ ２５０６ ９．７ ２

剥片 ２ Ｄ１５ ５９４ ４．１ ３ �‐９７ ８８ ７０６ 石核 ２ Ｅ１６ ２５５３ １６．５ ２

剥片 ２ Ｄ１５ ５９７ １６．６ ３ Ｆ１６ � ２ ３８．８ ２

剥片 ２ Ｄ１５ ６０７ ２．８ １ 剥片 ２ Ｅ１６ ２５８４ ２６．４ ２

２ Ｄ１５ ９２７ ７．８ ３ 剥片 Ｅ１６ � ４５ ０．４ ２

剥片 ２ Ｄ１５ ８０６ ０．５ ３ 剥片 Ｅ１６ � ４６ ０．５ ２

Ｄ１５ � ７３ １．１ ３ 剥片 斜面部 ２９ １．１ ２

剥片 Ｄ１５ � ７４ １．６ ３ �‐３３５ １７０ ９６５ 接合資料 ２・１１ ５３４．９ ２５ ５ １１０ ２７２

剥片 Ｄ１５ � １２４ ０．３ ３ 剥片 ２ Ｅ１５ ２５ ６．３ ５

剥片 Ｄ１５ � １２５ ０．２ ３ ２ Ｅ１５ ２６６４ ５１．７ ５

�‐９８ ８８ ７１５ 石核 ２ Ｅ１５ ６６４ ９７．４ ３ 縦長剥片 ２ Ｅ１５ １９８９ ３．７ ５

剥片 ２１ Ｕ２３ ４０ ４０．１ ３ 剥片 ２ Ｅ１５ １９９５ ６．０ ５

�‐３３４ １６９ ９６３ 接合資料 ５・１２ ４３９．２ ２５ ３・４ １５５ ４０２ 剥片 ２ Ｅ１５ ２３１５ ４．９ ５

剥片 ５ Ｅ１７ ３２５ １．９ ４ 剥片 ２ Ｅ１５ ２３１７ ２．３ ５

剥片 ５ Ｅ１７ ８７１ １．３ ３ 剥片 ２ Ｅ１５ ２３４８ １６．７ ５

剥片 ５ Ｅ１７ ９６３ ５．５ ４ 縦長剥片 ２ Ｅ１５ ２３５１ １９．４ ５

５ Ｆ１８ ２４ ５．９ ４ 剥片 ２ Ｅ１５ ２４７５ ９．７ ５

５ Ｆ１８ ２６ ５．７ ４ ２ Ｅ１５ ２４８３ ４．３ ５

斜面部 ４４ ７．７ ４ 剥片 ２ Ｅ１５ ２４７７ ３．７ ５

剥片 ５ Ｅ１７ １０４３ １．０ ４ 剥片 ２ Ｅ１５ ２４７９ ９０．８ ５

５ Ｅ１７ １０４６ ３．５ ４ 剥片 ２ Ｅ１５ ２４８０ １．７ ５

５ Ｅ１７ １０４７ ６．４ ４ 剥片 ２ Ｅ１５ ２６７０ ２．５ ５

旧白滝５遺跡
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剥片 ２ Ｅ１５ ２６８０ ２．９ ５ 剥片 ５ Ｅ１６ ２６２ ２５．１ ４

剥片 ２ Ｅ１５ ２８９０ ９．８ ５ 剥片 ５ Ｅ１６ ４４４ １０．３ ４

剥片 ２ Ｅ１５ ２８９１ ２２．１ ５ 剥片 ５ Ｅ１６ ５９４ ５．３ ４

剥片 ２ Ｅ１５ ２８９４ ０．６ ５ 縦長剥片 ５ Ｅ１６ ６１６ ２．２ ４

剥片 ２ Ｅ１５ ２８９８ １４．６ ５ 剥片 ５ Ｅ１６ ６６０ １．５ ３

剥片 ２ Ｅ１５ ２８９９ ４．２ ５ 剥片 ５ Ｅ１６ ８６２ ０．５ ４

剥片 Ｅ１５ � １４２ １１．４ ５ 剥片 ５ Ｅ１６ ８８５ １．８ ４

縦長剥片 ２ Ｅ１６ １５４ ７．６ ５ ５ Ｅ１６ ２０６７ ２．４ ３

剥片 ２ Ｅ１６ ４９８ ３０．８ ５ ５ Ｅ１６ ３０９１ １２．６ ４

�‐１０２ ９０ ７３２ 石核 ２ Ｅ１６ ２７６８ １９１．３ ５ ５ Ｅ１７ ７６４ １１．３ ４

剥片 １１ Ｈ１８ １０２ １５．９ ５ 剥片 ５ Ｅ１６ ９２５ ６．０ ３

�‐３３６ １７０ ９６６ 接合資料 ９・１３・イ ７５６．３ ３２ ５ ３１８ ８７２ ５ Ｅ１６ １４４０ ２．５ ３

剥片 イ Ｅ２３ � １４ ９．２ ５ ５ Ｅ１６ ２０３６ ２．１ ４

剥片 イ Ｅ２３ � １５ ７．２ ５ ５ Ｅ１７ １８３２ ７．２ ４

剥片 イ Ｅ２３ � １６ ２８．２ ５ 剥片 ５ Ｅ１６ １２０９ ２．８ ４

イ Ｇ２３ � ４ １．４ ５ 剥片 ５ Ｅ１６ １４５５ ６．２ ４

�‐１０２ ９０ ７３３ 石核 ９ Ｆ２０ ９０ ３７２．２ ５ 剥片 ５ Ｅ１６ １４６７ １．６ ４

剥片 ９ Ｇ２０ １７７ １６．３ ５ ５ Ｅ１６ ２０７５ １．２ ４

９ Ｇ２０ ２１４ ２．６ ５ Ｅ１７ � ３１８ ２．４ ３

９ Ｇ２０ ６７２ １１．７ ５ 剥片 ５ Ｅ１６ １６４６ ５．３ ４

剥片 ９ Ｇ２０ １８１ ５．８ ５ Ｅ１７ � ３０７ ５．４ ３

剥片 ９ Ｇ２０ １８２ ２９．４ ５ Ｅ１７ � ３１６ ３．６ ３

９ Ｇ２０ ２１８ １．４ ５ 剥片 ５ Ｅ１６ ２０４３ ８．８ ４

剥片 ９ Ｇ２０ １８５ ９１．９ ５ 剥片 ５ Ｅ１６ ２０６５ ３．２ ４

剥片 ９ Ｇ２０ １８６ ５．１ ５ 剥片 ５ Ｅ１６ ２０６９ １０．１ ４

剥片 ９ Ｇ２０ １８７ ２７．８ ５ 縦長剥片 ５ Ｅ１６ ２０７３ ９．０ ４

９ Ｇ２０ ６７８ ２．６ ５ ５ Ｅ１６ ３１６７ ４．５ ４

縦長剥片 ９ Ｇ２０ １８８ ４．５ ５ 剥片 ２ Ｅ１６ ２３０９ ２４．０ ４

９ Ｇ２０ ２７０ １２．９ ５ 剥片 ５ Ｅ１６ ２９６４ １２．８ ４

１３ Ｈ２０ ４０６ ２．８ ５ Ｅ１７ � ３０５ １．０ ３

剥片 ９ Ｇ２０ １９３ ６．２ ５ 剥片 ５ Ｅ１６ ２９７２ ２．４ ４

剥片 ９ Ｇ２０ １９６ １３．４ ５ 剥片 ５ Ｅ１６ ３０９２ １．５ ３

剥片 １３ Ｇ２０ ２０４ ３．０ ５ ５ Ｅ１７ ８２１ １２．４ ４

剥片 ９ Ｇ２０ ２０６ １９．５ ５ ５ Ｅ１７ １２８０ ５．１ ４

剥片 ９ Ｇ２０ ５８７ ７．９ ５ 剥片 ５ Ｅ１６ ３１４５ ２１．２ ４

剥片 Ｇ２０ � １８ ５．５ ５ ５ Ｅ１６ ３１４８ １０．０ ４

剥片 ９ Ｇ２１ ９１ ８．０ ５ ５ Ｅ１７ ２４８ １．４ ４

剥片 Ｇ２１ � ５ １７．８ ５ 剥片 ５ Ｅ１６ ３１９０ ２．５ ３

剥片 イ Ｇ２３ � １ １．７ ５ ５ Ｅ１６ ３２０５ ２．３ ４

剥片 イ Ｇ２３ � ２ １１．３ ５ 剥片 ５ Ｅ１６ ３１９４ ２４．９ ４

剥片 イ Ｇ２３ � ３ ８．２ ５ 剥片 ５ Ｅ１６ ３２０３ ０．８ ４

剥片 Ｍ２２ � ４ １５．７ ５ 剥片 ５ Ｅ１７ ９４ １．８ ４

剥片 Ｏ１９ � ２ ３．０ ５ ５ Ｅ１７ １１２６ １．９ ４

剥片 表採 １７ ２．１ ５ 剥片 ５ Ｅ１７ １７５ １１．９ ４

�‐３３７ １７１ ９６７ 接合資料 ２・５ １０６５．６ ９２ ３・４ １５２ ３７５ 剥片 ５ Ｅ１７ ３２２ １．３ ４

剥片 ２ Ｄ１５ ５２７ ３．１ ３ 剥片 ５ Ｅ１７ ３５２ ４．６ ４

剥片 ２ Ｄ１５ ６８０ １．９ ４ 剥片 ５ Ｅ１７ ３９６ ７．８ ４

剥片 ２ Ｄ１５ ６８７ １．５ ４ 剥片 ５ Ｅ１７ ４０４ １２．３ ４

剥片 Ｄ１５ � １５０ ７．８ ３ ５ Ｅ１７ ８５１ ２５．４ ４

Ｄ１５ � １５１ ０．５ ３ Ｅ１７ � ４０４ １．６ ３

剥片 Ｄ１５ � ２１４ １．４ ３ 剥片 ５ Ｅ１７ ６４７ ３．６ ４

剥片 Ｄ１５ � ２４１ ２．６ ３ Ｅ１７ � ３４４ ６．８ ３

剥片 Ｅ１３ � ６３ ３．７ ３ 剥片 ５ Ｅ１７ ８００ ３１．０ ４

５ Ｅ１６ ２４０６ １０．７ ４ 剥片 ５ Ｅ１７ ８８８ １９．７ ４

５ Ｅ１６ ３０９０ ５．６ ３ 剥片 ５ Ｅ１７ １３９３ ０．９ ４

５ Ｅ１６ ３０９６ ２．５ ４ ５ Ｅ１７ １５６６ １．４ ３

５ Ｅ１７ １２０ ５７．８ ４ 剥片 ５ Ｅ１７ １４０５ １．３ ４

剥片 ５ Ｅ１６ ２３２ ２．５ ４ ５ Ｅ１７ １９６２ ４．８ ４

５ Ｅ１６ ２３６５ ２２．５ ４ 縦長剥片 ５ Ｅ１７ １４１２ ２３．５ ４

５ Ｅ１７ １１２ １．８ ４ 剥片 ５ Ｅ１７ １４５９ １２．７ ４

掲載接合資料一覧
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５ Ｅ１７ ２７３４ １．７ ４ １ Ｅ１３ １１６ ３．２ ４

５ Ｅ１７ ２９１６ ４．３ ４ Ｅ１３ � ７ ５．６ ３

Ｅ１７ � ３０８ ７．８ ３ Ｅ１３ � ４５ ２．４ ３

Ｅ１７ � ３１９ １１．４ ３ 剥片 １ Ｄ１３ ８ ２０．６ ４

剥片 ５ Ｅ１７ ２１４０ ２．８ ３ １ Ｄ１３ １３ １４．７ ４

剥片 ５ Ｅ１７ ２３３６ ５．０ ４ １ Ｅ１３ １０７ ２３．３ ４

�‐９８ ８８ ７１４ 石核 Ｅ１７ � ２１ １１４．１ ３ １ Ｅ１３ １１２ ０．７ ３

剥片 Ｅ１７ � ２８０ ４９．５ ３ Ｅ１３ � ４４ ２．８ ３

剥片 Ｅ１７ � ３０２ ５．８ ３ Ｅ１３ � ７６ ０．９ ３

Ｅ１７ � ３０３ １９７．９ ３ 剥片 １ Ｄ１３ １２ ０．９ ４

剥片 Ｅ１７ � ３０４ ４３．０ ３ 剥片 １ Ｄ１３ １７ ８．７ ４

剥片 Ｅ１７ � ３０６ ６．５ ３ １ Ｄ１３ ４０８ １．３ ４

剥片 Ｅ１７ � ３１５ ３０．６ ３ Ｄ１３ � ９ １１．３ ３

剥片 Ｅ１７ � ３２１ １．４ ３ Ｄ１３ � １６ ０．１ ３

剥片 Ｅ１７ � ３９２ １．８ ３ １ Ｅ１３ ３７ ４．４ ４

剥片 Ｆ１７ � ３３ ３．５ ３ １ Ｅ１３ １１９ １１．０ ４

剥片 高位部 ６ １．１ ３ １ Ｅ１３ １５７ １．０ ４

�‐３３９ １７１ ９６８ 接合資料 ２ ６３５．３ ３１ １ ５３ １２４ １ Ｅ１３ １６８ ４．３ ４

剥片 ２ Ｄ１４ ８１ ３１．０ １ Ｅ１３ � ４３ １．３ ３

�‐９５ ８８ ７０３ 石核 ２ Ｄ１４ ８３ ９０．１ １ Ｅ１３ � ５１ ２．５ ３

剥片 ２ Ｄ１４ ２４７ ２５．０ １ 剥片 １ Ｄ１３ ５６ ６０．９ ４

２ Ｅ１５ １０６０ ２．０ １ 剥片 １ Ｄ１３ １３１ ４．３ ４

剥片 ２ Ｄ１４ ５１０ ４．９ １ １ Ｅ１３ ３８ １１．７ ３

２ Ｅ１４ １２８ ５．４ １ Ｅ１３ � ８ ４．１ ３

剥片 ２ Ｅ１４ １５８ ３８．５ １ Ｅ１３ � ９ ９．３ ３

２ Ｅ１５ １５５１ ２．５ １ Ｅ１３ � ７９ ５．７ ３

剥片 ２ Ｅ１４ １６５ ４．４ １ 剥片 １ Ｄ１３ １４０ ４８．５ ４

�‐９７ ８８ ７１１ 石核 ２ Ｅ１４ ２３３ １３２．１ １ Ｄ１３ � ５ ７６．５ ３

剥片 ２ Ｅ１４ ２５１ １３．３ １ 剥片 １ Ｄ１３ １４５ ２２．６ ４

剥片 ２ Ｅ１４ ２５７ ６．６ １ １ Ｅ１３ １６５ １．０ ３

剥片 ２ Ｅ１４ ３０９ ９．８ １ 剥片 １ Ｄ１３ ２０８ １３．０ ４

２ Ｅ１４ ５４５ ６．８ １ １ Ｄ１３ ２１０ ２０３．４ ４

剥片 ２ Ｅ１４ ３６６ ０．８ １ １ Ｄ１３ ２５４ ０．６ ４

剥片 ２ Ｅ１４ ３７７ １７．１ １ １ Ｄ１３ ４１０ ９８．３ ４

剥片 ２ Ｅ１４ ３８０ ２９．９ １ Ｄ１３ � ６ ９４．９ ３

剥片 ２ Ｅ１４ ３８１ ４０．５ １ Ｄ１３ � １４ １．３ ３

剥片 ２ Ｅ１４ ５５５ ９．７ １ １ Ｅ１３ １０８ ５．３ ４

２ Ｅ１４ ６２６ ９．１ １ Ｅ１３ � １１ ７．２ ３

剥片 ２ Ｅ１４ ５７７ ２．３ １ Ｅ１３ � １２ ５．３ ３

剥片 ２ Ｅ１４ ６２７ ２．６ １ 剥片 １ Ｄ１３ ２４０ ３．４ ４

剥片 Ｅ１４ � １４ １９．５ １ １３ Ｈ２０ ９９８ ３４．５ ３

剥片 Ｅ１４ � １５ ３．１ １ 剥片 １ Ｄ１３ ２４３ １．７ ４

２ Ｅ１５ １１７４ ２．１ １ 剥片 １ Ｄ１３ ２４６ １３．１ ４

剥片 ２ Ｅ１５ １６８ ８．７ １ １ Ｄ１３ ２５１ １２．２ ４

剥片 ２ Ｅ１５ １５１３ ４３．１ １ １ Ｄ１３ ２５９ ３．０ ４

剥片 ２ Ｅ１５ １８４９ ４８．２ １ １ Ｄ１３ ４０９ １８．１ ４

剥片 ２ Ｅ１５ ２３０１ ４．９ １ Ｄ１３ � １１ １．４ ３

剥片 Ｅ１５ � ５１ ９．３ １ Ｄ１６ � １８ ４．８ ３

剥片 Ｅ１５ � ５２ １２．０ １ １ Ｅ１３ １２１ １．６ ４

�‐３４０ １７２ ９６９ 接合資料 １・１３ １６１７．８ １００ ３・４ ７５ １８６ 剥片 １ Ｄ１３ ２６４ ２２．６ ４

剥片 Ｃ１１ � １ ３５．７ ３ １ Ｄ１３ ３４５ １４．７ ４

Ｄ１３ � １７ ０．８ ３ １ Ｅ１３ １１５ ６．２ ４

Ｅ１３ � ２７ ９．４ ３ Ｅ１３ � １０ ９．５ ３

Ｅ１３ � ２８ ３３．５ ３ Ｉ１９ � ２ ２０．４ ３

Ｅ１３ � ２９ ２７．０ ３ 剥片 １ Ｄ１３ ３２８ ３．２ ４

剥片 １ Ｄ１３ ５ ２．９ ４ Ｅ１３ � ４６ ５．３ ３

１ Ｄ１３ １４８ １１．８ ４ 剥片 １ Ｄ１３ ３３１ １３．９ ４

Ｄ１３ � １３ １．１ ３ 剥片 １ Ｄ１３ ３３２ ３８．７ ４

Ｅ１２ � ５ ５．７ ３ １ Ｄ１３ ３３３ １５２．７ ４

１ Ｅ１３ ３３ ３．６ ４ １ Ｄ１３ ４０６ ８．１ ３

旧白滝５遺跡
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剥片 １ Ｄ１３ ３３４ ３．１ ４ ２ Ｅ１６ ２４７７ １．９ ２

�‐９３ ８７ ６９３ 石核 １ Ｄ１３ ３３５ ６４．２ ４ 剥片 ２ Ｅ１６ ２２５３ １２．８ ２

剥片 １ Ｄ１３ ４２４ ６．７ ４ 剥片 ２ Ｅ１６ ２２５７ ３．９ ２

Ｅ１３ � ７７ ３．３ ３ ２ Ｅ１６ ２２６１ ５．６ ２

剥片 Ｄ１３ � ８ ３．１ ３ 剥片 ２ Ｅ１６ ２２５８ ６．７ ２

剥片 Ｄ１３ � １５ １．１ ３ ２ Ｅ１６ ２４９５ １５．６ ２

剥片 １ Ｄ１４ ４０ ２８．３ ３ 剥片 ２ Ｅ１６ ２２６７ １７．４ ２

１ Ｄ１４ ２３３ ３．４ ４ 剥片 ２ Ｅ１６ ２２６９ １．６ ２

剥片 Ｅ１２ � ４ ２１．６ ３ 剥片 ２ Ｅ１６ ２４８６ １６．７ ２

Ｅ１３ � ４１ ２２．４ ３ 剥片 ２ Ｅ１６ ２５１６ ０．８ ２

剥片 １ Ｅ１３ ４０ １．９ ４ 剥片 ２ Ｅ１６ ２５５６ ２．５ ２

１ Ｅ１３ １３４ ４．７ ４ 剥片 ２ Ｅ１６ ２６０３ ０．９ ２

剥片 １ Ｅ１３ ８３ １．７ ４ ２ Ｅ１６ ２６０６ ３．３ ２

剥片 １ Ｅ１３ ８５ ５．０ ４ �‐１０１ ９０ ７３０ 石核 Ｇ１６ � １ ８０．４ ２

剥片 １ Ｅ１３ １１４ ４．２ ４ �‐３４４ １７３ ９７３ 接合資料 １・２・１１ ４２９．２ １４ １ １０９ ２７１

１ Ｅ１３ １６６ １．７ ４ 剥片 １ Ｅ１４ ４４ ２．３ １

剥片 １ Ｅ１３ １３２ ２．２ ４ ２ Ｅ１５ ３０７４ ２．２ １

剥片 １ Ｅ１３ １３８ ２．９ ４ 剥片 ２ Ｅ１５ １４４５ ５．１ １

剥片 １ Ｅ１３ １６３ ２．０ ４ ２ Ｅ１５ ２２８６ ８．９ １

Ｅ１３ � ８１ ２．３ ３ Ｅ１５ � １４５ ７．６ １

剥片 １ Ｅ１３ １６４ １２．７ ３ 剥片 ２ Ｅ１５ １４４９ ４７．７ １

剥片 １ Ｅ１３ １６７ １７．１ ４ �‐６９ ７１ ４９１ 二次加工ある剥片 ２ Ｅ１５ ２６６２ １０．４ １

Ｅ１３ � ７４ ３８．５ ３ ２ Ｅ１５ ２７２５ １．５ １

剥片 Ｅ１３ � ２６ １９．３ ３ �‐１０４ ９１ ７４４ 石核 ２ Ｅ１５ ２７１４ ２２９．８ １

Ｅ１３ � ４２ １２．６ ３ 剥片 ２ Ｅ１５ ３０１８ ７．５ １

剥片 Ｅ１３ � ４７ ２．６ ３ ２ Ｅ１５ ３０２０ １２．２ １

剥片 Ｅ１３ � ４９ ６．６ ３ 剥片 Ｆ１５ � ７４ ３４．４ １

剥片 Ｅ１３ � ５０ ２．４ ３ �‐６９ ７１ ４８４ 二次加工ある剥片 ２ Ｆ１６ ５３ ２９．２ １

剥片 Ｅ１３ � ７５ ３．２ ３ 剥片 １１ Ｈ１７ ４０ ３０．４ １

剥片 Ｅ１３ � ８０ １．５ ３ �‐３４５ １７４ ９７４ 接合資料 ２ ３１０．３ １４ ５ １０５ ２６４

�‐３４２ １７２ ９７０ 接合資料 ２ １９０．２ ３ ２ ４４ １０２ 剥片 ２ Ｅ１６ ５１１ ２．５ ５

�‐１０１ ９０ ７３１ 石核 Ｃ１３ � ３ １６７．０ ２ �‐１０３ ９１ ７４１ 石核 ２ Ｅ１６ ５４６ １３８．８ ５

剥片 ２ Ｄ１４ ４１７ ９．９ ２ 剥片 ２ Ｅ１６ ８１４ １２．６ ５

剥片 ２ Ｅ１５ １４３８ １３．３ ２ ２ Ｅ１６ ２５５１ １６．７ ５

�‐３４３ １７３ ９７１ 接合資料 １１ ４０９．２ ７ ３・５ ２７７ ７４３ 剥片 ２ Ｅ１６ ８３３ １１．７ ５

�‐１０６ ９２ ７５１ 石核 Ｇ１７ � ２ ２６２．７ ３ 剥片 ２ Ｅ１６ １０４３ １７．５ ５

�‐６６ ６９ ４６６ 二次加工ある剥片 １１ Ｈ１７ １ ２８．５ ５ 剥片 ２ Ｅ１６ １０５１ ２．３ ５

剥片 １１ Ｈ１７ ４ ２０．８ ５ 剥片 ２ Ｅ１６ １１０３ １５．１ ５

剥片 １１ Ｈ１７ １４ ５３．３ ３ 剥片 ２ Ｅ１６ １３５２ ６２．５ ５

剥片 １１ Ｈ１７ ４４ ２２．９ ３ 剥片 ２ Ｅ１６ １５９１ ３．０ ５

縦長剥片 １１ Ｈ１８ １４１ ９．３ ３ 剥片 ２ Ｅ１６ ２１０５ ３．７ ５

剥片 １１ Ｈ１８ １４３ １１．７ ５ 剥片 ２ Ｅ１６ ２１３１ １２．２ ５

�‐３４３ １７３ ９７２ 接合資料 ２ ２７１．３ ３１ ２ ５７ １２９ 剥片 ２ Ｅ１６ ２１３５ １．１ ５

剥片 ２ Ｅ１５ ３０３５ ６．６ ２ 剥片 ２ Ｅ１６ ２４８８ １０．６ ５

剥片 ２ Ｅ１６ １０５５ ２．２ ２ �‐３４５ １７４ ９７５ 接合資料 １ ５９８．４ １３ ３・４ ８３ ２１１

２ Ｅ１６ １０５９ ６．９ ２ 剥片 Ｄ１２ � ２ ４３．９ ３

Ｅ１６ � ４９ ０．７ ２ 剥片 １ Ｄ１３ １４９ ４５．１ ４

剥片 ２ Ｅ１６ １６０５ ２２．１ ２ �‐１０４ ９１ ７４５ 石核 １ Ｄ１３ １５１ １７．７ ３

２ Ｅ１６ ２２４４ ３．１ ２ Ｅ１３ � １ ２０５．９ ３

２ Ｅ１６ ２４８２ １．７ ２ 剥片 １ Ｄ１３ ２６１ １２．７ ４

２ Ｅ１６ ２５６０ １８．５ ２ １ Ｄ１３ ３３７ １５．９ ３

Ｅ１６ � ５０ ０．６ ２ Ｅ１３ � ２ １４７．２ ３

剥片 ２ Ｅ１６ １６１４ ５．１ ２ Ｅ１３ � ２０ １６．４ ３

２ Ｅ１６ ２６１０ １．５ ２ 剥片 １ Ｄ１３ ４２２ １６．４ ４

剥片 ２ Ｅ１６ １６１６ ６．０ ２ １ Ｅ１３ １０３ ５．３ ４

剥片 ２ Ｅ１６ ２１０６ ７．７ ２ �‐６１ ６６ ４１７ 掻器 Ｅ１３ � ２１ ３５．９ ３

剥片 ２ Ｅ１６ ２１１９ ２．２ ２ 剥片 Ｅ１３ � ２２ ２６．８ ３

剥片 ２ Ｅ１６ ２１２５ １．３ ２ Ｅ１３ � ２３ ９．２ ３

剥片 ２ Ｅ１６ ２２２８ ７．４ ２ �‐３４６ １７４ ９７６ 接合資料 １ ５６６．７ ６ ３・４ １６ ４６

剥片 ２ Ｅ１６ ２２５０ ７．６ ２ 剥片 １ Ｄ１２ ２３ ２．９ ４

掲載接合資料一覧
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剥片 Ｄ１２ � １ １６．９ ３ ２ Ｅ１６ ４０１ ２．８ ５

剥片 １ Ｄ１３ ２１ ３９．４ ４ ２ Ｅ１６ ７８０ １３．２ ５

�‐１０２ ９１ ７３５ 石核 １ Ｄ１３ ２４１ ４５９．９ ４ ２ Ｅ１６ ２５２０ ４０．０ ５

剥片 Ｄ１３ � ３ ４２．１ ３ 剥片 ２ Ｅ１６ ７９０ ２．３ ５

剥片 Ｄ１３ � ４ ５．５ ３ 剥片 ２ Ｅ１６ １５６８ ４６．９ ５

�‐３４６ １７５ ９７７ 接合資料 ２ ７４１．９ ２８ ５ ９３ ２４２ 剥片 ２ Ｅ１６ ２１７９ ２．４ ５

剥片 ２ Ｄ１４ ３９５ ３．５ ５ 剥片 ２ Ｅ１６ ２２２２ ５．７ ５

剥片 ２ Ｄ１４ ６２７ ０．７ ５ 剥片 ２ Ｅ１６ ２２２４ ６．１ ５

剥片 ２ Ｄ１５ ９３ ３．５ ５ 剥片 ２ Ｅ１６ ２３１５ ９．１ ５

２ Ｄ１５ ４３４ ５．７ ５ 剥片 ２ Ｅ１６ ２５３３ １２．４ ５

剥片 ２ Ｄ１５ １７４ １３．９ ５ 剥片 Ｅ１６ � １３５ １４．０ ５

剥片 ２ Ｄ１５ ２８９ ２．５ ５ 剥片 Ｅ１６ � １３９ ４．２ ５

剥片 ２ Ｄ１５ ３０８ ４．０ ５ 剥片 Ｅ１６ � １４９ ５．０ ５

�‐９４ ８７ ６９６ 石核 ２ Ｄ１５ ５１１ ４７．０ ５ 剥片 ２ Ｆ１５ ４４１ １１１．０ ５

剥片 ２ Ｄ１５ ６０８ ３．９ ５ － １７６ １０１４ 接合資料 １・２ ３９０．９ １８ ５ ２ ８

剥片 ２ Ｄ１５ ６１０ ３．３ ５ 剥片 １ Ｄ１４ ２３５ ２．５ ５

剥片 ２ Ｄ１５ ６４７ ４．５ ５ 剥片 ２ Ｄ１４ ３５６ １５．６ ５

剥片 ２ Ｄ１５ ６９９ ２０．１ ５ 剥片 ２ Ｄ１４ ７１８ １０．８ ５

剥片 ２ Ｄ１５ ７０１ ４．３ ５ ２ Ｅ１４ ４５０ ３．９ ５

剥片 ２ Ｄ１５ ８１９ ５．５ ５ 剥片 ２ Ｄ１４ ９１２ １０．９ ５

�‐９６ ８８ ７０５ 石核 Ｄ１５ � １６ ３２５．９ ５ 剥片 Ｄ１４ � １１１ １５．８ ５

剥片 Ｄ１５ � １８７ １．５ ５ ２ Ｅ１４ ２４８ ４．５ ５

剥片 Ｄ１５ � １９０ ３１．０ ５ Ｅ１４ � ７０ ２２．９ ５

剥片 Ｄ１５ � １９２ １０．９ ５ ２ Ｅ１５ ５６７ ３．２ ５

剥片 Ｄ１５ � ２０２ ７．４ ５ 剥片 Ｄ１４ � １１６ １５．２ ５

剥片 ２ Ｅ１４ ３９７ ２．６ ５ 剥片 Ｄ１４ � １１７ ２１．９ ５

剥片 ２ Ｅ１４ ５４９ １７．３ ５ 剥片 ２ Ｅ１４ ２９ ４．９ ５

剥片 ２ Ｅ１５ ２２４ ５５．６ ５ 剥片 ２ Ｅ１４ １３９ ３．４ ５

�‐９７ ８８ ７０７ 石核 ２ Ｅ１５ ２２６ ７３．２ ５ Ｅ１５ � １６７ １８．１ ５

剥片 ２ Ｅ１５ ６５６ ５．７ ５ 剥片 Ｅ１４ � １１２ ４．６ ５

剥片 ２ Ｅ１５ １４６２ １８．１ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ７９７ ５０．９ ５

剥片 ２ Ｅ１５ ２８５７ ０．７ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ １７８８ １２．２ ５

剥片 Ｅ１５ � １８２ １４．６ ５ 剥片 Ｆ１５ � １０２ １６９．６ ５

剥片 排土 ８ ５５．０ ５ － １７６ １０１５ 接合資料 ２ ４８０．０ １４ １ ８ ２８

�‐３４８ １７５ ９７８ 接合資料 ５ １．９ ２ 頁 ６４９ 剥片 ２ Ｅ１４ ２１２ ４９．３ １

�‐６１ ６６ ４１６ 彫器 ５ Ｄ１７ ４６２ １．８ 頁 �‐６２ ６６ ４２４ 掻器 ２ Ｅ１５ ８９ １８．８ １

�‐６１ ６６ ４０９ 削片 Ｅ１７ � ３３ ０．１ 頁 Ｆ１５ � ５８ １６．３ １

－ １７６ １０１３ 接合資料 ２ ９５４．０ ３６ ５ １７ ４７ Ｆ１５ � ５９ ５４．０ １

剥片 ２ Ｅ１５ １９８１ ５．６ ５ 削器 Ｅ１５ � １２９ ５４．８ １

２ Ｅ１６ ４０４ １８．４ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ １９０ １９．６ １

Ｅ１６ � ９６ ４．５ ５ ２ Ｅ１５ ４３９ ７８．７ １

二次加工ある剥片 ２ Ｅ１５ ３１１３ １４７．９ ５ ２ Ｅ１５ ４５２ １２．９ １

�‐３１ ５２ １２ 尖頭器 Ｅ１５ � １４ １１３．０ ５ ２ Ｅ１５ ７６２ ７．５ １

剥片 ２ Ｅ１６ ５ ４９．７ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ８２５ ２９．８ １

剥片 ２ Ｅ１６ ２４ ２８．４ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ １６６１ ７２．７ １

剥片 ２ Ｅ１６ ２９ ２０．９ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ２３２３ ８．０ １

Ｇ１６ � ２ １５．１ ５ 剥片 Ｅ１６ � ７８ ２９．０ １

剥片 ２ Ｅ１６ ３８ ５６．２ ５ 剥片 Ｆ１５ � ６０ ２８．６ １

剥片 ２ Ｅ１６ ９３ ２２．９ ５ － １７７ １０１６ 接合資料 ２・５・ア ６４３．７ １８ ５ ７ １９

２ Ｅ１６ ２５２６ １７．０ ５ 剥片 Ｅ１４ � ９３ １３．６ ５

剥片 ２ Ｅ１６ １０４ １０９．４ ５ ２ Ｅ１５ ３１１４ １５．７ ５

２ Ｅ１６ ２２８５ ６．３ ５ Ｅ１５ � １７４ ５７．５ ５

２ Ｅ１６ ２６１６ ２．９ ５ ２ Ｅ１６ １２９０ １．５ ５

２ Ｅ１６ ２７５１ １．６ ５ ア Ｎ２１ � ２ １４．５ ５

Ｅ１６ � １２６ ３６．８ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ２ ２２．６ ５

剥片 ２ Ｅ１６ １１３ ３．７ ５ ２ Ｅ１６ １３００ ２１．５ ５

剥片 ２ Ｅ１６ １２７ １．５ ５ 剥片 ２ Ｅ１５ ２９２０ １３．５ ５

２ Ｅ１６ ２２８７ ９．９ ５ ２ Ｅ１６ １２１ ２０．６ ５

剥片 ２ Ｅ１６ ３８５ ２．５ ５ ２ Ｅ１６ １２９８ ５．５ ５

２ Ｅ１６ ３９９ ４．７ ５ ２ Ｅ１６ １２９９ ３．０ ５

旧白滝５遺跡
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Ｅ１６ � １３４ ４３．１ ５ １６ ａ１１ ３４ ３０．０ １

Ｅ１６ � １４０ １９．８ ５ 剥片 １６ ａ１１ ３１ ７．０ １

剥片 ２ Ｅ１５ ２９２２ ３１．８ ５ 剥片 ａ１２ � １１ １０．１ １

剥片 ２ Ｅ１６ ６ ２１．１ ５ 剥片 ａ１２ � １３ ３．２ １

剥片 ２ Ｅ１６ ２１６８ １１５．２ ５ �‐３６４ １８４ ６８ 接合資料 １４ ４７６．６ １５ １ ３３４ １１０４

剥片 ５ Ｅ１７ ３６４ ６１．７ ５ 剥片 １４ Ｙ１１ ８２ １．８ １

剥片 Ｅ１７ � ３７２ １６１．５ ５ 剥片 １４ Ｚ１１ １０６ ２．９ １

－ １７７ １０１７ 接合資料 ５・６・１２・１３・
ア

３１７．８ １０ ３・４ ３０５ ８００ 剥片 １４ Ｚ１１ １４３ １６．７ １

剥片 ５ Ｄ１７ ２０１ ８９．２ ４ ａ１２ � １９ ４３．６ １

剥片 ６ Ｄ１８ ４５６ ２．５ ４ ａ１２ � ２２ ２．４ １

剥片 Ｄ１８ � １１ ８３．７ ４ 剥片 １４ Ｚ１１ ２６９ ９．０ １

剥片 １２ Ｆ１８ ４９２ １５．２ ３ Ｚ１１ � ３９ ８．６ １

剥片 Ｆ１８ � １０ １１．１ ４ 剥片 １４ Ｚ１１ ２８７ ５．１ １

１３ Ｈ２０ １３３９ ３５．９ ４ Ｚ１１ � ４５ ０．１ １

剥片 Ｆ１９ � １２ ３７．６ ４ Ｚ１１ � ４６ ０．４ １

剥片 １３ Ｇ２０ ４６８ ７．３ ４ 剥片 １４ Ｚ１１ ４４７ ２２．０ １

石刃 ア Ｌ２０ � １ ３１．３ ４ 剥片 Ｚ１１ � ４１ １．３ １

剥片 ア Ｌ２１ � １ ４．０ ４ 剥片 ａ１１ � １ １１．６ １

�‐３６３ １８３ ６６ 接合資料 １６・１７ ５４３．７ ２４ １ ３３１ １０９４ �‐３５０ １７９ ２６ 両面調整石器 ａ１２ � １ ３３８．０ １

剥片 １６ ａ１２ ２５３ ７．９ １ 剥片 Ｂ調 � ３９ １３．１ １

剥片 １６ ａ１２ ３０３ ３．５ １ �‐３６５ １８４ ６９ 接合資料 １６ １６３４．９ ３９ １ ３３０ １０９３

剥片 １６ ａ１２ ８２０ ２０．５ １ 剥片 １６ Ｚ１１ ５０８ ３．４ １

剥片 １６ ａ１２ １４１４ ３．４ １ １６ Ｚ１１ ５０９ １．６ １

剥片 １６ ａ１２ １８５６ ２．２ １ �‐３５７ １８３ ６５ 石核 １６ ａ１１ ２１１ ２６．２ １

剥片 １６ ａ１２ ２２１１ ５．５ １ １６ ａ１２ １５４７ ５９１．６ １

剥片 １６ ａ１２ ２２２７ ６．４ １ 剥片 １６ ａ１１ ３５３ ２２．４ １

剥片 １６ ａ１２ ２２７６ １１．５ １ 剥片 １６ ａ１２ １４１ １４７．４ １

剥片 １６ ａ１２ ２６３２ ２．９ １ 剥片 １６ ａ１２ ３０６ ７３．９ １

剥片 １６ ａ１２ ２８７１ ９．４ １ １６ ａ１２ ２２２１ ９．１ １

剥片 １６ ａ１３ ５５３ ８１．９ １ 剥片 １６ ａ１２ ５３７ ４．１ １

１６ ｂ１３ １ ３．５ １ １６ ａ１２ ３２６８ ５．７ １

１６ ｂ１３ ５４５ ８．１ １ 剥片 １６ ａ１２ ５４４ ３９．０ １

�‐３５０ １７８ ２５ 両面調整石器 １６ ａ１３ １０６４ １３８．８ １ 剥片 １６ ａ１２ ５５６ ７．８ １

１６ ｂ１２ ３６１ ２４．３ １ ｂ１３ � ３０ ５．２ １

剥片 １６ ｂ１１ １６０ ２７．８ １ 剥片 １６ ａ１２ ５８２ ３７．８ １

剥片 １６ ｂ１１ １６８ ２．８ １ １６ ａ１２ ７８９ ７８．５ １

剥片 １６ ｂ１２ ５２１ ３．７ １ １６ ａ１２ １０７９ １９．７ １

ｂ１３ � ３２ ５．３ １ １６ ａ１２ １８８６ １０．９ １

剥片 １６ ｂ１３ １７９ ２．０ １ 剥片 １６ ａ１２ ７３４ １２１．９ １

１６ ｂ１３ ２５６ １７．０ １ １６ ａ１３ ７６８ １．６ １

剥片 １６ ｂ１３ ２２６ ４．６ １ 剥片 １６ ａ１２ ７４２ １４．６ １

剥片 １７ ｃ１２ ８ ７．８ １ 剥片 １６ ａ１２ ８２３ ４．９ １

表採 １８ １４２．９ １ 剥片 １６ ａ１２ １１０３ ５．０ １

�‐３６３ １８３ ６７ 接合資料 １６ ３８４．４ ２０ １ ３４８ １１６８ 剥片 １６ ａ１２ １１９５ ２．４ １

剥片 １６ Ｚ１１ ９ １．９ １ 剥片 １６ ａ１２ １２０３ ４．４ １

剥片 １６ Ｚ１１ １３ ７．９ １ 剥片 １６ ａ１２ １５８５ ３３．１ １

剥片 １６ Ｚ１１ １７ １３．４ １ ｂ１２ � ２ ９７．８ １

剥片 １６ Ｚ１１ ３３６ ５．６ １ 剥片 １６ ａ１２ １６２３ ３．１ １

１６ Ｚ１２ ３３ ３０．９ １ 剥片 １６ ａ１２ ２１６１ ５１．０ １

剥片 １６ Ｚ１１ ３３８ ４２．５ １ １６ ａ１２ ３１５９ ３．９ １

剥片 １６ Ｚ１１ ３３９ ２４．３ １ １６ ａ１３ ５８１ １６．９ １

ａ１０ � ４ ５．２ １ １６ ｂ１２ ４８２ １４２．５ １

剥片 １６ Ｚ１１ ４７８ １０．１ １ �‐３５１ １８０ ３７ 二次加工ある剥片 １６ ａ１２ ２４０３ ６．４ １

１６ ａ１１ ５５ ３５．７ １ 剥片 １６ ａ１２ ２４０９ ６．１ １

ａ１２ � １０ ７５．７ １ 剥片 １６ ａ１２ ２５４１ ０．６ １

剥片 １６ Ｚ１１ ４８５ ２７．６ １ 縦長剥片 １６ ａ１２ ３２６７ ３．７ １

剥片 ａ１０ � ２ ３０．６ １ 剥片 １６ ａ１２ ３３１４ １５．５ １

ａ１０ � ３ ５．５ １ １６ ａ１３ ５１５ １１．５ １

剥片 ａ１０ � ５ ６．７ １ 剥片 １６ ａ１３ ４８１ １．３ １

剥片 １６ ａ１１ ２３ １０．５ １ 剥片 １６ ａ１３ ８７６ ２．４ １

掲載接合資料一覧
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�‐３６７ １８５ ７０ 接合資料 １４・１６ １４９６．２ １０７ ３・４ ３５８ １２１０ 剥片 １６ Ｚ１１ ３３７ ５．４ ３

剥片 １４ Ｙ１１ ８１ １．１ ４ 剥片 １６ Ｚ１１ ３５７ １．９ ３

剥片 １４ Ｙ１１ １０５ ２．０ ３ Ｚ１１ � ３１ ０．７ ４

Ｂ調 � ２８ １．５ ４ Ｂ調 � ３３ ３．８ ４

剥片 １４ Ｙ１１ １１９ １．７ ４ Ｂ調 � ３４ １３．３ ４

１４ Ｚ１１ ２９５ ２．１ ３ 剥片 １４ Ｚ１１ ３６３ ４．９ ４

Ｚ１１ � ２３ １７．５ ４ 剥片 １４ Ｚ１１ ３６６ ５．７ ４

剥片 １４ Ｙ１１ １２４ １．０ ４ 剥片 １４ Ｚ１１ ３６８ ０．８ ４

Ｚ１１ � ２４ ３．２ ４ 剥片 １４ Ｚ１１ ３８６ ５．０ ４

剥片 Ｚ１０ � １ １．１ ４ Ｚ１１ � １５ ２２．３ ４

剥片 １４ Ｚ１１ ４９ １．０ ４ 剥片 １４ Ｚ１１ ３９７ ０．５ ４

剥片 １４ Ｚ１１ ５６ ２．６ ３ Ｚ１１ � ２７ １．０ ４

剥片 １４ Ｚ１１ ６１ １０３．１ ４ 剥片 １４ Ｚ１１ ４０１ ２．３ ３

１４ Ｚ１１ ２５４ １．０ ４ Ｚ１１ � ２５ ０．５ ４

剥片 １４ Ｚ１１ ６３ ３４．９ ４ 剥片 １４ Ｚ１１ ４０６ ０．８ ４

Ｚ１１ � ２２ ０．７ ４ Ｚ１１ � １６ １７．７ ４

Ｂ調 � ２６ ２．４ ４ Ｚ１１ � １７ ６．４ ４

Ｂ調 � ３０ ２７．７ ４ 剥片 １４ Ｚ１１ ４６９ ２．２ ３

剥片 １４ Ｚ１１ ６６ ２０．７ ４ 剥片 １４ Ｚ１１ ５０７ ２４．１ ４

Ｚ１１ � ３２ １．１ ４ 剥片 Ｚ１１ � ５ １９．０ ４

剥片 １４ Ｚ１１ ７１ ９．１ ３ 剥片 Ｚ１１ � ６ ６８．０ ４

１４ Ｚ１１ １１３ ２．５ ４ 剥片 Ｚ１１ � ７ ５８．９ ４

Ｚ１１ � １３ １２．４ ４ 剥片 Ｚ１１ � ８ ３８．７ ４

ａ１２ � ３ ６１．３ ４ 剥片 Ｚ１１ � ９ １４．７ ４

剥片 １４ Ｚ１１ ７４ ２８．０ ４ Ｚ１１ � １０ １５．１ ４

Ｚ１１ � ３０ １．０ ４ Ｂ調 � １９ ３４．０ ４

剥片 １４ Ｚ１１ ８０ ３．２ ４ 剥片 Ｚ１１ � １１ ３２．１ ４

剥片 １４ Ｚ１１ ８６ １．３ ３ �‐３５７ １８３ ６４ 石核 Ｚ１１ � １２ ２１７．７ ４

剥片 １４ Ｚ１１ ８９ ２．４ ３ 剥片 Ｚ１１ � １４ ９９．８ ４

剥片 １４ Ｚ１１ ９４ ４．３ ４ 剥片 Ｚ１１ � １８ ５．２ ４

Ｚ１１ � ２１ １．２ ４ 剥片 Ｚ１１ � １９ ３．８ ４

剥片 １４ Ｚ１１ ９６ ６．３ ３ Ｚ１１ � ２０ ０．６ ４

１４ Ｚ１１ ４４０ １．８ ３ Ｚ１１ � ３３ ０．５ ４

剥片 １４ Ｚ１１ １０５ ４６．３ ４ 剥片 Ｚ１１ � ２６ ４．９ ４

１４ Ｚ１１ ２９８ ３．０ ４ 剥片 Ｚ１１ � ２８ ０．１ ４

剥片 １４ Ｚ１１ １２６ ４．６ ４ 剥片 Ｚ１１ � ２９ ２．１ ４

１４ Ｚ１１ ４６１ ７．４ ３ 剥片 Ｂ調 � １８ ５３．８ ４

Ｚ１１ � ５０ ０．３ ４ Ｂ調 � ２１ ８．２ ４

剥片 １４ Ｚ１１ １４１ ６．９ ３ 剥片 Ｂ調 � ２０ ２１．９ ４

剥片 １４ Ｚ１１ １７８ ３．１ ４ 剥片 Ｂ調 � ２２ ２．５ ４

剥片 １４ Ｚ１１ １９２ ２．４ ３ 剥片 Ｂ調 � ２３ ５．５ ４

剥片 １４ Ｚ１１ ２１４ ２．３ ３ 剥片 Ｂ調 � ２９ １２．５ ４

１４ Ｚ１１ ２１５ ４．８ ３ 剥片 Ｂ調 � ３１ ５．８ ４

１４ Ｚ１１ ２１７ ３．５ ４ 剥片 Ｂ調 � ２７ ５．７ ４

剥片 １４ Ｚ１１ ２２４ １５．９ ３ 剥片 Ｂ調 � ３２ ８．０ ４

剥片 １４ Ｚ１１ ２３３ １．２ ４ 剥片 Ｂ調 � ３５ １．５ ４

剥片 １４ Ｚ１１ ２３５ ３１．１ ４ Ｂ調 � ３６ ２．９ ４

剥片 １４ Ｚ１１ ２３８ ７．５ ４ 剥片 Ｂ調 � ３７ ２．５ ４

剥片 １４ Ｚ１１ ２４２ １３．７ ３ �‐３６９ １８５ ７１ 接合資料 １６ １０３０．１ ２９ ５ ３６３ １２４０

剥片 １４ Ｚ１１ ２４７ １．４ ３ 剥片 １６ ａ１２ １１９ ５．１ ５

剥片 １４ Ｚ１１ ２６０ ２．８ ４ １６ ａ１２ １１３８ ２７．５ ５

１４ Ｚ１１ ２９０ ２．４ ４ １６ ａ１２ １３７４ ６１．５ ５

Ｂ調 � １７ ８．３ ４ 剥片 １６ ａ１２ １４２ １６．２ ５

剥片 １４ Ｚ１１ ２７３ １６．１ ４ 剥片 １６ ａ１２ ４８５ ６．３ ５

１４ Ｚ１１ ３６４ ３．８ ３ １６ ａ１２ ５５３ ７．４ ５

剥片 １４ Ｚ１１ ２７９ ６６．２ ４ １６ ｂ１４ ９ ３．３ ５

剥片 １４ Ｚ１１ ２８８ ３．２ ３ 剥片 １６ ａ１２ ５２０ １２．２ ５

剥片 １４ Ｚ１１ ３１９ ２．４ ４ 剥片 １６ ａ１２ ５３８ ２４５．０ ５

剥片 １４ Ｚ１１ ３２５ ４．３ ３ １６ ａ１２ １１９２ １５．３ ５

剥片 １４ Ｚ１１ ３３２ ４．８ ３ 剥片 １６ ａ１２ ９２２ ７．３ ５

旧白滝５遺跡
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剥片 １６ ａ１２ ９２４ ３９．０ ５ １６ ａ１３ ９６８ ２．９ ３

剥片 １６ ａ１２ １０７８ １２．９ ５ １６ ｂ１２ ２２７ ９．０ ３

剥片 １６ ａ１２ １４５９ ９６．５ ５ 剥片 １６ ａ１２ ２５６２ ２．４ ３

ａ１２ � ２ ３７．５ ５ 剥片 １６ ａ１２ ２６４１ ３．７ ３

剥片 １６ ａ１２ ２９６９ １３．８ ５ １６ ａ１３ ２７２ ３．９ ３

１６ ａ１３ ４９９ １４．０ ５ １６ ａ１３ １０５８ ２．８ ３

剥片 １６ ａ１３ １３３ ０．９ ５ １６ ｂ１３ ３３５ １０６．３ ４

剥片 １６ ｂ１１ ７１ １．５ ５ 剥片 １６ ａ１２ ２７７３ ８．８ ４

１６ ｂ１１ ７５ ４．１ ５ 剥片 １６ ａ１２ ３０５４ １４．０ ４

１６ ｂ１１ １８７ ４．１ ５ 剥片 １６ ａ１２ ３１３５ ６．７ ４

剥片 １６ ｂ１２ ６１ ３３．９ ５ 剥片 ａ１２ � １６ ８８．５ ４

１６ Ｚ１１ ４２９ ３．３ ５ １６ ａ１３ ２７５ ３７．８ ３

剥片 １６ ｂ１２ ６２ ７．６ ５ 剥片 ａ１２ � １７ ２．８ ４

剥片 １６ ｂ１３ ２０８ １０４．０ ５ 剥片 １６ ａ１３ １３９ １９．２ ４

�‐３５２ １８０ ４０ 二次加工ある剥片 ｂ１３ � ２ １９３．５ ５ 剥片 １６ ａ１３ １５２ ８．２ ４

剥片 ｂ１３ � １７ ３３．４ ５ 剥片 １６ ａ１３ ７１５ ６．６ ３

剥片 １６ ｂ１４ ３１２ ２．３ ５ 剥片 １６ ａ１３ ４２６ ２８９．５ ３

１６ ｂ１４ ４４８ ２０．７ ５ １６ ａ１３ ７８９ ３．６ ３

�‐３７０ １８６ ７２ 接合資料 １６・１７ １５０６．６ ８３ ３・４ ３５７ １２０２ 剥片 １６ ａ１３ ５１６ １．２ ３

剥片 １６ ａ１１ ２４３ ２．３ ３ １６ ａ１３ ７９１ ２．３ ３

剥片 １６ ａ１１ ２５４ ７．６ ３ 剥片 １６ ａ１３ ７３９ ５．５ ３

剥片 １６ ａ１２ ５４ １．４ ３ １６ ｂ１３ ５３６ １．９ ４

１６ ａ１２ １４１３ １１．８ ３ 剥片 １６ ａ１３ ７４７ ５０．８ ３

１６ ａ１３ ２９１ ９．３ ３ ｂ１３ � １９ ７２．４ ３

１６ ｂ１３ ６１３ ６．３ ４ 剥片 １６ ａ１３ ８４０ ８４．３ ４

剥片 １６ ａ１２ ３０８ １１．４ ３ 剥片 １６ ａ１３ ８５９ ５．０ ３

１６ ｂ１３ ６１６ １４．６ ４ 剥片 １６ ｂ１１ １０４ ４．５ ３

剥片 １６ ａ１２ ３８１ ５．７ ３ １６ ｂ１１ １０５ １．４ ３

剥片 １６ ａ１２ ４７６ １．５ ３ 剥片 １６ ｂ１１ １３６ ６．５ ３

１６ ａ１２ １１２１ ２．１ ３ 剥片 １６ ｂ１２ ４６ ３２．５ ４

１６ ａ１２ ２２７７ ３．８ ３ 剥片 １６ ｂ１２ １４１ １．９ ４

剥片 １６ ａ１２ ５４１ ２．４ ３ 剥片 １６ ｂ１２ ２２１ ５．９ ３

剥片 １６ ａ１２ ５７９ １５．４ ３ 剥片 １６ ｂ１２ ２９１ ２１．２ ３

１６ ａ１２ ９５９ ２０１．９ ３ １６ ｂ１３ ５３０ ０．８ ４

１６ ａ１３ ５１４ ２．４ ３ 剥片 １６ ｂ１２ ２９９ ９．９ ３

剥片 １６ ａ１２ ６３２ ２．３ ３ 剥片 １６ ｂ１２ ３２１ １．２ ４

１６ ａ１２ １２５４ ８．５ ３ １６ ｂ１３ ２３１ ４．０ ４

１６ ａ１２ １２９９ ３．０ ３ 剥片 ｂ１２ � １０ ３．２ ４

剥片 １６ ａ１２ ７３０ １．１ ３ 剥片 １６ ｂ１３ １６５ １７．１ ４

剥片 １６ ａ１２ ７４３ １．１ ３ 剥片 １６ ｂ１３ １８３ ３．４ ４

１６ ａ１２ ２５７１ １．１ ３ 剥片 １６ ｂ１３ ４６２ ６．４ ３

１６ ｂ１２ ５０４ １２．０ ４ 剥片 １７ ｃ１２ ９０ ７．８ ３

剥片 １６ ａ１２ ８７８ １．９ ３ �‐３７２ １８７ ７５ 接合資料 １４ ３７３．３ １２ １ ３３５ １１０５

剥片 １６ ａ１２ ８８３ ６．５ ３ 剥片 １４ Ｙ１１ ２６ ３１４．４ １

剥片 １６ ａ１２ ９９８ ６１．２ ３ 剥片 １４ Ｚ１１ ５８ ９．４ １

ｂ１３ � ２４ ３．４ ４ 剥片 １４ Ｚ１１ ５９ １０．３ １

剥片 １６ ａ１２ １１２３ ４１．５ ３ 剥片 １４ Ｚ１１ ６０ ２．４ １

剥片 １６ ａ１２ １５１９ ４．７ ３ 剥片 １４ Ｚ１１ １２４ １．７ １

１６ ａ１２ ２３８３ ２．４ ３ 剥片 １４ Ｚ１１ １８２ ７．１ １

剥片 １６ ａ１２ １５７０ ３．７ ３ 剥片 １４ Ｚ１１ １８６ １０．１ １

１６ ａ１２ ２３４２ ２４．７ ３ 剥片 １４ Ｚ１１ １８７ １．０ １

剥片 １６ ａ１２ １６２９ １．２ ３ １４ Ｚ１１ １８８ １．０ １

１６ ａ１３ ４４０ １６．５ ３ Ｚ１１ � ４３ ２．１ １

１６ ａ１３ ９２２ ７．４ ３ 剥片 １４ Ｚ１１ ２７８ ７．１ １

剥片 １６ ａ１２ １９８２ ０．９ ３ �‐３４９ １７８ ２０ 尖頭器 ａ１０ � １ ６．７ １

剥片 １６ ａ１２ ２１３４ ３．０ ３ �‐３７３ １８８ ７６ 接合資料 １６ ６８２．４ １７ ５ ３６２ １２３８

剥片 １６ ａ１２ ２３０７ １４．２ ３ 剥片 １６ Ｚ１１ ４３１ １２．２ ５

ｂ１２ � ９ ４．２ ４ 剥片 １６ ａ１１ ２１５ ４８．１ ５

剥片 １６ ａ１２ ２３５８ ９．４ ４ 剥片 １６ ａ１２ ６６ １．４ ５

１６ ａ１３ ４０ ３．０ ４ 剥片 １６ ａ１２ ２６７ ３．０ ５

掲載接合資料一覧
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剥片 １６ ａ１２ ４４５ ６９．０ ５ １６ ｂ１３ ３７６ ４６．０ １

１６ ａ１２ ７７１ ３９．５ ５ 剥片 １６ ａ１２ ２３８１ １２５．７ １

剥片 １６ ａ１２ ９０４ ５．２ ５ 剥片 １６ ａ１２ ２４１１ ４６．１ １

１６ ｂ１２ ４５３ ３．７ ５ 剥片 １６ ａ１２ ２８６０ ４．０ １

剥片 １６ ａ１２ ９４１ ２１．７ ５ 剥片 １６ ａ１２ ３３５６ ２．０ １

剥片 １６ ａ１２ ９４３ ３６．９ ５ 縦長剥片 ａ１２ � ２８ １．５ １

剥片 １６ ａ１２ ９７３ ２３２．０ ５ 剥片 １６ ａ１３ １１３ ５９．５ １

剥片 １６ ａ１２ ２２５０ １０３．８ ５ １６ ａ１３ ３７２ １１．２ １

１６ ａ１２ ３３４１ ２．２ ５ 剥片 １６ ｂ１２ ３３ ２２．９ １

剥片 １６ ａ１３ ４５２ １２．６ ５ 剥片 １６ ｂ１２ １２５ ４．７ １

剥片 １６ ｂ１２ １８８ ２０．０ ５ 剥片 １６ ｂ１３ ４４５ １３．７ １

剥片 １６ ｂ１３ １５６ ６１．７ ５ 剥片 ｂ１３ � ５ １６．２ １

剥片 ｂ１３ � ８ ９．４ ５ 同一母岩の石器 １５ １ ３４６

�‐３７４ １８８ ７７ 接合資料 １６ ２７９．７ ７ １ ３３６ １１０８ �‐３５１ １７９ ３０ 彫器 １５ ａ１０ ９ ２．１ １

剥片 １６ ａ１２ ３４６ ３３．７ １ �‐３７７ １８９ ８０ 接合資料 １６ ９３０．７ １１ １・５ ３６４ １２４１

�‐３５４ １８１ ５５ 石刃核 １６ ａ１３ ２４２ １４６．９ １ 剥片 １６ ａ１１ ９３ ３３．８ ５

剥片 １６ ａ１３ ８１０ ９．４ １ 剥片 １６ ａ１２ １０１９ ２４３．６ ５

剥片 １６ ｂ１３ １８６ ０．８ １ １６ ｂ１２ ５０８ １４．９ ５

剥片 １６ ｂ１４ ２２７ ７１．１ １ 縦長剥片 １６ ａ１２ １１０７ ５．６ ５

�‐３５３ １８０ ４６ 石刃 １６ ｂ１４ ５１１ ８．２ １ １６ ａ１２ ２０１６ ５．５ ５

－ １８８ ８６ 石刃 １６ ｂ１４ ６０２ ９．６ １ １６ ａ１２ ２８５９ ７．０ ５

�‐３７５ １８８ ７８ 接合資料 １６・１７ ９５３．２ ２０ ３・５ ３５２ １１７８ �‐３５５ １８１ ５８ 石刃核 １６ ａ１３ ８６７ ４０７．７ ５

剥片 １６ ａ１２ ３３２ ２６２．９ ３ 縦長剥片 １６ ｂ１１ ４５ １２．０ ５

１６ ａ１２ １６８４ １．４ ３ １６ ｂ１２ ４６３ ２．４ ５

１６ ｂ１３ ４０１ ３４．３ ５ 剥片 ｂ１２ � １ １８７．１ ５

剥片 １６ ａ１２ ７１８ ２２．４ ３ － １８９ ８７ 石刃 ｂ１３ � ４ １１．１ １

１６ ａ１２ ２４５０ ２．８ ３ �‐３７８ １９０ ８１ 接合資料 １４・１５・１６・１７ １４２３．２ ３９ １・３ ３５３ １１８１

剥片 １６ ａ１２ ７６６ １１．２ ３ 剥片 １５ ａ１０ ５ ６．７ ３

剥片 １６ ａ１２ １１０８ ２６．６ ３ ｃ１１ � ６ １６．２ ３

１６ ａ１２ ２７１４ ２．４ ３ 剥片 １５ ａ１０ ６ １４．９ ３

剥片 １６ ａ１２ １４７２ ７．９ ５ 縦長剥片 １６ ａ１１ ８９ ２１．８ ３

１６ ａ１２ ２５３７ ９．５ ３ １６ ｂ１２ ５１７ ９．９ ３

剥片 １６ ａ１２ １５０８ １９．７ ５ 剥片 １６ ａ１１ ９４ １．６ １

剥片 １６ ａ１２ １５８４ ８２．５ ３ 剥片 １６ ａ１１ １１３ １７．３ ３

剥片 １６ ａ１２ ２３５５ ０．７ ３ 剥片 １６ ａ１１ ２０１ ２．４ ３

剥片 １６ ａ１３ １６９ ６７．１ ３ １４ ａ１１ ４５５ ４．９ ３

剥片 １６ ａ１３ ２５８ ２６．０ ３ １７ ｃ１１ ２９ ２９．４ ３

剥片 １６ ａ１３ ６４６ ６．１ ５ 縦長剥片 １６ ａ１１ ２５９ ５．５ １

�‐３５４ １８１ ５６ 石刃核 １６ ｂ１４ １６３ ２８９．７ ５ １６ ａ１１ ２７０ １．５ １

剥片 １６ ｂ１４ ３６９ ５４．４ ３ 剥片 １６ ａ１２ ３７ ２．５ １

剥片 １７ ｃ１１ ４３ ２０．８ ５ 剥片 １６ ａ１２ ３２９ ３．２ １

剥片 １７ ｃ１２ ６４ ４．８ ３ １６ ａ１２ １２８２ ９．３ ３

�‐３７６ １８９ ７９ 接合資料 １６ ９４５．７ ２９ １ ３４６ １１６０ １６ ａ１２ １２９０ ８１．２ ３

剥片 １６ Ｚ１１ ７ ２１．４ １ 剥片 １６ ａ１２ ４１２ １７．０ １

剥片 １６ Ｚ１１ ４３０ ２９．３ １ 剥片 １６ ａ１２ ７６３ ３．３ ３

１６ ａ１２ ２５５０ １６．０ １ １６ ｂ１４ ４０ ６．８ ３

剥片 １６ ａ１２ ３０１ １０．３ １ �‐３５３ １８０ ４９ 石刃 １６ ａ１２ ８４６ ３０．０ ３

剥片 １６ ａ１２ ３３６ ２７．３ １ 剥片 １６ ａ１２ １２７５ ０．７ ３

�‐３５３ １８１ ５２ 石刃核 １６ ａ１２ ８００ ２９３．５ １ 剥片 １６ ａ１２ １４６９ １９．５ ３

剥片 １６ ａ１２ ９１５ ３２．３ １ 剥片 １６ ａ１２ ２４８４ ８１３．４ ３

１６ ａ１２ １７８０ １．８ １ 剥片 １６ ａ１２ ２５０８ ０．９ １

１６ ａ１３ ８４９ ６．８ １ 剥片 １６ ａ１２ ２６５５ ４．５ ３

剥片 １６ ａ１２ ９８３ ５．４ １ 剥片 １６ ａ１２ ２６５７ ２．４ １

剥片 １６ ａ１２ １０８５ ４．３ １ 剥片 １６ ａ１２ ２６６７ ３．３ １

１６ ａ１２ １１４５ １２．０ １ 剥片 １６ ａ１２ ３０９６ ２．９ ３

１６ ａ１２ ２０３１ ２１．２ １ 剥片 １５ ｂ１０ ４４ ２０．７ ３

１６ ｂ１４ ７２ ３．２ １ 剥片 １６ ｂ１１ １５６ ２．８ ３

剥片 １６ ａ１２ １６１８ １８．４ １ 剥片 １６ ｂ１１ ２０２ ４．２ １

剥片 １６ ａ１２ ２００９ ４１．４ １ 剥片 １６ ｂ１２ ４０５ １７１．１ １

１６ ａ１２ ２０１１ ４７．６ １ 剥片 １６ ｂ１２ ４１３ ３．４ １

旧白滝５遺跡
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剥片 ｂ１２ � ８ ２．０ ３ �‐３５６ １８２ ６０ 石刃核 １６ ａ１２ ６７２ １６４．８ １

剥片 １６ ｂ１３ ２６２ ２０．４ ３ ａ１２ � ４ ３５１．７ １

剥片 １７ ｃ１０ １４ ２．４ ３ 剥片 １６ ａ１２ １４８９ ５０．０ １

剥片 ｃ１１ � ４ ３．６ ３ �‐３５３ １８０ ４８ 石刃 １６ ａ１２ ２１２２ １０．７ １

ｃ１１ � ５ ２．５ ３ �‐３５３ １８０ ４７ 石刃 １６ ａ１２ ２８５８ ５．７ １

剥片 １７ ｄ１１ ８ ５７．１ １ 剥片 １６ ｂ１２ １０２ ３．３ １

�‐３７９ １９１ ８２ 接合資料 １５・１６・１７ ２４４５．１ ４２ １ ３４２ １１３２ �‐３８２ １９２ ８４ 接合資料 １６ １６８３．３ ５７ １ ３３８ １１１８

剥片 Ｙ１３ � １ １２２．４ １ 剥片 １６ Ｚ１１ ３４７ ２．６ １

剥片 Ｚ１２ � ２ ７８．９ １ 剥片 １６ Ｚ１１ ４７１ １１．２ １

剥片 １６ ａ１１ １７８ １４．３ １ １６ ａ１２ １５１２ ５．４ １

１６ ｂ１１ ２０ ５．１ １ １６ ｂ１２ ４５９ ７．４ １

剥片 １６ ａ１１ ３３３ ３．２ １ 剥片 １６ ａ１１ ２２６ ３．９ １

剥片 １６ ａ１１ ３４５ １６．４ １ １６ ａ１２ １３４２ ３．１ １

１６ ａ１１ ４２５ ２．１ １ １６ ａ１２ １７８６ １５．５ １

１６ ａ１２ ７４５ ３．２ １ １６ ａ１２ １８４６ ２．７ １

１６ ｂ１２ ５０ ３３８．７ １ １６ ａ１２ ２８３７ ２．１ １

�‐３５２ １８０ ３９ 二次加工ある剥片 １６ ａ１２ ３７６ ２．９ １ １６ ｂ１２ ５７ ８２．３ １

１６ ａ１３ ９７ ６８．１ １ 剥片 １６ ａ１１ ４０２ ２．３ １

１６ ａ１３ １０８ ６９．６ １ １６ ａ１３ ６ ５．２ １

１６ ｂ１４ ８ １４．２ １ 剥片 １６ ａ１１ ４３４ ０．９ １

縦長剥片 １６ ａ１２ ４２９ ５．８ １ 剥片 １６ ａ１２ ６７ １２．０ １

１６ ａ１２ ２４３６ ８．８ １ １６ ａ１２ ８３９ ９．６ １

１６ ｂ１３ ２０３ ６．１ １ １６ ａ１２ １１３０ ２．０ １

剥片 １６ ａ１２ ６５３ ４２．６ １ 剥片 １６ ａ１２ ３５７ ３２．６ １

１６ ａ１２ ６５４ ３．０ １ 剥片 １６ ａ１２ ４２３ ２６．９ １

１６ ａ１２ １３５０ １８．７ １ １６ ａ１２ １１０２ ７１．９ １

１６ ａ１２ ２５８６ ８．２ １ 剥片 １６ ａ１２ ５０４ ４．１ １

１６ ｂ１２ １３１ ２２．８ １ １６ ａ１２ １３２９ ６．２ １

剥片 １６ ａ１２ １３５７ ９．６ １ １６ ａ１２ １８８０ ２．６ １

剥片 １６ ａ１２ １３６０ ４０．４ １ １６ ａ１２ １８８４ １０６．７ １

剥片 １６ ａ１２ ２５３２ ３．７ １ １６ ａ１２ ２２４７ １６．６ １

１６ ａ１３ ６１０ ８．１ １ １６ ａ１２ ２２６１ ３５．８ １

剥片 １６ ａ１３ ９０ ２７．５ １ １６ ａ１２ ２６７５ ３．１ １

１６ ｂ１２ １８５ １４．２ １ １６ ａ１２ ２７２２ ６．７ １

剥片 １６ ａ１３ １０６ ５．７ １ １６ ａ１２ ２８５６ ２２．９ １

１６ ａ１３ １２２ ２０．５ １ �‐３５４ １８１ ５７ 石刃核 １６ ａ１２ ６７１ ７５９．２ １

１６ ａ１３ ５３９ １２．１ １ 剥片 １６ ａ１２ ８４７ ２．０ １

１６ ａ１３ ６０１ ６．０ １ �‐３５３ １８０ ４５ 石刃 １６ ａ１２ ９５１ ７．６ １

１６ ａ１３ ６０９ １０．９ １ 剥片 １６ ａ１２ １０３５ １５．５ １

剥片 １６ ａ１３ １９８ ８．６ １ 剥片 １６ ａ１２ １０８２ ３．７ １

１５ ｂ１０ ４９ ２９．３ １ 剥片 １６ ａ１２ １２５７ ４．４ １

剥片 １６ ｂ１２ ６ ９．１ １ １６ ａ１２ ２６０３ １５．７ １

１６ ｂ１２ １５６ ６．３ １ 剥片 １６ ａ１２ １３４７ ６．６ １

剥片 １６ ｂ１２ ８９ ２．３ １ １６ ｂ１２ ２５４ ０．７ １

剥片 １６ ｂ１３ １９ ５８．９ １ 剥片 １６ ａ１２ １６７７ ３．７ １

�‐３５５ １８２ ５９ 石刃核 ｂ１３ � １ １２３０．０ １ １６ ａ１２ ２４２０ １．８ １

剥片 ｂ１４ � ５ ８．０ １ １６ ａ１３ ４９４ １．２ １

剥片 ｃ１１ � ２ ６６．９ １ �‐３５３ １８０ ５０ 石刃 １６ ａ１２ １７０４ １．５ １

剥片 １７ ｃ１２ ７７ １１．９ １ １６ ａ１３ ３７８ ４．７ １

�‐３８１ １９０ ８３ 接合資料 １６ ６５０．７ １６ １ ３３２ １０９６ 剥片 １６ ａ１２ １９０６ ２２．４ １

剥片 １６ ａ１１ ２５８ ２．３ １ １６ ｂ１２ １６ ８．３ １

１６ ａ１１ ２６５ ４．１ １ 剥片 １６ ａ１２ ２１８７ １６．０ １

１６ ｂ１２ ２１６ ４．８ １ １６ ｂ１２ ２９２ ９．１ １

縦長剥片 １６ ａ１１ ３３０ １０．０ １ 剥片 １６ ａ１２ ２３９４ ４．２ １

－ １９０ ８８ 石刃 １６ ａ１２ １９１ ５．５ １ １６ ａ１２ ３３１１ ３．１ １

１６ ａ１２ ７９７ ８．８ １ 剥片 １６ ａ１２ ２４４７ ２．７ １

１６ ａ１２ １６０８ ５．７ １ 剥片 １６ ａ１２ ２４７９ ６．４ １

縦長剥片 １６ ａ１２ ５３３ １４．１ １ １６ ａ１２ ３１６３ １．８ １

１６ ａ１２ １４２０ ４．０ １ 剥片 １６ ａ１２ ２８７２ ０．８ １

ａ１２ � １４ ５．２ １ １６ ｂ１４ １９１ ２４．５ １

掲載接合資料一覧
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�‐３５０ １７９ ２８ 両面調整石器 １６ ａ１３ ３０ ２０５．９ １ 剥片 １６ ａ１２ １０４４ ２．２ １

剥片 １６ ａ１３ ６６０ １７．６ １ 剥片 １６ ａ１２ １０８４ ９．１ １

剥片 １６ ｂ１２ ２７３ ２１．４ １ 剥片 １６ ａ１２ １１３９ ３．４ １

剥片 １６ ｂ１３ １６４ ６．５ １ 剥片 １６ ａ１２ １２４４ １２．８ １

�‐３８４ １９３ ８５ 接合資料 １６ ７７２．０ １７ ５ ３７１ １２６４ 剥片 １６ ａ１２ １２４７ ２．９ １

剥片 １６ ａ１１ １３６ １２．５ ５ １６ ａ１２ １８３５ ３．５ １

剥片 １６ ａ１１ ３２６ ４９．８ ５ １６ ｂ１３ ５６３ １１．０ １

１６ ａ１２ ４５８ ７．１ ５ 剥片 １６ ａ１２ １３６５ １．１ １

１６ ａ１２ １５６８ ２３９．７ ５ 剥片 １６ ａ１２ １４９０ ０．８ １

剥片 １６ ａ１２ ５５８ １８．９ ５ １６ ａ１２ ３２７１ １．１ １

剥片 １６ ａ１２ ６５９ ３１．０ ５ 縦長剥片 １６ ａ１２ １５２６ ２．３ １

１６ ｂ１３ ６０４ ４７．４ ５ 剥片 １６ ａ１２ １７７６ ２．３ １

ｂ１３ � ６ ４６．５ ５ 剥片 １６ ａ１２ １８９９ ４５．８ １

�‐３５０ １７９ ２７ 両面調整石器 １６ ａ１２ ２０６４ １０５．６ ５ 剥片 １６ ａ１２ １９７９ ０．６ １

剥片 １６ ａ１３ ３６ １２．３ ５ 剥片 １６ ａ１２ ２０１５ ５．０ １

１６ ｂ１２ ９８ １１．６ ５ １６ ａ１２ ３２３７ ７．６ １

剥片 １６ ａ１３ ３８６ １５０．６ ５ 剥片 １６ ａ１２ ２０５２ １．１ １

剥片 １６ ｂ１２ ３７９ ５．２ ５ ａ１２ � ２４ ０．８ １

剥片 １６ ｂ１２ ３８９ １．３ ５ 剥片 １６ ａ１２ ２０７２ ８．８ １

剥片 １６ ｂ１３ ６４ ５．１ ５ 尖頭器 １６ ａ１２ ２０７９ ９．５ １

剥片 １６ ｂ１３ ８４ ２１．１ ５ 剥片 １６ ａ１２ ２１７２ ４．０ １

剥片 ｂ１３ � ２１ ６．３ ５ 剥片 １６ ａ１２ ２２４３ １３．９ １

－ １９３ ８９ 接合資料 １６ ２１９．９ ３４ １ ３３９ １１２２ １６ ａ１２ ２２７９ ５．０ １

剥片 １６ ａ１１ ２０８ ４．１ １ １６ ａ１２ ２６９３ ９．３ １

剥片 １６ ａ１１ ３５４ ９．０ １ 剥片 １６ ａ１２ ２２４６ ３．０ １

１６ ａ１２ ３００９ ２．３ １ 剥片 １６ ａ１２ ２４７２ １．２ １

剥片 １６ ａ１１ ４１５ １４．９ １ 剥片 １６ ａ１２ ２７６８ １．０ １

剥片 １６ ａ１１ ４４２ ０．８ １ ａ１２ � ２９ ０．５ １

剥片 １６ ａ１１ ４４３ １．２ １ １６ ｂ１２ １００ １．０ １

剥片 １６ ａ１２ １０６ ２０．８ １ 剥片 １６ ａ１２ ２７８８ １．４ １

１６ ｂ１２ ４６６ ７．９ １ 剥片 １６ ａ１２ ２８２５ ３．６ １

剥片 １６ ａ１２ ２３６ ０．８ １ 剥片 １６ ａ１２ ２８４８ １．１ １

１６ ａ１２ １３５９ ４．８ １ ａ１２ � ２５ １．０ １

剥片 １６ ａ１２ ４４７ ２．２ １ 剥片 １６ ａ１２ ２９９７ ２．５ １

剥片 １６ ａ１２ ７９４ ６．３ １ １６ ａ１３ ６０６ １．５ １

剥片 １６ ａ１２ １１７０ ４．８ １ 剥片 １６ ａ１２ ３０２６ ３．５ １

剥片 １６ ａ１２ １２３４ ３８．９ １ 剥片 １６ ａ１２ ３１３８ １．５ １

１６ ａ１２ ２８９５ １５．１ １ 剥片 ａ１２ � ２３ ０．５ １

剥片 １６ ａ１２ １３１６ １３．３ １ １６ ａ１３ ９５５ ３．５ １

剥片 １６ ａ１２ １６２０ ５．８ １ 剥片 １６ ａ１３ １４ １．４ １

ａ１３ � ２ １２．１ １ 剥片 １６ ｂ１２ ２６３ ２．２ １

１６ ｂ１２ ５０５ ４．４ １ 剥片 １６ ｂ１２ ４４９ ２．３ １

剥片 １６ ａ１２ １７７０ ２．１ １ 剥片 １６ ｂ１４ ３５ １．４ １

剥片 １６ ａ１２ １８６４ ２．８ １ － １９３ ９１ 接合資料 １６ ６７４．５ ８ １ ３６１ １２３６

１６ ａ１２ ２０４９ ４．３ １ 剥片 １６ Ｚ１２ ４２ ９７．２ １

１６ ａ１２ ３１７１ １．４ １ １６ ａ１１ ３０９ ７１．６ １

剥片 １６ ａ１２ ２０６９ ９．０ １ 剥片 １６ ａ１２ ９ １２．４ １

１６ ａ１２ ２９８５ １．２ １ 剥片 １６ ａ１２ ３７２ ６６．８ １

剥片 １６ ａ１２ ２０８２ １．６ １ 剥片 １６ ａ１２ ４０９ ３．７ １

剥片 １６ ａ１２ ２３９０ ９．３ １ １６ ａ１２ ６７３ ４００．６ １

１６ ａ１２ ２４６５ ３．３ １ 剥片 １６ ａ１２ ５４７ １２．０ １

剥片 １６ ａ１２ ２４５９ ０．７ １ 剥片 １６ ｂ１３ １４８ １０．２ １

ａ１２ � ２６ ０．３ １ �‐３９４ １９７ ３６ 接合資料 ２１ ６６２．７ ２５ ３・４ ３９３ １３３０

剥片 １６ ａ１２ ３１４８ １．４ １ 剥片 ２１ Ｔ２３ ５３ １．８ ４

ｂ１３ � １２ ３．４ １ ２１ Ｕ２３ ６８ ８．７ ３

剥片 １６ ｂ１２ ４１ ２．７ １ 剥片 ２１ Ｔ２３ ７３ １．７ ３

剥片 １６ ｂ１２ ４７ ６．９ １ 剥片 ２１ Ｔ２３ ７６ ２．５ ３

－ １９３ ９０ 接合資料 １６ ２１１．９ ４５ １ ３３９ １１２３ �‐３８７ １９４ ２６ 両面調整石器 ２１ Ｔ２３ ８０ ４３７．４ ４

剥片 １６ ａ１１ ４０５ ０．７ １ ２１ Ｕ２３ ３３ ４６．６ ４

剥片 １６ ａ１２ ９１９ １３．２ １ ２１ Ｖ２３ ２２ ８８．３ ３

旧白滝５遺跡
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剥片 ２１ Ｔ２３ ８５ ３．２ ４ �‐７９ ７８ ５９８ 石刃 Ｈ１８ � ７ ３４．５ １

２１ Ｕ２３ ６６ ０．８ ４ �‐７５ ７５ ５６３ 石刃 Ｈ１８ � ８ １０．４ １

剥片 ２１ Ｔ２３ ８６ １．８ ４ Ｈ１８ � １８ ７．０ １

２１ Ｕ２３ ５３ ２．８ ３ 縦長剥片 Ｈ１８ � １９ １０．１ １

剥片 ２１ Ｔ２３ １０１ １．７ ３ 剥片 Ｈ１８ � ２０ １．７ １

剥片 ２１ Ｔ２３ １０３ ７．８ ３ �‐７９ ７８ ６０２ 石刃 Ｈ１８ � ２１ ７．１ １

２１ Ｕ２３ ６３ ５．８ ４ エ Ｉ３１ � ５６ ２．８ １

剥片 ２１ Ｔ２３ １２０ ３．１ ３ 剥片 Ｈ１８ � ２２ ２．５ １

２１ Ｔ２３ １２１ １５．０ ３ 剥片 Ｈ１８ � ２３ ４．３ １

剥片 ２１ Ｔ２４ ５５ １．４ ４ エ Ｉ３１ � ２１６ ５．５ １

剥片 ２１ Ｕ２３ １０ ５．９ ３ 剥片 Ｈ１８ � ２４ １７．８ １

剥片 ２１ Ｕ２３ ５４ １．１ ３ Ｈ１８ � ３９ １．５ １

剥片 ２１ Ｕ２３ ５７ ２．０ ３ 剥片 Ｈ１８ � ２５ １．４ １

剥片 ２１ Ｕ２３ ６９ ４．６ ３ 剥片 Ｈ１８ � ２６ ２．７ １

２１ Ｖ２３ １７ ７．９ ３ Ｈ１８ � ２７ ４．０ １

剥片 ２１ Ｖ２３ ２３ ７．７ ４ 剥片 Ｈ１８ � ２８ １．２ １

剥片 ２１ Ｖ２３ ３４ ２．３ ４ �‐７８ ７７ ５８３ 石刃 Ｈ１８ � ２９ ２．７ １

剥片 ２１ Ｖ２３ ３８ ０．８ ４ 剥片 Ｈ１８ � ３７ １．３ １

�‐３９５ １９８ ３７ 接合資料 ２１・オ・外 ３０３５．６ ２９ １ ３８５ １３０８ 剥片 Ｈ１８ � ３８ ６．１ １

�‐４０６ ２０５ ６５ 石刃核 オ Ｑ２３ １ ２４１９．０ １ 剥片 Ｈ１８ � ４０ １６．０ １

�‐４０３ ２０４ ５９ 石刃 オ Ｑ２３ ２ １６０．９ １ �‐４０８ ２０７ ６７ 石刃核 エ Ｉ３１ � ２ １７５０．０ １

�‐４０２ ２０３ ５４ 石刃 オ Ｑ２３ � ３ ２０．５ １ �‐４０１ ２０２ ４５ 石刃 エ Ｉ３１ � １３ ３４．０ １

剥片 オ Ｑ２３ � ４ ７．３ １ 剥片 エ Ｉ３１ � ５７ ３６．０ １

オ Ｑ２３ � ７ １４．５ １ 剥片 エ Ｉ３１ � ５８ １４．７ １

剥片 オ Ｑ２３ � ９５５ ０．７ １ エ Ｉ３１ � ５９ １５．１ １

�‐４０３ ２０３ ５６ 石刃 オ Ｑ２４ １ ４４．５ １ 剥片 エ Ｉ３１ � ６１ ７．０ １

剥片 ２１ Ｔ２４ ３０ ３．７ １ エ Ｊ３１ � ２６ ４．１ １

２１ Ｔ２４ ６３ ３．４ １ 剥片 エ Ｉ３１ � ６２ ３．９ １

２１ Ｕ２３ ７０ １３．２ １ �‐４０２ ２０３ ５２ 石刃 エ Ｊ３１ � ２ ２６．４ １

剥片 ２１ Ｔ２４ ２０９ ２２．１ １ 剥片 エ Ｊ３１ � ２７ １１．４ １

２１ Ｖ２４ ６７ ４．７ １ 縦長剥片 エ Ｊ３１ � ２８ ４．１ １

Ｘ２４ � ７ １１．２ １ �‐４０１ ２０２ ４３ 石刃 エ Ｊ３１ � ２９ ５．６ １

剥片 ２１ Ｕ２４ ８８ １．９ １ �‐４２２ ２１１ ８２ 接合資料 エ １２４６．８ ３６ １ ３２１ ８７８

剥片 ２１ Ｕ２４ ２３７ ０．３ １ �‐８０ ７９ ６１６ 石刃 Ｈ１８ � ４ １２６．９ １

剥片 ２１ Ｕ２４ ３３８ ３０．３ １ �‐７７ ７７ ５８０ 石刃 Ｈ１８ � ５ ３６．４ １

２１ Ｕ２４ ３９７ １３４．３ １ エ Ｉ３１ � １１ ２４４．４ １

剥片 ２１ Ｕ２４ ３６２ ０．８ １ �‐７９ ７８ ６０４ 石刃 Ｈ１８ � ９ ８．５ １

剥片 ２１ Ｕ２４ ４１７ ４．６ １ Ｈ１８ � ４１ １．４ １

剥片 ２１ Ｕ２４ ５３７ ５．９ １ エ Ｉ３１ � ８ １０．２ １

剥片 ２１ Ｖ２４ １ ８．４ １ 剥片 Ｈ１８ � １６ ２４．０ １

剥片 ２１ Ｖ２４ ３８ ４５．６ １ �‐４０３ ２０３ ５７ 石刃 エ Ｉ３１ � ４ ３８．７ １

剥片 ２１ Ｖ２４ ４２ １３．２ １ エ Ｉ３１ � ４６ １０．６ １

剥片 ２１ Ｖ２４ ６４ ４．４ １ �‐４０３ ２０３ ５５ 石刃 エ Ｉ３１ � ９ ５４．８ １

２１ Ｖ２４ ６５ １７．７ １ �‐４００ ２０１ ３６ 二次加工ある剥片 エ Ｉ３１ � １５ ３５．３ １

２１ Ｖ２４ ３０５ ６．４ １ �‐４０１ ２０２ ４４ 石刃 エ Ｉ３１ � ２２ ３３．５ １

Ｖ２４ � ２ ２６．４ １ 剥片 エ Ｉ３１ � ３５ ７．９ １

２１ Ｗ２４ １８８ ６．６ １ 剥片 エ Ｉ３１ � ３６ １２．７ １

剥片 ２１ Ｗ２４ ７４ ３．１ １ － ２１１ １３１ 石刃 エ Ｉ３１ � ３７ １３．７ １

－ １９７ ３８ 接合資料 ２１ ２５．１ ７ １ ３８１ １２９９ 剥片 エ Ｉ３１ � ４０ １５．６ １

剥片 ２１ Ｕ２４ ２１０ １．８ １ エ Ｉ３１ � ４１ ８．６ １

Ｘ２４ � １０ ０．１ １ エ Ｉ３１ � １８９ １．８ １

Ｘ２４ � ９ ０．５ １ 剥片 エ Ｉ３１ � ４３ １０２．９ １

剥片 ２１ Ｕ２４ ２５４ １．９ １ 剥片 エ Ｉ３１ � ４５ ２９１．３ １

２１ Ｗ２４ ７ １．９ １ 剥片 エ Ｉ３１ � ４７ ９．９ １

剥片 ２１ Ｕ２４ ２７７ １６．５ １ �‐４０１ ２０２ ４２ 石刃 エ Ｉ３１ � ４８ ０．９ １

剥片 ２１ Ｕ２４ ４１２ ２．４ １ 剥片 エ Ｉ３１ � ４９ １７．０ １

同一母岩の石器 ２１ ３．５ １ ３８１ ５０５５９ 剥片 エ Ｉ３１ � ５０ ７．０ １

�‐３８６ １９４ ９ 尖頭器 ２１ Ｓ２４ ２ １．０ １ 剥片 エ Ｉ３１ � ５１ ８．７ １

２１ Ｓ２４ ７ ２．５ １ 剥片 エ Ｉ３１ � ５２ １４．４ １

�‐４２０ ２１０ ８１ 接合資料 エ ２０５２．９ ３２ １ ２４０ ５９０ 剥片 エ Ｉ３１ � ５３ ３．８ １

掲載接合資料一覧
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剥片 エ Ｉ３１ � ５４ １．１ １ エ Ｉ３１ � ９８ ６．２ １

剥片 エ Ｉ３１ � ５５ １．６ １ エ Ｉ３１ � ９９ ２７．０ １

エ Ｉ３１ � １８８ ４．５ １ エ Ｉ３１ � １０３ ９．２ １

－ ２１１ １３０ 石刃 エ Ｉ３１ � １９０ ３．３ １ エ Ｉ３１ � １０４ ５．４ １

剥片 エ Ｉ３１ � １９４ ３２．５ １ エ Ｉ３１ � １０６ ５．６ １

剥片 エ Ｉ３１ � １９５ ２．６ １ エ Ｉ３１ � ２１３ ２．５ １

剥片 エ Ｉ３１ � １９６ ３６．８ １ エ Ｊ３１ � ５５ １４．７ １

剥片 エ Ｊ３１ � ２０ ９．２ １ エ Ｊ３１ � ５６ ４．２ １

剥片 エ Ｊ３１ � ２１ １４．３ １ エ Ｊ３１ � ７５ １９．１ １

�‐４２４ ２１２ ８３ 接合資料 エ ２９５１．９ １６ １ ３２０ ８７４ エ Ｊ３１ � ７６ ２４０．７ １

剥片 Ｈ１８ � １４ ２１．１ １ エ Ｊ３１ � ７７ １６８．３ １

�‐４０７ ２０６ ６６ 石刃核 エ Ｉ３１ � １ ２６００．０ １ エ Ｊ３１ � ７８ ２０．９ １

エ Ｉ３１ � １８ ８１．６ １ エ Ｊ３１ � ８６ ５．８ １

エ Ｉ３１ � １９ １８．４ １ 剥片 エ Ｉ３１ � １０２ １３．４ １

エ Ｉ３１ � ２９ ６．４ １ エ Ｉ３１ � １０９ ４．０ １

エ Ｉ３１ � ３０ １．５ １ 剥片 エ Ｉ３１ � １０５ ６６．３ １

エ Ｉ３１ � ３１ ３．７ １ 剥片 エ Ｉ３１ � １０７ ６．０ １

エ Ｉ３１ � ３２ １１．０ １ 剥片 エ Ｉ３１ � １０８ ４．０ １

エ Ｉ３１ � ３３ １．３ １ 剥片 エ Ｉ３１ � ２１０ １１．４ １

エ Ｉ３１ � ２１５ １．８ １ 剥片 エ Ｉ３１ � ２１１ １１．３ １

剥片 エ Ｉ３１ � ３４ ２．３ １ 剥片 エ Ｉ３１ � ２１２ ６．８ １

�‐４０２ ２０３ ４８ 石刃 エ Ｊ３１ � ５ １４７．９ １ 剥片 エ Ｊ３１ � ６４ ７９．３ １

エ Ｊ３１ � ６ ２８．４ １ エ Ｊ３１ � ６５ １８．１ １

エ Ｊ３１ � ７ １８．３ １ 剥片 エ Ｊ３１ � ７９ １．８ １

エ Ｊ３１ � １４ ６．４ １ エ Ｊ３１ � ８１ ４１．３ １

エ Ｊ３１ � １５ １．８ １ エ Ｊ３１ � ８２ ６．４ １

�‐４２５ ２１３ ８４ 接合資料 エ ３１８８．４ ６４ １ ３２２ ８８４ 剥片 エ Ｊ３１ � ８０ ５４．５ １

剥片 エ Ｉ３０ � １ ６．２ １ 剥片 エ Ｊ３１ � ８３ ３１．６ １

エ Ｉ３１ � １００ １４．１ １ 剥片 エ Ｊ３１ � ８４ ４．６ １

エ Ｉ３１ � １０１ ８．８ １ エ Ｊ３１ � ８５ ４．０ １

エ Ｉ３１ � ２７１ １０．９ １ 剥片 エ Ｊ３１ � １１８ ５．１ １

エ Ｊ３１ � １１９ １．０ １ �‐４２６ ２１３ ８５ 接合資料 エ ９６５．２ ３７ ３ ３２４ ８９１

剥片 エ Ｉ３１ � ８６ １６７．４ １ 剥片 エ Ｉ３１ � １１９ １４８．２ ３

エ Ｉ３１ � ８７ １４６．３ １ エ Ｉ３１ � １７３ ２．１ ３

エ Ｉ３１ � ９４ ３．８ １ 剥片 エ Ｉ３１ � １２０ ３４．１ ３

エ Ｉ３１ � ９５ ５．１ １ 剥片 エ Ｉ３１ � １２１ １６０．６ ３

エ Ｉ３１ � ９６ ２０８．０ １ エ Ｉ３１ � ２２１ １．９ ３

エ Ｊ３１ � ６２ ４３．０ １ 剥片 エ Ｉ３１ � １２２ ２０５．５ ３

エ Ｊ３１ � ６３ １０．６ １ エ Ｊ３１ � ８８ ０．８ ３

エ Ｊ３１ � ６７ ８２．０ １ 剥片 エ Ｉ３１ � １２３ ３６．１ ３

エ Ｊ３１ � ６８ ２６．６ １ 剥片 エ Ｉ３１ � １２４ ９．３ ３

エ Ｊ３１ � ６９ ２５９．４ １ 剥片 エ Ｉ３１ � １２５ ８７．３ ３

エ Ｊ３１ � ７０ １１６．７ １ 剥片 エ Ｉ３１ � １２６ ４１．４ ３

エ Ｊ３１ � ７１ ９７．１ １ エ Ｉ３１ � １４０ ７．６ ３

エ Ｊ３１ � ７２ ３１．８ １ 剥片 エ Ｉ３１ � １２７ ５１．３ ３

エ Ｊ３１ � ７３ ２５．５ １ エ Ｉ３１ � １４１ ３．６ ３

エ Ｊ３１ � ７４ ２８．０ １ 剥片 エ Ｉ３１ � １３２ １５．６ ３

剥片 エ Ｉ３１ � ８８ １０６．９ １ エ Ｉ３１ � ２１９ １．１ ３

エ Ｉ３１ � ８９ １４１．１ １ 剥片 エ Ｉ３１ � １３３ ２６．５ ３

エ Ｉ３１ � １９７ ２．３ １ エ Ｉ３１ � １４４ ５．１ ３

エ Ｉ３１ � ２１４ ２．５ １ エ Ｉ３１ � １５６ ４．１ ３

エ Ｊ３１ � ５７ ４３２．４ １ 剥片 エ Ｉ３１ � １３７ ５０．６ ３

剥片 エ Ｉ３１ � ９０ １４８．７ １ エ Ｉ３１ � １６０ ２．３ ３

エ Ｉ３１ � ９１ ４．９ １ 剥片 エ Ｉ３１ � １３８ ８．４ ３

エ Ｊ３１ � ５８ １４．８ １ エ Ｉ３１ � １５９ ０．８ ３

エ Ｊ３１ � ５９ ６．４ １ 剥片 エ Ｉ３１ � １４３ ６．８ ３

剥片 エ Ｉ３１ � ９２ ３．１ １ 剥片 エ Ｉ３１ � １５１ ５．２ ３

エ Ｊ３１ � ６０ ４．０ １ 剥片 エ Ｉ３１ � １６４ ３．０ ３

エ Ｊ３１ � ６１ １０３．３ １ 剥片 エ Ｉ３１ � １６９ ４．９ ３

剥片 エ Ｉ３１ � ９７ ２６．２ １ エ Ｉ３１ � １７０ ５．０ ３

旧白滝５遺跡
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エ Ｉ３１ � １７４ ７．１ ３ 剥片 エ Ｉ３１ � ２３７ １．６ ３

剥片 エ Ｉ３１ � １７１ １４．０ ３ 剥片 エ Ｉ３１ � ２４４ １．０ ３

剥片 エ Ｉ３１ � １７２ ４．５ ３ 剥片 エ Ｉ３１ � ２４６ ０．８ ３

エ Ｉ３１ � ２５４ １．１ ３ 剥片 エ Ｉ３１ � ２５０ １．１ ３

剥片 エ Ｉ３１ � １７５ １．６ ３ 剥片 エ Ｉ３１ � ２５２ ０．４ ３

エ Ｉ３１ � １７６ １．７ ３ 剥片 エ Ｉ３１ � ２６６ ２．０ ３

剥片 エ Ｉ３１ � １７９ １．８ ３ 剥片 エ Ｊ３１ � １２２ ３．７ ３

剥片 エ Ｉ３１ � １８５ ０．７ ３ 剥片 エ Ｊ３１ � １４８ １．３ ３

剥片 エ Ｉ３１ � ２２２ ３．５ ３ 剥片 エ Ｊ３１ � １５３ ０．５ ３

�‐４２７ ２１４ ８６ 接合資料 エ １９０４．６ ５９ ３ ３２４ ８９０ �‐４２９ ２１５ ８７ 接合資料 エ １１１１．７ ６８ １・５ ３２３ ８８５

剥片 Ｈ１８ � ３０ １０２．５ ３ 剥片 エ Ｉ３１ � ６３ １０．７ １

剥片 エ Ｉ３１ � １１０ ２４１．３ ３ エ Ｉ３１ � ８１ １．６ １

エ Ｉ３１ � １１１ ５７．６ ３ エ Ｉ３１ � ２０２ ０．１ １

剥片 エ Ｉ３１ � １１２ １１１．２ ３ エ Ｉ３１ � ２０３ ０．３ １

エ Ｉ３１ � ２６０ ０．４ ３ エ Ｊ３１ � ３０ ５．６ ５

エ Ｊ３１ � ８９ ０．６ ３ �‐４０１ ２０２ ３８ 二次加工ある剥片 エ Ｉ３１ � ６４ １０．９ ５

剥片 エ Ｉ３１ � １１３ ３７２．１ ３ エ Ｉ３１ � ８３ ６．７ １

剥片 エ Ｉ３１ � １１４ ２４．２ ３ エ Ｊ３１ � ３ １９．７ １

エ Ｉ３１ � １１５ ５２．８ ３ エ Ｊ３１ � ３５ ９．４ ５

エ Ｉ３１ � １１６ １９５．８ ３ エ Ｊ３１ � ４２ １１．７ ５

エ Ｉ３１ � ２２０ ０．８ ３ 剥片 エ Ｉ３１ � ６５ ６．４ １

剥片 エ Ｉ３１ � １１７ ２５２．２ ３ エ Ｉ３１ � ６６ ２８．１ ５

エ Ｉ３１ � ２５５ ０．４ ３ エ Ｊ３１ � １１４ ０．９ １

剥片 エ Ｉ３１ � １１８ ６３．６ ３ 剥片 エ Ｉ３１ � ６７ ４８．７ １

エ Ｊ３１ � １５６ ０．４ ３ エ Ｉ３１ � ２０６ １．５ １

剥片 エ Ｉ３１ � １２８ １６．５ ３ エ Ｊ３１ � ３６ ６２．８ １

剥片 エ Ｉ３１ � １２９ １５．７ ３ エ Ｊ３１ � ５２ ５．４ １

剥片 エ Ｉ３１ � １３０ １８．４ ３ エ Ｊ３１ � ９５ １．９ １

剥片 エ Ｉ３１ � １３１ ３２．３ ３ 剥片 エ Ｉ３１ � ７１ ９５．０ １

剥片 エ Ｉ３１ � １３４ ２０．２ ３ 剥片 エ Ｉ３１ � ７２ ７．４ １

エ Ｉ３１ � １３５ ６．３ ３ エ Ｊ３１ � ４４ １０３．６ ５

エ Ｉ３１ � １３９ ３７．３ ３ 剥片 エ Ｉ３１ � ７３ ２１．８ ５

エ Ｉ３１ � １６１ ４．８ ３ 剥片 エ Ｉ３１ � ７４ ２．１ １

エ Ｉ３１ � １６３ ０．８ ３ 剥片 エ Ｉ３１ � ７５ １４．３ １

エ Ｊ３１ � １５５ ０．３ ３ エ Ｉ３１ � ７７ ３．６ １

剥片 エ Ｉ３１ � １３６ ８．１ ３ エ Ｉ３１ � ７８ ２．０ １

剥片 エ Ｉ３１ � １４２ １１．４ ３ 剥片 エ Ｉ３１ � ７６ １３．８ １

剥片 エ Ｉ３１ � １４５ ３．８ ３ エ Ｊ３１ � １１１ １．９ １

剥片 エ Ｉ３１ � １４６ ７．９ ３ 剥片 エ Ｉ３１ � ７９ ９．２ １

エ Ｉ３１ � １５８ １．６ ３ エ Ｊ３１ � １１０ ２．０ １

剥片 エ Ｉ３１ � １４７ ３．３ ３ 剥片 エ Ｉ３１ � ８０ ３．４ １

剥片 エ Ｉ３１ � １４８ １２．３ ３ 剥片 エ Ｉ３１ � ８２ ３．９ １

剥片 エ Ｉ３１ � １４９ ７．３ ３ エ Ｉ３１ � １９８ １．５ １

剥片 エ Ｉ３１ � １５０ ２．５ ３ 剥片 エ Ｉ３１ � １９９ ４．８ １

エ Ｉ３１ � ２４７ １．１ ３ エ Ｊ３１ � １０１ ７．３ １

剥片 エ Ｉ３１ � １５２ ３．４ ３ 剥片 エ Ｉ３１ � ２００ １．０ １

剥片 エ Ｉ３１ � １５３ １５９．９ ３ エ Ｊ３１ � ９８ ８．４ １

剥片 エ Ｉ３１ � １５４ ７．７ ３ エ Ｊ３１ � １０６ １．８ １

剥片 エ Ｉ３１ � １５５ ６．１ ３ エ Ｊ３１ � １０７ ６．６ １

剥片 エ Ｉ３１ � １５７ １．５ ３ 剥片 エ Ｉ３１ � ２０４ ４．３ ５

剥片 エ Ｉ３１ � １６２ ２．９ ３ 剥片 エ Ｉ３１ � ２０５ １０．９ １

剥片 エ Ｉ３１ � １６５ ２．２ ３ エ Ｊ３１ � ４０ １１９．３ ５

剥片 エ Ｉ３１ � １６６ ８．６ ３ エ Ｊ３１ � １１２ ２．４ ５

剥片 エ Ｉ３１ � １８０ ４．７ ３ 剥片 エ Ｉ３１ � ２０７ １．４ １

剥片 エ Ｉ３１ � １８１ ２．８ ３ 剥片 エ Ｉ３１ � ２３２ ０．７ １

剥片 エ Ｉ３１ � １８２ １．０ ３ エ Ｊ３１ � １１７ ７．４ １

剥片 エ Ｉ３１ � １８３ ０．４ ３ �‐４００ ２０１ ３５ 二次加工ある剥片 エ Ｊ３１ � ４ ２６．１ ５

剥片 エ Ｉ３１ � １８４ １．２ ３ 剥片 エ Ｊ３１ � ３１ １７．２ １

エ Ｉ３１ � １８７ １．５ ３ エ Ｊ３１ � ３２ ７．１ １

剥片 エ Ｉ３１ � １８６ ０．５ ３ �‐４０１ ２０２ ４０ 二次加工ある剥片 エ Ｊ３１ � ３７ ５．５ ５

掲載接合資料一覧
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エ Ｊ３１ � ３８ ２２．７ ５ 剥片 オ Ｑ２３ � ６４９ ４．０ １

エ Ｊ３１ � ３９ ２１．５ ５ 剥片 オ Ｑ２３ � ６５０ ３４．１ １

エ Ｊ３１ � ５１ ０．８ ５ 剥片 オ Ｑ２３ � ８８９ ６．０ １

剥片 エ Ｊ３１ � ４１ ８８．６ ５ オ Ｑ２３ � ８９０ ４．２ １

剥片 エ Ｊ３１ � ４３ １１．９ １ オ Ｑ２３ � ９００ ２．０ １

エ Ｊ３１ � ４５ １００．４ ５ 剥片 オ Ｑ２３ � ８９９ ４．１ １

剥片 エ Ｊ３１ � ４６ ４８．３ ５ �‐４３１ ２１６ ８９ 接合資料 オ ４１４．５ ７９ １ ３９１ １３２６

剥片 エ Ｊ３１ � ４７ ５．５ １ 剥片 オ Ｐ２３ � ５３ ６．４ １

剥片 エ Ｊ３１ � ４８ ６．６ １ オ Ｐ２３ � ５４ ４．６ １

剥片 エ Ｊ３１ � ４９ ３０．９ ５ オ Ｑ２３ � ８６５ ２．２ １

剥片 エ Ｊ３１ � ５０ ６．３ １ 剥片 オ Ｐ２３ � １３４ ２．６ １

剥片 エ Ｊ３１ � １０４ ３．５ １ 剥片 オ Ｐ２３ � １３９ ０．２ １

剥片 エ Ｊ３１ � １０８ ２．２ １ 剥片 オ Ｐ２３ � １６３ １．５ １

剥片 エ Ｊ３１ � １１３ ２．５ １ オ Ｐ２３ � １６４ １．５ １

剥片 エ Ｊ３１ � １１５ １．２ １ �‐４０２ ２０２ ４６ 石刃 オ Ｑ２３ � １ ５．５ １

エ Ｊ３１ � １１６ ３．３ １ オ Ｑ２３ � ２ ９．４ １

剥片 エ Ｊ３１ � １２５ ３．８ １ オ Ｑ２３ � ６ ２．０ １

剥片 エ Ｊ３１ � １２９ １．６ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ３８２ ３３．７ １

�‐４３０ ２１５ ８８ 接合資料 オ ５３４．１ ４７ １ ３８８ １３１８ オ Ｑ２３ � ３８３ ２．６ １

剥片 オ Ｐ２３ � ７２ ５．１ １ オ Ｑ２３ � ９０７ ２．４ １

オ Ｑ２３ � ５１８ １０．４ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ３８４ １２．０ １

オ Ｑ２３ � ５１９ ５．５ １ オ Ｑ２３ � ６６９ １．４ １

剥片 オ Ｐ２３ � １７２ １４．１ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ４２４ ５．３ １

剥片 オ Ｑ２３ � １０３ １９．２ １ オ Ｑ２３ � ４３０ １６．０ １

オ Ｑ２３ � １０４ ４．０ １ オ Ｑ２３ � ４７７ ２．７ １

オ Ｑ２３ � ５４３ １３．８ １ オ Ｑ２３ � ５０５ １．９ １

オ Ｑ２３ � ５４４ １１．４ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ４２５ ４．０ １

剥片 オ Ｑ２３ � １２９ ３０．９ １ オ Ｑ２３ � ４２７ １．８ １

オ Ｑ２３ � ９３４ １３．５ １ オ Ｑ２３ � ４３３ １２．１ １

剥片 オ Ｑ２３ � １４１ ２２．２ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ４２６ ２．１ １

オ Ｑ２３ � １４２ １１．６ １ オ Ｑ２３ � ４２９ ８．３ １

オ Ｑ２３ � １５４ ３．９ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ４２８ １６．６ １

オ Ｑ２３ � ５０７ １．２ １ オ Ｑ２３ � ９０９ ０．８ １

剥片 オ Ｑ２３ � ２３８ ６２．９ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ４３１ ６．７ １

剥片 オ Ｑ２３ � ２３９ ２７．９ １ オ Ｑ２３ � ４３２ １４．０ １

剥片 オ Ｑ２３ � ２８９ ３２．１ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ４３５ ４８．５ １

オ Ｑ２３ � ２９０ ５．５ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ４３６ ３１．２ １

オ Ｑ２３ � ７３２ １．２ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ４３７ １．７ １

剥片 オ Ｑ２３ � ４２１ ８．６ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ４３８ １．１ １

オ Ｑ２３ � ４２２ １．７ １ オ Ｑ２３ � ６７２ １４．７ １

剥片 オ Ｑ２３ � ４５１ １９．４ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ５８１ ３．５ １

剥片 オ Ｑ２３ � ５２０ ４．０ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ５８２ ３．５ １

オ Ｑ２３ � ５４６ ３．０ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ６７０ １．２ １

剥片 オ Ｑ２３ � ５２１ １８．２ １ オ Ｑ２３ � ７２９ ０．９ １

剥片 オ Ｑ２３ � ５２２ １１．８ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ６７１ ５．１ １

オ Ｑ２３ � ５２３ １１．７ １ オ Ｑ２３ � ６９３ １．２ １

剥片 オ Ｑ２３ � ５４７ ６．７ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ６８３ ２．５ １

剥片 オ Ｑ２３ � ５４９ １９．５ １ オ Ｑ２３ � ６８４ ２．１ １

剥片 オ Ｑ２３ � ５５０ ９．２ １ オ Ｑ２３ � ８６４ ３．９ １

オ Ｑ２３ � ５５２ １．４ １ オ Ｑ２３ � ８６８ １．０ １

剥片 オ Ｑ２３ � ５５１ ２．９ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ６８９ ３．０ １

オ Ｑ２３ � ５５３ ９．９ １ オ Ｑ２３ � ７０２ ０．７ １

剥片 オ Ｑ２３ � ５５４ ４．９ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ６９４ ９．５ １

剥片 オ Ｑ２３ � ５５５ １８．３ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ６９５ ２．１ １

剥片 オ Ｑ２３ � ５５６ ３．３ １ オ Ｑ２３ � ８４９ １．１ １

オ Ｑ２３ � ５５７ ０．４ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ６９７ ５．８ １

剥片 オ Ｑ２３ � ５８８ ６．３ １ オ Ｑ２３ � ７００ ２．７ １

剥片 オ Ｑ２３ � ６１４ ３．５ １ オ Ｑ２３ � ７０３ ７．５ １

剥片 オ Ｑ２３ � ６２０ ４．７ １ オ Ｑ２３ � ７０６ １．８ １

剥片 オ Ｑ２３ � ６２３ １３．９ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ６９８ ５．６ １

旧白滝５遺跡

364



挿図 図版 番号 器 種 等 Sb 発掘区 層位 遺物
番号

重量
（�）

接合
点数

石質 母岩
�

接合
� 挿図 図版 番号 器 種 等 Sb 発掘区 層位 遺物

番号
重量
（�）

接合
点数

石質 母岩
�

接合
�

剥片 オ Ｑ２３ � ６９９ ３．８ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ８９ ６．７ １

オ Ｑ２３ � ７０１ １．６ １ オ Ｑ２３ � ９０ ６．８ １

オ Ｑ２３ � ７０４ ３．５ １ オ Ｑ２３ � ３２６ ２０．２ １

オ Ｑ２３ � ７０５ ３．３ １ オ Ｑ２３ � ３２７ ６．０ １

オ Ｑ２３ � ７１０ １．８ １ オ Ｑ２３ � ３２８ ３．１ １

剥片 オ Ｑ２３ � ７０７ ７．８ １ オ Ｑ２３ � ８０１ ４．４ １

剥片 オ Ｑ２３ � ７０８ ６．８ １ オ Ｑ２３ � ８０２ ２．７ １

剥片 オ Ｑ２３ � ７０９ １．９ １ オ Ｑ２３ � ８０３ １．８ １

剥片 オ Ｑ２３ � ７５４ ４．８ １ 剥片 オ Ｑ２３ � １４９ １３．０ １

オ Ｑ２３ � ７５５ １．６ １ オ Ｑ２３ � １５０ ６９．３ １

剥片 オ Ｑ２３ � ７６９ ２．６ １ オ Ｑ２３ � ４４２ １４．３ １

オ Ｑ２３ � ７７１ ０．７ １ オ Ｑ２３ � ９３３ ０．４ １

剥片 オ Ｑ２３ � ７７０ １．１ １ 剥片 オ Ｑ２３ � １７４ ４０．２ １

剥片 オ Ｑ２３ � ７７２ ６．７ １ 剥片 オ Ｑ２３ � １７５ ９０．６ １

剥片 オ Ｑ２３ � ７７３ ４．２ １ 剥片 オ Ｑ２３ � １７６ ３．９ １

剥片 オ Ｑ２３ � ７９２ １．５ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ２４１ ６２．０ １

剥片 オ Ｑ２３ � ８１７ ３．４ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ２４２ ４８．５ １

オ Ｑ２３ � ９０８ １．１ １ オ Ｑ２３ � ２７７ １３．３ １

剥片 オ Ｑ２３ � ８５８ １．３ １ オ Ｑ２３ � ７６１ １．５ １

剥片 オ Ｑ２３ � ８６３ ２．４ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ２４８ １４．４ １

剥片 オ Ｑ２３ � ８６６ １．２ １ オ Ｑ２３ � ２４９ ８．３ １

剥片 オ Ｑ２３ � ８６７ １．５ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ２６０ ９３．２ １

剥片 オ Ｑ２３ � ８６９ ３．７ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ２６１ ６．０ １

剥片 オ Ｑ２３ � ９１８ １．６ １ オ Ｑ２３ � ７４６ ３．８ １

剥片 オ Ｑ２３ � ９１９ １．０ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ４４７ ８．６ １

剥片 オ Ｑ２３ � ９２０ １．４ １ オ Ｑ２３ � ４４８ ２．４ １

�‐４３２ ２１６ ９０ 接合資料 オ １０６３．３ ８６ １ ３９２ １３２９ 剥片 オ Ｑ２３ � ４６８ ３．９ １

剥片 オ Ｐ２３ � ２６ ２２．９ １ オ Ｑ２３ � ４６９ １．８ １

オ Ｐ２３ � １４５ ２．３ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ４７０ ４４．７ １

オ Ｑ２３ � ２７６ ５８．３ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ４７１ １２．２ １

オ Ｑ２３ � ７４３ ６．８ １ オ Ｑ２３ � ４７３ １２．１ １

オ Ｑ２３ � ７４４ ５．８ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ４７２ １３．２ １

オ Ｑ２３ � ７９６ ３．８ １ オ Ｑ２３ � ４７４ １０．３ １

剥片 オ Ｐ２３ � ２９ ２．４ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ５１５ ５．８ １

オ Ｑ２３ � ２９８ １９．３ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ５８５ ０．８ １

剥片 オ Ｐ２３ � ５５ ４０．２ １ オ Ｑ２３ � ５８７ ３．７ １

オ Ｐ２３ � ６１ ２．５ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ６０３ ２．１ １

オ Ｑ２３ � ３２９ １．３ １ オ Ｑ２３ � ６０４ ２．０ １

剥片 オ Ｐ２３ � ５６ ２３．０ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ６０５ １．７ １

剥片 オ Ｐ２３ � ６８ ２．０ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ６０６ １６．３ １

オ Ｐ２３ � ６９ ０．８ １ オ Ｑ２３ � ７８１ ０．９ １

オ Ｑ２３ � ２６２ ６７．５ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ７１６ ８．１ １

オ Ｑ２３ � ４４５ １．６ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ７１７ ５．７ １

オ Ｑ２３ � ４６６ １．２ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ７１８ ５．０ １

オ Ｑ２３ � ５１０ ２．６ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ７３５ ３．８ １

剥片 オ Ｐ２３ � １０７ ２．１ １ オ Ｑ２３ � ８１９ １．２ １

オ Ｐ２３ � １０８ １．６ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ７４５ ５．７ １

オ Ｑ２３ � ７１９ ３．３ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ７７６ ２．１ １

オ Ｑ２３ � ７２０ ２．７ １ オ Ｑ２３ � ７７７ １．９ １

剥片 オ Ｐ２３ � １４７ １．０ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ７９１ ５．９ １

オ Ｐ２３ � １４８ ０．５ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ８１３ ５．０ １

オ Ｑ２３ � ６０７ ７．１ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ８３２ ４．１ １

オ Ｑ２３ � ７８２ ２．５ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ８４４ ４．８ １

剥片 オ Ｐ２３ � １４９ ０．５ １ �‐４３４ ２１７ ９１ 接合資料 オ ３０１１．２ ３１０ ３ ３９５ １３３７

オ Ｑ２３ � ５１４ ２７．６ １ 剥片 オ Ｐ２３ � １ １．１ ３

オ Ｑ２３ � ５１６ ５．５ １ オ Ｑ２３ � １２５ ２９．６ ３

オ Ｑ２３ � ７３８ １．０ １ オ Ｑ２３ � １４６ ５．４ ３

剥片 オ Ｐ２３ � １７４ ５．８ １ オ Ｑ２３ � １７２ ６．８ ３

オ Ｑ２３ � ５１２ ３．３ １ 剥片 オ Ｐ２３ � ３ １．８ ３

オ Ｑ２３ � ７３７ ４．３ １ オ Ｑ２３ � １９ ８７．７ ３

掲載接合資料一覧
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オ Ｑ２３ � ２０ ３．９ ３ オ Ｑ２３ � ９４５ ０．６ ３

オ Ｑ２３ � ２５ ８．７ ３ オ Ｑ２３ � ９４８ ０．３ ３

オ Ｑ２３ � ３６５ １．２ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � ４０ ２７．４ ３

オ Ｑ２３ � ４９２ ０．１ ３ オ Ｑ２３ � ４１ ４．２ ３

剥片 オ Ｐ２３ � ２７ １．７ ３ オ Ｑ２３ � ４２ ８．９ ３

剥片 オ Ｐ２３ � １７３ １．７ ３ オ Ｑ２３ � ７０ １５．１ ３

オ Ｑ２３ � １１１ ４．３ ３ オ Ｑ２３ � ７１ ３７．１ ３

オ Ｑ２３ � １１２ ５．４ ３ オ Ｑ２３ � ７５ ７．７ ３

オ Ｑ２３ � １１５ １．３ ３ オ Ｑ２３ � ７６ １．０ ３

オ Ｑ２３ � ５４１ １．３ ３ オ Ｑ２３ � ８４ ７．１ ３

オ Ｑ２３ � ９３５ ０．４ ３ オ Ｑ２３ � ８６ ７．１ ３

剥片 オ Ｑ２３ � １５ ２７９．６ ３ オ Ｑ２３ � ４１４ ０．９ ３

オ Ｑ２３ � ９９ １００．６ ３ オ Ｑ２３ � ９４４ ０．３ ３

オ Ｑ２３ � １００ ３．６ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � ４３ １６．４ ３

オ Ｑ２３ � １１６ ０．６ ３ オ Ｑ２３ � ４４ ０．５ ３

オ Ｑ２３ � ４３９ ０．６ ３ オ Ｑ２３ � ４５ ６．９ ３

オ Ｑ２３ � ７５０ １．３ ３ オ Ｑ２３ � ４６ ４６．７ ３

剥片 オ Ｑ２３ � １６ ５５．０ ３ オ Ｑ２３ � ４７ ２２．４ ３

オ Ｑ２３ � ３６４ ８．２ ３ オ Ｑ２３ � ４８ １４．４ ３

剥片 オ Ｑ２３ � １７ １７６．９ ３ オ Ｑ２３ � ４９ １．５ ３

オ Ｑ２３ � １８ ２４．２ ３ オ Ｑ２３ � ８５０ ０．３ ３

オ Ｑ２３ � ２３ １７．２ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � ５０ ３０．２ ３

剥片 オ Ｑ２３ � ２１ ９４．１ ３ オ Ｑ２３ � ５１ １６．７ ３

オ Ｑ２３ � ３６１ ０．６ ３ オ Ｑ２３ � ５２ １７．０ ３

オ Ｑ２３ � ３６３ １．１ ３ オ Ｑ２３ � ５３ １６．０ ３

オ Ｑ２３ � ３６６ ０．８ ３ オ Ｑ２３ � ５４ １．１ ３

オ Ｑ２３ � ８５９ ０．２ ３ オ Ｑ２３ � ５５ １．３ ３

剥片 オ Ｑ２３ � ２２ ２４．０ ３ オ Ｑ２３ � ５４０ １．０ ３

オ Ｑ２３ � １１７ ４．３ ３ オ Ｑ２３ � ８５３ ０．３ ３

オ Ｑ２３ � １１８ ４．５ ３ オ Ｑ２３ � ８６０ １．４ ３

オ Ｑ２３ � １５５ ５．３ ３ オ Ｑ２３ � ９３７ ０．３ ３

オ Ｑ２３ � １６７ １．６ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � ５６ ２．７ ３

オ Ｑ２３ � １７７ ２．６ ３ オ Ｑ２３ � ８５ １２．７ ３

オ Ｑ２３ � ９４０ １．２ ３ オ Ｑ２３ � ７７４ ０．３ ３

オ Ｑ２３ � ９４１ ０．８ ３ オ Ｑ２３ � ７８３ １．２ ３

オ Ｑ２３ � ９４９ ０．７ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � ５７ ８．１ ３

剥片 オ Ｑ２３ � ２４ ６１．５ ３ オ Ｑ２３ � １１３ ４．６ ３

オ Ｑ２３ � １０６ ３．５ ３ オ Ｑ２３ � １１４ ０．６ ３

オ Ｑ２３ � ８３４ ０．２ ３ オ Ｑ２３ � １６１ ４．３ ３

剥片 オ Ｑ２３ � ２６ ５５．７ ３ オ Ｑ２３ � ５０６ ０．７ ３

オ Ｑ２３ � ７８ １．３ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � ５８ ９．６ ３

剥片 オ Ｑ２３ � ２７ ８９．４ ３ オ Ｑ２３ � ５９ １４．８ ３

オ Ｑ２３ � １４８ ２．３ ３ オ Ｑ２３ � １４７ １１．８ ３

オ Ｑ２３ � １８０ １．４ ３ オ Ｑ２３ � １６２ ０．６ ３

剥片 オ Ｑ２３ � ２８ １７１．３ ３ オ Ｑ２３ � １８４ １．０ ３

オ Ｑ２３ � ２９ ２６．６ ３ オ Ｑ２３ � ８１５ ０．５ ３

剥片 オ Ｑ２３ � ３０ ４．０ ３ オ Ｑ２３ � ９５０ ０．３ ３

オ Ｑ２３ � ３１ ６．４ ３ オ Ｑ２３ � ９５１ ０．７ ３

オ Ｑ２３ � ３２ １７．６ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � ６０ １９．１ ３

オ Ｑ２３ � ８８ ２．４ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � ６１ １１．０ ３

オ Ｑ２３ � ５１１ １．６ ３ オ Ｑ２３ � ８７ １３．６ ３

剥片 オ Ｑ２３ � ３３ ２７．３ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � ６２ ９．９ ３

オ Ｑ２３ � ３４ ２２．０ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � ６３ ４．４ ３

剥片 オ Ｑ２３ � ３５ ３．０ ３ オ Ｑ２３ � １７８ ２．０ ３

オ Ｑ２３ � ３６ ５．８ ３ オ Ｑ２３ � ２４３ ２．１ ３

オ Ｑ２３ � ３７ ７６．７ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � ６４ ４８．０ ３

オ Ｑ２３ � ３８ １．３ ３ オ Ｑ２３ � ６５ １３．３ ３

オ Ｑ２３ � ３９ ２．５ ３ オ Ｑ２３ � ６６ ７．７ ３

オ Ｑ２３ � ７９３ ０．４ ３ オ Ｑ２３ � ６７ １．４ ３

オ Ｑ２３ � ９３６ １．１ ３ オ Ｑ２３ � ６９ ２．０ ３
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オ Ｑ２３ � ２３６ １．４ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � １０５ ４．８ ３

オ Ｑ２３ � ２３７ １．０ ３ オ Ｑ２３ � １６０ ０．７ ３

オ Ｑ２３ � ４０３ １．１ ３ オ Ｑ２３ � ３６９ ２．５ ３

オ Ｑ２３ � ８４１ ０．１ ３ オ Ｑ２３ � ３８１ ０．９ ３

オ Ｑ２３ � ８４５ ０．１ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � １０７ ６．７ ３

剥片 オ Ｑ２３ � ６８ ２１．０ ３ オ Ｑ２３ � ２７３ ０．８ ３

オ Ｑ２３ � ２４０ ４．８ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � １０８ ２．１ ３

オ Ｑ２３ � ３５９ ０．３ ３ オ Ｑ２３ � １７９ ５．８ ３

オ Ｑ２３ � ４００ ０．４ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � １０９ ６．０ ３

オ Ｑ２３ � ４０２ １．４ ３ オ Ｑ２３ � １１９ ３．９ ３

オ Ｑ２３ � ４０７ ０．２ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � １１０ ３５．１ ３

オ Ｑ２３ � ４７９ ０．２ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � １２０ ５．１ ３

オ Ｑ２３ � ７４１ １．１ ３ オ Ｑ２３ � １２１ ３．５ ３

オ Ｑ２３ � ７４２ ０．４ ３ オ Ｑ２３ � ５３８ １．６ ３

剥片 オ Ｑ２３ � ７２ ８．０ ３ オ Ｑ２３ � ５３９ ０．３ ３

オ Ｑ２３ � ７３ １０．８ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � １２２ ２．８ ３

オ Ｑ２３ � ８４０ ０．１ ３ オ Ｑ２３ � １２４ ６．６ ３

オ Ｑ２３ � ８５６ ０．２ ３ オ Ｑ２３ � ２７９ ２．８ ３

剥片 オ Ｑ２３ � ７４ ２１．３ ３ オ Ｑ２３ � ５０９ ０．２ ３

オ Ｑ２３ � ９６ ７２．６ ３ オ Ｑ２３ � ５３５ ０．８ ３

オ Ｑ２３ � ７９４ ０．９ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � １２３ １０．３ ３

オ Ｑ２３ � ８３８ ０．６ ３ オ Ｑ２３ � １３２ ２．４ ３

オ Ｑ２３ � ８６２ ０．２ ３ オ Ｑ２３ � １５１ １０．４ ３

剥片 オ Ｑ２３ � ７７ ７．２ ３ オ Ｑ２３ � １５８ ２．９ ３

オ Ｑ２３ � ４１３ ４．６ ３ オ Ｑ２３ � ２７２ ２．５ ３

オ Ｑ２３ � ５３７ ０．３ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � １２６ ５５．４ ３

剥片 オ Ｑ２３ � ８２ １９．１ ３ オ Ｑ２３ � ８１２ ０．４ ３

オ Ｑ２３ � ７６５ ０．６ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � １２７ ２５．１ ３

剥片 オ Ｑ２３ � ８３ ８．６ ３ オ Ｑ２３ � １２８ １４．０ ３

オ Ｑ２３ � ５０３ ２．０ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � １３０ ９．７ ３

オ Ｑ２３ � ５０４ ０．３ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � １３６ ０．５ ３

オ Ｑ２３ � ８０４ ０．５ ３ オ Ｑ２３ � １３７ ０．４ ３

剥片 オ Ｑ２３ � ９１ ２５．１ ３ オ Ｑ２３ � １３８ ０．７ ３

オ Ｑ２３ � ９２ ９．２ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � １５２ ３．６ ３

オ Ｑ２３ � １３３ ９．４ ３ オ Ｑ２３ � ７４９ １．４ ３

オ Ｑ２３ � １３４ １．２ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � １５３ ５．９ ３

オ Ｑ２３ � １３５ ２．１ ３ オ Ｑ２３ � ３７７ ２．４ ３

オ Ｑ２３ � ７４８ １．２ ３ オ Ｑ２３ � ８２３ ２．９ ３

オ Ｑ２３ � ８２８ ０．６ ３ オ Ｑ２３ � ８２９ ０．４ ３

オ Ｑ２３ � ８３３ ０．６ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � １５６ ３．９ ３

オ Ｑ２３ � ８４６ ３．８ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � １５７ １．０ ３

剥片 オ Ｑ２３ � ９３ ７．０ ３ オ Ｑ２３ � ４０５ ２．２ ３

オ Ｑ２３ � ９５２ ０．４ ３ オ Ｑ２３ � ４０６ １．４ ３

剥片 オ Ｑ２３ � ９４ ２４．１ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � １５９ １．６ ３

オ Ｑ２３ � ２８０ ８．０ ３ オ Ｑ２３ � １７３ ６．５ ３

剥片 オ Ｑ２３ � ９５ ９．０ ３ オ Ｑ２３ � ３６２ ０．８ ３

オ Ｑ２３ � ３６８ ４．３ ３ オ Ｑ２３ � ３７６ ３．３ ３

オ Ｑ２３ � ７８９ １．６ ３ オ Ｑ２３ � ８１１ ０．３ ３

剥片 オ Ｑ２３ � ９７ ２０．９ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � １６３ １３．０ ３

オ Ｑ２３ � ９８ ４．５ ３ オ Ｑ２３ � ７６２ ２．３ ３

オ Ｑ２３ � １０１ ７．７ ３ オ Ｑ２３ � ７６３ ０．９ ３

オ Ｑ２３ � １４０ １．４ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � １６４ ２３．３ ３

オ Ｑ２３ � ５３３ ０．４ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � １６５ ２７．８ ３

剥片 オ Ｑ２３ � １０２ ７．１ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � １６６ ２．３ ３

オ Ｑ２３ � １３１ １．６ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � １６８ ０．９ ３

オ Ｑ２３ � １３９ ３．８ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � １６９ ４６．６ ３

オ Ｑ２３ � ２９７ ０．９ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � １７０ ３．７ ３

オ Ｑ２３ � ５０１ ０．５ ３ オ Ｑ２３ � １７１ １０．１ ３

オ Ｑ２３ � ５４２ ０．６ ３ オ Ｑ２３ � ７６４ １．０ ３

オ Ｑ２３ � ８５４ ０．６ ３ オ Ｑ２３ � ７６８ ０．６ ３
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石質 母岩
�

接合
�

剥片 オ Ｑ２３ � １８１ ９．９ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � ９４２ １．６ ３

剥片 オ Ｑ２３ � １８２ ３．０ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � ９４３ ０．５ ３

剥片 オ Ｑ２３ � １８３ ２．１ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � ９４６ ０．２ ３

剥片 オ Ｑ２３ � １８５ １５．７ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � ９４７ ０．６ ３

剥片 オ Ｑ２３ � １８６ ４．８ ３ �‐４３７ ２１８ ９２ 接合資料 オ ８３７．３ ７１ １ ３８９ １３２１

剥片 オ Ｑ２３ � １８７ ６．０ ３ 剥片 オ Ｐ２３ � ２８ ２．１ １

オ Ｑ２３ � ２７１ ２．８ ３ オ Ｑ２３ � ２９２ ０．９ １

オ Ｑ２３ � ８４２ ０．４ ３ オ Ｑ２３ � ２９３ １２．７ １

剥片 オ Ｑ２３ � ２３５ ０．７ ３ オ Ｑ２３ � ３５４ １７．６ １

オ Ｑ２３ � ４０８ ４．１ ３ オ Ｑ２３ � ４５２ ７．４ １

オ Ｑ２３ � ４０９ ２．２ ３ オ Ｑ２３ � ８２２ １．２ １

剥片 オ Ｑ２３ � ２７４ ３．１ ３ 剥片 オ Ｐ２３ � ４９ ３．４ １

オ Ｑ２３ � ２７８ ０．４ ３ オ Ｐ２３ � ５０ １．７ １

剥片 オ Ｑ２３ � ２７５ ０．３ ３ オ Ｐ２３ � ６３ ５．４ １

剥片 オ Ｑ２３ � ２９１ ３．１ ３ 剥片 オ Ｐ２３ � ６４ ２８．８ １

剥片 オ Ｑ２３ � ２９６ ４．６ ３ オ Ｐ２３ � ６５ ９．０ １

剥片 オ Ｑ２３ � ３０４ １９．６ ３ 剥片 オ Ｐ２３ � １２３ ５．６ １

剥片 オ Ｑ２３ � ３６７ １．２ ３ オ Ｐ２３ � １２４ ４．４ １

剥片 オ Ｑ２３ � ３７４ １．３ ３ オ Ｑ２３ � ６９６ １．３ １

剥片 オ Ｑ２３ � ４１２ ７．７ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � １４３ １２．２ １

剥片 オ Ｑ２３ � ４７８ ０．６ ３ オ Ｑ２３ � ４８２ ５．０ １

剥片 オ Ｑ２３ � ４８３ ４．２ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � １４４ ２１．６ １

剥片 オ Ｑ２３ � ４８８ ０．９ ３ オ Ｑ２３ � １４５ ３．０ １

剥片 オ Ｑ２３ � ４９０ １．３ ３ オ Ｑ２３ � ３７５ １０．５ １

オ Ｑ２３ � ８０５ ０．３ ３ 剥片 オ Ｐ２３ � １６２ ３．８ １

剥片 オ Ｑ２３ � ４９３ ５．３ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � ３８５ ９４．５ １

剥片 オ Ｑ２３ � ４９４ １．８ ３ オ Ｑ２３ � ４０４ ４．８ １

オ Ｑ２３ � ４９５ ０．６ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � ３８６ ３９．５ １

剥片 オ Ｑ２３ � ４９６ ０．８ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � ３８７ １８．３ １

オ Ｑ２３ � ４９７ ０．６ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � ３８８ １１．８ １

剥片 オ Ｑ２３ � ４９８ ２．５ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � ３８９ １０．４ １

剥片 オ Ｑ２３ � ４９９ ３．５ ３ オ Ｑ２３ � ４０１ １．４ １

オ Ｑ２３ � ５００ １．５ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � ３９０ ４０．２ １

オ Ｑ２３ � ７５３ ４．４ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � ３９１ ４．１ １

剥片 オ Ｑ２３ � ５０２ １１．３ ３ オ Ｑ２３ � ３９７ ６．３ １

剥片 オ Ｑ２３ � ５１３ １．６ ３ オ Ｑ２３ � ７５６ ０．６ １

剥片 オ Ｑ２３ � ５３０ ２．７ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � ３９２ ５６．８ １

オ Ｑ２３ � ８００ １．１ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � ３９３ ３．４ １

剥片 オ Ｑ２３ � ５３１ １．５ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � ３９４ ２．８ １

オ Ｑ２３ � ８１６ ２．０ ３ オ Ｑ２３ � ４１８ ２．９ １

剥片 オ Ｑ２３ � ５３２ ２．５ ３ オ Ｑ２３ � ８２１ １．３ １

剥片 オ Ｑ２３ � ５３４ １．１ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � ３９５ １．８ １

オ Ｑ２３ � ７９０ １．７ ３ オ Ｑ２３ � ３９６ ９１．４ １

剥片 オ Ｑ２３ � ５３６ １．４ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � ３９８ ４．７ １

剥片 オ Ｑ２３ � ７３９ ３．１ ３ オ Ｑ２３ � ３９９ ０．９ １

オ Ｑ２３ � ７４０ ５．３ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � ４１１ １１０．０ １

剥片 オ Ｑ２３ � ７５１ ２．３ ３ オ Ｑ２３ � ８２０ ２．４ １

オ Ｑ２３ � ７５２ ０．５ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � ４１５ ２４．７ １

剥片 オ Ｑ２３ � ７５７ ０．９ ３ オ Ｑ２３ � ４１９ ０．５ １

剥片 オ Ｑ２３ � ７５８ ２．８ ３ オ Ｑ２３ � ９２１ ０．９ １

剥片 オ Ｑ２３ � ７５９ １．５ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � ４１６ １１．２ １

オ Ｑ２３ � ７６０ １．８ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � ４１７ ４．４ １

剥片 オ Ｑ２３ � ８１０ ０．８ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � ４５３ ９．０ １

剥片 オ Ｑ２３ � ８１８ ０．３ ３ オ Ｑ２３ � ４５５ ３．７ １

剥片 オ Ｑ２３ � ８２４ ４．２ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � ４５４ ８．６ １

剥片 オ Ｑ２３ � ８２５ ９．１ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � ４８０ １０．６ １

剥片 オ Ｑ２３ � ８２７ ０．７ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � ４８１ ２．５ １

剥片 オ Ｑ２３ � ８５２ ０．７ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � ４８５ ４．３ １

剥片 オ Ｑ２３ � ８５５ ０．６ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � ４８６ ６．４ １

剥片 オ Ｑ２３ � ８６１ ０．３ ３ 剥片 オ Ｑ２３ � ５０８ ６．６ １

旧白滝５遺跡
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剥片 オ Ｑ２３ � ５９９ ４．５ １ オ Ｑ２３ � ８８２ ０．５ １

剥片 オ Ｑ２３ � ６００ ４．１ １ オ Ｑ２３ � ８９３ ０．３ １

剥片 オ Ｑ２３ � ６７３ １４．９ １ 剥片 オ Ｐ２３ � １９ ６０．９ １

オ Ｑ２３ � ６７６ ２．７ １ オ Ｑ２３ � ９３１ ０．６ １

剥片 オ Ｑ２３ � ６７４ ５．３ １ 剥片 オ Ｐ２３ � ２０ ３．５ １

剥片 オ Ｑ２３ � ６７５ ３．６ １ 剥片 オ Ｐ２３ � ２１ １１．７ １

剥片 オ Ｑ２３ � ７７８ ３．２ １ オ Ｐ２３ � ３２ １４．９ １

オ Ｑ２３ � ７７９ ０．８ １ オ Ｐ２３ � ３７ １．３ １

剥片 オ Ｑ２３ � ７８０ ２．２ １ オ Ｐ２３ � １１７ ０．２ １

剥片 オ Ｑ２３ � ８０６ １２．４ １ オ Ｑ２３ � ３１４ ２．６ １

剥片 オ Ｑ２３ � ８０７ ８．７ １ オ Ｑ２３ � ６６０ ０．９ １

剥片 オ Ｑ２３ � ８１４ ２．３ １ 剥片 オ Ｐ２３ � ３０ ４．３ １

剥片 オ Ｑ２３ � ８４３ ０．９ １ オ Ｐ２３ � ３１ ２３．５ １

オ Ｑ２３ � ８５１ ０．８ １ オ Ｐ２３ � ５９ １６．７ １

剥片 オ Ｑ２３ � ８４８ ２．６ １ オ Ｑ２３ � ３０６ １４．１ １

剥片 オ Ｑ２３ � ９０６ ７．０ １ オ Ｑ２３ � ３５７ ０．９ １

�‐４３８ ２１９ ９３ 接合資料 オ ２２５６．６ ２９５ １ ３９０ １３２５ オ Ｑ２３ � ４６５ １．０ １

剥片 オ Ｐ２３ � ２ ４９．８ １ オ Ｑ２３ � ６６７ ０．７ １

オ Ｑ２３ � ２１７ ６９．４ １ 剥片 オ Ｐ２３ � ３３ １．４ １

オ Ｑ２３ � ２１８ １１１．１ １ 剥片 オ Ｐ２３ � ３４ ２４．９ １

オ Ｑ２３ � ３３１ ６．０ １ オ Ｐ２３ � ３５ ６．４ １

剥片 オ Ｐ２３ � ４ ４６．８ １ オ Ｐ２３ � ４６ １．７ １

オ Ｐ２３ � １２８ ０．１ １ オ Ｐ２３ � １１６ ０．４ １

オ Ｐ２３ � １５１ ０．２ １ オ Ｐ２３ � １６８ ０．２ １

オ Ｑ２３ � ２１５ ４９．７ １ 剥片 オ Ｐ２３ � ３６ ０．７ １

オ Ｑ２３ � ２１６ ３．６ １ オ Ｐ２３ � ４７ ２．０ １

オ Ｑ２３ � ６６６ ０．４ １ オ Ｐ２３ � ８４ ０．８ １

剥片 オ Ｐ２３ � ５ ３．５ １ オ Ｑ２３ � ２２１ ９．７ １

剥片 オ Ｐ２３ � ６ ９．３ １ オ Ｑ２３ � ３１１ １１．７ １

オ Ｐ２３ � ７ １１．８ １ オ Ｑ２３ � ９２８ ０．５ １

剥片 オ Ｐ２３ � ８ ２７．６ １ 剥片 オ Ｐ２３ � ３８ ４．３ １

オ Ｐ２３ � １０ １．５ １ オ Ｐ２３ � １５８ ０．３ １

オ Ｑ２３ � ６０１ １．３ １ オ Ｑ２３ � ４４４ １．２ １

オ Ｑ２３ � ６０２ ０．９ １ オ Ｑ２３ � ４５０ ２．３ １

剥片 オ Ｐ２３ � ９ ９．４ １ オ Ｑ２３ � ５６５ ３．９ １

剥片 オ Ｐ２３ � １４ ３．０ １ オ Ｑ２３ � ５６６ ４．９ １

オ Ｐ２３ � １６ ３．３ １ オ Ｑ２３ � ８７０ ０．６ １

オ Ｑ２３ � ２０９ １５．４ １ オ Ｑ２３ � ８７６ ０．４ １

オ Ｑ２３ � ２１１ ５．４ １ オ Ｑ２３ � ８７７ １．４ １

オ Ｑ２３ � ３５８ ０．６ １ オ Ｑ２３ � ８８８ ０．２ １

オ Ｑ２３ � ３６０ ０．５ １ 剥片 オ Ｐ２３ � ３９ １．６ １

オ Ｑ２３ � ５９０ ０．５ １ オ Ｐ２３ � ４５ ０．９ １

オ Ｑ２３ � ６３８ ０．６ １ オ Ｐ２３ � ８５ ８．９ １

オ Ｑ２３ � ６３９ １．１ １ オ Ｐ２３ � ８６ ２．２ １

オ Ｑ２３ � ９０１ ２．３ １ オ Ｑ２３ � ３３５ ３．２ １

剥片 オ Ｐ２３ � １５ １．１ １ オ Ｑ２３ � ４２０ ２．９ １

オ Ｑ２３ � ７１１ ０．６ １ オ Ｑ２３ � ６８２ ０．４ １

オ Ｑ２３ � ７１４ ０．４ １ 剥片 オ Ｐ２３ � ４２ ０．８ １

剥片 オ Ｐ２３ � １７ ６４．２ １ オ Ｐ２３ � １０１ ０．３ １

オ Ｐ２３ � ６２ ２．６ １ オ Ｑ２３ � ３４３ ３１．０ １

オ Ｐ２３ � １０５ ０．２ １ 剥片 オ Ｐ２３ � ４３ １３．１ １

剥片 オ Ｐ２３ � １８ ２６．２ １ オ Ｑ２３ � ３７０ ５．３ １

オ Ｐ２３ � ９９ ０．６ １ オ Ｑ２３ � ３８０ １．５ １

オ Ｑ２３ � ２５０ ７０．９ １ オ Ｑ２３ � ４６４ ３．０ １

オ Ｑ２３ � ３１８ ２．２ １ オ Ｑ２３ � ６８８ １．３ １

オ Ｑ２３ � ５６９ １．５ １ オ Ｑ２３ � ６９０ ２．１ １

オ Ｑ２３ � ６４２ １．１ １ オ Ｑ２３ � ７１５ ０．５ １

オ Ｑ２３ � ６５２ ０．５ １ オ Ｑ２３ � ７３０ ０．１ １

オ Ｑ２３ � ８７４ ０．２ １ オ Ｑ２３ � ９２７ １．３ １

オ Ｑ２３ � ８７５ ０．３ １ オ Ｑ２３ � ９２９ ０．９ １
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剥片 オ Ｐ２３ � ４８ １．０ １ オ Ｑ２３ � ４４３ ４．１ １

剥片 オ Ｐ２３ � ５１ ０．７ １ オ Ｑ２３ � ６１７ ０．９ １

オ Ｑ２３ � ２５６ ３４．２ １ 剥片 オ Ｐ２３ � １１５ ２．２ １

オ Ｑ２３ � ３３６ ３．８ １ オ Ｐ２３ � １５４ １．９ １

剥片 オ Ｐ２３ � ５２ ３．６ １ 剥片 オ Ｐ２３ � １１８ ０．４ １

オ Ｐ２３ � ６０ ０．５ １ 剥片 オ Ｐ２３ � １１９ ０．２ １

オ Ｐ２３ � １２２ ０．２ １ 剥片 オ Ｐ２３ � １２０ ０．１ １

剥片 オ Ｐ２３ � ５８ ４．４ １ 剥片 オ Ｐ２３ � １２７ ０．２ １

オ Ｐ２３ � ７７ １．２ １ オ Ｑ２３ � ２１０ １５．７ １

オ Ｐ２３ � ９１ ０．９ １ オ Ｑ２３ � ２３３ ２．１ １

オ Ｑ２３ � ２５３ ４６．１ １ オ Ｑ２３ � ５５９ ０．９ １

オ Ｑ２３ � ２５４ ２１．１ １ オ Ｑ２３ � ６５４ ０．４ １

オ Ｑ２３ � ６４１ ０．９ １ オ Ｑ２３ � ６６８ ０．３ １

剥片 オ Ｐ２３ � ７０ ０．９ １ オ Ｑ２３ � ８５７ ０．２ １

オ Ｑ２３ � ８８６ １．５ １ 剥片 オ Ｐ２３ � １３０ １．０ １

剥片 オ Ｐ２３ � ７１ １．０ １ 剥片 オ Ｐ２３ � １３１ ０．４ １

オ Ｐ２３ � １３８ ０．３ １ オ Ｐ２３ � １６０ １．１ １

オ Ｐ２３ � １４２ ０．７ １ オ Ｑ２３ � ５６７ ０．８ １

オ Ｑ２３ � ３１３ １．９ １ オ Ｑ２３ � ５６８ ２．５ １

剥片 オ Ｐ２３ � ７３ ０．６ １ オ Ｑ２３ � ５９７ １．０ １

オ Ｐ２３ � １０６ ０．３ １ オ Ｑ２３ � ６１０ １．３ １

オ Ｑ２３ � ３５３ ６．３ １ 剥片 オ Ｐ２３ � １３２ ０．５ １

オ Ｑ２３ � ５２４ １．３ １ 剥片 オ Ｐ２３ � １３３ ０．４ １

剥片 オ Ｐ２３ � ７４ ０．５ １ 剥片 オ Ｐ２３ � １３５ ０．３ １

オ Ｐ２３ � １００ ０．５ １ オ Ｑ２３ � ２１２ ４．０ １

オ Ｑ２３ � ２０６ ２９．４ １ オ Ｑ２３ � ２１３ ４０．８ １

オ Ｑ２３ � ２０７ ２１．１ １ オ Ｑ２３ � ２１４ ２．３ １

剥片 オ Ｐ２３ � ７６ ２．１ １ オ Ｑ２３ � ２２５ ３．５ １

剥片 オ Ｐ２３ � ８７ ０．４ １ 剥片 オ Ｐ２３ � １３６ ０．１ １

オ Ｑ２３ � ２２２ １２．７ １ オ Ｑ２３ � ２０３ ５６．１ １

オ Ｑ２３ � ２２３ １９．９ １ オ Ｑ２３ � ２０４ ２３．８ １

オ Ｑ２３ � ９２６ ０．５ １ オ Ｑ２３ � ２０５ ５．６ １

剥片 オ Ｐ２３ � ８８ ０．５ １ オ Ｑ２３ � ２０８ １．２ １

オ Ｐ２３ � ９２ ０．３ １ オ Ｑ２３ � ３５６ ０．５ １

オ Ｑ２３ � ６５３ ０．４ １ オ Ｑ２３ � ５７８ ０．５ １

剥片 オ Ｐ２３ � ９３ ２．８ １ オ Ｑ２３ � ８７１ ０．１ １

オ Ｑ２３ � ２４４ ７６．９ １ 剥片 オ Ｐ２３ � １３７ ０．１ １

オ Ｑ２３ � ２４５ １７．４ １ 剥片 オ Ｐ２３ � １４０ ０．９ １

オ Ｑ２３ � ３７１ １．６ １ オ Ｑ２３ � ３３２ ４３．１ １

オ Ｑ２３ � ３７２ ４．５ １ オ Ｑ２３ � ３３３ １７．５ １

オ Ｑ２３ � ４４０ １．３ １ オ Ｑ２３ � ３３４ ７．２ １

オ Ｑ２３ � ６５５ ０．４ １ オ Ｑ２３ � ４４１ １．３ １

剥片 オ Ｐ２３ � ９４ ０．２ １ オ Ｑ２３ � ７２７ ０．１ １

オ Ｑ２３ � ５８９ １．６ １ 剥片 オ Ｐ２３ � １５２ ２．１ １

剥片 オ Ｐ２３ � ９５ ０．６ １ オ Ｑ２３ � ４６１ １０．６ １

剥片 オ Ｐ２３ � ９６ ０．４ １ 剥片 オ Ｐ２３ � １５３ ２．４ １

オ Ｑ２３ � ３５１ ８．１ １ 剥片 オ Ｐ２３ � １５５ １．５ １

剥片 オ Ｐ２３ � ９７ ０．５ １ 剥片 オ Ｐ２３ � １５６ ０．２ １

剥片 オ Ｐ２３ � ９８ ０．４ １ 剥片 オ Ｐ２３ � １５７ １．２ １

オ Ｑ２３ � ２２６ ５５．５ １ オ Ｑ２３ � ８８７ ０．７ １

オ Ｑ２３ � ６３３ ０．６ １ 剥片 オ Ｐ２３ � １５９ １．６ １

オ Ｑ２３ � ７２３ ０．３ １ 剥片 オ Ｐ２３ � １６６ ０．８ １

剥片 オ Ｐ２３ � １０２ ５．７ １ オ Ｑ２３ � ３３０ １２．５ １

剥片 オ Ｐ２３ � １０３ １．２ １ 剥片 オ Ｐ２３ � １６７ １．１ １

剥片 オ Ｐ２３ � １０９ ０．２ １ オ Ｑ２３ � ５２６ ０．５ １

オ Ｑ２３ � ３４４ ４７．３ １ 剥片 オ Ｐ２３ � １６９ ０．８ １

オ Ｑ２３ � ４５８ ３．７ １ 剥片 オ Ｐ２３ � １７０ ０．５ １

剥片 オ Ｐ２３ � １１２ １．０ １ 剥片 オ Ｐ２３ � １７１ ０．３ １

オ Ｐ２３ � １１３ １．１ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ２１９ １４．２ １

剥片 オ Ｐ２３ � １１４ １．４ １ オ Ｑ２３ � ２２０ １１．４ １
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オ Ｑ２３ � ５４８ ０．４ １ オ Ｑ２３ � ６５１ １．１ １

剥片 オ Ｑ２３ � ２２４ ２０．２ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ６６１ ０．７ １

オ Ｑ２３ � ５４５ ０．６ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ６６２ ０．５ １

剥片 オ Ｑ２３ � ２２７ ２０．４ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ７１２ ０．３ １

オ Ｑ２３ � ２２８ ６．９ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ７１３ ０．３ １

オ Ｑ２３ � ２２９ １８．６ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ７２２ ０．３ １

オ Ｑ２３ � ３４２ ５．７ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ７３３ １．２ １

オ Ｑ２３ � ４４６ １．１ １ オ Ｑ２３ � ７３４ ０．４ １

オ Ｑ２３ � ４４９ ０．６ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ８７２ ０．３ １

剥片 オ Ｑ２３ � ２３０ ３．８ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ８７８ ３．７ １

オ Ｑ２３ � ２３１ ４．１ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ８９６ １．８ １

剥片 オ Ｑ２３ � ２３２ ９．８ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ９３０ ０．３ １

オ Ｑ２３ � ４３４ ０．６ １ �‐４４０ ２２０ ９４ 接合資料 ク ３７８．０ ４１ １ ４２０ １４２６

剥片 オ Ｑ２３ � ２３４ １．５ １ 剥片 ク Ｌ３３ � ２８ １０．２ １

剥片 オ Ｑ２３ � ２４６ ７５．４ １ ク Ｍ３３ � １６７ ３．３ １

オ Ｑ２３ � ４２３ １２．０ １ 剥片 ク Ｌ３３ � ３６ ３４．９ １

オ Ｑ２３ � ８９８ ０．４ １ �‐４０２ ２０２ ４７ 石刃 ク Ｌ３４ � １３０ ３６．９ １

剥片 オ Ｑ２３ � ２４７ ３９．４ １ ク Ｌ３５ � ９ １０．８ １

オ Ｑ２３ � ３０５ １５．４ １ ク Ｍ３５ � ５ ２０．４ １

剥片 オ Ｑ２３ � ２５１ ２７．３ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ８７６ １．７ １

オ Ｑ２３ � ２５２ １７．２ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ８７７ ４．１ １

オ Ｑ２３ � ２５５ ２．４ １ ク Ｌ３４ � ８７８ １．８ １

オ Ｑ２３ � ３１２ ３．８ １ ク Ｌ３４ � ８９１ ４．２ １

オ Ｑ２３ � ７２８ ０．２ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ８９２ ２．９ １

剥片 オ Ｑ２３ � ２５７ ４１．７ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １１２９ ３．９ １

オ Ｑ２３ � ７３６ ０．５ １ ク Ｌ３４ � １５７７ ２．７ １

剥片 オ Ｑ２３ � ２５８ ３９．２ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １３１７ ４．１ １

剥片 オ Ｑ２３ � ３０７ １３．８ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １３２２ １．５ １

オ Ｑ２３ � ３０８ ４．１ １ ク Ｍ３４ � ４８７ １４．３ １

オ Ｑ２３ � ３０９ ４．３ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １５７５ ５．１ １

剥片 オ Ｑ２３ � ３１０ ２５．４ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １５７６ ２．８ １

オ Ｑ２３ � ６８１ １．５ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １５７８ ２．４ １

剥片 オ Ｑ２３ � ３１５ ８．４ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １６７３ ３．４ １

剥片 オ Ｑ２３ � ３１９ ６６．０ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １８２８ １．５ １

オ Ｑ２３ � ６１１ １．２ １ ク Ｍ３４ � ５９４ ２．２ １

剥片 オ Ｑ２３ � ３３７ ４．７ １ 剥片 ク Ｍ３３ � ８８ ３．４ １

剥片 オ Ｑ２３ � ３５２ １１．１ １ 剥片 ク Ｍ３３ � １０８ ５．４ １

剥片 オ Ｑ２３ � ４１０ ０．９ １ 剥片 ク Ｍ３３ � １０９ １３．１ １

オ Ｑ２３ � ６８６ ０．２ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ８９ ３０．７ １

剥片 オ Ｑ２３ � ４５６ ２．７ １ ク Ｍ３４ � ９１ １７．５ １

オ Ｑ２３ � ７３１ ０．５ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ９０ １０．２ １

剥片 オ Ｑ２３ � ４５７ １．１ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ９３ ２０．７ １

剥片 オ Ｑ２３ � ４５９ ２．６ １ ク Ｍ３４ � ２５０ ９．９ １

剥片 オ Ｑ２３ � ４６０ ２．９ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ６４７ ６．８ １

剥片 オ Ｑ２３ � ４６２ ２．６ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ８６７ ５．０ １

剥片 オ Ｑ２３ � ４６３ ４．６ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ８６８ ２．４ １

剥片 オ Ｑ２３ � ４６７ ２．０ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ８６９ ３．２ １

剥片 オ Ｑ２３ � ５２５ ０．２ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ８７０ ２．２ １

剥片 オ Ｑ２３ � ５２７ ０．１ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ８７１ ５．５ １

オ Ｑ２３ � ８７３ ０．６ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ８７２ ７．６ １

剥片 オ Ｑ２３ � ５２８ ２．０ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ８７３ ５１．４ １

剥片 オ Ｑ２３ � ５２９ １．１ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ８７４ ３．０ １

剥片 オ Ｑ２３ � ５５８ ０．７ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ８７５ １．１ １

剥片 オ Ｑ２３ � ５６０ １．６ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ８７６ ３．８ １

オ Ｑ２３ � ５９８ ０．８ １ �‐４４１ ２２０ ９５ 接合資料 ク ７２７．８ ４９ １ ４０３ １３５２

剥片 オ Ｑ２３ � ５９１ １．０ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ３６ ４８．６ １

オ Ｑ２３ � ５９２ １．１ １ ク Ｌ３４ � ３７ ７．５ １

剥片 オ Ｑ２３ � ５９３ ０．３ １ ク Ｌ３４ � １２５ ８．７ １

剥片 オ Ｑ２３ � ５９４ １０．１ １ ク Ｌ３４ � ８３１ ３．８ １

剥片 オ Ｑ２３ � ６４０ ２．４ １ ク Ｌ３４ � １５８８ ４．７ １

掲載接合資料一覧
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剥片 ク Ｌ３４ � ６６ ３８．９ １ ク Ｍ３４ � ４９１ ２０．１ １

剥片 ク Ｌ３４ � ８６ ３．０ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ８０５ ４．８ １

ク Ｍ３４ � ５１８ １２．１ １ ク Ｌ３４ � １６３６ ２．４ １

剥片 ク Ｌ３４ � ９２ ７．６ １ ク Ｍ３４ � ９３９ ５．４ １

剥片 ク Ｌ３４ � ９８ １２．１ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ８０６ １．１ １

剥片 ク Ｌ３４ � １０１ ８．２ １ ク Ｌ３４ � １１３０ ３．２ １

剥片 ク Ｌ３４ � １２３ ２．４ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ８６３ １０．３ １

剥片 ク Ｌ３４ � １３９ ４．２ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ８６４ ５．６ １

ク Ｍ３４ � １０７ ４．７ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １１２５ ３．８ １

剥片 ク Ｌ３４ � １８８ ２０．５ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １１３１ ４．４ １

剥片 ク Ｌ３４ � １８９ １１９．０ １ ク Ｌ３４ � １６４３ ０．４ １

剥片 ク Ｌ３４ � ４６１ ８４．０ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １１４４ ３．１ １

ク Ｌ３４ � １５９５ ４．４ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １１４５ ４．１ １

剥片 ク Ｌ３４ � ４７７ ２．９ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １１４６ ６．２ １

剥片 ク Ｌ３４ � １３３４ ４．７ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １１４７ ３．９ １

剥片 ク Ｌ３４ � １５８９ ２．０ １ ク Ｌ３４ � １６４８ １．０ １

剥片 ク Ｌ３４ � １５９０ ３．１ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １３２３ ２．１ １

ク Ｍ３４ � ３７ ８４．６ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １６３５ ５．４ １

剥片 ク Ｌ３４ � １５９１ ２．５ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １６３９ ３．３ １

ク Ｍ３４ � １６８ １４．５ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １６４０ ４．９ １

剥片 ク Ｌ３４ � １５９２ ５．６ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １６４１ １．４ １

剥片 ク Ｌ３４ � １５９３ ６．８ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １６４２ １．０ １

剥片 ク Ｌ３４ � １５９４ ０．９ １ ク Ｍ３４ � ６５８ １．０ １

剥片 ク Ｌ３４ � １７７３ １．８ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １６４４ １．９ １

剥片 ク Ｌ３４ � １９６３ ２．５ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １６４５ ４．７ １

剥片 ク Ｍ３４ � ５７ ３４．２ １ ク Ｍ３４ � ９３８ １．１ １

剥片 ク Ｍ３４ � ７６ ４．５ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １６４６ ６．０ １

剥片 ク Ｍ３４ � １６７ １２．２ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １６４７ １．６ １

剥片 ク Ｍ３４ � ２０５ １２．７ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １６７５ １．９ １

剥片 ク Ｍ３４ � ２０６ １６．４ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １６７６ ２．０ １

剥片 ク Ｍ３４ � ２０７ １２．８ １ ク Ｍ３４ � ９４５ １．７ １

剥片 ク Ｍ３４ � ２１０ １０．９ １ 剥片 ク Ｍ３３ � ８７ ５．７ １

剥片 ク Ｍ３４ � ５１９ ９．５ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ４８４ ７．１ １

剥片 ク Ｍ３４ � ６８６ ９．０ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ４９０ ３．８ １

剥片 ク Ｍ３４ � ８８６ １９．５ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ５１１ １３．３ １

剥片 ク Ｍ３４ � ８８７ ３．０ １ ク Ｍ３４ � ９４４ １．３ １

剥片 ク Ｍ３４ � ８８８ ８．９ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ５１２ １５．３ １

剥片 ク Ｍ３４ � ８８９ １３．７ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ５１３ ９．２ １

剥片 ク Ｍ３４ � ８９０ ２．７ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ５９３ ３．９ １

剥片 ク Ｍ３４ � １０２６ ２．２ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ６０９ １．９ １

剥片 ク Ｍ３４ � １０２７ ２．５ １ ク Ｍ３４ � ９４１ ３．５ １

剥片 ク Ｍ３４ � １０２８ ２．３ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ６１０ ４．３ １

�‐４０２ ２０３ ４９ 石刃 ク Ｍ３５ � １３ １１．９ １ ク Ｍ３４ � ９４９ ０．３ １

�‐４０２ ２０３ ５０ 石刃 ク Ｍ３５ � ２７ １２．６ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ６６０ １．７ １

�‐４４２ ２２１ ９６ 接合資料 ク ３８４．６ ６７ １ ４０４ １３５３ 剥片 ク Ｍ３４ � ６６１ ５．７ １

剥片 ク Ｌ３３ � ３５ ２．０ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ９３７ ３．２ １

剥片 ク Ｌ３３ � ９３ ２．８ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ９４０ １．０ １

剥片 ク Ｌ３３ � ９４ ６．０ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ９４２ ２．１ １

剥片 ク Ｌ３３ � ９５ １．３ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ９４３ ５２．１ １

ク Ｌ３３ � ９６ ０．６ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ９４６ ０．６ １

ク Ｍ３４ � ６５７ ２．３ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ９４７ １．９ １

剥片 ク Ｌ３４ � ４７９ ２１．９ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ９４８ ４．０ １

剥片 ク Ｌ３４ � ４８０ ４．７ １ �‐４４３ ２２１ ９７ 接合資料 ク ６８４．４ １３０ １ ４０７ １３６６

剥片 ク Ｌ３４ � ４９６ １１．９ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ６５ １２．３ １

剥片 ク Ｌ３４ � ４９７ ２２．６ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １１９ ９．０ １

ク Ｌ３４ � １６３７ ６．７ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １２０ ３１．６ １

ク Ｌ３４ � １６３８ ４．３ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １３８ １０．４ １

剥片 ク Ｌ３４ � ５０９ ２０．８ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １７０ １２．７ １

剥片 ク Ｌ３４ � ７９９ １０．０ １ ク Ｍ３４ � １４５ ３．５ １

剥片 ク Ｌ３４ � ８０４ ５．０ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ２６１ ４．９ １
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剥片 ク Ｌ３４ � ２６２ ３．９ １ ク Ｍ３４ � ３４４ ２．６ １

ク Ｌ３４ � ２６３ ３．４ １ ク Ｍ３４ � ８０３ ０．４ １

剥片 ク Ｌ３４ � ２６４ ９．２ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １３２６ １．５ １

剥片 ク Ｌ３４ � ２６５ ５．８ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １５０７ １．９ １

剥片 ク Ｌ３４ � ２６６ ６．７ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １５０８ ３．６ １

剥片 ク Ｌ３４ � ２６７ ４．１ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １５１０ １．７ １

剥片 ク Ｌ３４ � ２７８ ４．６ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １５１１ ３．３ １

ク Ｍ３４ � ２５５ ６．８ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １５１２ １．５ １

剥片 ク Ｌ３４ � ２９８ ９．５ １ ク Ｍ３３ � １５２ ３．６ １

剥片 ク Ｌ３４ � ３０５ ４．８ １ ク Ｍ３４ � ７９４ ２．１ １

剥片 ク Ｌ３４ � ３０６ １２．２ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １５１３ １．７ １

ク Ｍ３４ � ７９２ ０．４ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １５１４ ８．９ １

剥片 ク Ｌ３４ � ３１０ ５．４ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １５１６ ２．９ １

剥片 ク Ｌ３４ � ３１１ ５．０ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １５１７ ２．８ １

ク Ｍ３４ � ３４５ １．０ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １５１８ ０．８ １

ク Ｍ３４ � ３４６ ２．０ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １５１９ ２．４ １

ク Ｍ３４ � ８０１ ０．８ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １５２０ ２．２ １

剥片 ク Ｌ３４ � ３１２ ６．１ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １５２１ ２．１ １

剥片 ク Ｌ３４ � ３１３ ３．０ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １５２２ １．１ １

ク Ｍ３４ � ７９９ １．７ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １５２３ １．８ １

剥片 ク Ｌ３４ � ３１４ ５．０ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １５２４ １０．０ １

ク Ｌ３４ � ４０４ ２．８ １ ク Ｌ３４ � １５２５ ０．５ １

剥片 ク Ｌ３４ � ３１８ ３．９ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １５２７ １．８ １

剥片 ク Ｌ３４ � ４１４ １１．７ １ ク Ｍ３４ � ２４１ ４．２ １

ク Ｍ３４ � ６９３ ８．１ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １８８１ ０．９ １

剥片 ク Ｌ３４ � ４１５ ２．４ １ ク Ｍ３４ � ７９５ １．８ １

剥片 ク Ｌ３４ � ４１６ １０．２ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ５８ ５０．９ １

ク Ｌ３４ � ７０９ ２．９ １ 剥片 ク Ｍ３４ � １０６ ８．１ １

ク Ｌ３４ � ７１０ １．７ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ２４６ ９．３ １

剥片 ク Ｌ３４ � ４２５ ２．０ １ ク Ｍ３４ � ６９０ ２．７ １

剥片 ク Ｌ３４ � ４５４ ３．９ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ２４７ ５．８ １

ク Ｌ３４ � ８００ ２．２ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ２４８ ８．３ １

ク Ｌ３４ � １１１９ ８．４ １ ク Ｍ３４ � ７９６ ０．７ １

剥片 ク Ｌ３４ � ６８１ ７．５ １ ク Ｍ３４ � ８１８ １．８ １

剥片 ク Ｌ３４ � ６８７ ３．７ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ２６７ ４．０ １

ク Ｍ３４ � ６６６ １５．７ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ３１５ ２．０ １

剥片 ク Ｌ３４ � ６９５ ５．２ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ３２３ ３．１ １

剥片 ク Ｌ３４ � ６９６ ２．１ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ３２４ ３．６ １

剥片 ク Ｌ３４ � ７５４ ２６．２ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ３２８ ２．７ １

剥片 ク Ｌ３４ � ７６５ ３．７ １ ク Ｍ３４ � １１４４ １．１ １

剥片 ク Ｌ３４ � ７６６ １．９ １ ク Ｍ３４ � １１４５ １．１ １

剥片 ク Ｌ３４ � ７７８ ８．５ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ３３１ １８．７ １

剥片 ク Ｌ３４ � ７７９ ５．７ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ４５３ ９．２ １

剥片 ク Ｌ３４ � ８３２ ４．６ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ４５５ ２．６ １

剥片 ク Ｌ３４ � ８３３ ５．３ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ４７１ ２．７ １

剥片 ク Ｌ３４ � ８７９ ２．９ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ４７４ ２．４ １

剥片 ク Ｌ３４ � ８８０ ２．６ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ４９６ ３．０ １

剥片 ク Ｌ３４ � ８９３ ９．７ １ ク Ｍ３４ � ７８６ １．１ １

ク Ｌ３４ � １５２６ １．８ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ４９８ ２．７ １

ク Ｍ３４ � ８０２ ０．６ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ５９１ １．３ １

剥片 ク Ｌ３４ � １１１７ ０．８ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ５９２ ９．０ １

ク Ｍ３４ � ３２９ ２．２ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ６０４ ４．７ １

剥片 ク Ｌ３４ � １１１８ ６．９ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ６６４ ２１．５ １

剥片 ク Ｌ３４ � １１２２ ２．８ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ６９１ ４．６ １

ク Ｍ３４ � ７９１ ０．９ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ６９２ ３．０ １

剥片 ク Ｌ３４ � １１２３ ５．２ １ ク Ｍ３４ � ７９７ ２．３ １

ク Ｌ３４ � １５１５ ４．６ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ７７９ ２．５ １

剥片 ク Ｌ３４ � １１２４ ６．０ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ７８７ ０．２ １

剥片 ク Ｌ３４ � １３２４ １．２ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ７８８ １．５ １

ク Ｌ３４ � １３２５ １．９ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ７９３ ２．１ １

掲載接合資料一覧
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剥片 ク Ｍ３４ � ８００ ０．７ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １１２１ ３．０ １

剥片 ク Ｍ３４ � １１３１ ２８．１ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １５０４ ２．４ １

剥片 ク Ｍ３４ � １１４６ １．０ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １５０５ ２．８ １

�‐４４５ ２２３ １０１ 接合資料 ク ６４１．３ ４５ １ ４０７ １３６７ 剥片 ク Ｌ３４ � １５０６ １．６ １

剥片 ク Ｌ３４ � ３３ ３２．９ １ 剥片 ク Ｌ３５ � ７５ １．３ １

ク Ｍ３４ � ２９ １６５．３ １ ク Ｍ３４ � ３２２ ４．４ １

ク Ｍ３４ � ９３２ １６．６ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ７１ ２４．２ １

剥片 ク Ｌ３４ � ３４ ４９．９ １ 剥片 ク Ｍ３４ � １１７ ５．０ １

ク Ｌ３４ � １８９２ １．２ １ 剥片 ク Ｍ３４ � １９３ ８．０ １

剥片 ク Ｌ３４ � １７３ １４．９ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ２４９ ７．０ １

ク Ｌ３４ � ４２４ ３．８ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ７８５ １．０ １

ク Ｌ３４ � ４４２ ３．０ １ 剥片 ク Ｍ３４ � １１６４ ０．６ １

剥片 ク Ｌ３４ � １７９ ７．９ １ �‐４４６ ２２３ １０３ 接合資料 ク ８５５．６ １２８ １ ４０９ １３８３

ク Ｍ３４ � １５８ ４．０ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ２４ ８０．８ １

剥片 ク Ｌ３４ � ４２１ １１．２ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ２５ ２９．４ １

剥片 ク Ｌ３４ � １６２６ ３．８ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ４９ ２４．０ １

剥片 ク Ｌ３４ � １６２７ ２．９ １ ク Ｌ３４ � ５０ ４．９ １

剥片 ク Ｌ３４ � １６２８ １．７ １ ク Ｍ３４ � ４４０ ２．６ １

剥片 ク Ｌ３４ � １６２９ １．８ １ ク Ｍ３４ � ４４２ １．８ １

剥片 ク Ｌ３４ � １６３０ １．０ １ ク Ｍ３４ � ９０６ ５．７ １

剥片 ク Ｌ３４ � １６３１ １．３ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １０３ ６．１ １

剥片 ク Ｌ３４ � １６３２ １．７ １ ク Ｍ３４ � ８９５ １．９ １

剥片 ク Ｌ３４ � １６３３ ４．３ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １３６ ８．３ １

剥片 ク Ｌ３４ � １６３４ ２．９ １ ク Ｌ３４ � １３７ ７．３ １

剥片 ク Ｍ３４ � ４３ ３２．１ １ ク Ｍ３４ � １２０ １０．７ １

ク Ｍ３４ � ６６８ ２．３ １ ク Ｍ３４ � ９６２ ６．２ １

剥片 ク Ｍ３４ � ４４ １２．３ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １５２ ２．５ １

剥片 ク Ｍ３４ � ４６ ３９．０ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １７７ ７．９ １

剥片 ク Ｍ３４ � ７０ ６１．２ １ ク Ｌ３４ � ２００ １７．９ １

剥片 ク Ｍ３４ � １３１ １９．０ １ ク Ｌ３４ � ２０１ ２．１ １

ク Ｍ３４ � １５３ ４．８ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １９５ ２４．０ １

剥片 ク Ｍ３４ � １３３ １１．２ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ２０３ ５．３ １

ク Ｍ３４ � １４９ ５．１ １ ク Ｍ３４ � ８５ ９．３ １

剥片 ク Ｍ３４ � １４７ １６．９ １ ク Ｍ３４ � ８９４ ０．６ １

剥片 ク Ｍ３４ � １４８ ９．９ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ２０４ １．５ １

剥片 ク Ｍ３４ � １５４ １０．３ １ ク Ｍ３４ � １７６ ８．０ １

剥片 ク Ｍ３４ � １６６ ５．４ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ２０５ ４．１ １

剥片 ク Ｍ３４ � ２６９ １０．３ １ ク Ｌ３４ � １６８１ ０．４ １

剥片 ク Ｍ３４ � ３２６ １５．１ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ２１９ ２．７ １

剥片 ク Ｍ３４ � ３７８ ９．８ １ ク Ｍ３４ � １８８ ４．６ １

剥片 ク Ｍ３４ � ３７９ ２．４ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ２３８ ７．８ １

剥片 ク Ｍ３４ � ４５８ １３．７ １ ク Ｌ３４ � ２３９ １．８ １

剥片 ク Ｍ３４ � ６６７ １３．６ １ ク Ｌ３４ � ２７５ ９．３ １

剥片 ク Ｍ３４ � ９３３ ２．６ １ ク Ｌ３４ � ２７６ １．８ １

剥片 ク Ｍ３４ � ９３４ １．０ １ ク Ｍ３４ � ８９６ １．５ １

剥片 ク Ｍ３４ � ９３５ １．９ １ ク Ｍ３４ � ９８１ ５．８ １

剥片 ク Ｍ３４ � ９３６ ５．０ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ２４１ １．９ １

剥片 ク Ｍ３４ � １１６５ １．７ １ ク Ｌ３４ � ２４２ １．７ １

剥片 ク Ｍ３４ � １１６６ ２．６ １ ク Ｌ３４ � １６１３ ０．９ １

�‐４４６ ２２３ １０２ 接合資料 ク １９０．８ ２２ １ ４０７ １３６８ 剥片 ク Ｌ３４ � ２４６ ４．５ １

剥片 ク Ｌ３４ � ８０ １５．５ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ２５４ ２．１ １

ク Ｌ３４ � ２０９ ４．０ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ２９６ ３．１ １

剥片 ク Ｌ３４ � １４５ １４．１ １ ク Ｌ３４ � ２９７ ２．７ １

剥片 ク Ｌ３４ � ２２１ ４６．５ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ３５７ ４．９ １

剥片 ク Ｌ３４ � ２２２ ２６．０ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ３６４ １．１ １

剥片 ク Ｌ３４ � ２３６ ６．７ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ４０９ ５．１ １

剥片 ク Ｌ３４ � ２７１ ３．５ １ ク Ｌ３４ � ６５２ ３．６ １

剥片 ク Ｌ３４ � ７９５ ５．３ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ４１０ ３．０ １

剥片 ク Ｌ３４ � ７９６ ５．６ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ４８４ １２．１ １

剥片 ク Ｌ３４ � １１２０ ２．３ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ５３７ ５．０ １

旧白滝５遺跡
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剥片 ク Ｌ３４ � ５４１ ４．４ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ２８７ ３．８ １

ク Ｌ３４ � １６０６ ０．５ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ３７１ ５．５ １

ク Ｍ３４ � ２１３ ５．９ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ４０５ ２．１ １

ク Ｍ３４ � ２１４ １．３ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ４０６ １．５ １

剥片 ク Ｌ３４ � ６５１ ５．６ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ５１５ ４．４ １

剥片 ク Ｌ３４ � ６５３ ３．４ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ８９１ ４．８ １

ク Ｍ３４ � ３１８ ５．８ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ８９３ ７．５ １

ク Ｍ３４ � ９７０ ９．６ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ８９７ １．０ １

剥片 ク Ｌ３４ � ８５９ ２．２ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ８９８ ２．６ １

剥片 ク Ｌ３４ � ８６６ ３．９ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ８９９ ０．５ １

剥片 ク Ｌ３４ � １５９６ ２．２ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ９００ ４．３ １

ク Ｍ３４ � ８９２ １．０ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ９０１ １．２ １

剥片 ク Ｌ３４ � １５９７ １．３ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ９０３ １．６ １

剥片 ク Ｌ３４ � １５９８ ０．７ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ９０４ １．３ １

ク Ｌ３４ � １５９９ ５．３ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ９０５ ２．８ １

剥片 ク Ｌ３４ � １６００ ２．２ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ９０７ ３．５ １

剥片 ク Ｌ３４ � １６０１ ２．７ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ９０９ ４．０ １

剥片 ク Ｌ３４ � １６０２ １．１ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ９５８ ２．９ １

剥片 ク Ｌ３４ � １６０３ ８．３ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ９５９ ０．８ １

ク Ｌ３４ � １６０４ ５．３ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ９６０ ２．３ １

剥片 ク Ｌ３４ � １６０５ ２．８ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ９６１ ４．０ １

ク Ｌ３４ � １６８０ ３．１ １ �‐４４８ ２２４ １０５ 接合資料 ク ３６４．８ ３１ １ ４００ １３４７

ク Ｌ３４ � １６９１ １．５ １ 剥片 ク Ｌ３３ � ３３ ５．６ １

ク Ｌ３４ � １６９６ １．６ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ４６ ３５．７ １

剥片 ク Ｌ３４ � １６０７ ４．０ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ５５ １３．０ １

ク Ｍ３４ � ９０２ １．４ １ ク Ｌ３４ � ２２０ ３．１ １

剥片 ク Ｌ３４ � １６０８ ４．２ １ ク Ｌ３４ � ７７２ ６．０ １

－ ２２３ １３２ 石刃 ク Ｌ３４ � １６０９ ６．３ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ８３ ３．７ １

剥片 ク Ｌ３４ � １６１１ ０．５ １ ク Ｌ３４ � ５２８ １２．４ １

剥片 ク Ｌ３４ � １６１２ ０．７ １ ク Ｌ３４ � ５２９ １６．９ １

剥片 ク Ｌ３４ � １６７９ ０．４ １ ク Ｌ３４ � ５５０ ４．９ １

剥片 ク Ｌ３４ � １６８２ １．４ １ ク Ｌ３４ � ５６０ １．２ １

ク Ｍ３４ � ５０９ ２．９ １ ク Ｌ３４ � ７７１ １．２ １

剥片 ク Ｌ３４ � １６８５ １．６ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ５３０ ３．０ １

剥片 ク Ｌ３５ � ５３ ９．０ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ５３５ ４１．５ １

剥片 ク Ｌ３５ � ５４ ２．６ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ５３６ ２１．０ １

剥片 ク Ｍ３４ � １５ ３５．８ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ５４８ １９．０ １

ク Ｍ３４ � １１９ ３３．８ １ ク Ｌ３４ � ５４９ ４．２ １

ク Ｍ３４ � １７１ ８．０ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ５８７ ７．０ １

ク Ｍ３４ � １８９ ５．７ １ ク Ｌ３４ � ５８８ ２．３ １

ク Ｍ３４ � ９６３ １．０ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ７６９ ３．１ １

剥片 ク Ｍ３４ � １６ ６２．５ １ ク Ｌ３４ � ７７０ ３．０ １

剥片 ク Ｍ３４ � １７ ２７．２ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ７７４ ３．９ １

ク Ｍ３４ � ９６４ ０．４ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ７７５ ５．２ １

ク Ｍ３４ � ９６５ ０．９ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ７７６ １０．３ １

剥片 ク Ｍ３４ � １８ ２０．８ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ７８０ １．６ １

ク Ｍ３４ � ４５２ ２．７ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ７８１ ４．５ １

剥片 ク Ｍ３４ � ６４ ２９．６ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ７８２ ４．８ １

ク Ｍ３４ � １２８ ３．９ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ７８３ １．０ １

剥片 ク Ｍ３４ � ６５ １５．１ １ 剥片 ク Ｌ３５ � １８ ２５．４ １

ク Ｍ３４ � １７７ ５．４ １ 剥片 ク Ｍ３３ � ８５ １．９ １

ク Ｍ３４ � ２７９ １．４ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ４１ ８３．８ １

ク Ｍ３４ � ４１３ １．６ １ 剥片 ク Ｏ３０ � １ １４．６ １

剥片 ク Ｍ３４ � １２６ ９．７ １ �‐４４９ ２２５ １０６ 接合資料 ク ３２２６．８ ６３ ３・４ ４２６ １４６２

剥片 ク Ｍ３４ � １７８ ３．０ １ 剥片 ク Ｌ３３ � １６ ５７．３ ３

剥片 ク Ｍ３４ � １７９ ４．１ １ ク Ｌ３４ � ２５３ ８０．６ ３

剥片 ク Ｍ３４ � １８７ ９．０ １ ク Ｌ３４ � ２６８ ７．６ ３

剥片 ク Ｍ３４ � １９０ ２．１ １ ク Ｌ３４ � ３５０ １６１．２ ３

剥片 ク Ｍ３４ � ２１５ ２．４ １ ク Ｍ３４ � ２２３ １２１．２ ３

�‐４０２ ２０３ ５１ 石刃 ク Ｍ３４ � ２１６ ３０．１ １ 剥片 ク Ｌ３３ � ３８ ４．０ ４

掲載接合資料一覧
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剥片 ク Ｌ３３ � ４７ ６．３ ４ 剥片 ク Ｌ３３ � １７ ５．５ １

剥片 ク Ｌ３４ � １９１ １７．０ ３ 剥片 ク Ｌ３３ � １８ ０．７ １

ク Ｌ３４ � １９２ １６．２ ３ �‐３９７ １９９ １１ 尖頭器 ク Ｌ３４ � ３ ３６．３ １

剥片 ク Ｌ３４ � １９８ ８．１ ３ ク Ｌ３４ � １７ ４４．７ １

ク Ｌ３４ � １９９ １９．９ ３ ク Ｍ３４ � １ ２５．７ １

剥片 ク Ｌ３４ � ２１１ ５．７ ３ 剥片 ク Ｌ３４ � ２６ １２．８ １

ク Ｌ３４ � ２１２ １５．７ ３ ク Ｌ３４ � ２７ １６．３ １

剥片 ク Ｌ３４ � ２４７ ４．０ ３ ク Ｍ３４ � ４５ ３５．７ １

剥片 ク Ｌ３４ � ２４８ ６．８ ３ 剥片 ク Ｌ３４ � ２８ ８．２ １

�‐３９９ ２００ １９ 両面調整石器 ク Ｌ３４ � ２７４ ３．６ ３ ク Ｌ３４ � ２９ １０．１ １

ク Ｍ３４ � ５ １８８．５ ３ ク Ｌ３４ � ２３３ ２．２ １

ク Ｍ３４ � ２５４ ９７．１ ３ ク Ｌ３４ � ２３４ １７．０ １

剥片 ク Ｌ３４ � ３４８ ２７５．４ ３ ク Ｌ３４ � ２６９ ２．７ １

剥片 ク Ｌ３４ � ３４９ ５７７．６ ３ 剥片 ク Ｌ３４ � ３０ ４．３ １

�‐４０１ ２０２ ３９ 二次加工ある剥片 ク Ｌ３４ � ３５２ １４０．２ ３ ク Ｌ３４ � ３１ ５．４ １

�‐４１１ ２０９ ７４ 石核 ク Ｌ３４ � ３５５ ２７９．６ ３ 剥片 ク Ｌ３４ � ３２ ６９．８ １

剥片 ク Ｌ３４ � ３５６ １２７．７ ３ ク Ｍ３４ � ２０ ７．４ １

ク Ｌ３４ � １０７１ ７．７ ４ 剥片 ク Ｌ３４ � ３９ １１．０ １

剥片 ク Ｌ３４ � ３５８ ８６．０ ３ ク Ｍ３４ � ３４ ３５．２ １

ク Ｍ３４ � ２８１ ７．７ ３ 剥片 ク Ｌ３４ � ４４ ６．６ １

剥片 ク Ｌ３４ � ３７０ ９．８ ４ ク Ｍ３４ � ２６５ １．６ １

剥片 ク Ｌ３４ � ３７６ ８．０ ４ 剥片 ク Ｌ３４ � ４５ ３．７ １

剥片 ク Ｌ３４ � ７４３ ７．５ ４ 剥片 ク Ｌ３４ � ４７ ２２．６ １

剥片 ク Ｌ３４ � ７４４ ８．１ ４ ク Ｍ３４ � ３５ １８．１ １

�‐４００ ２０１ ２５ 両面調整石器 ク Ｌ３４ � ８４８ ４．０ ３ 剥片 ク Ｌ３４ � ５２ ３６．９ １

ク Ｌ３４ � ８４９ ２０．４ ３ 剥片 ク Ｌ３４ � ５８ ５８．４ １

剥片 ク Ｌ３４ � ８５５ ８．５ ３ 剥片 ク Ｌ３４ � ５９ ２３．３ １

剥片 ク Ｌ３４ � ８８７ ５．６ ４ ク Ｌ３４ � ２１３ ３．８ １

剥片 ク Ｌ３４ � １０５１ ４．４ ４ 剥片 ク Ｌ３４ � ６０ １４．６ １

剥片 ク Ｌ３４ � １０５６ ３．７ ４ 剥片 ク Ｌ３４ � ７４ ９．４ １

剥片 ク Ｌ３４ � １０６０ ７．６ ４ 剥片 ク Ｌ３４ � ７７ ２．４ １

剥片 ク Ｌ３４ � １０６４ ６．３ ４ ク Ｍ３４ � ６９ ２．２ １

ク Ｌ３４ � １０９３ １．１ ４ 剥片 ク Ｌ３４ � ８９ ５．６ １

剥片 ク Ｌ３４ � １０６７ １３．６ ４ 剥片 ク Ｌ３４ � １０８ １７．８ １

剥片 ク Ｌ３４ � １０６９ １１．２ ４ ク Ｌ３４ � １０９ ４．６ １

剥片 ク Ｌ３４ � １０７８ １．４ ４ ク Ｍ３４ � ８６ ３９．２ １

剥片 ク Ｌ３４ � １０８２ １．３ ４ ク Ｍ３４ � ８７ ８．６ １

剥片 ク Ｌ３４ � １０８５ ２．８ ４ 剥片 ク Ｌ３４ � １３５ １８．１ １

ク Ｍ３３ � １３４ ４３．４ ４ ク Ｌ３４ � ４５１ ０．８ １

剥片 ク Ｍ３３ � １３３ ３．７ ４ 剥片 ク Ｌ３４ � ２５５ １９．０ １

剥片 ク Ｍ３４ � １８３ ９．５ ３ 剥片 ク Ｌ３４ � ２５８ １．５ １

剥片 ク Ｍ３４ � ２０８ １７．６ ３ 剥片 ク Ｌ３４ � ２８９ ７．８ １

剥片 ク Ｍ３４ � ２０９ １１．３ ３ ク Ｌ３４ � ２９２ １．２ １

剥片 ク Ｍ３４ � ２２４ ８０．３ ３ ク Ｌ３４ � ２９４ １７．１ １

剥片 ク Ｍ３４ � ２２７ １０６．７ ３ 剥片 ク Ｌ３４ � ２９９ ３．８ １

剥片 ク Ｍ３４ � ２７６ １４４．０ ３ 剥片 ク Ｌ３４ � ３０４ ３．３ １

剥片 ク Ｍ３４ � ２７７ ２１５．９ ３ 剥片 ク Ｌ３４ � ３３４ ８．５ １

剥片 ク Ｍ３４ � ２９３ １７．０ ４ 剥片 ク Ｌ３４ � ３３９ ６．５ １

剥片 ク Ｍ３４ � ４０９ ２０．０ ３ 剥片 ク Ｌ３４ � ３４２ ３．８ １

剥片 ク Ｍ３４ � ５２７ １１．１ ４ 剥片 ク Ｌ３４ � ３５３ １０．９ １

剥片 ク Ｍ３４ � ５７３ ５．９ ４ ク Ｌ３４ � ３５４ ２７．３ １

剥片 ク Ｍ３４ � ５７４ ７．２ ４ ク Ｌ３４ � ９０５ ２．０ １

ク Ｍ３４ � ５９０ １．２ ４ 剥片 ク Ｌ３４ � ３６５ ５．２ １

剥片 ク Ｍ３４ � ５８０ ２．１ ４ 剥片 ク Ｌ３４ � ３９０ ６．６ １

剥片 ク Ｍ３４ � ６６３ １４．６ ３ 剥片 ク Ｌ３４ � ３９１ １０．３ １

剥片 ク Ｍ３４ � ７２７ ５７．６ ３ ク Ｍ３４ � １００ １．３ １

剥片 ク Ｎ３１ � ３ ９．７ ４ 剥片 ク Ｌ３４ � ４０２ １．３ １

�‐４５３ ２２７ １１０ 接合資料 ク １４１７．１ １４２ １ ４０８ １３７１ ク Ｍ３４ � ２７４ ４．７ １

剥片 ク Ｌ３３ � １０ １２．１ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ４１１ ０．７ １

ク Ｍ３３ � １０ ８．２ １ ク Ｍ３４ � ４０ ７．３ １

旧白滝５遺跡
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剥片 ク Ｌ３４ � ４１８ １．１ １ 剥片 ク Ｍ３４ � １９５ １５．８ １

ク Ｍ３４ � ３２１ １１．１ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ２２６ ８．５ １

ク Ｍ３４ � ６４０ １６．０ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ２４２ １．４ １

剥片 ク Ｌ３４ � ４３９ ３．７ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ２４３ ８．９ １

剥片 ク Ｌ３４ � ４５９ ２．２ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ２７２ ６．０ １

ク Ｍ３４ � ６３ ４．９ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ２７５ ９．６ １

剥片 ク Ｌ３４ � ４９２ １．８ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ３２０ ３．３ １

剥片 ク Ｌ３４ � ５１６ １．６ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ３３７ １．４ １

ク Ｌ３４ � ９８４ ２．１ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ３３８ ３．２ １

ク Ｍ３４ � １０４ ７．４ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ３３９ ３．３ １

ク Ｍ３４ � １６９ １４．１ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ３４０ ３．２ １

剥片 ク Ｌ３４ � ５７０ １．６ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ３５１ １．２ １

ク Ｍ３４ � ２８２ ２．１ １ ク Ｍ３４ � ３５２ ４．８ １

剥片 ク Ｌ３４ � ９８１ １．５ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ３８４ １．７ １

剥片 ク Ｌ３４ � ９８２ ０．６ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ３８６ ２．０ １

剥片 ク Ｌ３４ � ９８３ ０．４ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ３８９ ４．６ １

剥片 ク Ｌ３４ � ９８７ ３．３ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ５５８ ５．０ １

剥片 ク Ｌ３４ � １００９ ４．６ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ５６５ ８．４ １

剥片 ク Ｌ３４ � １０１６ ２．１ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ６４２ １８．８ １

剥片 ク Ｌ３４ � １０１７ １．３ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ６９８ ４．１ １

剥片 ク Ｍ３３ � ９ １４．１ １ �‐４５６ ２２９ １３３ 接合資料 ク １５０２．７ １７０ １ ４０６ １３６４

ク Ｍ３４ � ８０ １．９ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ３５ １６．４ １

剥片 ク Ｍ３３ � １１ ２．３ １ ク Ｌ３４ � ４１２ １．１ １

剥片 ク Ｍ３３ � １４ ２．９ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ６１ ５．１ １

剥片 ク Ｍ３３ � ３５ ３．５ １ ク Ｌ３４ � １１５２ ２．０ １

ク Ｍ３４ � １９４ ２．９ １ ク Ｍ３４ � １６１ ６．６ １

剥片 ク Ｍ３４ � １９ ３１．１ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ７１ ２２．３ １

剥片 ク Ｍ３４ � ２１ １４．３ １ ク Ｌ３４ � １５８ ４．８ １

ク Ｍ３４ � ２２ １９．２ １ ク Ｌ３４ � １８０ １０．５ １

剥片 ク Ｍ３４ � ２５ １０．５ １ ク Ｌ３４ � １８１ ６．５ １

剥片 ク Ｍ３４ � ２６ ３４．８ １ ク Ｌ３４ � １８２ ９．９ １

ク Ｍ３４ � ８３ １１．７ １ ク Ｍ３４ � ９２４ ２．９ １

ク Ｍ３４ � １８６ ２．５ １ ク Ｍ３４ � １０１５ ０．８ １

剥片 ク Ｍ３４ � ３９ １５．８ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １１５ ７．４ １

剥片 ク Ｍ３４ � ４７ ３０．４ １ ク Ｌ３４ � １１６ ８．６ １

剥片 ク Ｍ３４ � ５４ ２０．３ １ ク Ｌ３４ � ７９４ ５．６ １

剥片 ク Ｍ３４ � ６１ ２．６ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １３３ ３０．９ １

ク Ｍ３４ � ６２ ６．７ １ ク Ｍ３４ � ２５６ １４．８ １

ク Ｍ３４ � １１８ ４．８ １ ク Ｍ３４ � ２５７ １０．４ １

剥片 ク Ｍ３４ � ６６ ４．４ １ ク Ｍ３４ � ３２５ ２．８ １

ク Ｍ３４ � ６７ ８．８ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １３４ １８．０ １

ク Ｍ３４ � ３０９ １．２ １ ク Ｍ３４ � ３６ ２８．５ １

ク Ｍ３４ � ３１９ １．２ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １５５ １０．５ １

剥片 ク Ｍ３４ � ７２ １．９ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １５７ ２６．５ １

ク Ｍ３４ � １７４ ２５．７ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １６１ ９．９ １

剥片 ク Ｍ３４ � ７４ １３．０ １ ク Ｌ３４ � ２８６ ２．７ １

剥片 ク Ｍ３４ � ７５ ３．７ １ ク Ｌ３４ � ７００ ２．０ １

剥片 ク Ｍ３４ � ７７ ２０．０ １ ク Ｍ３４ � ９５６ ０．８ １

剥片 ク Ｍ３４ � １０３ ３．２ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １６４ ２５．９ １

ク Ｍ３４ � １７５ ３．６ １ ク Ｍ３４ � ４８６ ２．１ １

ク Ｍ３４ � ２６８ １．５ １ ク Ｍ３４ � ６７２ ４．７ １

剥片 ク Ｍ３４ � １０５ ６．４ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １６９ ２７．３ １

剥片 ク Ｍ３４ � １０９ ５．０ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １７１ １５．８ １

ク Ｍ３４ � １１０ ５．９ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １７２ ２５．１ １

ク Ｍ３４ � ３１６ １．２ １ ク Ｍ３４ � ４８９ ５．２ １

剥片 ク Ｍ３４ � １３８ ６．１ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １７４ ６．０ １

剥片 ク Ｍ３４ � １３９ ２．０ １ ク Ｌ３４ � １７５ ４．７ １

剥片 ク Ｍ３４ � １５０ ３３．０ １ ク Ｍ３４ � ４８３ ３．０ １

剥片 ク Ｍ３４ � １８０ １１．７ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １７６ １１．６ １

剥片 ク Ｍ３４ � １８１ ６．９ １ ク Ｌ３４ � ２９３ ２．５ １

掲載接合資料一覧
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剥片 ク Ｌ３４ � １８３ ２４．７ １ ク Ｍ３４ � ２５８ ７．０ １

剥片 ク Ｌ３４ � ２１０ ３．９ １ ク Ｍ３４ � ２６３ １．７ １

ク Ｌ３４ � ８２８ １．８ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １６１６ ２．３ １

ク Ｌ３４ � １１５３ ５．８ １ ク Ｍ３４ � ６０８ ６．２ １

ク Ｍ３４ � １８２ ４．２ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １６１７ ５．４ １

剥片 ク Ｌ３４ � ２３０ ２．４ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １６１９ ２．５ １

剥片 ク Ｌ３４ � ２４４ １１．２ １ ク Ｍ３４ � ９１８ ２．１ １

ク Ｌ３４ � ２４５ ４．４ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １６２０ １．９ １

ク Ｌ３４ � ７９２ １１．４ １ ク Ｍ３４ � ６７３ ４７．９ １

剥片 ク Ｌ３４ � ２７３ ２．５ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １６２１ ２．０ １

ク Ｌ３４ � ４４３ ５．５ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １６２２ ５．９ １

剥片 ク Ｌ３４ � ２８１ １９．３ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １６２３ １．２ １

剥片 ク Ｌ３４ � ２８８ ２７．９ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １６２４ ５．６ １

剥片 ク Ｌ３４ � ３２４ ５．１ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １６２５ ６．４ １

剥片 ク Ｌ３４ � ３３８ ６．６ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １７４２ ６．６ １

剥片 ク Ｌ３４ � ３４４ ５６．２ １ 剥片 ク Ｍ３３ � １３ ４７．６ １

剥片 ク Ｌ３４ � ３４５ １７．６ １ 剥片 ク Ｍ３３ � １６１ ４．２ １

ク Ｌ３４ � １７４８ １．３ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ３２ ４５．８ １

剥片 ク Ｌ３４ � ４１３ ２．６ １ ク Ｍ３４ � ９２３ ９．１ １

剥片 ク Ｌ３４ � ４１７ ８．６ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ４８ １３．５ １

剥片 ク Ｌ３４ � ４２６ ３．９ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ４９ ５３．２ １

剥片 ク Ｌ３４ � ４２７ ９．４ １ 剥片 ク Ｍ３４ � １２７ １８．２ １

剥片 ク Ｌ３４ � ４３７ ３．６ １ 剥片 ク Ｍ３４ � １３５ ２８．４ １

剥片 ク Ｌ３４ � ４４１ ２．１ １ 剥片 ク Ｍ３４ � １３６ ２８．７ １

剥片 ク Ｌ３４ � ４４８ ２．６ １ 剥片 ク Ｍ３４ � １３７ ３６．８ １

剥片 ク Ｌ３４ � ４４９ １．１ １ 剥片 ク Ｍ３４ � １５６ １１．９ １

剥片 ク Ｌ３４ � ４５５ ３．６ １ 剥片 ク Ｍ３４ � １５７ １７．１ １

剥片 ク Ｌ３４ � ４６０ ６．８ １ 剥片 ク Ｍ３４ � １５９ ７．７ １

ク Ｍ３４ � ６１３ １４．９ １ ク Ｍ３４ � １６０ ３．６ １

剥片 ク Ｌ３４ � ６９８ ２．０ １ 剥片 ク Ｍ３４ � １７３ ２１．３ １

ク Ｍ３４ � １２９ ４．５ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ２４４ ２２．８ １

ク Ｍ３４ � １３２ ３．６ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ２４５ ６．７ １

剥片 ク Ｌ３４ � ７０６ ２．０ １ ク Ｍ３４ � ９１１ １．４ １

ク Ｌ３４ � ７２６ １１．２ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ２５９ １３．４ １

剥片 ク Ｌ３４ � ７１９ ４．６ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ２７１ １０．３ １

ク Ｌ３４ � ７２０ ６．３ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ２７３ ７．１ １

ク Ｍ３４ � ９２１ １．１ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ３３６ ６．７ １

ク Ｍ３４ � ９２２ １．１ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ３４８ ４．０ １

剥片 ク Ｌ３４ � ７８４ ２．９ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ３４９ ２．４ １

剥片 ク Ｌ３４ � ７９３ ６．１ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ４６３ １０．５ １

剥片 ク Ｌ３４ � ８０７ １１．５ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ４８２ ３．１ １

ク Ｍ３４ � ４９４ ２．４ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ４８５ ５．７ １

剥片 ク Ｌ３４ � ８１１ ６．２ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ４８８ ２．９ １

ク Ｌ３４ � ８１２ ４．３ １ ク Ｍ３４ � ９３０ ０．９ １

剥片 ク Ｌ３４ � ８２４ ５．２ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ５２３ ２．２ １

剥片 ク Ｌ３４ � １１２６ ８．６ １ ク Ｍ３４ � ６９５ ０．８ １

剥片 ク Ｌ３４ � １１４３ ９．４ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ６０７ ４．８ １

ク Ｌ３４ � １６１８ １．０ １ ク Ｍ３４ � ９１７ ３．０ １

剥片 ク Ｌ３４ � １１５０ ３．０ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ６７０ １１．７ １

剥片 ク Ｌ３４ � １１５１ ４．３ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ６７１ ６．２ １

ク Ｌ３４ � １７４９ １．４ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ６７４ ２８．５ １

剥片 ク Ｌ３４ � １１７１ ４．８ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ６８４ ２．３ １

剥片 ク Ｌ３４ � １３２９ ４．５ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ６８５ ０．７ １

剥片 ク Ｌ３４ � １３３５ ２．６ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ６８９ ０．６ １

剥片 ク Ｌ３４ � １３３７ １５．９ １ ク Ｍ３４ � ９１２ １．４ １

剥片 ク Ｌ３４ � １６１４ １．２ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ６９４ ６．９ １

剥片 ク Ｌ３４ � １６１５ ０．６ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ９１０ ２．２ １

ク Ｍ３４ � １５１ ２８．１ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ９１３ １．７ １

ク Ｍ３４ � １５２ ２．２ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ９１４ ０．６ １

ク Ｍ３４ � １６２ １．９ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ９１５ ２．２ １
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剥片 ク Ｍ３４ � ９１６ １．７ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １４２ ３．３ １

剥片 ク Ｍ３４ � ９１９ ３．１ １ ク Ｌ３４ � １５１ ２．８ １

剥片 ク Ｍ３４ � ９２０ ４．３ １ ク Ｍ３４ � １１２ ３．１ １

剥片 ク Ｍ３４ � ９２５ １４．１ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １４３ １４．４ １

ク Ｍ３４ � ９２９ ２．３ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １４６ ６．３ １

剥片 ク Ｍ３４ � ９２６ ６．４ １ ク Ｌ３４ � ６２８ ２．２ １

剥片 ク Ｍ３４ � ９２７ １．４ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ２１４ ４．９ １

剥片 ク Ｍ３４ � ９２８ ２．５ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ２１５ ５．３ １

剥片 ク Ｍ３４ � ９３１ １．０ １ ク Ｌ３４ � ２１６ １．７ １

剥片 ク Ｍ３４ � １０１１ １．５ １ ク Ｌ３４ � ６２９ １．５ １

剥片 ク Ｍ３４ � １０１４ １．２ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ２２５ １１．９ １

�‐４６０ ２３１ １１６ 接合資料 ク ２１７９．０ ３５２ １ ４０５ １３５６ ク Ｌ３４ � ２４０ ４．５ １

剥片 ク Ｌ３３ � １１ ３７．２ １ ク Ｌ３４ � １３３０ ２．３ １

ク Ｌ３３ � ８２ １．７ １ ク Ｍ３４ � ４４１ １．１ １

ク Ｌ３４ � １２８ ６．４ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ２３１ １０．８ １

ク Ｍ３４ � １２１４ １．４ １ ク Ｌ３４ � ２３７ ３．４ １

剥片 ク Ｌ３３ � ８３ ３．０ １ ク Ｌ３４ � １９３８ ３．０ １

ク Ｌ３３ � ８４ ０．４ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ２３５ ２．３ １

剥片 ク Ｌ３３ � １０３ ０．５ １ ク Ｍ３４ � １９９ ８．５ １

剥片 ク Ｌ３３ � １０４ １．７ １ ク Ｍ３４ � １２３９ １．７ １

剥片 ク Ｌ３４ � ２１ １３７．７ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ２５６ ７．５ １

剥片 ク Ｌ３４ � ２２ ３３．２ １ ク Ｌ３４ � １５７０ ０．７ １

ク Ｌ３４ � ５１ １６．５ １ ク Ｌ３４ � １５７４ １．１ １

ク Ｌ３４ � ４００ ２．８ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ２９５ ８．７ １

ク Ｍ３３ � ７ １３．９ １ ク Ｌ３４ � １５７３ １．３ １

ク Ｍ３４ � ５６ １０８．３ １ ク Ｍ３４ � ８６６ １．７ １

剥片 ク Ｌ３４ � ２３ ５０．５ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ３５１ ２．３ １

ク Ｌ３４ � １２９ ６．８ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ３６０ ２．６ １

ク Ｌ３４ � １３２１ ２．１ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ３６１ ２．３ １

剥片 ク Ｌ３４ � ３８ １９．４ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ３６２ ４．１ １

ク Ｍ３４ � ７５３ １．９ １ ク Ｍ３４ � ２９７ ４．１ １

ク Ｍ３４ � １２０４ １．４ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ３６６ １．５ １

剥片 ク Ｌ３４ � ６４ ３０．７ １ ク Ｍ３４ � ２８４ ６．５ １

剥片 ク Ｌ３４ � ６７ ６０．２ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ３６７ ３．０ １

ク Ｌ３４ � ６８ １８．３ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ３６８ ３．９ １

ク Ｍ３４ � ７４８ ４．２ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ３６９ ９．８ １

剥片 ク Ｌ３４ � ７２ ７．３ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ３７１ ２．５ １

ク Ｌ３４ � ７３ ９．７ １ ク Ｍ３４ � ２９４ ３．３ １

ク Ｌ３４ � １５６５ １．２ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ３７４ ６．７ １

ク Ｌ３４ � １５６６ １．１ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ３７５ ２．０ １

ク Ｍ３４ � ５９７ １．９ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ３７７ ４．７ １

剥片 ク Ｌ３４ � ８１ ２９．６ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ３７８ ４．９ １

ク Ｌ３４ � ３７２ ２．５ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ３８１ １．６ １

剥片 ク Ｌ３４ � ８２ ２１．６ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ３８３ ２．９ １

ク Ｎ３２ � ２６ ２．８ １ ク Ｌ３４ � ３９４ ３．０ １

剥片 ク Ｌ３４ � ８８ ２０．７ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ３８６ ２．３ １

�‐３９９ ２００ ２１ 両面調整石器 ク Ｌ３４ � ９３ １６．９ １ ク Ｌ３４ � ３８７ １．３ １

剥片 ク Ｌ３４ � ９６ １２．２ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ４０５ ５．１ １

剥片 ク Ｌ３４ � ９７ １２．４ １ ク Ｌ３４ � ４０６ ３．１ １

剥片 ク Ｌ３４ � １２１ ３．０ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ４７８ ３．６ １

剥片 ク Ｌ３４ � １２２ ５．１ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ４９９ ２．７ １

ク Ｌ３４ � １４９０ ０．９ １ ク Ｌ３４ � １３３２ ９．５ １

ク Ｌ３４ � １９５３ ０．９ １ ク Ｌ３４ � １８９３ １．０ １

剥片 ク Ｌ３４ � １３２ ２．４ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ５００ ８．６ １

剥片 ク Ｌ３４ � １４０ ７．０ １ ク Ｌ３４ � １４８０ ０．７ １

ク Ｍ３４ � １０８ ２．８ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ５０４ ３６．９ １

剥片 ク Ｌ３４ � １４１ ２．３ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ５０５ ０．９ １

ク Ｌ３４ � ３５９ ７．５ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ５０７ ２．５ １

ク Ｌ３４ � １４９５ １．２ １ ク Ｍ３４ � ３８３ ２．０ １

ク Ｍ３４ � １１１ ２．２ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ５９５ ３．４ １

掲載接合資料一覧
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ク Ｍ３４ � ４２６ ４．２ １ ク Ｌ３４ � １９３０ ２．６ １

ク Ｍ３４ � ９５３ １．９ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １７３２ ０．９ １

剥片 ク Ｌ３４ � ６１６ ３．３ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １８９５ ２．４ １

剥片 ク Ｌ３４ � ６５９ ３．４ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １８９６ ２．２ １

ク Ｌ３４ � １１４９ １０．５ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １８９７ １．３ １

剥片 ク Ｌ３４ � ６６０ １．６ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １８９８ １．５ １

ク Ｌ３４ � ６６１ １．９ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １８９９ １．３ １

剥片 ク Ｌ３４ � ６６２ ２．９ １ ク Ｍ３４ � ７６８ ２．１ １

剥片 ク Ｌ３４ � ８６０ ０．９ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １９００ １．０ １

剥片 ク Ｌ３４ � ８６１ ６．７ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １９０１ １．５ １

剥片 ク Ｌ３４ � ８６２ １．４ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １９０２ ０．３ １

ク Ｌ３４ � １８９４ ３．１ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １９０４ １．７ １

ク Ｌ３４ � １９３４ １．１ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １９０６ ３．３ １

剥片 ク Ｌ３４ � １１４０ ２．４ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １９０７ ３．４ １

剥片 ク Ｌ３４ � １１４８ ２．０ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １９０８ １．８ １

剥片 ク Ｌ３４ � １３３１ ４．１ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １９１９ １．３ １

剥片 ク Ｌ３４ � １４７３ ３．９ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １９２０ １．８ １

剥片 ク Ｌ３４ � １４７４ ５．２ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １９２１ １．８ １

剥片 ク Ｌ３４ � １４７５ １．０ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １９２２ ２．６ １

ク Ｍ３４ � ６１１ ２．４ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １９２８ ２．６ １

ク Ｍ３４ � ７４５ ２．４ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １９３２ １．６ １

剥片 ク Ｌ３４ � １４７６ ３．３ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １９３５ ２．３ １

剥片 ク Ｌ３４ � １４７７ ０．４ １ ク Ｍ３４ � ９５ ２６．６ １

剥片 ク Ｌ３４ � １４７８ １．４ １ ク Ｍ３４ � ９６ ３．３ １

剥片 ク Ｌ３４ � １４７９ ２．２ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １９３７ １．４ １

剥片 ク Ｌ３４ � １４８１ １．６ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １９４３ １．２ １

剥片 ク Ｌ３４ � １４８２ ３．８ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １９４５ １．４ １

剥片 ク Ｌ３４ � １４８３ ２．５ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １９５８ １．１ １

剥片 ク Ｌ３４ � １４８４ １．１ １ ク Ｍ３４ � １２２１ １．５ １

剥片 ク Ｌ３４ � １４８５ ７．３ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １９６１ ４．６ １

剥片 ク Ｌ３４ � １４８６ ３．８ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １９６２ １．０ １

剥片 ク Ｌ３４ � １４８７ ６．２ １ 剥片 ク Ｍ３３ � １５ １０．８ １

剥片 ク Ｌ３４ � １４８８ ２．６ １ 剥片 ク Ｍ３３ � １７５ ０．９ １

ク Ｌ３４ � １４８９ ０．９ １ ク Ｍ３４ � ７４３ １．８ １

剥片 ク Ｌ３４ � １４９１ １．３ １ �‐３９８ １９９ １３ 尖頭器 ク Ｍ３４ � ７ １１．７ １

剥片 ク Ｌ３４ � １４９２ ５．５ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ９ ３１．３ １

剥片 ク Ｌ３４ � １４９３ １．０ １ 剥片 ク Ｍ３４ � １２ １７．９ １

剥片 ク Ｌ３４ � １４９４ １．７ １ ク Ｍ３４ � １３ １０．７ １

ク Ｍ３４ � ７６７ １．７ １ 剥片 ク Ｍ３４ � １４ １０．４ １

剥片 ク Ｌ３４ � １４９６ ４．６ １ ク Ｍ３４ � ７３ ５．８ １

ク Ｍ３４ � ８１６ ０．８ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ２７ ９．０ １

剥片 ク Ｌ３４ � １４９７ ２．８ １ ク Ｍ３４ � ８３７ ５．１ １

ク Ｍ３４ � ７７５ １．７ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ２８ １１．０ １

剥片 ク Ｌ３４ � １４９８ ２．８ １ ク Ｍ３４ � １００３ １．７ １

剥片 ク Ｌ３４ � １５０９ １．６ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ３３ ７．８ １

剥片 ク Ｌ３４ � １５４３ ０．３ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ３８ ２．８ １

剥片 ク Ｌ３４ � １５４４ ０．８ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ５２ １４．８ １

剥片 ク Ｌ３４ � １５４５ １２．４ １ ク Ｍ３４ � ９４ １３．９ １

剥片 ク Ｌ３４ � １５６７ １．２ １ ク Ｍ３４ � ７４６ １．９ １

剥片 ク Ｌ３４ � １５６８ ２．２ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ５５ ３４．９ １

ク Ｍ３４ � ８６２ ２．６ １ ク Ｍ３４ � ２７８ ２．４ １

剥片 ク Ｌ３４ � １５６９ １．６ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ７９ １４．４ １

剥片 ク Ｌ３４ � １５７１ ３．７ １ ク Ｍ３４ � ２８３ ３．１ １

剥片 ク Ｌ３４ � １５７２ ２．７ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ８１ ５９．３ １

剥片 ク Ｌ３４ � １５８６ ４．０ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ８２ ５９．５ １

剥片 ク Ｌ３４ � １５８７ １．６ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ８４ ２．８ １

剥片 ク Ｌ３４ � １６５８ ４．６ １ 剥片 ク Ｍ３４ � １０１ ５．７ １

剥片 ク Ｌ３４ � １６８７ ２．８ １ 剥片 ク Ｍ３４ � １０２ ３．７ １

ク Ｍ３４ � １１８１ １．１ １ 剥片 ク Ｍ３４ � １１３ １２．２ １

剥片 ク Ｌ３４ � １７２６ １．０ １ 剥片 ク Ｍ３４ � １７２ ２．７ １
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剥片 ク Ｍ３４ � １８４ １７．６ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ６１２ ３．１ １

剥片 ク Ｍ３４ � １８５ ４．１ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ６７５ ３．２ １

剥片 ク Ｍ３４ � １９６ ２４．６ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ６７６ ３．４ １

ク Ｍ３４ � ５９９ １．６ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ７３９ ７．７ １

剥片 ク Ｍ３４ � ２０１ ８．２ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ７４０ ３．１ １

ク Ｍ３４ � ２０２ ５．５ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ７４１ ３．０ １

剥片 ク Ｍ３４ � ２０３ ２．８ １ ク Ｍ３４ � ７４２ １．６ １

ク Ｍ３４ � ２０４ ３．８ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ７４４ ３．７ １

剥片 ク Ｍ３４ � ２１７ １８．０ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ７４７ ５．４ １

剥片 ク Ｍ３４ � ２１８ １１．１ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ７４９ ３．６ １

剥片 ク Ｍ３４ � ２３６ ３．４ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ７５０ １．３ １

ク Ｍ３４ � ２３７ ５．３ １ ク Ｍ３４ � １１６９ １．６ １

剥片 ク Ｍ３４ � ２７０ １４．９ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ７５４ １．３ １

ク Ｍ３４ � ６５９ ３．０ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ７５５ ２．６ １

剥片 ク Ｍ３４ � ２８０ ７．４ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ７５６ ２．１ １

ク Ｍ３４ � ２９２ ３．０ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ７５７ １８．９ １

剥片 ク Ｍ３４ � ２８５ ４．３ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ７５８ ４．６ １

ク Ｍ３４ � １１９９ １．５ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ７５９ ２．０ １

剥片 ク Ｍ３４ � ２８６ ２．０ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ７６０ ３０．２ １

剥片 ク Ｍ３４ � ２８８ ４．５ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ７６１ １．２ １

ク Ｍ３４ � ２８９ １．７ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ７６２ １．５ １

剥片 ク Ｍ３４ � ２９０ ８．６ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ７６３ ０．８ １

剥片 ク Ｍ３４ � ２９１ ３．０ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ７６４ ２．８ １

剥片 ク Ｍ３４ � ２９５ ４．０ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ７６５ ０．３ １

剥片 ク Ｍ３４ � ２９８ ２．９ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ７６６ ３．０ １

剥片 ク Ｍ３４ � ２９９ ５．７ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ７６９ １．６ １

剥片 ク Ｍ３４ � ３００ １．５ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ７７０ １．０ １

剥片 ク Ｍ３４ � ３０２ ２．５ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ７７１ １．４ １

ク Ｍ３４ � ４３６ １．７ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ７７２ ２．９ １

剥片 ク Ｍ３４ � ３０３ ２．０ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ７７３ １．５ １

剥片 ク Ｍ３４ � ３０４ １．７ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ７７６ ４．４ １

剥片 ク Ｍ３４ � ３０５ ８．７ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ７７７ １．８ １

ク Ｍ３４ � ３０６ １．０ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ７８９ １．９ １

剥片 ク Ｍ３４ � ３６３ ５．４ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ７９０ ２．６ １

ク Ｍ３４ � ３７３ ５．３ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ８３５ １．２ １

ク Ｍ３４ � ７７４ ０．７ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ８３６ ０．７ １

剥片 ク Ｍ３４ � ３６１ １１．５ １ ク Ｍ３４ � ９５４ ３．６ １

ク Ｍ３４ � ３６２ ３．５ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ８３８ １．３ １

剥片 ク Ｍ３４ � ３６５ ５．７ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ８６１ ２４．５ １

剥片 ク Ｍ３４ � ３７２ １１．５ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ８６３ ２．２ １

剥片 ク Ｍ３４ � ３７４ ３．７ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ８６４ １．８ １

剥片 ク Ｍ３４ � ３７７ ８．７ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ８６５ ０．８ １

剥片 ク Ｍ３４ � ３８１ ６．２ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ９５５ ０．８ １

剥片 ク Ｍ３４ � ３９０ ４．０ １ 剥片 ク Ｍ３４ � １１６７ １．２ １

剥片 ク Ｍ３４ � ４０４ ７．４ １ 剥片 ク Ｍ３４ � １１６８ １．０ １

剥片 ク Ｍ３４ � ４３４ ２．８ １ 剥片 ク Ｍ３４ � １１７０ １．３ １

ク Ｍ３４ � ７５２ ０．８ １ 剥片 ク Ｍ３４ � １１７１ ２．５ １

ク Ｍ３４ � １１８８ １．１ １ 剥片 ク Ｍ３４ � １１７２ １．０ １

剥片 ク Ｍ３４ � ４４７ ２．８ １ 剥片 ク Ｍ３４ � １１７５ １．６ １

ク Ｍ３４ � ７５１ ７．５ １ 剥片 ク Ｍ３４ � １１７８ １．２ １

剥片 ク Ｍ３４ � ５１０ １７．１ １ ク Ｍ３４ � １２３０ １．１ １

剥片 ク Ｍ３４ � ５２１ １１．６ １ 剥片 ク Ｍ３４ � １１８３ ０．８ １

剥片 ク Ｍ３４ � ５２２ ２．１ １ 剥片 ク Ｍ３４ � １１８９ １．２ １

剥片 ク Ｍ３４ � ５９６ ３．０ １ 剥片 ク Ｍ３４ � １１９６ ２．４ １

剥片 ク Ｍ３４ � ５９８ １０．８ １ 剥片 ク Ｍ３４ � １１９８ １．０ １

剥片 ク Ｍ３４ � ６００ ３．４ １ 剥片 ク Ｍ３４ � １２０７ ２．４ １

ク Ｍ３４ � ６０１ ２．２ １ 剥片 ク Ｍ３４ � １２１０ ２．６ １

剥片 ク Ｍ３４ � ６０５ ６．２ １ 剥片 ク Ｍ３４ � １２１１ ２．７ １

剥片 ク Ｍ３４ � ６０６ ４．６ １ 剥片 ク Ｍ３４ � １２１３ １．０ １

ク Ｍ３４ � ６７７ ２．１ １ 剥片 ク Ｍ３４ � １２１５ ２．１ １

掲載接合資料一覧
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剥片 ク Ｍ３４ � １２１７ １．３ １ �‐４６９ ２３４ １２７ 接合資料 ク ５１２．６ ５９ １ ４１９ １４２４

剥片 ク Ｍ３４ � １２２３ ４．１ １ 剥片 ク Ｌ３３ � ８５ １．４ １

剥片 ク Ｍ３４ � １２３１ ２．７ １ ク Ｌ３３ � ８６ １．０ １

剥片 ク Ｍ３４ � １２３２ ０．９ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １６６ ２６．９ １

�‐４６８ ２３４ １２６ 接合資料 ク ３７０．９ ５５ １ ４１５ １３９９ ク Ｍ３４ � １４６ ９．０ １

剥片 ク Ｌ３３ � １３ ４．７ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １６７ ８．２ １

剥片 ク Ｌ３４ � ２５７ ７．２ １ ク Ｌ３４ � １５５４ ３．５ １

剥片 ク Ｌ３４ � ５８３ １．９ １ ク Ｌ３４ � １５５５ ０．５ １

剥片 ク Ｌ３４ � ５８９ ６．０ １ ク Ｍ３４ � ８４６ １．６ １

剥片 ク Ｌ３４ � ５９０ ３．７ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １６８ １２．１ １

剥片 ク Ｌ３４ � １１６１ ３．１ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １８４ １３．０ １

剥片 ク Ｌ３４ � １１６２ ２．０ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １８５ １３．１ １

ク Ｌ３４ � １１６３ ４．３ １ ク Ｍ３４ � ８４８ ３．０ １

ク Ｌ３４ � １５２８ １．９ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ４６２ １３．２ １

剥片 ク Ｌ３４ � １１６４ ３．５ １ ク Ｌ３４ � １５５０ ０．９ １

剥片 ク Ｌ３４ � １５２９ ０．９ １ ク Ｌ３４ � １５５１ １．３ １

ク Ｍ３４ � ４１２ ２．２ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ８８９ ３．１ １

剥片 ク Ｌ３４ � １５３０ １．７ １ ク Ｌ３４ � １５４６ １．３ １

剥片 ク Ｌ３４ � １５３１ ２．８ １ ク Ｍ３４ � ８４２ １．６ １

剥片 ク Ｌ３４ � １５３２ ２．２ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ８９０ １．５ １

剥片 ク Ｌ３４ � １６７１ １．０ １ ク Ｌ３４ � １１５７ １．９ １

ク Ｍ３４ � ６１９ ３．５ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １１５５ １０．１ １

ク Ｍ３４ � ８２４ １．９ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １１５６ ２４．４ １

剥片 ク Ｌ３４ � １７８４ ０．８ １ ク Ｍ３４ � ２３１ ３９．１ １

ク Ｌ３４ � １８０６ １．３ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １３２７ ５．３ １

剥片 ク Ｍ３３ � ８ ９．４ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １３２８ ６．８ １

ク Ｍ３４ � ４２４ ２．４ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １５４７ １．１ １

ク Ｍ３４ � ６２０ ２．２ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １５４８ ０．６ １

剥片 ク Ｍ３３ � １８ ２２．７ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １５４９ ３．４ １

剥片 ク Ｍ３４ � ６８ ２３．４ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １５５２ １．７ １

剥片 ク Ｍ３４ � １６４ ３．９ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １５５３ ９．４ １

ク Ｍ３４ � １６５ ８８．９ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １５５７ ０．９ １

剥片 ク Ｍ３４ � ２２０ ９．９ １ ク Ｍ３４ � １６３ ４．８ １

剥片 ク Ｍ３４ � ２２１ ３．０ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １５５６ ２．３ １

ク Ｍ３４ � ２２２ ３．９ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １５５８ １．５ １

ク Ｍ３４ � ４２３ ３．３ １ ク Ｌ３４ � １６７２ ２．７ １

剥片 ク Ｍ３４ � ２２５ ３７．５ １ ク Ｍ３４ � １４１ ３８．６ １

ク Ｍ３４ � ２２９ ３．７ １ 剥片 ク Ｍ３３ � １２ ８．６ １

剥片 ク Ｍ３４ � ２２８ ３２．８ １ 剥片 ク Ｍ３３ � １５９ １．７ １

ク Ｍ３４ � ８１１ ２．０ １ ク Ｍ３３ � １６０ ２．８ １

剥片 ク Ｍ３４ � ２３０ ３．９ １ 剥片 ク Ｍ３４ � １４０ ５３．８ １

剥片 ク Ｍ３４ � ４２２ ５．８ １ 剥片 ク Ｍ３４ � １４２ ７０．４ １

剥片 ク Ｍ３４ � ６１８ ４．５ １ 剥片 ク Ｍ３４ � １４３ ４．４ １

剥片 ク Ｍ３４ � ８０４ １．９ １ ク Ｍ３４ � １５５ ３．６ １

ク Ｍ３４ � ８０５ １．７ １ 剥片 ク Ｍ３４ � １４４ ３５．１ １

剥片 ク Ｍ３４ � ８０６ ２．１ １ ク Ｍ３４ � ３８５ ５．３ １

剥片 ク Ｍ３４ � ８０７ ３．０ １ ク Ｍ３４ � ８４５ ０．８ １

剥片 ク Ｍ３４ � ８０８ ４．２ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ２３２ １１．９ １

ク Ｍ３４ � ８１０ １．９ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ４２９ ５．０ １

剥片 ク Ｍ３４ � ８０９ ２．９ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ４３０ ８．７ １

剥片 ク Ｍ３４ � ８１２ １．６ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ６１５ ３．５ １

剥片 ク Ｍ３４ � ８１３ ４．２ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ６６９ ２．２ １

剥片 ク Ｍ３４ � ８１４ ０．８ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ８３９ １．２ １

剥片 ク Ｍ３４ � ８１５ ３．１ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ８４０ ２．５ １

剥片 ク Ｍ３４ � ８１９ ８．３ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ８４１ ３．０ １

ク Ｍ３４ � ８２０ ５．０ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ８４７ ８．４ １

ク Ｍ３４ � ８２１ ３．９ １ ク Ｍ３４ � ８４９ １．６ １

剥片 ク Ｍ３４ � ８２２ ２．６ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ８４３ ３．１ １

剥片 ク Ｍ３４ � ８２３ ３．０ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ８４４ ３．２ １

剥片 ク Ｍ３４ � １０３９ ０．９ １ 剥片 ク Ｍ３４ � １０９８ １．０ １

旧白滝５遺跡
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�‐４７１ ２３５ １２８ 接合資料 ク １３６８．１ ７２ １ ４１６ １４０９ ク Ｍ３４ � ３１４ ４．９ １

剥片 ク Ｌ３４ � ６９ ６．６ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ２３４ ２．５ １

ク Ｍ３４ � ５９ １９．８ １ ク Ｍ３４ � ２３５ ８．０ １

剥片 ク Ｌ３４ � １１４ １６２．４ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ２３９ ４．２ １

ク Ｍ３４ � ８８ ４４．４ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ３４２ １２．４ １

剥片 ク Ｌ３４ � ２２６ ３．７ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ３４３ ６．７ １

ク Ｌ３４ � ７５５ １．８ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ５２０ ４．９ １

ク Ｌ３４ � １７００ １．３ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ７８０ ０．６ １

ク Ｍ３４ � ６６５ １．４ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ７８２ ２．６ １

剥片 ク Ｌ３４ � ２２７ １．４ １ ク Ｍ３４ � ７８３ ２．０ １

ク Ｌ３４ � ２２８ ７．６ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ７８４ ７．７ １

ク Ｍ３４ � ３３２ ５．７ １ ク Ｍ３４ � ９８７ １．２ １

剥片 ク Ｌ３４ � ２２９ ４．３ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ９５１ ３．０ １

剥片 ク Ｌ３４ � ４３８ １．９ １ － ２３５ １３４ 接合資料 イ・ウ １１０．２ ４ ５ ３２９ ９０５

ク Ｍ３４ � ４７７ ９．６ １ 剥片 イ Ｆ２５ � １ １５．５ ５

ク Ｍ３４ � ４７８ １．３ １ 剥片 ウ Ｊ２８ � ７ ２．９ ５

剥片 ク Ｌ３４ � ４４５ ３．３ １ 剥片 ウ Ｋ２８ � ５ ６．８ ５

ク Ｌ３４ � １７０４ ０．５ １ 剥片 ウ Ｋ２８ � ７ ８５．０ ５

ク Ｍ３４ � ３４１ ２．４ １ － ２３６ １３５ 接合資料 オ ６７７．９ ３９ １ ３８６ １３１１

剥片 ク Ｌ３４ � ７６７ ０．３ １ 剥片 オ Ｐ２３ � ４０ ２９．３ １

ク Ｌ３４ � ７７３ ６．４ １ オ Ｐ２３ � ６６ ４．８ １

ク Ｍ３４ � ３３０ ６．４ １ 剥片 オ Ｐ２３ � ４１ ２２．６ １

剥片 ク Ｌ３４ � １１１５ ０．７ １ 剥片 オ Ｐ２３ � ４４ ８．４ １

剥片 ク Ｌ３４ � １１１６ ３．６ １ オ Ｑ２３ � ３４７ ７．４ １

ク Ｍ３４ � ２３８ ４．４ １ 剥片 オ Ｐ２３ � ７８ １０５．２ １

ク Ｍ３４ � ２４０ ５．３ １ オ Ｑ２３ � ８８５ ３１．４ １

剥片 ク Ｌ３４ � １１２７ ５．４ １ 剥片 オ Ｐ２３ � ８９ ７．０ １

剥片 ク Ｌ３４ � １１２８ ６．７ １ 剥片 オ Ｐ２３ � １５０ ０．２ １

剥片 ク Ｌ３４ � １３１９ １．７ １ オ Ｑ２３ � ７８４ ２．２ １

剥片 ク Ｌ３４ � １３２０ ３．２ １ オ Ｑ２３ � ７８５ １．８ １

剥片 ク Ｌ３４ � １５００ １．３ １ オ Ｑ２３ � ７８７ １．４ １

ク Ｌ３４ � １６５７ ８．５ １ オ Ｑ２３ � ８８４ ３．５ １

ク Ｍ３４ � ９５２ ３．５ １ 剥片 オ Ｐ２３ � １６１ １．５ １

剥片 ク Ｌ３４ � １５０１ ３．０ １ オ Ｑ２３ � ６５７ １０．０ １

剥片 ク Ｌ３４ � １５０２ ５．５ １ オ Ｑ２３ � ６５９ １．２ １

剥片 ク Ｌ３４ � １５０３ ２．６ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ３３８ ２３．１ １

剥片 ク Ｌ３４ � １６５４ ０．７ １ オ Ｑ２３ � ３３９ １３．０ １

剥片 ク Ｌ３４ � １６５５ ０．８ １ オ Ｑ２３ � ４７５ １０．２ １

剥片 ク Ｌ３４ � １６５６ １．４ １ オ Ｑ２３ � ４９１ ８．８ １

剥片 ク Ｌ３４ � １７０５ ２．７ １ オ Ｑ２３ � ６１２ １３．９ １

剥片 ク Ｌ３４ � １７０６ ３．４ １ オ Ｑ２３ � ８９５ ６．２ １

ク Ｍ３３ � ６ ３２．６ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ３４０ １０．４ １

剥片 ク Ｌ３４ � １７０７ ３．２ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ３４１ ３９．５ １

剥片 ク Ｌ３４ � １７１０ ２．３ １ オ Ｑ２３ � ８９１ ０．７ １

剥片 ク Ｌ３５ � ７ ４２．０ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ３４５ １４０．９ １

ク Ｍ３５ � ３ ７２．８ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ３４６ ５４．２ １

剥片 ク Ｌ３５ � １３ ６６２．７ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ３４８ ４９．０ １

剥片 ク Ｍ３３ � ２４ １３．４ １ オ Ｑ２３ � ３４９ １５．５ １

剥片 ク Ｍ３３ � ２５ ２２．１ １ オ Ｑ２３ � ６１３ １．０ １

ク Ｍ３４ � ９８３ １．３ １ オ Ｑ２３ � ９３２ ２．９ １

剥片 ク Ｍ３３ � ５０ ３．２ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ３５０ ５．４ １

ク Ｍ３３ � ５１ １．６ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ５９５ １１．１ １

剥片 ク Ｍ３３ � ８２ ８．５ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ５９６ ５．２ １

剥片 ク Ｍ３３ � ８６ １１．５ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ６２１ １．７ １

剥片 ク Ｍ３３ � １０７ ５．８ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ６２２ ２０．４ １

ク Ｍ３４ � ７８１ ５．３ １ オ Ｑ２３ � ６２６ ０．７ １

剥片 ク Ｍ３３ � １６６ １３．２ １ オ Ｑ２３ � ８９２ ０．７ １

剥片 ク Ｍ３４ � ４２ ３１．７ １ 剥片 オ Ｑ２３ � ８８３ ５．５ １

剥片 ク Ｍ３４ � ２１１ ９．９ １ － ２３６ １３６ 接合資料 キ ２６７．３ ３ ５ ４２８ １４８４

剥片 ク Ｍ３４ � ２１２ ７．４ １ �‐４１２ ２０９ ７８ 石核 キ Ｐ２６ � １ ２４３．１ ５

掲載接合資料一覧
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剥片 キ Ｐ２６ � ２ １１．５ ５ 剥片 ク Ｍ３４ � ８５０ １．９ １

剥片 キ Ｐ２６ � ３ １２．７ ５ 剥片 ク Ｍ３４ � ８５４ １．２ １

－ ２３６ １３７ 接合資料 ク ３１１．４ ４６ １ ３９８ １３４４ 剥片 ク Ｍ３４ � ８５１ ５．９ １

剥片 ク Ｌ３３ � ７ ２７．５ １ ク Ｍ３４ � ８５２ ０．７ １

ク Ｍ３３ � １９ ５．４ １ ク Ｍ３４ � ８５３ １．４ １

剥片 ク Ｌ３３ � ９ ９．０ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ８５５ １．４ １

ク Ｌ３４ � １０２ ８．１ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ８５６ ０．７ １

ク Ｌ３４ � １１６０ １．６ １ ク Ｍ３４ � ８５７ １．９ １

剥片 ク Ｌ３３ � ８９ １．８ １ ク Ｍ３４ � ８５８ ２．１ １

剥片 ク Ｌ３４ � ４８ ３９．９ １ － ２３７ １３９ 接合資料 ク ２２８．０ ３１ ５ ４２７ １４７１

剥片 ク Ｌ３４ � ２４３ ９．５ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ４０ ６．５ ５

剥片 ク Ｌ３４ � ２５１ ５．１ １ ク Ｌ３４ � ４１ １１．１ ５

ク Ｌ３４ � ２５２ ３．５ １ ク Ｌ３４ � １７８ ４．４ ５

剥片 ク Ｌ３４ � ３９５ １９．８ １ ク Ｌ３４ � ７１１ １．６ ５

剥片 ク Ｌ３４ � ３９６ ７．０ １ ク Ｌ３４ � ７１２ ７．５ ５

剥片 ク Ｌ３４ � ３９７ １０．８ １ ク Ｌ３４ � ９０７ １．８ ５

ク Ｍ３４ � ６８１ ４．３ １ ク Ｌ３４ � ９０８ １．６ ５

剥片 ク Ｌ３４ � ４０１ ８．６ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ５３ ２５．６ ５

剥片 ク Ｌ３４ � ５８５ ７．０ １ ク Ｌ３４ � ８７ ５．９ ５

ク Ｌ３４ � ５８６ １．８ １ ク Ｌ３４ � ８０８ ３．５ ５

剥片 ク Ｌ３４ � ６３０ ５．９ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ５４ ３５．６ ５

剥片 ク Ｌ３４ � ６３１ １．３ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ７８ １６．２ ５

剥片 ク Ｌ３４ � １１３３ １６．８ １ ク Ｌ３４ � ９１５ ４．２ ５

剥片 ク Ｌ３４ � １１３４ ３．５ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １１７ ６．７ ５

ク Ｌ３４ � １３３６ １．４ １ ク Ｌ３４ � １１８ ５．８ ５

ク Ｍ３４ � ６９６ ３．２ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ７８５ ３．６ ５

剥片 ク Ｌ３４ � １１３５ ７．４ １ ク Ｌ３４ � ７８６ ６．６ ５

ク Ｍ３４ � ６８０ １．１ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ７８８ ４．５ ５

剥片 ク Ｌ３４ � １１３６ ３．６ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ７９７ ７．５ ５

ク Ｍ３４ � ６０２ ２．５ １ ク Ｌ３４ � ７９８ ２．６ ５

ク Ｍ３４ � ６０３ ５．８ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ８９４ ５．５ ５

剥片 ク Ｌ３４ � １１３７ １１．９ １ ク Ｌ３４ � ９１０ ３．６ ５

ク Ｌ３４ � １８４３ １．７ １ ク Ｌ３４ � ９１１ ２．７ ５

剥片 ク Ｌ３４ � １５６２ ０．７ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ８９８ １．１ ５

剥片 ク Ｌ３４ � １５６３ ２．１ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １１１４ ５．３ ５

剥片 ク Ｌ３４ � １５６４ ２．７ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ９７ １２．８ ５

剥片 ク Ｌ３４ � １６６６ １．４ １ ク Ｍ３４ � ９８ ４．８ ５

剥片 ク Ｌ３４ � １８４４ ０．５ １ ク Ｍ３４ � ９９ １．６ ５

剥片 ク Ｍ３３ � １７４ ２．３ １ ク Ｍ３４ � ５３１ ５．０ ５

剥片 ク Ｍ３４ � ２５３ ８．３ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ５０８ １５．９ ５

剥片 ク Ｍ３４ � ３０７ ７．９ １ 剥片 ク Ｍ３４ � ５８９ ６．９ ５

剥片 ク Ｍ３４ � ３０８ １．７ １ － ２３７ １４０ 接合資料 ク ２４３．４ ２７ ５ ４２７ １４７０

剥片 ク Ｍ３４ � ６１６ ３．８ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ４２ ３６．２ ５

剥片 ク Ｍ３４ � ６７８ １０．４ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ４３ ２１．６ ５

剥片 ク Ｍ３４ � ６７９ ５．５ １ ク Ｌ３４ � ８４０ ２．７ ５

剥片 ク Ｍ３４ � ６８２ ２３．０ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ５６ ２１．８ ５

剥片 ク Ｍ３４ � ８５９ １．１ １ ク Ｌ３４ � ８４４ １．０ ５

剥片 ク Ｍ３４ � ８６０ １．２ １ ク Ｌ３４ � ９０６ ０．９ ５

剥片 ク Ｍ３４ � １１０５ ２．０ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ５７ ６．９ ５

－ ２３７ １３８ 接合資料 ク ６８．２ １９ １ ３９８ １３４５ ク Ｍ３４ � １３０ ４．９ ５

剥片 ク Ｌ３３ � ８７ ４．０ １ 剥片 ク Ｌ３４ � ７９ １１．５ ５

剥片 ク Ｌ３３ � ８８ ３．４ １ ク Ｌ３４ � ９０９ ４．６ ５

剥片 ク Ｌ３４ � １５５９ ２．２ １ ク Ｌ３４ � １０２７ ０．４ ５

剥片 ク Ｌ３４ � １５６０ ８．６ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １１２ ２．７ ５

剥片 ク Ｌ３４ � １５６１ ０．９ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １１３ ３０．０ ５

剥片 ク Ｍ３３ � １７ １６．７ １ ク Ｌ３４ � １４７ １３．８ ５

剥片 ク Ｍ３４ � ２１９ ７．９ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １５０ ２３．４ ５

ク Ｍ３４ � ２５１ ３．１ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １６２ ２．８ ５

ク Ｍ３４ � ２５２ １．０ １ ク Ｌ３４ � １２３９ ０．５ ５

剥片 ク Ｍ３４ � ６１７ ３．２ １ 剥片 ク Ｌ３４ � １６５ ２．５ ５

旧白滝５遺跡
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剥片 ク Ｌ３４ � ８３４ １．１ ５ 剥片 ク Ｌ３４ � ８１３ ０．５ ４

剥片 ク Ｌ３４ � ８８５ ２．０ ５ 剥片 ク Ｌ３４ � ８１４ ８．４ ４

剥片 ク Ｌ３４ � ９７８ ０．７ ５ 剥片 ク Ｌ３４ � ８１５ ５．４ ４

剥片 ク Ｌ３４ � １２１４ １７．５ ５ 剥片 ク Ｌ３４ � ８２０ ０．８ ４

剥片 ク Ｌ３４ � １２２０ ０．９ ５ ク Ｌ３４ � １０２１ ２．７ ３

剥片 ク Ｌ３４ � １２２３ ０．９ ５ 剥片 ク Ｌ３４ � １１７６ ２．７ ３

剥片 ク Ｌ３４ � １２３２ ３．１ ５ 剥片 ク Ｌ３４ � １２６０ ０．８ ３

剥片 ク Ｍ３４ � ５２５ ２．２ ５ 剥片 ク Ｍ３４ � ３１７ ８．０ ３

剥片 ク Ｍ３４ � ５４４ ２６．８ ５ 剥片 ク Ｍ３４ � ４７６ １．０ ４

－ ２３７ １４１ 接合資料 ク ３８８．０ ２８ ５ ４２７ １４６９ ク Ｍ３４ � ５００ １．０ ４

剥片 ク Ｌ３４ � ２０ ５０．８ ５ － ２３８ １４３ 接合資料 ク １０４．９ ８ １ ４０１ １３４９

剥片 ク Ｌ３４ � ６２ ５．８ ５ － ２３８ １４４ 尖頭器 ク Ｌ３５ � ８ ２２．７ １

剥片 ク Ｌ３４ � ６３ ７．４ ５ ク Ｍ３５ � １ ４３．６ １

剥片 ク Ｌ３４ � ７５ １３．３ ５ 剥片 ク Ｌ３５ � １１ １．８ １

剥片 ク Ｌ３４ � ７６ ２．７ ５ 剥片 ク Ｌ３５ � １９ ２．９ １

剥片 ク Ｌ３４ � １２４ １３．１ ５ 剥片 ク Ｌ３５ � ２３ ５．９ １

剥片 ク Ｌ３４ � １３１ １９．１ ５ 剥片 ク Ｍ３５ � １７ ０．５ １

剥片 ク Ｌ３４ � ６３２ １２．５ ５ 剥片 ク Ｍ３５ � １８ ７．４ １

ク Ｌ３４ � ６８６ ６．４ ５ 剥片 ク Ｍ３５ � ２５ ２０．１ １

ク Ｍ３３ � ６３ １１．４ ５ － ２３８ １４５ 接合資料 ク ２９７．５ １４ １ ４１２ １３９１

剥片 ク Ｌ３４ � ６８５ ２６．８ ５ 剥片 ク Ｌ３４ � ５１２ ８９．７ １

剥片 ク Ｌ３４ � ７１３ ２．０ ５ ク Ｌ３４ � ５１３ ３７．１ １

剥片 ク Ｌ３４ � ７１４ ３．５ ５ ク Ｌ３４ � ９２０ ９．２ １

剥片 ク Ｌ３４ � ８３９ ５６．７ ５ 剥片 ク Ｌ３４ � ５１４ ８．７ １

剥片 ク Ｌ３４ � ８５３ １．４ ５ 剥片 ク Ｌ３４ � ７１５ ７．３ １

剥片 ク Ｌ３４ � ９９７ ５．４ ５ ク Ｌ３４ � ７１６ ３．４ １

剥片 ク Ｌ３４ � １０２５ ９．６ ５ ク Ｌ３４ � ７１７ ３．６ １

剥片 ク Ｌ３４ � １０２６ ６．３ ５ 剥片 ク Ｍ３３ � １６２ ４．４ １

剥片 ク Ｌ３４ � １０４８ １．２ ５ 剥片 ク Ｍ３３ � １６３ ７６．２ １

剥片 ク Ｌ３４ � １０９４ ５．７ ５ 剥片 ク Ｍ３４ � ７０１ ２５．５ １

ク Ｍ３４ � ６４４ １２．５ ５ 剥片 ク Ｍ３４ � ７０２ １５．７ １

剥片 ク Ｌ３４ � １１０５ ８．２ ５ ク Ｎ３０ � ７ ７．６ １

剥片 ク Ｌ３４ � １１９８ ５．８ ５ 剥片 ク Ｎ３３ � ２ ５．１ １

剥片 ク Ｍ３３ � ９７ ７．１ ５ ク Ｎ３３ � ３ ４．０ １

ク Ｍ３３ � ９８ ７．７ ５ － ２３９ １４６ 接合資料 ク ８１９．４ ６６ ３・４
・５

４２２ １４５０

剥片 ク Ｍ３４ � ９２ ２８．５ ５ 剥片 ク Ｌ３４ � １０ ４８．５ ５

剥片 ク Ｍ３４ � ５０２ ４２．３ ５ 剥片 ク Ｌ３４ � ２８４ ２４．９ ３

剥片 ク Ｍ３４ � ６４３ １４．８ ５ 剥片 ク Ｌ３４ � ２８５ ６８．７ ３

－ ２３８ １４２ 接合資料 ク ２３５．４ ３１ ３・４ ４２１ １４３０ ク Ｌ３４ � ３４７ ２．４ ３

剥片 ク Ｌ３４ � １８６ ２１．１ ３ 剥片 ク Ｌ３４ � ２８７ ６．２ ４

ク Ｌ３４ � １１７８ １．２ ３ 剥片 ク Ｌ３４ � ３００ ５５．５ ３

剥片 ク Ｌ３４ � １８７ ５．６ ３ ク Ｌ３４ � ３１９ ５．４ ３

剥片 ク Ｌ３４ � １９３ １９．９ ３ ク Ｌ３４ � ６９０ １．６ ３

剥片 ク Ｌ３４ � １９４ ４０．３ ３ 剥片 ク Ｌ３４ � ３０１ ６．８ ４

剥片 ク Ｌ３４ � ２０６ ４．０ ３ ク Ｌ３４ � ３２０ ４．０ ３

剥片 ク Ｌ３４ � ２０７ ５．６ ３ ク Ｌ３４ � ６８９ ０．６ ３

剥片 ク Ｌ３４ � ２０８ １８．７ ３ ク Ｍ３４ � ２６６ １４．４ ４

剥片 ク Ｌ３４ � ２１７ １８．１ ３ 剥片 ク Ｌ３４ � ３０２ ６．２ ４

剥片 ク Ｌ３４ � ２１８ ６．８ ３ ク Ｌ３４ � ３０３ ８７．１ ４

剥片 ク Ｌ３４ � ２３２ １６．３ ３ ク Ｌ３４ � ３１６ ２５．７ ４

ク Ｌ３４ � １０２３ ０．７ ３ ク Ｌ３４ � ３１７ ９．２ ４

剥片 ク Ｌ３４ � ２６０ １１．２ ３ ク Ｌ３４ � ３２９ ４．１ ５

剥片 ク Ｌ３４ � ４０８ ８．３ ３ ク Ｌ３４ � ３４６ ０．８ ４

ク Ｌ３４ � １１７５ ０．２ ３ ク Ｌ３４ � ６９２ １．８ ３

剥片 ク Ｌ３４ � ７３５ ８．７ ４ 剥片 ク Ｌ３４ � ３０７ ７１．７ ５

剥片 ク Ｌ３４ � ７３６ ５．８ ４ ク Ｌ３４ � ４７１ ２．４ ５

ク Ｌ３４ � １０２２ １．０ ３ ク Ｌ３４ � ４７２ ４．０ ５

剥片 ク Ｌ３４ � ７３７ ２．１ ４ ク Ｌ３４ � ５５９ ３．１ ５

剥片 ク Ｌ３４ � ７６３ ６．３ ４ ク Ｌ３４ � １１０９ ０．７ ５

剥片 ク Ｌ３４ � ７６４ ２．２ ４ 剥片 ク Ｌ３４ � ３０８ ５１．３ ４

掲載接合資料一覧
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剥片 ク Ｌ３４ � ３０９ １６．８ ３ 剥片 ク Ｌ３４ � ４４０ ０．６ ３

ク Ｌ３４ � ３２１ ６．８ ３ 剥片 ク Ｌ３４ � ４６５ ６．２ ３

ク Ｌ３４ � ４６４ ４．７ ３ 剥片 ク Ｌ３４ � ５１５ ４．０ ５

ク Ｌ３４ � ５９６ ０．９ ４ 剥片 ク Ｌ３４ � ５２０ ５．０ ５

ク Ｌ３４ � ６９１ ０．４ ３ ク Ｌ３４ � ５２１ ２．０ ５

ク Ｌ３４ � ６９３ ０．６ ３ ク Ｌ３４ � ６５５ ０．７ ３

ク Ｌ３４ � ６９４ ０．３ ３ 剥片 ク Ｌ３４ � ５５６ ９．２ ５

剥片 ク Ｌ３４ � ３１５ ６１．５ ４ 剥片 ク Ｌ３４ � ６１９ ２．１ ３

ク Ｌ３４ � ６２３ ０．３ ４ 剥片 ク Ｌ３４ � ６２０ ２．１ ３

ク Ｌ３４ � ６４３ ３．９ ４ 剥片 ク Ｌ３４ � ６２１ ０．２ ４

剥片 ク Ｌ３４ � ３２２ ３１．９ ３ 剥片 ク Ｌ３４ � ６２２ １．１ ４

ク Ｌ３４ � ３２３ ４．２ ５ 剥片 ク Ｌ３４ � ６２４ ７．４ ３

ク Ｌ３４ � ３３２ １７．５ ５ 剥片 ク Ｌ３４ � ６４４ ０．３ ３

ク Ｌ３４ � １３０７ ０．５ ３ 剥片 ク Ｌ３４ � ６７１ ４．５ ４

剥片 ク Ｌ３４ � ３３０ ６０．０ ５ 剥片 ク Ｌ３４ � ６７２ ３．２ ３

ク Ｌ３４ � ５８１ ０．６ ５ 剥片 ク Ｌ３４ � ６９７ １．０ ４

剥片 ク Ｌ３４ � ３３１ １７．６ ３ 剥片 ク Ｍ３４ � ２６４ ４．５ ４

ク Ｌ３４ � ３３７ ２．５ ３ 剥片 ク Ｍ３４ � ３５３ ７．９ ５

剥片 ク Ｌ３４ � ３３３ ３．３ ４ 剥片 ク Ｍ３４ � ４３３ ２．３ ４

剥片 ク Ｌ３４ � ３３５ ７．６ ５ 剥片 ク Ｍ３４ � ４３９ ２．９ ４

ク Ｌ３４ � ３３６ ３．２ ５

表３ 旧白滝５遺跡母岩別資料一覧

母岩 接合
尖 頭 器 両面調整石器

彫器 掻器 削器
錐形

石器

舟 底 形 石 器 台形

石器

二次加
工ある
剥片

細石刃
細石

刃核
石刃

縦長

剥片
石刃核 石核

削 片
剥片 原石 合計 重 量 石 質 製作内容

�類 �類 �類 �類 �類 �a類 �b類 �c類 細石刃
核削片

尖頭器
削 片

彫器
削片

１

１ ５ ５ １０７．８

黒曜石５ ５ａ�

２ ４ ４ ３７．７

３ ２ ２ １３．０

４ ７ ７ ２４５．７

５ ２ ２ ４６．９

６ ２ ２ ４７．２

７ ２ ２ ７０．６

なし １９ １９ ９８．３

計 ４３ ４３ ６６７．２

２

８ １８ １８ ３９０．９

黒曜石５ １ａ�

９ ７ ７ ６６．８

１０ ９ ９ ６１．５

５０００１ ２ ２ ２９．５

５０００２ ２ ２ ５．０

５０００３ ３ ３ １１．９

５０００４ ２ ２ ５．７

なし ２８ ２８ ７６．２

計 ７１ ７１ ６４７．５

３
１１ １ １ ２ ３３４．６

黒曜石５ ５ａ	
計 １ １ ２ ３３４．６

４

１２ ２ ４ ６ ２２２．１

黒曜石５ １ｆなし １ ４ ５ ２１．３

計 ３ ８ １１ ２４３．４

５

１３ １０ １０ ５５８．４

黒曜石５
１ｆ

５ａ	

１４ ２ ２ ４９．２

なし １ １ ２５ ２７ ９５．７

計 １ １ ３７ ３９ ７０３．３

６

１５ ２ １ １０ １３ ５０３．４

黒曜石５

３ａ�

５ｄ

５ａ	

１６ ４ ４ １９６．２

１７ ３ ３ ７．７

なし １ ８ ９ ９８．７

計 ２ １ １ ２５ ２９ ８０６．０

７

１８ １３ １３ ５８４．５

黒曜石５
１ｆ

５ｂ	
１９ １８ １８ ６４３．７

２０ ８ ８ ５３８．１

旧白滝５遺跡
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母岩 接合
尖 頭 器 両面調整石器

彫器 掻器 削器
錐形

石器

舟 底 形 石 器 台形

石器

二次加
工ある
剥片

細石刃
細石

刃核
石刃

縦長

剥片
石刃核 石核

削 片
剥片 原石 合計 重 量 石 質 製作内容

�類 �類 �類 �類 �類 �a類 �b類 �c類 細石刃
核削片

尖頭器
削 片

彫器
削片

７

２１ ６ ６ １３１．６

黒曜石５
１ｆ

５ｂ�

２２ １０ １０ ３８４．０

２３ ３ ３ ８６．５

２４ ４ ４ ６６．１

２５ ２ ２ ２５．５

２６ ３ ３ １６．５

２７ ２ ２ ９．５

５０００５ ２ ２ ８５．９

５０００６ ２ ２ １９．４

なし ３９ ３９ １２１．３

計 １１２ １１２ ２７１２．６

８
２８ ３ １ １０ １４ ４８０．０

黒曜石１ １ｆ
計 ３ １ １０ １４ ４８０．０

９

２９ ２ １３ １５ ２８３．４

黒曜石１ １ｆ
３０ ２ ２ ６．４

なし １ １ ７．１

計 ２ １６ １８ ２９６．９

１０
３１ ４ ２ １ ３ １２ ２２ １４８．５

黒曜石１ １ｂ
計 ４ ２ １ ３ １２ ２２ １４８．５

１１

３２ １ １５ １６ ５０４．６

黒 曜 石

１・３

１ｆ

５ａ�

３３ ７ ７ １２８．０

なし １１ １１ ３４．５

計 １ ３３ ３４ ６６７．１

１２
３４ ６ ６ ４０４．６

黒曜石５ ４ａ�
計 ６ ６ ４０４．６

１３

３５ ４ ３ ７ １２５．４

黒曜石５
５ａ�

２ｃ

３６ ６ ６ ６５．８

３７ ３ ３ １１２．３

３８ ３ ３ ５．７

５０００７ ２ ２ ７．３

なし １ １ ２ ４ ６６．５

計 １ １ ４ ５ １４ ２５ ３８３．０

１４
３９ １ ５ ６ ３９７．８

黒曜石３
５ａ�

５ｂ�計 １ ５ ６ ３９７．８

１５

４０ ８ ８ ４４．０

黒 曜 石

３・４
１ｆ

４１ ４ ４ ２７．４

４２ ２ ２ ２５．９

４３ １ １ ２ ６．４

４４ ２ ２ １９．４

４５ ３ ３ １２．７

なし １ １ ３．７

計 １ ２１ ２２ １３９．５

１６
４６ １ ５ ６ ５６６．７ 黒 曜 石

３・４
５ｃ�

計 １ ５ ６ ５６６．７

１７

４７ １ １ ３４ ３６ ９５４．０

黒曜石５ １ａ�
４９ ３ ３ １９．２

なし ４ ４ １４．２

計 １ １ ４１ ４３ ９８７．４

１８
７５３ ６ ６ ３２．６

黒曜石５ ２ｃ
計 ６ ６ ３２．６

１９

５０ １ １２ １３ ３５１．０

黒曜石５ １ｆ
５１ ６ ６ ６５．３

５０００８ ２ ２ ４．３

計 １ ２０ ２１ ４２０．６

２０
５２ １ １ ２ ８３２．５

黒曜石５ ５ｂ�
計 １ １ ２ ８３２．５

２１

５３ １ １ ２ ２７．３

黒曜石１ ５ｄ
５４ ５ ５ ２８．２

５０００９ ２ ２ １１．４

５００１０ ２ ２ １５．２

母岩別資料一覧
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母岩 接合
尖 頭 器 両面調整石器

彫器 掻器 削器
錐形

石器

舟 底 形 石 器 台形

石器

二次加
工ある
剥片

細石刃
細石

刃核
石刃

縦長

剥片
石刃核 石核

削 片
剥片 原石 合計 重 量 石 質 製作内容

�類 �類 �類 �類 �類 �a類 �b類 �c類 細石刃
核削片

尖頭器
削 片

彫器
削片

２１
なし ４ ４ ２４．７

黒曜石１ ５ｄ
計 １ １４ １５ １０６．８

２２

５５ １ ３ ４ ３５７．１

黒曜石１

５ａ�

５ｂ�

５ａ�

５６ ４ ４ １３４．８

５００１１ ３ ３ ２５．７

５００１２ ２ ２ ５．２

なし ２ １９ ２１ １０１．１

計 ３ ３１ ３４ ６２３．９

２３

５７ ８ ８ １５２．８

黒曜石１ １ｆ５８ ２ ５ ７ １７９．８

計 ２ １３ １５ ３３２．６

２４

５９ １２ １２ １２７．０

黒曜石１ ３ｂ６０ ３ ３ ２５．４

計 １５ １５ １５２．４

２５

６１ １ ５ ６ ５７０．１

黒曜石１ １ｆ

６２ １１ １１ ３８０．７

６３ ２ ２ ４４．１

６５ ２ ２ ５２．０

計 １ ２０ ２１ １０４６．９

２６

６６ １０ １０ １０９．７

黒曜石１
１ａ�

５ｄ

６７ ４ ４ ６０．４

６８ ３ ３ １０．４

６９ ３ ３ ８０．５

７０ １ １ ２ ９８．３

５００１３ ３ ３ １５．８

５００１４ ２ ２ ２０．２

５００１５ ３ ３ １１３．６

５００１６ ２ ２ １２．３

５００１７ ２ ２ ３９．８

なし １ ３ ２２ ２６ ７４．９

計 １ ３ １ ５５ ６０ ６３５．９

２７
７１ １ ８ ９ ２３８．６ 黒 曜 石

１・３

１ｆ

１ａ�計 １ ８ ９ ２３８．６

２８

７２ １ １０ １１ １５９．７

黒曜石１ １ｆ
７３ １ １ ２ １８．８

なし １ １ ２．５

計 １ ２ １１ １４ １８１．０

２９
７４ １ ３ ４ １３３．８

黒曜石１
５ｃ�

５ｂ�計 １ ３ ４ １３３．８

３０
７５ ２ １ ５ ８ ９７．０

黒曜石１ ５ｂ�
計 ２ １ ５ ８ ９７．０

３１

７６ ５ ５ １５２．３

黒曜石１ ５ａ�

７７ ２ ２ ３８．５

７８ ２ ２ ２０．０

７９ ６ ６ ５５．６

８０ ２ ２ ２０．１

８１ ３ ３ ２１．３

５００１８ ２ ２ ３．０

なし １４ １４ ４７．２

計 ３６ ３６ ３５８．０

３２
５００１９ ５ ５ ６５６．４

黒曜石１ ５ｄ
計 ５ ５ ６５６．４

３３
５００２０ １４ １４ ５０８．２

黒曜石１ ５ｄ
計 １４ １４ ５０８．２

３４

８２ ２ ７ ９ ６２．２

黒曜石１ ３ｂ

８３ ２ ２ ２．６

５００２１ ２ ２ ０．９

なし １５ １５ １３．８

計 ２ ２６ ２８ ７９．５

３５ ８４ ３ １５ １８ ２１３．５ 黒曜石１ ３ｂ

旧白滝５遺跡
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母岩 接合
尖 頭 器 両面調整石器

彫器 掻器 削器
錐形

石器

舟 底 形 石 器 台形

石器

二次加
工ある
剥片

細石刃
細石

刃核
石刃

縦長

剥片
石刃核 石核

削 片
剥片 原石 合計 重 量 石 質 製作内容

�類 �類 �類 �類 �類 �a類 �b類 �c類 細石刃
核削片

尖頭器
削 片

彫器
削片

３５

８５ ７ ７ ４２．６

黒曜石１ ３ｂ
８６ ３ ３ １６．８

８７ ３ ３ １０．８

計 ３ ２８ ３１ ２８３．７

３６

８８ ５ ５ ８３．４

黒曜石１ １ｆ

８９ ７ ７ １４．７

９０ ６ ６ １３．４

なし ３ ３ ３．０

計 ２１ ２１ １１４．５

３７
９１ １ ４ ５ １００．４

黒曜石１ ５ａ�
計 １ ４ ５ １００．４

３８

９３ ２ ２ １０７．２

黒曜石２
１ｅ

５ａ�

９４ ５ ５ ２３４．９

９５ ２ ３ ５ ３２７．６

９６ １ １ ２ ２４９．８

５００２２ ３ ３ ２５７．４

５００２３ ３ ３ ６１．９

５００２４ ３ ３ ３２．６

５００２５ ３ ３ ２８０．３

５００２６ ２ ２ １４３．４

なし １ １ ２ ２８２．９

計 １ １ ４ １ ２３ ３０ １９７８．０

３９

９７ １ ２ ３ ９５．９

黒曜石２ ５ａ�

５００２７ ２ ２ ５７．６

５００２８ ２ ２ ２９．５

なし １ １ １７６．２

計 １ １ ６ ８ ３５９．２

４０
９８ ３ ４ ２ ９ ５２．５

黒曜石２ ４ａ�
計 ３ ４ ２ ９ ５２．５

４１

９９ １ ３ ４ ５８．６

黒曜石２ ４ｅ

５００２９ ４ ４ １４．５

５００３０ ２ ２ ５４．７

５００３１ ２ ２ １９５．５

５００３２ ２ ２ ２４．５

なし １ １ １ ３ １８．０

計 １ １ ４ １ １０ １７ ３６５．８

４２

１００ ５ ５ ６６．９

黒曜石２ ５ｄ
５００３３ ２ ２ ８．７

５００３４ ３ ３ ２６．６

計 １０ １０ １０２．２

４３
１０１ １ ２ ３ ２９８．６

黒曜石２ ５ａ�
計 １ ２ ３ ２９８．６

４４
１０２ １ ２ ３ １９０．２

黒曜石２ ５ｃ�
計 １ ２ ３ １９０．２

４５

１０３ ３ ４ ７ ２２０．４

黒曜石２ ５ｂ�
５００３５ ２ ２ ２２．０

なし ６ ６ ３４．１

計 ３ １２ １５ ２７６．５

４６
１０４ １ １ ２ ８１１．９

黒曜石２ ５ｃ�
計 １ １ ２ ８１１．９

４７

１０５ ６ ２８ ３４ ２０１．０

黒曜石１
１ａ�

５ｂ�

１０６ ２６ ２６ ２７７．５

１０７ ６ ６ ４２．４

１０８ ２ ２ ２５．９

１０９ ６ ６ ２１．２

１１０ ３ ３ ５．３

１１１ ５ ５ １９．５

１１２ ４ ４ ２２．０

なし １４ １４ ３７．０

計 ６ ９４ １００ ６５１．８
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母岩 接合
尖 頭 器 両面調整石器

彫器 掻器 削器
錐形

石器

舟 底 形 石 器 台形

石器

二次加
工ある
剥片

細石刃
細石

刃核
石刃

縦長

剥片
石刃核 石核

削 片
剥片 原石 合計 重 量 石 質 製作内容

�類 �類 �類 �類 �類 �a類 �b類 �c類 細石刃
核削片

尖頭器
削 片

彫器
削片

４８

１１３ １２３ １２３ １５５９．７

黒曜石１ ５ａ�

１１４ ２ ２ ６．５

５００３６ ２ ２ ９．７

５００３７ ２ ２ ５．４

５００３８ ３ ３ ８．７

５００３９ ２ ２ ９．５

５００４０ ２ ２ ５．８

５００４１ ２ ２ １６．２

５００４２ ２ ２ ５．２

なし １ ３７ ３８ ８１．８

計 １ １７７ １７８ １７０８．５

４９

１１５ １ １ ５ ２ ５８ ６７ ２７５１．６

黒 曜 石

１・５

２ｄ

１ａ�

５００４３ ２ ２ ３９．８

５００４４ ２ ２ １３．３

５００４５ ２ ２ ９３．０

なし ８ ８ ２２．４

計 １ １ ５ ２ ７２ ８１ ２９２０．１

５０

１１６ ９ １ ９ １ １４３ １６３ ２０４４．０

黒曜石１

２ｂ

１ａ�

５ａ�

１１７ ４ ４ ０．４

１１８ １ １ １ ３ １１．９

１１９ ４ ４ １１．３

１２０ ２ ２ １１．３

１２１ ２ ２ ３．４

５００４６ ２ ２ ２．６

５００４７ ３ ３ ２．５

５００４８ ２ ２ ７．９

なし ６ １ １ ２１ ２９ ２９．０

計 ９ １１ ２ １５ １ ２ １７４ ２１４ ２１２４．３

５１
１２２ １ ３ １ ２８ ３３ ６８３．９

黒曜石１ ５ｃ�
計 １ ３ １ ２８ ３３ ６８３．９

５２

１２３ １ １ ６ ２１ ２９ ７６３．０

黒曜石１

２ｂ

１ｆ

４ｃ�

５００４９ ２ ２ １２．８

計 １ １ ６ ２３ ３１ ７７５．８

５３

１２４ ２ ２９ ３１ ６３５．３

黒曜石１
５ｃ�

５ｂ�
なし ５ ５ ８．１

計 ２ ３４ ３６ ６４３．４

５４
１２５ １０ １０ ７４８．２ 黒 曜 石

１・３
５ａ�

計 １０ １０ ７４８．２

５５

１２６ ６ １ ５７ ６４ ５６８．７

黒曜石１
１ａ�

５ｄ

１２７ ６ ６ ７．２

５００５０ ２ ２ ３．４

５００５１ ２ ２ ２．３

５００５２ ２ ２ ３．８

なし １ ２５ ２６ ４３．２

計 ６ １ １ ９４ １０２ ６２８．６

５６

１２８ １１ １１ １２４．６

黒曜石１ １ｆ５００５３ ２ ２ １０６．３

計 １３ １３ ２３０．９

５７
１２９ １ ３０ ３１ ２７１．３

黒曜石２ ５ｃ�
計 １ ３０ ３１ ２７１．３

５８
１３０ １ ６ ７ ２３５．０

黒曜石２ ５ｂ�
計 １ ６ ７ ２３５．０

５９

１３１ ３ １ １４ １８ １２５．４

黒曜石２ ４ｂ�
１３２ ３ ３ ７．２

なし １ １ １．０

計 ３ １ １８ ２２ １３３．６

６０

１３３ １９ １９ ６１．９

黒曜石２ １ｆ
１３４ ５ ５ ２１．１

１３５ ４ ４ １７．６

５００５４ ２ ２ ９．０

旧白滝５遺跡
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母岩 接合
尖 頭 器 両面調整石器

彫器 掻器 削器
錐形

石器

舟 底 形 石 器 台形

石器

二次加
工ある
剥片

細石刃
細石

刃核
石刃

縦長

剥片
石刃核 石核

削 片
剥片 原石 合計 重 量 石 質 製作内容

�類 �類 �類 �類 �類 �a類 �b類 �c類 細石刃
核削片

尖頭器
削 片

彫器
削片

６０

５００５５ ２ ２ ２．６

黒曜石２ １ｆなし １ １ ４．３

計 １ ３２ ３３ １１６．５

６１

１３６ ３ １０ １ ４４ ５８ ６７６．５

黒曜石２ ５ｃ�

１３７ ２ ２ １．５

５００５６ ２ ２ １９．７

なし ８ ８ ２７．６

計 ３ １０ １ ５６ ７０ ７２５．３

６２

１３８ １ １ ９ １１ ２１２．５

黒曜石２
５ｂ�

１ａ�

１３９ １２ １２ １２２．９

５００５７ ２ ２ ２８．３

計 ２ １ １ ２１ ２５ ３６３．７

６３

１４０ １ ２ ２５ ２８ １９５．２

黒曜石２ ５ｃ�なし ２ ２ ３．３

計 １ ２ ２７ ３０ １９８．５

６４

１４１ １ １ ８ １０ ８２２．５

黒曜石５ ５ａ�なし ３ ３ １６．０

計 １ １ １１ １３ ８３８．５

６５
１４２ １ ５ ６ １５１．９

黒曜石２ ５ｃ�
計 １ ５ ６ １５１．９

６６

１４３ １ １ １ １ ２ １３１ １３７ １８８９．９

黒 曜 石

１・３・４

２ｂ

１ａ�

１４４ ３ ３ ４．５

１４５ ７ ７ ７１．４

１４６ ９ ９ ５７．９

１４７ ４ ４ ６１．８

１４８ ３ ３ １９．７

１４９ ３ ３ １５．１

１５０ ７ ７ １９．４

１５１ ４ ４ １１．９

１５２ ４ ４ ８．０

５００５８ ２ ２ ５．３

５００５９ ２ ２ ２０．９

５００６０ ２ ２ ４．２

５００６１ ２ ２ ３．９

５００６２ ２ ２ ３．８

なし ７９ ７９ １３４．３

計 １ １ １ １ ２ ２６４ ２７０ ２３３２．０

６７

１５３ １ ８ ２９ ３８ ２１５．９

黒 曜 石

３・４

３ａ�

５ｃ�

１５４ ５ ５ ４３．５

１５５ ２ ２ ５．４

５００６３ ２ ２ ４．６

なし ３ ３ ６．７

計 １ ８ ４１ ５０ ２７６．１

６８
１５６ １４ ９ １ ７ ３１ ２８５．３ 黒 曜 石

３・４
４ａ�

計 １４ ９ １ ７ ３１ ２８５．３

６９

１５７ １ ２ ３ ２６０．５

黒曜石３ ５ｄ
５００６４ ２ ２ ５．６

なし ３ ３ １４．１

計 １ ７ ８ ２８０．２

７０

１５８ １５ １５ １１２．４

黒 曜 石

３・４
１ｆ

１５９ ３ ３ ５．４

１６０ ４ ４ ２１．２

５００６５ ２ ２ ２５．３

５００６６ ２ ２ ４．５

なし ６ ６ ５３．６

計 ３２ ３２ ２２２．４

７１

１６１ １ １ ４ １ ６７ ７４ １３８４．３

黒 曜 石

３・４

２ｂ

１ｆ

５ｃ�

１６２ １ １ １８ ２０ ３８２．７

１６３ ２ ４ ６ １６８．３

１６４ ２ １ ３ ８１．８

母岩別資料一覧
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母岩 接合
尖 頭 器 両面調整石器

彫器 掻器 削器
錐形

石器

舟 底 形 石 器 台形

石器

二次加
工ある
剥片

細石刃
細石

刃核
石刃

縦長

剥片
石刃核 石核

削 片
剥片 原石 合計 重 量 石 質 製作内容

�類 �類 �類 �類 �類 �a類 �b類 �c類 細石刃
核削片

尖頭器
削 片

彫器
削片

７１

１６５ ６ ６ ８０．８

黒 曜 石

３・４

２ｂ

１ｆ

５ｃ�

１６６ ２ ２ ４２．８

１６７ ２ ２ ７．５

１６８ ３ ３ １９．４

１６９ ２ ２ ８．４

１７０ ２ ２ ９．８

１７１ ２ ２ ２．５

５００６７ ２ ２ １１．５

５００６８ ２ ２ １６．９

５００６９ ２ ２ ４９．５

なし １ ３７ ３８ １８１．２

計 ２ １ １ １１ １ １５０ １６６ ２４４７．４

７２

１７２ １ ４ ９ ８５ ９９ １４１９．６

黒 曜 石

３・４

２ｂ

１ａ�

１７３ ２ １１ １３ ５４．６

１７４ ７ ７ ６８．５

１７５ ２ ２ ２４．４

１７６ ３ ３ １８．２

１７７ ２ ２ １２．６

１７８ １ １ ２ １１．８

１７９ ３ ３ １６．５

１８０ ２ ２ ４．６

１８１ ３ ３ ４９．８

５００７０ ２ ２ １７．８

５００７１ ２ ２ ５．９

５００７２ ２ ２ １０．３

５００７３ ３ ３ ３．５

５００７４ ２ ２ ５．０

なし １ ２２ ２３ ４３．０

計 １ １０ ９ １５０ １７０ １７６６．１

７３

１８２ １ ２ ２１ ２４ １４７９．４
黒 曜 石

３・４

５ａ�

５ａ�
なし １ ３ ４ ３７．３

計 ２ ２ ２４ ２８ １５１６．７

７４

１８３ ２ １ １ ２ １１ １７ ３５９．２

黒 曜 石

１・３

２ｂ

１ｅ

１８４ ２ ２ ９．６

１８５ ３ ３ ７．２

５００７５ ２ ２ ２９．２

なし １ ３４ ３５ １１８．８

計 ２ １ ２ ２ ５２ ５９ ５２４．０

７５

１８６ １ ９９ １００ １６１７．８

黒 曜 石

３・４

５ｃ�

５ｂ�

１９１ ２ ２ ４．０

５００７６ ２ ２ ６．２

なし １ １１ １２ ２８．５

計 １ １ １１４ １１６ １６５６．５

７６
１９２ １ １６ １７ １９９．２ 黒 曜 石

１・３
５ｃ�

計 １ １６ １７ １９９．２

７７

１９３ １ ３ ４ １８５．７
黒 曜 石

３・４
５ｃ�なし １１ １１ ３６．０

計 １ １４ １５ ２２１．７

７８

１９４ １１ １１ １０１．５

黒 曜 石

３・４
１ｆ

１９５ ３ ３ ９．３

１９６ ３ ３ １３．３

１９７ ４ ４ ２１．７

１９８ ３ ３ ９．７

１９９ ２ ２ ２．９

２００ ２ ２ ８．９

５００７７ ２ ２ ３．４

なし ２８ ２８ ５３．０

計 ５８ ５８ ２２３．７

７９
２０１ ２７ ２７ ３６３．７ 黒 曜 石

３・４
１ｅ

２０２ １０ １０ １８．５

旧白滝５遺跡
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母岩 接合
尖 頭 器 両面調整石器

彫器 掻器 削器
錐形

石器

舟 底 形 石 器 台形

石器

二次加
工ある
剥片

細石刃
細石

刃核
石刃

縦長

剥片
石刃核 石核

削 片
剥片 原石 合計 重 量 石 質 製作内容

�類 �類 �類 �類 �類 �a類 �b類 �c類 細石刃
核削片

尖頭器
削 片

彫器
削片

７９

２０３ ２ ２ ８．４

黒 曜 石

３・４
１ｅ

２０４ ３ ３ ２．８

２０５ ２ ２ ５．７

５００７８ ２ ２ １０．２

５００７９ ２ ２ ６．３

なし ２ １９ ２１ １１０．６

計 ２ ６７ ６９ ５２６．２

８０

２０６ １ ５７ ５８ ５０７．７
黒 曜 石

３・４
１ａ�なし ９ ９ １６．４

計 １ ６６ ６７ ５２４．１

８１

２０７ １ １８ １９ ２４３．３
黒 曜 石

３・４
５ｂ�２０８ ２ ２ １１．９

計 １ ２０ ２１ ２５５．２

８２

２０９ １ ３ ２０ １ ２５ ５０ ５９７．９

黒 曜 石

３・４

２ａ

４ｂ�

２１０ ２ ２ ４．８

なし ３ ３ ５．５

計 １ ３ ２０ １ ３０ ５５ ６０８．２

８３
２１１ １ ２ １０ １３ ５９８．４ 黒 曜 石

３・４
５ｃ�

計 １ ２ １０ １３ ５９８．４

８４

２１２ １ ２ ２ ３９ ４４ ９０７．８

黒 曜 石

３・４
１ｅ

２１３ ６ ６ １０３．６

２１４ ２ ２ １０．０

なし ２２ ２２ ６８．０

計 １ ２ ２ ６９ ７４ １０８９．４

８５

２１６ ４６ ４６ ７１４．６

黒曜石３
１ａ�

５ｂ�

２１７ １ １０ １１ １１９．７

２１８ １６ １６ ２２１．７

２１９ ２ ２ ２．９

なし １ ２８ ２９ ５３．８

計 １ １ １０２ １０４ １１１２．７

８６

２２０ ３ ８ １０ ２１ ２４９．４

黒 曜 石

３・４

２ｂ

１ａ�

２２１ ２ ２ ７３．１

２２２ １ ４ ５ ４６．３

２２３ ６ ６ １２２．３

２２４ ２ ２ ４．３

２２５ ３ ３ ５．５

２２６ ２ ２ ４．４

なし １ ３０ ３１ １５４．７

計 ２ ３ ８ ５９ ７２ ６６０．０

８７

２２７ ２ ６ ８ １８８．５

黒曜石３ １ａ�

２２８ ３ ３ ２７．３

２２９ ４ ４ ５１．１

２３０ ２ ２ ２９．９

なし １０ １０ ２２．５

計 ２ ２５ ２７ ３１９．３

８８

２３１ ３ ３ ８７．４

黒曜石４ ５ｃ�

２３２ ２ ２ ７８．９

５００８１ ２ ２ ６．９

なし ４ ４ ２９．４

計 １１ １１ ２０２．６

８９

２３３ １ ２８ ２９ ３２０．５

黒曜石４
５ａ�

５ｂ�

２３４ １９ １９ １８１．３

２３５ ２ ２ １２．６

２３６ ２ ２ ４．３

なし ８ ８ １０．０

計 １ ５９ ６０ ５２８．７

９０

２３７ １ １３ １４ １９７．４

黒曜石４ １ｅなし ４ ４ ３．４

計 １ １７ １８ ２００．８

９１ ２３８ １７ １７ ２４８．５ 黒曜石４ １ａ�

母岩別資料一覧
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母岩 接合
尖 頭 器 両面調整石器

彫器 掻器 削器
錐形

石器

舟 底 形 石 器 台形

石器

二次加
工ある
剥片

細石刃
細石

刃核
石刃

縦長

剥片
石刃核 石核

削 片
剥片 原石 合計 重 量 石 質 製作内容

�類 �類 �類 �類 �類 �a類 �b類 �c類 細石刃
核削片

尖頭器
削 片

彫器
削片

９１
２３９ ３ ３ １３．０

黒曜石４ １ａ�
計 ２０ ２０ ２６１．５

９２

２４０ ４６ ４６ １００８．９

黒曜石５
１ａ�

５ｄ

２４１ ４ ５ ９ ７０．１

なし １ ５９ ６０ １１８．０

計 ４ １ １１０ １１５ １１９７．０

９３

２４２ ３ ２５ ２８ ７４１．９

黒曜石５
５ｂ�

５ｂ�
なし ２４ ２４ ７８．６

計 ３ ４９ ５２ ８２０．５

９４

２４３ １１ ６４ ７５ １３５４．３

黒 曜 石

１・３
１ａ�

２４４ ２ ２ ４．３

２４５ ３ ３ ４．８

５００８２ ２ ２ ２．５

なし １３ １３ ３４．３

計 １１ ８４ ９５ １４００．２

９５

２４６ ２ １ １ ８ １８ ３０ １２１．３

黒 曜 石

３・４

２ｄ

１ｅ

２４７ ５ ５ ３４．４

なし ３ ８ １１ ７．４

計 ５ １ １ ８ ３１ ４６ １６３．１

９６
２４８ １ ６ ６ １３ １２１．２

黒曜石３ ２ｅ
計 １ ６ ６ １３ １２１．２

９７

２４９ ４ ４ １１０．６

黒 曜 石

１・３

２ｃ

５ｄ

２５０ ２ ２ ４．３

５００８３ ２ ２ ０．２

なし ７ １ １ ９ ２２．６

計 ９ ３ ５ １７ １３７．７

９８

２５１ ３ ３ １７２．３

黒曜石５
１ａ�

５ｄ
なし １ １ ２１１．１

計 １ ３ ４ ３８３．４

９９
２５２ １ ２ ４ ５３ ６０ １８５３．１

黒曜石５
２ｂ

１ａ�計 １ ２ ４ ５３ ６０ １８５３．１

１００

２５３ １ ４ ４３ ４８ ３０６．０

黒曜石５ １ａ�

２５４ ４ ４ ９．１

２５５ ２ ２ ７．４

１５８５ ２ ２ １５．６

１５８６ ２ ２ ２．８

なし １６ １６ ４７．５

計 １ ４ ６９ ７４ ３８８．４

１０１

２５６ １ ３ ４１ ４５ ３０７．０

黒曜石５ １ａ�

２５７ ３ ３ １４．１

５００８４ ２ ２ １．８

なし ２７ ２７ ４９．０

計 １ ３ ７３ ７７ ３７１．９

１０２

２５８ ２ １ １ ３６ ４０ １５３２．８

黒曜石５ ５ａ�

２５９ ４ ４ ３５．３

５００８５ ２ ２ ３．６

なし １ １ １９．２

計 ２ １ １ ４３ ４７ １５９０．９

１０３

２６０ ３ １ ４０ ４４ ６５７．１

黒曜石５ １ａ�

２６１ ５ ５ ２４．８

２６２ ２ ２ ３．２

５００８６ ２ ２ ２．９

５００８７ ２ ２ ３．１

なし １ １ ２ ５．７

計 ３ ２ ５２ ５７ ６９６．８

１０４
２６３ ２ １ １１ １４ ５９１．１

黒曜石１ ４ａ�
計 ２ １ １１ １４ ５９１．１

１０５
２６４ １ １３ １４ ３１０．３

黒曜石５ ５ｃ�
計 １ １３ １４ ３１０．３

１０６ ２６５ １ ２ １１ １４ １２２３．３ 黒曜石５ ５ａ�

旧白滝５遺跡
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母岩 接合
尖 頭 器 両面調整石器

彫器 掻器 削器
錐形

石器

舟 底 形 石 器 台形

石器

二次加
工ある
剥片

細石刃
細石

刃核
石刃

縦長

剥片
石刃核 石核

削 片
剥片 原石 合計 重 量 石 質 製作内容

�類 �類 �類 �類 �類 �a類 �b類 �c類 細石刃
核削片

尖頭器
削 片

彫器
削片

１０６

２６６ ２ ２ ６８．２

黒曜石５ ５ａ�
５００８８ ２ ２ ５．７

なし ５ ５ ４７．２

計 １ ２ ２０ ２３ １３４４．４

１０７

２６７ １ ５０ ５１ １０１８．１

黒曜石５ １ａ�

２６８ ２ ２ ８．７

２６９ ２ ２ ６．３

５００８９ ２ ２ １３．５

５００９０ ２ ２ ６．２

５００９１ ２ ２ ２．２

５００９２ ２ ２ １．７

なし ４１ ４１ ８７．４

計 １ １０３ １０４ １１４４．１

１０８

２７０ ６ ５ ８２ ９３ １２１３．４

黒曜石５ １ａ�
５００９３ ２ ２ １．４

なし ３２ ３２ ４２．９

計 ６ ５ １１６ １２７ １２５７．７

１０９
２７１ ３ １ １０ １４ ４２９．２

黒曜石１ ５ｃ�
計 ３ １ １０ １４ ４２９．２

１１０
２７２ ３ １ ２１ ２５ ５３４．９

黒曜石５ ５ｃ�
計 ３ １ ２１ ２５ ５３４．９

１１１

２７３ ７ ７ ４７０．４

黒 曜 石

１・３
５ａ�

２７４ １３ １３ ２５９．６

２７５ ３ ３ ６３．９

２７６ ２ ２ ３８．４

なし ６ ６ １２９．１

計 ３１ ３１ ９６１．４

１１２
２７７ １ ４ ５ ４２２．９

黒曜石５ ５ａ�
計 １ ４ ５ ４２２．９

１１３

２７８ １１ １１ １３１．９

黒曜石５
１ｆ

５ａ�

２７９ ４ ４ ７８．２

２８０ １ １ ２ ２２３．８

２８１ ３ ３ ２９．８

２８２ ２ ２ １２．０

５００９４ ２ ２ ３１．０

５００９５ ２ ２ ３．４

なし １ １ ２ ９．８

計 １ １ １ ２５ ２８ ５１９．９

１１４

２８３ ４ ４ １０２．０

黒曜石５ １ｆ

２８４ ３ ３ １１９．４

５００９６ ２ ２ ２８．５

５００９７ ２ ２ ４９．１

５００９８ ２ ２ ７．６

なし １ １ ８．１

計 １ １３ １４ ３１４．７

１１５

２８５ ６ １ ７ ３３．０

黒曜石１ ２ｅ

２８６ ５ ５ ０．９

２８７ ２ ２ ０．２

なし １１ １１ １．５

計 ２４ １ ２５ ３５．６

１１６

２８８ １ ２ ３ ２０．７

黒曜石１ ２ａなし １ １ １．０

計 １ ３ ４ ２１．７

１１７

２８９ ３ ３ ７．４

黒曜石１ ２ｃなし １ １ ０．１

計 １ ３ ４ ７．５

１１８
２９０ ２ ２ ２．１

黒曜石１ ２ｅ
計 ２ ２ ２．１

１１９
２９１ ４ ４ ０．７

黒曜石１ ２ｃ
２９２ ４ ４ ０．４

母岩別資料一覧
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母岩 接合
尖 頭 器 両面調整石器

彫器 掻器 削器
錐形

石器

舟 底 形 石 器 台形

石器

二次加
工ある
剥片

細石刃
細石

刃核
石刃

縦長

剥片
石刃核 石核

削 片
剥片 原石 合計 重 量 石 質 製作内容

�類 �類 �類 �類 �類 �a類 �b類 �c類 細石刃
核削片

尖頭器
削 片

彫器
削片

１１９
なし ５ ２ ７ ４．０

黒曜石１ ２ｃ
計 １３ ２ １５ ５．１

１２０
なし ２ ２ ０．２

黒曜石１ ２ｃ
計 ２ ２ ０．２

１２１

２９３ １ ２ ３ １９．４
黒 曜 石

３・４
２ｃなし １ １ ２．４

計 １ ３ ４ ２１．８

１２２

２９４ ２ ２ ０．４

黒曜石３

４
２ｅ

２９５ ２ ２ ０．２

なし ４ ４ ０．５

計 ８ ８ １．１

１２３

２９６ １ １ ２ １３．４
黒 曜 石

３・４
２ｅなし １ ２ ３ ２．１

計 １ １ ３ ５ １５．５

１２４

２９７ １ ３ ４ ２５６．１

黒曜石１ ５ｃ�なし ３ ３ ２９．８

計 １ ６ ７ ２８５．９

１２５

２９８ ７ ７ ３７９．２

黒曜石１ ５ｄなし １ １ １１．８

計 ８ ８ ３９１．０

１２６

５００９９ １ １ ２ ６１０．５

黒曜石２
５ｄ

５ａ�

５０１００ ２ ２ ５０．１

５０１０１ ２ ２ ６７．６

なし １ ２ ３ １６２．３

計 １ ３ ５ ９ ８９０．５

１２７

２９９ ６ ２ １８ ５ ７９ １１０ １３４２．６

黒曜石１
２ｂ

１ａ�

３００ １４ １４ ３３．２

３０１ ２ ２ ４．１

５０１０２ ２ ２ ８．０

５０１０３ ２ ２ ３．４

５０１０４ ２ ２ ３．２

５０１０５ ２ ２ ４．７

５０１０６ ２ ２ １１．６

５０１０７ ２ ２ １．５

５０１０８ ２ ２ １．２

なし ４２ ４２ ４７．６

計 ６ ２ １８ ５ １５１ １８２ １４６１．１

１２８

３０２ １ ５ １６４ １７０ １４５５．８

黒曜石１
２ｅ

１ａ�

３０３ １ １ ５ ７ １８．４

なし １ １ １４５ １４７ １０２．２

計 １ １ １ ５ ２ ３１４ ３２４ １５７６．４

１２９

３０４ １ ２ ３ ２９４．２

黒曜石１
１ｆ

１ａ�

３０５ ３ ３ ４６．２

３０６ １ ２ ３ ６０．３

５０１０９ ９ ９ １５８．２

計 １ １ １６ １８ ５５８．９

１３０

３０７ １ １ ２９ ３１ １１８．９

黒曜石１ ３ｂ

３１０ ２ ３６ ３８ ２６８．３

３１１ ２ ２ ８．０

３１２ ６ ６ ７．７

３１３ ３ ３ ３．４

３１４ ２ ２ ２．９

３１５ ２ ２ １．２

３１６ ２ ２ １．２

３１７ ２ ２ ２．４

１５８７ ２ ２ ３．０

５０１１０ ２ ２ ３．５

なし ６５ ６５ ５７．９

計 ３ １ １５３ １５７ ４７８．４

１３１ １８７ １ １ ５ ２４ ３１ １６３．１

旧白滝５遺跡
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母岩 接合
尖 頭 器 両面調整石器

彫器 掻器 削器
錐形

石器

舟 底 形 石 器 台形

石器

二次加
工ある
剥片

細石刃
細石

刃核
石刃

縦長

剥片
石刃核 石核

削 片
剥片 原石 合計 重 量 石 質 製作内容

�類 �類 �類 �類 �類 �a類 �b類 �c類 細石刃
核削片

尖頭器
削 片

彫器
削片

１３１

１８８ ２ ７ ９ ５１．３

黒 曜 石

３・４

２ｂ

１ａ�

１８９ ４ ４ ３７．３

１９０ ３ ３ １１．１

なし １ ４ ５ ５．７

計 １ １ ２ ６ ４２ ５２ ２６８．５

１３２

３１８ ２ ３ ５ １１６．５

黒曜石１ ３ｂ
３１９ ３ ３ ５．２

なし １０ １０ １０．２

計 ２ １６ １８ １３１．９

１３３
３２０ ２ １ １ １ ７ ２ ９ ２３ ５２２．８

黒曜石１
２ｂ

１ａ�計 ２ １ １ １ ７ ２ ９ ２３ ５２２．８

１３４
３２１ １ １ ２ ６０１．８

黒曜石１ ５ａ�
計 １ １ ２ ６０１．８

１３５

３２２ １ １ １１ １３ ５６．３

黒曜石１
２ｄ

１ａ�
なし １ １ １．７

計 １ １ １２ １４ ５８．０

１３６

３２３ １ ７ ８ ９５．９

黒曜石１ １ａ�３２４ ２ ２ ８．４

計 １ ９ １０ １０４．３

１３７

３２５ ６ １ ４ ２ １１ ４６ ７０ ９８６．２

黒曜石１
２ａ

４ａ�
なし ６ ６ ６．６

計 ６ １ ４ ２ １１ ５２ ７６ ９９２．８

１３８

３２６ １２ １２ １４９．５

黒 曜 石

１・３・５
１ｆ

３２７ ４ ４ ５６．３

３２８ ３ ３ ４６．８

３２９ ３ ３ １２．２

３３０ ２ ２ １４．８

５０１１１ ２ ２ １３．７

５０１１２ ２ ２ ９．２

計 ２８ ２８ ３０２．５

１３９
３３１ ２３ １３ ３６ ２７１．８

黒曜石１ ４ｃ�
計 ２３ １３ ３６ ２７１．８

１４０

３３２ １ １２ １３ ３８０．４

黒曜石１ ４ｃ�なし １ １ ２ １．６

計 １ １ １３ １５ ３８２．０

１４１

３３３ １ ２ ３ ２３９．７

黒曜石１
２ｃ

５ｄ

３３４ ２ ２ １２３．７

なし １ ３ ４ ２５．１

計 １ １ ７ ９ ３８８．５

１４２

３３５ ５ ２１ ２６ １７７．７

黒曜石１ ３ｂ

３３６ ３ ３ ２．７

３３７ １ ６ ７ １２．１

３３８ ２ ２ １０．１

３３９ ２ ２ １２．３

なし ４７ ４７ ４７．１

計 ５ １ ８１ ８７ ２６２．０

１４３

３４０ ６３ ６３ ３７０．５

黒曜石１ １ａ�

３４１ ５ ６ １１ １０１．８

３４２ ８ ８ ７１．８

３４３ ５ ５ ２４．３

３４４ ３ ３ ６．５

５０１１５ ２ ２ ２．５

５０１１６ ２ ２ ２．９

なし ４３ ４３ ３８．２

計 ５ １３２ １３７ ６１８．５

１４４
３４５ １ １ ２ ７６２．７

黒曜石５ ５ａ�
計 １ １ ２ ７６２．７

１４５

３４６ １１ １１ １５４．６

黒曜石１ ５ｄ３４７ ５ ５ ９２．６

なし １ １ ２ １９４．０

母岩別資料一覧
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母岩 接合
尖 頭 器 両面調整石器

彫器 掻器 削器
錐形

石器

舟 底 形 石 器 台形

石器

二次加
工ある
剥片

細石刃
細石

刃核
石刃

縦長

剥片
石刃核 石核

削 片
剥片 原石 合計 重 量 石 質 製作内容

�類 �類 �類 �類 �類 �a類 �b類 �c類 細石刃
核削片

尖頭器
削 片

彫器
削片

１４５ 計 １ １７ １８ ４４１．２ 黒曜石１ ５ｄ

１４６

３４８ ２ ７ ９ ２３．６

黒曜石１ ２ｃ
３４９ １ １２ １３ ２４．３

なし １ １２ １３ ３８．９

計 １ １ ２ １２ １９ ３５ ８６．８

１４７
６４ １ １ ２ ９９．１

黒曜石１ ５ｃ�
計 １ １ ２ ９９．１

１４８

３５１ １ ５ ４ １０ ３４．７

黒曜石１
２ｃ

１ａ�

３５２ ４ １６ ２０ １９３．７

３５３ ４ ４ １２．２

３５４ ５ ５ １８．６

３５５ ２ ２ ４．４

３５６ ３ ３ １７．３

３５７ １８ １８ １３６．９

５０１１７ ２ ２ ７．２

５０１１８ ３ ３ １２．６

なし ２０ ２０ ２７．７

計 １ ４ ５ ７７ ８７ ４６５．３

１４９

３５８ ３ ３ ８ ６１ ７５ １８４９．１

黒 曜 石

３・４

３ａ�

４ｂ�

３５９ ８ ８ ９９２．３

３６０ ４ ４ ２００．１

３６１ １ ５ ６ １４６．０

３６２ ３ ３ ４１．３

３６３ ４ ４ ２３．２

３６４ ２ ２ １９．１

３６５ ２ ２ ７．７

３６６ １ ２ ３ ９．６

３６７ ２ ２ ６．３

３６８ ２ ２ ４．６

３６９ ２ ２ ８．０

３７０ ２ ２ ３．２

３７１ ２ ２ ４．３

３７２ ２ ２ ４．６

５０１１９ ２ ２ ５５．６

５０１２０ ２ ２ ４９．９

５０１２１ ３ ３ ２１．５

５０１２２ ３ ３ １３．６

５０１２３ ２ ２ ７．３

５０１２４ ２ ２ １０．６

５０１２５ ２ ２ ５．４

５０１２６ ２ ２ ９．３

５０１２７ ２ ２ ７．４

５０１２８ ２ ２ ５．５

５０１２９ ２ ２ ６．５

５０１３０ ２ ２ １３．６

なし １ ２ ２ １ １７８ １８４ ５０１．９

計 ４ ３ １ ５ １０ １ ３０５ ３２９ ４０２７．５

１５０
３７３ １ ９ １０ １２１５．８

黒曜石３ １ａ�
計 １ ９ １０ １２１５．８

１５１
３７４ ３ １ ２ ２５ ３１ ５７１．５ 黒 曜 石

３・４
４ｃ�

計 ３ １ ２ ２５ ３１ ５７１．５

１５２

３７５ ４ １ ８７ ９２ １０６５．６

黒 曜 石

３・４
５ｃ	

３７６ ２ ２ ６．１

５０１３１ ２ ２ ５．５

なし １ １５ １６ ３６．３

計 ５ １ １０６ １１２ １１１３．５

１５３

３７７ １ １３０ １３１ ５８３．６

黒 曜 石

３・４
１ａ�

３７８ ６ ６ １３１．６

３７９ ７ ７ ２９．５

３８０ ４ ４ ２１．６

旧白滝５遺跡
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母岩 接合
尖 頭 器 両面調整石器

彫器 掻器 削器
錐形

石器

舟 底 形 石 器 台形

石器

二次加
工ある
剥片

細石刃
細石

刃核
石刃

縦長

剥片
石刃核 石核

削 片
剥片 原石 合計 重 量 石 質 製作内容

�類 �類 �類 �類 �類 �a類 �b類 �c類 細石刃
核削片

尖頭器
削 片

彫器
削片

１５３

３８１ ２ ２ １０．２

黒 曜 石

３・４
１ａ�

３８２ ２ ２ ９．１

３８３ ２ ２ ５．８

３８４ ４ ４ ９．８

３８５ ２ ２ ２．６

３８６ ２ ２ ３．１

３８７ ２ ２ ２．２

３８８ ２ ２ ３．３

３８９ ２ ２ １．７

３９０ ２ ２ ２．４

５０１３３ ２ ２ ７．８

５０１３４ ２ ２ ２４．７

５０１３５ ２ ２ ６．０

５０１３６ ２ ２ ４．５

５０１３７ ２ ２ ２．７

５０１３８ ２ ２ ２．７

５０１３９ ２ ２ １．８

５０１４０ ２ ２ １．６

５０１４１ ２ ２ ２２．８

５０１４２ ２ ２ １．５

５２０１３ ２ ２ ６．９

５２０１４ ２ ２ ３．１

なし １ ３ ２０２ ２０６ ４８４．６

計 １ ４ ３９５ ４００ １３８７．２

１５４

３９１ １ ３ １ １１５ １２０ １２１８．５

黒 曜 石

３・４

３ａ�

５ｄ

１ａ�

３９２ １８ １８ ７４．３

３９３ ２ ２ ４．０

３９４ ２ ２ ３．８

３９５ ２ ２ ６．４

３９６ ３ ３ ７．６

３９７ ３ ３ ６．３

３９８ ３ ３ １０．７

３９９ ５ ５ ２３．１

４００ ４ ４ ３４．６

４０１ １ ８ ９ ２０．４

５０１４３ ２ ２ ３．６

５０１４４ ２ ２ ２．５

５０１４５ ２ ２ ４．５

５０１４６ ２ ２ ３．８

５０１４７ ２ ２ ４．２

５３３９６ ２ ２ ３８．０

なし １ ８４ ８５ １７５．９

計 １ ５ ３ ２５９ ２６８ １６４２．２

１５５

４０２ １ ３ ２１ ２５ ４３９．２
黒 曜 石

３・４
５ｃ�なし ２ ２ ３．８

計 １ ３ ２３ ２７ ４４３．０

１５６

４０３ １ ２ ３ １１８．４

黒 曜 石

３・４

３ａ�

４ａ�

４０４ ２ ２ ６８．８

４０５ ２ ２ ６１．６

なし １ １ ２ ４ ５０．２

計 ２ １ ８ １１ ２９９．０

１５７

４０６ １１ １１ ２１４．０

黒曜石４ ５ａ�

４０７ ６ ６ １８４．８

４０８ ２ ２ ３９．９

４０９ ２ ２ １５．７

４１０ ３ ３ ２９．０

４１１ ３ ３ ４．８

５０１４８ ２ ２ ５７．９

なし ７ ７ ４９．０

計 ３６ ３６ ５９５．１

母岩別資料一覧
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母岩 接合
尖 頭 器 両面調整石器

彫器 掻器 削器
錐形

石器

舟 底 形 石 器 台形

石器

二次加
工ある
剥片

細石刃
細石

刃核
石刃

縦長

剥片
石刃核 石核

削 片
剥片 原石 合計 重 量 石 質 製作内容

�類 �類 �類 �類 �類 �a類 �b類 �c類 細石刃
核削片

尖頭器
削 片

彫器
削片

１５８

４１２ １ ２ ７ ７ １ １７ ３５ ４９３．４

黒曜石４
４ｃ�

１ｅ
なし １ ２ ３ ３．２

計 １ ２ ７ ８ １ １９ ３８ ４９６．６

１５９
４１３ １ ３ ４ ２１４．４

黒曜石４ ４ａ�
計 １ ３ ４ ２１４．４

１６０

４１４ １ ７ ２ １０ １３０．３

黒曜石４ ４ｃ�４１５ ２ ７ ９ ２７．７

計 １ ９ ９ １９ １５８．０

１６１

４１６ ６ ６ ３１７．０

黒曜石４ ５ｄ５０１４９ ２ ２ ３３０．４

計 ８ ８ ６４７．４

１６２

４１７ １８ １８ ３９４．３

黒曜石４ １ｆ

４１８ １１ １１ １５７．２

４１９ ３ ３ １５９．９

４２０ ５ ５ ２４４．５

４２１ １ １ ２ ３９．８

４２２ １ １ ２ １８．６

４２３ ３ ３ １２．３

４２４ ３ ３ ８．８

４２５ ３ ３ １５．７

４２７ ３ ３ １２．９

４２８ ７ ７ ４４．９

４２９ ２ ２ ７．５

なし ６１ ６１ ２１８．４

計 １ １ １２１ １２３ １３３４．８

１６３

４３０ １ １ ２ ４４．７

黒曜石３

４
３ａ�

４３１ １ ５ ６ ２１７．６

４３２ ４ ４ ９３．０

５０１５０ ２ ２ ７６．４

なし １ ２１ ２２ ２４３．１

計 ２ １ ３３ ３６ ６７４．８

１６４

４３３ ７ ７ ８０．１

黒曜石４
５ｄ

４ａ�

４３４ ４ ４ ８３．１

４３５ ６ ６ ３１．６

４３６ ４ ４ ５４．８

４３７ ６ ６ ３２．６

４３８ ３ ３ １１．８

５０１５１ ２ ２ １０．５

５０１５２ ２ ２ １２．２

５０１５３ ２ ２ ３．８

なし １ １８ １９ ７４．８

計 １ ５４ ５５ ３９５．３

１６５

４３９ １ ３ ２ １３０ １３６ ２１７９．０

黒曜石５
５ａ�

１ｅ

４４０ ２ ２ ５１．４

４４１ ３ ２ ５ １６．０

５０１５４ ３ ３ ７．０

なし ５７ ５７ ９１．５

計 １ ３ ５ １９４ ２０３ ２３４４．９

１６６

４４２ １ ２７ ２８ ５８２．８

黒曜石５ ５ａ�５０１５５ ３ ３ １５．０

計 １ ３０ ３１ ５９７．８

１６７

４４３ ２ １ １５ １８ ８０２．４

黒 曜 石

１・５
５ｃ�

４４４ ３ ３ ７０．１

なし １０ １０ ２０．６

計 ２ １ ２８ ３１ ８９３．１

１６８

４４５ ５２ ５２ ３００．６

黒曜石５ １ａ�

４４６ ３６ ３６ ２１１．５

４４７ ２ ２ ４．７

なし １ ７７ ７８ ９８．６

計 １ １６７ １６８ ６１５．４

旧白滝５遺跡
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母岩 接合
尖 頭 器 両面調整石器

彫器 掻器 削器
錐形

石器

舟 底 形 石 器 台形

石器

二次加
工ある
剥片

細石刃
細石

刃核
石刃

縦長

剥片
石刃核 石核

削 片
剥片 原石 合計 重 量 石 質 製作内容

�類 �類 �類 �類 �類 �a類 �b類 �c類 細石刃
核削片

尖頭器
削 片

彫器
削片

１６９

４４８ １ ５２ ５３ ２１４６．９

黒 曜 石

４・５
１ｆ

４４９ ４ ４ １８０．４

なし １ １ ２ ５３．２

計 ６ ５３ ５９ ２３８０．５

１７０
４５０ ９ ３３ ４２ ９０９．７

黒曜石５
２ｂ

１ｆ計 ９ ３３ ４２ ９０９．７

１７１

４５１ ２ ２ １５．４

黒 曜 石

１・５
１ａ�

４５２ ２ ２ ４４．６

５０１５６ ２ ２ ６．７

５０１５７ ２ ２ １１．５

５０１５８ ２ ２ ９．０

計 １０ １０ ８７．２

１７２

４５３ １ ６ １９ ２６ １６９７．８

黒曜石３ １ａ�なし ３ ３ ６．８

計 １ ６ ２２ ２９ １７０４．６

１７３

４５４ １ １６ １７ ２００．４

黒曜石５ １ａ�

４５５ １５ １５ ４６．８

４５６ ４ ４ ６．８

４５７ ５ ５ ７．５

５０１５９ ６ ６ ２６．６

５０１６０ ２ ２ ４．１

なし １７ １７ ２４．３

計 １ ６５ ６６ ３１６．５

１７４

４５８ ６ １８ ２４ ３６４．１

黒曜石５ １ａ�
５０１６１ ２ ２ ８．５

なし ４６ ４６ ６３．７

計 ６ ６６ ７２ ４３６．３

１７５
４５９ ４ ２ ６ ２００．２

黒曜石５ ４ａ�
計 ４ ２ ６ ２００．２

１７６

４６０ ３ ３ ６ １４６．９

黒曜石５ ５ｂ�４６１ ２ ２ ９．１

計 ３ ５ ８ １５６．０

１７７

４６２ ２ ５ ７ １６０．８

黒曜石５ ５ｄなし １７ １７ ６６．２

計 ２ ２２ ２４ ２２７．０

１７８
４６３ ２ ２ ４ １９１．９

黒曜石５ ５ｄ
計 ２ ２ ４ １９１．９

１７９
４６４ ５ ５ １０９．０

黒曜石５ ５ｄ
計 ５ ５ １０９．０

１８０

４６５ ２ ３ ５ ５１２．７

黒曜石５ ５ａ�

４６６ ５ ５ １０．７

４６７ ２ ２ ７２．１

なし １９ １９ ３１．３

計 ２ ２９ ３１ ６２６．８

１８１

４６８ ９ ３９ ４８ ４２６．３

黒曜石５
２ｂ

１ａ�

４６９ ５ ５ ７．４

４７０ ２ ２ １８．５

５０１６２ ２ ２ ２．５

５０１６３ ２ ２ ２．６

計 ９ ５ ４５ ５９ ４５７．３

１８２

４７１ ２ ２ ０．２

黒曜石１ ２ｃなし ３ ３ ０．３

計 ５ ５ ０．５

１８３

４７２ ２ ３ ５ １６．８

黒曜石１ ２ａなし １ １ ０．１

計 １ ２ ３ ６ １６．９

１８４
なし ５ ５ ０．６

黒曜石１ ２ｅ
計 ５ ５ ０．６

１８５
なし ３ ３ ０．４

黒曜石１ ２ｃ
計 ３ ３ ０．４
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母岩 接合
尖 頭 器 両面調整石器

彫器 掻器 削器
錐形

石器

舟 底 形 石 器 台形

石器

二次加
工ある
剥片

細石刃
細石

刃核
石刃

縦長

剥片
石刃核 石核

削 片
剥片 原石 合計 重 量 石 質 製作内容

�類 �類 �類 �類 �類 �a類 �b類 �c類 細石刃
核削片

尖頭器
削 片

彫器
削片

１８６
なし ３ １ ４ ０．８

黒曜石１ ２ｃ
計 ３ １ ４ ０．８

１８７

４７３ ２ ２ ０．３

黒曜石１ ２ｃなし ３ ３ ０．３

計 ５ ５ ０．６

１８８
４７４ ５ ５ ７．８

黒曜石１ ２ｃ
計 ５ ５ ７．８

１８９

４７５ １３ １ １４ ３０．０

黒曜石１ ２ｃなし １ １ ９．８

計 １ １３ １ １５ ３９．８

１９０

５０１６４ ３ ３ ４０．２
黒 曜 石

１・３
２ａなし ４ ４ ０．４

計 ４ ３ ７ ４０．６

１９１

４７６ １ １ ２ ４ １５．５

黒曜石３ ２ｃ
４７７ ４ ４ ０．４

なし ３ ３ ０．４

計 ８ １ ２ １１ １６．３

１９２
なし ３ ３ ０．４ 黒 曜 石

３・４
２ｃ

計 ３ ３ ０．４

１９３

４７８ ４ ４ ３７．７

黒曜石５ ２ｃなし ２ １ １ ４ １７．１

計 ２ １ ５ ８ ５４．８

１９４

４７９ ２ ２ ０．２

黒曜石１ ２ｅ
４８０ ２ ２ ０．２

なし ６ ６ ０．７

計 １０ １０ １．１

１９５

４８１ ２ ２ ０．２
黒 曜 石

１・３・４
２ｃなし ２ ２ ０．２

計 ４ ４ ０．４

１９６
なし ４ ４ ０．５

黒曜石４ ２ｃ
計 ４ ４ ０．５

１９７
なし ３ １ ４ １．６

黒曜石４ ２ｅ
計 ３ １ ４ １．６

１９８

４８２ ２ ２ ０．３

黒曜石５ ２ｅなし ６ ６ ０．６

計 ８ ８ ０．９

１９９
なし ２ ２ ０．２

黒曜石４ ２ｅ
計 ２ ２ ０．２

２００
なし ４ ４ ０．６ 黒 曜 石

３・５
２ｅ

計 ４ ４ ０．６

２０１
なし １ １ ２ ２２．４ 黒 曜 石

１・３
２ｃ

計 １ １ ２ ２２．４

２０２

４８３ ２ ２ ０．２

黒曜石５ ２ｅなし ６ ６ ０．６

計 ８ ８ ０．８

２０３
４８４ ２ ２ ４．３

黒曜石１ ２ｅ
計 ２ ２ ４．３

２０４
なし ２ ２ ０．２

黒曜石１ ２ｅ
計 ２ ２ ０．２

２０５

４８５ １ ５ ６ ６６４．５

黒曜石１
３ａ�

４ｂ�

４８６ １ １ ６ ８ ４８６．２

４８７ ３ ３ ４６．８

５０１６５ ２ ２ ８０．５

なし １ ２ ３ ９１．６

計 １ ４ １ １６ ２２ １３６９．６

２０６
４８８ １ ３ ４ ４００．７

黒曜石１ ４ｂ�
計 １ ３ ４ ４００．７

２０７
４８９ １ １ ５ ７ ２８２．８

黒曜石１ ４ｂ�
計 １ １ ５ ７ ２８２．８

２０８ ４９０ ６ ６ ５３１．６ 黒曜石１ ５ａ�

旧白滝５遺跡
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母岩 接合
尖 頭 器 両面調整石器

彫器 掻器 削器
錐形

石器

舟 底 形 石 器 台形

石器

二次加
工ある
剥片

細石刃
細石

刃核
石刃

縦長

剥片
石刃核 石核

削 片
剥片 原石 合計 重 量 石 質 製作内容

�類 �類 �類 �類 �類 �a類 �b類 �c類 細石刃
核削片

尖頭器
削 片

彫器
削片

２０８

４９１ ２ ２ １３９．３

黒曜石１ ５ａ�４９２ ３ ３ ３５．３

計 １１ １１ ７０６．２

２０９

４９３ ３ ３ １３ １９ ４９９．１

黒曜石１
２ａ

４ａ�

４９４ ２ ２ ３．７

なし １ １ ２ ６．８

計 ３ ４ ３ １３ ２３ ５０９．６

２１０

４９５ ２ １ ６２ ６５ ２５７．７

黒曜石１ ３ｃ
５０１６６ ２ ２ ６．２

なし １０ １０ ６．７

計 ２ １ ７４ ７７ ２７０．６

２１１
４９６ １ １ ４ ６ ４０４．５

黒曜石３
５ａ�

１ａ�計 １ １ ４ ６ ４０４．５

２１２

４９７ １ ３ ４ ２４４．９

黒 曜 石

３・４

１ａ�

５ｂ�

４９８ ３ ３ ５９．１

４９９ ３ ３ ３４．０

５００ ３ ３ ２２．１

なし １ ２ ３ ５３．４

計 １ １ １４ １６ ４１３．５

２１３

５０１ ３ ３ ３８．６

黒曜石５ １ａ�

５０２ ２ ２ １３．１

５０３ ４ ４ ４１．７

５０４ ２ ２ １３．２

５０１６７ ２ ２ ７．０

５０１６８ ２ ２ １２．３

５０１６９ ２ ２ ８．９

なし １８ １８ ４４．１

計 ３５ ３５ １７８．９

２１４
５０５ １ １ ２ ３４８．１

黒曜石３ ５ｃ�
計 １ １ ２ ３４８．１

２１５

５０６ １ ２ ３ １１２．１

黒曜石４ ４ａ�なし ６ ６ ７０．２

計 １ ８ ９ １８２．３

２１６

５０７ １ ２ ３ ９７．２

黒 曜 石

３・４
４ｂ�

５０１７０ ２ ２ ７０．７

なし １ ３ ４ ９．０

計 １ １ ７ ９ １７６．９

２１７

５０８ １ ３６ ３７ ７０２．０

黒曜石４
３ａ�

４ａ�

５０９ ２ ２ １００．４

５１０ ２ ２０ ２２ ８４．７

５１１ １ １ ２ １４．８

５１２ ３ ３ ５．８

５１３ ３ ３ ６．３

５１４ ３ ３ １２．９

５１５ ９ ９ ３９．０

５１６ ２ １７ １９ ９２．０

５０１７１ ２ ２ ５．２

なし ２４ ２４ ５２．９

計 ４ ４ １１８ １２６ １１１６．０

２１８

５１７ ３ ３ １６．６

黒曜石４
３ａ�

１ｅ

５０１７２ ２ ２ ７４．９

なし １ １ ２３ ２５ １３４．９

計 １ ３ ２６ ３０ ２２６．４

２１９

５１８ ４ ４ １０６．３

黒曜石４
３ａ�

５ｄ

５１９ ２ ２ １７８．６

５２０ ５ ５ ４７．４

５２１ １ ６ ７ ９２．３

５２２ ２ ４ ６ ８８．０

５２３ １ １ ２ １５．９

５２４ ３ ３ ２９．５

母岩別資料一覧
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母岩 接合
尖 頭 器 両面調整石器

彫器 掻器 削器
錐形

石器

舟 底 形 石 器 台形

石器

二次加
工ある
剥片

細石刃
細石

刃核
石刃

縦長

剥片
石刃核 石核

削 片
剥片 原石 合計 重 量 石 質 製作内容

�類 �類 �類 �類 �類 �a類 �b類 �c類 細石刃
核削片

尖頭器
削 片

彫器
削片

２１９

５２５ ２ ２ ９．９

黒曜石４
３ａ�

５ｄ

５２６ １ ２ ３ ８０．４

５２７ ２ ２ ２０．８

５０１７３ ２ ２ ３５．０

５０１７４ ２ ２ ４９．６

５０１７５ ２ ２ ４．９

５０１７６ ２ ２ ２９．４

なし １ ３ １ ６３ ６８ ４０７．８

計 ８ ５ １ ９８ １１２ １１９５．８

２２０

５２８ ２ ３ ５ １７８．８

黒 曜 石

３・４

３ａ�

５ｄ

５２９ ２ ２ １３．９

５３０ ３ ３ １２２．２

５３１ ２ ２ ４４．３

５３２ ５ ５ ５２．６

５３３ ３ ３ １９．９

５３４ ２ ２ １１．１

５３５ ２ ２ ７．８

５３６ ２ １ ３ ５３．４

５３７ ３ ３ ８６．０

５３８ ２ ２ １２．９

５０１７７ ２ ２ ５．７

なし １ １ ３４ ３６ ２０１．９

計 ４ １ １ ６４ ７０ ８１０．５

２２１

５３９ １ ２ ３ １０ １６ ２１４．７

黒 曜 石

３・４

３ａ�

５ｄ

５４０ ２ ２ ４８．５

５４１ ８ ８ １１３．７

５４２ １ １０ １１ １４７．８

５４３ １ １ ２ ２７．３

５４４ ３ ３ １４．２

５４５ １ １ ２ １０．１

５４６ ２ ２ ４．９

５０１７８ ２ ２ ９．８

なし ２２ ２２ １１２．４

計 １ ４ ４ ６１ ７０ ７０３．４

２２２
なし １ １ ２ ５．３

黒曜石２ ２ｅ
計 １ １ ２ ５．３

２２３
なし ７ １ ８ ７６．７ 黒 曜 石

３・４
２ａ

計 ７ １ ８ ７６．７

２２４
なし １ １ １ ３ ７．８ 黒 曜 石

３・４
２ｃ

計 １ １ １ ３ ７．８

２２５
なし ６ ６ ０．８ 黒 曜 石

３・４
２ｃ

計 ６ ６ ０．８

２２６
５４７ ２ ２ ４ １０９．４

黒曜石１ ５ｄ
計 ２ ２ ４ １０９．４

２２７
５４８ ３ １ ２ ６ ４３５．９

黒曜石１ ４ａ�
計 ３ １ ２ ６ ４３５．９

２２８

５４９ ２ ２ ２ ２８ ３４ １０６９．６

黒曜石３

５ａ�

１ｅ

１ａ�

５５１ ３ ３ ３２．７

なし ５ ５ １１．２

計 ２ ２ ２ ３６ ４２ １１１３．５

２２９

５５２ ５ ５ ７０．１

黒 曜 石

３・５
１ｆ

５５３ ４ ４ ３５．８

５０１７９ ２ ２ ９．９

５０１８０ ２ ２ ８．１

５０１８１ ２ ２ １１．０

なし ５ ５ １９．５

計 ２０ ２０ １５４．４

２３０

５５４ １ ８２ ８３ ７４７．２

黒曜石１ １ａ�５５５ ３５ ３５ ２６９．０

５５６ ７ ７ ２３．３

旧白滝５遺跡
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母岩 接合
尖 頭 器 両面調整石器

彫器 掻器 削器
錐形

石器

舟 底 形 石 器 台形

石器

二次加
工ある
剥片

細石刃
細石

刃核
石刃

縦長

剥片
石刃核 石核

削 片
剥片 原石 合計 重 量 石 質 製作内容

�類 �類 �類 �類 �類 �a類 �b類 �c類 細石刃
核削片

尖頭器
削 片

彫器
削片

２３０

５５７ ２ ２ ６．６

黒曜石１ １ａ�

５５８ ５ ５ ９４．９

５０１８２ ２ ２ ８．３

５０１８３ ２ ２ １０．７

５０１８４ ２ ２ ５．８

５０１８５ ２ ２ ４．１

５０１８６ ２ ２ ５．３

５０１８７ ２ ２ ７．５

５０１８８ ２ ２ ２．９

５０１８９ ２ ２ １．７

５０１９０ ３ ３ ８．０

５０１９１ ２ ２ １．９

なし ９５ ９５ ２３２．５

計 １ ２４７ ２４８ １４２９．７

２３１

５５９ １６ ３４ １ ７４ １２５ ２４１４．５

黒 曜 石

３・４
４ｃ�

５６０ ２ ４ ６ ４１．０

５６１ ３ １ ４ ３９．１

なし １ １ ３９ ４１ １４７．２

計 １ １６ ４０ １ １１８ １７６ ２６４１．８

２３２

５６２ １ ５ ２４ １９２ ２２２ １７２２．７

黒 曜 石

３・４

４ｃ�

１ａ�

５６３ ２ １０ １２ ３８．５

５６４ １ １ ２ ４ ３６．３

５６５ ２ ２ １８．４

５６６ ２ ２ ３．６

５６８ ２ ２ ３．８

５６９ ２ ２ ３．６

５７１ ２ ２ １．９

５０１９４ ３ ３ ３．３

５０１９５ ２ ２ ２．５

なし ２ １４０ １４２ １５５．６

計 １ ６ ２９ ３５９ ３９５ １９９０．２

２３３

５７２ ２ ２ １９３．１

黒 曜 石

１・３
５ｄ

５７３ ８ ８ １４９．８

なし ６ ６ ２１．４

計 １６ １６ ３６４．３

２３４

５７４ １ ９ １０ ７９．９

黒曜石４ ５ｄ

５７５ ２ ２ ２６．１

５７６ ２ ２ ４．３

５７７ ２ ２ ４．２

なし １ １ １．３

計 １ １６ １７ １１５．８

２３５

５７８ ２ １０ １ ４９ ６２ １４９３．４

黒曜石４ ４ｂ�なし １８ １８ ２７．２

計 ２ １０ １ ６７ ８０ １５２０．６

２３６

５７９ ２０ ２０ ２４０．１

黒曜石４
２ｃ

４ｃ�

５８０ １６ １６ ９６．３

５８１ ５ ５ ９４．４

５８２ ３ ３ ７．３

５８３ １ ２ ３ ３０．５

５０１９６ ２ ２ １０．７

なし １ ２１ ２２ ６３．２

計 １ ２ １ ６７ ７１ ５４２．５

２３７

５８４ ３ １ ４ ５６．６

黒曜石４ ５ｄ
５８５ ３ ３ ２１．４

なし １ ６ ７ ３５．４

計 ４ １０ １４ １１３．４

２３８

５８６ ２ １ ９ １２ １０３３．４

黒曜石５ ４ｃ�
５８７ ３ ３ ３１．０

５８８ ２ １ ３ ８．４

なし １５ １５ ９３．４

母岩別資料一覧
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母岩 接合
尖 頭 器 両面調整石器

彫器 掻器 削器
錐形

石器

舟 底 形 石 器 台形

石器

二次加
工ある
剥片

細石刃
細石

刃核
石刃

縦長

剥片
石刃核 石核

削 片
剥片 原石 合計 重 量 石 質 製作内容

�類 �類 �類 �類 �類 �a類 �b類 �c類 細石刃
核削片

尖頭器
削 片

彫器
削片

２３８ 計 ４ １ ２８ ３３ １１６６．２ 黒曜石５ ４ｃ�

２３９
５８９ １ ２ ３ ３４４．１

黒曜石３ ４ａ�
計 １ ２ ３ ３４４．１

２４０

５９０ ９ ２ １ ２０ ３２ ２０５２．９

黒曜石１ ４ｃ�
５０１９７ ２ ２ ６．３

なし ２ ９ １１ ２２．５

計 １３ ２ １ ２９ ４５ ２０８１．７

２４１

５９１ １ １ ２ ３０．９

黒曜石１
２ｄ

１ａ�

５９２ ２ ２ ８．３

５０１９８ ２ ２ １０．４

なし ７ ７ ２８．５

計 １ １２ １３ ７８．１

２４２

５９３ １ ３ １１５ １１９ １０３６．７

黒曜石４
３ａ�

５ｃ�

５９６ ４ ４ ４．７

５９７ ３ ３ ３３．７

６００ ２ ２ ４．１

なし １ ２３ ２４ ２８．１

計 １ ４ １４７ １５２ １１０７．３

２４３

６０１ １ １ １ ７０ ７３ ６７７．１

黒曜石４
３ａ�

５ｃ�
なし １ ８ ９ ２７．６

計 １ ２ １ ７８ ８２ ７０４．７

２４４

６０５ １ ５６ ５７ ５３８．９

黒曜石４
３ａ�

５ｄ
なし ４ ４ ９．１

計 １ ６０ ６１ ５４８．０

２４５

６０６ ２ ４３ ４５ ３０２．４

黒 曜 石

３・４

３ａ	

４ａ�

６０７ ６４ ６４ ４２６．７

６０８ ４ ４ ７２．０

６０９ ２ ２ ４．９

６１０ ２ ２ ２．８

６１１ ２ ２ ５．９

６１３ ２ ２ ４．０

６１４ ２ ２ ２．１

６１６ ２ ２ ４．８

６１７ ２ ２ １．５

６１８ ２ ２ ２．３

６１９ ２ ２ １．８

６２０ ２ ２ １．５

６２１ ２ ２ ２．１

６２２ ２ ２ ３．９

６２３ ２ ２ ３．７

６２４ １３ １３ ５３．３

５０１９９ ２ ２ ２．８

なし １ １０３ １０４ １５６．８

計 ３ ２５５ ２５８ １０５５．３

２４６

６２５ １７ １７ ３７．０

黒曜石４ ３ａ�なし ９ ９ １１．９

計 ２６ ２６ ４８．９

２４７

６２６ １４ １４ ７４．５

黒曜石４ ３ａ�

６２７ ３ ３ ７．６

６２８ ２ ２ ４．６

６２９ ２ ２ ２．１

なし ７ ７ １７．２

計 ２８ ２８ １０６．０

２４８

６３０ １ １４ １５ ７５５．５

黒曜石３ ４ｃ�

６３１ ５ ４ ９ １９５．２

６３２ ３ ３ ４３．２

６３３ ４ ４ ３８．４

６３４ ２ ２ ７．５

５０２００ ３ ３ １３．６

５０６９０ ２ ２ ８．１

旧白滝５遺跡
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母岩 接合
尖 頭 器 両面調整石器

彫器 掻器 削器
錐形

石器

舟 底 形 石 器 台形

石器

二次加
工ある
剥片

細石刃
細石

刃核
石刃

縦長

剥片
石刃核 石核

削 片
剥片 原石 合計 重 量 石 質 製作内容

�類 �類 �類 �類 �類 �a類 �b類 �c類 細石刃
核削片

尖頭器
削 片

彫器
削片

２４８
なし １５ １５ ６１．５

黒曜石３ ４ｃ�
計 ６ ４７ ５３ １１２３．０

２４９

６３５ １ ２ ３ ３４．５

黒曜石５ １ａ�

６３６ ３ ３ ７７．７

６３７ ４ ４ ５９．９

６３８ ２ ２ ５．６

６３９ ２ ２ ２．２

５０２０１ ２ ２ １４．４

なし ２１ ２１ ７０．３

計 １ ３６ ３７ ２６４．６

２５０

６４０ １ ６ ７ ２０７．０

黒曜石１ ４ｃ�なし ９ ９ １２９．９

計 １ １５ １６ ３３６．９

２５１

６４１ １ ３９ ４０ ３７７．６

黒曜石１ １ｅなし １ ３ ４ ４．１

計 ２ ４２ ４４ ３８１．７

２５２

６４２ ２９ ２０ ７９ １２８ ２１０１．８

黒曜石１ ４ｃ�

６４３ ６ ６ ３０１．７

６４４ ２ ２ １８．７

なし ４７ ４７ １５８．４

計 ２９ ２０ １３４ １８３ ２５８０．６

２５３

６４５ ４ １２ ２４ ４０ ７３４．０

黒曜石１ ４ｃ�

５０２０２ ２ ２ ６．０

５０２０３ ３ ３ ７．０

なし １６ １６ ４４．２

計 ６ １２ ４３ ６１ ７９１．２

２５４

６４６ ２ １９ ２１ ２５１．６

黒曜石１ ３ａ�なし ９ ９ ７６．５

計 ２ ２８ ３０ ３２８．１

２５５
５０２０４ １ ２ ３ ６２．５

黒曜石１ ２ｃ
計 １ ２ ３ ６２．５

２５６

６４７ １２６ １２６ １１２９．１

黒 曜 石

３・４
１ａ�

６４８ ３ ３ １２．０

なし ５６ ５６ １０９．３

計 １８５ １８５ １２５０．４

２５７

６５０ ３ ９７ １００ ８８９．６

黒 曜 石

３・４
１ａ�

６５１ １９ １９ ７４．３

６５２ ５ ５ ８．０

６５３ ２ ２ １．７

６５４ ２ ２ ４．５

なし ４０ ４０ ６０．７

計 ３ １６５ １６８ １０３８．８

２５８

６５５ ２ １０３ １０５ ７８４．５

黒 曜 石

３・４
１ａ�

６５６ ８０ ８０ ７５４．１

６５７ ９ ９ ３６．４

６５８ ２ ２ ２１．３

６５９ ４ ４ ２４．９

６６０ ２ ２ ２．５

５０２０５ ５ ５ ９．３

５０２０６ ２ ２ １５．３

５０２０７ ３ ３ ５．７

５０２０８ ２ ２ ５．０

なし ２６１ ２６１ ４３２．６

計 ２ ４７３ ４７５ ２０９１．６

２５９

６６１ １ １ ４ １ ４ １１ ２７３．９

黒 曜 石

３・４
４ａ�

６６２ ２ １ ３ ２２．２

５０２０９ ２ ２ ２４．１

なし １ １０ １１ １８１．１

計 １ ４ ６ １ １５ ２７ ５０１．３

２６０ ６６３ ５７ ５７ １４２５．０

母岩別資料一覧
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母岩 接合
尖 頭 器 両面調整石器

彫器 掻器 削器
錐形

石器

舟 底 形 石 器 台形

石器

二次加
工ある
剥片

細石刃
細石

刃核
石刃

縦長

剥片
石刃核 石核

削 片
剥片 原石 合計 重 量 石 質 製作内容

�類 �類 �類 �類 �類 �a類 �b類 �c類 細石刃
核削片

尖頭器
削 片

彫器
削片

２６０

６６４ ４ ４ １０．１

黒 曜 石

３・４
４ｃ�

６６５ ７ ７ ６２．１

６６６ ８ ７ １５ １６９．０

６６７ １２ １２ １２５．８

６６８ ８ ８ ５１．８

６６９ ４ ４ ２１．８

１５８３ ２ ２ ６．１

１５８４ ３ ３ １７．４

５０２１０ ２ ２ １３．７

５０２１１ ２ ２ １０．７

５０２１２ ２ ２ ４．２

５０２１３ ２ ２ ５．７

５０２１４ ２ ２ １５．２

５０２１６ ３ ３ ２７．４

なし １ ４２ ４３ １０２．１

計 ９ １５９ １６８ ２０６８．１

２６１

６７０ ４ １３６ １４０ １２３８．４

黒 曜 石

１・３
１ａ�

６７１ ３ ３ ４．６

６７２ １７ １７ ７８．０

６７３ ４ ４ １１．９

６７４ ２ ２ １３．４

６７５ ３ ３ ７．３

６７６ ３ ３ ７．４

１５８２ ２ ２ １．８

５０６９１ ２ ２ ４．０

なし １１１ １１１ ３３６．０

計 ４ ２８３ ２８７ １７０２．８

２６２

６７７ １４ １４ ８５．６

黒 曜 石

３・４
１ａ�

６７８ ２ ２ ２５．７

６７９ ９ ９ ５４．７

６８０ ４ ４ ２７．１

６８１ ５ ５ ２６．２

６８２ ２ ２ ２１．８

６８３ ３ ３ ９．４

６８４ ３ ３ １３．８

５０２１７ ４ ４ ２２．４

５０２１８ ２ ２ １２．８

５０２１９ ２ ２ ５．１

５０２２０ ３ ３ ７．５

５０２２１ ２ ２ ３．３

なし １ ５５ ５６ １９８．１

計 １ １１０ １１１ ５１３．５

２６３

６８５ ５ ５ ５１．５

黒 曜 石

１・３
１ａ�

６８６ ４ ４ １４．６

６８７ ３ ３ １２．８

５０２２２ ２ ２ １５．１

なし ３ ３ ２２．０

計 １７ １７ １１６．０

２６４

６８８ ２０ ２０ ９５．１

黒 曜 石

３・４
１ａ�

６８９ ２ ２ ２．２

６９０ ３ ３ ９．１

なし ２１ ２１ ３２．２

計 ４６ ４６ １３８．６

２６５

６９１ ８ ８ ４１２．２

黒 曜 石

１・３
４ｃ�

６９２ ５ ５ ６８．４

５０２２３ ２ ２ ２６．１

なし １ ５ ６ ６３．６

計 １ ２０ ２１ ５７０．３

２６６
６９３ ４ ２０ ２１ １ ５５ １０１ １０８６．４ 黒 曜 石

３・４

３ａ�

４ｂ	６９４ ３ ３ ３．９

旧白滝５遺跡
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母岩 接合
尖 頭 器 両面調整石器

彫器 掻器 削器
錐形

石器

舟 底 形 石 器 台形

石器

二次加
工ある
剥片

細石刃
細石

刃核
石刃

縦長

剥片
石刃核 石核

削 片
剥片 原石 合計 重 量 石 質 製作内容

�類 �類 �類 �類 �類 �a類 �b類 �c類 細石刃
核削片

尖頭器
削 片

彫器
削片

２６６

６９５ ２ ２ １０．６

黒 曜 石

３・４

３ａ�

４ｂ�

６９６ ２ ２ ９．２

６９７ ２ ２ １６．５

なし ３０ ３０ ９２．２

計 ４ ２０ ２１ １ ９４ １４０ １２１８．８

２６７

６９８ １ １７ １３ １ ８４ １１６ １５０９．７

黒曜石４
３ａ�

４ａ�

６９９ １ １ ２ １４．４

７００ ２ １ ３ ８．０

７０１ ６ ６ ２９．４

７０２ ３ ３ ２２．４

７０３ ５ ５ １５．６

７０４ ３ ３ ８．１

７０５ ２ ２ ４．８

７０６ ２ ２ ２．３

７０７ ６ ６ １０．１

７０８ ２ ２ ７．６

７０９ ６ ６ １１．１

１０９１ ２ ２ ２．５

１０９２ ２ ２ ６．７

５０２２４ ２ ２ ２．１

なし ２ ８４ ８６ １５１．７

計 １ ２０ １５ １ ２１１ ２４８ １８０６．５

２６８

７１０ １７ ６ ４ ３０ ５７ ５１２．４

黒 曜 石

３・４

３ａ�

４ｂ�

７１１ ４ ４ ７１．２

７１２ ２ ２ ７．７

７１３ ２ ２ ２．５

なし １ ５１ ５２ １９５．６

計 １８ ６ ４ ８９ １１７ ７８９．４

２６９

７１４ １２ １３ １ ８２ １０８ １１１９．７

黒 曜 石

３・４

３ａ�

４ｂ�

５０２２５ ２ ２ ９．８

なし ２ １９ ２１ ４８．９

計 １４ １５ １ １０１ １３１ １１７８．４

２７０

７１５ ３ ３ １ ３ １ １２ ２３ ４５４．９

黒 曜 石

３・４

３ａ�

４ａ�

７１６ ３ ３ １８．２

５０２２６ ２ ２ ３２．４

なし ２３ ２３ ９９．２

計 ５ ３ １ ３ １ ３８ ５１ ６０４．７

２７１

７１７ ５０ ５０ ３１８．１

黒曜石４ １ａ�

７１８ １１ １１ ５２．８

７１９ ３ ３ ７．２

７２０ ３ ３ ８．６

７２１ ３ ３ １２．０

５０２２７ ２ ２ ３．２

５０２２８ ２ ２ ３．９

５０２２９ ２ ２ ４．５

５０２３０ ３ ３ ７．７

５０２３１ ２ ２ ７．７

５０２３２ ３ ３ ９．０

５０２３３ ２ ２ ７．８

なし １ １３３ １３４ ２０７．１

計 １ ２１９ ２２０ ６４９．６

２７２

７２２ １０ １０ ６３．１

黒 曜 石

３・４
１ａ�

７２３ １４ １４ ７３．８

７２４ ９ ９ ７１．８

７２５ １４ １４ １３６．６

７２６ ２ ２ ８．９

７２７ ３ ３ １１．３

５０２３４ ２ ２ ２４．１

５０２３５ ２ ２ ３．４

５０２３６ ２ ２ ６．３
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母岩 接合
尖 頭 器 両面調整石器

彫器 掻器 削器
錐形

石器

舟 底 形 石 器 台形

石器

二次加
工ある
剥片

細石刃
細石

刃核
石刃

縦長

剥片
石刃核 石核

削 片
剥片 原石 合計 重 量 石 質 製作内容

�類 �類 �類 �類 �類 �a類 �b類 �c類 細石刃
核削片

尖頭器
削 片

彫器
削片

２７２

５０２３７ ２ ２ ４．７

黒 曜 石

３・４
１ａ�

５０２３８ ２ ２ ２．２

５０２３９ ２ ２ ３．６

なし ４９ ４９ １３４．１

計 １１３ １１３ ５４３．９

２７３

７２８ ５ ３ １８ ２６ ３５３．２

黒曜石４ ４ｃ�
７２９ ３ ３ ３２４．１

なし ２ ２ ２４．５

計 ５ ３ ２３ ３１ ７０１．８

２７４

７３０ ５ ４ ９ １０５．８

黒 曜 石

３・４

３ａ�

４ａ�

７３１ ２ ２ ７．６

７３２ ２ ２ ５．８

７３３ ２ ２ ６．９

５０２４０ ２ ２ １８．７

なし ６ ６ １５．４

計 ７ １６ ２３ １６０．２

２７５

７３４ １ １ １ ３ １９７．７

黒曜石４ ４ｂ�なし １ １ ２ ９．０

計 ２ １ ２ ５ ２０６．７

２７６

７３５ ５ ３ ３３ ４１ ６０７．３

黒曜石４
３ａ�

４ａ�

７３６ ２ ９ １１ ３６２．０

７３７ １ １ ５ ７ ３９８．６

７３８ ２ １ ５ ８ ２８５．１

７３９ １ ２ ３ １４９．３

７４０ ２ ２ １７．１

７４１ ２ ２ ６．０

７４２ １ １ ２ ４０．２

なし １ ４２ ４３ ３０９．９

計 ９ ４ ２ ２ １ １０１ １１９ ２１７５．５

２７７
７４３ １ １ １ ４ ７ ４０９．２ 黒 曜 石

３・５
５ｃ�

計 １ １ １ ４ ７ ４０９．２

２７８

７４４ １ １ １７ １９ １９９．３

黒曜石５ １ａ�
７４５ ２ ２ ５．７

なし １ １ ５．９

計 １ １ ２０ ２２ ２１０．９

２７９

７４７ １０ １０ １３５．８

黒 曜 石

３・５
５ｄ

７４８ ４ ４ １０．８

７４９ ２ ２ ２．２

なし １４ １４ １７．４

計 ３０ ３０ １６６．２

２８０
７５０ １ ９ １１ １ ３２ ５４ ８４４．４ 黒 曜 石

１・３・５
４ｂ	

計 １ ９ １１ １ ３２ ５４ ８４４．４

２８１

７５１ ２ ５ ９ ４ １１７ １３７ ２１１９．２

黒曜石５
１ａ�

１ａ


７５２ ２ ２ ４．６

なし １ ３９ ４０ ４５．３

計 ２ ５ １０ ４ １５８ １７９ ２１６９．１

２８２

７５４ １ １０ １１ ５７６．２

黒 曜 石

１・５
１ｆ

７５５ １ ４ ５ ３５１．２

５０２４３ ２ ２ ９．３

５０２４４ ２ ２ ３９．６

５０２４５ ２ ２ １６．２

計 １ １ ２０ ２２ ９９２．５

２８３

７５６ １ ５ ４ ４３ ５３ ３９３．５

黒曜石５
１ａ�

２ｄ
なし ７１ ７１ ９２．４

計 １ ５ ４ １１４ １２４ ４８５．９

２８４

７５７ ２ ６ ８ ３１４．７

黒曜石５ １ｆ
７５８ ３ ３ ６４．３

なし ４ ４ １４．１

計 ２ １３ １５ ３９３．１

２８５ ７５９ ４ ４ ７３．７
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母岩 接合
尖 頭 器 両面調整石器

彫器 掻器 削器
錐形

石器

舟 底 形 石 器 台形

石器

二次加
工ある
剥片

細石刃
細石

刃核
石刃

縦長

剥片
石刃核 石核

削 片
剥片 原石 合計 重 量 石 質 製作内容

�類 �類 �類 �類 �類 �a類 �b類 �c類 細石刃
核削片

尖頭器
削 片

彫器
削片

２８５
なし １ １ ９．９ 黒 曜 石

１・５
５ｄ

計 ５ ５ ８３．６

２８６

７６０ １ ２７ ２８ ６４４．９

黒曜石５ １ａ�なし ３ ３ ９．６

計 １ ３０ ３１ ６５４．５

２８７

７６１ １ ８７ ８８ ２４６０．５

黒曜石５ １ａ�

７６２ １３ １３ ４１４．２

７６３ ７ ７ ７６．８

７６４ ２ ２ ２４．２

７６５ ２ ２ ９．９

５０２４６ ２ ２ １９．８

なし ３５ ３５ １０５．８

計 １ １４８ １４９ ３１１１．２

２８８

５０２４７ ２ ２ ４．２
黒 曜 石

１・３・５
２ｃなし ２ ２ ０．４

計 ２ ２ ４ ４．６

２８９

７６６ ６ ７ ２ １５ ７３９．０
黒 曜 石

３・４
４ｃ�なし ４ ４ ３４．３

計 ６ ７ ６ １９ ７７３．３

２９０

７６７ １８ ５ １ １９ ４３ ５２２．９
黒 曜 石

３・４
４ａ�なし １ １ ５．３

計 １８ ６ １ １９ ４４ ５２８．２

２９１

７６８ １ ４ １０ １６ ３１ ４０４．１

黒曜石４
３ａ�

４ｂ�

７６９ ３ ３ ２４．７

なし １ ３ ４ ５．９

計 １ ５ １０ ２２ ３８ ４３４．７

２９２

７７０ ４ １ １ ３ ９ １２１．３
黒 曜 石

３・４
４ａ�なし １ ３ ４ ２５．５

計 ５ １ １ ６ １３ １４６．８

２９３
７７１ ４ ４ １６３．１

黒曜石１ ５ｃ�
計 ４ ４ １６３．１

２９４

７７２ １ １ ５ ７ ４２９．５

黒曜石１ ４ｂ�
５０２４８ ２ ２ １９．４

なし ４ ４ １１８．３

計 ２ １ １ ９ １３ ５６７．２

２９５

７７３ ２ １ ３ ６ ３７２．９

黒曜石１ ４ａ�５０２４９ ２ ２ ３０．２

計 ２ ２ １ ３ ８ ４０３．１

２９６

７７４ １１ １１ ２９１．７

黒曜石１
２ｃ

５ｃ�

７７５ ３ ３ １８．５

７７６ ２ ２ １１．０

７７７ ３ ３ ４．８

７７８ ２ ２ １０．３

５０２５０ ２ ２ ２．８

なし １ １ １７．７

計 １ ２３ ２４ ３５６．８

２９７

７７９ １ １ ３ ５ ２２０．３

黒曜石１ ４ｃ�７８０ ４ ４ ２０７．４

計 １ １ ７ ９ ４２７．７

２９８

７８１ １ ４ ５ ２２８．２

黒曜石１ ４ｂ�

７８２ ２ ２ ５５．８

５０２５１ ２ ２ ２５．４

なし ２ ２ ４６．１

計 ２ １ ８ １１ ３５５．５

２９９

７８３ １ ９ １０ ４３８．７

黒 曜 石

３・４
４ａ	

５０２５２ ２ ２ １３．５

５０２５３ ２ ２ ２０．３

なし １ ２ ３ １３．８

計 １ ３ １３ １７ ４８６．３

３００ ７８４ ２ ２ １ １ １ ７ ２１１．５
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母岩 接合
尖 頭 器 両面調整石器

彫器 掻器 削器
錐形

石器

舟 底 形 石 器 台形

石器

二次加
工ある
剥片

細石刃
細石

刃核
石刃

縦長

剥片
石刃核 石核

削 片
剥片 原石 合計 重 量 石 質 製作内容

�類 �類 �類 �類 �類 �a類 �b類 �c類 細石刃
核削片

尖頭器
削 片

彫器
削片

３００
なし １ ２ １ １ １ ６ ３７．７ 黒 曜 石

３・４

３ａ�

４ａ�計 ２ １ ２ ３ １ ２ ２ １３ ２４９．２

３０１

７８５ １１ １１ ２６１．２

黒 曜 石

３・４
１ａ�

７８６ ６ ６ ４６．０

７８７ ３ ３ ２５．１

なし １１ １１ １１０．２

計 ３１ ３１ ４４２．５

３０２

７８８ １ ７ ８ ２４９．５

黒 曜 石

３・４

３ａ�

４ａ�

７８９ １ ２ ３ １０５．０

７９０ ２ ２ １２．４

７９１ ３ ３ ４４．５

７９２ ３ ３ ３９．１

７９３ ２ ２ ２２．４

７９４ １ １ ２ ２０．４

７９５ ３ ３ ５２．９

７９６ ３ ３ ３２．９

なし １ １ ４４ ４６ ３２７．４

計 ２ ４ １ ６８ ７５ ９０６．５

３０３

７９７ ４ １ １ ８ １４ ２３６．４

黒曜石４ ４ｂ�
７９８ ２ ２ １５．０

なし ２ ９ １１ ５８．２

計 ４ ３ １ １９ ２７ ３０９．６

３０４

７９９ １ １６ １７ ２７１．６

黒曜石４
３ａ�

５ｄ
なし ２１ ２１ ７６．４

計 １ ３７ ３８ ３４８．０

３０５

８００ １ ９ １０ ３１７．８

黒 曜 石

３・４

４ａ�

３ａ�

８０１ １ １ ２ ２５．２

５０２５４ ２ ２ １７．３

なし ４ ４ ７．２

計 １ ２ １ １４ １８ ３６７．５

３０６

８０２ １ １ ４ ６ ３５０．５

黒曜石４ ４ａ�なし ６ ６ ８１．４

計 １ １ １０ １２ ４３１．９

３０７

８０３ １ ４ ５ １２８．２

黒曜石４
３ａ�

５ｄ

８０４ ２ ４ ６ ６４．３

８０５ ２ １ ３ ３２．２

８０６ １ １ ２ ３２．８

８０７ １１ １１ １８１．２

８０８ １０ １０ ９０．２

８０９ ５ ５ ６４．９

８１０ ４ ４ ４７．０

８１１ ３ ３ ４１．７

８１２ ３ ３ １９．３

８１３ ５ ５ ３８．０

８１４ ２ ２ １７．３

８１５ ５ ５ ３４．４

８１６ ３ ３ ２５．７

８１７ ２ ２ ８．１

８１８ ２ ２ ９．０

８１９ ２ ２ １１．０

８２０ ２ ２ ５６．３

５０２５５ ２ ２ ２４．９

５０２５６ ２ ２ ２３８．２

５０２５７ ２ ２ ２１．４

なし １ ２ １０５ １０８ ６１１．２

計 ８ １ ２ １７８ １８９ １７９７．３

３０８

８２１ ７ ７ ２９３．２

黒曜石４
３ａ�

４ａ	

８２２ １ ４ ４ ９ １３０．９

８２３ ７ ７ １３７．７

８２４ １ ２ ３ ６ ７３．４
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母岩 接合
尖 頭 器 両面調整石器

彫器 掻器 削器
錐形

石器

舟 底 形 石 器 台形

石器

二次加
工ある
剥片

細石刃
細石

刃核
石刃

縦長

剥片
石刃核 石核

削 片
剥片 原石 合計 重 量 石 質 製作内容

�類 �類 �類 �類 �類 �a類 �b類 �c類 細石刃
核削片

尖頭器
削 片

彫器
削片

３０８

８２５ ２ １ １ ４ １８６．６

黒曜石４
３ａ�

４ａ�

８２６ ２ ２ ２１．８

８２７ ４ ４ ２１．３

８２８ ２ ２ １１．７

なし ３０ ３０ １１３．９

計 １ ３ ６ １ ６０ ７１ ９９０．５

３０９

８２９ ３ ３ ３２．１

黒曜石４
３ａ�

５ｄ

８３０ ５ ５ ２６．６

なし １ １１ １２ ６１．５

計 １ １９ ２０ １２０．２

３１０

８３１ １ ４ ５ １２０．７

黒 曜 石

３・４

３ａ�

４ａ�

８３２ ６ ６ ９３．６

８３３ １ ４ ５ ８７．２

８３４ ２ ２ ３５．７

８３５ ２ ２ １４．９

８３６ １ １ １ ３ ６１．１

８３７ １ ５ ６ １４１．８

５０２５８ ２ ２ ２７．０

５０２５９ ２ ２ ２３．７

５０２６０ ２ ２ ２３．６

なし ７３ ７３ ５９５．４

計 ２ １ １ １ １０３ １０８ １２２４．７

３１１

８３８ ３ ３ ８９．４

黒曜石４
３ａ	

５ｄ

８３９ ５ ５ ２７．１

８４０ ２ ２ ２３．５

８４１ ３ ３ ９４．６

８４２ ２ ２ ２３．５

８４３ ２ ２ １２．８

８４４ ２ ２ １６．０

５０２６１ ２ ２ １５．８

なし ３ ２３ ２６ ２４４．５

計 ３ ４４ ４７ ５４７．２

３１２

８４５ ６ ６ ５５．８

黒曜石４
３ａ	

５ｄ

８４６ ２ ２ ２９．６

８４７ ３ ３ １０．６

８４８ ２ ２ ２０．７

８４９ ２ ２ ６．１

８５０ １ １ ２ ４４．０

５０２６２ ２ ２ ６．１

なし ２ ４９ ５１ ２３７．９

計 ３ ６７ ７０ ４１０．８

３１３

８５１ ２ ２ ２０．４

黒曜石４
３ａ�

４ｂ�

８５２ １ ２ ３ ３２．６

８５３ １ ３ ４ １４７．３

なし ６ ６ ３２．０

計 １ １ １３ １５ ２３２．３

３１４

８５４ ２ ２ ３３．３

黒 曜 石

３・４

３ａ�

４ａ�

８５５ １ ２ ３ ２４９．６

８５６ ２ ２ ４ ８３．８

なし １０ １０ １２２．３

計 ２ １ １６ １９ ４８９．０

３１５

８５７ ３ ３ ５４．５

黒曜石４
３ａ�

４ｂ�

８５８ ３ ３ ６０．０

５０２６３ ２ ２ １５．９

なし ３ １ ４７ ５１ ３７４．２

計 ３ １ ５５ ５９ ５０４．６

３１６

８５９ １ ３ ４ ６８．３

黒 曜 石

３・４

３ａ�

４ａ�

８６０ ２ １ ３ １０６．２

８６１ ２ ２ ８８．０

８６２ ２ ２ １１３．２

母岩別資料一覧
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母岩 接合
尖 頭 器 両面調整石器

彫器 掻器 削器
錐形

石器

舟 底 形 石 器 台形

石器

二次加
工ある
剥片

細石刃
細石

刃核
石刃

縦長

剥片
石刃核 石核

削 片
剥片 原石 合計 重 量 石 質 製作内容

�類 �類 �類 �類 �類 �a類 �b類 �c類 細石刃
核削片

尖頭器
削 片

彫器
削片

３１６

８６３ ２ ２ ５．８

黒 曜 石

３・４

３ａ�

４ａ�

８６４ ２ ２ ２１．０

８６５ １ １ ２ ５２．５

８６６ ３ ３ ２２．６

８６７ １ ２ ３ ２７．４

５０２６４ ２ ２ １６．０

なし ２ ２ ３ ２６ ３３ ３６２．３

計 ４ ４ ４ １ ４５ ５８ ８８３．３

３１７

８６８ ３ ３ ５７．５

黒曜石４ ５ｄ

８６９ ６ ６ ８７．２

８７０ ４ ４ ３０．８

８７１ ５ ９ １４ ３０２．６

５０２６５ ２ ２ ３１．４

なし １ １ ８．０

計 ５ ２５ ３０ ５１７．５

３１８

８７２ ３ １ ２８ ３２ ７５６．３

黒曜石５ ５ｃ�なし ３ ３ ３．６

計 ３ １ ３１ ３５ ７５９．９

３１９
８７３ １ １ ２ ２３０．４

黒曜石５ ５ｃ�
計 １ １ ２ ２３０．４

３２０

８７４ ５ ９ ２ １６ ２９５１．９

黒曜石１ ４ｃ�

８７５ ３ ３ ６４．２

８７６ ２ ２ ２０．６

８７７ ２ ２ ８．３

５０２６６ ２ １ ３ ２６５．４

なし １ １ ８ １０ ４７．４

計 ８ １ ９ １８ ３６ ３３５７．８

３２１

８７８ １ １３ ２２ ３６ １２４６．８

黒曜石１ ４ｃ�

８７９ ３ １ １ ５ ８８．１

８８０ ５ ５ ５４．０

８８１ ３ ３ ２９．７

８８２ ３ ３ ２１．２

８８３ ２ ２ ２６．９

５０２６７ ２ ２ ６１．７

なし ２ ２ ３４ ３８ １５０．０

計 ４ １５ ３ ７２ ９４ １６７８．４

３２２

８８４ ６４ ６４ ３１８８．４

黒曜石１ ４ｄなし １ １ ９．１

計 ６５ ６５ ３１９７．５

３２３

８８５ １０ ５８ ６８ １１１１．７

黒 曜 石

１・５
４ｄ

８８６ ４ ４ ４９．３

８８７ ３ ３ ２４．４

８８８ ２ ２ ８．６

８８９ ２ ２ ８．４

５０２６８ ２ ２ １８．８

５０２６９ ３ ３ ５．９

５２０２０ ２ ２ １０．３

なし １ ２７ ２８ ５８．９

計 １０ １ １０３ １１４ １２９６．３

３２４

８９０ ５９ ５９ １９０４．６

黒曜石３ ４ｄ

８９１ ３７ ３７ ９６５．２

８９２ ３ ３ ７．７

８９３ ２ ２ ２．２

なし ３３ ３３ ２５．１

計 １３４ １３４ ２９０４．８

３２５

８９４ ２ １ １ ４ ５０．３

黒曜石５ ４ｃ�

８９５ １ ２ ３ ３１．２

８９６ ５ ５ ７４．４

８９７ ２ ２ ２７．９

８９８ ３ ３ ４９．７

旧白滝５遺跡
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母岩 接合
尖 頭 器 両面調整石器

彫器 掻器 削器
錐形

石器

舟 底 形 石 器 台形

石器

二次加
工ある
剥片

細石刃
細石

刃核
石刃

縦長

剥片
石刃核 石核

削 片
剥片 原石 合計 重 量 石 質 製作内容

�類 �類 �類 �類 �類 �a類 �b類 �c類 細石刃
核削片

尖頭器
削 片

彫器
削片

３２５

８９９ １ １ ２ １２．９

黒曜石５ ４ｃ�なし １５ １５ ４６．０

計 ４ １ ２９ ３４ ２９２．４

３２６

９００ ６ ６ １７３．８

黒曜石１ ４ｃ�
５０２７０ ２ ２ ２７．７

なし ７ ７ １７．５

計 １５ １５ ２１９．０

３２７

９０１ ６ ６ ２４６．８

黒曜石５ ５ｄ
９０２ ３ ３ ２０．５

なし ５ ５ ９５．１

計 １４ １４ ３６２．４

３２８

９０３ １ １ ２ １１３．０

黒曜石５
５ａ�

５ｄ

９０４ ３ ３ ６２．１

なし １ ９ １０ １０４．５

計 １ １ １３ １５ ２７９．６

３２９

９０５ ４ ４ １１０．２

黒曜石５
５ｂ�

５ｄ

５０２７１ ２ ２ １１４．６

なし １ １ ２．１

計 ７ ７ ２２６．９

３３０

１０９３ １ １ ２ ３５ ３９ １６３４．９

黒曜石１
１ａ�

５ｂ�

５０６９２ ２ ２ ５．３

なし １５ １５ ５８．９

計 １ １ ２ ５２ ５６ １６９９．１

３３１

１０９４ ２ ２２ ２４ ５４３．７

黒曜石１ １ａ�
１０９５ ３ ３ ８．２

なし ３ ３ １０．８

計 ２ ２８ ３０ ５６２．７

３３２

１０９６ ５ ４ ２ ５ １６ ６５０．７

黒曜石１ ４ｃ�

１０９７ １５ １５ ２８２．６

１０９８ ４ ４ １５３．５

１０９９ １ ２ ３ ２９．７

５０４５７ ２ ２ １２．９

５０４５８ ２ ２ １２．０

なし １ １３ １４ ７１．５

計 ７ ４ ２ ４３ ５６ １２１２．９

３３３

１１００ １ ２ ３ １３１．３

黒曜石１ ４ａ�

１１０１ ２ ２ ５４．７

１１０２ ３ ３ ６７．７

１１０３ ２ ２ ８１．５

なし ３ ２ １ １７ ２３ ２４４．５

計 ４ ２ １ ２６ ３３ ５７９．７

３３４

１１０４ １ １４ １５ ４７６．６

黒曜石１ １ａ�なし ８ ８ ３１．４

計 １ ２２ ２３ ５０８．０

３３５

１１０５ １ １１ １２ ３７３．３

黒曜石１ １ａ	

１１０６ ４ ４ ３０．６

１１０７ ２ ２ ６．６

５０４５９ ２ ２ ９．２

５０４６０ ２ ２ ５．５

なし ２０ ２０ ６６．９

計 １ ４１ ４２ ４９２．１

３３６

１１０８ ２ １ ４ ７ ２７９．７

黒曜石１ ４ｃ�

１１０９ ７ ７ ５８．６

１１１０ ２ ２ ２２．２

１１１１ ４ ４ ７．５

１１１２ ２ ２ １０．９

５０４６１ ２ ２ ２９．４

５０４６２ ２ ２ ４０．９

５０４６３ ３ ３ ７．９

５０４６４ ２ ２ １１．３

母岩別資料一覧
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母岩 接合
尖 頭 器 両面調整石器

彫器 掻器 削器
錐形

石器

舟 底 形 石 器 台形

石器

二次加
工ある
剥片

細石刃
細石

刃核
石刃

縦長

剥片
石刃核 石核

削 片
剥片 原石 合計 重 量 石 質 製作内容

�類 �類 �類 �類 �類 �a類 �b類 �c類 細石刃
核削片

尖頭器
削 片

彫器
削片

３３６
なし １ １ ４８ ５０ ３２７．７

黒曜石１ ４ｃ�
計 ３ ７ ３ １ ６７ ８１ ７９６．１

３３７

１１１３ ８ ８ ７３．５

黒曜石１ １ａ�

１１１４ １１ １１ ２９．９

１１１５ ３ ３ １４３．９

１１１６ ４ ４ ２６．８

１１１７ ３ ３ ２４．０

５０４６５ ２ ２ ６．９

５０４６６ ２ ２ ３．１

５０４６７ ２ ２ ４．６

なし １ ４３ ４４ ９４．５

計 １ ７８ ７９ ４０７．２

３３８

１１１８ １ ３ １ ５２ ５７ １６８３．３

黒曜石１
４ｃ�

１ｆ

１１１９ １６ １６ ２４８．８

１１２０ ３ ３ １９．０

１１２１ ２ ２ ２１．６

５０４６８ ２ ２ １２．９

なし ７９ ７９ ３１０．２

計 １ ３ １ １５４ １５９ ２２９５．８

３３９

１１２２ ３４ ３４ ２１９．９

黒曜石１ １ａ�

１１２３ １ １ ４３ ４５ ２１１．９

１１２４ ２ ２ ７．９

１１２５ ２ ２ ２．６

１１２６ ２ ２ ５．７

５０４６９ ２ ２ ２．９

５０４７０ ２ ２ １５．９

なし １ ４６ ４７ １０５．６

計 １ ２ １３３ １３６ ５７２．４

３４０

１１２７ ７ ７ １５２．６

黒曜石１ ４ｅ

５０４７１ ２ ２ １５．８

５０４７２ ２ ２ ５９．１

なし ６ ６ ２６．１

計 １７ １７ ２５３．６

３４１

１１２８ ８ ８ １１４．４

黒曜石１ １ｆ

１１２９ ３ ３ ８３．９

１１３０ ４ ４ ４０．０

１１３１ ３ ３ ９．４

５０４７３ ２ ２ ３３．２

なし １ ２２ ２３ １２４．１

計 １ ４２ ４３ ４０５．０

３４２

１１３２ ４ ３ １ ３４ ４２ ２４４５．１

黒曜石１
４ｃ�

１ａ�

５０４７４ ２ ２ ３２．７

５０４７６ ２ ２ １５．０

５０４７７ ２ ２ ６．０

５０４７８ ２ ２ １３．３

５０４７９ ２ ２ ３５．６

５０４８０ ２ ２ ３８．１

５０４８１ ２ ２ １１．８

なし ４９ ４９ ２３９．３

計 ４ ３ １ ９７ １０５ ２８３６．９

３４３

１１３３ ５ ５ ３１８．７

黒曜石１ １ｆ

１１３４ ８ ８ １０５．６

１１３５ ３ ３ ６７．２

１１３６ ３ ３ ６７．１

１１３７ ３ ３ ２８．８

１１３８ ２ ２ ８．６

５０４８２ ２ ２ １２．４

５０４８３ ２ ２ ２６．２

５０４８４ ２ ２ ６．３

５０４８５ ２ ２ １９．１

旧白滝５遺跡
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母岩 接合
尖 頭 器 両面調整石器

彫器 掻器 削器
錐形

石器

舟 底 形 石 器 台形

石器

二次加
工ある
剥片

細石刃
細石

刃核
石刃

縦長

剥片
石刃核 石核

削 片
剥片 原石 合計 重 量 石 質 製作内容

�類 �類 �類 �類 �類 �a類 �b類 �c類 細石刃
核削片

尖頭器
削 片

彫器
削片

３４３

５０４８６ ２ ２ ４２．３

黒曜石１ １ｆなし ３３ ３３ ２１８．２

計 ６７ ６７ ９２０．５

３４４

１１３９ ６ ６ １３４．４

黒曜石１
１ａ�

５ｄ

１１４０ ４ ４ ２０９．６

１１４１ ５ ５ ７２．０

５０４８７ ２ ２ １５．５

５０４８８ ２ ２ ４１．２

５０４８９ ２ ２ ３０．７

なし １ ２５ ２６ ４２７．０

計 ２ １ ４４ ４７ ９３０．４

３４５

１１４２ １３ １３ ２２１．１

黒曜石１
１ａ�

４ｃ�

１１４３ ２３ ２３ ３１７．３

１１４４ ４ ４ ２９．８

１１４５ １ １０ １１ ２０７．１

１１４６ ６ ６ １１４．０

１１４７ ２ ２ ３１．１

１１４８ ３ ３ １８．１

１１４９ ２ ２ １２．７

１１５０ ３ ３ ４．６

１１５１ ４ ４ ３７．５

１１５２ ５ ５ ５３．９

１１５３ ２ ２ ２．０

１１５４ ２ ２ ４．７

１１５５ ２ ２ ９．８

１１５６ ２ ２ １４．４

１１５７ ２ ２ １５．６

１１５８ ５ ５ ２５．３

１１５９ ２ ２ ２．２

５０４９０ ２ ２ １２６．６

５０４９１ ２ ２ ６．４

５０４９２ ２ ２ ５．７

５０４９３ ２ ２ ４．５

５０４９４ ２ ２ １８９．９

なし １ ４ １２６ １３１ ３９７．３

計 ２ ４ ２２８ ２３４ １８５１．６

３４６

１１６０ １ １ ２７ ２９ ９４５．７

黒 曜 石

１・５
４ｃ�

１１６１ ２ ２ １３．４

１１６２ ２ ２ ６．０

１１６３ １ １ ２ ７．０

５０４９５ ２ ２ １５．６

５０４９６ ３ ３ ４２．７

５０４９７ ２ ２ １０．８

なし １ ２ ８ ２８ ３９ １１９．６

計 １ ３ １１ １ ６５ ８１ １１６０．８

３４７

１１６４ ５ ５ ６６．９

黒 曜 石

１・３・５
４ｃ�

１１６５ ３ ３ １１５．５

１１６６ ３ ３ ３１．８

１１６７ ３ ３ ２６．４

５０４９８ ２ ２ ３３．４

５０４９９ ２ ２ １３．３

なし １ ４ ４９ ５４ ２６８．７

計 １ ４ ６７ ７２ ５５６．０

３４８

１１６８ ２０ ２０ ３８４．４

黒曜石１ １ａ�なし １ ７ ８ ３６．０

計 １ ２７ ２８ ４２０．４

３４９

１１６９ ７ ７ ７９．３

黒 曜 石

１・３・５
１ｆ

１１７０ ５ ５ １３８．３

１１７１ ２ ２ １１．９

１１７２ ３ ３ ３０．３

母岩別資料一覧
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母岩 接合
尖 頭 器 両面調整石器

彫器 掻器 削器
錐形

石器

舟 底 形 石 器 台形

石器

二次加
工ある
剥片

細石刃
細石

刃核
石刃

縦長

剥片
石刃核 石核

削 片
剥片 原石 合計 重 量 石 質 製作内容

�類 �類 �類 �類 �類 �a類 �b類 �c類 細石刃
核削片

尖頭器
削 片

彫器
削片

３４９

５０５００ ２ ２ ６．７
黒 曜 石

１・３・５
１ｆなし ２３ ２３ １１５．７

計 ４２ ４２ ３８２．２

３５０

１１７３ ６ ６ １８８．９
黒 曜 石

１・３・５
１ｆなし ２３ ２３ ６１．４

計 ２９ ２９ ２５０．３

３５１

１１７４ １２ １２ １６３．６

黒 曜 石

１・３・５
１ｆ

１１７５ ２ ２ ８．１

１１７６ ３ ３ ６０．３

１１７７ ２ ２ １３．６

なし ８ ８ ３０．０

計 ２７ ２７ ２７５．６

３５２

１１７８ １ １９ ２０ ９５３．２

黒 曜 石

１・３・５
４ｃ�

１１７９ ８ ８ ２３３．９

１１８０ ２ ２ ６５．４

５０５０１ ２ ２ １２７．６

なし ３８ ３８ ４４６．５

計 １ ６９ ７０ １８２６．６

３５３

１１８１ １ ４ ３４ ３９ １４２３．２

黒 曜 石

１・３
４ｃ�

１１８２ ７ ７ ２３４．３

１１８３ １ ２ ３ １００．２

１１８４ ４ ４ ９．５

１１８５ ７ ７ １２９．６

１１８６ ２ ２ １．４

１１８７ ２ ２ １５．０

１１８８ ２ ２ １５．２

５０５０２ ２ ２ ２４．０

５０５０３ ２ ２ ３．９

５０５０４ ２ ２ ４１．５

５０５０５ ２ ２ ３．６

なし １ ４ ７８ ８３ ５９６．７

計 ２ ９ １４６ １５７ ２５９８．１

３５４

１１９０ ２ ２ ５．４

黒 曜 石

１・３・５
５ｄ

１１９１ ７ ７ ２７０．３

１１９２ １０ １０ ８５．９

１１９３ ３ ３ ２９．４

１１９４ ３ ３ ５１．９

１１９５ ５ ５ ５０．５

５０５０６ ２ ２ ２７．０

５０５０７ ２ ２ １１．３

５０５０８ ２ ２ ６．８

５０５０９ ２ ２ ２．１

５０５１０ ２ ２ ６．７

５０５１１ ２ ２ １４．５

なし ９１ ９１ ４６７．２

計 １３３ １３３ １０２９．０

３５５

１１９６ ５ ５ ２３８．４

黒 曜 石

３・４・５
１ｆ

５０５１２ ３ ３ ３５．３

５０５１３ ２ ２ ２１．０

なし ２７ ２７ １１９．９

計 ３７ ３７ ４１４．６

３５６

１１９７ ３ ３ ６８．０

黒 曜 石

１・３・４
１ｆ

１１９８ ３ ３ ２７．０

１１９９ ３ ３ ３１．６

１２００ ３ ３ ２３．７

１２０１ ２ ２ ３６．３

５０５１４ ２ ２ ９．７

５０５１５ ２ ２ ６．３

５０５１６ ２ ２ １１．６

なし ２０ ２０ ７２．５

旧白滝５遺跡
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母岩 接合
尖 頭 器 両面調整石器

彫器 掻器 削器
錐形

石器

舟 底 形 石 器 台形

石器

二次加
工ある
剥片

細石刃
細石

刃核
石刃

縦長

剥片
石刃核 石核

削 片
剥片 原石 合計 重 量 石 質 製作内容

�類 �類 �類 �類 �類 �a類 �b類 �c類 細石刃
核削片

尖頭器
削 片

彫器
削片

３５６ 計 ４０ ４０ ２８６．７

３５７

１２０２ ８３ ８３ １５０６．６

黒 曜 石

３・４

１ａ�

１ａ�

１２０３ １９ １９ ５９．９

１２０４ ７ ７ ５４．８

１２０５ ６ ６ ２７．６

１２０６ ２ ２ ２．５

１２０７ ２ ２ ６．８

１２０８ ２ ２ ２．３

１２０９ ２ ２ ５．５

５０５１７ ３ ３ ５．９

なし １ １０２ １０３ ２５３．１

計 １ ２２８ ２２９ １９２５．０

３５８

１２１０ １ １０６ １０７ １４９６．２

黒 曜 石

３・４

１ａ�

５ｂ�

１２１２ ２ ２ ２．０

５０５１８ ２ ２ １１．２

なし １ １ １７ １９ ２２．６

計 １ １ １ １２７ １３０ １５３２．０

３５９

１２１３ ２５ ２５ １７９．７

黒 曜 石

１・３・

４・５

１ａ�

５ｄ

１２１４ １６ １６ １２３．８

１２１５ ４ ４ １６１．９

１２１６ ５ ５ ６７．１

１２１７ ３ ３ ７．６

１２１８ ２ ２ ７．８

１２１９ ２ ２ １０．７

５０５１９ ６ ６ ４５８．３

５０５２０ ２ ２ ４．０

なし １ ５１ ５２ ８５．２

計 １ １１６ １１７ １１０６．１

３６０

１２２０ ４１ ４１ ３８２．２

黒 曜 石

３・４・５

１ａ�

１ａ�

１２２１ ２ ３ ５ ２５．８

１２２２ １１ １１ ８６．９

１２２３ ７ ７ ５２．４

１２２４ ５ ５ ４６．５

１２２５ ３ ３ ２０．７

１２２６ ４ ４ １６．３

１２２７ ２ ２ １０．０

１２２８ ４ ４ ４２．１

１２２９ ７ ７ ２５．５

１２３０ ３ ３ ８．１

１２３１ ２ ２ ３．１

１２３２ ３ ３ １０．７

１２３３ ２ ２ ３２．９

１２３４ ２ ２ ３．８

１２３５ ４ ４ １０．４

５０５２１ ２ ２ ２．４

５０５２２ ２ ２ ３３．０

５０５２３ ２ ２ ７．７

５０５２４ ２ ２ ４．０

なし １０３ １０３ ２９８．８

計 ２ ２１４ ２１６ １１２３．３

３６１

１２３６ ８ ８ ６７４．５

黒曜石１ １ａ�
１２３７ ５ ５ ５４．４

なし １３ １３ ２５１．３

計 ２６ ２６ ９８０．２

３６２

１２３８ １７ １７ ６８２．４

黒曜石５ １ａ�
１２３９ ２ ２ ２３．０

なし １２ １２ ６６．２

計 ３１ ３１ ７７１．６

３６３
１２４０ １ ２８ ２９ １０３０．１

黒曜石５ １ａ�
５０５２５ ２ ２ １５．８

母岩別資料一覧
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母岩 接合
尖 頭 器 両面調整石器

彫器 掻器 削器
錐形

石器

舟 底 形 石 器 台形

石器

二次加
工ある
剥片

細石刃
細石

刃核
石刃

縦長

剥片
石刃核 石核

削 片
剥片 原石 合計 重 量 石 質 製作内容

�類 �類 �類 �類 �類 �a類 �b類 �c類 細石刃
核削片

尖頭器
削 片

彫器
削片

３６３
なし ２０ ２０ １１０．４

黒曜石５ １ａ�
計 １ ５０ ５１ １１５６．３

３６４

１２４１ １ ５ １ ４ １１ ９３０．７
黒 曜 石

１・５
４ｃ�なし ５ ５ ２３．９

計 １ ５ １ ９ １６ ９５４．６

３６５

１２４２ ５ ５ １１９．４

黒 曜 石

１・３・５
１ａ�

１２４３ １ １ ２ ４６．０

５０５２６ ２ ２ ２０．２

なし ８ ８ ２８．９

計 １ １６ １７ ２１４．５

３６６

１２４４ １６ １６ ８４５．０

黒 曜 石

１・３・５

１ａ�

５ａ�

１２４５ ２ ２ ８．９

１２４６ ４ ４ ２７．４

５０５２７ ２ ２ ３８．０

５０５２８ ３ ３ ２６．３

５０５２９ ２ ２ ９．９

５０５３０ ２ ２ ９．６

なし ６４ ６４ １５３．１

計 ９５ ９５ １１１８．２

３６７

１２４７ ８ ８ ４０７．５

黒 曜 石

１・３・５
１ｆ

１２４８ ５ ５ ７６．７

１２４９ ４ ４ ３９．９

１２５０ １ ２ ３ １５．９

１２５１ ２ ２ ３９．９

１２５２ ２ ２ １２．２

１２５３ ２ ２ １４．０

５０５３１ ２ ２ １１．１

５０５３２ ２ ２ ９．７

５０５３３ ２ ２ １９．６

なし １ ２９ ３０ １４７．２

計 ２ ６０ ６２ ７９３．７

３６８

１２５４ ６ ６ ６７．３

黒 曜 石

１・５
１ｆ

５０５３４ ３ ３ ４．４

なし １３ １３ ６１．８

計 ２２ ２２ １３３．５

３６９

１２５５ ３ ３ ７９．５

黒 曜 石

１・３・５
１ａ�

１２５６ １２ １２ １０４．４

１２５７ ７ ７ ３６．０

１２５８ ４ ４ ２７．３

１２５９ ２ ２ ５．７

５０５３５ ２ ２ ５．７

５０５３６ ２ ２ ８．２

５０５３７ ３ ３ １１．２

なし ８５ ８５ ２０７．７

計 １２０ １２０ ４８５．７

３７０

１２６０ １５ １５ １０７．７

黒 曜 石

１・３・

４・５

１ａ�

１２６１ ３ ３ ２４．７

１２６２ ４ ４ ２８．８

５０５３８ ２ ２ ２．０

５０５３９ ２ ２ ６．４

５０５４０ ２ ２ ４６．９

なし ４０ ４０ ９０．３

計 ６８ ６８ ３０６．８

３７１

１２６３ ２ ２ ６．５

黒曜石５ １ａ�

１２６４ １ １６ １７ ７７２．０

１２６５ ８ ８ ２３６．６

１２６６ １４ １４ ３４３．３

１２６７ ９ ９ １８６．６

１２６８ ２ ２ １２．３

１２６９ ４ ４ ２１．７

旧白滝５遺跡
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母岩 接合
尖 頭 器 両面調整石器

彫器 掻器 削器
錐形

石器

舟 底 形 石 器 台形

石器

二次加
工ある
剥片

細石刃
細石

刃核
石刃

縦長

剥片
石刃核 石核

削 片
剥片 原石 合計 重 量 石 質 製作内容

�類 �類 �類 �類 �類 �a類 �b類 �c類 細石刃
核削片

尖頭器
削 片

彫器
削片

３７１

１２７０ ３ ３ ５．９

黒曜石５ １ａ�

１２７１ ２ ２ １．６

１２７２ ２ ２ ６．１

１２７３ ３ ３ ７５．０

１２７４ ２ ２ １３．２

１２７５ ３ ３ １７．１

１２７６ ４ ４ ３８．３

１２７７ ２ ２ ７２．９

１２７８ ４ ４ ５１．２

１２７９ ６ ６ ６０．０

１２８０ ５ ５ ４８．１

１２８１ ８ ８ １１８．１

１２８２ ２ ２ １４．２

１２８３ ３ ３ ２７．９

１２８４ ２ ２ １０．４

５０５４１ ２ ２ ２３．１

５０５４２ ３ ３ １２．８

５０５４３ ２ ２ ３．１

５０５４４ ２ ２ ２．７

５０５４５ ２ ２ ４２．７

５０５４６ ２ ２ ５３．３

５０５４７ ２ ２ ３．０

なし １ ９４ ９５ ２５０．９

計 １ １ ２１５ ２１７ ２５３０．６

３７２

１２８６ ３ ３ ４６．３

黒曜石１ ５ｄ

１２８７ ６ ６ １２．３

５０５４８ ２ ２ ４．４

５０５４９ ５ ５ １３．０

５０５５０ ３ ３ １０．３

５０５５１ ２ ２ １０．３

なし １８ １８ ４３．６

計 ３９ ３９ １４０．２

３７３

１２８８ ２ ２ ３７．９

黒曜石１ ５ｄ

１２８９ ６ ６ ５９．７

１２９０ ２ ２ ３３．６

なし １１ １１ ３９．６

計 ２１ ２１ １７０．８

３７４
１２９１ １ １ ２ ２１４６．９ 黒 曜 石

１・５
５ｄ

計 １ １ ２ ２１４６．９

３７５
１２９２ １ １ ２ ６２０．７

黒曜石１ ５ｄ
計 １ １ ２ ６２０．７

３７６

１２９３ ２ ２ １８．９

黒曜石１
４ｃ�

５ｄ

５０５５２ ２ ２ ２８．７

なし ２ ２ ９．１

計 ２ ２ ２ ６ ５６．７

３７７

１２９４ ７ ７ ５５．１

黒曜石１ ５ｄなし ６ ６ １５．６

計 １３ １３ ７０．７

３７８

１２９５ ２ ２ ２１．７

黒曜石１ １ｆ

１２９６ ５ ５ ９３．７

１２９７ ４ ４ ２４．１

なし ８１ ８１ １８５．６

計 ９２ ９２ ３２５．１

３７９

５０５５３ ４ ４ ７９．４

黒曜石１ ４ｄ
５０５５４ ２ ２ １２．８

なし ２１ ２１ ４２．４

計 ２７ ２７ １３４．６

３８０

１２９８ ２ ２ ７２．４

黒曜石１ ４ｅ５０５５５ ２ ２ ４．４

なし １ １ １ ３２ ３５ １３０．５

母岩別資料一覧
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母岩 接合
尖 頭 器 両面調整石器

彫器 掻器 削器
錐形

石器

舟 底 形 石 器 台形

石器

二次加
工ある
剥片

細石刃
細石

刃核
石刃

縦長

剥片
石刃核 石核

削 片
剥片 原石 合計 重 量 石 質 製作内容

�類 �類 �類 �類 �類 �a類 �b類 �c類 細石刃
核削片

尖頭器
削 片

彫器
削片

３８０ 計 １ １ １ ３６ ３９ ２０７．３ 黒曜石１ ４ｅ

３８１

１２９９ ７ ７ ２５．１

黒曜石１ １ｄ

１３００ ２ ２ ７．１

５０５５６ ４ ４ ４．６

５０５５７ ２ ２ ０．９

５０５５８ ２ ２ １．３

５０５５９ ２ ２ ３．５

なし ５０ ５０ ４０．９

計 ２ ６７ ６９ ８３．４

３８２

１３０１ １６ １６ ２０７．９

黒曜石１ ４ｄ

１３０２ １１ １１ ２３０．０

５０５６０ ２ ２ ２６．１

５０５６１ ２ ２ ５．９

５０５６２ ２ ２ ２．７

なし １ ２６ ２７ ８９．８

計 １ ５９ ６０ ５６２．４

３８３

１３０３ ２ ２ １８．３

黒曜石１ ４ｅ

１３０４ ３ ３ ７６．０

１３０５ ４ ４ １８４．９

５０５６３ ３ ３ ５．０

５０５６４ ２ ２ １２．９

５０５６５ ２ ２ ２１．６

５０５６６ ３ ３ ９．１

５０５６７ ２ ２ １３．４

５０５６８ ２ ２ ４．４

なし １ ７９ ８０ ３７９．０

計 １ １０２ １０３ ７２４．６

３８４

１３０６ ２ ２ １１．７

黒曜石１ １ａ�

１３０７ ２ ２ ２２．４

５０５６９ ３ ３ １６．２

５０５７０ ２ ２ ４．７

５０５７１ ２ ２ ３．３

５０５７２ ２ ２ ７．６

５０５７３ ２ ２ ３３．５

５０５７４ ２ ２ ６．７

５０５７５ ３ ３ ９．７

５０５７６ ２ ２ １５．３

なし １ １ １６４ １６６ ６４８．９

計 １ １ １８６ １８８ ７８０．０

３８５

１３０８ ３ １ ２５ ２９ ３０３５．６

黒曜石１ ４ｃ�

１３０９ ４ ４ ６２．４

１３１０ ３ ３ １２．２

５０５７７ ２ ２ ４．９

５０５７８ ２ ２ ６．２

なし １８ １８ ９７．８

計 ３ １ ５４ ５８ ３２１９．１

３８６

１３１１ ３９ ３９ ６７７．９

黒曜石１ ４ｄ

１３１２ １７ １７ ２１６．８

１３１３ ２４ ２４ １５４．７

１３１４ ９ ９ ４７．４

１３１５ ２ ２ ９．６

５０５７９ ２ ２ １２．６

計 ９３ ９３ １１１９．０

３８７

１３１６ ２２ ２２ ２０２．５

黒曜石１ ４ｄ１３１７ ２９ ２９ ２７９．６

計 ５１ ５１ ４８２．１

３８８

１３１８ ４７ ４７ ５３４．１

黒曜石１ ４ｄ
１３１９ １１ １１ ５９．１

１３２０ ２ ２ ９．５

計 ６０ ６０ ６０２．７

旧白滝５遺跡
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母岩 接合
尖 頭 器 両面調整石器

彫器 掻器 削器
錐形

石器

舟 底 形 石 器 台形

石器

二次加
工ある
剥片

細石刃
細石

刃核
石刃

縦長

剥片
石刃核 石核

削 片
剥片 原石 合計 重 量 石 質 製作内容

�類 �類 �類 �類 �類 �a類 �b類 �c類 細石刃
核削片

尖頭器
削 片

彫器
削片

３８９

１３２１ ７１ ７１ ８３７．３

黒曜石１ ４ｄ

１３２２ ２ ２ ２．９

１３２３ ２ ２ ４．４

１３２４ ２ ２ １．８

５０５８０ ２ ２ １０．１

５０５８１ ２ ２ ３．９

５０５８２ ２ ２ ７．４

計 ８３ ８３ ８６７．８

３９０

１３２５ ２９５ ２９５ ２２５６．６

黒曜石１ ４ｄ５０５８３ ２ ２ １．４

計 ２９７ ２９７ ２２５８．０

３９１

１３２６ ３ ７６ ７９ ４１４．５

黒曜石１ ４ｃ�
１３２７ １７ １７ ２６６．５

１３２８ ４ ４ １２．８

計 ３ ９７ １００ ６９３．８

３９２
１３２９ ８６ ８６ １０６３．３

黒曜石１ ４ｄ
計 ８６ ８６ １０６３．３

３９３

１３３０ ３ ２２ ２５ ６６２．７

黒 曜 石

３・４
１ａ�

１３３１ ２ ２ １．６

５０５８４ ２ ２ ６．０

５０５８５ ２ ２ ２．３

なし ５８ ５８ ８５．８

計 ３ ８６ ８９ ７５８．４

３９４

１３３２ １４ １４ ８０．５

黒 曜 石

１・３・４
１ａ�

１３３３ ４ ４ １０．７

１３３４ ３ ３ １．３

１３３５ ２ ２ １．７

１３３６ ２ ２ ２．７

なし １ ２７ ２８ ４５．０

計 １ ５２ ５３ １４１．９

３９５

１３３７ ３１０ ３１０ ３０１１．２

黒曜石３ ４ｄ

１３３８ ２ ２ １．８

５０５８６ ２ ２ ３．１

なし １ １ ０．７

計 ３１５ ３１５ ３０１６．８

３９６

１３３９ １ ２ ３ ９４．８

黒 曜 石

１・３・５
４ｅ

１３４０ ２ ２ １２．４

１３４１ ２ ２ １５．９

なし １ １ ２１ ２３ ６２．７

計 １ ２ ２７ ３０ １８５．８

３９７

１３４２ ４ ４ １８．４

黒曜石１ １ｆ
１３４３ ２ ２ ６．０

なし ３２ ３２ ６３．８

計 ３８ ３８ ８８．２

３９８

１３４４ ４６ ４６ ３１１．４

黒曜石１ １ａ�
１３４５ １９ １９ ６８．２

なし １４ １４ １３．８

計 ７９ ７９ ３９３．４

３９９
１３４６ ２ ６ ８ １０５．０

黒曜石１
１ａ�

５ｄ計 ２ ６ ８ １０５．０

４００

１３４７ ３１ ３１ ３６４．８

黒曜石１ １ａ�
１３４８ ３ ３ ２０．３

なし １ １ １．５

計 ３５ ３５ ３８６．６

４０１
１３４９ ２ ６ ８ １０４．９

黒曜石１ １ａ�
計 ２ ６ ８ １０４．９

４０２

１３５０ １０ １０ ２９６．７

黒曜石１
１ａ�

１ｆ

１３５１ ２ ３ ５ １８４．１

なし ２５ ２５ １４３．５

計 ２ ３８ ４０ ６２４．３

母岩別資料一覧
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母岩 接合
尖 頭 器 両面調整石器

彫器 掻器 削器
錐形

石器

舟 底 形 石 器 台形

石器

二次加
工ある
剥片

細石刃
細石

刃核
石刃

縦長

剥片
石刃核 石核

削 片
剥片 原石 合計 重 量 石 質 製作内容

�類 �類 �類 �類 �類 �a類 �b類 �c類 細石刃
核削片

尖頭器
削 片

彫器
削片

４０３

１３５２ ２ ４７ ４９ ７２７．８

黒曜石１
４ｃ�

１ａ�

５０６８２ ２ ２ １．４

なし １６ １６ ２７．６

計 ２ ６５ ６７ ７５６．８

４０４

１３５３ ６７ ６７ ３８４．６

黒曜石１
１ａ�

１ａ�

１３５４ ６ ６ ２３．５

１３５５ ２ ２ ４．０

なし ２８ ２８ ４７．９

計 １０３ １０３ ４６０．０

４０５

１３５６ １ １ ３５０ ３５２ ２１７９．０

黒曜石１
１ａ�

１ａ�

１３５７ ５ ５ １３．１

１３５８ ２ ２ ５．３

１３５９ ２ ２ ３．４

１３６０ ２ ２ ４．８

１３６１ ２ ２ ２．０

１３６２ ２ ２ ２．６

１３６３ ２ ２ ２．７

５０５８７ ２ ２ ７．６

なし １０４ １０４ １５５．７

計 １ １ ４７３ ４７５ ２３７６．２

４０６

１３６４ １７０ １７０ １５０２．７

黒曜石１ １ａ�なし １７ １７ ２２．９

計 １８７ １８７ １５２５．６

４０７

１３６６ １３０ １３０ ６８４．４

黒曜石１
１ａ�

１ａ�

１３６７ ４５ ４５ ６４１．３

１３６８ ２２ ２２ １９０．８

１３６９ ２ ２ ５．９

１３７０ ２ ２ ２．１

なし １ １ １０２ １０４ １５６．４

計 １ １ ３０３ ３０５ １６８０．９

４０８

１３７１ ３ １３９ １４２ １４１７．１

黒曜石１
１ａ�

１ａ�

１３７２ ６ ６ ４２．０

１３７５ ２ ２ １２．９

１３８０ ２ ２ １２．４

５０５９０ ２ ２ ５．３

５０５９１ ３ ３ ６．９

５０５９２ ２ ２ １６．８

なし ２９ ２９ ７５．２

計 ３ １８５ １８８ １５８８．６

４０９

１３８３ ２ １２６ １２８ ８５５．６

黒曜石１

４ｃ�

１ａ�

１ａ�

１３８４ １ ２ ３ １９．７

１３８６ ５ ５ ５０．８

１３８７ ４ ４ １８．５

１３８８ ２ ２ ７．３

１３８９ ２ ２ ５．０

なし ３１ ３１ ５３．１

計 １ ２ １７２ １７５ １０１０．０

４１０
５０５９３ １ １ ２ １８５．５

黒曜石１ ５ａ�
計 １ １ ２ １８５．５

４１１

１３９０ １５ １５ １０６．７

黒曜石１ １ａ�なし ６ ６ ４３．１

計 ２１ ２１ １４９．８

４１２

１３９１ １４ １４ ２９７．５

黒曜石１ １ａ�１３９２ ４ ４ ６９．１

計 １８ １８ ３６６．６

４１３

１３９３ ８ ８ ３０６．８

黒曜石１ ５ｄ

１３９４ ６ ６ １３０．７

１３９５ ３ ３ １９１．７

５０５９４ ２ ２ ５８．３

５０５９５ ２ ２ ９．２

旧白滝５遺跡
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母岩 接合
尖 頭 器 両面調整石器

彫器 掻器 削器
錐形

石器

舟 底 形 石 器 台形

石器

二次加
工ある
剥片

細石刃
細石

刃核
石刃

縦長

剥片
石刃核 石核

削 片
剥片 原石 合計 重 量 石 質 製作内容

�類 �類 �類 �類 �類 �a類 �b類 �c類 細石刃
核削片

尖頭器
削 片

彫器
削片

４１３
なし ９ ９ ８３．２

黒曜石１ ５ｄ
計 ３０ ３０ ７７９．９

４１４

１３９６ ７ ７ １２６．２

黒曜石１
１ｆ

４ｅ

１３９７ ２ ２ １．８

１３９８ ２ ２ １３．８

５０５９６ ２ ２ ８．５

５０５９７ ２ ２ １８．５

なし １５ １５ ９７．８

計 ３０ ３０ ２６６．６

４１５

１３９９ ５５ ５５ ３７０．９

黒曜石１
１ａ�

５ｄ

１４００ ２８ ２８ ２５６．３

１４０１ ２１ ２１ １６１．６

１４０２ １０ １０ ３８．２

１４０３ ２ ２ ９．２

１４０４ ２ ２ ４．２

１４０５ ２ ２ ３．０

１４０６ ３ ３ ５．６

１４０７ ２ ２ ９．６

１４０８ ２ ２ ６．１

なし ６７ ６７ １００．６

計 １９４ １９４ ９６５．３

４１６

１４０９ ７２ ７２ １３６８．１

黒曜石１
４ｅ

１ａ�

１４１０ ５ ５ １６．１

１４１１ ４ ４ ２４．６

１４１２ ２ ２ ６．４

５０５９８ ２ ２ １４５．５

なし ３６ ３６ ８２．９

計 １２１ １２１ １６４３．６

４１７

１４１３ ５ ５ ４５．３

黒曜石１ １ｆ

１４１４ ５ ５ ２３．５

１４１５ ４ ４ ２１．１

１４１６ ３ ３ １１．７

１４１７ ２ ２ １６．０

１４１８ ２ ２ ４９．７

５０５９９ ２ ２ ６．７

５０６００ ３ ３ ３．３

なし ２９ ２９ １７４．７

計 ５５ ５５ ３５２．０

４１８

１４１９ １ １６ １７ １８５．８

黒曜石１

４ａ�

１ａ�

１ａ�

１４２０ ２ ２ １８．５

１４２１ ２ ２ １４．８

１４２２ ４ ４ ３４．６

１４２３ ２ ２ １０．８

５０６０１ ２ ２ １２．２

なし １１ １１ ６１．７

計 １ ３９ ４０ ３３８．４

４１９

１４２４ ５９ ５９ ５１２．６

黒曜石１
１ａ�

５ｄ

１４２５ ２ ２ ４．１

５０６０２ ２ ２ ９．７

なし ２９ ２９ ５０．５

計 ９２ ９２ ５７６．９

４２０

１４２６ ３ ３８ ４１ ３７８．０

黒曜石１
１ａ�

４ｃ�

１４２７ ２ ２ ５．９

１４２９ ５ ５ １５．８

５０６０３ ２ ２ １．１

５０６０４ ２ ２ ５８．０

なし ２２ ２２ ４０．５

計 ３ ７１ ７４ ４９９．３

４２１
１４３０ ３１ ３１ ２３５．４ 黒 曜 石

３・４

１ａ�

５ｄ１４３１ １６ １６ ２７６．４

母岩別資料一覧
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母岩 接合
尖 頭 器 両面調整石器

彫器 掻器 削器
錐形

石器

舟 底 形 石 器 台形

石器

二次加
工ある
剥片

細石刃
細石

刃核
石刃

縦長

剥片
石刃核 石核

削 片
剥片 原石 合計 重 量 石 質 製作内容

�類 �類 �類 �類 �類 �a類 �b類 �c類 細石刃
核削片

尖頭器
削 片

彫器
削片

４２１

１４３２ １８ １８ １４５．４

黒 曜 石

３・４

１ａ�

５ｄ

１４３３ １２ １２ ５８．２

１４３４ ６ ６ ５７．６

１４３５ ４ ４ ３０．４

１４３６ ５ ５ ４１．５

１４３７ ６ ６ ２７．３

１４３８ ３ ３ １０．５

１４３９ ３ ３ ９．５

１４４０ ２ ２ ８．７

１４４１ ３ ３ １１．２

１４４２ ３ ３ ４．９

１４４３ ２ ２ ９．３

１４４５ ２ ２ ６．９

１４４６ ２ ２ ４．５

１４４７ ２ ２ ２８．０

１４４８ ２ ２ ４．１

１４４９ ２ ２ ２．１

５０６０５ ２ ２ ８．４

５０６０６ ２ ２ ５．６

５０６０７ ３ ３ ３．８

５０６０８ ２ ２ １．８

５０６０９ ２ ２ ４．７

なし １４９ １４９ ４７８．３

計 ２８４ ２８４ １４７４．５

４２２

１４５０ ６６ ６６ ８１９．４

黒 曜 石

３・４・５
１ａ�

１４５１ ２ ２ ４１．７

５０６１０ ３ ３ １１．０

なし １１ １１ １０．３

計 ８２ ８２ ８８２．４

４２３

１４５２ ９ ９ １８０．６
黒 曜 石

３・５
１ａ�なし １ １ １９．１

計 １０ １０ １９９．７

４２４

１４５３ ５ ５ １０１．７

黒 曜 石

３・４・５

３ａ�

５ｄ

１４５４ ２ ２ １０４．４

なし １ ２ ３ ５７．６

計 １ ９ １０ ２６３．７

４２５

１４５５ ２９ ２９ ９１．５

黒 曜 石

４・５
１ａ�

１４５６ ２ ２ １３９．６

１４５７ ９ ９ ３９．０

１４５８ １１ １１ ４６．８

１４５９ ７ ７ ２５．２

１４６０ ４ ４ ２０．５

１４６１ ４ ４ １３．７

５０６１１ ２ ２ ９．１

５０６１２ ２ ２ ３．２

５０６１３ ２ ２ ４．６

なし ３２ ３２ ８５．２

計 １０４ １０４ ４７８．４

４２６

１４６２ ２ ３ １ １ ５６ ６３ ３２２６．８

黒 曜 石

３・４

１ａ�

１ａ�

５ａ�

１ｅ

１４６３ １０ １０ １１５．１

１４６４ ４ ４ ８５．３

１４６５ ４ ４ ９．７

１４６６ ２ ２ １０．９

１４６７ ２ １ ３ １３．０

なし ４１ ４１ １３０．３

計 ２ ３ ３ １ １ １１７ １２７ ３５９１．１

４２７

１４６９ ２８ ２８ ３８８．０

黒曜石５
１ａ�

５ｄ

１４７０ ２７ ２７ ２４３．４

１４７１ ３１ ３１ ２２８．０

１４７２ ６ ６ ５１．４

旧白滝５遺跡
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母岩 接合
尖 頭 器 両面調整石器

彫器 掻器 削器
錐形

石器

舟 底 形 石 器 台形

石器

二次加
工ある
剥片

細石刃
細石

刃核
石刃

縦長

剥片
石刃核 石核

削 片
剥片 原石 合計 重 量 石 質 製作内容

�類 �類 �類 �類 �類 �a類 �b類 �c類 細石刃
核削片

尖頭器
削 片

彫器
削片

４２７

１４７３ ８ ８ ３１７．０

黒曜石５
１ａ�

５ｄ

１４７４ ７ ７ ３８．０

１４７５ ３ ３ ２９．２

１４７６ ７ ７ ９９．０

１４７７ ５ ５ ２７．９

１４７８ ６ ６ ４０．３

１４７９ ３ ３ ２３．９

１４８０ ６ ６ ４６．７

１４８１ ３ ３ １８．７

１４８２ ２ ２ １８．４

１４８３ ２ ２ １５．６

５０６１４ ２ ２ １０．５

５０６１５ ２ ２ ９．０

５０６１６ ３ ３ １１．８

５０６１７ ３ ３ １３．３

５０６１８ ２ ２ ４１．５

５０６１９ ２ ２ ６．８

５０６２０ ２ ２ ８．７

なし １ １４２ １４３ ８１９．３

計 １ ３０２ ３０３ ２５０６．４

４２８
１４８４ １ ２ ３ ２６７．３

黒曜石５ ５ｃ�
計 １ ２ ３ ２６７．３

４２９

１４８５ ２ ２ ３０．３

黒 曜 石

１・５
１ａ�

１４８６ ３ ３ ２６．７

１４８７ ２ ２ １０．１

５０６２１ ２ ２ １４．１

５０６２２ ２ ２ １３．０

なし １ １ ２ １０１．６

計 １ １２ １３ １９５．８

５０１

１３７３ ４ ４ ２０．７

黒曜石１
１ａ�

１ａ�

１３７６ ９ ９ ６８．２

１３７８ ２ ２ ３６．９

１３７９ ６ ６ ９１．７

１３８１ ７ ７ ３３．９

１５８８ ３ ３ ９．５

５０５８８ ２ ２ ８．０

５０５８９ ２ ２ ４．９

なし １８ １８ ５７．２

計 ５３ ５３ ３３１．０

合 計 ５８ ２ ２ ３４ １３ １ １０ ２５ １１ １０５ １３ ２ １ １４４ １７７ ４１ ３６９ ７０７ ６４ １００ １８４ ３ ２ ２３０６９ １９ ２５１５６ ２９３０７５．３

母岩別資料一覧
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報告書抄録

ふ り が な しらたきいせきぐんきゅう

書 名 白滝遺跡群�

副 書 名 一般国道４５０号白滝丸瀬布道路工事用地内埋蔵文化財発掘調査報告書

巻 次

シ リ ー ズ 名 �北海道埋蔵文化財センター調査報告書

シ リ ー ズ 番 号 第２６１集

編 著 者 名 直江康雄

編 集 機 関 �北海道埋蔵文化財センター

所 在 地 〒０６９－０８３２ 江別市西野幌６８５番地１

発 行 年 月 日 ２００８年１２月１５日

ふ り が な

所収遺跡
ふ り が な

所在地
コード

北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号

きゅうしらたき い せき

旧白滝５遺跡

もんべつぐんえんがるちょう

紋別郡遠軽町
きゅうしらたき

旧白滝４１７
０１５５５ �－１７－１５０

４３°

５４′

１６″

１４３°

１２′

５７″

２００３０５０７～

２００３１０２４
７，３４０�

道路建設

に伴う事

前調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

旧白滝５遺跡 散布地 旧石器時代

焼土３か所、

炭化木片ブロック

４か所

石器ブロック

２１か所

台形石器、尖頭器、両面調整

石器、彫器、彫器削片、掻

器、削器、錐形石器、舟底

形石器、二次加工ある剥片、

細石刃、細石刃核、石刃、

縦長剥片、石刃核、石核

（総点数２６１，５７１点）

（総重量５５７，８６９．４�）

黒曜石の原産地遺跡

剥片素材の削片系細石

刃核を含む石器群

小型舟底形石器を含む

石器群

小型鋸歯縁尖頭器を含

む石器群

要約

旧白滝５遺跡は幌加湧別川と湧別川との合流点の湧別川左岸の河岸段丘面上にある。地形は高位部

（天狗平面）と中位部（上白滝面）の二段の段丘面とその間の斜面部からなる。調査区の標高は３６０

～３９０ｍで、高位部は約３９０ｍ、中位部は３６０～３７０ｍである。調査は平成１５・１８・１９年度に行い、本報

告書は平成１５年度調査分にあたる。

高位部からは主に、�剥片素材の削片系細石刃核を含む石器群と�小型舟底形石器を含む石器群が

出土した。接合資料から、�の細石刃核は、両面調整石器を製作した際の調整剥片を素材としている

ことが判明した。さらに、製作された両面調整石器の大半は遺跡外に搬出されており、これらの両面

調整石器は、搬出形態から細石刃核の母型となる可能性が高い。

中位部からは�小型鋸歯縁尖頭器を含む石器群が出土した。この尖頭器は本州の縄文時代草創期に

出土するものと類似している。�には石刃も含まれ、その特徴は北海道の有舌尖頭器石器群のものと

同様である。
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�北海道埋蔵文化財センター調査報告書 第２６１集

白 滝 遺 跡 群 �
第１分冊（本文編）

遠軽町 旧白滝５遺跡
一般国道４５０号白滝丸瀬布道路工事用地内埋蔵文化財発掘調査報告書
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印 刷 �北海道機関紙印刷所
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